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序に 代へ て 

11 古代の 人、 矢  一 I 

こ、 に は 矢 一の H ッ セィ、 隨筆、 詩歌、 日記、 書翰 等 を 集めました。 隨 外の 驹爛 さはな く、 漱 

石の 深 情 はない と 思 ひます が、 どの 文章に も 端々 に 至る まで 「日本 學」 創立への 意志と 氣魄 が烈々 

と 動いて ゐて、 その 思想 は 今日 もな ほ 私達の 心 を 打つ ものが あります。 而も 彼 は、 或 ひは^ 亍を 

追 ひ、 或 ひは餘 りに アジア 的な 祕 事跡 傳を尙 び、 或 ひ は 詠歌 三昧に その 日 を 遊ぶ 學者 ではな かつ 

たと 思 はれます。 朝に 直、 ディ ォ 二 ソスを 語れば、 夕に 國家、 民族 を 論す る。 昨日 は 古事記、 

還を說 き、 今日は フン、 ポレ ノト、 シェ. —ラ— を 諭す。 學は 古今東西に. t、 思想 は 古今の 華を 集 

中して、 而も 自ら 規矩 あり。 やはり 一 代の 壯觀 であった と 思 ひます。 二 イチ ェ は 近代の 豪 者の 

弊 を 論じて、 近代の I は、 た 4 を 通して 知識 だけ を 得て、 學の妻 を 知らない。 古代の 學は 

自ら 多ぐ 旅し、 自ら 見、 自ら 聞き、 書いた 眞の學 であった と 警めた。 矢 一の 場合 は、 少ぐ とも 日 

常 流行の？ はなかった。 それ は、 I は 曰 常の 矢 I を 知って ゐる 故に、 安んじて f ことが 出 
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來 ます。 彼 は 異常な 博覽强 記、 漢詩な ど、 一 見卽ち 暗誦して 誤らぬ 豊かな 才能 を 具 へ てゐ まし 

た。 なほ その上に、 東西の 書 を 問 はす 一日 一冊 を讀 むと いふ 精力 を 以て 勉強して ゐ ました。 (これ 

は 後に 社交が 忙しくなる と共に 衰へ て ゆきました が) 併し それに もま さって 矢 一 は 旅 を 好み ま 

した。 旅 を 無二の 親友の やうに 愛して ゐ たのです。 生きた 體驗 をす る こと を 本 當の學 問で あると 

思って ゐ たからです。 日記に も ある やうに 歐洲は 二度 訪れました。 松阪 在の 山 室に 宣 長の 墓を訪 

ねた 時には、 「二十 年來、 一日と して 翁の 書物 を讀 まぬ 事の 無い 後進の 一書 生が、 今 始めて 翁の 墓 

前に 額づ いて、 感慨 は眞に 無量であった。」 といって、 「百年の 世は隔 つれ ど敎へ 子に 數ま へませ 

と をが み額づ く」 と 歌って ゐ ます。 同じ やうに 彼 は ワイ マ ー ^にあの 靜 かな ゲ— テ の 家 を 訪れ、 

シ ュ トラ ッ トフ ォ I ドの シュク スピ— ァ の 墓の 前に 敬虔に 佇みます。 今でも 私 は、 瀨戶內 海 を 通 

る 船で 萬 葉 を 語った 父の 偸 しげな 面影 を 思 ひ 浮べます。 東京の 郊外 を 一緒に 步 けば、 きっと 八 犬 

傳の 文章 を 引用して 地名 を敎 へ て くれる のです。 「ァ メ リ 力 は 言 ふ ことがなくて つまらない。」 

と は 矢 一 の 口癖でした。 日本の 固有の 文化が 亡失して アメリカ 化し、 十九 世紀 化して ゆく のが、 

彼に は どんなに 殘 念であった であり ませう。 併し 萬 葉を說 き、 詩 を 論す る 時の 彼 は、 誠に 古典 そ 

の もので あり、 古典が 彼の 體 より 溢れ 流れて 來 るかと 思 はれる 程で あ， 0 ました。 何 一 つ 彼 は 書物 
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から 知識 を 得た のではなかった。 彼の 學は、 身 を 以てする 體驗 であった のです。 獻 身して 自らの 

眼に 見、 身 を 捨てて 學ん だのです。 ですから 彼の 學は、 見て、 旅して 書かれた 生きた 體驗 であつ 

て、 初めて 私達 はこ、 に 深い 學 問の 生きた 呼吸 を 感じ、 無味乾燥な 註 釋ゃ評 解から 脫れ て、 森厳 

な 夏の 林の 中に 步み 入る 者の 爽やかな 心 持を烕 する ことが 出來 ます-。 それ故に こそ、 この 人 は、 

眞に眞 の 日本の 民で あり、 あの やうに 深く 日本の 圃民 を體驗 し、 日本の 國家を 愛する ことが 出來 

たのです。 

矢 一 は 夙く して 醫者 になら うと 志しました。 その 爲に 少年の 頃から ドイツ語 を學ん だと 語って 

ゐ たこと を覺 えて ゐ ます。 文學 者であって 醫 者であった 者に は、 森鷗 外、 大野 洒竹、 力 P ッサ等 

が ありました。 もっと 以前に は、 儒 學と醫 學とは 殆んど 分つ ことが 出 來ぬ位 密接に 結合 せられて 

ゐ ました。 宣長 もや はり 醫者 でありました。 矢 一 が 宣長を 評して、 「國學 大成と いふ 醫 術よりも も 

う 一 看廣ぃ 仁術 を 行 はれた。」 と 言った の は、 誠によ い 批判で あると 思 ひます。 ルル ケも 「醫者 

は 他の どの 職業よ b も 美しい。」 と 語って ゐ ます。 何故なら、 醫者は 直接 人に 接して 人の 苦難 を 

救 ふこと が出來 るからで す。 そこに は 生死 を 賭して 人 を 救 はう とい ふ 奉仕が ある だけです。 これ 

以上に 美しい 人に 對 する 奉仕が あるで せう か。 併し 人 を 救 ふ爲に は、 先づ 自分から 人 を 救 ふこと 


が 出來る だけに はるかに 健康で なければ ならす、 又 必す人 を 快癒 させ 得る とい ふ强ぃ 信念が、 特 

に 精神的な 決心がなければ なりません。 文學の 場合 も 同じ だと 思 ひます。 矢 一 にと つて は、 文學 

は 人間 を快瘡 させる 美しい 科學 であり、 人間へ の 奉仕であった のです。 誰か 彼に 接して、 矢 一 の 

文學 がそれ 以外の ものであると 思った 人が あるで ありませ うか。 矢 一 は醫 者に はなり ませんで し 

た。 併し 彼の 國家、 人間へ の强ぃ 信念 は、 來る者 を 安心せ しめ、 苦 惱の人 を 救 ひ、 快癒へ の 道 を 

指し示しました。 彼の 文學 は、 その 烈々 とした 奉仕の 熱意の 爲に、 人間の 本性 を さへ 全く 變 革す 

る 力 を 具へ てゐ ました。 彼 は 文學に 於て 何物よりも 禮 節を尙 びました。 何故なら、 彼 は 人間 精神 

の 生成 者と して、 その 自ら 創造して ゆく 精神の 歷史と 形態と を 問題に しなければ ならなかった か 

ら です。 先づ 何よりも 心の 美し さ を 磨け と 言 ふので す。 又 同じ やうに 人間の 眞理 を、 たと へそれ 

が どんなに 單純 であらう と、 眞實 である 限り、 その 本當 さを尙 びました。 一 いつはり」 を 彼 は 何よ 

り も惽ん だのです。 他の 所で も 言 ひました やうに、 彼 はた、、 科學 ゃ文學 にだけ ではなく、 この 世 

界の 惡に對 して 深い 憤 6 を 持ち、 國學 によって 少しで も 世界 を 以前の 姿に、 もっと 眞實の ものに 

返さう と 思って ゐ たのです。 彼が 文 學を言 ふ 時、 歌 や 美文 を 問 ふ 先に、 必す 人間と 道と を 求め、 

先 づ文學 の 生地 を 厳しく 責めました。 矢 1 の 文學を 知る 二三の 人 は、 きっと さう いふ 彼の 儼と し 


た 體-驗 を 持って をら れる に 違 ひありません。 「禍 事の 多くな，.^ ゆく 世の さま を 直 日の 大神 見な ほ 

した まへ」 と は 彼の 歌です。 彼の 祈り は、 「世の中が 關節を 外して ゐ る。」 といった 誇. り 高い 王子 

の 祈りに 似て はゐ ないで せう か。 

矢 一 は又學 問の 正傳 とい ふ こと を 言 ひました。 正傳 とい ふの は、 矢 一 の 國學に 於け る 血統の 自 

覺 です。 眞の 精神、 眞の 思想と いふ もの は、 吿白 によって 人から 人へ、 時代から 時代へ 遺傳 して 

ゆく もので はないで せう か。 矢 一 は 春滿、 眞淵、 宣長、 篤 胤 等から 國學の 血統 を 受け 緩ぐ 者で あ 

ると. E 僭し な いまでも、 春滿を 以て その 創立者と した 古學を 復興し、 シ ュー ラ—、 デル タイ 等の 

ドイツ 文獻學をも採，=^入れて新しぃ日本學の基礎を置く事を以て生涯の仕事としてゐたと思ひま 

す。 、ノ ンブグ ク大學 の 敎授グ ンデダ ト氏等 は 親しく 父の 敎示を 受けた 人です。 氏 は 自ら 父の r 國 

民 性 十 論」 を ドイツ語に 飜譯 しつ ゝ、 「あの 追憶に 滿 ちた 本 は、 『月 雪花』 と共に、 日本 を 語る 最 

も 美しい 本で ある。」 と 幾度 も 繰返し 私に 語って ゐ ました。 併しながら 國學 は、 篤 胤が 言った や 

うに 「いっち 廣ぃ學 問」 であって、 儒學、 佛學を はじめ 西 歐の學 を 修めた 上、 その 最も 良い もの 

だけ を 集めて、 眞の道 を 提示し なければ ならない のであります から、 なか/ \ に 容易で はな かつ 

た。 彼 は あらゆる 學を 奪取して、 遂に 確信す る 古道の 復興 を 得た ので ありませ う。 その 破る が 如 


き 果敢な 學 への 武士道 は、 眞に 私共の 學 ぶべき 所が 多い やうに 思 はれます。 この 文集に も 裁せ ま 

したが、 矢 一 が眞 淵、 宣 長の 二 大人 を說く 時、 淡々 とした 文章の 間に も、 本當に 自分の 祖先 を 語 

るの だとい ふ 喜びと 眞摯 さが 溢れ、 子供の やうな 敬虔な 氣 持で この 二人の 先 驅者を 祭典して ゐる 

氣持 は、 惻々 として 今な ほ 私達の 心 を 打ちます。 

矢 一 は 玉 勝 間から、 眞 淵が 宣長を 諭した. 言葉 を 引用して ゐ ます。 

「吾 はま づも はら 萬 葉 を 明らめん とする 程に、 すでに 年老いて、 殘 りの 齡 今い くばく も あら ざれ 

ば、 神の 御 典を說 くまでに 至る こと 得ざる を、 いまし は 年 さかりに て 行 さき 長ければ、 今より 

怠る ことなくい そしみ 學び なば.、 其の 志遂 ぐる こと あるべし。 但し 世の中の 物學 ぶと もがら を 

るに、 皆 低き 所を經 すて、 まだき に 高き 所に 上らん とする 程に、 低き 所 を だに 得る こと 能 は 

す。 まして 高き 所 は 得べき やうなければ、 皆 ひがごと のみす めり。 此の 旨 を 忘れす、 心に しめ 

て、 まづ K き 所よ 6, よく 固めお きて こそ 高き 所に は 上る ベ き 業 なれ。」 

諭す 眞淵は その 時 六十 七歲、 諭し を 受けた 宣長は 三十 四 歲の壯 年で ありました。 この 眞 淵の 諭 

しの 心 こそ 又 矢 一 の 心であった らうと 思 はれます。 自分 は 西歐の 科學を 移入して、 漸く 日本 學の 

基礎 を 置いた。 お前 等 若い者 は 私の 志を繼 いで 古學 を復與 せよ と 言 ふので あります。 矢 一 が擔っ 


た 槍 を、 なほ 擔 つて ゆく の は 誰で ありませ うか。 「この 諭 言 は 我が 國學の 歷史を 語って ゐ るので 

ある。」 と 矢 一 は說 いて ゐ ます。 學 者の 仕事 は、 先人の 仕事の 上に、 更に 新しく、 より 高い 仕事 

が 築かれて 行かねば な，.^ ません。 而も 六十 七 歲の眞 淵が 「齢 今い くばく も あら ざれば」 と 語る の 

は、 眞に戰 場に 仆れた 武人の ノ仆れ てな ほ 止まぬ 雄々 しい 遺言の やうに 思 はれます。 そこに 古學 

を傳 へようと する 者の 激しい 意志と 次代への 責任と が 切なく 感 せられます。 矢 一 も それ を 感じた 

ので ありませ う。 又 低き を 固めて 高き に 上る とい ふこと を說 いたの は、 日本の 學 者に とって 誠に 

適切で あつたと 思 はれます。 今日、 本當に 築き上げられた 學 者が 何人 あるで あ， 0 ませう。 以前の 

學者 は、 今日の 學 者の やうに、 他人の 思想 を 借りて 自分の 衣 を 飾る やうな 貧しい その 日暮 しの 哲 

學は 持って ゐ ませんで した。 矢 一 にしても、 「二十 年來、 一 日と して 宣長 翁の 書物 を讀 まぬ 日 はな 

い。」 と 言った 程です。 當 時の 批判の 精神 は、 今日の やうに 一 日 一 枚 半 頁 を 讀んで 一 題 を 論す る 

輕薄 さに 比して、 眞に悠 々たる 成熟であった と 思 ひます。 文學は その やうな 成熟がなければ 文學 

と は 言 ひ 難く、 今日の 混 亂は實 に 私達の 不幸で あると 思 はれます。 而も 矢 一 は 決して 自分の 思想 

を 人に 誇ったり、 人に 强ひ たりす る ことはなかった。 r 師の說 なりと て、 必 すな づみ 守るべき に 

も あらす。」 と 言った 宣 長の 心が 矢 一の 心で あ， 0 ました。 自分 は 一つの 例に しか 過ぎない ので あ 7 
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るから、 よ. 0 高く、 より 美しい 道が あれば、 構 はすに その 道を步 めと 彼 は 言 ふので あります。 彼 

こそ 眞に 現代に 生きた 古代の 民、 上古の 人で ありました。 

千 蔭が 眞淵を 評して、 

「大人 は 今の 世の 人と は 異にして、 うち 見に はさ かしき 事 はおくれ て、 心お そき やうに 思 はれし 

かど、 たまさかに いひいで 給へ る 言に、 敷 島の 大和心 を あら はし、 一言と してみ やび ならざる 

ことな か， 0 き。 筆と りて 物 書き 給 ふと 見る に、 五 百年 も經 にけ む 筆の 跡の 如くに なむ ありけ 

る。  自らい にしへ 人の 心に なり もて 行きて、 其の 心より 言 ひ 出で もし、 物 書き もし 給 ひし 

によりて こそし か ありけ るなら め。」 

と 書いて ゐ るの は、 その ま、 矢 一 に當て はまらな いでせ うか。 今古 代の 人の 姿な く、 身邊の 淋し 

さ の身に：^^むのを覺ぇます。 何よりも 先づ この 文集に も： 化み 出て ゐる矢 一 の 人となり を懷 かしみ 

ます。 

この 文集 を 編みます に 際して、 父の 友人で ある 諸 先輩の 厚い 御 同情と 御 指導 を 得ました。 矢 一 

へ の溫ぃ 友情に 對 して 心から 感謝 申し上げて を 6 ます。 眞に その 友情 は 美しく、 いつまでも 殘っ 

てゐる ことで ございませう。 文學の 人ではありません が、 野路 慶三氏 等 もや はり 人生の 危機に 際 


して 父の 薰陶を 受けられた 一 人であります。 あ、 いふ 人が 今な ほ殘 り、 あ、 いふ 友情が 今にな ほ 

存 するとい ふこと は、 私達の 心 を 明るく いたします。 文集の 爲に坂 本 嘉治馬 氏 はじめ 富山房の 方 

方に 色々 お 世話 をいた、 きました。 厚く 御禮 申し上げます。 特に 島村剛 一 氏に は 日頃から 編輯 そ 

の 他 一 方なら ぬ 御盡カ をいた、. - きました。 父 矢 一 に 代って 厚く く御禮 申し上げます。 

昭和 十 一 年 十二月 七日 


m  言  、 

、 雜 誌に 發 表せられた 文章 は、 その 維 誌の 發行 年月. によって 排列した。 

、 雜 誌に 發 表せられた 文章に して、 後に 「筆の まに く」 「筆に まかせて」 の いづれ かに 收 

めら れ たもの は、 右の 二 書に よって 梭訂 した。 

、 碑文 は 四 篇收錄 したが、 その 碑の 所在地 をし るして おく。 田 中 大秀翁 贈位 記念碑 は 岐阜 

縣 大野 郡 大名 田 町 江 名 子 松 室 岡に あり、 殿様 祭 之 碑 は 福 井 縣吉田 郡淨法 寺村栃 原に、 墙撿 

校 之 碑 は 埼玉縣 兒玉郡 金 屋村保 木 野に、 年 瀨儀作 翁 碑 は 福 井 市 手 寄 上 町 旭 小學校 校庭に あ 

る 0 

、 留學 日誌のう ち、 明治 三十 三年 九月 八日より 同年 十一月 三日に 至る までの 日記 は、 新 村 

出 博士の 所藏 である。 本書 編纂に 當 つて、 特に 博士よ b 借覽を 許され、 こ、 に收錄 する こ 

と を 得た もので、 この 期間の 日記 だけ 別冊に なって ゐる。 

、 卷 末の 年譜 は、 從來發 表せられて ゐる ものの 誤認 を訂 し、 更に 增補を 行って 揭げ たもの 

である。 

例  一 百 
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仇  言 

、 装幀 は 石 井 柏 亭畫伯 を 煩 はした。 留學 日誌 を貸與 せられた 新 村 博士の 芳情と 共に、 記し 

て 感謝の 意 を 表する。 
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文 
隨 
筆 


源平 盛衰 記と 太平. 記と 

余 は今兩 書の 文學 上に 於け る 價値を 比較 せんとす るに 先ち、 豫め讀 者の 注意 を 乞 はんと 欲する 事 あり 。他な し、 

近來此 等の 書 をして 其の 史料た るべ き 資格 を 失 はし めんと する 懐疑 說は、 毫も 其の 文學 上の 資格 を輕 重す る 事 能 

はすと いふ 事 これたり。 これ 固より 明瞭なる 事理に して、 古代に 在りて こそ 歷史は 文學と 同一 體 なり けれ、 今 は 

良 歷史必 すし も 良文學 ならす、 歷史 として は 非難すべき もの も文學 として は 良好なる もの あり" 蓋し 文學 と歷史 

と は實に 其の 批評の 標準 を 異にすれば なり。 故に 今後， 世間の 懷疑 論者 をして よく 其の 志 をな さしむ る 時 ありと 

も、 兩書は 之が 爲に 毫も 其の 損失 を 蒙む る 事な かるべき. り。 何と なれば 元來兩 書の 如き は 一 の 史料た らんより 

は、 寧ろ 一 の文學 たるべき 性質の ものにして、 たと ひ 其の 短所た る 史料の 資格 を 失 ふと も、 其の 長所た る 文學上 

の 趣味 は 之が 爲に 益.' 發揮 せられん とする が 故に、 其の 益 は 其の 損 を 償うて 餘 あるべ ければ なり。 故に 余 は從來 

の國史 が、 かの 懐疑 說の 鐵槌 に觸れ て破碎 せられん とする を 悲しむ と 同時に、 太平 記、 盛衰 記 等 は 唯 其の 史料た 

る 資格 を 失 ふに も拘ら す、 其の 文學 上の 價値は 永遠に 不死なる 事に 安心す るな り C 讀者乞 ふ、 其の 事實の 正確に 

疑 ある を 以て 併せて 其の 文學 上の 價値 を棄 つる 勿れ C これ 實を 結ばざる を 惡んで 櫻 樹を斷 つの 愚に 類す るたり。 1 

源平 盛衰 記と 太平 記と 


論文 隨筆 

兩 書が 文學 として 享有す る 永劫 不變 なる 價値は 何處に 在る か、 其の 我が 文學 上に 及ぼせる 影響 は 何ぞ、 是 余が 

玆に 解說を 試みん と 欲する 所. なり。 而 して 兩 書の 成れる 其の 間 一 百年 を隔 つと 雖も、 前後の 政治的 事情 大體 同じ 

きのみたら す、 社會 一 般 文化の 程度 も 亦 格別の 變化. なきが 故に、 兩 書の 間 固より 非常なる 懸隔 を發 見す る 能 はす、 

況んゃ 太平 記 は實に 其の 體栽 文章 等 一 に 之 を 盛衰 記に 學び たる ものなる を や- レ 

盛衰 記の 世に出で たる は寳 治、 建 長の 間た るべ しとい へり。 これ 鎌 倉の 覇業 巳に 固く、 天下の 實權 すべて 武士 

の 手中に 落ち、 朝廷 は 全く 其の 權カを 失 ひたる 時節な り。 而 して 此の 時 は戰塵 已に牧 まりて 人 また 文學を 弄する 

餘閑 ありと 雖も、 昔日の 才媛 は今復 見る ベから す。 かれは 王朝の 盛時 を 表せる 花冠たり しが 故に、 王廷 かく 衰微 

して は 再び 現るべき にあら す、 よし 再び 現る とも 娯柔 なる 物語 文 は 旣に當 時の 人の 愛好に 適せす、 保 元 以来の 戰 

亂は 風流 閑雅の 貴公子 をして 馬に 跨り 劍に 仗ら しめたり C 而 して 遂に は 之 を 西 海の 底に 驅 つて、 驕奢 文弱 等の 氣 

風 をして 一掃 跡な からしめ たりき。 是に 於て 東國の 武人 今 は 天下に 主たり。 乃ち 文學が 宮廷 貴人の 艷話 情事 を 列 

ねたる 物語 文より ー變 して 稍活發 なる 物語 文と なれる 事、 實に 自然の 勢な り。 然れ ども 當 時の 人心 は實に 無常に 

動かされ 易く、 すべて 斯の世 を 夢の 如しと 觀 じたり き。 これ 亦 其の 故な きに あらす。 思へば 藤氏が 富貴に 傲りし 

も 遠から ぬ 昔なる に、 平氏が 榮華を 極めし は 唯 昨日 今日の 如し。 然るに 一 門擧 りて 西 海に 亡びし も夢耶 幻耶、 一 

時 旭日と 呼ばれし 木 曾の 武威 も 遂に は 粟津 一片の 煙と 消えたり。 興亡 盛衰、 無常 轉變、 佛 家の 說く所 皆目 擊親蹈 

せざる なし。 況んゃ 親子 夫婦の 生別 死別、 佛 法に 歸 依す るに 非 ざれば 何の 日に か 斯の憂 を 忘る、 期 あらん。 これ 
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佛 敎が當 時に 流行 を增 せし 所以な り。 而 して 盛衰 記の 作者 は實に 此の 時代に 生存した る 人なる を 以て、 其の 文章 

は 雄壯活 澄なる 尙武の 元素と 凄 涼 悲哀なる 佛敎の 元素と を 含めり、」 乃ち 之 を 以て 富貴 榮 華の 夢幻の 如き を 叙述し 

去りた る は、 一部 盛衰 記 時代の 筆と いふと 雖 も" 要するに 此の 時代 人心の 反映た るな り。 

太平 記の 世に いでたる 年月に 關 して は 議論 一 定 せす とい へど も、 其の 所謂 南北朝時代の 生産物た るに 至りて は 

疑を容 るべ からす。 斯 かる 故に 戰亂の 人心に 及ぼす 作用、 佛敎が 社會の 精神た る 事 等の 事情 は、 さきに 盛衰 記 時 

代に 於て 成立せ るが 如く 此の 時代に 在りても 亦 成立した りき。 これ 太平 記の 作者が 盛衰 記の 體栽及 文章に 倣 ひて 

其の 筆 を 執り 得し 所以な り。 何と なれば 社會 の狀況 もし 前と 全く 異ならん に は、 かく 迄 同様なる 著作 をな さん 事 

固より 難 かるべ ければ なり。 要するに 兩書 は！： 一  時代の 文學 たる を 免れす。 卽ち同 一 事情の もとに 發生 せる もの 

とす。 故に 盛衰 記の 價値 たる 事 は 太平 記 亦 之 を 享有せ り。 卽ち 物語 文の 姨柔 なる より 一 變 して 雄 快なる 元素 を 交 

へ、 漢語 佛語を 輸入して 文章 句法に 幾 段の 進 步を與 へ、 簡單 なる 中古の 戀情兹 に 至りて 一種の 深奥なる 觀念 考察 

に 其の 所を讓 りたる が 如き、 皆 此の 時代 文學に 通有なる 進歩と いふべ し。 然れ ども 盛衰 記と 太平 記と は 徹頭徹尾 

相 均しく、 所謂 雙孿兒 なる もの か、 兩者は いづれ かこれ 兄に して、 いづれ かこれ 弟と いふ 區 別な きか、 其の 出生 

の 時代に 於て 前後 社 會の狀 態 は 毫末の 差異な かりし か。 他 語 之 をい へば、 百餘 年の 長年 月 は 文學に 何等の 變化を 

も來さ 1/ りし か。 これ 實に 重要なる 問題な り。 而 して 余 は 之に 答へ てい はんとす、 太平 記 は 盛衰 記に 比して 更に 

成長の 域に 進める ものな りと。 これ 其の 文章 外形 上の 謂に あらす して、 內部 精神 上 自ら 進歩の 跡 ある をい ふなり。 

源平 盛衰 記と 太平 記と 
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論文 隨筆 

然 らば 則ち 其の 少 長の 次第 を 生ぜし むる 所以の もの は 何ぞ。 曰く 勤王の 精神 これな り。 今、 太平 記 時代と 盛衰 

記 時代と を 比較す るに、 後者に 在りて は 勤王の 精神 全く 武家の 爲に壓 し 去られたり。 卽ち 武家の 政略と して 政 は 

簡易 を 貴び、 訟は祌 速 を 旨と し、 人民 をして 京師 を 望む の 志を飜 して 鎌 倉 を 仰がし めんと したりし が 故に、 人民 

は 遂に 爭 うて 武家に 赴き、 勤王の 心 は 鼓に 全く 喪盡 せられた るな り。 加 之 時 は 承久の 後に 在り。 朝廷 は 一 に 武家 

の 掣肘 を受 くるの み。 實に 其の 尊榮の 源た る 所以の もの を缺 きたるな り。 然るに 北條の 末年に 至りて は 公武の 位 

置 全く 相反し、 武家 は 政令 日に 暴恣に 流れた るに 際し、 朝政 は裁斷 神速、 下情よ く 上達す る を 得たり。 是に 於て 

天下の 民、 扨 は 鎌 倉 政府 も 最早 是迄 なりと て 心 を 朝廷に 寄す る もの 渐く 多き に 至れり。 而し てこの 勤王 心發 起の 

反動 力 こそ 遂に 建武 中興の 盛業 を 成就した る もの なれ。 其の後 南北の 戰爭 久しき にわたり、 北朝の 勢 常に 振へ り 

と雖 も、 楠 公 以下 義烈の 士 多き は 皆 これ 此の 時代精神の 凝 成せる ものに 外なら す。 我が 太平 記 は 亦實に 此の 時代 

に 生れた る ものな り。 其の 勤王の 精神に 支配 せらる、 蓋し 當 然とい ふべ し。 況んゃ 其の 南朝 方の 手に 成れり とい 

ふ を や。 

要するに 余が 太平 記 を 以て 盛衰 記に 比して 更に 成 丁の 域に 在りと いふ もの は、 其の 勤王の 精神 を 含有す る こと 

多き を 以てな り。 盛衰 記 はたぐ 會者定 離 を 感じ 生者必滅 を 歎す るの み。 其の 開 卷まづ 祇園 精舍の 凝聲、 沙 羅雙樹 

の 花の 色 を 以て 筆 を 起せる 亦 以て 之 を 見るべし e 然れ ども 太平 記 は 始終 未だ 曾て 勤王の 精神 を 離れす、 盛衰 記が 

平氏の 榮華 を寫す は、 其の 意 他日 必衰の 理に 漏れざる を 明す に 在り。 太平 記が 北條 氏の 驕奢 を寫す は、 遂に 其の 
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. 天戮を 免るべからざる を 明さん とてな り。 其の 他篇々 章々 心 を 沈めて 兩書を 比較す る 時 は、 一 は 無心に 盛衰 を說 

き、 1 は故意に褒^^ど構へ たる跡ぁり。 前者 はこれ 世 を 悲しみて 書け る ものにして、 後者 はこれ 世 を 憤りて 成れ 

る ものな り。 彼 は 女子の 悲哀に 沈める が 如く、 此は 丈夫の 慷慨 淚を揮 ふに 似たり。 均しく これ 涕 泣な り.」 而 して 

其 の 趣大 い に 異なり。 兩書を 讀む者 須く此 の 點 に 着目す べきな り。 然れ ども 盛衰 記と 雖も 全く 勤王の 元 氣を缺 く 

ものに あらす、 只 其の 事實の 彼此 相 異なれる と 時代精神の 影響と は獨り 太平 記に 於て 其の 重き を 致さ しめたる の 

み。 而 して 其の 均しく 鎌倉時代 文 學の鉅 作た るに 至りて は 固より 論 を 待たざる なり。 (明治 二十 三年 十月 「國文 學」) 

文學 復興の 時期 

國史 を繙き 西史を 手に する もの は、 必す 文化の 進歩に 於て 東西 同一 の 現象 ある を認 むべ し。 先づ 我が 國に 於て 

は 文學の 花期 金 世と 稱 すべき は 中古 王朝の 時代に 在りし が、 鎌 倉 室町の 時代 を經て 一 且滅 絶に 垂ん とし、 德川氏 

の 世に 及んで 再び 大いに 其の 光彩 を 放てり。 之と 等しく 希臘、 羅 馬の 文學は 一時 舊せ界 の 精華たり しが、 西羅馬 

の 願 覆と ともに 文學も 其の 基礎 を 失 ひし かば、 中世 紀數 百年が 間 は 歐洲を 通じて 無 文 無 學の暗 世な りき。 而 して 

かの 文學 復興の 日 は 遂に 今日の 歐洲 文明 を 喚起す る 首途と はなれり。 

文學 復興の 時期 
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論文 隨筆 

東西 文化の 進歩 斯の 如く 相 類似し、 其の 開化に 及ぼせる 影響 亦 均しく 莫大な りと いへ ども、 彼と 此とは 其の 規 

模 もとより 大小 を 異にし、 其の 時世の 事情 亦 多少の 異同 ある を 免れす。 姑く 余 をして 東西の ルネ— サン スを 比較 

せしめよ。 

歐西 文學の 復興 は 社 會の變 動に 伴 ひて 思想の 自由、 重要なる ファクト ル となれ り。 蓋し 中世 期に 在りて は宗敎 

の 束縛 最も 甚 しくして、 毫も 之に 背戾 せる 學說を 許さす。 故に 人絕 えて 新奇の 說に 進む 事 能 はすして、 飽くまで 

も.： 示 門の 敎誡を 信ぜざる ベから す。 啻に 經典 のみなら す、 僧侶の  一 一一 s 一  行と い へど も實に 神聖 犯すべからざる も 

のな りしが 故に、 一般人 心 は 遂に 伸張す る 期な くして、 社會は 全く 考察の 力 を 失へ り。 故に 哲學は 死し、 文學は 

息み、 世 運の 進歩 全く 遏止 せられたり。 此の 時に 當 りて かの 十字軍 は此 等の 歐人 をして 全く 他 種の 開化 人と 相 接 

せしめし かば、 其の 結果 は 人 をして 狹陋の 見 を 開き、 頑迷の 夢を醒 し、 自由の 意思 を發 揮せ しめて、 次第に 宗門 

を輕ん する の 風 を 養 はしめ、 敎會の 勢力 漸く 減退す るに 至れり。 是に 於て か壤 敗せ る當 時を棄 てて 文化 燦然た る 

古代に 遡らん とする 傾向 を 生じ、 宗敎の 信仰心 衰 へたる と 同時に、 希臘、 羅 馬の 古 哲學を 研究す る もの 益. '增加 

せり。 これ 卽ち 文學 復活の 大勢に して、 各自 其の 思考 一一 一一 II 論を恣 にし 得た る を 以て、 數 百年 來壓 抑せられ たる 潜 勢 

力 俄に 其の 活動 を 起して、 文 學の隆 時 遂に 巨 多の 偉人 を 生成せ るな り。 

故に 此の 時に 當 りて は、 社會 一般の 狀態已 に大變 せる ものにして、 啻に 文學 のみ 復活せ しに 非す。 宗敎 の覊雜 

• 解け、 封建の 制度 やぶれ、 譬 へば 凝結 閉塞せ し 中世の 時期 始めて 一陽の 来復に 會 ひたる 觀 あり。 玆に 於て 古哲學 
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は 復興し、 古文 學は 復矣 し、 社會 百般の 事す ベて 復活の 氣 運に 際會 せる， V なり。 

顧みて 我が 國文學 復活 の 狀態は 如何な りし かとい ふに、 關ケ 原の 戰 はもと より 十字軍 の 如き 效果 ありし ものに 

あらす、 叉 室町の 暗黑 時代に は 人心 を 支配す る 宗教の 一 大抑壓 存在せ しに 非す。 (宗敎 の 勢力 はや、 あり たれ ども) 

我が 所謂 暗黑 時代 は 天下の 戰亂に 際して 世人が 文筆 を棄 てた るに よれり。 故に 文學 を抑壓 する もの は戰爭 のみ。 

世に 戰爭 を絕 ちて 時運 昌平に 向へば 其の 勃興 復活の 勢 もとより 遏 止すべからざる なり。 然れ ども この 復活 は 心 思 

の 自由 を 得た るに 原因せ す、 はた 新 知識の 之 を 促した るに も 非す、 社會は 依然た る社會 にして、 封建の 制度 は 却 

つて 其の 鞏固 を 加へ たる 時に 於て 起れ り。 其の 復活の 未だ 俄に 恃む ベから ざる 知るべき たり。 

社會の 進歩 を 妨害し、 百 物の 生長 を遏 むる もの は 封建の 制度に 如く はなし。 何と なれば 封建 制の 精 祌は舊 態 を 

永遠 に 保持す るに 在れば なり。 但 わが 德川氏 は 文學に 向って は 太 だ 寛容な りしが 故に、 他の 藝 術に 比して は文學 

は 割合に 進歩 をな せり。 然れ ども 其の 進歩 は 如何に ありと も、 之 を圍繞 する 百 物 悉く 封建的なる 以上 は、 到底 封 

建 時代の 影響 を脫 却す る 能 はざる なり。 かの 和學 者が 古文 學を 復興して 遂に 古人に 超 出す る 能 は ざり しが 如き、 

又 其の 他の 文學 が儒敎 主義 を 敷衍して 千篇一律、 人 をして 其の 單 純に 倦まし めしが 如き、 皆 封建 制の 烙印 を 被れ 

る ものと す。 之 を 西洋の 文 學が單 に 古文 學の 復興に 止まらす してよ く發達 大成せ るに 比すれば、 其の 得失 甚だ 明 

瞭 なり。 要するに 彼が 文學は 復活 時に 於て 社會 人心と ともに ー變 し、 我が 文 學は同 一 社會 殊に 封建 制の 下に 在り 

て 復活せ り。 復活の 事 は 相似たり と雖 も、 其の 結果に 得失 ある 多く は 之が ためなり。 

文學 復興の 時期 
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論文 隨筆 

かく 論じ 來れ ば、 我が 國文學 が 封建 守舊的 雰圍氣 中に 發 育せ ると、 西洋の 文 學が百 物 一新の 社會に 生長せ ると 

其の 趣大 い に 異な る を 知る が 故に、 こ の 東西 復活 時 の 比較 は 始めより 適當を 失へ る ものなる を 知るべし。 而 して 

之と 同時に 眞 正の 復活 時代と いふべ きもの は 明治維新 後に 外たら ざる 事 を さとるな り。 

明治維新の 後 は 西洋の 復活 時代に 於け るが 如く、. 社 會の狀 態已に 大いに 一新せ り。 人民 思想の 更に 高尙に 更に 

濶大 となれ る も 亦 相 同じ。 而 して 新に 西洋の 開化と 相 接して 彼が 文學を 玩味す る 事 を 得る は、 西歐 人が 嘗て 囘々 

敎 徒の 開化と 十字軍 頭に 接した ると 其の 事情 太 だ 相似た るに 非す や。 東西の 長短 こ、 に 比較 せらるべく、 材料の 

範圍は 全世界に 擴 張せられ たり。 此の 時に 當 りて 奮って 古文 學を 研究し、 しかも 完全 を 古へ に 定めす して、 大成 

を 未来に 求 むれば、 文擊の 黄金時代 は 決して 遠き に 非ざる べし。 文學 復興の 時期 は德 川の 初 世に 非す して、 實に 

明治の 初年に 在り。 何ぞ 旃を勉 めざる、 何ぞ旃 をつ とめざる。  (明治 二十 三年 十一 月 「國文學」) 

鋼 子 歌集 序 

敷 島の やまとの 人 は、 花ぐ はし 櫻の 花のに ほふが ごとき 本性に て、 上下お しなべ てみ やび 心 もたらぬ はなく、 

千 早ぶ る 神の 御世より うつしみ の 今の 世に いたる まで、 折に ふれて 詠みいで たる 歌 どもの かぐ はしき に ほひ は、 
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とつ 國 人の ゆめに だに 思 ひいたら ぬと ころな りけ り。 さる は， 海 ゆかば 水澄く かばね、 山 ゆかば 草む すかば ねと 

雄々 しき 眞心 ふりおこしつ 、も、 花に 月に うる はしき 倭 島根の 景色に むかひて は、 みやびの 心と 1^ め あ へす。 昔 

より 情 を 知る 武士と いひ 傅へ たるなん、 まことの やまと をの こに はありけ る。 矢 叫の た^ 中に 弓 しぼりて 歌よ み 

か はし、 陣營 の. 塞き 夜半に 戈 を 横へ てうた すんじた るな ど、 いづこ いづれ の 世に か は、 吾が 國 とひと しなみ のた 

めし は ある。 されば、 俊 島根の 國 民と 生れ 出で たらん 者 は、 雄々 しき 手ぶ り 忘れぬ が 中に、 みやびたる 心 もち ひ 

を もちて、 日 ごとの なり は ひ をい そしむ かたはらに は、 吾が 國 神ながら の淸 きかぐ はしき みやび 心 を もたん とこ 

そ 心が くべ けれ。 

さて は、 はしき 吾が 妻に も、 ことよせて 歌よ まする ことと はなしぬ。 よろ づの 物と もしき がちなる 貧しき 家の 

妻た らん もの、 歌よ まんな どかた はらいた しとい ふ 人 も あらん。 そ はやが て 吾が 國 ぶり を 知らぬ を この しれもの 

なりけ り。 家の 貧しき を も 苦しと せす、 やすらかに 歌よ みか はして 世 をお くりし め をと こそ、 なか/ \ に 羨まし 

けれ" い たづら に 千 萬の こがね を かさねて 北 斗 を まふば かりにな りぬ とも、 みやびの 心しら ひなく ば、 いかば か 

りく やしから まし。  - 

いで わが 妻よ、 歌 はいかに 拙く ともあれ、 折に ふれ 時に あ ひて、 おも ひに うかび いづる 言の葉 を、 この 草子に 

かいつけて、 友 白髮に 老いて 後のお も ひいでに はせん。 いまし が 歌よ まば、 ふたりの 間にお ひ いづる 子等 も 歌 を 

よみなら はん。 子の 子 も 亦うた をよ みなら はん。 かくてつ ひに は 家の 風 を 吹きお こす ほどの 歌よ み もいで 來 べし。 

鋼 子 歌 if 」 は 


9 


論文 隨筆 

そ は 遠き 後の ことなり。 一日々々 とおくり ゆく 八 「の 世の なり は ひ、 悲しき こと も 苦しき こと も 多 かる を、 思 ひ 屈 

する をり も あらば、 歌よ みか はして 慰み てん。 さて はお ひ いづる 子等に も みやびの 皇國 ぶり を敎へ てん。 なでし 

このに はの をし へ はたらち ねの 親に よると 聞く もの を、 いかで か 詠まで は あらん。 

め をとの 歌よ みあへ るた めし は、 國柱 めぐりあ ひた まひし 二 柱の 神より はじめて、 代々 にっきせ ぬみ 國 ぶりな 

り。 三十 一文字の うた 短し とない ひそ。 短き ふしに こそ、 淺 からぬな さけ はこ もれ。 いで や、 いまし もろともに 

歌よ みなら ひてん。 かくい ふ は、 この 冊子ぬ しの 夫、 明治 二十 あまり 八と いふ 年彌 生の 頃、 上野の 樱 やうく は 

きそめ たる ほど しるしつ。  (明治 二十 八 年 四月) 

當 代國學 者の 一 任務 

維新 以降 百般の 制度 文物、 大抵 模範 を 西洋に 採りし が 故に、 我が 國人 にして 彼の 語學、 文學、 歷史、 法制、 其 

の他實 科の 學問を 研究す る もの 日 一 日より 多く、 往々 に して 西洋人と 角逐して 其の上に 駕 する もの あるに 至れ 

り。 然るに 自國 の學術 文藝に 至りて は、 かへ りて 之 を 顧みる ものな く、 會々 之 を 研究す る もの あれば、 罵りて 迂 

濶 にして 時世に 適せす となせ り。 これ 彼を識 らんと する に 急に して、 殆ど 我 を 忘れた る ものと いふべ し。 
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か、 る 間に * 西洋人に して 我が 國の 事物 を 研究せ る もの は 比較的に 多し。 制度 文物より 風俗 習慣に 至る まで * 

我が 國の 事物が、 これら 日本 學 者の 手に よりて 西洋に 知れ渡り たる こと は、 實に意 想の 外に いづ。 今 其の 最も 著 

名なる もの を擧 げんか。 歷 史に關 して は、 ケン ペルの 日本 紀事を 初めと して、 ァス トン 氏、 アダム ス氏 あり。 チ 

ヤン バレンの 古事記 英譯、 フ。 レンツの 日本 紀獨譯 等、 其の 苦勞 大いに 見るべき もの あり。 文 學に關 して は、 チ 

ャ ンバ レ ンの 日本 古歌 集、 サ トウの 祝詞、 ァ ス トンの 土 佐 日記、 同氏の 枕 草紙 一部、 ヂッ キン ス 及び ランゲの 竹 

取 物語、 トレンチ-一 ー の 平家物語 一部、 ランゲの 古今 和歌 集 春の 部、 トル ー プの 御文 章、 イビ ー の 徒然 草、 チヤ 

ンバ レ ンの和 莊兵衞 及び 謠曲、 狂言、 フ a レン ッの 和歌 集 等の 如き、 或は 一 一 一章の 飜譯に 過ぎざる もの あれ ども、 

西洋人 は 之に よりて 我が 文學に 就きて 何程 かの 觀察を 得る に 相違な し。 語 學に關 して は、 ロド リゲ、 コロラド 等 

三百 年 以前 、巳に 研究の 端緒 を 開き、 雨後 シ ー ボルト、 ホフマン、 ァス トン、 ヘブン、 チャンバ レン、 ランゲ 等 

各 文典、 字書 等の 著述 あり。 地理に 就きて は ラインの 日本、 其の 他サ トウ、 チャンバ レン、 ォ イツ トネ ー 等 各 著 

述 あり。 日本 紀行 等 は 枚 擧に暇 あらざる べし。 其の 他 法律制度より 生産 興業 は 勿論、 国 碁、 將棋 等の 細 技に いた 

る ま で 、 皆 多少 研究せられ ざる はなく、 英人 の 創立せ る もの と獨人 の 興 立せ る ものと 二 箇の亞 細 亞協會 ありて、 

其 の 報告 は 常に 有 要なる 研究の 結果 を滿 載し て 刊行 せ ら る 、なり。 

西洋人の 研究 は學術 上の 興味より する ものと、 單に物 數寄的 詮索より するとの 二つ あるべし とい へ ども、 いづ 

れ にもせ よ 其の 結果 は 見るべき もの 龄 からす。 顧 ふに 今日は 最早 彼 を識る 時代の 頂 點を經 過して、 自覺的 時代と 

赏代 國學者 3 1 任務.  I  ,  ！  k 
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なれり とせば、 我が 國の 文物に 關 する 研究の. 如き、 從來の 如く 固陋 自ら 許し、 狭小なる 服界を 以て 滿足 すべから 

す。 巳に 彼を識 りし 眼 を 以て 我と 比較し、 東西 を 咀嚼 融合して 以て 其の 長短 を 相補 はざる ベから す。 かれ 西洋人 

の 研究の 如き、 亦 必す參 酌の 用に 供せ ざるべからざる なり。 

西洋人の 著書 は 凡そ 左の 三 項より 研究す る價値 あらん。 第 一 、 學術 的なる こと、 第二、 比較的なる こと、 第三、 

誤謬 多き ことこれ なり。 我が 國從來 の 考證の 如き は、 幾多の 事實 を列擧 する も、 其の 問統紀 なく 頗る 錯雜に 失せ 

り。 事物 彌- '繁多なる 今日に 於て は、 羅列 的考證 のみ を 以てせば 到底 其の 繁擾 に堪 へざる べし。 可成 丈け 概括 的 

に 秩序 的に 研究の 順序 を 立てざる ベから す。 第二に は、 比較的 攻究に 非 ざれば 公平なる 論斷を 得べ からす。 固陋 

狹 溢なる 井蛙 的 眼光 を 以て 事物 を論證 せん は 危險の 極な り。 出來 得る 限り 參酌對 せんこと を 要す。 第三に、 西 

洋 人の 著書 は 概して 事實 上に 誤 躍 多し。 何が 故に 之 をし も 研究の 價値 ありと いふ。 蓋し 歐米 备國の 頼りて 以て 我 

が國の 事情 を 知る もの は、 これら 西洋人の 著書 あるの み。 然るに 誤謬 其の 中に 滿載 しあらん か、 我が 國人 はいか 

でか 之 を 馬耳東風に 附し 去る を 得ん。 必す 誤謬 を 指摘し、 以て 誤り 傳 へらる、 を 辯駁し 去らざる ベから す。 一二 

月間の 旅行に 我が 國を觀 察し 去りた る もの、 往々 無稽の. 說を 構へ て 我が 國を誣 ふるが 如き、 殆ど 常事に 屬 せり。 

而 して 未だ 何人も 其の 誤謬 を 医 正し、 失 體を救 はんとし たる もの ある を 聞かす。 方今 萬國 交通の 頻繁なる 時 世に 

ありて、 我が 國人 たる もの 何ぞ かく 自家の 評に 冷淡なる や。 

之 を 要するに、 外人の 我が 國に關 する 著書 は、. 價 値より する も、 缺點 よりす る も、 ともに 我が 國 人の 一顧す ベ 
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きものな り。 一方に 於て は、 他山の石 以て 我が 喫 を 攻め * 一方に 於て は、 其の 誤傳を 正して 眞相を 宇內に 明らか 

にせざる ベから す。 これ 豈に 明治時代の 國學 者の 任務に あらす や。  (明治 二十 八 年 八月 「國 學院 雑誌」) 

祌の 名と 上代の 文學と 

神代 紀に 傅へ たる 諸 神の 名稱 は、 軍 純なる 固有名詞 にあら す。 其の 中に 含有 せる 意義 は 明らかに 國 民の 理想 を 

表彰せ る ものにして、 國：^ 理想の 縮密 せる もの、 それやが て 神祇の 御名な り。 故に 其の 本義 を 研究して、 我が 祖 

先の 理想 如何 を 知らん こと は 頗る 緊要なる 事と す。 これ 諸 先哲の 早く 着目せられ たると ころに して、 敬 友 木村麼 

太 郎君の 本誌 上に 於て 量- '其の 研究 を 公に せられた る も 亦、 讀 者の 洽く 知らる、 所なる べし。 今 余が 神 名に 就き 

てい はんと 欲する ところ は、 其の 意義に 關 してに は 非す。 文學 上の 方面より 見て いふの み。 諸 神の 名の 文學 的な 

る をい はんと 欲する のみ。  . 

抑々 我が 上古の 文學、 卽ち 最舊の 日本 文學は 祝詞と 歌謠 となり。 I なほ 文字な く， 鎗畫 彫刻 等 一 も 見るべき も 

のなかり し 時代に あり て、 歌謠は 頗る 發 達せる 形 を 以て 男女の 間に 贈答せられ、 祝詞 は滔々 數百言 を 列ね て 神前 

に謠 はれたり。 我が 國 上代の 風俗、 百事 簡易 を尙 びて、 衣服に 紋様な く、 住居 も黑 木立な りしが 中に、 我が 國の 

神の 名と 上代 Q 文學と 
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文 學は已 に 幾何の 進歩 を爲し 得たり しが 如し。 おも ふに 社會 全般 文化の 程度に 比して は、 文學は 一歩 を 進めた る 

地位に ありた るな らん。 我が 國 人の 一一 E 靈の幸 はふ 國と稱 して 自ら 誇りた る もの、 亦 之に よら すん ば あらす。 余 神 

代 紀を讀 みて、 毎に 其の 神 名の 文學 趣味に 富む を 歎賞し、 殊に 其の上 代 文學と 密接す ると ころ ある を 感ぜり。 謂 

へらく、 上代の 文 學は亦 諸 神の 名稱 中に 縮密 せられた りと。 

本 居 大人 もい はれた るが 如く、 神の 御名 は いづれ も美稱 なり。 故に 種々 の 語 を 加へ て 之を裝 飾す。 豐雲野 命、 

豐日 別、 豐石窓 神 等 は、 豐を 以て 稱 へたる 名な り。 大 斗乃辨 神、 大宜都 比賣、 大戶日 別、 大事 忍 男 神 等 は、 大を 

以て 稱 へたる 名な り。 其の 他、 櫛 石 窓 神、 奇稻 田姬の 如く、 奇を 以て 稱 へたる あり。 國忍富 命、 布 忍 富 鳥 鳴 海神 

の 如く、 富 を 以て 稱 へたる あり。 其の 外 可 美と いひ、 足. とい ひ、 瑞と いひ、 若と いひ、 建と いひ、 各種の 美稱を 

重ね 用 ひたる 例 は 枚 擧に暇 あらす。 天 遞岐志 國遞岐 志 天津 日 高 日子 番能 遞邇藝 命と いふが 如き、 殆ど 一首の 短歌 

くにつ くり  ま がみ ふる 

に 近し。 又 かの 國作大 己 貴 命と いひ、 眞 髮觸奇 稻田姬 とい ふに 至りて は、 神 名に 枕詞 を 用 ひたる ものに あらす や。 

さや 0 ますよ もつ ど Q  うまし あしかび ひ 1」 ぢ 

塞 坐 黄泉 戶大 神の 名 も 亦 この類な り。 叉 譬喩 を 用 ひたる 例を擧 げんか。 可 美 葦牙彦 舅 命 は 葦 牙の 如く 成りいで ま 

せる 神な り。 番能邇 邇藝命 は穗の 丹饒の 君の 義 なり。 木 花 開耶姬 は娇麗 花の 如き 義 なるべく、 木 花 知 流姬は 美に 

して 早世せ し を 惜しみし ならん。 深淵 之 水 夜禮花 神の 如き、 其の 例 亦 甚だ 多し。 希臘、 羅馬 等の 神話に 於け る 神 

名 も 亦 種々 の 意義 を 含有せ り。 然れ ども いづれ かよく 我が 國祖 神の 名の 文學 的なる に 比すべき もの あらん や。 

神 名 を列擧 する にあたり て、 更に 注意すべき は、 其の 名の 對句 的に 用 ひられた る ことなり。 天 之 常 立 神、 國之 
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常 立 神、 ^邪那 岐祌、 伊邪那美 神 等 を はじめと して、 石拆 神、 根拆 神。 角 代 神、 活代 神。 白日 別、 豐日 別、 建 日 

別。 金山 彥、 金山 姬。 建 布 都祌、 豐布 都祌。 底津 綿津見 神、 中津 綿津見 神、 上津 綿津見 神。 正 鹿山津 見祌、 淤縢 

山津 見神、 奥山 津 見神、 闇山津 見神、 志 藝山津 見神、 羽山津 見神、 原山津 見神、 戶山津 見神の 如く、 配偶の 祌、 

兄弟 姉妹の 神 は、 常に 同様なる 御名 を 負 はせ 給へ り。 これ 人 代 以後 尙行 はれた る 慣習たり きとい へ、 又 其の 文學 

的 趣味の 津々 たる を覺 ゆ。 

今 神 名 を 以て 上代の 文 學に對 照す るに、 その 文學的 趣味の 由來 すると ころ 全く 相 同じき を 見る。 例へば 對句を 

見よ。 對句 とい はんより はむしろ 反覆と もい ふべき 同様なる 語句 を屢- 重用す る 方法 は、 上代の 文學に 於て は實 

に 装飾の 最大 要具たり. しなり。 かの 祝詞に 甘 菜、 辛茱。 緒の 廣物、 緒の 狹物。 奥 藻茱、 邊津藻 菜。 明 妙、 照 妙、 

和 妙、 荒 妙と いへ る は、 單語を 重用せ るな り。 狹き 國は廣 く、 險 しき 國は 平け くと いひ、 底津磐 根の 極、 下津綱 

根 はふ 蟲の禍 なく、 靑 雲の たなびく き はみ、 天の ちたり、 とぶ 鳥の 禍 なくと いふが 如き、 語句 を 重用せ る ものな 

り。 其の 

靑 海原 は樟柁 ほさす、 船のへ のいたり と 1^ まるき はみ、 大海原に 舟み ちク けて、 陸より ゆく 道 は、 荷の 緒 結 

ひ 固めて、 磐 根 木 根 ふみ さくみ て、 馬の 爪の 至りと まる かぎり 

とい ふが 如き は、 寧ろ 數句 にわたり て、 意義の 上に 對句を 求めた るな り。 かくの 如く 祝詞 は、 單語 語句 等の 對句 

を 反覆 錯綜して、 以て 其の 文の 妙 をな せり。 祝詞の 莊重 森厳なる 所以 は" 多く 之に 原因す。 宣 命に 比して 一 暦 詩 

神の 名と 上代 Q 文舉と 
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論文 隨肇 

的なる 所以 も 亦 之に 在り。 叉 かの 歌謠を 見よ。 盛に 對句を 襲用せ る こと 亦 同じ。 八 千 矛 神の 歌の 如き、 後世の 作 

なりとの 疑 は あれ ども、 三十 八 句の 中、 五箇 處の對 句 を 用 ひたる にあら す や。 其の 他祌武 天皇、 日本 武尊 等の 御 

歌 等、 皆對 句、 重 句 を 含まざる なし。 これ 實に奈 良 朝の 歌の 基礎 をな せる ものにして、 萬 葉 集に 至りて は、 對句 

を 用 ひざる 長歌 は 見るべからざる に 至りぬ。 亦 以て 對句、 反覆 句の 我が 上代 文學に 於け る 勢力 を 見るべし。 而し 

て こ は 早く 諸 神の 名 を 飾る 所以の 具たり したり。 

譬喩の 方法 も 亦、 祝詞、 歌 諮の 美 をな せる 一要素な りき。 神武 天皇の 鯨 さやる の 御 歌、 みつ/ \ し久 米の 子等 

の 御 歌 を はじめと して、 其の 例 枚擧， に 暇 あらす。 祝詞の 譬瑜の 更に 壯大 なる は、 祝詞の 價値を 加 ふること 最も 多 

し。 

科戶の 風の 天の 八重雲 を 吹 放つ ことの 如く、 朝の 御 霧、 夕の 御 霧 を、 朝風 夕風の 吹 掃 ふことの 如く、 大津邊 に 

居る 大船 を、 舳 解き放ち、 艫 解き放ち て、 大海原に 押 放つ ことの 如く、 彼方の 繁 木が 本 を、 燒 鎌の 敏鎌 もて 打 

掃 ふことの 如く 

などと い へ る を 以て、 其の 一 例 を 知るべし。 叉 かの 

白玉の 大 御白 髮 坐し、 赤 玉の 御 あからび 坐し、 青玉の みづ 江の 玉の 行 相に、 明 御 祌と大 八洲 しろしめす 天皇の 

手長の 大 御世 …… 

の 如く 用 ひたる は、 歌に も 
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たく づ ぬのし ろき た むき、 あわゆきの わか やる むね 

とい ひ、 . 

こもり づ のした よは へ つ k 

など 用び たるに 同じく、 神 名に 用 ひたる 木 花 開 耶姬、 可 美 葦牙彥 舅の 如き、 正に この 方法に よれり" 

枕詞 を 用 ひたる 例に いたりて は、 祝詞に は少 けれども 歌に は 頗る 多し。 

いその かみ ふる をす ぎて、 こも まくら たかはし すぎ、 もの さはに お ほやけ すぎ、 はる ひの かすが をす ぎ I 

つま ごもる を さほ をす ぎ 

など を 見よ。 高 光る 日の 皇子な ど 用 ひたる を も 枕詞と し 見れば、 諸 神の 名 は 殆ど 枕詞なら ざる ものな しと もい ひ 

つべ し。 

之 を 要するに 上代 文學を 装飾せ る 修辭的 方法 は、 對句を 用 ひたる こと、 枕詞 を 用 ひたる こと、 臂喩を 用 ひたる 

ことにて、 この 三者 は實に 我が 上代 文 學の價 値 を 作した る ものな り。 而し てこの 一二 者 や 亦實に 神の 名 をして 文學 

的なら しむる 所以たり。 この 三者 を 除きて は、 文學と 神の 名と 皆 其の 價値を 失 ふべき のみ。 余 故に 謂へ らく、 上 

代の 文 學は實 に 諸 神の 名稱 中に 縮密 せられた る ものと いふべ く、 諸 神の 名稱 を擴充 したる もの、 卽ち 上代. 1^ 學な 

りと い ふべ しと。 

故に 余 等が 古事記 等を讀 むに あたりて、 祝詞 を讀 むが 如く 莊重 端厳に 覺 ゆる もの は、 啻に 其の 文の 勁 健 壯大な 

神の 名と 上代の 文學と 
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論文 隨筆 

る. か 故に あらす、 其の 中に 現れ 來る諸 神の 名の 大いに 與 りて 力 ある 事 を 知らざる ベから す。 幾多の 美稱、 幾多の 

譬喊を 以て 飾られた る 神 名の 反覆して 對句 的に 現れ 來る こと は、 古事記の 文に 莊重 を增 し、 從 ひて 文 學的價 値 を 

上す こと 幾何た るか を 知らす。 若し 試に これらの 神 名 を 悉皆 除き 去りて、 之に 代 ふるに 希 職、 羅馬諸 神の 名の ッ 

ォ イス、 ゥェ ヌス、 ミ ネルウァ 等 を 以てせん か-其の 文の 價値は 正に 其の 半 を 減ぜら るべき のみ。 

(明治 三十 一年 八月 「日本 主義」) 

國文學 にあら はれた る 狐 

狐 は百獸 中の 最も 狡獪^ 黠 なる ものと 見做され たる こと、 東西 符節 を 合せた るが 如し。 伊 蘇 普 物語に 見えた る 

獅チ をた ばかる 話と、 戰國 策に 出で たる 虎の 威 を假る 話と は、 全く 同 趣向の 寓話な り。 この 二者 果して 其の 根源 

を 同じう せり や 否や。 伊 蘇 普 物語 は 印度に 淵源す と 聞け ども、 戰國 策の 時代 は 印度と. の 交通 表面上 尙 全く 懸絕し 

たれば、 若しくは 暗合に なりし かも 知る ベから す。 東西の 人類に 同一 の 擯斥 を 受け、 同様の 性格 を附與 せられた 

る も、 亦 一 奇と いひつべし。 狐 は 人 を 見れば 躊隨遼 巡 容易く は奔 げす。 奔 ぐるに 際 りても ふり かへ り/ \ 敵 を諦 

視 する 擧動、 一見して 其の 性質の 猜疑 深き を 想 はしむ。 加 ふるに 深更 竊に來 りて 家 難 を 奪 ひ 去るな どの 惡行 は、 
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人 をして 之 を嫌惡 せし むる 一 因た らん か。 英語の to  fox は 字書に to  steal 2.  cheat と訓ぜ り。 其の 他 foxy, 

fox-like,  foxbh 等の 形容詞、 foxiness,  fox. ム hip 等の 名詞 あり。 いづれ も 狡猾、 遂詐、 猜疑、 調媚 等の 意に 用 ひ 

らる。 獨語亦 同じ。 fuchsicht,  fuchsig 等の 形容詞 は fox-lik つ に相當 す。 fuclin は惱 ます、 戲 弄する 等の 義 

を 示す 動詞な り。 其の 他 一 々擧 ぐるに 暇 あらす。 漢語に 狐疑の 語 ある 亦頗 古し。 國 語に 於て は 物を隱 しおく 戶を 

狐戶 とい ひ、 空に それた る 流 矢 を 狐 矢と いふ。 狐の 松原、 狐の 森 は養氣 樓の義 として 用 ふ。 野に 燃 ゆる 陰 火 を 狐 

火と いふ は、 英語に も fox-fire の稱 あり。 日照りて 雨 降る を 狐の 嫁入と いふ は、 英語に も 陰晴の 定まらぬ を fox 

weather とい ふ。 野草に 狐の かみそり、 狐のから かさ、 狐の ち、、 狐のから し、 狐の しゃく ぢ やう、 狐の ぼたん、 

狐 花、 狐 豆、 狐 薊つ 狐の 茶袋 等 ある は、 英 にも fox-glov つ， fox.gTape,  fox-tail など あり。 いづれ も 狐の 性格より 

連想し 來れ る名稱 にして、 稍 奇怪 不思議の 感 ある もの は、 皆名づ くるに 狐 を 以てす。 彼に fox  &  gcesc の 遊 あ 

れば、 われに 狐 寧の 戲 あり。 野獸 にして 最も 人類に 接近し、 最も 人類に 通俗なる は實に 狐に 過ぎた る は 無し。 

狐に 負す るに 點智、 便 俊、 猜疑、 姦譎 等の あらゆる 惡 性格 を 以てした る は 東西 相等しと いへ ども、 狐の 變 化し 

て 妖怪 をな すと いふ は、 東洋の 特色に あらざる か。 余 深く 西洋の 習俗、 文學を 知らす といへ ども、 狐に 祌變 不測 

の 力 あり、 萬 物の 靈長 たる 人類 を 誑かす とい ふが 如き は、 歐 人の 思想に 存在せ ざるが 如し" 余 未だ 彼の 國に 狐つ 

かひと 稱 する もの ある を 聞かす。 又 狐つ きとい ふ 病名 ある こと を 知らす。 狐の 邪淫に して 人と 交接す る こと を 欲 

すと いふが 如き 說話 は、 彼の 國の 文學 中に 絕 無なる べしと 信す。 果して 然 らば 東洋人の 狐 を 憎み 狐 を 怖る、 や 西 

词文學 にあら はれた る 狐 
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ii 文隨篆 

洋 人よりも s しく、 日本、 支那の 狐 は歐羅 巴の 狐よりも 霊妙 奇怪の 能力 ある ものと いふべ し。 こ、 に 一問 あり、 W 

日本人の 狐に 關 する 迷 想 は、 これ 我が 國 特有の 發達 なり や、 叉 は 支那より 傳來 せる ものな り やとい ふ 問題な り。 

余 は 疑 もな く、 こ は 支那 傳來の 迷 想な りと 斷ー 一目 せんとす。 

支那 人の 狐 を 見る、 鱧 記に 「狐 死 正 丘 首 仁 也」 といへ る は、 君子に 比べて 其の 本 を 忘れざる を稱 へたるな リ。 

說 文に 「狐 有 三 德其色 中和、 小 前 大後死 則 丘 首」 とい ひ、 孝 經援祌 契の 「德至 鳥 獸則狐 九 尾」 とい ふが 如き、 强 

ちに 之 を 嫌悪せ ざり しのみ か、 白狐、 黑狐、 九 尾 狐 等の 出づる はむしろ 祥瑞 なりと 思惟せ り。 易に 「小 狐 讫濟濡 

其 尾」 と ある は、 其の 怯懦なる を 云へ るな り-。 社 鼠 城 狐 も 狐 そのものの 性格 を 憎みた るに は あら じ。 伹し說 文に 

「狐 妖獸也 鬼所乘 也」 とい へる は旣に 東洋 的の 性格 を附與 したり。 抱朴子 「玉 策 記 曰、 狐 及 独 狼 皆壽八 百歲、 滿 

三百 歳變爲 人形」 と あり、 晉郭澄 之が 元 中 記に 「狐 五十 歳 能 變化爲 婦人、 百歲爲 美女、 爲神 巫或爲 丈夫、 與 女人 

交接、 能 知 千里 外事、 善蠱 魅、 使 人 迷惑 失智、 千歳 卽與天 通、 爲天 狐」 と あり、 叉 「狐 者 古 先 之 淫婦 其 名 紫、 紫 化 

而爲 狐、 故 其 姓 自稱阿 紫」 (名山 記) 「野 狐 名 紫、 夜擊尾 出火、 將 爲怪、 必戴 髑體、 拜北 斗、 髑 艘不墜 則化爲 人矣」 

(酉 陽雜 俎) といへ るが 如き、 皆 妖狐變 化の 怪力 ある をい ふ ものに て、 支那に 發 達せる 特有の 迷信た るが 如し。 

事實の 上に 於ても 之を證 すべき もの II からす。 搜神 記に 後 漢の建 安中、 沛國 郡の 陳 羨と いふ もの、 正 海 都 尉たり 

しに、 其の 部 曲の 王靈 孝と いふ もの、 忽然と して 見えす。 これ 必す妖 狐の 仕業な りと て、 獵犬を 放ちて 城外 を 狩 

りたて しかば、 果して 靈孝を 古 穴 中に 得つ。 之に 間へば 「一美 婦誘 ふが まに く 伴 はれ ゆきて、 歡樂 其の 比な か 


りき」 とい ふ。 晉 天福 中、 公安 洽诸 民家の 犬、 一 婦の 木に 登れる を 追 ひ 落して、 咬む を 見れば 變 じて 老 狐と なる。 

尾の 畏七八 尺な りと いふ。 宋 高僧 傳に 河朔の 人釋志 淵の 降 州に 到れる 夜、 狐妖を 見た る 事 を 記す" 其の 夜 月色 晝 

の 如し。 一 狐 あり 林 下より 出で 燭 體を 首に 置きて ふり 搖 かし、 落ちた る もの は 顧みす、 落ちざる もの を 戴き、 更 

に 芳草 落葉 を 取りて 其の 身を蔽 ひ、 ，俄に 一美 女と なる。 道の 傍に \ィ みて 車馬の 聲を 聞けば 哀泣 せり。 や、 ありて 

馬に 乘れる 一人の 男、 來 りて 之と 語り、 憐 みて 伴 ひ 行かん とす。 志 淵 林間より 出で、 狐な りと 吿 ぐれ ども 信ぜす。 

よりて 錫杖 を擧 げて咒 文を唱 ふるに、 忽ち 狐に 化して 飛び去れ りと いふ。 其の 他 後： 魏楊街 之 の 洛陽 伽藍 記に 狐の 

變 じて 婦人と なりて 衣服 靓妝 して 行く を， 近づけば 忽ち 頭 髮を截 りたる 話 あり (侯廯  一 so 白樂 天の 古塚 狐 詩に 

曰く、 「古， 塚狐妖 且老、 化爲 婦人 顏色 好、 頭 變雲鬟 面 變妝、 大尾 曳作長 紅 裳、 徐. < 行 傍 荒 村路、 日欲暮 時人 靜處、 

或 歌 或 舞 或 悲啼、 翠眉不 擧花顏 低、 忽然 一 笑 千 萬 態、 見者 十 人 八 九 迷、 假色 迷人猶 若是、 眞色 迷人應 過此」 と。 

續 古事 談に 曰く T 白 樂天ノ 遗文ノ 文集 二人 ラザル ァリ、 ソノ 中に 任 子 行 トイ フ モノ ァリ。 カノ 文 二 ハ、 狐ノ 女人 卜 

ナリテ 男 ユア ヒ タリ ケルヲ 、カノ 男 深 ク 愛 念 シテ暫 クモ離 レジ トシ ケル程 二、 狩 場 へ 出 ヅルト テ馬ノ 前ニ乘 セテケ 

リ。 ヨキ 犬 ヲ具シ タリ ケ ルガ、 コノ女 ノ狐ナ ル事ヲ 知 リテ、 飛 上 リテ昨 ヒ落シ テケリ。 ソノ事 ヲ作リ タル 文ナリ 

云々」 といへ り。 いづれ もこの 種の 迷信 を 謳へ る ものな り。 狐の 人に 化する は 大抵 は 女子に 化すれ ども、 元 中 記 

にい へ る 如く、 丈夫に 化する 事 亦 » ^からす。 老 狐の 美少 男子と 化して 張 華に 詣 りて 講說 せる 話 あり。 董仲舒 の 

許に 經說を 聞きし 話 あり。 叉 岡の 上に 穿 を 設けて 女人 を 陷れ、 悉く 之を奸 せし 惡狐 あり。 一 卷の簿 書に は、 犯さ 

倒文學 にあら はれた る 狐 
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； ji 文院輋 

れ たる 女子の 名 數千百 名 を 記したり とい へり。 是 等の 傳說 一 々擧 ぐるに 勝へ す。 支那 人の 1 は 邪淫に して 殘忍 な 

る ことかく の 如し。 

本朝 上代の 思想 は 極めて やさしく 極めてう つくし。 か、 る 殘忍暴 長なる 事 かって 無し。 腰に 下げたり し 玉の 化 

して 女子と なり、 藤の 花の 化して 男子と なりし はあり。 神の 形 を 變へ給 ふ は 多く は 鳥な り。 八咫 烏、 金 踏、 日本 

武 尊の 白鳥 陵な ど 思 ひ 合すべし。 大 三輪の 神 は 蛇と なりて 女子に 通 ひ 給 ひ、 足 柄 山の 祌は 白き 鹿と なり、 膽吹山 

の 神 は 白き 猪と なり 給へ り。 神話の 中に 因蟋 の白觅 や、 狡猾なる ものと して 寫 され たれ ども、 狐 ^ の 人 を. 誑す 事 

は 一 も 見當ら す。 風土記の 中に 狐 ありと は 其の 名のみ 見えたり。 支那 文化の 輸入 渐く 盛なる 頃より して、 この 魔 

物 も 亦 次第に 我が 國 民の 淸淨 なる 精神 界を 蠱惑せ り。 日本 紀推古 天皇 三十 五 年 春 二月 「陸 奥 國有格 化 人以歌 之」 

と ある は 禽獸變 惟の 始 なるべし。 支那 思想の 浸染す ると 共に 怫敎の 奇怪 不可思議なる 傳說は 亦 我が 國 民の 心 を 動 

かし けん、 欽明 以後 祥瑞を 貴び 怪力 を 語る こ. とせ を逐 うてい よく 多し。 齊明天 皇紀 三年 「石 見國言 白狐 見」、 續 

日本 紀元 明 天皇 靈龜 元年 「遠 江國獻 白狐」、 元 正 天皇 養老 五 年 「甲斐 國獻 白狐」、 聖武 天皇 天平 十二 年 「飛 驟國獻 白 

狐」 等と 見えた る は、 例の 支那 流に 白狐 を 以て 祥瑞と 見做され たれば なるべし。 雲雨氣 候の 變 にも 天意 ありと し、 

四 足の 鷂、 十二 角の 犢も 體祥 なりと 思惟す る 時代、 この 時代 は 正に 我が 國 思想界 大變： t 一の 時期に 相當れ り。 狐の 

事の 日本 紀に 見えた る は 齊明紀 五 年 r 是歲命 出 雲國造 修嚴祌 之宮、 狐 嚼斷於 友 郡 役 丁 所 執 葛末而 去」 と あり、 注に 

「天子 崩 兆」 といへ り。 注 は 集 解に 私記の 操 入な りと いへ り。 舒明天 皇紀 九 年 二月 r 大星從 東 流 西、 便 有 音 似 雷、 
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時人 曰 流星 之 音 * 亦 曰 地雷、 於 是僧憂 5、 非 流星、 是 天狗 也、 其 吠 聲似雷 耳」 天狗 は アマ ツキ ツネと 訓 じたれ ど 

も、 これ はた 後世 私記の 訓讀 なるべき か。 績紀に 入りて は、 狐の 怪を なす 事 巳に 多し。 聖武 天皇 天平 十三 年 「難 

波宮鎭 怖、 庭 中 有 狐 頭 斷絕而 無 其 身、 但毛屎 等 散 落 頭 傍」 これ 犬に IK はれた る にても あるべし。 か、 る 事い つか 

は 無 からん。 之 を國史 中に 記す るに 至れる は、 正に 狐 を 靈怪と 見做す に 至れる を 知るべし。 光仁 天皇の 寶龜 三年 

「有 野 狐踞于 大安 寺 講堂 之甍」 寶龜六 年 五月 「有 野 狐居于 大納言 藤 原 朝臣 魚 名 朝 座」 同 八月 「有 野 狐 踞于閣 門」 

天 長 十 年 「有 狐 走入內 裏、 到淸涼 殿下 、近衛 等 打殺 之」 嘉祥ニ 年 「狐 人內 裏、 犬逐 出、 自 月華鬥 逃、 昇 南 殿上、 遂爲 

犬 所噬」 余が 大 學喪備 門に 在 學中、 一 ッ 橋の 寄宿 舍 床下に も 一 匹の 狐 ありき。 狐の 人家 近く 住む は 珍しき 事に あ 

らす。 これ 皆 支那 思想に ぉぢ 畏れた る證據 なり。 釋景戒 が 作れり とい ふ 日本 靈異 記に は、 早く も 狐の 女子に 化せ 

し 事 を 記せり。 同書に 「狐 爲妻令 生 子緣」 として 記せる は、 欽明： 大皇 御世、 三野國 大野 郡 人妻 を觉 めて 廣 野中に 一 

美女に 逢 ひ、 夫婦と なりて 住み 一男 子を擧 げたり。 或 時 妻、 稻春 女の 食 を 給 せんとて 碓屋に 入りし に、 家 犬 追 ひ 

來 りて 離れす、 妻 驚き 恐れて 遂に 本體を あら はし、 籬の 上に 飛 上る。 夫 之 を 見て 、「巳に 子 を 生める ii なり、 毎夜 

尙來 りて 寝ぬべし」 とい ひければ、 妻 毎に 來て寢 ねたり。 之より キ ツネと 書け り。 キ ツネの 語原 をい ひつる も 笑 ふ 

べし。 これ 當時 支那に 行 はれた る 話 を 其の儘に、 欽明 天皇の 時代と して 多少の 古色 を帶び させた る ものなる べし。 

邪淫なる 狐の 迷信 は玆に 至りて はじめて 我が 國 にあら はれたり。 狐の 人に つく 話 も 同書に 初めて 見えたり。 永與 

蝉 師の紀 州牟奠 にあり て 病 者を醫 せし 時、 病 者 自らい ふ、 「我 は 狐な り。 この 人我 を 殺す によりて、 今つ きて 殺 

國文學 にあら はれた る 狐 
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すぞ」 とい ひて、 禪師の 敎誨を 聞かす、 遂に 殺し 了せ たりと あり。 これ 卽ち狐 憑 病な り。 この 迷信 一 且奈良 朝に 

萌して、 平安朝に 至りて は牢 として 拔 くべ からす。 奈良 朝の 和歌 を 集めた る 萬 葉 集に は、 第 十六の 卷に長 忌寸意 

吉麼の 歌 八 首の 中、 一 つに 「さしな べに？ I わかせ こどもい ちひつの 檢 橋より こむ きつに あむ さむ」 と あり。 狐の 

狡搶 なる もの と 見做された る は 知る ベ けれども、 其の 他に はみ えす。 伊勢 物語 に 陸 奥なる 女の きぬん \ の 別 を を 

しむと てよ める 歌に 「夜 も あけば きつ に はめな むく だ かけ の まだ きになき てせ なを やりつ る」 と あるきつ に は、 

異說 多き が、 狐と 見ん を 正しと すべき か。 總 じて 和歌 は 花鳥風月の 雅與を 吟詠す る を 以て、 野 干との 緣は 自らう 

すし。 

妖怪 變化 の說が 平安朝に 於 て 如何に 其の 勢力 を 3. 一う せし か は、 日本 靈異記 の 系統 を 引きたり と 思 はる、 今昔 物 

語に 於て 證 明す るに 足るべし。 同書 二十 七卷 に、 近衛の 舍人播 磨の 安高と いふ もの、 夜更けて 宴の 松原 を 過ぎ、 

一人の 美女に 逢 ひ、 怪しみて 之 を 刺さん とせし に、 忽ち 生體を あら はして 逃げ ゆきし 話 あり。 叉 京なる 雜 色男の 

妻 を 待ちわび たる 夕暮、 姿 かたち 少しも か はらぬ 二人の 妻 かへ り來 りし を、 一人 は 狐な らんと 信じながら、 いづ 

れ とも 定め かねて 當惑 せし 話 を 載せたり。 紀海 音が 殺生 石の 淨 瑠璃に、 二人の 中宮いで 來し事 を 作れる は、 全く 

この 話に 本 づきた るが 如し。 竹 田 出 雲の 義經千 本 櫻は謠 曲の 二人 靜を 骨子と せる もの なれ ども、 一 一人の 忠信 を 出 

しし は 海 音の 脚色 を 襲 ひしな らん。 高 陽 川の ほとりの 狐、 女の 童に なりて 馬の 尻に 乘る を、 或 瀧 口の 捕 へんと て、 

一度 はかへ りて 狐に 欺かれ、 遂に は 之 を 捕へ お ほせし 話 も 見 ゆ。 「狐 を 馬に 乘 せる」 などい ふ 俚諺 も本づ くと こ 
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ろな しとい ふべ からす。 又 或 男の、 狐に つかれたる 女の 白き 手玉 を 弄ぶ を 見て、 其の 玉 を 奪 ひし かば、 狐 大いに 

歎きて 「其の 玉 だに 返し 賜 はらばいつ 迄 も 守護 せん」 とい ふ。 男 其の. 一一 一一 n を 容れて 之 を 返しし に、 後 果して 狐の 保 

護に よりて 危難 を 免れたり-と いふ。 妖狐も 亦 報恩の 德 義心 ありと 見做されたり。 以上 は 皆 女人に 化けた る ものな 

り。 同 卷に舂 日の 宮司 某、 大 夫と 二人 馬の 食 を 求めん とて 山に 人り、 思 ひかけ ぬ 杉の 大木 を 見、 怪しみて 矢 を 射 

かけし に、 翌日 見れば 老 狐の 杉の 葉 をく はへ て 倒れ 臥したり とい ふ 話 あり。 源賴 光が 美 濃 守たり し 時、 渡と いふ 

處に產 女 ありて 眞夜 中頃 道行 人 を 止めて 子 を 抱け と 迫る 由 聞きて、 季武 一人 出向 ひて 其の 兒を奪 ひ 還りし が、 子 

と 思 ひし は 木の葉な りきと 書け り C 季武 程の 武 も、 うま/ \ と 騙された りと 見 ゆ。 同 二十 六卷 に、 利 仁 將軍京 

より 敦賀に 赴かん とする 途 にて 狐 を 捕へ、 「汝 今夜の 中に 利 仁が 敦賀の 家に 行きて、 明日 客人 具して 下る 由 告知ら 

せよ」 とて 放ちし に、 其の 夜 果して 使命 を完 うした る 由 記した る は、 將 軍が 武威の 盛な りし を 知るべし" 同書 二 

十五 卷に 三條院 が春宮 にて おはせ し 時、 賴 光春 宮大進 にて 狐 を 射た る 事 を 載せ， 古今 著 聞 集に は源義 家が 狐 を 射 

て 左右の 耳の 問 をす り ざまに 射た るに、 箭 もた 、 ぬに 狐の 倒れた る こと を しるせり。 狐の 妖獸と 惟せられ たる 

より、 狐 を 射 止む る こと は 武人の 名譽と 見做され たるなる ベ し。 今昔 物語に は尙犬 井より 希有の 額 あら はれた る 

を 狐の 所爲 なりと いひ、 同じ 道 を 幾囘も 廻りた る を も 狐の 所作な りと 傳へ、 狐の 人の 形に 變 する こと は 昔より 常 

の 事な りと 斷 一一 s せり。 この 時代 國史に 狐の 事 を 記せる はいよ/ \ 多し。 續紀、 繽 後紀、 三代 實錄 等、 狐の 內裏近 

傍に 出沒 せし こと、 死體 ありし こと" 遺 展放溺 せし 事 一 ク 記載して 漏 さす。 之 を視る こと 實に 天變 地異と 同一な 

^文學 にあら はれた る 狐 
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り。 中には フ瓜 晝見」 と 不思議ら しく 書きた る も あり。 野 干 は 夜 いづる ものな りと 定めお きたるな り。 晝狐 など 

いふ 俚言お も ひ 合すべし。 扶桑 略記に は、 相 應和尙 傳に仁 和 四 年六條 皇后の 狐の 爲に 御惱 ある こと を 記し、 著 聞 

集に は 承 平の 頃數 百の 狐 東大寺の 大佛 を禮拜 せし こと を 記す。 其の 他擧 ぐるに 暇 あらす。 

狐 を 以て 神 異の獸 類と なすに 及びて、 いつしか 之 を 神と して 祭る 事 始まれり" 山城 國稻荷 山に 鎭座 します 稻荷 

神社 は、 倉稻魂 命、 素戔嗚 尊、 大巿姬 命 を 祀れる 社に して 古來 五穀の 神と して 尊崇 篤 かりき。 然るに 倉 稻魂亦 名 

ず 女 三 狐 神と あるより、 狐 を 其の 使者な りと し、 後に は 印度に ていふ 荼吉尼 を も 交へ て 稻荷祌 を も 狐な りと 誤 想 

する に 至れり。 この 誤 想 は 後世に 至りて 彌-甚 し。 荼吉 尼の 邪法 は、 文 德實錄 に 藤 原髙房 朝臣の 所 刑せ し 妖巫卽 

ちそれ 也と 云 ひて、 由來の 久しき を 知るべし。 守覺法 親王の 拾 葉 集に 荼吉尼 を 以て 稻荷祌 使な りと いはれ し を 見 

れ ば、 稻荷神 狐の 迷 想 亦 頗る 奮し" 續 古事 談に 「古へ 野干ヲ 神ノ體 トナシ タル 社ノホ トリ 二 テ狐ヲ 射 タルモ ノア 

リ ケリ" ソノ 者咎ァ リナ シノ 事、 陣ノ定 一一 及ビテ 諸卿サ マん \ 二 申 シケル 中二、 帥 大納ー 百經信 卿申テ 云、 白 龍 之 

魚 勢 懸預諸 之密網 トバカ リウ チ云テ 居 ラレ タリ ケリ。 イミ ジキ祌 ナリト テ乇狐 ノ姿ニ テ走 リ出デ タラン ヲ射 タラ 

ン ハ何 ノ咎ァ ラム トイ フ心 ナリ」 と 見えた る を 以て、 か、 る 淫祠の 當 時に 存在して 狐の 神と 思惟せられ しこと 思 

量 せらる。 それ か あらぬ か 後三條 天皇の 延久四 年 藤 原 仲 季の土 佐に 配せられ し は 狐 を 射殺した る 罪に より、 高 倉 

天皇の 治 承 二 年 源 競の 罰せられ しも 亦、 白 專女を 射殺した るが 故な り。 安倍晴明 は 陰陽道の 名人と して、 式 神 を 

使 ひたる 事な ど、 大鏡を 見ても 知られたり。 其の 術の 神祕 なる よりして、 狐の 子な りとの 說 いつの 頃よりか 言 ひ 
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出し けん。 簠簋抄 とい ふ ものに、 「晴 明が 母 は 化來の 人な り。 遊女 往來の ものと なり 給 ふ を， 猫 島に て ある 人に 留 

めら れ、 一二 年 滞留 ある 間に、 今の 晴明 誕生 あり。 旣に 童子 三 歳の 暮、 歌 一首 を つらね 給うて 曰く、 戀 しく は 尋ね 

來て 見よ 和 泉なる 信 田の 杜の うらみ 葛の 葉と よみ 給 ひて、 かきけす 様に 失せに けり。 晴明 上洛の 砌、 ま、、 つ 母の 詠 

み 置きし 歌 を 如何にと 思 ひ 和 泉國へ 尋ね 行き、 信 田の 森を尋 入りて みれば、 社 壇 これ あり。 伏拜 みて 母の 様子 を 

祈請 すれば、 古老 經 たる 狐 一匹、 わが 前に 出で 來り、 我 こそ 汝が母 なれと いうて 失せに けり 云々」 曲 亭馬琴 は 燕 

石雜 志に 之 を 引きて 其の 妄を辨 じ、 この 說は 全く 水鏡の 話に よりて 設けた る ものと し、 r 戀 しく は」 の 歌 は 著 聞 集 

に 和泉國 なる 尼が 相傳の 所領 を 人に 押領 せられし を賴 朝に 訴 へし 歌に 本 づきた る ものな りと い へ り" 馬 琴が いふ 

水鏡の 話と は 前に 擧 げたる 霊異 記の 三野國 某の 妻の 事に て、 こ は 水鏡の 作者が 靈異 記より 引用した る 事 明らけ し。 

但し 靈異 記と 同様の 話 は、 扶桑 略記に 引ける 善家祕 記に も 出で たれば、 狐の 人に 嫁して 子を產 みたる 話 は 強ちに 

靈異記 (若しくは 水鏡) より 作り 設けたり と は 云 ふべ からす。 善家祕 記に は、 寬平五 年賀 陽 良 藤と 云 ふ 者 妻に 棄 

てられ 澳惱 の餘、 女と 通 接せん こと を 念 ひしに、 或 時 一美 女に 逢 ひ、 心情 搖蕩 遂に 之と 同棲し、 意 愛纏密 一男 兒 

を 生みて、 鍾 愛する こと 甚 しく、 長男 を廢 して 其の 兒を 以て 摘 子と なさん とお も ふ。 會，' 優 婆 塞 あり、 杖 を 持し 

て 其の 背 を 突きし かば 忽然 大悟した りと あり。 その 優 婆 塞は觀 昔な りと い へり。 搜祌 記の 王靈 孝の 話と 同 ー體の 

ものにして、 子 を 生みた る は靈異 記のに 同じ。 亦 以て 同様なる 傳說の 人 を 替へ處 を か へ て 行 はれた る を 知るべし。 

簠簋抄 の誕妄 なる は 馬 琴の いふ 如くに して、 晴 明に 關 する 傳說は 大體に 於て 後代の ものなる ベ けれども、 其の 陰 

國文學 にあら はれた る 狐 
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陽 道 を 不思議 視 する 餘、 狐の 子な りきと いふ 疑念 は 平安朝に 起因せ ざり しと も 限らす。 この 傳說の 淨瑶璃 に 探ら 

れ たる は 人の よく 知る ところな り。 

續 本朝 文 粹卷十 一 に、 大江 医 房の 狐媚記 あり。 r 康和 三年 洛陽大 有 狐 媚之妖 、其異 非 一」 とい ひて、 朱領鬥 前に 馬 

通 牛 骨の 狐大饗 ありし こと をし るし、 叉 律師 增 珍が 一老 姬の請 を容れ て、 六 條朱雀 大路の 法會に 赴き、 心神 迷惑 

して 半途 遁れ 去りし こと を 擧げ、 其の 他尙ー 二の 怪談 を 述べ、 「今 於 我 朝 正 見 其妖、 雖及季 葉 怪異 如 古、 偉 哉」 と 

いへ り。 增珍 律師の は 儲く る 所の 饌皆 糞據の 類に して、 金銀 絲 絹と 見し は、 弊 鞋舊履 瓦 磯 骨 角な りと 云へ り。 今 

の 俗にい ふ 狐に つま、 れ たる 話と 全く 其の 趣 を 同じく せり。 敬 友 获野由 之 君の. 所藏 なる 狐の 草子と いふ 御伽草子 

めく ものに、 ある^ 都の 女房と 戲れ たる を 記し、 忽然と して 醒め 來 るに、 家の 內を 見渡せば 金剛 聖院 の大 床の 下 

なり。 御簾 ゃ疊 とお も ひし は、 むしろ、 こも きれな り。 琵琶 琴と 思 ひし は、 馬 牛の 骨な り。 半揷、 盥色々 の 調度 

と 見えつ る は、 くらつ ぼの われ、 され かう ベな りと いへ る、 全く 之に 本 づきし ものなる べし。 こ、 に 至りて は髙 

の 法力 も 遂に 一 狐の妖術に敵する能はざる_^^fとなれり。 この 話の 最後に、 地蔵尊の 僧都 を 呼覺し 給へ りと いふ 

は、 善家祕 記の 話 を 加味した る ものな らん。 增 珍の 話 は 奥義 抄 にも 取られ、 袋 草紙に も 見えたり。 此 等の 歌書が 

鎌 倉 以後 非常に 珍重 せられし は 言 を 待た ざれば、 足利時代に 人り て 狐の 草子の 材料と なりし も 必然と いふべ し。 

今日に 至る 迄 狐に 魅せら る \ とい へば、 常に 同様なる 趣 を 具 へ たる も 亦由緣 なきに あらす。 

(明治 三十 三年 二月、 五月 「帝 國文舉 J) 


28 


言 語 の 戲  . 

n ンソ ナント 

國語に は元來 子音の 數が少 い。 叉 大抵 は 母音に 伴うて 居って、 單獨に 現れて 居る 子音 は 誠に 稀で ある。 今日は 

尙 多少 獨 立の 子 昔が 認められ るが、 昔 はい は ゆる 五十音の 呼聲 で、 一切の 發 昔が 網羅され たらしい。 さて その 五 

十 音の 呼聲 は、 いづれ も それん 、、の 意義、 たと へば か (蚊)、 き (木)、 け (毛)、 こ (子)、 す (酢)、 i  (瀨) 、そ (苧) 

の 樣に單 純な 一箇の 熟語が、 立派に 一 つの 概念 語 を 形づくって 居る。 疑 間、 感動の か、 形容詞 語尾の さ、 過去 助 

動詞の き、 し 等 を考に 入れ、 ば、 尙更の 事、 その上に 漢語が 加 はって、 可、 奇、 苦、 古、 差、 四、 世、 鹿な ども 

ある 譯で、 五十音 いづれ も 同様の 次第、 隨 つてい は ゆる 同音語と いふ ものの 澤山 ある 事 は 日本語に 越した もの は 

なから う。 鼻と 端、 碧と 橋な ど は、 同一 の 語根から 出た ので あらう が、 神、 垣、 牡蠣な ど は 偶然の 同音語で あら 

う。 漢語の 日本化 せられた 音 は、 殊に 數が少 いから、 漢文 を朗讀 しても 聽 くだけで は 分らぬ。 目で 見なければ な 

らぬ。 叉 全くの 同音語で なくと も、 同一 の 母 昔 を 有したり、 半分 位が 同音であった りする 位に 類似の 昔 をな す 場 

合、 ハラ (腹)、 サラ (皿) など は 亦 もとより 澤山 ある。 

この 同音、 類音 を 有する 語の 多い とい ふこと が、 二つの 結果と なって 現れた。 一つ は國 民の 迷信と 結 付いた。 

言 認 Q 戯 
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一 つ は 遊 戲の爲 に 用 ひられた。 前者 は國 民の 宗敎 心に も關 係して、 一般 社會 制度の 上に も 影響して 來 たが、 後者 

は 殊に 國文學 の 上に 大關係 を 及ぼして 來 た。 兩 方の 場合、 いづれ も國民 精神の 表彰され たもので、 なか/ \ 面 

白い。 前者の 例と いふの は、 シと いふ 昔 を 嫌って ョと いふ 類で ある。 消防 組 を イロ ハ で 分けた 時、 へ 組に 當るも 

のが 不平 を 一一 a うたと いふ 話が ある。 世の中に 御幣 を擔 ぐと いふ ことがあ るが、 これが 今い ふ 一 百 語の 同音語に 原由 

する ことが 極めて 多い。 これ は實に 日本 特殊の 風で、 國 語の 性質に 大關 係の ある ことで ある。 正月の 儀式に ュヅ 

リ ハ (讓 の義) 、橙 (代々 の義) など を 飾る の も、 數の 子、 ゴ マメ、 一一  マ メ など を 食べ るの も、 又 婚銷の 式に 力 へ 

ル、 モ ドルと いふ 語 を 忌む の も 皆 同一 の 意思から 出て 居る。 結納の 目録に 子 產婦、 家內喜 參留、 壽留女 杯と 書く 

の は、 文字の 上に 强 ひて めでたい 同 昔の 字 を あて 嵌めた ものである。 酉の 町の 大 繁昌 も、 取る とい ふ 意義で、 商 

〇 〇  ェテ ガク  〇 0 

家に て は 去ルを 厭って 猿樂 町と いひ、 スルを 嫌って アタリ 箱と いふが 如き、 皆 緣起を 嫌 ふから 起った ものである。 

柹 本人 丸の 社が 火 除の 神、 安産の 神と なって 居る の は、 ヒト マル を 火 止る、 人生る ひ 意味に 取った からで ある。 

か 様な 例 は 誠に 澤 山あって、 冠婚葬祭の 儀式 を始 として、 一般に 影響して 居る 事も斟 くない。 人の 名 を 命す る 時 

にもなる ベく 宜ぃ名 を 選ぶ とい ふ 事 もあって、 卽ち 固有名詞 にも 影響して 居る。 木で 作った 佛 像に 靈が あると 信 

すると 同樣、 一一 一一 口語に 一種の 魔力が あるかの 如く 信じて、 善い 名に は 吉事が 伴 ひ、 惡ぃ 名に は 禍が伴 ふと 思惟す る。 

これ は 上古からの 風であって、 日本 紀、 古事記、 風土記な どに 地名、 人名な ど を解釋 する に、 いつも こんな 風な 

解釋 をして 居る。 言語の 迷信と 結 付く とい ふ 方面 は 大略 こんな 事で ある。 之 をよ く 調べる と、 なか/ \ 面白から 
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うとお も ふ。 今日は 國文學 に 大關係 あると いった 第二の もの 卽ち遊 戲の爲 に 用 ひる 方面 だけに 就いて 話さう。 

この 同音語が 文學の 上に 利用され たこと も 上古からの 事で、 之 は 

.1 枕詞 とい ふ ものの 上に 現れて 居る。 枕詞の 中には 色々 の 種類が あって、 島つ 鳥 鵜、 ぬつ 鳥 維な どの 様に、 單 

アツ ポジション  、ゝ ゝヽ、 ヽ、、 、ゝゝ 

に 同格 語 を 示す 様な もの も あり、 叉 烏羽玉の 黑、 刈薦 のみ だれな どの 様に、 形容の 意味に 用 ひたの も あるが、 最 

も 面白 いのは 一 一 つの 語 を かけた もの、 

〇 水た まる、 池 田の 朝臣 〇 玉 くしげ、 二子 (蓋) の 山 〇 淺茅 生の、 つばらく に 

などい ふ ものである。 いづれ も 同音の 語 を 利用した ものである。 最後の は 全く 同音で 無い のが 亦 面白い。 こんな 

種類の 枕詞 は、 日本 紀、 古事記の 歌の 中に も 巳に 多く- 萬 葉に 至って は 更に 多い。 歌に は 近 f 迄 も 多く 用 ひる 事 

は 人の 知って 居る 通り。 祝詞 ゃ宣 命な どの 古文に は 用 ひぬ が、 擬古文に は 文章 中に も 隨分用 ひて ある。 この 枕詞 

と 同性 質で 廣く用 ひられた ものが、 

にかけ ことば (兼 句) である。 之 は 三代 集の 歌に は 巳に 澤 山あって、 かの 竹 取 物語の 全篇の 洒落 は 皆 この 兼 句に 

本づ いて 居る。 (吳 竹の よ、 の 竹 取 野 山に もさ や はわび しきふし をのみ 見し) 謠曲 などの 文章 は、 之が 爲に 餘呈 

の 美を增 して 居る。 r 鶯の 鳴け ども 雪 はふる き 枝の」 などと 歌 ひ、 「三つの 車に 法の 道、 す はや 火宅の 門 を今ぞ 

泉 式部」 などと 澤 山の 兼 句に 文の 妙 をな して 居る。 秀句と いふの もつ まりこれ である。 淨 瑠璃の 文章 は謠 曲から 

脫 化した 處が 多い から、 亦 もとより 多い。 貝盡 し、 花盡 しな ど 皆 この類で ある。 又 太平 記 俊 基 朝臣の 東下りな ど 

一一 B 語の 戯 
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海道の 驛名を かけた 處、 人口に 臉 炎した ものである。 馬 琴の 頼 豪 阿 闍梨怪 鼠 傅に、 

いぬる 正月 二十 一日、 敵に 端な く 近 江なる、 比教 山お ろし 寒け きに、 比 良の 雪 さへ 深 けれど、 淺 くも 石 田に 計 

られ て、 射 かくる 矢 走 石山の、 かたき は大 軍、 身方 は 小勢、 逃れ 堅 田に 落つ る 雁の、 落ち 殘 つたる 五 百 餘騎、 

われ 唐 崎に と 打 死し、 果は兼 平 唯 一騎、 瀬 田の 入日に 暮れ そめて、 無常 を 三 井の 鐘の 聲、 世に 聞え たる 名將 も、 

時に 粟津の 夢の 跡 

など ある を 見ても、 兼 句が 如何に 國文學 に 大切な 修辭 上の 話 色で あるかと いふ 事が 分る。 

これが 俗語に 用 ひられて 滑稽 を 主と する 様になれば 卽ち 

111 洒落 である。 之に 就いては 十二 三年 前に 土 子 金四郞 氏の 洒落 哲學 とい ふ ものが あって 色々 分類して 調べられ 

た。 「恥 を かきつ ばた」 「恐れ 人 谷の 鬼子 母 神」 などの 類で ある。 狂歌 等に は 之 を 用 ひて 滑稽と した 事が 最も 多い。 

足る こと をし る 鍋 一 っ将の あく 庵 は 富貴 自在 かぎな り 

垣 一 重 東 隣の 梅の 花 句 は こちの ものに ぞ ありけ る 

江戶 一一 目 葉 聞く につけても 故鄕 のお や/. 'ヽ ぞ戀 しかりけ る 

狂歌 者は戲 名から 紀定 丸、 蔦 唐 丸、 智惠內 子な どや はり 洒落で ある。 狂文の 類に ももと よりこの 洒落 を 用 ひる 

事が 多い。 疫拂の 文句と いふ 樣な ものに 至って は 全く かけ 詞の 洒落で ある。 要するに 上古の 枕詞から 近世の 洒落 

に 至る 迄、 皆 かの 同音語 を 利用した 言語 上の 戲 であって、 之 は實に 國文學 の修辭 上に 大關 係の ある もの、 實に大 


32 


切な 修飾 法に なって 居る。 若し 一切 之を樊 てて しまへば、 國文學 は餘程 寂しくな るので ある。 こ、 に 叉 我が 國で 

はま だ 文學の 一 種と は 見做され ぬが、 西洋で は 文學の 一 種と して 取扱って 居る 

^翻 とい ふ ものが ある。 之 は 誰も 知って ゐる 如く、 「燭臺 とかけ て 何と 說く I - 喧嘩の 仲人と 說く —— 、いは 明 

り を 立てる」 「破れ 障子 —— くれの 篤 11 春 (張) を 待つ」 「若い 婆さん II 野馬 — 馬子 (孫) は あるまい，」 な 

どと 今 は 三 段に 間者、 答 者の 應對 する 様に 出来て 居る が、 やはり 同音語の 利用で ある。 謎と いふ もの は 其の 起源 

はな か/ \古 いもので、 殆ど 神話 時代から あると 西洋の 學 者は說 いて 居る が、 日本で は 拾 遣 集、 枕 草紙 等に 見え 

たのが 最も 古いら しい。 もっと 古いの が傳 はらぬ の は 惜しい ことで ある。 勿論 謎に は 色々 種類が あって、 「四方 白 

壁、 中 チヨ a/\」 (行 燈)、 「六角堂に 小僧 一人」 (酸 發) など も 之に 屬す るが、 方今 行 はれる 謎の 大部分 は 同音語 

を 利用した ものである。 尤も 是 は丙洋 にも ある。 謎が 巳に 問答 體で あるが、 三 段ではなくて、 二 段の 問答で 少し 

性質の 變っ たもので、 

.I/O  0 

^ 問答 とい ふ變な ものが ある。 「 一 羽 をに は 鳥と は 如何に」 と 間へば、 「 一 羽で 千鳥と いふが 如し」 と 答へ、 「勘 

當を キゥリ キルと いふ は 如何に」 とい へば、 「親 を 大切に する を カウ/ \ と いふが 如し」 とい ふ 類で、 大抵 類似な 

物 を 以て 答へ る ものであるが、 やはり 同音語 を 利用して 問答が 成立つ ので ある。 この種 類に もなか/ \ 面白い の 

が ある。 次に 又 謎の 一 種で、 

:jS 考物 といよ もの も ある。 これ も 近頃 新聞 雜誌 などで 募集して 居る から、 誰も 御存じで あらう。 三 段な 事 は 謎 

言 語 の m 
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の樣 であるが、 其の 說 くべき ものが、 大工 道具 名 一 つと か、 國名 二つと かいふ 鹽 梅に、 かねて 知らせて あるに 拘 

らす、 謎よりも 込 入った 掛け 方が 多い ので、 普通の 謎よりも むづ かしい。 考 物と いふ 名の 通り、 餘程考 へる 事が 

必要で ある。 手近な 處で 少年 界第 一 卷 第一 ー號 から 一 例、 

(問) 甲が 貴君の 國 は何處 です かと 乙に 問 ひます と、 乙 は 蟲の名 一 一つに て 答へ ました。 

(答) 蚊、 蜂 (河 內) 

(問) 暴行の 枠 家へ は 寄せつ けす、 勝手 道具 二つ。 

(答) 鎌、 捥 (構 はん) 

(問) 學校 道具、 横に 讀む i 國名 となる もの あり。 

(答) 視 (石 見) 

以上 は 同音語 を 利用した ものであるが、 次に 類音 を 利用した ものに は、 

七 地口 口 合 とい ふ ものが ある。 これ も 近頃 新聞な どに 見える。 古い 例 は、 

〇 旅 は 道 づれせ は 情 —— 足袋 は 引 パリ 菜 は 島 〇 お前 百 迄 わしゃ 九十 九 迄 11 慈姑 百 迄 梨 九十 九 迄 〇 天道 人 

を 殺さす —— 年頭 人轉 ばす 〇 渡 邊の綱 —— 赤 鍋の 鮒 

などの 類で ある。 地口 行燈 などの 地口 は 卽ち是 である。 これ は 卑俗な もの、 滑稽な ものであるが、 元來 同形 を 求 

める 修辭 上の 話 色、 卽ち對 句と いふ もの 杯に は、 この 地口の 主義に よる ことが 多い ので ある。 之 を 修辭學 上で は 
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paldnomasie といって、 西洋の 詩人 も 用 ひて 居る。 

地口の 主義 を 狂歌に 應 用して 滑稽に する の は、 例へば 百 人 一 首の 歌 を、 

さびし さに 庭の 栗の 木眺 むれば いづこ も 同じ 神の 夕 ぐれ 

費る からに 秋の 慈姑の 安ければ むべ 山ば か リニ 十八 文 

とい ふ 類で ある。 これ も 西洋に 隨 分あって、 滑稽 雜 誌に シルラ ー ゃゲ ー テの 樣な大 詩人の 眞 面目な 詩 を、 まるで 

諧謔 的の ものにして しまって 居る。 以上の 謎 や 問答 や 地口の 材料 を 使って、 又  • 

.),. 0  0  0  0  0  0 

八 一 ロ噺、 落し 噺 を 作る. ことが 多い。 

「大きな 瓶 を 貰った から 今夜の 婚姻 はこれ です まさう。 「ナゼ 。「たうら い (蓬 萊) の龜 だから。 

「ふとん 着て 寢 たる 姿 や 東 山 そんな 大きな 蒲圑が あるか。 「ヘイ ー國 にも 素 襖 (周 防)。 

とい ふの が ある。 落し 噺には 長いの も隨分 ある。 

以上つ まらぬ 長談義 も、 考 へて 見れば なか/ \ 趣味の ある ことであって、 卽ち國 民が 如何程 迄 言語 を 弄んだ か 

とい ふこと が 分る。 國語 中に 同 昔 語、 類音語の 多い こと を 利用して、 上 は 上代の 枕詞から、 下 は 近代の 落し 噺に 

至る 迄、 或は 眞 面目に、 或は 諧謔に、 我等 歷 代の 祖先 も 今日の 我等 も、 之 を 詩歌と し、 之 を 遊戯と して 精神 上の 

媒樂を 作って 居った とい ふこと は、 見方によっては 誠に 面白い 事で ある。 西洋に はこれ が 極めて 少 いので ある。 

叉 均しく 同音語で ありながら、 一方に は單に 諧謔に 供せられ、 一方に は 迷信に 附屬 して 社會の 制度 儀式にまで 影 

言 語の 戯 
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響した こと も 亦 甚だ 面白い 現象と 言って よから う。 社 會的文 學的與 味 ！ 國 民の 心 生活 を 研究す る 上に 於ても、 

賈は 大切な 事で ある C  一一 一一 a 語の 戲に 關聯 して、 文學 上の 戲 文字 鎖、 折 句の 類 も 研究す る 價値は あらう。 

(明治 三十 六 年 一 月 「文教 界」) 

獨 逸の 單級學 校 を 見た 記 

私 は 伯林に 一年 半ば かり 居り ましたが、 遂に 小學校 を參觀 する 機會を 得ませんでした。 中學校 以上の 學校 は、 

文部大臣の 許可 狀が 無ければ 見せぬ ので、 其の 方 はかへ つて 許可 狀を 貰って、 あちらこちら 見ました が、 小學の 

方 は 市役所の 許可 だけで 見せる から、 いつでも 見られる とい ふ考 で、 且は 私の 專 門に は 遠い 樣 にも 考 へて、 强ひ 

て 見に ゆく 必要 も.^ からう と 存じ、 其の儘に なって、 とう/ \ 何も 見す に 終りました。 今日から 考 へれば、 殘念 

にも 存じます。 何 か小學 校に ついての 見聞 をと いふ 御依賴 ですから、 暑中休暇 中に 見た 片田舍 の 單級學 校に 就い 

て 一 寸 お話し ませう。 

一昨年の 八月、 伯林で 馬糞 臭い 夏 を 達る の もつ まらぬ、 どこか 廉ぃ處 で、 涼しい 處で、 勉強の 出 來る樣 な ffl 舍 

は 無い か。 獨 逸の 田舍 生活 を 見る の も 一興 だと 考 へて、 友人に 相談した 處、 其の 友人の 友で 大學 生が 今年 歸 省す 


36 


る、 そこへ 行って はどう だ、 食料 等は们 林の 下宿屋 同様で 一切 何もかも 賄 ふとの 話。 それで は その 事に しょうと， 

マグデ ブル グ から 四 五 里 はいった 片田舍 に、 避暑と して 出かけた。 田舍 となれば 歐羅 巴の 眞中 でも、 人間 は餘程 

質朴で、 到着の 第一に 驚いた の は、 村 中の 人が、 知る も 知らぬ も 途中で 逢へば 脫 情して 禮 をした 事で ある。 こ、 

に 三 週 問ば かり 滯 在して. 色々 村人に 近附 にもな り、 様々 面白い 見聞 もした ので、 伯林の 忙しい 生活と は、 うつ 

て變 つて、 種々 の 方面に 利益 を 得た と 信じて 居る。 それ 等の 餘談 はさて おいて、 この 村に 滞在中、 一日 參觀に 行 

つた 學 校の 話 をしょう e 私の 滞在した 村 は、 戶數 はわ づか 百戶 ばかり。 至っての 寒村で は あるが、 アルカリ 鹽採 

掘の 工場が あって、 職工が 大勢 居る から 多少 賑 つて 居る。 先づ村 中の 目立った 人々 は、 牧師、 學校 敎師、 小林區 

署の 役人 等であった。 これらの 人々 は 勿論、 郵便 脚 夫まで も近附 になった が、 ある 日 牧師が 宿の 主人 を 尋ねて 來 

た 時、 學 校の 話に なり 、「どうせ 日の 永い のに 閑で も あるし、 學校を 見せて くれない か」 とい ふと、 牧師 は 大いに 

喜んで、 「私が 案內 する から 是非 見て 行って くれ」 と 一 百った。 御存じの 通り、 牧師 は卽 ち視學 であるから、 この 村 

の 牧師 は 近傍 二三 ケ 村の 學校を 監督し て 居る ので ある。 私の 滞在した 村の 學校は 普請 中 だ か ら 、 隣村 の を 見よう 

とい ふので、 翌日 早く 牧師の 家に 出掛けた。 外面 は 汚い が、 內部 はな か /-\ 立派に 飾付の ある 客 に案內 せられ 

て、 半時 間ば かり 雜談 をして、 さて 學 校へ 出掛けた。 豚小屋の 前 やら、 人の 家の 納屋の 裏な ど、 曲り 曲った 藁な 

どの 散 かって ある 細道 を 通って 學校 についた。 視學の 事で あるから、 牧師 は案內 もせす にす つと 通る。 赤い 谏瓦 

の 平家 作りで、 右の 方 半分 は學 校で、 左の 方が 敎師の 住所で ある。 入口から はいって 戶を あける と、 髯の 長い 

獨 逸の 單級學 校 を 見た 記  '.. 
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瘦 形の 背の 高い 五十 歳 前後の 敎師が 牧師 を 見て ー揖 した。 牧師が 私 を 紹介して、 私が 其の 挨拶 をして 居る 內、 生 

徒 等の 中には クス /\ 笑 ふ もの もあった。 やがて 敎師は 生徒に 向って 、「これ は 日本 東京から 伯林へ 留學に 來られ 

たお 方 だ」 と 話して、 生徒に 敬禮 させた。 生徒の 數は 三十 四 五 人 も 居った と 思 ふが、 よく は 記憶せ ぬ。 著しい 事 

と 思った の は、 女が 其の 三分の 二 を 占めて、 男 は 三分の 一位し か 居らぬ 事であった。 成程 獨逸 では 女の 數が 多い 

なと 合點 した： 授業 を 見て 居る。 左の 方で はやう やく ァ ー、 ベ ー、 チ H 1 の 字 を 書き 習って 居る ものが ある。 中 

間の もの は 簡單な 十 以下の 計算 を やって 居った。 右側に 居る もの は 稍 進んだ 生徒で、 第三 讀 本の 一 章 を 讀んで 居 

るら しい。 敎師は 特に 私の 爲に 書取 を 書かせたり、 數學を させたり、 讀 本を讀 ませたり、 色々 やらせて 見た が、 

其の あとで 私に 「あなたの 姓名 を. 曰 本字と 羅馬 字と で 書いて 見せて くれ」 と 頼んだ。 そこで 私 は 木 板の 上に、 

平 假名、 .片 假名と、 獨逸 字と で 書いて 見せた。 敎師は 一同に 之 を冩し 取れと 命じた。 大きな 生徒 はすぐ 書取った 

が、 小さ いのはな か/ \ 書 取れぬ。 うまく 出來 ぬと 一 百って、 ヮ ー ヮ I ッと 笑って居る。 敎師は 、「これ は 先生に も 

出來 ぬから 無理 は 無い」 と 笑 ひながら 言って 居る。 やがて 其の 机の 脇から 一幅の 萬 國地圖 を 取 出した。 大陸の 名 

を 二つ 三つ 聞いた あとで、 蒙古人種の 事 を 聞いて、 「蒙古人種の 標本になる の は 何國人 だ」 と 問うた。 生徒の 中で 

一番 丈の 高い 女の子が、 「それ は 支那 人 だ」 と 答へ た。 敎師は その 時 支那の 膠 州灣を 指して、 「こ、 は何處 だ」 と 

キヤウ キ ャ. マ 

問うた。 「それ は 膠 州で、 獨 逸の 借地 だ」 と 答へ た C 膠 州灣は 借地と はいふ 條、 殆ど 獨 逸の 領分の 様に、 坊間の 搶 

圖 などに は 染めて あるが、 借地 だと 答へ. たに は、 私 も 一寸 意外に 感じた。 私 はま だ 日本の 單級學 校の 有様 を 知ら 
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ぬから、 比較 は出來 ぬが、 教場の 装置 其の 他に も 別に 珍しい と 思 ふ 事 は 無かった 。教師の 机の 前面が 塗 板に なつ 

て 居って、 背の 低い 子供が そこで 計算 をして 居るな ど は、 一 寸 面白く 感じた。 敎師の 机の 後に 小さな 棚が あって、 

地球儀 を始 として、 鑛 物の 標本、 鳥類の 剝製 などが 少しづつ、 叉簡單 な理學 器械 もあった。 それから 博物 圖ゃ地 

圖 などの 精巧な ものが 割合に 澤 山あった。 これ は 恐く は 日本に は 無から う，^ 

十二時 十五 分 前に、 敎師は 生徒に 向って、 「今日は 珍客が あつたから、 これで やめる」 と 宣告して、 唱歌 を 歌 は 

せ、 敬禮を させて、 業 を やめた。 敎師は 私 を 導いて、 次の 客間に 招 じた。 これ は 牧師の 家のより も 美しい。 油鎗 

も  一二 枚 ある。 椅子、 ソ ー ファ 皆な か/ \ 綺麗で ある。 やがて 四十 前後の 女 (これ は 敎師の 妻) が 挨拶に 出た。 問 

もな く 亭主た る敎師 は、 赤葡萄酒 を 盆に 載せて、 杯 を 四つ 添へ て 室に 人った。 主客 四 人 一 二 杯 を 傾けて、 牧師 は 

「獨 逸に も かう いふ 學 校が あると いふ 事 を、 日本の 人に 話して くれよ」 など 戲談 をい ふ。 暇 を 告げて 歸る 時、 子 

供 等 はま だ 路草を 食って 遊んで 居る ものが あって、 處々 で禮 をす る。 牧師 は路 すがら 語って 言 ふに は 、「今の 敎師 

は 三十 年來 この 學校を 守って 居る。 村 中の 若者 は 大抵 その 弟子で ある。 可な りの 資産家であって、 道樂 半分に 敎 

師 をして 居る ので、 馬車な ども 置いて 居る。 娘が 一人あって、 これが なか/ \ の 美人 故、 あの！ ft に.^ る 果報 人 は 

誰 だら うと、 村 中 一般の 評判で ある」 杯と 色々 語った。 牧師 は少々 野卑な 人物で、 教師の 方が サッ パリと した 嫌 

味の ない 人物の 様に 感じた" 馬 鈴薯と 烏麥の 畑の 中 を 通って、 家に 歸 つたの は 一時 頃で、 丁度 午 飯時であった" 

伯林に 歸 つて 後、 牧師に は 新渡戶 氏の 武士道の 獨逸譯 一冊、 學 校の 敎師に は 日本の 花鳥 畫の 木版 刷十牧 ばかり 幼 

獨 逸の 単級 學校を 見た 記  . 
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を 送って、 謝禮 のしる しにした。 兩 人から は 非常に 禮を 言った 手紙 をよ こした。 

右は當 時の 事 を 記憶の 傣に 書記して 見た のであります。 一 時の 座興から 思 立って 見に 行った ので、 深く 調査し 

たので もな し， 又 調べようと いふ 考も 無かった ので、 學 齢の 事 も、 學 科の 事 も、 級の 成立の 事 も 一向 聞 礼し も 致 

しませんでした C  r 獨逸 にも こんな 學 校が あると 知らせて くれ」 と 言った 事 を 思 出して、 一寸 書いて 見ました。 學 

問 上の 參考に はなり ますまい。 笑話の 中へ でも 御 掲載 を 願 ひます。 (明治 三十 六 年 三月 「日本 之 小學敎 師」) 

. 謠曲 二十 番 はしがき 

猿 樂の能 は 足 利 三代 義滿の 頃から、 八代義 政の 頃までに、 略 其の 形 を 成した もので、 謠の 完成 も 其の 時期に 

在った ものと みえる。 群 書類 從に牧 めて ある 寬正六 年 卽ち義 政の 時の 亂 河原 勸進能 記に、 三日に わたって 興行し 

た 能狂言の 番組、 舞薹の 有様、 今 曰の 容 子と 大體は 變ら ぬ。 しかし 其の後 も絕 えす 新曲が 作られて、 豐太閣 時代 

迄に、 今日の 様な 番組が 揃った もので あらう。 德川 太平の 世に なって は、 引續 いて 武家の 式樂 で、 芝居 淨 瑠璃の 

平民 的 技 藝に對 して、 專ら 中流 以上の 娛樂 であった。 娛樂 のみで はない。 武士の アッコ ン プリ ッシメ ントの 一つ 

として、 國民 一般の 冠婚の 儀式に も はいり 込んだ。 五 百年 以前の、 しかも 一般 學 問の 衰 へた 時代の 産物と して、 
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其の 勢力 影響の 偉大な こと、 忙 がしい ケ 日の 世の中に、 能樂 流行の 盛な の を 見ても 分る。  . 

田 樂の能 を 土臺に 置いて、 琵琶 法師の 平家 を 引 人れ、 其の 頃 世に 行 はれた 延年 舞、 幸 若 舞、 曲舞、 亂舞、 松嚇、 

獅子舞の 類まで、 一切の 舞 容を總 合した こと や、 色々 の 舞に 伴うた 謠ひ 方に、 朗詠、 今様の 歌 ひ 方 を も 加へ て、 

舞の 方面に も、 昔樂の 方面に も、 衆 美 を 併せて 大成した こと は、 as に 猿樂の 一大 成功で、 これが すべての 舞曲 を 

壓 倒して 今日 迄 勢力 を 維持す る 所以で ある。 從 つて 謠 曲の 文章 も、 朗詠 、今様 は 勿論、 從來行 はれた 小歌、 宴 曲、 

平家、 源氏、 一切の 歌 ひ 物、 語り物、 讀み 物、 佛 典の 妙 句を拔 いて、 創意の 文 は 無い が、 補緩總 合の 技巧 を 極め 

て 居る" 後の 淨瑶璃 の 手本 ともなって、 今日 迄 も 渴仰者 を 失 はな いのは 當然 である。 しかし、 猿樂謠 曲の 價値は 

決して こんな 事 だけで は 無い。 もっと 大きな 所の ある こと を 忘れて はならぬ。 

猿樂謠 曲の 大切な 點は、 阈 民の 傳說を 詩 化した 點 にある。 平家、 義經 記、 曾 我物 語 等の 叙事詩 を 演劇— 化した 點 

にある，" 狂言に 比べれば、 幾分 か 技術 詩の 性質 を もって 居る とはい ふ ものの、 つまり は國民 詩で ある。 元來、 太 

古以來 の傳說 が、 純 文學に 現れて 來 たの は 鎌 倉 以後の 事で、 平安朝の 中古 文 學には 誠に 少ぃ。 鎌 倉から、 印度 方 

面の 傳說 も、 支那 方面の 傳說 も、 日本 古來 の傅說 も、 種々 に 陶冶され、 混和し、 變 化して、 玆 に雜然 たる 傳說圈 

の 發生を 促した。 足利時代の 文學 は、 ^^曲に限らす、 狂言 も、 御伽草子 も、 舞の 本 も. 皆 この 傳說圈 の 外に は 出 

ない。 桃 太郞、 花 爺、 猿 蟹 合 戰の樣 な 童話 も、 足利時代に 其の 形 を 成した ものである。 德川 時代の すべての 小 

說、 戯曲 も、 實は 足利時代の 傳說 圈を脫 せぬ ので ある。 貴族的 文學 が廢れ て、 こ、 に 國民的 文學が 起って 來 たの 

謠曲 二十せ はしがき 
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である。 無學な 世、 宗敎 信仰の 厚い 世、 盛な さ 想から 傳說が 出來、 叙事詩が 出來、 演劇の 起って 來る 所、 西洋の 

中古 期の 狀態 とその 換を 同じう して 居る。 平家 も、 曾 我 も、 義經記 も、 つまり は 傳說の 叙事詩 化された もので、 

更に それ を 演劇 化した のが 謠 曲の 手柄で ある。 これらの 英雄 傳說の 外、 童話 的の もの、 神話 的の もの、 印度の 種、 

支那の 種、 一切の 傳說を 次第に 詩 化して、 今日 迄 傅へ たのが 謠 曲の 功 勞 であって、 猿 樂謠曲 完成の 時期が、 卽ち 

國 民傳說 完成の 時期と いってよ ろしい。 それ だから 諮 曲は國 民に とって 無限に 面白い ので ある。 後世の 芝居、 淨 

瑶璃 も、 つまり は 猿樂謠 曲の 範圍 を脫 せぬ ので ある。 

敦盛ゃ 小町の 傳說を 能藝に 仕組んだ の は、 田 樂ゃ幸 若に もあった らしい。 併し それ を 一歩 進めた の は、 猿樂の 

能で ある。 猿樂 では 幽靈を 出した。 この 幽霊が 大きな 特色で. ある。 た 歷 史劇で は 無くして、 同様の 人物が、 一 

度は假 托した 人物で、 一度 はむかし の 形の 幽靈 で、 二度 迄 あら はれて 來て、 時代が 昔と 今に わたる。 それが 佛果 

を 得て 成佛 して、 現世 未來に 連なる とい ふこと が、 大變 面白い ので ある。 全體 がー 篇の 說敎 である。 むかしから 

の 傳說、 英雄 も、 美人 も、 鬼神 も、 乃至 は禽獸 草木 も、 皆 この 說敎の 中に 入れて 來 たので ある。 さう して 草木 國 

土 一切 成佛の 理窟 を 示した ものである。 

當 時の 公卿の 學 問が 歌 學ー點 張で、 歌を祌 驗に考 へた こと、 歌が どの位 迄謠 曲の 中に 勢力が あるか ほ、 僅に 一 

曲 を 讀んだ だけで も 分る。 當 時の 世 は 歌道 を 究めれば 極樂 往生が 出來 ると 考 へた 時代で ある。 神事の 能に も、 祝 

雷の 能に も、 歷史 傳說の 能に も、 世話物の 能に も、 其の 裏面に は 和歌の 德と佛 法の 力。 一方で は裙紳 の學、 一方 
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では 僧家の 敎、 この 二つが、 謠 曲の 生命 をな す 動脈、 靜 脈であって、 これが 結 付いて 國民 文學の 地盤 を 造って 居 

る。 精神の 作 か、 僧侶の 作 か、 相手と する 公衆 は國 民全體 であった" 朗詠、 今様の 歌 ひ 方 は 貴紳の 側からで、 聲 

明の 音節に 似た のは佛 家の 側から 來た。 音樂の 方面に も、 舞容の 方面に も、 堂上と 僧家と 常に 二様の 源流が 認め 

られ る。 

上代からの 傳說、 窒町 時代に 至って こ \ に 國民的 演劇の 形 をな した。 後世の 淨 瑶璃、 戲曲、 その 範圍を 出ない 

こと は 前に 一一 百った 通り。 一例 を擧げ ていへば、 出世 景淸の 切の 文句が 謠 曲から 取った の はいふ 迄 もな く、 景淸と 

いふ 人物の 性格 は謠曲 以外に 變 つて は 居らぬ C 辨慶の 性格 は謠 曲の 安宅 も、 芝居の 勸進帳 も 全く 同一。 烏 IE 子 折、 

七 騎落は 近 松の 戯曲に 題名 も 其の儘、 源氏 烏慣子 折、 賴 朝七騎 落と ある。 會我 物語 はこの 書に は 取らなかった が、 

江戸の 三 座の 春 興行、 これ を缺 かした こと は 無い。 日本 紀の傳 說は謠 曲 を 通って 妹 背 山のお 三輪と なった。 舞臺 

の 構造 を はじめと して、 直接 間接に 關 係の 多い こと、 今更い ふに も 及ばぬ。 日本 演劇 史を 研究す る 人、 將 來の改 

良 を 心がける 人、 猿樂謠 曲の 研究 を忽 にして はならぬ。  ■ 

謠 曲の 四 流 は 人 も 知って 居る 通り、 觀世、 寶生、 金剛、 金 春。 喜 多 はや、 後れて 金剛から 出た ので、 今 は觀世 

最も 盛で、 寶生 これに 次ぎ、 喜 多、 金 春 は 其の 次で、 金剛 は 最も 振 はぬ 樣 である。 この 書 は 流行の 最も 廣ぃ觀 世 

流の 文句に よって、 三百 番も あらう とい ふ 中から 僅に 二十 番を拔 いたので ある。 しかし これで 以て 五 百年 來國民 

の 娛樂を 形作った 高尙で 優美な 國文學 の 一 胬を味 ふ 事 は出來 ようと 思 ふ。  (明治 三十 六 年 十月し るす) 

謠曲 二十 番 はしがき 
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希 臘の古 劇と 我が 國の 能樂 

能樂は 發生當 時の あらゆる 美術 を 打って 一丸と なせる 總合 美術と して、 古來の 神話 傳說を 集めて 詩 化した る最 

初の 國民 演劇と して、 さて は德川 時代に 發 達せる 戯曲、 歌舞伎の 淵源と して、 各方 面より 研究の 價値 ある ものな 

り。 啻に 歷 史的 價値 あるの みに あらす、 四百 年後の 今日に 於ても 尙 その 劇詩 的、 演親的 興味 を 持續し 近年 益. -流 

行 繁昌の 兆 ある は、 如何に 深く 國 民の 嗜好に 投じ、 如何に 永く 國 民の 習俗に 浸染せ るか を 知るべし。 1- 近 歐洲各 

國の 演劇 も 亦 遠く 其の 源 を 希隨、 羅 馬に 發 せる ものにして、 羅 馬の 文明 は 正しく 希隨 より 直系 を 引く を 以て、 希 

の 古 劇が 今日 歐洲 詩劇の 模型と なり、 濫觴と なれる はいふ 迄 もな き 事な り。 その 關係猶 我が 國 今日の 演劇が 古 

代の 能樂に 於け るが 如し。 今少しく 希隐古 劇の 狀態を 述べて、 演劇 發 達の 徑路に 於て 東西 其の 授を 一 にす る もの 

ある を辨 すべし。 

希 臘の古 劇の 濫觴に 遡れば、 其の 初 はヂォ ニソス (r-yonysos) の 祭の 餘與 として 用 ひられた るヂト ラン ボス 

(l>ytli5bos) のコ ー ル、 リ ー ドに 始まる" これが ァ，、 テン 人の 手に 發 達して、 後 希 臘全體 に 普及し、 遂に 流れ 

て羅馬 帝國に 人り しなり。 ヂ才 二 ソ スは 酒の 神な り。 この 祭禮 一 年に 四囘 あり。 第 一 は 春分の 頃に して 葡萄 開花 
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〇 頃。 次 は 葡萄 摘 取の 時" 次 は 葡萄 壓摔の 時に して、 恰も 冬至の 頃に 當る。 最後 は 二月の 頃に して、 新醮を 祝す 

る 祭と す 。冬至、 春分の日に 於て 各種の 祭儀の 行 はる、 は、 人類が 陽春の 氣候を 喜ぶ 所以 を 示して、 クリスマス 

の 如き もつ まり は 冬至の 祝祭に 過ぎす。 我が 國の 新年の 賀豈 徒に 生命 を 貪る 意な らん や。 牧穫の 時期に 於て 一年 

の 豊稔に 歡喜 する は、 農民の 常態に して、 我が 國の 祈年祭、 神嘗祭 等、 或は 播種の 時、 或は 牧穫の 後に 於て 諸種 

の 祭祀の 行 はる、 と 同一 轍な り。 而 して 我が 國の田 傑、 田樂 の 如き、 其の 淵源 を 農事に 發 して 能 樂 大成の 重要 素 

たる を 思へば、 祭祀の 農事と 大關係 あり、 演劇の 祭祀と 其の 根元 を 同じう する を 知るべし。 さて， この ヂ才 ニソ 

ス 祭に 歌 はれた るヂト ラン ボスに 於て は、 最初 は 唯 其の 神の 功業 を讃 し、 其の 事蹟 を 述べた るの みに て、 一人の 

ギア 

音頭 取 ありて 發聲 すれば、 衆 之に 和して、 同 聲に歌 ひたる に 過ぎ ざり き。 之 を 最舊の 形と す。 この 形ー變 して 對 

語 生じたり。 歌 ふ 地の文と 白と 次第に 別れて、 同 衆の 中に 對手 ありて 掛 合に 白 を 歌 ふこと となれ るな り。 劇詩 こ 

こに^ 胎す。 しかも こ は尙コ ー ルの 二部に 別れた るに 過ぎ ざり しが、 尋でコ ー ルの同 衆 以外に 役者 あり、 コ ー ル 

の 人と 相對 して、 別々 に 歌 ひ、 コ ー ルは 全く 獨 立し 來れ り。 演劇の 形 乃ち 成る。 こ、 に 於て 酒 神 一人に 限らす、 

他の 諸 神の 事蹟 を も 同様に 演じ、 叉ト tl ャ、 テ I バ 等の 英雄 異士の 功業 を 歌 ひ、 さて は當 代の 材料 を も 採りて、 

早く も 諷刺 的 性質 を帶 ぶる もの あり。 我が 國の 能樂に 於ても、 神代 古 傳說に 基け る もの 極めて 多く、 伊 諾、 伊 

非 冊 兩尊、 彥火々 出 見 尊、 素 斐嗚尊 等の 神話 を 始めと して、 いは ゆる 祌事 能と 稱 する もの、 恐く は 最舊の 形な り 

しならん。 但し 今日の 能 樂に見 ゆる 淡路、 大蛇、 三輪、 逆 矛、 玉 井の 類 は、 猿樂の 大成 以後 大いに 其の 形 を 改め、 

希 鳳の 古 劇と 我が 國 Q 能樂 
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全く 其の 面目 をー變 したりし なる ベ けれども、 能樂 以前の 舊 材料 を 以て 根柢と なせる こと、 亦 疑 ふべ からざる が 

如し。 今日 尙諸 神社に 行 はる \ 馬鹿 權神樂 は、 章 曲 を 失 ひたる パン トミ ー ムの 類に して、 この種の 神樂に 神話 的 

材料 多き を 以て 見る も、 思 半に 過ぐ る もの あり。 叉 武門の 勃興と ともに 生じ 來れる 各種の 英雄 傳說 は、 悉く 採り 

て 能樂の 中に 投ぜ られ たる こと、 希纖の 昔に 同じ。 源平 二 氏の 祖先の 時代に 屬 する 羅生門、 大 江山、 土蜘姝 より、 

下りて 賴政、 朝 長、 巴、 兼 平、 實盛、 敦盛、 知 章、 さて は 景淸、 義經、 辨慶に 至る 迄、 當 時の H ピ ー ク として 歌 

はれた る 平語 は 悉く 皆能樂 薬籠中の物 となりぬ。 若し それ 當 代の 材料 を 採れる 諷刺 劇に 至りて は、 希 職に 於ても 

此の 時旣に 悲劇の 傾向 を 帶び來 れる古 劇と 分離して、 か へ りて 古酒 神 祭の 面影 を 止めた る 別種の 喜劇 を 形成せ る 

と 同じく、 我が 國に 於ても 狂言と いふ 一種の 喜劇 を 生じて、 自ら 能樂と 分離し、 こ、 に 於て 悲喜 兩 劇の 分離 を 見 

る こと、 恐し き 迄に 同一 の徑路 をた どれり。 狂言の 性質に 就いては、 今 玆に言 はす。 この 發達 期に 於け る 希臘の 

古 劇 は、 歌舞 を 主要と して ハ ン ドルン グ 寧ろ 第二 位に 在り。 抒情 的 戯曲と いふ を適當 とすと いふ を みれば、 日本 

の 能樂と 其の 性質の 酷似せ る を 知るべし。 

役者に 就いては 最初 はもと より 常 職の もの 無く、 役者と 同時に 見物人たり しこと 今日の 百姓 芝居の 如し。 後に 

は 其の 中に て 舞の すぐれて 上手なる もの、 歌 ひ 方に 殊に 堪能なる もの、 特殊の 役者と して 立てら る、 に 至れる こ 

と、 發 達の 自然 順序と いふべ し。 男役 者の みに て 女 役者 は 全く 無 かりき。 戲場は 祭壇 を 中心として 周 圍に樂 者 居 

たり。 これ 卽ち オル ケス トラな り。 コ ー ル 分離す る ことと なりてより 見物人の 場處 出來、 ー轉 して 舞臺も 出來た 
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り。 最初 は 昔 頭取の 居し 處稍 高く、 そこに 供物 をせ し處 なりと いふ。 その 机の 代りに 一段 高く 舞臺を 作りし なり。 

然れ ども 後世の 如く 幕 を かくる こと 無 かりき。 幕 は 希 職 演劇に は 全く 無し。 羅馬 時代に 入りて 祭祀 を 離れて 單に 

庶 人の 娱樂 となりし 時 始めて 生ぜり。 希躐の 演劇 は尙 祭の 一部たり しなり" 我が 國の 能樂に 於ても 亦 幕 を 見す。 

舞臺の 生ぜし 時 樂屋も 出來、 天幕に て 役者の 休息、 化粧 等の 場と せり。 すべて 此の頃の 戲場は 特殊なる 建築物な 

く、 屋外 野天の 見物な りき。 附近の 樹木に 攀ぢ 上りて 見物 も 叶 ひしな り。 中央に 舞臺 一段 高く、 その 前に オル ケ 

ス トラ あり。 こ、 に 砂 を 敷きたり。 我が 國の能 舞臺に 於ても、 舞臺 以外 は 全く 砂礫 を 敷 詰めて、 小 松な ど植 ゑた 

る樣、 當 初の 風 を 見るべき に 非す や。 希臘の 劇い よ/ \ 隆盛の 時代と なりて は、 內 外の 装飾 非常に 整頓し、 搶畫、 

彫刻、 美術の 粹を盡 して 建築 輪矣の 美、 人目 を 奪 ふに 至れり。 この 點に 於て は 我が 國の 能舞臺 が、 單 純に 松竹梅 

を畫 きたる を 以て 滿 足せる と、 霄壤の 相違 あり 。額面の 粉飾 は 最初 は 葉 を 以て 兩頰 を掩 ひ、 HI ピッヒ を 以て 頭 

を 飾れり とい ふ.〕 人 をして 天の 日影 をた すきに かけ、 天の 眞拆 を鬟 として、 天窟戶 前に 歌舞せ し 鈿女命 を 想 ひ 起 

さしむ。 後に は 面 を 被る 事と なり、 面 は 布 叉 は 木に て 作れり。 これ はた 能樂に 似たり とい ふべ し。 

希臘古 劇の 舞容は 如何。 こ 、に 於て 余 等 は 益. -能樂 と 相 近似せ る を 見る。 希臘の 舞を說 明せ る 人の 言に 曰く、 

希臘古 劇の 舞 は 一 種の 摸倣 術な り。 歌と 始終 相 一 致す る ものな り。 歌に は 歌 ふところ を 形に て 示す ものな り。 故 

に プラト ー ン をして 語 を 形に て 示さん とする 摸倣 は 舞な りとの 言 あらしむ るに 至れり。 その 舞容 により、 體の屈 

折、 位置、 轉囘 等に よりて 種々 の 型 を 生す。 卽ち 歌と なるべく 一致すべく、 一語、 一句、 一曲 折、 一 囘轉、 歌と 

希臘 9 古 劇と 我が 國 の 能樂 
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しっくりと 合 ふに 至りて、 舞の 上乘 なる ものと す。 故に 舞 ふ もの は 歌の 意 を 舞に あら はして、 觀客 をして 歌を聽 

くと 同時に、 歌 を 見し むる 心得な かる 可ら す。 卽ち 一種の 模様 語の 如き ものな りと。 これ 正しく 我が 國の 能樂に 

も 適 中す る 言に 非す や。 啻に 能の 舞の みならす、 後世の 踊 は 皆 此の 性質 を備 ふるものに 非す や。 こ、 に 於て 何の 

舞、 何の 踊、 その 歌に 伴 ひて 舞踊の 種類 あるな り。 こ はな ほ 今日の 演劇に 於ても 日常 余 等の 目撃す る ものに 非す 

や。 かくして 作 中に あら はる、 事件 及 感情 は 全く その 歌と 舞との 中に 沒 却せられ、 役者 は 人と して 人格 を 容貌に、 

所作に あら はし 出す 必要なし。 卽ち面 を 被りても 事足るな り。 故に 希臘 時代の 名優と は、 舞の 上手なる 人 をい ふ 

なり。 舞の 發明者 をい ふ。 歌の ふり を附 けたる もの を Hypol.chem とい ふ。 これにて 見れば 日本の 舞踊 はみ な 

ヒ ポル ヘムと いふべき が 如し。 我が 國の 能役者、 舊派 芝居 役者の 名人と いふ もの、 尙 多く は 舞踊の 名人と 同一 翁 

に 言 ひ來れ るに 非す や" されば この頃の 希 腿の 詩人 は、 むしろ メ  a ヂィを 書かざる ベから す、 踊の 手 を 書かざる 

ベから ざり しなり。 ハ ン ドルン グ はむしろ 第二の 事たり しなり。 能樂の 半面 は 舞容を 主と したる ことい ふ 迄 もな 

く、 石橋、 缠 々の 如き は 舞容を 主眼と せし ものな り。 これ 當 時の 總合 美術と してやむ 能 は ざり し 勢な りと す。 

最後に、 希 臘の古 劇に 用 ひし 樂器は 笛な り。 始めは 五十人 ありし が、 悲劇 始まりて より 十五 人となり、 三 列 五 

人 若しくは 五 列 三人と なれり とい ふ。 興行 は 朝より 始めた る こと 亦 我が 國の 能樂に ひとし。 役者の 數は 始めは 一 

人、 H スキ II スは 二人と し、 ソフォ クレス は 三人と し 、間- 從者 として 四 人の 人出 づる事 ありき といへ り。 能樂 

の シテ、 ヮキは 二人な り、 ッレ あら はれて 三人と なり， 四 人と なる。 トモ は從 者な り、 大要 亦 相似たり。 之 を 要 
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する に 希 臘の古 劇 は 其の 發 達の 初期に 於て、 我が 國の 能樂に 類似す る 多 かりし こと、 以上 陳 すると ころの 如し。 

然るに アデンの 隆盛と ともに 演劇 大いに 起り、 作者に 於ても H スキ a ス、 ソフォ クレスの 外、 オイ リピ デス 喜劇 

を發 達せし め、 アリス トフ ァ ネス 之 を 完成し、 劇場 も 亦宏壯 美麗 を 極め、 最大なる 劇場 は 優に 四 萬 人を容 るべ く、 

普通の もの にても、 其の 半 若しくは 四 分の 一な りと いへば、 一 萬 人を容 る、 に堪 へしな り。 こ、 に 至りて は 最早 

我が 國の 演劇と 比倫すべき にあら す。 希臘 演劇 最 盛の 時に 及びて は 役者 も 亦 品行 を愼 み、 衆人の 尊敬 を 受け、 其 

の 報酬の 多額な りし は 姑く 措き、 親しく 王侯と 交り、 役者に して 直ちに 公使に 任ぜられて 外交 談判に 営り しもの 

ありと いふに 至りて は、 今日の 歐洲 といへ ども、 亦 其の 例 を 見す。 役者 は國 家の人 物 を 以て 尊敬せられ、 死後 記 

念 像 を 以て 飾らる & こと、 大 政治家， 大學 者に 異ならす。 亦 以て 希 腿 演劇の 盛況 を 想 見すべく、 今日の 歐洲 演劇 

の由來 極めて 深き を 知るべし。 其の 初 甚だ 相 近 けれども、 其の 末 や 千里の 差 あり。 一方に 於て は 東西 文明の 性質 

に 元來の K 別 ある を 知るべく、 一方に 於て 我が 國の 能樂が 其の 發 達の 遲々 として 遂に 彼に 及ば ざり しこと を 慨歎 

せ すん ば あらす。 彼の 發 達の 何 ぞ速 にして、 我の 進歩 何ぞ しかく 遲々 たりし や。 狂 一一 一一！ 1 が 空しく 能 樂の附 嫌と して 

遂に 喜劇の 大發達 を 見 ざり しも 亦憾 むべき 事と す。 余 西 劇に も通ぜ す、 能樂 にも 暗き もの なれ ども、 能樂 流行し 

て 演劇 改良の 聲 盛なる 今日、 この種の 間 題 は 一般 國 民の 興味 を 有すべき ものな りと 信じ、 聊か この 篇を 草し ぬ。 

(明治 三十 七 年 一月 「帝國 文 學」) 

X が 臘の古 劇と 我が^の 雜樂 
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國學と は何ぞ や 

國學院 の 同窓 會に 出て 何 か 一 場の 話 をす る やうに との ことで ありまし たが、 學 科の 多忙な のと、 五月 頃から 病 

氣 にか、 りまして、 養生 かた，^ なるべく かう いふ 席に は 出ぬ やうに いたしました ので、 だん/ \ と 後れました。 

さて 徒らに 月日 はたち ましたが、 まとまつ たお 話も考 へて 置きませんでした。 ところが 四 五日 前に 須田 君が お出 

で になって、 この 日曜日に は 同窓 會を 開く から 是非 出て くれと い ふ ことでありまして、 出る こと は 出ました 力 

だん/ \ 延び/ \ になって 居った ことで、 何 か 大きな ことで もお 話す る やうに 御 待受も ありませ うが、 た お 待 

たせ 申して 置いた だけで、 何事 もこれ ぞと いふ 程のお 話 は出來 ぬのであります。 定めて まとまらない 話で ござい 

ませう が、 た 私の 精神の ある 所 をお 聽き 取り を 願 ひたいと おも ひます。 

私の 今日お 話しようと いふ 題目 は 「國學 と は何ぞ や」 とい ふので あります。 諸君の 御 承知の 通り、 この 國學院 

とい ふ學 校が あり、 諸君 も 國學院 で 御 修業な されて 十分に 國學を 研究して 居られる ことであります が、 一 體 この 

國學院 の國學 とい ふこと は どんな 學問 かとい ふこと を 申 上げる 積であります。 この 國學 とい ふ 名稱を 始めて 用 ひ 

ヒの は、 かの 荷 田春滿 であらう とお も ひます が、 この 國學 とい ふ もの は 西洋で はどうい ふ もの か、 國學 とい ふ 名 
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稱が あちらに も 許されて 居る かどう か、 今日の 科學 上の 見地から 國 學が學 問と して 成立つ かどう かとい ふこと を 

一 っ考 へて 見なければ ならぬ とお も ひます。 

抑々 荷 田 春滿の 時代 は 幕府の 昌平 學校 もあった 時代で ありまし たから、 春滿は それと 同時に 國學の 方で も 立派 

な 學校を 建てなければ ならぬ とい ふ 考へを 起して、 幕府に 建議した 位で ありまし たが、 先生 は 早 死 をして、 遂に 

その 志 を 成さす にし まった。 誠に 惜しい ことで、 世に いふ 國學の 四 大人の 中で は 一 番 この 先生が 早 逝でした。 そ 

れで 先生の 國學校 を 起さう とい ふ 志 は 遂に 成りませんで したが、 この 弟子の 貿茂眞 淵が 遠 州から 江戸に 出て、 先 

生の 遣 志 をつ いで 大いに 國學を 起し、 弟子 も澤 山に 出來 ました。 その上に 眞 淵の 弟子に 宣 長が 出で て、 宣 長以來 

は 國學の 研究 はいよ./ \ 盛 になり、 宣 長の 弟子 は 五 百 人、 その 養子の 大 平の 如き は 千 人 も 弟子 を 集めて 敎授 をし 

たとい ふ 位でした から、 事實に 於て は國學 校が 出來 たのであります。 實に德 川 時代の 文 敎史に 一 つの 時代 を形づ 

くった のであります。 これが 間接 直接に 明治維新の 大業 を翼贊 した こと は 申す まで もない ことであります。 春滿 

が國學 とい ふこと を唱へ 出した 時分に は、 學 問が 専門に 分れて 居らなかった か. り、 一人して 制度、 歷史 から 文學、 

語學、 美術 等す ベての 事 を 研究した 傾が ありまし たが、 國學が 盛に なつてから は、 物語 を專攻 する 人、 歌の 集に 

盡カ する 人、 語學 を專修 する 人、 文學 を專攻 する 人 等 それ-^ 專 門に 分れ、 主として 歷史を 研究した 人 も あれば、 

神道の 側 を 研究した 人 も あり、 また 有職 故實を 主として 研究した 人 も ありました。 有職の 中に も、 武家の 有職 を 

主として 研究した 人 もあった のであります。 かくの 如く 專攻 する 所が 種々 に 分れて 居り ましたが、 これら を ひと 

國學と は何ぞ や 
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しなみ に 國學者 若しくは 和學 者と いったので あります。 さて、 かう 盛に なりまして から は、 何が 故に 國學は 大切 

な もので あるか、 何が 故に 神道 を說 くもの も 一 つの 國學 者で あるか、 何が 故に 語學 文法 を說 くもの も 一 つの 國學 

者で あるか、 何が 故に 物語 を說 くもの も國學 者で あるか、 何が 故に 歷史を 修める もの も國學 者で あるかと いふ こ 

と は、 往々 にして 忘れて しまって ゐる もの も ある やうであります。 春 滿ゃ眞 淵以來 の學者 は、 理想 を 定めて 進ん 

だのであります が、 末流の 輩に 至って は、 歌 を 作る の を 以て 一種の 職分と して、 これ を 以て 能事 了れ りと して、 

詠歌 三昧の 外に は 何事 もしない もの も あり、 世間で も、 少しば かり 歌 を 詠む ものが あれば、 直ちに 和學 者、 國學 

者と して 取极 ひ、 天爾遠波の 紐 鏡で も ひねくる ものが あれば、 これ もまた 和學 者、 國學 者と して 昆 ると いふ 風で 

ありました。 これらの 人々 は、 春滿 等の 理想と して 持って 居った こと を 目の前に 表して 居った かどう か、 甚だ 疑 

はしい のであります。 春滿の 時代に は、 神道 を說 くもの も、 佛說を 交へ て 神佛混 清の 道を唱 へ、 或は 支那の 陰陽 

五行の 說を唱 へて 居った ので、 春滿の 書いた 啓 文に は そのこと が 漢文で 書いて あります が、 鎌 倉 足利時代の 紛亂 

の 後 を 受けて 學 問に 正 傅がない、 それで 春滿は 日本語 を 基礎と して、 卽ち 阈語阈 文に 現れて ゐる 材料 を 以て 日本 

學を 設立しょう としたので あります。 これ を 以て 國學 とい ふ 名 稱を附 したので あります。 春滿の 時代 は、 11 敎の 

方で も 江 戶で荻 生 徂徠、 京都で 伊藤 仁齋 などが 復古 學を唱 へた 時代で、 その 影響 もあります が、 とにかく 春滿の 

見識 は、 國語國 文 を 基礎と して 日本 國 を說 明し ようとい ふので あり ます。 勿論 その 以前 にも 國語國 文 を 研究した 

人 はありました。 釋契 沖、 下 河邊長 流、 戶 田茂睡 など、 いづれ も 古 學を唱 へた 人で、 中に も 契 沖な ど は 非常に 見 
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識が あり、 學間 があって、 本 居な どの やった 事の 基礎 をな して 居ります。 しかしながら 私 は どこまでも 國學の 創 

立 者と して は 春滿を 推したい とお も ひます。 前に 申 上げた 春滿の 見識 を 重んじた いとお も ひます。 御存じの 通り 

學 問に 正 傅がなくて、 秘事 祕傳を 尊ぶ 世の中から 引續 いて、 どれが よい かわる いか 分らない、 問 違った 學 問の 仕 

方に なって 居った 所 を、 すべて 昔の 世に 戾 してやら うとい ふの が 契 沖、 長 流、 茂陲 などの 主義で、 とにかく 鎌 倉 

時代 の 僻說を 交ぜ てはいかぬ、 平安朝、 も つ と 前 の 奈良朝 以前 に 溯って 日本 國の 根本から 研究して 來 いとい ふの 

であり ましたが、 た 奈良朝 以前に 溯って 歌 を 研究したり、 物語 を 研究した りする のみで ありました。 さう いふ 

中で 春滿は 更に 一歩 を 進めて、 基礎 を 國語國 文の 上に 置き、 それ を 以て 純然たる 日本人の 道と すると ころ を 明ら 

めようと したので す。 日本の 國 家を說 明しょう としたので あります。 

賀茂眞 淵 も そ の 遺志 を 受け ついで、 萬 葉 集 の 研究に 盡 力した のであります。 萬 葉 集 は 純 粹な日 本 古代 の 言葉 を 

集めて ある ものであります から、. 日本の 國を說 明 せんとす るに は、 須 らく 古 い 言葉 を 取調べ なければ ならぬ とい 

ふこと に 着眼した ので、 最も 適當な 順序 を 眞淵も 履んだ のであります。 本居宣 長に 至って は、 師の志 を 受けつ い 

で、 更に 之を擴 張して、 日本 紀と いふ もの は 古い ものであるが、 漢文で 書いた ものであるから 自ら 外國の 思想が 

交って 居て いかぬ。 それよりか 日本 國 家の 性質 を ほんた うに 知る ものと して は、 日本 國學の 據り所 を 知る 書物と 

して は、 古事記 を 本と しなければ ならぬ とい ふので、 斷然 これに 據る ことにいた しました。 眞 淵が 伊勢の 松阪の 

旅の 宿りで、 始めて 宣 長に 逢った 時 * 宜 長を誡 めて 言った のに 「己れ は 萬 葉 集の 研究に 全力 を 注いで、 最早 古事 

圃學と は 何ぞゃ 
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記 を 研究す る餘 日がない から、 お まへ は 古事記 を 調べて 古い 歷史を 明らめろ」 と敎 へました。 これ を 以て 見れば、 

眞 淵の 理想、 宣 長の 理想 を 知る ことが 出來 ようとお も ひます。 春 滿以來 の 主義が、 そのつ ぎ/ \の 大家の 思想に 

顯 然として 一貫して 居る ことが 分ります。 宣長 など は、 一 つの 神の 名 を 研究す るので も、 一 つの 古い 一一 一一 口 葉 を 研究 

する ので も、 決して この 國學 とい ふ大 精神 を 忘れなかった のであります。 紐 鏡 を 椿へ るので も、 詞の玉 緒 を搏へ 

るので も、 この 大 精神 を 忘れなかった のであります。 賀茂眞 淵が 萬 葉 考を搏 へたので も、 冠 辭考を 椿へ たので も、 

この 大目 的 を 忘れなかった のです。 眞 淵が、 自分の 門人が 美文 を 作る 方に 走って しま ふの を 歎いた とい ふこと は、 

平 田 篤 胤の 玉櫸 にも 書いて あります。 要するに これらの 國學者 諸 大人の 理想と した こと を 一 口に 言へば、 我が 日 

本 語の 上に 現れた 所の 國 民の 思想、 換言すれば 國民 の 性質 を、 古語 古文 の 上に 於て 研究し よ う とした の で あ り ま 

す。 これが 最も 確 實な國 民の 性質の 研究 法であります。 人々 に は ー俩の 精神が ある 如く、 國家 として は その 國の 

精神が ある 。奥州の 人と 上方の 人と 性質の 違 ふ 様に、 支那 人と 日本人と は その 性質が 違って 居ります。 一個人の 

性質 を 研究す るのと 同様に、 ー國の 性質 を 研究す るに は、 卽ち 日本 國の 性質 を 研究す るに は、 古來の 日本語に 現 

れた 日本人の 思想 を 取って 研究す るより 外に 途は ありませ ぬ。 それでなければ、 正確な もので はあり ませぬ。 支 

那 から はいって 來た漢 學儒敎 の說を 以て 牽强 附會 して 日本の 道を說 かう としたり、 印度から はいって 來た佛 者の 

說を 以て 日本の 道を說 かう とする から、 とかく 誤謬に 陷 つて、 到底 本當 のこと は 分らない のであります。 日本の 

道 を 知らう とい ふのに は、 日本の 昔からの 文 學語學 を 研究し なければ なり ませぬ。 それでなければ、 日本の 人民 
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の 性質の 由來 する 所 を 知る こと は出來 ませぬ。 それ 故 後世の 所は棄 てて、 古代に 溯って 研究す る ことに 春 滿以來 

着眼した のであります。 畢竟す るに これらの 學者 は、 こ の 大目 的 を 忘れなかった から、 如何なる 微細な 研究で も、 

例へば 一つの 動詞の 活用 を 研究す る 時で も、 國學の 大目 的の 中の 一部分に 貢獻 した ことになるので あります。 か 

うい ふこと が、 日本の 德川 時代に 國學の 出來た 根本になる のであります。 而 して さう いふ ことが 果して 西洋に も 

あるか 無い かとい ふこと を. これから 少しく お話して 見たい とお も ひます。 

今日の 西洋の 文明 は、 昔の 希 職の 文明 を 受けて 居る のであります.。 希 職の 文明が 流れて 羅 馬の 文明と なり、 羅 

馬の 文明が 流れ 流れて、 今日の 歐洲の 文明と なって 居る のであります。 日本で 法典 を 持へ たの は、 歐羅 巴の 法典 

の眞似 をした ので、 その他 行政 組織で あれ、 何で あれ、 文明 的の 組織 はすべ て 西洋 諸 國の眞 似 をした ので ありま 

すが、 さて その 根本に 溯れば 皆 希臘、 羅 馬から 出て 居る のであります。 希臘、 羅 馬の 昔の 文明が 分らなければ、 

今日の 歐羅巴 は 分り ませぬ。 それ故に 希臘、 羅 馬の 古代の  一一 iH 語 を 取調べて、 それ を歷 史的に 研究して 來 ると いふ 

ことが、 向 ふに あって は 大切な ことにな つて 居ります。 日本で も 平安朝 以前の 文 學語學 を 取調べなければ、 日本 

國の よって 以て 由來 する 所の 分らない のと 同様であります。 日本の 鎌倉時代 頃 は、 向 ふで もま だ 蒙昧で、 寧ろ 暗 

黑 時代であった のであります。 漸く 日本の 戰國 時代 以降に 至って、 始めて 發 達して 來 たのであります。 併しな が 

ら その 時に 始めて 發 達した とい ふ譯 ではない。 その 根本 は 希臘、 羅 馬に 始 つて 居ります。 それが 近世に 至って 復 

舊 されて 發展 した 來 たの だから、 割合に 西洋の 文明 は 早く 出來 上った のであります。 それです から、 西洋で は 希 

國學と は何ぞ や 
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臘、 羅 馬の 研究 を先づ 以て 先にし なければ ならない。 西洋の 中學 校な どで 現今 ラテ ン語を 魔す るか 廢 せざる かと 

いふ 問題が 起って 居ります が、 實 際に 廢 したの はま だ瑞典 ーケ國 だけであります。 さて こ-の 古學の 研究が 近來に 

なって は 益 >學 術 的に なって 來て 居ります。 その 學問を 西洋で はフィ ギ I と唱 へて 居ります。 これ を 日本語 

に譯 します と、 文獻學 又は 古典 學 ともい へます。 先 づ文獻 學と唱 へた 方が よい やうです。 卽ち 希臘の 文明 を硏究 

し羅 馬の 文明 を 研究す るのに、 昔の 一一 目 葉 を 根本と して 研究す るので あります。 フィ ギ ー とい ふ 言葉 は、 英獨 

では 用 ひ 方が 違 ひます。 英語の ファ イロ  ロジ ー とい ふの は 日本で いふ 博 一一 一一 a 學と いふ ものに 當り. コンパ レ ー チ ー 

ヴ、 ファ イロ  ロジ ー は 比較 博 一一 一一 II 學と いふ 事に 當 ります が、 この 意味と は 全く 違 ひます。 先づ言 語 を 取って 學 問の 

研究題目 とする のに、 凡そ 三色の 別ちが あります。 第一 は 言語 哲學 で、 これ は 言語 はどうして 成立す る もので あ 

るかと いふので、 言語の 出来る 原理 を 心理 學 から 研究して 來 るので、 哲學の 一部分であります。 第二 は 言語 學、 

大學 にも 言語 學 科と いふ ものが あります が、 これ は 英語の 比較 博 言 學に當 るので、 英語で いふ サイ H ンス、 才 ブ、 

ラ ング H 1 ジ、 獨逸 語の シ ュ プラッ ハ ウイ ッセ ン シャフトと， いふのに 當 ります。 それ を 日本で 一一 一戸 語學 と飜譯 した 

のであります。 そこで 第三が 文 獻學、 この 三つが 言語の 學 問の 種類に なって 居ります。 昔の 希臘、 羅 馬の 文明の 

研究 は卽ち 第三の 文獻學 によって 進んで 居ります。 それで 文 獻學の 仕方 は、 希 臘と羅 馬の 言葉で 書いた 昔の 文學 

を 基礎と する のであります。 詩で も 散文で も、 希 臘語叉 は ラテン語で 書いた ものに よって 研究 を 積み、 古代の 文 

藝 上に 徵 すべ きものが あれば、 これによ つて 希隨の 文明、 羅 馬の 文明 を 調べ て 見る とい ふこと になる ので ありま 
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す。 そこで 文獻學 とい ふ もの は- 文明の ない 國に はもと より 出來 ない のであります。 一一 一一 E 語學は 文明の ない 國の霄 

語で も 取ります。 アフリカの 野蠻 人種の 一 百 語で も 研究 上 取ります。 H スキモ ー 語な ども 言語 學者は 研究し なけれ 

ばな り ませぬ" 文 獻學に 於て は、 文 獻の徵 すべき ものがなければ 研究 は 成立たぬ のであります。 フ イロ  tl ギ ー と 

いふ 學問、 卽ち 文獻學 は、 どこまでも 昔の 文明の 盛大であった 國に 於て 始めて 成立つ のであります。 

さて 今まで 申 上げた この 文獻學 が、 卽ち 日本の 國學に 甚だ 似て 居る のであります。 希臘、 羅 馬の 古代の 文化 を 

研究し なければ、 今 口 の 文明 を 知る ことが 35 來 ない。 希臘、 羅 馬の 文獻を 取調べて こそ、 今日の 歐羅 巴の 文明の 

虞 相が 分る のであります。 その 眞相を 尋ね たれば こそ、 實に今 H の 歐洲の 文明の 基が ai 來 たのであります。 卽ち 

文獻學 者の した 業 は實に 大きな ものであります。 その やり方 は 我が 國の 國學、 丁度 春滿、 眞淵 などの やった 事と 

全く 同じ 方法で やった のであります。 言 ひか へ れば、 その 國の國 語 國文を 基礎と して 國を說 明しょう としたので 

あります。 アル テル ッ ー ムス ウイ ッ セン シャフト、 卽ち 古代 學と唱 へて 居った のです。 それ は 希臘、 羅 馬の 古い 

所の 事ば かり を 取調べて 居る ので、 日本で も國學 者が 古い 所 を 調べて 居る のと 同じ ものであります。 日本の 國學 

も、 西洋の フィ II ロギ ー も、 同じ 徑路を これまで 取って 來て 居る のであります。 近頃 备國の 文化 も だんく 研究 

する 價 値が あると いふので、 昔 は 單に古 學と唱 へて 希臘、 羅 馬の 文明 を 研究して 居った のが、 一歩 進んで 今度 は 

英國の 文 獻學、 佛國の 文 獻學、 獨 逸の 文獻學 とい ふやう になって 來 たのであります。 英國、 獨逸等 は 昔 は 同じ や 

うな ものであった のが、 時代が か はつてから、 だんく 分れて 來 たのです。 イス パ ニヤ、 フランスな ども、 もと 

國學と は何ぞ や. 
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は 同じであった のが、 後に は 分れて 來 たのであります。 それです から その 元に 溯れば、 同じ やうな 性質の もので 

あります。 故に n 1 マン ス 人種の 文 獻學、 ゼ ル マ ン 人種の 文獻學 などと いふの もあります。 此の 文獻學 とい ふ も 

のが、 卽ち 日本の 國學 者の やつ て 居る 事と 同じになる のであります。 

ところで こ、 に 一 の 疑問が ある。 昔の 學 問の 開けぬ 時代に あって は、 文獻學 者が 單に 古い 事 を 調べて ゐる、 そ 

れを學 者と しても よかった の だが、 今日に 至っても 尙 それ を學者 として 差 支へ ないか どうか。 古文 學を 調べて 知 

つて ゐる人 だから 學 者に は 違 ひなから うが、 今日の 科學 的の 意味に 於け る學者 かどう か。 ラテ ン語を 知つ て 居つ 

て、 昔の 希臘、 羅 馬の 古い 事 を 知って 居る のが 學者 であるか、 果して 學問 としての 價 値が ある もの かとい ふ 問題 

が 起って 來 ます。 歷 史家 は 歷史の 眼 を 以て 古今東西の 歷史を 研究した けれ ば^ら す、 法律家 は 法律の 眼 を 以て 古 

今 東西の 法律 を 研究し なければ ならす、 美術家 は 美術の 眼 を 以て 古今東西の 美術 を 研究し なければ なり ませぬ" 

この 樣に專 門に 分れて 來て は、 國學 とい ふ 意味 は どこに あるか。 學 問が 專鬥 的に 研究し なければ ならない ことに 

なって 來 ると、 國學の 領分 は どこに あるか。 法律 學は 法律家が やり、 歷 史は歷 史家が やり、 文學 は文學 者が やり、 

言語 學は 言語 學 者が やり、 美術 は 美術 學 者が やれば よいと したならば、 國學 者の 領分が 無くなる。 研究が 各々 の 

專門 家の 手に 落ちて 來 ると 同時に 國學は どんな ものに たる か、" 甚だ 無意味な ものになる。 それらの 集合 體に 過ぎ 

ぬと いふ ことになる。 それらの 學問 を總稱 して 國學 とい ふこと になる かどう か。 文獻學 そのものが、 西洋人の 問 

に 疑の 起って ゐ るの は そこであります。 美しい もの は 何かとい ふこと に對 して、 花 も 美しい、 繪も 美しい、 娘 も 
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美しい >  これ だけで 美と いふ こと はい ひ盡 せた かどう か。 かう いふ 疑が 起って 來 ます。 國學は 古い 歷史も 調べな 

ければ ならぬ、 古い 文學も 調べなければ ならぬ、 古い 語學も 調べなければ ならぬ、 古い 美術 も 調べなければ なら 

ぬ、 古い 制度 も 調べなければ ならぬ。 歷史 も、 法律 も、 文學 も、 語學 も、 美術 も、 國學の 一部で ある。 國學 とい 

ふ もの は それらの 集合 體に 過ぎ ぬと したならば、 今日で は その 各々 の 専門家 の 手に 渡して しまった ならばよ いだ 

らう、 その 方が 更に 精密に 出來 るか も 知れない とい ふこと になります。 それにつ いて 疑 を 決する のに は， 國學は 

1 つ の學 間と して 成立つ 價 値が あるか どうか。 國學は 一 つ の學 問と 見做すべき ものである かどう か。 いは ゆる 今 

日の 學 問と いふ 上に 於て は 文獻學 とい ふ もの は 許される か 許されぬ か。 隨 つて 國學 とい ふ もの は 許されぬ もので 

あるかな いか。 これが 吾々 の 研究すべき ことになります。 

西洋の 文獻學 者の 中に、 ァゥグ スト、 ベイツ クと いふ 人が ありました。 これ は餘 程の 豪傑であります。 この 人 

が古學 綱要と いふ 書物の 中に、 先づー つの 定義 を 下しました。 この 人の 考へ によれば、 文獻學 は、 立派に 今日の 

意味で いふ 一 つの サイ H ン ス卽ち 科學と 見做す ことが 出來 ると いふので あります。 この 人の 一一 目った こと は、 追つ 

て 後から お 話いた します が、 日本の 國學は 日本の 文獻學 である。 日本の フィ a  ギ ー である。 これ を 日本人 は國 

學と名 づけた ので、 西洋の 文獻學 について、 ベイツ クの唱 へた 科學 としての 文 獻學が 成立す るなら ば、 日本の 國 

學 もまた 立派に 科學 として 成立つ のであります。  ， 

さてべ イツ クの 申します のに は、 文 獻學の 目的と する 所 は、 昔の 人が 知った こと を 再び 知る の だとい ふので あ 

國學と は何ぞ や 
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ります。 昔の 人が 意識して 居った こと を、 再、 び 吾々 が 目の前に 出して 知る のが 文 獻學の 目的で あると、 かう いふ 

定 該を與 へたので あります。 これ は 一 寸獨逸 語 を 御 分りの 方の 爲に 書いて 置きます が、 】0rkcnn21 き s  Kl.kal ョ t- 

21 かう いふ 有名な 一一 一一 C 葉 を 以て 表して 居ります。 とにかく これ は 一時 を 動かした 說で、 一時の 文 獻學者 は みなこ 

れ によって 居った のであります。 卽ち 一 時代の 時期 を 形づくった 學說 であります。 この 人 は古學 者で、 希臘、 羅 

馬の 學問を 研究して 居った 人であります。 さて この 一一 一一 II 葉 はどうい ふこと を 一一 一一 II つたので あるかと いふと、 昔の 社會 

の 或 一 つの 國 家の 政治 上の 狀態、 その他す ベての 昔の 狀 態とい ふ もの を、 昔の 人が 知って 居た 通りに、 再び 吾々 

が 知り 得る やうに 現し 中> ^のが、 H ルケ ンネ ン、 デス、 H ルカン テンと いふので あります。 政治、 文學、 法制、 

美術 はもと よりの こと、 その他す ベての 社會 上の 事柄 を、 昔の 人が 知って 居った 通りに、 今の 人の 目の前に 構造 

して 見える やうに する のが、 この 學 問の 目的であります。 それが 十分に 32 來 さへ すれば、 文 獻學の 能事 は 了る の 

であります。 これ を やる に は、 その 昔の 當 時に 現れた 國語を 研究して、 その 國語 によって 現れた 文學 とい ふ もの 

を 研究し なければ ならぬ のであります。 それ 故 吾々 はどうしても 昔の 文學 を土薹 として、 昔の すべての 社 會を研 

究 したければ ならぬ。 それに は 先づ第 一 古い 一 百 葉から 研究して か \ら なければ なり ませぬ。 西洋の 事に して 見る 

と、 先づ 第一 に 希 職、 羅 馬の 言葉 を 研究し なければ ならぬ。 希臘、 羅 馬の 文 學が讀 めなければ、 決して 西洋の 古 

代 文 獻學に 入る こと は出來 ませぬ。 支那の 文 獻學を 研究す るに は、 先 づ漢學 を 研究し なければ なり ませぬ。 日本 

に すれば、 日本の 古い 文 學が讀 める やうに ならなければ、 日本の 文 獻學に 入る こと は出來 ませぬ。 古い 文 學が讀 
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め て から、 その後に 始めて 文 獻學に 着手す る こ と が 出來る ので あり ます。 文 獻學者 は 古 い  一一 一一 G 葉 を 知る の が 本領で 

はない。 言葉 を 知る の は 一 つの 手段で ある。 古語 を 研究し、 その  一一 一一 II 葉 を 知る とい ふこと は、 昔の 社會を 研究す る 

爲の 一 つの 道具と なる のであります。 言語 學者 など は、 一一 一一 n 葉 を 知れば それでよ い。 昔の 言葉で もす ベての 言葉の 

構造 さへ 研究 すれば、 言語 學 者の 能事 は 了る ので あるが、 文獻學 者の 仕事 は、 一一 一一 n 葉 を 知る の は 目的で なくして、 

1 つの 手段に 過ぎぬ のであります。 吾々 は その  一一 一一 n 葉で 學び 得た 知識 を 以て、 もっと 大きな 仕事 をしょう とい ふの 

であります。 古語 を 知る の を 第 一段として、 旣 に學ぴ 得た 所の 古文 學の 知識 を 以て、 その 社 會全體 の 政治、 文學、 

語學、 法制、 歷史、 美術 等の あらゆる 一切の 事柄 を、 一一 一目で いへば 古代の 文化 一切の 事 を 知る とい ふの が 文獻學 

者の 仕事であります。 換言すれば 一 つの 國 民の 全 體の 社會 上の 生活 狀態、 活動 狀態 を科學 的に、 學術 的に 研究し 

て 知る とい ふ、 これが 文 獻學の 目的と いふ ことになります。 歷史を 研究す るの は歷 史家の 仕事、 美術 を 研究す る 

こと は 美術家の 仕事、 文學を 研究す るの は文學 者の 仕事、 法制 を 研究す るの は 法律家の 仕事であります が、 その 

歷史、 美術、 文學、 法制 等の 間に 一 莨した 所の 關係を 見出す の は 文獻學 者の 仕事であります。 歷史、 美術、 文學、 

法制、 風俗 等の 色々 な もの を 研究 すれば、 その 間に 國 民の 生活 狀態、 國 民の 文化の 程度が 知れる のであります。 

人間の 心の 働き は、 色々 の 方面に 現れる ものです から、 平安朝 時代の 文學は 平安朝 時代の 建築、 繪畫と 同じ 性質 

を 持って 居ります。 何れにしても、 その 當 時の 人 問の 心から てゐる もので、 その 一 つの 心が、 方面に よって 違 

つて 現れる もので はあり ませぬ。 國 民の 精神 上の 働き は、 どこに も 同じ 様な 形 をな して 外部に 現れて 來 るので あ 

國學と は 阿 ぞゃ 
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ります。 それ故に 政治 を 研究す る 人に しても、 歷史を 研究す る 人に しても、 文學を 研究す る 人に しても、 繪を研 

究 する 人に しても、 それら はた 學術を 研究す る 人と いふ だけで、 社會の 中の 一部分の 心の 働きし か 分って 居ら 

ぬのであります。 その 時代の 文學、 その 時代の 法制の 間に は、 何 か 一貫した 時代が こもって 居る のであります。 

これ を 見出して こそ、 始めて その 時代の 人の 性質が 分って 來 るので あります。 それ を 知る のが 文獻學 者の 目的で 

あります。 卽ち ベイツ クは それ を 以て 文獻學 者の 目的と しなければ ならぬ といった のであります。 それ 故、 文獻 

學者は 色々 な 學科を ごた まぜに やります けれども、 それらの 學科 はみ な ばら/ \な もので はなく、 悉く 關 係した 

ものになる のであります。 どんな 法制 を 作って 見ても、 例へば 支那の 眞似 をして 大寶令 を 作っても、 日本の 國民 

の 性質 は その 中に 現れて て來て 居る のです。 西洋の 搶を眞 似ても、 日本人の 畫 いた 繪 はや はり 日本の 綺 です。 

それです から、 すべての 國民 性の 現れた 或 一 つの 時代 を 取って、 卽ち 比較的に 限られた 時代に 於て、 その 國民全 

體の 活動 狀態、 生活 狀 態とい ふ もの を 今日の 國 民の 前に 再現す るの が、 吾々 文獻學 派の 目的で あると、 かう いふ 

やうに 論じて あります。 それです から、 地盤 を 大きく とる と 小さく とる とに よって、 イギリスの 文 獻學、 フラン 

スの文 獻學、 ス ラボ ニック 人種の 文 獻學、 ゼ ルマン 人種の 文獻學 とい ふやう に 分れます。 更に これ を 大きく すれ 

ば、 東洋の 文 獻學、 西洋の 文獻學 とい ふこと も 出来る。 また 分け 方に よって は亞細 亜の 文 獻學、 歐羅 巴の 文獻學 

とい ふやう にもす る ことが 出来ます。 かう いふ 風に ベイツ クは 見て 來 まして、 それで 科學 上、 學術 上の 慣 値の あ 

る ものと 斷定 いたしました。 
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文 劇 學者は 一人で 色々 な こと を 調べなければ ならない。 先づ 一一 一一 n 葉 を 研究して， それ を 基本と して、 色々 な 古い 

事 を 研究し なければ ならぬ から、 立派な 學 者が 終身う ちか \ つて やる だけの 價 値が 十分あります。 その 點に 於て 

も、 文獻學 はたし かに 學問 としての 價 値が あると いふ ことになります。 然るに これに 對 して 反對說 を昌 へたん： A, 

ありました。 その 人はゥ ー ゼ ナ ー とい ふ學 者です が、 この 人 はさう い ふ もの は學 問と い ふべ きもので はない と 首 

つて、 反對 したので あ. - ます。 文獻學 及び 歷史 地理と いふ 標題の 本 を 著して、 この 反驳論 をした のであります。 

ベイツ クの 一一 =11 つた 通り、 文獻學 はすべ ての 學科を 包含して、 それ を 一 つの 學問 としょうと いふので あるが、 それ 

はむ づ かしい こと だとい ふので す。 これから だん/ \學 間が 發 達すれば、 種々 の 專門學 に 分れて 來る。 それ 故歷 

史は歷 史家が 調べ、 法制 は 法律家が やれば よい。 法制なら ば 法制 だけ を 古今に 照らし、 東西に 比較して 調べれば 

よい。 歐羅 巴の 法制、 支那の 法制、 日本の 法制と、 各國の 法制 を 比較して 研究 するがよい。 さう して 人間の 社會 

に 於て 法制 はどうい ふ 風に 發 達して 來て 居る かとい ふこと を 知れば よいと いふので あります。 それでなければ 本 

當の事 は 分らない。 ー國 をつ かまへ て、 その 一 つの 國に 於て 法制 を 外の 文學ゃ 美術な どに 比較して 見ても 分らな 

いもので ある。 例へば 日本の 平安朝の 時代 をつ かまへ て、 その 時代の 文學、 法制、 歷史、 何くれとなく 調べて 見 

て、 その 問の 關係を 見出さう としても、 それ はいけ ない。 日本の 法制 を 取調べようと 思へば、 支那の 法制 も、 西 

洋の 法制 も 取調べなければ ならない。 叉 美術に しても、 各國の 美術 を總 合して 研究し なければ 分らない。 日本の 

昔の 繪を 研究す るのに、 その 同時代の 日本の 文學、 語學、 歷史、 法制、 風俗 等 を 比較して 見た所で、 局面が 狭く 
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て 分らない。 何でも 一 つの 事柄に ついて 比較 研究し なければ 分らない とい ふので あります。 併しながら、 これ は 

横につ いての 論です。 ベイツ クのは 縦に ついての 論です。 平安朝の 一 時代 を 取って、 その 時代の 法律、 宗敎、 文 

學、 語學、 美術、 建築す ベての 事 を 研究 するとい ふので はなく、 美術な り宗敎 なりの 一 つ を 取って これ を 横の も 

のと 比較して、 廣く 研究 するとい ふこと、 卽ち 人間の 精神の 發達を 見る が爲 に、 西洋の 美術の 歴史、 支那の 美術 

の 歷史、 日本の 美術の 歷史を 合せて 比較 研究 するとい ふこと は、 もとより 必要な ことで ありませ うが、 一 國の國 

民 だけ を 取って、 その 宗敎、 美術、 政治、 法律、 文學、 語學 等の 各方 面の 關係を 研究す ると いふの も、 また 必要 

な ことであります。 縱 に硏究 する こと も、 横に 研究す る こと も、 兩 方面 共に 必要な ことであります。 ベイツ クの 

いふ 通り、 一つの 國 民の 精神 活動の 現れた 部分に ついて 研究す るに 當 つて は、 その 一つの 國 民が 他の 一方に 現れ 

た 方、 法律 や 美術 や 風俗な どの それん \ にも 密接の 關係 があります。 その 關係を 取って、 一 つの 一 貰した 道理 を 

研究す る ことの 出來 ない とい ふこと はない わけであります。 例へ ば搶を 研究す るに つ いても、 繪 のことば かりや 

つて、 その 當 時の 文 學の狀 態、 社 會の狀 態 を 調べす に 居って はいけ ない のであります。 故に 時代 をき めて、 社會 

の狀 態、 政治 上の 狀態、 文學 美術 上の 狀態を ひっくるめて 一 つの 研究 を するとい ふこと は、 學 問の 研究に はづれ 

たこと ではたい ので、 立派に 一 つの 學 術が 成立つ のであります。 一方の 世界 全 體の學 問 を 取って 研究 を やる とい 

ふこ ともよい に は 違 ひない が、 國民 的の 性質 を ひっくるめて 研究 するとい ふこと も 大切な ことであります。 國と 

いふ こと を 根本と 致して、 すべての こと を 研究す る。 國 が全體 のしめ 括りになる。 これによ つて 文 獻學は 立派に 
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成立つ のであります。 これが ベイツ クの說 であります。 ベイツ クの說 が、 果して 價 値の ある もの かどう か。 べィ 

ック のい ふ 通り、 國を 基礎と して、 その上に しめ 括り を 見出す とい ふの が、 國學 者の した ことか どうか。 國學院 

はさう いふ 事 を やって 居る ので あるか どうか。 とにかく 近世の 文 獻學者 は、 その 形 を 飽くまで 襲うて やって 居る 

のであります。 この こと は 諸君の 判斷に 委せ ませう。 

それから これ もや はり 獨 逸の 大家です が、 ウィルヘルム、 フンボルトと いふ 學 者が ありました。 この 人 は文獻 

學 のこと を 何と 名 づけた かとい ふと、 ゥ イツ セン シャフト、 、デ ァ、 ナチ ョナ リテェ ー ト、 卽ち國 學と名 づけた の 

であります。 國 民の 學 問と いふ 意味であります。 日本の 國學と 同じ 名稱 を文獻 學に與 へたので あります。 この 人 

は どこまでも 國を 根本と して、 先刻 申した 通り、 國學 者の やる こと、 卽ち 西洋の 文獻學 者の やる こと は、 これ を 

サイエンス、 ォブ、 ゼ、 ナショ ナリテ ー といって よいと 主張した のであります。 社會 上の 慣行、 葬祭 上の 链式は 

勿論、 すべての 生活 上の あらゆる 所に はいって 來て、 その 國民を 外の 國 民と 區 別す る の が國學 の 目的で ある と、 

フンボルト は 更に 明瞭に 言って 居ります。 すべて 一 國に は、 その 國 特有の 特性が ある。 その 特性 を 指摘す るの が、 

國學者 の 役目であります。 英國 ならば その 英國 の國 民の 特性 を 指摘す る ことが 出來れ ば、 英國 の 文 獻學者 の 役目 

は それです むので す。 獨 逸の 特性 を 指摘す る ことが 出來れ ば、 獨 逸の 文獻學 者の 役目 は それです むので す。 卽ち 

それ は 正確な 學術 的な 一一 一一 E 葉 を 以てい つたので すが、 昔の 本 居、 平 田な どの 仕事 は それに 外なら なかった ので ありま 

す。 ー赏 でい へば 國學 は、 國體を 知らせる 學 問と いふ ことに 歸す るので あります。 それ故に この 學は 決して 正確 

國學と は 何ぞゃ 
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な 意味に 於ての 學 術と いふ 語に 戾る もので はない のであります。 文 獻學と は單に 文學、 法律 學、 その他 種々 な學 

問の 集り をい ふので はなく して、 それらの 種々 な學 問の 關係を 見出す 學問 をい ふので、 つまり 色々 の學間 を國と 

い ふ もので しめ 括つ て 居る のであります。 これ を 文獻學 とも 國學 ともい ふ ことになら なければ なり ませぬ。 現存 

の 大家のへ ルマン、 パウルと いふ 人 も、 フンボルトと 同じ 說 であり ますが、 一つの 國 民に 特有な 精神 生活 を 知る 

とい ふの が 文 獻學の 目的で あると、 かう いって 居ります。 これ を 小に すれば ー國國 民の 特有な 性質と いふ ことで 

あるが、 大に すれば！ 1 1 マンス 人種の 特有の 性質と いふ 樣な 大きな ことに もなります。 その 國、 その 人民の 圑體 

の霄 語、 並に 文學の 上に あら はれた 材料 を 基礎と して、 その 國 民に 特有な 精神 生活 を 知る とい ふの が 文 獻學の 目 

的で あると パウル は唱 へて 居ります。 これまで 述べました 學 者の 中で は、 この パウルの 一一 一一 II ひ 方が、 一番 明瞭に な 

つて 居ります。 ベイツ ク など は、 昔の 人の 知って 居った 社會を その ま、 今に 現出す るの だと 説いて 居る が、 何と 

なく その 言 ひ 方が 茫漠 として 居る。 パウルに 至って は、 昔の 人が 無意識に 知らす に 居った ことで も、 後の 人が 更 

に これ を 明瞭に して 知らなければ ならぬ と 言って 居ります。 元來 この 文 獻學は 他の 國には あまりな いの で、 獨逸 

に 最も 發 達しました。 他の 國 では 獨 逸の 眞似 をして やる のであります。 日本に は 卽ち舂 滿以來 國學が ありました 

が、 それ も 末流になります と、 昔の 眞淵、 宣長 などの やった 實 はなくな つて、 た 歌で も 作れば 國學 者と おも ふ 

やうに なりました。 併しながら 一 つの 歌 を 作る ので も、 日本の 昔の 俤を 知る 事業の 一部で あると いふ 考 へで 居れ 

ば、 國學の 大目 的に はは づれ ぬのであります。 語學を やる ので も、 文學を やる ので も、 歌 を 作る ので も、 一 つの 
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手 爾遠波 を 知る ので も、 その 大目 的の 一部で あると おもって やって 居れば よいので あります。 とにかく 國 學は學 

術と して 立派に 成立つ 價 値の ある ことと 思 ひます。 なる 程 一人して 歷史 もやる、 語學 もやる. 種々 な 事 を 皆 やる 

とい ふこと は、 むづ かしい かも 知れない。 寧ろ これらの 事 は、 それ-^ の專鬥 家に 委せた 方が よいと いふ こと は、 

理窟 上 成立ち ませう。 昔の 大寶令 を 一 つ 調べる といっても、 法律上の 知識がなければ 分らないで せう。 繪を 取調 

ベる といっても， 美學の 知識がなければ 分らないで せう。 文學を やる といっても、 心理 學の 知識がなければ 分ら 

ないで せう。 さう いふ 風に 各專 門の 知識 もい り ませう けれども、 専門家の 取調べる のと は 違 ひます。 これが 大目 

的で なくして 方便で あるから、 そこが 違 ふので あります。 多少 それらの 知識 を かりて、 総 も 取調べ、 文學も 取調 

ベ、 色々 取調べて 行く 間に、 共通の 性質 を發 見して、 國 民の 特性 を 知る とい ふの が、 國學 者の 大目 的、 文 獻學者 

の 大目 的になる のであります。 それです から、 專鬥學 者で なくと も出來 ると いふ ことにな らうと 思 ひます。 た^ 

近代の 事柄に なって は、 これ は 到底む づ かしい と 思 ひます。 近代 はだん/ \學 問が 精密に なって 來 ましたから、 

殊に 近代の 法^の 解釋、 醫學の 研究と いふ ことにな りまして は、 こ れは 到底 專門家 の 手に よらな けれ ば 分り ま せ 

ぬ。 また 一方で は 知る 必要がない のです。 今の 學問は 的で、 國民 的で はない。 f 界 的で あるから 萬國 共通で 

ある。 さう いふ ものに は 文 獻學者 の 研究 はいらぬ のであります。 それ 故國學 は その 研究 の 範圍を 古代に 置かな け 

れば なり ませぬ。 近代で は學 問が 世界的に 發 達して 來る ことにな りまして、 交通が 頻繁に なり、 西 伯 利亞鐵 道が 

出來 て、 僅か 三 週 問で 露國の 都まで 行ける やうに なって 來 ましたから、 國 民の 特性と いふ もの はだんく と少く 

國學と は何ぞ や 
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なって 來る。 西洋の 風 は 東洋に 影響し * 日本の 風 も 西洋に 影響す る やうになります。 さうな つて 來て は、 國の特 

性を學 問の 上に 現す こと は出來 ませぬ。 昔 は 各藩の 風が ありまし たが、 今日で は 到底 そんな もの は 見る こと は 出 

來 なくなりました。 學問 は元來 世界的の ものであります から、 交通が 頻繁になります と、 いよ/ \ 世 3^ 的に たつ 

て、 國 民の 特性が なくなります。 また 醫學を 始めす ベての 學問 にも、 材料が 多くな つて 來て、 信用すべき 書物 も 

多くな つて 來 ましたから、 昔の やうに 苦しんで 書物 を搜索 するとい ふ 苦痛 も なくなって 來る。 それです から 文獻 

學 は， どうしても 古代に 1^ しなければ なり ませぬ。 換言すれば 古典 學と 一一 目って よい ものです。 卽ち #1 の國學 者が 

平安朝 以前に 溯った やうに、 どこまでも 昔の 時代 を 眼中に 置いて 研究し なければ ならぬ とい ふこと になります。 

古代 ほど 國民 的の 性質が 分り 易い。 それ 故 古代に 重き を 置いて 研究す るの が 文 獻學卽 ち 國學の 大切な ことにな り 

ます。 要するに 國學 とい ふこと は、 その 國當 時の 文明が、 その 當 時の 國 民の 一一 一一 E 葉に よって 現れた 文明の 悌 です。 

一一 一一 n 語卽ち 文學に 現れた 所 を 材料と して 國體を 知る とい ふの が 卽ち文 獻學の 目的であります。 日本 國の 上で 言 ふと、 

國學 の 目的 は そこに あり、 學術上 の 價値も そ こ にある ので、 國 學も學 問と して 成立 つもので あると いふ ことにな 

もう 大凡お 分りに なったら うとお も ひます が、 た 一つ 注意すべき 事 は， 日本の 國學 者の やった こと は あまり 

古代に 偏し 過ぎた とい ふこと です。 それ は當時 鎌倉時代の 學問 弊風 を 一 洗しょう とい ふので、 荷 田 赛滿以 來の復 

古學 者が、 儒學に 於て^ 藤 仁 齋が古 學を唱 へた やうに、 平安朝 以來に 溯らう として、 鎌 倉 以後の 時代に 重き を 置 
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かなかった のです が、 今日に 至って は 鎌倉時代 も、 足利時代 も、 吾々 の 思想の 境に はいって 來る やうに 時代 を擴 

張 するとい ふ考 へが 必要であります C いくら 古代に 基礎 を 置く といっても、 鎌倉時代、 足利時代 を 度外視して は 

いけない のであります 。もう 少し 時代 を擴 張し なければ ならない とい ふこと になり ました。 一面から 見れば、 歷 

史的 研究に よらなければ ならない とい ふこと であります。 必す しも 平安朝と ばかり 言 はす、 鎌倉時代 にも、 足 利 

時代に も、 その他の 時代に も はいって、 歷 史的 研究 を やらなければ ならない のであります。 もう 一 つ は 科 學的硏 

究法を やらなければ ならない とお も ひます" 一 體 これまでの 國學 者の やった 事 は 偏狭に 流れて 居った ので、 支那 

から 何が はいって 來て 居ても、 印度から 何が はいって 來て 居ても. それら は 頭から 排斥して しまって、 日本の 古 

い 所 を 主として やって 居った から、 たと へ 古今 集の 歌に 支那の 思想が はいって 居て、 それ を 知って 居ても、 註釋 

に は 書いて 置かぬ とい ふやうな 風が ありました。 私 どもの 目から 見れば、 さう 見えます。 それ 故 支那の 文明 は ど 

こから 日本に はいつ て來て 居る かとい ふこと も、 これから は 知らなければ なり ませぬ。 それから 日本の 道 はどう 

い ふ 風に 發 達して 來て 居って、 横の 道 は どこから はい つ て來て 居る かとい ふこと も 取調べなければ なり ませぬ。 

如何なる 文明で も、 決して 單 獨に發 達した 文明 はあり ませぬ。 日本 は 東海に 僻在した 孤島の 國 であり ますが、 支 

那の 文明 は 絶えす はいって 來て 居りました。 印度の 文明 も はいって 來て 居りました。 その 潮流 を、 こ、 まで は 純 

粹の 日本的、 _ こ 、から は 支那 的- こ、 から は 印度 的と 分けて 見て、 それ を 合せて 研究して 行かなければ ならない 

ことと おも ひます。 本 居、 平 田の やうに、 これ は 日本の もので ない とい ふやうな 考へを 持って はいけ ない のです。 0 
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併しながら、 今日まで やって 來 た國學 者の 仕事が * 日本の 文明に 裨 益した こと は 大した ものでした。 如何にも 一 

方の 漢學 者に 相對 して 立派な 學問を 形づくって 居る が、 今 申す 通り 歷 史的で ない 所 も 、偏狭な 所 もあります^ら、 

それらの 點 はこれ からさき 改良し なければ ならぬ ことと 思 ひます。 隨 つて 研究の 方法に ついて お 話すべき こと も 

あります が、 だん/ \ 長くな ります から、 委しく は 申しません が、 すべて その 研究の 方法が 總合 的、 批判的、 比 

較的、 分解的で なければ なり ませぬ。 その 學ぶ學 科 も、 單 純な 國學ば かりで なく、 多くの 補助 學 科の 力に よらな 

ければ たり ませぬ。 また 研究の 範圍 も、 一時 代に 偏せ す、 歷 史的に 各 時代に 渉って、 殘らす 研究す る やうに しな 

ければ なり ませぬ。 今日 以後の 國學者 は、 徒らに 古人の 跡 を 蹈襲せ すして、 新しい 方法に よって 研究し なければ 

なり ませぬ。 一 方に 於て は 古人の やった 事業 はもと より 忘れて はなり， ませぬ。 吾々 はこれ までの 國學 者の やった 

研究 を 基礎と して、 更に 新しい 研究方法 によって 進んで 行かなければ なり ませぬ。 今日 大學 では 文學、 史學 それ 

ぞれ專 門に 分れて やって 居る が、 國學院 ではべ イツ クの 言った 通り、 國學の 名の 示す が 如く、 一  國の學 とい ふこ 

と を 中心として、 すべての 學問を やって いかなければ なり ませぬ。 國語國 文 を 基礎に 置いて、 國學 のす ベて を 研 

究 するとい ふこと が、 昔の 諸 大人の やった 事業であります から、 その やった 仕事 を 基礎と して、 その上に 新 研究 

を そへ て、 合理的に 歷 史的に 研究して 行く のが、 今日の 明治の 國學 者の 事業で あらう とお も ひます。 

荷 田 舂滿が 國學校 を 建てよう として、 遂に その 志 を 成さす に 終りました 時と 比較し ますれば、 今日は 非常の 進 

歩發達 をいた して 居ります。 今日は 國學院 も 出來て 居る ことです から、 ます/ \ 研究して- いよ/, \發 達させ、 
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昔の 人の 事業 を 大成す る やうに しなければ ならない とお も ひます。 これが 吾々 明治の 國學 者の 任務であります。 

今日は 先づ 「國學 と は何ぞ や.」 とい ふ 題目の 下に、 國學は 日本と いふ こと を 基礎と してやらなければ ならぬ もの 

である。 國學と は 國語國 文に 基礎 を 置いて、 すべての 學科を 研究して 行くべき ものである。 國學は 西洋の 文獻學 

と 均しい ものである。 また これからの 國學者 は、 古人の 研究 を 基礎と して、 尙 新しい 方法に よって 研究して 行か 

たければ ならない。 また さう いふ 風に 研究す るの が 諸君のお 爲 でも ある だら うとい ふ考 へで、 これ だけの こと を 

お話した 譯 であります。 誠につ まらない お 話で、 申譯が ありませ ぬ。 謹んで 諸君の 御 靜聽を 謝します。 

.  (國 學院 同窓 會 講演、 明治 三十 七 年 一月 ー 二月 r 國學院 雑誌」) 

品詞の 用法より みたる 萬 葉 集 歌と 古今 集 歌との 比較 

此の 御 會で何 か 話 をして くれと い ふ 佐 佐 木 君から の 御 依頼で ございまし たが、 實は私 は 歌 を 作り ませ ん から、 

力う い- 1 席へ 出て ぶ 話す る こと も ありませ ぬが、 平常 考へ て 居る こと を 少しお 話 をして、 歌 をお 作りな さる 御 方 

の 御意 見 も 伺って 見たい と考へ て、 出ました 譯 でございます。 

私の 申 上げようと おも ひます 題目 は 少し 長いので- 品詞の 用法 上より 見た る 萬 葉 集の 歌と 古今 集の 歌との 比較 

品詞の 用法より み たる？ 葉 集 欲と 古今 集 歌と の 較 
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とい ふ 題目で ございます。 御 承知の 通り 萬 葉 集、 古今 集と 申します もの は、 我が 國の 古い 歌集で、 昔から 今日に 

至る まで 和歌の 模範と なって 居る もので、 勿論 其の後に なりましても 新 古今 集な どと いふ もの も 出て 來 ましたが、 

後世の 歌の 手本と なる ベ きもの は 萬 葉 集と 古今 集で あると は 一  般に いふ ことであります から、 其の 萬 葉 集と 

古今 集の 歌が どうい ふ點に 1^ 別 相違が あるかと いふ こと を 一 寸申 上げて 見たい とお も ひます。 

これに 就きましては 種々 標準が ある だら うと 思 ひます が、 萬 葉 集、 古今 集の 兩 方の 歌に 現れて 來 ます 思想の 方 

面 は 措きまして、 外形の 上の 論 だけにつ いて 見ましても 色 々標準の 立て 方が あります。 御 承知の 通り 萬 葉 集は奈 

良 朝 時代に 出來 たもの、 古今 集 は 平安の 都が 出來 てから 出来た ものです から 、言語の 上に 旣に 著しい 變遷が ある。 

時代の 違 ひに 加 ふるに 奈 良と 平安、 大和と 山城の 言葉が 大變 違って 居ります ので、 それらの 言語の 變遷 から 來る 

相違 もあります。 これら も 萬 葉 集と 古今 集が 外形 上から 違 ふ 一節で ございます。 それで 普通の 文法で 分つ 所の 昔 

韻 論の 上から 申しましても、 奈良 朝の 一一 一一 II 葉と 平安朝の 言葉に は 音韻の 變化 があります。 これ は 申す まで もない 事 

で 旣に御 承知の 事で ありませ うが、 例へば 萬 葉 集で 「ぬ」 (野) とい ふの を 古今 集で は 「の」 とい ふ。 さう かと 申し 

ますと 古今 集で 「あかつき」 とい ふの を 萬 葉 集で は 「あかと き」 となって 居る。 平安朝で 「ゆめ」 とい ふの が 萬 

葉 集で は 「いめ」 とい ふ。 「われ」 とい ふ 一一 一一 il 葉 を 萬 葉 集で は 「あれ」 というて 居ります。 或は 「しばらく」 を 「し 

まらく」、 「しられす」 を 「しらえ す」、 「おなじ」 を 「おやじ」 とい ふやう に 音韻の 變 化から 言葉が 變 つて 來 たと 

いふ ことがあり ませう。 それです から 同じ 思想、 同じ 言葉 を 用 ひて 歌 を 作りましても、 自然 違った 形 を 現して 來 
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るので ある。 「しばらく」 とい ふ 代りに 「しまらく」 とい ふ奈良 朝の 言葉 を 使へば 萬 葉風になる、 「われ」 とい ふ 

の を 「あれ」 とすれば 萬 葉の 調子が 出て 來 ると いふ 風に、 音韻の 上の 相違から 同じ 單語、 同じ 言葉 を 用 ひても、 

平安朝と 奈良朝 の 音韻の 形が 遠って 來 るので あります。 ところが 叉 同じ 言葉 の 中の 昔 韻の 變 化に 止まら す 一 百 葉自， 

身が 變 つてし まふ ことがある。 これ は單語 論の 上から 見た ので、 例へば 「田 子の 浦 ゆ」 とい ふ 「ゆ」 の 字が 後に 

なくなって 「より」 とい ふ 一 百 葉が 用 ひられる やうに なった。 叉 感歎詞で は 「かな」 とい ふ 言葉が 古今 集で は澤山 

行 はれて、 萬 葉 集で は 「かも」 とい ふの が 澤山行 はれて 居る。 すべて さう いふ 風に 「あらめ や も」 とか 「が もな」 

とかい ふ 言葉が 萬 葉 集 に は澤山 あるが 古今 集に は少 い。 それ か ら叉萬 葉 集 に は 延べ 言葉 を 用 ひる ことが 多い。 

「ぬ」 とい ふの を 「なく」、 「くる、」 とい ふの を 「くるら く」 とい ふ 風に、 これ も 言葉の 變 化であります。 「もと 

な」 とい ふ 言葉 は 古今 集 に は 全くない とい ふやう に 時代の 上で 單 語が 變 つて 來る。 かう， い ふ 風 に、 單 語が 變 つ て 、 

用 ひられな いとい ふやうな こと は、 これ も 外形の 變 化の 一 つの 原因で あると おも ひます。 

これら は皆單 語に 關 係した ことです が、 萬 葉 集の 歌と 古今 集の 歌 を 一 見して 其の 差別 を 人に 感じさせる 道具に 

なる。 他の こと は 暫く 措きましても、 これらの 變 つた 形 はとに かく 萬 葉 集と 古今 集を區 別す る 所の 一 つの 要素に 

違 ひない のであります。 併しながら 更にもう 一 曆强ぃ 要素になる の は 何で あるか。 文法 論から 之を觀 察します と、 

卽ち 句の 作り方から 見る と、 萬 葉 集と 古今 集と は 大變に 違 ふ。 一 百 語が 變遷 します と、 音韻の 變 化ゃ單 語の 一 つ 一 

つ の變 化に 止まらす して 句と いふ ものが 變 つて 來る。 句の 構造が 變 つて 來 るので あります。 響へ て 見れば 萬 葉 集 

品詞の 用法よ リ みたる 离葉集 欲と 古今 集 歌との 比較 
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で 「す は」 とい ふ 言葉 を 使って ある。 「より は」 とい ふ 時に 「す は」 とい ふの を 使 ふ。 あれ は 古今 集に はない ので は 

ありまして、 その外 「こそ」 などと いふ 結び も 萬 葉に はま だ 十分に 出來て 居らぬ とい ふやう に、 文法の 文章 法 上 

の 遠 ひも あるので あります。 此の 文章 法の 中で 一 番 大切な こと は 句の 變 つて 來る ことで ある。 卽ち 古今 集の 方で 

いふと 頭から 終 ひまです らくと 詠んだ のが 多くて、 句 を 引 繰返して 一一 一一 n 葉 を 倒さまに 置く、 言葉が 元へ 戾る やう 

な 詠み 方は少 いかと おも ひます。 ところが 萬 葉 集に は それが 大變 にある。 殊に 四の 句で 切って 詠んだ 歌が 多い。 I 

路の邊 のい ちしの 花の いちじろ く 人み な 知りぬ わが 戀妻は  .  一 

とい ふので ありまして、 「人み な 知りぬ」 とい ふ 所で 切れて、 「わが 戀妻 は」 とい ふの を 後へ 付ける 一一 一一 c ひ 方で ありま 

す。 それから 

たづ 

天雲に 羽う ちつけ てと ぶ 鶴の たづ/ \ しかも 君し まさねば 

とい ふの を 見ましても、 文章 法から いふと 附屬 すべき 句が 前へ 行き、 主語が 後になる のが 規則で あるが、 それ を 一 

引 繰返して 用 ひて ある。 さう いふ 用法が 多い。  " 

やましな の こはたの 山 を 馬 は あれ どかち ゆ あが こしな を も ひかね て  一 

「なを も ひかね て」 とい ふの を 最後に 置いて、 それで 歌が 出來て 居る。 かう いふ 風に 引 繰返して 後へ 持って行く。 

おもわすれ だに も えす やとた にぎりて うて ども こり. す戀 の 奴 は 

これ も 四 番目の 句で 切って、 一番 終 ひ を 元へ 戾す言 ひ 方で、 萬 葉 集の 中には これが 大變 多い のであります。 勿論 


これ は 古今 集に もあります が、 甚だ 少ぃ。 此の 句の 切り方 は必 すし も 四 番目に 限って 居ないで、 ニ桥 目の 句に も 

三番 目の 句に も かう いふ ことが 起って 來 ます。 乂引 繰返しの 場合で も、 一 句の 中で 引 繰 返す やうな ことがある。 

例へば 

ますら をが ふし ゐ なげきて つくりた るし だり 柳の かづら せわぎ も 

「かづら せわぎ も」 とい ふ 五の 句の 中で 切れる、 さう いふ ことがある。 

まこも かる 大野 川原の みごもり にこ ひこし 妹が 紐と くわれ は 

これ も 「われ は， 紐と く」 とい ふの を、 五番 目の 句の 中で 引 繰返して 「紐と くわれ は」 とい ふので、 文章の 主語と 

い ふ もの を F へ 持って 來 るので ある。 

此の 轉換の 例が 萬 葉 集の 中で は澤 山に 行 はれて 居りまして、 古今 集な どより は餘程 多い とお も ひます。 これら 

は 文 草 法の 分ち に屬 する のであります。 尙ー ー桥 WI で 切る とか、 三番 ほで 切る とか 切り方に よつ て も 違 ひます し、 

一首の 歌が 二つの 文- li::!f から 成立つ か、 一 つの 文 十から 成立つ かとい ふ 様な こと も、 文章 法の 上から 見ます と 面白 

い 問題であります。 これら は 文法 上から 研究 すれば 分る のであります。 かう いふ 風に 音韻の 上から 見たり、 品詞 

の單 語の 上から 見たり、 文章 法 上から 見たり、 色々 見方が ある 中で、 特に 品詞の 用法 卽ち 動詞な り 代名詞な りの 

用 ひ 方に よって 萬 葉 集と 古今 集が どう 違って 居る かとい ふこと を、 私の 氣の 付いた だけ 諸君に お話して、 御參考 

に 供したい と 思 ふので あります。 それで 今日のお 話 は 幾らか 單語 論に はいり、 幾分 か は 文，； 一 雄 論に 跨った お 話に な 

品 の 用法より みたる 蓖葉集 欲と 古今 集 歌との 比較 
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ります。 其の 中の 一節です。 前置 は 長かった が、 これから 極く 簡單に 申 上げます。 

第一 に 私が 氣の 付き ましたの は 代名詞の 使 ひ 方で ある。 代名詞の 使 ひ 方に ついて 萬 葉 集と 古今 集と どう 違 ふか 

とい ふので あります。 かう いふ 歌 を御覽 なさい。 

あ ひお も はす 君 はま さめ ど片戀 にあれ はぞ戀 ふる 君が 姿 を 

いくばく も 生けら じ 命を戀 ひつ 、ぞ あれ はい きづく 人に 知らえ す 

これ は 萬 葉 集の 歌であります が、 これ をお 閒き になって、 どうい ふ 所が 萬 葉 調で あるかと いふに、 先刻 申した 樣 

に 四 番目の 句で 切った の も、 一 つの 15! 训 になる こと は 明らかであります。 「知られす」 とい ふべ き 所が 「知らえ す」 

とあった り、 「われ」 とい ふ 代りに 「あれ」 と あるの も IS かに 一 つの 目星に はなり ますが、 私が これから 申 上げ ま 

すの は、 「あれ」 とい ふ 代名詞の 用 ひ 方に ついて であります。 すべ て 文に は 主語と いふ ものが ある。 其の 主語に 代 

名詞の 「あれ」 とい ふの を 用 ひて 居る のが 萬 葉 集の 特徵 である。 古今 集に はこれ はない のであります。 古今 集で 

は 「わが 君」 とか 「わが 戀」 とか 「わが 世」 とかい ふやう に、 上の 方へ 付けて 用 ひる 代名詞 は あるが、 主語と し 

て 「あれが どうす る」 と 使った の はない。 卽ち 自分が 思 ふのに 違 ひない から、 自分と いふ こと は 省いて しまった 

のです。 「迷 ふ」 とか 「歎く」 とかい ふ 言 紫が ありましても 、「われが 迷 ふ」 「われが 歎く」 とい ふこと はい はない。 

これが 萬 葉 時代と 古今 集の 時代と 違 ふ 一 の點 であらう と 私は考 へる。 そこで 古今 集の 歌の 中に 詠 人知ら すと いふ 

のが ある。 この 中には 時々 古 調の 歌が 殘 つて 居ります。 例へば 
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かりこ もの 思 ひみ だれて わが 戀 ふと 妹し るら め や 人し つげす ば 

とい ふの が ある。 これ は何處 から 見ても 萬 葉 調の 歌で ある。 四 段 切れで ある。 引 繰返し もあります。 其の上に 「わ 

れ」 とい ふの が 主語に なって 居る。 またもう 一 つ 

あかつきの 鹇の 羽が き 百 羽が き 君が 來ぬ夜 はわれ ぞ數 かく 

これ も 詠 人知ら すで ある。 併しながら、 これ は 君に 對 して 我と いふ 代名詞が 特別に 入れられ たと 見ても よい。 其 

の 他に は 古今 集 全體に 於き まして、 決して 「われ」 とい ふの を 主語に 使った の は 無い。 詠 人知ら す は 古 調で あり 

ます。 

それから 次に 形容詞の 用 ひ 方で ある。 この 形容詞 を どうい ふ 風に 用 ひた か、 其の 用法が どう 違 ふかと 申します 

と 

このごろの 戀 のしげ けく 夏草の 刈 掃へ どもお ひしく 如し 

「如し」 とい ふ 字で 結んで ある。 或は 

この 山の 黄葉の 下の 花 を わが はっくに みて かへ る こ ひし も 

とい ふ 風に 結んだ のが ある。 これ は 終止 段に 感動詞の 「も」 を 付けた ので ある。 すべて 「かなし も」 「うれし も」 

とい ふやうな のが 萬 葉 集に は 多い のであります。 此の 「も」 を 付ける 付けない とい ふの もや はり 一 つの lEil 別にな 

ります が、 とにかく いは ゆる 終止 段で 形容詞が 現れて 居る のであります。 

品^の 用法より みたる 萬 葉 集 歌と 古今 集 歌との 比較 
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み もろの その 山な みに 兒 等が 手 を まきむ く 山 はつぎの よろし も 

天雲に 近く 光りて なる 神の みれば 長し みねば 悲し も 

かう いふ 風に 萬 葉 集の 方 は 多く は 終止 段で 形容詞が 現れて、 「も」 の 字が 付けて ある。 古今 集で は それが なくなつ 

て、 「ぞくる しき」 とか、 然ら ざれ は 「くるし かりけ り」 と 使 ふの が 普通で ある 。「ぞくる しき」 とい ふ 連 體段を 使 ふ 

か、 或は 「あり」 とい ふの を 加へ て T くるし かりけ り」 とい ふやう に 使って ある。 併し 古今 集の 中に も 無論 「か 

なし も」 とい ふの もあります。 これ は 前に 申した 樣に やはり 詠 人知ら すの 中に 澤 山あります が、 普通 は 「ぞくる 

しき」 「くるし かりけ り」 とい ふやうな 形で ある。 又 萬 葉 集の 中に も 「ぞくる しき」 とい ふやう に 使った の も 全く 

ない 事 はあり ませぬ が、 概して これ は 古今 集 以後に 多く 用 ひられて、 「かなし も」 とい ふやうな もの は 古今 集 以後 

はなくな つたので あります。 で、 古今 集の こと は 別に 一 々例 を擧げ なくても よから うとお も ひます。 元 來萬葉 集 

と 古今 集 を 較べて 見る と、 形容詞の 使 ひ 方が 古今 集で は少 くな つて 居ます。 古今 集の 一 千餘 首の 中で r ぞ かなし 

き」 まで 入れて 形容詞の はいって 居る の は 五十 三 首し かないが、 萬 葉で は 形容詞の 數が 非常に 多い。 これ も 其の 

區別 をす るに ついての 一の 要素と なる だら うとお も ひます。 

次に 申 上げます の は 動詞の ことです が、 動詞の 用 ひ 方に ついては、 やはり 形容詞と 同じ ことが 言 はれる ので、 

萬 葉 集で は、 何も 他の 助動詞な ど を附け 加へ ないで 直ぐ 動詞で 終る のが 多い。 

君 待つ とわが 戀ひ 居れば わが 宿の 簾 動かし 秋の 風 吹く 
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とい ふ 歌が ある。 かう いふ 風に 「風 吹く」 とい ふので 終って 居る。 

島づた ひみぬ め の 崎 を こぎた めばや まと 戀 しく 鶴 さはに なく 

み吉 野の 高 城の 山に 白雲 は ゆき 撣 りて たなびけ るみ ゆ 

繩の 浦に 蔑 やく 煙 夕され ば ゆき 過ぎ かねて 山に たなびく 

かう いふ 風に 動詞の 形が 其の儘に 現れて 来る ことが 多い。 古今 集で は それに 助動詞が 附く。  r らむ」 とか 「けり」 

とかい ふ 助動詞が 付く のであります。 かう いふ 助動詞 を附け 加へ る ことにな つたの は 古今 集 以後に 大變 多い ので 

す。 萬 葉 時代に も 勿論あります が、 古今 集 以後に は 動詞 だけで 暴露され た 用 ひ 方は少 くな つてし まった。 だんだ 

んと 忘れられて 用 ひられ なくなつ たの だら うとお も ひます。 つまり 「てむ」 とか 「めり」 とかい ふ 助動詞 を附け 

加へ たのが 多くな つて 来たので あります。 かう いふ こと は內 容に關 係した ことでありまして、 萬 葉 集の 歌 は 眼前 

の 景色 を 詠んだ のが 多い のであって、 古今 集 は 寧ろ 想像が 多い やうであります。 

あまり 長くな ります が、 もう 一 つ 副詞に ついて 申 上げようと おも ひます。 此の 副詞の 用法と いふ もの も、 萬 葉 

調の 方が 古今 集 時代より 大變 多い かとお も ひます。 萬 葉 集の 歌に 

死なむ 命 こ 、 はお も はすた しく も 妹に あはざる こと をし ぞ おも ふ 

とい ふの があります が、 副詞と いふ ものに 一 つの 句 を與へ て ある。 かう いふ こと は 古今 集 以後に は少 いかと 考へ 

る。 概して 申し ますれば、 古今 集に なって は 副詞に のみ 多くの 部分 を與 へる こと を しないの である。 ところが 萬 

品詞の 用法よ リ みたる 萬 葉 集 歌と 古今 集 歌との 比較 
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葉 集の 歌に は 大變に 副詞が 多い。 隨 つて 掛け 言葉な ども 副詞の 方へ 掛 つて 來 るの が 多い。 例へば 

いかるが のよ るかの 池の よろしく も 君 をい はねば おも ひぞ わがす る 

足 引の 山菅の 根の ね もころ にわれ はぞ こふる 君が 姿 を 

大船の た ゆた ふ 海に いかりお ろしい かにして かも わが 戀 ひやまむ  - 

こせ 山の つらく つばき つら/ \に みつ 、おも ふな こせの 春 野 を  . 

かう いふ 風に 副詞の 上に 掛 つて 來る ことがあります。 後世に なって は 動詞 や 形容詞に 掛け 言葉が 掛 つて 居る が、 

副詞の 方に 掛 つて 居る のは少 いと 考 へる。 勿論 これ も 古今 集の 中に ない こと はない。 殊に 詠 人知ら すの 中には あ 

る。 卽ち 

陸 奥の あさかの 沼の 花 かつみ かつみる 人に 戀 ひや わたらむ 

東路 のさ やの 中 山な か/ \ に 何し か 人 をお も ひそめけ む 

などと いふ 歌 は 皆 副詞に 掛 つて 居る のでありまして、 さう いふ 例がない こと はあり ませぬ が、 概して 言へば、 後 

になって は 副詞に か >  つて 來る のが 減って 來 たのであります。 其の 減って 来たの は 何で あるかと い へば、 副詞に 

十分の 場所 を與 へない。 副詞 を 澤山用 ひない から、 自然 副詞が 重んぜられなかった 爲 にだん/ \少 くな つたの だ 

らうと おも ひます。 隨 つて 副詞に 掛け 言葉 を 掛け なくなつ たとい ふこと も、 副詞に つ い て の 著しい 遠 ひで あらう 

と考へ ます。 


80 


以上 申 述べました こと をもう 一度 簡單に 繰返して 申し ますれば、 代名詞の 用法， 形容詞の 用法、 それから 動詞 

の 用法、 副詞の 用法で、 これが 文法 上に 於き まして は 代名詞 は 文の 主語と なる もの、 動詞、 形容詞 は 文の 說明語 

となる もので、 いづれ も 大切な ものであります。 又 副詞 も 動詞、 形容詞の 修飾語と してな か/ \ 重要な もので あ 

ります。 これらの 極く 大切な 四つに ついて 特別の 用法の 違 ひが あると 私は考 へたので あります。 其の 他 形の 上に 

ついて 申 上げる こと は澤山 あるで ありませ うが、 今日 私 は 大體の 著しい 差別で あると おも ふこと をお 話して、 尙 

諸君の 御 考を願 ひ 御 批評 を 仰ぎたい と考 へる のであります。 

最後に 源實 朝の 歌の ことにつ いて 申 上げます が、 實 朝の 歌 は 萬 葉の 調子で あると いって 居ります。 賀茂眞 淵 翁 

など もさう いって 居ります。 實 朝の 歌に、 

山 は 裂け 海 は あせな む 世な りと も 君に 一 一心 わが あらめ や も 

とい ふの がありまして、 無論 萬 葉 調であります が、 一人 稱の 代名詞が 主格に 現れて 居る のであります。 私の 先刻 

言った ことから 考 へて 萬 葉 調に 違 ひない のであります。 もう 一 つ 申 上げます が、 

箱 根路を わが 越え くれば 伊豆の 海 や 沖の 小島に 浪の よるみ ゆ 

これ も 代名詞の 主語が 現れて 居ります るし、 又 _ 「沖の 小島に 浪の よるみ ゆ」 とい ふ 様に 動詞が 助動詞な しに 終止 

段で 現れて 居ります から、 萬 葉 調の 歌で ある こと は 確かであります。 かう いふ 風に 直接に 其の 歌に 當 つて 御考へ 

になれば 分る だら うと 思 ひます。 甚だつ まらぬ ことであります が、 御淸聽 下さいまして 有難う ございました。 

品^ Q 用法より みたる 萬 葉 集 歌と 古今 集 歌との 比較 
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(竹 柏 園欲會 講演、 明治 三十 八 年 一 月 I 二月 「心の 花」) 

元旦 及び 大晦日に 關 する 獨 逸人 の 迷信 

光明と 暗黑、 夏と 冬の 爭 はむかし の 神話に あら はれて 居る のみで は 無い。 今日の 歐羅 巴の 一年中の 節會は 大抵 

耶蘇 敎と結 付いて 居る が、 本 を 正せば 自然の 節 序のう つり か はり を 意味した もの、 耶蘇 敎 よりもす つと 古い、 い 

は ゆる ヒンヅ ー 時代の 風習が、 耶蘇に 緣 故の ある 日と 結 付いた のが 多い。 降誕 祭に 常 磐樹を 飾って、 一家 国樂の 

歡を つくす の は、 一陽来復のお 祭で、 日本の 正月に 門松 を 立てる のと 寸分 違 はぬ。 怫敎の 方で も 彼岸な ど は晝夜 

平分の 暦日に 據っ たもの。 人生 五十 年、 四時の 推移と 一年の 交替が、 人の 心 を 新に し、 人の 望 を 起させ、 人事 百 

般の 儀式に 影響す る こと は、 東西 少しも 變ら ぬ。 宗敎も 人の 作った もの、 人 は 世界の 人 皆 同じ 人 なれば、 期せす 

して 習慣 風俗 を 同じう する の も、 もとより 怪しむ に 足らぬ 譯 である。 元日 一に 屠蘇 を飮 み、 七日、 十五 日に 御 粥 を 

す、 つて 一年中の 健康 を 祝し、 授、 海老、 煮豆、 ごまめ、 數の 子に 家門の 繁昌 を豫め 祝す るの も、 決して 日本ば 

かりで は 無い e 日本の 習慣の 中には 支那から 傳來 した もの も あり、 日本 國民 性の あら はれた もの も あるが、 その 

事 は 姑く さしおいて、 大海 日と 元日に 關 する 獨 逸人の 迷信 を擧げ て、 鎵起を 嫌 ひ、 御幣 を擔ぐ こと は 日本人ば か 
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りで は 無い とい ふこと を 示さう とお も ふ。 一寸 こ &に斷 つて 置かねば ならぬ の は、 日本で は 大晦日と いへば， 一 

年の 最終日、 大政で 何もかも 拂ひ 去って、 元旦から 新になる ので あるが、 西洋で は 大晦日の 夜の 十二時が うつと、 

新年が はじまる から、 大晦日の 晚は卽 ち 新年の 朝で ある。 それ 故 大晦日と いふ ものの、 新年、 卽 ち來ん 年の 希望 

を 含めた ものが 一般に 多い 樣 である。 

十五の 娘 4- 年 は 十六になる。 今年 は 嫁入が 出來 るかと、 年の 改まる とともに その 境遇の 變 化を豫 想して、 輝い 

た 希望 を 眼前に 抱く の は當然 である。 それ 故 少女が その 年に 結婚 出來 るか 否か をた めす 方法 は、 元日 叉 は 大晦日 

の晚 にやる ことが 多い。 大晦日の 晚に 白墨で 戶の 上に 一 一十 四の アルファべ ットを 書く。 さて 目隱 をして それ を 探 

る。 その あたった 字が 將來の 夫の 頭字 だとい ふやうた トし 方が 色々 ある。 同じく 大晦日の 晚、 林檎の 皮 をむ いて 

右の 手で 後向きに 左の 肩 越に その 皮 を 投げる。 その 皮の 形で 夫の 姓の 頭字 を 知る とい ふ 方法 も ある。 新年の 朝 第 

一 にあった 男の 姓 を 聞け。 その 姓が 卽ち 將來の 夫の 姓で あるな ど は 皆同樣 であるが、 更に 進んで、 今年 出來 るか 

出來 ぬか を 知る に は 大晦日の 夜半、 戶を 背に して 右の 上靴 を 取って 頭 を 越して 投げる。 その 靴が 部屋の 方に 向い 

て 居れば 翌年 亭主が 出來 る。 义鶏 小屋の 戶を 夜中に 行って 叩く e その 時 雄鷄が 第一 に聲を 立てれば 夫 を 得られる 

が、 雌 鶴が 聲を 出せば その 年 も 嫁 人 はむ づ かしい。 雌 鷂に答 へられる 少女の 心中 は 嘸 かしと 思 ひ やられる。 叉大 

晦日の 夜中の 十一 一時 裸で ふり か へらす に 戸口まで いって 一 寸ふ りかへ つて みれば、 將來の 夫の 額が あり/ \ とみ 

える。 これら は あてもなく 男 を 思 ふので あるが、 意中の人 があって それ を 見たい とお も ふ もの は、 大晦日の 夜中 

元且 及び 大晦日に 關 する 獨 逸人 Q 迷信 
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の 十二時に 鏡の 前に 立って、 三度 その 人の 名を唱 へれば、 忽ち 鏡の 上に その 人の 影が うつる。 又 同夜 値段 を 聞か 

すに 林檎 を 買って 枕の 下に 入れて おき、 正 十二時に それ を 食って 寝れば 戀人を 夢に 見る 事が 出來 る。 同じ様に 聖 

書を寢 床の 中で 手探りで あけて 見て、 翌朝 その 場處を 見て 希望の 當否を 卜する とい ふ 仕方 も ある C こんな 樣な類 

似な 方法 はま だいくら も ある。 大晦日に は紛を 沸して 水に 落し、 その 形で 翌年の 吉凶 を 卜する のが 一 般に行 はれ 

る 方法で あるが、 その 鈴の 形に よって、 兜に 似て 居れば 軍人の 妻になる とか、 鉋に 似て 居れば 大工の 妻になる とか 

いふ 様な 事 をす る。 今年 は 無事で あつたが、 來年も 無病 息災 なれ かし。 今年 は 一年中 不仕 合で 不幸 續き であった 

が、 來年 はもつ とい、 年を暮 したいと いふ 様な 希望 は 人々 によって 誰に でも ある。 それ 故 新年の 初に あたって 之 

を 占 ふ。 例の バ イブ ルを あけて みる 仕方た ども その 一 つで、 叉 他人の 店に いって、 人の 話 を 聞く。 その 時ャ ー と 

いふ 聲を 聞けば 翌年 はよ い 事が 多い。 ナインと いふ 聲を 聞けば 惡ぃ。 これ は卽ち 辻占の 方法で ある。 大晦日の 夜 

辻に 立って 居れば 翌年の 事が 分る。 辻に 立って 第 一 に 逢 ふ もので 翌年の 運命 を 卜する とい ふ 純粹の 辻占 も ある。 

ゆ ふけ  はし うら みづ うら 

萬 葉に ある 夕 占、 橘 占、 水 占 色々 な 種類 は どこの 國 にも ある ものである。 大晦日の 晚 小刀 を 新しい パンの 中に つ 

き 込んで おき、 翌朝 それ を 見て、 少し 濕り氣 が あれば 翌年 は 不幸が 多い。 いは ゆる ナ ー セス、 ャ ー ル である。 こ 

れは 言語 上から 御幣 を擔ぐ ことで、 日本風と もい ふべ きもの。 葱 を 十一 一に 切って 一 月から 十一 一月に あてて 鹽をふ 

りかけ てお く。 翌朝 見て、 濡れて 居る 月 はや はり ナ I ス である。 大晦日の 晚 皿に 水 を 入れて 貨幣 を 投げ込む。 音 

がせねば 無事、 音が すれば 病氣、 貨幣が 飛 出せば 死ぬ。 叉 指貫に 鹽を 盛って 人々 にあて て 机の 上に おき、 翌朝 見 
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て， 鹽が とけて をれば 其の 人が 死ぬな どと もい ふ。 大晦日の 御 祈禱に 蠟燭が 倒れ、 ば 死人が ある。 倒れた 方の 人 

が 死ぬ。 大晦日の 晩に 影が 薄ければ その 人 は 翌年 必す 死ぬ とい ふの は 日本のと 甚だ 似て 居る。 女が 箒 木 を 雪の 中 

に 立てて、 自分の 靴 を そのぐ るりに おく。 翌朝 それが 墓の 方に 向いて 居れば 死ぬ。 大晦日の 晚にク ルミ を. 食 ふの 

が 一般の 習惯 であるが、 タルミの 黑 いの を 食へば 必す 死ぬ。 叉 皿に 水 を 盛って ク ルミの 皮 を 浮べ、 それに 火 をつ 

ける。 その 火が 消える とその 人 は 死ぬ とい ふ樣に 種々 に 御幣 を擔 ぐ。 新年に 新しい シャツ を 着る と 健康に なると 

いふの は 迷信よりも 敎訓 である。 大晦日の 晚には 自分の 年齢 をい ふな、 叉 肖像 を 人に か、 せるな などと いふ 敎訓 

も あ る。 

命に ついで 欲し いのは 富貴で ある。 幅 壽草を 床の間に 飾る と 同樣、 獨 逸の 風習に も隨分 慾ば つたの が ある。 ョ 

ハ ン 二 ス ブル ー メと いふ 花 は 大晦日に 疾 いて その 晚に 枯れる。 もし この種 を 一 つ 見付ければ 金に 不自由す る 事な 

く、 富貴 自在で、 欲する もの 得られざる なしと ある。 大晦日の 晚に 魚の f; を 食 ふと 一年中 金に 不自由せ ぬ。 リン 

ゼを 食っても 同様、 人參を 食っても 金が 出來 ると いふ。 橙で 代々、 數の 子で 多くの 子供 を 意味して、 ひたすら 家 

門の 永續を 願った 日本の 風よりも、 二 層實利 主義で ある。 黑ぃ猫 を 袋の 中に 人れ て、 九十 九の 結び 玉 を 描へ、 大 

晦日の 晚ぉ 寺へ もって 行き、 戶を 叩く か、 叉 は 鍵の 孔 から 呼ぶ と 鬼が 出て 來る。 さう して 「何 用 か」 と 問 ふ。 「鬼 

を 一 匹 買 ひたいから 金 を 一 兩貰 ひたい」 とい へ ば 直に 出して くれる。 若し 出して くれぬ 時 は 急いで 家に 歸れ ば、 

机の 上に 必 すその 金が ある。 鬼が 九十 九の 結び 玉 を ほどかぬ 中に 家に 歸ら ぬと 禍が あるから、 大急ぎで 歸ら ねば 

元且 及び 大條 日に 關 する 獨 逸人の 迷信 
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ならぬ とい ふ。 黑猫を 袋に 人れ ると いふの が 一寸 面白い。 農家な どで は 牧穫が 大事で ある。 西洋で は 牛 や 豚を畜 

つて 置く から、 その 方の 利得 も 大切で ある。 家畜の 健康 や 生殖に ついても 種々 の 迷信が ある。 大晦日に パ ンを燒 

いて 牛に 食 は せれば 健康 だと か、 大晦日に 男が 先 づ來れ ば 牡牛が 生れ、 女が 來れば 牝牛が 生れる とい ふ 様な 事 も 

いふ。 惡魔は 家畜 を 襲 ふ もの なれば、 之 を 担ぐ に は 新年に 食 はせ る 餌の 中へ 鎌 を 入れて おけば 宜しい。 隣の 鶴が 

自分の 處へ來 て 卵 を 生む 樣な愁 ばった 祈り 方 も ある。 大晦日の 夜 星が 澤山 出れば 翌年 卵が 澤山 取れる ともい ひ、 

元日に 雪が 降れば その 年の 蜜蜂の 牧穫が 多い とい ふ。 雪は豐 年の 兆と いふのと 同じで ある。 獵人は 墓場の 十字架 

から 集めた 鉛で 銃丸 を 持へ て 獵に用 ひれば、 百 發百中 疑な しとい ふ。 いづれ も 愁得づ くの 迷信で ある。 

右の 様に 元旦 や 大晦日に 一年中の 吉凶 をつな いで 幅 は內、 鬼 は 外。 緣起を きら ひ、 御幣 を かつぐ こと は 實に澤 

山 ある。 今 は 僅かに その 一斑 を擧 げたので ある。 人の 思想 は 東西 か はらす、 古今 相 同じで、 ゆ ふけと いひう け ひ 

とい ひ 日本の 上代に あった ものが、 西の はての 文明 國に 今でも 澤山 にある。 迷信と いへば 迷信、 迷信 をす るの が 

人間の 持 前で ある。  (明治 三十 八 年 二月 「帝國 文學」 ) 
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近頃 は 神宮 寨齋會 で 婚禮を 行 ふこと がだん/ \ と 流行して 來た。 これ は 皇族 方の 御 婚儀が 賢所の 前で 行 はれる 

の に 傚った ので あらう。 元來 我が 國の祌 道で は、 死の 方よりも 生の 方 を 司 どって 居る のがむ かしからの 習慣で、 

今日で も赤兒 の宮參 りと いって、 三十日 目 位に は 産土神の お宮へ 參る。 死んだ 時にはお 寺へ い つて 坊さんの 厄介 

になる 人で も、 生れた 時には 必す お宮へ 參る ことにな つて ゐる。 生 は 神、 死 は佛と 分業が あった 様な わけで， 少 

しも 衝突 をして 居らぬ。 近年に なって 神葬 式と いふ ことが 始まって、 神道 流の 葬式の 儀式が 出來 たが、 神道で 葬 

式ば かり 取扱って 居る の は 感心 しないと つ ねん \思 つて 居った。 所が この頃 だん/ \ と婚禮 にまで 關 係す る 様に 

たったの は 喜ばしい 事で ある。 生れた 時ば かりで なく、 婚禮 とい ふ 人生の 一大 儀式 も、 祖 神の 前で 執行 ふとい ふ 

の はさ も あるべき ことで ある。 信仰な り、 宗敎 なり、 人生 を 通じて 支配すべき ものである。 

佛 法の 方で は 死の ことば かり 司 どって 居る が、 これ も佛法 家の 今日に 勢力の 無い 一原 因で ある。 西洋の 坊主 は 

生れた 時から 死ぬ 時まで、 冠婚葬祭 すべての 場合に 世話 をす る ものである。 然るに 佛 家の 坊主 は 死人 を 取扱って、 

外に 立って 居る。 これ は 宗敎の 性質に もよ る だら うが、 もう 少し 社 會に立 交る 樣に しなければ、 宗門の 繁昌 は 

望まれぬ C 學問 のなかった 時代に は 坊主が 名 付 親と なったり、 いは ゆる 寺子屋の 先生 をした 事 も ある。 平安朝 以 

前の 银法は 鎖護國 家の 佛 法で、 朝廷の すべての 儀式に 關 係した。 未來の 世ば かりで なく、 現世 を 支配す る 宗教で 

なければ、 勢力 を もつ ことが 出來 ぬ。 正月の 元日に 坊主が 來 ると 緣 起が わるい とい はれる 樣 では、 これからの 世 

に は 一日 一 日衰 へる ばかり だ。 敎育 事業 や 慈善事業で 社 會に立 交る の も 必要 だが、 もう 少し 家庭と 結 付く 様な 方 

0  感 
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面で、 社 會に容 れられ ねばならぬ。 佛 前の 婚禮は 一人 二人 やった 人 もあった 樣 だが、 今日で はま だ 行 はれさう に 

もない。  - 

佛敎の 方で は 死んだ あとの 七々 日 を懇に If ふ。 神道の 方 も 祖先 崇拜で 死んだ 人 をし のぶ。 二れ は 決して わるい 

事で は 無い。 併しながら 死人にば かり 厚くて、 生きて 居る 人に 薄 いのは 宜しくない。 我が 國 では 宗教の 關係も あ 

らう、 とかく 生前に 人 を 尊ぶ とい ふ 風が 足らぬ 樣に思 ふ。 功勳 ある 人 や、 偉業 をな した 人 は どこ 迄 も 尊ぶ 風が 欲 

しい。 死んで からお 宫を 立てて 祭る より は、 生前に その 人の 功業 を稱 へて 崇める 方が、 風 敎の爲 にもよ い 事で あ 

り、 その 人に 對 する 敬禮 である。 外國 では 偉勳 ある 人 を 尊 奉して 生前から その 銅像 を 建てたり、 記念碑 を 作った 

り、 少しも 他人の 功業 を 褒める に吝 ならす とい ふ 風が 見える が、 我が 國 では 生前に は どんなえ らい 人で も そんな 

に 褒められる 人 は 無い。 今日の 新聞 雜誌を 見ても、 悪口 をい ふこと が大 流行 だ。 或外國 人が 「日本に 豪傑の 無い 

こと は 健 かで ある。 なぜかと いふと、 誰に 聞いて 見ても、 本當に 褒める 人 は 無い」 と 言った さう だが、 これら は 

よく 穿った 評言 かも 知れない。 少しも 嫉妬の 心 を もた す、 えらい 人 はえら い 人と して 國の光 を 出す 樣 にせねば な 

らぬ。 死人 を 尊ぶ 風と ともに、 生きて 居る 人 を も 尊敬す る 風 を 養 はねば ならぬ。 

外國 では 誕生日 を 祝 ふこと が 日本よりも 盛で ある。 日本で は 死後の 法事 供養 を 大事に して、 誕生日 は 第二に な 

つて 居る。 激しい 競 爭場裡 に 立って 世界と 競爭 して 行かう とい ふ國民 は、 誕生日 を 大いに 祝って 現世の 幸福 を 祝 

し 將來の 希望 を 促進せ ねばならぬ。 死者 を 忘れ、 祖宗 を 忘れる の は 本より わるい が、 死んだ もの にくよくして 
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居て は發 達が 出来ぬ。 自ら 自己の 誕生日 を 祝して 前途 の 奮發心 を 起す もよ し、 他人の 誕生日 を 祝して 他人の 功業 

心 を獎勵 する の も 必要で ある。 日本 國民 は元來 生々 主義で、 現世 主義で あるから、 生誕 祝賀の こと はもう 少し や 

るべき 害 だとお も ふ。 

我が 國には 尙齒會 とい ふこと があって、 老人の 長 壽を祝 ふ ことがある。 これ は 支那からの 傳來 であらう が、 長 

者 を 尊敬す る ことで も あり、 人生 を 尊ぶ 風 を あら はした もので 面白 い 。併し 唯 長命ば かり で は何 の に も 立 た ぬ 0 

社 會の實 益 をな し、 國 家に 功勞の ある 人で なければ 祝 ふに は 足らぬ。 無益に 穀潰しと なって 隱 居した だけで は少 

しも 祝賀す る 値 打 は 無い。 獨逸 などで は 巡査 や 郵便配達 夫な どで 三十 ケ年勤 綾した 人が 八十の 賀、 七十の 賀 など 

を やる ことが 多い。 新聞に 度々 その 記事が ある。 これ は 非常に 面白い 事で、 たと ひその 仕事が 如何に 低い にして 

も， 國家ゃ 社 會に對 して 爲 した 功勞は 同じ ことで ある。 職務に 貴賤 尊卑 は 無い。 自己の 職務 をよ く 守って、 二十 

年 も 三十 年も國 家に 盡す 人は實 にえら い 人で ある。 之 を 尊敬す る 値 打が ある。 我が 國で 巡杳を 二十 年 もやって 居 

れ ば意氣 地な しの 樣に おも ふ。 これ は大 間違で ある。 忠實に 一 つの 職業 を 守って、 微力で も 國家社 會の爲 に 勤め 

て 怠らぬ 人 は 立派な 人で ある。 大 政治家 ゃ大學 者が 國 家に 貢 獻 したのと 同様に 祝賀すべき 價 値が ある。 金 持の 隱 

居が 妾 狂な ど をして 長命 をした もの を 祝 ふ 樣なこ と はこれ から 斷然 やめたい とお も ふ。 

.  (明治 三十 八 年 四月 「中央 公論」) 


論文 隨筆 

地名 傳說に 就いて 

私 は 今日 地名 傳說に 就いて とい ふ 題で お 話いた したいと おも ひます が、 この 傳說と 申します もの は 歷史と は 何 

の關係 もない もので、 全く 違った ものである。 歷史 とい ふ もの は實際 起った 事件で、 卽ちゲ シ H 1 ネスで あるが、 

傳說 は實際 起らなかった もので、 人の 想像で 考へ 出した もので、 H ル グハ テスであります。 傳說 は斯の 如く 人が 

捲へ たもので ございま すから、 歷史と は 何の 關係 もない ものである。 然るに どうい ふ もの か、 歴史と 傅 說とは 混 

同 をす るので ある。 何 處の國 の歷史 にしても、 古い 時代の 歷史は 半ば 以上 傳說 である。 神話 時代の 歷史は 神話と 

いふ 廣ぃ 意味の 傳說 であり、 それから 後に なっても 色々 傳說が 新しく 加 はって 来る ことが 多い。 太閤 秀吉の 母 は 

腹の 中に 日輪が はいった と 夢み て 秀吉を 生んだ とい ふ 様な ことがあり、 西鄕 隆盛が 死ぬ と西鄕 星が 出て 來 たとい 

ふ 樣な譯 で、 今に 東 鄕大將 などに も 何 かの 傳說 が附加 はり ませう。 黑木大 將はボ ー レ ン人 だな どと いふ 傳說が 西 

洋 人から 出来 か、 つて 居ります。 さう いふ 風で 歷史に は 澤山傳 說が加 はって 居る。 大鏡、 增鏡、 吾妻 鏡と いふ や 

うな 類が 歷史 の責 重な ものに なつ て 居ります が、 これらに も傳說 は澤山 ある。 當 時の 人の 日記の 中に も 傳說を 交 

ぜて 書く から、 日記 とても あてに はならぬ。 源平 盛衰 記、 平家物語、 太平 記な ど は 正確な 歷史 でない とい ふこと 
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は 一時 史學界 の 問題と なって、 太平 記の 如き もの は 史學に 必要ない とい ふこと で、 辨 慶ゃ兒 島高德 など を 抹殺し 

て 天下 を 驚かされ たが、 これ は卽ち i 史に傳 說の加 はった もので、 歷史 と傳說 との 區別を 知って 居る 人なら ば、 

少しも 驚く に 足らぬ ことであります。 實際 起った 歷史 と、 人の 持へ た 傳說と 混同して 見て 居ります から、 愈 ~ 本 

當に 起った こと を 調べ 出す のにむ づ かしくな つて 來 るので あります。 

この 傳說 とい ふ ものに は 色々 の 種類が ある。 八 股の をろ ち、 因幡の 白 兎な ど は、 神話の 傳說 である" 金 岡の 畫 

いた 馬が 草 を 食った とい ふやうな こと は 美術 上の 傳說 である。 弘法 大師が 佛樣を 呼出した とい ふやうな こと は宗 

敎 的傅說 である。 辨 慶義經 などい ふ 話 は 英雄 傳說 である。 歷史 にあった こと を 本と して 作り出す こ ともあれば、 

全くない こと も 作り出す。 今一 々種類 を擧げ てお 話す る ことが 出來 ませぬ から、 簡單に 地名 傳說 とい ふこと に 就 

いて 申 上げたい とお も ひます。 

傳說 とい ふ ものに は、 人名と 地名と が 伴な つて 來る。 この 二つが 伴な はなければ 童話の カチ /\ 山 などと 同じ 

になる。 童話の 中に も 桃 太郞、 鬼ヶ島な どい ふ 名前 もあります が、 實際 歷史に 起った ことの 樣に、 地名 を 伴な ひ 

人名 を 伴な つて 來 るの が傳說 である。 或 場所に 起って、 或 人が やった とい ふこと になって、 それから 歷史と 混同 

する ことにた つて 來る のであります。 さて その 傳說の 中で、 地名 傳說 とい ふ もの は、 どんな ものである かとい ふ 

と、 傳說 の內容 そのものが 地名と 密接の 關係を もって 居る の をい ふので あります C 例 へ ば 新田 義貞が 鎌 倉で 劍を 

海中に 投じた。 所が 浪が 退いて 陸に なった とい ふこと は歷史 では 無い。 實際 あるべからざる ことで 傳說 であるが、 

地名 傳說に 就いて 
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W し 地名に は關 係が 無い。 稻村ケ 崎 や 鎌 倉と いふ 地名 は 話の 內容と 直接 關 係が 無い。 之に 反して 風土記に 餅 を 的 

とりべ さと 

にして 弓 を 射た 所が、 その 餅が 鳥に なって 飛んで 行って しまった。 これが 山城の 國の鳥 部 里の 地名の 起源に なつ 

て 居る。 さう いふ 風に 地名に 就いて 傳說が 出来て 居る の を、 地名 傳說 とい ふ 題に してお 話す るので あります。 こ 

れは 如何なる 國に でも 多少 は ある ものです が、 我が 國には 殊に 多い。 さて この 地名 傳說 とい ふ 中に、 地名から 傳 

說を 生じた ものが あり、 傳說 から 地名 を 生す る 場合 も ある。 どちらが 多い かとい へば、 地名から 傳說を 生す る こ 

との 方が 多い 様であります。 

第一に 地名から 傳說を 生じて 來る 場合 をお 話して 見 ませう。 これ は 日本書紀、 風土記 を はじめ 澤 山あります の 

で、 枚 擧に堪 へない 位あります。 日本に は 同音の 語が 澤山 ある。 「ハナ」 といっても、 鼻 も あれば 花 も ある、 端と 

いふ こと も ある。 それで 日本で は 同音語 を 利用して、 語尾に 掛言 葉の 洒落 を 言 ふこと が 多い。 それで この 洒落 を 

文 學に使 ふこと は 日本の 國 民の 性質と して 發 達して 居る。 これ は國 語の 上の 發 達で、 國 文の 上に 著明な ことで あ 

る。 卽ち言 葉の 上の 戲で あります が、 それで 地名 を解釋 して、 多くの 地名 傳說を 生じた ので ございます。 言换へ 

れば、 この 同音が 澤山 ある ことが 地名 傳說を 容易なら しめた もので ございます。 これ は 地名ば かりで なく、 人名 

にもむ かしから 應 用され て 居る ので、 磐 を 押 開いて 出た から 磐 押 開 命 だとい ふやう に 書いて ある。 かう いふ こと 

が 地名に 應 用され るので ある。 古い 時代の 枕詞と いふ ものが、 已 にこの 國民的 性質 を 示して 居る ので、 そらみ つ 

大和と いひ、 あ をに よし 奈 良と いひ、 つぎね ふ 山城と いひ、 皆 同音 を 利用して 枕詞 をつ け、 地名 を 詩 化して 居る。 
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立刖 れいな ばの 山と いひ、 世 を 宇治山と いひ、 梓の 森 を 母に かけ、 羽 束 師の森 を 恥 かしに かける.^ ど、 昔から か 

うい ふ 事を絕 えす やって 居る ので、 これと 同様に 歷史の 事實を 地名に 結 付ける の は 必然の 勢で ある。 それで 古い 

歷 史上の 事實 とい ふ もの は 大抵 地名に 結 付けて ある。 神武 天皇の 御 東征と いふ 様な 著しい 事件に なると、 浪が速 

>  ： ；  おも G き C.A; ら  め ざ か 

いから 浪速 媚を 列べ たから 榍津、 大きな 樹 に隱れ たから 母 木邑、 血が 流れた から 血 原、 八十 梟 帥 をう つて 女坂、 

を さん"  と み 0 さと  •  ひらか  ま にやす 

男坂、 墨 坂が 出來、 金鵄が あら はれて 鳥 見 里と なり、 土 を 取って 八十 平瓮を 造って 墙安 となると いふ 様に、 悉く 

地名に 結 付いて 居ります。 叉 日本 武 尊の 御 東征の 時に も燒津 とか、 吾妻と か、 醒井 とか、 三重と か、 皆 面白い 話 

が 結 付いて 居ります。 死.^ れ てからまで 白鳥の 陵が 出來 ました。 こんな 類 は 非常に 澤 山あって、 日本 紀、 古事記、 

風土記な どに は 到底 枚擧に 遣の ない ほどあります •。 袖が 水に 潰 ぢて常 陸、 山の 木が つきた から 筑紫 などい ふ 類 

で、 土 蜘蛛 征伐、 熊 襲 退治、 皆 この 様な 地名 傳說を 描へ て 居ります。 チャンバ レンの アイヌ 語の 研究に よってみ 

れば、 出 雲の 國名は 八 雲 立つ とい ふこと から 來 たもので なくて、 岬の 近くの 灣と いふ 意味で ある。 チャンバ レン. 

の 言 ふこと にも 牽強 附會 があって 一 々あてに はなり ませぬ が、 昔 天孫 人種が やって 來て 日本に 居た もの を 逐ひ除 

けたので あるから、 前の 人の 付けた 名前が 地名に 殘 つて 居る こと は 疑の ない ことで ある。 その 地名が 分らぬ から、 

それに 就いて 歷 史上の 事實、 英雄の 事蹟の 傳說が 結 付いて 來 たのであります。 英雄の 事業が 常に 地名の 起源 を 示 

して 居る のであります。 さて 今 申 上げた 樣な こと は 

とに 力く  史 であ つ て 果して その！； fls<B に 起った もの 力 ど ，つ 

か、 足が 三重に 曲った から 三重と 付けた かどう かよく 分り ませぬ が、 日本 武 尊が そこ を チン かれた とい ふこと は 確 

地名 傳說に 就いて 
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かで ある。 かう いふ 事 は 外の 地方に 持って行く ことが 出來 ない。 何處 まで も 歷史の 事實に 伴な つて 行きます。 と 

ころが 叉 この 傳說 で、 どこに でも 行 はれて 居る ものが ある。 せ界 的の ものが 或 地方に 結 付. いた ものが いくら も あ 

る 0 

やまとと.. - 

日本で 最も 面白 いのは、 三輪 山の 傳說 である。 倭迹々 姬と いふ 人が あって、 そこへ 男が 夜な/ \ 通って 来る。 

戶の孔 から はいって 來る。 それで 絲を 付けて おいて、 その 絲を傳 はって 行った ところが 三輪 山まで 行った。 その 

絲が 三輪 だけ 殘 つた。 それで 三輪 山と いふ 様に 解釋 して 居る" かう いふ 話 は 世界中 到る 所に あって、 朝鮮に も あ 

り、 歐羅 巴各國 にも ある。 この類の 話 は 羽衣 傳說 とか 浦 島傳說 などと いふ 樣に、 I 界各國 到る 所に ある もので あ 

ります。 さう いふ 話 は 何 處へも 持って行 ける。 都合の よい 所に 持って行って、 都合の よい 人 を 付ける ことが 出來 

る。 桃 太郞ゃ カチく 山と 同じ ことで ある。 餅が 鳥に なって 飛んだ の は、 豐の國 にも あり、 稻荷 山に も ある。 啼 

臥 山と か、 戾撟 とか、 姨捨 とか 面白い 地名に なると、 皆 あとで 他の 國の 話が その上に 結 付いて 來る。 元来の 神話 

も あれば、 支那、 印度 あたりから 來 るの も ある。 さう して それが 日本の 地名に 結 付く ので ある。 これ は 地名の 說 

明ば かりで は 無い。 話の 傳說が 自ら 地名に 結 付けられる ことになる のが 面白い。 かくして 一般の 傳說が 力 ライ 

ズ される ので ある。 中には 故意に 結 付ける の も ある。 寺な どに は 何々 山な どと いふの が澤山 あるが、 これらに は 

僧侶 連が 何 か 不思議な 傳說を 持へ て 付けた のが 澤山 ある。 すべて かう い ふ 事 は 日本の 語に 同音が 多い から 來 るの 

で、 日本の ホモ ニムの みならす、 一歩 進んで は 漢字にまで 應 用して 來る。 富士と 不死の 薬と 結 付けて 竹 取 物語に 
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書いた。 富士は アイヌ 語で は 太 山と いふ ことで ある。 相 模の國 の傳說 に、 昔 祌樣が 妻の 死ぬ 時 「之 を御覽 なすつ 

て 下さい」 と 言って 鏡 を くれた。 その 鏡 を 朝夕 見て 居て、 それで 相模 とい ふの だとい ふ。 これ は 天照大神の 神話 

や 松 山 鏡の 傳說 であらう。 武器 を秩 父の 山に 藏め たから 武藏、 矢の 羽根 を 出した から 出 羽、 加 賀の國 は 雪が 澤山 

降る、 雪は璺 年の 兆 だから 加賀 とい ふの だな どと いふの は、 皆 漢字の 說明 になって 居る。 珠流河 は珠の 流れ だと 

いそつ かみ ふる 

いふ ことが 都 良 香の 記 文に も ある.〕 石 上布 留の祠 とい ふの は、 昔 少女が あって 布 を 洗って ゐた 所へ 劍が來 て留っ 

たレ そこで 其の 劍を 取擧げ てお 祀り をした、 それで 布 留の祠 だとい ふ。 劍 のこと は 古いが、 布に 留るは 漢字の 說 

明で ある。 腰 越 を 子 死 越と 書いて、 子 死 越と いふの は、 昔 龍 口に 龍が 居った、 これが 子供 を 取って 食 ふからで あ 

ると 一一 一一 II ふ。 甲斐の 國に 鳳凰 山と いふ 所が ある。 鳳凰が 飛んで 來 たから だと もい ひ、 弓 削 道 鏡が 住んだ からだと も 

いふ。 浪が 寄って 来て、 浪を 防ぐ に 堤 を 築いた から 筑波、 蹉跎 として 歎いた から 磋跎 山、 泥棒が 横行した から 蟹 

坂 だとい ふやう に、 漢字の 動詞まで 加へ た說 明が ある。 實に 際限な く 進んで 行く ものであります。 有 也 無 也の 關 

とい ふの は、 昔 鬼が 出て 人 を 食 ふ。 人が こ はがって 通らぬ。 そこに 鳥が 居て 有 也 無 也と 鳴いて、 鬼が 居る か 居ら 

ぬかと いふ こと を 知らせた。 それで 有 也 無 也の 關と いふの だとい ふ。 隨分 面白い 想像で ある。 これら は 地名の 分 

らぬ もの を說 明して 傳說を 加へ たもの、 否、 國 民の 想像に よって 詩 化した ものであるが、 中には 天然の 景狀 など 

で 名 を 得た ものに 傳說が 結 付く ことがある。 信 州の 駒 ケ嶽は 數干年 前から 馬が 居る から 駒ケ嶽 だと か、 甲斐の 國 

の 駒ケ嶽 は、 聖德 太子が 金の 駒に 乘 つてお 出に なった から 駒ケ嶽 とい ふの だとい ひます。 これらの 山に は 形が 似 
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て 居る とい ふの も ございませ うとお も ひます。 恐し いやうな 所 を 地獄 越と いへば、 そこで は澤 山の 落 武者が 殺さ 

れ たから 地獄 越の 名が 出 來た樣 にい ふ。 甲斐の 國に傘 山と いふ 所が ある。 駿河 勢の 来た 時に 樹木に 傘 を かぶせた 

所が、 駿河 勢が 驚いて 逃げて 行った、 それで 傘 山と 稱 へたと いふ。 遠くから 見る と龜の 形に 見える から 龜 ヶ岡と 

いふの を、 昔敎待 上人が 龜を 食って その 骨を棄 てた ところで、 遠くから 見れば 龜に みえる が、 近くで 見る と 蓮華 

に 見えるな ど、 例の 宗敎傳 說を結 付けて 來る こと も 皆 この類であります。 その外 天狗 岩 だと か鬼ケ 谷と か、 恐し 

い 形 や 景色から、 已 に傳說 的の 地名 を 付ける ことがある。 さう すると、 あとで 叉 それ，.^ の傅說 がそれ に 添 はつ 

て 來る。 これ も 地名から 傳說の 生す る 例で ある。 外の 傳說を 借りて 來て ロカ ライ ズす るので ある。 三千 年の 歴史、 

文學を 有する 我が 國民 はかう いふ 風に して、 一草 一木に 至る まで、 悉く 傳說 を附 加へ、 弘法の 獨鈷 水、 日蓮 裂裟 

掛松、 義經 腰掛 石、 義朝首 洗 井な どと 樣々 の 事を附 加へ たので ある。 歷史 を附會 し、 神話 を附會 したので ある。 

何人 かが 之 を附會 して、 多くの 人が 之 を 信じた ので ある。 よし 信じな くと も 面白い ので ある。 國 民の 想像、 詩想 

の發展 として 面白い ので ある。 

次に は傳說 から 地名の 生す る 場合 をい つて 見 ませう。 近 江の 三 上 山、 一 名蝶蚣 山な ど は その 適例で ありませ う。 

.  を だま きづか 

三輪 山の 近處に は緖環 塚が あります。 常 陸の 處 女の 松原と いふ 所 は、 風土記の 傳說 によると、 昔 若い 男と 女が 此 

の 松原で 會 つた、 曉方 になって 人目 を 恥ぢて 松の木に なった とい ふやうな 話で ある。 江の 島の 稚兒ケ 淵 は 稚兒が 

身を棄 てて 死んだ とい ふこと を傳 へて ゐる。 これら は傳說 から 地名が 出來 たもの らしい。 北海道に は辨慶 崎と い 
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ふ 所が ある。 チャンバ レ ン によれば、 ぺ ン 二 ケ ンと いふ 語で、 山の 結び目、 山の 脊 骨と いふ 意味 だとい つ て 居る。 

それが 義經が 蝦夷に 渡った とい ふ 傳說が 出来てから、 辨慶 崎と つけたの である。 さう いふ 風に、 もとの 地名が 傳 

說の爲 に 似寄った 名に か はる 様な ことがある。 丹 波の 大 江山に 鬼ケ 城と か鬼ケ 池と いふ 所が あるが、 大 江山の 酒 

てんどう じ 

呑 童子の 傳說 が出來 てから 後の 地名 かと 考 へられる。 東京の 本 所に オイ テケ 堀と いふ 堀が ある。 肴な ど を 持って 

歩く と、 「置いて け 置いて け」 と 河童が 言 ふとい ふこと である。 さう いふ 風に 傳說 から 地名が 生す るので ある。 

三 河の 鳳來 山に 算木に 似た 橋が ある。 算木 橋と 一 百って 居った が、 それ を 猿 橋と いふ 様になった。 それ は 昔 勅使が 

來た 時に 洪水で 橋が 落ちた。 所が 數 多の 猿が 來て橋 を 架けて 渡した。 それで 猿 橋と なった。 これ も辨慶 崎の 様に 

もとの 名前が あるのに 新しくな つた。 傳說が 地名 を變 化する 力 を 持って 居る のであります。 傳 說も签 想、 文學も 

空想です から、 もとく 親類です が、 歌 だと か 詩 だと か、 文學 から 地名になる ことがあります T かく とだにえ や 

は 伊吹の」 といへば 「かくと 谷」 とい ふ 所が 出来る。 西 行の 「鴨 立つ 澤の 秋の 夕 ぐれ」 とい ふ 歌から して 「嶋立 

澤」 とい ふ 地名が 現れて 來た" 「星月夜 鎌 倉 山」 とい ふこと から 星月夜 井な ども 出來 た。 布留 山を處 女子の 袖 振 山 

とい ふ 風に 萬 葉 あたりから 詠んだ から、 今では 袖 振 山と いふ 山の 名が 出來 た。 それから 現に 天女が 舞った などと 

ま つち  いほざき 

いふ 傳說を 更に 産出した。 これ は文學 から 地名が 出て、 それから 叉 傳說が 出來た 例で ある。 武藏 の眞乳 山、 庵 崎 

など も 角 田 川と いふ 川 名に ついて、 文學 から 出來た 地名で ある。 大和の 初 瀨には 玉 葛の 舊 跡が ある。 關寺 小町の 

跡 も あれば、 深 草 少將の 舊跡も ある。 須 磨に は 光源氏の 舊 跡が 出來て 居る。 八 犬 偉の 伏 姬の舊 跡 も ある。 文學の 

地名 傳說に 就いて 
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上から も 地名 を 生じ、 名所 も 生す るので ある。 かう いふ 風に 地名 は 傳說を 産み、 傳說ゃ 文 學は叉 地名 を產 むこと 

も ある のであります。 

かう いふ 風に 傳說 を考 へて みます と、 地名 傳說 とい ふ もの は 實に澤 山 ある。 その 勢力 も 大きい ものである。 さ 

あめつ かぐや ま 

うして 其の 性質が 色々 ある。 筑波 山に 行って 見れば 高天原が ある。 それから 大和の 天 香 山、 叉 日本 武 尊が 矢を矧 

がれた から 矢矧 川、 神武 天皇が 御 東征の 時 大きな 熊が 光 を 放った から 熊 野な どい ふの は、 古い 神話 的 傳說の 結 付 

いたので ある。 義經、 辨慶の やうな 中古の 英雄 譚に關 した もの は、 辨慶の 腰掛 石と か、 景淸の 力 競 石な ど 澤山ぁ 

る。 金剛 山 は 金剛 祌の戰 つた 所と か、 久米 仙人の 久米 寺と かの 様に 宗敎的 傳說も ある。 又 筆 捨山は 狩 野 古法 服が 

績を畫 いて 筆 を 捨てた から 筆捨 山、 伊勢の 山 邊村は 山邊赤 人が 住んで 居った などと いふの は、 皆 技術 傳說の 部類 

に屬 する。 かう いふ 風に 各種の 傳說が 含まれて 居る。 

叉 其の 淵源 を 顧み ますれば、 上代から 現世まで 始終 新に 生じて 來 るので、 各種の 種類が 絕 えす 生じて 居る ので 

ある。 一 旦 生じた 傅說は 滅びる ことがない。 其の 生命 は 無窮で ある。 唯 形 を 幾分 か變 する だけで ある。 俾說は r 

度 蠶の樣 な もので、 繭 を 結んだ と 思 ふと 顿 になり、 蛹に なった と 思 ふと 蝶になる とい ふ樣 に、 色々 の 形 を 持って 

變 じて 來 るので ある。 昔 支那から 渡った 事と 同じ 樣な もの も ある。 毛 蟲と蠶 と 違っても、 實際は 同じ ものが 澤山 

ある。 さう して 絕 えす 古いの が 繰 返されて 居る。 龍 田の神に 就いての 傳說が ある。 これ は 雷神の. 子で、 大雨の 時 落 

ちて 百姓に 養 はれて、 大きくな つて 龍に なって 天に 登って 行った とい ふ傳說 である。 それ は 風土記に 出て 居る 伊 
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幅 部の 神の 話で ある。 この 話 は 雷神 を 捕へ に 行ったら， 雷神が 閉口して 「堪忍して くれ」 と 言 ふ。 「その代り にお 

前の 田 を豐饒 にして やる」 と 言つ， た 話で、 龍 田 神の も、 田が 雷神のお 蔭で 良くなる 話で ある。 これが 後に 狂言の 

神 鳴と いふ ものに なった ので ある。 雷神が 落ちて 腰を拔 かした のを醫 者が 癒して やる。 雷 は 喜んで 「お前の 田 は 

いつまでも 良くして やる」 と 言った となって 居ります。 神話 時代の 古い ものが 形が 少しづつ 變 つて 傳 はって 居る 

のであります。 子 死 越と か、 龍 口と か、 悪い 神様が 女 を 食 ふとい ふの は 素斐嗚 尊が 八 股 蛇 を 退治した とい ふのと 

同じで ある。 昔に どこか 聞き 覺 えた 話 を、 何 かにくつ 付けて 唱へ るので ある。 東京の 妻戀 坂、 あすこで は 吾妻 戀 

しと 歎息した から 妻戀 だとい ふ 様に、 日本 武 尊の 話 を 繰返して あすこまで 持って 來て 居る。 鎌 倉に 蛇ケ 谷と いふ 

所が ある。 昔 一人の 女が、 或 稚兒を 慕って 居った が、 其の 稚兒 がー 一一 III ふこと を 聞かない。 女 はとう/, \ 死んで しま 

つた。 死んで しま ふと、 今度 は稚兒 が病氣 になった。 稚 兒の兩 親が 心配して 居る と、 夜中に 話聲が 聞え る。 靦ぃ 

て 見れば 稚兒と 蛇が 向きあって 話 をして 居る のが 見えた。 其の 中に 其の 稚兒が 死んで しまったが、 それ を 葬って 

あは 

から、 後で 墓を發 いて 見たら、 大きな 蛇が 稚兒 のから だを卷 いて 居った とい ふ 恐し い 話で、 これ は 道 成 寺の 安珍 

淸姬と 同じ 話で ある。 嫉妬 心から 鬼に なり、 蛇になる とい ふこと がよく ある。 この 蛇ケ 谷の 話 もつ まり さう いふ 

かいまん じ 

話 を 繰返した のに 過ぎぬ。 蟹滿 寺と いふの は、. 一人の 女が あって 蟹 を 助けた。 所が 蛇 は その 女 を 見込んで、 女の 

象 を 廻って 居る。 女 は 恐れて 御經を 讀んで 居る と、 或晚 屋根から はいり さう になって 來た 途端、 蟹が 來て 其の 蛇 

を 切って しまって それで 助かった。 此の 話 は 印度からの 傳來 である。 蟹と 蛇と は 付き物で、 印度に は澤山 其の 話 

地名 傳說に 就いて 
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が ある。 これ は 靈異記 や 今昔 物語に いくら も 出て 居る。 蟹 滿寺も 同じ こと を 繰返して 居る ので ある。 吉野 拾遺に 

鳥 塚の 話が ある。 左 馬 介 氏 明が 怪鳥を 射た 話で、 源 三位 頼 政の 話と 同じ ことで ある。 

かう いふ 風に 同じ 傳說を 繰返し ますから 各地 方に 同じ 話が 存在して 居る。 例へば 姥ケ 池と いふ 話が ある" 姥が 

嫉妬 心で 池の 中に 身 を 投げて 死んで しまった。 人が 若し その 池の 近所で 女の 惡ロを 言 ふと、 ブッ /\ と 動く、 譽 

める とじつ として 居る C この 姥ケ 池と いふの は駿 河と 攝津 とに あります。 水の 中に 死んだ 人が 今でも 祟る とか、 

そこに 行く と 雨が 降る とかい ふ樣な の は、 各地 方に 傳播し て澤 山に ある。 先刻お 話 をした 鏡 を 記念 にした とい ふ 

話が、 鏡 川と いって 筑前 にも ある。 狹手彥 とい ふ 者が 妻に 「鏡 を 置いて 己 を 見よ」 といって、 妻が 見て 悲しんだ 

とい ふこと である C 筑 前に も足抦 山の やうな ことが 童話と なって 居る の も ある。 それです から 筆捨 山が 伊勢に も 

あれば、 金澤 にも 筆捨 松な どと いふの もあります。 鐘ケ 淵と いふ 場所 も 方々 にある。 それ だから、 天 香 山 は 昔 か 

.  う な ひ をと め 

ら 半分 づっ 伊豫と 大和の 國に 分れて 居る。 萬 葉 集に ある 菟原處 女の 處女塚 は 河 內の國 にも、 大和の 國 にも、 攝津 

の國 にも ある。 萬 葉 時代に も 幾通り もあった。 東京の 神 田に もお 玉ケ 池と いふの が ある。 これ も 昔 美しい 一 人の 

女が 二人の 男に 挑まれて 身 を 投げた とい ふので、 つまり 同じ 傳說を 繰返して 居る ので ある。 善 光寺の 如來 も、 淺 

草の 如來 も、 堀の 中から 上った ので ある。 場所が 違 ふだけ で、 同じ 傅說 である" 日本 國中 到る 所に 天滿 天神 ゃ稻 

荷 樣を祀 る やうに、 到る 所に 同じ 傳說が ある。 同じ 歷史の 下に 同じ 傳說 の狀 態に 住んで 居る 以上 は、 同じ こと を 

繰 返す とい ふの は當り 前で ある。 それです から 二 千年 來の 開化 を 爲し來 つた 我が 國民 は、 一寸した 所に も 由緒 を 
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つけ、 傅說を くっ付けて、 到る 所に 傳說 のない 所 はない やうに なって 居ります。 木 曾の 寢覺の 床と いふの は 浦 島 

太 郞が釣 をした 所 だとい ひ、 甲 州の 太刀 岡 山 は聖德 太子が 守 屋と戰 はれた 所 だとい ひ、 信 州の 戶隱 山に は 手 力 雄 

命 を 配る やうに なって 居る。 大和の 鷹 取の 城に は >  鷹 取と いふ 名から 竹 取 物語と 同じ 話が付いて 居る。 これら は 

分りき つた 嘘で あるが、 傳說 とい ふ もの はさう いふ 風に 擴 がる ものであると 考へ れば なか/ \> 面白い。 

時代に よって 傳說 の變化 をして 行く ことの 例 を 申 上げて 見れば、 養老の 瀑 は歷史 によれば 酒が 出た 泉で も 何で 

てこ Q 

もない ので あるが、 謠 曲で 昆れば 酒が 出て 來 たとい ふ 樣に變 つて 居る。 叉 佐 夜の 中 山の 傳說が ある。 これ は手兒 

f!S とい ふ 所から 來 たらしい。 昔 女が あって 或 男と 通じて 孕んだ。 或夜强 盜に會 つて 殺された。 法師に 助けられ 

て • 腹の 子 だけ 助かった。 それから 佐 夜の 中 山の 夜 泣 石と いふ 名が 出來 た。 昔の 手兒 呼坂の 話で は、 昔 男女 戀 慕う 

て、 坂 一 つ 越えて 通って 居た。 眞 中に 惡ぃ神 があって 兩 方から 行く ことが 出來 ぬから、 呼び 合うた とい ふので あ 

る。 其の 話で 眞 中の 惡ぃ 神と いふの が强盜 になって、 日 坂の 女、 金 谷の 男と いふ やうに 變 つて 來 たので ある。 傳 

とっか C つ るビ 

說が形 を變へ て來 ると いふの はかう いふ 風で ある。 伊賀と いふ 國は、 昔 或 神様が 十 握 劍を預 つてお 下りに なった 

が、 神様 は 伊賀の 稻田 姬に戀 慕して 政道 を 見られぬ。 大 神が 怒って 「劍を 返せ」 と 仰し やった がお 返しに ならぬ。 

大神 はいよ/ \ 御 立腹に なって、 國 中に 色々 の禍を 下された。 よって お宮 を 立てて ぉ祀り をした 處が、 大神 始め 

て 御 怒が とけて 「心安し」 と 仰し やって、 それから^ 賀 とい ふ國 名が 起った とい ふ 奇妙 奇天烈な 傳說も ある。 之 

を 風土記の ず 變が& の 話に 比べれば、 非常に 複雑に なって 來 ました。 けれども 昔の 話が 色々 に 結 付いて 變 つて 居 

地名 傳說に 就いて 
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るので ある。 かうな ると 實に牽 强附會 で 笑 ふべき 話で あるが、 これで 傳說 の發達 變遷が 分って 來る。 同一の こ 1 

であり ますが、 それん \ 時代に よって 變 化が あるの が 面白い のであります。 

それで かう いふ 風な 具合に、 地名 を解釋 するとい ふ こと は 上代の 人ば かりで たい。 近代の 學 者で もやって 居る。 

齋藤査 麿の やうな 人が、 伊豆の 國は 出湯の 國 であると いひ、 賀茂眞 淵 は 武藏、 相模 をムサ シモ、 ム サガミ だと 一 百 

つて 居る。 叉 鴨 祐之は 甲斐 は 甲斐の 黑駒 とて 飼の 義 だとい ひ、 薩摩 は幸寶 だとい つた。 鹿 兒島は 無 目籠で、 鹿兒 

島の 內海は 天孫 遊獵の 遺跡 だな どと 眞 面目に いって 居る。 かう いふ 風に 學者 も解釋 をす る。 宗教家 は 自分の 宗敎 

の 都合の ために は、 色々 の 話 を 捲へ て 居る。 それ は 昔から 今日まで 絶えた ことがない。 叉 文 學者は 文學の 俥說を 

變 化して、 gSH 八と いふ 地名 は 八犬傳 では 狸の 出た やうな ことにする。 妹 背 山と， いふ 面白い 名 は、 もとより 文學に 

は適當 である。 文學 者が 傳說の 源 を 持へ て 詩 化して 來る。 さう いふ 風に 故意に 捲へ る こと も澤 山あります。 

. そこで 一 つの 疑問が 起る。 昔の 地名 傳說は 皆 こんな 風に 故意に 描へ たもので はなから うか。 或は 全く さう 信じ 

て 居った もので あらう かとい ふこと であります。 これ は 昔は實 にさ やうに 信じた のであります。 誰が 作った、 誰 

が 結 付けた とい ふこと は 分らない。 國 民全體 がいつ の 間に かそれ を 作って、 國民 一 般 がそれ を 信じた ので ありま 

す。 一般の 人が さう 思って 居った ので、 文學者 ゃ宗敎 家が 作った としても、 作った 瞬間 はま だ傳說 ではない。 坊 

ふたら さん  ふ だ くさん 

主が 二 荒 山と いふの を 補陀落 山の 事 だと 直す。 さう すると、 長い間に は 一般の 人が その 方 を 正しい とお も ふ 様に 

なる。 さうな ると 傅說 になって 來る。 要するに 多く は 誰が 作った とも 椿へ た ともなく して、 一般の 人に 傳 へられ 
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たもので あります。 併し 古事記 や 風土記 を 描へ る 時分に、 態と 持へ たもの が 無い とも 限り ませぬ。 それ を 多くの 

人が 信す る ことにな つて 來 たのです。 一 且文學 者の 手に はいって 來て國 民に 傳 はると、 讀む 人が 信じまい と 思つ 

て も 自然 信す る樣 になる。 子供の 時に 桃太郞 ゃカチ /\ 山 のこと を 聞いても、 あるべからざる やうに 聞いて 居り 

ながら 面白い 樣に 感じて 居る。 

要するに 傳 說は國 民の 考へ 出した 一 種の 詩的 産物であって、 全く 史學 に關 係ない とい ふこと は 言 はれない ので 

あります。 今日は 單に 地名 傳說に 就いて 申します が、 一般の 傳說に 就いて 申し ますれば、 皆 史學に 多少の 關 係が 

あるので、 史學は 申 上げる まで もな く、 國 民の 思想の 發達も 研究の 題目と して 居らなければ なり ませぬ から、 國 

民の 如何なる 思想が 傳說の 上に あら はれた か、 其の 思想 は 何處に 起って、 何 處へ擴 がった か、 どんな 風に 變 つた 

かと い ふやうな こと は、 其の 時代の 傳說を 見て 參考 にしなければ ならぬ と 思 ひます。 伊賀の 國のー 一 つ の傳說 をみ 

て も、 國民 思想の 變化は 分って 來る。 傳說 そのもの は歷史 に關係 ありませ ぬが、 傳說の 研究と いふ こと は 史家に 

も棄 てた もので ない。 歷史 材料と して 傳說を 研究し、 本営の 史料と 甄別 する こと も、 今日は まだ/、 必要で ある 

とお も ひます。 叉 傳說は 文 學には 最も 必要で ある。 面白い 傳說で 文 學に謠 はれない のが 澤山 ある。 地名 傳說 にも 

なか/. \ 面白い 話が あるので、 まだ 文學に 現れて ない もの を 文 學に讅 ふとい ふこと は 大切の ことと おも ひます か 

ら、 どうか 一 般 に傳說 研究の 盛になる 様に とい ふ 私の 希望 を 序に 述べて 置きます。 

(史 學會 講演、 明治 三十 八 年 六月、 十月 「史學 雑誌」) 
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七福神の 話 

私 は 今日 七福神の 話と いふ 題で お 話 をいた します。 登 張 君のと は 遠って、 あまり 面白く はあり ませぬ が、 近頃 

は 大分 一一 目論が 殺伐の 風を帶 びて、 帝 國文學 など も發賣 停止に なりました から、 何ぞ おめでたい 事 を 申さう とい ふ 

ので、 實 はこの 題 を 申出して 置き ましたが、 一昨日の 戒厳令の 解除と 共に 發寶 停止 も 許されました。 いよく 以 

てお めでたいと いふので、 やはり これ をお 話す るので あります。 

七福神と いふの は、 御存じの 通り 惠比 須、 大黑、 显 沙門、 辨財 天、 福 祿壽、 壽 老人、 布袋 和尙、 これ だけで あ 

ります。 尤も 昔 は 少し 違って 居った やうで、 丁度 七 博士が 時々 變る やうに 少しづつ は 違って 居ました。 福 祿壽の 

代りに 吉祥天 女が あったり、 壽 老人の 代りに 猶々 が 居った ことな どが あります。 併しながら、 今日で は 今 申す や 

うな 七福神であります。 中に 和尙が 一 人浪 つて 居ります が、 それに も拘ら す神樣 となって 居ります。 すべて 幸福 

を 守る 神と して 尊ばれて 居って、 古い 時分から 今日まで、 日本 國 民の 迷信 を 掌って 居ります。 惠比須 の 如き は， 

今日で も 西の 宮に祌 社と して 祀られ て 居る。 叉 商家で は惠比 須講を やる 習俗な どもあって、 今でも 尊ばれて 居る。 

紙幣の 裏に は惠 比須、 大黑 などが 描いて あり、 H ビス ビ ー ルも あれば、 大黑 葡萄酒と いふの もあります。 不 忍の 
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辨天、 祌樂 坂の s 沙門な ど、 其の 信仰 は、 令で も國 民の 間 に擴 つて 居る 有様であります。 將に來 らんと する 正月 

に 於て は、 此の 七福神が 寶 船に 乘 つて、 二日の 晩に 皆さんの 枕の 下に 來る とい ふやうな ことで ある。 その他 彫刻 

や 総 畫の村 料に なり、 詩歌に 詠まれ、 小説に 書かれ、 常に 國 民と は 密接の 關係を もって ゐる 七福神であります か 

ら、 少し 其の 事 をお 話したい とお も ふので あります。 それで どうい ふ 人で あるか、 いつ 頃から 起った かとい ふ 事 

について、 委しい 事 はま だ 調べて 居り ませぬ が、 却って 調べない 方が 面白い かも 知れぬ。 唯 私の 考へを ざっとお 

話いた したいと おも ふので す。 

どこの 國 でも、 幸福 を 欲する とい ふ 事 は 人情でありまして、 幸福 を 得る について は、 世界 各國に 於て、 種々 の 

迷信が あります。 四つ 葉 を 喜んだり、 馬の 蹄 を 喜んだり、 豚 を 喜ぶ とい ふ 風 は 今日の 西洋に も ある。 叉 日本に 於 

て もさう いふ 事が 昔から ある。 印度の 因果 應 報の 說が 我が 國 へま だ 入って 來 ない 前の 日本 固有の 禍福の 思想と い 

ふ もの は、 先づ 神様に 善い 神様と 惡ぃ 神様と あって、 人生に 起る 禍は惡 い 神 卽ち禍 の 神の する 所作で ある、 善い 

神様が 守って 居れば 何時でも 善い 事が あり、 惡ぃ 神様が 妨げれば 何時も 惡ぃ 事が 起る とい ふ 風に 考 へたので、 米 

. がよく 出來た 時で も、 火災が あった 場合で も、 皆 それん \ 神様の 關り 知った 事と 信じた ので ある。 それ は 祝詞な 

どに も 明らかに 見えて 居る 事であって、 御門 祭、 大殿 祭、 .遷 却 祟 神の 祝詞な ど を 見ても 分る。 何でも 神様が 澤山 

居って、 それが 人生の 上に 種々 の 結果 を 及ぼす、 卽ち 人の 禍福に 干涉 する ものであると、 かう いふ やうに 考 へて 

居った。 これらの 祝詞 を兑 ると、 福 は 内、 鬼 は 外と いふ 思想 は 古くから 現れて 居って、 善い 神 は歡迎 する が、 惡 

七 福祌の 0 
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い 者 は 外へ 出ろ とい ふ 厄 拂的考 へが ある。 七福神と いふ 福の 神の 考へ はこ 、 に 兆して 居る と 見なければ ならぬ。 

所が 佛敎が はいって 來て、 かの 三世 因果の 說ゃ、 恐るべき 輪 過說を もって、 日本の 傳說 界を壓 倒し 風靡した。 け 

れ どもい くら 壓 倒されても、 國 民の 記憶と いふ ものが あるから、 日本の 昔の 傳說 はさう むやみに 潰される もので 

はない。 いくらか 形を變 へて 殘 つて 居る のみたら す、 中には 印度の もの も 日本化して 來た。 叉 支那 も 迷信の 盛な 

國 であるから、 色々 な 支那の 迷信 も 日本へ はいって 來 たが、 支那の は 陰陽 五行の 理窟な どが 附 いて はいって 來、 

日本の 昔の もの も、 その 理窟で 說 明が 出 來 ると いふ 様な 風が あって、 彼此 混同した ので ある。 先 づ大體 さう いふ 

こと をお 考 へお きを 願つ て、 こ れ から 七福神の 素姓 を 洗つ て 見ようと おも ひます。 

先づ 第一 に 惠比須 は 何人 かとい ふに、 すっと 七福神 を 見渡した 所で、 日本の 着物 を 着て 居る の はこの 人 一人で 

あります。 尤も 大黑も 大分 日本風の 着物 を 着て 居る が、 これ は 少し 怪しい のであります。 直 比 須は風 折 烏帽子に 

素袍を 着て 居って、 純粹の 日本 服装であります。 其の 名 を 見ても 直 比 須三郞 とい ふので、 純粹の 日本 名 を もって 

居る。 七福神 中で も 最も 日本人に 親密な 人で、 一番 愛せられて 居る。 腋に鲷 を 挾んで 居り、 釣竿 を 持って 居る と 

ころ を 見る と、 海に 緣の ある 人に 違ない。 海國 たる 日本の 福の 神と して は實 に相應 な祌樣 とい はねば ならぬ T ゑ 

びす」 とい ふ 名が 夷狄ら しいが、 其の 語原 は 判然せ ぬと して、 「ゑむ」 (笑) とい ふ 事に 多少 關 係が あるら しい。 み 

はび と 通す るので ある。 三郞 とい ふの は 第三 男に 當る。 三男と いふ 事 は 分る が、 お父さん やお 母さん は 誰 だか 分 

ひる こ 

ら ない。 所が 古くから 之 を 蛭 子と 同じ ものと 見て 居る.〕 蛭 子 は 日本書紀に 依る と、 伊弊諾 尊、 伊^ 冊 尊が、 先づ 
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天照皇大神、 其の 次に 月讀 尊、 第三 番目に 蛭 子 を 御 生みな さった と ある。 蛭 子と いふの は 不具で、 三年の 間 足が. 

立た たかった とい ふ。 それ 故、 二 柱の 神が 船に 乘 せて 海へ 抛り 出された ので ある。 これが 果して 福の 神になる 價 

値が ありませ うか。 一 說 によれば 彥火々 出 見 尊で あると いふ。 これ も 日本書紀 一 書 曰に よれば 三番 目の 御子に 當 

ほつ ナそリ Q  をり 〇 

る G 卽ち 火の 中から 御 生れな すった 神様で、 火 酢 芹 命、 火 折 尊の 弟で ある。 現に 大 隅の 國に， 祀 つて ある 惠比須 は 

女 を つれて 居って、 大隅 では 彥火々 出 見 尊 を祀っ て あると 言って 居る。 その 女 は卽ち 豐玉姬 であらう と は 柴田花 

守の 說 である。 私の 考へ では、 これ は どちらで も 同じ 事で あると おも ふので あります。 とい ふの は 卽ち外 國の祌 

話に も 例の ある 事であって、 神様の 海へ お流されな さると いふ こと は 太陽神に はありが ちの 事であります。 我が 

國の 神話に は 第一に 太陽が 生れ、 其の 次に 月輪が 生れ、 其の 次に 蛭 子が 生れた とあって、 蛭 子 は 不具者に なって 

居られ ますが、 此の 蛭 子 を 自然現象から 說 いて 見たならば、 日の 薄暗い 時分、 トワイライトの やう.^ ものと 見て 

は 如何 か とお も ひます。 希臘 の 神話な どで 曙光が 日 から 逃れる とい ふの が 普通 で ある こ とも 參考 になり ます。 希 

臘 のヂォ ニソス とい ふ 神様 も、 生れてから 箱の 中へ 入れられて 海へ 流されて しま ふレ さう いふ 事 は 幾ら も ある。 

彥火々 出 見 尊 はや はり 太陽で ある。 太陽 は 海へ 沒 する のが 普通であります から、 海 國の者 は 海から 生れる とか 海 

へ 行く とかい ふ 事を說 くので あります。 彥火々 出 見 尊が 海へ 行かれる の は 太陽神 話の 形式 だら うとお も ひます，' 

ペレ ロフォ ー ンと いふ 祌樣も 海から 生れて 來る。 ヘリオスと いふ 祌も 海神の 娘 を 妻と します。 私の 考へ では、 日 

本の 神話で は 太陽が 天照皇大神と いふ 女性の 神に おなりな さった。 太陽神 は 元 來强ぃ 性質 を もって 居らなければ 

七福神の 話 
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ならぬ" 然るに 女神に おなりな さった について、 太陽と しての 性質 は 外の 神様へ だんく 渡って 行った 傾きが あ 

るかと おも ふ。 素戔鳴 尊に しても、 彥火々 出 見 尊に しても、 或は 大國 主神に しても、 太陽神 話に ある 普通の 性質 

を 分けても つてお いでになる やうに 考 へる。 さう いふ 說を私 はもって 居る。 委しい 事 は 省きます が、 それから 考 

へて、 輕子 にしても 彥火々 出 見 尊に しても、 やはり 太陽神 話の 一 部分と 考へ るので、 どちらで も 構 はぬ。 惠比須 

が 先にあって、 後 f 蛭 子の 二字 を 間違へ て. 惠比須 と讀ん だとい ふこと ではなく、 最初から 太陽 神話の 續 きとして 

蛭 子 又は 彥火々 出 見 尊の 海へ 行かれた とい ふ 話が 殘 つて 居り、 それが 後に なって 惠比 須三郞 とい ふ 名 を 得られた 

の だら うと 考へ るので あります。 それ だから これ は先づ 七福神の 中で も 一番 古い 人で、 日本 固有の 神樣 である。 

海へ 行って 舰を 持つ て 居る とい ふ 事 は、 彥火々 出 見 尊 は 海の幸 を 掌る 祌樣 であるから よく 當っ て 居る。 西の 海へ 

流れて 行った とい ふこと で、 攝津の 國に祀 られて 居る。 西と いふ こと を考 へなければ ならぬ。 

西の 海に 風 心せよ 西の 宮 あづまに の みや ゑび す さ ぶら ふ (慈鎭 和尙) 

世 を 救 ふ ゑび すの 神の 誓 ひに はもら さじ もの を かすなら ぬ 身 も (安心 法師) 

などい ふ 歌が あって、 惠比須 とい ふ 名 も隨分 古い 事が 分る。 源平 盛衰 記の 中に も 平 康賴が 居った 硫黄 ケ 島の 住居 

から 五十 町ば かり の 所に 惠比須 二 一郎の 社が あって、 康 頼が 祝詞 を唱 へたと いふ 事が ある。 また 惠比須 と 蛭 子と を 

同じと 見た の も 古い 事で、 吉野拾 遣に、 吉野 川の 鶴 飼の 時、 左衛 鬥尉康 方と いふ 人が、 水練が 上手で、 まと 鯉と 

を 抱へ て 來た所 を 見て、 蛭 子に 似て 居る と 評した とい ふ 事が ある。 狂言 記の 中に 蛭 子大黑 天と いふ Q があります 
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が、 其の 時には 立派に 蛭 子の 事に して 說ぃ てあります。 或 人が 謂れ を 聞きたい とい ふと 、「汝 は 今まで それ を 知ら 

ぬと いふ は、 ちと 不信心で おり やる。 語って 聞かさう」 とい ふので、 「抑々 伊 摔諾、 伊 冊 尊、 天の 岩 倉に て 男女 

の 御 かたら ひ をな され、 日の 神、 月の 祌、 蛭 子、 素 戔嗚尊 を まう け 給 ふ。 蛭 子と は それがしが 事な り。 天照大神 

より 一 二番目の 弟 なれば とて、 西の 宮の 惠比須 一二郎と いは、 れ、 威光 を 現す。 貧なる 者に は 幅を與 へ、 福 貴に 守る 

ことなり。 何ぼう 由々 しき 惠比 須三郞 殿に て はなき か」 と自 畫自黉 をして 居ります C 卽ち 元は 神話から 出で、 足 

利 時代に は 立派な 福の 神に なって 居ります。 

惠比須 と 並び 稱 へられる の は大黑 であります。 今お 話した 狂言に も 惠比須 大黑と 一緒に 並んで 居る。 神棚な ど 

にも 並べて 置く ことが 多い。 併し これ は元來 日本人で はない C もとは 印度の 種で ある。 印度の 人が 日本へ 渡った 

ので、 卽ち 印度の 婆羅門の 神話から 出て 來た 人で あらう とお も ふ。 大國 主神 を 昔で 讀 むと 似て 居る 所から、 後に 

同人と してし まった ので、 日本の 歸化 人の 様になった。 印度の 名 は 「マ ハ カラ」 とい ふので 、「マ ハ」 は大、 「カラ」 は 

黑 いとい ふので あります。 此の 事 は 南海 寄 歸傳、 あの 高 楠 君が 西洋で 飜譯 された 寄 歸傳の 中に 書いて ある。 それ 

によれば、 西方のお 寺で は臺 所に 木像 を 安置す る。. 其の 形、 坐して 金囊を 頂き、 一 脚 を 地に 垂る、 常に 油 を 以て 

マ ハ.？ フ 

拭 ふ 故に 大黑 なりと いふ。 尤も マハ カラの 最初の 義は大 時と いふので、 時には 破壞の 意味が あって、 恐し い 破 

壞の 神で、 戰鬪の 神であった ので、 三面六臂の 恐し い 形相であった のです が、 後に 福 神と なったら しくみえ ます。 

阿 婆 囀 抄には 福 神と して 此の 天を祀 ると いふ 事が 書いて あります C 攝軌に 「伽藍の 中に 安置して、 日々 供養 禮拜 

, 七福神の 話 
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をん じき 

する 時 は、 干 人の 衆徒 を 扶助 せん、 乃至 人 宅 も亦然 なり」 とあって、 寄歸傳 にも 百味の 飲食 を 供 へれば 福 を與へ 

て やる とい ふ 風に 書いて あります。 印度の 信仰から 來た 神であります。 お 寺の 細君 を大黑 とい ふの も、 臺 所に 居 

るからで ありませ う。 叉大黑 柱な どと いふの も、 この わけで ありませ う。 とにかく 臺 所に 坐って 居って、 食物 を 

持へ る 時には これに 供養す るので、 福 を 得る ために 祀 つて 居った ものら しい。 それ 故、 惠比須 様と 一 緒に 神棚へ 

坐る の はもと/ \ 間違で ある.。 けれども 例の 神佛 混淆の 方から 來 たので、 元 來比敦 神社に 大國 主神が 祀 つて ある 

所へ、 傳敎 大師が 歸 つて 來て 天台宗 を 開く について、 日本の 大國 主神の 音讀の 「だいこく」 と 同じ 名で あつたの 

を 利用して、 忽ち 1^ 山に 大黑 天が 出來 たものと 見える。 其の後に なって 三輪の 大黑 など も出來 たのです。 狂言 記 

を 見ても、 西の 宮の 惠比須 と、 叙 山の 大黑と 雨 方へ 參詣に 行って 居る。 其の 中に r 大黑 天の 御 由來を 知りた うご 

ざる」 と 聞く と 「長って ござります。 抑々 比 教山は 尊き 御山な り。 此の 山に 守護神なくて は 叶 はじと、 傳敎 大師 

祈り 給へば、 此の 大黑天 現る、。 …… 此の 大黑を 比 数 山の 守護神と いは ひ、 怫法 今に 繁昌せ りん 信仰せ よ、 信仰 

せよ、 汝に 幅を與 へう ぞ」 とい ふ 事が ある。 大黑の 素姓 を 洗って 見る と、 印度から して 遙 かに 渡って 來て、 日本 

の大國 主神の 席 を 奪った 譯 であります。 

それから 昆沙鬥 天が あります が、 此の 人 もや はり 印度の 神様であって、 御存じの 通り 手に 鉢 を 持って、 恐し い 

顏っ きをして 居る 人であります。 これ は 一 名 多 聞 天であって、 古くから 佛法 守護の 神將 として 傳 はって 居ります。 

印度の 名 は 一 ヴァイス ラマナ」、 漢字で は^ 窒羅 摩擎と 書いて ある。 これ は 大署寶 を もって 居る 人で、 三界に 餘る 
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程の 寶を もった 金 持で ある。 佛法 守護神で あつ て、 惡ぃ者 は 片っ端から 退治 するとい ふ 役目 を もつ て 居る と 同時 

に、 善根 を 施した 者に は 福 德を與 へる。 卽ち 大金 持の 評判の 高い 人で ある" つまり 印度の 佛敎 と共に 早く 俾 はつ 

て來た 人であります が、 後に 寶物を もって 居る とい ふ 事で 幅 神の 仲 問へ はいった ものと おも ふ。 これ は 日本人と 

附會 された こ ともなし、 正銘の 印度人で 押 通して 居る 人であります。 

其の 次が 辨財 天であります C これ は 七福神の 中で 唯一 人の 女性であって、 これ も 印度で ある。 辨財 天、 大黑天 

ギゥ ス 

などと いふ 天の 字で. も 印度と いふ 事が 分る のであります。 つまり 天と いふの は 神と いふ 事であります。 此の 辨財 

天 を 信 すれば 福德の 報を受 くと いふ 事が 光明 經に說 いて あるので、 それによ つて 福祌と 立てられ たもので ありま 

す。 住居 は 河の 緣 とか 巖の中 などに ある。 日本で も 江の 島の 辨財 天、 竹 生 島の 辨財 天、 叉は不 忍の 池の 辨財 天と 

い ふやう に、 皆 水の ある 所に 祀る ことにな つて 居る。 昔 水の 近所に あった 祌社を 後に は辨肘 天と 附會 したの も 多 

いの だら うと 考 へる。 これ は元來 天女であります が、 日本で は嚴 島明祌 など を辨財 天と 附會 して 來て 居る" 嚴島 

明 神 は 天照大神と 素せ 戈 鳴 尊と 盟約の 間に 出來た 神で 何の 關係も 無い ので あるが、 これ を 同一 にして しまった。 そ 

うか G み たま 

れ からもう 一 つ は 宇迦 之 御 魂と いって 日本の 穀物の 神様に 附會 して 居ります。 日本 は 米の 國 であり ますから、 穀 

物の 神様と 附會 したので あります-" 元来 日本で は奈良 朝、 平安朝の 昔から 吉祥天 女と いふ ものが 信仰され て、 日 

本靈異 記、 今昔 物語 あたり にも 吉祥天 女に 耐っ て 幸福 を 得た とい ふ 話が 幾 つも ある。 辨財 天と い ふ こ と は 見え て 

居らぬ。 辨財 はもと 辯才 で、 音聲 がよく、 辯 舌の 神であった らしい が、 いっか 辨 財の 財の 方に なって、 これまで 

七 福 神 の 話 
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吉祥天 女の 方に つながれた 信仰と いふ もの を 奪って しまった らしく 見える。 吉祥天 女と いふ ものが 七福神の 一人 

であった 事 もあって、 其の 時には 女が 一 一人で あつたが、 終に 辨財天 一人に なった，」 辨 財の 字が 氣に 入った ものと 

見える。 それから 金が 幾らでも 出來 る、 巳 成金な どと いふ 御守り を 出したり する 様になつ たかと 思 ふ。 

其の 次に 五番 目と 六 番目と を 一緒に 申します が、 福祿 壽と壽 老人、 これ は 二人とも 支那 人であります。 身なり 

を 見ても 支那 人で ある。 福祿 壽と壽 老人と は 一 人で 一 一 つ の 名 を もって 居る とい ふ說 もあります。 とにかく 同じ や 

うな 人で ある。 雨 方と も 仙人み たやうな 人で 命の 長い 人であります。 頭の 長い 方が 福祿壽 であって、 普通の 老人 

の 形 をして 鹿 を つれて 居る のが 壽 老人であります。 此の 二人 は 何れも 星の 生れ か はりで、 支那の 天文 學に壽 星と 

いふ 星と 南極 老人 星と いふ 星が ある。 シ ユレ， "ゲルの ゥラノ グラフ ィ ー、 シ ノアと いふ 本 を 見る と、 其の 位置 は 

書いて あります が、 名 は. 分らぬ。 何しろ この 星が 宋の 世に 人 問に なって 現れた とい ふ 事が 見えて 居る。 つまり 星 

が賴 ちて 人間に なった ので ある。 此の 事 は 支那で は 古い 思想であって、 日本で も 昔から 支那の 思想が 渡って、 星 

が 下って 人 問になる とい ふ 事 は ある。 太子 傳曆 にも その 傳說 が傳 はって 居る。 水滸傳 などの 思想 はつ まりこの 考 

へであります。 星 を 以てん の 吉凶 禍福 を 占 ふこと は 支那で は 早くからの 考 へです。 それで 壽星、 南極 老人 星と い 

ふ 星が 出る の は 天下 泰平で ある。 之 は 春秋 時代からの 考 へであった。 (老人 星 治平 則 見) (南極 老人 見 則 天下 安) 

それが 偶々 宋の 世に なって 人間と なって 現れて 來 たとい ふ 事 を 一 百った ものと 見える。 其の 中で 壽 星が 生れ か はつ 

て驕？ i 壽 とた &り、 南極 老人 星が 壽 老人と なった。 福 錄壽、 天に 在って は卽ち 泰山 府君 だとい ふ說 もあります が、 


112 


さ うす れ ば 源平 盛衰 記 の 櫻 町中 納赏 など の 話 も あり、 謠曲 にも 出て 居って、 泰山 府君 の 事 は 古くから 日本人の 知 

つて 居った ものです。 いづれ にしても、 星が 下って 人 問と なった とい ふので あります。 さて 又 命が 長ければ 頭が 

長いと いふの も 支那 人の 考へ で、 頭の 長い 人 を 書いた のであります。 けれども 風俗 記の 老人 星傳 とい ふ ものに 書 

いて ある 文で 見る と、 錢の 無い とい ふこと は 分って 居る。 錢が あれば 飲んで しま ふので、 金の 方からの 福 神で は 

なくて、 命の 長い 方から 此の 一 一人 は 七福神の 中に 入って 居る 譯 であります。 

それから 第 七 番目に 布袋 和尙。 他の 六 人 は 皆 空想の 人であります が、 此の 布袋 和尙 だけ は實 際の 人物ら しい。 

にん； vi 

卽ち 唐の 世の 人で、 唐の 高僧 傅に 出て 居る。 寧 波と いふ 所の 嶽林 寺と いふ 寺に 居た 和尙 である。 死んだ の は 後 梁 

の 貞明ニ 年 丙 子 三月 卽ち 日本の 延喜 十六 年、 死ぬ 時に 作った 偶まで 傳 はって 居る。 

彌勒 眞彌勒 分身 千 百億 時々 示 時人 時人 自不識 

どと 洒落て 居る。 之 を 見る と 自分 を彌勒 と稱へ て 居った 人で ある。 餘程 抱負の 大きな 坊さんで あつたと いふ 事 

が 分る C 名 は契此 とい ひ、 叉 長 汀 子と 號し、 大きた 袋を備 へて、 何でも 貰った もの は それへ 人れ るから 布袋と い 

はれた-) 其の 形 を 見る に 乞食 坊主であって、 決して 福 神と なる 價 値がない。 けれども 自ら 彌勒と 言った 位 だから、 

奇 僧で あつたに 違 ひたい。 已に宋 の 世に は爭 うて 其の 圖を 作った とあって、 元 史に或 女が 子供 を 生んだ 所が、 其 

の 子が 布袋 和尙 に似て 居た と 書いて ある C 「如世^^所畫布袋和尙」とぁるから、 其の 時分 已 によく 畫 にもが、 れ、 

人口に 膾炙して 居った とい ふ 事が 分る。 さう して だん/ \ 日本へ はいって 來 たのであります。 布袋 和尙は 子供と 

七福神 Q 話 
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遊ぶ のが 好きであって、 常に 十八 人の子と 遊んだ とあります。 その子 供と にこ/ \ して 遊んで 居る ところ、 無 邪 

氣で、 洒々 落々、 呑氣. なと ころから、 いっか 福 神の 中へ はいった ので ありませ う。 

七： i 神の 素姓 を 申す と、 ざっと さう いふ 譯 になる。 男が 六 人で、 女が 一人。 國 分けに すると、 日本が 一人、 印 

度 人が 三人、 支那 人が 三人。 系圖 をた すと、 日本の 神話から 出た 者が 一人、 印度の 神話から 出た 者が 三人、 支 

那の 傳說に 出た 者が 二人、 本當の 和尙が 一 人。 かう いふ 譯 である。 支那の 方から 来た ものが 一 番 新しい C 唐の せ 

などで あるから 年代が 新しい。 叉 福の 神の 資格 をい へば、 惠比須 は 海の幸 を 掌った 所からの 福 神で、 大黑、 显沙 

鬥、 辨財天 は 福祿を 掌って 居る" 就中 大黑、 辨 財の 二 神 は 日本へ 入って から 穀物と 關係を もって 来た" 印度で は 

片足 を 下げて 居た 大黑が 依の 上へ 行儀よ く 坐る 事と なった。 それから 幅 t 壽、 壽 老人 は 延命の 幅 神で ある C 福祿 

壽は琉 球から 來 たとい ふ說も ある。 さう すれば 尙 面白い C 合の 子が 一 人 はいる ことになる. レ 布袋の 福 神の 資格 は、 

極めて 吞氣で 世の中の 事 を 苦にしないで 遊んで 居る 點に 在る ので あらう。 子供が 好きで、 澤 山の 子供と 遊んで 居 

ると いふ 事 も 一 資格 かも 知れぬ。 それから 叉 唯 福 神と いふ だけで は 寂しい から、 皆 何 かつれ て 居る。 これ は希臘 

の祌樣 でも 皆 それ，， ^,\\附 物が ある。 それで 七福神 を 見る と、 惠比須 は蜩を 抱へ て 居り、 大黑樣 は 俊の 上に 坐って 

鼠が 其のお 使で ある。 印度で は臺 所に 居って 片足 を 下へ さげて 居た のが、 日本へ 來 てから 行儀よ く 坐って 居る。 

鼠 を 使と する の は、 元來 北方 を 掌る 神で あるからで、 甲子の 日を緣 日と して 居る の もこの 譯 である。 今 はべ ス ト 

などの 爲に鼠 は あまり 感心し ない。 それから 辨財天 は 龍の 上に 坐って 居る。 日本の 奇 稻田姬 などの 傅で、 女人と 
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龍は關 係が ある。 これ は 普通の 神話の 形式で ありませ う。 それから S 比 沙門 は 百足 を 使 ふ。 連歌 S 比 沙門と いふ 狂言 

に 「昆 沙門の 福 ありの みと 聞く からに くら まぎれより むかでく ひけり」 とあって 鞍馬と 百足と を 詠み 込んで あり 

ます。 それな ど を 見る と 百足 は 田 比 沙門の 附物 である" これ はどうい ふ 所から 來 たか、 お 足が 多い とい ふので、 金 

の 意味で あらう か。 まだ 調べが 屆 かない。 それから 福 碌壽は 鹿です。 鹿と いふ もの は ー體 命が 長い。 支那で も 白 

鹿 二 千歳な どと いふ。 それから 壽 老人 は 鶴と 龜で、 鶴と 龜 のおめ でた いのは 分って 居る。 唯 福 神 だけで はいかぬ 

から 色々 おめでた いもの を 副へ たのであります。 そこで 御 一 新 あたりまで は 神佛混 滑で ありまし たから、 七福神 

は 皆 佛樣に 混って 居たら しい。 江戸で は 七福神 參 りと いふが あって、 彼方此方 を 廻った。 其の 中には 不 忍の 池の 

辨 天な ども 入って 居った。 東都 歲事 記に 七福神 巡りの 事が 書いて ある。 神 佛混滑 を 止められてから 後 は、 惠比 .is 

樣 は神樣 になって しまって、 あと は怫の 方に 属した。 谷 中 や 向島に はもと は 七福神が 揃って 居た が、 今 は あまり 

有名で 無い。 祌樂 坂の 昆 沙門、 不 忍の 辨 天な ど は緣 日が あって、 人が 知って 居る。 

これらの 七福神 はどうして 揃った かとい ふに、 先づ 初め 日本に 惠比須 とい ふ ものが 古くからの 傳說 として あつ 

た。 そこへ 印度の 佛敎 と共に 婆羅門の 神話 も傳 はって、 それらと ともに 大黑、 毘 沙門、 辨財 天と いふ 三人 も はい 

つて 来た。 就中 大黑 は大國 主神と 同名な 所で 日本人 籍 になって、 惠比須 の 仲好しに なった" 吉祥天 女 も 一 時 は 行 

はれて 居った が、 遂に 辨財 天に 移って しまった 。額の 怖し ぃ昆 沙門 天 も 福德の 神様と なった。 それから 其の 次に 

支那の 福 祿壽、 壽 老人、 布袋と いふ 三人が はいって 来た (泰山 府君は 前から あった)。 尤も 一 時 は その代りに 獲々 

七福神の 話 
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などが 居た 事 もあった らしい。 けれども それが 後に 直って 今の 七福神に なった のであります。 七 幅 神と いふ 狂 一一 一一 口、 

梅津 長者 物語な ど を みれば 皆 今日の 七福神が 揃って 居る。 七と いふ 數は 七夕、 七夜、 七曜、 七賢 人、 七堂伽藍、 

なか/ \ ある。 「七 人の子 をな すと も 女に 心 を 許すな」 とい ふ 事 も あるし、 「色の 白き は 七難 かくす」 などと もい ふ。 

仁王 經に 「七難 卽滅 七福卽 生」 とい ふ 事が ある.。 此の 七福卽 生と いふ 御經の 方の 側から して、 所謂 神佛混 港の 時代 

であるから、 支那の もの、 印度の もの、 日本の もの 等 を 合せて 七福神と い ふ もの を 描へ たので あらう と 思 ひます。 

それで 時代 をい へ ば 鎌 倉 あたり からして 惠比須 三 郞の名 は 見えて 居る C  B 比 沙門 や 辨天は 古くから あるが、 北條 

の 三 鱗、 楠 木 正 成の 幼名 多 聞 丸な ど 鎌 倉 以後 その 信仰の 盛な 事が 分る。 足利時代 になって 例の 緣起 物の 中に Bi- 沙 

門の 本 地と いふ もの も ある。 御曹司 島 渡りと いふ 小說の 中には、 義經が 島巡り をして 辨 天に 會 つて 辨 天と 夫婦に 

なる。 しかも 義經の 前身 は S 比 沙門で あると いふ やうな 事が ある。 密敎 などの 傳播 とともに、 かう いふ 方の 信仰が 

殖えて、 足利時代に 於て は餘程 盛であった ものと 思 ふ。 狂言の 連歌 E 比 沙門で みれば、 大晦日の晚に鞍馬の山の^^ 

沙門へ 參詣に 行って 福 を 祈る とい ふ 事が ある" 又 同じく 狂言の 文句で 惠比須 大黑は 其の 頃 巳に 商賣の 神様に なつ 

て 居った 事が 分る。 節分と いふ 狂言で 福 は 內鬼は 外と いふ 事の 行 はれた 事 も 分る。 すべて かう い ふ 事が 其の 時代 

に 盛に 行 はれた。 ー體、 帝 釋天、 摩利支天と かいふ ミト ロギ I から 出た もの は、 多く 眞言の 方から 出て 來 たので 

ありませ うが、 すべて 形 を 成して 拜 まれる やうに なった の は、 足利時代に 起った もの かと 考 へます。 狂言 や 其の 

他の 小 說類を 見て、 如何に 廣く國 民に 廣 がった ものである かとい ふ 事が 分ります"」 叉 足 利の 末に は 七福神 盜她と 
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いふ ものが あって、 七福神の 行 装 をして 盗賊に はいると、 さあ 福の 神のお 出で だとい ふので、 すん/ \ 物 を 出し 

て 渡した とい ふので 盗賊 ども 大當 りした とい ふ 事が 實 際あった" これ は當 時の 日記に あると 田 中 博士のお 話で あ 

ります。 とにかく 足利時代に 七福神の 盛に もてはやされた 事が 分ります。 

そこで 印度の 方から 來 たもの は、 いふ 迄 も なく 宗敎 から 入って 來 たもので あるが、 支那の 方から 來た 三人 は、 

寧ろ 美術 の 方から 來 たも ので あらう とお も ふ。 卽ち畫 の 方から 人って 來 たもので はない かとお も ふ。 あの 時分 宋、 

から 元、 明 あたりの 畫を學 んで來 たとい ふ 事から 考 へて 見る と、 其の 時分 支那で は 布袋 和 尙を畫 に 描き、 壽 老人 

を畫に 描いて 居って、 さう して 福 神と するとい ふやうな 考 へ を もって 居た のであって、 支那の 方で 普通 描いて 居 

つたから- それ を 日本で も 描く 様になつ たもので あらう とお も ふ。 それが 結 付いて 來 たの は卽ち 七難 卽滅 七福卽 

生と い ふ 事から 出て 来たので あらう が、 これ も 誰か 畫ェ が、 七 人 を 集めて 描き 始めた のに 起因した かとお も ふ。 

七福神が 結 付いて 寶 船に 乘るゃ うにな つたの も、 恐らく は 足利時代の 事柄で あらう。 御曹司の 島 渡りと か、 桃 

太郞 鬼ヶ島 征伐と かい ふ 話の 出て 來 たの も 同時代で、 かの 日本の 倭寇と い ふ ものが 支那 沿岸 を 荒した とい ふやう 

な 時代の ことで あらう と考 へます。 こ の 倭寇 時代 は實に 遠征 冒險の 盛な 時代であります から、 隨 つて 寶 船と いふ 

考へも 出て、 寶 船に 乘 つて 七福神が、 來る のか 行く のか 分らぬ が、 とにかく 乘 つて 居る ことにな つたの だら うと 

おも ふ。 寶 船と いふ 思想から、 七福神 を寶 船へ 乘 せる やうに 描いて、 日本の 膨脹の 氣運を 示した もので はない か 

とお も ひます。 それから 枕の 下へ 敷いて 夢 合 をす ると いふ やうな 事に もな つて 來 たので せう。 德川 家康が 始め て 

七福神の^ 
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描かせた などと いふ 說も あります が、 私 はもつ と 前で、 足利時代 であらう と考 へます。 安齋 隨筆 によれば、 足 利 

時代に 寶 船の 夢 合が 描いて あったらし くみえ ますから、 已に寶 船の 考 へが あれば、 其の 船へ 七福神 を乘 せる とい 

ふこと もあった だら う， 自然に 考へ 及ぶ 事 だら うと 私 は考へ ます。 

これらの 七福神に 對 して は 我等 國民は 福の 神と して 福 德を願 ふの みならす、 一 方から 見れば 常に 之 を 笑の 材料 

として 居ります。 笑 ふ 門に は福來 ると いふ 事 もあって、 福 は 必す笑 を 伴 ふ。 日本人 は 單に之 を 迷信の 結果と して 

尊敬した ばかりでなく、 寧ろ 之 を 滑稽の 材料に した 事が 澤山 ある やうで ある。 第 一 に大津 翁に 引っ張り出されて、 

福 綠壽の 長い 頭に 梯子 を 懸けて 頭 を 剃る 所が ある。 或は 大黑が 尻 を からげ て 川 を 渡る 所 を 描いて 見たり、 布袋と 

大黑と 首 引す ると ころ を 描いたり、 其の 他い ろ/ \ 描いて ある。 狂歌に も澤山 出て 居る (雅 筵醉狂 集)。 狂畫 にし 

て も、 狂歌に しても、 或は 叉 狂言の やうな ものの 材料に しても、 いつでも 此の 幅 神 を 以て 笑の 材料と して あら は 

して 居ります。 これ は 叉 一 方 國民性 を あら はして 面白い 事と 思 ひます。 

かいつまんで ざっと 申 上げ ましたが、 要するに 印度、 支那、 日本と、 三つの ものが 混合して 一 つの 七福神 を 形 

づ くった とい ふの は 面白い 事であって、 一方に は 我が 國の 文明 を 代表して 居る と 見る 事が 出 事る。 それが 了 度 足 

利 時代の 文明 を 代表して 居る 事になる e 叉 一方に 於て は 日本 國 民の 迷信 を 示して 居る ので、 且は どの位まで 支那 

並に 印度の 文化に 感化され たか、 影響され たかと いふ 事 を 現し、 卽ち 佛敎の 影響、 叉 支那の 繪畫、 美術の 影響が 

何處 まであった かとい ふ考 へが 其處に 浮ぶ わけであります。 叉 一 方に 於て は 如何に 幸福 を 希 ふとい ふ狀 態が あつ 
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たかと おも ふと 同時に， 之 を 滑稽 材料に 供す る國 民の 快 潤な 氣象も あら はれて 居ります。 それで あるから 見方に 

よって は、 つまり 日本の 文化 を 縮めて 現して 居る とい ふ 事に 解釋が 付かぬ ことで もない。 寶 船の 上に 海外 貿易な 

どの 事 もお ぼろげ にあら はれて 居ります。 とにかく これまで 久しく 國 民と 親密に なった 七福神で、 關係も 深い 事 

と 思 ひます から、 今後 とても 惠比須 三郞を 中心として、 印度、 支那 を引從 へ、 寶 船に 乘 つて 遠征 するとい ふ 様な 

事を國 民に 吹き込み、 之 を 理想と して、 敎育 上に 利用 するとい ふ 様な 事の 出 來ぬ事 もあります まい。 甚だつ まら 

ぬ 話です が、 これでお しま ひ。  (帝 國文學 講演 會 講演、 明治 三十 九 年 一月 「帝 國文 學」) 

目で 見る 文學 

其 山 則 晚 蟆蝎、 崎^ 寮 刺、 3 乍崇嵐 嵬、 嵌巇 吃嚼、 幽谷 is 今、 夏 含 霜雪、 或 嵴瞬而 總聯、 或 豁爾而 中 結、 鞠巍 

魏其隱 天、 俯 而觀乎 雲霓。 

雨 其 川漬、 則遗漕 澡儘、 發源巖 穴、 潜 慮 洞 出、 沒滑淺 滴、 布濩漫 汗、 潘沈洋 溢、 總括 趣^、 箭馳 風疾、 流湍投 

0.  ^、汛 綳軋、 長輸遠 逝、 渗淚 汨。 (南都 賦) 

おの 様な 活版 小僧の 迷惑す るむ づ かしい 文字 をなら ベた 文章 は、 餘 程の 漢學 者で なければ 了解が 出來 ぬ。 併し 

目で 見る 文學 


119 


論文 隨筆 

誰が 見ても、 山 や 川の 事 を 書いた もの だとい ふこと だけ は 分る。 一 々の 語 は 分らぬ が、 すっと 見渡して さう らし 

く 見える。 これが 漢字の 魔力で ある。 漢字 は元來 象形文字の 轉變 した もので、 其の 成立に は 六書と いふ 方法 は あ 

るが、 どうしても 半ば 緣畫 とい ふ 性質 を もって 居る。 單 純に 昔 をう つす 文字で はない。 同じ 音で も 字に すれば、 

色々 に區 別す る C 曼、 慢、 漫、 蔓、 幔、 饅、 縵、 m、 錢 などと、 語根の 意味 は 同じで、 字に すれば、 それ-^ 分 

類 をして、 どの 部類に 腸す るか、 分り 易くな つて 居る。 音 を M いて は同樣 でも、 字 を 見れば 直ちに 區训が 分る。 

昔の 數は 限あって、 字の 數は 殆ど 際限がない といっても よろしい。 それで あるから、 漢文 學の價 値 は 其の 文字 を 

棄 てて しまつたら、 餘程 減殺され る ものである。 支那の 詩文 を 羅馬字 か 何 かに 書き あら はしたなら、 六 朝 文字な 

ど は 勿論の こと、 老莊の 文で も、 韓 柳の 文で も、 決して 元の 興味 は 惹起し 得られぬ ものである。 支那の 文 學はど 

うしても 目で 見て 其の 漢文 字の 形 を 心で 讀 むから 面白い ので ある。 日本人が 漢文 を讀 んだ樣 に、 主要な 文字 は 其 

の 儘に してお いて、 テ ニヲハ だけ を附 加へ て讀 めば、 原文の 面白味 は 失 はれぬ ので あるが、 全く 飜譯 してし まへ 

ば、 普通の 飜譯上 の 損失に かてて 加へ て、 漢字 そ の ものの 魔力 を 放棄して しま はねば ならぬ とい ふ 大損 失が ある 。 

獨逸 文字で 獨 逸文 を讀み 慣れた 人 は、 羅馬 字で 書いた 獨 逸文 は 獨 逸文の 樣な氣 がせぬ とい ふ 人 も あるが、 これ は 

唯 習慣 上 の 事で ある。 羅馬字 で 緩 つ た梵文 にしても 格別の 差 はなから う、" 併し 支那 文學に はどうしても 漢字 は 離 

^られぬ。 離れ、 ば、 其の 價 値が すっと 少 くなる ので ある。 半ば は 目に： 評へ る文學 である。 

國文學 が 漢文の 影響 を 受けた こと は 今更い ふまで もない が、 萬 葉 集の 歌に 漢字の 義訓 や 戯書 を 用 ひて、 淚を戀 
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水. 出で を 山上 復有 山、 北 を 南、 もちづき を 三 五月な どと 書いた の は已に 目に 訴 へる 傾向 を もって 居る。^ し 

これ は 筆記す る 人の 筆の す さびで、 歌 そのものに 關係 はない。 後世の 和漢 混淆 文で、 漢語の 語彙 を 昔讀の 儘、 國 

文 學に用 ひる 樣に なつてから は、 や、 も すれば この 漢字の 魔力 を 利用して、 漢字の 外形に よって 文の 装飾と する 

様な 傾が 見える。 始終 漢文 學を 見慣れた 目から 見れば、 國 文の 假名ば かりで は、 字體が 已に柔 かであって、 豪 健 

な 文に は 適せぬ 樣 にお もふ處 から、 假名で も 漢字で も同樣 である 處に、 漢字 を 便 用し なければ 氣が濟 まぬ" なり 

と 書く ところ を 也、 べしと 書く 所 を 可し、 容 しと 書いて、 其の 方が 强 味が ある 樣に おも ふ。 かよりも 乎、 かなよ 

り も 哉の 方が 勢が あると 考 へる。 無用な 場所へ、 矣焉 などの 文字 を 使 ふこと は近來 全く 無くなつ たが、 こ ひねが 

はく はとい ふ 一 の國 語へ- 庶幾、 冀、 尙 などの 漢字 を 宛て、 ゆく とい ふ 語に 之く、 往く、 行く. 逝くな どの 漢字 を 

使 ひ 分ける こと は 依然 行 はれて 居る。 何々 然、 何々 焉 などい ふ 漢語から 出た 形容 辭を使 ふの は、 漢文 學に 見慣れ 

た 形 を 使 ふので、 聞いた だけで は 分らぬ。 字 を 見て 始めて 分る ので ある。 焉逝 くと いふの を-斗で 聞けば、 公園 

行く と 同じで ある。 「漢字 不可 廢、 漢字 を廢 すれば 國文 學の價 値が なくなる。 古来の 文學を 奈何に せん」 など 絕叫 

する の は、 幾分 か は 國文學 が 漢字の 字形 を賴 みに し、 生命に して 居る 證據 である。 馬 琴の 小說 中の ぽ話 休ぎ、 ^ 

て . ^、ると ころ そばめ  今り やう さかりば つじ だう 

說、 浩 處、 傍窒、 縹致、 熱鬧 場、 十字街 堂 等 を 假名に なした ところが、 これ は 唯 馬 琴の ペダンチックな 鼻を掩 

うてし まふ だけで、 馬 琴の 作物に は 影響せ ぬと おも ふが、 M#> 艨艟な どの 文字 を 列ね て、 凱旋 祝 文の 重要な 装 

飾と して 居る 文學 では、 漢字 を 封せられ ると 餘程 困る ので ある。 日本 は 早くから 漢字 を國 字と して 用 ひて 居って、 

目で 見る 文學 
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あや ふ 

目に 訴 へ る 方から も少 からぬ 關係を もって 居る から.、 これ は 誠に 當然な 次第で ある。 「岌々 乎と して 殆ぃ 哉」 とい 

へば、 如何にも 危さ うにみ える が、 「きふ/ \ ことして あや ふい かな」 では 危 さの 度が 餘程 減る 樣に考 へられる の 

である。 支那 文學と 漢字の 離れられぬ 因緣の あると 同様、 國文學 でも 幾分 か は 漢字と は 離れられぬ 因緣が 添って 

居る らし く 見 え る 。 

これ 程 漢字の 存在が 國文學 に 必要な ものなら ば、 未来永劫 漢字 を展 する 事が 出來 ぬし、 叉 將來の 文學で こんな 

困難 は 打克っ ことが 出來る 見込なら ば、 なるべく 目に 訴 へる 方の 事 はやめにして、 漢字 を 離れて 國文學 の 價値を 

獨立 させたい と 思 ふ。 こ れは 漢語 傳來の 語 を 國文學 から 除去す ると いふので はない。 漢字の 字形 を 以て 讀者を チ 

ャ ー ム するとい ふこと、 紙の 上でば かり 面白く 見せる とい ふこと を 文章 家が なるべく 棄 てれば よいので ある。 漢 

字 を 離れて 將來國 文 學の獨 立が 出来ぬ とい ふ 理由 はどうしても 無い 樣に考 へ るから、 どうか さう したいと 思 ふ。 

近來の 韻文に ついて 實 はこの 考を 起した ので ある。 近年の 韻文 界は、 むかしの 外 山 先生 時代から 見れば 餘程進 

ん だもので ある。 思想の 點 から 見ても、 外形の 點 から 見ても、 十 年 二十 年の 進步は 殆ど 別天地の 感が あるので あ 

る。 唯一 っ腑に 落ちぬ こと は、 卽ち 前に もい つた 通り、 目に 訴へ ると いふ 工夫が 往々 用 ひられて 居る 事で ある。 

今の 韻文 は 多く は讀 むた めの もので、 實際謠 ふための 詩歌で ない のが 多い から、 自ら さうな る 事 も あらう。 かけ 

詞の ウォルト、 スピ ー ル など は 今の 詩人 は 用 ひぬ が、 漢文 學 の 助太刀 を 頼んで 詩歌の 內容を 豊富に しょうと いふ 

計略 は 今でも 往々 用 ひられて 居る。 元来の 國 語が 語彙に 貧弱な 爲、 やむ を 得ぬ としても、 これ は國 詩の 發達 上大 
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い に考 へ なければ ならぬ 事項と 考 へ る。 卽ち 詩歌の 假名 だけ をた ど つ て讀 むのと、 漢字 を 知つ て 居って 讀 むのと 

は、 其の 詩歌の 味 を 享受す るに 於て 大變な 相違が あるので ある。 たと へば 理想 をお も ひ、 眞諦を みなもと、 運命 

を さだめ、 祖母 をお や、 情人 を ひと、 故鄕を さと、 美觀 をみ え、 闇黑を まやみ 等と 振 假名 をした の を 見れば、 漢 

字 を 知らぬ ものに は、 其の 作者の 思想 は 半分 も 通らぬ かとお も はれる) 假名で 護んで、 漢字 を 見て、 成程 單に おも 

ひとい ふが、 普通のお も ひで はなく して 理想の 意味のお も ひだな と 始めて 合點 する ので ある。 いはば 自分の 國詩 

に 漢字 を 振 假名に した もの、 言 ひ換 へれば 漢字の 註 釋を附 加へ たので ある。 かう いふ 事 は 漢字の 助太刀 を賴 むと 

い ふ もので、 國 詩の 作家と して 甚だ 卑怯な 處置 では あるまい かとお も ふ。 國 語に それだけの 語彙が 足らなければ、 

漢語 を 其の儘に 用 ひるな り、 外 國語を 用 ひるな り， 俗語 を 採用す るな り、 新語 を 作るな りして、 其の 調和 をよ く 

すれば よいので ある。 其の 工夫が 必要で ある。 あり 來 りの 國 語を樂 に 使って、 國語 以上の 意味 を 首 顯 すため に、 

漢字の 振 假名で はない、 振 漢字 を 作って、 讀 者の 推察 を 乞 ふとい ふの は、 面白から ぬ 事と おも ふ。 

馬 琴 や 紅葉な どが 用 ひた 様に、 わざとむ づ かしい 漢字 を 宛て はめる 事 も、 今後 はやめにしたい。 近遙 博士の 浦 

島に も隨 分む づ かしい 漢字が あてて ある。 あこがれ ると いふ 語が、 憧、 憬 狂、 渴 仰と 三色に 書き分けて ある。 併 

しそれ は 漢字 を 用 ひて 居る 以上 は、 萬 葉 集の 戯書 同様、 意味の 上に 關 係がない 限り、 勝手にして よろしい。 た 

し 漢字 を 借りて 國語 以上の 意味 を 運ばせよ うとい ふの は、 文句の 足らぬ と こ ろ を 挿 畫で御 察し 下さ いとい ふ樣な 

もので、 國詩 として、 なるべく 避けねば ならぬ 事と おも ふ。 昔 樂の發 達と ともに、 謠 はれる 詩歌 も 多くな り、 樂 
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劇の 論 も 盛に なって 來る 今日、 目ば かりに 訴 へる こと は 避けられる だけ は 避けたい とお も ふ。  ^ 

(明治 三十 九 年 五月 「東亞 之 光」) 

日本 家庭 百科 事彙 編纂の 由來 

歐米諸 國の學 者が 百科 辭典に 焦慮せ る は その 由來 頗る 遠し。 近時 最も 普通に 行 はる. - もの、 英に H ンサ イク & 

ぺヂァ . ブ リタ ユカ、 チャンバ ー ス . H ン サイ クロべ ヂァ あり。 米に インタ ー ナショナル • サイ クロ ぺヂァ 、ゼ • 

ニュ ー . アメリカン. サイ クロべ ヂァ あり。 獨に マイヤ ー、 ブロックハウス 二 家の コンヴ エルザ シ オン. ス. レキ 

シ コ ン あり。 怫にス ー ヴ ォ，' • ラル ー ス. ィルュ ス トレ あり。 其の 他 同種類の もの 尙 甚だ 多し。 いづれ も數 年毎 

に 新版 を 出して、 日 進の 社 會に應 じ、 國 民の 智能 を啓發 す。 歐米國 民の 常識に 富み、 活動 向上の 精神 を 失 はざる 

もの、 洵に 因由 ありと いふべ し。 我が 國 古く は 三才 圖會 あり、 最も 通俗なる ものに 節用集、 大雜 書の 類 ありと 雖 

も、 もとより 以て 同日の 談に あらす。 近く は 神宮 司廳に 古事 類苑の 編纂 あり、 經濟雜 誌 社に 社 會事彙 の 出版 あり 

て、 故事 を 拾集し、 沿革 を臚 列せ る點に 於て は、 學 者の 便益 を與 へ、 社會の 知識 を增 進せ る もの 亦 甚だ 大 なりと 

雖も、 一般 國 「i- に 日常 必須の 知識 を 供給し、 實 用の 利便 を附與 する に 至りて は、 尙 甚だ 遠き やの 感 あり。 加 ふる j 


に 二 書 共に 本邦の 事實 をのみ 採りて、 海外 諸國に 及ばす、 近年 备專門 字書の 發刊、 亦 日に 多き を 加 ふれ ども >  こ 

は尙 通俗 平易の 33 に 遠し。 軍事上の 進步に 於て、 世界 を 驚 動せ しめたる 我が 日本 國も、 社 會的敎 育の 道に 於て は、 

徒に 歐米 諸國の 後塵 を拜 する の憾 なく は あらす。 

明治 三十 四 年 春、 余留學 して 獨逸 伯林に 在り。 會 々同市 ユリウス - ベッケル 出版の コ ンヴ H ルザ シ オンス . レ 

キ シコン 二 ァァ. フラウの 刊行 せらる k を 見、 かくの 如き 辭典 を 以て 我が 國の 家庭に 供給せば、 婚期 早き 婦女 を 

して、 修學 年限の 短き を 歎ぜし むる ことなく、 家庭の 改善 進歩に は 莫大なる 效果 あるべし と 思惟した りき。 女子 

敎育專 放の 爲、 當時 ライプ チッヒ に留學 せし 下田 次郞 氏の 伯林に 來 遊せ るに 及び、. 一夕 談 此の 事に 及びし に、 氏 

も 亦 同様の 感想 を 抱け りとの 事に て、 歸 朝の 上 は 協力して 我が 國の 家庭に 適當 なる 一書 を 編纂 せんとの 契約 を 結 

びぬ。 よりて 余 は 直ちに 書 を 富山房 主 坂 本 嘉治馬 氏に 送りて、 余 等の 意見 を陳 じ、 本書の 性質、 編纂 法 等に 就い 

て樓述 し、 余 等の 歸 朝に 先ち て、 幾分の 用意 を爲し 置くべき 3= を， 慫慂 せり。 越えて 數月、 坂 本 氏より 返書 あり、 

同社の 編輯 員 杉 谷虎藏 氏と 詻 りて、 編纂の 手 害 を 定め、 梅澤 精一 氏 を 以て 之に 當 らしめ し 由 報道 あり。 梅 澤氏は 

まづ 本邦に 關 する 村 料 事實の 蒐集に 著 手したり き。 余 は 三十 五 年 八月に、 下田 氏 は 同年 十一月に 歸 朝し、 爾後 常 

に相會 して 編纂の 方法に 就いて 商議し、 材料 を 修正 校閱 する の 任に 當れ り。 此の 時大 鳥居 弃三、 石 原 和 三 郞の諸 

氏 亦 入って 梅澤 氏と 協力せられ しが、 幾 くもなくして 文學 士長 谷川 幅 平氏に 依託す るに 編輯 主任 を 以てせり。 こ 

れ 明治 三十 六 年 九月の 事に して、 爾來氏 は專心 此の 業務に 當り、 明治 三十 八 年 五月に 至りて、 略々 大體の 整理 を 

日本 家 "妙 百科 事 ち某 編纂の 由來  • 
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告げし を 以て、 まづァ 行の 部より 印刷所に 送附 し、 隨 つて 成れば 隨 つて 印刷し、 遂に 本年 十月 を 以て、 全部の 竣 

成 を 見る に 至れり。 從來 本邦 此の 種の 著述 少く、 項目の 調査、 材料の 鬼 集、 解釋の 方法 等に 於て は、 編輯 上 困難 

を 感ぜし 場合 頗る 多く、 東西の 書籍 を涉獵 して、 飜譯 に、 又拔萃 に、 圖書 館の 往復 は 極めて 頻繁たり しのみ なら 

す、 現今の 技藝- 工業、 製作 品等の 調査、 其の 他日 常の 風俗 流行、 市井の 雜事 等に 至りて は、 一 々其の 道の 人に 

就きて 實際を 調査す る 必要 あり、 稿本 一た び 成れば 之 を專鬥 諸家に 送りて、 更に 其の 訂正 を 仰げる もの あり。 社 

會の變 遷に應 じて、 旣 成の 原稿 も亦改 刪せ ざるべからざる もの あり。 字句の 修正、 振 假名、 送 假名、 印刷の 校合、 

挿畫の 選擇、 活版 所， 印刷工 場との 交涉 等、 各種の 雑務の 外部に 現れざる 苦心 も 亦 多 かりき。 下田 氏と 余と は 共 

に敎 職を帶 びた る 身に して、 其の 餘暇を 以て、 注意 助 一 百 を與 へ、 編纂 を督 せし ことなれば、 長 谷川 氏 は 常に 部下 

を 指揮して 一切の 責務に あたり、 晨起晚 眠、 大暑！^ くが 如き 日 も 編輯 室の 飯 中に 坐して 倦怠の 色な く、 遂に 今日 

の 完結 を 見る を 得たり。 本書の 成れる は 半ば は 長 谷川 氏が 勤勉と 健康との 賜な りと いはざる ベから す。 

本書 は 未だ 以て 歐米諸 國のサ イク 口 ぺヂァ に 比肩す ベ きに あら ざれ ども、 其の 世界 备國 一 般學 術の 知識 を宽集 

し、 しかも 實際 日用の 利便 を 忘れざる 點に 於て は、 現今の 社 會敎育 上に 幾分の 禆補 する 所な しとい ふべ からす。 

本書 はもと より 理想の 幾分 を現實 にせる ものに 過ぎす。 本書の 缺點 不完全 は 版 を 重ぬ ると ともに" 次第に 改善に 

進まん こと は、 余 等の 將來に 期待す る 所に して、 進步 せる 日本の 社會に 於て は、 一瞥 浩瀚なる 备 種の t0 科 辭典の 

核 出せん こと も、 亦 余 等の 翹 望して 已 まざる 所たり。 
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本書 發刊に 際して、 聊か 本書 編纂の 由來を 記す。.  (明治 三十 九 年 十月し るす) 

明治 文 學史序 

德川 時代 の 學者は 知德を 重ん じ て 情 を輕ん じ、 文藝 の 暗 黑面を 認め て 、 そ の. 價値 の 至大なる を 忘 れ た る が 如し 。 

新 井 白 石 は 猿樂の 流行 を 見て、 政綱 紊亂の 兆と して 苦言 を將 軍に 進め， 山 本 北山 は淨 瑠璃の 文 を愛讀 しながら、 

尙之を 副 中に のみ. II 讀 せりと いふ-) 曲亭馬 琴の 如き、 生涯 を 小説の 述作に 委ねた る 人 すら、 言 ふし 一 ころ は 有用の 

書を購 はんが 爲に 無用の 書 を 著す とい ふに 在り-.、 何ぞ その 文 藝に對 する の 冷淡に して、 これ を輕 侮し た るの 甚し 

き や。 日露 戰爭 の捷利 は古來 武士道の 教訓に 原因す と は近學 者の 言に して、 維新の 鴻業は 水 戶學に 胚胎し、 學者 

の 論議よ く 天下の 大勢 を 左右した りと は 史家 常 套の說 なれ ども、 その 武士道 を宣傳 し、 忠君 愛國の 思想 を國民 一 

般に 浸染せ しめたる もの は、 實 はかの 士君子の 見る を陋 とし 恥と したる 小說、 淨 瑶璃、 演劇 等、 いは ゆる 平民 文 

學 の功勞 によら すん ば あらす。 狂言 の 吉例と せ ら れ たる 曾我兩 孝子 の 名 は 草 刈 童 にも 知れ渡り、 忠臣 藏 の 幾 幕 か 

は津. 々浦々 の 村芝居に も 演ぜられざる 無 かりし を 思へ ば、 無用の 書 は 却って 有用の 功を裔 らし、 戯作の 影響 は甚 

だ眞 面目なる もの ありし にあら す や。 

叨 治 文 學史序 
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純 文學の 士君子の 間に 尊重せられ ざり し 結果 は、 精神 界第 一 流の 人⑩ をして 筆 を斯の 方面に 執らし むる こと.^ 

く、 小說、 戯曲の 如き、 眞箇に 生命 あり 活氣 ある 文學 を擧げ て、 嗜好 低き 中流 以下の 社 會に委 ぬるに 至り、 爲に 

文學も 亦鄙陋 淫猥の 域を脫 する 能 は ざり し は、 我が 德川 文學 史上の 一大 遺憾と いふべ し。 文藝を 尊重す る 風の 盛 

なること 歐洲 諸國の 如くな りしな らんに は、 白 石の 如き は 蓋し 世界に 雄視 する 一代の 大 文豪たり しならん。 

然れ ども かくの 如き 時代に ありて、 いは ゆる 平民 文學 の發展 のさば かり に顯 著な りし を 思へ ば、 亦 自ら 人 意 を 

强 うする もの あり。 凡そ 國 家の 隆昌なる、 必す 文學の 見るべき もの あり。 國 民の 意氣銪 沈す る や、 文學も 亦蕃靡 

して 振 はす。 支那、 朝鮮 等 近世 文學の 甚だ 寂雾 なる を 思へば、 我が国が 東洋の 覇者た るべき 形勢 は 巳に 德川 文學 

を 以て 豫言し 得べ かりし なり。 

吾人 はこ、 に 舊來の 文 學を繼 承して、 新に 西洋の 文化 を 受け、 今より は 東西 を 融合 渾 化せる 新 國文學 の 發生を 

希望す る 地位に 立てり。 純 文 學に關 する 見解 は 一 大變遷 をな して、 今や 德川 時代に 士君子の 繙讀 する を 悼り し 無 

用の 書 は、 多 數の學 者に よりて 研究せられ、 德川 時代に 士君子の 列に 伍す る 能 は ざり し戲 作者 は、 詩人 文 學者を 

以て 社會の 上流に 遇せら る、 に 至れり.。 文 學に對 する 尊重の 此の 如き を 思 ひ、 國 家の 隆運 前古 其の 比た く國 民の 

發展亦 益 ！ 際涯な からん とする 今日の 狀勢を 念 ふに、 國文學 の 前途に 向つ て 赫灼 たる 光明の 閃 影 を 認め 得た る感 

なき 能 はす。 

今日は 正に これ 過渡の 時代な り。 音樂に 於て、 搶畫に 於て、 尙蔚然 たる 大家の 輩出せ ざる 限り、 國文學 に 於け 
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る 偉人の 發現も 亦 未だし かるべし。 た この 過渡の 時代が 如何に 經 過し、 如何に 變遷 し來れ るか を 見ん は、 將來 

の 希望と 理想と を滿 足せし むる 上に 於て、 幾多の 興味 を感 すべきの みならす、 將來に 起る ベ き 新 國文學 の 先驅た 

るべき 現代 文學を 現今の 人の 手に 叙述し 評論せ る 本書へ grs%j~ 寧大史 郞」) は、 後人の 目より 見ば 亦 如何に 多大の 興味 を 

惹起すべきな らんと 信じ、 本書の 刊行 を喜悅 する の 情に 禁 へす。  (明治 三十 九 年 十二月し るす) 

詩 的 言 語と 文法 上 品詞の 價値 

首 語 を 性質、 活用、 職分より 分類して、 名詞、 代名詞、 接續詞 などと いふの が 文法 上の 品詞 區 分で、 これ は 諸 

君が 外國 語ゃ國 語の 敎授を 受けられた 時に 學 ばれた 事と おも ふ。 卽ち 英語で パ ー ト、 ォブ、 スピ ー チ、 獨逸 語で 

レ ー デ、 タイルと いふ ものである。 これら は 言語の 法則 を說 明す る爲に 便宜 區 別した ものであるが、 其の 中の 一 

つが 缺 けても、 もとより 完全な 言語 を 構成す る 譯には ゆかぬ。 助詞 卽ちテ 二 ハの樣 な もので も、 その 使用 如何に 

よって、 大變な 問 違 を 生す る 場合が 斟 くない？ 「文章が 上手 だ」 とい ふのと、 「文章 も 上手 だ」 とい ふ 二つの  一一 一一！ I ひ顯 

し 方の 間に は 大きな 相違が ある。 西洋人な どが 日本語 を 話す の を 聞けば、 大抵 テ 二 ハを 省いて いふ 故、 完全な 日 

本 語で はない。 品詞の 間に は 自ら 輕重 があって、 名詞 や 動詞 や 形容詞 等 は 最も 大切な もので、 それ を 知って 居れ 

詩的 一一 一一 II 語と 文法 上 品詞の 價 値 
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ば 大抵な 用 向 は 足す ことが 出來 ようが、 場合によって は、 さう は 行かない。 「東京へ 來る」 と 「東京から 來る」 と 

では 大層な 差別になる。 故に 正確 を 要する 文章、 理解 を 主要と する 文章に 於て は、 どこ 迄 も 完全に 备 品詞の 職分 

を完 うせし めて、 卽ち 完全な 言語の 法則に よって、 文 を 構成して ゆかねば ならぬ.」 それでなくて は 完全な 國語を 

使用す ると はい はれぬ ので ある。 所が、 美文 や 詩歌 卽ち 純粹 の文學 とい ふ 方面から 見る と、 この 品詞の 價値 とい 

ふこと が 少しく 變 つて 來 るので ある。 この 事に 就いて 少しお 話 をして 見ようと おも ふ。 

およそ 美文 や 詩歌に 用 ひる 言 語卽ち 詩的 一一 K 語と、 日常 普通の 一 百 語と は、 もと/ \ 多少 性質 を 異にして 居らねば 

ならぬ。 これ は 日本 今日の 狀 態の 様に、 一 百 文の ニ途に 分れて 居る の をい ふので はない.。 西洋の 樣に言 文 一致の 國 

でも、 詩的 言語し 一日 常の 交際 語との 問に は 相違の ある ものである-) 叉說明 理解 を 主として、 論理 上の 正確 を 目的 

とする 文、 卽ち 數學ゃ 法律 文 や、 すべて 科學 上の 知識 を傳 達する mi 的の もの は、 正確で 順序が 整然とし， て 居れば 

よいので、 これら はい は ゆる 散文 語と いふ もので、 詩的 言語と は 自ら 違 ふ ものである。 卽 ちょしゃ 言 文 一 致の 世 

になっても、 この 三つの 一 百 語の 別と いふ もの は、 いつまでも 存在す る ものである。 純 文學は 一一 一一 II 語 を 美的に 緩つ 

て、 內界 外界 一切の 美 を あら はし 出す もの、 卽ち 言語 を 美的に 使 ふ ものであるから、 詩的 一 百 語 は 他の 二種の 交際 

語、 散文 語と は 自然に 逕庭 を 生じなければ ならぬ。 詩的 言語 は 感情に 訴 へる ものであるから、 印象の 極めて 明瞭 

に、 人の 想像力に 觸れ、 讀 者の 感情 を 最も 多く 動かす ものでなくて はならぬ。 一語 一句 ゆるみの ない 様に、 最も 

よく 切りつ めた 文句の 中に、 最も 多くの 內容を 含ませなければ ならぬ ので ある。 この 目的から B}^ ると、 品詞の 價 
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値に は 自ら 甲乙が ある。 

詩的 言語と し て 最も 僮 値の Si い 品詞 は、 助詞、 助動詞 の 様な 附屬詞 で ある。 これら は獨 立して 意味の ない 語 で 、 

唯 他の 語 の 下に 附屬 して 相互の 關係を 示し、 叉 は 其の 作用 を 助け る ものである。 概念 を あら はす 語で はなく し て 、 

形式の 語で ある。 それ 故 詩的 語と して は 成るべく 之 を 避けねば ならぬ。 必要な 所に は、 どうしても 人れ ねばなら 

ぬが、 之を棄 てて 意味の 通す る 所では、 棄 てる 様に せねば ならぬ。 さう すれば 文章が 引締 るので ある。 正 當な順 

序 を 要する 談話 語、 散文 語 等に 於て は 必す言 はねば ならぬ テ 二 ハ等 も、 詩的 語と して は 略してよ いので ある。 「衣 

ほしたり 天の 杏 具 山」 とい ふ 句で も、 實は 「衣 を」 の を、 「天の 香具 山に」 のに を 略した ので ある。 和歌 や 俳句 や、 

俳文 や 其の 他の 美文で はかう いふ 様な 節 略 は 始終 行 はれて 居る ので、 文法 上から いへ ば 無ければ ならぬ 所 を 略し 

て 居る。 そ， れ故 美文 を 通常の 語に 譯 して 見れば、 色々 語を附 加へ てい はなければ ならぬ 場合が 多い。 普通の 談話 

に 「臺 所の 裏、 着物 ほした」 では 西洋人の 日本語の 樣に、 片言に なって しま ふ。 この 蔵 別 を 知らねば ならぬ。 漢 

詩な ど を訓讀 する のに、 あまり 多くの 助詞、 助動詞 を 加へ て國文 風に 讀 むと、 勢が なくなって しま ふとい ふの は、 

つまり 詩的 語の 性質 を 失 はせ て 通俗 語に する か ら である。 

次に 美文に 不適 當な 品詞 は 接續詞 である。 さて、 さう して、 それから、 然り而 して、 然る 時に などの 様な 接續 

詞は 文章の 接續上 大切な ものに は 相 遠ない が、 詩的 語と して は 不相應 な ものである。 古來の 美文 學に はもと より 

少 いが、 談話で もこれ を 多く 使 ふ 人 は 話の 下手な 人で ある。 故に 幾何 學 などの 說 明なら ばい ざ 知らす、 詩的 言語 

詩的 霄 語と 文法 上 品詞の R 値 
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に は 努めて 接 續詞を 避ける 様に するがよい。 

代名詞 も 亦なる たけ 使 はぬ がよ い。 日本 文で は 一人 稱の 代名詞 を 省く ことが 出來 る。 むしろ 省く のが 普通で あ 

るが、 西洋 文で は それが 出來 ぬ。 この 點は 日本 文が 便利 だ。 一人 稱の みならす、 すべて 代名詞 を 多く 使 ふの はよ 

ろしくな いので ある。 西洋 文 を飜譯 する 時な ど は 殊に この 注意が 必要で ある。 

そんなら ば、 どんな 品詞が 美文の 構成に は 最も 大切で あるかと いへば、 いふまで もな く 物の 動作 狀態を 示して 

居る 動詞で ある。 叉 性質 形狀を 示す 形容詞、 それから 物の 名 を あら はす 名詞 卽ち 概念 語で ある C 此の 三種の 品詞 

が 最も 必要な ので、 これ を 上手に 選擇 して 適切に 使 ふこと を 第一 にしなければ ならぬ。 普通 語で も、 これが 最も 

重い こと は 前に も 一 百った が、 詩的 一一 一 曰 語の 要素 は 全く この 三者に あるので ある。 ところが 日本の 純 粹の國 語で は、 

悲しい かな、 動詞 や 形容詞の 數が 極めて！！ い。 隨 つて 微妙な 差別 を 一一 K ひ あら はすに 於て は、 甚だ 困難 を感 する 事 

が ある。 現今 は 多くの 漢語 を 使って、 この 缺點を 補って 居る が、 漢語 は 字 を 見れば 分る が、 音で 聞いて は 同じ 樣 

なのが 多い。 加 之、 歌な どで は、 他の 純國 語との 調和と いふ 點 もあって、 これらの 事 は 將來の 國文學 の 發達上 肝 

要な 問題で ある。 外 國の詩 を飜譯 したり、 新 思想 を 歌に 詠まう としたり した 經驗の ある 人 は、 必す この 語彙の 不 

足 を 感じた 事が 深いだら うとお も ふ。 とにかく 美文 作者 は 動詞、 形容詞の 様な 品詞に 最も 多く 骨 を 折らねば なら 

ぬので ある。 

副詞 は 普通 用 ひる 大いに、 甚だ、 必す など は 詩的 言語に は 適せぬ。 新奇な 熟語 を 巧みに 使へば、 形容語と して 
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大きな 慣値を もた しめる ことが 出來 る" ボカ ー リ ボカ ー リ と- フワ フワと などい ふ 擬聲的 副詞な ども 面白い。 漢 

語の 何々 然、 何々 乎と いふ 副詞 的 語句が 漢文の 精彩 を增す こと は爭 はれぬ 事實 である。 何しろ 陳腐な もの はいか 

ぬ。 新奇な もの を選擇 して 用 ひなければ ならぬ。 これ は强ち 副詞ば かりに 限らぬ。 

以上 は 例 も 何も 出さす、 極めて 簡單 にお 話した ので あるが、 余の 主意 は 詩的 言語と いふ もの は、 一種 別で ある 

とい ふこと を靑年 諸君に 分らせれば よいので ある。 學 校の 敎 場で 文法 を輕 くお もへ とい ふので はない。 文法 を學 

んで、 正確な 言語の 法則 を學 ぶこと は、 他人の 文章 を 理解す る 時に も、 叉 自分が 文 を 緩る 時に も 極めて 必要で あ 

るが、 美文と いふ 場合に は必 すし も 論文 や 答案の 場合の 様に、 文法 上の 順序 や 規則ば かり. 考へ て 居らぬ でもよ い 

とお も ふので ある。 あまり 文法 上の 細かい 規則ば かり を考 へて 居れば、 筆力が 暢 びぬ 恐が ある。 丁度 外國 語を學 

ぶ 人が 外國 人と 話 をす る 時、 文法の 時 ゃ數を 1? 遠へ て 笑 はれ はせ ぬかと、 それば かり 心配して 居れば、 言 句が 續 

かぬ 樣な ものである。 ブロ ー クンで も 何でも 構 はす 話しかける のが、 外國語 熟達の 第一 階段で ある 樣に、 作文の 

時に も 思想 を 十分に 吐露して、 それから あとで 文法 上の 誤讓を 一通り 訂正す るの がよ からう とお も ふ。 これ は 序 

ながら 話して おくので ある。  (明治 四十 年 三月 「文章 世界」) 


詩的 言語と 文法 上 品詞の 债懷 
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萬 葉 集の 歌の 名所 

大學で 萬 葉 集 を 讀んで 居る 頃 は 畝 傍- 耳 梨、 香 山の 三 山 も 今少し は 高い 山 かと 思って 居った。 佐 保 川 も、 飛鳥 

川 も、 もう 少し は 大きな 川 かと 思って 居った。 大學 卒業後 はじめて 大和の 地 を蹈ん で、 案外に その 小さい のに 驚 

いたので ある。 「よし も あらぬ か 妹が 目 をみ む」 とい ふよし き 川な ど は、 殆ど 小さい 溝渠の 樣な ものであるのに 驚 

いた。 併し それに 就いて 萬 葉 集の 歌と いふ ものが、 大いに 分った 樣な氣 がした。 その 時 思った のに、 成程 萬 葉 集 

の 歌 は 奈良朝 の 大宮人 の 歌で ある。 白銀の 太刀 の 緖 長く 垂れ て ゆるり/ \ と 歩い た 大宮人が 日常 見慣れ、 熟く 知 

つて 居った 地所 を 歌に 詠み 込んだ ので ある。 之 を 東京で いって 見れば、 淺草、 向島、 御殿山、 飛鳥 山、 不忍 池、 

お茶の水と いふ 格で ある。 墨 水、 ぉ溪、 夢 香洲、 小 西 湖な どい ふ江戶 詩人の 詩 を 支那 人が 見たならば、 どんな 風 

流な 勝地 かと 思 ふで あらう。 それと 同じ様に、 奈良 朝の 歌 を 見て、 それが 直ちに 立派な 山川 を 詠み、 絶景な とこ 

ろ を 詠んだ ものと 合點 したの が、 そ も/ \の 間違であった： た 都 城 附近の 地名で あるから、 それが 自然 詠み 込 

まれた ので ある。 總 じて 大和 一 國 乃至 は 平 城 附近の 景色の 好い ところ を 選んで 詠んだ とい ふ譯 ではない。 勿論 中 

に はさう いふ 勝地 も あるが、 勝地ば かり を 歌に 詠んだ と 思へば、 大いに 見 當が違 ふ」 元來 歌に は 緣語を 使 ふ もの 
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が 多い。 その 緣 語の 爲には 何でも 構 はす 手近の 都合の 好い 地名 を 利用して 歌の 面白味 を 作った ので ある。 この 點 

から 考 へて 見れば、 向島 や お茶の水 を 詩人 や 歌人が 名勝 の 地と して 詠む とい ふのより も、 むしろ 都々 逸 や 端 哏に江 

戶の 地名 を 詠み 入れた のに 類似して 居る のが 多い C 勝地の 爲に 詠む ので は^くして、 緣 語の 爲に使 ふので ある。 

併しながら、 地名 を 詠んだ 古歌が あり、 それが 人口に 膾炙 すれば、 後の 人 は その 地名 を 聞いた だけで、 旣にー 

種の 詩的 情味 を 起す" その 名の 響が 直ちに 詩的に 聞え、 風流に 思 はれる ので ある。 これが 卽ち 歌枕で ある。 それ 

故 都が 平安京に 遷 つてからの 古今 集の 歌に でも、 萬 葉の 地名 は 多く 用 ひられる。 京都 附近の 地名が 同じ様に 歌枕 

となれば、 平安朝 以後の 人々 は、 叉 それに も 詩的 情味 を 感じて、 やはり いつまでも 歌の 名所と して 用 ひる。 奈良 

の 都が 廢墟 となった 後で も、 大和 や 山城へ 一度 も足蹈 をせ ぬ 人で も、 これらの 地名 は 歌の 上の 名所と して 保存 さ 

れ、 詠み 出される ので ある。 玆に 至って 歌人 は 居ながら にして 名勝 を 知る とい はれる ので ある。 併し 尋ねて 見れ 

ば實は 名勝で も 何でもな いのが 多い の である。 我等 は 唯 古歌の 上から 文學の 上から これ は 名勝の 地と 敎へ られて 

居る ので ある。 

奈良 朝の 歌人 は 決して 居ながら にして 名勝 を 知らなかった。 それ 故 萬 葉に は 大和の 地名ば かり 澤山 ある。 山城 

も あるが まだ ii い。 山城よりも 攝津、 近 江、 紀 州の 方が まだ 多い。 山上 憶 良、 大伴 旅人な どが 筑 紫に 居た 爲に筑 

紫の 地名が あり、 大伴家 持、 池 主な どが 越 中に 居た 爲に越 中の 地名が 昆 える。 人 磨の 爲に石 見の 國の 地名が 出、 

赤 人の 爲に 東國の 地名が 出て 來 ると いふ 風に、 實際 見たところで なければ 歌に 詠まぬ。 陸 奥の 國 など は 五六 箇所 

萬 薬 察の 欺の 名所 
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に過ぎない。 要するに 萬 葉 時代 はま だ 歌枕に 發 達せぬ 時代であった。 

「歷史 地理」 の百號 記念に 何 か 一文 をとの 御 注文で あるが、 公私 多忙で 論文 起草の 暇 もない ので、 唯む かし 感じ 

たこと を 一 寸 記した ので ある"  (明治 四十 一年 一 月 「歴史地理」) 

猿 丸 大夫は 傳說的 人物 か 

ひつじ  また ぞろ  ざる 

未の 年の 歩み も、 多忙な 身に は、 早く も 過ぎて、 叉 候 新年 號に 一文 をとの 事。 申の 年 なれば、 猿丸大 夫に つい 

て 書いて 見よう。 

猿丸大 夫の 人物 及び 和歌に ついては、 安藤 年 山、 谷川 士淸が 早く も 疑 を さしはさんだ" 古今 集の 眞名 序に は 「古 

猿 丸 大夫之 次 也」 と あるので、 その 頃 聞え た 人であった らしい が、 この 人の 歌と いふ もの は 一首 も 傅 はって は 居 

らぬ。 百人一首に 「奥山に 紅葉 ふみ 分け 鳴く 鹿の 聲 聞く 時 ぞ秋は 悲しき」 とい ふ 歌が 猿丸大 夫と あって、 婦女 幼 

童に も 猿 丸の 名 は 知られて 居る が、 これ は 古今 集 秋 上に r 是貞の 皇子の 歌合の 歌」 とい ふ詞 書の ある 二 首の 歌の 

一首で、 詠 人 不知で ある。 一二 十六 人 集と いふ 歌仙 歌集の 中には、 猿丸大 夫の 集が あり、 群 書類 從 にも あるが、 今 

試みに 歌仙 歌集 を 調べて 見る と、 皆 萬 葉 集、 古今 集に ある 歌で、 一首 も 猿 丸の 歌と して 健かにい ふべき もの はな 
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い。 歌仙 歌集の 猿 丸大夫 集の 歌 は、 全體で 三十 七 首 あるが、 之 を 調べて 見る と 次の 様になる 


へ 二 卷  1, ノ 

三 卷  2 

六 卷  2 

八 3^  2 

/萬 葉 集 

九 卷  1 

+  ^  2 

十一 卷  5 

,  合計 三十 七 首 

猿 丸 大夫集 人  \ 十三卷  3 

^0  6 

X  2 

^  4 

一 古今 集 

%  2 

. 雜  2 

I 誹諧 歌  •  3J 

-ぉ丸 大夫は 傳說的 人物 か 
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右の 中で 古今 集の はすべ て 詠 人 不知で、 萬 葉 集の は 詠 人 不知の 外に、 詠 者の 分って ゐる のが 六 首で、 その 作家 

の 名 は 高市黑 人妻、 麻 田 連 陽春、 弓 削 皇子、 間 人 宿禰大 浦、 石 川 朝臣 老夫、 石 川 夫人の 六 人で ある。 一二 十六 歌仙 

の 一人 Us に 出て 居る 歌 は 「をち こちの たづき も 知らぬ 山中に おぼつかな くも 呼子 鳥 かな」 の 歌で、 同じく 古今 

集 詠 人 不知の 歌で ある。 百人一首の 「奥山に」 の 歌 は 出て 居ない。 尤も これ は 群 書類 從 本に は ある。 それで 群 書 

類 從本を 調べて 見れば、 出 人 は あるが 歌仙 歌集に， ない 歌が 十五 首 ある。 その 十五 首 は 萬 葉 九 首、 古今 四 首、 拾遺 

集 一首で、 萬 葉のに は 弓 削 皇子、 中臣宅 守、 丹比眞 人な どが あり、 古今の は 皆 詠 人 不知、 拾遺 集の は 人 磨で ある 

以上から 見る と、 今の 猿丸大 夫の 集と. いふ もの は 只 後人が 出 鱒 目に 萬 葉、 古今 あたりの 歌 を 集めて 作った もの 

で、 決して 猿丸大 夫の 集で はない。 尤も 何 か 事故が あって、 詠 人 不知と して 勅撰に は 採られ たかとも 考 へられる 

が、 現に 他人の 歌と して 分って 居る 萬 葉の 歌が まじって ゐ るの を 見れば、 其の 他の もの も 疑 はねば ならぬ- - 古今 

集眞名 序によ つて 見れば、 大友黑 主より はよ ほど 古い 人と 見える のに 、「奥山に」 の 歌 は 是貞の 皇子の 歌合の 歌で 

あると すれば、 時代が 合 はぬ と は 士淸も 巳に 論じて ゐ る-" 何よりの 證據 はこの 歌 は 萬 葉 調、 古今 調樣々 である こ 

とで ある。 尤も 「我が 庵 は 都の 巽」 の 歌で 知られて ゐる喜 撰 法師 も、 歌と いふ もの はこの 宇治山の 歌の 外に は殆 

ど偉 はって 居らぬ。 唯 歌人と して 名 C 傳 はって ゐる だけで、 歌が 傅 はって 居らぬ ので ある。 猿 丸 大夫も 丁度 喜 撰 

法師の 様な 隱遁 家で、 名ば かり 傳 はって ゐる 人で あるかと も 思 はれる。 喜 撰 は 六 歌仙の 一人で、 猿 丸 大夫は 三十 

六 歌仙の 一人で ある： 六 歌仙 や 三十 六 歌仙の 中に ありながら、 歌がない とい ふの は 誠に 妙な ことで、 當 人の 幸 か 
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不幸 か 分らぬ" 

古今 集の 序の 外、 長 明の 作と いふ 方丈 記" 叉 同人の 無名；^ にば 猿丸大 夫の こと を 載せて ゐる。 方丈 記に は 墓 を 

た，， A み  そ つ. A 

尋ねた ことが 書いて あり、 無名 抄には 田 上の 里の 曾 束と いふ 所に 墓が あると 書いて ある。 長 明 はや はり 歌人で 隱 

遁 家であった から、 猿 丸大夫 をな つかしく 思った ので あらう。 これら を證據 としたならば、 猿丸大 夫と いふ 人が 

あつたと も考 へられる が、 もし 疑って 見れば 全く 傳說的 人物であった ともい はれよう。 長 明 時代 はいふまで もな 

く 古今 集 を 信じた ので、 古今 集から 墓な どの 名所が 出來 たか も 知れぬ。 近 江の 國に 「かくと 谷」 とい ふ 谷が 出來 

たり、 須 磨に 光源氏の 舊 跡が 出 來た樣 な もので、 文學 から 地理の 名所の 出來る こと は 珍しくない。 古今 集の 序文 

にい ふ 事 は元來 あてに ならぬ ことが 多い。 衣 通姬を あげて 小 野 小町に 比 絞した ことな どが、 後に 至って 衣 通姬を 

和歌 三 神の 一 に 尊んだ 所以で あ- レ？ つ。 古今 集の 序文と いふ もの は、 萬 葉 集に 無學 であった こと を、 色々 の 方面 か 

ら證 明す る もので、 神 本人 磨の 正三位な どと 途方もない こと をい つて ゐる。 衣 通、 猿 丸な ど 唯傳說 的に むかし か 

ら 名人と 呼ばれた 人 のあった の を 譯も. なく 並 ベ たてた の では ある ま い かと 思 ふ。 然るに 後世に なつ て は こ れを信 

用して、 墓 はこ、 にある、 集 はこれ であると、 出 露 目に 作った の だら うと 思 ふ。 衣 通 姬ゃ住 吉明神 (これ は 伊勢 

物語の 歌から 和歌 三 神に 列したら しい。 $ ^勢 物語 尊崇の 結果で ある) に は 流石に 歌集 は出來 なかった。 鑌 紀に從 

四 位下 姉 本朝 臣佐留 とい ふ 人が ある。 どんな 人 かわから ぬが、 怖 本と いふ 姓 も あり、 人 麿 は 有名た 歌人で あるか 

ら、 怖 本姓から 考へ ついて 猿丸大 夫と いふ 歌人が あつたな どと いふ 傅說 がいつ しか 出來 て、 それが 最早 古今 集 序 

添 丸 大夫は 傳說的 人物 か 
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文 製作の 時代に は擴 がって 居った ので はたい かと も 思 ふ。 これ は單に 余が 推測で ある。 

(明治 四十 一年 一月 「帝國 文學」 ) 

夏 目 君. 

夏 目 君は學 校で 同級であった こと も あり、 海外 留學の 時に も 同船して 巴 里まで 旅行し ました。 俳句 をよ くし、 

漢詩 をよ くし、 英文 學に 於て は 從來の 英文科 卒業 中の 故參 であり、 最も 深逮な 知識 を もって 居られる 人と 信じて 

居ます。 篤學 で、 寡默 で、 身 を 持す る ことが 極めて 謹嚴 であるから、 よく 君の 性質 を 知らぬ 人 は、 唯 君 を 畏敬す 

る 方面ば かりに 氣が附 かう が、 元來が 江戸っ子で 機警 敏捷な ところが あり、 飄逸 奔放な ところ もあります から、 

君が ュ ー モア は 全く これから 出て 來 るの だら うと 思 ひます。 俳句 漢詩で 養った 修辭 洗練の 句法と 英文 學 から 得 來 

つた 思想 着想が、 君の 沈着で、 しかも 機敏な 性質と 相 合して、 君の 作物 を 成す の だら うと 信じます。 君の 作物の 

警句に 富み、 對 話に 緩みの ない ところと、 これ 迄に 例の ない ュ ー モアの 發 現と は、 我が 文 學史に 於て くと も 一 

時期 を 作った ものと 思 ひます。 唯 君の 文 は 觀察は 誠に 微細に 入って 至らぬ 隈 のない、 痒い 所へ 手の 届く 樣な感 は 

あるが、 作 中の 人物に 向っての 同情 熱誠な 點は缺 けて 居る 樣に思 ふ" これから 先 はどう 發展 される か、 どうい ふ 
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方向に 向 はれる か 分らぬ が、 余が 感 すると ころ は それだけ である。 余 は 君の 作 は 大抵 愛讀 して 居ります。 

(明治 四十 一 年 一一 一月 「中央 公論」) 

大 磯雜感 

子供 等を携 へて 大 礎に 來た。 清涼な 風 は 流石に この 地の ものである。 汽車 は 東から 十三 囘、 西から は 十 一 囘。 

都の 友人 も 尋ねて 來る。 原稿の 催促 も相變 らす來 る。 日中の 暑さ は 東京と 少しも 違 はぬ。 友人との 談話 を 書きつ 

ら ねて、 雜 誌の 責を 塞ぐ。  • 

大礎は 日本海 水浴の 元祖、 二十 五年來 建て つらねられた 別 莊の數 は 數百戶 にも 上らう。 今年 來て 見れば、 圓位 

堂の 前も撗 も、 すべて 新しい 別莊で 埋められて しまった。 むかしから 俳諧の 俗 宗匠の 住家と なって 居る 上 は、 今 

更 歎く にも 當ら ぬが、 これ は 又 思 ひ 切った 侵略の 仕方で ある。 西 行 法師 を 再生せ しめた； ならば、 上の句 だけ はや 

はりむ かしの 樣に 「心なき 身に も あはれ は 知られけ り」 と 口す さむに 相違ない。 

岩 崎 家の 別莊は 日本一 の 富豪 だけに、 町の 中央の 丘陵 を 其の儘に 恰も 城砦の 樣な觀 が ある。 ^^=浪閣附近の顯官 

貴紳の 別莊は いづれ も數百 歩の 松林 を 邸 內に圍 ひ 込んで、 大磯 としての 景勝 はま づ これらの 別莊の 中に 收め られ 

大 磯雜感 
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てし まって ゐる。 

天下に 隱れ ない 大 磯の 海水浴、 鎌 倉 以來の 名勝の 地。 外人 も來れ ば囘遊 列車に 初見の 田舍 人も來 る。 來て 見て 

も 何も 見る もの はない。 娛樂を 求める 場處 もなければ、 知識 を 得る 道 はもと よりない。 宏大な 別 莊は皆 それ/^ 

の 城郭であって、 近寄る 事が 出來 ない。  ， 

この 別莊の 城郭 內 から 毎晩 相 競って 花火が 百 本 や 一 一 百 本 は 上る C これ を 金に 積れば！！ くと も 百圓は 下るまい と 

いふ T 1 雨が 花火 間 もな き 光 かな」 の 江戸の 繁華 は 今 はこ、 に 移された ので ある。 これらの 富豪の 城郭 を 綜合し 

たもの が大 磯であって、 其の 外に 大磯 はない ので ある。 

富豪の 豪奢 はもと より 當然 である." けれども 日本一 の 貴紳 富豪の かく 迄 多く 住居す る場處 として は、 今少しく 

公共 的 設備 は 出來ぬ もので あらう か。 公共 的 設備と いふよりも 上下 打 解けて 親睦す る 様な 設備 は 出來ぬ もので あ 

らう か-) 西洋で は 一寸した 田舍 にも、 毎日 毎夜 奏樂 の會が 催される" 神戶ゃ 横濱の 居留 西 人の 仲間に も、 夏の 夜 

など は 必す昔 樂會が あるのに、 さりと て は 、こ、 に音樂 堂の 一 つ 位 はあって い、 ぢ やない かと 一友 人 は 慨歎した。 

日本人の 性質 は ど こまで も 貴族的で、 籠城 主義で ある の か。 

國 民の 性質 は 家族 主義で ある。 家族 圑藥 の樂 を專ら にす るの が 主にな つて、 社交の 方に は 疎かになる のか も 知 

れぬ。 けれども 別莊 とい ふ ものの 中には 如何 はしい 家族 以外の 人の 住んで 居る 事 も 珍しく は ない ので ある。 門辨 

厳めしい 城郭 內へ賤 しい 婦人の 出入す る こと は 更に. 最も 珍しくな いので ある。 一 事が 萬 事、 どこまでも 內所 的で、 
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> ともに 樂 しむと いふ 風の な いのは 今日の 上流 社會、 否 一般 國：^ の氣 風で は あるまい か」 これ は 單に別 莊の問 

題で はない が、 別莊を 見て 感じた からい ふので ある。 花火 を 上げる の も 衆人に 見せる 爲と はもと より 受取れ ぬ。 

これ は 恐らく は 虚榮の 表彰に 外ならぬの である。 

これ だけの 海水浴場に は圖書 館の 一 つ 位 はあって もよ ろしい。 旅行 中に 多くの 書籍 を携へ るの は 人々 の 難儀で 

あるから、 相 當な圖 書 館が あれば 讀 書家に は 何よりの 福 昔で あらう。 四方から 集まって 來て 居る 男女 學 生の 爲に 

もどの 位の 利益で あらう。 新刊の 書物 は 何かない かと 街 上に 散歩して みれば、 維 葉書の 外に はま づ博 文節の 文藝 

俱樂 部、 御伽草子、 その外 は小說 類が 少し あるば かりで ある。 貸本屋 は 調べても 見ぬ が、 やはり そんな 事で あら 

う。 

今年 始めて 見た の は 海岸に 設置され た 新聞 閱覽場 で、 これ は 狭い 交番 所然 た る 建物 だ が 、 東京 新聞 はもと より 

全國樞 要な 都市の 新聞 も 餘程澤 山 集めて ある。 雜誌も 少し はあった。 誠によ い 思 付で、 至極 贊成 である。 今少し 

く雜 誌な ど を 取 揃 へ 、 ゆく/ \ は 新刊書な ども 集めたら よから う。 

謠 をうな るの も 知合 同士、 碁 をう つの も 知人 仲間、 宿屋 滞在の 人の 籠城 主義 は、 別莊 住居の 籠城 主義と 少しも 

違って 居らぬ。 天然の 海 そのものが 一大 共同 浴場で ある 外 は、 何等 社交の 俱樂 部と いふ ものがない。 友人が 尋ね 

て 來ても 一 寸 一 緒に 談話 をす る 様な 場所がない。 西洋人の 尋ねて 來た 時な ど は 殊更 困る。 大 富豪に は それ ふ \ 一 

家內に その 設備が あらう が、 大磯 そのもの として は それが どこに もない ので ある。 建築の 大小 精粗 は 問 はぬ が、 

大 磯. 雜 .  .  1 
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何 かかう いふ 建物が あって、 會合 でも 出來る 場所が あらば と 思 ふの は 余 一 人の. みで は あるまい。 歐 米の 社交的 國 

民なら ばと くに 出來て 居る 事と おも ふ。  . 

別莊 以外に は 何もない 大磯 町民に 向って この 設備 を 迫る の は 酷で ある。 さりと て 貴族 主義、 籠城 主義の 貴紳 富 

豪から 急に 色々 な 設備 をして 貰 ひたいと いふので もない。 實は大 機 だけの 問題で はない。 平たく い へ ば、 もう 少 

し國 民の 氣 風が 開けて くれなければ 困る とい ふ 所感 を 述べた ので ある。 西 行 法師と は沒 交渉の 問題で あるが、 或 

點ま では 法師 も贊 成す るか も 知れぬ。  (明治 四十 一年 九月 「中央 公論」) 

假名 遣と 教科書 問題 

假名 遣 を復舊 すると 同時に、 一一 K 文 一致 を 文章 體に復 すと いふ やうな 說も ある さう であるが、 それ は 到底 不可能 

のこと で、 第一 さう 斷 行した ところで、 國 民が 承知して それ を實 地の 上に 行 はねば 何にもな らん。 若し 言文一致 

を廢 するとい ふ說が あると したら、 それ は 軍人 側の 人の 要求で は あるまい か. ■) 一一  1E 文 一 致は權 威がない とい ふやう 

な處 から 出た ので は あるまい か。 然し それ は 到底 實行 出來ぬ ことと 思 はれる から、 さう 憂へ るに も 及ぶまい。 

次に は 四十 三年から 採用され る敎科 書の ことで ある。 私 も 其の 編纂 委 s に內定 されて あるの だが、 どうも 餘程 
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困難な 事 實が澤 山あって、 私 は それに 就いて 苦心 中で ある。 

第一 今度の 教科書 は、 最初 は 成るべく 字音 を 使 はぬ やうに しょうと いふので、 例へば 草履と いふの を 無理に 草 

履で たければ ならん とい ふこと もない と 思 ふ。 字 昔 を 使 ふまい と 思へ ば 靴で 十分 間に合って 行く。 蝶々 でな けれ 

ばな らんと いふ こと もない から、 その 場合 に は 蜂で 間に合 はせ て おくと い ふ ことにしようと 思 ふ。 

處で、 今日まで 使用して 來た、 今 現に 使用され つ、 ある 小學 校の 敎科書 は、 最初 片 假名 五十音 を敎 へる に 半年 

も懸 つて 居る。 どうも 餘り 時間に 餘裕が ありすぎ ると 思 ふ。 私 は 半年の 問に 平 假名 も敎 へて しまったら 可から う 

と 思 ふ。 五十音 を敎へ るに 半年 か 、 ると は餘 り勿體 ないやう にも 思 はれる。 日本の 五十音 は 西洋の 二十 六 字に 對 

して 數が 多い やうで あるが、 西洋の は プリント する 文字と、 普通 使用され るのと、 花文字と 三種 ある。 それ を悉 

く 同じ 半年 間 に 於て 敎授す る。 それから みると 日本の 五 十 音 に 半年 問 の 敎授時 問 を 費す のは餘 りに 贅澤 である。 

處が、 玆に 一 つ 西洋のに 比較して 日本の 假名が 割合に 敎へ るに 骨の 折れる 理由が ある。 西洋の は プリント する 

文字と 普通 使用され る の と は 全然 別 々にたって 居る ので、 ブリン ト する 文字 は 唯 眼 に だけ 訴 へ て おくだけで 濟ま 

せる が、 日本の は それがない ので、 一字々々 に 就いて 其の 字體 を敎授 せねば たらん ことになる。 

それ は 主として 敎授 上の 話 だが、 敎科書 編纂. に 就いて 最も 困難な の は、 標準語が 西洋の やうに きちんと 定 つて 

居たい ことで ある。 地の文 11 卽ち說 明の 文 は 差 支へ たいが、 さあ 會 話になる と、 實に 頭を惱 める。 

すっと 最初の 敎科書 は 伊澤 修 二君が、 ウィルソンの 讀本 を飜譯 した、 r 汝は釣 をな しつ、 あり や」 とい ふやうな 

假名 遣と 教科書 問題 
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直譯 口調の ものであった。 あの 頃で は隨分 革新的な 大膽な 遣 方で、 隨分贊 同した 人が あつたが、 叉 非難の 聲も大 

分 聞え たやう に おぼえて 居る." 

それが 改正に なると、 今度 は 「太 郞 さん、 あの 鳥 を御覽 なさい」 とか 「山へ 遊びに まゐり ませう」 とかい ふや 

うな、 普通 使 はれて 居る 口語で もたい、 さう かとい つて 直譯體 でもない、 一種 特別な、 いはば 讀本 的な 霄 葉が 作 

られ た。 

さて、 そこで、 今度の 讀本 でも 此の 會 話に は 非常に 頭を惱 めて 居る" 加 之、 上流 社會と 下流 社會と は、 同じ 意 

味 の 言語で も餘程 現し 方が 違 つて 居る。 例へ ば 普通 甲 流社會 で 呼ぶ ところの お 孃樣な る 代名詞 も、 す つ と 上流 の 

華族 社會 では 使って 居ない。 といって 叉す つ と 下流 社會 で もお 孃樣 などと い ふ 代名詞 は 用 ひ られて 居ない。 其の 

他よ くって とか、 いやよ とい ふやうな 言葉 は實際 使用され て 居ても、 之 を敎科 書中に 入れる となると、 どうも 少 

し 卑しくな つて 耳に 障る。 さう かとい つて 今までの やうな 實 際と 遠ざかった 「山へ 遊びに まゐり ませう」 では 飽 

足らない。 

猶 ひとつ 今日までの 敎科 書中の 會 話の 缺點は 男性 女性 共通で、 其の 區 別が 無視され て 居る 傾が ある 事で ある。 

女性 はや はり 女性の 言語、 男性 は 男性と 面 別せ ねばな らんと 思 ふ。 こ \ら の 調和が 餘程 苦心 を 要する ところで あ 

る"  (明治 四十 一 年 十月 「文章 世界」) 
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能 狂 言 の 滑稽 

新年 號の 事です から、 おめでた いとい ふ 事 を 本に して 能狂言の 滑稽に 就いて 簡單 にお 話いた しませう。 

すべ て 事實を 誇大に して、 實 際に はとても 出来ない 様な 事 をい ふの が 一 つの 滑稽であります。 豫 想に 反し、 常 

規に 外れて、 あまりに 馬鹿 氣て 居る とい ふところが 笑の 本になる の であります。 「膏薬 煉」 とい ふ 狂言で 膏薬の 力 

で 大きな 石 を 引つ ばる とい ふ 類 、「磁石」 とい ふ 狂言で 磁石の 精 だから 刀 を 見れば 皆 呑みた くなる とい ふ 類が これ 

であります。 「文 相撲」 などで 奉公人 は 一 人で は少 くて 困る から 千 人 程 抱へ よう。 置き所なければ 野 山に おかう。 

野 山に 居らぬ とならば くわ ッと 減して 五十人に しょう。 も そっと 減して 一人に するな どい ふの も、 一人から 千， S 

と 大製裟 になる ところが を かしい のであります。 

かう いふ 風に 極端から 極端に 進む から、 例へば 「二 千 石」 で 大名が 腹 を 立てて 切って 棄 てると いひながら、 其 

の 御手 許が 親御に 似て 居る とい はれ、 だん/ \ と 親 を 思 ひ 出し 遂に は 怒が 悲しみに 變じ、 切って 棄 てると 言った 

ものに > ^刀まで も 授ける とい ふ 様に 極端に 變 化して 行く のが を かしい のです。 「飛越 新發 意」 では 茶の湯へ 行く 道 

で 溝に 落ちて、 笑った とて 腹 を 立て、 惡ロ をい ひ 遂に 相撲の 組 討と なる"" 風流の 茶の湯と 殺風景な 組 討と 其の 變 

能 狂 言 の滑藉 
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化の 激しい のが 滑稽です。 「惡 坊」 では 坊主に 色々 な もの を 持たせ、 果は腰 を 叩かせて 寢る。 坊主が 物 を 掠めて 去 

つた 後で 目を覺 し、 佛の 仕業と 思って 出家す る。 出家 を 嘲弄した 者が 出家す るの も 極端から 極端へ 進んだ ので あ 

ります。 

かくの 如く 物が 倒さまに なって 行く のが を かしい ので、 「胸 突」 では 債主が 債 を はたり に 行って、 負債者の 爲に 

いひが かり をせられ、 債主が 却って 金 を 出して あやまる やうに なり 、「釣 女」 では 下女が 別嬪で、 上 藤が 不別 渡で、 

冠者め 甘い 事 をせ しめ、 主人 は 却って 之 を 羨む 位置に 立つ。 「鬮 罪人」 では 鬮で 主人が 罪人に なり、 冠者が 鬼と な 

つて 主人 を 責める」 其の 外 「寢 聲」 「あか り」 「止 動 方角」 等 皆 主從顚 倒す ると ころに 滑稽が 成立って をる ので 

あります。 坊主が 坊主ら しくなかったり、 大名が 大名ら しくなかったり、 何でも 豫 想に 反し、 通常と 變 つて 居る 

から を かしい のです。 

それ 故す ベ て 有名 無實が 面白い のです。 「腹 不立」 で 正直 坊が 無暗に 名 を 聞かれて 遂に は 腹 を 立てる 様になる の 

類であります。 「布施 無經」 で 坊主が 布施 を 催促したり、 「米 市」 で 貰 ひ 物の 催促 をす るな ど皆爲 すべ からざる 事 を 

鐵 面皮に 敢て する のが 滑稽な のです。 

それです から 噓言 をつ くこと が 滑稽に なって 居ます。 併し そのう そ は 直ぐに 誰に でも 噓 一一 一一 n と 分る の です。 本心 

は 人に 覺られ ながら 表面 だけ ごまかさう とすると ころが を かしい のです。 「さし 繩」 のい ひぬ け 、「成 上 者」 「二 干 

石」 のごま かし 等 皆 口 さきで 人 を 欺かう とする ので、 結局 は 看破され てし まふので す。 「鱸疱 丁」 で 伯父 を だまさ 
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うとし、 「石 祌」 で 女房 を說 論す るの も 同じ 類であります。 

ごまかす の は 一 Inn 葉に は 限りません。 もとより 動作が 加 はって 來 ます。 すりが 田 舍者を 釣る とい ふ 類の ものが 澤 

山あります。 「磁石」 「怫 師」 「二王」 の 類が それであります。 「伯母が 酒」 「昆布 布施」 など 鬼に なったり、 坊主に 

なったり 骨の 折れた 事です。 男女 間の を かし いのは、 妻 を 欺かう として 裏 を か \れ た 「花 子」、 大名 をたら かして 

冠者の 計略で 發 見され た 「墨 塗」 などが 面白い 例で せう。 もとく 小 ざ かしい 淺 はかな 計略で、 大抵 は 其の 計略 

の 成就せ す、 直ぐに 他人に 看破され ると ころが 滑稽な のです。 つまり 骨折 損の くたびれ 儲と なって しま ふので す。 

あら はれる 事が 分って 居る 小 詭計で 人 を 欺く のが を かしい ので、 その 敗れる のに は 油斷が 本であります。 油斷 

の あると ころが、 問拔 けて を かしい のです。 「一 一人 大名」 「太刀 奪」 など は 皆油斷 の 滑稽です。 他人の M いて 居る 

とも 知らす しゃべる 不用意に は 「さし 繩」 「花 子」 rffi: 盜人」 の 類が あります。 寢た爲 の油斷 からしく じった の は 

r 拔殼」 「惡 坊」 「成 上 者」 等であります。 思 ひ 違 ひで 主人 を 縛る の は 「狐塚」， 噓言を 本當と 思って 怒る の は 「內 

沙汰」 の 類で、 油斷 よりも 忘れつ ぼい こと、 臆病な こと、 みえ はり 等から 色々 な 失策 を 生す るの が澤 山あります。 

中に も 慾から 來る 失策 は澤 山あって、 食愁 からの 「こんく わい」 「苞 山伏」 の 類、 酒から は 「棒 縛」 「貰 鸯」 

「河原 新 市」 「素 襖 落」 n 二人 片輪」 「樋の 酒」 など、 色慾 は 「枕 物 狂」 「水 汲新發 意」、 財愁は 「昆布 布施」 「どち 

はぐれ」 の 類であります。 「雁 爭」 に、 雁 を 取られながら、 せめて その 羽で も くれと いふの はさ もしい 了簡 を 極端 

まで あら はして をり ます。 「文 山賊」 では 盗賊が 死なう として、 いやにな つて 別れる 生命の 愁 があります。 大抵 小 

能 狂 一 百 の 滑 一： ぬ . 
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計略、 小 詭計の 根本 動機に なって 居る 事 は、 叱られる の を 恐れる か、 又は 何 か 役得に 有りつ かう とい ふ 慾から 來 

て 居る のであります。 

それから 叉 言葉の 上の 戲を 本と して 居る 滑稽が 澤 山あります。 方言 ゃ田舍 者の 言語 を 以て 仕組んで 居る こと は 

今の 落語た どに は澤山 ある 事です が、 狂言に はこ の 方 は少ぃ の です， - 「茶 盃拜」 とい ふのに 唐人の 語を冩 したの が 

あります が、 これ は 近 松な ども 用 ひる 一種の ものです。 「文 蔵」 の. ポ皿 糟鬻、 「忠 度」 の唯乘 とい ふ當 時の 歌 や 連歌 

の 様に 同音語の 上に かけた 滑稽。 それから 當時 流行の 連歌 を 詠み 合 ふとい ふこと があります。 これ も 無論 言語の 

上の 滑稽です。 「連歌 盗人」 「八 句 連歌」 たどの 類です。 「入 間 川」 です ベて 物事 を 逆にい ふの も、 言語 滑稽の 中で 

せう し、 「通 圓」 や 「樂 阿彌」 の 樣に謠 曲 を 摸した 一 種の パ 口 ディ も 亦 言語 滑稽に 相違ありません。 離の 上に 面白 

味 を もたせた の もあります。 その 歌 ひ 方、 嚇し 方が 面白い のです。 「末廣 がり」 から 「煎 物」 「烏 情 子賣」 など 澤山 

あります。 

大抵 は來る べき 結果が はじめ か ら 見えす い て 居ます。 偶然 の 出來 事から 生す る と い ふ 様な 滑稽 は ありません。 

「俄 道心」 で 坊主の 料理番、 俗人の 坊主が 同時に 一 處に落 合った 事、 叉 「手 負 山賊」 で 山賊が 坊主に 手 を 負 はさ 

れ、 後 その 坊主が その 宿に 來る など は 幾分 か 偶然と 見れば 見られる の で す 。 まだ 日常の 言語 動作 の 間に 滑稽 を認 

める. とい ふ 事 は 出 來てゐ ません。 前から だん/ \ いった 樣に、 つまり 不自然な 事が いつも 土薹 になって 居る 樣で 

す" ざっと この 位で やめ ませう。  (明治 四十 二 年 一 月 「心の 花」) 
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戌の 年と いふので、 諸 新聞 等 も 例によって 犬の 線 や 話を揭 載す る。 多忙で 外の 事 を 調べる 暇が無い から、 今昔 

物語に ある 犬の 話に 就いて ニー 一一 II しょう。  . 

九の 卷に遂 安 公 李壽が 平生 S 狩 を 好んで 常に 犬 を 殺して 鷹の 餌食と して 居った 爲、 病中に 五つの 犬が あら はれ 

て 安 公の 命 を 責めた 話が ある。 これ は法苑 珠林卷 六十 四に 冥 報 記 を 引いて 出て 居る 話で、 今昔の 文 は 冥 報 記と 殆 

ど 同じで ある。 殺生 を 戒めた 話で 面白味 はない が、 狐の ゐ ない 四國 では 犬 神と いって 犬 鹿の 病氣も あると いふ。 

この 話で 犬 還の 迷信の 古い 事 も 分る。 廿六卷 に 小 女が 隣の 犬と 非常に 仲が 惡く、 小 女が 病に て 外へ 出された 時、 

犬 は 其 の 跡 を 追う て 行って 遂に 小 女と 昨 合 つ て 死んだ 話が ある。 こ れも 前世から の 仇敵で あらう とい ふので、 犬 

が 人と 敵になる 話で ある。 犬 を いぢめ たり、 殺したり する 方面から かう いふ 話が 出て 來 るので あらう _レ 

八 犬 傅の 伏姬は 镇の話 を 基と して 作つ た 事 は 馬 琴 も 明言し て 居る が、 今昔 にも 犬 の 人と 婚し た 話が ある，" 第 

卅ー卷 の 北山の 犬 人 を 妻と する 物語し」 いふの が、 それで ある。 或 人が 山路に 蹈 迷って、 此の 容子を 見聞して、 大 

勢の 人に 話した 爲、 大 評判と なって、 ー问 弓矢な どを携 へて、 犬 退治に 向った が、 犬 は 之 を 見て、 其の 妻 をく は 

今^ 物 語 中の 犬 
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へ て 飛ぶ やうに 山奥へ 行って しまったと いふ 話で ある。 一 I！ 湘錄に は 杜修已 とい ふ醫 者の 妻の 薛 氏が 自分の 家の 飼 

犬に 姦 せられ、 後 其の 犬に 負 はれて 恒 山に 入った 話が ある。 どらら にしても、 支那から 渡って 來 た傅說 であらう 

と 思 ふ。 

忠義な 犬の 話 は 卄九卷 に 陸 奥の 國の 獵師が 山に 入って 木の 空洞 中に 眠って 居った 所、 一 匹の 犬が 嚼 付く やうに 

吠える ので、 木の 外へ 出る と、 忽ち 犬が 大蛇の 頭へ 食 ひついた 話が ある。 これ は 弓 張 月に も 取って ある 話で、 搜 

神 記 二十に も華隆 とい ふ ものの 愛犬が 奮闘して 蛇 を 殺した 話が ある。 これと 同一 の 話 を 西洋の 本で 讀んだ 事 も あ 

るが、 今 何に あつたか 記憶せ ぬ。 御存じの方 は 御 教示 を 乞 ふ。 恐らく は 印度 あたりの 種で、 東西へ 廣 まった もの 

かと 思 ふ。 

廿六卷 に 三 河の 國の郡 司の 妻が 夫に 棄 てられて 細々 と暮 して 居った 所、 蠶を 食った 飼犬の 口から 二三 百の わく 

に卷く 程の 絲を 吐いて、 それが 爲に妻 も富饒 になり、 郡 司 も 再び 其の 妻 を 愛した とい ふ 話が ある。 蠶絲を 口の 中 

で 紡いだ こと は 神代 紀 にも あるから、 それらから ー轉 した 話で、 これ は 純粹の 日本 種 かと も考 へる。 犬の 爲に富 

責 になった の は花疾 爺の 話と 其の 系統 を 同じう して 居る。 花 爺で も、 桃太郞 でも、 後世で は 犬 は 常に 忠義な も 

の、 おとなし いものと なって、 人 を 責めたり、 人に 害を與 へたり する もので はなくな つた。 廿八卷 に 時の 博士 紀 

長 谷 雄の 家へ 犬が 毎日 築 垣 を 越えて 尿 をす るので、 長 谷 雄が 陰陽師に 占 はせ たこと が 見える。 能く 其の 時代の 精 

神が 分る 話で ある。  (明治 四十 三年 一月 「帝國 文 學」) 
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0  (藤 岡 作太郞 博士に 捧ぐ) 

文學 博士 藤 岡 作太郞 先生 逝け り。 嗚呼 我が 友 藤 岡 東圃君 逝け り。 我が 知友 中、 蒲柳 多病なる 君の 如き は 無く、 

篤學 m 精なる 君の 如き も 亦 無し。 君の 宿 i« は、 君の 幼時 始めて 學に 就く の 齢に 發し、 爾來 一日と して 君の 體軀を 

惱 まさざる は 無 かりき。 然れ ども 君の 頭腦は 毫も 之が 爲に 屈服せられ す、 却り て 異常 非凡 の發 達を爲 したりき。 

へ ：- は 今より 二十 年 以前 大學 生と して 始めて 君と 相識り、 後大 學敎官 として 共に 國文學 の 授業 を擔當 せる こと 玆に 

十 年に 及べり。 常に 君が 體 力の 虚弱なる に 似す 精神力の 旺盛なる に 驚歎し、 深淵なる 君の 學殖 と超邁 なる 君の 識 

見と に 推服し、 君の 國 文科に 在る を 以て 竊に 我が 國文學 科の 誇な りと 思惟せ り。 況ゃ 君の 蕴 蓄は 其の 専攻の 國文 

學に 於て 無盡藏 なる のみなら す、 美術史に 於け る 造詣と 卓越せ る 美術 批評眼と は 世 亦已に 定評 ある を や。 君の 著 

書は大 學在學 中に 起稿せ し 日本風 俗 史を始 として、 近 f 綾 畫史、 國文學 全史 平安朝 篇、 國 文學史 講話、 松 雲 公 小 

傅の 如き、 いづれ も 材料 充實し 結構 整頓せ るの みならす、 文辭 流麗 殆ど 人 を 魅す る 力 あり、 一として 千載に 傳ふ 

べき 名著に あらざる なし。 日常 湯藥に 親しめる 君に して かくの 如き 大著 あり、 天の 君に 與 ふる、 體軀に 甚だ 薄う 

して 精神に 最も 厚 かりきと いはん か e 嗚呼 君 は 今溘焉 としてせ を捐 てたり。 我が 國文學 科の 光明 は 驀地 消失せ た 

弔 詞 (藤 岡 作太郞 博士に 捧ぐ〕 
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り C 余 は 忽ち 二十 年來の 益友に 離れ、 我が 國 文科 は 俄に 百 歲罕に 見る 良師.^ 喪 ひたり。 四十 年の 短 生涯、 世人が 

君に 囑望 せる 幾多の 事業 を 完了せ すして 君 は 明治の 文壇 を棄て 去れり。 誰か 文學界 の爲に 悲しみ、 美術界の 爲に 

惜しみ、 國 家の 爲に 一大 損失 を 感ぜ ざらん や。 囘顧 すれば 今より 數年 前、 京都 大學は 君を聘 して 國文學 Q 敎授 た 

らし めんと せり。 然れ ども 君は辭 して 就かす、 ひたすらに 江戶 時代 文學の 研究に 心 を 委ね、 助敎 授の卑 きに 甘 じ 

て孜々 として 今日に 至れり。 研究 略 其の 緒に 就き、 國文學 全史 未だ 全く 成らざる に 際り、 さしく 宿志 を窗 して 泉 

路に 就く。 其の 憾 如何ば かり ぞゃ。 加 ふるに 家に 儋 石の 儲な く、 堂に 盛 白の 親 あり。 孩兒三 兒の哺 養 一 に 未亡人 

の 手に 在る をお もへば、 誰か 哀悼 痛惜の 情に 禁 へん や。 然れ ども 君の 一生 は 初より 身體の 生活に 非す して 精神の 

生活たり しなり。 もとより 俸 碌の爲 に 生きす、 名 譽の爲 に 生きす、 ひとへ に學 問の 爲に 生きし なり。 而 して 遂に 

學 問の 爲 に殉ぜ しなり。 焉んぞ 知らん、 天 は 暫く 君の 病 纏に 四十 年の 世 壽を假 して、 人の 精神の 如何に 肉 體に超 

越せし か を 示せし に 非る か を。 君 は 逝け ども、 世に 布け る 君の 著書 は 永く 我が 國文學 の 光明と して 學界を 照鑑せ 

ん。 君の 昔容 は復大 學の敎 壇に 見る ベから す、 君の 才筆 は 再び 明治の 文壇 を 飾ら ざれ ども、 我が 國 文科の 學士、 

學生は 深く 君の 學德を 慕 ひ、 君の 事業 を繼 ぎ、 皆爭 うて 東圃 先生の 宿志 を 成さん とす。 嗚呼 我が 友 東圃君 はもと 

より 不朽な り。 藤 岡 博士 は 決して 死す るの 時な かるべき なり。 尙 くは饗 けよ。  (明治 四十 三年 二月 六日) 
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藤 岡 博士の 逝去 は國文 學界の 一 大厄 難た るの みで はない。 國家全 體の爲 にも 一 大損 失と 感じる。 文學、 美術の 

史的 研究に 於て 燃 犀の 眼 を 有した るの みならす、 文學 方面に 於て は 美文 家と して 自己 も 亦 優に 文學史 中に 人る ベ 

き 人で あり、 美術品の 鑑定 批評に 於ても、 卓然 衆を拔 いた 君が、 我が 國文學 科 出身の 一人であった 事 は、 實に我 

が 國文學 科の 誇と し、 光彩と したので あった。 君の 大學 助敎授 となられ たの は、 今より 十 年 以前、 明治 三十 三年 

であって、 爾來十 年間、 君の 薰陶を 受け、 君の 指導 を 受けた もの も少 くないが、 僅々 十 年間に、 君の 成し遂げら 

れた 著述 は實に 驚くべき ものが ある。 日本風 俗史は 其の 以前の 著で あるが、 近世 繪畫 史、 國文學 全史 平安朝 篇、 

異本 山家 集、 國 文學史 講話、 松 雲 公 小 傳等皆 萬 世に 傳 ふべき 名著であって、 これが 平生 湯 薬に 親しむ 君の 著述と 

して は、 この間に か、 る 大著が 出來 るかと 驚かれる ばかりで ある。 國 文科 出身の 第一の 美文 家 (僕の 見解) であ 

り 國 文科 出身 中 論文 を 以て 博士と なった 最初の 人た る 君が、 第一 に I を捐 てられる こと は、 國 文學關 係の 一同 

悼 惜に堪 へぬ 所で ある。 余 は 博士の 送葬の 當日、 小 學讀本 編纂 趣旨 演說 の爲、 浦 和 師範 學 校へ 行った が、 その 歸 

途、 汽車. 中、 電車 中、 實は泣 通しに 歸 つた" 君の 生前 をお も ひ、 君の 將來 もし あらまし かばと いふ こと をお も ひ 

嗚呼 藤 岡 君 
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て、 家に 歸 るまで、 -淚 は 止らなかった。 嗚呼 藤 岡 君、 今や 我が 國文學 科に 此の 人 は 居らぬ ので ある。 君 は 蒲柳 多 

病の 人であった。 しかも 頭腦 ばかり は 著しい 發達 をした 人であった。 

君 は 精細 極微な 研究 を考證 する 人で あつたと 同時に、 隨 分寸鐵 殺人的の 皮肉な 批評 を 下す 人であった。 學生は 

君 を 敬す ると 同時に 長れ た。 君 は 多病の 爲、 この 二三 年 來缺勤 勝であった。 たまく 君が 講壇に 上る の を 見れば、 

學生は 喜んで 君が 講壇の 下に 集った。 敎官 として この 學德 共に 高い 人が 助教授 として 十 年間 を 過し、 途に 助教授 

として 終った こと は、 學界の 一 恨事で あるが、 年々 の 豫算に 國文學 第三 講座の 削られた とい ふ 事 は、 今日に 於て 

僚友と して 痛 歎に 堪 へしめ ぬ處 である。 併し 君 はもと より 敎授 とい ふやうな 人爵に 着目 せられた 人で は 無い。 

君が 京都 大學 の敎 授に聘 せられた のに も拘ら す、 應 じなかった こと、 平素 人爵 を輕ん じ、 虛 譽を棄 てて、 篤學 

勵 精であった こと は 今更い ふまで も 無い。 君の 親しむ 所 は 持病の 喘息と、 書籍の みであった。 喘息と 書籍の みに 

親しんだ 君 は 逸事と いふべき もの は 無い。 幼時の 事 は 知らぬ が、 余が 僚友と して 十 年來、 君 は 唯 篤學の 人で あり、 

病身の 人であった。 

友誼に 篤い こと は 君が 同窓 もしくは 知人 を 引立てようと つとめた 事、 平 出 鏗ニ郞 君が 病 尊に 在る ので、 君が 多 

忙多 病中、 同氏の 著述 を 補正して せに 出した とい ふ點を 見ても、 せ 人 は 君の 厚誼 を 認める であらう。 藤 岡 君の 訃 

報が 傅 はると、 平 出 君 は 醫師が 外出 を 禁じて 居る のに も拘ら す、 老母に 抉 けられて、 病 歩蹒跚 として 藤 岡 氏の 病 

床に 臨んだ。 余 等 それ を目擊 した もの は 一 種 異様の 感に打 たれて 暗淚を 11^ ん だので ある。 
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顧みれば, 學界の 誉宿は 次第に 幾り 少なに なった。 木 村 正辭、 本居豊 観、 小 杉 榲邨等 諸 先輩が 殘 つて 居られる 

のみで ある。 かば かり 國學 者の 落莫 を感 する 際に 於て、 少壯 有爲、 君の 如き 人の 世 を 去る の は、 取 わけ 歎 惜の念 

に堪 へぬ。 從來 葬儀の 場に 於て、 國 家の 爲に 惜しむ とか、 天下 敎 育の 爲に 惜しむ とか、 將た學 界の爲 に 悼む とか 

いふ 悼辭は 度々 聞いた が、 それが 十の 十まで は 大抵 諛辭 である。 藤 岡 君の 葬儀の 席に 於て は それ は 悉く 眞實 の聲 

であって、 徹頭徹尾 身に 沁みて 感じた。 嗚呼、 君に もう 十 年の 命を假 したら ばな どい ふこと は 言っても 及ばぬ 愚 

痴 である。 此の 犬なる 損失 を 償 ふの は、 現今 及び 將來の 文科 大學 生の 責任で あらう。 明治 四十 三年 二月 十六 日 藤 

岡 博士 二七日の 夕  (明治 四十 一 11 年 一 1ー 月 「帝國 文 學」〕 

身 體に關 する 色々 の 言 廻 し 

風 を 引いた とい ふこと を I lla-vc  dmwii  一 viiid といったり、 煙草 を吞 むな とい ふこと を づ 2 つ t  dri -Ik  tobacco 

といった りして、 笑 はれた 事 はよ く 耳に する 話で ある。 日本で は 煙草 を 呑む とい ふが、 支那 流に いへば 喫煙で、 

たべる ので あり、 西洋 流の sslckc はく ゆらす、 ふかす の義 である。 かやう に國々 それん \ の 一一 a 廻し 方が 違 ふ。 

外 國語を 學んで 一番む づ かしい の はこの 言 廻し 卽ち Idiom を 呑 込む (これ も 一種の 日本の idiom) ことで、 わ 

身 體に關 する 色々 の 一 百 廻し 
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れ われが 平生 何の 氣も なく 使って ゐ. る； 百 廻し の 中に も、 よく 考 へて 見れば、 隨 分に 面白い ことが 多い。 まづ、 身 

體に關 した もの を 擧げて 見よう。 

頭と 顏  . 

「あの人 は 頭が い、」、 「頭が しっかりして 居る」 とい ふの は、 腦の よい 事で、 これ は 明治 以後の 新しい 言 廻し、 

西洋 語 を 知った 人の 使 ひ 始めた 詞 であらう。 つぶり を 縦に 振る の は 承知す る こと、 橫に 振る の は 不承知の 事、 頭 

が 高い とい ふの は御辭 儀の 仕方の 丁寧で ない 事、 此 等は實 際の 擧動を 言 現した ので ある。 

、、ゝ ^  つ き あ ひ 

額の 廣 いとい ふ 事 は 顔 幅の 廣 いので は 無い。 世間の 附 合の 廣 いこと、 附 合が 廣 ければ 方々 へ顏を 出す から 自然 

に 其の 顏が廣 くなる ので ある。 顏は 個人の 看板の 樣な もので、 お 互 同士 識別す るの も 額に 依る。 嬉しい こと も、 

悲しい こども、 嫌な こと も、 先づ 第一に 顏 にあら はれる。 喜 怒 色に 形れ ぬと いふの は餘 程の 英雄であって、 恥 か 

しい 時には 誰でも ぱっと 赤くなる。 人の 感情 は顏 にあら はれる 樣に 造られて 居る ので ある。 それ 故 恥 かしい 時に 

は 袖で 顏を隱 したり、 顏を背 向けて 人に 見られぬ 樣に する。 顔が 出され ませぬ とか、 面目が 無い とかい ふの は卽 

ちそれ で、 古い 國語 ではお もて 伏せと いった。 どの 面さげ てきやが つたと 罵られる の はかう いふ 時で ある。 それ 

でも 平氣で 居る の を 面の 皮が 厚い とい ひ、 鐵 面皮と いふ。 面の 皮干妆 張な どと いふ 恐し い 形容の 語 も ある。 それ 

故人の 一一 II 分 を 通し、 其の 人の 意志 を 承認す る こと を 顔を立て ると いふ。 おれの 額 を 立てて くれと いひ、 君の 顏に 

免じて さう しょうな どと 話が 落着す る。 之に 反して 承知せ ぬ 時 は 言 出した 人の 顏が 立たぬ、 額が 潰れる。 顏は元 
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來 立って 居る もので も 無い が、 憤れて は大變 だ。 不名譽 の 事 を すれば 自分の 顏 の漬れ るの みで は 無い。 親兄弟 朋 

友の 額 をよ ごす。 所謂 面よ ごしに なって、 みん たの 顏に泥 を 塗る ので ある。 其の 外 借りる 時の 地 藏顏、 返す 時の 

閣 魔顏、 知らぬ 顏、 泣きっ面 など 顏の 種類 は數 限り も 無く 多い。 

貝 

ひとみ 

顏には 目 や 鼻 や 口が ある。 額の 表情 は此 等の ものの 助が 多い。 人間の 眼の 眼睛は 猫の やうに 太くな つたり 細く 

なったり はしない が、 喜 怒哀樂 につれ て 第 一 に 變化を 生す るの はや はり 目で ある。 情の 激しい 時には 淚と いふ も 

のが 目の 中に 湧いて 来る。 それが 悲しい 時と 可笑しい 時の 兩 極端に 出る の も 不思議で は 無い か。 眠る 時には HI を 

塞ぐ。 これが 人の 最も 安靜な 時で ある。 それ 故 目 を 細く する 時 は 平和な 時で、 目 を 怒らす、 目に 角 を 立てる 場合 

など は 感情の 激越な 時で ある。 目 を 逆立てる こと は實際 はむ づか しからう。 樊 喰が 闥を排 して 入った 時 は 目眦皆 

裂く と ある。 怒った 時には 目が 大きくなる から、 叱られる 方で は 大目玉 を 食 ふと 感 する。 驚いた 時に 目 を 丸く す 

るの も あり 勝で ある。 目の色 を變へ るの はとに かく 非常の 場合で、 目が すわる の は 酔った 人の 形容。 諺に 曰く、 

「目 は 口 程に 物 をい ふ」 と。 

鼻  -- 

鼻 は顏の 中央に 位して 顔の 品位 を 作る のに 與 つて 力が ある。 あぐらをかいた 鼻 は 低くて 上品で ない。 高い のが 

上等と 思 はれた から、 自慢す る こと を 鼻に かける とい ひ、 鼻を高くす ると いふ。 少し 得意に なれば 鼻 を うごめか お 

身 體に關 する 色々 の 言 過し 
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す C 威張る 人 は 鼻の 先で 人 を あしら ふ ことがある。 この 私が などと 鼻 を 指す の を 見ても、 個人 は 或 意味に 於て 鼻 

を 以て 代表され るので ある。 昔 は 自分の 事 を鼻樣 とも 一一 目った。 古い 軍記物語で 鼻白と いふの はび つくりす る こ 

と。 びっくり すれば 鼻が 白くなる とい ふの は、 恥 かしい 時に 顔が 赤くなる のと 正反對 である。 鼻に つく、 鼻つ ま 

みな ど は嗅覺 の 官能 から 出た 一一 百 廻し である。 

口 は 食物 を容 れる關 門で、 同時に 一 百 語を發 する 機關 である。 口に 合 はぬ、 口が 驕る など は 食物の 方から 言った 

詞で、 口が悪い、 口が重い など は 一一 一一 n 語に 附 いての 慣句 である。 口す ぎ は 糊口と いふのと 同樣、 この 語 を 聞く と、 

ひきおこ  、 、 

生きる 爲に食 ふの か、 食 ふために 生きる のか、 何となく 生活難の 感を 惹起す。 之に 反して 口車と いふ 一語 は 如何 

にも 詐僞の 多い 世の中 を 眼前に 浮ばせる。 口 は 禍の鬥 とい ふこと は 主として 物い ふ戒 であらう が、 暴飲暴食の 戒 

あぶな  ゝゝ、 ゝゝ  、、、、、、、、、、、、 

にも 應 用が 出 來る。 重寶 たの も 口、 危 いのも 口、 とかく 口 を 塞がう としても、 人の 口に は戶は 立てられぬ もので 

ある。 

耳 

耳 を 傾ける とい ふの は 漢語が 本で 傾聽 する 容子。 耳 を 塞ぐ は 聞く を 厭 ふので、 聞いて 心に 感動 を與 へる 場合に 

は國 語で は 耳 立つ とい ふ。 これ は 見る 時に も 同樣で 目立つ とい ふ 語が ある。 目安い、 耳 安いな ども 目-耳に 通じて 

用 ひられる。 耳よりの 話と いふの は 望ましい 事 を 聞いた 時に いふ。 耳 は顏の 外に 出て 居る から、 外氣 に觸れ 易い。 


160 


隨 つて 外方から 來る 音聲は 一番 早く はいる。 其の 代り 寒い 風な ど は 最も 强く 感じる。 それ 故 耳 を 切る やうな 寒さ 

たどと いふ。 耳に たこの 出 來る程 聞いた とい ふの も 面白い 形容で ある。 

顏は 濟んで 胸に 下る。 胸が 痛い。 胸が つかへ る。 精祌狀 態の 苦悶 は 胸に 來 てあら はれる 事が 多い。 やう/ \ 胸 

が 開いた、 胸が 透いた は その 平癒した ので ある。 胸の 中には 心臓が ある.」 人の 感情 は 忽ち 心臟の 鼓動に 影響す る 

から、 昔の 人が 之 を 精神 作用の 本源 地と 思った の も 無理 は 無い。 胸算用、 胸 勘定な どの 語 も ある。 胸が 漬れ るの 

は 驚の 時、 胸の 火の 燃える の は 怒の 時で ある。 

腹 

腹の 中には 食物 を 消化す る 胃腸が ある。 腹が減る、 腹が ふくれる は 至當の 事で あるが、 こ \ も 感情 を あら はす 

處と 見られて 腹が立つ とい ふの は、 考 へれば 面白い。 腹に 据ゑ かねる から 反對に 立つ ので あらう。 それが 落着く 

の を 復がゐ ると い. \。 腹い せとい つて、 日頃の 無念 を晴す こと も ある。 膽カ といって、 腹の 中の 膽 から 元 氣が出 

ると 考 へたから 驚く の を膽を 潰す とい ふ。 腹黑 とい ひ 腹が きたない とい ふに 至って は 全く 精神が 腹の 中に 在る と 

考へ たらしい。 よく 腹で 味 はって 見ろ とい ふの も考へ て 見よ とい ふこと である。 武士の 切腹 は 腹の 綺麗な の を 開 

いて 見せる 爲 だとい ふ 人 も あるが、 これ は 疑 はしい。 笑 ふ 時に 腹筋 を よるとい ふの は實 際の 情 態で ある。 叉 腹の 

皮 をよ ると もい ふ。 それと 同じ様に 臍で 茶 を 沸かす とい ひ、 叉甚 しく 嘲り笑 ふこと を 臍が 西國 すると もい ふ。 

身 體に關 する 色々 の  一一 si~ し 
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腰が すわらなければ 武藝は 出来ぬ。 それ 故卑. 怯な 奴 は 腰ぬ け 武士で ある。 

尻に 關 して は 尻餅 をつ くと いふの が 一 番 面白い。 尻に 目藥 とい ふの も 思 切った 譬喩 で^る。 

まだ/, \澤 山 あるが、 だん/ \ 下って 來 たから これでお しま ひ。  (明治 四十 四 年 一月 「學 生し 

新謠曲 百番序 

佐 佐 木 信 綱 君 は、 現代に 於け る 和歌の 一名 匠た るの みならす、 和歌 及 ぴ歌學 の 史的 研究者と して、 之に 關 する 

著書 已に 等身に 及べり.。 今 また 新謠曲 百番の 珍書 を 刊行して、 學界の 人 を 喜ばし めんと す。 謠曲は 和歌との 鎵由 

淺 からす、 廣義 にいへば 謠曲も 亦 和歌 史の 一部分た るべき もの、 佐 佐 木 君が 終始 其の 志 を 改めす して、 歌 學を研 

鑽 せらる、 誠心 や、 眞に 多と すべきな り。 

史料の 直 集、 美術品の 保存 は、 官府の 事業と して 早くより 實 行せられ、 近年 は备 地の 舊蹟 遺存の 方法 を も講す 

るに 至れり。 獨り 我が 古文 學に關 する 典籍の 搜索、 保存、 出版 等に 至りて は、 尙 個人の 手に 委 する のみに て、 官 

府は 何等の カを假 さす。 佐 佐 木 君の 斯學 に忠實 なる、 東奔西走、 故老に 諮 ひ、 舊家を 叩き、 苟 くも 未見の 書 あれ 

ば 數百里 を 遠し とせす して、 探 討 到らざる なく、 從來 Is- 滅 せし 古書の、 君の 獨カ によりて 發 見せられ しもの 頗る 
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多し。 余が 知れる 限を擧 げんに、 歌 經檫式 異本 ー卷、 天 治 本 萬 葉 集 ー卷、 萬 葉 集 抄ニ卷 、元曆 校本 萬 葉 集 十四 卷、 

顯昭の 六 百 番陳狀 完本 ー卷、 仙覺の 奏覽狀 ー卷、 源 承の 和歌 口 傅  一 fl 等、 いづれ も 希世の 珍籍 にして、 國文學 の 

至寶 とすべき もの、 皆 君が 熟 誠 を 以て 羅 致し 得た る ものにして、 本書 新謠曲 百番の 如き も 亦、 其の 一 に數 ふべき 

ものと す。 本書の 原本が、 英人 チヤ ムブ レン 氏の 藏本 中より 出で たりと いふに 至りて は、 人 をして 一服 感慨の 念 

を 深から しむ。 

維新 以後、 百事 舊を棄 てて 新に 就き、 只管 西洋の 學間を 人る、 に 急に して、 何人も 固有の 文藝を 顧みざる に 際 

り、 潛心 我が 國語を 研究し、 國文學 を 研鑽せ し は、 かの チヤ ムブ レン 氏 を 始めと して、 サ トウ 氏、 ァス トン 氏 等 

の英國 紳士な りき。 チヤ ムブ レン 氏 は、 後 文部省の 命 を 受けて、 日本 小 文典 を 著し、 叉 東 京大 學に聘 せられて、 

日本文法 を講 する に 至れり。 是に 於いて 世人 漸く 外人に 國 語を學 ぶの 冠履顚 倒た る を 論す る もの あり。 爲に 一 歷 

國學 復興の 氣運を 促成せ しが 如し。 之より 前、 米 國人フ H  ノロ サ 氏が 日本 美術の 特長 を 論じて、 世人の 視聽を 動 

かしし も 亦 時に とりて 一服の 淸涼劑 を 投じた る觀 あり。 國 民が 次第に 自覺心 を 喚起して、 遂に 日淸 日露の ニ大戰 

役に 克っを 得たり しもの、 囘顧 すれば、 これら 外國 紳士の 啓 發に負 ふ 所な しとい ふべ からす。 學界 未知の 謠曲百 

番が、 早く サ トウ 氏の 手に 人り、 チヤ ムブ レン 氏の 所蔵に 移りて 今日に 至れる は、 適々 以て 明治 初年の 學界の 形 

勢 を 窺知すべく、 チヤ ムブ レ ン 氏の 今や 顔 齢に 近づきて 歸國 せんとす るに 際し、 我が 國の學 者に より て 本書の 世 

に 出 づるを 思へば、 誰か 一種の 感慨に 打 たれ ざらん や。 而 して 誰か 叉國 家の 祝福 をお も ふの 情に 堪へ ざらん や。 

新謠 S 百番 一は 
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史料の 直 集 はもと より 大切，^ り。 &き 1, ぼ。  ，、 

文學 ま、 祖先 以 glh^h  iiiii  f0i0s0f0 

祖先： s の &s 作物と して、 吾人に とりて 無上の 珍寶 たる こと、 論す るまで もな し。 

人 r も、 讓 としても、 力 を極めて盡さ ざるべ からす。 余 は 本書の 刊行 せら？ に 臨；^ 

nqli したる… ブ レン 氏 ii、  二に は、 佐佐木厘心能 く此 i! 卜； 

れるを 喜び、 三に は、 世人 をして 古文 學の尊重 すべ S 古 I ヌカ きる  一 H  i^k^k 

ぶな り。  A1 すへ き， * 古 美贫に 劣ら さる こと を 知らし むべき 機會を 得た る を 喜 

(明治 四十 四 年 一 月 十 n しるす) 

學 者の 逸話 


書 U 載て lii むと、 如何にも 能く 古人 iil て、 4 り 其の 人に 接す I あ 

、n 力 rri か ii  、重く  i 成就し 塵 浸ての i 如き は 片^ 

"づき 話 f 麵菌 あり、 警 感化す る I る衰 まきらぬ。 fay. 

上 に傳 はって 居る 逸話の 中には 或は 全： まへ て 見る と 世 

1^ のチ— 詰て は 無 V 力と はれる の も ある。 如何にも 能く 其の 人物 を 示す 
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やうに は 出來て 居る が、 實 際あった かどう か、 疑 はしい と 思 ふやうな のが 隨分 ある。 中には 却って 其の 人物 を 害 

ひ はしない かと 疑 はれる の も ある。 日々 の 新聞紙に 出て 居る 話 を 見ても、 隨分誤 謹 は 免れぬ せの 中で あるから、 

古 い 時代の 傅 記 逸事に 間違 の 無い と は 決して 言 はれぬ。 古来 の 偉人に すべ て 何等か の 傅 說が附 加され て來る の は 

寧ろ 當然の 事で ある。 

二 

古學 派の 翹祖、 伊藤 仁齋、 實に 一代の 儒宗 とい ふば かりで は 無い、 日本 支那 を 通じて、 斯學 に有數 の大學 者で 

ある。 此の 人が 節分の 祝に 必す麻 上下 を 着けて、 福 は內、 鬼 は 外の 豆 撒 をした とい ふこと、 並びに 或 時お 寺 を 通 

つて 佛 像の 前にお 辭儀 をした とい ふこと、 此の 二つの 話は溫 厚篤 實な 仁齋の 性行 を 誠によ く 現した 話と おも ふ。 

宋 儒の 說を 排斥して 古學を 主張す る 程の 大 見識 はありながら、 せ 間 一 般の禮 法を棄 てす、 豆 撒 を 自分でした こと、 

叉 儒 學者 では あるが、 寺院に 入って は佛像 をも輕 蔑し なかった こと、 此 等に 就いて 鬥 人が 彼是 言った とすれば、 

門人が つまり 先生 を 了解 しないので、 仁齋が 常規を 外れな かつ た 大學者 である こと は此 等の 話で 分る。 然るに 又 

一 つの 話に、 或 時 近所で 井 浚が あった。 仁齋も 之に 加 はらう とい ふ。 「それに は 及びません」 と 近所合壁の 者の 止 

める にも 拘ら す、 仁齋 先生み づ から 出掛けて、 繩を 引つ ばって、 井 淡に 與 つたと いふ。 これ は 何だか 噬 らしい。 

仁齋の 性質から い へ ば、 平常 飲用して 居る 井の 井替 であるから、 自分 も 之に 力 を 添へ ようとい ふの は 如何にも 一 百 

ひさうな 事で、 叉し さうな 事で あるが、 さりと て 近所の 人が 之 を 承知して、 させた と はどうしても 考 へられぬ。 
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仁齋 先生 如何に 貧乏 をして 居った とはいへ、 とにかく 學者 として 知られて 居る 人で ある。 その 大 先生に 井後 を さ 

せて、 裏長屋 一 同 平氣で 居つな と はどうしても 思 はれない 事で ある。 

三 

仁齋の 赤貧であった 事 は 疑がない。 其の 赤貧 を 苦と もせす、 千 石で 抱へ ようとい ふ 肥 後からの 招聘 をも斷 つた 

の は 流石に 仁齋 の仁齋 たる 所以で、 同じく 處士 では 終った が、 二百 石 以上なら ば 何時でも 仕へ たいと 一 頁った 太宰 

春薹 などと は 同日の 論で は 無い。 さて 其の 赤貧な 有様 を 語る 逸話と して、 或 年の 暮に餅 を 買 ふこと が出來 ない。 

仁齋は 平氣で 机に よって 讀 書して 居る と、 妻なる 人が 「貧乏に は 慣れて 困り も 致しません が、 子供の 原藏 (長子 

東涯) が、 頻りにせ がみます から」 と 泣きながら 言った ので、 仁齋は 一一 百 も 言 はす、 着て 居った 羽織 を脫 いで 與へ 

た と いふ 話が ある。 成程 東涯 のま だ 子供の 時分、 貧乏 で 年 越 の 出來な いやうな 苦しい 時代 もあった かも 知れぬ が、 

仁齋 とも 一 百 はれる 人が 羽織 を脫 いで、 それ を賣 るの か、 或は 質に 置く のか、 とにかく それで 一時の 凌ぎ を附 ける 

とい ふの は あまりに 無鐵砲 無頓着な ことで、 思慮 ある 君子の 所爲 では 無い。 如何に 赤貧で も 何とかして まだ 別に 

方法の 立て 方 は ある 害で ある。 節分の 日に は 上下 を 着けて 豆 撒 をす る 程き ちゃう めんな 人が、 まるで 裏店の 其の 

日暮 しの やうに、 着の 身 着の 儘の 羽織 を脫 ぐと い ふこと は 到底 あり 得べ からざる 事の やうに 考へ られ る。 謠 曲の 

鉢の 木に、 佐 野 源 左 衞門は 祕藏の 梅 松 櫻の 植木 を 燃して 行脚 僧 を饗應 する 事が ある。 如何に 貧家と はいへ、 祕藏 

の 梅 松 櫻 を 燃やさす とも、 何 か 燃料に する もの はあり さう に 思 ふ。 それと 同樣、 赤貧と いふ こと を 示す が 爲に作 
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られた 話で は あるまい か。 かう い ふ 話 は 却って 仁齋の 人格 を 傷つけ る やうに 感ぜられ るので ある。 

四 

仁齋 が追剝 にあった 話が ある。 四 五 人の 盗人が 刀 をつ きつけて、 着物 を脫げ とい ふ。 その 時 仁齋は 問うて 「お 

前方 は 何の 商寶 をして 居る か」 とい ふ。 盗人 は 口 を 揃へ て、 「夜中に 歩いて、 人の 物 を 掠奪す るの が商賣 だ」 と 

いふ。 仁齋 「さう いふ 商寶 があるなら ば、 仕方がない。 着物 を やらう」 と、 悉皆 脫 いで 與 へた。 其の 時 盗人 ども 

は 感心して、 「年來 此の 商賣 はして 居る が、 あなたの 様な 落着いた 人 は 無い。 ー體 あなたの 商賫は 何です か」 と。 

仁齋 答へ て 「余 は 儒者な り。 儒者と いふ もの は、 人の 道 を 以て 人に 敎 へる もので、 親に は 孝行、 兄弟に は 友愛、 

それん \ の 道を敎 へる もの だ」 と、 かう 言 ひ 聞かせた ので、 盗人 は 皆 頓首涕 泣して 、「同じ 人で ありながら、 あな 

たと 私. どもと は 雪 泥の 相 遠、 これから 改心して 眞 人間に なり ませう」 と、 着物 を 仁齋に 返して、 それから 改心し 

たと へばな し 

たと ある。 仁 齋の大 德が多 數の人 を 感化した 事 は 一一 a ふまで もない から、 もし 一種の 譬喩 談と 見たら 誠に 面白い と 

思 ふが、 實際 仁齋の 一一 一目に 盗賊 どもが 其の 日から 飜然非 を 悟った かどう か 甚だ 疑 はしい。 それの みならす、 追 刹 

に 遇 ひながら、 ー體 お前 は 何商賣 かと 聞いて、 さう いふ 商賣 があるなら ば、 仕方が無 いから 着物 を やらう とい ふ 

に 至って は、 大儒 仁齋を 全く 迂濶な 人物と 見下した 話で ある。 如何に 朝から 晚 まで 讀書 三昧に 耽って 居る 人で も、 

追剝の 何者た るか を 知らぬ 理窟 は 無い。 又 さう い ふ商賣 ならば やらう とい ふ 馬鹿な 應對が ある もので は 無い。 

五 
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追 刹に 遇って 感化した 話 は 近 江 聖人と いはれ た 中 江藤樹 にも ある。 藤 樹のは 少し 話の 模様が 變 つて 居る。 藤樹 

は 始め 二百 文 を 投げて やった が、 盜人は 承知し ない 。「着物 も 大小 もよ こせ」 とい ふ。 藤 樹は目 を 塞ぎ、 腕 を こま 

ぬいて 色々 熟考した が、 む ざ/ \- と 自分の 物 を 人に た やる とい ふ 理窟 は 無い。 勝負 をして 負けて 取られ、 ば、 

それ迄 の 事 だ。 勝負 をす る 時に 名乘り 合 ふの は 昔からの 仕來り で あ るから、 先づ 我が 名 を名乘 らう。 「我 は 近 江 の 

者で、 中江與 右衛門と いふ もの だ」 と。 之 を 聞いて 盗賊 ども は 刀を棄 てて 一同 藤樹の 前に 平伏して、 「我等の 鄕里 

でも 先生の 名 を 知らぬ もの は ございません、 誠に 御 無禮を 仕りました」 と 頻りに！？^ 入る ので、 藤樹は 「人と して 

過の 無い もの は 無い。 過ちて は 能く 改めよ」 と 例の 知行 合一 の 理を說 いて 聞かせた ので、 賊は 感泣して 皆 善人に 

なった とい ふ。 これ は 近 江 聖人と いふ 名が 誰に も 知られて 居った とい ふ 事 を 傅へ た 話で、 藤樹の 盛名 如何にも さ 

うであった らうと は 思 ふが、 倂し實 際の 話と は 受取れ ない。 追剝に 向って 名乘を 上げて 勝負 を するとい ふ 馬鹿な 

事が ある もの か。 若し 藤樹が 名乘を 上げた とすれば、 自分の 名 は 盜人も 知って 居る だら うと 試みに 名乘 つて 見た 

と 外、 考 へられぬ。 馬鹿 か 策略 か。 いづれ にしても 聖人た る ものの 所作で は 無い。 或 人が 藤樹の 墓に 詣 でて 案 內 

を賴ん だと ころ、 百姓が 着物 を着替 へて 案內 して、 誠に 丁寧で あつたと いふ 話、 又 或 人が 藤樹の 筆蹟 を 示す とて、 

ず  に着替 へて 禮拜 したと いふ やうな 話 は、 如何にも 藤樹 の餘德 の同鄕 人に 及んで 居る こと を 示す もので、 藤樹 

の 人格 を 想 見せしめ るので あるが、 强盜の 話になる と、 まるで 之 を打壞 して 滑稽に してし まふ。 

六 
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仁 齋の子 五 人 原藏、 重藏、 正藏、 平藏、 才藏。 ^藤の 五藏 といって、 揃 も 揃って 家 學を繼 いだ 立派な 學者 であ 

つた。 中に も 長男の 原 藏が卽 ち 東涯、 末子の 才藏 が蘭峭 で、 此の 二人が 最も 有名で 伊籐の 首尾 藏と いはれ たので 

ある。 此の 東涯も 亦仁齋 に似て 溫 厚篤 實な人 であったら しい。 或 時 路で拾 物 をした。 中 を 開けて 見る と、 十兩餘 

も ある。 落した 人 は 嘸 難儀 をして 居る 事で あらう と 長い間 其處に 立って 待って 居た が、 いつまで 待っても 來 ない。 

とう/ \ 日が 暮れて しまった。 やむ を 得す、 持歸 つて 棚に 上げて 置いて、 その後 伊勢大神宮に 寄附した とい ふ。 

今なら ば 早速 警察へ 屈 出る ので あるが、 其の 時分の 事と て、 かう；.、 ふ 處置を 取った ので あらう。 錢を 拾って 自分 

の 物にせぬ 位 の 事 は東涯 先生 で 無く て も、 誰でも 分って 居る が、 落し主が 來な いかと 暗くなる まで 立って 待って 

居た 事が この 話の 生命で あらう。 これ は 或は 本 當の話 かも 知れぬ がノ 始め 之 を 拾った 時從者 をして 擧 げしめ たと， 

とち 

あるから 伴の 者が 居た のに 相違ない。 さすれば 伴の 者に 言付けて 落 主 を 尋ねさせ るか、 待たせる かしても よかつ 

たらう と 思 ふ。 叉 自分の 内の 棚へ 上げて 置いて、 後で 大神宮へ 寄附し なくても、 別に 11^ 出で て 落 主を搜 索す ると- 

いふ 方法の 無かった こと は あるまい と 思 ふ。 東涯の 篤實な 性行 を あ ら はす 爲に 出來 た傳說 では あるまい か。 

七 

父の 仁 齋は或 時 娼家に 呼 上げられて、 それと は氣附 かす 、唯 慈善家が 馳走す る ものと 思 ひ、 茶を飮 み、 煙草 を 

つぎ ャを 

ふかし 厚く 謝禮を 述べて 歸 つて 來 たとい ふ 話が あるが、 それと 局樣、 東 涯は接 棹の 兰味線 を 入れる 箱と 氣附 かす、 

古道具屋から 買って 來て 書物 を 入れて 置く。 弟子の 者が、 「それ は 三味線 を 入れる 箱です」 といへば、 東涯 「そん 
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な 事が ある もの か、 三味線が どうして こんな 小さな 箱に 容る もの か」 と 言った 話が ある。 いづれ も大學 者が 世事 

に 疎く、 花柳の 事情 を 全く 知らないと いふ 事で、 殊に 東涯の 三味線 箱の 話な ど は、 全く 實 際あった 事で あらう と 

思 ふ。 併し 仁齋の 娼家に 呼 入れられた 話 は 恐らく は 作り話で あらう。 仁齋の 娼家 を 知らなかった 事は當 然として 

も、 それ を 慈善家の 事業と 思 ふに 至って は あまりに 仁齋を 迂濶視 して 居る ではない か。 

八 

物 徂徠も 一世の 大儒で ある。 此の 人に も吉 原の 方角 を 反對に 指さした 話が ある" 徂徠 は儒學 のみ か、 兵學 にも 

明るく、 何から 何まで 雜學 にも 博く わたった 人で、 一種の 將恭 まで 發 明した 人で ある。 江戶に 永く 住んだ 人で 吉 

原の 方角 を 知らぬ 害が 無い。 たと へ吉 原の 方角 を 知って 居た とても、 決して 徂 徠の惯 値が 下る もので は 無い" あ 

まりに 學者を 神聖に しょうと 思ふ考 から、 却って 學者を 迂濶な 人に してし まふ。 

祖俅は 資性 豪邁、 眼中に 人な しとい ふ 有様で ある。 講學の 外の 趣味 は 前 i 豆 を 嚼んで 宇宙 問の 人物 を詳 るの だと 

言った 位で ある。 隨分 大言壯 語した 人で あるが、 ^^し其の學問と勉强とは誰も及ぶものが無かった。 死んだ 時大 

雪が 降った。 臨終に 際しても、 「海內 第一 の 大人物 徂徠が 死ぬ から、 天が 銀世界 を 作った の だ」 と 言った と 傅 はつ 

て 居る e 又 一 說には 「偉人の 死ぬ 時には 紫の 雲が 签を掩 ふ。 早く 行って 見よ」 と 息 を 引取る まで 頻りに 門人 や 家 

人に 語った と傳 はって 居る。 い づ れ にしても 末期 ま で大言 壯語 を 止めなかった とい ふので、 徂徠の 人物 を 能く あ 

ら はして HIP るが、 實 際であった かどう か。  (明治 四十 四 年 H 月 「學 生」).. 
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辭 書 >i 梦 I 語 

上 

辭 書と いふ もの は あらゆる 國語を 包含す ベ き 害で あるが、 余 等が 平常 話す 詞の 中で、 辭 書に 採られて 居らぬ の 

が澤山 ある。 それ は 物の 音 聲を擬 してい ふ 語、 叉音聲 でなくても 昔 聲の速 想から 其の 校樣を 言った 語で ある。 い 

づ れの國 語に しても、 昔 聲に擬 して 作った 語 は 可な りに 多い ので、 或 言語 學者 はすべ て 人の 言葉 は 物の 擬聲 から 

出來る ものである とさへ 論じた。 之 を 一 百 語 起源の ヮ ン ワン 說 (BOW-w-,>w  Theory) とい ふ。 卽ち 犬の 聲 から 附け 

た 名で ある。 此の ワンワンの 一語で も 分る が、 日本で は ワンワン とい- が、 英語で は wow-wow とい ふ。 猫の 鳴 

聲は 日本人に は 二 ャ I,  二 ャ ー と 聞え るので、 赤 ン坊は 猫の 事 を 二 ャ I ゴと いふ。 卽ち ネコ である。 併し 英語の 

讀本 など を 見る と， ミヤ ゥ、 ミヤ ゥと 鳴く ので、 n と m との 區 別が ある。 鐵 砲の 昔 を 形容す る 語で も、 英語で は 

Baiijx などと 書いて あるが、 日本で はズ ドンで ある。 同じ 昔聲を 聞いても、 人種が 遠へば 異様に 聞 分ける のが 面 

白い。 但し c-ckoo と 郭公 (ホ ト、 ギス) など は 東西 甚だ 相似て 居る。 爲 の 名で いへば ガン、 カラス、 ウダ ヒス、 

蟲の 名の キリ/^ ス、 チン チロ リン、 苦 聲を擬 した 物 名は國 語に もなか./ \ 多い。 午砲 を ドンと いふの もつ まり 

辭 書に 無い 譜 
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は擬聲 である。 太鼓 をデ ン.， ^とい ひ、 三味線 をべ ン /\ と いふの 類、 子供の 一一 II 語の 中に 多 いのは 人 をして 言語 

發 達の 順序 を會 得せし める。 漢語の 牛馬 犬 猫 を はじめ、 烏 も 鴉.^. 金 も 風. 大方 は 擬聲の 語で あるに 相違ない。 今 

はさう いふ 起源 を 叙べ るので は 無い。 擬聲の 形容語に 就いて 一一 百す るので ある。 

「戶を ほと/ \ と 叩く」 「淚を はら/ \ と 流す」 の 類 は 雅文に も 用 ひられて ある。 「ザ ンブ とば かり 飛込む」 一 スラ 

リと 一 刀引拔 く」 など は小說 中に よく 出逢 ふ 形容で ある。 「ひい. となく 聲 悲し 夜の 鹿」 「わやくと 植 ゑて 去り 

けり 田 一 枚」 など 俳句に も 齢く は 無い。. これ 等 はよ く 用 ひれば 文章の 勢を增 し、 狀勢を 躍如たら しめる 效が ある。 

平常の 一 百 語に 氣を附 けて 見る と、 隨分澤 山 ある ものである。 

. 鐘の音の ゴ， I ン、 車の 昔の ガラ /\、 笛の 音の ピ ー など は實 際の 擬聲 語で ある。 チ リン /,\-.、 ガ タン/ \、 ガ 

チヤく、 ガフ /\* カンく、 ゴト /\、 ガブ/ \ など は 皆 此の 一類に 屬 する。 すべて 日本語の 擬聲 語に はか 

うい ふ樣に 二つの 同じ 昔 を 繰返して いふ ことが 多い。 時計の 響で も、 チ ヨキ/ \ 鳴 ると いふ。 西洋人 は 前後 を少 

し變へ て Tick-tac.k と 響く とい ふ。 ガタピ シ すると か、 ぺ チヤ クチャ 喋 舌る とい ふやう に 前後 を變へ ていふの は 

日本語に は 比較的に 少 いかと 思 ふ。 ヤン ャ /\ は聲を 出して 譽 める 音聲、 ムシ ャ/ \ は 頻りに 食 ふ 時の 音聲、 ム 

ニヤく は寢ー 百の， 昔聲。 笑聲は 殊に 種類が 多い。 ァハ ハ ハは 男の 笑聲、 ォホ ホホは 女の 笑聲、 ケラ / ヽ、 ゲ ラゲ 

ラ、 カン ラカラ/^ など 樣々 である。 

ソロく、 スル /\、 サラ / ヽ など は 多少 音 聲を擬 した 點も あらう が、 音聲 からの 連想で、 むしろ 其の 模樣を 
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あら はす ものである。 その 濁 昔の ゾ ズル /\、 ザ ラ./ \- など も同樣 である。 タラ/ \* トロ/ \、 ダラ 

/\、 ド B/\ な ども この類に 屬 する。 すべて 日本語で は淸 昔に いふ 時 は 上品で 細かい ものが、 濁 昔になる と 稍 

下品に 大きく 聞え る。 カン./,, \ に對 する ガン/ \、 コ 口/、 に對 する ゴ n /\、 カタ-,/ \ に對 する ガタ /\、 ト 

ク /\ に對 する ドク/^、 トン/ \ に對 する ドン/.、 の 類で ある。 ソロ/ \ とゾ n/\、 トロ/ \ とド B/\ な 

ども やはり 其の 例で ある。 チチ (父) の 濁音 はヂヂ (祖父)、 ハ ハ (母) の溺昔 はババ (祖母) で やはり 大きくな 

るので ある。  - 

ピ 力/ \、 ヒラ /\ など は視 覺の感 をい ひ あら はした 語で、 昔聲 には關 係がない。 「目 を キヨ 口/ \ する」 「既 

がテ 力/ \ して 居る」 など も 此の 類で あらう C 「舌 をべ ロリと 出す」 のべ ロリの 如き は 昔聲も 交って 居る やうに 思 

はれる。 ツル/ \、 ヌルく、 ベタ/ \、 ベタ/ \ など は觸覺 の感 から 山 2 た 語で、 「ッン /\ 頭が 痛む」 の ツンツ 

ンの やうな の も、 つまり は觸 覺の經 驗を應 用した ので ある。 

下 

カ行の 音 は 堅い、 ナ 行の 音 は軟 いとい ふ 様な こ ど は 所謂 音義說 といって、 昔 か ら 盛に 唱 へら れ. た こ と で あ るが 、 

擬聲、 模様の 昔に は是が あてはまる 事が 揚く ない。 ナ 行の 昔 S は 鼻へ 拔 ける 舌音で あるから、 成程 や はら かい。 

緩漫 なのん びりして 迫らない、 粘着力の ある 氣 味が ある。 ヌル/ \、 ネチ /\、  ノロ/ \、  ノソ /\ 、ノタ /、、、 

二 チヤ/ \、  ニコ/ \, ユタ/ \> ヌラ/ ^の樣 な 類で ある。 ヤ行の 音に は ヨロ-, -\ -、 ユラ./^、 ョチ /^、 ョ 

辭 書に 無い SS 
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タ /\、 ュル/ \- 等 これ は 物の 一定し ないで、 動いて 居る やうな 模様 を 示す 語が 多い。 サ行の 音に はス ラリ、 ソ 

ロリ、 サラ/ \.、 ソロ/, \ など 物が 靜 かに 摩擦して 進行して 行く 樣な處 が 目立つ。 カ行で は カラ リ、 コ リ、 力 

ン /\、 コン く、 クン/ \ など 金 か 木 かの やうた 堅い 音 を爲す ことが 多い。 

徒歩す るの を 「テク/., \ 歩く」 とい ふの は、 どうい ふ 形容で あらう。 これ 等 は 昔 聲を擬 したので は あるまい。. 

「メソ Z ヽと 泣く」 「ヌ ッッ スッッ して 居る」 「ケ ロリカ ンと 坐って 居る」 「仕事 を テキ パキ 片附 ける」 など は聽感 

ゃ視感 ゃ觸感 の 方から は 了解の 出来な い 語で ある。 語の 音と 語 の 意味と に 何 か の 聯絡が あるので あ る T ボ カンと 

して 居る」 「ズン /\涉 取る」 「チン チ クリンな 人」 など 皆 此の 類に 屬す るので ある。 

ラ行の 音 は 元來の 日本語で は 語の 上に 出て 來る ことが 無い。 ラリ ルレ の 頭に 附 いた 語 は 漢語 か 西洋 語 かが 日 

本 語に なった ので ある。 それ 故、 昔の 音 義學者 は ラ行 は 從屬の 音で あると 唱 へた。 擬聲、 模様の 形容語に は不思 

議に ラ行の 音の 附 いたのが 多い。 カラ/ \、 キラ/ \、 クル/ \、 コ ソロ- スル/ \、 サラ /\、 

シル^, \ -、 タラ/ \ -、 ツル/ ヽ、 テラ/ \、 ヌル/ \、  ノロ/, \、 ヒラ /\、 ハラ/ \、 ボ tlz\ ヘラ/ \ 

ユラ （-、 ュル /\、 ヨロ/ \、 ガ ラリ、 ブラ リ、 ヒ ラリ、 スッ テン コロ リンな ど 皆 これで ある。 

漢語に も かう いふ 種類の 語 は澤山 ある。 蕭々、 風々、 消々、 滴々、 雾々、 紛々 等の 類 は 古來の 慣用に 從 つて 誰 

も 誰も 詩文に 用 ひて 居る" 何々 然、 何々 乎と いふの も擬聲 語で ある 場合が 齡 くない。 和歌に は 元来 あまり かう い 

ふ 語 を 用 ひなかつ たが、 俳句に は 隨分用 ひられて 居る。 野卑な のは棄 てねば ならぬ が、 將來 口語文の 發 達の 爲に 
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はこれ 等の 擬聲語 を 使って 見る の も 面白から う。  (明治 四十 四 年 四月. 「學 生」) 

變っ て 行く 名稱 用語 

雜誌 「新 日本」 に は 十二 人の 顧問が ある。 いづれ も當代 第一流の 大家で、 誠に 結構な 次第で ある。 それに 就い 

て 想 出す と、 この 顧問と いふ 語 は 近頃 種々 の 方面に 用 ひられる。 會社 などに も 折節 顧問と いふ 名が 見える。 今度 

文部省に 設けられた 維新 史料編纂 局に も 顧問と いふ 額觸が 山縣公 以下 六 七 人 見えた。 樞密 顧問 官、 宮中 顧問 官等 

は 明らかな 官名で ある。 元來 顧問と いふ 語の 意義 は 顧みて 間 ふとい ふので、 一 寸橫を 向いて あれ はどうだった か 

なと 質 間す る やうな 氣 味が ある やうに 思 ふ。 卽ち 身分の 上の 人から、 E 下の 人に 相談す る 時に 用 ひるの が 本當で 

は あるまい か。 

天皇陛下に、 樞密 顧問、 宮中 顧問 あるの は 不思議で は 無く、 大喂 伯の 位置 名望 叉 其の 年輩から 言って、 「新 日本」 

の， H 一 先生 を 顧問と せ られ るの も 格別 不妥當 とも 思 は ぬ が、 最も 面白く 感ぜら れ るの は愛國 婦人 會 の 顧問 で あ る。 

各 府縣の 支部 長 は いづれ も 知事の 夫人で、 その 顧問 は 知事 閣下で ある。 女房の 後に 坐って、 其の 質問に 應 せられ 

る 有 樣を想 見す ると、 どうしても 明治時代の 女 權擴張 を 尤もと 首肯 かせる ので ある。 

變 つて 行く 名稱 用語 
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大隈伯 主宰と いふ 主宰の 二字 も雜 誌に は 始めて 用 ひられた かと 思 ふ。 書物に 監修と いふ こと は、 支那に 例 も あ 

り、 職名に さへ なった かと 思 ふが、 日本で 始めて 用 ひたの は 一二 省 堂 出版の 「漢和 大 辭典」 に 重 野、 三 島、 服 部 三 

博士. の 監修と 銘を打 つたの が嚆 矢で あら う (余 が 記憶に よれ ば)。 そ の 後 種々 の 書物に 用 ひられる 樣 になった。 近 

頃 目新し いのは 「新 日本」 の 主宰と、 「社 會 政策」 の 板 垣 伯董督 である。 漢文 復興と あって、 隨分 色々 な 熟語が 用 

ひられる。 今に 眞宰 とか 守宰 とか、 乃至 は 選督、 親督、 專督 など も 必す用 ひられる であらう。 熟語の 意義の 時代 

によって 變遷す る こと、 叉 新奇な 熟語. の 軎 ばれ る こと は當然 の 事で ある。 

會に會 長が あり、 總 裁が あり、 評議 晨が あり、 幹事が あるの はま だ 聞え るが、 會 員の 中に 色々 の區 別の あるの 

は 甚だ 面白くない 心 持が する。 會と いふ もの は元來 協同 一致で、 或 目的 をす る ものであるから、 成るべく 平等で 

なければ ならぬ。 然るに 名譽會 員、 特別 會員、 贊助會 員、 通常 會員 などの 色々 の 階級が あり、 軍人の 或會の 如き 

は 元老と. いふ 特別な 名稱 さへ 設けた。 誠に 以て 面白くない。 しかも 其の 種々 な 名稱は 多く は 寄附 金、 會費 などの 

多寡に よって IhM 別す るに 至って は、 誠に 現金な せの 中で ある.。 

會 社と いふの は 日本の 新 熟語。 社會 とい ふ 語 を 上下に ひつく りかへ したの ださう だ。 外國 では Society,  Gscll- 

w?hait 社 會も會 社 も 同 一 語で ある。 社會 とい ふ 語 は 支那に も 用例が あるので、 それ を 倒に して 社 會と區 別す る爲 

に會 社と いふ 飜譯語 を 造った 機 轉には 誠に 感心す るが、 office とい ふ 一語が、 役所で も、 私人の 事務所に でも 用 

ひられる 輕便 さに 至って は、 うた、 東西 習慣の 相違 を 驚かす に は 居られぬ。 ^ 


頭取、 肝 煎な どの 舊名稱 はだん/ \ 廢れ て、 今日 どんな 民 設の會 社で も 社長で ある。 監査役で ある" それでも 

まだ 監査役の 役の 字、 取締役な どの 名 稱が殘 つて 居る のが 面白い。 德川 時代に は 役人の 名 稱は餘 程 通俗的で あつ 

たが、 此の 點 では 明治時代 になって、 かへ つて 官民の 區 別が こちた く^った。 

明治の 王政復古 は大寶 令の 職員 令の 名稱を 其の儘に 復活した。 それが 新しい 行政の 仕事が 起る と 同時に 色々 に 

變 化すべき 必要が 起って、 今日は 實に 種々 雜多 である。 明治 十八 年の 官制 改革まで は 各省の 長官 は 卿、 次官 は大 

少輔 であった が、 それが 皆 大臣、 次官と 變 つた。 今日で まだ 昔の 面影 を殘 して 居る の は 宫內省 だけで、 寮の 長官 

が 頭、 次官が 助、 職の 長官が 大夫、 次官が 亮 である。 叉 軍人の 將、 佐、 尉な ども 昔の 餘波を 留めて 居る が、 軍醫 

正と い ふ 正の 字 は 元來司 とい ふ 役所の 長官。 その上に 更に 軍醫監 が あり、 叉 軍 醫總監 が あるの は 今の 官制 である。 

檢事 にも 正が あって、 正の 語が 軍 醫と檢 事な どに 殘 つて 居る の は 面白い。 家令、 家扶、 家從 とい ふ 順序が 昔の 儘 

であるの は 珍しい 心 持が する。 今の 世の 官制の 複雜 なの は 昔と 比較に はならぬ。 それ も 其の 害、 樺 太！ 政 長官、 

薹 灣總督 などの 官名 は 昔の 人の 想像 も出來 なかった 事で ある。 飛行機 研究 委員と か、 震災 豫防 調査 會 委員と か、 

奈良 朝、 平安朝の 人に は 何の 事 やら 分らぬ に 相違ない。 試みに 職員録 を 開いて 縣の 事務官の 肩書 を 見 給へ、 其の 

官職 を 到底 一息で 讀 下す こと は出來 ない。  . 

昔は院 とい ふ 役所はなかった。 院と 申せば 上皇の 御所 を 申した C 明治に は 左院、 iR 老院、 柩 密院、 それ かち 貴 

族院、 衆議院。 曰く 大學 院。 曰く 學士 院。 曰く 鐵道 院」 曰く 何々 病院。 

變 つて 行く 名 稱州語 
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大學院 は 英語で university  Hall その ホ— ル で 想 出した の は 近頃 ホ ー ル の增 加した 享 である。 aeer  Hall が 

はじめで、 ミルク. ホ ー ル、 莫子ホ ー ル。 ホ，. 'ル とい へ ば、 少し 廣 さうな 氣 もす るが、 問 ロー 一問、 奥行 一 一間 位の 

ホ ー ルが 東京 市の 到る 處に 存在す る。 二十 年 位 前の 事 かとお も ふ、 散髮 床の 看板に 何々. 樓 としてあって、 しかも 

一 一階 も 何もな い 店が 多い の を、 支那 人が 見た ら 嘸び つくり する ことで あ ら う と 或 新聞に 書い てあつたり 現 八 「の ホ 

1 ルを 西洋人が 見ても 同様にび つくりす るに 違ない。 

昔 は 何々 屋 といった 商 賣屋も 今 はだんく と 屋號を 止めて 店、 廛、 鋪、 軒、 舍、 堂、 館な どと いふの が 多くな 

つた〕 昔の 越後 屋は卽 ち 今の  一二 越吳服 店で ある。 

古い 書物 を 見る と. - 卷 末に 山城 屋佐 兵衞、 山中 市 兵衞、 淺 野屋彌 兵衞、 須原屋 茂兵衞 などい ふ 名が 見える が、 

今の 書肆に は そ んな名 は 甚だ 少 い 。 嵩 山 房 は徂俅 先生 の 逸話 も 想 出 されて 古い 名で あるが， それに 似た の は冨山 

房。 金 港 堂、 錦 耕 堂な ど、 一寸 聞く と 同じ やうな の も 色々 ある。 いかめし いのは 弘道 館、 弘文 館、 日 進 堂、 有朋 

堂、 誠 之 堂、 育英 舍、 育文 舍 等の 名 稱で、 此 等の 名 を 聞く と、 舊幕 時代の 諸 藩の 學 校が 思 出される。 儒敎を 根本 

とした 諸 藩の 學校は 明 倫、 造士、 養 賢、 時習、 修猷、 修道， 明 道、 弘道、 尙德、 日 進、 明德、 誠 之と いふ やうな 

名 をつ. け た の で 、 今日中 學校等 の 其の 名を殘 して 居る もの も 三 四 は あるが、 今の 學校は 概して 實用 的に 何縣第 一 

中學 校、 第二 中學校 等と いって 居る。 さう して 前の 學 校の 名稱が 却って 本屋の 方へ 移って 行った。 

今の 本屋の 名稱で 一 番多 いのは 文の 字 を 用 ひた もので あらう。 就中 何 文と 文 を 一 一字 rH に 置いた のが 非常に 多 


178 


い」 博 文 館、 弘文 館、 同文 館、 賓文 館、 興 文 社、 郁文 舍、 廣文 堂、 廣文 館、 泰文 社、 建 文 館、 生 文 館、 好 文 堂、 

敎文 館、 敎文 堂、 積 文 堂、 原文 堂、 開 文 館、 益 文 堂、 昭文 堂、 魁 文 堂、 海 文 堂、 敬 文 館、 國文 堂、 雄 文 館、 尙文 

館、 貢 文 堂、 芳文 堂、 明文 館、 誠 文 堂、 尙文 堂、 北 文 館、 原文 館、 璺文 堂、 集 文 館、 明文 館、 彙文 堂、 隆文 堂、 

郁文 堂 * 以文 堂、 盛 文 堂、 正文 堂、 養 文 館、 ざっと 勘定しても 四十。 これ は 東京 だけの 發行、 小賣の 書肆 等 を も 

人れ ての 話で あるが、 田 舍のを 加 へれば、 もっと 多い。 中には、 熟語に も 何にもな つて 居らぬ の も あるが、 とに 

かく 文と いふ 字を附 けたので ある。 文の 字 を 上に 置いた の は、 文 昌閣、 文會 堂、 文 光堂、 文寶 堂、 文 錦 堂、 文 進 

堂、 文 星閣、 文 友 館、 文 盛 堂、 文 林 堂、 文祿 堂、 文 光堂、 文 求 堂、 文明 林、 文 淵 堂、 文學 堂、 文 友 堂、 文圃 堂、 

文章 堂、 文 行 堂、 文 進 堂、 文樂 堂、 これ もなかく 多い。 開發 社、 開 成 館、 文明 堂な ど は 明治 式を氣 取った 名で 

ある。 

紫 金 錠、 奇應 丸と いふ 薬の 名 も 今 は 古い。 賓丹、 精 綺水等 今でも 賣行は 盛で ある さう だが、 名稱 はや はり 古い。 

此 等になる と 古いので 叉 能く 賣れ る。 すべて 近頃の 藥は 西洋 流の 名が 必要で ある。 ゼム、 グ リコ ナ ー ル、 タカ ヂ 

ァスタ ー ゼ、 ッョ ー ル、 アンチ ピリン、 新聞の 廣吿で 名 を 見る ばかりで、 どん.^ もの か 知らぬ のが 多い 。洗 粉で 

も クラブ 洗 粉、 齒磨 でも ライオン 齒磨、 サ イダ ー、 シト &ン、 シナ ルコ。 藥 種の 名で 想 出した が、 昔 は 丸、 散、 

丹、 膏 といって、 丸 は 丸薬、 散 は 散藥、 丹 は 煉藥、 膏は 膏薬、 其の 名稱 通りで あつたが、 此の頃の は. U 丹と いつ 

て も谏藥 では 無い。 やはり 丸藥 である。 昔風に いへば 仁 丸と いはねば ならぬ ものである。 併し 萬 金 丹、 淸心丹.^;^ 

麼 つて 行く 名 稱用篛    I  I 
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ど 古ぐ から 丸薬に 丹の 字 を 用 ひて あるから * これ は 余が 思 違 か， れぬ。 

治療と いへ ば 今 の 醫 術ら しく 聞え、 療治と いふ と 漢法醫 らしく 聞え ると いった 人が あった。 少しの 事で 遠 ふ も 

の だ。 今の 醫術は それ. <\- に 分科して 誠に 精密に なった。 內 外科、 小兒 科、 婦人科、 耳鼻咽喉科、 眼科、 齒科 等。 

專門醫 だけの 事 は ある。 併し 泌尿器と か、 生殖器と かいふ こと を麗々 しく 電車な どに 廣吿 して あるの は、 あまり 

感心した 事と は 思 はぬ。 就中 思 切って 付けた 名 は 東京 肛門 病院、 露骨と いふ こと は或點 からい へば 現代の 一 特色 

である。  - 

醫 者と いふと 腹 を 立てる 醫 者が ある。 我等に はさう は 思 はれぬ が、 何となく 侮辱して 聞え るとの 事。 成程 考へ 

て 見れば 役者、 藝者、 易者な ど 者の つくもの は あまり 高 尙には 聞えぬ。 但し 學 者と いふ 語 は 例外 だ。 何故に 學者 

が を かしくな く、 醫 者が 侮辱ら しく 聞え るかと 考 へ て 見る と、 學 者と いふ 語 はや はり 漢文に 用 ひられる からで、 

醫者は 全く 日本 作り の 漢語 で あるから であらう。 

之と 反對に 者の 字 をつ けて  一一 一一 n はぬ と 叱られる のが ある。 それ は 新聞記者で、 新聞 屋な どと 言 つて は 非常に 失禮 

に當る さう である。 

： 醫者は 醫叉は 醫師と 呼ぶべき である C 昔 は 物の 製作 人が 何々 師と稱 したの が 色々 あつたが、 今 は 一向 見當ら ぬ。 

獨逸 などで 何々 Moister とい ふの が 甚だよ く 似て 居る。 今でも 立派に 師の 字を殘 して 居る の は 大經師 だけで あ 

る。 さう かと 思 ふと 靴屋の 看板に 靴師と 書い て あるな ども 折々 見受ける G 
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洋服 裁縫 店に 限って 高等と いふ 一 一字 を 冠す るの はどうい ふわけ か。 高等 下宿に 至って は 腐に 明治 式の 新 熟語で 

ある。 

相撲の 土 保 場が 國技 館と 銘を 打ち、 浪花節が 武士道 を 鼓吹す る 時勢、 用語の すん/ \ と變 つて 行く の は 當然の 

事で、 いくら 言っても 盡 きる もので はない。 .  (明治 四十 四 年 六月 「新 日本」) 

本 居 翁 遣 蹟 

一 

かって は雜誌 r 學生」 に 前文 部 次官 澤柳 氏が， 近頃の 學 生が 文科に 向 はすして.、 醫者 ゃェ學 者に なりたがる 事 

を說 かれて、 ぉ醫者 さまの 側から 大分 反 對說が 起った やうで あつたが、 昔の 學 者に は醫 者と 又 學 者と 兼業の 人が 

澤 山あった。 現在で も醫 者で 兼文學 者た る 森 鵜 外 氏 や、 井上通泰 氏 や、 大野 洒竹 氏な ど を、 しばらく 擧げ ぬに し 

て も、 文學と 醫學と はさう かけ 離れた もので はない。 一 つに は醫 者と いふ もの は、 朝から 晚 まで、 病人、 人生の 

悲しい 半面 を 見て 居る 職業で あるから、 文學 とい ふ ものに 自らの 慰藉 を 求める やうになる の は 自然で ある。 加 之 

昔は醫 者になる のに は 漢學の 力 も 必要で あり、 旁々 いは ゆる 儒醫 とい ふ ものが 出來、 醫 古で 職業 を 求めながら、 

本 居 翁 遗 躋 
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論文 隨筆  . 

同時に 儒學を 研究し、 文學に 遊んだ 人が 多かった ので ある" 因って 余 は 忠告した i と 思 ふ。 若し 文學で 銀が 食へ 

ない と 思へば 必す しも 文科に はいらぬ でもよ い。 醫者 なり、 ェ學 者な りに なって、 さて 文學を 研究して 貰へば よ 

い。 唯 金が 多く 取れる からといって、 其の 方に 向 ふとい ふ考の 人な ど は、 醫者 になら うが、 何に ならう が、 決し 

て 第 一 流の 人物に はなれぬ ので ある。 

二 

我が 國學の 大家で、 德川 時代 に 於け る 國學を 大成した といっても よろしい 本 居. 宣長 は、 醫者を 業と し て 居られ 

たので ある。 口過ぎの 爲に醫 業 をせられ、 それで 家計 を 維持し つ、、 國學 大成と いふ 醫 術よりも、 もう  一 I 廣ぃ 

仁術 を 行 はれた のであった。 今の 世の中 は專門 だから、 それで は專 門の 醫 術に 不親切 だな どと いふ 評が あるか も 

知れぬ が、 すぐれた 人 は 常人の 三倍 は 仕事が 出來 る。 森鷗外 君が 文學を やられる にしても、 醫 術の 方に 不忠 實だ 

とい ふ 評判 はない。 やはり 醫學 博士た ると 同時に 文學 博士で ある。 本 居 翁 はもと より 醫者 としての 大家で は 無 か 

つた。 しかし 食へ ぬからと いって、 文學 を見雍 てる 人で は 無かった。 食 ふ 方を醫 業に 求めて、 好きな 學問を 研究 

された 人で ある。 眇 たる $ ^勢 松 阪の 一 庸醫、 それが 犬 下 を 動かした 大學 者で ある。 皇學の 基礎 を 定めて、 千古の 

模範と なった 先生で ある。 事 を 成す，' 一成さぬ と は、 つまり 其の 志の 如何に ある。 大學で 選ぶ 專門 など はどうで も 

よい。 

本 居 翁 の 著述に は 徹頭徹尾 漢意 に 僻す るの を 戒め て ある。 それ は 其の 當時 の 積弊に 反對 せられた ので ある。 漢 
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拳が 盛で、 何事 も 漢學で 無ければ 夜 も 日 も 明けぬ やうに 思った 時代、 日本 固有の 道 を 忘れて はならぬ とい ふの が * 

ャ おの 主 養、 敷 島の 大和心 を 振 ひ 起さう とい ふの が、 其の 本領で あるから、 片 つばし から 漢學に 佞す る 輩 を 筆 伐 

せられた ので ある。 大人の 此の 主義が 遂に 尊王攘夷 論の 大本と なって、 王政 維新の 大業に 關 係の 大きかった 事 は 

いふまで も 無い。 翁が 醫者 だけで 自ら 甘んじて 居られなかった のは國 家の ため 大 幸福であった。 • 

三 

夜 八 時半 頃、 汽車 を 下りて、 松阪の 山川 ホテルに 投宿した。 出發前 翁の 五世の 孫 本 居淸造 氏から、 此の 宿が 一 

番 よいから と閜 いて 居った ので ある。 ホテルと いふ 名に、 何となく 西洋風の 様式 を 連想して 居った 余 は、 まづ其 

の 純日本式の 宿屋た るに 驚いた。 表二階の 一室に 通されて 第二に 驚いた の は、 其の 室の 掛物 も、 額 も かって 日本 

に 居った 淸國人 王 漆 園の 書で、 二 枚 立の 辟 風が 韓國 人の 筆、 一として 日本 趣味の 無い ことであった。 何事 も漢心 

を 排斥 せられた 翁の 鄕 里の 宿屋と して は、 甚だしく 不相應 な感を 起した。 ホテル 11 松阪 11 支那 人 — 少しも 

調和 しないと 思 ひながら、 眠に 就いた。  . 

翌朝 ホテルの 主人が 挨 拨に來 た。 誠に 純朴な 老 紳士で ある。 生粹な 日本の 松阪の 人で ある。 今日は 山窒 山の 翁 

の 墓に 參詣 しょうと いふと、 「私 も 久しく 參詣 せぬ から 同行したい」 とい ふ。 空に 一 點の雲 も 無い 秋晴の 天氣、 車 

を聯 ねて 山窒 山へ 向った。 

四 

本 居 翁 造 鎮 
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薄 塞い 朝風に 面 を 吹かせて、 野 山の 景色 を 眺め ゆく 樂 しさ。 早稻 田は已 に刈盡 したが、 晚稻田 は 金色に 波立つ 

て、 璺 年の 喜 を 見せて 居る。 一里 以上の 路を 往復す るら しい 一年生 位の 小兒の 連立って ゆく の も、 いさましく 心 

地 よげ に 見える。 尾花 や 野菊の 交って 居る 疎らな 小 松原の 道 を 通って、 やがて 喬松亭 々と 聳えた 山の 麓 を 過ぎる。 

あの 山 は 何、 この 山 は 何 、「お 墓 は あそこの 山の 茂みの 處 です」 と 車夫の 語る を 聞きながら、 いつしか 山 窒へ着 

いた。 車 を 捨てて 爪先 上りの 坂道 を 上って 行く" 繁 つた 木の 問 を 流れる 溪 流の 昔、 都に 慣れた 目 や 耳に は 淸らか 

に 珍しい" 杉、 松、 椎 など 小暗い 道 を 稍， 四 五町 も 上った 處に淨 土宗の 寺が ある。 妙樂 寺と いって、 翁に は 深い 關 

係の あるお 寺で ある。 それから 右へ 左への 九十 九折 を 喘ぎ/ \ 六 七 町 も 上る と、 古い 木の， 场居 があって、 十數段 

の 石磴の 上、 一 一三 十 坪 位が 平地に なって 居る。 其の 中央の 小高い 土 盛が 卽ち 翁の 墓で ある。 上^ 櫻の 木が 一 本。 • 

「本 居 宣長奧 墓」 と 題した 墓石が ある。 山 室 山 神社と いふが 社殿 も 何も 無い。 翁の 墓の 左手に 丸い 石が あって、 

平 田 篤 胤 大人の、 . 

なきから は いづく の 土に たりぬ とも 魂 はおき なの もとに 行かなん 

と鐫 つたの が 立って 居る。  • 

篤 胤 大人 は 翁の 歿後の 鬥 人で、 生前に 敎を 受けられた 事 はない： しかも あまたの 門弟 子の 中で、 ひとり 翁の 傍 

に 侍って 居られる の は、 嘸 かし 滿 足の 事で あらう とお も ふ。 此の 墓所 はかの 妙樂 寺の 持 地面で あつたの を、 翁が 

懇請して 生前に 占定 して 置かれた ので ある。 其の 承諾 を 喜んで、 住僧に 宛てられた 手紙 は 今尙同 寺に 珍藏 して 居 
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る- 

山窒の 山に 干 年の やどしめ て 風に 知られぬ 花 を こそ 見め  . 

と 詠まれた の は 此の 時で ある。 二十 年來、 一 日と して 翁の 書物 を讀 まぬ 事の 無い 後進の 一書 生が、 今 始めて 翁の • 

墓前に 額づ いて、 感慨 は眞に 無量であった。  ， 

百年の 世は隔 つれ ど敎へ 子に 數ま へ ませと をが み 額.、 つく 

翁が 歿後の 門人 は 幾 百 萬の 多き に 上って ゐる であらう。 其の 著書の 卓絶な 學術 上の 價 値と、 偉大な 感化 力と は、 

未来永劫に^ 後の 門人 を 作りつ、 あるので ある。 世に 學 者の 事業 程 絕大な もの は 無い。 

此の 墓所 は 山の頂に あるので、 眺望の 美し さは 比類がない。 靑々 とした 伊勢の 海 を 見 はるかして、 志 摩、 三 河、 

尾 張 等の 崎々、 山々。 近く は 松 阪町を 眼下に 見る。 「富 士の山 もい つも は 丁度 あの あたりに 見える」 と ホテルの 主 

人 は 指さした。 千古に 卓越した 偉大な 學 者の 奥 城と して は 誠に ふさ はしい 場所で ある。 

妙樂 寺に 入って 一 憩し、 翁の 書 幅を拜 し、 參拜 名簿に 記入な どす る。 此處の 眺望 も 誠に 美しい。 元來、 翁の 祖 

先の 擅那 寺で、 翁 は 折々 此處に 遊ばれた ので ある。 今日は 住僧が 不在と いふので、 寺男が 一 人 留守居して 居た が、 

いざ 歸 らうと すると、 その は 居ない。 車夫に. 聞けば 今 在所まで 行って 來る とて 出掛けた とい ふ。 さながらに 太 

古のお である。 

五 

本 居 翁遣躞 
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松 阪へ歸 つて 城跡の 公園に 行く。 こ \ に鈴屋 遺蹟 保存 會 があって、 翁の 舊 宅が 其の儘で 保存 せられて 居る e 又 

新しい 倉庫に は 翁の 自筆の 草稿、 遣 愛の もの、 醫業 用の 藥 箱な ども 陳列され て 居る C どの 稿本 も 丁寧に 綺麗に 認 

めて あって、 翁が 四十 餘 年の 勤勉 篤學、 人 をして 襟 を 正さし める に 足る。 舊宅 はもと 魚 町に あつたの を、 市中で 

火災の 恐 も あるから、 保存 會で、 此の 奮 城址の 一角へ 移した ので ある。 併し 庭の 樹木 置 石まで 一切 舊態 を存 する 

やう 苦心した とい ふこと で、 本居淸 造と いふ 表札まで 其の儘に なって 居る。 薹 所の 竈 も 井 も 便所 も、 本の 儘 の 形 

が殘 されて 居る。 下が 引出に なって 居る 小さい 階 子 段 を 上る と、 二階が 四疊 半の 書齋、 その 床の 柱に 三十 六の 鈴 

が 六 つづつ 六 段に つた がれて 懸 つて 居る。 (これ は 模造品で、 本 品 は 陳列 庫に 在る。) これが 卽ち 翁が 一切の 著述 

の 製作 せられた 場所で、 此の 四 疊半か ら 日本 全 國を吹 靡かす 風が 舞 起 つたので ある。 西 向の 窓から さし 込む 夕日 

は、 嘸堪へ 難かった らうと おも はれて、 此の 質素な 家居の 様が、 いよ/ \ 翁の 人格 を大 ならしめ る。 獨 逸の ワイ 

マ —ル で、 ゲ ー テゃシ ル ラ. I の 舊宅を 見た 時に も、 其の 偉大な 事業と 其の 質朴，^ 家居の 狀 態との 對比を 面白く 感 

じたが、 此の 鈴 屋の遣 蹟には 一 暦 其の 感を 深う した。 、ゲ， -テ、 シルラ ー の 舊宅を 見た 時 は、 日本に も かう いふ 様 

に 偉人の 遺蹟 を 保存した いもの だと 思った が、 今や それが 實 行せられ て、 先 づ之を 翁の 奮 宅に 見る こと を 得た の 

は、 誠に 悅ば しい ことで ある。 

六 

此の 松阪の 公園 は 四 望 豁然、 パノラマ を 見る やうで、 結景 であるが、 翁の 遣蹟を 移して、 更に 崇高の 威 嚴を加 
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へた。 我が 國に翁 ある は、 我が 國の 誇、 松阪 町民の 誇 は 翁の 遣蹟に 越した もの は 無い。 城の 大手 門 を 出で て數十 

步、 縣社 山窒山 神社が ある。 社殿 瑞籬 が、 祌宮 風の 様式で あるの は 一 しほうれ しく 感じた) 小春日和 のうら、 か 

さに、 此の あたりの 櫻の 木が 幾 本 ともなく 返り 疾 をして 居る。 宿の 主人の 話に、 先年 東 鄕大將 の 来られた 時 も、 

返り. を 見られて、 「流石に 本 居 翁の 鄉土 故、 樱は 一年中 くの だら う」 とい はれた とい ふこと である" 

櫻 木に ゑり し 百 千の 卷々 ぞ 風に 知られぬ 花に はありけ る 

十月 十 一 日奈 良の 宿に て (明治 四十 四 年 十 一 月 「學 生」) 

私の 中學生 時代 

私の 中學生 で あ. つ た 時代 は 今から 三 十餘年 以前 で、 其の 頃敎を 受けた 先生 達の 中 で 、 まだ 御 存命 のお 方 も澤山 

あるから、 そんなに 古い 事で は 無い。 自分から 考 へれば 尙更 昨日の やうで、 今の 氣分も 其の 頃の 氣 分と 少しも 變 

り はない。 唯中學 校の 學科 や、 ー體の 書生の 風が 大分 違って 居る から、 私の 頃 はこん な樣 子で あつたと、 今の 中 

睪生 諸君に お 話 をす るので ある。 

私 は 小 學敎育 を 新 潟で 受けて、 最後の 一年 は 東京の 番 町小學 校で 學ん だ。 そこ を 卒業して、 人學 したの が仙臺 
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の 宮城 中學 校、 其の 時分 は 課程が 二つに 分れて あって、 邦語 中學 科と 英語 中學 科と あった。 人學 試験 を 受けて 邦 

語 科に はいった ので ある。 此の頃の 作文の 模範と して 喜んで 讀ん だの は 穎才 新 誌 ゃ小學 敎文雜 誌な どであって、 

これ 等 は 每號待 兼ねて 讀ん だ。 外に 中學 生の 見る やうな 雜誌類 は 何も 無い C これ は 今日の 有様と 比べれば 大變な 

相違で ある。 學 校で 作った 文章 は 例の 「一瓢 を携 へて 杖を曳 く」 とい ふ體 裁で、 最後 は 「日 西 山に 春く」 とか 「暮 

靄 蒼然と して 來る」 とかで 牧め たもの。 「陶然と して 醉ふ」 とか、 「玉 山 巳に 類る」 とか 平氣で 書いて 居た もので 

ある。 總 じて 仙臺の 地方 (ばかりに も 限るまい が) は、 漢學 がま だ/ \ なか/ \盛 で、 學生 は歸宅 後必す 漢學先 

生の 塾へ 通って 勉強して 居った。 同級生の 中に も 漢文 を 作ったり、 漢詩 を 作ったり して 居る から、 羨し くて たま 

ら ない。 それで 私 も 親に 願って、 其の 頃 名高かった 國分 先生の 許へ 行って、 分り もせぬ のに 左 偉の 講義な どを聽 

いた。 先生の 御座 敷 はいつ も 一杯で、 聽講 者が 部屋の 外まで 溢れて 居た。 それから 叉 佐 久間晴 岳と いふ 先生 (こ 

つち 

れは 有名な 洞巖 先生の 後で 畫家兼 儒者) の 許へ 通って、 作詩 を少々 學ん だ。 もと/ \ 漢學の 力が 無い の だから 

どうせ 碌な もの は出來 ない。 詩語 粹金、 幼學 便覧な ども ひねくって、 始めて 平仄と か 韻と かいふ もの を覺 えた： 

今日から 考へ ると、 此の 時分に 學んだ 漢學が 私の 爲に は餘程 役に立って 居る。 總 じて 此の 時代に は、 學 校の 學科 

が 今のより は 餘程樂 であった やうで ある。 家へ 歸 つて 後 も、 あまり 學 校の 課目 を勉强 しないで、 外の 事 をして 居 

たやう である" そこで 友達 同士 寄 合って 詩 を 作ったり、 文 を 作ったり して 批評し 合 ふ C 叉 輪 讀會を 開く とい ふや 

う た ことが 絕 えす 行 は れ た C 此の 時の 同級生 に は 今 劇壇 で 名の 高い 松 居 松葉 君 も 居ら れた。 
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今でも 忘れられな いのは、 此の頃 グ ー ルドと いふ 英語の 先生が 居られて、 これが 私 等に 地球儀の 製圖法 を敎へ 

られた = 處が 先生 は 日本語が 出來 す、 日本の 英語の 先生 (有名な 花輪 虎太郎 先生) が 通 辯して 敎 へられる。 邦語 

中學 科の 生徒で、 何しろ ペラ/ \ とい ふ 英語 は 始めて 聞いた ので、 グ ー ルド 先生の 話される 問 は を. かしくて/ \ 

たまらす、 一人が タス/ \ と 言 出す と、 他の 一人が 叉 笑 ひ 出す。 遂に は 全級 ァハ ハァハ ハと笑 ひ 崩れる ので、 其 

の 度 毎に 花輪 先生から 叱られる C グ ー ルド 先生 も 困って 居られる。 これが 毎日の やうで あつたの は、 今から 考へ 

れば 誠に 馬鹿げた ことで ある。 今日の 諸君 中には 英語 を 用 ひて 笑 ふやうな 人 は 一 人 も 無から う。 翌年 私 は 英語 中 

學 科の 方へ 轉 科した。 此の 時 私と 一緒に 轉 科した のが、 今の 東洋 汽船 會社 取締役の 白 石 元治郞 君であった。 

今日で は 英語の 敎へ 方、 學び 方に 正則と か變 則と かいふ 區別は 無い。 すべて 正則で あるが、 其の 頃は變 則と い 

ふ ものが あった。 發音 など は隨分 勝手な もので、 英米人に 通じよう が 通じまい が 構 はない。 直譯を 33 として、 手 

かた 

取 早く 英書 を讀 まう とい ふ 流儀の やり方で あつた-」 私 どもの 讀 本の 先生 は 卽ち變 則の 先生で、 此の方から 「蟻と 

さう して 猿、 蟻が 足 を もつ、 猿が 手 を もつ」 とい ふやうな 具合に、 ウィルソンの 讀本 を學ん だので ある。. 先生が 

丁寧に 一 人づっ 机の 前で 敎へ て 行って 下さる。 それ を 一 生 懸命で 復習 するとい ふ 有様で、 勿論 私 ども 學生等 は 字 

書な ど を 持って 居る もの は 一 人 も 無い。 漢學 の-方で は 可な りむ づ かしい もの を 讀んで 居る のに 引かへ、 英語と い 

ふ もの は 馬鹿に 子供ら しい 事が 書いて ある もの だとい ふ感を 起して、 英語に は 一 向 興味 を もたなかった。 

一年 程た つと、 學科 改正で 邦語、 英語の 區 別が 無くたり、 すっかり 新規 程 を 施行され る ことにな つた。 それで 
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全校 生徒が 試験 を 受けて 學カ相 當の學 級に 編入され る ことにな つた。 今迄の 上級生 もす つと 最下 級へ 入れられる 

人 も 出來、 最下 級から 一 つ 二つ 上の 級へ 行く 人な どもあった。 今度 は 動物 學、 植物 學、 代數、 幾何い ろくな 課 

目を敎 へられた。 

何しろ 漢學を 面白がって 居った 子供 等 (少 くと も 私 一人) に 一 番 つまらなく 思へ たの は 動物 學 であった。 それ 

も 先生が 二 コル ソ ンの 動物 學と かいふ 英書 を もって 來られ て、 プ ロト ゾァゃ アミ ー バ などの 說 明が ある。 - 少した 

つと 蝶 だの、 蜻餘 だのの 說明、 それが 今の やうに 立派な 敎科 書が あり、 面白く 分る やうに 出來て 居る ので はない 

から、 隨分 つまら， ない ものに 感じた。 それで 動物 學 をば 「蟲 っ子學 問」 と 私 ども は 名 づけて 居った。 ^し 試驗前 

に はや はり 一 生 懸命に 筆記 を さらった。  - 

一番 面白い とお もった の は 地文 學の 講義で、 松 本文 平と いふ 先生が 講ぜられ たの を、 非常な 興味 を もって 聽ぃ 

た-し 貿易風の こと、 日蝕 月蝕の こと、 潮流の こと、 熟帶、 塞帶、 溫帶の 事な ど。 それから 物理 學 にも はいって、 

寒暖計の こと や、 レンズの 講義な ども 聽き、 成程 西洋人 はえら いとお もった。 

幾何 學は 一 向 興味 を もたなかった が、 代 數學は 誠に 面白い もの だとお もった" 併し 點數 はよ くなかった" 

國文 などと いふ もの はもと より 無い。 讀本も 無ければ、 文法 も 無い。 假名 遣な ど は 先生 も 無茶苦茶、 生徒 も 無 

茶 苦 茶、 唯 漢文ば かりで ある。 修身と して 論語、 孟子 を 習 ひ、 漢文 兼歷史 として 通 鑑孽要 を 課せられた。 すん す 

ん讀ん で 行く ので、 あの 通 鑑孽要 を 一 學 年の 中に 大抵 終まで 讀ん でし まった。 何 をい つても 漢文が 重要な 學 科で 
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iir 分 等 も 一番 面白い とお もった。 讲 しその 時分から 考へ ると、 今日は 國 文の 讀本も 出來、 文法 も敎授 される とい 

ふ 風に なって、 誠に 進歩した ものである。 

試驗に 護んだ ことのない 漢文の 書物 を試驗 された ことがあった。 一 人 づっ呼 出されて 口頭 試驗を 受ける ので あ 

つて、 其の 間の 監督が 誠に 厳重で あつたが、 何でも 今日は 蒙 求が 出る ので、 しかも 蒙 求と いふ 書物の 名 はどうし 

て出來 たの かと 第一 に 問 はれる。 それから これく の 質問が あると、 どこから となく 聞え て來 たので、 それ を 用 

意して 行って、 首尾よく 良い 點數を 貰った ことがあった。 

體操 はあった か 無かった か、 よく 記憶せ ぬが、 健 か 無かった やうで ある。 擊劍 がな く、 柔道 もな く、 唱歌な ど 

はもと より 無かった。 

學 校に 演說會 があって 盛に 討論 會が 催された ことがあった。 一 度 出て 見た が、 今日から 考 へれば 政談 演說の や 

うな もので、 私 どもに は 分らぬ ことが 多かった。 

今日で は 小學校 生徒で も 制帽 を 被って 居る が、 其の 頃に は 制帽 も 制服 も 無い。 靴 を はく 人 も 二十 人に 一人 位で 

あった。 

學 校から 歸 ると、 三國志 だの、 八犬傳 だのす きな 本 を 讀んで 遊び、 叉 例の 近 處の友 だち と 詩 や 文 を 作って 遊ん 

だ。 友 だち の 一 人で 頻りに 小學 敎文雜 誌へ 投書す る 人が ある。 其の 人が 或 時 私 ども 一 一三 人の 詩 や 文 を 書いて 投書 

した。 それが 揭 載され たので、 私 ども はこれ は必す 例の 某 君の した ことに 相違ない と、 其處へ 押し かけて 行って、 
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絕 交しよう などと 騷 いだ 事 もあった。 

友人の 中で、 佐 藤 君 (これ は 工科 大學 在學中 死去)、 遊 佐 君 (これ は 陸軍 中尉で 死去) 等 は 立派な 文章 家で、 私 

どもが 敬服して 居った。 私の 仲よ しに 一 人 は 內藤文 平 君 (これ は 私より 一 つの 年上)、 一 人 は 和 達 陽 太 郎君 (これ 

は 私と 同時に 上京、 同時に 大學 卒業、 電氣ェ 學の專 門 家)、 私と 三人で、 內藤君 は 年長 故 愚 伯、 私が 愚 仲、 和 達 君 

が 愚叔、 三 愚と いって 喜んで 居った。 內藤君 は 漢詩 文の 俊才で あつたが 惜しい ことに 夭折した。 和 達 君 は 年少 か 

ら 非常の 俊英であって、 何でもよ く出來 た。 大學 でも 始終 優等生であった。 今 は. 霄氣 ェ學の 方面の 大家で ある。 

宮城 圖書 館の 出來 たの は 明治 何年で あつたか、 何でも 私 どもが 中學生 時代に 出來 たので ある。 例の 內藤 君と 和 

達 君と は 始終 出掛けた。 何とい ふこと なく、 手當り 放題に 讀んで 遊んだ が、 五雜 姐、 搜神 記、 池 北偶談 などい ふ 

書物 を 最も 愛讀 したやう に覺 えて 居る。 

學 校で 運動 會を 催される こと は 無かった。 遠足 會と いふ やうな もの も 無い。 まして 泊り がけの 見學 旅行な ど は 

一度 もない。 友 だち 同士で、 近傍の 山川 を跌涉 して 紀行文 を 作る ことな どを樂 しみと して 居た。 

友人の 只 野 成 重 君 (ェ 學士で 鐵道院 技師で 先年 死去) が 上京され たの を 羨し く 思って 居る と、 伯父が 東京へ 勤 

める ことにな つて せ 話し て や る から 來 いとの 話。 早速 父に 願って 出京した のが 十六 歳 の 夏。 愚叔 の 和 達 君 も それ 

ならば 一 緖 にと 愚 伯 君 一 人を殘 して 上京した。 

東京へ 來て 見る と 何でも 英語で なければ ならぬ。 算術で も、 地理で も、 歷史 でもす ベて 原書で やらなければ な 
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らぬ。 朝から 晚 まで 英語の 字引と 首 引で ある。 來 年の 豫備 門の 人 學試驗 に は 是非とも 及第し なければ ならぬ とい 

ふので、 一心 不亂に 英語 を 勉強した。 仙 臺の愚 伯 君から は 別れてから 寂しい とい ふので 時々 詩な ど を 作って よこ 

す。 それ を 次 韻な どして 居る 暇 は 無い。 あはれ や 愚 伯 君 は 其の 翌年の 春 頃 死んで しまった。 何しろ 父母の 膝下 を 

離れて、 仙 臺の签 なつかしく 思 ふ 所へ、 此の？^ 昔 を 聞いて、 これ 程 悲しい と 思った こと は、 生れて 始めての 經驗 

であった。 愚 叔君も 後に は 私の 们 父の 家へ 寄宿して、 一 緒に 勉強した。 伯父 は卽ち 先般 亡くなった 斯波有 造で、 

其の 頃 は 大藏省 書記官であった。 從 弟の 斯 波貞吉 君、 な r の 山形 縣 知事 馬 淵 鋭 太 郎君、 それから 愚 仲、 愚叔 などが、 

伯父 を 中心として 八 家 文の 輪講な ど を やって 貰った。 併し どうしても 英語で なければ ならぬ やうに 思 はれて、 仙 

薹 から 持って来た 左 傳ゃ史 記列傳 など は 一 度 も 出して 見た こと は 無い。 外 山 正 一 先生の 漢字 破な どの 議論 を 聞い 

た 時 は、 漢學 など は 全く 止めようかと おもった。 所が 斯文 學會 の演 說を聽 くと、 今度 はいつ そ漢學 ばかりで 骨の 

中に 立た うとお もって、 英語 も 一切 止めよう かな どと 考へ たこと も ある。 思想の 一番 定まらぬ の は 此の 時代で、 

靑 年の 最も 愼 むべ き は 此の 年輩の 頃で あらう とお も ふ。 今から 考 へ れば どちらも 止めなくて よかった。 

翌年に はどう やら かう やら 豫備鬥 の 入學が 出来た，" すべての 學 科が 英語で、 生理 も、 動物 も、 歴史 も、 數學 も、 

簿記まで も 英語で あつたが、 玆に 至って 宮城 中學 時代の 有難 味が 分った。 書物が 英語で 書いて あるば かりで、 地 

文で も、 動物で も、 數學 でも 大抵の 學科 はま づ 一 と 通り 學ん だものであった から、 大變に 有難かった" 中學 校で 

馬鹿にし て 居た 學科 も、 大變 必要な 學科 であると 悟った。 此の 有難 味 は 三 十 年後 の 今日に 至る まで 忘れぬ ので あ 

私の 中學生 時代 


193 


宮城 中 學校は 其の後 一 旦廢 止された。 舊 宮城 中 學 校の 同窓生 は 今でも 折々 會合を 催す。 四 五 年の 先 後 は あるが、 

其の 中には 控訴院の 相 原祐彌 君、 海軍省の 吉川孝 治 君、 大藏 省の 菅原通 敬 君、 醫學 博士の 志 賀潔君 等が ある。 群 

馬、 鹿兒島 等諸處 の中學 校長と して 良 校長の 譽 あった 岡 元 輔君も 亦 私 どもの 竹馬の友の 一人で ある。 

(明治 四十 五 年 四月 「學 生」) 

年中行事の 研究 

私 は玆に 年中行事 の 研究に 就いて とい ふこと を 掲げて 置きました が、^ に 年中行事の 研究 をお 話す る譯 ではな 

い の でございます。 唯 年中行事の 研究と いふ ことが 必要で あると いふ 私の 希望 を 述べ たいとい ふだけ で ございま 

す。 其の 積り で 御 聽取を 願 ひます： 

こ 、 に 私が 申します る 年中行事 とい ふ もの は 非常に 廣ぃ 意味の ものであります。 卽ち 朝廷に 於き まする 正月 元 

日の 四方 拜の御 儀式 を 初めと いたしまして、 或は 神嘗祭の やうな もの、 大 被の やうな もの も 勿論 含まれて 居り ま 

する が、 それから 又 通俗の 歳 事 記と いふ やうな ものに 書いて あります 所の、 例へば 正月の 七日に は 七 種 粥 を 食べ 


る、 ト 五日の 朝 は 小豆粥 を 食べる とい ふやうな 民間の 習俗、 其の 他 神事 佛事、 何日に は何處 にどう いふお 祭が あ 

ると かいふ やうな 事柄 を 一 切 第め たもの を、 こ \ に 年中行事と いふ 意味で 言って 居る のであります。 

日本 は 近い 頃まで 各藩に 分れて 居りました ので、 地方に よって 風俗 も 違 ひ、 習慣 も 異なって 居ります。 例へば 

九州と 上方と 東北と はすべ ての 風俗 習慣が 餘程 違って 居ります。 これ は 交通の 關係、 政治 上の 關係、 地理 上の 關 

係な どから 違って 來た こと も ありませ う。 叉 昔から 今日まで にだん/ \ と變 つて 來 たこと も あらう と 思 ひます。 

併し 何しろ、 此の 年中行事と いふ もの は廣く 申しましたならば ー國の 文明、 其の 國の 文化 を 示して 居る ものと 言 

つて 宜 からう と 思 ひます。 卽ち 先刻 佐々 君 も 仰し やった 通り、 ー國の 文學を 研究いた します のに は 神話、 傳說と 

いふ やうな ものから、 俚諺、 謎 等の 末に 至る まで 其の 國の 文學と 看做すべき ものでありまして、 それ を 研究す る 

のが、 國民の 性質 を 研究す る ことになるので あります。 

此の 年中行事と いふ もの は、 吾々 の 0 常の 生活に は 密接の 關 係が あるので ありまして、 廣く 言へば 朝廷の 御 儀 

式から 政治 上の こと、 殊に 日本の 國體 にも 關 係が あり、 道德の 淵源 も其處 にある ので ございます。 つまり 此の 年 

中 行事と いふ もの は、 やはり 其の 國 民の 思想の 反映であります。 隨 つて 文學の 上に も大 なる 影響 を もって 居り ま 

すから、 文學を 研究す る 上に 於ても 餘程 必要な ものであるので あります。 

そこで 日本の 文明 は 御 承知の 通り 餘程 支那の 文明 を 受けて 來て 居る。 今日に 於て は 却って 支那の 方から 日本へ 

留學生 を 送って、 日本の 文明 を 學んで 居ります けれども、 昔 は餘程 支那の 文明 を 受けた もので ございます。 先づ 

年中行事 Q 研究 
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第 一 に 日常の ことに 關 係し まする もの は曆 であります。 十干 十一 一 支で 六十 を 一 週と して 繰る の も、 或は 一 一十 四氣、 

七十 二 候と いふ 立て 方 も、 支那の 曆に據 つた ものであります。 さう いふ やうな 譯で、 この 曆と いふ ものが 農業と 

餘程關 係 をいた します。 農業から いろ/ \ 家事 上に 關係 をして 參 ります。 例へば 何時 種子 を播く か、 苗 は 何時 植 

ゑる かとい ふやうな こと、 大根の 種子 は 何時 播く か、 芋の 苗 は 何時 植ゑ るかと いふ やうな 農業 上の ことから、 蠶 

を 掃 立てる の は 何時、 梅干 を 稀へ るの は 何時と いふ やうた ことまで、 すべ ての 日常の 業務に 關係を もって 參りま 

す。 

曆の關 係で さう いふ ことが きまって 來 ると、 今度 は 家の 中の ことに 關係 をして 參 ります。 農業の 方の 關 係から 

して、 餅 は 何時 搗く、 煤拂は 何時す る、 蟲干は 何時 するとい ふやうな、 家を齊 へる 側の 方に 餘程關 係 をして 來ま 

す" 隨 つて 先祖の 祀は 何時す る、 墓 詣りは 何時 するとい ふやうな ことに 關係を 及し、 更に 社交の 上に も 大いに 影 

響して 來 るので あります。 それから 又 梅雨の 後で 蟲干 をす ると 同じ やうに、 身體の 養生の 上に も 關係を 及して 參 

ります。 夏の 土用の 中には どうい ふこと をす ると か、 寒い 時節に はかう いふ 養生 法 をし なければ ならぬ とか、 か 

うい ふ もの を飮 むと か、 あ、 い ふ もの を 食べ ると かい ふやうな いろ/ \ の ことに 關 係して 參 ります。 さう い ふこ 

とから、 叉 何の 日に 藥を飮 むと か、 灸を据 ゑる とかい ふやうな ことにたり、 隨 つて 醫 者の 方に も 影響して 參りま 

して、 此の 日に は 夫婦が 交 はって はならぬ C 萬 一 其の 日に 子が 出來 ると、 悪い 子が 生れる とか、 死ぬ とかい ふこ 

と を 言って 來る" かう いふ 風に 暦と いふ もの は廣く 人類の 生活に 影響し、 個人の 行住坐臥の 上に も關 係す るので 
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あります。 

そこで 正月の 初からの こと を考 へて 見ます と、 吾々 の やって 居る 事の 中で 昔から 日本 で やり 來っ たの で あ ら う 

とお も ふこと が、 意外に も 支那から 人って 來 たもの が澤 山あります 。中には 暗合 レ たやうな こと もあります が、 

これ は 純粹の 日本 古來 のこと であらう と 思った ものが、 案外に も 支那から 傳 はった ものであると いふ ことが 幾ら 

もあります" 朝廷の 御 儀式の 四方 拜、 一 月 一 日の 朝早く 天子が 祌嘉 殿へ 出て 御拜 をな される とい ふやうな こと は、 

全く 日本の 昔からの 儀式で ある やうに 思 はれる が、 此の 四方 拜の 儀式 も 支那から 入って 來 たやう であります。 支 

那で星 を 祭る ことが 傳 はって、 それが 日本の 儀式と 結び付いて、 あ、 いふ 儀式が 出來 たのであります。 

さう いふ 風に 考へ て 見ます と、 其の 他に も澤山 さう いふ ことがある。 正月に 年 を 祝 ふとい ふこと は 處 でも 同 

じです が、 殊に 陰暦の 新年になります と、 年の 改る と共に 季節 も改 つて 春になる。 大抵 は 年の 改る と共に 新春 を 

迎〈 ると いふ ことになるので あります から、 太陰暦の 新年 は 殊に 非常に 喜んで 之を迎 へる のであります。 そこで 

年 を 祝 ふとい ふこと に 就い て、 お 互に 酒 を 飲んで 新年 を 祝 ふとい ふこと は 日本に もす つと 昔から ありまし たが、 

支那に も 辛 盤と 稱 へまして、 同様の ことがあります。 それから 鏡餅 を搏 へて 飾る とい ふこと も、 やはり 日本の 古 

來 力ら の 風習の やうに 思 はれます が、 これ も 支那の 書物 を 見ます ると 膠牙餒 とい ふ ものが あります。 やはり 其の 

形 を 鏡の やうに 圓く拖 へて それ を 飾って 祝った とい ふこと があります。 これ 等 は 或は 暗合 かも 知れません が、 さ 

ぅレ ふこと が 支那に もあります から、 事によると 支那から 傳 はって 來 たの かも 知れ ませぬ。 

中 行事の 研究 
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それから 屠蘇の 如き は、 これ は 公事 根源に も 書いて あります が、 もとより 支那から 來 たもので あります。 貝 原 

好古の 日本 歳時記に も 屠 は 「ホ フル」、 蘇 は 「ョ ミガ ヘル」 と 一 百って 惡氣を 避ける ものである」 故に 元旦に： y の藥 

を飮 むの だとい ふこと があって、 やはり 支那から 來 たもので あります。 それから 蹈 歌の 節會、 これ は 支那の 千秋 

萬 歲蹈歌 を 歌って 踊る とい ふ 所から 來 たのに 相違 ありませ ぬ。 名前から さう であります。 

それから 人 日 正月の 七日に 粥 を 食べる、 七 種 粥 を 食べる とい ふこと は、 古くから 日本人の やった ことで あり 

ますが、 支那で も 此の 曰に 七色の 草 を 入れて 粥 を 描へ て 食べる とい ふ ことがある。 現に 今日で もやって 居ります。 

さ L ふう  あ. ビぅま 

七 種の 茱囊 とい ふこと を やって 居ります。 白馬の 節會 とい ふの も 支那の 方から 入って 來 たもので あります。 

ね  II 

そめ 力ら 子の 日に 小 松 を 引く とい ふこと があります。 これ は 日本 固有の ことの やうに 一 寸考へ られ て、 支那 傳 

來 では 無い ことの やうに 思 はれます が、 實は 支那で も 野原に 出て 松 を 引いて 遊ぶ とい ふこと があります から、 こ 

れも やはり 支那から 傳 はって 來た 風習で は あるまい かと 思 ひます。 

それから 十四日に 綱 引 を やった こと も、 これ も 支那から 來 たこと は 明らかであります。 それから 鼷鼠 打と い ふ 

ことがあります。 これ は 俳諧の 題に もあります が、 土の 中に 居る 鼹鼠を 打つ ので、 正月の 十四日に 田畑 を 打って 

歩いた。 こ れも 支那から 來た こ と で あ ら う と 思 ひます。 

さ ぎち やう  ち  . 

. それから 十五 日の 左義 長、 これ は 靑竹を 燃す のであります が、 元は 全く 今日で も 支那で やって 居る 爆竹に 相違 

ありませ ぬ。 左義 長と いふ 名前 も 妙であります が、 支那で は 二十 五日 或は 年の 暮 にやった ものであります。 除夜 
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から 元日に かけて 盛に 爆竹 を やり ましたが、 日本の 左 義長は それ を眞 似して やったら しく 見えます。 

十五 日に は 小豆粥 を 食べ る。 これ は 地方に よりまして 違 ひます が、 荊 楚歳事 記に 正月 十五 日に 豆 粥 を 作って 其 

の 上に 油 香 を 加 へ て 食べ ると いふ ことが 書いて あります。 これ は 支那の ことであります から 豚の 脂で も 入れて 食 

ベ たもの かと 思 はれます が、 日本で 小豆粥 を 食べ ると い ふこと は、 かう い ふ 所から 來 たもので あらう かと 思 ひま 

す C  • 

正月 十六 日の 藪 入、 此の 日 は 雇人な どが 自分の 家へ 歸 つて 一日 遊ぶ ことにな つて 居ります が、 支那で も 此の 日 

は 一般に 遊樂 して 遊ぶ ことにな つて 居って、 幾ら 晚 くまで 何 をして 遊んで 歩いても、 巡査 も 咎めなければ、 誰も 

何とも 言 はぬ ことにな つ て 居ります。 日本で 雇人 を 遊ばせる とい ふこと は、 それから 來 たもので あらう かと 思 ひ 

ね はん ゑ 

ます。 それから 二月 十五 日 涅槃 會 はお 釋翻樣 の 死んだ 日で、 支那から 來 たもので はあり ますが、 本元 は 印度から 

來 たもので ありませ う， - 

しゃに ち  つち G え 

それから 社 日、 立春から 第五の 戊の 日であります。 立秋 後の 第五の 戊の 日 もや はり 社 日と 申します。 此の 日に 

は 支那で は 治 聾 酒 と 言 つて、 聾 を 治す 酒 を 飲んだ ものであります。 治 聾 酒と いふの は 俳諧の 題に はあり ますが、 

全く 日本の 風習で はあり ませぬ。 俳諧の 方で は 支那の 歲事記 を土臺 にして、 季節に 合 はせ て 詠んだ もので ありま 

せう が、 日本に は 此の様な もの は 實際は 無かった かと 思 ひます。 

三月 三日の 節供であります が、 これ は 元 上巳の 節供と 言って、 必す しも 三日ではなかった のであります。 三月 

年中行事の 研究 
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の 初めての 巳の 日に やった もので、 此の 日 は 母子草と いふ もので 餅 を 抱へ て 食べた ものです。 支那で は 古く 母子 

草で 餅を搏 へて 食べた。 文 德實錄 を 見る と、 やはり 母子草で 餅 を 持へ たとい ふこと が 書いて あります-」 それが 後 

になって、 蓬で 餅 を 椿へ る やうに なった ので ありませ う。 それから 曲水の 宴と いふの も、 これ も 古くから 支那に 

とり； c+t 

あった ことでありまして、 日本で は顯宗 天皇の 時分から 見えて 居ります。 年中行事に は 此の 日に 鷄八 E せ をした と 

い ふこと があります から、 鬪幾を やった ものと 見えます。 支那で も 一二 月 三日に は 鬪雞を やった やうで あり ます。 

それから 雛遊びと いふ こと は 日本で やり 出した ことで ありませ うが、 支那で は 別に 女の 祭と いふ 譯 では ありませ 

ぬ。 日本で は 女子の 祭に なって 居ります が、 三月 三日に 鷄 合せ をす る こと、 曲水の 宴 を するとい ふこと は 支那 か 

ら 入って 來 たこと であります。 

くわん ぶつ ゑ 

それから 四月 八日の 灌佛 會、 こ れは 印度 に 起った ことで あ り ます が、 申す ま でもな く 早くから 日本に 傳 はって 

行 はれた ことであります。 

がいじん  よもぎ 

それから 五月 五日の 節供、 此の 日に は艾 人と 言って、 艾で 人間の 形 を 持へ て、 屋根に 突 刺して 置く とい ふこと 

を 支那で や つ て 居ります。 唯今 でも やる かどう か 知り ませぬ が、 俳諧の 題に は艾人 或は 艾 虎と 一 百 つて 出て 居り ま 

す。 唯今で は 菖蒲 を葺 く、 或は 菖蒲 酒 を 飲む、 或は 菖蒲湯に 入る とい ふやうな こと を やって 居ります C これ は 毒 

く， i? だま 

氣を拂 ふとい ふ爲 で、 やはり 支那から 來た 風習であります。 それから 薬玉 を 下げる、 いろ/ \ の絲で 美しく 描へ 

ちゃうめ いる 

た、 あの 藥玉を 下げる こと も 支那から 來た 風習でありまして、 支那で は 長命 樓 或は 五色 澳とー 百って 居る。 多分 そ 
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れ から 來 たもので あらう と 思 ひます。 それから 五月 五日に は 御 承知の 通り 賀 茂の 競べ 馬と いふ ものが ある。 これ 

せ.？ リ-っ 

は 日本 S 有の もので あらう と考 へて 居り ましたが、 支那に も これと同じ やうな ことがあります。 卽ち^ 柳と いふ 

ことがあります。 さう いふ ことが いつの 問に か 日本に 傳 はって 來 たものと 思 はれます。 それから 菖蒲 刀で 毆き合 

ベ .4.,- ら 

ふとい ふやうな こと も、 やはり 日本ば かりで はなく 支那に もあった やうであります。 此の Ri は 屈 原が 泊羅に 投じ 

て 死んだ 日で あるから、 これ は 南方 だけの 風習の やうです が、 粽を 持へ て 河へ 流して 屈 原 を 弔 ふ、 さう して 此の 

日に は 競漕 を やる、 ボ ー トレ ー スを やる のです。 これから 考へ ると • 大 學のボ ー トレ ー スも 五月 五日に やったら 

い 、かも 知れません。 現に 今日で も薹灣 では さう いふ こと もやって 居， ります。 叉內 地で も 長 崎な どに は 此の 日に 

ボ ー ト レ ー スを やる 習慣が あります。 さう して 粽を 持へ る こと は 殆ど 日本 全 國に行 はれて 居る ことであります。 

ちくす ゐ じつ  ちくめ いじつ 

五月 十三 日 は竹醉 日、 或は 竹 迷 日と 一 百って、 此の 日に 竹を植 ゑる と、 よくつ くと も 言って 居ります。 これ も發 

句の 題に あります が、 日本で 行 はれた ことか どうか 知りません。 

七月 七日の 七夕、 これ も 日本に も 古くから 行 はれて 居ります ことで、 星 祭 或は 星迎 などと 申しました。 支那で 

きっかう てん  さいる- C う  しゃる ね 

は 乞巧奠 と 言って、 女が 五色の 絲で 願の 絲と いふ もの を 描へ る。 此の 時、 雨が 降る と、 それ を耀淚 雨、 或は 洒淚 

雨と 申します。 日本で は 芋の 葉に 溜った 水 を 取 づて來 て、 それ を说の 中へ 入れて 磨って、 攄の 葉に 歌 を 書いて 七 

ク樣に 上げる。 これ はつい 近頃まで やって 居った 風習でありまして、 古く は 萬 葉 集な どから 七夕の こと はあり ま 

すから、 誰でも 知って 居る ことで ありませ う。 また 此の 日の 晚には 素 麵を食 ふこと があります。 此の 素麵も 日本 

年中行事の 研究 - 
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に 古くから あります が、 やはり 支那から 來 たもので あります。 盆の 贈物な どに よく 使 ひます が、 元は 支那から 傳 

はった ものであります。 

それから 七月 十五 日の 中元、 よく 盆の 贈物に 「御中元」 などと 書いて あります が、 此の 中元と いふの は 上 元、 

下 元に 對 して 一一 一一 a ふので あって、 上 元は 正月の 十五 日、 それから 下 元は 十月の 十五 日であります。 日本で は 今日で 

は 上 元、 下 元は あまり 一一 一一 n ひませ ぬが、 中元 だけ は 誰でも 知って 居ります。 此の 日 は 所謂 孟蘭 盆でありまして、 死 

んだ 人の 靈を 祭る のであります。 此の上 元と 謂 ひ、 中元と 謂 ひ、 下 元と 謂 ふ は、 いづれ も 望月の こと をい ふので、 

太陰 曆を 使って 居る 所では、 月 を 愛する とい ふ ことに 伴な うて、 十五 日 を 非常に 喜びます。 

八月の 十五 日、 卽ち 仲秋 觀月 とい ふこと はもと より 支那で 行 はれた ことであります が、 日本に も 古くから 其の 

風習が 傳 はつ て、 月見の 宴と い ふやうな こと はよ く 催された のであります。 

それから 九月 九日の 重陽であります が、 これ も 申す まで もな く 支那の 考 でありまして、 此の 日 は 菊花の 酒を飮 

む。 これ は桓景 とい ふ 人に 費 長 房が 語った とい ふこと から 出た ことで、 丁度 五月 五日の 屈 原と 同じ やうな 俗說か 

ら 菊花の 酒 を 飲む ことにな つたの だと 申します が、 今日で はだん/ \ 廢れ てし まひました.。. 

十月 一日に 日本で は爐 開と いふ こと をいた します が、 支那の 方に も 緩爐會 とい ふこと があります。 やはり さう 

いふ ことが 日本に 傳 はつ て來 たも ので はな か ら う かと 思 ひます。 それから 亥 の 子 餅と つて、 こ れも 俳諧 の 題に 

もあります が、 いろ/ \ の 穀物 を；^ ぜて搗 く 餅であります。 其の 餅 を 食 ふとい ふ 風習が あります。 それから 叉 冬 
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至に も 餅 を 食べ ますが， さう い ふこと も 支那の 方に も あるので あります。 

十二月 八日の 臘八、 これ は 竈の 神 を 祭る ので、 無論 支那に 行 はれた ことであります が、 日本に も傳 はって 居つ 

たのであります。 それから 人に 御歳暮 を 贈る とい ふこと をいた します が、 支那で も餽 歳と 稱へ て 親戚 故 舊に物 を 

贈る とい ふこと を やつ て 居ります。 

除夜、 これ は何處 でも やる ことであります が、 やはり 支那から 傅 はった 習俗であります。 それから 節分に 豆 を 

撒く、  ^は 外、 福 は 內とー 百って 豆 を 撒く とい ふこと も、 日本で は 昔から やって 居った ことであります が、 こ ^£も 

やはり 支那に もあった やうであります。 豆 を 撒いて 鬼の 目に 打付ける とい ふこと が 支那に 古くから あつたの であ 

これ 等 は 主なる こと を 申 上げた のであります が、 かやう に 支那の 風習が 日本に 傳 はって、 朝廷の 儀式に も、 

の 風俗 習慣に も 入った とい ふ もの は、 これ は 恐らく 前に 申しました 暦が 本に なった ので、 暦の 中に 季節が 入つ 

て 居て、 叉 支那の 習慣な ども 入って 居った から、 自然 それ を 用 ひる やうに なった ので ありませ う。 殊に 日本で は 

推 古 天皇 以來 始終 支那と 交通して、 向 ふの 人 も來れ ば、 又 此方から も 遣唐使、 或は 遣 唐留學 生な どと いふ もの を 

送り、 それ 以來 坊さん は 柱ったり 來 たりして、 支那の 生活の 狀 態に 親しんだ 人が 澤 山あります から、 其の 人々 に 

よって 支那の 風習が 傳 はった もの も ありませ う。 叉 別の ことから 傅 はつ たの も ありませ うが、 今日 行 はれて 居る 

日本の 年中行事と いふ もの は * 多く は 支那の 風習、 殊に 今日 謂 ふ 南方の 風習が 餘 計に 入って 居る のであります。 

年中行事の 研究 
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北の方の 風習 は あまり 入って 居らぬ やうであります が、 南の 方の 風習 は餘程 多く 入って 居る やうであります。 こ 

れは 交通 上の 關 係から、 さう いふ 風に なった ことで、 さも あるべき ことと 考 へます。 

以上 は 一 寸大體 の こ. と を 申 上げた に 過ぎ ませぬ が、 朝廷の 御 儀式す らも 餘程 佛敎の 方から 入った ものが ありま 

す。 例へば 五 七日の 御^ 法で あると いふ やうな もの は、 無論 佛敎 から 入って 來 たこと であります。 初 卯の 祭、 大 

原 祭、 葵祭な ど はこれ は 口 本 固有の ものであります が、 昔からの こと を だん/ \ 研究いた します と、 餘程 支那の 

風俗 も 入って 居る の であり ますから、 之に よつ て餘程 さう い ふ 側の 研究と いふ こと も出來 るで あらう と 思 ひます。 

殊に 小さな 民間の 風俗 習慣と いふ やうな もので、 これまで あまり 研究の 出來 なかった こと も、 さう いふ こと を 調 

ベて 見る と、 餘程 面白い ことがあ らうと 思 ひます。 

此の 種の 研究 は 文學の 上から 申しましても 必要な こと は 申す まで もない ことで、 朝廷の 御 儀式、 朝廷の 年中 行 

事 は 殆ど 平安朝 文學の 一部分 を 形づくって 居りまして、 鎌 倉 以後の 有職 故實も 半ば 年中行事で 打 立てられて 居る 

ので、 其の 方の 研究から も餘程 必要であります。 叉 足利時代の 狂言な ど を 見ましても、 宮詣り をす ると か、 大黑 

樣を 信す る、 地藏樣 に お 詣り を するとい ふやうな こと もあります が、 さう いふ こと も 此の 年中行事 に關 係す る の 

であります。 其の 他 小說の 如き もの も 皆 關係を 持って 居ります るし、 俳諧の 如き は 日本の も、 支那の も、 年中 行 

事 を餘程 材料に して 居ります るから、 文學の 研究と いふ 方から 言って 見ても、 年中行事 を 調べ る 必要が あります。 

年中行事が 如何なる 程度まで 支那から 入って 來 たか、 如何なる 程度まで 印度から 入って 來 たか、 如何なる 程度 
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まで 日本の 純粹の もの を 保存して 來 たか、 如何なる 程度まで 日本と 支那の 風習が 混って 變 化して 來 たか、 叉 どう 

いふ こと は變 化し、 どうい ふこと は變 化しなかった かとい ふこと も 分ります。 叉 今日は 支那の 方 を 調べる 材料 も 

多くな つて 來 ましたし、 朝鮮の 風俗 習慣に 關 して 調べる 材料 も澤山 出來て 來た譯 であり ますから、 朝鮮の 年中 行 

事 を 調べる の も 面白から うし、 それから 琉球 など は 最も 日本に 近いので、 琉 球の 風俗 習慣が 入って 來 たの も あり 

ますから、 それ 等 も 調べて 見る 必要が あらう。 殊に 其の 中で も 支那の こと は、 陰 曆を用 ひたとい ふ關 係、 叉國民 

が 直接に 接近した とい ふ關 係から、 餘程 調べ て 見る 必要が あらう と 思 ひます。 

朝鮮の こと は 私 も 少しく 調べ て 居ります が、 いろ/ \ 日本と 似て 居る ことがある やうで ございます。 其の 他 進 

んで樺 太 や 蒙古な どの 研究 もす ベ きこと だら うと 思 ひます。 これ は 大きく 一 百 へ ば 我が 國の 歷史の 研究の 一 部に も 

なり ませう し、 日本の 國民 道德の 上に も 大きな 關係を もって 居る のであります。 極く 小さな 神事 佛事、 例へば 龜 

うそ，；，. へ 

戶 1K 神の 鱟替 とい ふやうた ことで も、 やはり 國民 道德の 上に 餘 程の 關係を もって 居ります。 であり ますから、 さ 

うい ふ國 民道德 とい ふ 側から 一 百っても 此の 研究 は 必要であります し、 其の 外 言語 學、 人類 學の 上から も 面白い 研 

究 になら うと 思 ひます。 

近頃で は 神話の 研究と いふ ことが 大分 進んで * 备 地方で 集って、 それん \ 仕事が 出來て 行く やうであります が、 

それと 同時に かう いふ 私の 言 ひます や う な廣 い 意味の 年中行事、 民間の 風俗 習慣 か ら 朝廷の 御 儀式、 神事 佛事等 

に 至る まで、 廣く 材料 を 集めて 比較し、 或は 地方に よって 集め、 或は 時代に よって 集め、 或は 文學の 上に 現れて 

年中行事の 研究 
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居る もの を 集めて、 さう して 研究 を 進めて 行ったならば 面白から うと、 心附 いた 事 を 申 上げた だけであります" S 

頭 はく は 諸君 も 此の方へ も 少しく 心 を 向けて 調べ て 見られたら どうで あらう か。 文學史 研究の 上に も、 餘程利 

益が あらう と 思 ふので あります。 

私 はかう い ふ 研究の 盛になる こと を 希望 するとい ふこと を 今日の 機會に 述べ たのであります。 

(國文 談話 會 主催 故 藤 岡 博士 記念 講演、 明治 四十 五 年 四月 「帝國 文 學」) 

先帝の 御製 に つ き て 

本年 は豫 てより 廣島 に 催さる、 夏期 講習 會 へ 出席 のこと を 約して 置いた ので、 二十 六日から 同地に 滞在して 居 

つた。 然るに 出立の 當 時から 竊 かに 恐懼し 奉つ て 居った 天皇陛下の 御容體 が、 1 一十 八日 以來御 危篤に 陷ら せられ 

たとい ふこと を遙 かに 承った ので、 講習 會は 僅か 一 日で 閉ぢ て、 倉皇 彼の地 を 出 發し歸 京の 途に 上った ので ある 

が、 一一 一十 日の 未明、 恰も 汽車が 大 垣に 着いた 折し も、 陛下 遂に 崩御との 御 事 を 車掌より 承知いた したので ある。 

去る 十日 我が 帝 國大學 へ 最終の 臨幸の 折. 御前に 於て 萬 葉 集の 古 寫本を 天覧に 供す る 光 榮を擔 ひ、 親しく 天 額に 

^尺し 奉って から 僅かに 三 週日の 後、 か 、 る 御 事が あらう と は 宛 がら 夢の 中 を迪る やうな 心地して、 三十日の 午 


後 宅に 歸り、 直ちに 參內 を したの で 、 今^ 新聞紙 上 に 先帝と か大行 天皇と か稱し 奉って 居る 文字 を 見る につけて 

も、 此の 御事實 をば 夢 か 現 かと 疑 ふやうな 氣 分に な つ て 來 る の で あ る 。 

先帝の 御製の 御 和歌に 就いては、 御 政務の 御 暇 毎に 非常に 澤山 御詠み あそばす とい ふこと は 仄かに 拜 承いた し 

て 居った が、 その 拜 見いた した もの は弘く t 間に 流布して 居る ほんの 一部分の 御製に 過ぎぬ ので ある。 さりな が 

ら それに 就いて 常に 感 佩して 居る の は、 道德 的の 意味 を 籠め させられた ものが 多い ことで、 一世に 冠絶した まへ 

る 天皇の 御製で あると 毎時 拜 誦して 居る ので ある。 故にお それながら 御製 は 直ちに 仰いで 教訓の 材料に 資する に 

足る ものが 多く、 現に 我々 が 編纂して 居る 國定の 小學讀 本の 中に も、 十 首ば かり 拜 載した やうな 次第で ある" レ 殊 

に 例年 の 欲 御 會始に 於け る 御題 詠を拜 見し て も、 其の 御諷詠 に 雄大な 處が あらせられ、 御 聖德は どの 御製の 中に 

も發 採せられ て 居る ので ある-" 

鳴 呼 今 や 先帝に は 遠く 神 去り 給 ひ て、 諫 闇の 世の 人事 光景 悉く 皆寂雾 の 中に 包まれ、 其の 御 在 M を囘頓 すれば 

愁思 長く、 聯想 盡 きす、 悲哀の 感 胸に 迫って、 その 多く を拜陳 する に 忍びない ので ある。 (大正 元年 九月 「心の 花」) 

殯宮 御 通夜の 記 

殯宮 御 通夜の 記 
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八月 二十 八日、 今日は 濱宮 三十日 祭と 承る。 夢に 夢見る 心地の 中に、 早く も 一月 は 過ぎた ので ある。 秋 立つ と 

目に は 見えね ども、 朝夕の 風 も 何となく 身に しむ 頃と なった" 特別の 御 思 召と あって、 今夜 瘦宮の 御 通夜に 參內 

すべし との 御沙汰 を 承った。 數 ならぬ 身の 此の上な き 光榮、 潔齋 して 家 を 出ようと すれば、 年老いた 母を始 とし 

て、 幼き 兒 等まで も、 今夜 は 眠らす に 御 夜伽 仕らう とい ふ。 夜の 十一 時 車上から 眺めれば、 諒闇の さびし さ。 大 

ちまた  いざよ ひ 

方の 家 は、 はや 戶を 閉ぢ て、 街の 上 も 人 少なで ある。 折し も 十六夜の 明々 とした 月 は 薄雲の 間 を 漏れて、 しばら 

くして、 叉 雲に 隱れ る。 日頃 通 ひ 慣れた 文部省 を 左に 見て、 竹 橋より 宮城の 通用門に 入る。 三大節の 晴の御 儀式 

に參內 する 折々 は、 日 も麗々 として、 參^ 文 武官の 車馬 引き も 切らぬ が、 夜中 始めての 參內、 御門の 大扉 は閉さ 

れて、 小鬥. ばかり あいて 居る。 皇宮 警手の 擧 手の 禮も、 何となく 力なげ に覺 えて、 御門の 內の 物寂し さよ。 宮內 

省の 內は 流石に 電燈の 光 も きらめきて 見える。 東 御 車 寄に 近づけば、 御所の 內は 々として 明るい。 併し 森と し 

ひがし だまり 

て 人氣も 聞えぬ。 御 廊下 を 過ぎて 東 溜の 問に ゆく。 御 通夜に 參候 する 人 は、 こ、 に 待合 はすので ある。 德川公 を 

はじめと して、 何が しの 侯爵、 何が しの 伯爵、 其の 他 文 武官の 名立たる 人達、 二十 人ば かり 詰められて 居る。 御 

通夜と はいふが、 大方 三十 分 叉 は 一時 問 交代で、 殯宮の 前に 出で、 交代して 叉 此の間へ 下る ので ある" 豐明 殿に 

も 眞晝の 如く 電燈は 輝いて 居る。 殿 前の 噴水の しぶきが 月影に か やいて、 單 調な 蟋 婢の聲 が間斷 なく 聞え るば 

かり •』 大内 山の 夜の 景色、 森厳の 氣 身に 迫る 心地が する。 

殯宮 殿 は 四方に 立てられた 蠟燭の 力ば かりで、 薄暗くな つて 居る。 毎年の 朝拜 に、 天 額に S{ 尺し 奉った 美々 し 
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き 正殿 は、 今や 濱宮を 奉安して * すべてが 白 布 を 以て 被 はれて 居る。 正面 御簾の， & に御靈 柩は据 ゑら れて、 種々 

の 御 神 供が 置き 足ら はして あるので あらう。 祌 前の 光 は 白 絹の 御簾 を 透して、 ほのかに 照らす ので ある。 此の 殿 

內の 左右に 數十 脚の 椅子が 置かれて、 御 通夜の 人々 が 端坐して 居る。 拜禮 して 座に 着く。 滿 殿し はぶきの 聲 一 つ 

も 聞えぬ。 夜半の 秋風の^ 元 を 襲 ふの が 寒い。 

微臣 余が 如きが、 今夜 こ、 に 侍 坐す る こと を 得る の は、 身に 餘る 勿體 なさと おも ふに つけても、 今年 七月 十日 

の大學 行幸に、 萬 葉 集に 就きて 御前 講述の 榮を擔 うたの は、 余が 身に 取りて は、 此の上 も 無い 思 ひ 出で ある" 彼 

の 時 は 龍顏も 美しく、 余が おそる/ \ 御前に 進んで 申 上げる 說 明に 對 して、 一 々長く もゥン /\ との 御 應答を 賜 

はった もの を、 其の 行幸 を 最終の 臨幸と して それより 十日の 後、 御 不例 と^え、 御 不例より 十 曰に して 崩御、 何 

うつ ごと 

とも 申すべき 一一 目 葉 は 無い。 かば かりの 大帝が、 かく 俄に 崩御 あらう と は 殆ど 現し 事と は 信ぜられない。 過去 四十 

五 年 問の 御 治世 を靜 かに 囘 想し 奉って、 彼 を 思 ひ、 此を 思へば、 知らす 識らす 湧き出る 淚に、 眼鏡 を 拭 ふこと 幾 

度、 早く も 交代の 時刻 は 移る。  . 

東 溜の 間に 休息して 居る 人々 も、 うち 語ら ふ聲 はしめ やかで ある。 徐 かに 內 庭に 下り立ちて、 空の 景色 を 眺め 

る 人 も ある。 濃き 淡き 雲の 來往は 頗る 早い。 御 庭の 樹影 も、 或は 鮮 かに、 或は 薄らぐ。 何處の 停車場で あらう か、 

高い 汽 前の 聲が 夜の 靜 けさ を 破って 響く。 新橋 か 有樂町 か、 飯 田 町 か。 餘 りに 手近く 閜 える。 御 不例 中、 電車の 

軌る 昔が 御 病床に 響いた とい ふこと を 聞いた が、 成程 恐 多い ことで あつたと 首肯 かれる。 

殖宫御 通夜の 記 
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再び tH 呂 殿に ま ゐる。 風に ひらめく 蠟燭の 光 も 力 弱げ に、 侍 坐の 人々 の 心臓の鼓動 も 聞え るば かり の靜 けさで 

ある C  二人の 祭官が 靴す りの 昔靜に 交代して 行く。 をり./ \ は 供物 を 捧げて、 御簾の 內に はいる。 

いっと はなしに 思 は復馳 せて、 御盛德 の數々 をし のび、 御 不例 中 六 千 萬の 國 民が 熟 誠 を 籠め て 祈り 奉つ た こ と 

など 思 ひ 浮べる。 二重橋 外に ひれふして、 頭 を擧げ 得な かつ ■ た-おの 眞心、 これ は 輦毂の 下の 民ば かりで は 無い。 

津々 浦，^ に 至る まで、 上下 貴賤の 別な く、 ある 限りの 誠 を 捧げて、 ひたすら. 御 平癒 を 祈り 奉った のであった" 

或は 神社に、 或は 佛閣 に、 おも ひ/ \ に、 其の 信す る 所に 禱 つたので あるが、 其の 大君 をお もふ眞 心に 至って は 

卽ちー つで ある" あはれ 此の 貴き 眞 心よ、 今 こ、 に 神 去り 給うた 大 天皇の 稜 威の 下に * 我が 帝國 をして 今日 あら 

しめた 原動力で ある。 日淸 日露の ニ大戰 役に 強敵 を仆 して、 凱歌 を 奏し 得た 根本の 力で ある。 此の 眞 心は祌 代な 

がらの Ki 心で ある。 獨り 日本 國民の 胸裡に 潜んで 居る 眞心 である。 宗敎の 感化から 來 たので は 無く、 我等の 遠い 

祖先から 受傳 へた ものである。 美しい 貴い 此の 眞 心が、 此の 大 天皇の 御 不例に 際して、 遺憾な く發 揮せられ たこ 

と は、 まのあたり 國體の 美し さ を 示した 生きた 敎訓 である。 思へば、 微臣は 今や 殯宮 問 近く、 御 通夜 申 上げる の 

光榮を 負うて 居る。 露に ふ 十六 千 萬の 民草の 中に、 此の 光榮を 有する 一人と なり 得た 心の 喜 は、 叉 直ちに 熱淚を 

催す ので ある。 

かくて 交代す る こと 一一 一度、 御名 殘は盡 きないが、 微臣に 許された 御 通夜の 時間 は 終を吿 げた C 恭しく 神 靈を拜 

して 宮闕 を辭 したの が、 二十 九日の 午前 三時、 遙 かに 幾の 鳴く 聲が 聞え る。 街に は 街燈の 影 も 寂しく、 牛 a 配達 
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の 車、 新聞紙 を 載せた 車が、 はや 二つ 三つ 動いて 居る。 曉の 氣にフ a ックコ ー 卜の 袖 も 冷く しめった。 

(大正 元年 十月 「學 生」) 

九月 十三 日の 夜 

大喪 儀に 隨從し 奉って 森 嚴莊重 の 感に打 たれた。 午後 七 時半 頃、 正 門外で 链仗兵 の 喇叭が 響いた と 思 ふと 松明 

ふりかざした i 人 を 先頭に、 長い 行列が 靜々 と 練 出して 來る。 儀容 肅々、 一 絲亂れ ざるの 觀が ある。 大眞 榊に 懸 

けた 鏡が 榊に ふれて、 鈴の やうな 音を發 する の は、 祌々 しさ、 いふば かりが 無い。 正 八時靈 柩を轜 車に 奉って、 

御名 代宮、 大喪 使總 裁宮兩 殿下つ ゾき給 ふ-」 轜 車の きしめく 昔 は 形容 は出來 ない が、 誠に 高く 哀しい 音で ある。 

すでに 二重橋 を 出た と 思 ふ 頃、 其の 昔 はま だ 鬥內に 在る 我等の 耳に 響く。 鍵 橋 外の 御 假屋に は、 畏くも 三 陛下、 

三 殿下の 拜 送して 立た せ 給 ふ を拜し 奉る。 砂 を 敷 詰めた 御 通路 を靜 かに 蹈ん で、 兩 側に 堵 列して 居る 兵隊、 其の 

後に 多少の 問隔を 置いて 拜觀 して 居る 民衆の 問 を 過ぎて 行く。 兵士 は捧 銃して 不動の 位置 を 保ち、 拜觀團 體も静 

肅で 少しの 人：^ も 打たぬ」 唯 此の 靜寂を 破る もの は、 堵列 兵の 吹奏す る哀の 曲と、 數分 毎に 打 出す 5? 砲の 響と で 

ある。 沿道 數筒 所の 寫眞 場から は、 時々 マグネ シャを 燃す 白光が 閃く。 葬 場 殿の 總鬥 から 第一 神 門 を 入れば、 電 

十二： HQ 衣 
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ii 文隨肇 

燈の 光、 篝火 のか やき、 白晝の やうで ある。 左右の 幄舍の 前に は" 菊の 黑ぃ御 紋章 を附 けた 大 提灯が V いく ク 

ともなく 連なって 居る。 やがて 御 儀式が 始まって、 諫 歌の 聲が 悲しげに 聞え る。 葬 場 殿に 据 ゑら れ た轜享 の 前に 

今し 陛下の 御拜が あると 思へば、 そ ろに 淚ぐ まれて、 御 諫詞を 稱へ給 ふ 玉 昔 は 聞えない が、 御 心中 を 恐察して 

滿場皆 I 鹭を 呑む。 英、 獨、 西、 佛、 米 等 諸國の 御名 代、 特派 大使 等の 參 列して 居る 大喪 儀、 我が 國史 あって 以來 

の 盛儀た るの みならす、 東洋に 於て 未曾有な ことたる を 思 ひて、 今更ながら 先帝の 大稜威 をし のび、 崇高の 感、 

感謝の念が 交々 湧く" 零時 四十 分、 御 葬儀 は 終って、 午前 二 時と いふに、 汽笛 ー聲、 文武 百官の 最後の 敬 禮を受 

けさせられて、 御 靈柩は 永へ に 東京の 地 をお 去りに なった。 轜車は 葬 場 殿の 中央に 榻に乘 つた ま、 で 横た はつ 一し 

居る。 

松明の 火、 鈍色の 衣、 千年 以前の 昔に 返って、 古代の 日本が しみ，， と 身に 沁む。 之に 對 して 電燈の 光の か f 

やき、 文武 官大禮 服の きらびやか さ。 轜 車の 軌の怨 むが 如きに 對 して、 砲の 轟の 大空 を 劈く が 如き、 諫 歌の 古 

樂、 喇叭の 哀の 曲、 一として 舊 日本と 新 日本と を對 照せ ぬ もの は 無い。 神代な がらの 皇國を 憶 ふと 同時に、 國光 

の 世界に 輝く 新興 國を念 はしめ る ので ある。 眞に赎 古 の 御 盛儀、 これ は 我が 國 より 外に は 見得ら れぬ ものである。 

沿道 數十 萬の 拜觀者 も、 皆 此の 心 を 以て 靜肅に 首 を 垂れた ので ある。 諸 外國の 特派 使節 も 恐らく は 亦 同一 の感を 

有した であらう と 思 ふ。 此の間に 國 民の 感受すべき 偉大な 敎訓 は、 實に 明治天皇の 最後の 御敎訓 である。 

(大正 元年 十月 「心の 花」) 
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日本 文學と 和歌 

日本の 文學を 昔から 今日まで 通觀 して 考へ ると、 その 發 達の 根柢 は 和歌で ある やうに 思 はれる。 和歌 は 縦に も 

叉 横に も 國文學 を 貫いて 居る" 人の 知る 如く、 日本の 歌 は歷史 と共に 古い もので、 日本の 歷史が 起った 當時旣 に 

歌が あつたの である。 神代から 旣に 歌が あり、 素斐嗚 尊の 詠まれた のが 歌の 濫觴 だと 書いて ある 位で あるから、 

とに か く 神武 天皇 以前 に 歌の あった こと は 明らかで ある。 叉 其の後に は 神武 天皇 を 始めと し て 、 御製 も あ るし、 

皇后 や 皇子 達の 御 歌 も ある。 それで 一般 國 民の 歌 もあった であらう が、 何分 歷史が 不完全な 爲に、 これ は 傅 はつ 

て は 居らぬ。 けれども 支那の 文學が 日本に 入らぬ 前、 叉 印度の 佛敎も 入って 來 ない 以前に 旣に 我が 國に 和歌と い 

ふ獨 得の 文學 があった こと は、 歷 代の 天皇の 御製 や 皇后の 御 歌が 遺って 居る の を 見ても 分る。 其の後 支那の 文學 

が 人って 來て、 この 最古の 歌 を 基と して、 一 &5 その 文學 思想 を發 達させた のが 奈良朝 時代の 文學 である。 

降って平安朝時代の文學上の狀態は^Jぅかとぃふと、 この 時代の 特徵と 見るべき は、 女の 書いた 女 文が 發 達し 

て來 たこと である。 この 女 文の 起源 はや はり 歌に あって、 日記と か 物語と かいふ 平安朝の 文學 は、 元は やはり 歌 

から，： a て來 たもので ある。 面白い 歌が あれば、 人が 喜んで 聽 いて、 且 其の 歌 はどうい ふ 時に どうして 出來 たとい 

m 本文 學と和 厥 
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ふ 由 來緣起 を 聞きたがる。 卽ち 其の 歌の 出來た 事情 を 知りた がるので ある。 そこで 歌の いはれ 因緣を 書いた 物？ ^2 

が出來 る。 萬 葉 集 十六 卷は それで あるが、 これ は 漢文で 書いて ある。 國 文で 歌の 由來を 記す 物語が 出來 たの は、 

伊勢 物語が 初めてで、 繽 いて 大和 物語な どが 出來 た。 これ 等 は 種々 の 場合に 詠んだ 歌 を 一 つづつ 由 來を說 いた も 

ので、 それが 集って 物語 をな して 居る ので ある。 これ を 私 は 歌 物語と 名 づける。 

歌 物語の やうに 斷片 的で なく、 系統 を 立てて、 自分 一個の 境遇 上から、 過去の 事を考 へて、 種々 の 場合に 應じ 

種々 の 歌 を 作った 由來を 書き集め たのが 卽ち 日記で、 蜻^ 日記と か 和 泉 式部 日記と かいふの は 皆 此の 類で ある。 

つまり 日記 は 自分の 和歌 を 年代 を逐 うて 書き つないだ もの で あ る。 叉 他の 人物 を 取り出して 趣向 を 立てた のが、 

源氏と か.； 于津 保と かいふ 物語 をな したので ある。 それが ー轉 して 大鏡 ゃ榮 華と いふ やうな 歷史 物語が 出、 叉 それ 

から 鎌倉時代に 移る と、 今度 は 時勢が 少し 變 つて 來 たから、 源平 盛衰 記 や 平家物語 とい ふやうな 軍 物語と なって 

出て 來 たので ある。 

鎌倉時代に は 男 文 も 女 文 も 混合して 來た。 朝廷の 方で は 政治が 閑に なった ので、 尙更歌 を 喜ぶ 時代と なり、 歌 

ばかりでなく、 歌に 關 する 學問卽 ち 歌學が 盛に 起って 來た。 その 以後の 學問 といへば、 つまり 佛 法と 歌學の 二つ 

で、 公家 は 歌の 學問、 lis 侶は怫 法、 この 二つが 結び付いて 出來 たのが 當 時の 一般の 文學 で、 軍 物語 もつ まり それ 

である。 それが 戯曲 化されて 室町 時代に 至って 謠曲 となった。 それ 故謠に は、 一方に は 僧侶の 學問、 叉 一方に は 

公家の 學間を 含んで 居る といって よい- レ 謠には 歌の 講釋が 人って 居る し、 佛敎の 講釋も 入って 居る。 讅の 半面 は 
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和歌に よって 形づくられて 居る ので、 謠曲は 歌の 趣味の 上に 成り立って 居る といっても よいの である。 

次に 連歌 もや はり 歌から 起って 來 たので ある。 歌の 法則が 漸次 嚴 しくな つて、 作る ことが むづ かしくな り、 叉 

言葉が 漸次 昔と 異なって 來て、 之を學 ぶこと が 困難と なった。 且歌は 神聖な ものと 考 へられて 來 たので、 慰み 半 

分に やる に は あまり 規則の 無い 連歌が よいと いふので、 之 を 作る 遊戯が 始まった 。これが 源と なって 鎌 倉 足 利の 

時代に は、 連歌が 流行した ので ある" 卽ち 歌が 根柢に なって 居る こと は 勿論で ある。 それから 連歌が 叉 ー變 し、 

その 發句 だけ 獨 立して 一 の 短い 詩が 出來 た" 卽ち 十七 字の 俳句で ある。 これが 德川 時代に なって 笆蕉 などが 出て 

大いに 盛に なった ので ある." 义德川 時代の 文學の 主なる もの は淨 瑠璃で ある。 これ は 畢竟 謠曲を 稍 俗化した もの 

で、 謠曲を 本と して 平 化した のが 其の 起源で ある。 謠は 上流、 中流の 社 會に用 ひられて、 一般の 平民 社 會には 

淨 瑠璃が 代って 盛に 流行して 來 たので ある。 

前述の 如く、 日本の 種々 の文藝 はすべ て 和歌が 根本に.^ つて 發 達して 來た ので ある。 日本で 美人と いへば 小 野 

小町 を 擧げ、 美男子と いふと 在 原 業 平 を 指す が、 それ は 畢竟 古今 集の 序に 六 歌仙と して 選ばれた 爲で、 昔から 今 

日まで 評判が 變ら すに 居る。 光源氏の 君の 美しい とい ふの も、 源氏物語が 歌の 書籍と して 讀 まれた からで ある。 

かくの 如く 我が 國の歷 代の 文學 を通觀 すると、 和歌が そ も/ \ 根柢に なって 居る こと は爭 はれぬ 所で ある。 

さて 昔の 平安朝の 物語 は、 當 時の 人に は 面白く 讀 まれた であらう が、 其の後 言葉が 變 つて 來て、 今日で は讀む 

ことが むづ かしく、 叉讀 めても 今の 人に は あまり 面白くない。 謠曲ゃ 淨瑶璃 は 今日 も 勢力が ある けれども、 連歌 

H 本文 學. と 和歌 
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の 如き は衰へ て 居る" 文學の 種類 は 時代に よって 盛衰 ある を 免れぬ ものである。 然るに 歌 だけ は、 如何なる 時代 

に 於ても 必す 流行して 居る。 極く 上古の 代から 三十 一文字の 歌が 行 はれて、 奈良朝 時代、 平安朝 時代、 鎌倉時代 

に 至っても 衰 へす、 足利時代、 德川 時代に も 盛であった。 今日の 明治時代に 至っても なか/ ヽ 勢力が ある。 現今 

は 普通 敎 育の 普及と 共に、 男 も 女 も 歌 を 詠む ものが 益. - 多くな つた。 かく 和歌 だけ は 古 往今來 毫も 衰退せ ざるの 

みか、 益. -盛 である。 これ 等から 考へ て 見る と、 古來 我が 國 人の 作った 歌の 數は 莫大な もので あらう と 思 はれる。 

歌が かく 如何なる 種類の 文學 にも 入り、 叉 如何なる 時代に も國 民の 嗜好に 投じて 居る の は、 果して どんな 理由に 

基づく かとい ふと、 余 は 之に は 一 一個の 原因が あると 考 へる の である。 

歌が 各 時代に 通じて 行 はれて 居る 事と、 叉す ベての 文學に 人って 廣く行 はれて 居る 事と に 就いての 第一 の 原因 

は 何かとい ふと、 歌 は 我が 皇窒卽 ち 國體と 深い 關係を 有し、 日本人の 忠君 愛國の 思想 は古來 歌と 結び付いて 居る 

ことで ある。 元來 我が 日本の 文明 は、 印度、 支那 等の 文學 ゃ宗敎 と接觸 して、 自國の 文明が 未だ 十分 發 達しない 

前に、 旣 にこれ 等 強大な 外國 文明の 影響 を 受けて、 之 を 咀嚼 同化して、 終に 現代までの 文明 を 作り 得た ので ある。 

外國の 文明の 特長 を 探って 己の 短所 を 補 ひ、 漸次 發展 して 今日に 至った ので ある。 然るに 我が 國の 文明 中、 少し 

も 外國の 文明の 影響 を 受けぬ 時代に 旣に 出來て 居た の は、 唯 歌 だけで ある。 純粹な 日本の 文學は 歌より 外に 無い 

ので ある。 片 假名 や 平 假名の ない 時代から、 日本人 は 歌 を 作る こと を 知って 居った。 其の後 支那の 美しい文 學に 

接しても、 日本人 は自國 特有の 歌と いふ もの は 忘れなかった ので ある。 . 
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奈良朝 時代に は、 詩 を 作り 漢文 を 作る ことが 盛に 行 はれて、 朝廷の 學問 は專ら それに 據ら なければ ならぬ ので 

あつたが、 それに やはり 歌 は相對 時して 行 はれた。 朝廷で は 文人 を 召して 詩文 を 作らせられる. のと 同時に、 歌 も 

作らせられた。 他の 學問 は. たと ひ 支那に 劣っても、 歌 だけ は 日本 古來 の文學 として 獨 立して 居った。 而 して 片假 

名 や 平 假名が 發 達して、 自由に 國語を 書き 現し 得る ことと なつてから は、 勅撰集 も出來 た。 こ、 に 至って 歌と 皇 

窒 とが 結び付いて 來た。 义 勅撰集に 載せる 歌 は 公平に 選定して、 官位の 有無に 係 はらす、 時の 攝政關 白で も、 歌 

が 拙ければ 採らす、 いかなる 匹夫匹婦の 歌で も、 歌が 良ければ 選に 預 つた。 それ 故 勅撰集に 人った もの は、 非常 

な 名譽と 感じた ので ある。 勅撰集に 一首で も採錄 される こと は、 西 行 法師 や 鴨 長 明の やうな 名人で も 非常な 榮譽 

として 居た の である。 

鎌倉時代に 至って、 兵馬の 權が幕 狩に 移る と共に、 朝廷 は 自ら 文藝の 源と たった。 文藝 のみなら す、 すべての 

藝 術の 權カを 握って 居た の は 朝廷であった。 此の 時代に は 昔の 制度が すたれて、 質素 簡易 を 旨と し、 專ら 武士道 

を 磨く ことに カを盡 したので ある。 それに も拘 はらす、 當 時の 人 は 何となく 平安朝の 華やかな 時代 をな つかしく 

思 ふ 念が あった。 これ は 古へ を 貴ぶ、 所謂 尙 古の 風と でも 稱 すべき もので あらう。 我が 國で 「みやび」 とい ふの 

は r 宮び」 卽ち 朝廷の 風 をい ふこと である。 朝廷の 儀式 作法 は 如何にも 順序よ く 行 はれて 居る。 その 神々 しい 所 

が卽ち 風流な 所で ある。 日本 は元來 祭政一致の 國 であるから、 神 を 祭る 禮儀 作法 は卽ち 朝廷の 禮儀 作法で、 それ 

が 又 一般 國 民の 禮儀 作法で ある。 然るに 高位 高官の 人が 平安朝の 華やかな 時代の 禮儀 作法、 . 年中行事、 或は 有職 

H 本文 學と 和歜 
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故 賞の 如き 種々 の 儀式に よって 仕事 をす る、 それが 如何にも 風流に 思 はれ、 閑雅に 見え * なつかしく 感ぜられた 

ので ある。 ところが 鎌倉時代に 及んで は、 一般 圃民 はさう いふ 事 を 知らぬ。 知って 居る の は 唯 公家 だけであった 

から、 公家と 僧侶と は相對 して 知識の 本源と なった ので ある。 

歌の道 は 日本 特有の もので、 朝廷と 最も 密接な 關係を 有し、 之と 同時に 國 民に とって は、 必す 知らねば ならぬ 

風流の 道で あると いふ やうに、 愈-深く 染み込んで 來た。 「敷 島の 道」 とい ふ 言葉 は、 鎌倉時代に 至って 始めて 出 

來た 言葉で ある。 其の 外に 「豊 葦原の 道」 とか 「大和言葉の 道」 とか 樣々 の 名が 附 いて 居る が、 これ 等 は 多く 鎌 

倉 時代に 出來 たので ある。 

歌が 皇室に 密接な 關係を 有する 純 日本的た ものと して、 漢文 學の行 はれる 時代に は 其の 對照 として、 俗文 學の 

行 はれる 時代に も 亦 其の 對照 として、 絕 えす 流行 し た の は 前に 言 つた 通りで ある これ は國 民が 恰も 昔の 故實作 

法 を 貴ぶ のと 同じ 精神から 出た ので ある。 之と 同時に、 今一 つの 原因が あると おも ふ。 それ は 外形の 上からの 論 

である。 日本語 は 多 緩 語であって、 支那 語の やうな 單音 語で はない、 レ 隨 つて 漢語の やうに 少ぃ 昔の 中に 多くの 概 

念 を 容れる ことが 出來 無い。 叉 其の 昔 韻 組織が 極めて 單 純であって、 子音の 數も少 く、 子 昔と 母音との 配合が い 

つも 規則 立って 居る が 故に、 西洋 語の やうな 發音 上の 變 化が ii い。 動もすれば 單調 冗漫に 流れ 易い" 且叉言 語の 

性質から アクセント もな く、 長短 母 昔の 差別 もな く、 韻 も 用 ひられす、 唯 五 七の 交錯より 節 調 を 作った 韻文の 性 

質と して は、 何分 冗漫 平板に 陷り 易い 缺點が ある。 これに は 五 七の 交錯が 二度 續 いて、 最後に 更に 七の 一句 を 加 


21S 


へ る 三十 一 文字 あたりが 最も 適當 した ものと 見える。 そこら あたりの 長さが， 耳に 聞え て 最も 偸 快な 調子 を與へ 

たので あらう とお も はれる。 萬 葉 集の 長歌に は隨分 長いの が ある。 百 四十 句餘に 亙った 長篇も ある。 併し これ は 

支那の 詩賦 等に 影響せられ、 當 時の 祝詞 等 を 利用して、 新時代の 爲に 起った 新文藝 で、 わざと 作った ものと 考へ 

られ る。 國 語の 性質に 適當 した もので は 無かった らうと おも ふ。 人麼等 は， 流石に 對句ゃ 枕詞 等 を 利用して、 よく 

變化を 多くして 居る が、 天平の 家 持 等に 至って は、 唯 長いば かりで、 誠に 單調 である。 面白味が 甚だ 齢い。 其の 

後 は 長歌 は 愈 ~ 振 はぬ。 これ は 他に も 種々 原因 は あるが、 一つ は 酒 語の 性質に 由來 する ので ある。 若し 純 粹な國 

語の み を 以て、 少しも 新來の 漢語 等 を 交へ すに 進めば、 最も il 民に 適當な 手頃な 長さ は、 先づ 三十 一文字 あたり 

にある のに 相 遠ない。 同じ やうな 節 調 を あまり いつまでも 續 ける こと は、 思想の 變 化に 伴な はない から、 むしろ 

一 曰： 中止して、 別にした 方が よいので ある。 言換 へれば 六十 文字の 一 の 長歌が 出來 るよりも、 三十 一文字の 二つ 

の 歌が 中： 來る 方が よいので ある" 日本の 單 語の 長さ 叉 は 文 の 構造から 一 百っても、 この 邊の數 が適當 であるので 

ある。  (大正 二 年 一月 「心の 花 J) 

牛に 關 する 雜話 

牛に 關 する 雑話 
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大正 二 年 は 丑の年 だとい ふので、 牛に 關 する 事柄 を、 唯 思 出し放 圜に書 列ね て 見る。 

牛 は元來 日本語で は 無. い。 朝鮮で は so: とい ふ。 今 は 我が 國 では 耕作 運搬 等に 盛に 之 を 使用し、 特に 關西 地方 

に 多く 用 ひるが、 もとは 大陸の 方から 來 たもの だ。 隨 つて 今日で もま だ 西國の 方に 餘計 居る ので あらう。 世の中 

にこれ 程 人間の 爲 になる 獸 類は少 いので、 世界 全部、 昔 も 今 も 之 を 珍重す る こと は變ら ぬ。 日本の 古い 話に は 古 

語 拾 遣の 外に は 出て 來な いが、 佛敎の 方で は 頻りに 之を說 くから、 日本に もま づ佛 敎說 話と して 傳 はつて 居る。 

お 寺の 坊さんが、 お 寺の 薪 を 一把 盗んで 用 ひたから、 死んで から 牛に なった とい ふ 類の 話で ある。 子供の 物 を 取 

つて 使った 爲に 牛と 生れた 母親な ども ある。 すべて、 牛 は 終生 勞 働に 服さなければ ならぬ から 1 誠に 苦し さう で 

ある。 特に 印度 あたりの 牛と 來て は、 熱國 であるから、. 肉 も 落ちて、 骨 立して 居り、 如何にもいた/ \ しく 見え 

る。 それが 喘ぎ/ \ 重 いもの を 運んで 居る 樣子を 見る と、 誠に かはい さう に 思 はれる ので ある。 それ 故、 惡 いこ 

と を すれば 牛になる、 死後牛になっ て苦しま-^；-ければならぬぞと、 誡め たものと 見える。 「飯 を 食って 直ぐ 横にな 

ると 牛になる」 とい ふの も、 つまり それから 來た誡 めで ある。 それ を德川 時代の 遊民 的 俳人が 歌って 

牛になる 合 點ぢゃ 朝寝 夕 涼 

牛 は 大陸から 輸入され、 牛の 話 も 印度から 支那 を經て 日本 へ^って 来たので ある。 「牛に 曳 かれて 善 光寺 參り」 

とい ふ 諺が あって、 怫法嫌 ひの 婆さんが、 布 を 角に 引顯 けて 行った 牛の 跡 を 追うて、 遂に 善 光寺に ぉ參 りした と 

いふ 話が ある。 これ ももと は 支那の 話で、 ま 那の神 母と いふ 極めて 邪見な 婆さんが、 启 分の 帶の 惜し さに、 牛 を 
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追 懸けて とう/ \ お 寺へ 行った とい ふので ある。 

牛が 怫 法の 爲に盡 したので 著し いのは、 牛佛の 話で ある。 これ は 逢坂の 關の關 寺に 出た ので、 お 寺の 建築に 必 

要な 材木 を 此の 牛が 一匹で どし/ \ 運んだ ので ある。 時の 人 は 之 を 趣 葉佛の 化身 だと 噂して、 天皇、 東宮 を 除く 

の 外、 關白道 長 を はじめ 一 門の 人力が 悉く 參拜 したので ある。 

此の 牛な やましげ にお はしければ. 失せ 給 ふべき か。 

など 敬語 を 使って 居る のが を かしい。 佛法 盛りの 當時 のせが 想 見せられる。 

平等 院の 近所に 武 藏阿闍 梨勝覺 とい ふ 坊さんが あって、 此の 勝覺の 家の 飼 牛 は 毎夜 何 かう めく やうで ある。 よ 

く 耳 を 立てて 聽 くと 阿 彌陀經 を 誦して 居った とい ふこと も ある。 牛の 如き もので も然 り。 人 は尙更 信心し なけれ 

ばなら ぬと 考 へ たので あらう。 

三韓 交通 時代から だん/ \ 渡來 し、 諸 國に牧 を 置かれて 獎勵 せられた 結果と して、 平安時代 になって は、 耕作 

用、 運搬 用に も 澤山用 ひられる やうに なり、 叉 貴人の 乘物 用と して はすべ て 牛車が 廣く行 はれた ので、 祭の 見物、 

其の 他の 場合に 牛車が 立 連った の は、 今日で いへば 馬車 や 自動車が 澤山 集る 樣な容 子であった ので あらう。 其の 

牛車の 立場 所からの 喧嘩. が車爭 といって、 昔の 物語に はしば/ \ あら はれて 居る。 群 書類 從の 中には 駿牛 繪詞、 

國 牛十圖 などい ふ 本が ある。 如何に 牛 を 珍重した かが 分る。 

牛 は 馬に 比べれば 歩く ことが 遲ぃ。 且 武人 は 牛よりも もとより 馬が 大切で ある。 大宫 人の 牛車が あまり 勢力の 

牛に 關 する 雜話 
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無い やうに たつてから は、 馬の 方が どうしても 重く 見られる。 それ 故 我が 國の 諺で は 「牛 を 馬に 乘 りかへ る」 な 

どと 牛の 方 を 一段と 低く 見て 居る。 併し 其の 皮、 その 肉、 其の^！^などの功用を考へ ると、 今日で は 却って 馬より 

も 有用 かも 知れぬ。 尤も 軍馬 も 大切で は あるし * 競馬 用の 馬な どに は 非常に 高價な もの も あると いふから、 値段 

からい ふと * やはり 馬に は 及ばぬ かも 知れぬ。 支那に も 死 馬の骨 を 千金で 買 ふ 話 は あるが、 千金の 牛と いふ こと 

は 聞かぬ。 

埃 及で は Apis といって 牛 を 神と して 祀 つた C これ は 牛 を 最も 尊んだ 例で あらう。 其の 牛は黑 牛で、 額、 腹 * 

脚の 先、 尾の 端な どが 白い のであった とい ふ。 

日本で も黑 牛が 多い。 「闇 やみから 牛を曳 出した」 とい ふ 諺な ども ある。 朝鮮へ 行って 見る と、 赤 牛、 飴 牛が 多 

い。 又近來 洋種が 澤山 輸入され て、 乳牛 用のに は 色々 な 毛色が 見える。 牛の 種類 を 動物 學 者に 聞いたら 隨分數 の 

多い こと だら うとお も ふ。 

牛 はまこと に 緩り した 性質に 見える。 「馬 も 千里、 牛 も 千里」 などと いひ、 「怠らす 行かば 千里の 外 も 見ん 牛の 

歩の よし 遲く とも」 などい ふ 歌 もあって、 堅忍 不拔、 急がす、 あわてす、 遂に 其の 目的 を 達する とい ふ 模範に 取 

られ る。 その 緩り とした 性質 は 涎に も 小便に も あら はれて 居る。 牛の 涎 はだら り として いつまでも 問 斷が無 

い。 小便 も 同様で、 「牛の 小便 十八 町」 とい ふ 諺 さへ ある-し 

牛 fl 馬 勃 敗 鼓 の 皮と いふ こと を 子供の 頃に 漢文で 習った が、 牛の 獎は 日本で は 昔藥用 に 使った こ とも ある。 又 
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印度 ゃ西藏 ではん r でも 薪炭の 代用に する さう である。 勿論よ く 乾かして 使- A ので あらう。 軟ぃ 牛の 奠は 決して 燃 

える もので は 無い。 「牛の 獎に 火の 附ぃ たやう に」 とい ふの は、 物の 進 涉の遲 いこと を 言った ので ある。 すべて 日 

本で は诞ゃ 小便 や 糞まで 遲ぃ 例に 引いて 居る ので ある。  . 

樊 まで 役に立つ 有用 動物で あるから、 所有者に とって は 立派な 財産で ある。 遊牧の 民族に 於て は 羊 や 馬と 共に 

其の 頭數を 以て 財產 とする の は 當然の 事で ある。 日本で も、 古 來之を 飼養す る こと を獎勵 せられ、 稻ゃ錢 とと も 

に 牛を獻 上して 位 を 賜った 例な ども あり、 天災で 良家の 損 はれた 時には 牛馬が 幾 頭 死んだ と數 へて ある。 「女 賢し 

うして 牛 を寶損 ふ」 とい ふの も、 重い 家產 であるから である。 徒然 草に も 牛 を賣る 話が ある。. 漢字の 物と いふ 字 

が牛扁 である こと も考 へ て 見る 價 値が ある。 

天平 十三 年の 詔に 「馬 牛 代， 人 勤 勞養レ 人。 因， 效先有 二 明 制？ 不， 許 二 屠殺？ 今 聞 阈郡未 M ヒぉ： 禁止？ 百姓 猶有 M 培 

殺？ 宜 卞 其 有レ犯 者。 不レ問 二 蔭 贖？ 先決 二 杖  一 S 然後科 も 罪。」 と ある。 昔 は 日本で も隨分 殺した と 見える。 支那で 

犠牲と いふ 字が すべて 牛扁 である こと を 見て、 之 を 殺して 神に 捧げた 事が 知られ、 牛 酒と いひ、 太牢之 味な どい 

ふので、 牛 を 御馳走に した こと も 分る。 しかし 今では 支那 人 は 牛肉 を 用 ひす、 大抵 は 豚 を 用 ひる さう である。 

明治 以後 西洋風が 來て、 盛に 牛 a を 飲む やうに なり、 西洋 料理に は バタ ゃチ ー ズを 食べる ことにな つたが、 奈 

良 朝の 昔に も旣に 牛乳 を 飲んだ ので、 其の 時分に は乳師 とい ふ 役人が 居て、 ^を 取り、 養生の 爲に 供御に 奉った 

ので ある。 叉 蹄 これ をッ クリチ ノウ ハズミ といって、 乳 を 煮て 乳の 皮 を 取って 描へ たもの があった。 クリ ー ムの 

牛に 關 する 雜話 
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やうな もので あらう。 之 を諸國 から 獻上 する 順番が あつたの である。 國 文に は 蘇と 書いて ある。 叉酪 とい ふの は 

卽ち 今の バタで、 之 を 古語で は 乳の かゆと 一一 一 5 つた。 バタ 臭いと いふと 一概に 西洋風 をい ふが、 奈良 平安時代の 雲 

上人に も バタの 句 はあった ので ある。 叉醍 醜と いふの は <f マい ふ 乾酪 卽ちチ I ズ のこと で、 これ は 乳の 最上 味と し 

たので ある。 佛 一代の 說法を 乳 味に 喩 へて、 法 華經を 最も 意味の 深い 高 尙な經 典と して 醍 蘭に 比較して ある。 佛 

法の 流行した 時代で、 それが 恐 多く も 天皇の 御稱號 になって 居る。 

牛を鬪 はせ 遊ぶ こと は 八 犬 傅に 馬 琴が 書いた やうに 日本で も國 によって は 少し はやった やうで あるが、 最も 大 

袈裟に 今でも 盛に 行 はれて 居る の は 西班牙の 鬪牛戲 である。 これ は 昔の 羅馬 時代の 觀戲 で、 猛獸を 奴 隸と鬪 はせ 

たりして 樂 しんだ 餘波 であらう。 今も尙 西班牙の 國民的 遊戯と も 一一 一一 E ふべき ものであって、 此の 場の 闘士 は 他の 國 

の 花形 役者の やうに、 非常に 人氣が あり、 牧人 も あるとの 事で ある。 見た 人の 話に、 隨分淺 忍な ものである とい 

ふ。 西洋人 は 日本の 裸になって 相撲 を 取る の を 野 蠻と笑 ひながら、 かう いふ 殘 酷な 遊戯 を、 紳士 も 淑女 も 打 連れ 

て 見物して 居る ので ある。 昔 西班牙 人の 亞米利 加 土人 を 征服した 時代に は 隨分殘 忍 無道な 所爲が 多かった。 平生 

からかう いふ ものに 慣れて 居った からで あらう。 昔の 日本の 遊に 牛 追 物と いふの があった が、 もとより そんな 淺 

酷な もので は 無かった。 

英語で も 0X,  COW 獨逸 でも Riml, Kuh 支那の 牛、 特 など、 牡牝备 其の 名 を 異にする こと も、 如何に 人類に 

接近し、 親密で あつたかが 分る。 支那で は 女の 名な ど は 碌に 無い さう であるが、 牛に は犢、 I：、 楡、 I 怦、 ぷ愧； - 
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權 など 色々 あるの も 面白い。 

支那で は 牽牛星で 彥星は 牛に 乘 つて 居る。 日本で 天 神様が 牛に 乘 つて 居る の はどうい ふ因緣 であらう。 牛 天神 

とい ふの は 「物 部 大人 神社なる べし」 と 徂徠の 南 留別 志に 書いて 居る。 

牛の 雑談 はこの 位で やめる。 諸君が 此の 丑の年に 於て、 牛の やうに 堅忍して、 一筋に 目的 を 追 はれる こと を 望 

む G さりと て 牛の やうに 遲 鈍が よいので は 無い。  (大正 二 年 一月 「學 生」) 

久能山 東照宮に 詣づ  . 

日光 山 は 三十 五 年 以前に 旣 に參拜 した。 久能 山へ は幾囘 となく 東海道 を 往復した にも 關ら す、 まだ 一度 も參拜 

する の 機會を 得なかった。 去年 押 詰っての 二十 八日、 靜 岡の 旅 寓 から 僅か 三時 間の 少閑 を 利用して 登山、 年來の 

渴 望を醫 する こと を 得た ので ある。 午前 八 時 師範 學 校の 森本敎 論が 東 道しょう とて 來られ る。 幾度 も辭 したが 聽 

かれぬ ので、 遂に 同行 を 願って、 車 を 列ね て鐵 道の 蹈切を 横ぎ る。 夜 來の雨 は 霽れた が、 斷雲 はま ださに 飛んで 

居る。 日の 光 は キラ/ \ とさし 出て、 冬の 朝と は 思 はれぬ 暖さ。 富士は 山腹 以上 雲に 包まれて 居る T だん/ \ お 

山が 見えて 來 たぞ」 と 車夫 は 前後 相呼應 して 走る。 雨後の ぬかるみ は あるが、 全體 として は 良い 道で ある。 1 面 

久能山 東照宫 に詣づ 
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の 冬 田 見る ものの 無い 中に、 梨 木 棚 も 冬 がれて 居る。 之に 反して、 家々 の 後 園に 累々 として 金色 を 輝かした ォレ 

ンヂの 見事 さは、 行く 處に 富貴の 色， を 漂 はせ て 居る。 僅か 數 尺の 樹に 直徑ー 一 三寸 も ある 相實 がー 一十 も 三十 も實の 

つて、 それが 幾 十 株と なく 立 並んで 居る 所 も ある。 一本の 高い 樹が 見越の 松と いふ 具合に 門の 外へ 靦き 出して 枝 

もた わ- -に 熟って 居る の も 見える。 何處 にも 璺 かな 天然の 惠の 色が 漲って、 徒然 草に ある やうに、 周 圍を嚴 しく 

圍 ふとい ふ 殺風景 は 無い。 かう いふ 賑やかな 冬 景色 は 北國は 勿論、 東京の 近傍で も 決して 見 得られぬ 眺 である。 

柑 橘の 類ば かりで は 無く、 畑に は 葱が 高く 靑く 茂って 居り、 大根 は 半分 以上 青い 肌 を 挺 出して、 右に 左に 傾き 合 

つて 居る。 すべて 物資の 饒 かな 感じが 浮ぶ。 旣 に牧穫 された 大根 は 納家ゃ 母家の 軒下 义は壁 をめ ぐって 干し 吊さ 

れて ある。 

道に 出逢 ふ 人 は 十 人が 九 人まで は 女で ある。 娘 も あれば 婆さん も あり、 中年 輩の もの も ある。 三 一二 五 五 或は 荷 

車 を曳き 、或は 籠 を 負 ひ、 或は 天秤棒 を 肩に して 陸續 として 來る。 野菜、 魚類 等 を 城下へ 寶 りに 出る ので ある。 

それが 悉く 女で あるの が 目立つ。 すり 違 ひがけに、 何 を 話しして 行く かと 耳 を 傾ければ、 大抵 は 何某の 聱は 働き 

者で あると か、 何某の 家の 病人 はむ づか しさう とか、 主に 世帶 じみた 話ら しい。 黎明から 起 出で て、 營々 として 

働く 農民の 生活、 鳴 呼 これ こそ 眞に國 家の ォホ ミタ カラで ある。 

農家の 前に 遊、 び 戯れて 居る 子供、 女 も 男も备 一群 をな して、 到る 處に 多い" や \ 大きい の はや、 小さい の を 背 

負って、 父母の 留守 を 守る ので あらう。 しゃがんで メンコ とい ふ 遊 をして 居る のが 一番 澤山 0 につく。 今 は學校 
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も 休みの せゐ か、 學齢兒 童ら しいの も 大分 交って 居た。 牛小屋に 牛の 寢て 居る の も 所々 に 見受けられる。 

緣 側で 網 をす いて 居る 老人が 居る ので、 最早 海が 近いな と 思 ふ 程 もな く、 右手に 海が 開けて 見える。 ひろ/ 

とした 海の 眺 はいつ 見ても 心地が よい. - 此の あたり 殆ど 波打 際 近くまで、 畑に なって 居る。 砂地の やうで、 しか 

も 眞っ黑 な 土で ある。 數 百年 來 耕しに 耕して、 海濱の 砂地 も いつしか 立派な 畑地に なった ので あらう" 碗 豆 畠に 

花が 块 いて 莢が 實 のって 居る のに も 驚かされた。 「此の 婉 豆が 東京へ 出る のです」 と 車夫 は 自慢 額に 語る。 成程 こ 

の 逢の 地勢、 北 はー帶 の山績 きで 南 は卽ち 海、 誠に 天然の 溫窒 である。 靜岡縣 全體が 日本 國中 では 温室の やうな 

所で、 さて こ そ 蜜柑 や 茶 や 天然 の 產物は 頗る 璺富 であるが、 其の 中で も 此の 邊が 特に 暖ぃ處 であらう と 思 ふ。 

久能山 下の とうふやと いふ 旅舍に 小憩す る。 その 家の 小童 は 余が 外套 を 手に して 案內 する" 之の 字の 形に 左右 

に 曲折す る 石 礎 は 十七 折、 一千一 二十 六 段と いふ。 一千 三十 六と いふ 數を 聞いて、 冨山 房の 電話 番號を 想 ひ 出す。 

傾斜が 割合に 緩い ので、 思った 程に は 苦しくない。 それでも 八 折 九折す ると 大分 汗ばんで、 息が はすんで 來る。 

曲り角の ベンチに 腰掛けて、 且は憩 ひ、 且は 眺望 を恣 にす る。 上れば 上る 程、 景色 はいよ/ \ 開けて、 下の 民家 

は 益 "小さく 見える。 大名 屋數の 番所の やうな 所 を 通って、 稍 少し 上る と 右手に 平地が ある。 こ、 に 山 本 勘 助の 

掘った とい ふ 勘 助 井が ある。 深さが 十八 丈と か 書いて あった。 こんな 高い 所へ よく 掘った もの だと 感心す る。 森 

本敎 論が 骨 を 折って 汲 上げられた 一 釣瓶の 水に 口 嗽ぎ 手 洗 ふ。 元來 此の 山に は昔觀 音のお 寺が あった。 行 基 菩薩 

の 建立と 傅へ て隨分 古い 緣 起のお 寺であった。 然るに 戰國 時代に なって、 甲斐の 武田 氏が 之 を 占領し、 此の 要害 

久能山 * 照宮に づ 
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を 見て取つ てお 寺 を 脇へ 移し、 こ、 に 城 を 築いた ので ある。 山 本 勘 助が 井 を 掘った とい ふの は 此の 時からの 言傳 

であらう。 大慈大悲の 觀 昔の 靈 場が 修羅の 戰 場と 變 つたの も、 時世の 勢 やむ を 得ない ことであった。 こ k の 平地 

くつき やう 

たど も、 つまり は 城塞の あった 址 らしく、 前後と もに 切 立てた やうな 絕壁、 昔の 戰爭に は 究竟の 要害た るに 相違 

ない。 日露 戰爭戰 利 品の 記念物な ど を 見て 行く と 左手に 社務所が ある。 杉 江禰宜 の案內 によって、 しばし そこに 

休憩す る。 額に 慶喜、 家達兩 公の 肖像 畫が あって、 柱隱 しもす ベて 葵の 紋所、 床の間に 大 日本史の 書函の 積んで 

あるの も 何となく ふさ はしい。 こ、 からの 例の 海上の 眺は、 丁度 獪に 書いた 石山 寺の やう， 併し それに 比して 规 

模の 大き いのはい ふまで も 無い。 月の 夜の 美し さは 思 ひ やられる。 社務所に も 井が あつたが、 これ は 何時 誰が 掘 

つた もの か、 勘 助よりも えらい 人が あると 感じた ばかり、 其の 由來は 聞き もしな がった。 宮司の 宇都 野 氏 は 旅行 

不在との 事で 逢 はたかった。 歸京 後妻から 聞けば 宇都 野 宮司 は、 かって 妻の 嫂であった 人の 近親で あつたとの 事、 

妻の 兄た る 人 も 其の 妻 も 十數年 前、 妻の 未だ 余が 家に 嫁がぬ 前旣に 死去せられ たので、 余 は 少しも 之 を 知らた か 

つた。 是に 於て 其の 奇緣を 思 ひ、 叉 宇都 野 氏に 逢 ひ 得なかった のを少 からす 遺憾に 思った。 

杉 江 禰宜の 案 內で樓 門 を 入り、 ま づ寶庫 を拜觀 する。 第一 に 目に 着く のが、 西班牙 製の 時計で ある。 叉 摘 子の 

藥瓶。 これ 等 は 家 康の遣 品で、 當 時の 外國 物で 如何ば かり 珍重せられ たか 思 ひ やられる。 德川將 軍 初代から 第 十 

五代 慶喜 公までの 鎧が 順序よ く 列べ られて あるの は、 今日よりも 寧ろ 今後 數 百年の 後から は、 更に 多大な 興味 を 

以て 見られる もので あらう C 


223 


家康 三百 年祭が 近づいた ので、 本殿 は 今修覆 中で ある。 御靈は 右の 方の 假 殿に？ i 座 あると いふので、 其 處に參 

拜。 御神酒 を 戴く。 やがて 殿堂の 後方の 寶 塔を拜 す。 これが 卽ち 我が 歷史 の大立 物た る德 川家康 埋骨の 地で ある。 

家康の 病に 罹った の は 元 和 一 一年 正月 一 一十 一 日、 駿府 から 出て 田 中に 鷹 狩の 最中 俄に 不例と あって 一 一十三 日まで は 

田 中に 滞在、 二十 四 日 に駿 府に歸 つた。 それから 二月 も くれ、 三月 も 過ぎて、 四月 十七 日に 薨去、 隨 分の 長ゎづ 

らひ 故、 何から 何まで 遣憾 なく 遣 言した。 . 

大御所 御 病床に 榊 原 大內記 照久を 近くめ し、 久能山 御廟 地の 事つ ばらに 命ぜられ、 汝 幼童の 時より 常に 心 入れ 

てお こたら す 近侍し、 且魚 菜の 新 物を獻 する 事絕 えす。 我 死す とも、 汝が 祭奠を 快く 享 けんとす。 東國 の諸大 

名 は 多く 譜代の 族 なれば、 心お かる、 事 もな し。 西國鎖 護の ため、 神 像 を 西に 面して 安置し、 汝 祭主 たるべし 

云々。 

此の 遺言に よって 同 十九 日駿府 からこ 、 に 葬り、 榊 原 照久の 子孫 世々 之 を 守った のであった。 これで 見る と、 

象康は 早くから 此の 形勝の 雄偉 且壯麗 な 場所 を 見立てて、 自分の 廟所 としたの である。 畳臣 氏の 亡びた の は 其の 

前年 卽ち元 和 元年の 夏で、 家康は 最早 心 おきなく 死ぬ ことが 出来た ので ある。 しかも まだ 心懸 りなの は 西 國の諸 

大名、 それ 故西國 鎮護の 爲祌像 を 西. に 面して 安置せ よと 遣 言 したので ある。 どこから 見ても 家康式 である。 

家康 死後の 神號に 就いては 權現 とする 說と明 神と する 說 とが あり、 遂に 大權 現と なり、 後 東照宮と いふ 宮號の 

宜 下さへ あつたの は 誠に 勿體な い 事であった。 それ 故 今日で も 日 光 も 久能山 もと も に 別格 官幣社 東照宮と 稱し て 

久能山 東 照 is に詣づ 
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居る。 藤 原 鎌足 も談山 神社、 和 氣淸麿 も 護 王 神社、 楠 木 正 成 は湊川 神社.' 豐 臣秀吉 は畳國 神社、 人臣に して 宮號 

を稱 する は家康 一 人で ある。 家 康が德 川 霸府を 開いて、 前後 三百 年の 昇 平 を 成し 得た 勳功 はもと より 尊ばねば た 

ら ぬが、 將軍を 御所と 稱し、 家康を 大御所と いひ、 死後 尙宮號 を^し、 天照皇大神に 似寄った 東 照の 號を 冒す こ 

V..  一一  *  > 

と を 怪しま.^ かった 時世の 態 は、 今日から 見れば あまりの 事と いはねば ならぬ。 德 川の 世に は 權現樣 と あがめ 

東 照 神 君と 唱 へて 誰 一人 惡 口い ふこと も 許されなかった が、 國史の 研究、 學 問の 發 達と ともに、 尊皇の 論 は 次第 

に 盛に なり、 さし も 綿密 周到な 組織で 固めた 德川 幕府 も 忽ち 土 崩 瓦解した。 就中 關ケ 原の 役で ひどい 目に 合 はし 

た 毛 利、 島津 等い は ゆる 西國の 大名が 王師の 先鋒と なって 幕府 を 討った の は、 家康の 懸念した 通り C 久能 山の 廟 

所に 西 面した 家康 も、 こ 、 に 至って は 何とも 致 方が 無かった。 

石 礎盤囘 老樹 間. 此中 何事 設 二重 關 1 鐵槌 難い 人 三 泉 底 知 是祖龍 埋骨 山 

と 松本奎 堂の 詩を呤 すれば、 旣に 幕末の t 一 勃た る 勤王 心が 認められ るので ある。 こ、 とい ひ、 日光と いひ、 叉 は 

大和の 談山 神社と いひ、 金 碧 煌々、 人目 を 眩す る觀は あるが、 こ は 或 西洋人の 一 百った 如く、 徒に 自己の 功 勳を誇 

らうと した 装飾に 過ぎない ので、 素朴な 伊勢の 祌宮は 永久に 人 をして 敬虔の 念 を 起さし める ので ある" 

禰 {且 に 別れて 山 を 下る。 下る とき は 餘程樂 であるが、 どうして こんなに 上れた かと 怪しむ 位、 • 下り る 時で も 十 

七 折 は 可な り 長い ものである。 生憎 や、 曇り勝ちの 空で、 海上 は 晴れ やかで ない。 「いつもた らば 伊勢、 伊豆の 岬 

端 を 左右に 見て 絕景 なる も の を」 と 森 本敎論 の 言 はれ るの を さ こそ と 額く。 歸り てとう ふやに 憩へば 正に 十 時。 
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歸途は 同じ 道 を 同じ 速度で 走る。 もとより 變 つたこと は 無い。 物賣り に 出る 婦人に a,: 逢 はぬ のが 違で ある。 

ふと 氣が附 いたの は、 此の あたりの 井 は、 すべて 井げ たが 無い。 地面より 下に 掘 下げて ある」 子供な どの 落ち 

る こと は 無い かと 危險に 思 はれる が、 それよりも  一 危險 たの は惡 水の 流れ込む ことで あらう。 これ は 何とか 改 

めたら よから うと 思った。 靜 岡に 近づく 頃 雨が ボッ /\ 降 出した。 それでも 母 衣 を おろさす に、 大東 館に 着いた 

の は 十一 時 十五 分であった。 午後 四時 出發の 際は大 ぶりと なった が、 これが 東京 昨年 末の 大雪であった。 

靜岡 はよ ぃ都會 である。 久能山 ー帶の 海岸 有 度の 濱の あたり、 風光明媚、 羽衣 傳說の ある も 無理 は 無い e 誠に 

よい 所で ある。 此の 處に老 を 養 ひ、 此の 地に 骨 を 埋めた 古 英雄の 快 心 は 嘸 かしと 思 はれる。 しかも 朝の 中に 此處 

を 見物して、 夜 巳に 東京の 家に 歸 つた 余の 快 心 は 古 英雄 も 亦 知り 得ない 所で ある。 (大正 二 年 二月 「學 生」) 

源平の 武人と 乃 木大將 

い ろ/ \諸 大家 の 學術上 のお 話が ありまし たが、 私の は學術 上の 話と 申す よりも、 寧 ろ 通俗 講談 の 方で あら う 

と 思 ひます。 仰し 今日の 貼 出し を 見る と、 東亞 協會 講演 大會と 書いて ありまして、 別に 學術 講演 大會 とも 書いて 

ないやう であり ますから、 私が 通俗 講談 を やる といっても お叱り を 蒙る こと はたい と考 へる のであります。 乃 木 
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231 


論文 隨筆 

大將が 古武士の 典型で ある、 或は 武士道の 權化 であると いふ やうな こと は、 大分 言 立った ことであります。 私 は 

生前 乃 木 大將と 別に 交際 を 願った ことはありません が、 いろ/ \ 新聞 雜誌 等に 出た 所の 乃 木 大將の 平生の  一一 一 K 行 等 

を 伺って、 成程 世間で 言 ふ 通り、 古武士と いふ もの はかう いふ も の であらう かと 考 へました C 卽ち 古武士の 典 

型、 武士道の 權 化と 世間で 申す の は 尤もで あると 考 へて 居り ましたが、 それに 就いては ー體 古武士と いふ ものと 

比較して 見たら どんな もので あらう か、 古武士と は どんな もので あらう かとい ふやうな 考を もって 參 りまして、 

そこで 今日の やうな 演題 を 掲げた 譯 であります。 

さて、 先づ 第一 に、 古武士の 本場 は 源平 時代でありまして、 すべて 日本の 或は 謠 曲な り、 或は 演劇な り、 小說 

なりに 於て、 此の 時代 は 最も 武勇 談の 賑やかな 時代であります。 子供の 時から 吾々 の 頭 腦に染 込んで 居る の も 源 

平時 代であります。 そこで 源平 時代の 武士 は、 どんな 武士であった かとい ふこと を 見たい のであります。 尤も 此 

の 比較 は 少し 當を 失して 居る 所が ある。 何故かと いふと、 彼の 1# 平 時代の 武士と いふ もの は、 所謂 豪族の 家の 子 

郞黨 で、 それが 自分の 主と 頼む 人の ために 働いた とい ふだけ のこと でありまして、 その 戰爭 といった 所が、 ーノ 

谷の 戰 でも、 宇治川の 先陣で も、 極めて 小さい。 堂々 たる 陸軍 大將 とい ふ 資格 を 以て、 *1 界の大 强國を 相手に し 

て戰爭 をした とい ふやうな 事と は 大變な 相違で あるから、 此の 比較 は 旣に當 を 失して 居る かも 知れぬ。 併し.^ が 

ら- 世間が 乃木大 將を稱 して、 古武士の 典型と か、 武士道の 權化 とかい ふこと を 頻りに 申します から、 其の 精神、 

其の 人格と いふ もの を 比較して 見る とい ふこと は、 別に 當を 失した ことで ないか も 知れぬ のであります" 叉 一つ 
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ぉ斷 りして： 愈きたい こと は、 私は歷 史家で ない、 歷 史上の 事實 とい ふ もの を 一向 知らぬ のであります。 私の 知つ 

て 居る の は、 唯 平家物語の やうな ものである。 歷 史上の 服から 見る と、 平家物語 など は歷史 ではない。 本 當の歷 

史 ではなくて、 あれ は實は 半分 小說 である。 卽ち 日本の 長い 叙事詩で ある。 私 は 元 來歷史 よりも 文學の 方が 最も 

能く 國民を 理解し 得る ものと 考 へて 居る。 歴史上の 事 實を穿 整して、 日記 ゃ記錄 などの 一 日 や 二日の こと を 調べ 

て 見た所が、 本當 のこと が 分る もので ない。 やはり 日本の 國 民が 本當に 分る の は、 曰 本の 文學の 上に あると 思 ふ 

のであります。 n 本の 或は 歌な り、 或は 物語な り、 又 昔話と いふ もの は、 いろく 後の 人が 作り 變 へたり、 或は 

作者の 想像に よって 出來 たの も ありませ うが、 其の 想像と いふ もの は、 日本人の 想像で ある。 作り直す の は、 そ 

れが 日本 國 民の 思想に 合った からに 相違ない。 であるから 歷史の 事實が 如何に あるか、 今 曰の 事柄で さへ 新聞の 

あて 

記事が 毎日 間違って 居る 位で あるから、 記錄 など はそんな に當 になった もので もない と考 へて 居る。 私は歷 史上 

の 穿 11 よりも、 寧ろ さう いふ 國民的 俾說、 國 民文學 とい ふ ものが 大いに 日本 國：^ を 理解す る 上に 力の ある ものと 

考へ て 居ります。 そこで 平家物語 だけに 就いて 論 するとい ふこと にいた します。 

先づ第 一 に 乃 木 大將の 御 先祖た る 所の 佐々 木 四郞高 綱から 始めて 行きます。 この 佐々 木 四郞高 綱と いふ 人 は、 

御 承知で も ありませ うが、 頼 朝が 範頼、 義經 とい ふ兩 人の 弟 を 遣 はして、 木 曾 冠者 義仲を 攻めさせた 時に、 近 江 

の國 から 馬に 乘 つて 一生懸命に 鎌 倉へ K 付けて 來た。 賴朝 がい ふのに、 「お前 は ー體近 江の 國の 者で はない か。 今 

度都攻 の^が あるのに、 なぜ 都へ 行かないで 鎌 倉まで やって 來 たか」 と、 かう いふ 問を發 した。 所が 佐々 木四郞 

源平の 武人と 乃 木大將 
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答へ て 申します に T 都 上り はたやす い ことで ある けれども、 久しく 御 目に 懸ら ぬので 御 目に 顯 りたい。 都へ 攻人 

るに しても、 是非 一 旦御 目に 懸 つた 上で たければ ならぬ」 といって 答へ た。 隨分 遠方 を 馬に 乘 つて 駐 けて 來た。 

そこまで 盡 したと い ふこと を賴 朝が 大いに 感心して、 池 月と いふ 名馬 を與へ る やうに なったら しい。 さう い ふこ 

と はたか/ \ 尋常に は出來 ない ことで、 これで 佐々 木 四郞が 忠實な 人であった とい ふこと が 分る。 早く 都へ 行け 

ばよ いのに、 わざ/ \ 鎌 倉まで 走って 來た。 其の 代りに 馬 はいけ なくた つた。 そこで 新しい 馬が 欲しい と、 かう 

いふ ことにな つた。 武士が 馬 を 愛する とい ふこと は、 もとよりの ことでありまして、 乃 木 大將も 非常に 馬 を 愛さ 

れ たと い ふ ことであります。 御 先祖の 佐々 木 四 郞高綱 は 馬 を 頼 朝に 貰った。 乃 木 大將も ス テ ッ セ ル から 馬 を 貰つ 

た ことがある 。所が これ を 比 絞して 見ます と、 佐々 木 四 郞高綱 は先づ 半分 は强 ひて 貰った ので ある 。「自分 はどう 

しても 宇治川の 先陣 をいた します。 それに は 馬がなければ 働が 出來 ませぬ」 と、 かう いふ こと を 言って、 頼 朝が 

義經 にも 範賴 にも 遣らぬ もの を强 ひて 貰った" 所が 乃 木 大將の 方 は 別に くれよ とも 言 はない のに 向 ふから くれた 

の で あ る C 其 の 時 乃 木 大將は 直 ちに 貰 ふかと 思へば さう でた くして 、「軍律 とい ふ ものが あるから、 い づ れ 其の 手 

段を盡 してから」 と 答へ た。 其の 事 は 露 國人も 非常に 賞 讚して 居る" 其の 馬の 貰 ひ 方 も 御 先祖の 方が 宜しくない 

と 思 ふ。 それから 梶原源 太景季 とい ふ 人が、 やはり 磨 墨 を 貰って 居る。 これ も 池 月が 欲しかった けれども、 どう 

しても 賴朝 がくれ なかった C 所が 高 綱が 池 月に 乘 つて 出掛けて 行って、 それ を 景季に 見せつ けた。 景季は 怒って、 

どうも 頼 朝 公 は 怪しからん、 自分が 頼んだ のに くれないで、 高 綱に 遣った。 一 つ 高 綱と 刺 違へ て 死んで しま はう 
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とい ふ權 幕で 出掛けて 行った。 所が 高 綱が 3s く 欺した。 「さう いふ 譯 ではたん い。 これ は赏 つたので はない、 實は盜 

んで來 たの だ」 かう いってし まった から、 景季も 安心した。 成程 其の 時に 刺 違へ てし まつた 所がつ まらぬ 譯で、 

宥めて 置いて 兩人 とも 生きて 居って 忠義 を盡 すの もよ いので あるが、 併し 噓を 吐いた とい ふこと は 免れぬ。 佐々 

木 四 郞高綱 卽ち乃 木 大將の 御 先祖 は噓も 吐いた とい ふこと になる。 

それから 宇治川の 先陣であります。 宇治川の 先陣と いふ ものが、 やはり あまり 立派な ことで はない と 思 ふ。 梶 

原 は 磨 墨に 乘 つて 居る。 佐々 木 は 池 月に 乘 つて ゐる。 所が 第一 等の 馬に 乘 つた 佐々 木 四郞の 方が 少し 遲れ たので 

まるび 

あります。 そこで 「馬の^ 帶が 緩んで 候」 と 言った。 梶 原が 止って 腹 帶を締 直す、 其の 暇に 乘 じて 先登した とい 

ふので ありまして、 これ も 稍 欺いた とい ふやうな 形跡が ある〕 それ は 武士の 戰 場に 於け る販 引であって、 昔 はか 

うい ふこと が隨 分あった らうと 考へ ます けれども、 併しながら、 正々 堂々 たる 遣 方で はない と 3 心 ふので ありま 

す。 つまり 其の 點は 何で あるかと いふと、 非常に 功名 を 急ぐ からで ある。 自分の 功名 を 立てたい とい ふこと は、 

これ は 武士と して 當然の ことで ありませ う。 一 番 槍の 功名と いふ こと は 大事な ことで あるから、 其の 功名の 念に 

急で あつたが 爲 であり ませう。 讲 しながら、 乃 木大將 はどうであります か。 極めて 謙遜な 人であります。 彼の 旅 

順 を 攻撃して. さう して 要塞 を 階れ たとい ふこと は 非常な 大功 名で ある。 大難 戰 をして、 とう/ \ ^れ たとい ふ 

こと は、 世界の 歷史に 於て 特 書すべき 事件で ある。 ，街しながら、 乃 木 大將は 嘗て 其の 功 を 誇った ことがない。 加 

之. 多くの 國民を 殺した とい ふこと を 自ら 責めて 非常に 心配して 居られた。 卽ち 功名と いふ 念 は 少しもな く、 さ 

源平の 武人と 乃 木大將 
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うして 自ら 謙邏 するとい ふ 所が ある。 これ は 祖先の 佐々 木 四郞高 綱に 比較したならば、 非常な 相違で ある。 祖先 

の 佐々 木 四郞高 綱よりも、 どの位 偉い かも 知れぬ。 餘程 大きな 所が あると 思 ふので あります。 それであります か 

ら、 乃 木 大將は 祖先よりも 遙 かに 偉い。 佐々 木 四 郞高綱 は數百 歳の 後に、 自分の 子孫に 自分より 非常に 偉い人が 

出た とい ふこと を 喜んで 居る だら うと 思 ひます。 これ は 卽ち血 は 佐々 木四郞 より 傳 はって 居ります けれども、 其 

の 後の 學問、 其の後の 動機と いふ ものが、 いろくな 側から 養 はれて 來た 結果に 相違ない。 

それから、 賴 家の 時代に なつてから であり ますが、 越後の 國 の城資 盛と いふ ものが 叛 いた ことがある。 其の 時 

に 佐， „< 木 四郞の 兄で ある 所の 佐々 木 三郞盛 綱に 對 して、 征伐に 行けと いふ 命令が 下った。 盛 綱 は 家に 歸ら す、 卽 

刻 K 出した とい ふこと である。 此の 點は洶 に 偉い。 盛 綱 も 立派な 武士であった のであります。 流石に 乃 木 大將の 

先祖に 關係 ある 人と 思 はれます が、 併し 此の 人の 功名 談に 就いても、 甚だ 面白くない ことがある。 それ は、 例の 

備前兒 島の 戰 であり ますが、 其の 時に 敵が 海 を 隔てて 扇 を 以て 麾 いた けれども、 海で あるから 渡れない。 そこで 

佐々 木 三郞盛 綱は竊 かに 浦人 を 招いて、 「此の 邊に 淺瀨が あるか」 と 聞いた。 すると 「月の 初 頃に は 東の 方が 淺 

くなる， 月の 末 頃に は 西の方が 浅くなる」 と 答へ た。 「そんなら ば、 一 っ案內 して くれ」 とい ふので、 其の 者に 刀 

しるし 

を くれたり、 鎧 を くれたり して 案內 を賴ん だ。 さう して 蘆 か 何 か 立てて 檫 をして 置いて、 翌日い よ/ \戰 爭が始 

まると、 ちゃんと 昨夜の 中に 標が 付けて あるから、 盛 綱 は 一騎 駔 出して 行って 海に 飛込んだ。 外の 者 は 驚いて 止 

めた が、 肯 かないで どん/ \ 進んで 行く。 成程 淺 くて 行けさう であるから、 「佐々 木 討た すな」 とい ふので、 後 か 
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ら 大勢 附 いて 行って * 遂に 向 ふに 達した。 そこで 昔から 河 を 渡る 者 は あるが、 海 を 渡った 者 は 前古 未曾有で ある 

とい ふので、 大變賴 朝に 褒められた。 所が 其の 淺瀬を 自分に 敎 へたと いふ こと を、 若し 人に 告げられて は 困る と 

いふので、 其の 浦人 を ぼんと 斬って しまった。 これ は 甚だ 殘 忍な ことで あると 思 ふ。 自分. の 功名 を 立てる が爲 に、 

自分に 功名 を させて くれた 所の 者 を 斬って しま ふとい ふの は 甚だ 殘忍 である。 武士と いふ もの は、 さう いふ もの 

でない と E わ ふ。 謠 曲に 藤 戶と いふの が あるの が、 卽 ちそれ である。 さう いふ 殘忍な こと をして は、 佐々 木 四郞高 

綱の 宇治川の 先陣より、 もっと 汚い 先陣で あると おも はれる。 卽 ちそれ が 古武士であるなら ば、 古武士と いふ も 

の はせ.： だ 面白くない。 

それから 佐々 木 四郞高 綱と 先陣 を爭 つたと ころの 梶原源 太景季 であります。 どうも 梶 原と いふと、 あまり 好い 

心 持 はしない。 とかく 梶 原と いふの は惡ぃ 方に 引っ張り出され るが、 併し この 景季 とい ふ 人 は 私 も大變 好きな 人 

である。 これ は 立派な 人で ある。 血氣に はやった 强ぃ 武士であった から、 まあ 宇治川の 先陣 も出來 たので ありま 

すが、 さう 汚い こと はして 居らない。 其の 弟の 梶原景 高と いふの が ある。 此の 兩人 がー ノ 谷の 合戰に 奮戰 した。 

これ は 平家物語で 見る と、 丁度 乃木大 將の兩 人の子 供の こと を 想 ひ 浮べる のであります。 其の 時に 景季は 菔に梅 

fc" づ まえ. ひす 

を 挿んで 戰 つた。 平家の 者が 見て 感心して、 「東夷ば かり かと 思ったら、 さう でもない」 といって 感心した とい ふ 

ことがある。 卽ち讅 曲の 方で は 液の 梅と いふ 風に 作って ある。 所で 此の 兩 人が 進んで 戰 つたと いふ こと は 沟に結 

構であります が、 其の 時に 親の 梶原平 三景 時と いふの が、 どうい ふこと をした かとい ふと、 此の 人 も 決して そん 

源平の 武人と 乃 木大將 
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なに 臆病な 人 問で はない、 やはり 坂 東 武者で 强 かった が、 自分の 子供が 兩人今 敵の 中に 斬 込んだ とい ふの を 聞い 

て、 非常に 心配して 後から 追 駅け ました。 さう して 子供に 出逢 はう として 居る うちに、 「源 太 景季が 討 たれた」 と 

い ふ 曝が ある。 「景季 が 討 たれて は 自分が 生きて 居る 甲斐がない」 と 言つ て、 夢屮 になって 飛んで 步 いたと いふ 話 

であ. る。 乃 木大將 はそんな こと はしなかった。 兩 人の子 供が 討死 をしても、 泰然と して 居られた。 子供に 對 する 

愛と いふ こと は、 人の 父と して 尤もな ことで ある けれども、 さう 慌てて T 子供が 討 たれたら 自分 は 死んでも 構 は 

ぬ」 と 一一 一一 ri つて、 飛んで 歩く の は 武士ら しくない と 思 ふ。 それから かう いふ ことが 一 つあります。 諸君 は 御存じで 

ありませ うが、 吾妻 鏡に ある 話です。 奥州の 泰衡が 滅びた 時に、 由 利八郞 とい ふ 者が 擒 にされ ました，。 所が 其の 

捕まへ 手が 分らなかった。 功名 を爭ふ 者が 二人 出て 來た。 どっち か 分らない。 それで、 これ は 由 利 八郞に 聞いた 

らば、 其の 時の 鎧の 色で も 分る からと いふので、 頼 朝が 梶原平 三景 時 を 召して、 「先 づ お前が 行って 閱 いて 来い」 

と 一 頁った。 そこで 景 時が 八 郞の處 へやって 來て T 貴様 を 捕まへ た 者に 就いて 議論が あるが、 一 體 誰が 貴 樣を擒 に 

したの か」 と 言った 所が、 由 利八郞 非常に 怒って、 「何とい ふー體 物の 一一 一一 a ひざ まだ。 貴様の 主人 は 何者 だと 思つ 

てゐ るか C 己れ の 主人と いふ もの は鎭 守府將 軍で、 三代 も續 いて 居る。 運 拙く して 今擒に はなって ゐ るが、 貴様 

の やうな 分際と して、 何とい ふ 物の  一一 一一 C ひざ まだ」 と 言って、 怒って どうしても 白狀 しない。 そこで 仕方がな いか 

ら歸 つて 來て、 頼 朝に 其の 旨 を 告げました。 頼 朝 は 流石の 人であります から、 「それで は」 とい ふので、 今度 は 

畠 山 重忠を 遣った。 畠 山 重忠が 出て 行った が、 非常に 鱧 を 厚く して 「先 づ敷皮 を 一 つお 敷きなさい」 と勸 めて 置 
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いて、 「さて 沟 にお 氣の 毒な ことであった。 擒 になら れ たの は 武運の 拙かった ので、 お 氣の毒 千 萬で ある。 併し 時 

勢で あるから 已むを得ない」 と  一一 K つて、 いろ/ \ 慰めた あとで、 「あなた を擒 にした 者が 誰であった とい ふこと に 

就いて 功名 爭 ひが ある。 其の 時の 鎧の 色.^ りと ぉ覺 えが あらば 敎 へて 下さい」 とかう 言った。 由 利 八郞は 感心し 

どなた 

て 、「先刻 來た 奴と は 大變違 ふ。 一 體 あなた は 何方で あるか」 「as 山 重忠で 御座る」 「成程 噂に 聞いた 秩父 殿で 御 

座る か」 とい ふので、 そこで 悉く 其の 時の 様子から 鎧の 色な ども 話した とい ふこと である。 これ は 明白に 吾妻 鏡 

に 書いて あり ます。 さう いふ ことが 忌禪な く 書 いてあります。 卽ち これ は 畠 山重忠 の 立派た 人物で あると いふ こ 

と を 示す と 同時に、 梶原景 時が 惡 いとい ふこと も 示して ゐる。 であるから 小說 にある こと も、 大抵 は本當 のこと 

が 書いて あると 思 ふ。 決して 善い もの を漫 りに 惡く する やうな こと はないだ らうと 思 ひます。 此の 點な ども、 梶 

原 は 感心すべき であり ませぬ が、 とにかく 島山 重忠 と共に 大變に 用 ひられた 人であった のであります。 

子供 を 伴れ て 戰爭に 行った ことで、 これ も 諸君 は 御存じ だら うと 思 ふけれ ど、 熊 谷 次 郞直實 のこと であります。 

直 賞 は 其の 子供の 直 家と いふ 者 を 伴れ て 行った。 其の 時 直 家 は 僅かに 十六 歳で ありました。 鎌 倉 評定で は 十七 歳 

以上で なければ 伴れ て 行く こと を 許さぬ。 然るに 息子 も 進んで 「軍に 行きたい」 と 首 ふし、 直實 もこれ を 伴れ て 

行きたい とい ふ 考がぁ つたから して、 十六 歳の 者 を 十， 七 歲と僞 つて 伴れ て 行った。 こ 、 らは 流石に 面白い所 であ 

る。 今では 成るべく 徵 兵に 出したくない とい ふやうな 弱い者.^ あるが、 構 はす 進んで 伴れ て 行く。 所が  一 ノ 谷で 

親子 兩 人が 先陣 をした 時に、 十七 歳と 嘘を吐い たこと を 忘れて しまって 生年 十六 歳と 名乘 つたので、 隱 した 事 も 

源平の 武人と 乃 木火將 


239 


論文 隨肇 

顯れ てし まった。 此の 直 家が 薄手 を 負うた 時、 「矢 を拔 いて くれ」 とずった のを拔 いて やらす、 「そんな 薄い 傷 だか 

ら構 はす やれ」 と 一一 一一 E つて 子を勵 まして 置いて、 M 分 は 其の儘 進んで 行って 顧みなかった とい ふの は 誠に 偉い 所で 

あります が、 併し 其の 時には、 唯勵 ます 積り で 言った けれども、 後から 大變 心配して 居る。 直 家の 傷 はどうな つ 

たか、 死んだら うかと いふ 風に 心配して 居る 様子が 見える。 其の 點も乃 木 大將と は 大變な 遠 ひで あらう と 思 ひま 

す。 もとより 乃木大 將と雖 も、 決して 自分の 子 を 失って 悲しくなかった ので はあります まいが、 其の こと を 少し 

も 表さない。 此の 時分の 武士 は梶 原で も 熊 谷で も 頻りに 子供の こと をく よく 一一  s つて 居る。 熊 谷 直 實は御 承知の 

通り 敦 盛と いふ 直 家と 同年の 平家の 公達 を 討 取った が、 「誠に 武士と いふ もの は 情ない ものである」 と 言って、 始 

めて 發 心して 坊主に たったと いふ ことで ある。 だから 物の あはれ を 知って 居る 人 だとい ふので、 後 f から 非常に 

人望 を 得て 居る。 自分の 子 を 愛する と 同時に 叉 敵 を も 愛する 人であった ので、 武勇ば かりでなかった とい ふこと 

は考 へられ ますが、 併しながら 又或歷 史家の 說 によると、 熊 谷 直實の 坊主に なった のは實 はさう いふ 譯 ではない。 

領地 爭ひ をして、 それに 負けての 憤慨の 餘り 坊主に なった のが 事實 であると il 一一 E ふ。 若し これが 本當 とすれば、 熊 

さが 

谷 直實の 人物 は 一 曆 下る 譯 である。 之 を 乃 木 大將と 比 絞す ると 叉 違 ふ。 乃 木 大將は 恩賜 金で も 何でも 皆 人に 遣つ 

てし まった。 自分の 邸まで 東京 市に 寄附して しまった。 某 博士が 乃 木 大將を 論じて、 「乃 木 大將は 熊 谷直實 ほどの 

決心が たかった。 若し 熊 谷直實 ほどの 決心が あったならば、 旅 順の 戰爭 から 歸 つた 後 坊主になる 害で ある」 と 一一 一一 n 

はれた が、 これ は 以ての外の 論で あると 思 ひます。 乃 木 大將が 旅 順から 歸 つて 坊主に なった つて、 少しも 偉い こ 
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と はない。 坊主に ならぬ 所が 偉い ので ある。 坊主になる のが 日本の 武士道で はない。 さう いふ 議論 は 最も を かし 

い。 或は 平家物語 をよ く讀 まなかつ たもの だら うと 思 ふ。 

それから 叉 乃 木 大將の 子供に 就いて 想 ひ 出す の は卽ち 佐藤繼 信、 忠信 兄弟であります。 やはり 乃 木 大將の 子供 

の 如く 母を殘 して 戰爭に 出た が、 兩 人と も義經 の爲に 立派に 命 を 捨てた。 其の 潔く 命 を 拾て たとい ふこと は、 乃 

木 大將の 子供に 似て 居る。 所で 其のお 母さん はどう かとい ふと、 非常に 歎いた 様子が 見えて 居る。 これ は 乃木大 

將の 夫人より 偉くなかった と、 かう 考 へる。 これ は 序 を 以て 乃 木 大將の 夫人の ことまで お話した 譯 であります。 

それで 私 は 源平 時代の 人 を 見渡して、 稍 立派な 人で あると 思 ふの は、 今お 話した 畠 山重忠 一人で あると 思 ふ。 

平家物語の 中で は餘程 立派な 人で あると 思 ひます。 先刻お 話 をした 由 利 八 郎に對 する 態度で も、 敵 をいた はって 

やる とい ふ 様子が 見えます。 さう して 此の 人 は 智慮ば かりで はない、 なかく 武勇の 人であった。 それ 等の 證據 

は 幾ら もあります。 宇治川 を 徒歩 渡りしたり、 或は 一 ノ 谷の 戰に は、 いつも 馬の 御 厄介になる から、 今日は 馬 を 

擔 いで やらう とい ふので、 馬を擔 いで 下りたり して 馬 をいた はった。 又 此の 人 は大變 誠實な 人であった ので あり 

ます。 或 時 重 忠の目 代が 惡 いこと をして、 伊勢の 神様の 領地 を 侵した。 それ を 神主の 方から 賴 朝に 訴 へたので、 

賴 朝が 非常に 怒って 重忠を 責めた。 重忠は 自分の 使って 居る 者が 犯した 罪で あるから、 それ を 聞いて 非常に 驚い 

て、 自ら 食 を 絶って 死ぬ とい ふ 位までに 決心した。 これ は 自分の 責任 を 思 ふので、 如何にも 誠實な 所が 見えます。 

それから 度々 人に 讒 一一 一一 n された。 或 時 頼 朝が 疑って、 人 を 遣って 様子 を 見させた 所が、 これ は 己れ を 殺さう が爲に 
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人 をよ こした ので あると 考 へて、 自分の 罪のない こと を 割腹し て 示さう とい ふので 腹 を 切り かけた。 使に 來た人 

は 驚いて 、「決し て さう いふ 譯 ではない。 樣子を 見て 來い と い ふ 仰 だから 樣子を 見に 來 たま で で あ る」 と 一一 目 つて 止 

めた。 其の後 頼 朝に 會 つた 時 も、 輯朝は 一言 も 言 はすに 濟ん だとい ふこと である。 卽ち 重忠の 至誠に 動かされて 

君臣の 問 が もとの 通り になった ので、 何となく 誠實を 以て 人 を 服 するとい ふ樣 子が 見える。 それから 义賴 朝の 所 

謂 奥州 征伐の 時に、 卽ち 國衡、 泰衡を 攻めました 時に、 向 ふ は 阿武隈川 を 引いて 山の 下に 瀕 めて 守って 居る。 重 

忠は 此方から 行く 路を 抱へ て計畫 して 居った。 所が 三浦義 村と 葛西淸 重と いふの が、 竊 かに 魁 をしょう とい ふの 

で、 其處を 通らう とした。 それ を 畠 山 重忠は 知った けれども、 彼等が 先陣 をしたい ならば 先陣 を させて やらう、 

そんなに 功名 を ぐなら ば 功名 を させて やらう とい ふので、 自分が 知りつ 、默 つて 通して やった とい ふ ことがあ 

る 。 卽ち 同僚に 功名 を讓 つたので あります。 功名 を爭 ふと いふ こと は 武士の 氣概 として 尊ぶべき であ り ますけ れ 

ども、 併し 叉 自分の 仲 問に 功名 させた とい ふこと は洵に 尊い 精神で あると 思 ひます。 これ は 誠 も あり、 度量 も あ 

つて 始めて 出 來る事 だと 考へ ます。 結局 讒言 を 受け て 死にました けれども、 死んだ 後に も大變 惜しまれました" 

平生は 極めて 穩 かな 人で あつたが、 誰で も 島山 重忠 の 側へ 行けば 自ら 襟 を 正した とい ふこと であります。 

かう いふ 風に 觀て參 ります と、 古武士 古武士と いっても、 抽象的の 古武士と いふ もの は ある けれども、 どれが 

本當の 古武士 かとい ふこと を 詮索して 見る と、 あまり 古武士ら しい 人 はない。 先づ 只今 最後に 申した 畠 山 重忠の 

如き 人が、 稍 乃 木大將 に似て 居る やうに 考 へられる のであります。 武勇 も あり、 誠實も あり、 仁義 もあった 人で 
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あります。 けれども 此の 人 は 所謂 文雅の 趣味と いふ ものが 少しもない。 文雅の 趣味に 至って は梶 原の 方が ある。 

梶原 一家 は洵に 文雅に 達して 居った。 梶原平 三景 時な ど はな か，， /\ 文藻が あって、 頼 朝が 歌なん ぞ 詠んで 「われ 

ひとりけ ふの 軍に 名 取 川」 とい ふと 、「君 もろとも にかち 渡り せん」 などと いって、 賴 朝の 御機嫌に 入った こと も 

ある。 一族 皆 さう です。 景季、 景高、 みな 文雅の 道に 達して 居った。 源氏 方に はー體 さう いふ ことの 出來る 人が 

少ぃ。 畠 山 重 忠も馬 は 背負へ たけれ ども、 歌 は 作れなかった。 平家 は 流石 は^しく 都に 居った から、 何れも 風流 

文雅で ありました。 就中 薩 摩守忠 度の 如き 歌の 名人が 居った 位であります。 とにかく 古武士と いっても、 古武士 

の 典型に なるとい ふ 人 は 見當ら ぬ。 唯す つと 考 へて 見る と、 一 つくに よい 所 は ある けれども、 全體 として は あ 

まり 立派な 人 はない。 所が 乃 木大將 は、 それ 等の 武士の よい 所 をす ベて 備 へて 居る。 卽ち 集大成して 一 身に 集め 

て 居る。 卽ち 古武士の 藥合體 である。 さう して これまで 武士道の 權化 とか 一一 目って ゐ たけれ ども、 それ は 意味の 上 

で 言った ので、 初めて 所謂 人 問と なって 現れた のが 乃 木大將 であらう と考へ るので あります。 これ は單に 源平 時 

代が、 先づ 日本の すべての 小說 等の 本源で あるから、 源平 時代 を 取って お話した のであります が、 其の後 太平 記 

時 tf を 取って 考 へても、 とても 乃 木大將 ほどの 人格の 人 はあり ませぬ。 武勇が あり、 膽 略が あり、 至誠 を 以て 人 

を 動かし、 さう して 文學も ある。 詩歌に 其の 文藻 を 示して 居る。 それの みならす 學問 もあった。 色々 な 書物 を澤 

山讀 まれた とい ふこと は、 もとより 古武士の 及ぶ 所でない。 人格から も 源平の 武士 を兩方 集めても かな はない。 

？ W して 學問 など は尙 更かな はない 譯 である-」 私 はさう いふ 風に 平家物語 を 讀んで 感じた 次第であります。 乃木大 
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將 以前に 乃 木大將 なしと 書いた の は、 さう いふ 意味で 書いて 置いた のであります。 先 づ乃木 大將は 昔から いって 

居る 武士道と か 古武士と かいふ もの を 本 當に實 現した のであって、 其の 行た る や 萬 世に 傳 ふべ きもので あるし、 

叉 其の 文藻 も 萬 世に 傳 ふべ きもので あると 考へ られ ます。 卽ち 吾々 が いつまでも 忘れて ならぬ ことであります。 

これから 後 は 平家物語、 太平 記を讀 むと 同時に、 乃 木さん の傳記 も讀ん だら 宜 からう と考へ るので あります。 

. (東亞 協會 講演、 大正 二 年 三月 「東亞 之 光」) 

證 今昔 物語 集 序論 

今昔 物語 集 三十 ー卷。 國 文で 記した 最舊 最大の 說話 集と して、 優に 世界 文學の 珍寶と 見做すべき ものである。 

古く は 宇治 大納言 物語、 又は 宇治 拾遺 物語と もい つた もので、 卷 一から 卷 五まで は 天 竺、 卷 六から 卷 十まで (內 

イマ ハム カシ 

卷 八缺) は 震旦、 卷十 一 以下 (內卷 十八、 卷廿 一 缺) が 本朝の 部で、 各條 今昔と いふ 語 を 以て 說話を 起して 居る 

のが、 書名の 由緣 である。 天竺 部 は 直ちに 釋 家の 經 典から 飜譯 した ものら しく、 震旦の 部 も 概ね 佛敎の 流通 宜布 

に關 する 物語で、 支那 一流の 孝子 說 話が 加って 居る。 本朝の 部に 於ても、 佛敎部 は 堂塔の 緣起、 齋會 の由來 等に 

關 する 説話、 其の 他 往生 傳、 靈驗談 等 を 集め、 大抵 は 印度 說 話の 同一 形式 を 繰返した ものである。 之に 依って、 
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佛 敎の說 話が 如何に 我が 國の 精神 界を 風靡した かとい ふ 情勢が はれる。 叉 本朝 世俗 部に 入って は、 上 は 王侯 貴 

紳 から 下 田夫野人に 至る までの、 あらゆる 畸行 異聞 を輯錄 して、 武勇 談 も あれば、 技術 談も あり、 妖怪 談も ある。 

はて は 桑 中の 喜 を も；^ さす、 已に 正史に 載った 話 も あれば、 僅かに 此の 書に のみ 傳 はって、 一般 史乘の 缺を補 ふ 

もの も ある。 印度 及び 支那の 文明 を銘 化した 當 時の 社會を 遣憾 なく 暴露して 居る ので、 日本の 文化史 料と して は 

眞に洽 好の 資材で あるの みならす、 世界 說 話の 系統 を 比較 研究す る もの 等に 取って は、 缺 くべ からざる 至 重至寶 

の 書で ある。  .  . 

四 園の 風物が 一 として 强猛 峻烈の 性質 を帶 びざる なき 印度の 地。 其處の 住民 は 早くから 熱烈な 宗敎心 を 抱き * 

又 深遠な 詩的 想像 を 養って 居った。 說 話の 術 は 其の 最も 得意と する 所で、 就中 譬喩に 於て は 巧妙 無類で ある。 釋 

迦 一代の 說法 は、 常に 能く 此 等の 說話を 利用し、 之 を 以て 其の 敎旨 を宣傳 する の資に 供した。 今や 此 等の 說法を 

滿 載した 經 典が、 支那 譯 となって、 次第に 我が 國に 將來 せられた ので ある。 從來 簡易 恬淡に 甘んじ、 現世の 幸福 

に滿 足して 居った 我が 國民 が、 始めて かの 不可思議 無 盡藏の 妙法 を聽 いた 時には、 如何ば かり 驚歎に 堪へ なかつ 

たで あらう。 旣に 支那の 文明に 醉 はされ た 我が 國民 は、 其の 大 文明 國に 盛に 流行して 居る 大宗 敎に 接して は、 更 

に 叉 一 段の 讃歎を 以て 之を迎 へたので ある。 其の 恐ろしい 地獄の 話に 戰慄を 禁じ 得なかった と 同時に、 莊嚴な 極 

樂淨 土の 有様 を 夢み て は、 卽ち渴 仰の 念に 堪 へなかった に 相違ない。 當 時の 佛徒 は拔： IE なく 此 等の 說話を 物語つ 

て、 弘 通の 方便に 供した。 かくて 平安朝の 初、 延曆 年間に は、 冥 報 記、 冥 報 記 拾 遣 等に 牧 めら れた說 話と 同一 形 

霞 今昔 物語 集 序論 ！  , I  I   i I r  ,  . 
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式の ものが、 地名と 人名と を 日本に 改めて、 日本 靈異 記と なつ-て 現れる までにな つた。 いふまで もな く. - 諸經典 

や、 冥 報 記 や、 日本 靈異記 も 皆 漢文で ある。 今昔 物語 中の 佛敎說 話 は 取り も 直さす、 其の 日本語 化せられ たもの 

である。 

天竺 部 は釋： t 一の 一代記から 始 つて 居る。 釋迦が 兜 率 天の 內院を 出て、 摩耶 夫人の 腹に 宿る 所から、 誕生、 出家、 

苦行、 降魔， 成 道、 敎化、 Siill に 至る までの 一代の 行蹟 はすべ て 神 怪な衣 を 以て 包まれて 居る。 卽ち 神話 化せら 

れ たる 佛陀傅 である。 佛陀傳 は 早く 旣に 印度に 於て 神話 化せられ たので、 其の 中に 印度 古代の 祌話を 含んで 居る 

の は 一一 目 ふまで も 無い。 隨 つて それが X 布 職祌話 其の 他との 異同 を 暗示す る 所 もあって 面白い が、 もとより 皆 漢譯佛 

經に 淵源す るから、 新しい 材料で はない。 それよりも 注意すべき こと は、 此の 佛陀 傅の 影響に よって 後の 高偕傳 

の 作られた ことで ある。 日本で も聖德 太子 を 始めと して、 爾後の 歷 代の 高僧の 傳記は 皆 之と 同形 式に なり、 遂に 

其の 範圍 を脫 せぬ ので ある。 例 證はー 々擧げ るまで. もない。 叉 佛陀傳 は 一方に 於て 悉皆 說法 であるので、 佛陀の 

一生 を說 明す ると 共に、 佛 法の 貴むべく、 外道の 斥くべく、 人生の 脫 離すべき を說 く" 或は 王者 を拈 出し、 或は 

貧 女 を 拉し來 り，、 老と いはす、 幼と いはす、 種々 の 人物、 種々 の 境遇 を擧げ て、 すべて 怫 德の廣 大無邊 なのに 歸 

著させる ので ある。 これが 卷 一 から 卷 三までで あって、 卷四は 怫滅後 弟子の 阿難が 經典を 結集す る 話に 始 つて、 

釋迦 涅槃の 後、 佛法 保護者と 怫法 妨害 者の 事鑌を 擧げ、 苟 くも 佛敎に 志あって、 怫像 を禮拜 し、 怫 經を讀 誦した 

もの は 幅 德利签 を 受け、 叉假 初に も 佛法を 誹謗し、 佛敎を 蔑に した ものの 禍害 を 蒙り、 罪 報 を 受けた 事 を 語って 
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居ろ。 耍す るに 佛敎說 話の 根抵の 訓誡と なって 居る の は卽ち 因果 應 報の 倫理 思想で >  これ は 從來の n 本人の 夢に 

も 知らぬ 事であった。 

卷 五に は 本 生 說話卽 ち Jiltaka が ある。 ジャ ー タカ は 釋迦が 生れぬ 前の 過去の 話で ある。 一 の說 話を說 いた 後 

で、 其の 說 話中の 誰 は卽ち 現世の 誰、 誰 は卽ち 今の 我で あると 明す ので ある。 かう いふ 物語 は 輪廻と いふ 思想が 

無くて は 成立つ ことが 出来たい。 印度人に は 古くから 輪迥轉 生の 思想が あり、 佛敎 にも 六道 輪 通、 三世 因果の 說 

を 立てた ので ある。 それ 故 本生說 話に 於て は、 其の 前身た る もの は必 すし も 人で は 無い。 或は 天人で ある こと も 

あり、 乃至 は禽獸 である こと も ある。 要するに 釋 迦が當 時の 民間 說話を 利用した 説法で あるので ある。 其の 中に 

は釋： i 自身の 創作 も あるで あらう。 錫 蘭に ある 巴 利 語の 三藏の 雜藏に は、 本 生經が 二十 ニ卷 あって、 五 百 五十の 

ジャ ー タカが 含まれて 居る とい ふ。 近年 カウ H ル氏 (cowell) 監督の 下に、 其の 飜譯が 出來、 叉り ー ス、 デ ウイ 

ッヅ (Rhys  I).lvid8) の 研究 も ある。 これ は漢 譯の經 文に は、 あちらこちらに 散在して 居って、 纏って 居る の は 

斟 い。 此の 輪 1! 轉生 とい ふこと も、 日本人の これまで 少しも 知らなかった 事で、 當 時の 圃 民は少 からぬ 驚異の 念 

に 打 たれて、 此 等の 話に 耳 を 傾けた ことであった らう。 

本卷の .Is 迦羅五 百 商人 共 至 二 羅刺國 一語 は英譯 によって 見る と (N? 1%.  Valrllmi-Jrltaka,)、 三獸 行， 一 菩薩 

道 一鬼 燒レ身 語 P は (ま- さ 一- >si-Jrltako、 身 色 九 色 鹿 住, 山 出 ニ河邊 一助, 人語 5 計 は i:No.4S2.  ;Rlml.，LitukaJ、 

象 足 蹈ニ立 株, 謀 レ人令 レ拔語 S は so.  156.  Alillrsitta-Jfltaka,)、 龜不レ 信. 鶴 敎ー落 レ地破 レ甲語 §| は (No.  215. 
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Kacdlapa-Jataka,)、 龜爲レ 猿 被レ謀 語; g は (Jf?  208.  Sunisumrlra-Jntaka,) である。 此の 龜が 鶴の 敎を 忘れて 地 

に 落ちた 話 は イソ ップ にも あり、 パ ン チヤ タン トラの 第 一 卷第七 話に も ある。 猿の 爲に 謀られた 話 も 同じく パ ン 

チヤ タント ラ にも 出て 居る ので あ ふ。 叉 前の 本生說 話の 身 色 九 色 鹿 住レ山 出， 一河 邊 一助 レ 人語 もパ ン チヤ タント 

ラの 第二 卷 第二 話と 同じで ある。 ベン フ アイ (B21fcy) や、 カウ H ル 諸氏の 論じた が 如く、 こ、 に 印度 說 話と 希 

躐の イソ ップ との 交涉 はいふまで も 無い。 此の 同 一 寓話 を 我が 今昔 物語の 中に 見る の は 頗る 面白い ことで ある。 

以上 天竺 部の 說 話の 排列 を 見ても、 本書が 唯 漫然と 數 多の 說話を 得る が 儘に 書記した もので 無い 事が 分る。 其 

の 間に 自ら 分類が あり、 順序が 立てて ある。 叉考證 として 擧 げた 經 典の 文と 比較して 讀んで 見れば、 必す 其の 文 

の忠實 な飜譯 文で ある 事が 分る。 中には 明白な 誤 譯も往 々見受けられる。 決して 記憶から 喚起して 書いた もので 

は 無い。 最初に 佛傳、 次に 佛後、 次に 佛 前と 分類して、 珍奇な 說話 を群籍 にあ さって 集めた ので ある。 分類の ェ 

夫 は 震旦の 部、 本朝の 部に も 亦 認められ るので ある。 

震旦 部 第 六、 第 七の 二 卷には 主として 怫 法に 關 係した 說 話を牧 めた。 先づ怫 法の 支那に 傅來 する 初から、 其の 

弘 通す るに 至る 說話を 次第し、 其の 間經典 を將來 した 人、 怫像を 造 立した 人、 叉 は經文 を書寫 し、 讀 誦し、 受持 

した 人々 の 蒙った 實驗の あらた かな 說話 を澤 山に 集めて 居る。 其の 地名と 人名と は 支那に は 相違ない が、 全然 印 

度 式の 說 話で、 いづれ も 佛法愤 の 三 寶に歸 敬した もの は 現世の 福德、 死後の 其 報 を 得る こと を 示した ので ある。 

例へば 佛像を 造る か、 佛 經を寫 すか、 佛 名を唱 ふる か、 乃至 は 僭 侶に 施與 する か 等の 中、 どれでも 一 つの 仕事 を 


248 


. 成した ものが あれば、 現世の 應報 として、 或は 富貴 を 得、 或は 病難 を 免れ、. 或は 劍難、 水難 を 逃れ、 或は 一旦 死 

しても 復 蘇生す る。 死後の 冥 報と して は、 或は 天に 上る もの も あり、 或は 極樂に 生れる もの も あり、 女人 は變じ 

て 男子と なる 等、 因果 覿面 恐ろしい 程 明白な ので ある。 而 して 此 等の 原因と なる もの は、 必す しも 意識的 ならす 

ともよい ので、 無意識に 自然に 行っても、 それが 善 因 なれば 必す 善果 を 結び、 惡因 は必す 惡果を 伴な ふので ある。 

單に 僧坊に 寄宿した とい ふば かりの 爲に、 其の 日 一 曰に 限った 兒の 命が、 七十まで も 長命した 龍 四 例 も ある。 

「此レ 佛法ノ 不思議 ノカ 也。 淺 キ智ヲ 以テ不 レ可レ 量ズ」 とい ふので ある。 

無意識 どころ か隨分 之に 反對の 意見 を 有して 居る もので も、 偶然に 善果 を 得る 因緣に 出逢 ふこと も ある。 豫州 

神 母が 般若 波 羅密多 經の名 を 聞いて、 怒って 耳 を 洗って 歸 つて すら、 閻魔の 廳 では 其の 功德を 認めて 仞利 天に 生 

れ しめたと ある。 第 r 嫌ムト 云へ ド モ 般若 ノ 名ヲ. 斗 ニ觸レ タル 功 德如レ 此シ。 何況ャ 心ヲ發 シテ書 寫シ受 持シ讀 

誦セ ラム 人ノ功 德无, 量シ 云々」 とい ふので ある。 それ 故 信心 を發 して、 經文 を書寫 したり、 佛像を 造 立したり す 

る 人の 果報 を 受けた 話は數 限り も 無く 多い。 一旦 死んで 冥途に 至っても、 前生の 功德 によって、 命數 未だ 盡 きす 

とて、 再び 蘇生 させられる 事 も 多い C 詳密に 死後 蘇生す るまでの 容子を 話す のが 常例で ある。 

要するに 其の 原因 は善惡 ともに 如何に 微細で も、 其の 果報 は 極めて 重大で ある こと を說 くので ある。 人 問に あ 

ら ぬ禽獸 でも 鬼で も 福德を 受け る ので ある。 鸽の 法 を 聞い て 人と 爲る事 も あれ ば、 f 第 猿が 法 華 を 聞い て 忉利天 

に 生れた 話 5Si も ある。 叉 前生に 牛で あつたが、 般若 經を 負うた 功德 によって 人間に 生れた 例 も ある。 fJJ 第 前生 
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の 罪業で、 厠の 中で 糞 を 嗽って 居た 鬼が 法 華 一 部の 供養の 爲に生 を 改めた 話， II 等、 いづれ も 誇大 廓 大して、 佛 

法 僧の 功德を 述べ て 居る。 

かくして 善事 は 如何に 小さく とも 爲さ るべ からす、 惡享は 如何に 小さく とも 爲 すべ からざる こと を 示し， 結 

局 務めて 身、 口、 意の 三方 法 を 以て 佛、 法、 愤の 三寶を 供養すべき 事を說 いたので ある。 其の 原因と 其の 果報と 

の 割合が 懸隔 すれば する 程、 人心 を 動かす 事 は 多い。 何と なれば、 かば かりの 小事に して 此の 果報 あり、 もう 一 

暦 の 大 原因なら ば 其 の 果報 は ど れ程 であ らう かと、 遙 かに 其 の大を 想像せ しめる から で あ る。 つ まり 極端から 極 

端に、 人の 想像力 を 活かしめ て、 或は 喜悅 せしめ、 或は 恐怖せ しめる ので ある。 これ は 佛法說 話の 慣 手段で あつ 

て、 之に よつ て 人心 を. 長 怖せ しめ 信仰 を 起させる の 功を收 めた ので ある。 

なまぬるい、 中庸の 說 方で なくして、 飽くまで も 非常で、 大袈裟で、 强烈 である 所が 其の 特色で、 說話 として 

の 興味 も 亦 一 段と 之 が 爲に高 いので ある。 

輪廻 轉生は あらゆる 生物に 通じて 行 はれる から、 前生に 禽獸 であった ものが、 人界に 生れ、 天界に 生れる の は 

いふまで もな く、 叉 人間が 死後 牛と なり， 馬と なり、 羊と なる 類 はおろ かなこと-」 蟲の仞 利 天に 生れた 話 も あれ 

ば、 蚯 の 人間と なった 例 も ある" 其の 轉 生の 因緣 となった こと は、 やはり 輕微な ことで、 天に 生れた 蟲 は華嚴 

經を讀 む 僧の 手 洗 水の 中に 居た からで ある。 蚓の 人界に 生れ 出た の は、 前生に 寺の 庭の 土中に 居って、 常に 法 

華經を 聞いた からで ある。 こんな 極端な 場合 を 思 へ ば、 何 ぞ況ゃ 人が 信心した ならばとの 感を 起す の は當然 であ 
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マ ひ-人の 死後 は 生前の 罪惡 によって 牛 や 馬と なる ものが 最も 多い c 印度の 熱國で a きを 荷 ふ 牛馬の 苦役 は 如何に 

も つら さう に 見える ので ある。 叉 女 は 蛇と なること が 多い。 嫉妬、 貪婪の 悪行 は 死後に 至って 蛇と 生れ 變 るので 

ある。 總 じて 蛇 は 何 處の國 でも 人間の 敵で あるが、 印度 は 殊に 甚だしい。 蛇 は 邪淫で 最も 忌むべき ものと なって 

居る" 狐 も 亦 狡猾で 邪淫で ある。 すべて かくの 如く 禽獸を 人格化し たの は 輪 聚說に は 最も 相應 しい ことで、 日本 

人 は 印度 及び 支那の 說話を 聞いて、 始めて 蛇淫、 狐妖 とい ふこと も學ん だので ある。 

第 九卷は 震旦 部 孝養で、 孝子 傳說を 採って 居る。 支那で 孝道 を 百行の 本と 立てる こと はいふまで もたい。 隨っ 

て 孝養の 話 は 極めて 多い。 母の 孝養の 爲に子 を 埋めよう とした 二十 四 孝の 一人 郭互 を始 として、 孝道 を 誇大した 

話が 多い" 孝道 以外の 話に は 同じく 印度 式の 輪廻 談が 骨： i をな して 居る。 十卷は 主として 支那の 史 乘、， 諸子、 小 

說等 にあら はれた 巷談 を 採った. - 其の 第 十 話に 例の 本生說 話が 交って 居る の は、 著者の 思 違であった ので あらう。 

尙 出典の 分らない ものの 中に も、 印度 種で 無い かとお も はれる のが ある。 

天竺 部、 震旦 部 もとり-^ の 興味 は あるが、 最も 面白 いのは 本朝の 部で ある」 第 十 -i 卷 以下 卅 一 卷 まで 二十 一 

卷の 中、 惜しい かな 一 一 卷が缺 本で、 現存して 居る の は 十九 卷 ある。 其の 內卷十 一 から 卷ー 一十まで は佛 敎に關 した 

物語で、 卷卄ー 一から 卷^ 一  まで は 一 般 世俗の 話で ある e 尙各卷 に 於け る說 話の 大要 を 言へば、 

卷 十一 聖德 太子の 佛法弘 通から 佛法 各派 傅^の 事、 諸大寺 建立の 事。 

卷 十二 主として 各 齋會の 由来、 佛像、 經 典の 功德。 
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卷 十一 一一 持 響、 霞 者の 談、 特に 法 花 讀誦 の 功德。 

卷 十四 法花 經の 功德、 特に 前 生談 及び 舊 者の惡報。 

卷 十五 僧俗の 往生 傅。 

卷 十六 觀 音靈驗 記。 

卷 十七 主として 地 藏靈驗 記 I 叉 等 も あり。 

卷 十八 缺本。 

卷 十九 諸人 出家 談、 其の 他佛 敎に關 する 雜話 

卷 二十 K 狗、 狐、 蛇 等、 其の 他 冥途に 行って 歸來 する 話 等。 

卷廿 一 缺本。 

卷 二 藤 原 大臣 家の 話。 

卷廿 一二 主として 強力の 話。 

卷廿四 藝術談 e 

卷廿五 武勇 談。 

卷廿六 民間の 宿 報談。 

卷廿七 靈鬼。 
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卷廿八 主として 滑稽 談。 

卷廿九 主として 盗賊 談。 

卷 三十 雜談、 主として 男女の 情事。 

卷卅ー 雜談、 外 國の話 あり、 旅行の 話 あり。 

以上の 中、 卷廿 八に 本朝 付 世俗と あるの は 廿五卷 の 次に 來 るべ き 順序で あらう 

佐 藤 誠實氏 は卷廿 二、 卷廿三 を 併せて 廿ニ卷 とし、 廿八卷 は卷廿 三と 定め、 缺 本の 廿ー卷 より 廿五卷 まで 五卷 

を 本朝 付 世俗の 部と 定められた。 尙 「本書の 撰び ざま は 五 卷十卷 を 一 つ 類と したやう だから、 これから 下 も尙ぁ 

つたので あらう」 と 一一 一一 n はれて 居る。 

以上 示した やうに、 もとより 正確な 分類 は出來 ない が、 各卷に は、 自ら 同種類の 說 話を彙 類して、 餘程 整って 

居る 所が 見える。 之 を 天竺、 震旦の 部に 續く ものと して 見れば、 最初から 一定の 目的 を 以て、 此の 物語 を 記述し 

たかと 察せられる。 もし 佐 藤 博士の 言 はれる 如く、 五卷 毎に 一類と した ものと 見れば、 尙更の 事で ある。 さるに 

て も、 かく 浩瀚な 大著 を 心掛けた 人の 博識と 熱心と 氣 力と は 大いに 感 すべ きこと で、 之 を 成 遂げさせた 時代 も 亦 

注意せられ なければ ならぬ。 

本朝 付佛 法の 卷々 に 於て は、 震 且付怫 法の 卷々 を 見る と 同樣、 いは ゆる 印度 式の 說 話が 巳に 日本人に 浸染して、 

多くの 日本 說話を 生じた 事に 心附 かねば ならぬ。 前に も 言った 通り、 漢文の 日本 靈異記 は 巳に 平安時代の 初に 出 

放證今 11 曰 物語 集 序論 . 
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來 たので、 其の後 も 佛敎は 日に 興隆して、 佛 家の 著書 も數 多く ある。 佛敎說 話の 勢力 は滔々 として、 國 民間に 银 

播 したので ある-し 本書に 考證 した 霊異 記、 法 華驗記 等の 外 * 尙 幾多の 淵源と なった もの もあった に 相違ない •。 一 

般 供養の 力で 現世 及び 後世に 利益 を 蒙る 話 は 非常に 多く、 それが 例の 如く、 殆ど 輕微な 因鎵で 過大な 應報を 受け 

る こと も 樣 である"" 僧 趣 羅が五 百の 商人と ともに 羅 刹に 追 はれ、 觀音を 念じて 其の 難 を 免れた 話 1^ 第 は 道に 迷 

うた 肥 後の 國の 一書 生が、 羅 刹に 食 はれよう.^ して、 觀昔を 念じて 助かった 話 計 第と 何の 差別 も 無い。 羅刹女 

に 亂れた 話と いへば、 震旦の 一 僧 も？ 謎 日本の 良 賢 も、 IJig 全く 同一で ある。 日本の 久米 仙人 も、 Si 第一 角 仙 

人の 話の 變形 である。 支那に 法 華讀誦 者の 死後、 舌ば かりが 殘 つた 話 fSI が あれば、 日本に も それに 相當 する 話 

が 無ければ ならぬ" 針 一一 一 其の 他 供養 を盡 して、 福德を 受けた 話、 地獄に 行って 蘇生した 話な ど、 皆 全く 

同じ 型で、 卷六、 卷 七の 諸說 話と 卷 十三、 卷 十四、 乃至 は卷 十七 等 を 比較 すれば、 唯 同一 說 話の あまりに 頻繁た 

るのに 驚かざる を 得ない。 但し 支那の 說 話に は 死後 も 閻魔の 廳に 役人と して 召される 話 S 世 などが ある。 どこ 

となく 支那 風の 色を帶 びて 居る 所が 面白い。 

各種の 傳說は 印度、 支那、 日本と 傳來 して、 幾分 か 其の 外衣 を 改め 唯 其の 固有 名 を 取換へ たばかり である。 其 

の 骨子 は 動かぬ ので ある。 かう，、、 ふ 事 は 此の 今昔^ 語ば かりに あるので はなく、 此の 時代にば かりあった ので は 

たく、 後世の 寶物 集、 沙石 集、 十 訓抄、 元 亨釋書 等に 繰 返されて 居る こと を 注意し なければ ならぬ。 又 今日の 民 

問說 話に も 尙殘留 して 居る こと を 知らなければ ならぬ。 玄突 三蔵が 病人の 膿 を 吸った 話 は、 日本で は 光明 皇后の 
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話と なって 居る。 鳩 摩羅 焰が怫 を 負うて 走る 話に、 蹇は 羅焰、 佛を負 ひ 奉り、 夜 は佛、 羅焰を 負うて 走り 給 ふと 

いふの は、 信 州 善 光寺の 善 光の 話の 本で あらう。 叉 豫州神 母の 話 第 卽ち神 母が 牛に 曳 かれて 寺參 りする 話が、 

「牛に 曳 かれて 善 光寺 參り 」 の 說話を 作った の で ある 。「飯 を 食 つてす ぐ 横に なれば 牛になる」 も、 「親の 因果が 子 

に 報いる」 とい ふやうな 讓も、 皆 印度 思想に 本づ いて 居る。 地 藏ゃ觀 音 を 信仰す る こと は 今日で も尙 盛で ある。 

西國 三十 三番の 札所 を 尋ねる まで も 無い。 淺草觀 昔 を 見ても 分る ことで ある" 

本書 卷五第 十三 話に 見えた やうに、 月 中の 兎 ももと は 印度 思想で あるが、 支那に も 玉 鬼と いひ、 日本で も 鬼が 

餅を捣 いて 居る とい ふ。 單に宗 敎に關 した ことば かりで は 無い。 いは ゆる 世俗 部の 話に も、 三 國傳來 の 話 は 多々 

あるので ある。 日本に 蟻 通の 明 神の 話が ある。 これ は 枕 草子に も 巳に 日本の 事蹟と して 記されて 居り、 静曲 にも 

蟥 通が ある。 併し 其の 根本 は 棄老 國の 話に 在る こと は 明白で ある。 此の 棄老 國の 話卽ち 老人 を棄 てる 話 は、 

震旦 部に は 厚谷 l^la が あり、 本朝の 部に は 姨捨山 ggj- が ある。 此の 三 話 を 比較す ると、 次第に 其の 說 話が 時代 

と國 土と によって 變 化して 行く 跡 が 認められる やうに おも ふ。 浦 島 の 子 の 話 は 神代 紀 の 彦火火 出 見 尊 の 神話が 其 

の 根元で あらう が、 釋種成 二 龍王！？ 語？ 1  一 i と 何 かの 聯絡が あるに 相違ない。 龜を 救った 話 はいくら も 類 話が あ 

る。 isg 一 i 前に も 述べた 龜が猿 を 欺いて 其の 肝 を 取らう とする 話き は 一般に 肝 取の 話の 根源で、 丹 後 守 平貞盛 

取 ニ兒干 一語 I 珊 g 第 を始 として 朝顏 日記 や 合 邦 辻な ど、 淨 瑠璃に 行 はれた もの は 皆 印度 說 話の 餘 波で ある。 卷廿九 

の 第 舟 二 話に 陸 奥の 獵 人の 狗が 大蛇 を嚼 殺して 主人 を 救った 話が ある。 これ は 本書に も考證 した 通り、 搜神 記に 

放證 今昔 物語 集 序論  ， . 
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出て 居る が、 西洋に も 全く これと同じ やうな 說 話が 擴 がって 居る。 馬 琴の 弓 張 月に、 此の 忠犬の 話 を 載せて 居る 

の は 人の 知る 通りで ある。 

支那の 韓伯瑜 の 話 ffl と 日本の 瞻身 公助の 話 健 Si 第と を 比べて 見よ。 一は 母に 鞭う たれて 母の 老を 悲しみ、 一 

は 父の 杖の 下に 父の 力の 弱った の を 悲しんだ ので、 全く 同 一 型の 類 話で ある。 叉 第十卷 の第廿 一 話 長 安の 女が 夫 

に 代って 敵に 討 たれた 物語 を讀む もの は、 必す 日本の 袈裟 御前の 話の 由來 する 所 を 知る であらう。 

凡そ 說話は 時代と ともに、 場處 とともに 變轉 して 行く もので、 そこに 說 話の 興味が 存し、 說話 研究の 面白味が 

存在す るので ある。 右に 擧 げたやうな 例 は 本據の 研究が す、 むと ともに、 尙 いくら も 明白になる ベ き 話で ある" 

曲 亭馬琴 は 昔 語 質屋 庫に 於て、 眉間 尺の 燭 髏の話 fgl 四 は吳越 春秋の 事實を 改造して 搜神 記の 作者が 作った やう 

に 書いて 居る。 其の 着眼 は 面白い が、 搜神 記の 作者が 製造した とい ふの は、 自らが 小說 家で ある だけに さう 考へ 

たので ある。 作った ので は 無くして、 時代が 變 化させた ので ある。 搜神 記の 作者 は 蓋し 忠實 に當 時の 說話 を筆述 

したのに 過ぎまい。 色々 の 話が 變 化し、 混合して、 別の 說話 をな して 行く ことが、 說 話の 常例であって、 卽ち自 

然 の小說 家に よって 作られる ので ある」 

純粹の 日本 說 話と 思って 居る ものの 中に、 よく 調べて 見れば、 外 國傅來 の ものが 種々 存在す るので ある。 もと 

より 叉 話の 暗合と いふ こと も 注意し なければ な. らぬ。 之 を 比較 研究して 行く のが、 說話學 者の 事業で ある。 本書 

は卽ち 其の 考證の 幾分の 资 料 を 供す る 積で 編纂した ので ある-" 惜しい かた、 まだ 分らぬ 部分 ももと より 多い C こ 
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れは 偏に 大方 諸賢の 敎を 待ちたい とお も ふ。 殊に 其の 感を 深う する の は 本朝 世俗 部の 說話 であって、 これ は 僅か 

に 本書の みに 發 見せられる ものが 多い。 一方から 言へば、 これが 叉 本書の 價値 である-。 併し 尙 博く 搜り、 旁く 求 

めたら、 思の 外の 所に 關 係が あるの も あらう。 

蛇 淫狐妖 の 話が 印度から 傳 はった 事 は 前に 述べた が、 總 じて 日本の 上代に は禽 獸の妖 とい ふ 者はなかった らし 

く 思 はれる。 それが 本書に 至って は、 非常に 多い。 狐、 野猪の 化物 は 卷廿七 等に 出で、 蛇の 女性 を 犯す こと は卷 

廿四、 卷廿九 等に 見えて 居る。 こ、 に 於て 人獸 結婚の 說 話が ある。 卷卅ー の 第 十五 話 北山の 狗が 女人 を 妻と する 

話 は、 八 犬 傅の 伏姬の やうな 話で ある。 卷 十九の 第 四十 四 話、 達智 門の 棄子 を 狗の來 て 養 ふ 話 は、 羅馬建 國の昔 

を 思 はしめ る。 

鬼と いふ 思想 も 亦怫敎 とともに 傳來 したので、 卷廿 七に は 種々 の 鬼が ある。 一口に 人を瞰 ふの も あり、 fSII 

血 を 吸 取る の も あり，、 ま 第 板の やうに なって 人 を 押 殺す の も あり、 ^5 き 第油壶 にたって 踊る の も あり、 

人家に 入って 射られる の も 第 ある。 つ いて 疫病の 神の 話、 生 靈死靈 の 話、 此 等は當 時の 物語 類に 見えて、 

其の 頃の 迷信 を 推測す る ことが 出來 る。 第 廿七卷 第 十七 話 は 取り も 直さす 源氏の 夕 額の 卷 であり、 同笫 二十 話の 

生靈 は 六 條御息 所 に 外ならぬの である" 天狗 も亦當 時の 物語 等 に 見える が、 こ は 日本で 新に 發 達した 怪物ら しく、 

第二 十卷 等に 種々 の 話が ある。 本書に よれば、 これ も 印度から 支那 を經 て、 三 國傳來 の ものの やうに 見えて、 卽 

ち 第一 一十 卷の第 一 話に は 天竺 天狗 聞 二 海水 昔-渡 二此朝 一語が あり、 第一 一 話に 震 曰： 天狗 智羅 永壽渡 ニ此朝 1 語が ある。 

攻證 今昔 物語 集 序論 
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とにかく 怫法を 邪魔す る惡魔 外道の 如き ものと 思ったら しい。 第： 一十 卷 第三 話に 天狗が 佛と 現じよう とする の 

を、 光 大臣が 見 あら はした とい ふ 話が ある。 叉 同じ 卷の 第五 話に 尼 天狗の 話が ある。 これ は 天狗が 尼と 現じた の、 

である。 或は 阿 闍梨を たぶらかす もの あり、 或は 皇后 を燒亂 する もの あり、 天竺の 失 通 仙人、 叉 皇后 を 犯した 仙 

人の 類で、 天狗の 道 を學ぶ もの は人狗 であると 言って 誡 めて 居る。 最も を かし いのは 第二 十 卷の第 十 話で、 男の 

閱を九 本まで 奪 はれる 話が ある。 人 を さらって 行く 話 も ある。 翼が あって、 gygisK 叉 鵄の形 を 有して 居つ 

た。 1， 十卽 ち、 後せ に畫 いた 天狗、 烏天狗の 形態 は 當時已 に出來 上って 居った ので ある。 

かやう に 迷信の 强ぃ 時代と して、 僧侶に 依賴 する 外、 陰陽師に 信敏 した こと は 亦 隱れの 無い 話で、 其の 祌術を 

語った 物語 は 第 廿四卷 に 見える。 其の 術 を 以て、 近く 禍の 身に 及ぶ こと を 知り、 或は 現に 禍 のか、 つたの を 免れ 

る >  川 人と いふ 陰陽師 は 地 神に 追 はれる を覺 つて 其の 難 を 免れ、 f J; ま 第 惯登照 は 朱 雀 門の 倒れる の を 知って 多く 

の 人の 命 を 助けた。 ITSS 法師が 海賊に 奪 はれた 船 を 取 返した 話な ども ある" ？ Si 叉 人の 物 忌に 籠った のを咀 

ひ 殺す 話? 識な どもあって、 陰陽師 は 活殺自在 である。 それの みか、 目に 見えぬ 鬼神 を も 服す るので、 前の 盗賊 

船 を 謀りよ せた 智德 法師と 技能 を 比べ て 勝った とい ふ， ISf 安倍晴明 は、 大鏡 にも 見えて 居る やうに 識祌を 使った 

ので ある。 識神を 使って、 人 も 無き に、 自在に 戶を 上下したり、 門 を 開閉したり したので ある。 すべて 入神の技 

術 を 貴ぶ 所から 技術 說話を 生す る。 醫師の 妙技 を稱 へた 話に は、 或は 蛇に 犯された もの を 救 ひ、 II 第 或は 龍に 値 

つた もの を 治す る。 ？ ti 算盤 をお いて 人 を 笑 はせ た 話 惱？？ g も 面白く、 百濟川 成が 飛 1^ェ と 爭ふ話 第 も 面白い。 
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北邊 大臣の 寧に 感じて 天人の 下り 舞うた 話" fi 第は狹 衣大將 その 儘で ある。 すべて ii 畫、 建築、 美術、 昔樂 等に 關 

して は、 どの 國 にも かう いふ 話が ある ものである。 詩歌 文 學も亦 人の 心 を 感動させる 力が 多い もので、 亦 技術 說 

話 を 構成す る ことが 多い。 第 廿四卷 に は 和歌 感吟の 物語が 澤山 あり、 中には 天神の 夢の 中に 詩の 句 を 示された こ 

と >  藤 原義 孝が 死後 歌 を 詠んだ 話 十 も あるが、 概して 神秘的 性質 を帶 びた もの は！！ い。 

それよりも 面白 いのは 古歌に 附着した 物語で ある。 淺香 山、 姨捨山 錫き 第な どの 類で ある。 姨捨 山の 說話 

は、 前に も 曾った 如く、 恐く は 印度 傳來の 棄老 國の 話が、 たま/ \ 姨捨 とい ふ 地名に 結 付いて T 我が 心 慰め かね 

つ」 の 和歌 を 取 人れ たので あらう とお も ふ。 淺香 山の 歌 は 萬 葉 集 第 十六に も 出て、 橘 諸兄の 逸事で あるが、 これ 

が 全く 別の 話に なって、 しかも 更科 日記に 出て 居る 竹 芝 寺の 說 話に 酷似した ものと なって 居る のが 面白い。 同一 

の 古歌に、 色々 な說 話が 附着す るので ある。 古歌の 由 緣を說 明す る こと は 萬 葉 集 第 十六 卷を始 として、 伊勢、 大 

和の 歌 物語と なった" これが やがて 平安朝の 物語、 日記の 發 達の 源で ある" さて 三十 卷の第 十、 第 十一、 第 十二 

の 說話等 はすべ て 和歌に 嗜の ある 妻を戀 ひて、 むかしの 妻 を 呼 戻す 話で ある。 沖つ 白浪 立 田 山の 流儀で ある C か 

うい ふ 話 は 古くから あつたの であらう C 併し 概して 一 百へば、 鬼神 を も 驚かした と. いふ 程の もの はま だ 無い。 多く 

は 普通の 人情 を 動かす だけに 止って 居る。 和歌が 目に 見えぬ 鬼神 を も 驚かす やうに なった の は、 もう 少し 文學が 

むづ かしく 思 はれた 後の 事であった。  . 

文學 美術の 嗜 はあった が、 迷信に 富んで 文弱の 風に 流れ、 概して 神經 過敏で、 鬼 や、 天狗 や、 狐に おどされた 

孜證 今昔 物語 集 序 翁 
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平安朝の 國民 は、 一 方に 於て 武者の 武勇 譚を發 生 させた の も 無理の 無い 話で ある。 況ゃ第 廿九卷 に 見える やうに、 

京師の 街に も强盜 が出沒 して、 恐し い 事件の綾 出す る 時に 於て は、 武者に 依賴 する 心 を 生す るの は當然 である J 

武者 は 或は 狐 を 退治し、 Itg 或は 盗賊 を 射、 ？|^|叉 其の 威望の み を 以て 盗賊 を震傈 させる 颜？ sti 話 等、 季武 や、 

公 時 や、 貞 道の 名 も 第 廿八卷 の 第二 話に 見えて、 齊 しく 人に 畏れられ たので ある • 。後世の 大 江山、 羅生門、 戶隱 

山 等の 武勇 譚が 多く 此の 時代の 武者に なって 居る こと は 由來の 久しい 事で ある。 

此等 各種の 傳說が 直接 本書から 出て 後の 文學に 入った こと は 頗る 多い が、 强ち 本書 からと いふ わけで はなく、 

K 間說 話と して 口碑に 傳 はり、 それが 後の 文學の 材料と なった もの の 多い こと も 注意し なければ ならぬ。 而 して 

其の 古い 說 話が 本書に 書 留められて 居る ことの 興味 を 感じなければ ならぬ。 竹 取 物語の 竹 中の 女子 は卷卅 一 の 第 

卅三 話に 見える が、 これが 竹 取 物語と、 話の 上に 出入の あるの が 面白い。 第 廿七卷 の從ニ 東國ー 上人 値 レ鬼語 第 十四 

は、 安達原の 話に よく 似て 居る が、 讅曲 安達原が 本書から 採った ものと は 一 百へ ない。 狐が 女に 變 じて 同じ 人が 二 

人出 來 たの は、 第 廿七卷 の 第廿九 話、 第卅九 話と も それで あるが、 近 松の 礙靜胎 內捃、 乃至 は それ を 本と した 義 

經千本 樱の狐 忠信 は 果して 本書から 出た と 言へ ようか" 謠 曲の 二人 靜 がその 粉本で あるに 相 遠ない が、 一 一人 靜^ 

やはり 別の 淵源から 曲 を 成した もので あらう とお も ふ。 但し 京 傅の 優曇華 物語が、 卒塔婆の 血塗 を材 としたの の 

如き は、 古學 研究の 盛に なった 後で、 恐く は 本書 を 書 直した 今の 宇治 拾 遣から 採った ので あらう。 種々 の說 話が 

文學に 入る こと は、 鎌 倉 以後に 多い ことで あるが、 此等は 本書に よって、 幾分 かまで 其の 淵源に 遡る 目安が 得ら 
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れ るので ある。 何に せよ、 支那 印度 思想の 浸染して 來た 平安時代 殊に 法 華 信仰の 盛な 時代の 面影. を 1 本書に よつ 

て 十分に しのぶ ことの 出來 るの は、 我が 文化史の 上、 及び 比較 說話學 の 上に 大きな 慣 値の 存在す る 所以で ある 、し 

本書が 宇治 拾 遣 物語と いった ものと 同 一 書で ある こと、 叉 一 に 宇治 大納言 物語と いったと いふ 考證 は、 佐 藤 博 

士が 委しく 宇治 拾遺 物語 考 (史學 雜誌第 十二 卷 第二 號 所載) に 論ぜられた 所で、 動かすべからざる 論斷の やうに 

おも ふ。 拾遺と いふ こと は 強ち 續篇 とか、 補 遣と かいふ 意味で は 無い ので、 晉 人の 拾遺 記 や、 我が 朝の 古語 拾遺 

や、 吉野拾 遣な どの 用法に 見るべき ものである。 今の 量に 宇治 拾 遣 物語と いふ ものが 別にあって、 それが 本書の 

補遺の やうに 考 へられて 居った が、 これ は 全く 誤で ある" 其の 補遺で ない とい ふ證據 は、 今の所 謂 宇治 拾遺 物語 

は 總計百 九十 六 段 ある 中、 八十 五段 は 本書から 出た ものである。 その上に 後の世の 事柄 も 書 加へ たもので、 其の 

語句から 見ても 叉 其の 事實か ら 見て も、 明 ら か に 鎌倉時代 の ものである。 つまり 本書の 舊名を 襲う たものに 過ぎ 

ない。 叉 別に 宇治 大納言 物語と いふ もの、 それと 同じ 物で f 繼 物語と いふ もの も あるが、 これ もや はり 本書の 一 

名 を名乘 つて 居る だけの もので、 本書 を 始め、 伊勢、 大和、 今の 宇治 拾 遣、 枕 草子、 十訓抄 等から 種々 取 集めた 

もので、 新しい 說話は 何程 もない。 隨 つてす つと 後の ものである-。 十 訓抄、 古今 著 聞 集な どもよ く 似た もので あ 

るが、 皆 鎌倉時代の ものである。 

此の 物語の 作者に 就いては 古來 源隆國 とい ふ說が ある。 本朝 書籍 目錄に 宇治 拾遺 物語 廿卷 源隆國 作と あり、 順 

德 天皇 の 八 雲御抄 に 宇治 大納言と あつ て、 • 隆國と 記されて ある。 其の 外寶物 集、 古今 著閜集 等に も 宇治 大鈉ー 百 の 

放證 今昔 物語 集 序論  . 
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物語と 言って 居る から、 多分 さう であらう。 此の 隆國 とい ふ 人は權 大納言 俊賢の 次男で * 西宫 左大臣 髙 明の 孫に 

あたる， - 長 元 中 參議權 中納言 正 二位と なり、 後冷泉 天皇の 御 f 關白頼 通の 女が 立って 皇后と なられた 時に、 皇后 

宮大 夫と なった。 輯 通に は 深く 信愛 せられて 居った ので あらう。 治曆 三年 權 大納言と なり、 承曆 元年 病 を 以て 出 

家し、 同 四 年 七十 四 歳で 薨 じた。 宇治に 別墅を 構へ て 居った ので、 f に 宇治 大納ー 百と 稱 したと ある。 小馬に 乘っ 

て賴 通の 門 を 出入した の を 咎められて、 これ は 足駄で あると 辯 解した とい ふのに、 飄 逸な 性格が 想 はれる。 伍し 

今の 宇治 拾遺の 序に、 

此の 大納霄 は隆國 とい ふ 人な り。 (中略) 年 高うな りて は、 暑さ を わびて 暇 を 申して、 五月より 八月まで は 平等 

院ー 切 經藏の 南の 山際に 南 泉 房と いふ 所に 籠り 居られけ り。 さて 宇治 大納ー 百と は 聞え けり。 髮を結 ひわけ て を 

かしげなる 姿に て、 席 を 板に 敷きて 涼み 居 侍りて、 大きなる 國扇を もて あ ふが せな どして * 往来の 者た かきい 

やしき を 言 はす 呼 集め、 昔 物語 をせ させて、 我 は 內にそ ひ 臥して、 語る に從 ひて 大きなる 雙 紙に 菁 かれけ り. リ 

と あるの は、 恐く は 後人の 作った 話で、 佐 藤 博士 もこ は 恐く ii 籐原忠 文が 宇治 民 部 卿と 一 百って、 宇治 別業に 避暑 

した こと を 混同して 書いた もの だら うと 疑 はれて 居る。 卷卄 三の 第 十五 話に 「只今 アル 駿河 前司季 通」 と ある は 

橘季 通と いった 人で、 隆國と 同時代の 人、 併し 其の 次の 第 十六 話に 「今昔 駿河前 司 橘 季通ト 云 フ人ァ リキ」 と あ 

るの は季 通の 死んだ 後書いた ので あらう。 叉同卷 の第廿 一 話 陸 奥 國眞髮 の 成 村と いふ 相撲 人の 事 を 書いて T 眞髮 

ノ 成村ガ 父、 此ノ アル 經則ガ 祖父 ナリ」 と あるの も、 多分 隆國と 同時代の 人で あらう と、 これ も 佐 藤 博ト： の說で 
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ある。 作者 は降國 として * 唯 その 宇治 別業で 避暑が てらの 聞 書 だとい ふの は 信ぜられ ぬので ある。 前に も 言った 

通り、 天竺、 震旦の 部 はもと より、 日本の 部 も、 致證 した 部分に 就いて 見れば、 其の 原 漢文 を 本と して 書 下した 

こと は 明瞭な ことで、 決して 唯の 聞 書と はお も はれぬ。 卷々 の 順序 や 排列から 見ても さう は 思 はれ ぬ の で あ る ) 

叉 其の 卷 ft の 浩瀚な 點 から 考 へても、 決して 短い 問に 出來 たも の で は あるまい。 

余 はこ、 に 自ら 揣ら す、 尙 稿本の ま、、 此の 書 を 刊行す るに 際して、 ジャ ー タカ や パン チヤ タン トラと 同じく 

日本の 古文 學 中に 此のせ 界 の珍寶 ある を 喜び、 我が 國 唯一 の 古說話 集と して、 かば かり 鬼然 たる 一大 典籍の 存在 

する ことに 就いて、 宇治 亞 相に 感謝す るの 念 を 禁じ 得ない。  (大正 二 年 五月し るす) 

北莊 遺稿 序 

北莊 先生 予 伯父 也。 幼而 好學。 成 童 遊 於 芳野金 陵 之鬥" 叉 學書於 貫 名 海 屋。. 明治 之 初。 出仕 笠 松縣。 尋露 岐阜 縣 

書記官。 功績 頗顯し 後 轉大藏 書記官。 叉爲行 1^ 裁判所 評定 官。 常 以淸廉 剛直 聞。 晩年 退職。 詠觴 自媒。 先生 最嗜 

書畫。 長于 鑒識。 一 時 所 藏至數 百 幅 之 多。 皆 天下 逸品 云。 亦 可以見 其襟懷 瀟洒。 治 劇 有餘裕 也。 予 之初來 東京 也： 

寓于 先生 之 家。 日夕 親炙。 受其 薰陶。 先生 外 嚴而內 直" 事 無 細大。 敎訓備 至- 以予之 不敏 而致有 今日 者。 實 先生 

=?„ -莊遣 稿 序 
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之 賜 也。 恩誼 俾父。 何日 諼之" 先生 旣歿。 嗣子 貞吉 君。 裒其遺 詩 若干。 將 刊行 頒諸 知人。 余 受而讀 之。 先生 音容。 

歷々 在 眼。 嗚呼 予之 始謁 先生 時。 先生 年 四十。 而予今 過 不惑 者 七歲。 僂指旣 三十 年矣。 俯仰 今昔。 不堪 感慨" 乃 

謹 記 一 言以叙 追慕 之 情 云。  (大正 二 年 九月 識) 

信 濃 丸 か ら 

「敵 艦 見 ゆ」 との 信號 

明治 三十 八 年 五月 一 一十 七日、 假装 巡洋艦 信 濃 丸は曉 霧の 中から 露國 艦隊 を發 見して、 「敵 艦 兄 ゆ」 との 信號 をい 

ち 早く も 東 鄕大將 に 送った。 世界の 歷史に 比類の 無い 日本海 海 戰の黑 幕 はこ、 に 切って 落された ので ある。 此の 

偉功 ある 信 濃 丸 は 今や 平和の 常 職に 返って、 祌戶 基隆間 定期 航海の 任務に 服して 居る。 七月 十一 二日 余が 臺灣 行に 

際して、 ■ 此の 船の 甲板 上の 人と たった こと は、 余 をして 何となく 一  種の 快感 を覺 えしめ た。 余が 船 窒はサ 口 ン へ 

下る 階段の 直ぐ 脇 にあつ た が、 階段の 前に 當時 の 感狀が 英語 を 添 へ て 掲げ ら れて ある。 

感 狀 

假裝 巡洋艦 信 濃 丸 
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明治 三十 八 年 五月 中 敵艦隊の 北上に 對し 連日連夜の 哨戒 勤務に 服し 同月 二十 七日 拂曉 早く も 敵艦隊 を發 見し 其 

確實 迅速な る 警報 は 聯合 艦隊の 作戰を 利せ しこと 少 な か らす其 功績 大 なりと す 仍て玆 に感狀 を 授與す る ものな 

り 

明治 三十 八 年 六月 二十日  . 

聯合 艦隊 司令長官 東鄕 平八郞 

島山 は 日本 固有の 語.  . 

船へ はいると、 農科 大學の 河 合林學 博士に 逢った。 同 博士 は 專鬥學 術 上の 關 係から、 毎 年少く とも 三囘 は薹灣 

に往 かれる さう で、 大 の薹灣 通で ある。 色々 臺灣の 話 を 聞く。 阪田 法學士 (幹 太)、 北 村 ェ學士  (耕 三) も 居られ 

る。 臺灣の 紳士 陳氏、 李 氏 等もゐ る。 正午 十一 一時 出帆して、 鷗の やうに 群って 居る 小舟の 間 を駛り ゆく" さに 雲な 

く > 海に 波な く、 袂を拂 ふ 風 は 夏と しも 覺 えぬ。 昨日の 汽車 旅行と は 到底 比較 を絕 する。 午餐の 席上 事務長に 「一二 

十八 年當 時の 船員 は 居らぬ か」 と 問へば、 「機 關士 一  人、 下級 船員 一 人 だけで、 その 下級 船員た る 人、 東鄕 元帥の 

花押 ある 感狀を 有して 居る」 とい ふ。 午餐 を 終へ て 甲板に 出れば、 左舷 は 淡路島で ある。 人家 點々 數 ふべき 程近 

い。 小さい 漁 舟が 六 干 四百 噸の 我が 信 濃 丸の 舷下を すれく に 行 違って、 泛々 と 搖られ るの も 面白い。 奥 茶の 時 

刻から 左右 兩舷の 島山 は 殆ど 應 接に 暇が無い 程で ある。 家の 屋根の やうな 屋 島が 第一 に 目に 附く。 其の 左の が 五 

劍山、 その 左が 何々 など 指點 する 中、 船 は 見る く 進む。 平たい 島、 圓ぃ 島、 大きい の、 小さい の、 遠い の、 近 

信 濃 丸から 
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いの、 或は 重なり合って 居り、 或は 離れて 居る。 岡つ きかと 思へば 島で ある こと あり、 島で あるかと 思へば 四 ^ 

2 

國、 中國の 山で ある こと も ある。 島山と いふ 語 は 日本に は 古くから あるが、 支那に は 島山と いふ 熟語がない。 日 

うな づ 

本の 此の 景色 を 見れば、 成程 島山の 語の意味 は 最も 適當に 感ぜられ、 大陸の 支那に は 無い 理由 も 首肯 かれる。 

瀨戶內 海の 景色 は 世界 一 

汽船 は 多くの 島山の 間 を 縫って 行く ので、 或は 煙波 渺々 たる 難に 出る かとお もへば、 忽ち 島と 島との 間の 細い 

水路 を 通る C 風向 も 船首の 轉 する によって 轉す るから、 右舷の 涼しい 事 も あり、 左舷の 涼しい こと も ある" 全體 

を 見て 美しい パノラマ を 眺める の も 面白い が、 船の 進んで 行く ま、 に、 其の パノラマの 變化を 見る のが 更に 絶妙 

である" 外 山 先生が かって 一一 目 はれた ことがある。 「松 島 を 日本三景の 一 に數 へる の は、 昔 小さい 船で 漕いで 行った 

時代の 觀察 である。 今の 汽船で は 瀨戶內 海 こそ 丁度 松 島の やうな 佳景で ある」 と。 げに 其の 言の 通り、 汽船の 早 

い 船 脚に つれて、 千 變萬化 極り ない 此の 景色 は、 世界中 恐らく は 比類 は あるまい。 西洋の 旅行者が 口 を 極めて 稱 

讚して 居る の も當然 である。 夕 暮の签 の 景色、 夕日が 紅の 波に 疊む色 合な ど、 得 も 言 はぬ 美し さで ある" 水平線 

に 近い 黑 すんだ ー帶の 雲が、 山に 列って 見分けが つかぬ。 水 天 勢 鬆 たる あたり、 著しく 光る の は處々 の 岩石の 上 

に 建てられた 燈明臺 である。 今日は 陰暦 十日の 月が 海 波 を 照して、 燈明臺 は 入らぬ 程で ある。 

月下の 來島 海峡 

夕食の 後 浴衣 を 着て 甲板 を 歩めば、 そよ/ \ とした 風と、 やさしい 月光 を 浴びる。 左の 方 煌々 たる 一族の 燈 


光 を 見る。 「何 か」 と 間へば、 「四阪 島なる 住友 製鍊所 だ」 とい ふ。 例の 鑛 毒の やかましい 爲に、 こ、 無人の 島 を 切 

開いて 製 鍊所を 捲へ たが、 折角の 其の 計畫 も、 風の 具合に よって は 今 治の 市街 附近へ 鑛毒を ふりまく ので、 や は 

り無效 であると のこと。 工業と 農業との 爭 はいつ まで もやむ 時 は 無い。 やがて 今 治の 市街の 光が 左手に 見える。 

來島 とい ふあたり、 兩岸 最も 迫って、 潮流 も 急で あると いふ。 甲板の 籐椅子に もたれて、 海山の 美景 を 眺め 入つ 

た 時、 都會の 塵埃、 混雜、 頃 冗、 繁華 皆 忘れられ てし まふ。 世界に 類のない 此の 好 風景 は、 國民 として は 必すー 

度 は 見たら よから うと 思 ふ。 夏期に は富士 登山 も 必要で あらう。 併し 海 國男兒 として は 登山ば かりが 能で もない。 

休業 を 利用した 罔 遊團も 折々 は 催された さう であるが、 これ は尙 一 着獎勵 したいと 思 ふ。 昔の 船で は 色々 の危險 

もあった が、 今 は その 恐がない。 山登り、 遊山と いふ ことよりも、 むしろ 遊 海と いふ 方が 偸 快で は 無から うかな 

ど 洒落 を 一一 目 ひ 合 ふ。 

曉風 霧を拂 うて 門 司に 入る 

夜 は 愈 ~ 更けた。 甲板の 人 は、 一人 減り、， 二人 減る。 途迎 する 島山、 展開す る 風光、 いつまで 見ても 飽かぬ が、 

瀨戶の 名 も 山の 名 も 分らぬ。 ボ ー ィに 聞けば 「內 海の 島の 數は 三千に も餘 る。 一 々其の 名を覺 えて ゐる者 は 誰 一 

人 あるまい」 とい ふ。 十二時 甲板 を 下りて 船室-に 人った。 一 眠した かと 思 ふと、 汽笛が 頻りに 鳴る。 やがて 船が 

止って 半鐘 を 時々 打つ。 二 時間 程 前まで は晝の やうな 月明であった のに、 今 は 濃霧 尺 を辨ぜ ぬと いふ 程で、 船 

は 航行 を 止めた ので ある。 午前 五 時半 頃曉 風の 吹き 起る と共に 霧 は 次第に 薄らいで 行く。 直ぐ 目の前に 薄墨で 描 

信瀵 丸から 
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いたやうな 他の 商船の 影が 浮ぶ。 霽れる 儘に、 船の 形 も 山の 姿 も だん/ \ 明瞭になる。 姬島を 通った のが 朝餐の 

頃、 乍 夜の 濃霧に 三時 半の 延着 は 止む を 得なかった が、 それが 爲 夢の 中に 過すべき 景色の 幾分 を 朝に 延ばして 

見る こと を 得た の は 仕 合であった。 さる にても 戰爭當 時 こんな 濃霧の 夜な ど は 嘸 難しい 事で あらう と 思 ふ。 十 時 

門 司に 着く。 (大正 二 年 七月 十四日 午前 十 時、 停泊 中に 記して 上陸 直ちに 郵 函に投 する。) (大正 二 年 九月 「學 生」) 

臺 灣の 十日 

一 臺 北に 人る 

^が 基隆に 着いた の は 七月 十七 日の 未明、 五 時頃ボ ー ィ に呼覺 されて 起 上る と、 大石視 學官、 大 塚視學 がわ ざ 

わざ 出迎 へられて 居る。 導かれて 停車場 前の 一 旗亭に 小憩、 窓外の 山 を 見れば、 旣に 故國と 同じから す。 瀬戶內 

海 あ， こりで 見慣れた 美し ぃ圓錐 形の 取りよ ろうた 山で はなく して、 如何にも 形の 不規則な 幾重に も 皺の 折 重った 

山で ある。 汽車 中の 座席に 籐を 敷いて あつたの は、 流石に 熱國 らしく 感じた。 沿道の 景色 も 何となく 物珍しい。 

晝 額の 花も眞 紅で ある。 絲 瓜の 花は眞 黄で ある。 葉の 濶ぃ蘭 科の 植物 や 芭蕉な ど、 內地 では 植物園の 温室で 見た 

ものば かりで ある。 强烈な 赤、 黃、 綠の 色彩が 交互に 汽車の 窓 を 掠めて 行く。  a は e に刈牧 めて、 積んで ある 稻 
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糠の 傍， 早 や 第二 囘の 植付が 始 つて 居る。 古今 集の 「昨日 こそ 早苗 取りし かいつ の 間に 稻葉 そよ ぎて 秋風の 吹く」 

とい ふ 歌 を 思 ひ 出して、 夏 だか 秋 だか 分らぬ やうな 氣 がする。 今日は 有栖川 宮殿 下國 葬の 日に 當 るので、 處々 の 

土人の 民屋 にも 黑布 を附 けた 日章旗が 飜 つて 居る。 急行で 二三の 驛を 通過して、 九時臺 北に 着く。 隙 本學務 部長 

を はじめ、 土 屋中學 校長、 尾 田 高等 女學 校長、 小川 編修 官、 山 ロ薹灣 神社 宮司、 其の 他の 人々 が出迎 へられて 居 

る。 直ぐ 前の 鐵道 ホテルに 入れば、 中 川臺灣 銀行 副總 裁、 木 村 商工 頭取な ど 皆 遠 來の勞 を 慰めて くれられる。 始 

めて 臺灣 に來て 舊識の 人の 多い の を 驚き もし、 喜び もした。 

二 臺灣祌 社 

服装 を 改めて ホテルの 自動車に 乘り、 直ちに 臺灣 神社に 參拜 する。 隙 本、 大 塚の 二 氏 も 同行、 車上 諸處 を指點 

して 說 明せられ る。 相思 樹の 並木が ある 一直線の 坦路 は卽ち 勅使 街道で、 明治 橋 を 渡って、 や K 坂路 にか、 り、 

劍潭 山上の 神社の 境域に 達する。 境內に 大樹 木 は 無い が、 その 位置と いひ、 社殿と いひ、 申 分が 無く 淸淨を 極め、 

森厳の 氣に滿 ちて 居る。 大 前に 額 づきて 今更ながら 故 宮の御 偉績 をし のび 奉る と 同時に、 此の 新 領土に 此の 官幣 

社の 鎭座 あらせられ たこと は 國民敎 育の 上に 偉大な 效驗の ある こと を 感じた。 すべ ての 官廳、 學校 等が 種- 1< なス 

タイルの 洋風 建築の 中に、 此の 社殿の 白木 造 は、 誠によ く 國民性 を 代表した ものである。 故宮 妃殿下が 御 參拜の 

折、 

この 島の あらむ 限り は 輝かむ 名 も 高さ ご の 神の みいつ は 

臺灣の 十日 
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と 詠ませられ たと 承る も かしこし や。 山 口 宮司 は 余が 亡き 父の 友。 社務所に 小憩、 舊を談 じて 後、 民政 廳に立 寄 

り、 內田 民政長官に 面晤。 夜 は 長官の 招に 應 じて 官邸に 至る。 河 合林學 博士、 隈 本學務 部長、 井村、 津田 兩廳長 

等 同席。 長官 は 明朝 出發、 討蕃に 出で立 たれる とい ふ C 

三 北 投溫泉 

翌十 八日から 三日 引績 きの 大風 雨で 諸處の 出水、 汽車 も數 箇所 切れた とい ふ。 蕃界 討伐 隊の 困苦 は 察する に餘 

りが ある。 午後 古山、 大石、 志 保 田、 田 中の 諸君と 北投に 行く" 途士林 を 過ぎて、 志 保 田 君から 往年 學務 官吏 遭 

難の 顧 末 を 聞く。 領薹以 來已に 二十 年、 今 は 何處へ 行っても、 諸般の 設備が 充實 して 居る が、 當 初の 不便、 困難 

は 想像に 難くない。 今日の 臺灣 となる までに は、 多大の 犧 牲の拂 はれた こと も 記憶せ ねばならぬ。 臺灣の 地質 は 

全體に 水成岩で あるが、 此の 邊ー帶 は 火山岩 ださう で、 此 處に溫 泉の 湧出て 居る の も、 日本の 領土になる 因緣が 

あった やうで ある。 山の 形も圓 くて、 浴衣 を 着て 攔に 凭った 時 は 箱 根 • 山に 居る やうな 氣 がした。 此の 地の 公共 浴 

場は內 地に は 見られない 規模の 大きな ものである。 浴槽 は 五 問に 十 間 も あらう か、 深い 所 は 背が やう/ \ 立つ 程 

である。 優に 幾人 も 游泳す るに 足る ので ある。 休憩所 も廣 いし、 西洋 料理店 も ある。 近傍 一 帶の地 を 公園と して、 

花壇 も 作られて ある。 これ は 井村 廳 長の 經營に 成った との 事で、 今年の 六月から 開場 C 總督の 一視同仁の 主義 か 

ら薹灣 人 も 內地人 同様に 人 浴 を 許されて 居る。 二十 七日の 午後中 川 氏と 再び こ、 に 遊んだ。 短い 滯 在中 二度まで 

こ、 へ來 たので ある。 
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四 東薈芳 

とうく わい はう  しにせ 

東薈芳 とい ふの は臺北 支那 料理の 第一 等の 老錦 である さうな。 十九 日の 大雨 中、 學務部 及び 諸學 校の 諸君の 招 

待 を 受けて 晩餐 を俱 にした C 瓦 敷の 土間に、 板戶 のしき り、 日本の 家の 瀟洒た る 風 は 無い が、 書ゃ畫 や、 壁に 揷 

した 草花 や、 流石に 幾多の 装飾 は ある.。 來會者 二十 五 人、 四 箇の圓 卓 を圍ん でお も ひ/  \ に 陣取る C 十數 品の 獻 

立、 例の 燕巢も あれば、 饅頭 も あり、 鼈 も あり、 幾 も ある" 所謂 山海の 珍味と はこれ である" 東京で 食べた 支那 

料理と は 全く 別で ある。 支那 は 流石に 古國 だけに、 調理の 方法 は 世界中で 最も 進歩して 居る とい ふ C 昔の 人が 

「食 味に 耽って、 天下 を 亡す ものが あらう」 と 言った とい ふの も、 無理 は 無い C つまり は 酒池肉林 などと、 昔 か 

ら 豪奢 をす る 風が、 だん/ \ 調理法 を も 進歩せ しめたの であらう。 日本人の 食 味に 淡泊な こと は、 一方から いへ 

ば、 やはり 國民 性の 然 らしめ る 所で ある- 十分 御馳走に なって、 こ \ を辭し たのが 夜の 九 時。 隣室に は 支那 人の 

板 を 叩く やうな 單調 な、 やかましい 絃歌が 正に 酣 であった C 

五 種，^ の會 

敎 育會、 官民 懇話 會、 父兄 會、 薹灣 銀行 俱樂部 等に 講演 をと 乞 はれて、 各 思 付の 談話 をした の は、 今から 思へ 

ば 背 汗の 次第で ある" ぉ聽 きになった 諸君 は慨 かし 退屈であった らうと 思 ふ。 中 川 君、 井村 君、 其の 他 種々 御馳 

走に なった 中に、 二十 三日の 夜に は 第一 高等 學校 出身者の 饗宴が あった。 高等 學校 を卒 へ、 大 學を卒 へて、 或は 

官業に、 或は 民業に、 行政官と なり、 法官と なり、 技師と なって、 此の 新 領土の 各方 面の 事業に 從 事せられ て 居る 

臺灣の 十 a 


271 


論文 薩筆 

人 は 約 五十人に 上る とのこと である。 十數年 前の 書生 時代 を囘 憶して、 舊師の 一人と して 余 を 招待され たの は、 

余に 取って は眞に 喜ばしく、 且 は名譽 のこと であった。 席上 鐵道 技師た る 某 君が、 國 語の 文法に 就いての 質問 を 

出された の も昔覺 えて 面白かった。 髙等學 校と いへば、 久しい 間 同校の 書記 をして 居られた 大和 田胤修 君が 今國 

語學 校の 書記 を 務めて 居られる の も 奇遇であった。 

二十 七日に は 公園 內の ライオンで 幅 井縣鄕 友會が 開かれた。 會長は 總督府 祕書官 三 村 三 平 君で、 舊 知の 人で あ 

る。 會員 名簿の 總數 八十 人と 聞いて、 同鄕 人が か 程まで 多い かと 驚かされた。 官業、 民業 種々 あるが、 中には 領 

臺以來 引つ いて 居られる 人 も あると いふ-」 

六 薹 中 

汽車の 復舊 事業 は 迅速に 涉 取って、 もう 徒歩 聯絡で 南部へ 行かれる とい ふ。 二十四日 朝の 急行で まづ薹 中へ 向 

ふ。 三叉 河と 後 里庄の 間の 長 橋 を 徒歩す るので ある" 上りの 汽車が 來な いので 空しく 待つ こと 三時 間ば かり。 橋 

くるめ 

は 山上の 隧道と 隧道 を 連ねた 所に あるので、 非常に 高い。 下 を 見れば 目が 眩く やうで ある。 普通なら 五 時 問 半で 

着くべき を、 九 時間 か X つて 日暮 方に 薹 中に 着いた。 薹 中の 市街 はま だ 完備して 居らぬ が、 街衢 は 極めて 整然と 

して 居る。 公園の 規模 はな か/ \ 大きい。 玆 にも 薹中 神社が あって、 故 宮の御 功 鑌を傳 へて 居る。 公園 內の 香圔 

閣、 總檜 木造で、 內地 にも 珍しい 大 建築で ある。 庭園 も 純日本式で 美しい。 ふと 扁額 を 見る と、 常 陸 山と ある。 

支那 人 かなと おも ふと、 やはり 横綱の 常 陸 山であった。 此處の 守備隊 長 小 松 少佐、 「是非 兵營 をー覺 せよ」 とい は 
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れる。 熱 地に 適する やうな 種々 な 設備、 殊に 蚊 を 防ぐ 爲 すべて 戶に網 を 張って あるの は、 內 地の 兵 營には 無い こ 

とで あらう。 階 子 段まで が鐵 製で、 船中の やうで ある。 火災 豫 防の 爲 である。 廊下 も ひろくて 心 持が よい。 唯 近 

傍に 草木の 無い の を 遺憾に 思った C 隊長の 話に 「どうも こ、 は樹が 育たぬ」 との 事で ある" 宿屋の 寢 心地 も惡く 

はない が、 夜中 をり/ \ 守宮の 鳴 聲を聽 くの は不氣 味であった。 壁の 上の きり， す は 歌に もなる が、 天 井の 守 

宮は稍 不風流で ある" 

七薹 南 

燭 水の 大鐵橋 を 徒歩 聯絡で 通って 臺 南に 向った。 濁水 溪と は眞に 其の 名の 通り、 水 は 全く 眞黑 である。 丁度 ど 

ぶ 泥の やうな 色 をして 居る が、 これ はスレ ー トを 流す からで あると いふ。 それ 故 下流で は 漉して 飮水 にもす ると 

のこと である-" 何に せよ、 濁水 滔々 とい ふ 有様で 實に 汚い。 歸途箱 根 山 を 通った 時、 山 も 川 も 日本 程 美しい 國は 

ない とつく/^ 感じた ことで ある。 薹南廳 長の 松 木 君 は 余が 同窓の 松 木 鼎 三 郎君の 令弟で 舊知 である。 川 中 事務 

官 の案內 で、 ま づ北白 川 宮御遣 蹟所を 見る。 さ、 やかなる 拜 殿の 後に、 薨去 當 時の 御 居間が 其の儘に 保存して あ 

る" 當時御 使用の 御 寢臺、 御 椅子、 御 便器まで あって、 そ^^ろに當年の御不便をしのばしめる。 炎熱 瘴癘 の氣を 

侵して、 征討の 事に 當ら せられ、 途中 御發 病に も 御 無理 をな され、 遂に こ、 に 御 落命に なった の は、 實に御 痛 は 

しい 極みで ある。 日本 武 尊の 御 再生と 申 上げる より 外 は 無い。 

ル  ルク  ラント ノ  シテ ノヌン ゼンヲ 

臺北融 々仁政 成。 皇軍 到 處涌二 歡聲？ 旭光 將， 被薹甫 地。 纖ニ彼 渠魁 1 安一 1 萬 姓？ 

臺灣の 十日 
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とい ふの が、 薹 南に 向 はせられ た 時の 御作で ある.」 灣裡 とい ふ 所から 臺 南まで 今 は 汽車で 一時 問で あるが、 當時 

は轎に 召されて 一 日路 であった とい ふ。 其の 灣裡 から 御 容態が 急に お重りに なった とい ふこと である〕 當 時の 御 

事を考 へれば、 汽車の 少し 位の 遲刻 など は 彼是い ふべき 事で は 無い e 御遣蹟 所を拜 してから、 開山 神社に 參詣す 

る" こ れは鄭 成功 を祀 つた 廟で あつたの を 領薹後 開山 神社と して 縣 社に 列せられ たので ある。 舊ぃ 支那 風 の廟に 

日本の \ 繩を 張った 所 は 何となく 不調和に 見える が、 致 方が 無い。 鄭 成功の こと は 日本の 演劇に もな つて 誰でも 

知って 居る。 其の 母た る 人 は 日本人であった ので、 日本人の 忠義の 血が やはり 其の 體 中には 流れて 居った ので あ 

る。 社 司た る 人の 好意で 鄭 成功の 書 も 見た. - 遒 勁な 筆力で ある。 祠 前の 枝の 繁 つた 格 樹は 自ら 敬虔の 念 を 起さし 

める。 すべ て 此の a 榕樹が 非常に 多い。 臺灣の 松の木と いって 居る さう である。 

八 製糖 會社 

南部 は 一面の 平野で、 風光が 更に 熱國 らしくな つて 來る。 北緯 二十 三度 半の 囘歸線 は 嘉義の 少し 南方に 當 るの 

で、 前に はモ こに 目標が 立てて あった さう であるが、 去年の 大 暴風雨で 壞れ てし まった との 事、 來年は 叉 新設せ 

られる さう である。 芭蕉の 島、 檳榔 子の 林な ど は、 南方に 行って 特に 目立つ。 鳳 梨な どが なって 居る の も 見え 

る。 見渡す 限り 米 田と 甘蔗 畠で ある。 水牛、 黃 牛の 水に つかって 居る の や、 豚の 子が 步 きま はって 居る のが、 日 

本の 農家と は 違 ふ。 農家 は 皆 竹林 を繞 らして 墻 として 居る. レ 暴風 を 防ぐ 爲 であらう。 所々 に 高い 煙突、 大きな 煉 

瓦の 建物の 見える の は 製糖 會社 である C 其の 數はー 一十 以上 も ある さう である。 砂糖 は 近年まで は外國 からの 輸入 
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を 仰いで 居った ので あるが、 今日で は 最早 内地の 需要 を充し 得る ばかりでなく、 海外へ 輸出まで する やうに なつ 

た。 これ だけで も 大した 富 源で ある。 北方 は 御 役人、 南方 は 砂糖 屋と いふの が、 薹灣の 通り 首 葉と 聞いた。 

九 博物館と 苗圃 

博物館に 入って 種々 の 天産物 を 見れば 如何にも 富 源の 多い のに 驚かれる。 之と 同時に 毒蛇の 多い のに も 驚く。 

蕃人の 風俗の 模型、 蕃人の 衣服 什器、 蕃人から 奪 ひ 上げた 銃器の 陳列 等が ほに 立つ。 それ/^ 專鬥の 知識で 研究 

したら 面白い 事が 多から う。 苗圃 は 植物園で、 無數の 花や 草が 時 を 得 額に 笑み 榮 えて 居る。 植物の 知識の さつば 

り 無い 身に は 何が 何やら 分らす、 唯う つくしい、 見事で 通覽 する。 隈本 君の 話に 毎朝 七 八 人の 僚友 等と こ、 を 散 

歩して、 こ、 で 茶を飮 むとの 事、 それ は 誠に 羨し いこと と 思った。 園 內に猿 やら、 鹿 やら、 薹灣產 の 動物 も 集め 

て ある。 アル コ ホル 瀵 では 無い、 生きた 毒蛇 もこ、 に は 居た。 

IO 出 發 

十七 日に 着いて、 一 一十 九日に 出發" 發 着の 日 を 併せ 数へ て 十三 日 問 である。 何等の 觀察も 研究 も 無い。 暑い こ 

と は 暑い が、 思った 程で は 無い。 領 臺以來 今日までに 作り上げた 代々 の 總督、 長官の 骨折、 其の 他 民間の 人々 の 

苦心 は、 實に 察する に餘 りが ある。 諸處に 銅像が あって、 此 等の 人々 の 功績 を 語って 居る。 後代の 人 は 永く 此等 

の 銅像に 對 して 明治時代の 偉績 をし のぶで あらう。 臺 北の 市街 は巿 面 改正が 出来て、 煉瓦 造の 店 錦が 相 並んで 居 

る C 學校も 皆 揃って 居る C 唯國 民と しての 娱樂機 關の少 いこと は 官民 共に 困って 居る 様で ある- レ 博物館 は 更に 新 

辜： 灣の 十！：！ 
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築 中で あるが、 圖書 館の 無 いのは 寂しい。 舊 知友の 見送 を 受けて、 基隆 碇泊の 備後 丸の 船客と なった の は 七月 二 

十九 日の 午後であった。  (大正 二 年 十月 「學 生」) 

山 座 君 

山 座 圓次郞 君 は 初 は 上田と いふ 苗字 を名乘 つて 居た。 明治 十七 年 大學豫 備鬥人 學以來 の 友人で、 卒業の 年 も 同 

じで ある。 法科 大學 では 水 野內務 次官、 福 原文 部 次官な ども 同窓で あるから、 それ 等の 人々 にお 聞きに なった 方 

が尙 よく 分らう。 山 座 君の 青年時代 を 記憶から 喚起せば、 非常に 快濶 な、 さう して 頭腦の 明瞭な 勉強家であった 

ので ある。 其の 頃 は ハイカラと いふ 語 は 無かった が、 今の所 謂 ハイカラが 大 嫌で、 同級生 中で さう いふ 評判の あ 

つた 某氏 を どぶの 中へ 蹴飛ばし たやうな 事が あった。 酒 は その 頃から 嗜んだ やうで ある。 牛 込 築 土 八幡の 裏の 筑 

前 寄宿 舍を 尋ねた 時、 竹 皮 包の 煮豆と 澤 庵で 冷酒 を 馳走に なつた こと も ある。 併し 粗暴で 人に 嫌 はれた ことな ど 

は 決して 無い。 最も 快瀾な 人、 俠氣の ある 人と して 級 中には 尊敬され た。 一見 磊落な 性質で あるが、 極めて 細心 

な 勉強家で、 學 校の ノ，' トな ども 綺麗に 丁寧に 書かれた とお も ふ。 どの 學科 もよ く出來 たので、 大學へ 人る 前の 

年 は 全級の 首席 を 占めて 居った ので ある。 大學 卒業後 永らく 英國に 居って 歸 朝した 時 は、 昔の 書生 時代と は 違つ 
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て- 英國 紳士 風に キ チンと 襟 飾な ど を 着けた が、 唯 それだけの 相違で 依然た る 山 座 君であった。 世間で は 山 座 君 

を 唯 三. M 志 時代の 豪傑の やうに 思って 居る が、 非常な 緻密な 頭腦を もって 居る 勤勉 家で あるので ある。 大凡 事業 

に 成功す るのに は必す 一 面に 豪放な 淸獨 倂せ吞 むの 度量がなければ ならぬ と 同時に、 叉 細 凝な 着眼と 研究 を 忘れ 

て はならぬ。 余 は 山 座 君の 性行が 此の 點に 於て 成功者た るの 資格 を備 へて 居る とお も ふ。 外交官と して は 最も 適 

任と 信す る。 いつも 偸 快 さうな 氣 分が 眉宇の 間に 現れて 居て、 快活な 笑 聲が人 を 引付ける 力が ある.) 光風 霽月 一 

一一 一一 c でい へば 男らしい 男で ある。 今でも 時々 同窓 會を やる が、 山 座 君が 居ない と 寂しい やうに 感 する。 

(大正 二 年 十月 「中央 公論」) 

羽  衣 

讅 曲の 「羽衣」 

「われ 三 保の 松原に あがり、 浦の 景色 を眺 むる 所に、 虚空に 花 降り、 音樂 聞え、 靈香 四方に 薰す。 これ 唯 事と 思 

はぬ 所に、 これなる 松に、 美しき 衣 か、 れり。 よりて 見れば 色香 妙に して、 常の 衣に あらす。 いかさま 取りて 

歸り、 古 きんこ も 見せ、 家の 寶と なさば やと 存じ 候。 「なう その 衣 はこな たのに て 候。 何し に 召され 候ぞ。 「こ 
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れは拾 ひたる 衣に て 候 程に 取りて 歸り 候よ T それ は 天人の 羽衣と て、 たやすく 人間に 與 ふべ きものに あらす。 

本の 如くに 置き 給へ T そ も 此の 衣の 御ぬ しと は、 さて は 天人に てまし ます かや。 さも あらば 末せ の 奇特に と^ 

め 置き、 國の寶 となすべき なり" 衣 を かへ す こと ある まじ。 「悲し やな、 羽衣なくて は 飛行の 途も絕 え、 天上に 

歸 らんこと も 叶 ふま じ。 さりと て は 返した び 給へ。 

これ たれ 人 も 知って ゐる 羽衣の 曲で ある。 駿州は 三 保の 松原、 空 も 水 も 一 つ 色に 澄み わたって、 遙 かに 見やる 

富 士の髙 根の 雪、 近く は 寄せ 返る 荒磯の 波と 天地 を靑と 白に 染め分けて 居る。 いづく より ともなく、 一片の 白雲 

うすぎぬ 

の やうに、 ひらりと こ、 に 下り立った ものが ある。 照る 日に 輝く 薄 衣 を 松が 枝に 掛けて、 淸ぃ 汀に 浴した の は 天 

の 少女で ある。 白 龍と いふ この わたりの 漁夫、 この 薄 衣 を 松の 上に 見つけて、 家に 携へ歸 らうと する、 「それ を 取 

られて は 再び 天に 上る こと 叶 はす、 是非 かへ し 給へ」 と 歎けば、 「天人の 舞樂を 奏し 給 はばかへ し 申すべし」 と、 

こ、 に 奏づる 還 裳 羽衣の 曲、 天の 少女 は 羽衣 を 得て、 天上に 歸 つて 行く とい ふの が この 曲の 概要で ある。 謠 曲の 

文に は佛 語が 加 はって 居って、 其の 文 を 見る と、 お 寺の 攔間 たどに 彫って ある 天女 を 連想す るが、 これ は 我が 太 

古から 傳 はった 神話で ある。 しかも それが 方々 にあ つ た の で あ る 。 

風土記 中に も 同じ やうな 話 

古い 風土記の 今日に 殘 つて ゐる 文から 見る と、 近 江國と 丹後國 とに 同じ 樣な 話が ある。 近江國 伊香 郡 與胡鄕 伊 

香 小 id に 八 人の 天つ 少女が 白い 鳥と なって、 天から 下って 江の 南の 律に 浴した」 伊香 刀 美と いふ 男、 こ は 神に 相 
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違な からう と观 つて 居た が、 竊に白 犬 を やって、 一人の 天女の 羽衣 を 盗ませた。 神 女 之が 爲に 遂に 天上に 歸ろこ 

と 能 はす、 伊香 刀 美の 妻と なって、 男女 各々 二人の 子 を 産んだ。 男の 名 はおみ しる、 なしと み。 女の 名 はいせ り 

ひめ、 なせり ひめと いった。 

ひ ち C さと  まな ゐ 

もう 一 つ は 丹 後 國丹波 郡 郡 家 西北の 隅の 方の 比 治 里と いふ 所が ある" この 里の 比 治山の 頂に 眞 井と いふ 井が あ 

おきな  お-つな 

つたが、 或 時 天女 八 人 こ、 に來て 浴した。 わな さ老 夫、 わな さ 老婦と いふ 老人 夫婦が 之 を 見て、 其の 一人の 羽衣 

うま ザ-け 

を取隱 した。 その 天女 はやむ こと を 得すして、 老夫婦の 子と なって、 十 年 程 住んだ が、 其の 問に 天女 は 旨酒 を釀 

し、 一杯 飲めば 萬 病 立 どころ に 癒る とい ふので、 老夫婦の 家 は 忽ちに 富み 榮 えた。 然るに 恩 知らす の 老夫婦 は 其 

の 後 この 天女 を 追 出した ので、 天女 は 天に 歸る こと も出來 す、 諸處を 流浪した とい ふ 話で ある。 白鳥の 下った 話 

は 尙常陸 風土記に も 見えて 居って、 其の 話に 多少の 相違 は あるが、 とにかく 餘程 ひろく 傳播 した 話ら しく 見える。 

讅 曲の 羽衣 は 畢竟 その美し い 古 傳說を 基礎と して 作った ものである。 

Swan-maiden 式 の 說話 

所が 面白い ことに はこれ は 決して 日本 固有の もので はたく して、 世界中に 弘 くひろ がって 居る 話で ある。 西洋 

では 白鳥 卽ち Swan が 最も 美しい 上品な 鳥と 考 へられて 居る が、 天女が この 白鳥と なって 浴して 居る 中、 其の 羽 

を 取られて 歸れ なくなる とい ふ 同じ 筋の 話が 澤山 ある" よって 傳說學 者 は 之 を Sw;m-n_aid21 式の 說 話と 名付け 

て 居る ので ある。 所々 國々 によって、 少しづつ 違 ふが 大體の 筋 は變ら ぬので ある" 瑞典 では 若い 獵師が 三つの 白 

羽衣 
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鳥が 羽を棄 てて 海中に 浴す るの を 見付けた。 其の 中の 一 つの 羽衣 を隱 して 置く と、 他の 二つと 一 緒に 歸れ ぬので、 

遂に 其の 獵師の 妻と なった とい ふ。 露西亜の ミカ イロ、 イワ ノウ イッチと いふ 男 は 海邊を 逍遙して、 水中に 浴し 

て 居る 一羽の 白鳥 を 見た。 矢 を 以て 射 取らう とすると、 やがて 美しい 女と なって 現れた。 

白鳥ば かりで なく 外の 鳥の 話に なって 居る の も ある。 エステル ボッ テンの フィンランド 人の 話で は、 死んだ 父 

親が 三人の 息子の 夢枕に 立って、 夜 海邊へ 行って 雁 を 見よ と 告げる。 二人 は 闇夜 を 恐れて 行かなかった が、 一番 

末の 弟 は 夜中 張 番をして 居る。 夜 明 方に 三 羽の 雁が 來て皆 其の 羽を脫 いで 美しい 少女と なって 海中に 浴した" 其 

の 中の 最も 美し. い 一人の 羽衣 を隱 して 渡さぬ ので、 少女 は 遂に 其の 男の 妻と なった。 雁で 無くて、 家鴨と 傳 へら 

れて 居る 所 も あるが、 又 或 地方で は 鳩に なって 居る の も ある。 

地 綾き の亞 細亞、 歐羅 巴ば かりで なく、 南 亞米利 加の ギヤ ナ にも 同じ 話が ある。 ァラ ワックスと いふ 土人の 話 

に、 一 人の 獵師が 美しい 鳥 をつ かまへ た。 これ は 天上に 國を 有する 王樣 ァヌァ 二 マ の 娘で、 やがて 人間の 形に なつ 

て， その 獵師と 結婚した とい ふ。 これに は尙 長い 話が ある。 H スキモ ー では その 鳥が sea-fsvl になって 居る。 

世界に 遍在す る說 話が 太古から ある 

ボ メラ 二 ャの 話に 次の やうな のが ある。 獵 夫が 森の 中 をた どって 沼の 脇へ 出る と、 一 人の 少女が 浴して 居る の 

を 見た。 多分 近處の 村から 来たのと 考 へて、 い たづら に 其の 着物 を隱 した。 少女 は 水から 上って 是非 返して くれ 

とい ふの を 担 絶して、 遂に 其の 少女 を 妻と した。 其の 着物 は 錠 をお ろして 箪笥の 中へ 入れて おいた が、 夫の 不在 
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屮妻は 其の 姑に 向って 是非 其の 着物 を 見せて くれと いふ。 姑が それ を 出して 見せる と、 忽ち それ を 持って 見えな 

くな つてし まった。 夫は歸 宅して 妻の 行方 を 尋ねる とて、 これから 色々 の 冒 險譚が あるので ある。 

あざらし 

或 地方に なると 鳥で はなく して 獸 になって 居る の も ある。 海豹が 毛 衣を脫 いで 浴して 居る 話 も ある。 やはり 同 

様に 人の 妻と なって 子供まで 產 むが、 子供が 何 の氣 もな く 其の 毛皮 を 母に 見せる と、 母 は 忽ち 本の 海豹に なって 

海に 躍 人るな どと いふの も ある。 

白鳥が 雁 や 鳩 や 色々 の 鳥に なり、 果て は獸 にまで 變 つて 居る が、 其の 筋道 は 全く 同じで ある。 これ は 其の 國の 

風土 動植物の 差から 起って 來 るので ある。 謠 曲の 羽衣に は 鳥の 事 はない が、 前に 擧 げた 近 江、 丹 後、 常 陸 等の 風 

土 記の は 皆 白い 鳥で ある。 天から 少女が 下った とい ふ 話に は天武 天皇が 吉 野の 瀧の 宮に お出でになって、 唯 一 人 

琴を彈 じていら せられる と 、塞の 中で 少女が 袖 を 振って 踊った の を御覽 せられた 事が ある。 これが そ もく 五節 

の 舞と いふ ものの 始 であるが、 つまり は 同種類の 話で ある。 かう いふせ 界 一般に 擴 がった 話が 太古から あると い 

ふこと は 面白い 事で は 無い か。 

文學 上の 影響 は少ぃ  • 

太古から あった 神話が 文學に はいった の は、 d3 本で は 甚だ 少ぃ。 むしろ 印度 や 支那から 傳來 した ものが 多く、 

叙事詩に も謠 曲に も 歌 はれた。 和歌な ど は 三十 一文字 故、 尙 更かう いふ 古 傳說を 入れに くい。 かの 百人一首の 

天つ 風雲の か ょひぢ 吹きと ぢょ 少女 の 姿し ばし と めん 

羽  衣 
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と い ふ の は 五節の 舞姬を 詠んだ ので ある。 

春の 着る 霞 や 空に 重ぬ らん 天つ 少女の 天の羽衣 

など 天の羽衣 を 詠んだ 歌 も 少し は あるが、 天の羽衣の 歌 は 日本の 古傳說 とい ふよりも 佛敎の 方の 天人の 思想から 

來 たのが 多い。  . 

君が代 は 天の羽衣 まれに きて 撫づ とも 盡 きぬ 厳なる らん 

佛敎の 方で 劫と いふ 長い 時間 を說 明す るに、 四十 里 四方の 巖 があって、 一二 年に一度 梵天から 下りて 来て、 三銖の 

衣で この 巖を 撫でる。 さう して その 巖が 全く 撫で 盡 される 時間 を 一 劫と いふので ある。 此の 歌 は卽ち 右の 意で、 

「君が代 は 千代に 八千代に さぐれ 石の 巖と なりて 苔の むすまで」 と 言った のと 同じく、 むやみに 長い 時間 を 意味す 

るので ある。 

動きな き巖の はても 君ぞ 見ん 少女の 袖の 撫で 盡 すまで 

とい ふ 歌 も、 全く 同意 同ェ である。 竹 取 物語の かぐや 姬の 上天す る 時に も 天の羽衣 を 着る ことがあり、 七夕 姬 Q 

歌に も 天の羽衣と 詠んだ のがい くつ も ある。 つまり これ 等 は 上代 思想 も、 支那 や 印度から 來た 思想 も 皆 混同して 

唯 何となく 天人の 着る 着物と いふ 思想に なった ので、 羽衣 を 奪 はれて 天 に 上れぬ とい ふ 話の 筋 を 歌った もので は 

無い a 其の 話ば 卽ち謠 曲の 羽衣に 至って 始めて はっきりとう たはれ たので ある。 併し これ も佛說 などのと 交って 

からの ことで、 却って 昔の 純粹な 白い 鳥が 下りて 來 ると いふ 話で は 無くなって 居る。 井上哲次郎 博士 は 曾て 「帝 
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瞬 文 平」 の 誌上に 比 治山の 歌と いふ 長篇を 掲げて 此の 古 傳說を 詠まれた 事が あつたが、 これ も 完結に たらす に濟 

んだ。 羽衣が 謠曲 にたって から は檢 にもよ く晝 くが、 昨年の 文部省 展覽會 に は洋畫 にたって あら はれた。 

(大正 三ギ 一月 「學 生」) 

禾  11 薛 

風俗 選に 辭、 陚、 譜、 說、 解、 記、 紀行、 序、 箴、 銘、 諫、 歌、 文、 傳、 碑、 辯、 表、 論、 ii、  M、 書な ど 

と、 むやみに 漢文 を まねした の は、 種々 の點 から 見て 興味の 多い ことで ある。 俳文 そのものの 性質が 別途に 發達 

して、 六 朝駢儷 文に 似よ つた ものと なった の はまこと に奇 とすべき ことで あるが、 よくく 考 へて 見れば、 連歌 

の發 達から して、 實は駢 儷 文に 起因した とも 考 へられる ので ある。 さう いふ 議論 はさて おき、 かくの 如き 戯文と 

ともに 支那の 詩の 通りに、 日本語 を 使って 見ようと いふ 一 種の 計 畫も亦 甚だ 面白く 感ぜられる。 一 に は 滑稽 洒脫、 

一 に は 和歌の 不甲斐ない 有様の 反動、 これ 等 も文學 史上から は 見逃しに 出來ぬ ことで ある。 去來の 鼠の 賦 などに 

韻 を蹈ん だの は戲に 相違ない が、 戯 以外の 意味、 試みと いふ こと も考 へなければ ならぬ。 かう いふ 時代に、 當時 

大いに 流行した 漢詩の 形で 歌 を 作った 和 詩と いふ もの も 亦 一顧す る價 値が ある。 和歌に 對 する 狂歌、 漢詩に 對す 
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る 狂詩が あった 時代に 於て、 和 詩の 試みの あつたの も當然 である。 和漢、 漢和な どい ふ もの も 古くから あつたが、 

こ、 に玄武 老人 和 詩集と いふ ー卷の 害が ある。 五 言、 七 言の 絶句、 律詩、 全く 漢詩の 形式に 國語を 並べた 所が 面 

白い。 今 左に 其の 一 例 を 示す。  , 

五 言絕句 (題 影法師) 

影法師 影法師  立ちつ ゐっ寢 つ 起きつ 

すべて 我に 從 へど 留守居に は賴 まれす 

五 五の 句 を 四つ 並べ て 第一 一句と 第 四 句に 韻 を蹈ん だので ある。 

. 七 言絕句 (旅 中の 老懷) 

旅に あそべ は 旅の 氣 になり て 旅に 李 白が 跡 を こそ 追 はね 

if, か 

月 を 雪 かと 詠め まどへば  老いに けらし と を かし 我 さへ 

七 七の 四 句で、 第一 句、 第二 句、 第三 句に 押韻した ので ある。 

五 言 律 (五月雨) 

花に 曇る と はか はり ながめ あく 梅雨空の 

鳥 はだ まる 竹の 奥  梅 はいろ む 時 得が ほ 

朋 けて 來る窓 のかげ くれて 行く 軒のお と 
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たかはし とむ かひ ゐる 人と 咄す こ、 ちか も 

隔句 押韻の 上、 前 聯後聯 の 對句も 詩の 通りで ある。 

尙七 一一 E 律 も ある。 

七 一一 目 律 (冬 籠) 

芋に 圑 子の 月見 さへ 過ぎて  千々 に 物 こそ 悲し ともよみ つ 

書物に ひろく 道を蹈 まねば  詩歌に 近き 友 も のぞかす 

立ったり 居たり 口につ か はれて 寢 るも覺 むる も 目に はか たれぬ 

窓の 穴から 空を眺 むれば  我が身 一 つの 冬に ぞ ありけ る 

全く 漢詩に 眞似 たとい ふこと は 馬鹿らしい けれど、 其の 馬鹿らしい 所に 面白味が ある。 句 末の 韻. 礎 は 一向に 響，^ 

ない が、 對句 はな か/、 面白い。 五 五 や 七 七に 語 を 連ねた 所に 新しい 試みが ある。 七 五、 七 五とば かりに 傾いて 

居った 時代に、 この 新しい 句 形 を 試みた の は、 現今の 新體 詩人の 先驅 者と 見ても よろしい。 日本人に は 珍 獎漢の 

平仄 を 合せて 詩 を 作る のに 比べ て 見れば、 この 方が まだ 餘程 興味の ある 事業であった。 (大 fin 一一 年 一月 「心の 花」) 


禾  0 
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國定讀 本の 文章に 就いて 

序  一一 一 In 

維新 以後 小 學讀本 も 度々 變 つた。 國定讀 本と なつてから も、 今度 は 二度目で ある。 文窣の 上から 見ても、 だん 

だんと 變遷が 無いでも ない。 現行 讀 本の 編纂 者と いふ 立場から、 今の 讀 本の 文 草に 就いての 雑談 を 述べ る. - 

I  口語文と 文語文  , 

讀 本の 文體は 大體 から 見て、 口語文、 文語文の 二， つに 刖 ける ことが 出來 る。 これ は 明治 二十 年の 文部省 編 * の 

讀本 以來 一般に 蹈襲せられ たやり 方で、 國定 制度 以前の 民間 讀本も 皆 さう であった。 つまり 最初 は 口語で 練智し 

て、 それから 文語に 進んで 行かう とい ふので ある。 これ は 西洋 諸 國には 無い ことで、 日本の 國語敎 育に 於ての 一 

つの 特色で、 現今の 事情 上 やむ を 得ない 事柄で ある， - それで 今囘も 尋常 三年 前期まで は 全くの 口語文で、 後期 か 

ら そろ/ \ 文語文 を 加へ、 高年 級に 進む に隨 つて 口語文の 數を少 くして ある。 それで 第 一 囘の 國定讀 本に 比 絞し 

て * 今度の 方が 口語文の 割合が 少 いとい ふので、 或 評 家 は 文部省の 意思 は 口語文よりも むしろ 文語文 を 直ん する 

ので あらう と 論じた。 余 は 編 慕 者の 一 人と して， 決して さう いふ 譯 では 無い とい ひたい。 日本 將來の 文が 口語文 
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で. なければ ならぬ こと は 最早 何人も 疑 はぬ 所で あるし、 近來の 口語文の 發達も 亦 著しい ことで ある。 國：^ 敎 育と 

して は 最も 口語文の 敎授に カを盡 して、 兒童 をして 自由自在に 其の 意思 を發 表せし める やうに する のが、 非常な 

便益で も あり、 必要な 事で あり、 延いては 國家 將來の 利益で あるので ある。 今更 口語文 を 排斥して 文語文 をのみ 

獎勵 するとい ふやうな 愚策 を 取る もの は 無い。 文語文 は 早晩 口語文に 其の 地歩 を讓ら ねばならぬ ものである。 然 

るに 今日 社 會の實 際で は、 法律 文 を 始め、 一般の 著書 も 新聞 もま だ 多く 文語文 を 用 ひて ゐる。 之 を 讀んで 理解 さ 

せる に は、 餘程 よく 之に 練習 させなければ ならぬ。 それに は 紙 數の少 い 我が 國の 小 學讀本 ではな かく 骨の 折れ 

る ことで ある。 それ 故 高年 級で は、 やむ を 得す、 出來る だけ 多く 文語文 を 課して、 之に 習熟 させようと いふ 考か 

ら來 たので、 ^して 口語よりも 文語 を 重んじた とい ふ譯 では 無い。 舊讀 本よりも 割合に 多い とい ふので、 直ちに 

^語 文 を 重ん する 方針 だと 論す るの は、 恰も 漢字が 增 加した の を 見て、 直ちに 漢字 獎勵 と考 へる と 同じ やうな It 

である。 漢字の 舊讀 本より 增 加した の も >  實 際の 事情に 鑑みて、 舊讀 本の 漢字で は あまりに 少 いから、 多少 殖し 

たとい ふまでで、 漢字の 負擔は 成るべく 少 くしたい と いふ 精神 は 決して 變 つたので は 無い。 少く とも 余 一人の 考 

として は、 文語文 は讀本 だけで 敎 へる ことと して、 他の 地理 や 歷史ゃ 算術 や 理科の 書物 は 皆 口語 體 にしたい とお 

も ふの が 山々 である。 卽ち 綴り方 や 話し方の 練習に 於て、 口語文 を 主 服と すべき はいふまで もない ことで、 高年 

級に 進んでも 此の 精神 は 一 貫して よから うとお も ふ。 文語文の 語句 や 形式に よって、 發 達して 行く 小國 民の 思想 

に、 一種の 形式 を敎へ 込む 程 有害な こと は 恐らく は あるまい と 信す るので ある。 文語文 を敎 へる に 際しても、 そ 

國定讀 本の 文章に 就いて 
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の邊の 手心 は 常に 忘れて はならぬ 事と 考へ る。 

二  口語文の ニ體  - 

口語文と いふ 中に も 凡そ 一 一種 類の ある こと を 知らねば たらぬ。 一 は 談話 體の 口語で、 一 は 筆 述體の 口語で ある。 

我々 の 通常 談話に 使用す る 形 (大抵 はます を附 加へ る) のが 談話 體で、 演說ゃ 書物な どに 用 ひて ある ものが 筆述 

馥 である。 尤も 其の 間に、 口語と 文語と いふ やうな 大きな 差別の ある もので は 無い が、 用 ひる 語彙の 上に も、 又 

其の 述語と， なる 詞の 形式の 上に も 多少の 相違が あるので ある。 例へば 

これ は 甚だ 立派で ある 

と は 筆述體 でい ふこと で、 

これ はま ことに 美しう ございます 

とい ふの が 談話 體 である。 話し方、 綴り方の 練習 等に 於て は、 この 二つの- R 別 を 常に 眼中に 置いて 居なければ な 

らぬ。 第一 學年、 第二 學年、 第三 學 年の 前半期まで は、 韻文 を 除いて はすべ て 談話 體の 口語 を 用 ひたので、 それ 

から 上に なっての 口語文に は、 いは ゆる 筆 述體の ものが 多い。 第五 卷の 瓜と いふ 課が 筆述體 口語文の 最初の もの 

とい つてよ ろしい。 

三 口語文の 困難  -. 

口語文と いっても、 我が 國に はま だ 適當な 標準と すべき ものが 無い。 殊に 談話 體に 於て 其の 困難 を感 する。 こ 


288 


れは 我が 國が 從來の 封建制度から 離れて 日が 尙淺 く， あまりに 階級の^ 別が 多い 爲に、 尊卑責賤 に よ つ て 詞^5气4 

種々 雜多 であるの が 一 つ の 原因で ある。 例へ ば 父母に 對 する 稱 呼に しても 「おもうさま」 「おた たさ ま」 とい ふの 

は： TO- く 措き、 「おとう さま、 おかあさま」 「おとうさん、 おかあさん」 「おとつ さん、 おつかさん」 「とっさん、 か 

あさん」 「とつち やん、 か あち やん」 「ちゃん、 おつか あ」 など 種々 雜多 である。 それに 對 しての 形容詞、 動詞 も 

皆 それん \ に 違 ふので、 行く とい ふ 詞に對 しても 「お出でになります」 「いらっしゃいます」 「いらっしゃる」 「行 

かれます」 「行きます」 など 數 へ られぬ 程で ある。 その 中で どれ を讀本 に 取って 行かう かとい ふこと が 問題に な 

る。 父母の 稱 呼に 關 して は 「おとうさん、 おかあさん」 を 採用す る ことにし たが、 さて さうな ると、 どんな 低い 

階級の 人の 容子 を寫す 時に も、 この 名 稱を用 ひねば ならぬ。 貧しい 農家 の 子供な どが 實際使 つて 居ら ぬ 稱呼を 用 

ひる ことになる。 隨 つて 不自然に 聞え る ことが 多くなる。 一 方 貴族 社ノ t から は讀 本の 詞 遣が 汚 過ぎる とい はれ、 

一 方 下着 社會 の 方に は 丁寧 過ぎ ると い ふやうな 有樣 にたろ の はやむ を 得ない 事柄 で ある。 こ れ等も 亦 西洋の 讀本 

編纂 者の 全く 知らない 困難で ある。 加 之 日本の 口語に は 男女の 間に 餘 程の 15!: 別が あって、 男の子の 詞 遣と 女の子 

の詞 遣が 大いに 遠 ふ。 これ も その 儘で は讀 本に は 出し 難い。 要するに 實 際の 談話 語 そのもの を讀 本に 出す ことの 

出來 ない 場合が 頗る 多い ので ある。 小說 ならば 譯の 無い ことが、 讀 本に は 書け ない ことがある。 これ も 今日の 事 

情で やむ を 得ない 事柄で ある。 讀 本の 文が 生 氣を失 ふとい ふ 所以 はこ 、 に 一 の 原因が あるので ある。 叉 方言の 種 

種に 分れて 居る こと は 統一した ければ ならぬ が、 これ は大體 を、 敎育 ある 東京 人の 一一 一一 ri 語と 定めた ばかりで、 これ 

國定讀 本の 文章に 就いて 
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にも 確乎たる 標準 は 立てられない。 第三 年 級 以下の 談話 體に 於て は 殊になる ベく 東京 語 を 採った ので あるが、 中 

に は 多少の 地方 語 を 交へ た。 例へば 火ケシ ガト ンデュ ク、 犬 ガト ンデ クルな どの トン、、 テは 東京 人 は 使 はない が、 

使っても わるい 詞 では 無い。 東京 語で も 「しなく つち や」 「さう すり や あ」 の 類の 省かれ 約った 詞は 一 切 用 ひない 

ので ある。 一 概に 東京 語と いっても 選擇 をし なければ ならぬ。 それ 等 はや はり 東京の 方言と 見做した ので ある。 

綴り方 等 を敎へ るに 際して はこれ 等の 點も 注意して 置かなければ ならす、 話し方の 敎授に は 多少の 斟酌 をし なけ 

れ ばなら ぬ" 

四 口語文と 方  一一 一一 n 

口語と いふ ことに 就いては 隨分 誤解して 居る 人が ある。 口語 は 口で い ふ 一一 目 葉、 それ 故 口で い ふ 通りに 書けば、 

卽ちロ 語 文が 出來 ると 思 つて 居る 人が ある。 それ は 大きな 問 違 である。 口語と 文語の 差別 は その 文法が 今 の 語 則 

に據 るのと、 昔の 語 則に 據る のとの 區 別から 生す る の で、 お 互に 喋 舌る 通りの 一一 一一 11 葉が 直ちに 口語文と いふ わけで 

は 無い。 我等の 日常の 談話 は 今の 語 則に 據 つて 居る ので あるから、 大體に 於て は それに 相違ない が、 前に も 一 百つ 

た 通り、 口語文に もニ體 があって、 口語文と いふ もの は、 我等の 談話より はもう  一 is 範 圍が廣 い。 加 之 我等の 今 

3 の 言葉 は 多く はいくら かの 方言 を 交へ て 居る ので、 餘程 注意 しないと、 方 一 百 文に なって しま ふ。 殊に 各地 方に 

生活して 居る 人 は餘程 注意し なければ ならぬ。 生れてから 其の 地方に 住んで、 其の 方言 を 話して 居る 人に は、 方 

言と いふ ことに 氣が附 かぬ。 知らす 識らす 方言の 儘 を 書いて、 口語文 だと 思って 居る やうた ことが 多い。 まして 


290 


兒童 などに 方言、 非 方言の 區 別が 分る 譯が 無い。 兒 童に 綴り方 を 書かせる 上に 於て、 敎師が 常に 注意し なければ 

ならぬ の は 此の 點 である。 さりと て、 それ も 程度問題で、 唯 方言 Ml 正ば かり やかましく 一一 K つて は、 思想が 仲び な 

い。 綴り方 敎授の 第一義 は 思想 をお も ふ 儘に 書かせる のに あるから、 あまり 方 一 百 匿 正 を やかましく 言って、 思想 

を窘楚 させて はならぬ。 方言の 匡正 はむしろ 談話の 際に 多く 行 ふが よから うとお も ふ。 併し 綴り方に 於ても、 常 

に 注意し なけ れ ばなら ぬので ある。 

五 上方 詞と 東國詞 

日本 諸國の 方言 は 各藩 列 立の 後 を 承け て 種々 雜 多と いふ 有様で あるが、 大別 すれば、 上方 詞、 東 國詞の 二つに 

なる。 濱松 あたり を 分界と して、 西の方 は 關西語 系、 東の 方 は 關東語 系に 屬 する。 今の 談話 語 は 東京 語 を I- 準と 

立てる から、 讀 本の 三年までの 處 では、 まづ 東京 語で ある。 併し 例の 敍述體 の 文になる と、 幾分 か 西 國語を 交へ 

て來 る。 打消の ナイ は關東 語で、 ヌ (ン) は關西 語で あるが、 叙述 體の 口語文に なると、 打消の ヌを用 ひる こと 

が 多い。 「しなければ ならない」 は 東 語で、 「せねば ならぬ」 は 西 語で ある。 これ 等 も 上級に は兩方 採用して ある。 

但し 上方 語の 音便に 「買って」 を 「買うて」 とい ふやうな の は 用 ひない。 命令法 は 西 語で は、 「見よ」 「見い」 で、 

東 語 は 「見ろ」 であるが、 これ はよ を 用 ひて、 ろ は 採らない。 之 を 要するに、 正確な 標準語が まだ 極って 居らぬ 

ので、 大體は 從來國 語調 査會 などで 調査した 事柄 等 を 標準と して、 讀本は 書いた ので ある。 東京 語 を 標準と する 

といっても、 純粹の 東京 語ば かりで は 無い ので ある。 幾分 か 上方 語の 系統 も 加味され て 居る ので ある。 さう して 

洞定讀 本の 文章に 就いて .  . 
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論文 隨ま 

それ は 例の 叙述 體の 口語文に は 殊に 多い ので ある。 明治 二十 年の 文部省 讀本 とも、 叉 第一 囘の 國定讀 本と も * こ 

の 點には 多少 相違が あるので ある。 

六 文語文の 口語 譯 

文語文 を說 明して 聞かせる のが、 國語 敎授の 方面から 見て は、 最も 大切な ことで ある e 之 を 敎師が 方言で やっ- 

て  のけて しまへば、  其の 效 果たる や、 甚だ 心細い 事で ある。 ー霄 一句、 適切に 口語に 合 ふやう に、 又 口語 を 文語 

に譯 する 時に も、 きちんと 文語になる やうに、 平生 工夫して 置いて、 明確に 霄 分ける ことの 出來る ことが 必要で 

ある。 「スべ シ」 r セザル ベ カラ ズ」 「セザ ルべケ ンャ」 は 口語で はどうい ふかと いふ こと を、 平常から 考へ て 置か 

なければ ならぬ。 さう して 新しい 一一 目 廻し の 出て 來た 時に、 確に 敎へ 込まなければ ならぬ。 口語、 文語、 卽ち 文法 

を 異にした 一 ー體の 文を敎 へる ことが、 今日の 國語敎 育に 於て 必要で ある 以上、 この 點の 注意 は餘程 必要の 事で あ 

る。 第 六卷が 口語から 文語に はいる 場處 であるので、 六卷の 文語文 は 皆 簡單な 句法の もの を 採って ある。 叉 護の 

一 課に はわ ざと 口語のと 文語の と 交ぜ て 擧げて ある。 初から 注意 すれば そん な にむ づ かしい 事で は あるまい とお 

も ふ。 兒童 をして 文語文 を 口語文に 譯 させる 練習 は 絶えす 必要な 事で あらう。 

七 候文 

候文な どもい つか 廢 止すべき ものである。 否 直ぐに も廢 したい ものである。 仉 しこれ も 現今の 社 會には 尙用ひ 

られて 居る とい ふので、 讀 本に は 載せる ことにな つて 居る。 卽. ち 九卷 以後に 毎卷  一二 文づ つ、 高等科 卷 三まで 出 
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て 居る。 口語文、 文語文の 外に、 又 此の 一 體を敎 へなければ ならぬ こと は、 實に 厄介な ことと いはなければ なら 

ぬ。 价 しそれ もやむ こと を 得ない として、 これ も 口語文に 對 照して 敎 へたら ば、 格別 面倒 は あるまい かとお も ふ。 

候 は 口語の ますに 最もよ く 似た 語で あるから、 其の 心 持で 敎へ たらよ からう とお も ふ。 

實を いへば、 候文な どは讀 本に 擧げ なくても、 卒業の 後 多少の 練習 を經 るか、 世故に 熟すれば、 讀め も、 書け 

もす る やうになる ものと 信す る。 それ 故 余は讀 本に 擧げ なくても よいと いふ 論者で ある。 余 一 人の 意見と して は、 

讀 本に 出さす、 むしろ 實 際の 手紙 を兒 童に 示して、 讀 ませて 見たら どうかと おも ふので ある。 其の 方が 却って 進 

歩 は 早く あるまい かとお も ふので ある。 

八 いは ゆる 普通 文 

普通 文と いふ こと は 何時頃 誰の霄 出した ことか 記憶せ ぬが、 一般に 用 ひられて 居る 名稱 で、 雅文で もな く 漢文 

でも 無い 通常の 文と いふ 意味に 用 ひられて 居る。 一 時 は 假名 交り 文と 霄 つたこと も ある。 これ は 漢文に 對 しての 

名稱 である。 然るに、 一派の 論者 は、 假名 こそ 日本の 文學 であるのに、 假名 交り 文と は 怪しから ぬ。 須く 漢字 交 

り 文と 稱ふ べしと いきまい たが、 漢字 交り 文と いふの は 最も を かしな 名稱 である。 今日の 文 は 漢字 を 以て、 主要 

な 名詞 や 動詞 やすべて を寫 して 居る ので、 テニ ハ だけ を 假名で あら はして 居る もの 故、 どう 考 へても 漢字に 匿名 

を 交へ たもの、 卽ち 假名 交り 文に 相 遠ない ので ある。 併し この 名稱も あまり 文字の 上に 重き を 置いた ので、 目に 

見る 方から 附け、 漢文に 對 して 附 けたので、 近頃 は あまり 用 ひなくな つた。 それで 普通 文と いふ 名稱は 今でもお 

國定讀 本の ，文 章に 就いて 
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； 文隨筆 

はれて 居る が、 さて この 普通 文體 とい ふ もの も * 誠に 標準が 立てに くい。 一人 ひ 先生に 相談 すれば、 「左 樣まづ 人 r 

の 新聞 論說 位の 所 だら う」 と 答へ ようし、 叉 別の 先生に 問 ふと、 「益 軒 ゃ鳩巢 あたりの 文章が 標準と ならう」 など 

と 答へ るで あらう。 併し 新聞 論說 にも 種々 の 文體が あり、 ハ叠軒 や 鳩 巢の文 も、 新聞 論 說とは ひとしな みに 置く こ 

と は出來 ぬ。 唯 普通 文と いふ 名稱の 下に 大抵 一 致して 居る こと は 大凡 左の 事柄で あらう。 

一、 純 漢文で ない こと 

一、 擬古文 卽ち 雅文で たいこと 

一 、 口語文で ない こと 

一、 大體は 漢文 讀 下しの 句 調で ある こと 

かう いふ 漠然たる 條 件の 下に、 自然に 漢文 を 分り 易く 書いた とい ふやうな ものが、 普通 文と 稱 へられ、 それが 

學 校で も敎 へられる やうに なった ので ある。 かう いふ 漠然たる もの 故、 書く 人の 心 持に よって、 種々 の 文 體の差 

を 生す る。 漢文 直譯 風の 勝つ こと も あるし、 雅文 詞の餘 計雜る こと も あるし、 或は 西洋 文の 直譯を 多少 交へ る 人 

も ある。 叉 俳文の 筆致 を 加味す る 人 も ある。 誠に 種々 雜多 である。 明治 二十 年 以前の いは ゆる 普通 文と、 二十 年 

以後の いは ゆる 普通 文と は、 大體に 於ても、 いつの 間に か 大分 變化 をして 居る。 前に はー謦 漢文 調であった もの 

が、 今 は 多く 國 文調に た ム つて 來た。 昔の 普通 文に は 時 や 敬語の 如き は 大抵 用 ひなかつ たが、 今日は 大抵 之 を 用 ひ 

る やうに なった。 昔の 中學 生の 文と 今の 中學 生の 文に は 非常な 相違が ある。 法律 論 や 政治 論に は尙 昔の 普通 文の 
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面影が 殘 つて 居る が、 紀行 や、 叙事 や、 其の 他 は 餘程變 つて 來た。 を， かし いのは、 卒業式の 祝 辭ゃ书 文な どに 昔 

の 儘の 普通 文が 残って 居る ことで あるが、 これ も 大分 近頃 は變 つて 來る 傾向が 見える。 かくして い は ゆる 普通 文 

とい ふ ものが、 結えす 變遷 して 居る ので、 普通 文卽ち 時文と いふ ものの. 標準 は 殆ど 立てられ ぬので ある。 こ、 に 

於て 國 文中 學讀 本な どに は、 隨分 種々 雜 多の 文 體が 集められて 居る。 これ は 今日の 日本の 情 態として、 やむ を 得 

ない 事柄で あらう。 加之單 にい は ゆる 普通 文に 通曉 する のみなら す、 古文 學の味 を も 感得 させようと いふのに は、 

更に 古文 體 にも 接しさせる 必要が ある。 それ 故、 國定讀 本の 文體に 於ても、 大體を 今頃の 詩文と いふ ものに 置い 

て、 さう して 稍 古い 形まで も 一 斑 だけ は 知らせる とい ふ考を 持って 居る ので ある。 初年 級の 分に は 其の 用意 は 無 

いが、 五學年 以上 あたりに は 幾分 かその 考が 加へ て ある。 例へば 兒島 高德ゃ 齋藤實 盛の 課な ど は 大體に 於て 軍記 

物語に 據 つたので ある。 かう いふ こと は 高等科の 讀 本に 至って は 殊に 著しい ので、 謠曲 文の 書 直し や、 藩 翰譜の 

窨 直した ども 加って 居る。 高等 三年 用に 至って は 各 家の 特色 を 知らせる ために、 わざと 各 作家の 名 を 割 註に して 

課 末に 添へ. たので ある。 卽ち 中等 讀 本と 全く 同じ やう になって 居る 。敎授 にあ たられる 諸君 はこの 邊の 編纂 者 の 

心 持 をよ く 知って 置いて 賞 ひたいと おも ふ。 

九 文の 種類 

文に は 叙事文、 記事文、 議論 文 等の 一 R 別の ある こと はいふまで もない が、 それ を 非常に 明瞭に 辨別 するとい ふ 

こと は實 際に 於て むづ かしい。 叙事の 中に 議論の 加って 來る こと も あるし、 叙事の 中に 記事の 交る こと も ある。 

國定讀 本の 文章に 就いて 
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0 文隨筆  ， 

近頃 出て 居る 敎師用 參考書 を 見る と、 一 切の 讀 本の 課 を この 分類法に よって 分類して 居る のが ある。 敎師 の參考 

として は、 或はよ いか も 知れぬ が、 もし 兒 童に 之 を 授ける のなら、 無用で は あるまい かとお も ふ。 編纂 者の 心 持 

では 最初から そんな 分類 を 眼中に 置いて 居た ので は 無い。 誰が 文章 を 書く 時で も、 そんた 事 を考へ て は 居まい と 

おも ふ C 文章 軌範 的に 序 記 論說を 書いたり、 論じたり する こと は 今日で は 如何で あらう か。 讀本 を敎授 する に 方 

つて、 その 方に あまり 力の 人り 過ぎる の はどうで あらう かと 傾かれる の である。 

lO 模 範 文 

讀 本の 文 を 模範 文と して、 其の 構造 を 色々 に 解剖したり、 組立て たりす る ことに 工夫 を 凝す 人 も あるが、 これ 

も 無签な ことで は あるまい か。 無益 どころ か、 或 意味に 於て は 有害で あらう かと もお も ふ C 文の 面白味 は 解剖し 

ないで、 自然に 感得させる 所に あるので ある。 科學 的に 分析 說明 すると 同時に、 文學的 趣味 は 失 はれて しま ふの 

である C 要するに 知の はたらきで、 的確に、 理窟 づ めで 敎へ 込まう とい ふの は， 文 學敎授 の 上から 見て、 決して 

得策 では 無. いの で あ る。 加 之 讀本 に あ る 文章 を 模範 文と し て 、その 形式に よって 文 を 綴ら せ る な ど と いふ こ と ：！  i  、 

いは ゆる 角を矮 めて 牛 を 殺す とい ふ 類で、 自然に 發 達すべき 兒 童の 能力 を 壓へ附 ける ものである C これ は 國家將 

来の 爲ゅ、 し ，、、 大事 件で、 かう いふ 敎 育法の 下に 育てられた 少國 民から， 大 文豪の 生れ 来る こと は 望まれない。 

教授法 の 煩琪な 形式に 拘っ て敎 育の 本義 を 忘 れ て は た ら ぬ C な る ベく 形式 を棄て て 自然 の 發達を 助長 させねば な 

ら ぬので ある C  (大正 三年 一月！ 七月 I 文章 研究 錄， 0 
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な 

「な」 とい ふ 語に 就いて、 少しく お 話 をして 見よう。 

菜、 魚、 ともに、 古語で は 「な」 と 言った ので、 卽ち 食物の 總稱 であった と霄 つても よろしい。 今では 菜ば か 

り、 「な」 と唱 へて、 魚の 方 は 單獨に 「な」 と は 言 はない が、 それでも、 「さかな」 とい ふ 語が 殘 つて ゐる 。「さか 

な」 は、 酒 を 飲む ときに 食 ふ 食物と いふ 意味で あらう。 平生の 茶漬 釵には 魚 を 用 ひす、 酒で も 飲む 御馳走の 時に 

は、 必す 魚が 出る 故、 「さかな」 とい ふ 語が 出來 たの かとお も ふ。 鯨の こと を 「いさな」 (勇 魚) といった の も 古語 

な ひこ な たリ  ながへ し cfc き 

である。 魚彥、 魚 足な ど、 人名に は 古語の 「な」 が殘 つて ゐる。 豐後國 に は 魚 返 溪 とい ふ ものが ある、〕 また 伊豆、 

駿河邊 の 海岸で、 魚の 多く 寄せて 來 るの を 「なぶら」 とい ふ 由。 これ は 魚群の 義 であると いふ。 魚を寶 る 家 を 「な 

や」 とい ふの も、 現に 用 ひる 語で ある。 

むかしの 土製の 瓶 を、 「へ」 (瓮) といった が-、 「なべ」 は卽ち 食物 を 煮る 「へ」 の 意味で ある。 「鍋」 とい ふ漢 

字から 見る と 一 つの 單 純な 語の やうに 見える けれども、 實は、 「な」 と 「へ」 との 二つの 語が 結び付いて、 j つの 

語に なった ものな ので ある。 

な 
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論文 隨筆 

この 「な」 を 動詞に はたらかせ たのが T^」 「嘗」 などの 漢字で あら はす 「なむ」 (口語な める) とい ふ詞 なので 

ある。 しかし、 ； II 曰、 •， を カンナ メ、  二 ヒナ メと訓 むに 就いて、 これ をナ メル 意味に 解す るの は 間違で ある.〕 

こ. -ょ， &の i、  S の の 約で ある。 大嘗會 の嘗も これと同じ ことで、 古く は 「ォホ 二  H」 「ォ ホンべ」 とも 言った 

ので ある。 支那の 秋 祭の 名で ある。  (大正 三年 五月 「學 生， 0 

萬 葉集卷 五に 就いて 

萬 葉集卷 五の 初に ある 愛 河 波浪 云， -の詩 及び 日本 挽歌 一 首 並 短歌 を、 鹿 持 翁 は 山上 憶 良が 其の 妻 を 悼む 歌と 见 

られ て、 神 龜五年 六月 二十 一二 日と ある 次の 行へ、 「筑前 守 山上 臣憶良 悲傷 亡妻 詩 一首 並 序」 とい ふ 標題の 落ちた も、 

のと 斷言 せられた。 此の 日本 挽歌が 憶 良の 歌で ある こと は、 余に も 異議 はない が、 これ は 自分の 妻 を 悼んだ ので 

は. S くして、 旅人 卿の 妻の 死 を 悼んだ もので あらう と 思 ふ。 其の 最も 强ぃ 理由 は、 同書 卷 三の 挽歌に、 

神 龜五年 戊辰 太 宰帥大 伴 卿思戀 故人 卿 (歌 歟) 三 首 

うる i しき ひとつ まきて ししき たへ 0 わがた まくら を まく ひと あらめ や 

愛人 纏 而師敷 細 之 吾 手枕 乎 纏 人 將有哉 

右 一 首 別 去 而經數 旬 作歌 
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か へるべく ときはなり けり みやこ にて たがた もと を かわが まく  <^ か.^ 

i 還 時 者成來 京師 爾而誰 手本 乎 可 吾將枕 

みや-一なる あれた るいへ に ひとりねば たびに まさりて たるし かるべ し 

在丄 fl- 師荒 有家爾 一 宿 者 益 旅而可 辛苦 

右二 首 臨 近 向 京 之 時 作歌 

と あるの が ある。 この 三 首の 歌 は、 疑 もな く 旅人 卿が 最愛の 人 を 慕うて 歌 はれた ので、 第一 首 は^れて 數 旬の 後、 

次の 二 首 はすつ と 後 旅人 卿が 上京す る 時に 詠まれた ので ある。 卽ち 天平 一 一年 大納言に 任ぜられて 歸 京せられ よう 

とした 時の 作で ある。 この 最愛の 人 は卽ち 大伴郞 女で、 それ は卷 八、 石 上 堅 魚 朝臣に、 

まと- 1 ぎす きな きとよ もす うのはな G ともに や こ しと と はまし も G} を 

簪公鳥 來鳴令 響 宇 乃 花 能 共 也 來之登 問 麻 思 物 乎 

と ある 左驻 に、 

右 神 龜五年 戊 炭 太 宰帥大 伴 卿 之 妻 大伴郞 女 遇 病 長逝 焉 于時 勅使 式部 大輔石 上 朝臣 堅 魚 遣 太宰府 吊 

喪 並 贈物 色 (也) 其 事 旣畢驛 使 乃 (及 歟) 府諸卿 大夫等 共 登記 夷 城 而望遊 之 日 乃 作此歌 

と あり、 旅人 卿 は、 

fc ちば なつ はなちる さと C- ほ と i ぎ すかた こ ひしつ.. -な くひし ぞぉ ほき 

橘 之 花 散 里 乃 霍公鳥 片戀爲 乍 鳴 日 四 曾多寸 

と 詠まれた ので 分る。 

神 龜五年 は 旅人 卿が 六十 四 歳の 時、 卽ち筑 紫 在任中、 晩年に なって 其の 妻 を 失 はれた の. である。 其の 落膽 はさ 

こそと 察せられる。 かくて 二 年の 後上 京せられ て 問 もな く 此 去され たので ある" 郞 女の 死なれた の は 春の 末で あ 

. 萬 葉集卷 五に 就いて 
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つたら うと 鹿 持 翁は霄 はれて 居る が、 此の 堅 魚の 歌に 郭公 を 引合に 出した の は、 卷 五の 開卷 第一 にある 大伴卿 報 

凶 問 歌の 左に 神 龜五年 六月 二十 三日と あるのと 比べて、 勅使の 筑 紫に 着いた のが、 後れた ので ある。 それ はとに 

かく、 前に 擧 げた 三の 卷、 八の 卷の 歌、 叉 この 五の 卷の開 卷の歌 も大伴 卿の 妻 を 喪 はれた 事實を 語る もので、 此 

の 事 は 鹿 持 翁 も 氣が附 かれて 居る のに、 其の 次の 日本 挽歌 を、 なぜ 此の 時の 歌と は 氣が附 かれなかった ので あら 

う。 余の 考 では、 此の 長歌 及び 短歌 こそ、 憶 良が 郞 女の 死 を 悲しんで、 旅人 卿に 奉った ものと 思 ふので ある。 こ 

の 歌の 中に、 「慕 ひ來 まして」 「{豕 さかりい ます」 など 敬語の 存在す るの は、 第一 の證據 である。 鹿 持 翁 は 「こや 

す」 とい ふ 語の 敬語なる. を說 いた 序に、 自らの 妻の 上に 敬語 を 用 ひるの は 普通の 事で、. それ を 評る の は 今の 世の 

俗 意 だと 説かれた が、 これ は隨分 苦しい 說 明で ある." 全く 之 を 憶 良の 我が 妻 を 悼んだ 歌と 見られた 先人の 誤から、 

さうな つたので ある。 短歌で は 憶 良が 旅人 卿 の 積に なって 作った の を 察せられ なかつ た 誤で あ る 。「妹が 見し 楝の 

花 は 散りぬべし」 とい ふ 歌から 察する と、 五月 頃 作られた 歌 だら うと 契 沖 は W つたが、 これから 考へ ると 大伴郞 

女の 死 は 多分 五月 頃で あつたに 相違ない。 さう すれば 勅使の 來た 六月 もよ く合點 せられる。 春の 末で は 少し 遲ぃ 

やうで ある。 そこで 此の 日本 挽歌の 左 註に、 

神 龜五年 七月 一 一十 一 日 筑前國 守 山上 憶 良 上 

と あるの は、 憶 良が 此の 歌 を 旅人 卿に 奉った 時に 書いた 其の儘で 傳 はって 居る ことが 分る。 「筑前 守 云 々」 と 標題 

を附 ける とい ふ 鹿 持 翁の 說は 全く 無意味な 事で ある。 此の 誤 は 昔から 人が 氣が附 かなかった ので 鹿 持 翁の みで は 
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無い が、 翁が 最近の 大註釋 家 ゆ ゑ、 特に 翁の 說を 引いて、 其の 誤 を 正した ので ある。 - 

さて 此の 「山上 憶 良 上」 と 書いた 事に 着目す ると、 卷 五の 性質が 分る やうに 思 ふので ある" かう いふ 書 方 は 「憶 

良 誠 惶頓首 謹啓」 「筑 前國司 山上 憶 良 謹 上」 など、 卷中 諸處に 見えて、 貧窮 問答 歌の 下に も 「山上 憶 良 頓首謹 上」 

と菁 いて ある。 これから 察する と、 これ 等の 歌 は 皆 憶 良が 太宰府の 長官た る 旅人に 奉った 儘の 形で 傳 へられた の 

であらう と 思 ふ。 一一 M 換 へて 見れば、 卷五は 旅人 卿の 家に 傳 はった もので、 憶 良の 歌 は 奉った 儘の 體 裁で、 の 儘 

に卷 かれて あつたか、 或は 書寫 されて あった もので あらう と考 へる。 謹 上ゃ頓 首な どと 書かない 分で も 、「筑 前國 

司 守 山上 憶 良 敬 和 爲熊凝 述其志 歌 六 首 並 序」 などと 大分 鄭重な 辭令 になって 居る のが ある。 これ 等 は 皆 長官に 見 

. せる 爲に 謹んで 書いた もの だら うとお も ふ。 松 浦 河 贈答 歌に は下官 などい ふ 語 も ある。 憶 良 は筑前 守で、 かねて 

學 者と いふ 評判 も ある 所から、 時々 歌 を 見せよ などい ふ 旅人 卿の 一ず 付 もあった かも 知れす、 憶 良 も 晩年 田 舍に住 

つて 居る 故、 旅人 卿に 見て 貰 ふの を 喜んで 居た のか も 知れない。 とにかく 兩 人の 間に 風雅の 交際が あつたので、 

憶 良が 時々 奉った 歌が 其の儘に 旅人 卿の 家に 保存 せられて 居った もの だら うと 信す るの. である。 それが 外の 人の 

よりも 多い から、 卷五は 憶 良の 家集と いふ 觀を呈 したので ある。 尤も 天 平 五 年の 好 去 好來の 歌な ど は 旅人 薨 後の 

ものであるが、 これ は 後に 書 加 へられた ので あらう。 或は 家 持 卿が 書 加へ たの かも 知れぬ. し 家 持 卿と 萬 葉 集との 

關係、 萬 葉集卷 一 から 「山上 憶 良 類聚 歌 林 曰」 など ある 事情、 それ 等 を 察すれば、 憶 良と 家 持、 隨 つて 憶 良と 萬 

葉 集との 關係も 何等かの 絲 がつな がって 居る 事 は 疑ない。 

萬 葉集卷 五に 就いて 
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要するに、 萬 葉 集 卷五は 旅人 卿の 手許で、 色々 な 歌 を 書 込んで おいた ー卷に 相違ない。 それ 故 帥 自身の 歌も卷 

頭の を始 として 所々 にあり、 梅花 歌 三十 二 首の 序に 「萃于 帥老之 宅」 など あるの は、 旅人 卿が 自分から いふ 口調 

で、 これ 等 は 旅人 卿の 書いて 置いた ものが 交った ので ある。 叉 「淡 等 謹狀」 と 書いた のな ども それで ある。 面白 

いのは 松 浦 河 贈答 歌で、 「下 官」 とい ふ詞 もあって 憶 良ら しいが、 其の後 人 追 和の 詩の 下に 「都 帥老」 と ある こと 

である。 卽ち 旅人が 附記した ので ある。 藤 原 房 前との 應 答な ども、 旅人 卿の 家に 憶 良から 奉った 歌と 一所に なつ 

て 居った ので あらう。 さう して これが 萬 葉 集 二十 卷 中の ー卷 となって 傳 はった ので あらう C 尙憶 良の 歌が 家 持の 

歌な どと 同じく、 全く 昔 韻 的に 卽ち 一 音 一 字で 書かれた こと も 注意す ベ き點 で、 これ は 憶 良が 旅人 卿に 見せる の 

で、 成るべく 讀違 などの 無い 樣に 丁寧に 書いた もの かと も 察せられる。  (大正 四 年 一一 一月 「心の 花」) 

和歌と 近古 小說 

こ、 に 和歌と 近古 小說 とい ふ 題 を 出して 置き ましたが、 近古と 申します の は、 鎌倉時代、 足利時代 を總稱 して 

申す ので ございまして、 德川 時代 は 入り ませぬ。 叉 平安朝 時代 も 除く のであります。 つまり 專ら 鎌倉時代、 足 利 

時代に 於け る 和歌と 小説との 關 係に 就いて、 少しく お 話 をして 見たい と 田で かので あります。 
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ー體 和歌と 申します もの は、 日本 文學を 經緯に 貫いて 居る ものでありまして、 三十 一文字の 歌 は、 日本の 極く 

古い 時代から 今日に 至る 迄 連綿と して 傳 はって 居り、 さう して 何れの 時代の 文藝を 見ましても、 和歌が 必す 其の 

根抵 をな して 居る かと 思 ひます"" 通俗の 淨瑶璃 の やうな ものまで も、 和歌が 其の 根本と なって 居る とい ふこと は、 

私が 申 上げる 迄 もな く 御 承知の ことと 存じます。 叉 平安朝 時代の 文學、 卽ち 最初の 純 國文學 も、 實は 歌が 根本と 

なって 居ります ので、 日本 文學は 和歌が 源泉と なって 發 達した と 言っても 差 支へ ない と 思 ひます。 「伊勢 物語」 の 

如く 歌の 由 緖を書 いたやうな ものが だん/ \發 達して、 終に は 色々 な 事件 を 綴り 合せ、 結構 を 付ける やうに なつ 

たのが 卽ち 「源氏物語」 「宇津 保 物語」 の やうな 小說 物語であります。 叉 多くの 歌の 由來を 自分の 懷舊談 に 列ね た 

のが 「和 泉 式部 日記」 の やうな 日記 類であります。 叉 「枕 草子」 の 如き 隨筆 も、 歌人が 天地 萬 物を觀 察した もの 

で、 半ば は 日記 もま ざって 居り、 和歌と は 密接に 結び付いて 居る ものであります。 

されば 此の 平安朝 時代の 文 學を模 做した 所の 近古 文學、 卽ち鎌 倉 足利時代 にあら はれた 小說が 和歌に 關 係の あ 

ると いふ こと は、 申す まで もない ことであります。 近古の 小說と 申しましても、 色々 の 種類が ありまして、 平安 

朝 時代の 物語に 模倣して * 其の 直系に 屬 する ものが あります。 例へば 「苔の 衣」 「岩清水 物語」 「兵 部 卿 物語」 の 

如き ものであります。 叉 平安朝 時代に は 見えない 英雄 豪傑の 武勇 談、 戰 爭談、 例へば 「義經 記」 「會 我物 語」 とい 

ふやうな 題材で、 「辨慶 物語」 だと か 「酒 顧 童子」 「富 士の人 穴 草子」 などと いふ やうな、 武勇が かった 小 說は此 

の 時代に なって 初めて 出た のであります。 それから、 これ も 平安朝 時代に はなかった もので、 子供の 話 を 本に し 

和 欲と 近古 小說 
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た 「一 寸 法師」 「物臭 太郞」 「浦 島 太郞」 T 福 富 草子」 などと いふ もの も 此の 時代に 初めて 出た のであります。 叉 同 

じ 子供の 話で も、 動物 を 材料に して 作った 寓話 もあります。 例へば 「狐の 草子」 「木幡 狐」 などと いふ やうな 類で 

あります。 尙又、 本 地 物と 言って、 神怫の 由來、 緣起等 を 書いた もの も 此の 時代に 多く 出来て 居ります 。「七夕の 

由來」 r 嚴 島の 本 地」 「梵天 國」 「毘 沙門の 本 地」 の 類が それであります。 大體に 於て 此の 時代の 文學 は、 平安朝 時 

代の ものより は >  餘程 劣って 居ります。 もとより 「源氏物語」 の やうな 立派な もの はあり ませぬ。 所謂 武家時代 

で、 學 問の 方 は 餘り發 達して 居らない 時であります から、 概して 劣って 居ります が、 其の 代り 空想 は 却って 廣く 

なって 居ります。 眞實 ではなく して、 夢幻に 遊び、 宗敎に 入って 居る 所が 多い ので、 其の 幼稚た 點に 却って 面白 

い ふし も あり ます。 

さて 此の 近古 時代の 種々 の 小 說を總 括して 申し ますれば、 一面に 於て は 和歌が 其の 根抵 をな し、 一面に 於て は 

怫敎が 其の 根柢 をな して 居る のであります。 卽 ち歌學 と佛學 との 上に 立って 居る のであります。 到る 處 「古今」 

以下の 歌 を 引 歌に すると か、 「古今 集」 の 序文の 講釋 をす ると かいふ やうな ことの 一方に は佛 敎の說 法が 入って 居 

る。 怫 法の 方 は 無論 坊主が 知って 居る が、 朝廷の こと、 日本の ことに 就いては 歌 學を學 んだ人 (主に 公家) でた 

ければ 分らぬ。 そこで 其の 歌 學と佛 法と が 結び付いて 近古 文學 とい ふ ものが 成立った のであります。 さう して 歌 

學は 有職 故實 とい ふ 方面と 結び付いて、 尙 古の 敎訓を なし、 佛法は 道德の 方面からの 敎訓の 意義 をな して 居り ま 

すので、 言 換 へれば 一方 は 日本 固有の 文明 を 承け たもので あり、 一方 は 外來の 知識 を 人れ たもので あります。 さ 
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うして 此の 歌 學と佛 法と が 融和して * 佛道卽 ち 歌道、 佛 道を學 ぶの も、 歌 學を學 ぶの も 結局 同じ だとい ふ 風に も 

考 へられた のであります。 さう して 巧に 歌 を 詠み、 深く 怫 法に 通じた 人が、 此の 時代の 理想的 人物に 相違な かつ 

たのであります。 小 野 小町 を 絶世の 美人と いひ、 在 原 業 平 を 日本 一 の 美男で あると い ふやう にいった の も、 「古今 

集」 の 序から 來て 居る のであります。 

それ 故 先刻 申しました 武勇 談 にせよ、 或は 「物臭 太郞」 の やうな 童話 物にせよ、 何れも 歌が 本に なって 居り ま 

す。 何でも 彼で も 歌に 結び付けて あります。 例へば 戀の 成就 するとい ふやうな こと も 歌から 來、 失望 落膽 して 世 

を はかなむ とい ふやうな こと もや はり 歌から 來る やうに して、 歌と いふ もの は 此の 時代の 小說の 脚色の 重要なる 

地點を 占めて 居った のであります。 「和 田 酒 盛」 といって 後の 歌舞伎の 「草 指曳」 や 「矢の 根」 の 本と なった 舞の 

本の 中に、 大 磯の 虎が、 曾 我 十郞と 和田義 盛と 兩 人から 一時に K 孤 を 差されて、 何方へ 返盃して よい か 頻りに 思 ひ 

惑うて 居る 所 を 形容した 語に、 其の 有様 は 恰も 明 石の 浦に 人 丸 が^と 料紙と を備 へて 置いて、 ほ のん \ と 明け ゆ 

く 浦波 を 眺めて 思 ひ 煩 ふ 風情に 似たり けりと いふ やうに 書いて あります。 大 磯の 虎と 歌道と は緣の 無い 話で ある 

が、 それに 和歌 を 結び付けて 居る のであります。 叉 「八 島」 とい ふのに は、 義經 が辨慶 等を隨 へ、 越路 から 陸 奥 

に 落延びて、 佐 藤の 家 を 訪れた 時の 家の 容 Ml を 書いて、 佛 壇に 阿 彌陀三 尊の 像が 掛 つて 居って、 其の 傍に 人 丸の 

像が 掛 つて 居った と 書いて あります。 叉 靜が鎌 倉に 捕 はれて、 愈- -由比 ケ濱で 首 を 刎ねられよう とする 時に、 平 

政 子の 歎願に よって 助命せられ る" さて 靜が政 子の 前へ 出る と、 政 子 は靜に 向って、 「お前 は 歌の道 を 知って 居る 

和 欺と 近古 小說 
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さう だから 歌の 問答 をしょう では 無い か」 とい ひ、 それから 「伊勢 物語 は 誰の 作 か」 「初 冠と は 何事 ぞ」 などと、 

今日の 口頭 試驗 でも 受ける やうな、 歌學の 問答が 始る。 さう いふ やうに 此の 時代の 小說に は、 緣の 無い 歌 談を必 

す何處 かに 入れて ある。 これ は 全く 歌と いふ ものが 其の 頃の 學問 でも あり、 趣味で もあった からであります。 

かう いふ 風で、 此の 時代の 小說 は、 歌に 關 係の 無い もの は 殆ど ありませ ぬが、 就中 純粹に 和歌 を 本と した 二三 

の 小說に 就いて お 話 をして 見ます と、 前に も 申した やうに、 此の 時代に は 鳥 ゃ獸を 人に 擬 して 作った 寓話が 澤山 

あります。 例へば 「鴉 鷺合戰 物語」、 これ は 驚に 美しい 娘が ある。 其の 娘 を 鴉が 見 染めて、 貰 ひたいと いひ、 それ 

が 本で 驚と 鸦の 合戰が 起る のであります。 叉 「魚 鳥 平家」 と 一 百って、 魚類と 精進 物の 戰爭 もあります。 戰爭を 盛 

にして 居った 時代で あるから、 滑稽 小說 としても 然 かう いふ ものが 出た のであります。 

さう いふ 風であります から、 歌の 物語に もこれ に 似せて 擬人 的に 作った のがあります。 これ は 「群 書類 從」 に 

あるので あります が、 「十二 類歌 合」 とい ふの があります。 八月 十五 日の 夜、 子、 丑、 寅、 卯と いふ やうな 十二支 

の 動物が 集って、 月を觀 ながら 歌合 をしょう とい ふこと になって、 十二の 動物が それ- <\ 歌 を 作った。 それで 六 

組の 歌合が 出來 たが、 其の 判者がなければ ならぬ。 「判者に は 誰が よから う」 と 言って 居る 所へ 鹿と 独が やって 來 

た。 鹿 はかね，^ 歌に も 詠まれ、 優美な ものと 見做されて 居る から、 鹿が 判 をす る ことにな つた。 さう して 鹿 は 

一同から 尊敬され、 歡 待され たので、 狸 は 羨し くて 堪ら ぬ。 其の 次に 叉 歌合の あった 時、 今度 は 趣は獨 りで 出掛 

けて 行って、 頼まれ もしない のに 刹 者に ならう とした。 十二支の 動物 はこれ を 承知し ないで、 散々 に 狸 を 嘲弄し 
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た。 そこで I- は 大いに 憤って、 か はう その 守 だと か、 稻荷 山の 狐 だと か、 熊 野 山の 若 熊 だと か、 蓮臺 野の 狼 だと 

かいふ やうな 色々 の 獸類を 集めて、 十二支の 動物と 戰爭を するとい ふ 滑稽 的 物語であります。 其の 歌合の 一 つ を 

申し て 見ます ると、 

つれな しと 夕吿 鳥の なくなべ にかげ ほのめかす 有 明の 月 

これ は 難の 歌であります。 

あけがたの 月の 光の しろう さぎ 耳に ぞ 高き 松風の 聲 

これ は 鬼の 歌であります。 さう して 此の 歌合に は 判の 詞 があります。 

これに 類した ものに 「こ ほろ ぎの 草子」 と い ふ も の があります。 こ れも小 說の形 を 以て 現した 歌合 で あ り ます。 

こ ほろ ぎが 發 起で、 色々 の蟲が 集って 歌 を 詠んで 樂 しんだ のであります。 はたおり、 す^むし、 きり/^ す、 ほ 

たる、 か、 かげろ ふ、 たまむし、 みのむし、 きこりむ し、 て ふ、 はち、 こがねむし、 まつむし、 はへ、 くつ わむ 

し、 ひぐ らし、 かまきり、 くも、 けら、 あり、 けら/ \、 いもむし、 み.^ す、 けむし、 とかげ、 へび、 しらみ、 

のみ、 むかで、 とびむし、 ゐ もり、 かへ る、 やすで、 せみ、 かう いふ やうな 蟲が 集って 歌 を 詠む ことにな つた。 

さう して 钊 者に は 中納 一一 一一 n 在 原の ひきが へ るが なりました。 水に 鳴く 蛙と い ふ 所から、 ひきが へ るが なった のでせ 

う。 これに は 判の 詞 はあり ませぬ。 勝負 だけが あります。 其の 中に ゐ もりが 蛙 を 妬んで 

立ち もせす 下に も uln らす さわがしく か へ る/ \ と い ふぞを かしき 

和歌と 近古 小說 
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と 詠む と、 蛙が 之を聽 いて、 

あさまし や 墨の 衣に 身 を そ めて など か 色に はふ か きゐ もり ぞ 

と霄 つて 篤った とい ふ 滑稽 もあります。 

それから 叉 「玉蟲 の 草紙」 とい ふの があります。 これ も 「こ ほろ ぎの 草子」 と 同じ やうな ものであります が、 

かげ- C ふ 0 ひやう & かはづ 05 

色々 の蟲が 玉蟲の 美しい 姿に あこがれて、 歌 を玉蟲 に？^ つて、 其の 返事 を 求めた のであります。 蜻餘 兵衞、 蛙雅 

たっすけ いな _*】 のさい しゃう .！》•< 'むし Q さんみち ゆうじ やう せみ G うだいじん まつわ」 くだい じん 

樂助、 蝗 宰相、 鈴蟲 三位 中將、 蟬 右大臣、 松蟲 左大臣な どと いふ やうに して、 それん，， \ 歌 を 作って 玉蟲に 贈つ 

こえむ し  • 

たのであります。 玉蟲は それに 對 して 一 々返歌 をした が、 中に 肥蟲 とい ふ 糞の 中の 蟲 など は、 及ばぬ 戀とは 思 ひ 

ながら も、 歌 を 贈って 居ります。 好い 返事が たかった ので、 失戀の 結果 死んで しまったの も あり、 結局 松 蟲左大 

臣 が玉蟲 とかたら ふとい ふ 事になる のであります。  . 

其の 外 「蟲 歌合」 「鳥 歌合」 とい ふやうな もの も r 讀群 書類 從」 の 中に 見えて 居ります。 此の r 蟲 歌合」 は 「こ ほ 

ろぎ の 草子」 の眞似 をして 作った ものと 見えて、 やはり こ ほろ ぎの 發 起で、 蛙が 判者と なって 十 五番の 歌合 をし 

くち * は ひきが へる 

ます。 さう して 一番 最後の 歌 は 蛇と 瞻餘の 歌で あつたが、 判者 は 蛇が 怖い ので 恐る/ \ 蛇の 顔色 を 見ながら、 非 

常に 蛇の 歌 を 賞め て、 これ 程の 名歌 は 昔から 恐らく あるまい とい ふやうな こと を 一 百って、 倉皇として 竹 藪の 中へ 

逃げて 行った と：^ ふやうな、 「こ ほろ ぎの 草子」 よりも 一歩 進めた 滑稽の 作意が あります。 

「鳥 歌合」 とい ふの は、 r 蟲 歌合」 より は 後に 出來 たもの らしく、 蟲 さへ 歌 を 詠んで 居る から、 鳥で も 歌の 詠めな 
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いこと はない。 蟲が藤 原 氏なら ば 鳥 は 源氏で ある。 源平 藤 橘、 皆 歌 を 詠む の だから、 鳥の 仲間で も 歌 を 詠まう で 

はない かとい ふので、 これ はみ そ さ いが 發起 をして、 第一 に贊成 をした のは鶯 であった。 それで 色々 の 鳥が 歌 

合 をす る ことにな り、 例によって 判者 を 選む ことにな つた。 其の 時に みそ さ いは、 「君 は 鳥の 中で も 一 番の 歌人 

であるから 判者に たって くれ」 とい ふと、 鶯は辭 退して、 「私が 判者に なるとい ふやうな こと は 偕 越で ある。 鷲に 

頼んだら よから う」 と ー百 ふ。 それから 色々 相談の 結果、 梟の 智慧 を 借りた が、 梟 も それ は 「力の 强ぃ 鷲の 方が よ 

からう」 とい ふので、 鷲に 頼む ことにした。 さて 此の 催し を 鳥 仲間 だけで やる の は 面白くな いから、 獸類 にも 知 

ら せようと いふ ことにな り、 みそ さ いと 鶯 とが 其の 使に 行く ことにな つたが、 みそ さ いも. 鶯も 此の 使者に 立 

つ ことに は 困った とい ふやうな 滑稽が あります。 かう いふ 風に だん/ \ 滑稽の 趣 も 進んで 來て 居ります が、 要す 

る に 皆小說 の 形式 を 以て 現し た 歌合 物語 で あ り ます。 

それと 同じ やうな もので、 鳥 ゃ獸の やうな 生物で なく、 無生物の 「調度 歌合」 とい ふの もあります。 これ は 或 

家の 主人が 夜半に 不圖 眼を醒 した 所が、 物置の 方で 何だか 話聲が 聞え る。 何事 かと 思って 耳 を 澄して 閒 いて 居る 

と、 屏風 だと か、 長 持 だと か、 箪笥、 机、 鏡臺、 燭薹、 盥 などと いふ 道具が 集って 歌合 を やって 居る のであった。 

「昔 語 質屋 庫」 の やうな 有様です。 最後に 

驚 も 蛙 も 歌 をよ む なれば 聲 なきものの 聲も ありけ り 

とい ふ 歌が あります。 

和 欲と 近古 小： 逸 
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先刻 も 申しました やうに 近古 時代の 小 說には 種々 の 種類が あり ます が、 それ 等の 小說は 皆 歌 を土臺 として 居る 

のであります。 「穗 鷺合戰 物語」 の 中に も 長い 歌學の 講義が あります C 實 は小說 ばかりでなく 謠曲 でも やはり さ 

うです が、 特に 歌合 を小說 にした の は 今 申した やうな 五六 種の ものであります。 これ 等の もの を 見ます ると、 ま 

ことによ く 其の 時代の 有樣が 分る のであります。 卽ち 歌學が 尊重され、 歌合が 行 はれた 時代の 趣味、 それが 寓話 

的 物語と なって 現れた のが、 非常に 面白い ことと 思 ひます。 叉戰爭 のあった 時代 故、 軍記物語 となった の も 面白 

い。 和歌と 戰爭、 それが 結び付いて 居る のであります。 判者の 娃が蛇 を 恐れて 蛇の 歌. を 貰め ると か、 鴛が鷲 を 恐 

れて 判者になる 事 を 避ける とい ふや う な、 實カ に壓 せら れ權勢 に 媚びる 時代の 風潮 も 窺 はれる のであります。 さ 

うして 眞 面目の 中に 滑稽が 見える。 これ は 一 面に 於て 我が 國 民の 機智が 現れた ものであると 思 ひます。 

甚だつ まらぬ お 話で ありました が、 和歌に 趣味 を もたれる 方々 の 御 集りであります から、 近古 時代の 小說 とい 

ふ もの は、 和歌が 其の 半面 をな して 居る とい ふことの 一端 をお 話した 次第であります。 

(竹 柏 會大會 講演、 大正 四 年 五月 「心 Q 花」) 

大日 本國 語 辭 典 序 
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十年一昔 とい ふこと を 思 ふと、 上 出、 松 井の 二君が 國語辭 書の 編纂に 著 手せられ てから も、 一昔 はとく に濟ん 

だ。 編纂 開始の 心 祝と いふので、 知友 数名が 晚餐會 に 招かれて 打與 じたの は、 つい 此の間の やうな 氣 もす るが、 

其の 頃 始めて 小學 校に 入った 余が 娘 は、 已に 人に 嫁いで 人の子の 母と なって 居る。 短い やうで 長い ものである。 

今や 其の 第一 卷 がいよ く 出版になる とい ふ 音 づれを 聞いて、 余 は 初孫の 誕生 を 見た 時と 同じ やうな、 しかも そ 

れ より は 大きい 一 種の 喜悅を 禁じ 得ない ので ある。 

年の 流 は 水の 流と 同じく、 世事の 變遷は 行く 雲の やうに 極り がない。 此の 一昔の 間に は、 日露 戰 役と いふ 大事 

件が 起って、 我が 日本の 國勢 をー變 せしめた。 政治 や 軍事 や 工業 や 貿易 やの 進歩 發展の 跡 を 見ても、 其の 問の 十 

年 は 通常の 十 年で は 無かった. レ 二君の 編纂 事業 はかう いふ 中に、 徐々 と 其の 工程 を 進めて 行った ので ある。 

鑛 山から 掘 出されて、 選 分けられ、 鑄 分けられて 行く 錄 石の やうに、 幾 萬 幾 十 萬と ない 古語 や 新語 は 幾 百 部 幾 

千 部の 典籍 圖 書の 中から 摘出せられ * 拾集 せられて、 書 留められ、 整理 せられる。 編輯 室に 山 を 成した 力 ー ドは、 

次第に 墨 や インキで 染められて 行く。 一月 二月 三月 四月、 秋 も 暮れ、 春 も 逝いて、 曆も 幾度 か改 る。 同じ 仕事が 

はてしなく いつまでも 續く。 傍から 見れば 涉の 行かぬ こと は齒 痒い やうで、 何時 方の つく ことかと 危 まれる 程で 

あった。 編輯 窒は松 井 君の 邸內の 離れ家に あつたが、 それでも 夜半の 半鐘に 肝 を 冷して， 餘 所ながら 無事 を 祈つ 

たこと も 幾度 か 分らぬ。 二君の 筆と 頭腦 は間斷 なく 此の間に 活動して、 採る もの は 採り、 棄 てる もの は棄 て、 其 

の 進 步は遲 いが、 其の 成果 は確實 であった. レ かくて 粒々 積 上げた 砂子 も 遂に は 山 を 成す 喩の やうに、 編纂の 稍 緒 

大日 本國語 辭典 序 
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に 就いた までに は、 鐵道は 何千 哩 落成の 祝賀 會を 催した し、 何萬顿 とい ふ 軍艦 は幾隻 となく 進水式に 浮び 出た の 

であった。 

學 者の 仕事 はじみ である。 目覺 しく 世人 を 驚かす やうな こと は 無い。 二君が 拮据 十餘 年の 編纂 享業 も、 靜 かな 

1 窒に靜 かに 行 はれた ので ある。 けれども 一た び 其の 室に 入って、 山成す 材料 を 見上げる もの は. 何人も 其の 難 

* 業た る こと を 承認せ すに は 居られぬ。 叉 編纂 者の 決心と 根氣を 尊敬せ すに は 居られぬ。 さう して それが 決して 

學 者の 閑專業 では 無くして、 實は國 家 的 大事 業であった ことに 考へ 到らなければ ならぬ。 國民精 肺の 基礎、 隨っ 

て 國家敎 育 の 根柢と なる 國語 の 調査 整理が、 現今に 緊急で ある こと はいふまで もない C 國家は 軍備ば かり 進んで 

も 一等 國とは 一一 K はれぬ。 あらゆる 方面の 發 展は敎 育の 力に 賴ら ねばならす、 敎 育の 進歩 も國 語の 普及が 根本で あ 

る。 狭い 編輯 室に 行 はれて、 何等せ 人の 注意 を惹 かなかった 學 者の 研究が、 實は絕 大な國 家 的 事業であった とい 

ふこと に 於て、 學 者の 生命が あり、 學 術の 意義が あるので ある。 十 年 以前に 比べて、 鐵 道の 哩數 や、 軍艦の 顿数 

の 大いに 増加した の を 祝賀す る 人 は、 之と 同時に 數 集の 巡洋艦 位で 滿 足して 居った 我が 國語界 が、 十餘 年後の 今 

日、 こ、 に 一大 戰 艦に も譬 ふべき 本書 を 有する に 至った こと を 驚歎し、 歎美し なければ ならぬ。 文物の 整備す る 

のは國 家の 誇で あり、 飾で ある。 叉 精神 界を 支配す る 大きな 武器で ある。 完全な ー辭 書の 存在す る こと も、 國民 

にと りての 立派な 強みになる。 此の 一大 產 物が、 堅忍不抜な 二君の 手に よって 成就 せられた 事 は、 友人た る 余の 

言 ひ し ら ぬ 喜 悅を感 する 所以 である。 この 十 年 は 國語界 に 於て も 亦 無意味な 十 年 では 無かった の で あ る 。 
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學 者の 事業 はいつ も 4i 間と 沒交涉 の もので は 無い。 専心な 研究 は 書齋の 中から 起っても、 世間 は 常に 研究の 題 

目と なる ものである。 辭典の 編纂に 於て は >  進歩して 行く 世間 を， 一日 も餘 所に 見て 居る 譯には 行かぬ」 十 年 一 

昔の 間に は、 國語 そのものの 中に も 絶えす 變 連が 行 はれて 居る。 それに 注意す る だけで も 容易の 業で は 無い。 靜 

寂な 編輯 室 は 紛糾した 實社會 と、 常に 相往 米して 居る ので ある。 

幾多の 困難に 打克 つて、 國 民の 覺 知せ ぬ 間に、 其の 背後に 大きな 國家 事業 を 建設 せられた 二君の 勞苦は 今更 述 

ベる に は 及ばぬ。 後世の 人 は 必す之 を 明治時代に 企てられて、 大正時代に 完成した 大事 業の 一 つに 數 へる であら 

う"  . ■ . 

余 は 一 一 君の 滿 足し 一喜 悅を 察知す ると 同時に * 今か今かと 十 餘年を 待 暮らした 同 友と ともに、 まづー 一 君の 成業 を 

祝して、 一大 白 を 浮べようと 思 ふので ある。  . (大正 四 年 九月し るす) 

藤 島 神社 

きた C しゃう 

越 前の. 國 は舊國 であるから、 名所 舊蹟は 到る. 處に少 くない。 福 井は卽 ち北庄 であって、 柴田勝 家が 豐臣 秀吉に 

攻められて、 妻女と ともに 自 した 所で ある.〕 其の 落城の 日 四月 二十 三日に は、 首の ない 人が 夜半 馬に 乘 つて、 

藤 鳥祌社 
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町中 を 通る といん 話 を 余 等 は 子供の 時に 好奇心 を 以て 聞いた ものである。 今 も柴田 神社と いふの が ある。 我が 福 

井 市で、 最も 新しい、 最も 著しい 名所と いへば ま づ藤島 神社 を擧げ なければ なるまい C 何故に 最も 著しい とい ふ 

か、 そ は 新田 左 中 將義貞 朝臣 を 奉祀した 別格 官幣 社で あるから である。 何故に 最も 新しい とい ふか、 そ は 明治 三 

あす は やま 

十 一 年に 始めて 福 井の 足 羽 山に 鎮座あった からで ある。 

藤 島 神社と いふの はもと 藤 島に あつたからで、 卽ち 義貞戰 死の 跡で ある。 太平 記に、 

義貞 聞き も あへ す、 士を 失って 獨り 免る、 は 我が 意に あらす とい ひて、 尙 敵の 中へ 驅 入らん と、 駿馬に 一 鞭 を 

進めら る。 此の 馬 名譽の 駿足な りければ、 一二 丈の 堀 を も 前々 たやすく 越えけ るが、 五 筋まで 射 立てられ たる 

矢に や 弱り けん、 小 溝 一 つ を 越え かねて、 屏風 を 倒す が 如く 岸の 下に ぞ ころびけ る" 義貞 左手の 足 をし かれて、 

，  まっかう  み けん 

起 上がらん とし 給 ふ 所に、 白羽の 矢 一筋、 眞向は づれ、 眉間の 眞 中に ぞ 立ったり ける C 急所の 痛手 なれば 一 

矢に 目 くれ 心 迷 ひければ、 義貞今 は 叶 はじと や 思 ひけん、 拔 きたる 太刀 を 左の 手に 取 渡し、 自ら 首 を かき 切つ 

て 深 泥の 中に 藏 して、 其の上に 横た はって ぞ 伏し 給 ひける。 

一代の 名將、 南朝の 忠臣 義貞の 末期 はかく あはれ な ものであった。 楠 公が 舍弟を 顧みて 「七た び 人間に 生れて 

賊を 亡さん」 と 言った のより は、 一 曆はかなぃ、ぁはれ.^;^最後でぁる。 それで 別格 官幣社 は 始め 藤 島に あつたが、 

同所 は 度々 の 出水な どで、 折々 は 神社の 殿上へ 浸水 するとい ふやうな こと も あり、 遂に 幅 井へ 鎭座 せられる こと 

になった ので ある。 新田 氏の 子孫た る大館 氏が 最初に 宮司 を 務められて 居った が、 後に 今の 伊勢神宮の 權 宮司 今 
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井淸彥 氏が 宮司と なられ、 其の 在任中、 朝野の 間に 奔走 せられて 遷座の 事が 成立った ので ある。 さう して 福 井の 

1 名所が 增 したので ある。 

之に 就いて 特筆し なければ ならぬ の は 我が 藩の 先君 光 通 公で ある。 此の 君が 深く 義貞 公の 精 忠を慕 はれ. - 其の 

戰 死の 地の 我が 領內に 在る 事から、 其の 戰 死の 跡と おぼしき 所へ、 新田 左中將 義貞戰 歿之處 とい ふ 石碑 を 建てら 

れ たこと である。 これ は 南朝の 忠臣 を あら はされ たこと に 於て、 實に 先頭 第一 の 事業であった。 水 戸の 光園 卿が 

神戶湊 川へ 嗚呼 忠臣 楠 子 之 墓 を 建てられ たこと は、 誰し も 人の 知る 所で、 それが 往還の 人に も 知られ、 勤王 心 を 

激勵 した こと は、 大きな 事蹟で あるが、 光 通 公の 義貞 公戰歿 の處を 示された 事 は、 實 はこれ よりも 三十 年ば かり 

前の 事で ある。 明治に なって 籐島 神社の 建った の も、 實は それが 本に なった ので ある。 然るに、 楠 子 之 墓の 事 は 

I 間に 知らぬ 人 もな く、 光园 卿の 事 は 最も 著明で あるのに、 我が 光 通 公の 事 は 全く 知らぬ 人が 多い。 誠に 殘 念な 

事で ある。 

神戶は 東西 往還 の 要路で あ るから、 西方 諸 大名 の 往復な どに も 注意され た 事が 多かった であら う。 今 の 祌戶市 

が微々 たる 寒村から、 今日 人口 四十 萬の 大 都に 早變 りした の も、 皆 明治 以後の 發達 であるが、 山陽に も 「平 公 塔 

フク" ビグ ヌ 

下 兩維レ 船」 などい ふ 詩 も ある 通り、 船路 を 行く 人な ど は 必す兵 庫 を 通った ので ある。 それ 故水戶 公の 嗚呼 忠臣 楠 

子 之 墓碑 もー曆 早く 人の 注意 を惹 いたので あらう。 我が 藤 島は大 街道 を 外れて 居る ので 誰も 知らす、 光 通 公の 誠 

心 も 世に 傳 はらたかった ので ある。 

藤 島祌社  . 


315 


論文 隨筆 

今の 藤 鳥の 社殿 は 足 羽 山の 東の 部分に ある 白木 造の 瀟洒な 建築、 福 井 市街 を 俯瞰して 居る。 つ いて 足 羽の 公 

園、. 風光の 美 は 得も霣 はれぬ" 余 等が 幼少の 時に 嬉戯した 所、 いつも 余が 念頭 を 去らぬ。 湊川 神社に 奉賽 する 人 

は、 米 原より 北行して 我が 故鄕福 井に 到り、 必す 此の 藤 島 神社に 參詣し 給へ と勸 める。 今 は 越後からの 線 も逋じ 

た * 故、 此の 故 忠臣の 社へ 詣で るの も 極めて 容易い ことにな つた C  (大正 四 年， 九月 「學 生」) 

卽位禮 拜觀記 

曠古の 大典に 參列 者の 一人た る榮 譽を擔 ひ、 こ、 に學生 諸君に 向って、 其の 御 模様 を 語る こと を 得る の は、  < ：ル 

の 最も 喜と する 所で ある。 

時 は 大正 四 年卽ち 紀元 二 千 五 百 七十 五 年の 十一月 十日、 人皇 第 百 二十 三代の 帝 祚を踐 ませ 給 ふ 天皇陛下 は、 登 

極 令の 規定に より、 內 外の 文武 官僚 及び 貴衆兩 院議 員、 地方 在住者 總代等 二 千 餘名を 平安京の 舊 都に 召させられ、 

卽 位の 旨 を 皇祖の 靈に 告げさせられ、 天下 萬 民に もお 知らせになる ので ある。 

, 京都市 は 街 上の 装飾、 掃除 殘る處 なく 行 屈いて、 數夜來 軒 提灯の 光、 イルミ ネ ー シ ヨンの 輝きに 照り 渡って 居 

るノ 生憎の 細雨 は 八日 九日と 條續 いたが、 此の 光 榮の日 はどうして 霧れ すに は 居られよう。 九日の 夜半から 密雲 
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は 次第に 薄らぎ 初めた。 大禮使 參與官 たる 同宿の 福 原 氏 は 午前 六 時までに 參朝 するとい ふので、， 三時 頃 雨 戶を明 

けて 空 を 仰いだ が、 「星斗 闌干」 と 喜んで 叫んだ 余も續 いて 起 出で、 水浴して 身 を 潔め、 禮服を 着けな どす る 中、 

夜 は 次第に 明 離れて、 朝日の 光が 東 山の 上に 輝く。 元且の 日の出 を 見る よりも 一 曆嚴肅 な、 壯 快な 氣 分になる。 

門に 待って 居た 人力車に 乘 つて 宿 を 出た の は、 午前 六 時 三十 分。 

賢所 大 前の 儀 

參 集した 第二 朝 集 所 は 新に 御造營 になった ので あるが、 一時的 建造物で あるに も か、 はらす、 節な しの 槍 木造 

ん つう 

で、 天井 も 高く、 廊下 も廣 く、 流石に 規模の 大きな ものである。 敷 詰めた 紅い 段 通 を蹈ん で、 勳 一等 以下の 參列 

員 は 第一 窒、 第二 窒、 第三 室と 各自 定めの 室に 入る。 やがて、 午前 八 時 振鈴の 合圖 と共に、 第一 窒 第一 班から 順 

次 進行 を 起して 左右 二列に なって 賢所 大 前の 左右 幄舍に 導かれる。 ， 

舂與殿 (賢所) は 木の香 も 新しい 新宮 で、 菊 章の 御金 具が 朝日に キラ/ \ と 光る。 御 扉 は旣に 開かれて、 青い 

御簾の 下に は 奉仕の 掌 典 長 以下 掌 典が 露って 居る。 左手に は 羽 車舍が あり、 右手に は 樂舍が あり.、 大 前に は 威儀 

の 人が 四十 餘人、 黑袍、 緋袍、 鏢袍， 綠袍 の束帶 姿に て、 威儀の 物、 榍、 掉、 太刀 等 を それぐ 奉仕して 左. 右二 

列に 控 へて 居る。 誠に 一幅の 古 繪卷を 見る やうで、 其の 美し さ、 尊 さに は、 形容の 詞が 無い。 次に 大勳 位、 大臣、 

大臣 待遇 者、 親任官 等が 同じく 左右に 刖れ て、 幄舍の 前 席に着く。 次にば， 總 員の 起立の 中に、 各 國主權 者の 代表 

者た る 大使、 公使 等が 同じく 左右 幄舍の 座に 着く。 參列文 武官の 金色 爆然 たる 大禮 服、 此の 日 は 白 ズボン を 穿つ 

卽位禮 拜觀記 
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5 ちきす がた 

たので、 殊に 鮮か である。 勳 一等 以上の 夫人 は 桂 姿の 盛装お も ひ/ \ に 着飾り、 备國の 大使， 公使、 其の 夫人 等 

が 今日 を 晴れと 装うた 美々 しさ は、 大 前の 威儀の 人の 古代 服装と 相 映 じて、 東西 古今の 文 華が 一時に 玆に 展開し 

た觀が ある e 

賢所 正面の 御簾が 上って、 幾 十 合の 折 榧で 神饌が 供 へられる。 終って 掌 典 長の 祝詞が あつたの であらう。 しば 

らくして 陛下に は、 宮內 大臣 等 前行し 奉りて、 帛 の御袍 とて、 白 練 衣の 御袍を 召して、 出御 あち せられる。 侍從 

は 劍璽を 奉じて 隨 ひま ゐら す。 陛下が 內陣の 御座に お着き 遊ばされ たので あらう、 內掌 典の 奉仕す る 鈴の 音が 起 

る。 內侍 所の 御 鈴の 音の 祌々 しいと いふ こと は、 昔の 人 も 言って 居る が、 數秒 毎に 鳴り ひ く 御 鈴の 昔 は 幾千の 

す  し はぶき 

參列 者の 心 耳を淸 ませて、 1^.- の 音 一 つも 聞えぬ。 此の間に 陛下が 御告 文 をお 讀み になって、 萬 世 一系の 皇位に 上 

ら せ られた 事 を 親しく 皇祖 天照大神の 靈 にお 告げお そばす ので ある。 やがて 元の 供奉 員を隨 へて 人 御 あらせられ 

たが、 畏くも 參列員 一同に 向って 御 會釋を 賜 はった やうに 拜み 奉った。 つに いて 允子 內 親王が 皇后陛下の 御代 拜 

をつ とめさせられ、 次に 皇太子殿下の 御拜 があった。 殿下の 古代 服装 を 召させられた 御 姿 は、 恐れ多い が、 誠に 

おか はいらし く 見 奉った。 さて 撒饌 し、 御簾 を 下して、 こ、 に めでたく 午前の 賢所 大 前の 儀 は 終った ので ある。 

此の 日、 參列 員の 進退 はすべ て 鉦 鼓の 音で 合圖 された ので、 誰 一人 言語 を發 する もの はない。 威儀の 人 は儼然 

として 控 へて、 身動きさへ もせぬ。 神代の こと を 思 はせ る 樂舍の 和 琴の 音、 大 前の 砂 を 蹈んで 退 下す る參列 員の 

靴音の 外に は、 靜寂を 破る もの は 何物 も 無かった e 參 列の 外 國 使臣た ち も、 定めて 森厳の 感が 身に 迫って、 坐に 
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我が 國の 古代 を 想 ひ、 後の世までの 語り草に する ことで あらう。 一同 元の 朝 集 所に 還った のが、 十一 時 四十 分 頃 

で- そこで 辨當を 賜 はって 休息した。 

紫 i 辰 殿の 儀 

紫宸殿の 儀 は 午後に 行 はせられ た。 一時 五十 分から 參列 員の 行進が 始 つたが、 今度 は 第三 室の 末 班から、 長い 

廊下 を 傳ひ建 春 門 を 入って、 紫 度 殿の 方へ 導かれた。 さて 左 列の 人 は 日華 門から、 右 列の 人 は 月 華 門から はいつ 

こんら う 

て、 東西の 軒廊に 一列 九 人づっ 程の 割合で 整列した。 余が 席次 は 東の 軒廊の 半より は 少しく 北の方に あって、 大 

庭に 近い 側であった。 紫宸殿の 南 榮には 日輪と 瑞雲と を畫 いた 帽 額が 一面に 凝 渡されて、 御簾 は 高く 捲 上げられ 

て ある。 大 庭に は 威儀の 人が、 午前の 賢所 大 前の 儀と 同じ やうに、 各 威儀の 物 を 捧持して 並列して 居る。 殊に 美 

はた  にち ざうた うばん  にし Q つ ひ 

しく 見えた の は 大小 二十 餘旒の 藤で ある。 東側に は 金色の 日を畫 いた 緋 色の 日像纛 藤、 それに 對 して 西 對には 銀 

げっ ざうた-つ. ばん 

色の 月を畫 いた 白色の 月 像 纛旌が 立てられ、 赤地 錦の 頭 八 咫烏形 大錦旛 と 白地 錦の 靈鵄形 大錦藤 は相對 して 東西 

に飜 つて 居る。 つ いて 菊花 章の 中 錦 簾が、 縹色、 黄色、 緋色、 白色、 紫色の 順序で 左右 各 五本、 同じ 順序で 小 

錦 藤が 五旒づ つ、 萬 歲旖は 少し 內 側に 二 本相對 して 立って 居る。 神武 天皇の 御 時の 故事に よって、 五つの 魚と i 

瓮が畫 かれて あった。 其の 外に 梓 二十 竿が 立てて ある。 

此の 時空 は 一片の 雲 もな きまでに 瑭れ 渡って、 午後 二 時 過の 日の 光 はまと もに 南 殿 を 照して、 大 庭の 白い 砂が 

キラく と 光って 見える。 まして 二十 餘旒 の廯の 金銀の 光、 紅 黄白 紫の 色々 が、 風に 飜 つて 入り 亂れた 有様、 目 

卽位 藏拜. 觀記 
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きざまし 

もまば ゆい 程 きらびやか である。 壯麗 である。 距離の 遠い のと、 左 近の 櫻の 枝が 隙の 四 分の 一 程 を 遮って 居る の 

で、 殿 內の南 痛の 西の 半分が 見られる ばかり、 高 御座 は拜 する ことが 出來 ない。 束帶 姿の 大臣 達が だん/ \ と 座 

に 着く のが 見える。 大隙 首相 も 杖に よって あら はれて 來た。 やがて 階上に 棑の袍 を 着て 立って 居た 蜂須賀 式部官 

が髙聲 で、 警蹕 を傳 へた。 今し も 出御、 高 御座に 御 登りになる ことと、 一同 姿勢 を 正した。 鉦 鼓の 響に 最敬禮 を 

する こと は 午前の 儀の 通りで ある。 首相 は 間もなく 人 杖に 助けられて 西の 階段 を 下りて 來た" さう して 威儀の 人 

/、の 問 を 通って、 南 階の 下に 立った。 此の 時 陛下 は 勅語 を 賜 はった ので あらう。 玉 昔 は 遠い から 聽 取れぬ。 やが 

よ ごと 

て 首相 は 十八 段の 階 を 上って、 高 御座に 向つ て 最敬禮 の 後、 壽詞を 申 上げた。 其の 聲は朗 々としてよ く 聞かれ た ) 

終って 階段 を 下り、 萬歲 藤の 中間に 立って、 萬 歳、 萬歲、 萬歲を 三唱し、 參列員 一同 も 之に 和した。 建禮 門外の 

儀仗兵の 喇叭 も 聞え る。 祝砲の 響が 重々 しくつ^く。 今や 全 國の津 々浦々、 苟 くも 日本 國 旗の 飜る 所に は 萬歲の 

歡聲が 湧く ので ある。 時 は 正に 午後 三時 三十 分であった。 

首相が 座に 復 すると 再、 b 警蹕が 呼ばれた。 今 入御になる ので ある。 かくて 束帶 姿の 宮殿 下、 大臣 達 も 相つ ぐい 

て 退 下、 參列員 一同 も 此の 晴れ やかな 大儀に 列した 光榮を 喜び 合って、 元の 朝 集 所に 還った。 日華 鬥を 出る 時、 

余 は 櫻の 木の 枝 蔭から 高 御座 を 仰ぎ奉る ことが 出來 た。 西の 軒 廊に參 列した 人々 は 右近の 橘の 影に 妨げられて、 

何も 見られなかった さう で、 余 等 東側の もの は尙更 其の 幸福 を 喜んだ。 

かくて 曠古の 大禮の 前半で ある 卽 位の 禮は 滞な くめで たく 相濟ん だのであった。 今日は 卽位禮 後一 曰の 御神樂 
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が 春舆殿 前で 行 はれる ので ある。 今日 もうら、 かな 小春日和 である。 大正 四 年 十一月 十一 日 謹みて 記す。 

大嘗祭 

十日から 引續 いての 好天 氣、 大禮 日和と いふ 語 さへ 出來 た。 十四日の 夕方から 仙 洞 御所 內の朝 集 所へ 參集。 世 

界に 類のない 森厳な 大嘗祭 は、 夜 を 徹して 行 はれる ので ある。 控所 は幾窒 にも 分れて、 まば ゆい 程の 電燈の 光、 

一 々呼 上げる 官 氏名の 順序に よって、 左右 二列に 分れて、 大嘗宮 南 板 垣 鬥內の 握舍に 着席す る。 電燈を 籠め た數 

ひたき つや  に はび 

箇の燈 籠が ホ ン ノリと 明るい。 大嘗宮 の 柴垣が 微かに 認められる だけで ある。 火 焚屋に 燃える 庭撩は 時に 明るく 

やみ 

時に 暗い。 一同の 着席が 濟 むと、 薄明る ぃ燈 籠の 火 も 消されて、 ぬば たまの 暗の 夜で ある。 

いねつ きうた  しづ 

ー聲 長い 笛の 昔が 樂舍 から 起って、 稻舂 歌が 高らかに 呤 ぜられ る。 徐 かに 厳かな 調子で、 神々 しさが 身に 沁む 

やうで ある。 稻春 歌が 終って、 稍し ばし の 程を經 て、 再び 歌聲が 起る。 今し も國 栖の國 風が 奏せられ るので あら 

つかさび と 

う。 つ. V いて 風俗 歌が 歌 はれる。 大鱧 使の 官 人が 起立、 着座 を 呼ぶ 毎に、 或は 起立し、 或は 着座す る。 闇に 包ま 

.  さなが  くわい = ふ 

れ た吁餘 人の 參列員 は、 端坐 凝念して、 身 は 宛ら 神代の 昔に 返った 心地で ある。 今 は 掌 典 長の 祝詞が 濟み、 廻 立 

でん 

殿からの 渡御 もあった ので あらう と、 御祭の 次第 を 想像し 奉る にも、 森厳な 氣が 刻々 に 迫る やうに 覺 える" 余が 

着座した の は 左の 幄舍 で、 折し も 八日 か 九日の 月が 松の 葉 越しに、 白砂の 上 を 照す。 折々 一陣の 塞 風が 吹いて、 

古雅な 單 調な 樂の 響が いつまでも 絕 えす 續 くので ある。 聖上に は 正に 天神地祇 を 奉 請あって、 御對坐 あらせられ 

るので ある-〕 樂の 音の 外に は 人の 音 は 全く 無い。 眞に莊 重 嚴肅を 極めた ものである。 此の 莊重 嚴肅な 御祭 は、 太 

卽位禮 拜觀記 
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^さ でん 

古さな がらの 建築 を傳 へた 大嘗宮 の 中に 行 はれて 居る ので ある。 かくて 悠紀 殿の 御祭が 終った の は 十 一 時 一 一十 分 

の 頃であった。 

あけ 

朝 集 所へ 立戾 つて、 夜食 を 賜 はる。 溫ぃ 御酒、 熱い 吸物、 幾度 か 朱の 御 杯 を 傾けて、 夜寒 も 忘れ 果てる。 十五 

日の 午前 一時 三十 分、 主 基 殿の 御祭が 始 るので、 再び 幄舍の 座に 着く。 老齢の 大官 達が 拜辭 して 退 下した 爲 であ 

らう、 幄舍の 座席 は、 以前よりも 廣く覺 える。 此の度 は 左の 幄舍に 近いので、 歌 樂の音 も ー曆鮮 かに 聞え る。 曉 

の 寒さ は 三十 分、 一 時間 次第に 身に： S むと ともに 嚴肅な 氣分は 一 暦に 加 はる。 樂の 音が 止んで 御祭の 果てた の は 

午前 五 時 二十 分であった。 朝 集 所に 退 下して、 再び 御酒、 御 食 を 賜 はる 頃、 東の 空 は 漸く 明るくな つた。 

十日の 卽 位の 禮に は、 賢所 大 前の 儀に も、 紫 i 辰 殿の 儀に も、 外國の 使臣 も 悉く 參 列した。 それ は 朝日の 輝く 御 

宮、 夕日の 照す 大 庭に 行 はれた ので、 莊嚴 であり、 雄大であった。 それに 引かへ て、 大 嘗の大 御祭 は、 夜陰の 中 

に 行 はせられ る。 參 列の 臣僚は 柴垣 を 隔てて、 肅 然として 陛下の 夜 を 徹しての 親祭に 侍 坐す るので ある。 唯 「森 

嚴」 とい ひ、 「神々 しい」 とい ふより 外に、 形容の 語 は 無い。 卽 位の 大 鱧に 於ても、 遠き 國史を 想 ふの 念 は 油然と 

して 湧いた。 春與殿 前の 威儀の 人、 紫宸殿 前の 大小 錦嬸、 古き 國史の 跡を考 へて、 いよく 國 家の 昌運を 欣慶す 

るの 情に 堪 へす、 今より 六十 年 前に 御 建築に なった 紫 接 殿に 對し 奉って は、 殊に 最近 五十 年來の 皇室の 隆運 を默 

想し 奉らざる を 得なかった。 此の 太古の 儀に よらせられた 大嘗 祭に 於て は、 更に 國史の 各 時代 を 超越して、 西洋 

の 文明 は 勿論、 唐土、 三韓の 文化 も 入って 来ない 神代の 昔 を 追 念して、 我が 國體の 尊厳 無比な こと を、 今更の や 
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うに 感激す るので あった。 

いその かみ 古り し 神代の 神業 を をろ がみ まつる け ふの かし こさ 

大饗 第一 日 

卽 位の 禮、 大嘗祭 いづれ も 滞な く濟ん で、 十六 日に はニ條 離宮に 於て 大饗を 賜 はった。 微臣が 大禮參 列の 榮譽 

を 得た こと さへ、 身に 餘る うれし さで あるのに、 大饗に 御召し を 受けた かしこ さ、 た ふと さ。 亡き 父の 今までい 

まさ まし かばな ど 坐に 思 出 でられる。 午前 十一 時、 南 大手 門の 新しい 撟を 渡って、 御 車 寄から 第三 休 所に 人る。 

がうて んヒ やう 

金 碧の 美を盡 した 格天井、 壁、 襖の 繪畫 装飾、 長 押の 葵の 紋所 も、 德川將 軍の 繁榮を 追想せ しめる 種で あるが、 

こ、 に大權 奉還の 儀 も 定まって、 一時 は 京都府 廳 となって 居った 事な ど を 想へば、 これ も 亦、 維新 以來の 歷史を 

物語る ものである。 

ぜじ やう 

振鈴に よって 參進、 饗宴 場に 人る。 席 は 左右に 分れて、 余 は 右方 第三 班で ある。 軟障を 後に し、 悠紀、 主 基の 

屏風 を 左右に 立 列ね た 玉座 は 一段と 高い。 舞 樂の薹 は 中間に 朱 欄の 色も鮮 かに、 火炎 太鼓が 高く 相 並んで、 槍よ 

り も 美しい。 四面に 張 渡した 朽木 形の 壁 代、 氣 高さが 全 殿に 充滿 ちて 居る。 

警蹕の 聲に 一同 最敬禮 の 中、 出御 あらせられる。 玉座より 勅語 を 賜 はって 再ぴ最 敬禮、 大隈 首相 及び 露國 大使 

の 奉答 いづれ も 嚴肅に 行 はれて、 陛下 先 づ御盞 を擧げ させら るれば 諸 員 皆 着席， 陪宴。 右の 方の 折 敷に 齋 田の 御 

しろき くろき おんか は. i け  ？ 0 

釵を 盛って、 それに 白酒、 黑 酒の 御 土器 も 載って 居る。 三つの 折 敷に 盛られた 御 料理に は、 それ. <\ の 名 も あり、 

卽位躞 拜觀記  I 


0 文隨筆 

故實も あらう。 一向に 辨へ 知らぬ 身に は 一 々の 記憶 も 健で ない。 まづ 白酒、 黑酒を 戴いて、 次に 淸酒を 賜 はった 

ので ある。 

_ ご せち 

御宴の 最中、 笛、 蓽篥の 音と ともに、 久米 舞が 始 つた。 績 いて、 風俗の 舞、 次に 五節の 舞。 とり/^ に、 麗し 

く 優雅であった。 いづれ も 日本 古代の 舞樂 であるの が、 折に つけて 最も 似合し く 感ぜられた。 さう して 一千 名に 

餘る陪 宴 者、 古への 德川將 軍の 一族 も、 締盟 十八 國の 外交官 も皆參 列した 此の 大 饗宴 は、 大帝 國の 今日の 日本 を 

遺憾な く發 揮した も のと 思 はれた。 

.f ざし 

■ 警蹕の 聲. に 入御 を 送り 奉って、 各員 は 銀製の 挿 頭の 花と 第三の 折 敷 や 折 詰 を 風呂敷に 包んで 退 下の 途に 就いた。 

大饗 第二 日の 夜 宴 

十六 日の 大饗 につ いて、 第一 一日の 夜 宴に さへ お召し を 受けた。 今日は 貴 衆 兩院の 議員 も 一 同 召された ので、 

休 所 等 は 昨日よりも 賑か である。 張 渡した 壁 代 も. 取拂 はれて、 豊樂殿 は 其の 面目 を ー變 したやう に 見える。 中央 

の舞臺 を取卷 いて 觀覽 席が ヒシ /\ と 設けられて ある。 余 は 右方 龜覽 席に 居った が、 玉座の 左の 所で、 起立の 儘 

拜觀 する。 最初 は 文の 舞の 萬 歲樂、 次が. 武. の 舞の 太平 樂、 笛、 箫、 蓽篥の 昔 律に つれて、 徐に 進退 曲折す る 舞の 

姿の 優美 嫻雅な こと、 其の 装束の 美し さ、 麗し さ。 折々 鳴 渡る 大太鼓の 響 は 雄大で 溫雅 で、 四 人の 樂 人が 寸分 も 

違 はぬ 均齊を 以て 右に 旋り、 左に 轉じ、 悠揚 迫らぬ 中に、 豪 健の 氣風も 伸張して 見られる。 電 燈は晝 よりも 明る 

く 輝いて、 閃かす 劍の 光、 舞 0. 袖、 折も折と て、 人 問界の 物と は 思 はれぬ。 一同 は唯醉 うたやうな 心 持に なって、 
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一  つもせ ぬ靜 かさであった。 

舞樂訖 つて 入御、 各員 も 皆 元の 休 所に 歸り、 十一 時半 頃、 夜 宴 は 開かれた。 此の度 は 西洋の 管 紘樂賑 しく、 君 

が 代の 奏樂の 中に 出御が ある" 洋風の 御 料理に 美酒 を 頂戴す る 中、 各 國の樂 曲が 代る/ \ 奏せられる.」 賑 しさい 

は 卞しは 

ふば かりで 無い。 還 御 を 送り 奉って、 一 同の 退 下した の は 翌日の 一 時半 頃であった らう" 此の 日 も 一 同に #1 膳に 

かたどった 銀製の 菓子器 を 賜 はった レ 

かくて 十日に 始っ た 大禮は 十七 日 を 以て 終った ので あ る 。 否大禮 はま だ 終 つ た の で は 無い C 陛下に は尙 伊勢 神 

宮- 神武 山陵、 前 朝 四 代の 山陵へ 親 謁の儀 を 今月の 末まで 引 續き行 はせられ るので ある。 東京へ 還 幸、 三十日に 

皇靈殿 親謁の 暴る まで は 尙大禮 中で あるので ある。 

召された る 參列員 は 大饗を 賜 はって、 歸京を 許される ので、 各 締盟 國の 君主 等 を 代表した 大使 以下、 それ-^ 

に 歸途に 就く ので ある。 

十日の 嚴肅 敬虔な 朝の 祭、 賢所 大 前の 儀に 始 つて、 十七 日の 夜 宴 は壯大 で、 華麗で、 賑 かであった】 神代 をし 

のぶ 大嘗祭 を はじめ、 種々 の 御 儀式 は、 一として 日本の 過去の 歷史を 示さぬ もの はない。 束帶 と大禮 服と、 桂 袴 

と al ブ ニァ . コル テと、 五節 舞と 西洋 管絃楽と、 古今 を 合せ、 東西 を 集めて、 一切の 文明 を 融和し、 發展 させ 

た 大帝 國の 面影 は、 此の 大禮 に-於いて 靦 ふこと が出來 たので ある。 (大正 四 年 十二月— 同 五 年 一 月 「學 生」) 

郁 位 拜觀 
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田 中 大秀翁 贈位 記念碑 

石 根 こ iz しき 飛 騍の國 に 早くより 國っ學 の 古き 道 を ふみ 開きて、 高山の 里の 高き 功 ある は 荏 野 翁 田 中大秀 大人 

なり。 大人の 著しし 書い と 多 かる 中に、 物語の 祖と いふなる 竹 取 物語の 解 はし も 初 學の人 もま づ讀 みなら ひて、 

この 道に 人り 立つ 菜と はすめ り。 大人が 神 を 敬 ひ 國を思 ふ 心の 厚 かりし は、 處々 の 神社 叉 は 舊蹟を たづね て、 あ 

る は 社殿 を 再建し、 ある は 石文 を 立て、 ある は 考證の 書 を 物せられ しにても 知るべし。 其の 外雅 樂を始 として 有 

職 故實の 事に もいたり 深く、 ひたぶ るに 古の 道を弘 めんと 眞木柱 立てし 心 は 一す ぢに 動かす、 數 多き 敎子 を敎へ 

導かれけ り。 去年の 秋 かしこくも 今上陛下の 大禮を 行 はせ 給 ひし 時、 普き 大御惠 の 波 は 深 山路の 奥に も 及びて、 

大人に 正 五位の 位 を 贈らせ 給へ る は、 高山の 里の 譽、 飛 騍の國 の 誇に して、 やがて ぞ學の 道の 光に はありけ る。 

大人の 世に 在し し 日、 夢の 中に 百 敷の 大 庭に 參 りて * 親しく 大 御言 を 賜 はると 見し こと あり。 そ は 弘化ニ 年の 冬 

の 頃な りきと いふ C それより 六十 餘年 を經 て、 見し 夢の 現し 事と なりぬ る は、 大人が 眞 心の 天に 通じたり とやい 

ふべき。 同じ 學の流 を 酌む 身の うれし さに 默 しも あへ す、 請 はる チ まに/ \. 其の 由 を 記しつ。 (大正 五 年 四月) 
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米國に 於け る 英語 俳句 

米國 大使館の 參事官 であり、 現に 我が 文科 大學 の學 生で ある ァ ー ネル 君から、 先日 ヴァ ニテ ー、 フ HI ャ とい 

ふ 紐育發 行の 雜誌を 示された が、 其の 中に 發 句の 懸賞 募集が あり、 受賞者の 姓名が 吹聽 されて あつたの は 面白く 

感じた。 發句 といっても、 もとより 英語で やる ので、 つまり 最初の 行が 五 g 、ル 次が 七 綴、 次が 五緣 とい ふ 俳句の 

形式 を 襲うた 短い 英詩で あるので ある。 題 は 「少女の 戀と 義理の 判斷」 とい ふので、 薔薇の 花に 戯れて 居る 蜂に 

寄せて 作れと いふので ある。 それで 最 優等の 選に 入った の は、 紐 育の アリス、 マ クスゥ エル、 アツ ボ ー 嬢と いふ 

人で、 其の 句 は 

Toilel-  of  ages. 

Culling  sweetness  witli  lalxn., 

I  thy  disciple. 

戀 よりも 義理 を 選んだ ので ある。 第一 一等賞 は コンネ クチ カットの スト ラッ トフ ォ ー ドのポ ー ゥ エルと いふ 人 

で、 其の 發句は 次の 通りで ある。 

米國に 於け る 英語 俳句 
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rM-ssionatc  flower, 

w irl 二 illK.  sweets  to  tliy  level., 

(io 二  im ぎ v-poll  thee  ！ 

選者 は いづれ も 誠に 發 句ら しいと 賞め て 居る。 其の 外人 選の 人名 七 八 を 擧げて 居る が、 或は カリフ オル ニヤの 

人 も あり、 或は マッサ チ ュ セッッ の 人 もあって、 可な り各處 から 募に 應 じた ことが 考 へられる。 不審な の は、 其 

の 選者が Kwaw ILi  Ya と ある 事で、 どうも 日本人の 名ら しく はない。 揷圖 中に 郭禮雅 とい ふ 漢字が あるの を 見 

ると、 其の 支那 音ら しい。 こんな 日本人が ある 譯が 無い。 猿號 にしても 變 であるし、 雅號に 支那 昔 を 用 ひる 日本 

人 も 無い。 且叉 其の 出題 も 俳句ら しく は 無い し、 人選の 句 も 俳味 はない やうで ある。 唯 義理と 人情との 爭と いふ 

こと を- 日本人の 思想と 見た ことと、 薔薇の 上の 蜂と いふ 季を 入れさせ たとい ふ處 に、 俳句の 約束 を 守った とい 

ふだけ である。 

思 ふに これ は 俳句 を 心得た 日本人の 仕事で なく、 雜誌 記者が 日本人ら しく 装って. - やって 居る 事で あらう と 思 

ふ。 さう して 讀 者の 好奇心 を 釣って 居る ので あらう.」 郭禮雅 とい ふ 選者の 名が、 明らかに 其の 事 を 裏切って 居る 

やうに 考 へられる。 例の 日本と 支那と を 混同す る 西洋人 の 無識 がた ま/ \ 暴露 されて 居る ので ある。 

それに も拘ら す、 とにかく 日本の 俳句と いふ 短い 詩が 西洋人に 認められ、 其の 五 七 五と いふ 形式で、 自然の 景 

色 を 結 付けた 短詩 を 作る とい ふこと が 流行して 居る の は 面白い 事と いはねば ならぬ。 勿論 繪畫 など は 早くから 知 
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ら巾 たが、 文學の 知られる の は 何とい つても 遲 いもので ある。  (大正 五 年 六月 「帝 國文學 匕 

伊勢 物語の 歌に 就い て 

伊勢 物語の 作者、 著作 年代 等に 就いては、 學 者の 議論 區々 であるが、 これ は實 事物 語と いふよりも * むしろ 名 

歌の 由來を 物語る もので、 萬 葉 集 十六 卷に 有由緣 歌と して、 色， 1< 古歌に 就いての 由來を 書記した ものが あるが、 

それと 同 系統の ものと 思 ふ。 さう して 萬 葉 集の 歌の 漢文の 詞書 を、 國 語で 書いた とい ふだけ の 相違で ある C それ 

故 余 はこの 物語 及び 同 系統の 大和 物語な ど を 歌 物語と 名 づけて、 これから 平安朝の 日記 及び 物語が 湧出で て來る 

源泉と 見て 居る ので ある。 それで 伊勢 中の 歌 を 調べて 見る と、 次の やうな 結果になる。 

歌の 數が 總體で 二百 九 首 ある 中で、 明らかに 古歌 を 引いて、 物語の 筋に 關 係の 無い のが 二 首 あるから、 それ を 

差 引く と、 二百 七 首が 物語の 中の 男女に よって 詠まれた ものである。 其の 中で 叉 業 平 以外の 人の 歌と 斷 つて ある 

のが、 帝、 住吉明 神、 業 平の 母、 藤原敏 行、 在 原 行 平、 源 至、 各 一首で、 紀有 常が 四 首， それから 女の 歌が 五ナ 

三 首 あるから、 計 六十 一二 首卽ち 全部の-歌の 約 三分の 二が 他人の 歌で あるから、 ざっと 三分の 二が 昔 男、 卽ち業 平. 

の 歌と 古來 信ぜられて 居った ので ある。  - 

伊勢 物語の 歌に 就いて  . 
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よくく 此の 物語の 歌 を 調べ て 見る と、 萬 葉 や 六 帖ゃ菅 家 萬 葉な どの 歌が 交って 居る。 これ 等の 歌集 は 傳說的 

に W へられた 古歌、 むしろ 國民 詩と もい ふべき ものの 鬼 集であって、 誰の 作と も 知られす 傳 はった 歌で ある。 そ 

れが 交って 居る ことが、 此の 物語の 歌 物語た る こと を證 明して 居る かとお も ふ。 二三の 例 を擧げ ると、 第三 十三 

段の  P  ， 

蘆邊 よりみち くる 潮の いやましに 君に 心 をお も ひます かな 

とい ふ 昔 男の 歌 は、 新撰 萬 葉に、 

慮 問より みちく る 潮の いやましに おも ひませ ども あかぬ 君 かな 

と ある 歌が、 少し 變 つて 居る ばかりで ある" 併し これ は尙 遡れば、 萬 葉 集 第 四に 

蘆邊 よりみち くる 潮の いやましに おも へ か 君が 忘れ かねつる 

と ある 歌が 少し 變 つたので ある。 叉 第三 十六 段の 

谷せば み 峰まで は へ る 玉 かづら 絕ぇ むと 人 を わがお も はなく に 

と あるの は、 萬 葉 集 十四の 

谷せば み 峰に は ひたる 玉 かづら 絶えむ の 心 わが 思 はなく に 

とい ふ 歌で ある。 第 百 十二 一段の 

須 磨の あまの 鹽燒く 煙 風 をいた みおも はぬ 方に たなびきに けり 
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は 古今 集戀 四に、 題 知らす、 詠 人知ら すと 出て f 歌で、 六.， こま  一 0_、  ？ま 

れも萬 葉 七に  ズ？ は 一の， 。 力 「g の あまの」 となって 居る。 こ 

志珂の あまの I  く 煙 風 をいた み 立ち はの-ぼらす 山に たなびく 

と あるので、 傳說 的の 歌ら しい。 

.^UH^^ 「なかく に戀に 死なす は」 「君が あたり 見 T も 居らむ」 if あわ 猪に より 

^H^^it?.. 「浪 問より 見 ゆる 小島の」 及び 前に 掲げた 「蘆邊 より」 「谷せば み」 

H てば ま if  f  。それ i 帖のは 「みよし 野の 田の I」 「我が かたに よる 

t てて I な は V 力ろ しと」 「今 はとて わする 

C  -  _ づヌ f  -  - ァロ  f-t-yz  .E}i^」  一 V へ はえに い はねま5^-0 一  「ぉ^JJ 

てこし 跡た に」 「うらわ かみね よげ こ」 If  ^If  ^^c\.  f ォ fsrj 一  出て 

1 . =、 i 他 書の 重複 を 除 I て 八 首 ある。 中に も 「風 吹けば 沖つ 白 良 ま 田，， J  5 

如き は 誰も 業 平の 古事と して 疑 はぬ ので あるが、. - 、占 こま.，， —つ _  は、 白 f 田 山」 の 

叉薦 集の  ？  > 巾に は 力く" の 山の はなの 子と いふ 作者が 出て 居り、 且、 

わたの 底 沖つ 白浪立田 山い つか 越えな む 妹が あたり 見む 

：: お 一  こ lliiii 塞、 iii であって. 其の 

I 趣 r ある。 え 鐘 平の 生涯 S 程風續 事に 富んで 居った のと、 Mih 

の 趣に 勝って 居た から、 喜ばれた ので あらう。  力す ま 纏.^ 

伊勢 物語の 歌に 就いて 
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後世で は 在 五 中將日 ST 在 五中將 物語と いふ 名に 押されて * 此の 物語の 昔 男の 歌 をす ベて 業 平の 作と 考 へて、 

勅撰集の 中に も、 業 平と して 擧 げられ る やうに なった。. 勅撰集に 業 平の 名が あっても、 實傺は 誰の 作 か 分らぬ の 

である。 

昔 男の 歌と して 擧 げられ たもの の 中に、 他の 勅撰集 や 家集な どから 考 へて、 他人の 歌と 思 はれる ものが 隨分ぁ 

る。 例へば 女の 詠んだ  - 

風 吹けば と はに 浪 越す 岩 なれ や 我が 衣手の かわく 時な き  . . 

と あるの は 新 古今 戀 の 部の 紀貫 之の 歌 で あ る 。 こ ん な 類、 明白に 他人の 作の この 物語に 採られて 居る の は、 貫 之、 

忠岑、 定基ノ 友 則、 家 持、 望 行、 元方の 七 人まで ある。 男の 歌が 女の 歌に なって 居たり、 雑の 歌が 戀の 歌に なつ 

たりして ゐ るの も ある。 要するに、 古歌に 種々 な 由 來が添 はったり、 歌 句が 幾分 か變 つたり して 居る のが 多い の 

である。 

伊勢 物語の 作者が 古歌の 句 を 多少 變 へて、 色々 の 物語 を附 加した とすれば、 それ は 作者の 手際で あるが、 傳說 

として 傳 へられる 間に、 自然に そんな 變化も 出來、 別な 話が 附 加った とも 見られる。 卽ち 作者 は 唯 それ を 忠實に 

筆記した と 見る ので ある。 どちらが 多い かとい へ ば、 余 はむしろ 後の方が 多い と 言 ひたいの である。 

.  (大正 五 年 八月 「帝 國文 學」) 


332 


外遊 間 話 


布哇 だより 

一人 種 展覽會 

日章旗の 國土を 離れて、 十一 日 目に、 星條 旗の 飜る 布哇の 港に 着いた。 米國の 領土と なって からの 布 哇の發 達 

はすば らしい ものである とのこと。 布哇八 島の 人口 は 二十 三 萬 人、 其の 內 日本人が 九萬餘 人と いふの も、 驚く ベ 

きこと である。 ホノルルの 人口 は 六 萬 人で >  內 日本人が 二 萬 人" 日本人で は あるが、 朝鮮人 も 少し は 居る。 支那 

んも 居る。 葡萄牙 人 も 居る。 露 西 亞人も 居る。 米國人 はもと よめ 居る。 土人の カナ 力 人 も、 もとより 居る。 それ 

が 種々 に雜婚 して、 種. < の 混血 兒が 生れて 居る。 世界中で、 こんな 處も 珍しいで あらう。 とりも 直さす、 人種の 

展覽會 である。 

二 太平洋の 樂園 

椰子 類の 樹^が ま づ熱帶 の 氣分を 浮ばせる が、 こん もりとした 鳳凰 木、 垂條 柳に 似た キヤべ、 藤の 花の やうで 

外遊 間 話 
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金色の 美しい. 花が く 金 雨 花、 いづれ も 一 豆科 植物で、 其の 外に 種々 雜 多の 赤い 花" 黄色な 花、 白い 花、 草 も 木 

も 濃厚な 色彩 を發 揮して、 處々 に 一面に 綠の 芝生、 實に 美麗と いふより 外 は 無い。 それで、 絶えす 貿易風が そよ 

そよ と 吹いて、 溫度は 八十 五 度 を 上らす、 寒い 時で も 六十 五 度 を 下らす、 米國 人が 太平洋 上の 樂 園と 誇稱す るの 

も 無理 は 無い。 併し これが、 一年中 この 通りで は、 何等の 變 化がない。 春夏秋冬、 四季の 移り 變り があって こそ、 

始めて 面白い ので ある。 一寸見る と 良い やう だが、 やはり 日本に 越した こと は 無い と 思った。 

三 三 週間 を寢て くらす 

果物の 多い こと は數へ 切れない 程 ある。 バナナ を始 として、 パパイヤ、 マン ゴ、 グアバ、 ォヒャ 、ぺ ー ャ など、 

とても 覺ぇ 切れない。 切って 盆 や 皿に 盛って あるの を 見る と、 果物 だか 风類 だか 分らない 大きい のが ある。 この 

中には 隨分 野生の ものが あるから、 そんな もので 腹 を ふくら せれば、 安く 上る に 違 ひない。 その上 勞働 賃銀が、 

比較的 高い から、 せ界の 各人 種が、 こ、 に 集って 來 たの も 無理 はない。 朝鮮人な ど は 一 週間 だけ 働いて、 あとの 

三 週間 は寢て 居る とい ふこと である。 

四 野生の 幾 豚  • 

野生と いへば、 鷄の 野放しに なった のが、 いつの 間に か 原野に 繁殖して、 野生の 鷄が 居る。 さうな ると、 羽が 

高く 飛べる やうに なった。 豚 も 山に 人って、 昔の 先祖の 猪に 退化し つ 、ある ものが ある。 之 を 山 豚と いふ さう だ。 

これ はま だ實見 はしない。 
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五 不 勤勉な 绩 

蟻が 勤勉な 蟲 である こと は、 蟲扁 に義の I 方で あるので も 分る が i イソ ップ 物語の 蟻と きりん、 すの 話 も 有名な 

訓話で ある。 處 が熱帶 の樂 園に 生れた 蟻 は 冬 の 用意 をす る 必要 はない。 毎日の 其の 日 基し で 貯蓄 の 必要 はない か 

ら、 蟻 は 此の 地方に 於て は、 何よりの 害蟲 である。 なまけものの 標本で ある。 

六 you の 頭 

カナ 力 語で モロ ハと いふの が、 なまける とい ふこと ださう で、 なまけものの 事 は モ ロハ、 メン とい ふ。 人種の 

混同と 同じ やうに、 言語 も 無敎育 者の 間に は隨 分と 混同す る。 日本人の 勞働 者な ど は、 自分の 事 を單に mo とい 

ふさう だ。 地方の 方言が、 巳に 標準語から は隔 つて 居る 上に、 英語が まじる、 土語が まじる。 隨 分混亂 して 居る 

とい ふこと である。 國語 敎授は 大抵な 仕事で は 無い。 現に 余 は 或 日理髮 店に 行った、 主人 曰く、 「you の 頭 一 分 

刈です か。 all  right  ！」 

七 日本人 の 勢力 

■ 日本人 は甘庶 畑の 栽培の 爲に 渡来した 移民が 多數を 占めて 居る が、 立派な 商店 も あり、 あまり 立派で ない 商店 

も隨分 多い。 ホノルルの 市街 を 散歩 すれば、 どこへ 行っても、 日本人の 廛鋪が 目に 附く。 殊に 町 は づれの パラ マ 

とい ふ 方面 は、 全部 日本人の 店で ある。 そば、 しるこの 看板 も あれば、 御 料理 も あり、 湯屋 も ある。 理髮 店は大 

概 日本人の 營業 である。 自動車の 運轉 手に も、 日本人が 居り、 ホテルの 給仕に も、 日本人が 居る。 日本人の 男子 

外遊 間 話 
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は 洋服で、 婦人 は 日本 服で ある。 浴 衣掛に 下駄の 日本 服で、 子供 を 連れて 歩いて 居る。 電車の 中には、 振 假名 附 

の 日本語で、 注意書が 貼って あるし、 電話帳 を 見ても、 日本語で：； 在 意が 書 加へ て ある。 以て 日本人の 勢力 を 察す 

べしで あるが、 大體に 於て 上流の 人も少 く、 知識階級の 人も少 いから、 布哇 生れの 日本人と いふ もの は、 どうし 

て もえら ぃ大國 民と は 映 じたい さう である。 . 

八 キャンプ 

耕地の 勞働 者の 住居 を キャンプと いふ。 館府と 書いて 居る が、 英語の canip である。 緣の下 をす かして、 高 

く 段々 で 上る やうに なって 居る の は 甚だ 衛生的で あるが、 大抵 は 三疊と 四疊位 に薹 所と い ふ 具合で、 こ れ が 夫婦 

者の 住居で ある。 頭分に なると、 もう 少し 廣 くて、 一寸 家の 周圍に 花な どを植 ゑて あるの も ある。 一村の 中には、 

おかみ さんが 片手間に、 豆腐 を 持へ て賫 つて 居る のな ども ある。 湯屋 も あり、 共同 雪隱 もあって、 低い 日本的 生 

活を やって 居る。 唯 感心した の は、 このむ さくる しい キャンプの 部屋 を靦 くと、 大抵 兩 陛下の 御 寫眞を 飾って あ 

る ことで ある。 キャンプ はすべ て 地主が 給與 する ので、 勞働 者の 得る 賃銀 は 低い のが 二十 五 弗卽ち 五十 圓、 夫婦 

共稼ぎで、 百 弗卽ち 二百 圓を 得る もの も ある さう である C 

九 一年 一千 五 百萬圓 

それで これ 等勞働 者の 日本へ 送金す る 金額が 一 年 一 千 五 百 萬 H とい ふの は 大した ことで ある。 中には、 二三 萬 

圓の 貯金 を 有する もの も 珍しく はない さう だ。 布哇の 移民 は 明治 元年が 始 りで 1 其の 中の 一人 は、 五十 萬 圓の財 
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產家 となって、 今 は 東京で 御前 樣と 呼ばれて 住んで 居る さう である。 

lo 米國の 軍備 

とにかく いつの 間に か、 日本が こんな 勢力 を 作って しまったの である。 布哇の 繁昌 を 起した の は、 日本人が 與 

つて 大いに 力が あつたの である。 近年 米國 では、 それ を 有難い と は 思 はす、 あまり 日本人の 多くなる の を 恐れて 

移民 を 禁止した。 それで 新しい 勞働者 は 来られない 譯 であるが、 妻 を 呼び寄せる こと は 出来る。 寄 婦人と いふ 一 

種の 名詞が 出来て 居る。 一年間に 出生す る 日本人の 子供が 約 三千 入" 何と 言っても、 米 國人は 不安心に 思 ふらし 

い。 こ K に 二 萬 人の 陸兵 を 置き、 叉 ホノルルの 近傍 眞珠灣 に 軍港 を經營 して 居る の は、 太平洋の 樂 園と いふ 名に 

對 して は、 甚だ 矛盾した 處置 である。 

II 獨艦 ガイ ャ ー 

ホノルルの 港に 獨 逸の 小 軍艦 ガ ィャ ー が 武装 を 解除し たま 、横た は つ て 居る。 これ は今囘 の 大戰爭 の 開始と と 

もに、 この 軍艦が こ、 へ 逃げ込んで 来たの を、 日本の 軍艦 肥 前が 來て 見張って 居た ので、 やむ を 得す 武装 を 解い 

たので ある。 乘 組の 水兵な ど は、 三 々五々 市中 を 散歩して 居る e  二 年越しの 滞在、 隨 分と 退屈な ことで あらう。 

「その 時分 は大 變な騷 ぎでした」 と 古い 在住者から、 當 時の 話を閒 いた。 

ニー  自動車 

流石 は 米 人の 住む 所、 人口 六 萬の 都會 に、 自動車の 數が 三千 臺 あるの は、 驚く に 足る。 平均す ると、 二十 人に 

外遊 間 話 


337 


論文 >IS 筆 

1 臺の 割合で ある。 一人 づっ 運轉 手が 要る とすると * もっと 比例が 變 るが、 此の 地で は 男で も、 女で も、 自分で 

運轉 して 居る 人が 多い やうで ある。 叉 一寸した 人 も 自動車 を もって 居る。 或縣 の學務 課長に 逢った が、 その 人が 

翌日 人に 言傳 して、 「御 見物の 時 は 私の 自動車 をお 使 ひ 下さい」 と 一一 I 曰って よこした。 日本の 人力車と いふ 格で あ 

る C 

ニニ 電話料 

電話料 も 他の 割合に すれば 安い。 自宅 用 は 一 ヶ月 二 弗半卽 ち五圓 であるから 日本より は 安い。 商館 等 は 其の 倍 

額で ある さう である。 電話帳 を 見る と、 加入者の 數は七 千 五 百に 上って 居る。 人口に 割って 見る と、 八 人に 就き 

一人が 加入者と いふ わけで ある。 とにかく、 何處 まで も 機械 を 利用す るので ある。 

一四 店の 內は 電燈 ばかり 

營業 時間が 濟 むと、 日本人 や 支那 人の 店の 外 は皆戶 を閉ぢ てし まふ" 店員 は 各 住宅へ かへ つてし まふ 。「商 寶は 

明日の 朝始 ります」 とい ふ 札 を 置いた 儘で、 店 中 一人 も 人氣の 無い 店が 多い" 表の 硝子 戶 から 观 いて 見る と、 品 

物 は 立派に 陳列して ある。 留守居 をして 居る の は、 煌-^ たる 電燈 許で ある。 

一 五 ワイキキ 

こ、 は 年中 海水浴が 出來 るが、 ワイキキの 濱邊が 名高い 處 である" 立派な ホテル も澤山 あるし、 紳士の 住宅 や 

別莊も ある。 そこの 土人の 浪乘り も 見物で ある。 名高い 水族館が あって、 珍奇な 魚類が 澤山 集めて ある。 魚類の 
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:—  ，；-.s 白 いのも 多い が、 其の 色の 美しい こと は 珍無類で ある。 とても 総の 具で は、 あの 色 は 出せない。 八月 三十 

一日 遙 かに 天 長の 佳辰 を 祝し つ、 ホノルル 府、 ヤング ホテルに 於て。 

カリ フォグ 一一 ャだ よ， 9 

一 半 熱 帶の氣 分 

米 領布 哇を 去って、 アメリカの 西の 入口 サンフランシスコ に 着いた の は 九月 十二 日。 カリ フォルニ ャ州を 巡遊 

したの が 約 半 ヶ月。 氣候は 年中 八十 五 度 を 上らす、 六十 五 度 を 下らす とい ふ 桑 港 あたりから、 少し 隔 つて 百度に 

も 上る とい ふサク ラメ ント、 又は 桑 港の 南 五 百哩の ロスアンゼルスまで、 何處 となく 半 熱 帶の氣 分に 滿 ちて 居る 

が、 薄 霧に 包まれた 松の木、 樫の 木な ど を 見る と、 自ら 故國の 初秋の 面影が 身に しむ やうに 思 はれる。 合 衆國の 

大きな 領土から 曾へば、 カリフ オル ニヤ はほんの 一部分に 過ぎない が、 これで も 其の 面積 は舊 日本 (臺灣 や 朝鮮 

など を 除いた) 程あって、 しかも 其の 人口 は 僅かに ニー  百 萬 人と いふので ある。 まだく 移住す ベ き 餘裕も あ る し , 

開拓すべき 原野 も ある。 

二 日本人の 成功 

從來 カリフ オル 二 ャの 農業の 開けなかった の は 此の 地方 は 雨が 少く、 水 を 得る のに 不便であった からで ある。 

然るに 近年の 學 術の 進歩 は 河川な り 鑿井な りから、 水 を 引上げる 工夫 を 容易なら しめたので、 此の 新 灌漑 法と と 

外遊 間 話 
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もに、 ド シ /\ 新しい 耕作地が 開けて 來 たので ある。 最初 は 米 國の敎 育 を 受け 术國 0 學 術を學 ばう とはいり 込ん 

だ 書生ば かりで あつたが、 いつの 間に か、 澤 山の 日本 農業 移住者が 渡來 して、 この 新 耕作地の 農業に 從 事した。 

さう して 葡萄 や イチ ゴ や 野菜 や 桃 や 無花果の やうな 果樹園、 ポテトの 昌、 薔薇 や 菊の花 園 等で 着々 と 成功した の 

である。 中には 布哇 から 移住して 来た 人 も ある C 格別 特殊の 敎育を 受けた ので もない 人が、 腕 一本で 成功して 居 

るの がな か/ \ 多い。 布哇の 日本人の 多くが、 耕作地の 雇人た るのに 比べて、 こ、 では 立派な 大地 主 も ある。 子 

子孫々、 この 土地 を 守って、 永久 米國の 市民と ならう と 心掛けて 居る 人 も ある： 併し 成功者の 裏面に は 多 數の失 

敗者の ある こと を も 知らねば ならぬ。 日本人の 勤勉、 儉約、 怜悧の 美質が、 一面に 於て は此等 成功者 を 出した の 

であるが、 小成に 安んじたり、 放逸に 流れたり する 側の 人々 に は、 巳に 半白に して まだ 將來の 計 を 成し 得ぬ 人が 

多い。 生存 競爭に 打克っ こと は何處 でも 同様で ある。 外國 へさへ 行けば 濡 手で 粟と 思 ふの は、 大 間違で ある。 

三 排日 運動 

とにかく 人が 少 くて、 仕事が 多い 處 であるから、 勤勉で、 機敏で 辛抱 さへ すれば、 優に 他の 人種に 打克 つて 行 

ける。 これが 日本人の 成功の 原因で、 さう して 叉 排日 論の 起った 所以で ある。 日本人 は 骨 を 惜します に 働いて、 

廉價に 生活す るから、 とにかく 叶 はぬ とい ふので ある。 排日 論に は 種々 の 元素が 含まれて 居る が、 この 經濟 問題 

も储 かに 其の 一 つで あるので ある。 勞 働で 金の 取れる 一 例 を 擧げれ ば、 熟した 葡萄の 實をー 一尺に 三尺 位な 板 一 枚 

に 摘 取る だけで、 三 仙 半卽ち 七錢、 一日 出精 すれば 十 弗卽ち 二十 圓の 賃金 を 得られる さう である。 農業ば かりで 
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無く、 他の 勞働 でも， 一時 問 二十 五 仙、 一日 二 弗 五十 仙と すれば 五圓の 金が 得られる から * 廉價な 生活 を 過せば、 

數年 にして 相應の 貯金 も 出来る 譯 である。 初め 一文な しの 勞働 者が、 かくして 次第に 産 を 起した のがな かく 多 

い。 カリフ オル ニヤの 農業 は 日本人の お蔭で、 大いに 發 達した と 言っても よろしい。 いつぞや 此の 雑誌に 紹介 さ 

れた牛 島 ポテト 王の 如き は， 今や この 邊の ポテトの 全權を 握って 居る。 ォ I ク ランドの 堂 本 花園から 出る 花 は、 

桑 港 全體の 飾り 花 を 供給して 居る と 言っても よい 程で ある。 人口 五 萬の フ レス ノ 附近に は 日本人の 土地 所有者 は 

四十 三人 も あると 聞いた。 今度 は 所々 の 農園 も 尋ねて 見た が、 僅か ニー 二人の 手で 大きな 仕事 をして 居る のに は、 

實に 感心した。 一人の 農夫の 手で 年額 八 千圓位 は樂に 得られる ので ある。 ロスアンゼルス 附近の 一 農家に 行って 

見た が、 同家の 主人 は 僅かに 十 H  I クル (日本の 約 四 町 六 畝) を 耕して 居る ので あるが、 年 牧ー萬 二 千圓、 其の 

內 半額 は 純利で あると 言って 居った。 かう いふ 成功 は 他の 人種に は出來 ぬので、 一 方に は 日本人 排斥 論が 根ざし 

て來 たので ある。 カリ フォルニ ャ 排日 論と いふの は 全く こ の 州 だけの 問題で あるが、 それが だん/ \ と 中央まで 

侵して 行く ので ある。 カリフ オル ニヤの 政廳の 所在地 はサ クラ メント で、 この 議事堂 も 見た が、 この 議事堂 こそ 

卽ち 排日 議案の 論 戰の行 はれる 處 である。 排日の 結果、 サク ラメ ント あたりで は、 日本人 入る ベから すと いふ 料 

理店ゃ 茶店が ある。 もし 其處へ 入れば、 いつまで 經 つても、 跳へ を 聞きに 來ぬ。 又 茶 一杯で も 出せば、 代金 五 弗 

(十 圓) を 請求す る ことにな つて 居る さう である。 サンフランシスコ では、 今 はかう い ふ 店が 少 くな つたと 聞い 

た。 

外遊 間 
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四 活動 寫眞の 本場 

サンフランシスコ よりも 氣候 がよく、 且 あまり 日本人 を 嫌 はぬ の は c ス ァ ンゼ ル ス で * 此處の 日本人 は氣 持よ 

ささう にして 居った _レ 此の 土地 は 方々 から 轉住 者が 集って 來 るので、 人口の 增殖は 十五 年間に 五倍した と 領事の 

話であった。 今や 人口 は 五十 萬 以上. 桑 港よりも 盛に なって 來た _レ こ、 は天氣 もよ く、 廣ぃ 土地が あるので、 活 

動 寫眞の フィルム を 製造す る大會 社が いくつ も ある。 領事の 話に 百萬圓 以上の 會 社が 三、 十五 萬圓 以上が 二十、 

南 カリフ オル 二 ャ總體 で 六十 三會 社あって、 米國製 フィルムの 八十 パ -I セ ント まで は、 此の 邊で 出来る とい ふこ 

とで ある。 こ、 に は 日本人が 市內に 一 萬、 市の 附近に 居る の を 合せれば 一 萬 八 九 千に 上る とい ふ。 序にい ふが、 

桑 港の 日本人 は 六 七 干、 ォ ー ク ランドに 二 干 人、 ベルク リ I に 千 二百 人、 アラメダ 附近に 一 干 人、 サク ラメ ント 

に は 二 千 人位 だとい ふ。 余 は 諸處を 巡って、 日本人の 日本語 學校を 見た が、 いづれ も米國 の小學 校へ 行った 後で 

一 二 時 問づっ 日本語 を 授けて 居る ので ある。 米國に 生れて 米國 人の 間に 育った 日本の 子供 故、 日本語よりも 英語 

が 上手で ある C 先生の 惡ロを 一一 E つたり.、 子供 同士の 喧嘩 をす る 時には、 英語 を 使 ふさう である _レ これ 等の 子供の 

敎育 問題 は 大切な 事で ある。 余 は 到る 處に. r 國語敎 育の 必要」 を說 いて 廻った C これ は 布哇の 子供に も 同様 必要 

な 事で あると 思 ふ。 

五 史續 の缺乏 

外 國へ來 て 見れば 感心す る 事 も あるし、 不 感心な 事 も ある。 面白い とお も ふ 事 も あれば、 い. やな 事 も ある。 日 
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本人 排斥の 話な ど を 聞けば、 誰でもよ い 心 持 はせ ぬ。 永く アメリカに 住んで 居て、 頭から 足の 先まで、 米 國に感 

心して 居る 人の 話 を 聞いても、 やはりよ い 心 持 はせ ぬ。 金の 力、 富の 力、 機械の 力の 比較に ならぬ 程 大きい の を 

見て、 感心す ると 同時に、 歷史の 無い のが、 最も 不愉快に 感ぜられる。 歐羅巴 を 巡遊す ると、 到る 處に歷 史上の 

せ蹟ゃ 記念物が あるが、 それが 殆ど 全く 無い。 あっても 極めて 新しい ものば かりで ある" これ は 殊に 米國の 西部 

に 著しい ので、 何となく 新開の 國、 機械の 國と いふ 感じの みがす る， - 要するに 一 つの 大きな 建築物に 對 して 立つ 

た 時、 之が 何百 年 以前の 物で、 誰 それの 遣 跡と 說 明され た 心 持と、 之 は 誰 それの 寄附で、 何百 萬 弗 か、 つたと 說 

明され た 時との 相違で ある。 米 國へ來 て 何人も 不偷 快に 思 ふの は、 史鑌 の缺乏 であらう。 併し 之も餘 儀ない 事で 

ある。 

六 公共 的 事業 

一代の 富豪が 互 額の 資金 を 公共事業に 投 する 事 は、 米國に 於け る 特殊の 見物で、 今日に 於て へ〕 そま だ歷 史的 古 

色を帶 びないが、 これが 數 百年、 數 千年の 後に は、 すべて 歷 史上の 古蹟と なる ので あらう。 個人主義の 國、 自由 

套 鬪の國 として、 自己の 伎倆で、 自己が 築き上げた 富 を、 惜氣 もな く 抛って、 同胞の 爲に、 公共事業 を なすこと 

は、 誠に 感心すべき 美德 である。 大學 や、 圖書館 や、 病院 や、 其の 他 各種の 公共 團體 はこれ 等の 寄附に よって 出 

來て 居る のが、 極めて 多い。 米 國人を 目して 單に 物質に 情憬 すると 思 ふの は 淺見で ある。 米 國人は 其の 互 大な富 

を 成し 得る 伎倆 を 感心す る國 民で ある。 

外遊 間 話 
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七 新聞 雜 誌 

さ 中. に 築き上げた 幾 十 暦の 高屋、 縱橫に 走る 電車 や 汽車 や 自動車、 サンフランシスコ や n ス アン ゼ ルスの 繁榮 

は 流石に 米國 大陸であって、 もとより ホノルルの 比で は 無い。 マ ー ケット 街 あたりの 店 飾りの 美し さ、 往來の 人 

の 華美な 服装、 夜の イルミ ネ ー シ ヨンの 服 を 眩す るば かりの 麗し さも、 格別 感心す るに は 足らぬ C 唯 感心 だと S 心 

つたの は、 街頭に 賣る 新聞紙、 雜 誌の 山 を、 來る人 も 來る人 も、 五 仙な り 十 仙 を 抛って 買って 行く ことで ある。 

敎 育の 普及と いはう か、 讀書 趣味の 普及と いはう か。 とにかく、 男 も 女 も、 金 持 も 貧乏人 も 物を讀 むこと は 容易 

で、 近づき 易い ので ある。 桑 港の 新聞で は、 クロニクル、 ェキザ ミナ I、 コ ー ル などい ふの が あるが、 ェ キザミ 

ナ ー は 二三 十 萬 も賣れ ると 聞いた。 之が 有名な 排日 新聞で ある。 勢力の 偉大な のと 同時に、 善悪 共に 影響の 著し 

いのは 實ふ迄 もない。 雜誌は 多く 東部から 來， るので ある" 

八 赤 リボンの. < 

桑 港へ 着く 前に 米國鐵 道の 役人の 大罷ェ が あると 聞いて 心配した が、 大統領の 盡 力で 無事に 濟ん だ。 併し 此の 

同盟 罷ェ とい ふこと は、 米國を 通じて、 何の 方面に も 行 はれる らしい。 面白 いのは 桑 港の 料理店 や 飯屋の 門口に、 

胸の 邊に赤 リボン を附 けた 男が 立って 居る 事で ある。 これ は 給仕 人 や 何 かの 勞働 組合で、 賃金 を增 させる 爲に、 

之 を 承知. しない 飲食店の 前に 立番 して 居る ので ある。 つまり 間接に 其の 家へ 出入す るお 客 を 監視す るので ある 

が、 さりと て 出入の 客の 妨害 をす るので も 無い。 唯根氣 よく、 朝から 晚 まで、 入口の 處に 立って 居る ので ある。 
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こ \ら が、 米國 式で 面白い 處 である。  - 

九 物の すたり 

米國の 飲食店で 一人前 を 跳へ ると 其の 分量 は 無暗に 多い。 ビス テキの 一人前が 日本の 四 五 人前 分 も ある。 これ 

を 悉く 平らげる と は、 米 國人は 非常な 大食 家 だと 思った が、 十分 食 はすに 棄 てるの も 多い らしい。 何に せよ、 物 

が 豊富で 贅澤 であるから、 粗末に する ことが 多い。 或 人の 話に、 米國 人の 食棄 てで、 佛蘭西 人 全 體が養 はれる さ 

うだと 言った" これ も米國 式の 大ザ ツバな 所で ある。 

-0 細君の 書記 

サク ラメ ントの 政廳へ 行って、 學務 局長の ハイ アト 氏に 逢った" 敎 育の 熱心 家で 色々 な 書類 を くれたが、 其の 

祕書役 を 務めて 居る のが ミセ ス、 ハイ アトで あつたの は 一 寸 驚いた。 而 して 米國 式の 簡易な のに 感じた。 

一一 米 國の國 旗 

國旗を 大切に して、 學 校の 式日な ど は 勿論、 毎日 これに 就いて 注意させる やうに して 居る。 各國の 民族が 人 込 

んで來 て 居る 國柄 故、 近頃 は 殊に 之に 注意す るら しい。 諸 役所 は 勿論、 料理店で も、 宿屋で も、 少し 大きな 建物 

に は、 毎日 星條 旗が 閃いで 居る。 

一二 將來 はどう か 

日米の 間に は 色々 な 疎隔が 横た はって 居る。 歐 洲大戰 後の 形勢 は 如何。 日本人が 開いた 農園 等 は將來 どうなる 

外遊 間 話 
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腧 文隨擎  、。ぼ 乎き る こと や 親 を 呼 寄せる こと S 來るカ 

であらう。 曰 本人の iiue:^ptill ら、 I 霊 

その他 i なか-. liu まだ 產" |、體カが|衰 へて 行く 老年の 曰 本人 

繼承 者が なけれ f らぬク 勞 働して 、 t  )s の il 意して 居った。 將來米 I は カリフ オノ 

るで あらう。 スタック トンの 日本人 會の 書記よ f 執 ^ じ r らかリ 日米の 協約 は 今の 像で、 改正せられ る 時期 は 

£、 も. -非日 案の 方针を 固執す るて あ  ： 、「rl^ 一巧 「學 生」) 

ゃ0«^項としてでは無く益 お 曰 *r プす  大正 五 年 十月 同 六き 

、 ： , ；フ X  ニヤに はま だ/、 I は f  • 

あるまい 力 力！  一 ノメノ 
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歐. 米 旅 行 談 


、 .5- 居？ ます。 5 旅 S に S いたしました こと は 

ま 書き もし、 お 話 もいた したいと 思って 居り？ 力 

。  ほ まこよ 一 ヶ月 程 居りました。 

します  ：、 、T, つ 刀 S 具 こ 布. 1  土に 着きました ォ pit 

私 は 昨年 七月 一一 一十一 日に 日本 を 立ちまして ， 月の；； て f1  年中 美しい 花 I. いて 居る。 夏の 最中で ありまし 

御存じの 通り 布， いふ 所 は 所 裏 然の樂 土で あ  美 


たけれ ども、 風が そよ/ \ と 吹いて 誠によ い 所であります。 こ、 に 一ヶ月の 滞在 は 私の 旅行 中で も 今日から 囘顧 

しても 非常に 陵し いやうな 氣 がいた します。 果物な ども 豐か にありまして、 實に偸 快な 所であります。 御 承知の 

通り 布 i.^ は、 その 昔中濱 萬次郞 などが 漂流した 時分と は 雲泥の 違で、 其の 時分に は 非常に 寂しい 所であった さう 

です が、 近來 殊に 亞米利 加が 併合して 後 は 急速に 發 達して、 ホノルルの ある 島 は 誠に 小さい 島であります が、 今 

では 自動車が 三千 臺も あると いふ 位の 有様でありまして、 亞米利 加 人の金の 勢力で 非常に 賑 かにな つて 居ります。 

人口 は 布 哇の八 島 を 合せまして、 二十 三 萬 人 程あって、 其の 中日 本人 は 九 萬 人、 殆ど 三分の 一 以上 居る ので あり 

ます。 日本人の 勢力 は 中濱萬 次郞の 漂流した 時分と 比較し まする と 非常に 發展 して 居る のであります。 つまり 布 

哇は米 國の资 本と 日本人の 勞働 とで 開けた 島と 言 つても 宜しい 位であります" 資本 は 亜米利加、 勞働は 日本と い 

ふやうな 譯 であるから、 日本人 はどうしても 低い 地位に 居る 譯 であります。 それで 何處へ 行っても 頭が 上らない。 

立派な 家 は 皆 亜米利加 人の 住んで 居る 家で ある" 少數の 商店と か 何とかい ふの は 立派に やって 居ります けれど 

も、 大多數 はい は ゆる 館府 住居です。 向 ふに 居る 日本人の 學齢兒 童 は 一 萬 五 千 人 程 もあります が、 其の 一 萬 五 千 

の兒 童と いふ もの は、 とにかく 彼 所で 生れた 者が 多い のでありまして、 彼等の 頭に は 深く 日本人と いふ もの は餘 

程 劣等な 人種と 映って 居る さう です。 偉い 者 は米國 人で ある、 日本人 は 下等な 人種 だとい ふやう に 彼等の 頭腦に 

映って 居る の はやむ を 得ない 事です。 つまり 子供 等 は、 日本人に は 二種 類あって、 一は 立派な 人、 一は 下等な 者 

とい ふやう に考へ て 居る さう であります。 そ こで 成る ベ く 敎科書 を 書く の でも、 日本人と い ふ もの はさう いふ 下 

歐米 旅行 談 
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等な もので はない、 日本 は 亞米利 加より 古い 國 である、 亞米利 加よりも すっと 昔から 特殊な 立派な 文明の 開けた 

國 である、 金 は 無い 國 だけれ ども、 偉い 國 であると いふ こと を 書かう とい ふの が、 私 どもの 讀本 編纂の 趣意で あ 

りまして、 それ を 大分 書いた つもりで あります。 ちょっとした つまらぬ 話です が、 兹に讀 本 編纂の 苦心 を 申し ま 

すと、 アイ ゥ H ォ 五十 昔を敎 へる 處で、 「へ」 の 字に 困った。 「へ」 とい ふ 字 は 何に 當 てて 敎へ てよ いか 困った の 

です" 彼 所 は 暑い 國 であるから. - 蛇が 居る だら うとい ふので、 蛇に 當 てて 「へ」 の 字を敎 へる つもりで 書いた。 

所が 蛇が 全く 居らぬ のです。 もう 一 つ は 蟻です。 蟻の 貯蓄に 就いては イソ ップの 教訓の 話が あります が、 布哇で 

は 蟻 は 怠け者です。 一 年中 暖 いから 貯蓄な ど はせ すに 遊んで 居る" さう い ふ 行つ て 見ない と 分らぬ やうな ことが 

澤 山あります C そこで 讀 本の 初めから 色々 訂正いた しました。 それから 氣候 風土 を 見ます と、 なかく 面白い こ 

とがあります。 そんな ことで 苦も無く 一ヶ月 を 過し ましたが、 私が 初め 行った 時分、 新聞記者が 來て 私の 話した 

こと を聽 いて、 頻りに 何でも 珍しがって 書き、 其の 中には 悪口 もい はれまし たが、 其のう ちに 茅 原 華 山 氏が 來ら 

れて、 華 山 氏が 今度 は 大きな 氣焰を 吐かれた ので、 「火山の 大 噴火で、 芳賀の 日蝕」 などと いふ ボン チが 出た の 

は を かしう ございました。 

火 月の 初めに 桑 港へ 渡りました。 桑 港 も全體 やはり 日本人の 勞 働の 爲に 大半 は 開けた のであります。 稻 垣農馨 

博士と 一 緖に 農園 を 方々 見ました が、 私に も 日本人の 居る 所へ 來て 日本語に 就いて 話して くれと 度々 頼まれ まし 

た 0 スタック トン、 サク ラメ ント、 フレスノ、  ロスアンゼルス などへ も參 りました C 排日 思想と いふ もの は 幾ら 
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か變 つて は 居り ませう が、 サ クラ メント では 日本人が 行って も咖啡 も飮ま して くれない 家が あります.」 其の 象 は 

豫て 聞いて 居った から 行きませんでした" サク ラメ ントは カリフ オル 二 ャの 州廳の 在る 所で 始終 排日の 決議 をす 

る 所であります から、 さう いふ 事 も あるの は 無理で はない と 思 ひます。 併し 例の 牛 島の ポテト 王と か、 或は 長澤 

の 葡萄 王と いふ やうに、 立派に 成功した 人々 もあります。 牛 島の 農園 はえら いものです。 これ は スタック トン ま 

で 行って、 あれから ガソリンの. 船に 乘 つて 川 を 下って 行く のです が、 日本の 天孫 降臨 時代に 豐 葦原の 瑞穗國 とい 

つたの は あんな もので はない かとい ふやう に、 川の 中へ 蒲ば かり 生えて 居る。 豐 葦原の 蒲穗國 ですな。 何處 まで 

行っても 蒲の 生えた 沼地です。 それ を 牛 島 氏が 悉皆 開拓した のです.、 ロスアンゼルス は 立派な 所です C 日本人の 

街の 多い 所で、 非常に 好い 所であります。 

其 處で稻 垣 君と 別れて、 私 は 一 人で シカゴ へ參 りました。 シカゴ へ 行って 文 學士の 小 林 郁 君に 會 ひました。 又 

シカゴで は 文 學士の 松 本 彥次郞 君が 居りまして、 色. << 話 をし ました。 母校 出身の 文 學士は 誠に 尠 いので ありまし 

て、 初めて 其處で 二人に 會 ひました。 ちゃう どこ k で、 東京 府立 第一 ニ中學 校長の 文 學士の 八 田 三 喜 君に 會 つて、 

それから は 八 田 君と 同行して 紐 育へ 參り、 それから 東方 を あっち こっち 歩きまして、 ワシントンへ 參り、 ボル チ 

モ ー ァへ參 り、 ボル チモ ー ァで文 擧士の 厨 川 白 村 君に 會 ひました。 相 變らす 達者で 勉強して 居られます C 

南の 方 を 先に 濟 まして、 北の方 は H 1 ル大學 からして ハ ー バ ー ド へ 行きました。 ハ ー バ ー ドで服 部 教授の 御紹 

介 を 得まして 色々 な 人に 世話になりました。 ハ ー バ ー ドには 一番 長く 丁度 半 ヶ月 程 居りました _。 服 部敎授 の御紹 

； i- ゆ 行 談，， ，  ：  >  に  n  ,  .  .  
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介 を 得ました ゥ ー ドと いふ 敎授は 丁度 佛蘭 西に 行って 居り ませぬ で 都合が 惡ぅ ございま したが、 併し 圖書 館長 ク 

リツ ヂ 氏が 大變 よく 世話 をして くれました。 ェ學士 の 人が こ、 に は 最も 澤山ゐ ました。 法文 方面の 留學 生に は 

文 學士の 中 川 芳太郞 君と 法科 大學の 高 柳 助 敎授が 居りました。 それから H 1 ル大學 に はかの 朝 川 貫. 一 君が 居られ 

ますが、 彼 所に は 文 學士の 大島君 も 居ります。 文 學に關 係の ある 人 を 一 百へば、 先づ さう いふ 人々 であります。 そ 

れ から コ 口 ン ビヤ 大學 では 文學士 の成瀨 君に 會 ひました 位な ことで、 カリフ オル 二 ャの 大學と スタン フォ I ド大 

學には 日本人が 大分 居り、 前者に は久 野、 後者に は 市 橋と いふ 人が 敎官 として 居ります が、 我が 文科 大學 に關係 

の ある 人 は 誰も 居り ませぬ。 ハ， 'バ ー ドで中 川 芳太郞 君 を 訪ねました 時、 丁度 夏 目漱石 君が 死んだ とい ふ 報知 を 

得ました。 御存じの 通り 中 川 君 は 夏 目 君の 「文 學論」 など を 校正したり 訂正した 人で ありました. - 私 は 前に 留學 

をす る 時には- 夏 目 君と 一 緖に參 つたので あります から、 實に 感慨に 堪 へなかった 次第であります。 ワシントン 

では ス ィ ングル とい ふ 人が 居りまして、 この 人が ヮ シン トンの コ ングレ ス圖書 館を觀 せて くれました。 中へ はい 

つて ニ囘 ばかり 見ました が、 徇に 設備の 完全した ことに 感心し ました。 とにかく 亞米利 加 は 如何にも 金の 國 であ 

つて、 設備 だけ は、 到る 處 完全して 居る のに 感心し ました。 大 學敎授 など は、 つまらぬ 人で も 立派な 窒を もって、 

助手 を 使 ひ、 それから 女の タイピスト を 使って 居る とい ふやうな 譯で、 誠に 自由に 出來て 居ります。 文部省から 

實は 教科書の 調査の こと を囑 託されました ので、 小學 教科書 を 集めます るので 敎育學 の 先生な どに は 色々 な 人に 

會 ひました し、 名の 有る 先生の 講義 は 一 一 一時間 づ っ聽講 しました。 
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それから 愈. -倫敦 へ 十二月の 末に 渡る つもりで ありまし たが、 だん/ \ 延びて 一月の 初めに 渡りました。 十二 

月の 中頃 は カイ ザルが 平和の 提議 をした 時で あり ます。 丁度 ボストンに 着いた 日で ありまし たが、 其の 時 は 成程 

平れ になる かも 知れぬ と 思 ひました C 亜米利加に 居る と、 如何にも 平和に なり さう に 思 はれた のです。 新聞 も頻 

りに 平和の こと を 書いて 居ました。 丁度 亞米利 加で 遭遇し ましたの は 大統領の 選擧 であります。 十一月の 七日が 

選舉 曰でありまして、 學校も 休に なって 大騷 をして 居る。 其の 景況 を 初めて 見ました。 別に 變 つたこ ともないの 

であり， ますが、 如何にも選擧の1^^域が小さくしてぁって、 諸方に 澤山 描へ て ある」 理髮屋 でも 何でも 選擧の 場所 

になって 居る〕 誠に 靜肅な ものです。 夜に なって タイム ス の 高い 塔の 上に 結果 を 出す のです。 ヒ ュ ー ズが 勝てば 

赤い 球 を 出す、 ウィルソンが 勝てば 白い 球 を 出す。 それ を 見に 出掛ける 人が 非常な 群衆で ありました C 一週 問 も 

前から 女の デモ ンス トレ ー ショ ンな どもありまして、 女が 到る 所で 大道 演說 をして 居ります。 二つち にレ パブ リ 

カンが やって 居る と、 向 ふで は デモクラットが やって 居る とい ふ 具合で、 中には 質問す る 男が ある。 質問す ると 

それに 答へ て 居ります。 七日の 晚に 決定す る だら うとい ふので、 非常な 人出が ありまし たので、 四十 三 r 目 あた 

り は 二 ツチ もサ ツチ も 行かない 位で ありました。 初めのう ち は 赤い 球が 出て 居る。 之はヒ ュ ー ズ の 勝 かなと 思つ 

て、 夜 十一 時 頃まで 見て ゐ ますと やはり 赤い" 結局 初めから 終まで 赤い。 之 はどうしても ヒ ュ I ズの勝 だな と 思 

つて 歸 つて 来ました" 其の 時分 氣の 早い 連中 はヒ ュ ー ズの勝 だとい ふ 電報 を 方々 へ 打って しまった さう です。 結 

果は 翌日に なっても 分らない。 三 四日た つて、 初めて ウィルソンの 勝と いふ ことが 分りました。 私 ども 遲く なつ 
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て歸 つて 來 ますと、 窓から 首 を 出して ゐる 人が、 「どっちが 勝った か 分った か」 などと 聞く から、 r 眞赤 だから ヒ 

ュ —ズ だら う」 と 言 ふと、 大いに 怒った やうな こと を 言 ふ 人 も ありました。 とにかく 熱心な ものです。 これ は 唯 

押し合 ひへ しあ ひの 騷を 見た とい ふだけ のお 話であります。 

それから 愈，' 一月 六日の 船で 英吉利へ 行かう とい ふこと に 決めました 所が、 獨 逸と 亞米利 加と 戰爭が 始まる と 

い ふ 流言が 盛に あった。 それが 爲に 株が 上ったり 下ったり する。 途中で 開戰 になって は 困る がな どと 一一 K つて 居り 

ます 中、 ランシングと いふ 亞米利 加の 國務 卿が、 愈. -米國 も 戰爭の 渦卷の 中に 捲き 込まれ さう だとい ふこと を 漏 

した。 それが 問題と なって、 一 時大騷 をし ました。 併し まあ 決めた もんです からと、 船に 乘 りました。 所が 船の 

出る のが 延びた。 どうしても 六日に 立ち ませぬ。 船の 中から 遊びに 出て 見る と、 夜 遲く號 外が 出まして、 大西洋 

の 西岸、 つまり 亞米利 加の 東岸へ 獨 逸の 潜航艇が 現れた 爲に、 今日 出る 害の 亜米利加 船 は 明日に 延びる。 それ ふ 

ら佛蘭 西 船 も 和 蘭 船 も 延ばす とい ふ 記事が あります。 私 ども 船に 乘 つて 居ります と、 態々 號外を 持って 來て、 「危 

いから 下りろ」 と 言って 來た 友人 も ありました。 併し これ は 流言に 相違ない、 さう むやみに 戰爭 をす る 害 はない 

から、 まあ 行か うぢ やない かと 一一 IK つて 默 つて 乘 りました のが 仕 合せで、 其の儘 船が 出ました。 所が 何ともな く濟 

みました ので、 後から 考 へます と、 やはり 其の 時分 卽ち 十二月の 末から 一月の 初めに 掛けて、 盛に 獨 逸が 潜航艇 

戰の實 行で 亞米利 加 を 脅かして 居った ものと 思 はれます。 潛航 艇戰を 始めて、 中立 國の 船で も 何でも 構 はすに や 

ると いふ こと を 頻りに 言って 居った ものと 思 はれます。 ウィル ソ ンの 平和 提議と いふ もの は それから 起って 來た 
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らしい。 初めは カイ ザルが 人道の 爲に 止める とい ふ 提議 を やった。 獨 逸が あ \ いふ 暴 惡な事 を やって 居りながら、 

人道の 爲 とい ふこと を 言 ひ 出した のが を かしい、 人道の 爲と いふ こと は 餘程當 にならぬ と 私 は 思 ひました。 船の 

中の 無線電信で 愈， - ウィルソンが 平和 提議 をした とい ふこと が 分って、 或は 英吉利へ 着いたら 平和の 曙光 も 見ら 

れ ようかな どと 賴み にして 行き ましたが、 英吉利に 行く と 案外な 有様で、 誰 一 人と して 平和な どと 一 百 ふ 者 はない。 

初め から ウィルソンの 提議な ど は 馬鹿 にしきって 居る。 飽 くま で も戰 つ て 獨逸を 服從さ せよう ではない かとい ふ 

のです。 亜米利加で 豫 想して 居った のと は 非常に 違って、 實は 驚いた のであります。 

紐 育の 明るい 都から 行きまして 倫敦に はいって 來 ると 驚いた。 眞 暗で 何も 見えない" 唯 暗 黑の中 を 馬車に 乘せ 

られて 宿屋へ 行った。 冬の ことです から 夜 は遲く 明け、 日 は 早く 暮れる。 霧の 爲に 眞喑で 何も 出 末たい。 博物館 

へ 行っても 眞喑で 見えない。 幸 ひに ナショナル、 ガラリ ー がー 部分 開けて ある。 ブリチ ッシ、 ミュゼ アム は圖書 

館が 一部分 開けて ある だけであって、 其の 眞暗 なのが 滞在中 だん/ \ 少しづつ 明るくな りました が、 最初 は 困り 

ました。 私が 歸る 時分に は餘程 明るく たり ましたが、 戰爭は 平和 どころ か、 だん/ \ むづ かしくなりまして、 二 

月 一日に たって、 獨 逸が 愈. '潜航艇 戰を宣 言し ました" 私 は斯波 博士と 共に 切符 を 買って、 其の 日に 佛蘭 西へ 行 

くつ もりであった。 所が 朝起きる と、 新聞に 今日から 獨 逸が 潜航艇 戰を やる とい ふ譯 です。 こんな 日に 出掛けて、 

やられた 日に はつ まらぬ から、 もう 少し 樣子を 見ようと いふ ことにた りまして、 佛蘭 西に 行く の は 止めました。 

そこで 斯波君 は 內地を 旅行し ようとい ふので 英國 内地の 旅行に 出掛けられました。 私 は 倫敦に 留まって 居り まし 
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たが、 二月 一 日から 獨 逸の 宣言が 利いた ので ありませ う、 全く 船が 止り ました。 東の 航路 卽ちニ ュ ー カツ スルと 

ベルゲンの 間の 航路 は 停止して しまった。 西の方の 亞米利 加 船 も 悉皆 止って、 東西 共に 交通が 絶えました。 唯 僅 

かに 通す るの は 郵船 會社 の 船 だけ で あ る 。 郵船 會社 の 船が 喜 望 峰 を 廻 ると 六十 日間で 日本へ 行 ける。 やむ を 得な 

ければ それで 歸 らうと いふ 考 でありました" 私 は 四月 頃に 歸る つもりで ありまし たから、 まだ 十分に 時日が あり 

ますが、 困った の は 一 一月に 立た うとい ふ 人々 でした。 旣に 船の 切符な ど を 買って、 露國の 貨幣な ども 替へ て 居る。 

もう 一 週間で 立た うとい ふ 人が 皆 行け なくなりました。 井上 先生の 御 婿さん の 押 田 君 は餘程 都合が よく、 一  月の 

最後の 船で 諾 威へ 行かれ ましたが、 其の後 は 全く 止って しま ひました。 陸軍の 軍人が 十 人ば かり 居り ましたが、 

それ も 止められて しまった。 日本からの 手紙 も 新聞 も來 ない。 さうな つて 來 ると 大分 心細くな つた。 私 ども はま 

だ 先が あるから、 好い 時期が 來る だら うとい ふ考で 居り ましたが、 急いで 居た 人 は、 居れば 居る 程 金 も 無くなる 

し、 困った 人が 澤山 ありました。 英吉利の 新聞に、 曰 本の 人が、 政府との 交通が 絶えて、 金 も 無くなって 困って 

居るな どと 書いた 事 もあります。 併し 金 はどうで もなる が、 船が 出ない のに 困る。 をり/ \ 日本人 會へ 集る と、 

どうして 歸 らうと いふ 相談ば かりして ゐ ました。 「今度 歸 つたら 一 っ倫敦 籠城 會と いふの を やらう ではたい か。 其 

の 時 若し ボ ー トに乘 移った 人が あったら、 そんな 人 は 會費を 免除す る ことにして やらう」 などと いふ やうな 話 も 

して 居り ましたが、 なかく 埒が あかない。 

三月に なって、 私 は H ヂンバ ラ、 グラス ゴ ー 邊りを 旅行して 來 ました。 さう すると 三月の 十九 日で ありました 
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か、 私が 眼が 惡 いとい ふこと が 新聞で 傳 はって、 文部省から 電報が 来て、 何時でも 歸れ とい ふこと を 言って 參り 

ました C 私 は佛蘭 西へ 行かす に歸 らう かと 思 ひました が、 丁度 斯波 君が 歸 つて 來て、 「これから 佛蘭 西へ 行かう」 

と 言 ひました。 ^は 其の 時實は 三月 二十 八日に ジャパン、 ソ サイ テ ー に 演說を 頼まれて、 其の 草稿 を 書いて 居る 

時で ありました〕 斯波君 も 一人で はと 言って 居り ましたが、 結局 一人で 行きました。 私 も 四月 初めに 佛蘭 西へ 行 

かう とも 思 ひました が、 海軍の 知人が 「唯 見物に 行く のなら お止した さい」 とい ふので 止めました。 今日から 考 

へる と、 行って 來れ ばよ かった と 思 ひます。 

其のう ちに 英吉利の 方で は 例の 食糧 問題が だんく やかましくな りました。 大分 潜航艇 戰が 烈しくて、 一月 間 

に 五十 萬顿 位の 船が やられる。 日本なら ば 四 ヶ月 位で 船が すっかり 無くなって しま ふので す。 併し どんく 補充 

もす るし、 叉外國 から 買 入れる。 それから 新に 急いで 製造 をして 居る。 けれども 何しろ 五十 萬 噸づっ やられる Q 

みならす、 亞. 米 利 加の 船、 和 蘭の 船、 諾 威の 船が 皆.^ つてし まった から 大變 困る。 そこで 食物の 制限が s.- やか 

ましくな つた。 私が 亜米利加から 倫敦に 着き ましたの は P イド、 ジョ ー ジが 就職した 後であって、 晝飯は 二 皿、 

晚餐は 三 皿と. い ふ 制限が 巳に ありまし たが、 今度 は 肉が 一 人 分 五 オン スと 定まりました。 五 オン スと いふと 四十 

匁ば かりで、 小さい ビス テキ 一 つ 位であります。 私 は 宿 病で 肉食 は 成るべくし なければ ならぬ。 それ 故、 一軒で 

足らない と 叉 隣の 家に 行く のです。 さう すれば 二つで も 三つで も 食へ る。 結局 旅客 はそんな に 困難 はいたし ませ 

ぬ。 ミ ー トレス. チ ー とい ふの が 出来まして、 火曜日に は 一日 肉が 無い。 魚と 卵 は 食べさせる けれども、 肉 は 全く 
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ない。 日本人 は それ も 困らない。 魚と 卵が あれば 困りません。 それから 砂糖が 缺 乏して、 赤砂糖です。 私 は 殊に 

砂糖が 少 くても、 ちっとも 困りません。 それから ポテトが 無くなりました。 ポテト は 滅多に 食べない けれども、 

これ も 私 は 困りませんでした。 

英吉利の 目の敵 は獨 逸で、 私が 行きました 時分、 國債を 募集して 居まして、 三百 億圓も 集った のです が、 あの 

國債 募集の 張 紙が、 ピカ デリ ー 邊り では、 大きな 字で 書いて 貼 出して あります が、 それ を 見る と T 國債の 募集に 

應 じなければ 獨 逸に 對 して 恥で ある」 r 獨 逸が 見て 居る ではない か」 r 獨 逸人に 笑 はれる」 とい ふやうな ことが 一 

杯 書 い て あ り ます。 す ベ て 獨逸を 相手に してやって 居る。 

敎 育社會 から 兵隊に 出て 居る もの は 非常に 多い。 これ は 戰爭が 始まって から 直ぐに 其の 通りで ありまし たらう 

が、 小學 校の 敎 員で 従軍した ものが 一 萬 九 千 人 ある さう です。 諸處 の大學 から も 行って 居る。 オック スフ ォ I ド 

の 卒業生が 一 萬 一 千 人 程 行って 居って、 其の 中で 一 千 人は戰 死して 居る。 ィ ー トンの 學 校から は 五 千 人 も 戰爭に 

行って 居って、 其の 中 五 百 人は戰 死して 居る とい ふこと であります。 さう いふ ことで 貴族な どが 先んじて 戰爭に 

行って 居る のであります が、 これが 流石に 英國 の英國 たる 所です。 此の 大戰爭 にあって、 三年 目の 今日 もび くと 

もしない。 愈.' 米 獨戰爭 が 始まって 亞米利 加が 英吉利 方に 附 いても、 新聞の 論調で も 何でも 平氣な ものです。 亞 

米 利 加 は 今頃 附 いて 何 をす る氣 かとい ふやう で、 少しも 驚かぬ。 さう して 其の 澤 山の 金 を 募集しても 非常に 賑ゃ 

かなものであって、 人々 は相變 らす澤 山の 買物 をして 歸る。 少しも 戰時 とい ふやうた 狀態 でない-、 流石に 底力の 
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ある 英吉利の 國は 大きい とい ふこと を 感じた のであります。 a イド、 ジョ ー ジは 非常な 人氣 役者で、 國 民の 信 賴 

は 極めて 厚い。 どんな ことがあっても、 ロイド、 ジョ， -ジ でた ければ ならぬ とい ふので、 政府の する こと は 皆よ 

く實行 されて 居る の で あ り ます。 

酒 は 誠に 不自由です。 晝間は 十二時から 三時まで 賫り、 夜 は 六 時から 九 時まで 賣る。 ちっとで も 其の 時間が 過 

ぎる と飮 むこと は出來 ませぬ。 私の 爲には 却って 仕 合せで ありました けれども、 九 時が チン/ \ と 打つ ともう 寶 

り ませぬ。 もう 一杯 飲みたい と 思っても、 チン/ \- といへば もう 飲めない ので、 殘 念な ことが 隨分 ありました。 

それ 程に 皆 規則 を； 止しく 守って 居ります。 それから ミ ー ト レ スヂ ー に は、 日本人 會 でも 牛肉の 鋤燒も 出来ない。 

實に 規則正し くやって 居ります。 到る 處 如何にも 緊張した 氣 分で、 此の 戰爭 に對 して 飽く迄も 敵 を 屈服 させな け 

れば やまぬ とい ふ 緊張した 氣 分の 漲って 居る 事 は、 非常に 敬服に 値する と 思 ひました。 すべ ての 方面に それが 見 

えて 居ます。 

愈. - 四月に なりまして、 そろ/ \歸 朝の 用意 をし なければ ならぬ と 思って 居りました。 海軍へ 行って 相談し ま 

したら、 西班牙から 亜米利加へ 通 ふ 船が あった。 亞米利 加の 大使の ゼラ ルド は 其の 船で 歸 つたので、 其の 船 は 非 

常によ い。 それで 亞米利 加へ もう 一遍 歸ら うか、 然ら すん ば 日本の 郵船 會 社の 船で 歸 らう。 郵船 會 社の 船なら 萬 

一 のこと があって も 日本人 だから 大變 都合が よいと 思って、 それにし ようと 思ったり しました。 御存じで ありま 

せう が、 今度 一番 困った の は 英吉利 內地を 旅行す ると、 到る 所に 旅行者の 帳簿が 捲へ てあつて、 警察へ 行かな け 
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れ ばなら ぬ。 叉 立つ 時に も 警察へ 行かなければ ならぬ。 それ は 面倒で ありまし たが、 とに.^ く 其の 出 國手繽 を や 

つて くれました から、 私 は大變 便利で ありました 。愈.' 四月 二十 一日 倫敦を 立って、 アバ-. ース， 'ン より 乘船 しまし 

たが、 諾 威の ベルゲンに 行く までとい ふ もの は 茫漠たる 海でありまして、 船が 一 艘も 見え ませぬ。 其處に 潜航艇 

が 働いて 居る のです。 潜航艇 こそ 御 苦勞千 萬な 事と 思 ひました。 

ベル、 ゲンで は 宿屋が 一 軒 もたい。 皆滿 員です。 とても 泊れ ない T 直ぐに 汽車で クリス チヤ 二 ャに 御出でになる 

がよ い」 とい ふので、 汽車に 乘 らうと したが、 汽車 は 三等 だけし かない。 座席 券が あるから 席 を 占めて 乘り まし 

た。 其の 日の 夜の 十 一 時 過に クリス チヤ 二 ャに 着きました。 タリ ス チヤ 二 ャ でも 宿屋がない。 同行の 稻垣 少將の 

名で 朝から 電報 を 打った が、 少しも 效 がたい C 何でも 二週間 位 前から 打たなければ だめ だとい ふこと です。 ベン 

ネット 會 社の 案內者 がー 人出て 居りまして * 諸方へ 電話で 聞いて くれ ましたが、 一 つもない。 此の頃 は 警察署の 

前へ 野宿 をす る ものが 澤山 あると いふ 始末です。 野宿 は 少し 困る が、 何とか 出來 まい かと 困って 居る と、 たった 

一 つ ナショナル、 ホテルと いふ 宿に 一 問 あると いふから、 其處へ 行かう とい ふので、 馬車へ 乘 つて 行きました。 

行って 見て 驚きました。 六疊の 間 位で、 半分 は 上に 梯子段の 裏が 出て 居る.」 それ は 浴室で， 其處に 小さい ベッド 

が 一 つ 人れ て ある。 下女 か 何 かの 寢る 所です。 其處へ 吾々 一 行 六 人が はいった のです。 一 問 あると いふの は それ 

たのです。 それから 色々 談判して、 渐く 一間 持の 客が 今夜 だけ 例の 風呂場へ 寝て くれる 事に なり、 稻垣少 將と私 

だけ ベッド を 貰って、 他の 人は椅 M: を 並べたり して 漸く 一 晚を 明かした のです。 併し 都合の 好い ことに は、 夜が 
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早く 明ける。 もう 四時 頃になる と 明けて しま ひました。 所が 其の 宿屋が 恐し く 高い のです。 ー晚 一二 十 クロ. I ネで 

した。 それから 先ば 陸軍のお 蔭で、 稻垣 君が 電報 を 打って 置く と、 それん \ 駐在 武官が 世話 をして 下さった ので、 

大いに 樂 でした- 諾威は 食糧 問題 は あまり やかましくない。 瑞 典の 國 境で は パンの 力 ー ドを 渡します。 小さい 力 

，-ド です。 「お前 は 何處に 行く か」 「露西亜に 行く」 「露 西亞 なら 三日 分の 力 ー ドを 渡す」 と 言って、 力 ー ドを くれ 

る。 それ を 貫って 來 なければ 朝 釵も食 へ ない の です。 

それから ストック ホル ム に 着いて 宿屋に 入り ましたが、 汽車の 切符が 買へ ない。 四 五日 位 は 待たなければ なら 

ない とい ふ 事でした が、 幸に 三日 目に ストックホルム から 露西亜まで 行く 切符が 買へ ました。 ストックホルム か 

ら眞 北に ハ パ ランダまで 北緯 六十 六 度まで 進む のです" トル ネオへ 橇で 渡って、 叉 汽車に 乘 つてべ トロ グラ ー ド 

へ 行く のです。 其の 間が 四日 か、 ります が、 其の 問で うるさい こと は、 到る 所に 兵隊が しらべに 來る ことです。 

芬 蘭へ はいると 一 曆 やかましい。 兵隊が 夜 も 起しに 來 て、。 ハ スボ ー トと いふ。 。ハ スボ ー トの 外に 英語 を 知らない。 

こちら も 旅券 を 唯 出す だけで、 ちょっと 見て、 とにかく 安心して 敬禮 して 歸 つて 行きます。 

べト &グラ ー ドに 着いた のが 五月 一日で、 勞働 者大會 のあった 日で、 馬車 も 何もない。 大使館 附 武官 石 坂少將 

等の 御盡 力で やう/ \ 馬車 を 一 一 裏 無理に 搏 へたら しいが、 停車場から 宿屋まで 十二 三 町し かあります まいが、 其 

の 馬車 一 臺が 五十 留 取られました。 露西亞 では 西 伯 利 亞鐵道 を 今 は參謀 本部の 手で 握って 居ります から、 普通の 

人で は 三 ヶ月 位 前から 申込まなければ 通れない。 何しろ 一 週間に 一 度し か 出 ませぬ" 火曜日 毎に 出る のです。 私 

—i tJL&£  -  ■  I  ： I . I [,  
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が 着いた の は 五月 一日で 火曜日であった から、 丁度 此の 八日に 出る 譯 です。 そこで 八日と して 參謀 本部に 申込ん W 

だ C 露 西亞に 居る 問 は 文學士  H リセ，' フ 君が 居まして、 萬 事 世話 をして 大分 案內 もして くれました。 それから 文 

學士の 今 井 時 郎君が 居って * 色々 世話になりました。 もう 一人の 今 井 君に は 逢 ひませんでした。 露西亞 では 言葉 

が 分り ませぬ から 一番 困りました.」 丁度 行きました 時が 五月 一日で、 それから 三日に 騷 動が ありまし たが、 到る 

處 兵隊ば かりで 埋まって 居ります。 巡査 は 一人 も 居らない。 自治 義勇兵の やうな ものが 劍付鐵 砲 を 持って 角々 を 

守って 居ります。 聞く 所に より ますれば、 隨分 泥坊 も 横行す る やうであります が、 練兵 はやって 居りました。 此 

の 間の 革命に よって 幾れ た 者の 死骸 を 集めて 練兵場の 眞 中に 埋めて、 其の上に 赤い 旗が 立てて あります。 それ か 

ら 例の 冬宮で すが、 日露 戰爭を 宣言した 時の パルコ 二 ー の 上に は、 やはり 赤で 「自由の 爲」 とか 何とか 書いて あ 

ります。 大使館の 紹介で 冬宮を 見に 行き ましたが、 其の 案內は H リセ ー フ君 がして くれました。 此の間までの 宮 

內 省の 役人が、 「これ は 昔なら ば 皇后 様のお 通り道」 といった と 言って、 H リセ ー フ 君が 笑って居ました。 全く 無 

警察です が、 秩序 は 割合に 保 たれて 居る" 乞食な ども 澤山 居る けれども、 亂暴 する 奴 はない。 

唯 私の 驚き ましたの は、 立ちます 時に ぺト& グラ， 'ドの 停車場へ 來 ますと、 其處に 陸軍の 少尉が 居って 敬禮し 

て 吾り ますから、 稻 垣少將 に敬禮 して 居る と 思ったら、 結局 其の 士官が 「錢を くれ」 と 一一 K ひ 出しました" 大いに 

驚. きました けれども、 稻垣 君が とう/ \ -ー留 出して やった。 さう したら、 「メル シピ アン」 と 言って 歸 つて 行き ま 

しち これに は隨分 驚きました。 それから 汽車で 荷物が なくなる とい ふこと を 聞きました C 現に 此の間 行かれ ま 


した 大河 內 子爵. など も 荷物 を 四つな くした とい ふので す。 H リセ ー フ君は 色々 露 西 亞の惡 口 を 言っても 大概 承認 

する 方です けれども、 「汽車の 中で 荷物が なくなる」 といったら、 「そんな 事 は 私 はま だ經驗 しません」 と 一一 a ひま 

したが、 併し 實際 頻繁に なくなる さう です。 それから 乞食が 到る 處に 居る。 ィル クックまで は 殊に ひどい やうで 

す。 それから 停車場で も、 汽車が 停り ますと 愤說を やって 居る 處が澤 山あります。 女 も 立って 演說を やって 居り 

ます。 男 もやって 居ります。 それから ぺト E グラ ー ド から 汽車が 來 たとい ふと、 皆 人々 が 寄って 來て、 「ペトロ グ 

ラ ー ド の有樣 はどう か」 と 云って 尋ねる。 汽車が 出る まで 集って 聞いて 居ります。 それから 兵隊が 自由 歸休を 許 

されて 居る から、 澤山乘 る。 私 どもの 乘 つた 汽車 は 急行列車で ありまし たが、 普通列車 は 一杯で、 乘る處 がな く 

て 屋根の 上に も乘 る。 連結 所に も 四 人位 は乘 る。 それから 便所の 中に も 何人 かはい つて 居る。 男 は 小便に 行く 

が、 女 は 行く ことが 出来ない。 女 は 停車場に 着いた 時に 窓から 出して 貰って、 叉 窓から はいると いふ やうな 始末 

ださう です。 私 どもの 列車 も 二十 四時 間遲れ ました。 停車場へ 着く と、 其の 急行列車の 前に 色々 停って 居る 車が 

あって、 其の 爲に 遲れ るので す。 それから 或處で 兵隊が 「自分の 車 を 先へ 出せ」 とい ふ。 所へ 士官が 出て 演說を 

して 、「此の 列車に は 日本の 外交 團が乘 つて 居る し、 露 西亞の 官憲 も乘 つて 居る。 そんな 我儘 を 言って は 困る から、 

此の 列車の 方 を 先に 出せ。 贊 成の 者 は 手 を擧げ fo」 と 言ったら、 隨分 手を擧 げた さう です。 さう して 漸く 出 まし 

た。 其の 事がない と、 非常に 遲れる 所であった のです。 其の 士官 は大變 皆に 感謝され て 居った のです。 それから 

汽車の 火事が ありました。 汽車 火事と いふの は 初めて 見ました。 向 ふから 來た 奴が 三 貨車 程燒 けて しまった，^ そ 
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れは 吾々 の 列車と は 離れて 居って、 啣 筒で 頻りに 消しました。 それが 爲にニ 時間 許遲れ ました。 ィル クックから 

此方 は 本當の 急行に なって、 大いに 樂 になり ました。 西 伯 利亞鐵 道の 旅行 は、 五月の 上旬から 六月の 上旬 頃まで 

が 最も 好い 時期で あると いふ ことで、 誠に 氣候は 好い 氣 候であります が、 如何にも 埃が 多い のと 水が 惡 いのに は 

困りました。 

滿洲 里まで 來 ますと、 支那の 官憲の 檢査 があります が、 これ は 非常に やかまし いのです。 日本の 南 滿洲鐵 道へ 

はいり ますと、 停車場 は 塵 一 つも 無い ほど 綺麗に なって、 非常な コントラ ストです。 其の 代りに バ タとパ ン がま 

づ くなる。 南滿 から 朝鮮に はいると 更に まづ くなる。 朝鮮から 馬關へ 着く と、 又 更に まづ くなる。 此の 前に 歸朝 

した 時 は 海から だん/ \- 日本の 山が 見えて 來 ると いふと 非常に 偸 快に 感じ ましたが、 今度 は 大陸つ ぐき で、 だん 

だん 日本の 勢力 範圍に はいって 來る、 卽ち南 滿洲鐵 道に はいって、 それから 朝鮮に はいって、 日本の 兵隊 も 居る、 

巡査 も 居る、 更に 馬 關へ來 ると 純粹の 日本へ 來 るので、 其の 時分の 偸 快と いふ もの は 一寸 言へ ないやうな 氣 がい 

たしました。 

先づ こんな ことが 大體 私の 旅行の 筋道であります。 最も 感じました 事 は、 要するに 非常に 新しい 活氣を 以て 進 

んで 居る 所の 亞米利 加から、 稍 老大國 で、 古い 強い 根 を もって 居ります 所の 英吉利へ 行きます と、 それが 今度 覺 

醒 したやうな 有 樣を呈 して 居る e さう して 今度の 革命で 半分 亡び か 、つた やうな 露 西 亞へ來 て、 非常に 色々 な考 

が 浮んだ のであります が、 それに 就いても、 とにかく 敎 育と いふ ものが 根本で あると いふ こと を 感じました C 民 
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を 愚に して 居って 國が 立つ もので はない。 支那に しても、 露西亞 にしても、 人民 を 愚に して ゐ たのが、 今日の 革 

命の 源です。 阈 民の 自覺 なしに 唯 武力 を 以て 爭 ふとい ふこと は 到底 出來 ない ことで ある。 英吉利が 上から 下まで 

擧國 一致で 戰 つて 居って、 酒 を 一つ 賣 ると いふ 一寸した 規則で も、 ちゃんと 行 はれて 行く の も、 とにかく 阈 民に 

徹底した 自覺が あるから であります。 佛蘭 西が 誠に 健氣な 有様で 戰 つて 居る の も、 それから 來て 居ります" 露 西 

.fsr が 民 を 愚に して 置. いたのが、 今日の 革命の 根本で あると いふ こと は、 露 西 亞の狀 態 を 見て つくぐ 感じた 事で 

あります。 

擧國 一致と いふ こと は、 今日 一番 大切な 事で あると 思 ひます。 其の 點に 就いては 布哇、 カリフ オル ニヤから 始 

めて、 日本人に は ー體に まだ 修養が 足らぬ と 思 ひます が、 それに は歷 史上、 社會上 種々 の 原因が ある 害です。 ど 

うしても 益 ^'敎 育の 力に 俟 たなければ ならぬ 事で、 今後 は  一 i? 其の 點に 注意し なければ ならぬ と 思 ひます。 

それに 就きまして 殊に 慨歎に 堪 へない こと は、 文科 大學 の 卒業生と い ふ ものが、 まるで 外國へ 行 つ て 居らぬ こ 

とであります。 行って 居る 日本人で 大學 出と いへば、 大半 工科の 學生 である。 工科の 學生は 何十 人 か 行って 居る。 

其の 他 は 陸海 軍の 武官で ある。 其の 他 は 銀行家、 商業 家で ある。 英文 學 研究の 人 は 行って ゐ ますが、 敎 育の 視察 

に 行った の は 私と 一緒に 歩いた 八 田 君 位であります。 單に 物質的の 事 を 調べに 行く 人ば かり 多くあって、 戰爭が 

どうで あるか、 潜航艇 はどうして 造る か、 飛行機 はどうして 造る かとい ふやうな 事ば かり 視に 行く 人が 多い。 機 

械の 方と か、 製造所の 事業と かいふ 方面 は澤山 行く 人が あります が、 さう いふ 事ば かり 學ん で來 ただけ では、 今 
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後の 日本が 立って 行く かどう か、 此の 點を 深く 感す るので あります。 殊に 此の 時機に 際して、 將來國 民の 思想界 

を 指導す る やうな 階級 卽ち 文科の 卒業生と いふ 者が 行って、 大いに 研究して 來 なければ ならぬ ことと 思 ひます. - 

哲學 科の 卒業生 はもと より、 歷史科 あたりの 人 も 行って 露 西亞の 歷史を 研究す るが よし、 日本に 居る より は、 向 

ふへ 行って 實際を 目撃して 來 なければ 本當に 分らない 。幸に 此の 頃 今 井 時 郎君な どが 行かれた こ と は、 時宜 を 得 

た 次第であります が、 さう いふ 人 をもう 少し 澤 山出して、 將來 日本の 國民を 指導す る 所の 人 を 造らなければ 噓で 

あると 思 ふ。 

つまり 私の 歩いて 來た 所を總 括して 申し ますれば、 一 一一 一一 n 唯 「邦家の 前途 容易なら す」 とい ふこと を 深く 感じた 

のでありまして、 其の 邦家の 前途 をよ くしょうと いふに は、 學長を 始め 諸 教授が 御盡カ 下さって、 文部省な ど を 

動かして、 もう 少し 文科の 學生を 出す ことが 必要で あると 思 ひます。 唯 機械的の 文明 を學 んで來 たり、 軍備 擴張 

を學 んで來 るば かりで はいけ ない。 さう いふ 塞 を 深く 感じました から 一 曾 其の 事 を 添へ て、 あと は 旅行 談を申 上 

ザた 次第であります。 甚だ 長う ございまして、 ぉ陲 うご ざいました らうと 思 ひます。 

(文科 大學 歡迎會 講演、 大正 六 年 七月 「東亞 之 光」) 
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學校敎 育の 目的が 國家有 要の 人物 を 養成す るに ある こと はいふまで も 無い。 我が 大學に 就いて 見ても、 便宜上 

分れて ゐる 法醫ェ 文理 農の 六 分科 大學、 各 分科 大學の 下に 置かれて ある 幾 十の 專門學 科、 いづれ も國 家に 必須な 

學術 技藝の 理論 及び 應用 を敎授 し、 叉 は 研究す るの を 目的と する こと は、 大學 令の 明言して 居る 所で ある C 要す 

るに 國家は 其の 存立、 發 達に 必要な 备 方面の 人材 を 造って、 適材 を 適 處に用 ひょうと する ので ある。 各 專門學 科 

を 修了した 卒業生 は 各 其の 堪能な 學術 技藝を 以て、 飽くまで も國 家に 貢獻 しなければ ならぬ。 國 家の 目から 見れ 

ば、 各 科 堪能の 士 をして、 十分に 其の 伎倆 を悉 させ、 十分に 其の 活動 を 自由なら しめて、 遺憾な きを 期せねば な 

らぬ。 

語を換 へて 言へば、 各科專 門の 人が 各 其の 知識 材能 を應 用して、 出來る だけ 廣汎な 範圍に 活動す るの が、 國家 

の 利益で ある。 各 分科 大學、 各 專門學 科の 間に 輕重 優劣の ある 譯は 無い。 

然るに 現代の 狀態は 法科の 卒業生 を 殊に 偏重す る 傾向 は 無い か。 これ は 官吏 任用 令に 就いて 一一 国 ふば かりで なく、 

民間の 人材 登用 例に 就いても、 どうも さう 思 はれる ので ある。 高等 文官た るに も、 外交官、 領事 官 たるに も、 法 

法科 能 主義 を排す  • 
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律 政治の 學問を 第一 に 見る から、 此の方 面 は 常に 法科 出身の 向 ふ 所で あるの はいふまで もない。 隨 つて 政」 射の 耍 

路に 立ち、 外交の 衝 にあた る もの は、 今日 も 巳に さう であるが、 將來は 悉皆 法科 出身者 を 以て 充 される であらう。 

地方行政に 與る人 も、 やはり 同様で、 近頃 は 若い 法學士 連が、 各 府縣の 郡長に 任命せられ るの も 珍しくない。 衆 

議院 を はじめ、 地方 議會に 於ても、 其の 多數を 占める の は 法 政の 學を 修めた 人で ある" 自治 圑體 の機關 もさう い 

ふ 人の 手に よって 動かされて 居る ので ある。 民間の 有力な 會社 銀行、 銀行と 一一 K つても つまり は會 社で あるが、 一 

切の 商工業 會社 にも、 人物 を 採れば、 必す 法科 出身者 を 探る。 今 は 公立 學 校長 等に は 理科、 文科 出身の 人 も 多く 

なった が、 近い 頃まで は、 法科 出身者で 官吏 叉 は 民間に 地位 を 得なかった 人が、 やむ を 得す 教育界に 身を投 する 

とい ふやうな 形勢 もあった。 近年 著しい 事 は、 貴族院 勅選 議員の 缺員 ある 場合に は、 必す 官吏の 古手な ど を 任命 

する ことで、 かう いふ 事 は、 決して 貴族院 令の 精神に 合して ゐ まいと 思 ふ。 要するに 上 は 輔弼の 大臣から、 下 は 

刀筆の吏に 至る まで、 一切の 國務 政務の 施行 者、 商事 會 社の 事務 擔當 者まで も、 法科 出身者 ならでは、 其の 地位 

を與 へられぬ とい ふ 有樣、 專鬥の 技術 を 要する 官衙 でも 會社 でも、 之 を經營 し、 之 を 指揮し、 之 を 監督す る 役目 

は 法科 出身者に 委ねられて 居る。 一言で 言へば、 法科 萬 能と いふ 譯で、 法科 出身者の 要求 は、 社會の 各方 面に 盛 

である。 隨 つて、 帝 國大學 を 始め、 各 ■  私立 大學も 皆 多數の 法科 生 を 有して 居る。 有名な 私立 大學 中には、 法科 だ 

けの 單科 大學が 多い ので ある。 

か、 る 狀態は 必要から 来た もので あらう か。 一切の 事務に それ 程 法科の 知識が 必要な もので あらう か。 學 校で 
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學んだ だけの 法科 知識で、 萬般の 事業に 當る だけの 素養が 得られる ので あらう か。 他の 學科を 修了した もの は、 

それ 程 融通の 利かぬ もので、 法科の 學問 だけが、 それ 程廣く 融通の 利く もので あらう か。 法律 學 者が 司法官と な 

り、 辯護士 となり、 經濟學 を 修めた 者が、 商事 會 社の 顧問と なる のに 不思議 はない が、 官衙と 言 はす、 商店と 一一 E 

はす、 學 校と 一 百 はす、 中心人物 は 常に 法科 出身者で、 法科 以外の 各 專門科 出身者 は 皆 唯 技師の 様な 位置に 坐ら ね 

ばなら ぬ もので あらう か。 これ 余が 常に 疑問と する 處 であるが、 更に ー署 大きな 疑問 は、 か、 る狀 態が、 國 家の 

發達 進歩 の爲 に、 最善 の 組織で あるかと いふ ことで ある。 

平安朝の 昔 支那の 文明 を 容れた 頃に は明經 道、 紀傳 道、 明 法 道な どと 一一 一一 n つて、 支那の 哲學ゃ 歷史ゃ 文學を 主と 

してん 物 を 採った。 其の 中で、 明 法 道と いふの は、 日本 固有の 法制 を 研究す るので あつたが、 それが 一番 輕く視 

られた e これ は 支那 文明 を 尊重した 結果で、 此の頃の 支那 崇拜に は 決して 感心が 出來 ぬし、 此の 時代の 政治が も 

とより 理想的で は 無く、 此の 時代の 制度が、 今日に 實 行せられ ようと も 思 はぬ。 かの 明 法 道の 輕ん ぜられ たとい 

ふこと も、 日本の 法律制度が 簡單 で、 明經、 紀傳 ほどむ.、 つかしくなかった 事が 原因で あるら しい C 今日の 歐米對 

等の 日本 國で、 法律 や 政治の 知識の 大切な 事、 叉 其の 學問 のむ づ かしい 事 も、 もとより 同日の 談 では 無い が、 唯 

歷 史上の 事實 として、 平安朝の 時代 は 法科 萬 能 主義で 無かった とい ふこと は 認め 得られる。 それ は 政治の 根本が 

遠って 居る と 言へば、 それまで であるが、 日本の 國家は 過去からの 接續 であるから、 過去の 事も考 へて 見ねば な 

らぬ。 之と 同時に、 歐洲 諸國の 今日の 狀 態が、 果して 法科 萬 能で あるか 否かと いふ 事も考 へて 見る がよ からう と 

法科 萬 能 主義 を排す  . 
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思 ふ。 

德川 時代の 各藩の 政治 は 多く 儒學 者の 手から 出た のであった。 古來 の政敎 一 致の 國民 はこれ で 導かれて 行った 

のであった。 法理 を 知らない 常識の 判斷 でも、 不文法の 簡易 時代に は、 差 支がなかった ので、 今日の 立憲 國民の 

政治家と して、 昔の 儒學 者が 役に立た うと は 思 はれぬ が、 政治の 根本 を 理窟 づめ、 規則 づ めで 行かなかった 處に、 

無限の 面白味が あった。 儒學 者が 立派に 經濟の 事 を 論じ、 土木の 功を擧 げた 類 は、 もとより 枚擧に 暇がない。 法 

學 通論 も 財政 通論 も 知らなかった 儒學 者の 政治的 手腕 は、 今の 法科 出身者の 企て 及ばぬ ものが 澤山 ある。 今の f 

は 昔と は 全く 別で あるが、 「法科 出身者で なければ、 何等の 事務に も携 はれない。 其の 他の 者 は 技術者で 甘んじて 

居れ」 とい ふの は、 僻した 考 では あるまい か。 寧ろ 誤った 考 では あるまい か。 

維新の 後、 政治の 根本 を 西洋に 則と る やうに なって、 第 一 に 困った の は、 西洋の 事情の 分らぬ 事であった。 洋 

學 者と いふ 廣ぃ 名の 下に、 少しで も 西洋の 知識 を もって ゐる もの は、 どし く 採用せられ たが、 法律 を 制定 實施 

する 上に 於ても、 條約 改正 を 始め、 あらゆる 政治 上の 革新 を 成就す る 上に 於ても、 叉 議院 制度の 地方 及び 中央に 

行 はれる とい ふ 時に 際しても、 大 拂底大 必要 を 感じた の は、 法律 政治に 關 した 心得の ある 人物であった。 それ 等 

の 急場に 應 する 爲. に、 各種の 法律 專門學 校が 東京に 起された。 これ 等が 皆 今日の 私立 大學の 前身で、 之に 學んだ 

人達が、 或は 朝に、 或は 野に、 或は 帝都に、 或は 地方に、 政治 象と しても、 實業 家と しても、 それ-^ 適 當な職 

務に 配置 せられて、 立憲 制の 準備 をした のであった C 法科 萬 能 主義の 基礎 は 恐く は 此の 時に 置かれた ので ある。 
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其の後に あって、 いは ゆる 電信の 夤緣 によって、 何の 能力 も 無い 故舊 知人 を 官吏に 推擧 した 弊害 を 矯める 考もー 

因であった らうし、 官學 出身の 者 を 登用して、 私學 校の 卒業生 を 排斥し ようとい ふ考も 一因であった らうし、 例 

の 高等官 任用 令と いふ ものが あら はれた。 此の 時代の 大學の 文科、 政治 科 は 甚だ 接近した ものであった ので、 最 

初の 任用 令に は 文 學士も 高等官 になれ る 特典 を與 へられた ので ある。 任用 令の 改正と ともに、 法 學士も 私立 學校 

の 卒業生 も 文官 試驗を 受けなければ ならぬ 事に なった が、 文學士 はいつ の 間に か 其の 特權を 奪 _ ^れ てし まった。 

文科 出身者 は 學校敎 員 か、 特別 任用 令に よる 文部省の 官吏より 外に は、 全く 排斥せられ てし まった ので ある。 

文科 出身者で 貴族院 勅選 議員に なって 居る の は、 現今 澤柳政 太郞氏 及び 現 文相 岡 田 良 平氏の 二人、 現 時の 文部 

省 を 見渡す と、 大臣 岡 田 良 平氏が 文學士 で、 局長 以下 大抵 法 學士揃 ひ。 まして 其の 外の 省に は 誰も 居らぬ。 衆議 

院には 樋 口 秀雄氏 や 小山 東 助 氏 等が 居る が、 文學 士で實 業界に 身を投じて 居る 人 は 殊に 少ぃ。 文 學士の 大多数 は 

學校敎 員で、 其の 他 は 文筆 を 以て 立って 居る 純文學 者で ある。 これ は 帝 國大學 ばかりでなく、 他の 私立の 文科 出 

身 者 を 見ても、 さう である。 文科 出身者の 多數が 教育者と なり、 文筆家と.^ る こと は、 もとより 當然な ことで あ 

る。 けれども 文科に 屬 する 十 數の 專門學 科、 いづれ も國 家に 須耍 な學 術技藝 であるべき 專鬥學 科 を 修了した もの 

が、 敎育 者、 文筆家た る 以外に は 排斥 せらるべき もので あらう か。 文科に 屬 する 學 科の 應用 はさまでに 狹！ ^な も 

ので、 文科の 出身者 はさまでに 無能な もので あらう か。 其の 學術技 藝は單 に 技術的に 活用 せらるべき もので、 經 

營畫 策と いふ やうな 方面に は 全く 役に立たぬ もので あらう か。 文科 出身者の 社會に 雄飛す る範 圍の狹 いのは、 文 

法科 萬 能 主義 を排す 
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科の 學科ゃ 教授法に 惡ぃ點 も あらう、 出身者に 活動力の 無い 原因 も あらう。 併し 社會が 其の 活動す る 範圍を 狭め 

て 一向に 活動 させぬ とい ふ 原因 も あるので ある。 明治 初年からの 法科 萬 能 主義が 先入主と なって、 文科 出身者が 

活動し 得る 地位、 活動 させて よい 地位 を も、 與へ ぬと いふ 事 も 考慮し なければ ならぬ。 これが 國 家の人 物 經濟か 

ら 言って、 利か 害 かとい ふこと を考 へなければ ならぬ。 

鐵 道院總 栽の 事業 は 政治家で なければ 出来ぬ か e 理化學 研究所の 總裁は 名望家で なければ 出來 ぬか。 或は それ 

ぞれ專 門の 技能に 卓越した 人が 若しあった とすれば、 其の 方が よい か。 病院 長の 經營 が醫 者で 出來 るなら ば、 苟 

くも 常識の ある 限り、 それぐ の 專門家 は、 單 純に 技師た るの みならす、 その 專 門の 學術技 藝に關 する 經營 に當 

る 方が 國家 としての 利益で は あるまい か。 其の 方が 事業の 進涉の 上に 效 益が 多い ので はなから うか。 それとも 專 

門 家 はあくまで 專鬥 技師と して、 其の上に 法科 出身の 人が 居なければ 噓 であるか。 どちらが 徹底す るかと いふ こ 

とを考 へて、 歐 米の 有 樣を觀 察し、 日本の 現狀を 顧みる と、 日本の 社會 には學 問の 價 値が まだ 十分に 知 了せられ 

す、 進歩の 途中に ある やうな 氣 がして ならぬ。 

他の 專門學 科に 就いても 同様で あるが、 殊に 文科の 學 問の 性質から 言って、 文科 出身者が 社 會へ顏 を 出されぬ 

とい ふの は、 國 家の 爲 甚だ 憂 ふべき 事と 思 はれる ので ある。 國家將 來の爲 に 大いに 寒心すべき 事と 思 はれる ので 

ある C 文科の 學術 はすべ て國 民の 思想界に 關 係の ある ものである" 古來 我が 國 民の 思想 を 支配して 來た 東洋 哲學 

の 思想、 現今 盛に 輸入せ られつ & ある 西洋 思想、 哲學 心理の 研究 を 基礎と して、 倫理 學科、 宗敎學 科、 社會學 科， 
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敎育學 科 等、 いづれ も國 家の 現今 及び 將來に 非常な 影響 を もって 居る ものである _。 史學 科に 於け る 西洋史、 東洋 

史、 國史の 研究 を餘 所に して どうして 今日の 政治が 談 ぜられ よう、 どうして 將來の 國是が 定められよう。 文學科 

の 各 國文學 及び 國文學 の 研究、 これが 無くして、 古 來各國 民の 民衆の 嗜好 も 傾向 も、 乃至 は 哲學も 歷史も 了解せ 

られる もので は 無い。 理工 農 等の 各 專鬥學 科 其の 必要に 於ても とより 輕重 はない が、 直接に 文明の 過去 を 取扱つ 

て、 將來の 指導 を與 へる の は 文科に 屬 する 學 間で ある。 其の 應 用の 廣汎 にして、 且 重大な 事 は 言 を 待たない e 世 

界の大 戰亂、 大變 動の 時世に 際して、 法科 萬 能 主義で 磨まして 行かれよ うか。 

學者 としても、 教育者と しても、 文筆家と しても、 文科 出身者が 其の 思想 を 鼓吹して、 後進 を 誘 被し、 社會を 

指導す る こと はもと より 出來 る。 これ は 現に 公私 文科 出身者の 已に勉 めつ、 ある 處で、 今後 は ー曆の 努力 奮勵を 

以て やらねば ならぬ ことで ある。 此の 事に 關 して は、 大いに 公私 文科 出身者の 自重 を 望む ので ある" 併し 國家全 

體 の機關 とい ふ 上から 見て、 文科 出身者 を 全く 技師 极 にして置く ことが、 どうしても 不利益、 不經濟 であらう と 

思 ふので ある。 文科に 屬 する 學 間の 素養の 無い 人 だけで 國家 を鹽梅 調理して 行く ことが、 如何にも 危險に 感ぜら 

れ るので ある。 今日の 狀態は 法科 出身者で、 他 科 方面の 局に 當る人 は、 職務 を 承って から 始めて それ を 研究す る 

ので、 ^にさう いふ 風に 進んで、 專鬥 的の 知識 を もって 居る 人 も ある C 之と 反對 に、 專門家 をして 最初から 其の 

局に 當 らしめ て、 さて それに 必要な 法制 的 知識 を 後から 學ば せても よいので は 無から うか。 明治の 初年なら ばい 

ざ 知らす、 今日で は 其の 方が 有效 では 無い かと 思 ふので ある。 政府の 企てる 事業が、 いは ゆる 技師の 忠言に 聽ぃ 

法科 萬 能 主義 を祸す 
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て 起り、 豫算 難に 逢って 忽ち 彻 去せられ る樣な 例の 比々 あるの を 見る と、 其の 責任者た る 人が、 其の 事業 を果し 

てよ く 理解して 居る か、 或は 一知半解 では 無から うかと いふ 様な 疑問 も 起る ので ある。 從來の 政治家に はま だ 文 

科に 屬 する 學 科の 素養の ある 人 もあった。 今後の 新進の 人々 で 郡長から 始めて、 地方 官も、 地方 中央の 議員 も、 

自治 團體の 役員 も、 一切 萬 事 法制 ー點 張で 進む こと は，、 歷史 ある 國家 を運轉 する 上に 於て、 如何なる もの かと 心 

配になる ので ある。 近來の 我利我利 的政爭 や 歐洲の 大戰亂 を 見て、 殊に 其の 懸念 を 深う する ので ある。 

要するに、 現今 は 法科 萬 能の 世の中で ある.」 日本が 急に 法治 國 となる 爲に、 此の 形勢 を 馴致した ので ある。 他 

學科は 姑く 置き、 國 家の 思想界 を 指導すべき 文科 は、 今日 全く 度外視 せられて 居る。 換ー百 すれば、 虐待 せられて 

居る。 これ は 文科 大學 並びに 公私 文科 卒業 者の 爲に いふので は 無い。 我が 國家將 来の 事 は、 國家を 憂へ る 人の 言 

はねば ならぬ 事で ある。 今日の 狀 勢で 行く と、 全國の 秀才 は 文科に は 最も 緣が 遠い。 論より 證據、 多少の 優秀 者 

を刖 として、 今日 高等 學 校の 入 學 者で、 文科に 人る もの は、 法科 を 第一 志望と した ものが、 假に はいると いふ 形 

跡が ある。 これが 果して 國 家の 健全な 狀態 であらう か。 今日ば まだよ い。 國 家の 大勢 を考へ る 人 は、 將來の 日本 

國を考 へなければ ならぬ。 人情 は 或點に 向って は、 水の 卑 きに 就く と同樣 である こと を 思 はなければ ならぬ。 今 

日の 有様で 行って、 將來 第二 流 第三 流の 人の みが 文科に 入る ことが、 國家敎 育の 方針に 叶って ゐ るので あるか。 

法科 萬 能 を 夢み る 者 は、 須く歐 米 各國の 情勢 を 察すべし である。 米國 大統領 ウィル ソ ン がかって は 小學敎 員の 經 

驗 あった こと も、 恐らく は 現代の 日本人に は 了解が 出來 まい。 
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文科 出身者 は 自重すべし。 社會の 待遇の 如何に 拘ら す、 其の 責任の 重大な 事 を 自信、 自重して、 飽くまで 其の 

所信 を 以て、 天下 を 導かなければ ならぬ。 それと 同時に、 國家 及び 社會 が、 文科に 屬 する 學 科の 修了 生 を 重要視 

して、 其の 驥足 を 仲ば さしめ なければ ならぬ。 官吏の 住 用 令、 大 學の學 科目 も、 或は 改正し なければ なるまい。 

法科 以外に 人物な しと 思 ふ 民間の 商工 會 社が 若し 覺醒 すれば、 それ は 明日から でも、 文科 出身者 を 用 ひ 得る ので 

ある。  (大正. K, 年 十 「帝國 文 學」) 

萬 葉 集を經 典と せよ . 

我が 國の 古典と して 萬 葉 集 を 有する の は、 我が 國 民の 誇で ある。 f 界 文明 史の 上に 於け る 一大 光明と しての 誇 

である。 此の 光明 を餘 所に して、 支那の 詩 經に渴 仰し、 其の 一一 百 一句に 精力 を竭 した 古人の 事業、 今から 思へば、 

何とした 馬鹿げた 事であった らう。 詩經 ばかりで は 無い。 書經 やら、 易經 やら、 春秋 やら、 禮記 やら、 人間の す 

ベての 知識 道德 が、 此の 中に のみ 存在した と考へ て崇拜 した 時代の あさはか さ、 背に 汗す る やうな 心 持が する。 

が、 今でも 其の 考で 頻りに 有難が つて ゐる もの も ある。 論語の 一言一句 を 萬 世 不磨の 眞理と あがめて、 之 を 失へ 

ば國 民が 亡びる やうに 考 へて 居る 人 も 多い。 日本 民族 は、 支那のお 蔭で 發 達した 國 ni- では 無い。 支那の 文明 を 採 

萬 葉 集を經 典と せよ 
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用して 發 達した 國民 である。 支那の 文明が 東洋 一般 (その 中には 日本 も 含まれて 居る) に 影響し 利： S した 事 は 多 

いが、 それが 爲に 特殊の 發達を 妨げられた 事 も 多い。 日本語 そのものの 發 達な ども、 實は 支那 文學の 輸入の 爲に 

得 をした こと も あるし、 損 をした こと も 多い。 その 中で 強大な 支那 文明 の 影響 を 受けた が ら 日本 特殊 の 文明 を發 

達させ 進歩 させた 處に、 偉大な 日本 民族の 精神が 認められる" 古事記 や、 萬 葉 集 や、 源氏物語 や、 其處に 日本語 

の發 揮が あり、 日本 國民 性の 氣焰 が擧 げられ て 居る ので ある C 東洋の 他の 諸國に 之に 比肩す ベ き國が あるで あら 

ラカ， 

孔子が 詩 書 春秋 を 筆 刪して 經典を 作った やうに、 日本の 古典 を 基と して 國 民の 經典を 作る ことが、 今日の 自覺 

した 國民、 始めて 支那 文明の 壓 迫から 離れ 得た 國 民の 成す ベ き 事業で あると 考 へる。 余 は 古人の 事業 を 非議す る 

もので は 無い。 人 は 皆 時代の 中に 生きる ので あるから、 時代の 精神 は 時代の 事業 を 成さ しめたの である。 併し 今 

の 世に 於て、 尙 支那の 經典を 日本の ものと 崇めて、 自己の 眞の經 典 を 忘れて はならぬ。 日本に は 日本 自身の 經典 

がなければ ならぬ。 孔子の 春秋 時代の やうに むちゃくちゃに ならなかった のが、 日本に 孔子の 出なかった 所以 か 

も 知れぬ。 とにかく 今後の 日本 は、 我が 國の 古典 を 基礎と して 治敎の 根本 を 立てねば ならぬ。 

萬 葉 集の 文獻的 研究 は 着々 歩 を 進めつ 、ある。 此の度の 「心の 花」 の 萬 葉號の 如き も、 斯の 研究の 上に 光明 を 

與へ る ものである。 余に 國 家の 爲に 大いに 之 を 喜ぶ とともに、 之を經 典と して 筆 刪し 唱導す る 人が 出て 來 なけれ 

ばなら ぬと 思 ふ。 萬 葉 集 四千 餘 首の 歌の 中から 選出 すれば、 日本の 詩經 ii 優に 出來 るので ある-) さう して 支那の 
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に比べる と、 もっと 國家 的の 傾向 も 多い し、 民族的の 色彩 も餘 であるから、 餘程 面白い ので ある。 さう して 國民 

敎 育の 材料と したいと おも ふので ある C 畫家ゃ 彫刻家が、 從來 日本の 神話 を 一 つも 顧みなかった と 同様に、 經世 

家 ゃ敎育 象が 古歌 を 重要視し なかった の は、 これまでの 缺點 である。 日本の 書經 とともに、 日本の 詩經の 成立 を 

希望して やまぬ ので ある。  (大正 六 年 十一月 「心の 花」) 

Tlie  Spirit  oi  Japan 

INIudi  lias  1-eeu  spck.cn  of  the  sl,-il.it  of  Jal,>;ln l>y  Europeans  as  well  as  by  our  countl.ynlen.  wut  nothing 

interested  me  rnonl-  tlian  tlie  words  of  an  English  g.ent-12,nan,  .who  had  l:s;ppel.led  to  meet  with  pl.of.  Takal-cuyu, 

01s  of  n〕y  colleagues,  a-t  tlic  te^.^^^^"^  IVIuseuni,  aii<l  had  told  luin  tliat  the  Spirit  of  Japan  was  recog.ulzable 

on  lookiiitr  at  "TVu 一 さ," tllc-  2vord-g.uards.  llic  Spll-It  of  J;lp;u.l  founa iii the  2vord-gu;u.ds  .wlla.t  (lid 

1k> 】llcan  ？  Ja-anpse  sws.ds  B  artisticallv  adornr-l,  was  it  not  a  proof  of  the  Jug.ll  esteem  oi  the  weapon 

l>v  the  .wciu.cl>!,  uiid  did  it  not- also  ylicnv  liow  l.eihlocl  tlie  wciu.er  s  aestlietic  ta-stc  was?  Japanese  walTlol-s 

known  for  colu.il.g.e  and  illtl.epidity,  lait  full  of  sy ョ patliy  and  g.enol. き ity,  ought  not  then-  temper  to  l>e 
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the  Im  cf Imrc さ intoii,  and  ih  was  the  national c 籠 titutip 

The  ideas  repield  in  the  Shi  rituals  ociiomlly  redted  as  the  11  pnlty  of  the  natii, 
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f  , き < 一 f  .  一 I 夏 "t 一一  を . I  I,  t  f If  。一  1.1 

f  f  I ぼ  一 I 一一つ I  I  r  r  I  ,3  I  tlo さつ .1  I  I 

15  f  ii  i  I  一；  I き II  St  ,  fill. 
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j  一一 一  一一  I  /  f  I  t  f 一一-一一： 應 th  。に II.  To  a  fi  f  一一- 1 

to  "一二  if  f  f  .0  an  2. 應 I  f  If  I 一一 一  き f 三 a,  r  一-一  一  。  一二，  s. 一一-一- 

應ー. T  一一  e  i 一一 一房 IJ  I つ Hi  I  f  SI  i  i  一一 (- 一二  E】 ーミ 二- 一ぎ f 

f  if  r  as 101  Of  t ぎ [ i.  I, 應 き II 一) 三 If  i  i  i  i 

Of  f  so  I  I  } や 層、 き i  ！  一一 一  ^^i  j  ？  I  i 一  つ 

tl 一つ !r  to  the  ？ 疆 I  t  I  to  all i  i  s  I  f  i  一 I 

s 纏 =ー モ面 f  -  §1  o …一〕 fl ビ】 一 iilc つ. However,  f こ 一- i  ,  i  ！ 

i  f  塞 一二 一う 一一-一 一一つ i き i  f  I.  n  i  il<l I き Bli(-o  I  ？  一一 Th 

露- 5J ま IHa(.II  f】-l 一一つ i  一一 a  ニー (-, 嚴 f き f 層 一一 is  I 
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I  t  cal 一 一 t  a 一一  f  f  [  f  a  il i  f ま t  s} 
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- ニー-, ま it (二ろ il-i-tsttho 望 一一. P3ith-  I 

I  H  li  一一-  - ぎ  . ニー 一. 三-,: 一 a  a  tl 一一- if  一二 一一 (ニー 

. 一 . 1 T 111 つ arrival  of  fol. つ igi 一 さぶ ヌ ュ m  a 二  ， 

ヨー i  li  li 1-〉 一一 一一  一一， き， i  after  the 
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a  I 一.  All 二  i  1  f  i 一一  f  .1  .  f  f 


ti  I  s 一-一二 p 一一 一 3  ニー- itio 一一  of  a 一 Ikiis, Im. つ i  th。i 一-  If  i  i 二 it ョ 一一 つ 一 ョー. §- 一 

i 一一 •  PI  11?  t.f  二-一二 一三-一 一 ニー 目- a  .1  f  5. 一一  as  二ち slal  arts  :f  tho  i. 

SI.  The  f  ii  prevail  i- 一  ip  一二-ニー  _  r-lievc  to  be  a liUlo  li  f 三 二ち W5 一二. 一一 一 

I.  si  of  &  cards,  al 一 ot-t 一二  to  二ち 12 …- 5 ニー s 三 ニー 一-  yi.,  i 一  ま 三 ^  一- 2 ニニ 一一お ニー-  f  :『 ニー 一- 

二： -.2-  of  the  IP.  Th2.0  is-5womlrr  一 hat ョ2.： ニー m-  is  so 三 一一 rh  311  wi 一一 一二 一二 1-ily  ： ニー ahm-. 

. sa,"  the  lyrical  poi,  the  i  archaic  iu  its  origi 一一，  has  r-2 一  ニー o  i  a  S5- 一  ：f li 一二. at 一二. 一一  ニニ-: 一一 さ - 

a II  c-oi5  of  on  nml is  still  at  present  so 11 一一 一 lar  a 一一 一二-一 y  us  llK-l  I, 一 一ーーニー  ：；p き 0,  si ニー k  £r 

一一-一- 二- i。  give-  by  the  Kml 一一.， an.ivo  at  the  Illrial  Court  at Ih 一-  a  :(  2.2.y  y 一- ar.  U  was  B 

ニヨ I  I  of  OS-  liti.y  hf  ry,  ithis  fo 望 of き t  n  a  一一  f  ilf ま ..2. 

i- 一  tho  .  Miria 一 Heai."  The  roi 一一 i 三 ニーつ (--it  la 一 lies  of  tls  一一 5t  II  I,  一一-一 一一- 151  tl- 一- i 

:ffi  一一  g  of  the  lyric.  Not  o 一一  ly  niy  "If"  一  vl 二-ニー  一 v ヨ h-  二ち f  of  n IK-i 

"ニー-一  一一  2.0i 一一 さ I  a  to  tho  一. irrs  二  mt  二- -  pii  一-  if  i  一  一 一二 一 一き ぎ 二-つ {^ 

:f  tho  evst  so  atti  二  iv つ，  一 i  2 一  tirdy  a  [  二-つ If  ニー  つ 1i.  Tl ョ §thi  :f  J 

love-st:ries  ma-1 つ i  c_.  i  n 一一 二  r ニー-一  s 一一 ニー  一) 一. i-  ami  III  ニー  一一 S  to  I 

itime 一一 ts  -f  rilors.  Th (-  same  n  r  il  ニー  ニョ wa 一. -stories  of  tho  si  tl  I 
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A l)ocm  in  the  r  Myriad  Lies 


t  wllell  wiiitrr  ti ョー w  to  spring 

Birds  that  were  igli ョき i  If 


sowers  that  l.。  05.0.  an  tho  grol ; 

K  -tis  no  :perfect  tiling  :  1 1 

I  cist  walk, さ tangled  in  2 つ h  hill, 

So  thick  the  ^f  I  cist  i  sy  g. 

But  111  the  autuniii-tide 

I  cull  the  iu-Iet  leaves  ami f  f  i 

And  let  the  green  leaves  i  with  many  a  tear, , 

All  on  the  fail-  hill-rside : 

No  time,  so  swst  as  that  away  ！  away  I 

Autumn ビ the  time  I  fain  would  keep  away." 

(TralLslated  by  chamberlain) 
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otli (二-  pr:l>l(-  111 t】l (二 vnrl 二  who  low  inoro  tli つ ^-cx^-^-^  of  naturj  tli: ョ tlie  s(>ns  of  Jnl-an.  V\ liai  IN-ollko,  Uio  一 

《*  As  tlic  Sca-Hons  clmntre  from  tini つ to  tiine  our  einotions 

arc  tourlicnl l>y  each  one  of  tli つ ni. 

confesses  what  every  Jal)an つ？. h ニー； u- 一 5U5 in  liis  15sonl.  This  二 it 二 is つ 】ovo  of  nntur つ, tl3t  wo  cnll  IVIlyaluJ 

J 二 vkol-o,"  *. け 15  refined  nsl(r  , lias  ininiens つ】 v ii 二 hlrn(-21  our  arts,  iiiorals,  cu^^tonls  and  all : 二 101-  affairs* 

L-et  1110  iKVSV  roni つ to  niy  co-u 二 usion  in  .stating-  that  these  two  Important  p^p^^^s^  of  our  literature,  loya-lty 

k>  til つ Ki 二 prror,"  nml "love  of  nature  (.ollstitut つ t】5  t\v ご essential  221121ts  of  tlio  Spirit 《一 f  Ja づ nn,  ov 

" YJUnatolDalllasllii."  As  no  one  3S  al51u  to  a(-(-ou】lt  Jol-  the  i.q)int,  oi  a  nation  with  lllat】l<-lna-a2*ur;lcy, 

int(TPR-talions  of  Uie  JaJS/nos つ spirit-  dnf2-  very  nuicli,  iu.rordhlg  to  tlio  V】3VS  of  tlio つ hi ニニ atol.s.  -TllG 

ご lost  of  thrill  however,  seem  to  agree  to  accopt  loyalty  and  p: 一 tnoiisin  a_s  th (-  二 isplay  of  tl ヨ spint.  7sno  一 

liavo  gone  so  fill-  as  to  assume  tlio  Bus】-i 二 o  as  tlie  second  】lallK-  of  the  Jnl2n(,so  了 一 二 nr 一  iiiay ヨ Inul- 

tliat  loyaJtv  ami  patri:tisnl  show  one  side  ()f  tlio  spirit,  but  I  (-an  ll:t  n,l;T (一 o  to  ovor 一：： k low 三 ii:itun\  .  _ 

tlio 《* l.t 二 in21 nii ヨ 二-  21 thr  other.  Yaiiiat (マ Soul  is  in 】ny コヨ o-l 二-こ n,  tlir  r:ll-l 一二 ku ion  :1 tll<- t\v ご, one 

* ノ -h-an 】1， 一 art ご In 二 nir 三 hir; 二,  ； 一 ml  til- 一 ：th 二.  *  n-rmr 二  niin 二 一う ii ョ- il: 三 一-; (二つ anlin (一 三 11(-； 二- 1  U>  一 


き I  I  I  s。lf-ii  "i  of  51.  to  ly  the  litif 一一  1 ati  both 】l  up 

what  wc  call  the  Yil 一 ivit.  The  I  f  g  i  f  I  tl  F  I let  us 

fight  fs. 霞 d  to  the  1^  to  do.  Bravery,  It  if 藝 tel  of  [  etc.,  loyalty 

itself,  ci  out  as  its 匪 iflion.  The  lattev  indicates  which  the  bliful  and  the  desie  is,  and 

If  and  softens  I  of  OS.  11.  a  to  f  i。ti 暴 tli  arise  ^i  f  paf 

It  gily, ゥ tc.  Hi  the 霞 endowed  with  f  true  f  of  Yal, 塞 Id  I  do 

き at 菌 lets  the  ideal  of  "  cl 鶴 1  一 I"  and  the  I  of  "き。 d  sind へ- even  in  I  it 霞 Us  to 

f  own  d  t  f  This  spirit  si  i  f 画 ぽ lily,  i lily  I  i お f 

Is 霞 。f  IP  Til  education 垂 lly  {  to  fl  the  if  ic  tl  so  as  to 

b。 き to  I  thereby  their  behavi 魏. The  S 隠麵 一,  however  valiant,  and  I  in  13 

il 一 f  5  if  destitute  。f  the  I  I,  i  s  n。  I  i  If  i ミ p  f  I 

一 tg  i  ich  prized  as  the  high  ac 舊 1 霞 nt.  Th。  a  wli  f  Solly, 

I  li  prevailed,  an(一  whs  every  I  id  in  the 1 讓 to  be  It  with  Ihetic 

el,  proved  to  r  the  II  oppotity  for  I  if  s  is  I,  f  the  I  i  in  the  3 

If  of  the  school the  wan. ぎ rl  s  Hideyo き I  the  If  The  NInce,  3 
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aiia  singing,  of  the  lyrical  drama,  were  much  encouraged  for  tlic  same  luu.pose. 

It  Ls  no  wolKlel,,  thai  the  Samurai,  JJenel.ally  remote  from  literary  matters, さ educated  to  undcr-stand 

the  bcautif- 一，  would  have  decorated  their  wcapos,  especially  tho  swords,  the  soul  of  silmul.ai, さ ith  the 

utmost  of  their  power,  if  their  means  could  afford  them.  While  I  cannot  help  expressing  my  ad ョ imtion 

for  the  gdntlcmim  who  noticed  this  point  on  the  "  Tsuba  "  collection,  as  a  true  connoisseur  of  the  al.F  I 

may  say  the  same  will  bo  ^.OBP«.^SO^  everywhere  and  anywhcro  ill-  Japanese  object  of  art,  PS  well  as  in 

Japanese  customs  and  manners,  if  a little  attention  -5  paid  to  them.  The  existence  of  the  Japanese  spirit- 

was  ncvol-  rcstnctL-d  to  the  class,  nor  to  the  days  of  tlie  r-ast.  It  lias  penetrated  through  all 

classes  of  our  society,  and  is  still  living  in  olu-  daily  life. 

」ho  Isurlllg  111  of  an  immense  number  of  tho  Uta  poe ョ s  into  the  Imperial  Court  every  Jaiiiiary.  Ls 

such  a  phcnoluelsu,  not  an  instance  of  the  existence  of  the  Japanese  -spirit,  the  combination  of  loyalty 

on  ols  side,  ami  love  of  naturo  "  or-  the  other?  The  -ニ  I  hmlllatsul.r,  the  lovely  dells 广 festival,  for  一  he 

だ rLs,  known  as  the  most  charming.  §d  beantil-ul  sight  iii Japanese  homes,  in  一 vllk.ll  (lolls  】.(-prcs2: i ヨ-. 

the  Emperor  aud  tho  Eml^ress  on  the  throne  are  arranged  with  othor  figures  of  millLstel.s,  generals,  court 

laches  etc.  is  tlus  festival  net  a  miluifestaticu  of  the  same  spirit,  denoting,  the  -  cleau  lieart  "  ami  the 
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一 refim ぶー nlin-1 ： put  tog。th2- ？ 

，n--  f§  poi  by  Moli-Norinaga,  iparing  the  Japanese  sph.it  一  vith  th。  if  If 


tho  li  I.  say  i" ュ too  symbolic  and  too  nt  to  i,0 醒. It  is  .i  二 illK.ult 

to  III  when  i  I  the  Yito-f  it  as  the  11  of  I  1 1{  2.  i  §  r 

10  of  if  or  Chauvinism;  it  is  ly  nold  when  the  "dean 11"  I  tho  -ニ iim-d 

id"  nrc  thereby  implied,  if  in  its き pgty,  purity  and  [I  I  :f  the 

-<dean  hi,"  while  it,-  charm  and  beauty  is  worthy  of  ad ョ iraticn  fcr  the  mind."  Tllali 

prov き， ぎ I  nK-n  the  warrior,  il ュ owe  the  chorry,>> き 一一 kl  一- c  interpreted  f. 

The  word  -<  Sak 謹，" " ch§y,"  li  its  cilu  llll—in  ih  words  as  "  t ihahi  "  (happii)， 

"saki"  (ly)  ：lri"  (prosperity)  and  (riceine).  The  il  of  the  I 霞。 fit.  11-0- 

lil l.y  chen.y-b(  is  glory  and  plerity.  But  the  glory  a 一 ul tlK-  li  be  obtained  bj^ 

n 霞 s  of  the  good  and  the  If  It  r  an  it  and  li  iF  i  I 一  I 

liv つ ly,  like  chl-bl 謹き in  n. に long  as  the  fit さ rvivs き §g  us,  f  wil 一 ま urish 

and  J,  and  the  Jli  一 vill I li  tl 一つ h-  f  I  li  s  二 一 eir  Ihy  it. 

V  一，：、  e  Japan  Society  §^  ^i?l^T4u^^  rmliiN さ」) 
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三 上 博士 在職 一 一十 五 年 祝賀 會祝辭 

今日の 三 上 博士 在職 二十 五 年の 祝典に 際して、 私が 友人 總代 として 祝賀の 辭を 述べます の は、 私に とって は 名 

譽の 至に 存じます。 私が 博士の 知 を 辱う した 初 は 文科 大學の 國文學 科、 當 時の 和文 學 科に 入 學 した 時で、 博士が 

ちゃう ど その 和文 學科を 卒業して、 大 學院學 生と なられた 際で ございました。 併し 私の方では、 それより もっと 

前に 博士 を 知って 居ました。 とい ふの は、 大學ゃ 豫備鬥 がま だ 一橋に あった 時分、 或 日 私が 圖書 館の 今から 考へ 

れば 誠に 狭い 閱覽窒 で、 本を讀 んでゐ ますと、 當 時豫備 門の 上級生であった 三 上 君が、 或 友人と 話 をして 居られ 

ました。 その 友人 某氏が 三 上 君に 尋ねて 「君 は 大學で 何の 專鬥を やる 積 か」 「僕 は 和文 學を やる よ」 「そんなつ ま 

らな いもの を やる のか」 「いや これ 程 大切な 學問 はない」 とい ふやうな 問答 を、 私 は 脇で 聞いて 居た ので ございま 

した。 私 も かねてから、 國學を 修めようと いふ 考 があった ので、 此の 時 自分と 同志の 人の あるのに 氣附 いて 非常 

に 心強く 感じた のであります。 それ は 明治 十七 八 年頃の 事で ございまし たらう。 三十 年 以上 も 昔の事で、 三 上 君 

の 記憶に は 或は 殘 つて 居らぬ かも 知れ ませぬ が、 私 は 昨今の 事の やうに、 はっきり おぼえて ゐ ます C 

さて 私 どもが 在學 した 頃の 文科 大學 は、 學生全 體の數 がー 二十 名 内外であった ので、 大 學院學 生の 三 上 君が 發起 
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せられて、 文學 談話 會と いふ もの を 組織し、 毎月 一 囘神田 あたりの 貸 席 か 何 かで、 會合を 開いた のであります。 

尾 崎 紅葉 や 正 岡 子規 や 夏目漱 石な ども、 その 會の會 員であった のであります。 その 中に 君 は 高津鍬 三郞と 合著で、 

日本 文 學史を 出されました。 これ は 御 承知の 通り 日本 文 學史の 纏った ものと して は 最初の もので ございました。 

國史學 の敎授 として こ k に 二十 五 年、 博士 は國史 學界の 泰斗と して 仰がれて 居られ ますが、 國文學 興隆の 氣運を 

促した 人と しても 忘れて はならぬ のであります。 私 ども は 常に 我が 國文 學界の 先達と して 尊敬して 居る ので あり 

ます。 今 はとく になくな つた 「國 文學」 とい ふ 雜誌叉 は 「帝國 文學」 の 創刊の 際な どに も 君 は 種々 の 盡カを せら 

れ たのであります。 國學院 の經營 及び 授業に 就いても、 君の 努力 は 尋常ではなかった かと 思 ひます。 ふり かへ つ 

て、 此 等の 事を考 へる と、 今日の 祝賀 會は 大學 講座 擔任 二十 五 年の 記念 會と いふよりも、 もっと 廣ぃ 意味に 解し 

たいやう に 思 はれる のであります。 多ぐ の 國史專 鬥家を 養成 し て 、 國史界 を して 今日 あらしめ た 功 勞を考 へる と 

同時に、 大學の 講座 以外に 於て、 直接 間接に、 君が 國 家の 爲に盡 された 事の 多い こと も、 この 機會に 於て 感謝し 

なければ ならぬ と 思 ふので あります。  • 

久しく 君の 令名 を 知って 居って、 ふと 今度の. 祝典の 催し を 聞く 人 は、 三 上 博士と は大 宅世繼 か、 夏山 繁樹の や 

うな 老人と 推測す るで あらう と 思 ひます が、 それ 處で なく、 君 は 全く 壯 年の 人で、 始終お 目に 懸 つて 居る 我々 ど 

もに は、 學生 時代と 何等の 變り はない とまで 思 はれます。 御覽の 通り、 君の 頭に は 一筋の 白髮 さへ 見えません。 

其の 頭の 中には 若々 しい 頭腦の 力の こもって 居る こと も 疑が 無い のであります。 

一一 一 上 博 十： 在職 二十 五 年 祝賀 貪祝辭 
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君の 長男 勝 君 は 數年前 我が 文科 大學を 卒業せられ ました。 文科 大學の 宣誓 名簿に、 父子 二 代が 署名した のは實 

に 我が 三 上 君 を 最初と いたします。 君の 五 人の お子様の 中で、 三人 は それ-^ 家 を 成され、 お 孫 樣が已 に 七 人 ま 

であると いふ 淸幅 は、 我々 友人の 中で 誰も 追 付く もの はない のであります。 今日の 祝賀 會は 君が 學界に 於け る 功 

鑌を 表彰す る爲 であり ませう が、 我々 友人と して は 家庭に 於け る 君の 境遇まで も 思 ひ 浮べ て、 本當 におめ でたい 

事と 考へ すに は 居られぬ のであります。  ， 

君の 今日の お 若さで は學界 に 於け る 今後 の 事業 も 多 々益 i 見るべき ものが ありませ うし、 榮ぇ 行く 御 家門 の 有 

樣も、 末永く 御覽 になる 事が 出來 ると 信じます。 私 は 公私の 兩 面に わたって、 三 上 博士の 過去 を 祝し、 且又 その 

將來を 祝したい と 思 ふので あります。 友人 總代 として、 大正 六 年 十 一 月 十 一 日。 (大正 六 年 十二月 「帝 國文學 .0 

佐々 醒雪 博士 

月日の たつの は 早い もので * もう 佐々 醒雪 博士の 五十 日 祭 も 過ぎた。 思 ひ 出しても、 同 君の 逝去 は國文 學界の 

爲に 悲しむべき ことで ある。 今より 八 年 前 藤 岡 作太郞 博士の なくなった 時、 佐 佐 木 信 綱 博士が 僕に 向って、 悄然 

として 「何とい ふ 惜しい ことで せう」 とい はれた の を 記憶して 居る が、 今囘 再び 同 君が 同じ 言葉 を 繰 返された の 
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で、 僕 は實に 答へ る 言葉 を 知ら^かった。 佐々 博士 を 始めて 識 つたの は、 僕に は 記憶が 無い 。「帝 國 文學」 の發會 

式の 頃で あらう と 思 ふ。 佐々 博士が 其の後 「連 俳 小史」 を 「帝國 文學」 に 連載せられ るの を 見て、 始めて 佐々 君 

を 知った ので ある。 君が 山 口の 高等 學校ゃ 仙臺の 第一 一高 等學校 等に 在職 せられた 間の 事 は 僕 は 少しも 知らぬ。 

僕が 留學 から 歸 朝した 時分、 君 は 旣に金 港 堂 「文 藝界」 の 主筆と なって 活動して 居られた。 それから 數年問 は 

金 港 堂の 佐々 君で あつたが、 此の間 君が 大いに 發展 しょうと 試みた にも 拘ら す、 恐らく は 事 意の 如くに 進まな か 

つた 時代で あらう と 思 ふ T 文 藝界」 も 間もなく 廢刊 して、 それから 色々 の 私立 學 校の 講師と して 盡瘁 せられた。 

君が 結婚せられ たの は、 此の間の 事で、 それ は 僕の 親友た る 得 能文 氏が 橋 わたし をした ので ある。 隨分晚 婚の方 

で、 君が なくなつ てから 見る と、 長男 政 雄 君が 僅かに 十 歳、 全家の 責任 を 未亡人の 手に 委ね、 ばなら ぬの を 聞い 

て、 僕 はっくん \ と、 晩婚 主義の 非 を 悟った。 君の 親友た る大町 桂月 君の 長子が 已に 大學に 入った と 聞いて、 い 

よいよ 晩婚の 特に 日本の 社 會には 不都合な の を 感じて、 君の 晩婚 を 今更 悔しく 思 ふので ある。 

僕は獨 逸留學 中、 始めて 君が 故 水 野 幸吉氏 (故 ま那 公使館 參. 事官) と 莫逆の 友で ある こと を 知った-〕 水 野 氏が 

號を醉 香と いひ、 君が 號を醒 雪と いったの は、 醉香醒 雪の 語 を 二つに 分けた の だとい ふこと を、 水 野 君から 聞い 

た。 今や 水 野 君も殘 し、 君 も 亦 逝いた。 水 野 君 は 僕 等が 獨逸 留學 中、 獨逸 公使館の 書記官であった。 佐々 君が 俳 

諧に 趣味 を もって 居られた の はいふまで もな く、 深く 研究 を 俗謠に 進められて、 種々 の 著作の あった 事 も 世人の 

知って 居る 所で ある。 謠曲 にも 堪能で あつたので ある。 

佐々 醒雪 博士 
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今から いへば、 一昨年、 僕が 海外 視察 を 命ぜられ たので、 僕の 講座の 補充と して、 佐々 博士に 一年 問、 俳諧 史 

の 講義 を やる 事 を賴ん で出發 した。 それ は 此の方 面が、 殊に 分りに くく、 君が 此の方 面に 於て 造詣の 深い こと を 

知って 居った からで ある。 僕が 出立す る その 日、 君 は 「ヒルと いふ 米國ハ ー バ ー ド大學 の敎授 の修辭 作文 書に 感 

心して 居る が、 その ヒル 氏 は 姉 崎に 聞いても そんな 人 は 居なかった とい ふから、 一 つ 調べて 來て 下さい」 と 言 は 

れた。 向 ふへ 行って 調べる と、 とくに 死んだ 人で ある。 併しな か/ \ えらい 人であった らしい。 その 弟子が、 今 

のハ .1 バ ー ドの 文科 大學長 を 務めて 居る。 こんな こと を 見ても、 要するに 君が ー茵の 國文學 者と して、 單に國 文 

國 に沒 頭して 居る ばかりでなく、 廣く 世界 の 文 學硏究 法に 注意した こと を 知り 得 るで あらう と 思 ふ。 

國文學 出身の 有數な 人の 死んだ の は、 心 持の せゐか 外の 科よりも 多い 様に 思 ふ。 卒業 年度から いへば 藤 岡、 ，M 

井に ついで 佐々 君で ある。 橫地淸 次郞氏 や、 坂 本 四方 太 氏 や、 森洽藏 氏な ども 皆 有 爲な材 を 抱いて 死んで しまつ 

た。 誠に 殘 念な ことで ある。  (大正 七 年 二月 「帝國 文 學」) 

文科 大學 論 

今日の 我が 文科 大學が あまり 細かな 各學 科に 分れて 居って、 最初から 間口の 狭い、 奥行の 深い 學者を 造る やう 
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に 出来て 居る の は、 或點 から 見れば、 あまり 多く を大學 在學の 三年 間に 望んだ わけで、 大學敎 育の 重要な 目的 は 

其處 にある にしても、 もう 少し 基礎と なり、 根抵 となる 學科 を在學 中に 博く 學ば せて、 問 口 を 今一 歷廣 くさせる 

必要が あると 思 ふ。 

それに 加へ て、 卒業論文と いふ ものが あって、 それで 採點 せられる とい ふ 結果、 誰 しもよい 評點を 欲する が爲、 

入學當 時から 只管 論文に 骨折って、 論文 は 可な りに 出來て も、 論文 以外の 事に は 一向 不案內 であると いふ 傾向が 

生す る。 

文科 出身者が 世 問へ 出ての 使 はれ 途の少 いとい ふこと も、 一 つ は あまりに 偏して 居る とい ふ 事が 原因で ある。 

學問を 研究す るの は 研究す ると して、 其の 趣味 を あくまで もたせる と 同時に、 もう 少し 融通が 利いて、 い， は ゆる 

パ ンを 得る 方法 を も 得させなければ ならぬ。 

もし 純 粹に學 問 を 研究す る 人ば かり を 持へ るなら ば、 今の 學 生の 數は 少し 多過ぎる。 第 一 志望 は 法科で あるが、 

法科へ はは いれぬ から、 まづ 文科へ はいらう とい ふ ものの 多數な 今日の 情勢で は、 文科に 優秀な 人 を 得る の は 極 

- めて むづ かしい。 國 家の 思想界 を 指導す べき 文科と して、 こ の 有 樣は實 に 國家將 來の爲 に 塞 心す べき ことで ある。 

文科 大學に は 大凡 五 通りの 人が 集って よろしい とお も ふ。 ( 一 ) 學者 となる 人、 (一 一) 敎育 者と なる 人、 (三) 创 

作家と なる 人、 (四) 新聞記者 となる 人、 (五) 行政官と なる 人。 これら を 主な 分別と して、 尙 其の 他 何の 仕事に 

ても從 事す る ことが 出來 なければ ならぬ。 苟 くも 人文に 屬 する 學 科の 高等な 敎育を 受けた 以上、 理化學 の やうな 

文科 大學 論 
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特殊な 知識 を 要する 職務で 無い 限り、 何でも 出來る 害で ある。 それ を出來 ぬと おも ふの は 自ら 疎んじ、 自ら 輕ん g 

4 

する ので ある。 

それ 故 文科 大學 の學科 はすべ て隨意 科と して、 國史 なり、 國文學 なり、 外 國文學 なり、 美學 なり、 哲學 なり、 

• 社會學 なり、 宗敎學 なり、 外 國史學 なり、 多くの 講義 を 開いて、 勝手に 聽講 させる がよ い。 叉 法科で も醫 科で も 

理科で も、 勝手に 聽講 させる がよ い。 さう して 前條の 目的、 それん \ 自分の 好きな 立場に 立た うとい ふ ものに 向 

つて、 好きな やうに 修業させる がよ い。 それに は 今よりも 講義の 數は 殖やさなければ ならぬ。 學科 制の 制限 も廢 

止しなければ ならぬ。 

學者 とならう とい ふ 人 は 最初から、 その 方に 志す がよ い。 一と 通りの 基礎 學科を 學んだ 以上 は、 大學在 學中か 

ら 研究に 從事 しても よい。 さう してつ いて 大學院 で 研究 すれば よい。 其の 他の 人 は 相當の 間口 を 得る まで は、 

大學 で學ん で、 さて 其の後 は その 學識と 常識 を 以て、 I 間に 活動 するがよい。 

文科 大學 が學 者の み を 持へ る處 とお も ふの は、 文科 大學と 大學院 を 混同して 考 へて 居る ので ある。 自ら 文科の 

學 問を狹 くして 居る ので ある。 

大學を 單に實 用の 人物 を 造る 爲の 練習 處 としょうと 論す るの は、 大學は 最新 研究の 結果 を敎授 する 所であって、 

研究者と 教授が 分離す ベ からざる ものである とい ふこと を 忘れた 論で ある。 自ら 最高 學府 たる こと を沒 却した 論 

である。 


何に しても、 今の 儘で は 文科に は 俊才の 集る ことが 極めて 少ぃ。 中には 非常な 俊才 も あるが、 おしなべて 一一 目へ 

ばよ い 人は來 ない。 これ は 實に國 家將來 の爲に 由々 しい、 恐るべき 事で ある。 併し 物は窮 すれば 叉 通す とやら、 

いよ/ \ 其の 弊の 極に 達すれば、 政府の 當路 者な り、 社會 なりが、 叉 目を覺 まして 來る" 永い 問に は 平衡 を 保た 

うが、 私 どもと して は 一日 も 早く 其の 弊 を 救 ひたいと おも ふので ある。 姑息な 策で もよ いから、 應 策で も 講じ 

たいの である。 

國學 者、 漢學 者の 滅亡 を 恐れて 古典 講習 科 を 置かれた の は、 明治の 初年、 國 民が 擧 つて 外 國の學 問に 奔 つた 時 

代であった。 その 卒業生で 爾來 斯學の 上に 功勞の 多かった こと は 世人の 熟知す る 所で ある。 今日の 文科に はちゃ 

うど こんな やうな 形勢が あるので は あるまい か。 新進の 學士 にも 能才な もの は あるが、 其の 才を展 す途は 殆ど 鎖 

されて ゐる。 これで は 誰も 蹄 を 接して 文科の 門に は 集らない とい ふ 形勢で ある。 世の 富豪、 新 富豪 等に 於ても、 

我が 文科の 發展 は卽ち 我が 國 家の 發展 である ことに 留意 せられて、 何等か の 貢獻を 致された いとい ふこと を 序に 

希望して おくので ある。  (大正 七 年 六月 「東亞 之 光」) 

賀 茂 眞 淵 翁に 就いて 

賀茂 眞^ 翁に 就いて 
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今年 は贈從 三位 縣居 大人 賀茂眞 淵 翁が 歿せられた 明 和 六 年から ちゃう ど 百 五十 年 目に 當 ります ので、 この 皇典 

講究 所 及び 國學院 に 於て 記念の 祭典 を 施行せられ、 私に 一場の 講話 をす る やうに とのお 話 を 承りました。 これ は 

同じ 學 びの 末の 流 を 酌む 私に とって は 誠に 名譽な 事と 考 へます が、 併し 此の方 面の 學 間に 於て 造詣の 深い 諸 先輩 

を 前に 据 ゑて、 私が 講演 を敢 へて するとい ふ 事 は、 潜 越の やうに も 思 ひ、 叉 私が 翁に 就いて 特に 新しい 研究が あ 

る譯 でも 無い のです から、 一時 は 御 引受 を it 隨し ましたが、 たって との 仰 も ありまし たので、 唯 私 を 今日の 演壇 

に お 立た せ 下 さ る 御 好意 を 思 ひ、 その 光榮に 感じて、 翁の 學問 及び 事業に 就い て の 私の 感想 を 簡單に 申 上げ た い 

と 思 ひます C 

翁の 家系、 傳記 等に 就いては、 平 田 翁の 玉 櫸を始 として、 高 田 與淸の 家傳、 村 田 春 海の 家譜 考證、 其の 他 色々 

あって、 皆様が 十分 御 承知の 事であります。 遠州濱 松の 西 外れ、 敷智郡 伊場 村で、 岡 部新宮 禰宜定 信の 第二 子と 

生れられた 事、 眞 淵と いふ 名 は 其の 郡 名から 採られた 事、 其の 祖先の 成 助と いふ 人が 賀 茂の 神主で、 後 拾遺 集、 

かもた ナ つのみ 

金 葉 集- 詞花 集な どに 歌の 載って 居る 事、 賀茂 氏の 遠祖に 遡れば、 八 烏と して 皇軍 を 導かれた 鴨武津 身命で あ 

る 事 等、 其の 家系から 考へ、 家庭から 見ても、 翁の 師 たる 荷 田春滿 翁が 稻荷 山の 神官で あつたと 同様に、 我が 國 

學には 深い 因緣の ある 事と 首肯 かれる 次第であります。 併し 京都と か 伊勢と かで なく、 遠州濱 松から かう いふ 學 

くに あきら  てる 

者が 起った 事 は 珍しい のであります。 その 頃、 濱 松に 於け る 翁の 友に、 諷訪 社の 神官 杉浦國 頭と 五社の 神主 森暉 

まさ  ま V ふ- 

昌が あり、 この 國 頭の 妻眞崎 は卽 ち春滿 翁の 姪であった ので、 春滿 翁が 其の 家に 宿泊の 際に 感化 を 受けられ、 こ 
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れが 國學の 傳統を 形造った 事を考 へます と、 學問 勃興の 機緣 とい ふ もの も 不思議な ものであります。 

さて 享保 十八 年、 三十 七 歳の 時、 遂に 意 を 決して 上京して： ？s 子と なられ ましたが、 元 文 元年に は 荷 田 大人が 歿 

せられた ので、 つまり ra 年間の 弟子であった 事、 元 文 三年、 四十 二 歳で 江戸へ 出られた 事な ど は、 年譜の 上に 明 

ら かな 事であります。 こ、 に 於て、 我等が 第一に 思 はなければ ならぬ 事 は、 翁 はかなり 晚學の 人であった とい ふ 

事であります。 本 居 大人が 百人一首 改觀抄 を 護んで、 國學に 志された の も 二十 八 歳、 眞淵 翁に 逢 はれた の は 三十 

四 歳で、 これ も 隨分遲 いのです が、 眞淵翁 は それよりも まだ 少し 遲 いのです。 流石に 一代の 學者 として 立つ 程 @ 

人 は、 たと ひ晚學 でも、 一旦 志 を 立てた から は、 遂に その 志 を 貫き通す とい ふ處 に、 後進の 者の 學 ばなければ な 

らぬ點 があります。 加 之眞淵 翁に しても、 宣長 翁に しても、 まだ 全く 開拓して ない 學問を 開かれた のであります 

から、 この 年輩に なって 始めて その 志 も 起り、 その 準備 も 整ったと 見て よから うと 思 ひます。 平 田 翁が 言 はれた 

やうに、 國學 はい は ゆる 「いっち 廣ぃ學 問」 で、 儒學も 明らめ、 佛學も 心得た 上で、 さて その 眞偽 を辨 じ、 眞の 

道 を あら はさう とい ふので あります から、 それだけの 用意 をす るに は、 三十 歲 近くまで 漢學 なり 其の 他の 學 問の 

素養 を 十分に 積む ことが 必要であった のであります。 その 根柢の 力が あり たれば こそ、 國學に 於ても すん く發 

明の 說を 立てられる ことが 出來 たので、 其の 晚學 とい ふこと は 自然な 事、 且 必然な 事と 思 ひます。 さて 四十 二 歳 

で 江戶へ 出られてから、 岡 部 日記 や 後 岡 部 日記に も 見える 通り、 二度 一寸 歸鄕 せられ ましたが、 それから 明 和 六 

年、 七十 三 歳で 歿せられ るまで、 約 三十 年間が 江戶に 於ての 活動 時代であって、 多くの 著書 をせられ、 弟子 を 導 

賀茂 眞^ 翁に 就いて 


405 


論文 隨筆 

かれ、 天下 を 風靡-せられ たので ありました。 その 間に 田 安家に 仕へ て 優遇 を 受けられた 事 もあります が、 晚 年に 

は 仕を罷 めて、 專ら 著述と 子弟の 敎 育に 從 事せられ ました。 その 著述の 多くが 極めて 晚 年に 出た 事 は 大いに 注意 

すべき 事であります。 冠辭考 の出來 たのが 六十 一歳の 時、 源氏物語 新釋の 完成が 六十 二 歳の 時、 萬葉考 別記が 六 

十 歳の 時、 歌 意考が 六十 八 歳、 國意考 が 六十 九歲、 祝詞 考が 七十 ニ歲、 七十 三 歲卽ち 歿せられる 年に 語意 考が 

出來て 居ります。 もとより 長い間の 蘊蓄 や 研究が 後に なって 書 下された のであります が、 かくまで 孜々 として 倦 

ま れ な か つ た 勤勉 努力 は 尋常 人 の 及び難い 事であります。 最早 匿 居 をして 引 込むべき 時代に 於て、 老いて 益-' 壯 

に、 ひ たす ら 道の 爲 にい そし まれた 事 は、 我が 國學の 發達 進歩 の 爲には 非常に 仕 合の 事であった ので あり ます。 

近頃 大學 敎授 にも 停年 を 設ける とい ふ 話が ありまして、 將來は 六十 歳に 達する と 職 を 退く 事に 極る さう であり ま 

すが、 翁の やうな 精力の ある 人に は 其の 必要はありません。 叉 職 を 退いて から も、 翁の やうな 勤勉と 精力が あり 

さ へ すれば、 多年の 研究 を 後世に 遣す ことが 出来る だら うと 思 はれます。 これ も 翁に 敬服し なければ ならぬ 事で 

あります。  . 

翁の 學問は 申す まで もな く、 かの 「ふみ 分けよ 大和に は あらぬ 唐 鳥の 跡 を 見る のみ 人の 道 か は」 と 詠まれた 荷 

田 春滿翁 の 精神に 本づ いて 日本の 古典 を 研究し、 さう して 日本の 古道 を 明らめる とい ふのに あつたの であります。 

翁の 一生の 事業 を考 へて 見ます と、 其の 功鑌 影響 は實に 偉大であります。 翁の 三十 年間の 江戶の 活動 は、 全く 國 

學の 基礎 を 確固に し、 其の 大進步 を 促した のであります" これに は 翁の 堅實な 意志、 高遠な 目的が 其の 根抵 にた 
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つて 居る のであります。 翁 は 當時滔 々として 世に 漲って 居る 儒敎 が、 早くから 日本 固有の 道の 所在 を 失 はしめ て 

居る のに 憤慨して、 此の 古道 を閬 明す るの を 終生の 事業と せられた のであります。 賢明な 夫人の けなげな 勸吿に 

よって 志 を 立ててから、 其の 歿 年に 至る まで 確固たる 精神 は 一貫して 變 りません。 絶えす 此の 心 を 以て 歌 文 を 緩 

り、 書物 を 著し、 弟子に 敎 へられました。 翁 は 此の 學の 建設の 容易で ない こと を 知って 居られました。 翁 以前の 

研究の 誤った 事 を 正し、 前人 未 發の見 を 立てられた 事が 多々 あり、 學術 上の 害 業と して は隨分 多くの 偉功 をた て 

られ たるに も拘ら す、 斯學の 建設 は 到底 一人 や 二人、 一 代 や 二 代で 出来る もので ない 事 を 知って 居られました。 

卽ち 自分 はもと より 一 代 を 通して やる が、 弟子から 弟子へ 永續 して 行くべき 事業と して、 その 方針 を 以て 弟子 を 

導かれました。 この 高遠な 大目 的の 下に 國學の 基礎が 据 ゑら れ たのであります。 かの 松阪の 一夜に 宣長 翁に 諭さ 

れた言 を 玉 勝 間で 見ます と、 

われ ももと より 神の 御 典を說 かむ とお も ふ 志 ある を、 そ はま づ唐心 を淸く 離れて、 古への まことの 意 を 尋ね 得 

す は あるべ からす。 然るに その 古への 心 を 得む こと は、 古言 を 得た る 上なら では 能 はす。 古言 を 得む こと は、 

萬 葉 をよ く 明らむ るに こそ あれ。 さる 故に 吾 はま づも はら 萬 葉 を 明らめん とする 程に、 すでに 年老いて、 殘り 

の 齢 今い くばく も あら ざれば、 神の 御 典を說 くまでに 至る こと 得ざる を、 いまし は 年 さかりに て 行 さき 長 けれ 

ば、 今より 怠る ことなくい そしみ 學び なば、 其の 志遂 ぐる こと あるべし。 但し 世の中の 物學 ぶと もがら を 見る 

に、 皆 低き！ を經 すて、 まだき に髙き 所に 上らん とする 程に、 低き 所 を だに 得る こと 能 はす C まして 高き 所 は 
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得べき やうなければ、 皆 ひがごと のみす めり。 此の 3 曰 を 忘れす、 心に しめて、 まづ 低き 所より よく 固めお きて 

こそ 高き 所に 上るべき 業 なれ。 わが 未だ 神の 御 典 をえ 說 かざる は、 も はら 此の 故ぞ。 ゆめし なを 越えて、 まだ 

きに 髙き所 をな 望み そ。 

とあります。 その 論 を 受けた 宣長翁 は 此の 時 三十 四歲、 論され た 眞淵翁 は 此の 時 六十 七 歳であった のです が、 こ 

の 諭 一一 一一 n で 正しく 翁の 學 問の 仕方と その 目的が 窺 はれます。 卽ち神 典 を 說く爲 に は、 まづ 古言 を 明らめなければ な 

ら ぬと いふ 考 から、 萬 葉 集の 研究に カを盡 された のであります。 つまり 學 問の 根柢 を 立ててから でなければ 本當 

の 研究 は出來 ぬと いふ 考 から、 一 生 を それに 傾けて 出來る だけ やった。 併しもう 年 も 取った から 八 「度 はお 前た ち 

の やうな ものが 續 いて やれとの 諭 一 百で、 こ の 論 一 百 は 取り も 直さす 我が 國學の 歷史を 語って 居る ものであります。 

それ 故 もし 自分の 說に 誤った 事が あれば、 後の 者 は どんく 直して 行く がよ い。 師の說 だと 言って 決して 拘泥す 

るに は 及ばぬ。 それ は學 問の 進歩の 爲 ではない と 常々 敎 へられた のであります。 宣長翁 はこの 事 を 記して、 

常に 敎 へられし は、 後に よき 考の 出來 たらん に は、 必す しも 師の說 に 違 ふとて、 な 憚り そとな む敎 へられし。 

こ はいと 貴き 敎 にて、 我が 師の、 世に すぐれ 給へ る 一 つなり。 (中略) 師の說 なりと て、 必 すな づみ 守るべき に 

も あらす。 善き 惡し きをい はす、 ひたぶ るに 古き を 守る は、 學 問の 道に はいふ かひな き 業な り。 叉お のが 師な 

どの 悪き 事 を； 百 ひ あら はす は、 いと も かしこく は あれ ど、 それ も 言 は ざれば、 世の 學 者の 說にま どひて、 長く 

善き を 知る 期な し。 師の說 なりと して 惡 きを 知りながら、 言 はす 包み かくして、 よさ まに つくろ ひ 居らん は、 
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唯師 をのみ 貴み て * 道 をば 思 はざる なり。 

目 ざす 所は學 問の 爲、 道の 爲に あるので * 師の說 でも 誤って 居る もの は 正す。 新しい 開拓 をして 行く 時には * 

どうして もこの 精神と 實 行がなければ なり ませぬ。 この 方針で 弟子 を 導かれ、 弟子 も 亦 之 を 奉じて その 弟子 を 導 

きました から、 國學の 勃興 進歩が 見られた のであります。 

さて、 さきの 宣長翁 を 諭された 詞で も 分り ます 通り、 眞淵翁 は 最多 の 古語 を 含ん で 居る 萬 葉 集 の 研究に 最も 力 

を盡 された のでありまして、 それが 御存じの 通り 後年 萬葉考 となって 現れました。 翁の 著述 は 最初 は 多く 解と い 

ふ 字を附 けられた やうで したが、 後に はすべ てこの 考と いふ 字が 附け てあります。 この 考と いふ 字 を 味 はって 見 

ますに、 翁の 方から 言 ふと、 「これ は 自分 だけの 考 である。 他人に は 叉 別な 考が あるか も 知れぬ」 とい ふ、 つね づ 

ね 弟子に 敎 へられた 例の 學問 本位、 且 自己の 謙遞の 態度が 認められる やうに 思 ひます。 又 他人から 見る と、 如何 

にも まだ かう いふ 方面の 研究の な；； 時代で、 翁が すべての 方面に 新しい 開拓 を 施して 新 意見 を 立てて 行かれる と 

いふ 趣が 見える ので、 面白く 感す るので あります。 その 萬 葉考の はしがき を 見ます と、 最初 は 萬 葉 集 を 唯 古歌の 

集とば かり 思って、 古今 集 や 物語な どの 解釋を 心掛けて 居った が、 今考 へて 見れば、 中古 以後の 歌 は 皆た を やめ 

の やうに 弱々 しいので、 ますら をの 男らしい 點の斟 い 事に 氣附 き、 それ は 唯 萬 葉 集 だけに あると 知って、 こ、 に 

あまたの 年月 を經て 六十の 齢に して 始めて 之 を解釋 したと あります ので、 これで 翁が 一 生 を 通じて 萬 葉 集の 研究 

に 努力 せられた 事、 又 上代 を 33 として、 いは ゆる 中世 以後 を 排斥 せられた 翁の 精神が 認められる のであります。 

贺茂眞 淵 翁に 就いて 
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萬 葉考の 卓見に 就いては、 篤 胤 翁 も 

しか 學ぴ 得て 已 にわが 物と なれる 大倭 心の、 思 ふまに く 一一 IK ひ 連ねられ しもの なれば、 本文なる 歌の 解 は、 却 

りて は 此の 大考 の條々 の 引 證に釋 かれし 如くな も ありけ る。 達人の 學は 多く さるものに しある を， 今の 古學者 

. ^ど、 さる 謂 をば * つゆ もえ 知らで ぞ ありけ る。 

とい はれて 居る 通りで、 多年の 研究で 萬 葉 集 を達觀 した ものであります が、 その 結果と して 萬 葉 集の 卷々 の 順序 

を 改められた 事が 最も 面白い のであります。 卽ち 第一 卷、 第二 卷を古 撰と し、 次いで 十三、 十一、 十二、 十四 を 

同等の 撰と 考 へられた のであります。 一、 ニは宮 風で 作者 も 明瞭、 十三 は 同じく 宮 風で 時代 作者 不詳、 十一、 十 

二 は 時代 作^ 不詳の 短歌、 十四 は 東歌、 これ だけが 古 撰の 萬 葉で、 五卷は 山上 憶 良の 歌集、 卷 七と 卷 十と は 集め 

ぶり も 他と 異なって 居り、 歌 もい さ、 か 古いに よって、 一人の 拱で あらう。 十五 卷は新 雑へ 遣 はされ た 使 人の 歌 

と、 中臣宅 守と 茅 上 娘 子との 贈 和の 歌、 十六 卷は 前後に 由緣 ある 歌 を 載せ、 中間に は戲 歌 を 載せて あるが、 河 

村 王 や 大伴家 持の 歌 も あるから、 古い 集で は あるまい。 三卷 から 四、 六、 八、 九、 十七、 十八、 十九、 二十 は 家 

持の 歌集であって、 この 混同 は延喜 以後で あらう とい はれて 居る のであります。 そこで 古 撰六卷 に註釋 して、 尙 

別記 を 添 へられた のであります。 かくの 如く 萬 葉 集の 卷々 を 時代 的に 內容 から 研究した の は 非常に 面白い 事で、 

これ は餘 程よ く 萬 葉 集 を 研究し、 體 得した 研究の 結果であります。 もとより 翁の 考の 全部が 正當 であると いふ わ 

けに は參 りません が、 その 順序の 立て 方に 於ても、 流石に 翁の 見識で あると 感服せ すに は 居られません C 尙七卷 
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以下の 考 もあった ので、 それ は 全集に は 載せて あります。 

翁が 萬 葉 集の 研究 卽ち古 一一 一一 E 研究の 副産物、 昆方 によって は その 研究の 一部と して 最も 顯著 なの は、 冠辭考 であ 

ります。 その 識見 を 窺 ふに 足る ものと して、 蓋し これが 翁の 第一 の 著述と 言っても よから うと 思 ひます。 これ は 

枕詞の 解釋 です が、 枕詞の 枕 は 夜の もので 面白くない。 且 その 名稱も 古語で はない とい ふ處 から 「かう むり こと 

ば」 と荷田翁の；：>はれたのを3^ひられたのでぁります。 これに は、 從來の 枕詞の 解釋を 改められた 卓見が 澤山見 

えます。 一二の 例 を 擧げて 申します と、 「久方の」 とい ふ 枕詞の 久方、 久堅 など は 皆 宛字で、 これ は 

ひざ 1 ご  ひざ 1* 一が た 

天の 形 はまろ くて うつろなる を、 匏の內 のまろ くむな しきに 譬 へて， 雜 形の 天と いんなら むと 覺ゅ。 

、 、 、  0 

などと 書かれて 居ります。 叉 「みす かる 信 濃」 とい ふの は、 みす 1^ を 刈る 對 とつ J ^ける ので みす s.- は 小さ レ 

竹で あると か、 「神風の いせ」 とい ふの は、 神風から 息の いだけ にか、 るので あると かいふ 類の 新 意見が、 すべて 

古事記 や 萬 葉な どの 文獻的 證據の 上に 說明 せられて あります。 宣長 翁が  一 a して 最初 は 疑った が、 後に 敬服して 

遂に 入門す る考を 起された とい ふの も、 無理の ない 事であります。 

翁の 著述 は 非常に 澤 山あります から、 一 々說 明す る享 も出來 ません が、 翁の 研究が 上古 中古の 書物の 殆ど 全部 

にわた つ て ゐる事 は、 その 精力と 勤勉 を 思 ふに 餘り あるの であります。 上古の 祝詞 を解釋 した もの は 祝詞 解で、 

後に 祝詞 考 となって 出版せられ ました。 本 居 翁が、 「世の 阪りも はら 萬 葉に カを盡 されし 程に、 古事記、 書 紀に至 

りて は、 その 考 いまだ あまねく 深く は 行き わたらす、 委しから ぬ 事 ども 多し」 と 言 はれた 通りであります が、 古 

賀茂眞 淵 翁に 就いて 
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事 記 頭書 や H 本 紀訓考 もあります。 叉祌樂 歌、 催馬樂 にも 备々 の考 があります。 神 遊 考は明 和 三年、 七十の 齢と 

あります から、 更に 後に 補正せられ たので ありませ う。 叉 風俗 歌考 もあります。 これ 等 は いづれ も 古 一一 一 H 研究の 關 

係 上、 聯絡が あります から、 一 つと して 見逃す わけに は 行かなかった のであります。 下って 中古 文學 以下の 註釋 

はどう かとい ふに、 古今 集に は 續萬葉 論が あり、 續萬葉 集 祕說が あり、 古今 集 序表考 などが あり、 叉 その 講義の 

筆記 を 本と して、. 天明 五 年 野 村 遜 志が 上田 秋 成に 乞うて， 訂正 出版した 古今 和歌 集打聽 があります。 これは^ 村の 

妻と も ひ 子 (吉岡 氏) が眞 淵に 學んだ 時の 筆記であります。 百 人 一 首に 關 して は. さきに 百 人 一 首 古說を 書かれ ま 

，つ ひまな び 

したが、 「童 蒙の 古學に 人る 導きよ」 とて、 後に は 初學と 改題せられ ました。 伊勢 物語に は 伊勢 物語 古意、 大和 物 

語に は 大和 物語 直 解が あり、 源氏物語に は 源氏物語 新釋 とい ふ 大部の 物が あります。 これ 等文學 上の 註釋に 於て 

は， 契 沖 ゃ春滿 等の 先輩 說を參 酌して 用 ひられた の は 勿論で、 叉 もとより 自己の 新說を 加へ てあります。 文學の 

歷 史的 研究と して は、 其の 書の 著作の 年代、 作者 等に 就いて 研究し、 斷案を 下して あるの が 面白い と 思 ひます。 

よし その 說は 悉く 中ら すと も、 さう いふ 研究 法 は 必要な のであります。 問 遠って 居れば、 後の 人が 直せば よいの 

であります。 伊勢 物語 古意に も、 書名、 作者、 時代の 論が あります し、 大和 物語 直 解に も 作者、 時代の 論が あり 

ます。 祝詞 考 などに も 祝詞 各篇の 製作 年代 を 論じて あります。 之 を 要するに、 古書の あらゆる 方-: S に 向って 註釋 

を 施し、 解 釋を與 へよ うと 絕 えす 勤勉 せられた のであります。 それが 長い 間 積り 積って 色-? -な 著述が 出來 たの で 

あります。 さう して その 長い間に は、 研究の 進歩から、 前の 說が變 つて 來 るので、 絕 えす 補正 を 施して、 それが 
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歿年ま でも 績 いて 居った とい ふ 所に、 學者 としての 眞摯な 態度が 見え るので あ り ます。 

翁 は 學問上 かやう に 研究 を 積まれた のであります が、 同時に 叉 自ら 歌 文 を 創作す る 人で ありました。 卽ち 古書 

を 研究し、 古語 を 明らめる とい ふ のみでな く、 其の 古語 を 用 ひて 文 を 綴り、 歌 を 作られた ので ありました。 翁の 

一代の 和歌に は變遷 もあります が、 最も 萬 葉 集 を 貴んで、 上代 を 重んぜられた 所から、 其の 文 も、 其の 歌 も、 常 

に 模範 を 奈良時代 以前に 置かれた のであります。 ますら をの 男らしい 風 調 は 上代に あると いふので、 その 素朴な 

中に、 誠の 心が あら はれて 居る とい ふ 事 を 採られた のであります。 

後の 綾 は 中つ 世の 錦に 如かす、 中つ 世の 錦 は 上つ 世の 倭 文 機に 如かざる 事 は、 下り立ちて 知る 人 こそ 知らめ。 

とい ふので、 上古の 文 は 錦で ない 代りに、 眞 味が ある。 すべて 後の せの もの は 漢意を 交へ て來 るので、 虚飾が 生 

じたと い ふ 論で あり、 それで 歌を學 ぶに も 上古 を學 ばなければ ならぬ。 

歌 は 其の 時の 姿に よりて よむ 事ぞ などい ふ もの は、 私の 心の 甚だしき にぞ ありけ る。 

古へ 人の 直く し て 心 高く みやび た る を 萬 葉 に 得て、 後に 古今 歌集 へ 下りて まねぶべし。 

-H し 

物 は 末より 上 を 見れば、 雲霞 隔 りて 明らか ならす。 其の上へ 昇らむ 階 を だに 得ば、 いち 早く 高く 昇りて 上 を 明 

よのなか 

ら めて 後に 末 を 見よ。 旣に いひし 如く、 高山より 世間 を 見渡さん 如く、 一目に 見 ゆべ し。 物の 心 も、 下なる 人、 

上なる 人の 心 はは かり 難く、 上なる 人、 下の 人の 心 はは かり 易き が 如し。 よりて 學びは 上より 下す をよ しとす 

る こと、 唐國人 もし かいへ りき。 

贺茂 眞^ 翁に 就いて 


413 


論文 隨筆 

とい ふので あります。 元錄 以後に なって は、 一般に 純 文學が 起って 來 ましたので、 漢學 方面に 於ても 詩文 家が だ 

ん だんと 出て 參 りました。 翁の 友人であった 服 部南郭 は、 當 時芙渠 社と いふの を 立てて、 江戶の 漢文 壇の 牛耳 を 

執って 居った のであります。 かう い ふ 時せ ですから、 國學の 方に 於ても 和 11 や 古文 を 弄ぶ とい ふ 人 も おん/ \ 多- 

くな  つたので あります。  この 時、 翁が 古 體の歌 文 を 以て 弟子に 敎 へられた のであります か. ら、 其の 鬥. に 集って 來- 

る もの 次第に 多 く、 學問を 研究す る 傍ら、 むし ろ 文筆に たづ さはる 側の 門弟， も澤山 出来ました。 京都 あ たりに は、 

堂上 家の 風 を 學んだ 歌 詠 はあり ましたが、 歌 文に 通じた もの は 御かった 時代であります し 、江戸の 文運が だんだ 

ん閒け る 時代 でありました から、 おの づ か ら 天下 の 耳目 を 集めら れ たので あり ます じ さ うし て 翁 の 文藻が つ まり 

一せ を 風靡した のであります。 これ は 一 つ は 江戸と いふ 所で あつ. た 事に もより、 叉 田 安家に 寵 遇せられ たとい ふ 

事な ども 幾分 か 原因 ともなって 居り ませう が、 實際 此の 當 時に 於て、 眞に 古文 學を 研究し、 - 又 古歌 古文 を 作り 得 

る 翁 ほどの 人 は 外 に 無かった ので あり ます。 それで 翁の 門人の 中から は、 だんく と 文章 家 や 歌 詠が 輩出し まし 

た。 就中 傑出した のが 村 田 春 海、 橘 干 蔭 等で、 江戸の 歌學 はこれ から. 盛に なって 来たので あります。 翁の 門人 屮 

に は、 筑波 子、 倭 文 子、 餘野 子の 三才 女が 居った のみなら す、 その他に も 紅 子、 榮子、 久米 子、 さかり、 とも ひ、 

たまき、 ゐゃ、 ふみ、 ゑん、 など まだ./ \ 多くの 女の 名前が 見えます。 これ 等 はもと より 日本の 古道 を 明らめる 

とい ふ 方の 弟子で はなく、 文藝 上の 弟子であった のであります。 佐 佐 木 博士の r 賀茂眞 淵と 本居宣 長」 とい ふ 書 

の 中に、 ふぶ くろ 抄と いふ ものが あって、 女の 弟子への 往復の 手紙な どが あって、 歌の 添削 をして やられた 様子- 
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が 分ります。 

鬥 人の 中には、 同鄕の 人で 栗 田士滿 とか 內山眞 龍と か、 叉、 伊勢の 人で 荒木 田久老 とか、 古典 を 研究した 人 も 

ぁリ、 正直に 眞 淵の 說を 守って、 詠む 歌に も 少しも 後世の 語 を 交へ なかった 楫 取魚彥 など は、 師の 研究に つ い 

て 古言 梯ゃ續 冠辭考 など を 作った 人であります。 叉 高橋秀 倉と い ふ 人、 これ は 翁 は 律令の 學 をせ よと 敎 へられた 

のです が. 翁に 先だって しました。 加 藤 宇 萬 伎と いふ 人 は 歌が 上手で したが、 難 波に 勤番し ました。 上 S 秋 成 

は 此の 人の 弟子です。 翁の 文藻 はかくして 關 西まで も擴 がって 行った のです。 翁が 新しい 學 問の 開拓者と して 多 

方面に 力 を 持って 居られた が爲 に、 弟子 は 思 ひくに 其の 一面 を受繼 いで 發 達して 行った のであります。 こ、 が 

翁 の 偉大な 所で あります。 さう して 叉 翁の 事業の 影響の 大きい 所以で あります。 か の 奇才 を 抱 い て 戲文を もの し 

た 平 賀源內 も、 片歌を 主唱した 建 部 綾足 もや はり 翁の 鬥 人名簿 中の 人であります。 建 部 綾足. は 西 山 物語、 本朝 水 

滸傳等 を 書いた 人、 村田舂 海に も 竺志船 物語が あります が、 曲亭馬 琴が 幼時から 私淑した の は 秋 成 や 緩 足で、 眞 

淵 翁が 文化 文政の 小 說界に 問 接に 大 影響の あった こと も >  顯 著な 事實 であります。 古言 を 究め、 神道 を 明らめよ 

うとい ふ 人の 努力 が 純文藝 の 繁榮を も 開 いたのであります。 

平 田 翁の 玉 櫂に、 或 時、 河津長 夫と いふ 門人が、 師の眞 淵 翁に 尋ねて、 

大人 は 上つ 代の 道の 學問こ そ專と ある 學 なれと 論 し 給 ふに、 その 方の 學 問す る 人と て は あ る ことなく、 歌の み 

詠みなら ひ 侍る を、 大人の 制し 給 はぬ は 如何なる 由に か。 

賀茂駕 淵 翁に 就いて 
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と 問うた、 その 時の 翁の 答に、 

歌よ む 事 は、 我が 本意に は あらね ど、 敎 子どもの 皆 歌 詠と なる 事 は、 譬 へば 父母の いと 愛しく 思 ふ 女に、 何く 

れと 手業 ども 恥づ かしから す 習 はせ て、 年頃に なりな ば、 高く ふさ はしき 夫 を 選びて 嫁せ むと 思 ひ 設けて ある 

に、 其の 女 年頃に なりて、 父母の 思 ふと は 異に、 さる 高き 人 は 物む づ かしと て、 拙く 卑き 男に ちぎりて、 親の 

心に 違 ふ を、 しかす がに 捨て も やられす、 許し 嫁せ たらむ が 如く、 上つ 代の 道の 尊き を 嫌 ひて、 卑き歌 作と な 

る 人の み 多き を 何とせ む 。若き 徒の 中には、 歌よ みつ、 遂に まことの 學 問に 至る 人の 出來 もやせむ と、 さて あ 

るな り。 

と 言って 歎息せられ たと あります。 これで 見ます と、 翁 は 決して 歌 文 を敎へ る 事 を 本意と はして 居られなかった 

ので、 飽くまで も 其の 本領 は 古道 を 立てる にあった のであります。 

飛騍匠 ほめて つくれる 眞木 柱た てし 心 は 動か ざら まし 

の 歌の 如く 確乎たる 志 は 動かなかった のであります。 唯 翁の 文 藝の才 は、 いつの 間に かその 方面に 多くの 弟子 を 

作る 事に たったので すが、 これ は 見方によっては 決して 歎息す るに は當 りません。 文壇に 於て さばかり の 盛名が 

出、 叉 歌 文 を 作る 人 も 大いに 殖 した 事が、 つまり 國學の 興隆と いふ 事に は 偉大な 勢力と なった のであります。 も 

し 翁の 學問 があって も、 翁の 文藻がなかったならば、 あれ 程に 天下 を 風靡す る 程の 國學の 勢力 は 出来なかったら 

うと 思 ひます。 これ はこの 祭壇に 在す 翁の 靈 も、 多分 私の 申す 事に 贊 成して 下さる 事と 思 ひます。 況ゃ 翁の 門人 
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中には、 律令、 古典、 語學 其の 他の 研究で 斯學 に貢獻 した 人々 も 多い のみなら す、 最も 大きな 弟子と して、 むし 

ろ 出藍と もい ふべき 本 居 翁が 「人 代を盡 して 後神 代に 及ばう」 とい ふ 志 を. 繼 がれて、 國學を 大成 せられた 事 を 思 

へば、 翁 は 大いに 滿 足せられ てよ いと 思 ひます。 私 は 翁が 一面に は學 者で あり、 一面に は 歌人で あられた 事が、 

國學 興隆の 爲には 大いに 幸福で あつたと 考 へます。 それで あつたが 爲に、 學者 としての 翁の 事業が、 非常に 大き 

な 影響 を與へ 得た と 思 ふので あります。 

翁の 學風ゃ 主張 は、 どの 著述に も 窺 はれます が、 それ を 簡單に 明瞭に 霄ひ あら はされ たもの、 その 學 問の 精粹 

とも 見るべき もの は、 國 意考、 文意 考. 歌 意考、 書 意考、 語意 考 等でありまして、 こ 、に 漢心を 排斥して 日本の 

古道 を 押 立てようと いふ 立場が 明白に 述べられて あります。 备異 つた 方面、 書物 は 書物、 歌 は 歌、 文 は 文、 語 は 

語と いふ 風に、 训々 な 方面から 論ぜられ たのです が、 結局 は 一 つに 歸着 します。 つまり 荷 田 翁の 唱 へられた 儒佛 

の 道 を 交へ た 學問を 排斥す るの が根抵 になって、 ま づ唐心 を 去らねば ならぬ とい ひ、 日本 は元來 貴い 國で、 支那 

は賤 しい 國 である。 日本 は 曰出づ る國、 支那 は 夕日の 國、 日本人 はすべ て 心が 直い のに、 支那 人 は 心が 惡ぃ。 日 

本の 道 は 天地 自然の 儘の 道で あるから、 圓く 平らかで あるのに、 支那の 道 は 聖人の 天地の 道 も 小さく 人の 作った 

もので、 理窟つ ぼく 佶 屈 4.^ 促で ある。 日本 は 萬 I 一系の 國 であるのに、 支那 は甚 奪の 國、 平常 は 夷な どと いって 

居る 其の 夷 どもに しば/ \- 征服 せられる 國 である。 語學 上の 見地から 言っても、 日本 は 假名で 聲を うつす が、 支 

那 では 一字々々 之 を 持へ るから、 煩續 極まりがない ので ある。 日本で は 何でもない 藥 でもよ く 利く が、 支那の 藥 

賀茂 眞^ 翁に 就いて 
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は 利かない。 日本 も 支那の 文明が はいって 来てから だんく 悪くな つたので あるから、 ま づ唐心 を 去って、 その 

混合物 を 取捨て なければ ならぬ" それ 故 唐 心の ある 日本 紀 よりも， 古事記が よい。 すべて 支那の 影響の 無い 上代 

程よ ろしい。 それで あるから、 歌 も 文 も 古代に 則 とらなければ ならぬ。 さう して 古語. を 知って、 その 古語 を 通し 

て 古代の 道 を 知らなければ ならぬ、 とかう いふ 主張であります。 翁の 此の 主張 は 卽ち宣 長 翁に 傳 はり、 篤 胤 翁に 

傳 はって 行った ので、 國學 とい ふ ものの 立場、 國學 者の 態度 は、 こ、 に 定まった のであります。 其の 信念 はまこ 

とに 堅く、 その 議論 は 誠に 徹底して 居る のであります。 千 蔭の 書いた 賀茂翁 家集の 序に、 

千 蔭い と 若 かりし より、 大人に 從 ひて、 常の みあり さま、 宣 へりし 事 を 親しく 見 もし、 聞き もしつ るに、 大人 

は 今の 世の 人と は 異にして、 うち 見に はさ かしき 事 はおくれ て、 心お そき やうに 思 はれし かど、 たまさか にい 

ひいで 給へ る 言に、 敷 島の 大和心 を あら はし、 二百と してみ やび ならざる ことな かりき。 筆と りて 物 書き 給 ふ 

と 見る に、 五 百年 も經 にけ む 筆の 跡の 如くに なむ ありけ る。 こ は あまた 年、 夜晝と 無く 古言 をのみ 心に しめて、 

家居より 調度に 至る まで 古に よりて、 いさ、 めに も 後の世の 事 を 耳に ふれ、 心に とめ 給 は ざり しかば、 自らい 

にし へ 人の 心に なり もて 行きて，. - 其の 心より 言 ひ 出で もし、 物 書き もし 給 ひしに よりて こそし か ありけ るなら 

め。  . 

と 首って ゐ ますが、 かやう に 性癖 的になる まで、 昔に こりかたまる ことが、 實は その 學說 から 出て 來 たので あり 

ます。 學說が 全く 人格化 されて 居る の 一：.」 あります。 それです から、 かの 梅 を 貶して， 唐から 移って 来た 花 だから 
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つまらぬ といって、 梅の 詞に は， 

枝 も かたくな にか まり、 花 も 苦しげ にか じけ たり。 

とい はれて 居ます が、 之に 反して 徵の詞 に は、 

こ を 思 ふに、 春に 如く 時 もな く、 楼に まさる 花 もな く、 やまとに 比ぶ る國 もな く、 神の 道に 及ぶ 道 もな きもの 

を.) 

と 述べられて 居る のであります。 此の 飽くまで 徹底的な 所に 翁の 所信が 認められ ると 同時に、 翁の 著書に は、 幕 

府 全盛 の 時代に 於て、 懲勃 とし て 燃える やうな 愛國 心、 勤王 論が 閃いて 居る こ とが 認め ら れ るので あり ます。 

翁の 所說 は、 今日から 見れば、 もとより 偏狹を 免れない 所 もあります。 叉 矛盾 や 誤謬 も少 くはありません。 一 

例 を 申せば、 支那 を 篤る！！ の 中の、 支那 は元來 惡ぃ國 であると いふ 論と、 支那 は 周の 武王 以來惡 くな つたと いふ 

論と は、 矛盾して 居る やうに 思 ひます。 叉眞淵 翁の 語釋に 於て 常に 危險に 思 はれる の は、 かの 通 一一 一一 2、 約言、 略 一一 i 一 3、 

延 一一 一一 n 等 を 自在に 使って、 卽ち 五十音の 昔 韻の 相 通じたり、 約ったり、 延びたり する 事で 語源 を 論ぜられて 居る の 

です が、 これ は 今日の 音韻 學 上から 見て、 如何 はしい と 思 ふ 事が 多い のであります。 創業 開拓の 時代と して、 か 

うい ふ 語學の 原理 方面の 事まで 論ぜられた 苦心 を 察して、 誠に 無理の ない 事と 思 ふ 外ありません が、 本 居 翁 の 所 

說の 中に も、 今日から 見て 首肯の 出來な い 語釋上 の 所 說は隨 分 見受け られ るの で あ り ます。 眞淵翁 の 冠 辭考に 就 

いて は、 さきに も 述べ ましたが、 一 々うべ な ふ 事の 53! 來 ない 例 を擧げ ますと、 「たらち ねの」 とい ふ 枕詞 は、 日足 

贺茂 眞^ 翁に 就いて  ， • 
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の 日 を 省いて し をち と 通 はせ、 ねとい ふ 褒詞を 添へ ていふと 說 いてあります が、 如何で せう。 「いなのめ の あけ ゆ 

く」 とい ふ、 あの 「いなのめ」 を說 いて、 「あした」 のしの 反しが いで ある。 それから たは 橫 になに 通 ふから、 「い 

なのめ」 とい ふの は 「あしたの め」 とい ふのと 同じ だとあります が、 これ 等 は隨分 無理で あらう と 存じます。 語 

意考に 月の 名を說 いて、 「むつき」 はもと つ 月 、「きさらぎ」 は 草木 張り 月な どと 說 かれた の も、 首肯 は出來 難いと 

思 ひます。 

以上 私 は縣居 翁の 學說、 事業の 大體を 述べた のであります が、 要するに 翁の 老いて 益. -壯 に、 學 術に 倦まれな 

かった 事、 學問 本位で 己 を 空しう して 後進 を獎勵 せられ、 數代か 、つても 斯業 を 大成し ようとい ふ 氣概、 學術研 

究と 同時に 文藝的 手腕 を 有せられた 爲に、 殊に その 感化 力が 大きかった とい ふ 事、 其の 學說と 人格と が 全く 一致 

融合して 自ら 上古の 人で あられた 事、 幕府の 盛な 時代に 於て 熱烈な 勤王 心 を 抱かれて 居った 事 等 は、 いづれ も 敬 

服欽 仰すべき 事であります。 その 一 つが あっても 立派で あるのに、 翁が それ を 兼備 せられた 處に 翁の 偉大な 人格 

が あるので あります。  . 

全 體國學 とい ふ もの を考 へます と、 これ は 德川期 文明 史に 於け る 一大 偉觀 であると いふ 事に は、 誰も 異存 は あ 

ります まいと 思 ふ。 今から ざっと 一 一 百年 も 昔に、 當時 まだ あまり 開拓せられ てなかった 我が 國の 古典 を 研究し、 

支那に 心醉 し、 儒學 のみ を 以て 日本 道德の 標準と して 居った 時代に、 我が 國の 古道 を說 いたと いふ 運動 は、 實に 

當 時に 於け る 最も 新しい 業務であって * 確 實な學 術 上の 基礎に 於て、 しっかりと 國 民に 國 家的自 覺を與 へた もの 


42 ひ 


であります。 しかも 學問を 研究す ると 同時に、 道を說 くと いふ こと を 忘れなかった 所に、 實 行が 伴な ひ、 實 行の 

效 果を豫 想して 居ります。 國學 者の 先覺 者が 說 いた 所 は、 卽ち 今日 f 間で いふ 所の 國民 道德の 意味に 外ならぬの 

であります。 王政 維新の 上に 國學が 多大の 貢獻 をな し、 時局 促進の 用 をな した 事 は從來 一一 一一 II はれて 居る 所です が • 

維新 後 五十 年の 今日に いよく 大切な ものと なって 來 たので は あるまい かと 思 ひます。 今日は 實 に歐羅 巴、 亞米 

利 加 あたりから 種々 な 新 思想が 人込みつ 、あるので あります。 國家 的自覺 のない 人た ち は、 や、 も すれば それに 

思想 を 奪 はれよう として 居る のであります。 日本 古來の 歷史も 知らす、 文學も 知らす、 風俗 習慣 も 知らす、 東西 

の 異同 も 知らす、 唯 何でも 新しい ものに 動かされる やうな 傾向の あるの は、 最も 戒心すべき 事であります。 むか 

しの 國學者 は儒學 全盛、 支那 思潮 全盛の 時に 於て 起って、 大いに 支那 思想 を攻擊 したので あります。 この 意氣、 

この 氣概は 直ちに 今日の 國學 となって あら はれなければ ならぬ のであります。 國學が 今日に 於て 唯 古い 學 間と 思 

はれて 居る の は、 國學 勃興 當 時の 精神が 失 はれた のであります。 新說は 人の. 斗に 入り. 難いと は 本 居 翁 もい はれた 

ことで、 とにかく 國學 とい ふ もの は德川 時代に 於て 最も 新しい 學 間であった のであります。 それ は 今日 外來 思想 

の 頻繁な 時代に 於て、 私 どもの 大いに 考 へなければ ならぬ 所であります。 平 田 翁が 「いっち 廣ぃ學 問」 とい はれ 

た國學 は、 德川 時代に 於て は 儒學、 佛敎を 相手に すれば よかった のです が、 今日は 世界の 全體の 思想 を 相手に し 

て、 我が 國 家の 古道 を 徹底 させて (仃 かねば ならぬ ので、 新しい 國學に は 最も 大きな 努力 を 要する のであります。 

殊に 今囘 の大戰 終結 後の 思想の 潮流 は、 甚だ 以て 警戒すべき 事であります。 明 和 六 年、 都ち 眞淵 翁の 歿せられた 

贺茂眞 淵 翁に 就いて 
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年 は 西暦 一七 六 九 年、 ワットが 始めて 蒸氣機 關を發 明した 年であります が、 その後 百 五十 年間の 進歩、 電氣备 種 

の應 用、 應用化 學の發 達 等、 西洋の 物質的 文明 は、 遂に その 應用を 今 囘の大 戰爭に 提供した ので、 地上 だけの 平 

面 的戰争 を、 さ 中 や 海底の 立 體的戰 爭と變 化させた のであります が、 それ も 幸 ひに 休戰の 事と なりました。 それ 

で 今後の 平和 戰爭 はどうな り ませう か。 思想の 變 化が 最も 恐し いのであります が、 國學の 精神 は 我が 國の 古道に 

基づいて 我が 國 民の 自覺を 促が すに あります。 民族主義が 今後の 方針と 立ちます 様です が、 民族 卽ち 我が 阈 家で 

ある 日本 帝國に 於て は、 いよ/ \ 以て 民族主義で 自己 を 固めねば ならす、 それに は 國學の 精神 をもう ー歷强 く、 

廣く 鼓吹し なければ なりません。 眞淵翁 其の 他 先賢の 說 かれた 所で も、 狭い 見識 はどうしても 棄 てなければ なり 

ません。 時勢に 合 はぬ もの はやめなければ なりません。 德川 時代の 鎖國 時代に 唯 儒敎を 相手に し た 議論 を 以 て、 

到底 今日の せの 中に 立って は 行かれません。 併し その 精神 だけ は 今でも 同様であります。 眞淵 翁の 精神 は、 卽ち 

やはり 永久に 日本 國 民の 精神で あらなければ なりません。 眞淵翁 をして 今日に 復活せ しめたなら、 必す 大いに 西 

洋の 種々 の 主義 を も 研究して、 やはり 新しい 國學を 起され、 死ぬ まで それ を 絶叫され たのに 違 ひない と 思 ひます。 

古 を 研究して 新しい 道を唱 へた 所に 國學の 主張が あつたので、 此の 皇典 講究 所 及び 國學院 に 於ても、 故い 事を溫 

ねる 上に 於て， 最も 新しい 將來を 主張せられ なければ ならぬ と 思 ひます。 世界 大戰 の休戰 報道 を 得た と 同時に • 

縣居翁 百 五十 年 記念祭の あ つ た 事 も 偶然 ではあります まいと 思 ひ ます。 今後 の 思想界 に 於て、 我々 後進 者 の 努力 

せねば ならぬ 事 は 無限であります。 然ら ざれば 一 一 百年 以前の 先進 者の 志 を 空しう する 事になる のであります し、 
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叉 今日の 記念 會 の 意味 を も 空し うす るで あらう と 思 ひ ます 。 

終に 臨みまして、 私が 彼是 翁に 就いて 批評した 事 も、 學問 本位で あると いふ 事 を 翁の 靈も御 承知 下さる であら 

うと 信じます。 謹んで 來賓 諸君 及び 學生 諸君が このつ まらない 講演に 御 辛抱 下さった 事 を 謝し、 尙 私の 申した 事 

に 誤謬が あらば、 御 訂正 下さる 事 をお 願 ひ 申して 置きます。  • 

(賀茂 眞淵翁 記念 講演 會 講演、 大正 七 年 十 一 月 「國 學院 雑誌」) 

漢字 活字の 改鑄を 望む 

漢字が 我が 國 字し」 なって 居る こと は、 今日の 我が 國 家に とって は 一 つの 禍 である。 これが 爲に、 どの位、 我が 

國の敎 育に 骨が折れ、 世界的 競爭の 上に 損 をして 居る か は、 今更い ふまで もない ことで ある。 併し 上古から 輸入 

して- 久しい 間 用 ひて 居た もの を、 今 急に 棄 てようと しても なか/ \ むづ かしい。 これに は 種々 な 方法が 講ぜら 

れ なければ ならぬ が、 まづ當 分の. &■ は 漢字 を 使用して 居る ものと 覺悟 しなければ なるまい。 

就いては 出來る だけ これ を 簡便に して、 學ぶ にも、 使 ふに も、 容易に する やうな 方法 を考 へなければ ならぬ。 

その 一方 法と して、 私 は 漢字 を 棒 だけにし たいと 思 ふので ある。 棒 だけと いふの は、 活字で いふ ゴシック 體のゃ 

漢字 活字の 改鑄を 望む 
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うにす るので ある。 太い 部分 もな く、 細い 部分 もな く、 撥ねる 部分 もな く、 縦横の 點も なく、 點 は點、 棒 は 棒で、 

字畫 だけの 形に したいの である。 木の 字の 縦の 棒が 撥ねて よい か、 撥ねす に 止めて よい かな どと いふ 問題の ない 

やうに したいの である。 木 を 二つ 合せて 林、 三つ 合せた 森の 右の、 が 撥ねて よい か、 止めて よい かな どと いふ 問 

題が からす 兒 童の 頭 をいた める ものである。 さう いふ 例は數 限り もな く 多い。 弟 や 兼と いふ 字の 頭が ソ である 

か、 八で あるかな どと いふ 類、 漢字 を 學んだ 人から 見れば 何でもな いので あるが、 新しく 學ぶ 人に はな か/ \厄 

介な 問題に なり、 小學讀 本な どで は どちらに してよ いか、 困る 事が 多い ので ある。 もし ゴシック 體の やうに、 ぶ 

つきら ぼうな 線 だけで あら はすこと とすれば、 そんな 區別は 一切 不必要の 事に なり、 字の 形 だけ を 見分けれ ばよ 

い 事になる ので ある。 漢字と しての 美し さや、 趣味 は 失 はれる が、 漢字と しての 用 向は辨 する ので ある。 

今の 世に、 毛筆 を 持たせて、 漢字の 永 字 八 法 を懸腕 直筆で 兒 童に 學 ばし める こと は、 非常に 時間 溃 しで、 非常 

な徒勞 である。 鈴 筆な り、 萬 年 筆で、 字畫を 間違 はない やうに、 小字 だけ を敎 へれば よいと おも ふ。 それに は 右 

にいった やうな ゴシック 體で 行けば、 撥ねる、 撥ねぬ の 面倒 もな く、 筆法 を 彼是い ふ 必要が なくなって、 隨 つて 

多くの 時間 を 節約し 得られ、 世界的 競爭に 於ての 負擔が 幾分 かで も滅じ 得られる。 

それに は 活字の 改 鑄が 必要で ある。 元來 今の 活字、 卽ち 明朝 體は 縦の 線が 太く、 横の 線が 細く、 何等 筆法に 顧 

慮せ す • 上手 下手 も 無い ところに、 簡便 さ、 便利 さが あるので、 廣く 印刷 體 として 用 ひられる ことにな つたので 

ある。 美し さからいへば、 淸朝體 が 美しい ので ある" 併し 今日で は、 支那で も 日本で も 明朝 體が弘 く 行 はれて 居 
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る。 之 を 更に I 步 進めて 縦横の 線の 太 さ を 皆 一 様に しょうと いふの がゴ シック 案、 卽ち 私が こ、 にい ふ 案で ある。 

一切の 活字が これに？、 敎科書 を 始め、 新聞 雜 誌等で 皆 これに なれば、 書く 字と 讀む 字の 區別も なくなり、 大 

層樂 になる ので ある。 今日の 明朝 活字で は 書く 字と 違った 所が 多い ので ある。 (大正 八 年 一月 「帝 國文 學」) 

咸 5 ずる ま に /) 

一 皇太子殿下 御成 年式 

五月七日の 御成 年式、 これ は 我が 國史始 つて 以来の 珍しい 慶典 である。 皇室典範に 基せられ た 皇室 令に 據 つて 

の 第 一 次の 盛典と して、 或 意味に 於て は實に 空前 未曾有の 御 盛儀で あつたので ある。 同日 午後 宮中に 參賀 して、 

殿下の 諷爽 たる 御 英姿 を拜し 奉った 時、 皇室の 繁榮、 國 家の 隆昌 を 思って、 歡 喜の 情 は 漲って、 淚が 自ら 双頻に . 

傳 はった。 參 列の 諸 員 も 皆 さう であった らうと 思 ふ。 國民 一般の 至情 も 亦 悉く 殿下の 御身に 集った の は、 この 月 

この 日の 御 盛儀であった。 

二 賀 表 

この 御慶 典 を 祝賀す る爲、 各方 面からの 賀表 は 宮中と 東宮御所へ 捧げられ たが、 私の 知って 居る 範圍 では 四つ ^ 

感ず る まに 
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の 帝 國大學 の 賀表の 中、 二つまで は 漢文で 書かれて ある。 かくの 如き 神聖な 國 家の 盛儀に 際して、 漢文 を 用 ひる 

こと は適當 であらう か。 漢土の 文明 を 採用して、 我が 國の 文化に 資せられ たの は 古い 事で あるが、 現今の 偉大な 

國家を 成し、 世界 獨 得の 文明 を 樹立しょう とする 國 民が、 いつまでも 支那の 古典 を 遵奉して、 國語 尊重の 念 を 忘 

れて 居る の は 矛盾で は あるまい か。 國家 最高の 學府に 於て 尙舊 習の 漢文 崇拜 を脫し 得な いのは 遣憾な 事の やうに 

思 はれる ので ある C かう いふ 思想の 存在す る 限り、 國語を 自ら 卑しと して、 外國 文に 據 らうと いふ 間 は、 人種 差 

別問題の 主張 も 無意味で あるか も 知れぬ。 支那 人が 頭から 日本人 を輕 蔑す るの は當然 であると も考 へられる。 

三 奐都 五十年祭 

御成 年式の 翌々 日、 東京の 奐都 五十 年 祝典が 行 はれて、 市から は兩 陛下、 皇太子殿下の 行幸 啓 を 上野 公園に 仰 

ぎ 奉った。 私も亦 その 式場へ 參 列す るの 榮 譽を擔 つた 一人で あるが、 沿道 民衆の 歡呼は 知らす、 兩 陛下が 式場に 

お臨みに なった その 刹那、 かねての 式の 順序に も よらす、 群集した 六 萬の 市民が 思 はす 一 聲に萬 歲を歡 呼した の 

は、 實に 市民が 抑へ きれない 歡 喜の 叫であって、 儀式 的に 形式的に 發 せられた もので 無いだ け眞 誠の 赤心が あら 

はれて 居た。 御成 年式に 續 いての 此の 祝典、 時 は 世界平和の 第 一 年、 滴る 如き 新 綠が野 山 を. 埋める 時節、 何とい 

ふお めでたい 事で あらう。 

四 市長の 賀辭 

式場に 於て 市長の 朗讀し た賀辭 は 少し 離れた 處 では、 もとより 聽 取る ことが 出来なかった。 歸途出 口で 受取つ 
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た 印刷物で 始めて その 全文 を讀 得た ので あるが、 まことに 堂々 たる 名文で ある" 私たち をして 一一 一 5 はし めれば、 尙 

漢文に 囚 はれて 居る 文章で あるが、 これ は 今日と して はやむ を 得ない 事で あらう。 但し 一 つ 目につい たの は、 

輦路 雨露 ノ惠ー 1 潤 ヒ寸草 三 舂ノ暉 一一 先ッ -1 於テ オヤ 

と ある その ォ である。 これ は 明白な 假名 違で ある。 しかも 從 來漢學 者な ど は隨分 多く 使用し 來 つた 誤謬で ある。 

私 はこれ が 印刷 上の 誤植た る こと を 信じて、 まさか 原文に はかう あつたと は 思 はぬ。 現に 翌日の 新聞紙に は皆ヲ 

と 訂正して あった。 併し 萬 一原 文に ォ とあった とすれば、 こ はや はり 國語愛 重の 念の 足りない 事を證 明す る もの 

で、 事 一 假名の 誤謬と いへ ども、 か、 る 峻嚴な 場合の 賀辭 として、 甚だ 其の 當を 得ない ものと 一 W はなければ なら 

ぬ。 東京 市の 一 公民と して 私 は 抗議 を 申出で たいとお も ふので ある。 

五新 漢字 

漢字 を 本字と 唱へ、 假名 を假 字と 考 へたの は、 昔の 文化史から 見れば 當然な 事で あらう。 その 餘 習が 今日まで 

傳 はって、 假名で 書けば 濟む 所に、 漢字 を 宛てなければ 承知 しないと いふ 風が ある。 弗 ゃ哩は 通用が 久しい から 

まづ 許す としても、 心得難 いのは 秆、 糖、 超、 近な どの 文字で ある。 西洋の 度量衡 を敎 へる ために、 かう いふ 文 

字を搏 へて、 さう して それが 義務 敎育 として 兒童 に敎 へられつ、 あるので ある。 小學兒 童に 西洋 度量衡 を敎 へる 

の も 疑問で あるが、 これ は 別問題と して、 兒童は 義務 敎育 中に かう いふ 文字 を學 習し なければ ならぬ 義務が ある 

であらう か。 これ は 世間が 漢字に 拘泥す る 一例と して 擧 げたのに 過ぎない が、 かう いふ やうな つまらぬ 骨折で く 

感ずる まに？，.^ 
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たびれ 儲 をして 居る こと は 到る 處に あるので ある。 外國の 地名 や 人名で も 皆 一 々漢字に あてる ので、 我が 國の地 

名 や 人名の 讀 みにくい 上に、 西洋の 地名、 人名 (漢字に 宛てた) を訓 むこと は 被敎育 者に とって は 重大な 負擔で 

ある" 何故に これ 等 はすべ て 假名で 書いて はわる いの か。 因襲の 力と いふ もの は實 にお そろし いもので ある。 

六 新國語 

新しい 語が 出来る 時に、 直ちに 漢語からの 出典 を もち 出して 新しい 語 を 造る。 哲學 ゃ科學 ゃ叉應 用諸學 科の 上 

にも かくして 年々 新しく、 むづ かしく、 素人に はとても 分らぬ 術語が 增 加して ゆく ので ある。 漢字 をよ く 知って 

ゐる ものに は、 多少の 見當 はっくが、 義務 敎育 を濟 ませた だけ 位の 學カ では、 外國 語を覺 える のと 同樣 である。 

航空機 はま だ 分る かも 知らぬ が、 格納庫と あって は、 何の 事 やら 分らぬ。 飛行機の 庫と いった 方が どの位 分り 易 

いか も 知れぬ。 操縱 するな どと 言 はないで、 あやつる なり、 取扱 ふなり、 乘りま はすな りと 言って は なぜ わるい 

か-」 漢字 本位、 漢語 本位 をす てて、 假名 本位、 國語 本位に する ことが、 どの位す ベての あらゆる 方面の 學識 習得 

を 容易に する か 分らぬ。 それに は 思 切って、 國 語の 所謂 俗語 を 採用 するがよい。 又 古語 を 復活 するがよい。 或は 

國語を 活用させる なり、 或は 接頭語 や 接尾語 を 加へ て 新 國語を 造るな りする がよ い。 私 は 近年の 純 文藝の 方面に 

於て、 だんく 純國 語の 多く 用 ひられつ、 進歩す るの を 見て、 非常に 末 たのもしく 感す るので ある。 漢字、 漢語、 

漢文の 鶴 粋から は 一 日 も 早く 離れなければ ならぬ。 それでなければ 一 般 知識 學 習の 上に も 非常に 損が あるし、 國 

語の 發達、 隨 つて 國文學 の 發達は 到底 望み 得られぬ ので ある。  (大正 八 年 六月 一 帝國文 學」) 
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近頃 正義 人道と いふ 言葉が 盛に 高唱 される のであります が、 此の 正義 人道と いふ 一一 目 葉 は 今に 始 つたので はない 

ので、 日本に も 昔から ある 言葉であります。 併し 何だか 正義 人道と いへば 近頃 新しく 亞米利 加から 輸入され たや 

うに 考へ て 居る 人が 澤山 ある やうであります。 さう して 此 Q 正義 人道と か、 或は デ モク ラシ ー とい ふこと が頻り 

に 謳 はれ、 世間が 急に 變 つて 來 たかの やうに 考へ、 且又 彼の 飲酒 禁止 問題 だと か、 徵 兵制 度廢止 問題な どが 唱へ 

られ ると、 直ぐに 之 を 謳歌し、 大 學敎授 中に も 之に 贄 成して ゐる 人々 が ある やうであります。 亞米利 加 や 歐羅巴 

で唱 へられた ことに 就いて、 其の 根本 を 究めす、 叉 日本の 國體 など を 一向 顧みす して、 何でも 彼で も 亞米利 加 人 

の 言った こと は 新しい、 英吉利 人の 言った こと はすべ て 良い、 卽ち 之が せ界の 大勢で あると 說 いて 居る。 さう し 

て 亞米利 加の ウィルソン 大統領 は 世界 を 一 人で 背負って 立って 居る やうに 思って、 日本人の 中に も ウィル ソ ン大 

統領 の 提唱した 平和 問題な どに 對し て は、 隨喜渴 仰 の淚を こぼして 居る 者 も 隨分多 いやう に 見受けら れ るので あ 

ります。 凡そ 一個人に 就いて 見ましても、 自らの 人格と いふ もの を 自分 自らが 知らねば ならぬ。 自分の 缺點ゃ 弱 

所ば かり を 知って 居て、 自分の 長所と いふ もの を 全く 知らぬ 人 は 何事 も出來 ない、 誠に^ むべき 人間で ある。 國 

國學 普及の 必要  ， 
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家 も 之と 同様で、 米國と 日本との 國饅の 異なる 所、 國 家の 長所 を 知らなければ ならぬ。 人に 人格が あるが 如く、 

國に 國體が あるので あります から、 此の 點は 深く 考へ ねばな り ませぬ。 

日本 は 維新 以來 西洋文明 を 輸入 するとい ふこと が、 非常に 急遽であった が爲、 殆ど 自國の 事 を 忘れ、 外國 文明 

を 吸 人した のであります。 そして 如何にも 物質文明 ばかり を 輸入した かの やうに 思 はれて 居る のであります が、 

物質文明 ばかりでなく、 精神 文明 を も 無暗に 輸入して 来たので、 それが 爲、 何でも 彼で も 西洋の 物 はすべ て 良い、 

舶来品 は 何でも 良い、 情 子 一個 買っても、 靴 を 一 つ 買っても、 舶來 品で なければ ならぬ とい ふ 有様で、 すべて □ 

本で 出來 たもの はいかぬ とい ふ考 が、 一 般 に瀰漫 して 來 たのであります。 

併し 日本人が 西洋文明 を 人れ ると いふ ことに 就いては、 優柔 不斷 でなかった 爲、 世界の 文明に 從 ふこと が出來 

たので、 これ は 日本の 長所であります が、 それが 餘 りに 我 を 忘れて、 西洋の 物質 並びに 精神 文明 は無條 件に 受入 

れ ねばならぬ やうに 思って、 亞米利 加から 吹いて 來る風 は、 何でも 彼で もよ いもので あると 考 へて、 之を輸 人し 

て 居る ので ある。 が、 併し 之 は 大いに 警戒し なければ ならぬ ことと 思 ふので あります。 過日 私 は 或 所へ 旅行す る 

汽車 中で 或 有名な 人に 遇った のであります。 其の 時 「一 體源實 朝 は 頼 朝の 子 か 孫 か」 との 質問が ありました。 其 

の 人 は 經濟界 に 立って ゐる 有名な 人で、 源實 朝が 賴 朝の 子 か 孫 かとい ふこと は 何等 經濟界 に關係 もない ことで あ 

ります。 それ を 知らないでも、 經濟界 に 立って 行く ことが 出來 るので あります。 併したがら 左様に 全く 歷史を 知 

らぬ 人々 が 經濟界 に 立ち、 或は 政治家と して 立って 居る とい ふの は 不可思議な ことで、 其の 國の 歷史を 少しも 知 
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ら ないやうな 人 は、 其の 國 家の 緊要な 業務に 當り 得る 資格 はない のであります。 亞米利 加 人 は 亞米利 加の 歷史、 

英吉利 人 は 英吉利の 歷史、 佛蘭西 人 は怫蘭 西の 歷史を 知らなければ、 國 家の 要路に 立つべき 資格がない ので あり 

ます。 然るに 日本で は 日本の 歷史を 知らない、 全く 空 虚な 頭で それ. <\ 要路に 立って 居る の は、 實に 情ない と感 

じた 次第で ある。 斯様に 日本の 歷史、 日本の 國の 成立 を 知らない 空虚な 頭で 國 家の 重要な 地位に 居る から、 外國 

のこと を 聞く と、 珍しい、 新しい といって 直ちに 之 を歡迎 する のであります。 さう して 英吉利の 大學 に留學 した 

者 は、 歸朝後 は 日本の こと を 忘れて、 英國 のこと を 非常に 謳歌す る。 亞米利 加に 留學 した 者 は、 亞米 利加最 負と 

なって、 亞米利 加を嫗 歌す る。 佛蘭 西なら ば 佛蘭西 傲 負、 獨 逸なら ば獨逸 負と いふ やうに なって、 全く 自國の 

知識な く 外國の 知識 だけ を 以て 得々 として ゐる 者が 多い のであります。 そこで 私 は 此の間 かう いふ 歌 を 作った。 

私 は 歌 は 下手で あるが お 笑 草 迄に 申 上げます。 

西の 洋の ことよく 知れる 輩に 皇國 しらぬ 人ぞ多 かる 

實際 かう いふ 有様で 政治家 を 始めと しまして、 一 寸も 日本の こと を 知らない 人が 澤山 あるので あります が、 それ 

で 自ら は 恥と も 思 はない のであります。 

彼の ウィルツ ン 大統領 は 抑々 何者で あるか。 彼はジ ョ ン ス、 ホプ キ ン ス大學 を 卒業して 後、 同大 學に敎 鞭 を 執り、 

憲法の 講座 を受 持って 居た。 モれ から 後 プリン スト ン大 學總 長と なった 人で、 亞米利 加の 憲法 を 最もよ く 知り、 

さう して 亞米利 加の 歷史を 最もよ く 知り、 亞米利 加 人の 心理 を 最もよ く 理解して 居る 政治家で ある。 亞米利 加が 

國學 普及の 必要 
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世界 大戰 の當 初に 於て 隱忍 自重、 中立 國 としてよ く 平和 を 保って 居た の も、 全く 彼 ウィルソンが 亞米利 加 人の 心 

理を 解して 居た 爲 である。 亞米 利加國 民の 激昂が 其の 極に 達し、 彼が 獨 逸に 向って 宣戰を 布告す る 迄、 自國 民の 

心理の 鍵 を 握って 居た ので ある。 つまり 彼が 自國の 憲法、 自國の 歷史に 深く 通じて 居た 爲、 よく 亞米 S 加 を 指導 

する ことが 出來、 理想 國民 である 亞米利 加 人 をして、 擧國 一致 戰爭 に參 加せ しめたの である。 卽ち彼 は 亞米利 加 

の國學 者で ある ことに 於て 亞米利 加の 大政 治 家たり 得て 居る のであります。 然るに 悲しい 哉、 日本の 政治家に は 

斯の 如く 日本の 憲法 を 理解した 政治家 は 一 人 もない と 私 は 信す るので あります。 一 體 高等 文官の 試驗に 就いて 見 

ましても、 日本の 歷史は 一 つも はいって 居ない。 憲法 を解釋 する の も 法理 上から 解釋 する。 敎育 勅語の 解 釋も單 

に 哲學ゃ 倫理 學 からのみ 解釋 する。 抑々 帝國 憲法と 敎育 勅語と は 其の 背景と して 日本の 歷史が 含まれて ゐ るので 

あります。 卽 ち帝國 憲法に は 我が 國體 を閬 明して あり、 教育勅語に は 明らかに 我が 國の國 敎卽ち 我が 國 民の 道 德 

を 示して あるので、 帝國 憲法と 敎育 勅語と は 決して 引離して 考 へる こと は出來 ない。 叉 之 を 法理 學者ゃ 倫理 學者 

の 研究に 委 ぬべ きもので ない ので、 之 は 一 一つに して 一 つで 離れない ものであるから、 どうしても 國體の 方面、 國 

史の 方面から 十分 其の 意味 を閬 明し なければ ならぬ。 

明治 一 一十一 一年 紀元節の 佳辰 を 以て 帝國 憲法 を御發 布に なり、 其の 翌年 敎育 勅語 を 下し 賜 はった のであります。 

卽ち 前年 國體 を閬 明して 國 家の 大 憲法 を 制定し、 不磨の 大典 を 宣布せられ、 其の 翌年 國敎卽 ち 國民道 德を宣 させ 

られた 教育勅語 を 下し 賜 はった のであります。 畏れ多くも 先帝の 御 胸中 を 推測し 奉る に、 そこに は 非常な 意味が 
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あると 私は考 へる のであります。 叉國 民た る 者 は 深く 此の 點に 鑑みなければ ならぬ ことであります。 

彼の ウィルソン 大統領の 所謂 正義 人道 も、 彼 は 亞米利 加の 爲に 叫んで 居る ので ある。 彼 は 世界の 爲に 叫んで 居 

る やうに いふ けれども、 其の 內 心に 立 入って 見れば、 全く 亞米利 加の 爲に 叫んで 居る のであります。 彼 は 耶蘇 敎 

國 民であります から、 耶蘇 敎國の 政治 道德を 解して 居る ので、 彼が 叫んで 居る 正義 人道と いふ もの は、 決して 新 

しい もので なく、 昔から 唱 へられた もので、 せ 人が 今更の 如く 驚く 必要 はない のであります。 私 は 一 昨々 年亞米 

利 加に 渡航し ました。 其の 時分 は 丁度 亞米利 加 は 中立 國 であった の であります。 時 恰も 大統領の 改選 期で あつ 

て、 ウィル ソ ン氏は 例の ヒ ュ ー ズ 氏と 爭 つて ゐ たのであります が、 ヒ ュ ー ズ 氏の 方が 非常に 優勢で * 或は ウィル 

ソ ン 氏が 落選す るか も 知れぬ 有様であって、 其の 二三 日 前 旣にヒ ュ ー ズ 氏の 勝で あらう とい ふので、 日本の 通信 

員 は 逸早く 最早 ヒ ュ ー ズ 氏の 勝で あると 打電した のであります が、 其の後 遂に ウィル ソ ン 氏が 當 選した ので あり 

ます。 元來 ウィルソン 氏 は 平和論者で 之 を 看板と し、 一方 ヒュ I ズ、 ル I ズ ベルト 氏 一派 は開戰 論を唱 へて 居た 

が、 遂に ウィルソン 氏の 平和 論が 勝 を 占めて、 大統領に なった のであります。 其の後 私が 亞米利 加から 倫 敦に渡 

らうと する 時、 突然 國務 卿ラ ン シ ング 氏が 一 寸 した 事から 口 を、、 U らし T 亞米利 加 も 何時 大戰亂 の 渦卷の 中にはい 

るか も 知れない」 と洩 したので、 それが 非常な 騒と なって 紐 育の 株式 は 一時 非常に 下落し、 大 恐慌 を來 したので 

あります。 其の後 例の 獨逸 カイ ザルが 人道の 爲に 平和 提議 をした とい ふこと があった のであります。 其の 時 私 は 

獨逸も 大分 1^ つて 居る と 見える、 英吉利 ゃ佛蘭 西に カイ ザルが 平和 提議 を， 申し込む に 於て は、 講和が 成立つ かも 

. 國畢 及の 必耍 
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知れない、 さう なれば 獨逸 國內 にも はいって 視察す る ことが 出來 るか も 知れない と 思って 居た のであります。 所 

が 今度 は 船に 乘 つて 倫敦へ 渡る 途中、 無線電信で 亞米利 加の 大統領 ウィルソン 氏が 平和 提議 をした 事 を 知り まし 

た。 

中立 國 として 最も 有力な 亞米利 加が 平和 提議 を 申出た ので あるから、 英吉利 も 佛蘭西 も 大分 疲れて は 居る し、 

或は 講和が 成立つ かも 知れない と 思 ひつ 、倫敦 に 着いた のであります。 所が 倫敦 では ウィル ソ ン氏を 馬鹿者 扱に 

し、 ウィルソン は 吾々 國 民の 心理 を 解して 居ない から、 か、 る 提議 を爲 すの だと、 一様に 之 を 一 書生論と して 一 

向 顧みなかった。 私 は 其の 頃 或 寄席 を观 いて 見ました が、 その 中に ウィルソン 氏 を 諷刺した 劇を演 つて 居ました。 

上に 大きな 栗の 木が あって、 其の 下で 爺さんと 婆さんが 昔話 をす る。 爺さんが 「私 はお 前 を 初めから 非常に 愛し 

て 居る。 お前より 外に 女 はない の だ」 とい ふと、 上から 栗の いがが 落ちて 来る。 それから 「近頃 亜米利加の 大統 

領 ウィル ソ ン 氏が 平和の 提議 をした とい ふ。 誠に 結構な ことで ある」 とい ふと， 今度 は 一 一十ば かりの 栗の いがが 

一度に 頭の 上に 落ちて 来る。 かう いふ こと を演 つて、 平和 提議 担絕の 意味 を 現して 居た のであります。 さう して 

亞米利 加の 提議 はもと より 英吉利が 受 入れなかった。 其の 時 私 は 之で はな か/ \ 容易に 平和 は 成立たない と 感じ 

たのであります。 それ は 丁 昨年の 正月で ありました。 其の後 二月に なって、 獨逸は 飽く迄 潛航 艇戰を 敢行す る こ 

ととし、 亞米利 加の 船舶で あらう が、 何 處の國 の 船で あらう が、 手當り 次第に 擊沈 するとい ふ、 隨分亞 米 利 加 を 

馬鹿にした 宣言 を 發し、 中立 國 船舶の 航海 を 止めて しま はう とした。 さう して 獨 逸が 比の 宣言 を發 すると、 諾威 
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から 發 する 定期 航海 並びに 亞米利 加から 發 する 定期 航海 は 一箇月ば かり も杜絕 してし まった。 是 が爲、 滯英 中の 

日本人な ども 大いに 困った のであります。 其の 時 私はラ ン シ ング 氏が 口 を、 u らして、 「亞米 利 加 も 何時 戰爭の 渦中 

に投 する かも 知れん」 と. いった 事に 思ひ當 り、 初めて 其の 了解が 出來 たのであります。 私の 推測に よれば、 亞米 

利 加は獨 逸の 潜航艇 戰を豫 期して 居た ので は あるまい かと 思 ふ。 さう して 獨 逸が 潜航艇 戰を宣 一 百 して、 亜米利加 

の 船舶が 脅かさる 、 に 至って、 彼 ウィル ソ ン 大統領 は 殊勝ら しく も 正義 人道 を唱へ 出した ので ある" 何故 自國の 

船が 潜航艇の 攻擊を 受ける 事に なって、 正義 人道 を唱へ 出した か。 此の 邊は 大いに 考 ふべ き 事で あると 思 ひます。 

彼の ウィルソン 大統領 は、 其の 初め 中立 國の和 蘭 船 や、 英吉利の ル シタ」 一 ャと いふ 大きな 船が 撃沈 されても 一 

向平 氣で、 亞米利 加 人民の 激昂に 對 して、 乘組 死者 は 加奈陀の 人間で あると か、 叉 は 亞米利 加 人で は あるが、 唯 

一代 者ぢ やと か、 種々 誤魔化して 居た が、 愈- '獨 逸が 潜航艇 戰を 宣言す るに 至り、 亞米利 加 も 戰爭に 捲き 込まれ 

る やうに なって、 彼 は 初めて 聲を大 にし、 「奮然 起って 世界人 道の 爲、 獨 逸の 軍國 主義 を 破壞 しなければ ならぬ」 

と 叫び 出した のであります。 其の 時、 彼 は 「目指す 敵 は カイ ザル である、 獨 逸の 軍國 主義で ある。 獨逸國 民に は 

罪 はない、 獨逸國 民 は實に 立派な 民族で あるから、 獨逸 民族 を 亡ぼさん とする ので はない、 獨 逸の 軍國 主義 を 亡 

ぼさんと する にある の だ」 と絕 叫した ので ある。 然るに 其の後、 獨逸國 2^ はな か/ \ 忠君の 念に 厚く、 愛國 心が 

强く、 容易に カイ ザルを 倒す ことが 出來 ない と 知る や、 彼 は 「獨 逸國 民に 對 しても 決して 容赦す る 所ではない」 

と、 斯様に 前後 矛盾した こと を聲 明す るに 至った のであります。 せの 中には ウィルソン 大統領 を 非常に 理想の 高 

國學 普及の 必耍 
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い 人で ある やうに 思 ひ、 道德の 神様の やうに 信じて 居る 者が あります が、 斯の 如く 矛盾した 神樣 はない ので あり 

ます.^ 畢竟 ウィルソン 大統領 は、 亞米利 加 人の 爲に 人道主義 を唱 へ、 正義 を唱 へて 居る ので、 決して 世界人 類の 

福祉 を 圖る爲 に 正義 人道 を唱 へて 居る ので はない のであります。 それ を 道德の 神様の やうに 信す るの は、 全く 自 

己 を 知る 明がない からで、 誠に 憫 むべき ことであります。 叉 日本の 國體と 亞米利 加の 國體と を 差別せ すして、 ゥ 

イルソン 大統領 を 謳歌したり、 歐羅 巴はデ モク ラシ ー の國 であると 讃美した りする の は、 全く 我が 國體 に關 する 

知識が たいから であります" それ 故 吾々 は 我が 阔 民に 國學を 普及せ しめねば ならぬ とい ふこと を 痛切に 感す るの 

であります e 

此の頃の 新聞 を 見ます ると、 亞米利 加 大統領 ウィルソン 氏の 主唱に よって、 平和 人道の 爲、 國際 聯盟が 唱 へら 

れて 居る のであります。 然るに 亞米利 加に 於て は國際 聯盟 だと か、 正義 人 遣 だと か、 口で は 非常に 立派な こと を 

唱 へて 居る が、 其の 裏面に 於て は 海軍の 大擴張 を 企てて 居り、 人種差別 撤廢 問題に 對 して は 反 對を唱 へて 鎖國主 

義を 執って 居る ので ある。 これで ー體 平和 人道 は何處 にある か。 甚だ 其の 眞 意が 疑 はしい ので ある C どうも 日本 

の 新聞な ども 西洋で 使った 言葉 を 其の儘 使って、 日本人の こと を 有色 人種な どと 書いて 居る。 これ は 甚だ 不都合 

な ことで、 色な どに よって 人間 を 1^ 別す る 必要が あるか。 更に 叉 正義 人道の 上から いって、 色の 黄白に よって 差 

別す るの 必要が 何處 にある か。 そんな 必要 は何處 にもない ので ある。 

此の間 迄 日本 は 講和 會議の 五大 强國 會議の 一に 加 はって 居た ので あるが、 此の頃 は四大 國會議 となって、 日本 
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は 除外 者に されて 居る のであります。 日本 は 此の 大戰 爭に對 して 遠く 地中海、 印度洋の 方面に 海軍 を 派遣し、 近 

く は 西 伯 利 亜に 迄 出兵して、 大いに 聯合 軍の 軍事 作 戰を援 け、 其の 功績 は 偉大な ものであります。 然るに 自國を 

護る 爲に 參戰 した 伊太利よりも 低く 見做され ると いふ 事 は 甚だ 不都合な ことで、 今や 人種差別 撒廢 問題 は 此の 四 

大國 會議で 葬られん として 居る ので、 日本 國民は 甚だ 心細い 譯 であります。 ウィルソン 氏の 唱 へた 民族自決 問題 

は 何で あるか。 これ はつ まり 巴爾 幹の 小國を 統一しょう とした 彼が 主義 政策であった ので、 彼 ウィルソン 大統領 

は 平和と 自由と を 翁して、 ロイド、 ジ ョ ー ジ、 タレ マ ンソ ー 氏 等が 未だ 平和 を唱 へざる 時に 當 つて、 亞米利 加の 爲 

に 正義 人道 を 叫び、 "デモ クラシ ー を高唱 したので あります。 彼 は 一度 口 を 開けば 獨 逸の 軍 國 主義 並びに 帝國 主義 

を 飽く迄 篤 倒して 居ります が、 これ は 我が 國民 として 大いに 考 へ なければ ならぬ ことで、 日本に 當て つけて い つ 

て 居る とい ふこと を 心得て 居なければ なり ませぬ。 我が 國の 或大 學敎授 が、 ウィルソン 氏が 大學の 憲法 講座 を 受 

持って 居た 頃、 亜米利加に 留學 して ゐて、 ウィルソン 氏の 話を聽 いたが、 其の 時分 丁度 日本に 初めて 憲法が 出來 

て、 其の 英譯が 亜米利加に 來た。 日本に 憲法が 出來 たの は 珍しい とい ふので 非常な 評判に なり、 祝賀 會が 開かれ 

たのであった。 ， 其の 時 ウィル ソ ン 大統領 は 日本の 憲法 を 評して、 「これ は獨 逸普魯 西の 憲法 其の儘 だ」 とい つた さ 

うであります。 ウィルソン 氏 は 自分の 國の 憲法 はよ く 知って 居る、 自分の 國 の歷史 はよ く 知って 居る けれども、 

日本の 國は 知らぬ。 隨 つて 日本の 國體、 國史は 知って 居ない。 それ だから 日本 は獨 逸の 憲法 を眞 似た の だ、 こん 

な 憲法 は 嫌 ひだと 思った に 相違ない。 日本の 憲法が 如何に 我が 國の歷 史的 背景 を 含んで 居る か を 知らないの であ 

.國 卓 普及め 必 1^.  .  _    [  ,   
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ります。 故に 日本の 憲法が 獨 逸の 憲法と 同 一 だとい ふ ウィル ソ ン 氏の 觀念 は、 其の 時分から 今日に 至る 迄尙 去つ 

て 居ない と 思 ふ。 さう して 彼 ウィルソン 大統領が 獨 逸に 對 して 「軍國 主義 を 破らなければ ならぬ、 帝國 主義 を 倒 

さねば ならぬ」 といって 居り、 叉 露西亜 帝國が 瓦解して から、 一 暦. デモ クラシ ー を絕 叫して 居る こと は、 實に日 

本に 當 てつけて 居る 言葉で、 ウィルソン 氏の 胸中 は 或は さう だと 思 ふ。 然るに 其の 事 を 知らす に、 無暗に ウィル 

ソ ン氏 のい つたこと を 有難が ると い ふこと は、 日本人の 恥で あらう と 思 ふの であります。 

界の 大戰も 漸く 其の 終局 を 吿げ、 今日 巴 里に 於て 平和 會議が 開かれて 居る のであります。 其の 表面 だけ を 見 

れば 甚だ 立派であります が、 其の 內實に 立 入って 見る と 各自 それぐ 自國の 利益 を 主張して、 正義 も 人道 もない 

のであります。 戰爭中 神様に 御祈禱 をした 言葉に、 獨逸は 「神 は國 民に 幸 ひし、 必す 我が 國は 戰爭に 勝つ」 と頻 

りに 言って 居た。 聯合 國 殊に 亞米利 加 は 「せ 界 平和の 爲の戰 は必す 我の 勝利に 歸 する」 と 言って 居た ので ありま 

す。 獨 逸の 一一 H 葉 は 非常に 武斷 的で、 國 家の外に 何物 も 眼中にない。 亞米利 加 は r 獨逸は 平和の 敵で ある、 人道の 

敵で ある、 自由の 敵で ある」 と 言って、 世界の 平和、 人道の 爲、 正義 を唱 へ、 人道 を 叫んで 居た ので、 表面 は甚 

だ 立派で あるが、 これ は 亞米利 加の 標語で あり、 叉 亞米利 加の 武器に 過ぎなかった ので ある。 それ を 近頃に 至つ 

て、 かう いふ ことが 世界の 大勢で あると いひ、 叉 亞米利 加 人の 理想で あり、 道德 であるかの やうに 世間へ 吹聽す 

るに 至った ので ある。 . 

さう して 日本へ も 此の所 謂 世界 風が はいって 來て、 X  X 敎 徒の 中た どに は 日本の 歷史を 無視して、 種々 人心 を 
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攪亂 する ものが あるので あります。 固より 宗教に は國 境がない。 日本の 憲法に も 信教の自由 を 認めて あります け 

れ ども、 國民は 國家を 超越す る こと は出來 い。 國家を 離れて 國民 はない ので、 如何なる 國民も 國籍を もって 居 

る-" 日本人 は何處 まで も 日本人で、 日本の 國家を 離れて 日本人と いふ こと は出來 ない。 如何なる 宗敎を 信す るの 

も、 それ は 自由であります が、 吾々 國民は 國家を 超越す る こと は出來 な いので ある。 我が 憲法 第二 十八 條に 於て 

信教の自由 を 許して あります が、 國 家の 行政 を攪亂 し、 國 家の 治安 を紊 すが 如き 宗敎 に對 して 信敎の 自由 を 許さ 

れては 居ない のであります。 然るに X  X 敎 徒の 中には 日本の 國體、 歷史を 知らす して、 徒に 日本 を惡 口す る もの 

が あるので あります。 さう して 我が 國 民の 中に も 亞米利 加 あたりから 金 を 貰って 「我等の 拜 むべき 神」 などと 平 

氣で唱 へて 居る ので ある。 これ 等 は 全く 日本 を 知らない、 日本の 國體を 知らない、 日本の 歷史を 知らない 結果で、 

國 家の 安寧秩序 を紊る 虞が あるので あります。 恰も 道が 固まって 居ない 處へ 自動車 を 輸入して 來て T どうも 日本 

の 道が 惡ぃ」 とい ふ。 東京な どの 道 は 自動車の 爲 非常に 壞れて 居る のであります が、 それ は 日本で は 自動車の 通 

る やうに 道が 固めて ないから 惡ぃ の に 極まって 居る。 そこで 私 は 

玉 鉢の 道 固めす ば 自動車の 動く まに く 崩れ ゆくべし 

かう 歌った のであります。 實際 此の 譬の 通りで、 我が 國 のこと を 顧みないで、 何でも 西洋の もの を 輸入し ようと 

して 居る のであります。 是に 於て か國民 一般に 國學を 普及して、 我が 國 民の 執るべき 途を 明らかにする のが、 今 

日の 最大 急務であります。 

國學ま 3 及 Q 必耍 
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然 らば どうして 國學の 普及 を圖 るか。 それ は 小 學校を 始め 中學、 大學に 至る まで、 修身、 倫理 並びに S 史 —— 

殊に 歷史を 其の 根柢から 徹底的に 敎授 し、 國民 一般に 日本の 歷史を 知らし め、 日本の 國體を 理解せ しめ、 國民精 

神 の 振興 を圖る と いふ ことが 最も 適切で あると 考 へます。 先づ 小 學敎育 からして 我が 國史 並び に國民 道德、 國家 

精神 を 國學の 上から 明確に 徹底的に 敎育 しなければ ならぬ と 思 ふので あります が、 どうも 今日の 小 學敎育 は、 其 

の敎授 法に 於て 甚だ 不十分で ある。 第 一 歷史 の敎科 書から してよ くない。 餘 り水戶 派の 學 風に 傾いて 居て、 佛敎 

を惡 くい ひ 過ぎて 居る" 聖德 太子が 日本へ 怫敎 をお 人れ になった とい ふこと は、 國 家の 文明 を 進め、 國 民の 精神 

的 修養 を 目的と せられた のであります。 叉聖武 天皇が 奈 良に 東大寺 をお 建てに なり、 諸 國に國 分 寺 を 置かせられ 

たの も、 佛敎の 信仰に よって 國家を 開き、 國民を 安んじ 給 はんとの 大御 心より 出で させられた のであります。 然 

るに 小學 校の 敎科 書で は單 に聖德 太子 は 佛法を 信じ、 聖武 天皇 は 自ら 三寶の 奴と 稱 せられて 諸 國に國 分 寺 を 置か 

せられた とのみ 說 いて、 何の 爲に佛 法 をお 弘め になった かとい ふこと に 就いては 少しも 徹底して 居ない ので あり 

ます。 今少し 歷史を 徹底的に 敎 へ なければ ならぬ のであります。 

御歷代 天皇の 御仁 政に 就いても、 唯仁德 天皇が 高殿に 登らせられた とか、 醍蝴 天皇が 塞 空に 御衣 を脫 がせられ 

たと かいふ やうに 極めて 斷片 的であります。 こ れは 甚だ 不徹底で あると 思 ふ。 我が 國は 建國の 其の 昔より 歷 代の 

天皇 は 何れも 臣民の 上に 御 心 を 注がせられ、 臣民 を 基礎と して 御仁 政 を 施させられざる はなく、 其の 大御心 は 御 

歷弋 連綿と して 今日 迄 少しも 變ら ない のでありまして、 此の 御仁 政が 萬 世に 連綿と して 鑌 いて 居る 所が 國體の 精 
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華であります。 さう して 國民 は御歷 代の 天皇 を 神と 仰ぎ、 父と 敬 ひ 奉る 所以であって、 義は 君臣、 情 は 父子と い 

ふこと になって 居る ので あり ます。 

叉國史 全體に 就いても、 唯 權臣の 興亡 を說 いて、 皇室と 臣民との 關 係は說 いてない e 卽ち蘇 我 氏が 亡びて 藤 原 

氏が 興り、 その 藤 原 氏の 末に 攝政關 白が 出 來て權 力 を 擅に し、 それから 武家が 出來、 源氏が 權カを 得て 幕府 を 建 

て、 北條 氏が 出て 承 久の亂 が 起る。 それから 南北朝、 それから 足 利 氏が 11 奢 を 極めるな どと いふ やうに、 恰も 權 

臣が 我が 皇室に 反逆し 奉った かの 如くに 說 いて 居る。 日本 は 昔から 權臣が 皇室と 臣民との 間 を 疎隔した こと は あ 

つた かも 知れない が、 皇室と 臣民と 爭 つたこと は 一度 もない のであります。 日本の 歷史は 皇室 國民 親和の 歷史、 

西洋の 歷史は 王室 人民 爭 奪の 歷史 であります。 然るに 權臣の 横暴の み をカ說 する こと は 間違って 居る ので ありま 

す。 故に 歴史の 敎授法 を 改正して、 我が 皇室の 尊き 所以、 我が 歷史、 國體を 徹底的に 子供の 時から 頭に 遂 み 込ま 

せねば ならない のであります。 さう して 前に 述べた 通り、 帝國 憲法と 我が 敎育 勅語と を 十分に 解釋 して、 帝國憲 

法に よって 我が 國體 を閬 明し、 教育勅語 によって 我が 國民 道德の 基準 を 明らかにして、 之 を 十分に 徹底せ しめね 

ばなら ぬのであります。 

日本 は 過去に 於て ニ大 危機が あつたので あります。 其の 一 つ は 佛敎が 非常に 盛であった 時、 彼の 道 鏡が 現れて、 

我が 金 甌無缺 の 國體を 傷つけ ようとした。 もう 一 つ は 所謂 戰國 時代に 於て、 我が 國に 耶蘇 敎が はいって 來て、 九 

州 全部に 弘 まり、 京都 迄 も 傳播し 南 蠻寺を 建て、 羅 馬の 法王 を 唯一無二の 神様の やうに 尊崇した 時であった ので 

國學 普及 Q 必要 
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あります。 然れ ども 吾等の 祖先に 潜んで ゐた或 力に よって 遂に 其の 危機 を 免れた のであります。 今日 迄 日本 國民 

は 新 文明 を 採用 するとい ふこと に 就いては、 非常な 決斷 力が あつたので あります が、 叉 一 面に 於て 我が 國體、 我 

が 歷史に 顧みて 自覺 する ことが 出來 て、 か、 る 危機 を 脫 して 居た のであります。 それであります から、 どうして 

も 我が 一 般國 民に 對 して 徹底的に 國學を 普及し なければ ならぬ と 思 ふの であります。 

昔 本 居 宣長翁 は 我が 國 民が 國體を 忘れて 支那に 心醉 した 者が 多かった ので、 葛 花と いふ 書物 を 著して 當 時の 人 

を醒 したので あるが、 丁度 現今の 有様 は 此の 葛 花が 必要な 時で は あるまい かと 思 ふ。 世 問で は國學 といへば 古い 

學問、 古學の やうに 解釋 して 居る 人が 多い のであります が、 これ は 全く 其の 精神 を 知らたい ので、 國學は 單に古 

道 を 研究す る學 問で はない ので、 我が 國の 歴史 を 研究し、 そして 我が 國體を 知り、 我が 國 民の 執るべき 途を 明ら 

かにし、 國 民の 覺醒を 促す 古い 新しい 學 問であって、 眞に國 家の 危機に 際し 國家を 救 ひ、 國家を 泰山の 安き に 置 

くに は 國學を 措いて 他 にないので あります。 本 居 翁、 平 田 翁の 如き、 其の 當 時の 人々 をよ ぴ醒 したの は、 全く 國 

學者 その 人であった のであります。 彼の 山 崎 闇 齋が鬥 人に 對 して 「若し 孔子 を大將 とし、 孟子 を副將 として 日本 

に攻 寄す るに 於て は、 汝等は 如何にす る や」 と 問 ひたる に、 門人 等 は 何等 答へ 得なかった とい ふ。 今日の 眼から 

見れば、 闍齋の 門人 は餘程 馬鹿で あつたと 思 ふ。 又 儒敎が 非常に 盛な 時代、 儒 學の徒 は 皇室に 對し 奉って は 敬語 

C たま 

を 用 ひすして、 「子 曰く」 などと 平氣 でい つて ゐた。 これ 等 は 徒に 學 問に 囚 はれた 誠に 偶むべき ことで ある。 今日 

我が 國に 於け る 風潮が、 恰も 之と 同一で はない かと 思 ふ。 故に 我が 國の 現狀に 鑑み、 此の 國學を 普及して 國 民の 
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覺醒を 促し、 我が 國體を 明らかにし、 國 民の 執るべき 途を 知らし めねば ならぬ と 信す るので あります。 之 は敎肓 

の 力に よるより 外に 途 はない のであります から、 此の 點を 深く ぉ考 へ になる こと を 切望す る 次第であります。 

(國學 院大學 講演 會 講演、 大正 八 年 七月 「國 學院雜 誌し 

殿 樣祭之 碑 

殿様 祭の 一語 人 をして 古の 淳風 良俗 を 想 はしむ。 其の 由來は 記して 後の せに も傳 ふべき なり。 明治 三年の 舂 li 

井 藩栃原 村の 庄屋 藤 四郞、 同村が 元 文 五 年、 寬政 元年 兩 度の 水害の 後、 田地の 荒廢甚 しく 村民の 窮乏 其の 極に 達 

せる を 以て、 年貢 免除の 儀 を 願 出で たり。 此の 訴願 を 取次ぎ し は 藩士 三 岡 八郞、 後の 由 利 子爵に して、 藩主 松 平 

茂昭公 備に 事の 趣を聽 かれ、 四月 七日 を 以て 年貢米、 貢 銀 等 一切 取捨の 公狀を 下されたり。 村民の 喜 察する に餘 

あり。 爾後 年々 其の 日 を 以て 村民 一同 相會 し、 會 場に 茂昭公 及び 先代 慶永 公の 墨蹟を 揭げ、 酒 酌 交して 舊恩を 語 

合 ふ。 之 を 殿様 祭と す。 藩 公が 名 臣の言 を 納れて 直に 仁慈の 特典 を 施した ると、 村民が 賢 君の 德を憶 ひて 永く 感 

謝の 私 祭 を 紙たざる と、 眞に ー雙の 美談に して、 其の 祭の 誠意 ありて 虚式な きも、 一箇の 好敎訓 ならす や。 そ も 

そ も 列 聖の政 は 常に 民意 を 本と し、 億兆の 心 は 偏に 忠君に 專 なる 是 我が 國體 の萬國 に超絕 せる 所以な り。 是を以 

殿様 祭 之 碑 


443 


論文 隨筆 

て 武人 執政の 世に 於ても 治者 被治者 共に 此の 精神 を 失 はす， 權利 義務の 主張な き處 自ら 恩愛 情誼の 疏通 あり。 四 

民業 を樂 しみ、 上下 親和せ る は、 君民の 爭鬪、 貴賤の 軋櫟を 以て 終始せ る 外 國の歷 史と日 を 同じう して 語る ベ か 

らす。 殿様 祭の 舊事 を談す る もの 亦 誰か 其 の 淵源 の 遠き を覺 りて、 生れて 皇國： li- た る の 幸福 を 思 は ざらん や。 

(大正 八 年 十二  H0 

槁檢校 之 碑 

贈 正 四位搞 保 己 1 先生 は 東西に 例な き 偉人な り。 こ の 村よりか くの 如き 偉人 を 出しし は眞 にこの 村 叉 この 郡の 

名譽 ともい ふべ し。 大正 十 年 はこの 偉人の 後一 百年に 當れる を 以て 郡の 有志 相 謀りて 遺蹟 保存 會を 組織し、 記 

念 祭典 を 行 ひ、 尙 あまねく 全 國の贊 同 を 仰ぎて 記念館 を 建設し、 叉 この 碑 を も 立つ る ことと なせり。 今より 後學 

生 は 敎師に 引率 せられて 次々 に 見 學に來 るなる ベく、 遊 覽者は 遣 物 の展 覽を樂 みとして 遠近より 尋ねよ るな る ベ 

し。 さても 始めて この 地に 遊ぶ 人の 感想 や 如何。 偉人の 出生地と して は餘 りに 平凡な りと 失望す る 人 も あらん。 

この 片田舍 の 目 無 子が よくも 學 問に 心 を 寄せし よと 不思議に 思 ふ 人 も あらん。 目 明 人も讀 得ぬ 千 萬卷の 古書 を讀 

み もし、 版に もして 骨 を 益せられ し は、 人間業と も覺 えす とて 今更に その 偉業に 舌を卷 くも あり C 飛騍ェ ほめて 
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造れる 眞木 柱の 一 たび 立てし 志 は 動かす 携 ます、 神明に 誓 ひし 初一念 を晚 年に 成 遂げられし 意志の 強さ を、 これ 

ぞ成 切の 祕訣 なる ベ きとて 譽 めた k ふる も あり。 常人の 堪 ふべ くも あらぬ 困難 辛苦に 打克 ちて、 ^に 不可能と い 

ふ 語な きこと を 示された るぞ その 一生な りけ る。 非凡と いひ 超人 間と いふ は當ら すと て、 ひたすら その 努力に 感 

じ 入る も あり。 今の 世に いふ 學齢 にも 達せぬ 齢に て 早く も 兩眼を 失 ひながら、 かく も 前代未聞の 大業 を 成就 せら 

れし は、 これす ベ て 心眼の 力に あらす や。 心眼の 光 は 齢と 共に や 加り けむと 專ら 頭腦の 威力 を 歎美す る も あり。 

或は その 逸話 を談 じ、 或は その 著述 をかぞ ふるな ど、 十人十色、 音に 聞きつ る 偉人の 舊蹟を 今 まのあたりに 蹈み 

見て は、 古き 記憶 も 新しく 呼覺 さるべく、 新しき 印象 は 更に 新しき 感想 を も 生む なるべし。 こ、 に 一 つの 忘る ベ 

からざる もの こそ あれ。 そは當 時の 一 盲 少年 を 動かして 他日の 大學 者たら しめし 原動力な り。 この 原動力が 葦 芽 

の ごとく 少年の 胸に 萌ぇ そめし は 何時の 事と も 知ら ざれ ども、 その 成長 は 極めて 速 かにして、 忽ち 心の 全部 を 占 

め、 はて はス 人と も 燃 上らむ とせり。 少年 を 江 戶へ誘 ひ 去りて 國學の 門に 導き 入れし も、 この 力なり。 身の 不具者 

たる を も 忘れて 叢書 刊行の 大願 を 思 立た しめし も、 この 力なり。 古史 を 研究し、 古典 を 整理し、 わが 古代 文化の 

閬 明に 努めた る 一 盲 書生 は 終始一貫 この 力に 刺激せられ 激勵 せられて、 五十 餘年 一日 も 倦ます、 つ ひに 一世の 大 

家と なりて 不朽の 功績 を 遣した るな り。 かの 一心 不亂 や、 堅忍 不拔 や、 勢力 絶倫 や、 みなこの 力の 發現 活動に 外 

なら ざり しなり。 この 力、 そ は 何ぞ" 尊皇 愛國の 精神すな はち これな り。 この 精神の 丁、 ふ 凝って 文 獻學の 方面に 

具體 化せられ たる は、 す. ^ はち 先生の 事業な り。 若し この 精神に して 先生の 心 靈に觸 る、 事な かりせば 1 先生 は 

稿 檢校之 碑 
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唯 僻村の 一 盲人に て 終りし なるべく、 世界人 を 驚かせる 群 書類 從の 編纂 も 印行 も、 もとより 行 はれ ざり しなる ベ 

く、 百年 後の 今日の 日本 も 現狀の 日本と は異 りしなる べし。 今 は 昔 この 郡 この 村に 盲目の 少年 ありけ り。 その 心 

眼の 光 は 今 もな ほ學界 をて らし 世界 を てらせり とい はば、 人 或は 謎 かと も 思 はむ。 され どこ は 謎に も あらす 空想 

にも あらす して、 疑 ふべ からざる 史實 なり。 この 史實が 未来永劫に わたりて 國 民に 與 ふる 敎訓と 感化と は 至大 至 

高なる もの あらむ。 來り てこの 碑の 下に 立た む もの は、 偉人の 學德 を追懷 するとと もに、 この 偉人 を はぐくみ 出 

でた る 國家的 精神の 更に 偉大なる こと をも認 むべ きなり。  (大正 十 一 年 九月 十二：：；) 

土 性 

北陸 道 は 大昔の 高志國 で、 「さかし 女 を ありと 聞かして、 く はし 女 を ありと きこして」 と大國 主命のお 歌 ひに な 

つ た の は、 大國 主命の 國 造り 卽ち國 土 經營が 十分に こ の 地方に 行 はれた こと を 意味す るの であらう。 出 雲から 高 

志までの 交通 は、 無論 崎々 を 廻って 船で 航行した ので あらう。 その 御 遺蹟と して 見るべき の は、 能 登 國羽咋 郡 一 

ノ宮 村に 鎮座 あらせられる 國幣 大社 氣多祌 社が それで あらう。 神事 祭典な どの 模様 を 聞いても、 大分 神代 を 思 は 

せる ものが ある。 かう 考 へて 來 ると、 我々 裏日本 人の 祖先 は 表日本の 人よりも 早く 文化に 浴した ので ある" - 


446 


それから 幾千 年の 今 は、 いは ゆる 物 換り星 移る で、 昔 住んで ゐた 人の子 孫が どの位 今 住んで 居る か， 到底 見當 

の附 かぬ ことで ある。 併し 面白い ことに は 昔の 人の 書いた 書物 を 見ても、 何となく その 批評が 今の 世に も當 つて 

居る 所が ある やうに 思 ふ。 卽 ち人國 記の 批評に 就いて いふので ある。 我等 は 备之を 見て、 今でも 殘 つて 居る と 思 

ふ惡ぃ 風、 缺點 は、 互に 戒めなければ ならぬ と 思 ふ。 

若 狹國は 最も 甚だしい 惡評を 受けて、 

人の 氣の相 和せ ぬ國 …… 下と して 上 を 欺き、 己が 科 を 正されて、 人の 不法の やうに いひな せり。 取 過利發 なる 

故、 相 當の辯 舌、 一花の 氣勢は あれ ども、 根の 遂 ぐる 所な し。 

と 言 はれて 居る。 

越 前國は 「日本に 双な き 智惠國 なり」 と 褒められて ゐ るが、 

之に 依って 高慢に して 底意 地 あし。 輕薄 にして、 つまる 所 つれな し。 

と 言って、 船賃 を爭 つて 渡 舟 を 出さぬ とか、 修行者が 宿 を 求めても、 貸して やらぬ とか、 おも ひやり のない 人ば 

かりで、 「邪氣 多き と ぞい ひつべ き」 と斷定 せられて ゐる。 

加貿國 人に 對 して は、 

するど 

當國の 風俗 は 爪を隱 して、 身 を密に 持つ 風な り。 …… 武士の 風、 おとなし やかに て、 尖なる 所な く， 武勇の 功 

にて 秀づる 事を好ます、 唯 身の上の 調 儀 を 以て、 身 を 立てん と 思 ふなり。 たと へば 他國 に合戰 ありても、 自國 

鄉土性 
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を完 うして 出づる 事を好ます。 まして 我が 持の 外 を 望みて 切 取な どす る 事 は盜贼 なりと て 嫌へ り。 皆 人 この 覺 

悟に て 賢人の 風な り。 

とて、 その 消極的な 事 をい ひ 、「物事 懈怠が ちに たる 風」 ありと て、 幾分 か のんきな 所が あると 見て ゐる やうで あ 

る。 

能 登 は、 

當國の 風俗 は 人の 心 別して 狹 くして、 たと へ ば 一 足蹈 出せば 渴 命に 及ぶ ベ しと 思 へ り。 之に よって 主人より つ 

れ なく 使 ふといへ ども、 外に 行く こと を 得すして、 是非な く 勤む るな り。 然れ ども 武勇の 覺悟 はよ しと ぞ。 

越中國 は、 

陰氣の 中に 智 あり、 勇 あり、 佞なる 氣 多し。 親子の 間にても、 二百に 一一 I 一 II 葉 質 をと り 巧に 佞 をな すなり。 人の 交 

も 底意 は 俊に して 唯 卒忽の 交の やうに する 意地な り。 然れ ども、 事に 臨みて 死 を 厭 はざる 風 も ありと ぞ。 

越後 人 は 北陸 會に 居らぬ の ださう で、 その 批評 は 省く。 さて これ 等の 批評が、 どこまで 當 つて ゐ るか.」 人國記 

の 著者 は氣候 風土 等 を 重な 原因と 見て 居る やうで あるが、 そんな 單 純な もので は あるまい。 政治、 經濟、 風敎各 

般の 影響 も あり、 變化も 加 はって、 ー國の 風俗が 永久 不變の もので も あるまい C 無論 大體 から 言った 批評で、 個 

人と して は 多くの 取 除 を 見る に 相違ない が、 叉 その 幾分 は 何の 人に も當 つて ゐる やうに 思 はれる 點も ある。 これ 

は國民 性よりも もっと 小さい 鄕土 性と でもい ふべ きもので あらう。  (犬-正 十二 年 六月 「北光」) 
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「マ ス」 ことば を獎勵 せよ 

この頃の 新聞に 或 女流の 意見と して. 國 語の 敬語 を廢 したいと い ふやうな 論が あった。 さう して それに は 叉、 

他の 女流の 贊成 もあった やうで ある。 これ は 一寸 聞く と 御尤もな 點も あるが、 途中で 逢っても、 面倒臭い からお 

辭儀 をす るの もよ さう とい ふのと 同 論で、 默 つて は 居られない ことかと 思 ふ。 民衆 平等の 思想が 盛な 今日、 普通 

選擧が 高く 叫ばれる 時で あるから、 捨てて おけば、 だん/ \實 行され るか も 知れぬ。 

建國の 昔から、 君臣の 別が 定まって ゐる 我が 國、 又 家長が 家族の 中心と なって 居る 我が家 庭で は、 昔から 敬語 

が 存在した ので ある。 上下 貴賤の 階級が 愈. -繁 くな つて 來 てから、 敬語の 種類 も 愈. '多くな つたので あった。 今 

日の 時勢に なって は、 固より あまり 繁多な 敬語 はだん/ \廢 する もよ からう が、 普通 語と 敬語との 二 筋 は、 國體 

上から 見ても、 社會 上から 見ても、 是非とも 保存 發 達されねば ならぬ もので あらう と 思 ふ。 日本語の 一大 特色 を 

失 ふ こと は 國體の 上に も 影響 を 及す ものと 考 へ なければ ならぬ。 

私 は 先日 國學院 の 近所 を 通った が、 そこ は 水道 鐵 管の 据附 工事で、 非常に 道が 悪かった。 働いて ゐた 土工 等が 

聲を かけて、 「そこ は あぶない ぞ」 「もっと 右へ 行け」 「そちら へ 行く と鐵 管が ある ぞ」 などと 口々 に 注意して くれ 

「マス」 ことば を獎 動せ よ 
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た。 私 は その 親切 を 喜んだ と 同時に、 土工の ことばの 全く 敬語 を 用 ひぬ のに 驚いた。 さう して 數年 前まで は、 か 

うい ふ 一一 一一 n 葉 遣 は 聞かなかった と 思った。 私 は 固より、 私に 對 しての 敬語 を 期待した ので はない。 併し、 從 前なら 

ば 土工 等が 紳士 體の 者に 對 して は、 「右へ おいでなさい」 「そっちへ 行く と鐵 管が あります よ」 位の こと は 一一 一一 C つた 

ものである。 近來は それが 全く 反對 になって、 洋服で も 一 つ 着て 居る やうな 者に 向って は、 わざと 敬語 を 使 はな 

いこと になった らしい。 これ は 力で 働いて 居っても 同等な 人間 だとい ふ考、 叉 寧ろ 神聖な 勞働者 だとい ふ 誇、 そ 

れ 等から 起った 現象 だら うと 思 ふ。 こんな 事で 敬語の 失 はれて 行く こと は殘 念な ことで ある。 國 民の 品位から い 

つても、 これ はなるべく 本に 復 したいと 思 ふ。 

無論 これ は 一 般 におし なべての 事で、 勞働者 をして 獨り 敬語 を 使 はしめ ようとい ふので はない。 國 K 一  般 何れ 

の 階級の 人 も、 他人と 談話す る 時には、 マス ■ ことば を用 ひる やうに したいと 思 ふ。 文章 體の 口語と して は、 敬語 

がなくても よいが、 談話 體の 口語に は、 一 般に マ ス ことばで 應對 する やうに したいの である。 今日で は 店先で 買 

物 をす る 人が、 店員に 向って さう 横柄な 言葉 遺 をす る こと は少 くな つたが、 小 使 や 給仕な どに は、 まだ 少しも 敬 

語 を 使 はない のが 普通で ある。 私 もま だ 恥 かしながら、 車夫 等に 話 をす る 時には、 マス を 用 ひない ことが 多い。 

これら はすべ て 改正して、 目上から 目下へ も マ スで 話しかける やうし なければ ならぬ と 思- V" 目下から 目上へ 對 

して は 無論の 事で ある C 敬語な しの 談話と 敬語の ついた 談話と では、 その 親しみの 上から も、 禮 儀の 上から も、 

大變な 心 持の 相違が ある。 私 はこれ から は 小 使で あらう が、 車夫で あらう が、 叉 は 友人で あらう が、 なるべく マ 
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ス ことばで 話したい と 思 ふ。 さう して 勞働 者な どの ことばに も、 マス を 復活 させたい と 思 ふので ある。 

それが 爲に は、 第一に 小學 校に おいて、 この マスことば を 獎勵レ なければ ならぬ。 この マスの 談話 體 口語 (敬 

語と いふよりも 寧ろ 謙 語) の 練習 等 を 盛に 行 はせ なければ たらぬ。 さうな ると、 敎師が 生徒 を 呼びつ けにしたり、 

マ ス なしの 談話で 敎授 する ことな ども 改めなければ ならぬ かも 知れぬ。 社 會の實 際の 上に おいて 種々 改めな けれ 

ばなら ぬ 場合が 生じようと 思 ふ。 それ は徐々 としてお のづ から 變 つて ゆかう。 この美し い マスこと ばで、 いかな 

る 場合に も國 民が お 互 ひに 話し合 ふこと に 一致 すれば、 これまでの 階級 制度に 對 する 不平 や 嫉妬 も、 幾分 か は 減 

退され るで あらう し、 一方から は 尊大 倨傲と 思 はれる こと もた くなる だら う。 國民 思想の 統一 も、 かう いふ 所 か 

ら 成り 立ち、 國體の 尊嚴 もお のづ から 保 たれる の である。 

私 は 靴の 底で マ ツチ をす つたり、 途中で 知人に きっても 精子 も 取らない やうな 禮儀 作法の 乏しい アメリカ人な 

どは學 びたくない。 我が 國 語の 特點、 美 所 を 保存す る 上に おいて、 あくまで この マスの 談話 體を 整理し、 且つ 大 

いに これ を發 達させなければ ならぬ と 思 ふ。  (大正 十三 年 一月 r 國 學院雜 誌」) 


論文 隨筆 

古事記の 卷頭 第一 に、 天 御中 主神と ともに、 高 御 產巢日 神、 神 產巢日 神が お現れになります。 この むすびの 思 

想が 神代の 卷を 通じて、 我が 建國 及び 發展 の根抵 となって 居る のであります。 伊邪那岐 祌、 伊邪那美 神に、 この 

た よへ る國を 修理 固成せ よと、 天つ 神からの 仰せ は卽ち むすびの 精神の 發 露であります。 むすび はいふまで も 

なく、 物が 集り、 固まり、 生成し、 發 達し、 成熟し、 結果 を 得る のであります。 二 神 はま づ國土 を 産んで、 次に 

種々 の 神 を 産み、 最後に この 國を 治める 爲の三 貴 子を產 まれました。 第二に 大國 主神の 國土 經營に 就いても、 こ 

はたら 

の むすびの 力が 十分に 活 いて 居ます。 これ は大國 主神 を 助けて 盡 力せられ た 少彥名 神 は、 祌產巢 日 神の 手 侯から 

漏 落ちた 神 だとい ふので 明瞭であります。 第三に 高天原に 於け る 經綸 では、 天照大神の 御 意志 は 常に 高 御 產巢日 

神と 御 相談の 上實 行され ます。 高 御 產巢日 神 一名 を 高木 祌と 申して、 出 雲の 方へ 天 菩比祌 を 差遣され る 時、 つ 

いて 天 若 日子、 さて は 雉 名 鳴 女、 最後に 建 御 雷神 を 御 下しになる までの 計 畫經營 は、 すべて 天照大神と 高木 神と 

の 御 相談に よ つて 進んで 行った ので、 そ の狀 ちゃう ど大國 主神 の 事業 を 少彥名 神が お助け になった のと 同じで あ 

ります。 神武 天皇の 御 軍が 熊 野に 懦 んだ時 も、 天照大神、 高木 神のお 助が あって 再び 勢づ いて 賊を 征伐され まし 

た。 これら を 見る と 徹頭徹尾 むすびの 力の 發 動が 伴な つて 建國 創業の 大事が 成された のであります。 我が 上代の 

日本人 は 農業の 民であります。 春 種 を 蒔い て 秋に 牧穫を 得る のであります。 これが 取り も 直さす むすびの 精神に 

外ならぬので あります。 むすびの 思想 は國 民の 日常生活と 相 離れな. かった のであります C 須佐之 男 神が 大宜都 比 

賣を 斬らせられた 時、 その 目、 耳、 鼻な どから 五穀が 生えた * それ を 神 產巢日 神が 取つ て 種と なし 給うた と ある." 
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むすびと 農業との 一 致 は 明白に こ 、 に 語られて あります。 

この度のお めでたい 御 成婚 を 仰ぎ奉る につけても 私 は 遠く 伊邪那岐、 伊邪那美 二 神の むすびに 遡って、 我が 國 

の建國 創業 をお も ひ、 それから この 同じ 精神が 永い 國史を 通じて、 國 家の 發展進 運 を 促し て 居った こと を考 へす 

に は 居られません。 さう して 叉 この 御 成婚が 將來に 於て 如何に 多大な 御 事業 を 生成す るので あらう かと 思 はすに 

は 居られません 。皇室 卽國 家で ある 我が 國に 於て は、 いふまで もな く 皇室の 御慶 事 は 卽ち國 家の 大慶 典で あるの 

であり ます。  (大正 十三 年 二月 「國 學院雜 誌」) 

日本 趣味 十 種 序 

古代人 類 も 美しい 曲玉 を 造って 身の 飾と した。 眞 澄の 鏡 を 造って 自分の 姿 を 映した。 鋭利な 刀， 劍を 造って 武者 

振 ひした。 情熱 燃える が 如き 歌 も 詠んだ。 優婉に して 花の 如き 文章 も 綴った。 山水の 間に 逍遙して は、 その 幽逮 

を 探り、 その 清楚 を たづね て、 或は 美 想 を 吐き、 或は 雅趣 を抒 ベた。 花の 散る のに も 淚を濺 ぎ、 鳥の 啼 くのに も 

心 を 傷めた C かくして 自ら 慰めた ばかりでなく、 時には 之 を 以て 人と 人との 愛着 を 吿げ、 時には 之 を 以て 人と 神 

との 交渉に 用 ひた。 これ 趣味が 高 かれ 低 かれ、 人？ 1 生活の 一大 要素た る を 示す ものである。 

日本 趣 昧十種 序 
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趣味 生活 は 知識の 進歩に つれて 向上すべき である。 かの 知識の 點 から は 批評す るに 足らぬ ほど 蒙昧な 時代に 於 

て も、 趣味 性の自由に 發 育した 民族に は、 後世から 見て 驚かれる ほど ゆかしい 趣味 生活 を 營んで 居た もの も ある。 

た^ 古代に 於け る 趣味の 種類と 範圍と 程度と は、 單 純で、 狹少 で、 かつ 低級であった。 

理知の 進歩に つれて、 趣味 性より する 文化 生活 も廣汎 になり 複雜 になり、 かつ 高尙 になる 傾向め あるの は、 勿 

論で ある けれども、 情操の 涵養 を 放漫 にしておく 時 は、 理知の 進歩が 必す しも 趣味 生活 を 髙尙に 導く と は 斷言さ 

れる もので ない。 

我が 國史の 上に あら はれた 趣味 も、 また 同じく 此の 經路 を迎 つて、 今 曰に 及んで ゐる。 趣味 史の 上から 民族 や 

國 民の 特性 を 鋭 察する の は、 頗る 興味 ある ことで ある。 我が 日本 國 民の 文化 生活 は、 その 由來 する 所が 甚だ 久し 

いもので、 夙に 外國 から 輸 人した 文化 を 能く 同化して、 我が 國民 自身の 文化 生活 を 向上 させて 來 たの は、 我が 理 

知性と 趣味 性 との 偉大な こと を 物語 る も ので あらう。 

素斐嗚 尊の 詠歌、 天鈿女 命の 舞踊の 如き は、 邈 たる 神代の 傳說 であるに しても、 神武 天皇の 御製が 幾 首 も傳は 

つて 居る の を 見れば、 天皇の 御 性格が 優雅に ましました 程 も 察し 奉られる ので ある。 爾來 我が 園に 文學 趣味が 普 

及して、 萬 葉 集 を はじめと し、 勅撰 二十 一代 集 や 諸家の 集を讀 めば、 人 麿 や、 赤 人と か、 六 歌仙と か、 三十 六 歌 

仙と かの 歌 そのものの 文 學的價 値よりも、 菅原 道眞が 配所の 月に 吟 じたの や、 阿倍 仲 磨が 唐土の 月に 詠 じたの や、 

八幡 太郞義 家が 遠征の 途上に 落花 を 惜しんだ の や、 後鳥羽 上皇が 隱岐の 島守と ならせられながら 歌の 御會を 催さ 
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へ 一 ことな どに、 同巧異 曲な 趣味の 發揮 をな つかし ませる ので ある。 

文學 趣味の みに 耽溺 すれば、 人間の 性行が 優柔 不斷に 流れ 易い。 我が 國民は 本來尙 武の氣 象に も 富んで 居る。 

隨 つて 甲胄 刀劍 弓矢な ど 武具の 製法に も 大いに 意匠 を 凝らした ものが ある C 中に も 刀剣の 製法に は 熱誠 を 捧げた 

ものが 多く、 名工と して は、 正宗 を 第一と して、 義弘、 吉光、 宗近、 安綱、 友成、 則宗 など、 日本刀の 威名 を恣 

にして 居る。 畏くも 天皇の 御身で 毅 刀の 術に 長け させられた 御 方 もあった。 幾 百囘の 鍛冶 研磨 を經た 名刀 は、 秋 

水滴る ばかりで、 明 玉の 上に 一 點の塵 も 止めない やうな 祟 高さで ある。 刀の 鍔 や 目 貫な どに 美しい 意匠 を 凝らし 

たの も澤 山あって、 それが 多数 大英博物館 などに 陳列して ある。 英人 などが 之 を 見て、 この 殺人の 道具に 美術の 

技巧 を 加へ た 日本人の 優美な 心 もちに 感心して ゐる。 

建築の 方面 を觀 るのに" 伊勢の 皇 大神宮、 出 雲の 大社、 奈 良の 東大寺、 平安時代の 古社寺 を始 として、 金閣、 

銀閣、 日光の 東照宮、 舊幕 時代の 各 城郭より、 一般 都鄙の 民屋の 構造、 庭園の 風致に 至る まで、 その 目的と 位置 

とに よりて、 規模 様式 は 千 差 萬^で ある けれども、 何れも 皆 我が 國 民の 頭 腦 中に 描かれた 意匠と 趣向との 反映で 

あるの は 一で ある。 

窒內 生活に 就いて 考 へて 見る のに、 問 取の 具合、 床の 問、 攔 間の 掛物、 額に も、 陶磁器、 漆器の 繪畫 模様に も、 

彫刻物な どに も、 我が 國 民の 精神が 發 露され てゐ る。 殊に 富裕に も あらぬ 家庭に さへ、 茶、 生花、 琴、 三味線 を 

玩んで 居る の は、 多年 修練して 來た 風雅な 生活ぶ りで はない か-」 茶道が 我が 國 民の 生活に 韻 致 を 加味した こと は 

日本 趣味 十 稗 序 
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爭 はれない 事實 である。 茶 味と 禪 味と 俳味と は 三に して 一、 一 にして 三。 この 三味 は渾融 溶化され て、 我が 國民 

の 腦裡に 深く 浸潤し、 生活の 各方 面に 流れ出て 居る。 江戸時代 は 正に 其の 渾成 期であった。 

銀 閣に往 つて 觀 ると、 今日で も 疊半 の 瀟洒な 茶室 で 抹茶 の 接待 を 受け る。 それで 遊 覽者は お の づ から 義政將 

軍の 風韻 を 想像す るので ある。 畳 太閤に 至って、 茶の湯 は 更に 盛と なった。 紹鷗 だの 利 休 だのと いふ 名人が 頭 を 

擡げて、 一 代の 宗匠ぶ り を 示した。 茶の湯に は淸寂 簡素 を尙 ぶけれ ども、 目に 見えぬ ところに 一 種の 凝が あって、 

言 ひしらぬ 風韻 を 喚び 起す ものである。 そこで これに 幾つ も 流派が 出來 て、 普く 茶道が 傳播 して 来た。 

禪 味の 傳播 は宗敎 的で はなく、 武士た る ものの 一種の 精神 修養 上から 味 はれて、 その 深沈歸 慮の 工夫が 武士 的 

修練に 適する とされた からで ある。 武士で 參禪す る もの は少く はな かつ た。 茶 の 淸 寂と 禪 の 沈靜と は 共通 の點が 

ある。 俳諧 もまた、 歌の 優雅に 似す、 婉麗に 流れす、 嬌態に 走らす、 卑俗と 見えて 脫 俗した ると ころ、 民衆的で 

あって 閑寂の ー體を 成した ると ころ は、 茶 味、 禪 味と 合致し 易い 點が ある。 

また 紫 式部、 淸少納 言 以下の 才媛が、 平安時代 を 飾って 居る やうに、 西 鶴 や 門 左衞鬥 は、 江戶 時代の 町人 趣味 

を 物語って ゐる。 江戸時代の 三絃 樂 及び 演劇の 發達 もまた 著しい 偉觀 である。 

江戸時代に 起って 大いに 時好に 投じた ものに 浮世 繪と いふ もの も ある" 從來 の繪畫 は、 多く は 支那の 畫 風に 模 

做し、 その 山水 人物な ど 主として 支那の. 形態 を描寫 したやう であった が、 岩 佐 叉兵衞 とい ふ 人が 出て、 當 時の 風 

俗 を 描き はじめてから、 菱川 派、 歌 磨 派、 歌 川 派、 北齋 派な どの 諸 流が 續 出して、 それぐ 旗 幡を樹 てた。 殊に 
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元祿 年間に は 風俗が 華奢 を 極めて、 一 時代 を 劃す る ほどの 情 態で あるの を、 浮せ 綺師の 巧に 寫實 したの など は、 

平民 文 學の發 達と 共に 最も 目 ざまし い 事であった G 

着物の 紋所 は 先祖 を崇 び、 系圖を 重んじた 我が 國 風から 出た ので、 f 界に 無比な ものである。 しかも 其の 意匠 

にあら はれた 嗜好に も 日本人の 國民 性が ほの 見える ので ある。 

本書 は 題して 「日本 趣味 十 種」 とい ふ。 これ 我が 國學 院大學 叢書の 第一 篇 として 編纂 刊行す る ものである e 本 

書の 內容は 

江戶 趣味の 話 古 錢の話 

淨瑶璃 の 話  茶器の 話 

浮世 緣の話  刀剣の 話 

系 圖の話  殿堂 建築の 話 

紋章の 話  古墳の 話 

の 十 種に 分 たれ、 何れも 造詣 深い 専門家が 熱心に 講述 された の を 筆記した ものである。 中には 自ら 執筆され たの 

も ある。 之 を 一種 づ つに 分ければ、 詳細 を 極めて 居る と は 一一 目 はれない が、 各 大家が 得意の 研究 を發 表された ので 

あるから、 斯界 未 發の卓 說も少 く あるまい。 とにかくに 此の 十 種 を 纏めて 公に し 得た こと は 喜ばなければ ならぬ。 

今や 外國 思想の 輸入 は 底止す る 所 を 知らす、 我が 國 民の 之に 對 する 態度 は、 たい-好奇心に 驅られ るば かりで、 

H 本 趣味 十 種 序 
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输 文隨筆 

阻嚼 玩味と 選擇 取捨と に 意 を 用 ひる 暇がなく、 外國 趣味の 歡迎 せられて ゐる ものの 中には、 輕 浮で 醜據な もの も 

あって、 從來の 國民性 を 傷け る 憂が ある。 民族 心理 學ゃ歷 史哲學 の 研究 上から 品評 すれば、 低級な 趣味 生活に 甘 

ん じて 居る 國民は 賞揚しょう としても 賞揚す る こと は出來 ない。 我が 國民 たる 者 も 一時の 迷夢から 覺 めて、 眞に 

日本 趣味の 向上 を 計らた ければ ならぬ. - この 時に 當 つて、 本書の 世に 公に される の は、 溫 故知 新の 趣 から 見て、 

眞に 時機 を 得て 居る と 思 ふ C 本書 は 之 を繙く 者に 對 して、 側面 觀 的に 我が 國の 文化 生活 史を說 き、 興味 津々 たる 

間に 我が 國民 性の 淵源す る 所 を 悟らし める であらう。 

國學 院大學 叢書 は 更に 次を逐 うて 精神的 文化 の 研究 を 發 表し、 思想界 に貢獻 せんこと を 期す る ものである。 

(大正 十三 年 十月し るす) 

平 瀨儀作 翁 碑 

明治 五 年に 學制を 頒布せ しめ 給 ひ、 邑に不 學の戶 なく 家に 不學の 人 無から しめん こと を 期す と 仰せられし は、 

今日の 文運の 由って 來る 所な り C 當 時小學 校の 創立に 功勞 ありし 人 各地に 少 から ざり しが、 中に 我が 旭小學 校の 

開設に つきて は 平 瀨儀作 翁の 獻身的 努力に 負 ふ 所 最も 多し。 翁 は 明治 七 年まづ 1^ 內の 有志 數 名と 圖り、 藩の 舊米 
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會を借 入れて 校舍に 充てん とし、 敦貿 縣廳に 出願せ しが I 縣吏も 亦 翁 等の 誠意 を 認めて * 無慣 借人の 儀 は 幾ば く 

もな くして 許可 せられぬ。 翁 は その 志の 緖に 就ける を 喜び、 隱 居の 身なる を 幸 ひ專ら その 修繕の 事に 當り、 舊宅 

地に 作 事 場 を 設けて 大工 車力の 勞作何 一 つと して 之 を 親ら せざる なく、 自邸 庭園の 杉の 木 を 切 来りて 校門の 柱と 

なしし が 如き、 その 熱誠 思 ふべ し。 かくて 酷暑 嚴塞 一日 も 休ます、 工事 漸く 成りて 開校の 日に 至る や、 敎 職を擔 

任して 修身の 要目 を 授け、 叉 自ら 拍子木 を 鳴らして 校僕の 任務 を さへ 辭 せす、 一言一行 赤誠の 吐露なら ざるな か 

りし かば、 人 皆 翁の 人格に 服し、 その 功 程の 進歩 も 亦 甚だ 速な りき。 翁 は 常に 勤儉を 守り 子弟の 敎 養に 懇切 を 極 

めし を 以て、 一門 子息た ちの 打 揃 ひたる 榮達は 亦 f の 羨む 所、 所謂 積善の 家に 餘慶 ある もの か C 翁の 人と 事と は 

眞 に H:!^ の 椟範 とし て 後世に 傳ふ ベ く、 旭 小學校 の 舊 時を談 ぜん もの は必す こ の 積善 翁 の 名 を 忘れ ざ る ベ きなり。 

(大正 十四 年 七月) 

奉悼辭 

八隅シ シ我ガ 

大君 天皇 ヲ 今 ハ 大行 天皇 ト申シ 奉ルゾ イト モ長キ 

奉 is- 辭 
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論 文隨 筆 

大行 天皇 天資 英明 萬 世 一： 系 ノ大統 ヲ繼承 シテ？ ^治 聖世ノ 偉業 ヲ紹述 シ給ヒ 庶政 内-一整 ヒ 修交 外 一一 張 リ歐洲 ノ大亂 

起ル ャ列 强ノ義 -1 與シテ 靑島ノ 堅 愚ヲ拔 キ以テ 東洋 ノ 禍根 ヲ 絕タシ メ給ヒ 尙遠ク 水師ヲ 印度洋 地中海 - 一派 シテ敵 

國ノ 暴威 ヲ挫カ シメ給 ヘリ 又 露 國ノ國 難 ヲ鎭メ 民衆 ヲ 塗炭 ノ苦ミ ヨリ 救 ヒ給フ 等 國武日 一一 揚リ國 運 月 一一 盛-一 世界 

寓邦ノ 民ヲシ テー齊 一一 其ノ 盛德. 大業 ヲ欽 瞻セ シメ 給ヒ叉 外-一 在 リテハ 國際 聯盟 内 一一 在 リテハ 普通 選擧皆 庶民 ノ幸 

福ト 人類 ノ繁 榮トヲ 希ヒ給 フ聖慮 一一 出、 デ 時代 ノ移變 ヲ認メ テ以テ 時勢 ノ 宜シキ 一一 從ヒ 給へ ルナ リ何 ゾ圖ラ ン 今年 

六月 力" ソメノ 御 違例 ヲ傳へ テ節秋 二 人 リテモ 癒 H サセ給 ハズ葉 山 御用邸 二 人 ラセ 給 ヒテ專 ラ攝養 ニ努 メ給ヒ シ 

カドモ 病勢 签募リ テ遂ニ 神去リ マシ マサン トハ 日出 ヅル國 日忽チ 落チ皇 御國常 夜往ク ニ異 ナラズ 千秋 萬 歳 ト壽ギ 

奉リ 、ン聖 壽未グ 五十 ニモ達 シ給ハ ズ御 治績 ノ 多大 ナ ル 二 モ拘 _ ラズ御 在位 ハ. 僅 二 十五 年 ト數フ 嗚呼 哀ィ カナ ，■ 

天皇 皇太子 二 オハ セ シ日 ヨリ 年々 東京 帝國 大學ノ 卒業式 二 成 ラセ 給ヒ 登極 ノ後モ 數囘ノ 行幸 ヲ辱 タス 聖恩 優渥. 臣 

等 學徒ノ 感激 シテ 已ム能 ハザル トコ 未ダ 聖恩 ノ萬  一二 報ィ奉 ラ ズ シ テ 玆 二 崩御 ノ國難 ニ遭フ 恐懼 極リ ナク悲 泣 

哀號 言-一 序次 ァラズ 誠 恐誠惶 謹ン. デ 哀悼 ノ 微衷 ヲ表 シ奉ル  (昭和 元年 十二月) 

この 奉 悼 文 は 大正 天皇の. 崩御に 當り、 故芳賀 博士が 學士會 の 爲に謹 作し、 學士會 月報に 祸 載せられた ものであって、 故 博士 

の 公に された 文章 Q 最後の ものであると いふ。 當 時予. 學士童 編輯 理 事と して 故 博士 を 煩 はせ し. こ と を追懷 して 感慨に 堪 へ な 

いものが ある。  友 校 高彥記 
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漢 


小金 井に 遊. ぶ 

風點 落花 夾水飛 

遊 鎌 倉 

稻田秋 熟 十里黃 

嘗是 干戈 鼓鼙地 

將 家宅 廢耩遣 井 

惨殺 親王 彼 何 慮 

鳴 呼 養 牝鷄 兮煮 同根 

狐鳴桌 叫 日全沒 

題 寫眞背 

功名 未得畫 麒麟 

漢  詩 


明： « 十八 年 四 H! 

異香尙 覺滿春 衣 


形影 自憐五 尺 身 


閑 行 十 里 觀櫻興 


却 恨撮眞 技尙淺 


蹈月而 行 蹈月歸 


源氏 山. 頭掛 夕陽 

秋風 蕭蕭 亂涕淚 

萬 骨堪傷 一 片碑 

墓 柳尙爲 細腰 舞 

如 今都歸 一 荒原 

照 來十丈 互銅佛 


胸 肝 難寫此 精神 


W 冶 十八 年 十二 

舊 都 茫 茫古鎌 倉 

水 签碧兮 山空翠 

公邸 園 荒 草壓籬 

土窟 SS 帶餘怒 

肥 豺狼兮 食 犬 豚 

疎 鐘撞 上 一輪 月 


寒村 歸穩 天欲暮 

俯仰 寧 堪感懷 多 

興敗 可憐 幾 世 夢 

美人 香 魂 歸何處 

臝仆劉 起 事 皆 非 

霜 影 依然 古都 光 
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0  詩 


.丁  . 亥 元 M  S 治 二十 や 一.nT  I： 日記の はじめに. 1 

夢茫茫 二十 年 • 飄 零 身 事 叉誰憐 功名 未 得 登 青史 


却 倚 中 書 獨自傳 


鷄鳴 


無 _ 題 

報曉歲 維新 

皆 沐堯； 大澤 


卽. 是明. 治 

陋巷 未 違 


. 明治 二十 年 

二十 春 

顏子貧 


有 


職 千 門 揭紅日 

酒滿瓢 歌且飮 


. 祥霞滿 市 散 金 鱗 

自云聖 世 一 遊民 


早  梅  明治 二十 年 IHM 一日 

北籟 未. 吹 六 出花 東風 先 破 早 梅花 誰 iK 秋 菊 百花 殿 


叉 殿 叉 魁 是此花 


.. 題  明治 二十 年  一 EM 一 百 . . 

孤客 經年. 尙. 未 還 沈 淪寄跡 大都問 無 端 昨夜 三更 夢 


不見輻 神 見 故山 


初  雪 


明治 二十 年  一 s 六日 
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朔風 曉見飛 銀 屑， 

豈 無壩上 小驢驅 


玉 屑滿天 糝接來 

容易 醫方驅 病 鬼 

二 軒 茶屋に 遊ぶ 

綠田十 里 望 悠悠 

1 樽 詩 酒 閑人 樂 

偶  成 

是非 曲直 那邊求 

財産 唯 餘書滿 架 


頃刻 庭園 瓊玉凝 

正 想香爐 玉簾揭 


數點早 梅 香 乃 知 

寒 士却傚 袁子臥 


幾 竿 疎 竹 長 先 折 

啜 若 南牖烹 新雪 

醫師 の勸に 因り 歸鄕 

旅 袖 タ薰故 地 梅 

墨 陀堤頭 共擧杯 


城 原 斜日. 認歸牛 

弄 來絲竹 噪髙樓 


龍 口の 信 あり 明日 歸國 する 旨 を 報ず 因て 散 校 後 之 を訪ふ 同氏 病 あり 

するな り 詩を賦 して 之 を 達る  S 治 一一 十 年 IB" 十 一日 

須臾 白星 變銀臺 征 蹄朝蹈 京師 雪 

自然 佛カ 活明才 櫻 花 更約舂 風 節 

明治 二十 年 八 nl- 七日 

浴 羅風冷 氣似秋 木 下晚煙 飜暮鳥 

數局圍 基 君子 遊 咄咄 痴漢 彼 何者 

二 首  明治 二十 五 年 十二  H- 二十 raH  "ベルリン 滞留 屮の上 wiaf 年 k!:? 宛 «^ の 巾に！ 

笑殺 彈丸小 地球 身 生！ i 里. 不希福 家 在 牛. 鬥懒似 牛 

功名 遂莫記 千秋 囘頭 往事 渾如夢 間 過 二十 五葛裘 


漢 


歎息 時 風 日日 非 

自古 大儒 甘 貧賤 


寧 悲 宿志 廿年違 

于今達 道 厭 塵 機 


會心友 向 書中 党 

秋 堂 垂白老 親 在 


趨 利客從 門外 歸 

半夜 燈前 淚滿衣 


元且 口占  明治 一一 一十三 年  一 H: 一日 

千 鬥旭幟 映 朝 陽 雨 霽滿城 草木 光 天外 芙蓉峰 雪白 

國文十 講新雜 梓 兒女六 齢 初上黌 轉覺皇 恩 似 春暖 


机 邊福壽 草花 黄 

韶風吹 入讀書 堂 


庚 子 七月。 余 受外陶 留學之 命。 無名 會 先進 諸君。 爲余 開途別 會於函 山。 

於 余 爲斷臍 緒 以来 之 快事。 恭賦 無名 行 一 篇。 2? 供 他 曰， 記念 云。 


會者 十三 人。 豪遊 二日。 

明治 三十 三年 七 HI 


塔澤 名山 麓 

麒麟 傾 美酒 

五目 誰 得意 

笑 罵 徹夜 半 

電燈 光煌曜 


無 名 萃群賢 

天狗 樊 香煙 

获野敵 無 前 

喧嗷 不能 眠 

反射 畠山灝 


盛宴 二日 

按摩 片眼 凸 

佐 球 碁數局 

溪流嗚 河鹿 

今 泉？！ 5- 間 物 


會費酔 五 圓 

遊戯 五目 連 

直 文 歌幾篇 

山上 聽 杜鵑 

委^ 似老蘼 
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諧謔 衝ロ出 

髙津 骨稜後 

松井黑 大工 

茶代 被 返却 

野生 無 一 藝 

不知 隣邦 息 


岡 倉急處 穿 

上田 腹 便 便 

眞是鑛 夫 然 

鹽辛 不買 還 

追 隨 喜 奇 緣 

警 電 日夜 傅 


聲色擬 博士 

松 本 如 山賊 

簡治卽 幹事 

歸路 到寶亭 

歡樂眞 無比 


關根 喝采 專 

恨不 熊皮飆 

輔之有 和 田 

滿腹息 以肩 

镜噫 熟麥天 


謝恩 會に 臨む  明治 一一 一十 ョ年七 s 八 曰 S 森 湖 al- に 三 

諸君 研 鐵業新 成 官命 余 爲留學 生 今夜 勿辭三 斗酒 賀 筵却帶 別離 情 


富山房の 達 別宴に 臨む 

催宴淸 池畔 燈光 入水 長 

座 上 三 枝 響 人間 百事 忘 


明治 三十 三年 八 HM 一十 七日 「入 谷 松 K 支店に て〕 

空 雷 不成雨 殘藕 自生 香 

夜遲 歡莫盡 唯 道 酒 無量 


漢 


プロ イセ ン 號に搭 じて 

0 


明治 三十 一一 一年 九月 八お 
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0  詩 

蒼 波 萬 里 接 天 隅 同 首 富 峰 雲 外 孤 ， 忽有長 風 吹 急 雨 豆 南 七 島 驟時無 


墳 浦の 故蹟を 弔， ふ  g 抬 三十 三年 九 巧 十 HI 

福 原 舊趾已 成空 壇 浦那邊 海底 宮 二部 源平 盛衰 記 


浮來 半夜 月明 中 


揚子江の 濁流 滔 天の 勢 を 見る M 治 三十 一一 一年 九 „„T 十四日 

滾滾 大江注 海 東 滔天濁 浪勢何 雄 中華 久矣 無人 傑 


不似 水流 今古 同 


上海に て  同前 

歷代文 華 跡 巳 荒 忍 看 白皙 甚 跳梁 花園 奏樂 歡聲湧 


不許 華人來 入場 


新嘉坡 所見  明治 一一 一 十三 年 九 s  二十 五日 

亭亭 椰子 矗參天 荷葉 蓋 池 大似船 熱國 一 分 有 秋 意 


蟲聲 啷 啷 草間傳 


立 花 氏 に 寄す：， 


明治  一二 十四. 年 二？ I！ 十！ 日 〔ベル" ン にて〕 


漠漠 雲 程 三 萬 里 


綿綿 皇統 四千 年 


仰 看晴日 思神祖 


天外 微臣淚 若 泉 


倉 知 氏の R 本食會 に 赴， 


主 

佳 


客 九星 會 

油 砂糖 混 

十分 醉 

題 端 書 

始 退散 


斗 米 肉 十 斤 

牛隊 葱根塡 

腹充如 妊娠 

發送頒 友人 

歩 到 須水濱 


W 治 三十 四 年 四 1«  二 十七： H  〔ベルリン にて〕 

甘味 最鼓舌 筍 子 及 


火酒 數度點 

諧謔 衝ロ發 

興酣 不知 歸 

美景 城鬥高 


玉觥幾 

笑 罵 外 

更深寂 


审 身 

囘 ？ V- 一 


塔 街 を 歩す  g 治 三十 E 年 五 HrsH  L ベルリン にて〕 

塔 街 夜 歩 獸園西 行 見 胡人携 牝鷄 麥酒頻 便 不成醉 三千 里 外 憶 山 妻 

チ ー ャ ガル テン を步す  同前 

禽獸園 頭 春色 加 衣香 帽影 路參差 客愁 一片 飛鄕國 不爲墨 陀堤上 花 


漢 


0 
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漢 


七. s- 


ゥ エルダ ー に 遊 一 

撐雲缓 靆包 乾坤 


ふ  .ef 治 一一 一十 HI 年 五 Hi B  〔ベルリン にて〕 

1 目 千 株 不足 言 遣 憾潜澹 唯 如 


斯花恐 莫大 倭 魂 


元日 口占 

幾航蠻 酒代 屠蘇 

佳辰 遣 憾無梅 柳 


明治 三十 一 PS.  一  H! 一日 1. ベルリンに 一 こ 

遙拜 東天 萬歲呼 日自 旭旗 輝 世界 

賀牋 風流 有畫圖 自笑迎 新 存舊態 


霞從 捷塔滿 全都 

位 然不剃 去年 鬚 


ベルサイユ 宮殿.  明抬 三十 W 年 六月 L パリに て. 一 

燕 語畫廊 日欲斜 茫茫 一夢 舊榮華 斷頭臺 上 王妃 血 染得 水晶 宮外花 

無  題 三 首  〔敎 fisigs に Ef して 〕 

甚矣 不景氣 委員 多病 人 小 柳 大熱發 芳賀 小便 頻 

已费 三箇日 未 買 一 杯 春 空 憶 往年 事 醉談驚 四隣 


不似 例年 試毫遊 悄然 歸家 百事 休 兒女或 訝 無醉色 細君 却 喜 有實收 
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天金 樓上油 空 煎 祌田 川上 水 徒 流 獨喜隨 軒 飽粱肉 氣燄萬 丈 米堅洲 

文 展已終 文檢始 正 是霜葉 凋落 時 曉起 離床 水洗 面 晚歸出 鬥月如 眉 

質問 反復 不可 數 答 辯 正確 遂無幾 數片卷 煙 全吸盡 仰天 茫然 如 白痴 

t: 水 會和松 井 君 韻 

洋水會 多 賀羅亭 啖肉飮 酒 叉談經 然後 一同 撮影 處 慕 la 爆發 問光靑 


舟 中 


大正 三年 八 R;  二日 f 別府ょ b 永 井 環 氏宛害 榦の 中に〕 


甲板 無人 夜欲央 船頭 獨领 海風 涼 許 看 天 角 流星 落 何 處燈臺 明滅 光 


石橋 尙寶氏 の 詩に 次 韻して 贈 る 

議堂閑 坐 雪隱中 自嗤他 呼 

人情 時 或 障 肝 瘤 旅 费唯僅 

漢詩  i 


大正 五 年 十二月 九日 ニー  ュ— ョ —ク にて〕 

做 老翁 三月 延髯 塵垢滿 半 歳廢酒 

免 困窮 遮莫 鵬程 六 萬 里 夢 魂 夜夜 


元 


氣 S 

日 東 
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漢  詩 

無  0  大正 六 年 五 H; 〔シ ベリ ャ鐵 道の 車屮 にて〕 

露 都 夕 去 戰塵間 旬日 輪 車 載醉還 斗酒 盡時 平野 盡 翠 13 始見. 滿洲山 


ー€ 野 辰 之 君に ニ苜  大正 七 年 八 m. 十九 HI  一. ii 井灘 よ. 9 東京 帝國大 藥附屬 S 院 入院 中の 高 野 氏 宛 の 中に〕 

東都 炎熱 過 前年 喜 聽吟兄 病半疫 豫約 中秋 明月 夜 相 携香炙 醉神川 

晚坐 藤宋詩 未成 涼風 滿腋 客衣輕 碓山吐 月 昇 三寸 早 聽呤蛩 第一 聲 
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和 

歌 


外國の ふみみ て 知りぬ 日の 本の 國に まされる くに は あら じと 

ふ， め かみ  ふみ  一 

皇肿の 貴き 故 をし らまく はま づ外 國の史 よみて 見よ 

一 

こに きしと 民との 絕 えぬ あらそ ひに 血に けがれた る 外 國の史 

ともがら すめ くに 

外國の 事よ く 知れる 輩に 皇國 しらぬ 人ぞ多 かる 

西の 洋の 事よ く 知れる 輩に 皇國 しれる 人ぞ すくなき  . 

ふる ごと ふみ 

いその かみ 古事記 をよ ますして あげつら ふなよ ゆめ 皇國の こと j 

國っ 文く につ 言 葉 を 究めて ぞ國っ こ. -ろは 知る ベ かりけ る 一 

和  歌 
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和  欲 

神つ みち 知らす ば 人と 生れ 來て拍 犬に だ もし かすと いふべ し 

曇りな き 國の姿 はさきら めく 今の か みに てらして もみよ 

横 はしる 蟹 ゆく 文字 を まなぶ とも ふみな まよ ひそ 葦原の 道 

横 はしる 蟹の あゆみの 文字 見ても ふみ はたが へ じ 葦原の 道 

橫さ らふ 蟹 ゆく 文字 は學 ぶと も 鳥の 跡 はた 忘るべし や は 

横 さら ふ 蟹の 文字 讀む人 もな ほ 鳥の 跡 をば 忘るべし や は 

國 っ文學 ばん 人 は 外 國の書 も あはせ て讀 むべ かりけ り 
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敷^&の大和心を菜にてょみもてゅかん外國の史 

我が 國は 神の 國 なり w の 仇 はら ひし 風 を 神風と い ふ 

谷 募の さわた るき はみ 天つ 日の 惠ぁ まねき 國 はこの くに 

その みさを その に ほひ こそた ふと けれ 松 生 ふる 國 さくら 咬く くに 

千 早ぶ る 神の みく にに 生れ 出で て 聖の御代 にあ ふぞ かしこき 

敷 島の やまとの 國に 生れ 出で て 聖の御代 にあへ る うれし さ 

武士道の 名ぞ むくつ けき 神代より つたへ 來 しみち 國 民の 道 

玉 鋅の道 固めす ば 自動車の 動く まに/ \ くづれ ゆくべし 

和  ^ 
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須佐之 男の 祌 にち かひて 今の 世 

まが ごとの お ほくな り ゆく せの 

敬神 卽 忠君 の 心 をよ める 

あき かみ 

現つ 神す め 大君に 仕 ふる ぞ神， を 敬 ふ 道に はありけ る 

すめらぎに 盡す 誠の 心 こそ 神 を， 敬 ふ 道に はあり けれ 

忠  孝 

父母の 子と 生れたり 皇國の 子に や は あらぬ 國民 われ は 

耶蘇 敎徒を 

皇 神の をし へ わすれて 百たら す やそて ふ 神に 媚びつ くもの か 


の をろ ちの たぐ ひ ほふりつ くさん 

なほ び 

さま を 直 日の 大神 見な ほレ たまへ 


富 

曰の 本の 

たぐ ひなき 國の すがた を 人と はば 富 士の神 山 さして 答 へん 

世の中に 二つな き 山 をい にしへ は國 のうちの 山と おも ひける かな 

千 早ぶ る 神の 御代より 日の 本の 國の しづめ と 立てる この 山 

0 九 首 

日の 本の さくらの 花 を ありと ある 國の はてまで 植 ゑつ f けば や 

日の 本の さくらの 花 を外國 のく にの あらんかぎり 植ゑ っ^けば や 


士 一一 一首 

か み やま 

國の すがた を 人と はば さして 答へ ん富士 の祌山 
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和  欲 

花ぐ はし 徵 のかげ に植 ゑて こそ 牡丹 さう ぴ もめ づべ かり けれ 

さくら 木の その 下 かげに 植 ゑて こそ 牡丹 さう び もめ づべ かり けれ 

よき 人の よしと よく 見て よしと いひし 吉 野の花 をけ ふ 見つ るかな 

い にしへ にあり と 聞きつ る墨染 のさく らは唤 けり 荒 川 堤 

同じ 花と 人 や 見る らん 向島 若木の さくらい やま さり ゆく 

いとまな き 身に うれしき は 江戸川の 花見て すぐる 電車な りけ り 

外濠の 電車に のりて ひとめぐり 都 大路の 花 をみ るかな 

目白より 目黑へ かけて 山の手の み ゆる かぎり は楼 たりけ り 
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目白より 目黑 にかけ て 山の手の み ゆる かぎり は 花の しらくも 

目白 目 赤目 黑を かけて 山の手 はみ わたす かぎり 櫻な りけ り 

淺  草 

かしましき 笛に 太鼓に 長閑なる 春と もい はす 散る さくら かな 

留學に 臨みて 二 首  g 冶 三. H- 一年 九 H- 八日 

ふたと せの 別 を わびて なく 妻 を あはれ む 心なき にし も あらす 

ふたと せの 別な がしとう ちな げく 妻 を あはれ と 思 ふ 夜 も あり 

お ほやけ のみちの ため ぞと おも はすば け ふの 別 もものう からまし 

南方 ス マタラの 島 を 見る  明治 三十 三年 九 お 二十 八日 广诹 S 船中に て〕 

和  欲 


47； 


名に しお ふ 印度 荒海 波た ちて みえがくれ する ス マタラの 山 

ゥ エルダ， I に 遊ぶ _  明治 一一 一十 四 年 五月 五日 〔ドイツに て〕 

ゥ H ルダ ー は 櫻の 雲に 包まれて 夕日 まば ゆき ハ ー フ H ル の 川 

歐 米へ 出張 を 命ぜられ ける 時 大正 五 年 六 nt 

西 東め ぐり めぐりて 國々 のこと なる 姿み て かへ りこん 

船 は 正東に 向って 進む  大正 五 年 八 H: 一日 「渡米 船中に て〕 

東の 日出 づる國 を 茜 さす 人る 日の 空に おも ひこ そやれ 

食堂に 日本人 會を 催す S 首 . 大正 五 年 八 H; 七 曰 〔同前〕 

千 萬の 浪路 隔てて 大君の 千代よ ろづ代 をよ ば ふうれ しさ 

皇國 人皇 國の酒 をく み 合 ひて 皇國の 歌 をうた ひて あそぶ 
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皇國 ぶり 舞の 姿に 手 をう ちて ゑら ぐ もろ ご ゑ 海 をと よもす 

船の へ のと まるき はみ 日の 本の 國は ひろく もな りに ける かな 

在米 國兒 童の 敎育 をお も ひて 大正 五 年 九 《T1 一一 十日 9  メリ 力に て〕 

立 寄らん 大木の 蔭 もなかり けり アメリカの 野の やまとなでしこ 

今 立 氏に  同前 

アメリカの 荒野 を ひとり 行く 旅に 五嶽の 夕お も ひ いづる かな . 

旅情 を  同前 

草枕 まきし 日數は 重なれ ど 夢路 はち かし 故 鄕の山 

口 ン ドンに て  大正 六 年 二  HJ 

和  0  . 
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口 ンド ン に 霧 立ち こめぬ 日 は あれ ど皇國 おも はぬ 時な かりけ り 

同  0  大正 六 年 二月 十七 日  » 

日の 本 をお も ひこ そやれ 梅. 咲きて 鶯の聲 しきる この頃 

歌 曰, 記 五十六 首  大正 六 年 aH;  二十 一 曰より 20: 十五 曰まで 〔ロンドンより ィル クックまで〕 

夕 やみにまぎれて いづる 友 六 人 タキ シ はしらす セ ン卜パ ン クラス 

朝 ぼらけ フ ォ ー ス大撟 渡る 時 波間に 浮ぶ いくさ 船 あまた 

ダン デ ー と 聞きて 涎 も 流る めり こ 、ウイ ス キ ー に 名. 高 き 所 

アバ ヂ— ン 日曜の 町靜 かなり 波止場に 人の 群 は あれ ども 

I  を さ 

出帆 をい つかと 問へ ば 船の 長た ほ 、ゑみて 煙草く ゆらす 
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浮囊 かたへ におき てし かすが に シャツ も ズボン も その ま、 に寢っ 

や？ の 海波靜 かにて 行く 船の 右と 左に 驅逐艦 あり 

ふた とせ 

如何ば かり 樂 しかるらん 二 年のと りこの がれて かへ る 人々 

ドイツ人 食 ふべき ものの あり やとい へば 鐵の板 さして 答へ つ 

たつ 

ベルゲンの 港に 着きて おそろしき 龍の あぎと を 逃れし 心地 

外赛も 透る ばかりの 大雨 を 侵して いそぐ 俘 車 場の 道 

食堂に いたりて うれし 白き パ ン わけて うれしき 大形の バ タ 

n  默 
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和  歌 

三等の 窒臭 けれど 友 六 人 一 間に 居りて 語 らふがよ し 

北の 签 永き 春 日 を 汽車の 窓 カル タ 遊びに たはれ くらしつ 

都なる クリス チヤ 二 ャは廣 けれど 宿 貸すべき ホテルな しとい ふ 

ベ ン ネットし るべ の 人の いざた ひに いたりつ きし はホテ ル、 ナシ ョ ナル 

はし ご レた 

階 子 下 狭き 湯殿に ベッド 一 つべ ネット 男 あきれて 笑 ふ 

年若き 客の.^ さけに 一 間 得て まどろむ 夢の 明け 易き かな 

折 もよ し 今日は 少佐の 誕生日ぬ くもい さまし シャ. ンパ ン の 酒 

宮城の 廣場 めぐりて 大通り 鎗 葉書 タバ n とり. に 買 ふ 
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少將は 求めて かへ る 二 尺餘り ノル ゥ H 1 式の 長き パイプ を 

パ ン と酒バ タ腸詰 も 積 人れ て 夜汽車に いそぐ 瑞 典の 國 

夜 一 夜 を寢で 明し けり 苦しき は 車の 中の 熱さな りけ り 

朝 寒き ス トツ クホ ー ム出迎 へし 人の 心 ぞうれ しかりけ る 

日 數經し 旅の つかれ を ゆあみして 流しす てけ り ホテル、 セ ント ラル 

風呂 流す スゥ H デ ン 式の 大女 腕 は 二王に まけ じと ぞ思ふ 

？ i 典の 體操 見て は 我が 國の巴 板 額 ものなら ぬかな 

和  0 
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和  歌 

北の 國 公使館に は 男子 等に 舌 を 捲 かする 女丈夫い ます 

一 瓶の 酒携へ て 千里 行く 酒な き國の 永き 旅路 を 

入齒ー つ 折れし も あはれ ビス テキの 肉の 堅さに 爭 ひかね て 

ハ パ ラ ンダ 北緯 六十 六 度 風 寒し 氷の 河を橇 もて わたる 

トル ネオの 關所 いかめし 髯 長き 口 シャっ はもの 犇き合 ひて 

底 拔の雪 隱廣く 寒 帶の風 吹 人り ぬ 尻の 穴まで 

眞 夜中の 夢 驚かし パ スボ ルト 見せよ とせ まるい くさ 人 かな 

稅關に 荷物 運びし チップ さへ 二十 五ル ー ブルと ぬかす 小 わら は 
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勞 働の 祭日の 夜 革命の 後の 都に 馬車 一 つなし 

氷 厚き ネバ の 大河 音 もな し電燈 白く 夜 は 更けに けり 

家々 に 赤き しるしの 旗 立てて 王家の 門 堅く 鎖せ り 

國の內 民 愚かな り 國の外 強き 敵 あり 露 西亞國 あはれ 

一一が ねだ ま 

金玉つ くりみ がきし 冬の 宮 民の 怨の つもりし 所 

いき ど ほる 民の 心 は 古 も 血し ほに 染めつ 國 王の 床 

復活の 御寺の 鐘 は 響く とも マノフの 家苒び 起た じ 

^  歌 
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和  歌 

わざ びと ゎざ 

家 も國も 傾けつ ベ き 割目 をば つくり 添へ たる 技 人の 業 

おも ひき や 酒な き國に 旅寝して 夜毎に うまき 酒の まんと は 

外國の 遠き 都の 宿に して 我が 敎へ 子に あ ふが うれし さ 

十日 あまり 旅寢 せし 友 中尉 二人 さきだち かへ る 別路 悲し 

か なべて 夜に は 九 夜 日 は 十日 永き 旅路に いでたつ 兮日は 

急行 車 急ぐ とすれ ど をり /\ は そ ろ /\ ま ゐる時 も ありけ り 

松 槍 白樺 生 ふる 荒野 原 行け ども 盡 きす 露西亞 大陸 

をち こちの 木 は 若葉して 芝生に は 黄なる 小 草の 花 も 51 へ り 
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ウラル 山 夜の 間に 越 え て 柳 吹く 風暖し H 力 テリ ン ブル ： 

ォム スクの 町 は 若葉に 包まれて 堂塔 二三 空に 聳 ゆる 

あか も あ を も 

赤裳靑 裳お の も/ \ によ そ ほひて 廣 野に 遊ぶ シ ベ リャ をと め 

行け どく み ゆる 限り は廣 野原 眠れる 小牛い さむ 春 駒 

黑パ ンにマ ス 口 を そへ てャ イツ ァ 二つけ ふ もす ましぬ あさげの カフ ェ ー 

窮屈な 部屋に 退屈し のびつ & 今日は やう やく ィル クックに 着く 

朝. 鮮に て 三 首  明治 £ 十四 年 七 m 

から 國の虎 臥す 野べ に ひ くな り すめらぎい はふ 君が代の 歌 

和  歌 
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和  歌 

京 城なる 山形 中佐の もとにて 

唐に しきた、 まく をし きま どゐ して 千里の い へぢ とほし ともなし 

花ぐ はし 櫻の 色に くらべ て はす も、 の 花 ははな とし もな し 

本 居 大人の 奥 城に 詣 でて 二 首 明治 £ 十 E 年 十 g 

櫻 木に ゑり し 百 千の 卷々 ぞ 風に 知られぬ 花に はありけ る 

6> とせ 

百年の 世 は隔っ れど敎 へ 子に 數ま へ ませと をが み 額づく 

輕 井澤に て 三首 

離山 获 きそめ ぬ穗に 出で て 尾花 も 人 を 招く ころな り 

西 ざまに 淺 間の けぶり 靡く 日 は 嵐 かなら す 吹く と い ふなり 
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淺間 山け ぶり の 西へ 靡く 日 は 嵐 かなら す 吹く とい ふなり 

海の ほとり 暑さの がれし おろか さ を ひやかして 吹く 山の 秋風 

信 濃に て =ー 首  明治 s 十二 年 十一 g 

高山 はいた^ き 白し 低 山 は 大木 も 小 木 も 皆 紅葉して 

遠山 は 白雪 ふれり 近 山 は 大木 も 小 木 も 皆 紅葉して 

稻は皆 かり 盡 したる 小山 田の あぜ 道 紅き 草 も みぢかな 

さむる ともい ぬると もなくて 汽車の 窓 ゆられ/ \ て ゆく 旅路 かな 

月瀨 にて 

こ の 里 を 見す や あり けん こ の 花 を こちた きものと い ひし 翁 は 


和 

宮崎 八幡宮に 詣 でて  大正 ョ年七 二十 E 曰 〔永 井 環 氏 宛 書 a の 中に〕 

あ -一こ 

い にし へ も 今 も か はらす 敵し 國 ことむ け ましし すめら みい つ は 

皮 自}- にて  大正 三年 八 3 八日 f: 長 谷川 福 平氏 宛 書 » の 中に 1 

おのが 業と り 得し 魚 もお のが 腹 こやさで 鳥のうと やい ふらん 

鹽 原なる 有 賀長雄 氏の 別邸に て 

わき づみ 

山 あり 瀧 あり 湧 泉 あり 酒 も あり がの もみ ぢ 葉の 宿 

みたる ま &を. 

猪 苗代 湖の なかば は 晴れて み ゆ 磐 はし 山 は 雲に かくれて 

九十 九 橋の 改造 を 惜しみて 

つくも ばし 

石と 木と をつな ぎ 合せし 九十 九. 橋い まこと やうに なりに ける 力な 
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亡き 父の 御靈 にこの 書 〔國民 性 十 論〕 を 捧げて 二 首 . 5 治 B 十 年 十二 3. 

&卷を 手に 取り もちて まづぞ おも ふ 庭の をし へ のと ほきむ かし を 

天翔りみ そな はすらん 年月 を あだに 過さぬ こ k ろば かり は 

大嘗 祭に 參列 せんと 行く 道す がら  大正 四 年 十 Ig 

いかし 穗の 足り ほに みのる 千 町 田 をみ そな はしつ、 みゆき まし けん 

本 や つ， a  **  たりな i 

八束穗 の垂穗 にみ のる 千 町 田 をみ そな はしつ \ みゆき まし けん 

大嘗祭 一-一首  E 前 

お ほ に へ 

新しき 御世 をし ろす と 天皇 は 神代ながら の 大嘗き こす 

すめ *j お. y ぎみ 

天の下のお ほみ たからに 幸 あれと 神 まつります 皇 大君 
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いその かみ 古り しかみ 代の 神 わざ を をろ がみ まつる 今日の 力し こさ 


御 講書 始に 召されけ る 時 

よき ことの ある をり ごとに 喜のう たよみ たびし 父 はい まさす 


霞關 離宮 賜 餐の曰 

4i き 父の いま さまし かばと 思 ふとき 雨 ひとしきり 涙と ともに 

大正 十 一 年 七 nr 「東京 蒂國大 璺名譽 教授の 名稱も 授けられお 時〕 

、 ： - -、 C  、  さら こ .-J  、まる も かしこた 力き た k ん 

、，- ちじる き いさを もたくて レ まさら， 》ナ{ 

たづ子に 二 首  大正 三年 一一 一月 

今より は に 從へ子 をう みて 子に したがへ とお も ふば かり ぞ 


家の 神と 夫に つかへ ょ國の 子と 子等 を そだてよ いけらん かぎり 

とし子に  大正 三年 十  一 H- 

新枕 またの 朝の つ 、しみ を 生ける 限り は 忘れ ざらめ や 

みつ 子に  大正 九 年 SR- 

- 一と あげ  . 

をみ なま づ 言 擧 せぬ ぞ この 國の 上つ 代よりの をし へな りけ る 

子 

淸ら なるこ、 ろ を 持ちて ますぐなる みちを ふみね と 子等に をし ふる 

つ く  A\ し 二 首  大正 五 年 二日 一 池 永 田 鶴チ宛 書， i の 中に〕 . 

つくしより おくり 越した るつ く  /s,^ しっく ん\ う ^ し 、.：：- づ く し よ 

〔芳§«;梓宛書^|め中に，ー 

松 本の 野邊 にか 摘みし つくん \ し 心.、 つくし を うれしみ おも ふ 

和  WW 
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和  歌 

寫眞に ョ首 

明治 四 十二 年 二  HJ 

しろがね もこが ね も 玉 もし かすと ふ 七つ の 子等 もす くや かにして 

大正 11 年  一 g 

よめいりし 二人 をよ そに 數へ て もな ほ 七く さの 寶 子の 家 

大正 二 年 二 s 

たのしき は 書齋の 夕べ 人も來 すシガ ー の 煙 空に ふく 時 

妻 をう しな ひて E 首  大正 十三 年 八月 

あした  わぎ i 

鶯の 鳴く 聲 しきる 花の 野の 朝の 露と 吾妹 は 消えし 

輕 井澤 花 野 を わたる 秋風 もこ としは わきて 身に ぞ しみぬ る 

ならび ゐ てながめ しもの を 離山 今 は その 名 もうらめ しき かな 
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* 

ともに 見て めでに しもの を 離山 今 は その 名 もうらめ しき かな 

もろともに めでに しもの を 離山 今 は その 名 もうらみ なりけ り 

せの 病 うれへ うれへ て ありし 身の せに さきだち ていに しあ はれさ 

a ズ內 省よ h- 泰き御 砂 汰も拜 して〕 

父母 も 今 はい まさす 妻 もな しこの よろこび を 誰と 語らん 

酒 四 首 

なのみ そと 子等に をし へ て 夕な /\ とる 杯 ぞくる しかりけ る 

なのみ そと 子等に をし へ て 夕 毎に ひとりく む 酒 心はづ かし 

和  歌 
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なのみ そと 子等に をし へ て 夕な /\ ひとりく む 酒 心 はづ かし 

酒な くば 何のお のれが 櫻ぞ とうた ひし 人ぞ かしこ かりけ る 

へ る 心地 ぞ ひとし かりけ る 

ぬ 唯 三圓の 會费 のみして 

t: 水會 席上に て 明治 a 十二 年 十二 月 十七 曰 〔多 賀羅亭 にて〕 

釵島 君に 

年 を經て 積みし 螢の光 こそ 君が 頭に あら はれに けれ 

高 成 田 君に 奉る 

今の 世に 少 かりけ り その 人 も その 名 はわけ て 高 成 田 忠衛門 

多 賀羅亭 短冊 を かく これ ぞ この 明治の 御代の 姿な りけ る 


西 東 酒の 名に こそ 品 は あれ 醉 

維 奇に麥 酒に あきて すしく ひ 
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ウイ スキ ー 

君 等 皆 酒の ますけ り われひとり 維奇 のみて 醉 ひて 醉 ひに けり 

歸ら なんあが 妻 待てり 妻よりも 九 人の子 待. てりい ざ歸ら なん 

樂燒に  大正 十 £ 年 四 HM 一十 八日 

春の 庭め ぐり/ \ て i.- しるこ 裔麥の 店 あり このめ でんがく 

さくら 餅 

に 鳴く 驚 餅もう まけれ ど さくらもちに はな ほし かすけ り 

うた はみ なよ むべ かりけ り 年毎に 國 中の 歌 を 召す とお も へ ば 

海軍 大捷 をき  >  て  明治 三十 八 年頃 

和  欲 
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和  歌 

伊豆の 海 磯 もと ゆすり 黑 船の よせし も 近き 昔な りし を 

朝顔 

うつりゆく 世の さまみ せて いろ に疾 くま ほどなく しぼむ 朝顔 

蓮 上 月 

露し げき 蓮のう き 葉に 風 こえて やどれる 月 も しづ ごころ なし 

大震災 二 首  大正 十二 年 九 H; 

千 早ぶ る 神代 も かつ てき かざりき かば かり 强き 神の あらび は 

これより し 人の こ  >  ろ もし まるべ く 人の 力 もい よ  わくべ し 

第一 皇女 御 生誕の 夜  大正 十 S 年 十二  S 六日 

つ ； のおと そらに ひ きて 國 民の 待ちに まちた るみこ あれ ましぬ 
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海上 風靜  ， 

みそた はす 相 模の海 もの どかに てと よ さかのぼる 初日 かげ かな 

源義禽 朝臣 

み吉 野の花 を 見す て て きし 雁の あはれ 越路の 雪と 消えに し 

新 村 出 君の 外遊に 際して  明治 E 十 t  二  H:  1. 橋本亭 にて〕 

橋 本の はしき 妻 を も 鯉 こくの こ ひしき 子 を も 二と せ は 見す 

.E.E1>lg 岡チ rr こ  月 台 eT4-ldJH-.ua-.;- 一  曰 「明治天皇の 東京 帝國 大奥 卒業式に 臨幸 あらせられた 際、 .1 

佐 佐 木 信 綱 君に  胡 治 E 十五 年 七 or 十一 曰 〔萬 葉 集の 古窝 本に 就いて 御說明 * し 上 lb お 光榮も 祝して」 

敷 島の みちの ほまれと 宇治川 を さきがけ すると いづれ まされる 

司  t  二 JM  ■  3 お たき 一一 ョ 「佐 佐 木 氏の 「天の原 ふみと ろかす 雷の 如き 汽車のお〕 

115-  f  二 首  B, 拍四寸 四 年 九 ST 三日 〔と しらに ひるねし i せ h -」 に對 する 返歌。 大錄 にて 」 

うま 酒に ゑ ひふす 姿 あかす をせ さ 、木の をぢに 見られつ るかな 

和  歌 
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和  歌 

おどろかす 人 な き 夢 ぞ圓 かなる 枕に ひ く 汽車 は 物 か は 

1.K  ？  .S  IV 一 ま T  二  「a- 野 氏の 「我が 園に 生れる この fl5 奉る-つめ. 1 

野 由， N 君に  L いとい ふ は 名のみ なれ ども」 に its する 返歌 」 

うめと い ふ 名のみ と 君 はの たまへ ど實の ある こそうれ しかり けれ 

水 野 練太郞 君の 内相 就任 を 祝して  大正 七 年 六 5 一十 九日 

我が 友 はおと どと なりぬな かに づ くせ ひくき 水 野 大臣と なりぬ 

〔«e 尾 新、 f!K 野 由 之 兩 氏の 或《賀食に：1 

き ごと 

賀 言 をのぶ る 翁 等 もろ 聲にハ ハ ハ ハ 获野ハ ハ ハ ハ濱尾 

石橋 君 の 母君の 天杯 を た ま はりし よろこび に 

菊の 香 を 酒に 浮べ て は 、そ はの 紅葉の かげ もてり まさるらん 
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山 内ぬ しの 父母の 君の 金婚の 賀に 

むかしより 名 も 高 砂の あ ひお ひの 松 こそ 人とう まれいで けめ - 

杉 浦 氏の 父母の 君 を 祝 ひて  大正 六 年 一 3 一一 十一 日 1,。 ン ドンに て〕 

榮 え ゆく 家の しるしと 君が 鬥神 さびた てる 二 本の 杉 

浦 山 氏が 七十 七の 賀に  ， 

七十に な 、 つ そ ひたる よは ひ をば なほな & たび も かぞへ ませ 君 一 

熊懷 氏の 還暦の よろこびに 

安らかに 六十の 坂 をの ぼり 來て 道の 長 手 はいよ、 遙 けし 

橋 本 市會議 負に  大正 五 年 〔橋 本 博 氏 は 當時福 井 市 省 議員で あつお〕 

ラぢ  へ 

この 縣の 誇と すなる 橋 本の 同じ 氏の 名君 も 努めよ  j 

和  欲  一 
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和歜、  . 

寄 松 祝 

千年 ふる 松の 老木に くらぶれば 八十 あまり 八つ は 二葉な りけ り 

寄 道 祝 

奥山のお どろの 下 も ふみわけて 眞金路 つくる 世と なりに けり 

土 万 伯の 一 周年 祭に 

見る 人 もなくて 今年 は 紅葉の ちる も 散らぬ もお のが まに/ \ 

里 見 師の戰 死 をいた みて 

法の ためせ を 捨てし 身の 更に またみ くにの ためにす てし いのち か 

南部 廣矛 翁の 傳 記の 末に  大正 三年 二  g 

福祿 はえ こそ 望まね 壽の 齢ば かり は 君に あえなん 
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靈  贊  宇治 大納言 隆國 らしき 王 SS 貴族の 蹇に ：- 

今 は 昔 世に ありと ある ことぐ さ を 書き あつめた る 人 や この 人 

同  前  〔芙蓉と 菊の 畫に〕 

^が 園に いま さかりな る^の 名の 唐め きたる ぞうら みなりけ る 


同  前 


大正 七 年 六 B; 二十 九日 L 伊東 忠太氏 筆、 峻の 頂に < ^ある fi に〕 


こ の あたりに すま じと ぞ おも ふ 33  、 酉 を 買 ひ？ t ん家 もと ほしと おも へ 、ま 


同  前 


大正 七 年 六月 二十 九日 〔伊東 忠太氏 筆、 遠山の K に〕 


工業 者に いで 言 問 はんこの 山に 黄金 はあり ゃ鐵 はあり やと 

白 幡橋を 渡る 二 首  明治 十八 年 七 HMl 十四日 

國 のどむ 源な れゃ路 のりの 開けに けりな 白 はたの 橋 
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和  歌 

千 萬の 道 は 関け てみ ちの くの 遠き 里まで 及びけ るか も 

靑根 にて 三 首  同前 

ふるさとの 夢 驚きぬ 夜もすがら 谷間の 月に た 、く 水鷄に 

二十 六日 

足 引の 山 窓 近く 雷鳴り て 照る 日ながら に 夕立 ぞ する 

夕立の 晴れた る 庭の 松 蔭に 入日 涼しき 蜩の聲 

日記の はじめに  £ 治 二十 年 13 

水莖の あと をと めて おのが 身の むかし をし のぶ しるべと やせん 

龍 口 了 信の 病 をえ て歸鄕 する を 達り て  明 冶 二十 年 一月 十一 日 

雪 みぞれ ふるさと さして ゆく 君の 今日の 別の 惜しまる、 かな 
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俳 

句 


明治 一一 一十 ei 年 八 H: 一一 一日 四 句 〔ベルリン 白人 食に て〕 

，稻 妻の 影 や 落ち ゆく 武者 四 五 騎 

屋根 低く 銀河 流れて 秋 近し 

瓜の 番晝寢 して 瓜を盜 まれぬ 

棄 がくれ の 葡萄 酸く して 小粒なる 

明治 三十 EI 年 九月 二十 九日 三 句 〔同前〕 

千草より 野 は 白露の 盛 かな 

夕 嵐 古城の 上 を 鳥渡る 

石ぶ みの 下に 聲 ありき り A\ す 

明治 三十 四 年 十 HJ 十二 日 五 句 〔同前〕 

往 栗の 笠に こぼる、 山路 かな 

俳  句 
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紅葉の 山門 高き 夕日 かな 

雁 落つ る 花 野の 末 や 小 松原 

茸 狩の わら ぢ 松葉の 句 かな 

古き 井の 草に 埋れて 蟲の聲 

明治 一一 一十 S 年 t 二十 S  二 句 〔ベルリン にて〕 

ホ I フェルの 塔 を 掠めて 旅 雁 かな 

ォ ムニ ブスの テラスに 塞し 秋の 風 

gl 二十 S 牟 十一月 十日 U ル リン 白人 f て〕 

おしろいの 句 ねられぬ 蒲圑 かな 

づ 座敷に 菊の かをり や 御眞影 

初霜 や 庭の 飛石 石燈籠 

悼 津田大 id 
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w 治 三十 S 年 十二  H; 三十 曰 七 句 〔同ぎ 

朝日 さす 小川に 鴨の きら /\ し 

福引 や 一 度々 々の わら ひ聲 

庭下駄の 歩み 重たし 霜柱 

元 .且 のま づ誦ん じけ り 神代 紀 

一 年の ぼ 記 撿すゃ 年の 夜 

水仙の 鉢 を 筆洗に 醉畫 かた  . 

水 野 氏 父 を 喪 ふ 悼 句 

木枯しに 風樹の 歎の 夕 かな 

M 治 三十 五 年 一月 一日 〔ベルリンに て〕 

床の間に 應擧の 幅 やとら の舂 

明治 三十 五 年 一 n 二十 二日 五 句 〔ベルリン 白人 食に て〕 

俳  句 
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俳  句  、 

祝桂亭 卒業 

十 年の 螢雪 こ、 に 花の 宴 

書初 や 墨の 香 句 ふ 銀屛風 

若草 や 復古り たる 一 里 塚 

枯蓮も 水り て 寒し 寺の 池 

猿 曳を黑 犬 吠 ゆる 長屋 門 

明治 三十 五， 年 二  5 一十三 s 十 句 〔同前〕 

おとな へば 亭守 留守な り 花 の 宿 

馬 逸す 柳 の 馬場 や 月お ぼろ 

麥酒賫 る 假の亭 あり 花見 會 

靑 柳 に う たれて 怒る 葦の 角 

茱 Q 花やかげ ろ ふ も ゆる 石 地蔵 

蕨 煮る 山 や 蕨 を 鍋の つ る 

桃源 を 霞 こめたり 石の 鬥 
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流れ 來て 水車に からむ 落花 かな 

蔓 みれば 醜 かりけ り 藤の 花 

藍 に滿 つ 蕨に 蘭 も 交りけ り 

明治 三十 六 年 五月 「卯 杖」 二 句 〔白人 食に て〕 

我が 軒に 垂る \ 隣の 柳 か な 

蹴 鞠の 果てて 月 ある 柳 かな 

明治 一一 一十 六 年 七月 「卯 杖」 〔同前〕 

鬥を 出で て われに 二 頃の 青田 かな 


明治 三十 六 年 九 S 「卯 杖」 二. 句 〔同前〕 

1 村 を 黄なる 條 脚の 嵐 かな 

一 村 は 黄なる 銀杏の 落葉 かな 

今ち かう 

桔梗 や 亡き 戀 人の 紋所 

句 
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す  /n 

明治 三十 六 年 十月 「卯 杖」 四 句 〔同前〕 

名月 や 坐り か へ たる 汽車の 窓 

大 川の 筏 小さし 秋の 雨 

赤鬥を 人れば 鵜 鳴く 椿， 山 

爲岡村 氏嚴君 金婚式 字 結 

一 村 は 金木犀の 句 かな 

M 治 三十 七 年 二月 「卯 杖」 〔同前， 一 

大雪 や アイヌの 村の 熊 祭 

富山房の 新築 落成 を 祝して  大正 二 年 十二  i 〈日 

新築の 堂に 新酒の かをり かな 

大正 五 年 八 H;  二日 〔渡米 船 S に  一二 
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飛魚の 翅も かろし 夏の 海 

大疋五 年 八 Drra 日 一一 lis  〔同前〕 

夕 立 のしぶ き 冷き 船の 中 

雲ち ぎれ/ \ に 飛ん で 風 涼し 

船の 窓 舞蹈の 夜の 明け 易き 

大正 五 年 八 H: た、 日 〔同前〕 

甲板に 人 無し 風 涼し 屁 を 放つ 

孫の 誕生 を 祝して  大正 $  一  S  S ュ- ョ-ク にて J 

アメリカで 鶯の初 昔 聞く 日 か な 

大正 六 年 rag 七日 〔ェ ギン バラに て〕 

陽炎 や 千 尺 高き 記 念 塔 


俳  句 

大正 六 年 十 ほ 二十 八日 三^  〔柴 又に て〕 

の 雨 桂月の 酒量 減じたり 

秋雨 蕭々 江戶 川に 客 四 人 

月と m と呤 じて 日 は 暮れん とす 

大正 七 年 八 BC 七日 L 輕井 達 よ 高 野 辰 之 氏 宛 書 翁の 中に〕 

雷 も IJ^l くになりぬ 晚 酌す 

大正 十一 年 五月 一一 一句 〔福 井に て〕 

冠 を かけて 故鄕の 卯月 かな 

新綠の 山に 郾躅 かな 蕨 力な 

でんがく や 新綠の 山つ、 じさく  • 

大正 十 一 年 六 B 十八 日 一： 水 I 太郞 氏の 再. ひ內 相に 就任せられ お 掠- SH 
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新 綠ゃ白 頭 禿 頭の 友の 會 

大正 十一 年 八月 六日 〔輕 井 S より 堀江 秀雄氏 宛 書 駒の 中に〕 

豆^屋 も、 酉屋も 近し ほと- - ぎす 

大正 十二 年 八月 二十 三日 三 句 〔條 政せ：. 殿下の 輕井揮 行 移の^, 永 井！ la 氏 宛 の 中に〕 

喜 び 合 ひて 靡き 合 ひたる 千草 かな 

帽 白く 花 野の 中 を 皇子 は ゆく  • 

秋晴 ゃ國旗 ひるが へ る 山の 町 

大正 十 四 年 七 H; 三十 一 日 〔11 井 S より 長 谷川 ii 平氏 宛 書 翁の 中に〕 

山の 窓 昔 を 語 る 霧 深し 

輕 井澤に て 一一お 

瓊音 去り 蘿 月の 來る 桔梗 かな 

俳  句 
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#  句 

花^ ひろく 山の あなた は 甲斐の 國 

仙臺 にて. 

四 聯隊に 少し 殘れる 获の花 

畫  贊  大正 十 年 五 H: 

とんび 

春の 水つ 、みに 滿ち てせ？ なく 

ウイ スキ ー 

ウイ スキ ー の 氣焰萬 丈 雲の 峰 

ウイ ス キ ー に季は なかり ける 俳句 かな 
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唱 


ft 宿 曰 曰 

幸 vr^ 卩 

天津日嗣の 御 光の 

波も靜 けき 大御代に、 

二 

我が家の 祌 たらち ねの 

句 ふ 春風 朝夕に、 

三 ， 

苗代 小 田の 水 足りて、 

世の なり は ひ をい そしみ て、 

四 

あら 浪騷ぐ 折 も あれ、 

義勇の 心 一 すぢに 

唱  歜 


1H_W 

輝き わたる 四方の 海、 

仰げ や 高き 君の 恩。 

めぐみ あ ふる \ 家の 內， 

おもへ や 深き 親の 恩。 

牧 むる 刈 穗签淸 し。 

平和の 秋 をた のしまん * 

はやて 吹き まく 時 も あれ- 

國に捧 ぐる 命 あり。 
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, めき つみ.^ み ヒー ま.， こ £.5^  :.. 

現 御 神の 大 勅語 . 

ふみな 忘れ そ 我が 友よ 力 


かしこみ もちて 人の みち 

德に報 ゆる 誠 もて。 

(明治 一一 一十 九 年 九月 ®) 


日本 唱歌 


我がに oS%: の國體 は、 

逮き 神代の 昔より 


世界 萬國 無き ところ 

君臣 分 は 定まれり。 


子- 


したしみ » 

上下 隔て ぬ 親 は 


三 


： に氣は 澄みて 


父と ぞ君を 仰ぎ見る。 一 

1 家の さまに 異ならす 

一 

ism 歌 ふ 花の 中。 一 


四時の 氣候 おだやかに、 

さんせん 

山川す ベ てうつ くしく 

かま 

淸き 景色に 感 けて ぞ、 

五 

あそび 

桃の 節供の 遊に も、 

！ i たな たは むれ 

あやめ 刀の 戲 に 

六 

神 敬 ひて 里 毎に 

あが 

祖先 祟む る國風 は、 

七 

古來の 美風 經 として、 

大和心の 綾錦 

八 

すぎこ 

過 来し 二 千 五 百年、 

唱  歉 


人の 心 もすな ほな り。 

津々 浦々 の 砂 白し。 

人の 心 もい さぎよ き。 

まづか しづく は內裏 雛。 

早く も 磨く 武勇の 技。 

産土神 祭賑 しく， 

家の 紋 にも 知られたり。 

ぬきいと 

外國 文明 緯に、 

織 出した る 世々 の 跡 C 

幸と 榮 との 歷史 あり。 
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唱  歌 

明治の 御世の 51^^、 

新 文明 を 探 入れて、 

いにしへ いま たぐ 

古 今に 比 ひな  く 

一 〇 

きぎ 

前に 臺灣、 ？1 湖島、 

一 一大 戰役事 果てて、 

一 1 

五 萬 方里の 野に 山に、 

六 千 萬の 民草 ぞ、 

一 二 

郵便、 電信、 1 言の 

今 は 全 國都會 の 地、 

一 三 

谷 越え 野 越え 行 通 ふ 


1  ま G また 

仰ぐ もうれ し 面り。 

日に日に 進む 國運 は、 

世界の 見る目 驚. けり。 

後 は 樺 太、 朝鮮と、 

い つも 加 はる 新 領土。 

國旗 かざさ ぬ 所な く、 

君 を 八千代と 欹 ふなる。 

便 は い ふ も 愚に て、 

長距離電話 自在な り。 

汽車の 線路 は  V  くそ、 まく、 
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六千哩 とく 過ぎて- 


なほ 年々 に 延長す"」 


四 


ひ ほ へ  しほ ぢ 

五 百 重の 潮路 はるん、 


支那に、 印度に、 濠洲に、 

一 五 

生絲、 羽二重、 茶 を はじめ 

漆器、 陶器の 數々 も、 

, 1 六 

國の 進歩に 伴な ひて、 

輸入 輸出の 總額 は、 

一 七 

ちと 

農 これ 民の 本に して、 

博覽、 共 進、 種々 の會、 

一 八 

國の 守の 軍港 は 

唱  欲 


我が 浮寶 行く先 は、 

さて は 亞米利 加、 歐羅 巴" 


水 產物は 類 多く、 

皆 國產の 主要 品。 

貿易 年々 發展 し、 

八億圓 にも 上りけ り。 

とみ 

商工業 は國の 富。 

勸業 常に 怠らす。 

横 須賀、 舞 鶴、 吳、 佐 世 保、 
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唱  歌 

外に 遼東旅 順 港、 

近 衞師圑 を 加 ふれば、 

義勇 奉公 一 すぢに 

一 

山村 僻地 行く ところ、 

生れて 六 歳、 六 年の 


九 


ー〇. 


尙 朝鮮の 鎭 海灣。 

陸 軍師 團十有 九。 

精鋭 無比の 聞 あん 


小學 校の 設 あ、 


敎育 受けぬ 子等 もな し _ 


尙 その上に 學校 は、 

教育勅語 身に しめて、 

いとま 

業務に 暇な き 人 も、 

戊 申 詔書 を體 して ぞ、 

自治の 精神 盛に て、 I 


三 


普通 專鬥數 あまた。 

朝夕 磨く 智と德 と。 

靑年會 に 夜 學會、 

勤儉の 風、 競 ふなる。 

地方の 事業 日に 擧り、 
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ゆ. c いつ 

東洋 唯 一 立憲の 

一 一四 

東洋 平和の 天職 を 

東西 文化の 精粹を 

二 五 

此の 帝國に 生れ 出で、 

おもへば 嬉し 御 民 われ、 


明 治 聖 

文明 古く 句 ひし 印度、 

疲れ果て たる 老帝國 は、 

世界 はすべ て 我が 世界 ぞと 

唱  欲 


國の譽 は 世に 高し。 

食へ る は 我等 日本人。 

集む る 抱負 大 にして。 

此の 大 御世に 遭 ひし 身 を 

おもへば 嬉し 御 民 われ。 

(明治 四十 四 年 六月) 

帝 

西の 女王の 權 威に 屈し、 

鴉片の 夢の 尙 醒め やらす。 

白色人種、 氣驕 りし 時、 


唱  欲 

太平洋 上 島帝國 に、 

二 

三百 年來 流れな がれし 

黑船 いく 度 磯 もと ゆすり、 

征夷の 二字 は 虚しき 名ぞと 

萬 世 一 系寶 祚を踐 みて、 

三 

輝き 出づる 朝日の 影に、 

大政奉還 終る や 否や、 

內治 外交す ベ て 皆 張り、 

大憲 焕發、 內外齊 しく 

四 

支那 をき ためし 火砲の 響、 

露 西亞の 野心 挫く 勝鬨、 

南 臺灣、 北 は 樺 太、 


40 今の 聖帝 世に出で ませり 

德 川の 末 浪逆卷 きて、 

警報 鐘 は 頻りに 鳴りつ。 

國民擧 りて 身悶えし 時、 

明治の 聖帝 御世 をし ろせ り 

むらくも 

i 雲 一 時に 霽れ こそ わたれ 

廢藩 置縣も 直ちに 成りぬ C 

軍備 敎育 日に 整 ひて、 

稱へ ぬ、 聖帝 御世 萬 歳と。 

東洋 諸國の 眠を覺 し、 

白色人種の 瞻を 冷せ り。 

朝鮮 八道 新 附の民 を 
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併せて 同胞 六 干 萬 人、 


歌 ひぬ、 聖帝 御世 萬 歳. 


五 

長し 犹 に御權 重りて、 

暗澹の 色國を 包みて、 

松明の 光 は 霧に うすれて、 

世界の 新紙齊 しく 悼みぬ、 

六 

盛德 大業 語れ ど盡 きす、 

遺業 失墜す るな からん と 

あは 

六 千 萬 人心 を 協せ、 

せんねん まんねん •  （£>  >  • 

千年 萬 年 語り も繼 げや 


神 去り ましし は 夢 か あ ら ぬ か。 

民 皆 慟哭 闇 行く 心地。 

ぁキ. かぜ 

青山の 原 秋風 白し。 

日本の 聖帝 崩れ ましぬ と。 

追慕の 淚は 乾く 日 あらん や。 

み * こと 

今上陛下の 御言 長し。， 

國の光 をい よ/ \ 揚げて、 

明治天皇 聖の御代 を。 

(大正 元年 十  一 ^) 


乃 木大將 


0 
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唱  欲 

1 

明治 大帝 下し 絵 ひし 

誠 一 つとの たま はしし 

嗚呼 乃 木大將 其の 人なら す や。 

二 

明治 大帝 下し 給 ひし 

これ 務めよ とのた ま はしし 

嗚呼 乃 木大將 其の 人なら す や。 

三 

明治 大帝 下し 給 ひし 

彰 すべし とのた ま はしし 

嗚呼 乃 木大將 其の 人なら す や。 

四 

明治 大帝 重き 御惱 に、 

六 千 萬の 民の 心、 


軍人 勅諭に、 萬 づの德 は 

それ を さながら 實行 せし 人- 

戊 申 詔書に、 勤 儉の道 

それ を さなが ら實行 せし 人 _ 

敎育 勅語に、 祖先の 遺風 

それ を さながら 實行 せし 人- 


土に ひれふし 神に 祈りし 

それ を さながら 代表せ し 人 
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嗚呼 乃 木大將 其の 人なら す や < 

五 

明治 大帝 崩御の あした、 

六 千 萬の 民の 心、 

嗚呼 乃 木大將 其の 人なら す や， 

六 

明治 大帝 御 葬の 夜半、 

六 千 萬の 民の 心、 

鳴 呼 乃 木大將 其の 人なら す や „ 


露に ぬれ ふし 起き も 上らぬ 

それ を さながら 代表せ し 人- 


同じ 道に と 御 あと 慕 ひし 

それ を さながら 代表せ し 人、 

(大正 元年 十一月) 


皇太子殿下 御成 年式 奉祝 唱歌 


日嗣の 皇子に 御冠 一 

大内 山の 松が 枝 も 一 

唱  嵌 . 


さ づけます なるこの あした- 

綠 1 しほ まさるらん。 
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„i"  歜 


さし そふ 光 あ ふぎつ \ 

千代 田の 宮の 千代 かけて 


めさ * え 

行末と ほき 御榮を 

^り 奉らん もろとも. 


(大正 八 年 四 H0 


皇太子殿下 御 成婚 奉祝 唱歌 


今日し も擧げ ます 畏き御 典- 

野 山 を 動かしみ そらに 滿 ちて _ 

祝 へ 祝 へ 今日 のよ き 日。 

二 

國民 こぞり て 仰ぎ まつる 

御國 のい しす ゑ 萬 代 かたく、 

祝へ 祝へ 今日の よき 日。 


喜び ことほぐ 我等の 聲は 

世界の 果 まで 響き ぞ わたる _ 


千代 田の 大宮 御榮增 して 

我等が 幸 こそき はまりな けれ。 

(大正 十三 年  一 H0 
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皇太子殿下 奉迎 歌 一 


尊き 光、 野 山に 滿 ちて、 

福 井縣に 入らせ 給 ひぬ。 


日嗣の 皇子 は 今 長く も 


縣の內 に しづ まりいます 

みな うれしみ てむかへ ますらん- 

三 

六十 萬の 縣の御 民、 

喜の 色 おもにた、 へ て。 


祌々 たち もこの いで まし を、 


こよな き 幸 を ことほぎ あ へ 


秋風 寒き 越路の 空に、 

榮 ある 今日よ 譽の 今日よ" 

唱  歌 


仰ぐ 錦の 御 旗 まば ゆし。 

(大正 十三 年 十月) 
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御祖の 神の 産ませし 國に、 

寶祚は 天地と 窮り あらす。 

二 

大君、 民 を 子の ごとお ぼし、 

さながら 一 家の 睦み はとはに、 

三 

大和の 國の 鎮めの 山と 

尊き 皇國の 姿 を 見せて、 

四 

日出 づる國 のしる しの 花と 

けだかく 雄 々しき 國 ぶり 見せて 


皇孫 降りて 君と し 知らす。 

この 國、 この 君、 世に 類 ひなし。 

國民、 君 をば 親と し 慕 ふ。 

この 國、 この 民、 世に 類 ひなし。 

富 士の嶺 み 空に 神 さび 立てり。 

高き はこの 山、 世に 類 ひなし。 

櫻 は 霞に まが ひて けり。 

句 ふ はこの 花、 世に 類 ひなし。 


(大正 十 年 5^) 


國學 院大學 校歌 


見 は る かす もの 皆 淸らな る 

いにしへ 今の 文明ら めて、 


潞 谷の 丘に 大學 立てり „ 

もと 1<1 

國の 基を究 むる ところ „ 


外つ 國々 の 長き を 探りて、 

いかで 忘れん もとつ 敎は、 

三 

學 びの 巷 その やち またに、 

祖先の 道 は 見よ こ \ にあり 


我が 短き を 補 ふ 世に も、 

いよ 、磨かん もとつ 心 は 一 

國學院 の 宣言 高く、 

子孫の 道 は 見よ こ  >  にあ、 


B 曰 


529 


„„ ほ m 

獨逸學 協 

綠は 深し 城 西の 

學 びの 花の香 も 高く、 

二 

右手に はかざす 敷 島の 

左手に かざす 西歐の 

三 

學藝 至り 極まれる 

世に 先んじて 移した る 

四 

あやに 畏き 天皇の 

學 びの 海 を 漕ぎ 渡る 


：學 校中學 校歌 

塵 をよ そた る 目白 臺、 

我が 校樹 てり 巍々 として。 

大和 島根の さくら 花、 

口 ー ルべ ー ルの 花の 枝。 

獨 逸の 森の 玉 かつら、 

先人の 功 を 仰ぎつ \。 

勅語の 3 曰を橹 櫂に て、 

我等が 行手賴 もしゃ。 
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ふた <ん ► 

あ、 九 百の 健 男子 1  仰げ 双手の 花 一 一枝 

あ 、九 百の 健 男子、  仰げ 理想の 花 一 一枝。 

明 石 中學校 校歌 

1 


明 石の 瀬戸 を 西へ 東へ 

あやつる かぢの 正しから すば 

我等が 自治の 精神 これ ぞ。 


風の 力に 行く 百 船 も、 

いかで かめ ざす 港に 着かん 


二 

淡路島 山、 海 を 隔てて、  そ、 り 立ちた る姿氣 高く、 

また 

この 山 この 海相 親しみて、  こ、 の 景色 ぞ 全く めでたき 

我が 協同の 精神 これ ぞ。 

唱  歌 
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昌 


神の 御代より 開けし ところ、 

こ  > に 生 ひ 立つ 人の 心に 

我が 創造の 精神 これ ぞ。 


史 よむ 人の あくが る 、 一 

うま 

淸き 新しき もの も 生れん r 


東京 府立 織 染學校 校歌 


錦の 色の. 句 はしき 

織り出る 緩 か 目 も あやに 


高 尾 の 山の 蔦 葛、 

多 摩の 川 邊の絲 柳 „ 


自然の 匠 及ば じな、 

造化の" ェゃ奪 ふらん、 

三 

を さ  • 

とび 交 ふ. 箭と ゆく 月日 

時の 間 をし みつ 、しみて- 


凝す 意匠の 樣々 に、 

染 むる 色合いろ/ \は„ 

染まり 易き は 人心、 

學ぴの 業に いそしまん „ 
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高 知 縣宿毛 小學校 校歌 


1 

琴 平 山の 松の 嵐 は、 

樂 しく 廣き 我等の 校舍、 

二 

水 昔き ほふ 松 田の 川に、 

高き いさを を國に 遣し て、 

とき はの 園の 花の かをり は、 

我等 も わざに つとめ はげみて、 


朝な 夕な に 窓に 通 ひて、 

宿 毛の 鄕の 我等の 校舍。 

ひたり 遊びし 名 もな き 子等の 

さと 

鄕の 誇と なれる も 多し。 

ちとせ を かけて い よ/ \增 す を 

祖先に まさる ほまれ を あげん。 


東京 高等 工業 學校 校友 歌： 

唱  欲 
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春の 陽氣の 竈に 蒸されて、 

ひとあめ 

閃く 電光 一 雨 過 ぐれば、 

花 野の 錦 促 織し きりて、 

神の 御代より 序 を 違へ ぬ 

自然の 工業 吾等 は學 ばん、 

自然 は誠實 巧に 誇らす、 

二 

黑 木の 柱 綱 根に 堅めて、 . 

素燒の 瓶に 薄 酒盛りた る 

人智の 進み 世を經 てた ゆます、 

自然 を さながら 機械に 捉 へて、 

自然の 征服 吾等の 手に 在り、 

墨 田 堤に 疾き 散る 花に も、 


千種萬樣#^^花めでたく、 

夏の 夕 空 染めな す 七色、 

雪に 現す る玉樓 銀臺。 

四季の 運行、 自然の 工業、 

自然 は 勤勉 一 日 も 休ます、 

自然 は 質樸 譽を 求めす。 

をと め 

うな ゐ 少女の 袂は 花す り、 

單純 簡易 の その かみ 思へば _ 

學 びの 應用 限り は あら じな 

工業 何ぞ 自然の 征服、 

くらまへ が し 

藏前 河岸に さしひく 汐 にも 

吾等 迷 はす 亂れす 動かす" 


入 學の春 


時 は 今春、 一年の 舂、  春の 光 は 野 山に 滿 ちて、 

目に 見 ゆ る ものす ベ て う る はし。 


時 は 今春、 少年の 舂、 

心 ざす こと、 つねに 新し。 

三 

花見る 毎に 學は 進む、 

早 も 重ねん、 五つの 春 を。 


春の 喜、 胸に あふれて、 


險き體 のい よ/ \健> 


(昭和 二 年 I 月) 


奉 悼 歌 


唱  欲 
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日出 づる國 のく にたみ は 


いのりし まこと いれられす 

あやめ も わかぬ 闇路 ゆく。 


4C ほみ よふり  、 

4< 御  1 葬の 今日の 日に 

きさらぎの 空春淺 み、 


流る M 淚 はても なし。. 

寒風い と  身に はしむ。 

(昭和 二 年  一 H0 


0 


曰 記 (明治 二十 年) 

1 夢茫々 二十 年 飄零身 事 誰又憐 功名 未 得 登靑. 却 情 中 書 獨自傳  . 

丁亥 元且題  龍 江 生 

水 壁の あと をと. 乂め ておのが 身の むかし をし のぶ しるべと やせん 

いめの や 主人 題 

一月 一日 幾 鳴 數聲曉 を 報じて はやく も 亥の 年と はなり ぬ さすがに 新 玉の 舂 立つ 日と 思へば 四方の 氣色も 何 

となく 麗 かに めでたし 千 門に 飄へ る 國旗は 旭日に 映 じて 紅く 萬 街に 並べ 植 たる 檩松は 後！： の 色を顯 はして 綠な 

り， 轔々 たる 馬車 公侯 を 載せて 去り 揚々 たる 華 騮將軍 を 上せて 来る 相 逢 相 遭 旭日の 中 皆な 聖 明の 德を唱 へ 太平 

の 春 を 歌 はざる なし 龍 江 子 も 奮に 依て 叉た 齢を大 都の 寓に 重ねぬ 有 作 

鷄鳴 報曉歲 維新 卽是 明治 二十 春 國幟干 鬥揭紅 日 祥霞萬 市 散 金 鱗 僻陬 皆沐堯 澤 陋巷 未 違 顔 子 貧 

有 酒滿瓢 歌且飮 自云聖 世 一遊 民 

東京 諸 友 を 巡 賀し其 遠くして 不便なる 者 は 端 書に てごま かせり  • 

一月 二日 快晴 立 花、 和 達、 福 原、 近 藤、 太 田 諸氏と 學 寮に 試毫す 戲に早 梅の 詩 を 作る 

北 籟未吹 六 出花 東風 先 破 早 梅花 誰 云 秋 菊 百花 殿 叉 殿 叉 魁 是此花 

明治 二十 年 
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ほ  記.： 

夜 川 橋、 貞吉 二子と わら 店 寄席に 赴く 家に 東す 

一月 三日 快晴 元日. の 朝は賀 客の 縦横に 行き かふの みに て 市街の 商店 も 多く は戶を 閉ざして 何と.^ く 々た 

る 有様な りしが 昨日 今日は 滿都 おの づ から 賑は敷 なりゆきて 賣 初の 呼聲は 初荷の かけ 聲と 相應じ 紙鳶の 空中に て 

うなる は 羽子板の 街 Is- に 響く と 相 合せり 乙女 子の 今日 を 晴れ ぞと氣 飾りて はね Isf: 付きた る は 如何にも 珍ら かに 

參 

目新しく 僅々 一 夜 を 隔て 、 かく 迄に 變 りけ るかと 怪むも 無理なら ざる 可し 

孤客 經年尙 未 還 沈 倫 寄 跡 大都間 無 端 昨夜 三更 夢 不見幅 神 見 故山 

午後 和 達、 太 田 、近 藤、 幅 原、 香 村、 山 田、 只 野、 永 井、 荒 川、 平 岡、 稻波、 馬 淵、 平野、 中 山、 正木の 十五 氏 

來り圖 牌 を 弄し 尊で 小宴 を 開く 暮 みな 去る 川 橋、 加 藤、 山 下 三 子 踵で 至り 叉 飲む 夜 神 樂坂を 歩す 

一月 四日 快晴 川 橋 子 來りシ ー キス ピア 全書 を 携へ歸 る 貞吉 子と 歩して 小 日向に 至り 叉 腕 車を慵 ひて 神 保 

街に 至る 近 藤より 一圓 五十 錢を 受取る 眼鏡 を 修理せ しむ 金 十三 錢 午後 近 藤、 加 籐等來 る 共に 川 橋の 宅 

に 赴き カル タを 弄して 遊ぶ 座 上 知る 知らぬ 七 八 人 あり 

I 月 五日 快晴 午後 福 井 諸 生 親睦 會に 臨む 會 する もの 大凡 四十 餘名 會場 は. y 東 中村樓 なり 歸宅 すれば 

則ち 佐 野 氏より カル タ會を 催 ほす に 付來車 あれと 云 ふ はがき あり 因て 叉 之に 赴く 歸寓十 時 

一月 六 s 初雪 玉 屑. 霏 々として 終日 巳ます 雀の さんり までと 詠ぜ しも 今日の 雪 はさんり にも 越た る 可し と 

思 はれぬ 九 時 山 階 宮邸內 熊 谷 子の 宅に 至り 牛肉に て 酒 を 馳走に なり 其より 雪景 を 賞し 乍ら 近 藤 子の 宅に 至り 又 
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共に 上野に 遊び 雪景 を 賞し 尋で牛 込に 歸り鷄 一羽 を 割き 川 橋 子の 宅に 於て 一. 酌す 快 甚々々 此夜 積雪 18 々新月 

照 之 皎然眞 有 不夜城 之觀 川 橋 子 出 所 藏梁星 巖常磐 雪 行 之 詩 幅 掛之於 壁 間 衆 同聲誦 之朗々 之聲徹 四隣 九 時 近 

藤 子 まる 二子 亦歸る 

初雪 詩 

朔風 曉見飛 銀 屑 • 頃刻 庭園 瓊玉緩 數點早 梅 香 乃 知 幾 竿 疎 竹 長 先 折 豈無湯 上 小驢驅 正 想香爐 玉簾掲 

寒 士却傚 袁子臥 暖 1^ 南牖烹 新雪  . 

家信 を 得たり 直に 復す 

一月 七日 終日 在寓 伊籐 氏來る 共に 小 酌 歩して わら 店に 至り 寄席に 入る 加 藤 子來り 嘗て 赏す 所の リヴ 

イング スト ー ン氏 紀行 を 返す 

一， 月 八日 晴 學校 授業 始るを 以て 學 校に 赴きし に 課目 悉く 休みな りき 因て 近 藤 子の 宅に 至り 閑談 數時辭 し 

て歸る 時に 十二時， 三十 分な り 歸途 一島 未來記 を購ふ 値. 五錢 此曰 丙戌會 あり たれ ども 感 胃の 氣味 ある を以 

て 行かす 

一月 九日 日曜日 晴 有 風 此朝寒 威頗嚴 九 時 家 を 出で、 山 田 子 三郞子 を訪ふ 養麥の 馳走 あり 其れよ 

り 中 西屋に 至る 川 橋 子の 托に 從り懷 中日 記 を 得ん と 欲するな り 正午 歸宅 此夜 明月 皎々 殘雪を 照す 景色 絕 

奇  - 

治 二 十 年 
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一月 十日 晴 學校 退散 後 近 藤、 馬 淵 二子と 芝に 遊、 び 新橋に て 馬 淵 子に 刖れ 銀座 を經て 還る 途今 金に 至り 一 

酌す 夜 渡 邊子來 る 

I 月 十一 日 雪 午後 雨に 變す 龍 口の 信 あり 明日 歸國 する 旨 を 報す 因て 散 校 後 之 を訪ふ 同 子 病 あり 醫 

師の勸 に 因り 歸鄕 するな り 詩を賦 して 之 を 送る 

玉屑滿 天糝， -來 須臾 白屋 變銀臺 征 蹄朝蹈 京師 雪 旅 袖 夕 薰故地 梅 容易 醫方驅 病 鬼 自然 佛カ 活明才 

櫻 花 更約舂 風 節 墨 陀堤頭 共擧杯 

雪 みぞれ ふるさと さして ゆく 君の 今日の 別の 惜 まる、 かな 

暮歸 宅す 此夜 細雨 蕭然 庭樹に 滴り あたかも 春雨の 如し 

I 月 十二 日 風 あり 晴曇 不定 內藤運 平に 返信す 

一月 十三 曰 曇 學校 にて 放 課の 間に 將來之 日本 を讀む 議論 痛快 文字 活動 頗る 面白 かりし 夜 三 上益來 共 

に 神 樂坂を 歩す 此日見 沙門の 緣 日に 當 り往來 甚だ 雜杳す 

一月 十四日 雨 歸途近 藤 子の 宅に 至り 話す 福 原子 亦た 至る 

一月 十五 日 晴 有 風 學校步 兵 操 練 授業のと き 二級 生と 合し 九 段 坂まで 駄足 行軍 をな す 頗る 壯快 なりし 

歸校後 仁 泉亭に 赴く 英語 會に 臨むな り 近 藤 宅に 至り 談す 暮歸る 夜 七 時 頃 地震 あり 頗る 猛烈な り 近年 稀 

にある ところ 作文 あり 題 は 三十 而有窒 論 
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一月 十六 日 晴 有 風 朝家 を 出で 貞吉 子と 近 藤 子 を訪ひ 共に 日本 橋 l5i 茅場 町に 赴き 越路 太夫の 淨 瑠璃 を 聞く 

外題 は 中 將姬雪 責之段 流石 は 名人 だけ ありて 昔 吐 明瞭 頓挫 あり 波 潤 あり 怨 むが 如く 訴 ふるが 如く 老爺 媼淚を 流 

す もの あり  . 

一月 十七 日 晴 滿知倭 文より 年賀 狀 あり 近 藤 子 来り 直に 去る 此日 始めて 器械 體操を 行 ふ 輕 震ニ囘 あり 

一月 十八 日 雪 朝 起 窓 を 推せば 積雪 已に寸 許 雰々 尙 休ます 散 校の 頃に は 尺餘に 及べり 近來 になき 大雪 

なり 貞吉の 爲に對 馬 砲 臺碑序 を 作る 

一月 十九 日 晴 此日滿 市 雪融に 際し 泥濘 甚し 近 藤の 宅に て 福引 を爲す 會 する もの 和 達、 立 花、 福 原、 稻 

波、 香 村、 太 田 等 併せて 八 人な り 余れ 香 村 子の 出品せ る 錦繪を 得たり 歸て 之を是 子に 與ふ 夜 火 あり すり 

半鐘 を 打ちし 故大に 驚きし が 同人 社外 塾な りと 云 ふ (小 日向 臺第六 天 町) 

一月 二十日 雨 貞吉の 爲に稻 波より 佛英 字典 を I 貝 ふ 値 金 一圓 山形 紀行の 稿 を 起す 道路 泥濘 汁粉 を 流せ 

るが 如し 

一月 二十 一日 雨 吉 岡の 書 あり 明日 來る 可き 旨 を 報す 

一月 二十 二日 晴 散 校 後 正木、 中 川、 山 座、 伊藤、 近 藤、 不破 等と 松 下 氏に 赴く 其 病 を 訪ふ也 各々 金 若 

千 を 投じて 鷄卵箱 一箇 を 贈る 別れて 近 藤の 宅に 至り 尋で谷 島に 至る 永 井、 比 企、 魚 住、 岡 本 等 七 八 人 あり 

歌 カル タを 弄す 晚七 時辭し 去る 

明治 二十 年 
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一月 二十 三日 雨 終日 不出鬥 Nicholas  Nicldcl)y を讀む 快絕 

一月 二十四日 晴 英作文 題 or-  tho  Winter  Almlsollts なり 天皇 皇后 今日 御出輦 京都へ 行幸 啓 遊ばさ 

る、 害の 處 海上 風波 悪しき 由に て 御 延引 被 仰 出 樋 口 健 一郎 氏の 訃 あり 天 我が 校の 一 奇才 を 奪 ふ. 嗚呼 悲哉 

歸途洽 集 館に 至り 筆紙 及 平家物語 を購ふ 

一月 二十 五日 雨 天皇 皇后 京都 行幸 啓 御發輦 三十 而有窒 論 九十 六點 叉貞吉 子の 爲に 作りし 對馬砲 臺碑序 

百點を 得たり 作文 宿題 二月 五日まで 政 敎新論 序 

一月 二十 六日 雨 秋 月 氏 修身 學 休み 

一月 二十 七日 晴 正午 稻 垣の 爲 めに 共に 步 して 萬 * 橋に 至る 歸途牛 a 二 杯 を 馳走 せらる 熊澤 氏の 課 休み 

一月 二十 八日 快晴 連日の 陰 雨 漸く 晴を 放ち 道路 亦た 乾く 遠近 始めて 春色 あり 午後 馬 淵、 藤 瀬 二子 來る 

夜 近 藤 子來る 共に 歩して 神樂 坂に 至り 草鞋 を購ふ 明日 近 藤 子と 遠足の 約 あれば なり 

一月 二十 九日 快晴 本日 入校 式 施行に 付き 臨時 休業 午前 八 時 近 藤 子 来る 一瓢 を 腰に しー團 飯を懊 にして 

ゆく 戶山學 校 前より 大久保 村に 出で 新 井 薬師に 詣し 近郊 を 何處を あてと 定めな く 跋渉し 遂に 堀の 內の 傍に 出で 

四 谷 を 經て歸 宅す 途林子 を訪ふ 夜 川 橋、 貞吉 二子と 藤本 亭に 赴き 圓 朝の 人情話 を 聞く 歸る比 ひ 雨頻に 降り 

出しみ な濡 鼠の 如くな つて 去る 

一月 三十日 雨 墓に 至て 天晴る 夜貞吉 子と 神 田に 赴く 貞吉子 靴 c§ を 買 ふ.. 歸途近 藤 を訪ふ 不在 
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一月 三十 一日 晴 通路 始めて 乾く 連日の 陰 雨 漸く 晴れし と 思 ひし まもなく 復た 降り出せし 昨日の 雨 も 僅か 

に 一 日に て 降り 已み 全く 春 景色と なり 又 紙 蔦のう なる 音な どい とや かまし 

二月 一 曰 晴 有 風 此 日風甚 しく 塵埃 を 飛ばし 路上 を 行く 者 其 眼 を 開く 能 はざる 程な り 然れ ども 其 風 自ら 

暖 にして 何となく 春めきたり 

二月 二日 晴 近 藤界と 正木 政 を 本 鄕に訪 ふ 晩餐 を 饗せら る 夫れ より 伊藤 幸 を訪ひ 須臾に して 去る 歸途 

稻 垣に 逢 ふ 因て 其寓に 至り 餅 を 食 ひ 談話 數剥 にして 歸る 此夜 月色 淸冷 

二月 三日 晴 稻垣 子に 饗せられて 桃の 舍に 赴く 此日學 校より 體操場 鑑札 を 受取る 

二月 四日 晴 有 風 此 日立 體 幾何 學 平常 試 業 あり 歸宅後 某 女の 爲に 裁縫 學校祝 文 を 添削す 馬 淵 氏の 需に 

應 する 也 

二月 五日 晴 平野 氏と 桃の 舍に 赴く 同 子の 饗に與 かるな り 其れより 直に 丙 戌 會に仁 泉亭に 臨む 演說者 

堤、 水 野、 中 川の 諸氏な り 余 三十 六 歌仙 をよ む 

二月 六日 晴 朝政 敎新論 序 を 作る 川 橋 子 来る 後 白 石 子來る 共に 小石 川に 至り 岩 田 子 を訪ふ 雜煮 餅の 

馳走 あり 夜 月 を 蹈で歸 る 

二月 七日 曇 近 藤、 白濱 二子と 萬 f 橋 靴屋に 赴く  . 

二月 八日 曇 歸途 平野 氏と 小川 町に 至り 西洋 ノ ー ヴ H ルニ冊 を購ふ Fortuii つ， S  of  Nigo-  Cathcriii なり 

明 治 二十 年 
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二月 九日 晴 風 あり 福 原子の 饗を 受け 桃の 舍に 赴く 歸途平 岡の 處に 至り 談す 哲學 會雜誌 第一 號を購 ふ ^ 

5 

二月 十日 晴 有 風 此日 佐々 木 先生 生物 學 授業 休み 夜 只 野、 和 達 二子 來る 只 野に 貸す に 平家物語 を 以て 

す 只 野 在米 石 川 器 蔵よりの 書狀を もち 來る 

二月 十一 日 晴 午後 近 藤 界を訪 ふ 福 原 在り 閑談 數刻 暮歸る 晩餐の 饗 あり 近 藤 子 余が 家に 至る 夜 九 

時 頃 去る 此日 いろは 文庫 を購ふ 

二月 十二 日 晴 英語 會に 臨む 束 髮會の 趣意 を 述べた る 和 詩 を 作らん と 欲し 夜 十二時に 至る 

二月 十三 日 快晴 午前 在宅 西 山 省 吾子 來訪 同 子と 相 見ざる こと 半年に 過ぐ ん 日の 了 逢眞に 喜ぶ 可し 

午後 貞吉 子と 歩して 祌 田より 上野に 赴き 暮歸 宅す 此 日天氣 快晴 春光 騎蕩 上野 邊 遊歩の 人も隨 分見受 たり • 

二月 十四日 晴 物理 學小 試驗 あり 歸 宅の 途次 殂橋を 過ぐ 書肆に 鶴 衣 疎狀の 老人 あり 曰く 鎌 倉より. 來り 

未だ 家 あらす 俳句 を 以て IK 下 を 漫遊す る 者と 其 句 一 一 あり 

白梅 ゃ北條 どの、 やしき 跡 

汲 だ 茶の 冷る も 知らす 梅林 

二月 十五 日 晴 風 烈し 塵埃 を 捲く こと 甚 しく 行人 太 だ艱む 此日 佐々 木 氏 授業 やすみ 政 敎新論 序 九十 九 

點を 得たり 宿題 論 祖宗 聖德萬 國所无 卽席 讀 神代 紀 夜貞吉 氏と 佐 野 氏 を 訪ひ畫 手本 を かり 歸る 

二月 十六 日 晴 散 校 後平 岡、 近 藤と 萬 世 橋に 至り 靴 を 得 歩して 向島に 至り 圑子、 雜煮杯 を 喫し 上野 を 經て歸 


る 家信 あり 口 く 家 嚴廿四 五日 を 以て 發仙 上京す と 

二月 + 七日 晴 夜 山 座來る 饗せられて 島 金に 至る 

二月 十八 日 快晴 馬 淵に 嘴して 買 ひたる ズボン を 受取る 近 藤來り 一圓 を 返却す 

二月 十九 日 晴 此日 臨時 休業 朝 歩して 近 藤の 宅に 至る 途に 木曾路 名所 圖會、 河內 名所 圖會 を購. A 値 一 

圓ニ錢 なり 下宿屋 を 捜して 遂に 板 垣 善 五郎の ニ窒を 借る を 約し 手附金 五十 錢を與 へて 去る 午後 馬 淵、 山本來 

二月 二十日 晴 荒 川 昇來る 春 木 座に 至らん と 欲し 行く 大人に て札留 なり 因て 稻 垣の 宅に 至り 遊び 共に 

歩して 上野に 至り 敎育 博物館 を覽、 歸途璺 國屋に 至り 叉た 稻垣 を訪ふ 時歸宅 女 學雜誌 二 册を購 ふ 山本自 

由の 太刀 を 持ち去る 

二月 二十 一日 晴 伊藤に 饗せられて 松 本に 赴く 歸 りに 近 藤の 宅に 至り 車に 乘 じて 歸寓す 

二月 二十 二日 晴 近 藤と 佐 野 を訪ふ 不在 

二月 二十 三日 暗 近 藤の 宅に 至り 遊ぶ 福 原、 和 達 等 踵で 至る 暮歸る 西 山 省 吾 氏 を訪ふ 不在な り 束 

髮會の 歌 成る 之 を 馬 淵に 贈る 

二月 二十四日 晴 風 あり 寒し 聖上 皇后 宫還幸 啓 遊ばさる 右に 付き 學校ニ 時間 休業 其 他の 諸 時間 も 亦み 

な 休みと なる 寄宿 舍 にて 遊ぶ 晚に歸 る 此 日地久 庵に 至る 福 原子 饗す 

i! 治 二 十 年 
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二月 二十 五日 晴 佐 野 氏に 至り 通學を かきて 實ふ 

二月 二十 六日 晴 午後 上野 停車場に 赴く 此日 知友 十 有 九 名 杉田觀 梅に 赴く 余 家 厳の 至る ある を 以て 行か 

す 

二月 二十 七日 曇 雨 ボッく 降る 朝 上野 停車場に 赴き 家嚴の 至る を 待つ 來 まさす 因て 歸 宅す 午後 貞 

吉と神 田に 赴く 叉 西 山 を訪ふ 家嚴廿 六日 發 程の 旨 報知 あり 

二月 二十 八日 晴 歸 宅の 途板 垣に 至る 家 嚴今牛 を 以て 着 京し 給へ り 談 する こと 數時 同車して 牛 込に 歸 

る 

三月 一日 晴 風 あり 塵 を 捲く 事甚し 遠近の 梅花 大抵 笑 はざる なし 家 厳に 聞く に仙臺 など は 未だ 一 點の芳 

を 破らす と 此日 東海道 名所 圖會、 伊勢 參 官名 所圖會 を購ふ • 値 合せて 一圓 

三月 二日 晴 

三月 三日 晴 此日 佐々 木 敎論缺 席 午後 和 達と 板 垣に 赴く 家 嚴を訪 ふ 在らす 暫 らくして 歸る 因て 共 

に 靑陽樓 に 晚餐を 喫して 歸る 此日 古今 集 遠 鏡 一部、 三 好監物 忠節 錄 一部 を 賞 ふ 

三月 四日 晴 讀 神代 紀の文 九十 八點を 得たり 學 校より 證明書 を 受取る 

寫 

證明書 
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福 井 縣足羽 郡 佐 佳 枝 上 町 三十 二番 地 

士族 芳賀 眞疾 長男 芳賀矢 一 

右 《本校 第三 年學級 修業 中ノ 生徒-一 シテ旣 二  二 ケ年ノ 課程 ヲ卒リ タル 者 ナリ依 テ之ヲ 證明ス 

月  H 

校長 印 

三月 五日 晴 歸 校して 直に 旅装 を 整へ 杉田觀 梅に 赴く 同 遊 林、 持 地、 白濱三 子な り 此夜杉 田に 宿す 明 

月 林に 滿ち淸 絕冷絕 記事 觀梅 紀行に 詳 かなり 

三月 六日 晴 杉 田を縱 覽し歸 京す 途 に白濱 子の 宅に 至り 叉 一 酌す 此夜 月明 昨夜に 劣らす 

三月 七日 晴 歸途板 垣に 至る 暫くして 貞吉子 亦た 至る 家 嚴に拉 せられて 靑陽樓 に 至る 此日笠 井 氏畫學 

休業たり し 

三月 八日 晴 夜 伯父 君の 命 あり 家 尊に 板 垣に 謁す 歸途近 藤の 宅に 至る 新 論 ニ册、 卵の 箱 一つ を 貰 ふ 

三月 九日 雨 風 あり 雪 少し 降る 

三月 十日 晴 米 人力 クラン 氏の 演說を 講義 室に 聞く 耶蘇 敎に關 する を 以て 事 甚だ 面白から す 拍手の 聲 少し 

も 起ら す 

三月 十一 日 晴 山 座來訪 共に 松 下丈吉 氏の 宅に 至る ハム レットの 講義 を 聞くな り 十時歸 宅す 此夜月 

明治 二十 年 
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日 

明晝の 如し 

三月 十二 日 曇 風 あり 砂 を 捲く こと 甚し 英語 會に 臨む 余れ 糞 者の 傳を飜 譯し之 をよ む 馬 淵 氏來る 晚 

餐を樊 して 去る 平野 氏と 桃の 舍に 赴く 

三月 十三 日 晴 午後 板 垣に 至り 家 尊 を訪ふ 家 尊 明日 發程歸 仙 せらる、 なり 歸途近 藤に 寄り 共に 脚半 一つ 

宛 を購ひ 伴うて 牛 込に 至る 夜 十 時 頃 近 藤 子 去る 

三月 十四日 晴 列聖盛 德萬國 無比 論 九十 八點を 得たり 

三月 十五 日 朝 岡 本 を訪ふ 獨乙 文法書 一冊 を 贈らる 同氏 は來月 上旬 出 發歐洲 へ 赴く よし 

三月 十六 日 晴 獨乙學 の試驗 あり 

三月 十七 曰 晴 此日 イビ ー 氏の 演說 あれ ども 叉た 先日の カク ラン 氏の 如くな らんと 思 ひて 聞かす 夜雨 ふる 

こと 甚し 

三月 十八 B 曉起 雨尙ほ 霽れす 外套 を かぶりて ゆく 學 校に 至る 頃 渐く晴 る 體操 あり 大に 困る 此 日英 

文 學試驗 あり 歸途近 藤 の 家に 至る 夜 松 下に 至り ハム レット を 聞く 

三月 十九 日 晴 

三月 二十日 快晴 加 藤淺ニ 郞來る 午後 貞吉 子と 青山に 赴き 馬 淵 を訪ふ 暮歸 宅す 

三月 二十 一日 快晴 午後 獨り 出で \ 上野に 步す 士女 群集 觀 花の 候の 如し 梅花 は 巳に 散り か、 りたれ 共 櫻 


548 


は 一 向に 未開な り 

三月 二十 二日 晴 歸 宅の 途 雨降り 出したり 動物 學試驗 あり 題 北賓斬 獅子 圖 九十 五點 

三月 二十 三日 雨 雪 を 交 ふ 

三月 二十四日 晴 植物 學の 試驗 あり and 體 操の 試驗も 

三月 二十 五日 晴 三角法の 試驗、 英文 學飜譯 の 試 驗ぁリ 夜 松 下に 赴き ハム レットの 講義 を 聞く 

三月 二十 六日 晴 30  S  fsln  Asai 倫理 學の 試驗 あり 新 波 祖父 君より 半紙 數帖を 贈らる 米 野信實 の. 信 あ 

り 曰く 頃日 上京、 魏町山 下町  一丁目 二番 地 池 田 方に 寓 すと 

三月 二十 七日 快晴 午後 家 を 出で湯 島 切通に 至る 岡 本 氏の 歐洲行 大久保 氏歸鄕 の途に 上らる、 の 送別 宴に 

臨むな り 歸途 ニー 上、 比 企と 歩して 上野に 至る 三 上 を 伴うて 寓に歸 る 福 原 蘇 州と Merchant  of  ^^3=icc,  <& 

Vicar  -f  Wakefield の 交換 をな す 

三月 二十 八日 快晴 物理 學の 試驗 あり 第二 學期試 業 全く 終る 夜 近 藤と 松 木 を訪ふ 

三月 二十 九日 晴 風 吹く 暮松木 を訪ひ 明日 彌-發 足す る や 否や を 問 ふ 蓋し 甲 州に 遊ぶ の 約 あれば なり 

田邊の はがき ありて 行かぬ よしに 付き 遂に 甲 州 行の 事廢 案と なる 

三月 三十日 晴 風 あり 午後 近 藤 を訪ふ 不在な り 立 花 を訪ひ 共に 淺 井の 寓に 至り 閑談 數刻 にして 歸る 

三月 三十 一日 晴 朝 近 藤 を訪ふ 叉 寄宿 舍に 赴き 數 子と 上野に 遊ばん とす 故 あり 果さす 

明治 二十 年  - 
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曰  p  • 

四月 一日 近 藤 を訪ひ 歩して 上野に 至り 共 進會に 至る 途に マコ ー レ ー H ッセ ー を購ふ 値 一圓 四十 錢 家に g 

東す 叉 龍 口に 信す 

四月 二日 雨 夜 川 橋、 貞吉 等と 牛 を 煮て 酒 を 飲む 

四月 三日 曇 風 あり 午前 近 藤 及 立 花 來り訪 ふ 終日 家に 在り says を讀む 快甚し 此日 二人 ッン ボ、 

小春日和、 吸物 鉢 等の 筋 書 を 日々 新聞より 切りぬ く 

四月 四日 晴 風 あり 家信 あり 朝 七 時 家 を 出で 土 i 藤 を訪ふ 二階に 梯子 を かけて 上れり 頗る 可笑し . 

共に 上野に 至り 共進會 場に 入る 西 山に 逢 ふ 拉 せられて 淺 草の 富士山に 登る 叉 歩して 向島に 至り さくら 餅 を 

食 ひ 歸途叉 上野 を 經て歸 る 

四月 五日 晴 (快晴) 朝 牛 込 郵便局に て 爲替を 受取り 歩して 神 田に 至り 書籍 二三 冊を購 へり u ングフ Hnl 

詩集、 ゴ ー ル ドス ミス 詩萃、 カオ パ ー 詩鈔 及李頓 のリュ ー タレ チア 一冊 を購 へり 午後 學 校に 赴く 點數を 見ん 

と 欲して なり 

四月 六日 晴 午前 學 校に 赴く 點數 未だ 出です 不破來 る 午後 叉學 校に 赴き 晚餐を 食 ひに 歸り 夜叉 伊藤 を 

訪ふ 此度は 八十 ー點、 五 を 得たり 概言之 ニノ 組 は點の 多き もの 多 かりし 故に 番號は 一番 下れり (余が 組に て) 

全體 にて は 少し 上れり 夜 貞吉と 寄席に 赴け り 

四月 七日 晴 此日 御殿山に 遊ぶ の 約 ありし が 故 あり 果 さす 此日 終日 在寓 ロング フ H  „1 1 詩集 をよ む 中々 


面白 かりし 夜 喜 多 村 桂 一 郞を訪 ひ ハム レット を 借り 還る 

四月 八日 曇 學校 始め (三學 期) 午 後久 米 幹 文 氏 を 訪ひ大 八洲 史及增 鏡 を 借り 還る 山 本に 拉 せられて 蓮 玉 

に 至る 斯波 叔父 六日 幅 井を發 する の 報 あり 

四月 九日 晴 英語 會に 臨む 歸途 徒然 草 を購ふ 十錢 なり 山 田に 逢 ひ 共に 靖國祠 に 歩し 櫻 花 を 見る 龜の 

年 等 を おごらる 此日丸 善に 赴く 書籍 を 買 はんと 欲して なり 然れ どもな し 夜淺井 を訪ふ 

四月 十日 快晴 朝 コック リ樣を やる 頗る 甘し 午後 平野、 貞吉と 上野に 歩し 叉 墨陀に 赴く  士女 群集 塵： 埃 

蓊勃殆 んど櫻 花の 淸を 汚す 然し 凡 以て 太平の 象 を 見る 可き あり 有 記 購哲 學會雜 誌三號 歸途稻 垣 を訪ふ 

四月 十一 曰 曇 夜雨 ふる 歸途 新橋に 赴く 叔父 君を迎 へんと 欲するな り 待て 十 時に 至る 因て 歸 宅す 

歸宅 すれば 巳に 着 京せられ たりき 

四月 十二 日 雨 佐々 木 忠次郞 氏の 授業 休みな りし 

四月 十三 日 晴 井上 氏 授業 休み 歸 途白濱 子の 宅に 至り 柴田中 竹 等と 墨陀に 遊び 上野 を 經て歸 る 

四月 十四日 晴 風 あり 散 校 後 近 藤 を訪ひ 談話 數刻 共に 歩して 牛 込に 歸る 龍 口の 書 を 得たり 

四月 十五 日 晴 歸宅 すれば 西 山の端 書 あり 本日 四時 頃に 御 來訪を 乞 ふと 云 ふ 因て 之に 赴く 觀覽券 を 貰 

ふなり 共に 歩して 牛 込に 至り 叉 喜 多 村 桂 一 郞を訪 ふ 談話 數時 にして 之 を辭し 去て 近 藤 を訪ふ 夜 十時歸 宅す 

四月 十六 日 快晴 朝 八 時 頃 平野と 共に 墨堤に 赴く 帝 國大學 運動 會に 赴くな り 十 時 進水式 あり 十一 時 頃 

明治 二十 年  . 
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日  記 

より 競漕 始まる 五 時 頃に 至り 來客 競漕 あり 高等 中 學大に 勝つ 歡呼天 を 動かす champion  race にて は 法 1^ 

5 

科 大學勝 を 得たり 此 日天氣 快晴 落花 霏々 明 宮殿 下を始 とし 參らせ 各 皇族 諸 大臣 貴女 純 士來會 せらる、 者 無慮 

數百人 窓に 盛大なる 運動 會 なりき 歸途只 野と 稻垣 を訪ふ 

四月 十七 日 快晴 九 時 林 来る 共に 八洲 園に 赴く 番町學 校 故 友 親睦 會に 臨まん が爲 なり 十 時 八洲 園に 至 

る 巳に 十 人餘來 集せ り 互にむ かし を 語り 樂 しき 事 かぎりなし 十二時 頃に 至りて 柳 谷、 後藤、 有 馬 等の 演說 

あり 女子の 方に て は 野 村 ひさ子が 祝 文 あり 中々 見事な り 已 にして 校長 丹 所 啓 行 氏來會 せらる 氏 職 を敎育 

に 奉す る こと 玆に 十有餘 年、 鬚 眉 漸く 白し 其 勞思ふ 可し 此日 女子 も 打ち 交りて 居りし かば 酒 は 飲まぬ がよ し 

さり とて 其に て は 祝の 心に ならす とてべ ル モ ッ卜を 三本ば かり 飮 みしが 校長 氏 は 更に 數 本の ビ 1 ル等を 贈られた 

り 二 時 頃 宴 を 終へ 或は 競走 を 試む る もの あり 此日風 あり 園裡 落花 紛霏 景色 尤も 奇 なり 已 にして 復た 座に 

かへ り 幹事 を 選擧し 一年 兩度 開會に 決す 幹事 は 柳 谷、 有 馬、 木 村 及び 神 田く ま 千代、 野 村 ひさ、 齋藤 ゆりの 六 

人な り 六 時散會 せり 余 は 林と 車に 乘 じて 歸 宅す 時に 晚七時 頃な り 此日 男子の 出席者 は 十六 人 あまり あり 

女子 は 大凡 十五 人 程な り 殊に 可笑しき は 相 別れに し 日に は 十二 三の 乙女な りけ る 人の 今 は 皆な 人の 母と なりて 

1 一ん 三人の 小兒を 携へ來 るな どよ ろづ に付きて 昔 をし のぶ 種と なり ぬ 

四月 十九 日 晴 

四月 二十日 曇 


四月 二十 一日 晴 歸途山 座 を訪ひ 正木 氏の I^ienzi を 借り 來る 

四月 二十 二 曰 a 井上 氏 授業 休みな り 歸途白 濱を訪 ひ 牛 を 煮て 小宴す 福原與 にす 

四月 二十 三日 雨 

四月 二十四日 晴 朝 久米幹 文 氏 を訪ふ 不在な り 歸途稻 垣 を訪ひ 正午 歸 宅す 巳に して 午餐 を 終へ 叔父 及 

貞吉と 歩して 目白 薹別莊 に 赴き 櫻 花 を觀、 筍 を 掘りて 歸る 此曰 Vicar  of  Wakefield を購ふ 

四月 二十 五日 晴 工科 二年生 巿來吉 太 郞子墨 水に 於て 測量 中 溺死せ る 由の 報 を 得 可 悼 立 花來訪 

四月 二十 六日 晴 巿來 吉太郞 葬送に 付 午後の 課業 休みと なる 西 山 省 吾 來訪す 

四月 二十 七日 快晴 朝 四時 頃 蓐 を 出で 餐し 直ちに 家 を 出で \學 校に 至る 行軍 あれば なり 五 時半 頃 校門 を 

出で 本 所 五百羅漢に 至り 少憩し 進んで 辨天 (洲 崎) に 至り 辨當を 開き 一時 頃歸 宅す 

四月 二十 八日 晴 松 平 正道 来る 

四月 二十 九日 晴 久米幹 文 氏 を 訪ひ增 鏡 五册を 返却し 更に ニ册を 借る 

四月 三十日 雨 攻書 會に當 籤す 乃ち 山 座、 正木、 中 川と 松 本に 至る 

五月 一日 朝 西 山、 福 原 等來る 平 山 及 貞吉と 上野に 遊び 歸途西 山に 饗せられて 豐國に 上り 叉 車に 乘 じて 西 山 

の 宅に 至り 夜 九 時頃歸 宅す 

五月 二日 晴 稻 垣と 牛乳 を 飲む 此日鐵 砲 を貸附 せらる 

明 ^5  二 十 年 
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五月 三日 午前 曇 午後 雨 平野と 車に 乘 じて 歸 宅す Kicmi を 太 田より 受取る 夜淺 井の 詩集 を 評す 龍！ 1 

に 東す 

五月 四日 午前 曇 午後 晴 及 川の 信 を 得たり 

五月 五日 晴 午前 曇 山 田 子 三 郞來訪 

五月 六日 晴 夜雨 井上 氏 休業 立 花、 中 村 (竹) と 歩して 地久 庵に 至る 作 間に 貸す に Lady  of  the 二 

を 以てす 此 曰横濱 より 書物 來る ネルソン 傳、 ハム レットの 二 冊 を購ふ 

五月七日 雨 學校散 じて 後 相 模屋に 赴く 丙戌會 第一 周年 祝賀 會 あり 余 は 祝 文 をよ む 四時 之 を 去りて 衆 

と 靑陽樓 に 至る 又 近 藤、 堤、 伊藤 等數 子と 松 幸に 至る 九時歸 宅す 

五月 八日 晴 伊藤、 堤 二子 來訪 乃ち 貞吉 を拉 して 共に 大久保 村に 遊び 躑躅 をみ る 紅 戴 を 布く が 如く 錦繡 

を 曝ら すが 如し 壯 觀々々 叉 新 宿に 至り 牡丹 を 見 十二時 歸 宅す 平野 氏 も 共に す 

五月 九日 晴 此日 臨時 休業 昨日 運動 會ぁ りしが 爲 なり 午後 和 達來訪 共に 島 金に 至る 叉 平野 を 訪ひ新 

文 詩 を 借り 還る 和 達より 眼鏡 一つ を 貫 ふ 

五月 十日 雨 此日馬 淵より 束髮會 の爲に 作れる 詩の 報酬と して 束 髮案內 一冊、 ハンカチ ー フ 一 グ ー スを貰 ふ 

歸途福 原に 饗せられて 馬 淵と 共に 松 本に 至る 

五月 十 一 日 晴 


五月 十二 日 晴 此 日中 村 竹と 散歩し ビ ー ルを 饗せら る 講義 室に ウィット マン 氏の 演説 あり 宗敎と 理學の 

爭は 果して ある 可き か 否かの 題な り 此日 靴一足、 眼鏡 一つ を購ふ 

五月 十三 日 雨 此日 三角法 試驗 あり 夜 松 下に 赴き ハム レットの 講義 を聽く 歸途山 座、 喜 多 村を拉 して 得 

信 社 をみ 尋で 酒屋に 入り ビ ー ル をのむ 十 時 頃歸宅 

五月 十四日 雨 此 日英 語會 あれ ども 行かす 

五月 十五 日 晴 午後 貞吉と 歩して 神 田に 至り 伊藤 を訪ふ 喜 多 村 あり 暫くに して 辭 して 去り 貞吉 と共に 松 

本に 至る 伊籐、 喜 多 村 踵で 至る 伊藤 は 頻に酒 を 飲む 余 等 は 喜 多 村と さきに 歸 宅す 歸途山 座 を訪ふ 夜 西 

山來訪 

五月 十六 日 晴 夜 近 藤、 平 岡 二人 来訪す 福 原、 和 達、 山上と 小川 町 を 歩し 福 原 氷水 を 饗す 

五月 十七 日 晴 

五月 十八 日 晴 夜 叔父 及貞吉 と共に 祌 田に 赴き 十 時 頃歸寓 午後 近 藤 を訪ふ 福 原 在り 共に 歩して 姐 橋に 

至り 今 某に 至る 

五月 十九 日 晴 此 日ォド 1- ラン 氏の 演説 を 講義 窒に聽 く 井上 氏 は 山 本よりの 囑托を 受けし 植物 品 標飜譁 を 

依頼す 先生 諾 せらる 

五月 二十日 晴  ^ 

叨 治 二十 年 


五月 二十 一日 晴 

五月 二十 二日 晴 朝 三浦屋 きたる 洋服 を 跳へ る 値五圓 た、 り 

五月 二十 三日 晴 午後 雷鳴 驟雨 來る こと 二三 囘 歸 宅の 途次 雨に 逢 ひ 歸れば 則ち 霽れたり 因て 久米 氏に 赴 

く 不在な り 中 川 氏を訪 はんと 欲して 求む るう ち 雨 復た來 る 因て 走りて 加 藤氏の 源覺 寺に 人り 少憩 IS 臾天 

晴る 乃ち 辭し 去る 久米 氏に ハンカチ， "フを 贈る  . 

五月 二十四日 啧 午後 洋服 假縫ひ 出来たり 

五月 二十 五日 晴 午後 疎 雨 來り忽 にして 设た霽 る 此日 午後 一二 時より 體操 場に 於て 大演習の 豫習 あり 倫理 

學 の試驗 あり 立 花 來り訪 ふ 

五月 二十 六日 晴 暮山 座來る 薄暮 家 を 出で 喜 多 村 を 誘 ひ 松 下 氏の 許に 至る 不破、 正木、 巾 川と 三人の み 

にて 余 等 を 合せて 五 人に， 過ぎす 仍て 今夜 は 講義 を 止め 共に 伊藤 を訪ふ 十時歸 宅す 

五月 二十 七日 晴 午後 曇 今日 叉々 體操 場に て 大演習の 豫習 あり  一二 角 法の 試驗 あり 

五月 二十 八日 曇 午後 雨 平野 献太郞 来訪す 

五月 二十 九日 雨 午後 山 出 子 三 郞を訪 ひ 閑話 數時辭 し歸る 

五月 三十日 雨 

五月 三十 一日 雨 洋服 出來す 夜 齋籐、 米 野 及 佐 野 来る 
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六月 一日 雨 微雨 時にはれ 時に 來る 午後 學 校に 殘り 居りて 物理 學を よむ 

六月 二日 晴 物理 學試驗 あり 夜 松 下に 赴く 歸 りに 山 座に 饗せられて 島 金に 至る 

六月 三日 晴 午後 稻 垣と 中 川 を訪ふ 種々 馳走に 與 かり 暮歸 宅す 叉久 米に 赴き 增 鏡の 質問 をな し 緩 世繼六 

册を 借て 還る 此曰 井上、 大槻兩 氏の 授業 やすみ 

六月 四日 晴 午後 風 あり 此日學 校に て 観兵式 あり 滋野 士官 校長、 森 文部大臣 等 臨視す 十一 時 頃 終る 乃 

ち歸 宅す 午後 和 達 來り訪 ふ 夜 喜 多 村 を 訪ひ閉 話數刻 共に 寄宿 舍に 至り 須臾に して 辭し 還る 喜 多 村に ビ ー ル 

を 響 せらる 

六月 五日 日曜日 雨 疾風 雨 を 吹き 戶を 開く 能 はす 午前 醫師牧 内 それがしに 至り 診察 を 乞 ふ 脚 氣の氣 味 

あれば なり 藥を 乞うて 還る 近 藤來る 

六月 六日 晴 頗る あっし 午後 山 座、 中 川來る 山 座と ケニ ルヲ ルス を譯 する の 約 をな す 夜 喜 多 村來る 

談話 十 時に 至る 共に 显 沙門の 緣 日に 散歩す 此夜 月明 ま 3- の 如し ，： 豕及久 米に 柬す 

六月 七日 雨 夜 大に雨 ふる 此日 分科の Is^ を學 校に 差 出す 

六月 八日 快晴 此日學 校 臨時 休業と なる 法科 一年生 詮議の 筋 あるが 故な り 久 米の 書 を 得 

六月 九日 雨 此日 講義 窒 にて 新 校長の 閲見式 あり 學校 臨時 休業と なる 動物 举の試 驗有之 害の 處 臨時 休業 

に 成た るに 付き 延引 

明：^  二十 年  . 
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0  記 

六月 十日 晴 此日 亦體操 一時間 あるの み 馬 淵と 共に 中 川 小 十 郞を訪 ふ 正木 尊で 至る 暮歸 宅す 

六月 十一 日 晴 午後 丙 戌會に 臨む 又 三時 半より 野村舊 校長の 送別 會に學 校 練兵場に 會す 會 する 者 無慮 六 

百 有餘人 數 子の 演說等 ありて 中々 の盛會 なりき 夜 平野、 山 座來る 

六月 十二 日 快晴 午後 學 寮に 至り 二階に 假寢す 涼風 窓に 滿ち 快爽 無比 已 にして 和 達と 眞水 を訪ふ 歸宅 

すれば 斯波 祖父 大病の 電報 あり 

六月 十三 曰 晴 伯父、 叔父 兩君福 井に 向って 發 せらる 午後 馬 淵 來訪す  - 

六月 十四日 晴 此日 動物 學、 和漢 學の 試驗 あり 前 第一 高等 中學 校長 野 村 彥四郞 氏 任 所に 向 ひ 出發す 生徒 

新橋に 送る 者 多し 暮山座 を訪ふ 

六月 十五 日 午前 曇 午後 雨 井上、 秋 月兩氏 授業 休み 此 日日 枝 神社 祭典に 當る 伯父 君の 電報 あり E く 

本日 午前 長濱に 着す と 

六月 十六 日 晴 夜雨 ふる 

六月 十七 日 晴 午後 曇 此日 三角法の 試驗 あり 大槻氏 作文 試驗 あり 平野、 白 濱來る 

六月 十八 日 晴 頗 あっし 午後 山 座と 櫻 田 を訪ふ 叉 英語 會に相 模屋に 臨む 余 は Wearp  snlplr ニー 一 ：4  <-1ー0 

l>rrp.  (Imlrso と 云 ふ を 演說す 五 時 頃歸宅 すれば 斯波 祖父 病死の 電報 あり 

六月 十九 日 啧 斯波 伯父の 許に？ 狀を發 す 午後 齋藤、 中 村、 柴田來 る 履で 只 野、 近 藤來る 近 藤と 秋吉 


558 


の 宅に 至り 叉 山 座 を訪ふ 十 時歸宅 

六月 二十日 晴 午後 大雨と なる 午後 山 座、 中 川と 井上 氏 を訪ふ 種々 の 話 を 聞き 五 時 頃に 歸る. 歸途 大雨 

伞 なし 車を餹 ひて 歸る 

六月 二十 一日 晴 少しく 風 あり 此 日朝 一時間 あるの み 因て 立 花と 白 濱を訪 ふ 

六月 二十. 二日 晴 此日學 校 課業な し 

六月 二十 三日 午前 晴 午後 大雨 朝 物理 學 一時間 あるの み 是 にて 今學 年の 授業 は 終れり 正午より 親睦 <J3 

に 神 保 園に 臨む 大概 文彥 氏の 演說 あり 祝、 淺井、 立 花の 演說、 祝詞 等 あり 余 亦 祝詞 を 朗讀す 已 にして 相 

撲、 腕お し 等 種々 の戯 をな す 此日 諸敎員 出席の 害な りし も 入 學試驗 ありし が爲に 多忙な りと て 井上、 熊澤、 0 

岛氏等 早く 還れり 難 波、 秋 月、 佐 藤、 秋 山、 岡 本 氏 等 は 終まで 出席せ り 此 日は豫 てより 申合せて 备 福引の 品 

を持參 したれば 其數百 あまり ありて 中々 面白 かりし 已 にして 宴 始まる 是ょ りさき 松 木 鼎 三郞氏 生徒 總代 とし 

て敎 員に 謝 辭を述 ぶ 是に 至て 難 波、 秋 月 氏 交々 起て 此會を 祝 さる 已 にして 杯 觴飛交 衆 皆醉ふ 難 波 氏、 秋 月 

氏 等 交， 詩 を 呤じ劍 舞 をな す 晚六時 頃 衆 皆 歡を盡 して 還る 實に 近來の 一大 盛會 なりき 

六月 二十四日 學 寮に 赴き 輻原及 近 藤と 淺井 を訪ふ 正午 歸宅 

六月 二十 五日 晴 午後 山 座來る 

六月 二十 六日 睛 
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六月 二十 七日 晴 暮西山 省 吾來る 學業 修業の 爲め生 野 銀山に 赴く お 

六月 二十 八日 晴 生物 學の 試驗 あり 夜 和 達來る 午後 太 田、 近 藤 を訪ふ 

六月 二十 九日 晴 夜 平野 來る 

六月 三十日 晴 平野 を訪ふ 近 藤と 共に 又 山 座 を訪ふ 

七月 I 日 晴 獨乙 語の 試驗 あり 

七月 二日 雨 體操及 三角法の 學 年試驗 あり 

七月 三 s 雨 午後 家 を 出で、 寄宿 舍に 至る 薄暮 白 石、 比 企來る 

七月 四日 晴 井上 氏 英語 飜譯及 piphie の試驗 あり  . 

七月 五日 1= 物理 學 の試驗 あり 午後 平野、 山 座來る 夜 山 座 及 貞吉と 寄席に 至る 只 野の 書 あり m ぐ 明 

日 を 以て 發途歸 J 翁す と 

七月 六日 雨 和文の 試驗 あり 立 花、 喜 多 村、 稻垣三 子來る 福 原に 英語、 獨乙語 の 字引 を 貸す 家信 を 得 

たり 

七月 七日 晴 朝家 を 出で、 牛 込 郵便局に 至り 爲替を 受取り 學 寮に 至る 二階に 寢て 修身 書 を讀む 五 時頃歸 

宅す 暫 ありて 伯父 君歸 着せら る 加藤輔 之、 山 下 淸ーを 以て 余が リヴ イング スト —ン 紀行 を 借らん 事 を 乞 ふ 

因て 之 を 貸す 家に 東す 
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七月 八日 晴 此日 漢文 畫學及 倫理 學の 試驗 あり 學年試 業是に 於て 全く 終る 山 座、 和 達、 近 藤、 馬 淵來る 

七月 九日 晴 夜 平野 來る 午後 家 を 出で K 勸 工場に 赴く 歸途近 藤、 平 岡に 逢 ふ 因て 近 藤の 宅に 至る 行 

李 を 借りて 歸る 

七月 十日 晴 山 内、 山 田來る 午後 新 富 座の 劇場に 赴き 十 時頃歸 宅す 此不 在中に 山 座、 馬淵來 りしと ぞ 

七月 十一 日 晴 朝 立 花來る 共に 中 川 小 十 郞を訪 ひ叉久 米に 赴く それより 岩 田 を訪ふ 不在な り 因て 車 

に乘 じて 歸 宅す 此日叉 喜 多 村 を訪ふ 

七月 十二 日 晴 五 時發足 上野 停車場に 至る 佐 野、 中 川、 山 田の 諸子 來り 送る 中 川 氏より いらつ め 三册を 

受取る 黑 礎に 午餐し 四時 頃 白 河に 着し 泊す 此日須 賀川迄 至る 積な りし かど 路程の m 心の 外に 多 かりし と且 太し 

く 泥濘なる とに 依り 白 河に て 平野 氏 を待受 くる 事と なせり 夜 大に雨 ふる 

七月 十三 曰 陰晴 不常 午後 は 大方 晴る 道路の 泥濘なる 事甚し 車 行 大に遲 る 郡 山に 午餐し 福 島に 泊す 

夜 九 時 頃に なりて 平野 氏 着せり 

七月 十四日 晴 五 時 福 島 を發し 一時 頃 大河 原に 着 午餐 を 樊 す 夜 六 時 頃 家に 歸る 立 花、 中 川に 柬す 

七月 十五 日 雨 貞吉と 松 平 知事の 宅に 至る 西 山に 東す 

七月 十六 日 晴 只 野、 稻垣及 松 平來る 吉谷 氏の 細君 來り 枇杷 を 贈らる 馬 淵に 柬す 

七月 十七 日 午前 晴 午後 雨 貞吉と 雨宮に 至り 又 只 野 を訪ふ 只 野の 宅に て 午餐の 饗に與 かる 又 俱に永 井 
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日  記： 

德壽 を訪ふ 近 藤， 一福 原、 喜 多 村に 東す 

七月 十八 日 雨 午後 晴 薄暮 家 を 出で、 和 達に 至る つね子に いらつ め 第一 號を 贈る 和 達より 日光よりの 

手紙 を. 得たり 

七月 十九 曰 晴 永 井 德壽の 宅に 至り 獨乙語 を 習 ふ 山 座に 信す 午後 松. 平、 吉谷來 す 吉 谷より 葡萄酒 一 

本 を 贈らる 夜 トランプ 等 をな し 十 時に 至る 

七月 二十日 晴 松 平、 稻垣來 る 共に 歩して 榴 岡に 遊ぶ 午後 雨 宮正來 り 小宴 あり 

七月 二十 一日 晴 朝 只 野來る 貞吉、 松 平と 向山に 遊ぶ 歸途 公園 を 過ぎて 歸る 喜 多 村、 近 藤の 信 を 得た 

り 

七月 二十 二日 晴 雨宮 より 全國の 寫眞を 借り 來る. 福 原の 東 を領す . 

七月 二十 三 B 晴 平野、 白濱、 伊藤、 太 田、 不破、 香 村 等に 東す 內藤蓮 平來訪 

七月 二十四日 暗 午後 貞吉 と共に 國分 町に 歩し 散髮 をな す 歸れ. ば 和 達、 吉谷 在り 共に トランプ 等 をな レ 

夜 十一 時に 至る  , . 

七月 二十 五日 晴 

七月 二十 六日 晴 午後 二 時 家 を 出で 車 を 僦し和 達 を訪ひ 共に 鹽签に 赴く 家 尊、 阿孃、 祖母、 幼 妹 亦た 共に 

す 四時 鹽 釜に 着し 勝 畫樓に 宿す 涼風 滿座 意氣 爽快 
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七月 二十 七日 晴 扁舟 一隻 を艤 して 松 灣に掉 し代ケ 崎に 至り 鲷の 生洲を ー覽し 其れより 松 島に 遊び 午餐し 琐 

巖寺 及び 觀瀾亭 に 至り 叉 舟に 乘り 離島 邊 にて 釣 をな し晚八 時頃歸 着す 

七月 二十 八日 晴_ 朝 八 時 頃 神社に 詣り寶 物 をー覽 已 にして 社務所に 於て 饗應 に與 かり 正午 辭し 還り 少憩， 

切符 を 買て 石卷に 赴く 六 時 頃 同 港に 着 阿部 新に 投す 食後 散歩す 月明 涼氣 多し 

七月 二十 九日 晴 貞吉子 は  一 ノ關に 向て 發し余 及 和 達 子 は鹽签 に歸る 十一 時 着 直に 社務所に 至り 家 尊に 

面し 叉た 勝 畫樓に 至る 同樓 にて 午餐 ひる 寢を なす 五 時 頃 家 尊 至る 因て 復た 共に 社務所に 至り 晚餐 を樊 しん 

車に 乘 じて 歸 仙す 時に 八 時 頃な り 歸れば 立 花、 平野、 大 幸よりの 書信 あり 試驗點 平均 八十 四點 ばかり を 得 

たり 

七月 三十日 1  円 午後 水 野 金 六來る 共に 和 達 を訪ふ  , 

七月 三十 I 日 晴 午後 貞吉歸 仙す 

八月 一日 晴 貞吉と 家 を 出で、 和 達を訪 はんと 欲し 二番 町に 至る 途に 之と 逢 ふ 因て 共に 余が 家に 至る 

只 野も與 にす 夕 六 時 頃より 松 平 知事の 招請に 與 かり 报翠 館に 至る 來客 二十 餘名 あり 松 平 知事、 夫人、 令嬢、 

和 達 令孃、 小 笠 原 夫婦、 牧野 夫婦、， 松 平 正道 兄妹、 水 野 夫妻、 小 笠 原 令嬢、 宇都 宮 老人 夫婦 及 子息 貫 一氏、 土岐 

令嬢、 和 達 陽太郞 氏、 但木 氏、 貞吉 氏な り 水 野 氏 は 頭痛 ありし を 以て 出席せ す 宴 終りて 若圓 の講釋 あり 十 

時半 頃歸 宅す 
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八月 二日 曇 立 花に 東す 

八月 三日 晴 晚雨 ふる 午前 戶渾、 只 野 等來る 只 野 午餐 を樊 して 晩方 去る 已 にして 吉谷來 る 此 日和 達 

の 招請に 與 かり 抱 翠 館に 至る 歸途和 達の 宅に 至り 歌 カル タ、 トランプ 等 を 弄し 墨附 たどな す 十 時半 歸宅 

八月 四日 1  円 午後 岡 元 輔來訪 す 平野に 返信す 午前 松 平、 稻垣來 る 

八月 五日 雨 此 曰貞吉 東京に 向て 發す 送て 名 取 川 橋に 至る 午後 大風 雨 夜に 至て 已ます 满 井の 書 あり 

八月 六 s 風雨 昨夜より 未だ 巳ます 

八月 七日 晴 朝 吉谷來 る 共に 和 達 を訪ふ トランプ 等 を 弄し 十二時に いたる 午餐 を 饗せら る 午後 內 5、 

吉野等 を 伴 ひて 二 軒 茶屋に 遊ぶ 此日琴 昔 樂の會 ありし が爲 に同樓 殊の外 雜鬧 して 居るべき 所な し 下の 一室 を 

借りて 居る に 上に て どたばた やる 昔 やかまし 併し 仕方なき により 或は ひる 寢し 或は 圍赛し 或は トラ ンプす 暮 

歸る 席上 賦 一 律 

綠田十 里 望悠々 浴 羅風冷 氣似秋 木 下晚煙 飜暮鳥 城 原斜日 認歸牛 一 樽 詩 酒 閑人 樂 數 局圍甚 君子 遊 

咄々 痴漢 彼 何者 弄 來絲竹 噪高樓 

八日 八日 晴 只 野と 永 井に 赴き 獨語を 習 ふ 歸途永 野 を訪ふ 稻 垣の 書 至る 夜志津 と共に 三番 町に 赴く 

八月 九日 晴 風 あり 左程 あっから す 朝 只 野と 共に 東京 庵に いたる 此 より 先き 永 井の 宅 を 訪ひ獨 語 を 習 ふ 

共に 戶澤 を訪ふ 鬥 馬、 遠 藤 等 亦 至る 四時 頃辭し 去る 歸宅 すれば 和 達の 書 あり 留守に 熊 谷の 友人 河 谷と 1K 


ふ 者 を 伴うて 來れ りと ぞ 山 本、 平 岡の 書 あり 

八月 十日 喑 和 達 來訪し 午餐 を樊 して 去る 晚五時 頃 蘭 田 氏 着 仙せ り 因て 晩餐 後 與に和 達 を訪ひ ドミノな 

どなし 十 時顷歸 宅す 比 企、 正木の 信 あり 

八月 十一 日 喑 和 達、 只 野來り トランプ をな す 晚 餐後菌 田と ム ー ァ氏 a 1 ン テニス 場に 至る 和 達 在り 

與に難 波 正 氏 を訪ふ 九 時頃歸 宅す 平野の 書いた る おまち 來る 

八月 十二 日 晴 永 井に 赴く 夜茼 田と 共に 近 街 を 散歩し 氷 店に 入る 小 笠 原 老人の 數 多の 娘 子を携 へて 至る 

に 逢 ふ 不 破より 來信 

八月 十三 日 晴 朝 五 時 頃 菌田金 華 山に 向て 發す 夜 和 達來訪 貞吉の 信 あり 太 田の 信 あり 

八月 十四日 晴 午後 和 達 を訪ふ 吉谷 在り 與に 三番 町に 赴き 晩餐 を 樊し夜 一番 町邊を 散歩す 朝 永 井に 赴く 

八月 十五 日 晴 書 を 曝す 午後 驟雨 來る 貞吉の 信 あり 直に 之に 復す 

八月 十六 日 晴 朝 和 達 を訪ひ 與に內 藤に 至らん とす 途に內 藤の 老母に 逢 ひ 本日 は 皆々 不在な りとの 事に 付 

之 を やめて 永 井 を訪ふ 談 じて 十一 時 頃に 至り 辭し 遣る 午後 蘭田歸 仙す 夜 與に近 街 を 散歩す 

八月 十七 日 晴 和 達 前後 二 囘來る 只 野に 柬す 

八月 十八 日 晴 午後 驟雨 來る 午後 淺 井と 和 達 を訪ふ 下婢 誤って 不在と 稱す 因て 秋 保 を訪ふ 途大 雷雨 

に 逢 ふ 歸途又 和 達に 寄る 明朝 出 發の事 を談す 幅 原の 信 を 得たり 
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曰  記， 

八月 十九 曰 晴 淺 井と 和 達 を訪ひ 共に 停車場に 至り 七 時 發車白 石に 至り 日蝕 を 觀んと 欲し 一 旅 店に 入り 少 

憩. 二 時 頃に 至りて 街道 並木 松の 傍に 在りて 觀る 西 時 頃に 皆缺 了り たれば 歸途に 就く 直に 車を僦 して 大河 原 

に 向 ふ 晚六時 頃 着 山元 を訪ふ 生憎 不在に て 細君 一人 あり 一泊せ よと 勸 めた れど辭 して 高山に 投す 

八月 二十 B 晴 朝 車を僦 して 岩 沼 を 經仙臺 に歸る 十一 時な り 午後 和 達、 淺井等 着 仙 和 達 を訪ひ 共に 對 

橋樓に 赴く 親睦 會日を 誤りし が爲 なり 

八月 二十 一日 晴 朝 相 原、 松 平、 稻垣來 る 午後 淺 井と 和 達 を訪ふ 已 にして 余と 和 達と は 對橋樓 に 赴き 親 

睦會に 出席す 三十 有 餘名會 せり 十文字 區長、 秋 山 校長、 松 本校 長 等 亦來會 せらる . 新月 愛宕山 頭に 上りて 廣 

瀨の急 湍金蛇 を掣す 壯 絕快絕 夜 十 時頃歸 宅す 

八月 二十 二日 晴 午後 淺井. こ 向山に 赴き 歸途相 原 を訪ひ 薄暮 歸る 和 達、 吉谷 至り トランプ を 弄す 不在 中 

秋 山 校長 來訪 せらる 

八月 二十 三日 晴 午後 和 達 を訪ひ 共に 只 野に 至る 只 野 は 明後日 を 以て 發仙 上京 すれば なり 酒 を 馳走に た 

り歸る 此朝只 野來り 書物 を 返す 國分 町に 赴き 叉 松 平に 赴く 秋 山、 松 本に 赴く 立 花、 福 原に 東す . 

八月 二十四日 晴 雷雨 來る 夜 阿 母、 二 妹 等と 近 街 を 歩す 此夜 七夕に 當り 家々 燈を點 す 美觀 無双 十 時 

顷歸る 此行家 犬隨ふ 榴岡 にて 之 を 失す (榴 岡で はない 芭蕉 辻) 中 川に 東す 

八月 二十 五日 a 午後 放晴 朝 和 逮來る 共に 相 原 を訪ふ 其途 にて 松 平の 來 るに 逢 ふ 本鄕の 番地 を 報じ 
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越せし なり 夜 散歩す 

八月 二十 六日 晴 午後 迷 犬の 所在 を 易に 間ぶ 和 達より 本 a 難 波 氏の 饗宴 明 tn に 延びた る 3 曰の 報 あり 仍て 

之 を 相 原に 報す 薄暮 和 達來る 直に 去る 夜半 雨來る 

八月 二十 七日 雨 晚晴る 六 時 和 達來る 菌田を 伴な ひ 共に 抱翠 館に いたる 難 波 氏の 宴に 赴くな り 客 は 

上 遠 野、 鬥馬、 遠 藤、 秋 保、 相 原 等な りき 宴 終りて 後ち 種々 談話の すゑ 歸 宅す 歸途寺 小路 を 歩す 觀 昔の 緣 

日 なれば なり 

八月 二十 八日 朝菌田 東京に 向て 發 程す 午前 十 時 頃 吉谷來 る 午餐 を 喫し ra 時 頃 去る 雨頻に 降り 寒さ 堪へ 

がた し 秋 氣頓に 乾坤 を 襲 ふ を覺ゅ 貞吉の 信 あり いらつ め 着す 

八月 二十 九日 晴曇 不一 朝 和 達 を訪ふ いらつ め 第二 冊 を 贈り 併せて  一二の ニ册を 知事の 令嬢に 贈らん 事 を 

托す 十一 時頃歸 宅す 菌 田の 信 あり 

八月 三十日 晴 和 達來談 躍で 秋 保 も 亦來る 十一 時半 頃 去る 

八月 三十 一日 晴 和 達 を訪ひ 共に 內 藤に 赴く 運 平 子 不在 因て 釣魚な どして 遊ぶ 十一 時頃歸 宅す 此日 

和 達へ 大 八洲 學會雜 誌 數册を 持ち 行く 叉 永 井、 水 野に よる 水 野よりか つて 貸せし 書物 を 受取る 相 原、 松 平 

に 東して 明日 午後より 來訪 せん 事 を 求む 晚菌 田の 信 あり 直に 復す 此夜 月色 玲瓏 緣 端に 賞觀 して 殆ん どぬ 

る を 忘れん とす 

明治 二十 年  ， 
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日  0 

九月 一日 晴 午後 和 達、 相 原、 松 平 * 稻垣、 吉谷 等來り 小宴 をな し 叉 トランプ 等 を 弄し 夜 十 時 頃 去る 衆と 

明月に 歩し 十一 時歸 宅す 斯 波に 東す 

九月 二日 晴 頗る 熱し 午後 山元 着 仙 和 達 來り訪 ふ 夜 散歩 せんとして 門 を出づ 會. "伯父の 來書 にあ ふ 

丙て 直に 針久に 赴き 面會す 十 時歸宅 此 夜陰 曆 十五夜 孟蘭 盆なる を 以て 街 市 頗る 賑し 鈴 蟲を購 うて 軒 頭に お 

く 

九月 三日 晴 午後 和 達 を訪ふ 叉雨宮 に 赴き 告別す 晚 伯父、 雨宮、 山元 等 來り宴 あり 

九月 四日 晴 和 達來る 共に 松 平、 小 笠 原、 秋 山、 松 本、 難 波 等に 告別す 暮吉 谷來る 夜雨 宮に 赴き 共に 

東 一番 町 西洋 料理店に 上り 飮宴 縱談 夜 十一 時 頃歸寓 

九月 五日 晴 相 原、 和 達、 遠 藤、 鹿 野、 村 上、 伊藤、 秋 保、 岩 重 等と 馬車に 搭 じて 白 石に 午餐し 午後-一 一時： 

福 島に 着 泊す 

九月 六日 晴 曉五時 馬車に て 福 島 を 發し郡 山に 着す 一時 頃より 停車場に 赴き 午後の 汽車に 乘す 同行 鹿 野 

赤 羽根に て 小便 を垂る 爲に 中途より 下ろさる 氣の 毒な り 

九月 七日 1  円 暮蘭田 來訪す 家に 信す 

九月 八日 晴 朝 和 達來る 暮散步 す 山 田 を訪ふ 板 倉に 逢 ふ 共に 新 井 源 六に 至る 紐 鏡 を購ふ 叉 大和 

物語 を購ふ 
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九月 九 B 雨 夜 貞吉と 寄席に 遊ぶ 

九月 十日 晴 朝 貞吉と 能 勢に 至り 尋で加 藤 を訪ふ 不在な り 囚て歸 宅す 暮馬 淵來る 夜 荒 川、 前 田來る 

共に 緣 日に 歩し 島 金に 上る 

九月 十一 日 晴 暮 より 良 吉 と共に 祌 由に 赴き 狹衣忍 草 を 購ひ近 藤 を訪ふ 福 原、 香 村、 稻波 亦來る 

九月 十二 日 晴 始めて 學 校に 赴く 午後 負 吉と祌 田に 赴く 詞の八 千 種 を購ふ 夜 車に 乘 じて 上野 停車場に 

いたる 伯父の 歸 京を迎 ふるな り 

九月 十三 日 雨 

九月 十四日 雨 午後 曇 

九月 十五 日 晴 學生雜 誌 三十 ー號を 受取る 夜 平野 來訪す 

九月 十六 日 晴 風 あり 此朝 甚だ 塞し 月謝 を納む 學生雜 誌 第三 十二 號を 受取る 

九月 十七 日 晴 貞吉と 寄席に 赴く 伯母 あり 財布 金 四十 錢 在中 を 落す 

九月 十八 日 雨 山 田、 近 藤 等來る 貞吉 と共に 島 金に 至る 伯父より 金 一圓 を蒐ふ 

九月 十九 日 晴 

九月 二十日 晴 此 日より 仙 氏 毎日 來る 伯父に 英 學を敎 ふる 爲 なり 

九月 二十 一日 晴 

叨治 二十 年 
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九月 一一 十二 曰 晴 擎野猷 太 郞來り 十 時 頃 去る 

：  :::r"T  I 層彦子 ii きょむ I 

siLhlii  ！ 夜 厳る 只 野よ i 

U 月 一一 十五 曰 ^« 掌 裏 はんが 爲 に神 田に 赴く 午後 和讓 太郞 I す 

九月 二. T 六 曰 晴 歸宅 すれば 家より 電報ち } てま 、え 

此 夜萬感 胸に 集まり 眠る 能 5デ 夜 山 guf て 祖父？ 死 g 報じ 越せり 驚愕の 外た し 直に 狀 を？ 

九月 一一 十七 曰 晴 學校 にいです 層る 淺 井の 紀行 を 評す 

九月 二十 八日 晴 家信 あり 

九月 二十 九 曰 啧 此日 軍歌の 授業 あり 

九月 三十日 晴  . 

十月 一 日 雨 

十月 二 曰 雨 貞ず」 山 田を訪 ひ午爵 井 靑年會 に 臨まん とす 

らる 家信 あり  一 

十月 三日 雨 


因て 稻垣 を訪ふ 蘇批 孟子 を 贈 
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十月 四日 雨 福 島 氏 休業 

十月 五日 雨 酒 井 氏、 福 島 氏 休業 

十月 六日 雨 


明治 二十 年 
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曰 記 (明治 三十 三年) 

I 月 一日 曇 七 時 家 を 出で 師範 學校 祝賀 式に 臨む 尋で斯 波， 外 山、 能 勢、 松 平、 荒 川、 潮 田、 小 林、 狩 野、 

井上、 嘉納、 高津、 關根、 竹 村 等 を 巡 貿し夜 九時歸 宅す 留守 屮 親戚 知友 來賀者 多し 賀狀數 十 通來る 國文學 

史十講 數十部 を 先輩 知友に 頒布す 

元 旦 口占 

家々 旭 條映朝 陽 雨 霧滿城 草木 光 富 嶽窓含 干 古雪 塞 梅瓶揷 一枝 香 國文十 講新鐫 梓 兒女六 齢 初 上^ 

偏 覺升平 天澤遍 韶風吹 入 讀書堂 

一月 二日 曇 斯波 伯父 來賀 ともに 一 秦を擧 ぐ 十 時 家 をいで 三 上、 元 良、 落 合、 上田、 多 喜 等 を 巡 賀し午 

富山房に いたる 平 出 氏 在り 遠 藤氏と 杉 浦 を訪ふ 不在 遠 藤氏の 寓に飮 む ついで 開花 樓に 赴き 富山房の 賀 

宴に 臨む 來會者 十數名 來賀者 昨日の 如し 賀狀百 餘通來 る 

一月 三日 暴 林 並木 氏來る 遠 藤 國次郞 氏同斷 遠 藤氏と 岡 倉 氏 宅に いたり 福 井の 蟹 を 馳走 せらる 午後 三 

時より 岡 倉 氏と^ 溪會の 新年 实會に 臨む 賀狀數 十 通來る 
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I 月 四日 i 円 午 家 をいで 藤 代、 島 田、 中島 等 を 巡 賀し冨 山 房に 立 寄り 金淸樓 にいた る 本日 冨山房 坂 本 以下 

十 數名を 同樓に 招請し たれば なり 上田、 岡 倉 二 氏 亦來會 夜 十 時 散 會の後 隣家 藪藉麥 にて 薄 麥を樊 し 去る 内 

村 兄弟 來る 賀狀 五十 餘通來 る 

一月 五日 晴 午前 岡 倉 氏より 廻狀 あり 午後 かるた 會を 催す に付き 來る べしと いふ 二 時 同氏 宅に ゆく 高 

津、 關根、 和 田、 諸 友已に 在り 获野氏 後れて いたる かるた 數番の 後 種々 馳走に 逢 ひ雜話 歡を盡 して 十 時歸宅 

賀狀 三十 通來る  - 

一月 六日 晴 朝 織 田、 畑、 黑川、 今 立 等 を 巡 賀し午 坂 本 を訪ふ 國文犖 史十講 十 部 を 携へ歸 る 能 勢 老人 來 

賀 大野 洒竹 亦來る 潮 田 氏來り 羽織 地 をお くらる 賀狀 二十 餘通來 る 晩景より 學士 會內 紀元 食に 臨む 立 花 

政樹氏 東上の 爲 めに 開く ところな り 藤 代、 藤 井、 狩 野、 小川、 菅五 友の 外 立 花 氏と 余と を 併せて 七 名たり 

一月 七日 雪 午 土 井 氏來り 午後 仙臺に 出立の 由い ふ 二 時 岡 倉、 和 田 二 氏來談 小 酌の 後上 田 氏を訪 ひかる 

た 數番を 弄す 土 井 氏の 出立 を 見送らん と 欲して 果 さす 

一月 八日 晴 大學 始業に つき 出席 事務室より 新年 宴 會酒饌 料 を 受取る 十一 時より 高等 師範 學 校に て入學 

式 あり 式濟 みての ち 岡 倉 氏と ともに 越智 勝に 牛肉 を 喫し 杉 浦 氏 を 訪ひ德 江の 事 を談す 又 畠 山 氏 を訪ひ 十講ー 

部 を 贈る 不在 中 德江來 訪の由 

一月 九日 快晴 午前 冨山 房に ゆき 印 稅の紙 八 百 枚 を 渡す 理科 讀本 訂正の 分 も 渡す 併せて 十 講の廣 吿を催 

明治 三十 三 年  . 
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日  記 

促す 夜 學士會 委員 會に 出席 十 時半 歸宅 

I 月 十日 雪 後 雨と なる 本年 はじめての 敎授會 あり 上田 氏に 逢 ひと もに 高津氏 を訪ふ 約束 をな し 同 君 宅 

にいた る 不在に て 引か. へす 午前 一 虽山 房より 鴻池 銀行 預金通帳 を 受取る 

一月 十一 日 晴 路 あし 午後 三時 岡 倉來訪 ともに 學士會 なる 親睦 會に のぞむ 晩餐の 後 かるた 十 數番を 弄 

し 十 時歸宅 

英照 皇太后 三 周年 御祭 

一月 十二 日 晴 午後 上野 紀士來 る 徒然 草諸抄 大成 一冊 を 貸す この 日 富山房より 金十圓 受取 

一月 十三 B 晴 學 校の 歸途本 田、 岡 倉と 牛肉 を 喫して 別る 新 保 寅 次來談 十講 一冊 をお くる この 日髙等 

師範 學校圖 書 館へ 十講. 一部 寄附す 午後 四時 とし子 を つれて 石 原 を 訪ひ晚 食の 馳走に なりて 歸る 立 花 銑 三郞氏 

母堂 死去の 通知 あり 

一月 十四日 快晴 終日 在寓 午前 金 井 來り國 語 答案 訂正の 事 を 乞 ふ 古 郡 禮に來 り 最中 一重 をお くる 午後 

斯波 伯母、 同 安子 年始に 來る 夜 藤 井 宣正氏 中 學校敎 員の 件に て來談 平野 は 年始に 來り夜 丸 時歸る 

一月 十五 日 晴 風 あり かう子 年始 禮 として 斯波、 能 勢、 石 原、 荒 川、 松 平等に 赴く 午後 飯 田 町より 汽車 

に搭 じて 青山に いたり 立 花 母の 葬儀に 會す 汽車 中に て 杉 浦、 大村 等に 逢 ふ 夜 今 立裕、 潮 田 方 藏來訪 小 酌 

一月 十六 日 晴 午前 冨山 房に ゆき 午餐の 馳走になる 夜渡邊 閑、 井上 仁吉 氏來訪 
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一月 十七 D! 晴 かう子 年禮 のた め 油 比 * 多 喜 等に いたる 夜 敏島廣 三 郞來る 

一月 十八 日 晴 夜 織 田 得 能來訪 一 酌す 浅倉屋 より 書籍 數部 を購ふ 

一月 十九 日 晴 歸校 後上 田 氏の 病 を 訪ひ又 富山房に いたる 今 .= 水に 逢 ふ 夜 內田鐵 三郞、 山 本 駒 藏來る 佐 

村 八郞來 り國書 解題 八 冊 をお くる 學 校より 大學 一 覽 一 部 を 受領す 

一月 二十日 晴 師範の 歸途岡 倉、 本 田 二 氏と 牛肉 を越智 勝に 喫す 

一月 二十 一日 雪 飛 雪紛々 終日 やます 午後 潮 田 氏來訪 岡 崎 遠 光 亦 到る 下石 政 之 進 尋で來 る 

一月 二十 二日 晴 午前 高等 師範 學 校に ゆき 吉田 を訪ひ 女子 師範に ゆき 關 根に 逢 ひ 師範 學校學 科 課程の 事 打 合 

せ 午後 一時より 高等 師範に て 第一 岡の 會議を 開く 來週 金曜日 迄に 吉田氏 草案 を 立つ る 約束に て 散す 不在 中 

桐 生 來訪の 由に て 昨 夢紀事 等の 書籍 數部を 返却し 來る 竹 村 氏病氣 見舞の ためつぐみ 少々 贈る 夜に 入り 關如來 

來る 近傍 独の 話に て さわがし 道路 泥！： 甚し 

一月 二十四日 晴 八 「夜 上野 紀士 來訪 

一月 二十 五日 晴 今夜 帝 國文學 の 原稿 を 認めて 夜 二 時に 至る 寒甚 しき を 以て 正宗 一 瓶 を 傾け 盡す 

I 月 二十 六日 晴 烈風 寒 威甚し 午後 二 時 上田 氏 を訪ふ 高 楠 亦 在り 留學の 事を談 じて 晚景歸 宅す 

一月 二十 七日 晴 夜 坂 本の 手紙 あり 潮 田 氏の 件に 關す よりて 直に 之に 赴き 十 時半 歸宅 今夜 今 泉 氏 宅に 

かるた 會の催 あり 招待 あり たれ ども 差 支の ため 行かす 午後 醫科大 學展覽 會に付 伊澤 校長と 同道 同所に 赴き 四 
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時歸宅 歸宅後 間もなく 杉 浦 氏の 來訪に 逢 ふ 杉 浦 氏 猫 一匹 を 贈らる 家人 忽ち 之 を 逸す 

一月 二十 八日 晴 夜 雪 降る 積む 事數寸 朝 井上 擧長を 小石 川の 宅に 訪ふ 十 時 向島に いたる 谷 村、 山 口， 

吉川三 氏と 外史 會を 催さん ためなり 中の 植半 にて 午餐 を 喫す 食後 向島 を 散策し 梅 屋敷に 遊び 再び 植半 にいた 

り晚食 十 時歸宅 この 日 かう子 魏町 方面へ 年始に ゆく 朝 佐 村、 村 上 二人 來訪 

一月 二十 九日 晴 路惡し 午後 一時より 關根氏 宅に 會し撿 定試驗 の 相談 をな す 夜 潮 田來訪 不逢 

一月 三十日 曇 . 朝來寒 氣甚し 夕方 岡 倉、 获野ニ 氏來訪 鳥 叉に 赴く 歸路ニ 氏 立 寄り 快談 十一 時 頃歸宅 

一月 三十 一日 晴 夜 織 田、 今 立、 潮 田 三 氏來る 上野 紀士 亦來る 今日 文科 大學の 方に て 留學生 候補者に 選 

定 せらる 

二月 一日 晴 午後 富山房に ゆく 坂 本 不在 五 時頃斯 波に 赴く 祖母 三囘忌 法事の ため 也 竹 村 来訪 不逢 

二月 二日 曇 夜雨 風邪の 氣 味に て學校 を缺 勤す 夜關 如來、 釵島廣 三 郞來る 

二月 三日 雨 學 校の 歸途岡 倉と 越智 勝に て 牛肉 を 喫し 車 を 列ね て 上田 氏 を訪ふ 不在 夜 冒 山 房に ゆく 坂 

本 居らす 吉 川を訪 うて 谷 村の 事 を談す 早朝 立 田、 酒 井來る 

二月 四日 暴 八 時 國語傳 習 所に ゆき 講義 を なすこと 二 時 問 國語 漢文 會に立 寄り 芝能樂 堂に いたる 松風、 

須磨 源氏、 獲々 等 數番を 見物 歸途壺 屋に立 寄り 晚食を 喫して かへ る 同行者 は國 文科 三年 生な り 

二月 五日 曇 夜 谷 村、 吉川、 今 立、 佐 村來る 谷 村、 吉 川の 緣談ゃ 、まとまる 
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二月 六日 晴 風 あり 寒甚し フ a レンツ 午餐の 約 あり 小石 川原 町なる 同氏の 寓.^ 訪ふ 英文 學史 一冊 を 借 

り 得て かへ る 晩景 關如來 、島忠 太 郞を拉 して 來る 島に 添書 を 遣して 三 浦に 至らし む 获 野に 狐の 草子 を 返却 

す 

二月 七日 快晴 敎授會 にて 帝 國大學 第五 番目の 留學生 候補者に 選定せられ たる 33 の 報告 あり 本日 師範 學校 

學科 課程 調査 會を 開く 害に て吉田 氏來訪 關根氏 遂に 來らす 使 を 以て 問へば 病氣 等の 差 支に て不參 とい ふ 吉 

田 氏 晩餐 を 喫して 去る 留守 中宮 崎 力 次 郞來る 竹 村同斷 竹 村に 歌學 全書 ニ册を 返却す 

二月 八日 晴 歸途竹 村に 立 寄る 不在 關根 氏に 立 寄り 師範 學 校の 事を談 じて 去る 夜 友田宜 剛來訪 

二月 九日 晴 午後 赤 堀、 保 科 二 氏來訪 保 科 氏 晩餐 を 喫して 去る 夜 上田 氏 を訪ふ 岡 倉 氏 在り 用談 十一 

時に 及びて 辭 しかへ る 朝 竹內楠 一二 氏來談 

二月 十日 晴 午 岡 倉、 本 多と 越智 勝に 牛肉 を 喫す 午後 國 漢文 會 あり 上田 氏の 演說 あり 散會 後上 田、 畠 山 

一 一氏と 祌田 川に 鰻 を 喫 ひ 歸途冨 山 房に 立 寄り 十 講十部 を 取りて かへ る 

二月 十一 日 快晴 終日 在寓 來客 多し 

佐 村 八郞、 東 敬 治、 村 上 治郞、 桑原 隙藏、 石橋 尙寶、 金 井 保 三、 桐 生 政 次、 吉川 孝秀、 谷 村 一佐、 石 原 健 三、 

松 島剛、 吉田六 之 助、 簡 野道 明、 關巖 次郞、 潮 田 方藏、 只 野 重次郞 

例に よりて 酒 瓶 一 本、 多 賀羅亭 の 洋食 一 折に 紀元節 を 祝す 
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0  記 

この 日 東宮 殿下 立妃の 御發表 あり 

二月 十二 日 嗪 富山房に ゆき 理科 讀本 一冊 を 返却す 午後 山 內智道 死去の 報に 接し 麻布なる 同氏 寓 にいたり 

香奠 一圓 をお くる 谷 村 を 築地に 訪ふ 吉川 氏尋で 到る 婚姻 見合の ためなり 

二月 十八 日 晴 能 勢 曾祖母の 十七 年忌に て 能 勢に 呼ばる 

二月 十九 日 晴 夕方 大久保 介 壽來訪 大久保 氏辭し 去りて 後斯 波に いたり 利根 川の 鯉 及 福 井の 蟹 を 馳走 せら 

る 

二月 二十日 晴 檢 定試驗 用に て 午後 萩 野 を訪ふ 歸宅後 梅 川樓に 赴く 上田 氏の 招請な り 歸途織 田 氏を訪 

ひ 十 一 時 辭し歸 る 

大學 より 皇太子殿下 御慶 事 賀表 起草 委員 を 命ぜら る 

二月 二十 一日 晴 錦 町 學士會 事務所に て 撿定の 相談 會を 開く 大學 にて 賀表 起草 委員 第一 會 あり 檢定 相談 

終りて 常 盤屋に 牛肉 を 喫す 

二月 二十 二日 晴 師範 學校 課程 細目 調査 用の ため 吉田彌 平、 關根 正直、 二 氏來訪 夜 十一 時 迄 相談 をつ く 

二月 二十 三日 晴 檢 定試驗 のた め 終日 文部省に あり 歸途多 賀羅亭 に 洋食 を 喫す 上田 氏 も 同行す 

二月 二十四日 晴 檢 定試驗 のた め 終日 文部省に 在る 事 昨日の 如し 歸途神 田 川に 立 寄る 右畢て 富士見 町な 

る 八 田 氏の 寓を訪 ふ 夜 十一 時歸宅  • 
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二月 二十 五日 晴 終日 在寓 來客 二十 人の 多き に 及ぶ  • 

村 上： IE 郞、 佐 村 八郞、 木 村 儀 市、 山 本 駒藏、 石橋 尙寶、 瀧澤叉 市、 髙津鍬 三郞、 岡 倉 由 三郞、 桑原 隙藏、 石 川 

榮司、 赤 堀 叉 次郞、 只 野 成 重、 中 村 熊 男、 斯波 伯父、 同 山井景 建、 石 場 健 夫、 友 田宜剛 

二月 二十 六日 晴 潮 田氏學 校に 訪 はる ともに 牛肉 を 上野に 樊し三 橋に 別れ 吉田彌 平氏の 宅に いたる 師範 

學校 課程の 相談の ためなり 

二月 二十 七日 晴 午後 岡 倉を訪 ひと もに 萩 野 を訪ひ 三人 相拉 いて 鳥 叉に いたり 鳥 を 喫す 二 氏歸途 余が 寓に 

立 寄り 放談して 去る 

二月 二十 八日 晴 午前 關根 を訪ひ 師範 學校 細目 を 相談し 正午 岡 倉と 文部省に ゆき 細目 を 差 出す 上田 氏を專 

鬥學務 局に 訪ひ歸 途冨山 房に 立 寄る 上田 氏 亦いたり ともに 神 田 川に いたり 鰻 を 食 ふ 

三月 一日 晴 本日 大學 記念 式な り 式後获 野と 歩して 師範 校に いたり 臨時 授業 をな す 萩 野より 溫知 叢書 二 

冊 を 借る 夜 かう子と 歩して 神 田に いたり 富山房に 立 寄り 金子 六十 圓を 渡す 

三月 二日 晴 夜 竹 村 氏 を 訪ひ叉 今 立 氏 を訪ふ 友 田と 作文 書の 相談 をな さんが 爲め なり 帘康 太郞幅 島より 

いたる 

三月 三日 晴 歸校 後光 融館 にいたり 讀寶 新聞 原稿 を認む 午後 織 田 得 能 氏 を訪ひ 薔麥の 馳走になる 暴食 十 

椀 を 傾く 歸途今 立 氏と 歩して 家に いたる 
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日  記 

三月 四日 暴 朝 國語傳 習 所に ゆき 講釋 をな す 午後 友 田 宜剛、 上野 紀士、 下石 政 之 進、 石 服 健 三來訪 石 原 

とともに 上田 を訪ふ 岡 崎 遠 光 適" 來る ともに 神 田 川に 飲む 帘 康太郞 出立す 佐 村 八郞、 東 敬 治來訪 

三月 五日 晴 朝 とし子 を 伴 ひて 淺 草に 遊び 午後 歸宅 

三月 六日 晴 大學 にいたり ついで 師範に 赴き 兼官 辭 任し 度 由 校長に 申し出 づ それより 岡 倉 氏 を訪ふ 

三月 七日 晴 富山房に いたる 大學晝 餐會の 時 外 山 博士 危篤の 由 を 聞く  . 

三月 八日 晴 外 山 博士 訃音いた る 

三月 九日 晴 夜 學士會 委員 會に のぞみ 種々 議定の 後 十 時散會 かう子 法事の ため 里に ゆく 朝 外 山家に いた 

り弔辭 をのぶ 

三月 十日 晴 

三月 十一 日 啧 外 山 博士の 祭文 を 草す 午 竹 村 氏 を訪ひ 相談 をし 午餐の 馳走になる 一時 車を驅 つて 牛 込に 

いたれば 巳に 出棺す よりて 其 後に 徒歩し 齋 場に いたる 三時 式 全く 終る 歸途岡 倉、 获野、 藤 岡 三 氏來談 夜 

に 入りて 去る 

三月 十二 日 晴 午後 获野氏 を訪ふ 賀表の 相談 をな さんため 也 

三月 十三 日 晴 冨山 房に いたる 

三月 十四日 晴 夜雨 夜 竹 村 氏來談 岡 田の 文典 を 批評 せんとい ふ 
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三月 十五 曰 晴 この 日 洋食に て 杉 浦、 織 田、 保 科 三 氏 を 饗す 

三月 十六 日 晴 

三月 十七 日 雨 冨山 房に いたる 

三月 十八 日 雨 阈語傳 習 所に ゆき 講義 二 時 問 上田 氏 を訪ひ 閑談 少頃 にして 去り 岡 倉 氏 を訪ふ 不在 竹 村 

氏 を訪ふ 岡 田 氏の 文典 論 盛な り この 日 かう子、 廣田、 高山 二 女 を 饗す 

三月 十九 日 晴 夜 織 田、 今 立來談 午前 鹽湯 にいたり 讀 本の 相談 を受く 歸途岡 倉 を， 訪ふ 不在 获 野を訪 

三月 二十日 晴 午後 岡 倉 を訪ふ 萩 野 氏 亦いた る 晩餐の 馳走に なりて 十 時頃歸 宅す 

三月 二十 一日 喑 總長を 私邸に 訪ふ 不在 今 立 氏 を 訪ひ少 頃辭し 去る 夜 岡 倉、 上田 二 氏來談 洋食 を變 

す 上田 氏 縫 本 合 を携へ 去る 

三月 二十 二日 晴 文學史 講義 萬 葉 論 終る よりて 文 學史は 今 學期之 を 以て 結講 とす 得 能の ため 京都に 發電 

す 午後 飯 田 町 英語 會 にいたり 原稿料 を 受取り 富山房に 赴く 叉 竹 村 氏 を訪ふ 

三月 二十 三日 晴 午後 保 科 氏 余が 寓に來 り相拉 いて 學士會 なる 文科 大學 親睦 會に のぞむ 會者 二十 五名 姉 

崎氏途 別會を 兼ねた る會 なり g 穴 介氏會 場に て 卒倒 暫時に して 快癒せ り 

三月 二十四日 晴 夜雨 午後 帝國文 學會に のぞむ 歸途岡 倉、 萩 野、 竹 村、 關 と高津 氏の 寓に いたり 閑話 刻 § 
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を 移して 歸寓 

三月 二十 五日 晴 午後 岡 倉 氏、 获野 氏來談 ともに 上野 精 養 軒なる 若 溪會に のぞむ 歸途本 田 氏と 併せて 四 

人 長 酡亭に 晩餐 を 喫す 

三月 二十 六日 午後 获野氏 を訪ひ 賀表の 相談 をな す 

三月 二十 七日 小雨 冨山 房に いたり 午餐 後 松 井 氏 を訪ふ 關根氏 在り 洋食の 馳走に なりて かへ る 六 時よ 

り 梅川樓 にいた る 髙楠 氏の 馳走な り 上田 氏 亦 在り 

三月 二十 八日 晴 後 雨 會議 のた め 高等 師範 學 校に いたる 薄暮 散會 本 田 氏の 馳走に て 岡 倉、 获野、 本 田 

三 氏， V 一 神 田 川に 11 を 食 ふ 

三月 二十 九日 晴 午前 十 時右尙 館なる 送別 會に のぞみ 歸途冨 山 房、 松 井 氏、 赤 堀 氏、 竹 村 氏 を 訪ひ晚 叉高師 

內の國 語 研究 會に のぞむ 藤 岡 氏 在り 十 時歸宅  . 

三月 三十日 晴 大學に 赴き 歸途 女子 師範 學校 卒業式に 臨む 夜 上田 氏 を訪ひ 閑話 數刻辭 しかへ る 重 野 博士 

に面會 賀表 を 確定し 大學. に 郵送す 

三月 三十 一日 晴 高等 師範 卒業式に 付 九 時より 同校へ 赴く 式 十二時に 終り 撮影 二 時歸宅 歸宅後 杉 浦 鋼 

太 郞來訪 夜 遠 藤、 種 村 二 氏來談 學 校より 依願 免 兼官の 辭令を 送付し 來る 

四月 一日 曇 午 雨 ふる 午前 永 井 直 好、 竹 村 毅來る 竹 村 喫飯して 去る 午後 桑原 來談 四時 頃 織 田 氏を訪 
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ふ 不在 歩して かへ. る 柬薹 花唇尙 固し  - 

四月 二日 晴 冨山 房に いたり 叉 赤 堀 氏 を訪ふ 留守中 岡 倉 氏 來訪の 由 夜 上野 氏來る 

四月 三日 晴 この 日 同志 十一 人と 江の 島に 遊ぶ 八 時 新橋に 集まり 十 時藤澤 下車 小舟に て 片瀨川 を 下り 正 

午 江の 島に 着 金 龜樓に 泊す 放談 夜 十 時に いたりて 寢す 

四月 四日 1  円 八 時 江の 島 を 出で 藤澤 にいたり 十二時 新橋 着 多 賀羅亭 に 午餐 を 喫し 四時 歸 宅す 夜 得 能 氏 京 

都より 來る 佐 藤 順次 郞氏亦 到る 

四月 五日 晴 竹 村、 斯波、 佐 藤、 關、 得 能 氏來る 關 氏より 額面 一葉 を 貰 ひ受く 得 能 氏來り 泊す 午後 竹 

村、 得 能 二 氏と 眞砂 町に 洋食 を 喫し 斯波 を訪ひ 十時辭 しかへ る 關根 細君の 訃音いた る 

四月 六日 晴 紅塵 萬 丈 岡 倉 氏來訪 蟹 江 氏 亦 得 能 を 尋ねて 來る 岡 倉 氏と 同道 文部省に いたり 金 を 受取る 

師範 學校學 科 課程の 報酬 金 也 歸 途上 田敏 氏に 遞逅 多 賀羅亭 に 洋食 を 喫して 別る 關 根に 立 寄り 香奠 一圓 をお 

くり 吊 辭 をのぶ 大學生 數名來 る 國文 懇話 會 相談の ためなり 

四月 七日 午後 關根妻 葬式に 付染井 墓地に 會葬 四時 半 今 立 氏 を訪ふ 織 田、 赤 堀 二 氏 亦 在り 佛敎 辭典の 相 

談 あり 晩餐の 馳走になる 八 時 上田 氏 を訪ふ 高津、 岡 倉 二 氏已に 在り 薄麥 の饗應 あり 

四月 八日 晴 午後 得 能と 竹 村を訪 ひうち つれて 桐 生 を訪ふ 暫時に して 其 寓を辭 し眞砂 町に 洋食 を 喫し 關を 

訪ふ 不在 
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四月 九日 晴 夜雨 夜 かう子、 得 能と ともに 寄席に 遊ぶ 佐 藤 順次 郞、 桐 生悠々 來訪 得 能と 歩して 岡 倉 氏 

を訪ふ 不在 

四月 十日 雨 得 能 氏と 大學圖 書 館に いたる 叉 共に 富山房 を 訪ひ得 能 氏 は 井上 學長 を訪 はんとて 別れ 余 は 直 

に歸 宅す 朝 友 田 宜剛來 る 晚岡 倉、 获野ニ 氏來訪 ともに 多 賀羅亭 に 洋食 を樊 し歸途 宇治の 里に 茶漬 を 喫す 

四月 十一 日 雨 得 能 氏 午後 辭し 去る 夜鳥 居忱 氏來談 この 日大學 敎授會 あり 

四月 十二 日 雨 朝 获野氏 を訪ふ 石橋 氏、 岡 倉氏尋 でいた る 午餐の 馳走に なり 一睡して 醒 むれば 四時 半な 

り 丸 山 新 町に 林 吾一 氏 を訪ふ 不在 了ソ橋 敎育會 にいたり 同氏に 面會 能 勢 をお とづれ ます子 人 學の事 を 相 

談す 田樂の 馳走に なりて 歸 宅す 

四月 十三 日 雨 細雨 蕭々 昨日の 如し 學 校に いづ 學生 なほ 多く 出校せ す 來 週より 授業の 事 を 約して 歸る 

歸途冨 山 房に い た. り 十講 再版 の 事 を 催促す 藤 井 健 次郞氏 結婚 の 披露 狀 到る 

四月 十四日 晴 九 時 向島に いたる 大學 端艇 會 施行 あれば なり 平 山 信 氏と ともに 入口 掛を つとむ 歸途貞 

吉 坊主 を拉 いて 家に いたる 關如來 亦來る  ； 

四月 十五 日 晴 午 富士見 軒に いたる 藤 井 氏 新婚 披露 會に のぞむな り 松 村 博士 を はじめと して 十餘人 あり 

歸途冨 山 房に 立 寄り 讀 本の 金 を 得 神 田 川に いたる 赤 堀、 岡 倉、 上田、 和 田、 菊 池 亦 至る 十 時歸宅 

四月 十六 日 晴 午後 妻子 を 伴 ひて 上野に 遊ぶ この 花園に 晩餐 を 喫して かへ る 
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四月 十七 日 晴 學校にゅき莉^^；！版のィンキをかり來る 讅 曲の 分類表 を 作らん が ためなり 

四月 十八 日 晴 歸宅 後大學 より 觀楼會 の 招待 狀を もち 來る 

四月 十九 日 曇 夜雨 この 日 文 學俱樂 部 あり 一中 節、 河 東 節の 演奏 ある を 以て 聞きに ゆく 至れば 已に酣 

なり 大 江山 衣 洗の 段、 源氏 十二 段 を聽く 十 時歸宅 

四月 二十日 晴 正午 歸宅 入浴の 後濱 離宮なる 觀樱會 にいた る 三時 頃兩 陛下 臨御 せらる 內 外の 貴賓 頗る 

多し 御苑の 八重 櫻 は 今を眞 盛と 咲 揃へ り 四時 頃 賜 宴 シャンパンの 美酒に 醉 ひて 歸る 歸途油 比、 -冨山 房 を 

歷訪す 

四月 二十 一日 曇 午後 學士會 春季 懇親 會 にいた る 講 釋數番 あり 天 ぶら の 立 喰 頗る 甘し 學士會 に ゆく 

途中に て 今 立に 逢 ふ 不在 中 岡 倉 來訪の 由 

四月 二十 二日 雨 午前 國語傅 習 所に ゆき 一時間の 講釋 をな す 落 合 氏と 談 じて 十 一時にい たる 午後 岡 倉、 

桑原、 新 村 氏 等來談 松 島剛氏 講義録の 事に つきて 來る 桑原 氏 を 紹介す 四時より 梅 川 樓の國 文科 親睦 會 にの 

ぞむ 萩 野 氏 地理 歷史會 にて 亦 同樓に 在り 同伴して 歸る 

四月 二十 三日 晴 夜 岡 倉 を訪ふ 不在 去って 获野 を訪ふ 岡 倉 亦 座に 在り 猿 似 富 久呂五 冊 を 貰 ひ歸る 

四月 二十四日 雨 正午 赤 堀 氏と 牛肉 を 喫し 歸宅 すれば 髙楠 氏來談 それより 冨山 房に いたる 上田 氏 在り 

五 時冨山 房を辭 して 髙砂町 福井樓 なる 松 平氏 送別 會に のぞむ 歸 途貞吉 坊主、 織 田と ともに 中華 亭に金 ぶら を 喫 
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し 十 時歸宅 

四月 二十 五日 雨 この 日 井上 學長 不在に て 敎授會 なし 夜 菊 池 謙ニ郞 氏の ために 紀元 會開會 狩 野、 藤代以 


四月 二十 六日 雨 夜 今 立、 織 田 二 氏來談 佛敎 辭典の 相談 あり 

四月 二十 七日 雨 後晴 午後 作文 敎範 凡例 を 直し 朱 枝 會に久 保 氏 宅に 會す 之より さき 岡 倉 氏 を訪ふ 

四月 二十 八日 晴 冨山 房に いたる 十講 再版の 刷 本 を 見る 午後 鈴 木 を 遣して 岡 倉 氏より 倭訓 菜、 古事 類苑 

を 借る 午 後石原 來り 晚餐を 喫して 去る 

四月 二十 九日 晴 朝 斯波貞 吉來る 午後 获野 を訪ふ 不在 岡 倉 を訪ひ 叉久保 氏に いたりて 帝 國文學 の 原稿 

を 渡す 夜關 如來、 平田秀 木來訪 

四月 三十日 晴 朝获 野來訪 學 校に ゆきて 遠足 會の事 を 相談す 午後 英語 會に 赴く 飯 島 不在な り 冨山房 

にいたり 飯 島に 逢 ふ 歸途桐 生 氏 を 訪ひ金 を 渡し 叉 關を訪 ふ 謠本を 見ん が ためなり 

五月 一日 晴 竹村學 校に 來訪す ともに 家に かへ り 午餐 を俱 にす 竹 村 伊豫 かすり 一反 をお くる 石 原薹灣 

に 出 發に付 午後 六 時 新橋に 見送り それより 富士見 軒に いたる 永 井、 潮 田、 柴田氏 等 相會す かう子 も 同行 十 

時歸宅 

五月 二日 晴 後 曇 學校 にて 遠足 會の 相談 あり 中島 先生より 英國小 說史を 借る 飯 島來訪 
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五月 三日 雨 朝 學生を 集めて 明日 大森 行の 相談 をな す 

五月 四日 晴 七 時 家 をいで 新橋に いたり 九 時半 發車大 森に 向 ふ 學長 以下 學生 百十餘 人な り それより 歩し 

て 羽田に いたり 要 館に て 懇親 會を 開く 席上 詩吟、 唱歌 等 あり  一二 時 歡を盡 して 同所 を 去り 舟に て大 森に 歸る 

海上 輕風 あり 偸 快 比な し 六 時 新橋に 着 磯田、 三 宅、 萩 野 三 氏と 富士見 軒に いたる 髙師 職員 余が 同校 を 去 

りし 爲惜训 の會を 開きた るな り 岡 倉、 萩 野 二 氏と 歩して 歸宅  . 

皇太子殿下 御 結婚に 付 十日 可拜賀 3 曰 御沙汰 書 を受く 

五月 五日 晴 朝 斯波を 訪ひ大 禮服を 借り 來る 叉 萬せ 橋 村 上に て 禮服靴 を購ふ 値八圓 五十 錢 冨山 房に ゆ 

きて 閑談 正午 歸宅 

五月 六日 晴 寒し 朝 志賀氏 母德江 女來る 國語傳 習 所に ゆき 講義す 午後 岡 倉、 三 土、 佐 村來訪 晚 上田 

氏 を訪ふ 富山房に ゆく 坂 本 不在 歸途八 「立 氏に 立 寄り 十 時歸宅 

五月七日 曇 終日 在寓 

五月 八日 啧 朝 上田 氏 を訪ふ 午後 赤 堀 氏 を訪ひ 少時に して 共に 松 井 氏の 宅に いたる 获野 氏尋で 至る 晚 

食の 馳走に なり 好舂目 一冊 を 得て かへ る 不在 中 斯波來 訪の由 

五月 九日 晴 學 校會議 例の 如し 朝 友 田 宜剛來 り 作文 敎範 第二 册を もち 來る 

五月 十日 喑 夜 月色 玲纏 九， 時 二重橋 外にいたり 東宮 殿下 御 還 啓 を拜す . 大學生 一同 拜觀 せし なり 十一 時 
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御 出門 あり 御馬 車 儀仗 等 前年 憲法 發布 式の 時の 如し 歸路. 非常の 人 込に 揉まれ. て歸 宅す 午後 四時 宮城に 拜賀す 

五 時 二十 分兩 陛下 兩 殿下 出御 あり 尋で東 溜 間に 於て 立食の 御宴 を 賜 ふ 八 時歸宅 記念品と して 折 敷 形の 銀製 

菓子器 を 賜 ふ 今夜 大學生 一同 球燈 行列 を 行 ふ 御宴に 陪 せした め 時間の 都合 あしく 行かす 

五月 十一 日 晴 風 あり 松 下、 本 田 兩氏來 る 佐 村 八郞、 桑原 險藏ニ 氏同斷 岡 倉、 萩野兩 氏來談 午餐 を 

喫して 去る 學校は 昨日と 同様 臨時 休業 

五月 十二 日 喑 學 校に ゆき 午後 會の事 を 相談し 斯波 を訪ふ 午餐の 馳走に なり 歸宅 午後 國文 談話 會 第一 會 

を 開く 松 井簡治 氏の 書籍 數部を かりて 學 生に 示す 關根、 松 本 二 氏會. - 同所に 來る よりて 杉、 高津、 和 田、 

坂 本、 松 井、 岡 田、 赤 堀 氏 等 一行 十 人 牛肉 を 豐國に 喫して かへ る 

五月 十三 日 雨 早朝 上田 を訪 ひと もに 冨山 房に いたる 竹 村 氏 亦いた る 夜中 村 春 治 論文 を もち 來る 

五月 十四日 晴 朝 斯波貞 吉來る 書籍 を 松 井 氏に かへ す 夜 友田宜 剛來談 作文 敎範 序文 を認む 午後 山 根 

勇 藏臺灣 より 歸來れ りと て 尋ね 來る 夕方 木 村 義則來 る 論文 を もち 來る なり  . 

五月 十五 日 快晴 朝 古 郡 幸 介來る 今立裕 氏に 紹介す 夜 佐 村 八 郞來談 河 合磷三 氏の 訃 いたる 

五月 十六 日 快晴 學 校の 歸途冨 山 房に ゆかんと して 途に竹 村に 逢 ふ よりて 其 家に いたり 麥 酒の 馳走に なり 

群 書類 從、 國史 大系 を かりて かへ る 本 多 淺次郞 氏より 自著の 西洋 歷史を 贈り 來る 

五月 十七 日 晴 午後 日 下部 生來る 國語會 へ十講 一部 寄附す 織 田より 來信 明日 かう子 招待し 度 旨 申來る 
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五月 十八 日 晴 かう子、 とし子と 織 田 氏の 饗宴に ゆく 歸校 後日 本 童話の 淵源 を 草す 夜 二 時半 就寝 夜 « 

川 臨 風 及 高等 師範 學生櫻 井 時 太 郞來る  • 

五月 十九 曰 晴 朝冨山 房に ゆき 三 土の 事 を 相談す 叉 錦 町に 川 島 氏 を訪ひ 原稿 を 渡す 午後 尙殘部 を 草し 十 

時 書畢る 讀賫 社員 横 矢 重 道、 福 島中 學敎員 秋 山 角 彌來る 

五月 二十日 晴 竹 村來る 會の 相談 をな さんため 學士會 事務所に い， たる 髙楠、 藤 代、 上田、 保 科、 礎 田 等 

あり n 1 ン テニス を爲 せる 最中な り 正午 高 楠、 保 科、 竹 村、 藤 代 四 人と 豐國屋 に 牛肉 を 喫して 歸 宅す 午後 

福 井久 藏來談 四時 頃 去る 

五月 二十 一日 喑 今日 今 立 妻、 織 田 妻、 かう子に 西洋 料理 を 習 はんとて 來る 今 立より 作文 敎範十 部 をお く 

り來る 午後 岡 倉 を訪ふ 不在， 萩 野 氏 を訪ふ 兩 氏に 作文 敎範各 一冊 をお くる 大久保 介 壽來訪 逢 はす 夜 

加 藤 博士 叙爵 祝賀 會 相談の ため 學士會 臨時 委員 會 あり 十 時歸宅 

五月 二十 二日 晴 學 校に ゆき 廿 五日 無名 會の端 書 を 印刷し 發 送す 保 科に 作文 敎範 一冊 をお くる 大久保 を 

關根屋 に 訪ひ歸 途今立 を 女子 師範に 訪ふ 今朝 古 郡 幸 介來談 

五月 二十 三日 晴 大久 保の 依賴 により 來月 二日 頃 岐阜へ 出張せられ たき 旨學 長に 依頓す 承諾 を 得たり 

五月 二十四日 午前 雨 午後 霽. 夜 今 立來談 十一 時半 去る •  - 

五月 二十 五日 喑 朝學 校に 授業し 午後 二 時 富山房に ゆく 叉偕樂 園なる 無名 會に のぞむ 會者 十五 人 上田 
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氏 急用 生じて 西 下 を 命ぜられ たる 由に て不參 會者今 泉、 松 本、 和 田英、 佐 藤、 黑川、 高津、 三 上、 岡 倉， 竹 村、 

丸 山、 關根、 松 井、 菊 池、 今 井、 余 を 併せて 十五 名 也 歸途 車より 落ちて 負傷す 

五月 二十 六日 晴 負傷の ため 就：； 辱 八 木 田 氏に ゆきて 齒の 治療 を 乞 ひ 午後 坂 田 氏 を 請 じて 負傷の 部分 を 治療 

して 貰 ふ 織 田、 古 郡、 三 土、 窪 田、 遠 藤、 沼 波 等來る 

五月 二十 七日 晴 上野、 佐 藤、 藤 堂 諸氏 來る 夜 負傷 部 疼痛 甚 しく 終夜 眠る 能 はす 

五月 二十 八日 曇 朝 八 木 田に いたり 施術 を 乞 ひ 叉大學 醫院に ゆき 面部の 負傷 を 治せん こと を 乞 ふ 善く 洗 ひ 

て 繃帶を 施す 疼痛 拭 ふが 如し 坂 本 四方 太より 見舞 狀を受 く 石 州濱田 中村彈 男より 鲷 乾物 一枚 送致 

五月 二十 九日 雨 午後 晴 貞吉 坊主 來り 談話 午餐 を 喫して 去る 午後 大學に ゆき 治療 を受く 大 施術 あり 

とて 暫時 待た され 淸水 氏の 室に 在り 三時 治療 を 受け 繃帶を 解く 大學 中村恭 平氏より 加 藤 博士 祝賀 會の 件に 關 

し 急使 到る 事ニ囘 井上、 種 村 二 氏より 見舞 を 愛く 和 田 氏より 同 見舞 狀來る 竹 村より 覆 盆 子 を 贈り 來る 

五月 三十日 雨 午前 八 木 田に ゆき 大學に ゆき 治療 を 乞 ふ 膏藥少 許 を 得て かへ る 午後 竹 村、 坂 本 見舞と し 

て來る お しづ 亦 至る 珍本 全集 をよ む 

五月 三十 一日 雨 午晴 古 郡、 佐 藤來る 關根亦 來り覆 盆 子 ー籃を 贈らる 午前中 就蓐 珍本 全集 をよ む 

夜 友 田、 今 立 二人 來談 母上より 田 鶴 子同寫 の寫眞 一葉お くり 來る  • 

六月 一日 晴 夕方 雨 忽又晴 朝 八 木 田 氏に ゆく 沼 波 生の 俳諧 調 論 をよ む 高等 師範 生徒 日 下部 生 外 一名 
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來る 

六月 二日 晴 早朝 沼 波 武夫 來る 九 時 八 木 田 氏に ゆき 前齒 一本 を拔 去る 食事 はじめて 易し 午後 古 郡來る 

夜 菊池壽 人、 友 田 宜剛、 桐 生悠々 等來訪  . 

六月 三日 晴 村 上 治郞、 佐 村 八郞、 上田 代 治、 三上參 次、 萩 野 由 之等數 人前 後見 舞の ため 來訪 帘豐 三郞は 

海軍 水兵 志願者に 附 添ひ來 りし 由に て 夕方 來訪 ビ ー ルを 出し 饗す 夜 湯 島 火 あり 一 戶燒失 

六月 四日 晴 鈴 木 を 遣して 學 校より 博物 新 篇譯解 を 借る 學 校より 檢 定試驗 委員 報酬 受取の ため 文部省に 出 

頭すべき 旨 通知 を受く 午後 岡 倉 由 三 郞氏來 る 古 郡 氏同斷 藤 堂 忠次郞 氏 亦 至る 夜 杉 浦 鋼 太郞、 山 根勇藏 •： 

竹 村 銀 三 氏來談 午前 大學に ゆき 治療 を 乞 ふ 大半 治癒せ りと 聞く 

六月 五日 晴 鈴 木 を 文部省に 遺して 檢定 委員 報酬 五十 圓を 受取る 古 郡來る 市 村 瓚次郞 見舞の ため 來る 

會 -寫眞 器械 を 所持し 來れる を 以て 余が 書齋を 撮影して 去る 晚 かう子 買物の ため 神 田に ゆく 留守中 井上 氏 夫 

妻來る 

六月 六日 雨 本日 大學 敎授會 にて 學科 課目 改正の 相談 ありとの 事に 付 意見書 一通 差 出しお く 今日 朱 枝會開 

會の旨 登 張より 申來れ ども 行かす 古 郡來る 三 土に 紹介す 

六月 七日 朝 雨 牛晴 古 郡來る 午後 日 下部 、高 橋 二人 來談 藤 井義秀 論文 を もち 來る 渡邊龍 聖來談 少 

し のぼせの 氣味 にて 齒 ぐき はる よりて 按摩 を 呼びて 療治せ しむ 夜 上田 氏より 內報 あり 留學生 確定の 3 曰 報じ 來 ^ 
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六月 八日 啧 神 戶家嚴 へ 留學生 確定の 件 通知す かう子、 とし子 を つれて 上野に ゆき 寫眞を 撮る 古 郡叉來 

る 午後 岡 倉 由 三郞、 松永武 雄、 內田 銀藏、 山川 信 次 郞來談 夜 十 時に 至る 迄大 に大學 高等 學 校の 學制を 論談す 

六月 九日 晴 長連恒 論文 を 持して 來る 佐 藤範雄 明日 歸鄕の 由に て 暇 乞に 來る 午 後村上 治郞、 古 郡 幸 介 等 

來る 菊池壽 人、 桐 生 政 次、 渡邊龍 聖同斷 とし子 熱 あり 大學 小兒科 病院に ゆきて 治療 を 乞 はしむ 

六月 十日 晴 今日 渡 邊龍聖 隣家に 引越す 鈴 木 を 手 傅に 遣す 渡邊 閑、 杉敏 介、 福 井久 藏來談 午後に 至り 

吉田彌 平、 酒 井眞、 渡邊 龍聖、 松 井簡治 等來訪 仙臺土 井林 吉 より， ま 一尾お くり 來る 萩 野より 蠶豆、 するめ 等 

を 贈らる 

六月 十一 日 雨 藥盡 きたる を 以て 鈴 木 を 遣して 大學醫 局より 處方 を得來 らしむ 市 村 平 論文 を もち 來る 岡 

田 正 美 見舞に 來る 

六月 十二 日 晴 薄暮 岡 倉 氏來訪 ともに 上田 氏 を 訪ひ夜 十一 時歸宅 月明 晝の 如し 

六月 十三 日 晴 今日 官報に て留 m;- の 件い よ/ \發 表 あり 午前 坂 本 を訪ひ 留學の 事に つき 談じ 午大學 敎授會 

に のぞむ 學科 改正の 相談 等 ありて 四時に いたる 歸宅 すれば 赤 堀、 杉 浦、 今 立 等來訪 杉 浦、 今 立 晩餐 を 喫し 

て 去る 夜获 野、 岡 倉、 登 張、 渡邊四 氏來談 山 本 駒 藏神奈 川 中學に 赴任の 由に て 暇 乞に 來る 岩 田 倦 太郞、 岡 

田 正 美 二 氏より 賀狀來 る 
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六月 十四日 晴 黑川眞 道留學 任命の 件を賀 せんとて 來る 朝 齒科醫 に ゆき 人齒の 調製 を 依頼す それより 斯 

波に 至る 貞吉 不在 伯父に 面 會留學 の 事を談 じて かへ る 大學 生長、 香 村、 能 三人 來訪 午後 一二 土 忠造來 る 

坂 本 四方 太の 妻 夫の 代理と して 禮に來 る 薄暮 貞吉來 る 熊 谷 綱 介亦久 振に て來訪 二人に 鰻め し を 饗す 山 根 

勇藏、 桑原 隙 藏亦來 る 今日 學 校より 留學の 辭令書 を受く 

六月 十五 日 晴 朝 八 木 田に ゆき 散髮 錦に ゆき 歸途岡 倉 氏 を訪ふ 午餐の 馳走に なり 歸宅 那珂通 t、 坂 本の 

娘、 關根 正直、 友 田 宜剛、 伊東 元 四 郎等 來訪 夜 佐 村 八 郞來る 漢書 解題 集成の 事に 付き 談す 

六月 十六 曰 曇 學 校に ゆき 試驗す 歸途八 木 田 氏に ゆく 人 齒出來 たり 午後 一時 髙等 師範に ゆき 課外 講義 

をな す 午後 上田 氏、 岡 倉 氏來る 洋食 を 饗す 晚吉川 孝 禿、 武島叉 次郞ニ 氏來談 吉川 氏^の 鶴 酒 券 を もたら 

す 上田 氏 は 八 時 頃歸宅 岡 倉 氏 は 十 時歸る 池ョ 生の 論文 を 受取る 和田英 松來訪 平野より 賀狀來 る 

+、 月 十七 日 村 上 治郞， 小 池お 次 二 氏來る 渡 邊龍聖 氏 を訪ひ 暫時 談話 上田 敏氏 來訪 にっき 歸宅 午後 佐 藤 

範雄、 竹 村鍛、 松 本 愛 重 諸氏 來る 共濟 生命 保險會 社員 安田 壽哉氏 亦 到る かう子 はとし 子 を つれて ral 谷 潮 田に 

赴く 午後 二 時 家 を 出で 赤 堀 氏 を訪ふ 晩餐の 馳走に なり 歸途 富山房に 立 寄る 平 出 氏 在り 久 能の 事に つき 相談 

す 家 厳より 手紙 あり 土 井林 吉、 山 本信吉 の賀狀 到る 

六月 十八 日 晴 沼 波 武夫 來る 終日 在寓 沼 波の 俳諧 調 論 を 訂正す 午後 斯波 安子 來る 山 本 駒藏平 塚より 

來訪 煙草  一^ を もたらし おくる 晚友田 宜剛來 る 作文 敎範 第二 卷 訂正 終る 
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六月 十九 日 晴 午前 フ レンツ 氏 を訪ふ 不在 璺國屋 に 牛肉 を樊 して かへ る 午後 フ レンツ 氏來訪 支 

那 人より 得た る チョウく 一  瓶 をお くる 山 根 勇藏、 岩 田 倦 太 郞來る 午前 佐藤範 雄同斷 晚 富山房に いたり 立 

田に 逢ひ久 能の 事 を談す 平 出 氏の 依賴 によるな り. 冨山 房に いたる に 先ち て 井上 學 長の 寓 にいた る 井上 圓了 

氏 も 同座 加 藤 博士 叙爵 祝 文の 事に 付 相談す 

六月 二十日 晴 朝冨山 房に ゆき 久 能の 事 を談じ 正午 學士會 に ゆく 學校 敎授會 なれば なり 學士會 にて 藤 代 

氏に 面會 九月 八日 出 發の官 約束す 關巖 次郞、 眞水英 夫 二人 來訪 夜 渡 邊氏を 訪ひ岡 倉 氏 をお とづる 不在 よ 

りて 萩 野 氏に いたる 麥 酒の 馳走に なり 十 時歸寓 午前 平 出 經ニ郞 来談 

六月 二十 一日 晴 加 藤 博士 叙爵 祝賀 會 申込 人の 名 を 取調べ 祝 文と ともに 中 村 氏に おくる 午前 今 井 彥三郞 * 

午後 赤 堀 叉次郞 氏來談 久能來 る 夜 藤 井 義秀等 来る 渡邊龍 聖來談 ともに 上野 邊を 散步 せんとい ふ よりて 

不忍 池畔 を 步し廣 小路の ビ ー ァホ ー ル にいたり 數杯を 傾けて 歸る 渡邊 氏歸途 余が 寓に立 寄る 文部省より 留學 

旅費 額の 通達 書 を受く 田 川 君 三郞、 杉 谷 泰山の 賀狀 いたる 谷 村より 同斷 

六月 二十 二日 晴 干 秋季 隆、 加 藤 直久相 踵いで 來る 午後 高山 林次郞 氏來談 九月 洋行の 事に 付 相談す 佐 

藤 球 氏 加 藤 博士 叙爵 祝賀 會の 事に 付來談 文部省より 師範 學校 細目 をお くり 來る 夜 佐 村 八 郞來談 渡 邊龍聖 氏 

亦 踵いで 至る 渡邊 氏に 麥酒を 饗す 

六月 二十 三日 晴 午後 一時 植物園に いたる 加 藤 博士 叙爵 祝賀 會也 石 原に 逢 ひ 歸途其 家に 立 寄り 薹灣の 土 
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產數品 を 貰 ひて かへ る 岡 倉 氏を訪 ひと もに 萩 野 氏 宅に いたる 松 井 氏 亦 在り 放談 十 時に いたり 辭 しかへ る 

六月 二十四日 晴 朝冨山 房に ゆく 石 原 亦 到る 午餐の 馳走に なりて かへ る 不在 中 磯田 良 來訪の 由 山 口 

三 郞同斷 午後 不忍 池長酡 亭に國 文科 一年生 三年 生 余が 爲 めに 途別會 を 開く  二年生 は 別に 催 ありて 今夕 來らす 

歸途 三年 生 九 人 余が 寓に來 る 薺麥を 饗す 叉 各人に 十講 一部 をお くる 不在 中 竹 村 氏 來訪の 由 

六月 二十 五日 雨 朝冨山 房に ゆき 十 講十部 を 受取り 來る 佐々 木 正 太郞來 り麥酒 一打 をお くる 午後 かう子 

等 前 田 侯爵 葬儀 を みん とていで ゆく 松 下、 藤 井、 岩 城、 木 村來訪 ビ ー ル、 桑 酒 を 饗す 五 時より 三景 亭の途 

別會に のぞむ 大學 一年生 中 第一 高等 學校 出身者 藤 代 氏と 余と を 饗するな り 十一 時半 歸宅 山 田 子三郞 より 來 

柬留學 の 事 を 賀し來 る 午後 山 根 勇 藏來談 

六月 二十 六日 晴 朝斯波 を訪ひ 午餐 を 喫し 文部省に ゆき 留學の 事 を 相談す 留學生 心得 及會計 規則 等 を 貰 ひ 

來る 局長 窒 にて 上田 氏に 面會 種々 の 事 を 相談 四時 歸宅 不在 中 赤 堀、 佐 村 來訪の 由 夕方 關根來 り 吉田彌 平 

踵いで 到る 三人に て國語 細目の 事 を 相談す 織 田 得 能、 斯波貞 吉も來 る 

六月 二十 七日 朝 高山 林 次郞、 武島叉 次郞ニ 氏來談 富山房に ゆく 午大學 敎授會 あり 後任の 事に つきて 學長 

の談 あり X  X 氏 免職の 一 百 渡 を 受け 歸途 余が 寓に來 る 一 酌して 同氏 を 慰む 夜 一時 去る 

六月 二十 八日 晴 朝學 校に ゆき 松 永 氏に 逢 はんと 欲す 不在 師範 學 校に ゆき 岡 倉 氏に 逢 ふ 同氏と 多賀羅 

亭に ゆき 午餐し 歸宅 四時 岡 倉 氏來訪 ともに 神 田 川に 赴く 和 田 氏 亦 至り X  X 氏の 事 を 相談す 明 夜 同道 上田 
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H  0 

氏 を 訪ふ事 を 約して わかる 萩 野、 松 井二 氏 亦 同處に 在り 相携 へて かへ る 此日學 校より 外國 旅行 兔狀を 受領す 

六月 二十 九日 曇 朝學 校へ ゆき 松 永に 逢 ひ X  X の 事 を談じ X  X 氏 を訪ふ 不在 直に 歸 宅す 午後 四時 坪 井 

博士 を訪ひ 旅行 準備に 付 相談 藤 代 氏 も 在り 馳走に なりて かへ る それより 學士會 委員 食に のぞむ 加 藤 博士 祝 

賀會 の報吿 悉皆 中 村 氏に 渡す 夜 上田 氏 を訪ふ 和 田、 岡 倉 氏 匕に 在り XX 氏の 事に 付 相談 

六月 三十日 晴 學 校に ゆき 點數を 報告し 一時 半 新橋に ゆき 一時 四十 分 發車函 山 塔澤鈴 木樓に 泊す 會者 十三 

人 例に よりて 笑 語 夜半に 至る 無名 會也 

七月 一日 曇 午後 二 時 環 翠樓を 辭し六 時 新橋 着 多 賀羅亭 に 入り 洋餐を 喫して 退散す 十 時歸宅 一 浴 眠に 

就く 不在 中 書 狀十數 通 到る 

無名 行 

. 塔澤 名山 麓 無名 萃群賢 盛宴 亙兩日 會费 醵五圓 麒麟 傾 美酒 天狗 樊 香煙 按摩 片眼 凸 遊戯 五！ n 述 

五目 誰 得意 获野敵 無 前 佐 球 碁數局 直 文 歌幾篇 笑 篤 徹夜 半 喧暾 不能 眠 溪流鳴 河鹿 山上 聽杜？ S 

電燈 光煌曜 反射 畠山巔 今 泉 股間 物 委陀 似老膻 諧謔 衝ロ發 岡 倉 急處穿 聲色學 博士 關根 喝采 專 

高津 骨稜々 上田 腹 便々 松 本 如 山賊 恨不 熊皮纒 松井黑 大工 眞是 鑛夫然 簡治卽 幹事 輔之有 和 田 

茶代 被 返却 鰱辛 不買 還 歸路 到寶亭 滿腹息 在 肩 野生 無ー藝 追隨 喜奇緣 歡樂眞 無比 ぶ 樂堯天 

不知 隣邦 患 警電 日夜 傅 
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七月 二日 晴 友 田 {且 剛 早朝 來訪 午後 長蛇 亭 なる 高等 師範 國漢 卒業生の 送別 會に のぞむ 歸途今 立 氏 を訪ふ 

不在 富山房に ゆく 上田 氏 あり 今夜 今 立 氏 来訪 

七月 三日 晴 古 郡來る 竹 村、 斯 波、 桑原、 八 杉來る 桑原 午餐 を 喫して 去る 午後 高等 師範へ ゆき 國語略 

史を講 す 歸途今 立に 立 寄 麥酒を の み 豐國屋 に 牛肉 を 喫し 竹 村 氏 を訪ふ 談 じて 十 時に い たり 歸宅 

七月 四日 曇 長、 香 村、 高木 三學 生來談 吉 丸の 論文 を 新 村 氏に 郵送す 師範に 講 する 昨日の 如し 午後 四 

時 植物園なる 途^ 會に のぞむ 大學敎 授の發 企に か、 る留 學生途 別宴な り 歸途岡 倉 氏に 立 寄る 萩 野 氏 亦 至り 

閑話 十 時に 至りて 歸 宅す 

七月 五日 晴 朝 大學の 成績 會議に 出席 午後 二 時 退散 获野、 上田、 高 楠、 那珂氏 等と 豐國屋 に 牛肉 を 喫し 

て かへ る 午後 四時 頃より 今 立 氏の 招待に より 光融 館に ゆく かう子、 とし子 を 同道 夜 九 時歸宅 

七月 六日 晴 小雨 朝 古 郡、 種 村來る 古 郡の 招待に よりかう 子、 とし子と ともに 明治座に 觀 劇す 不在 中 

井上 博士、 佐 村 八 郞等四 五來 訪 

七月 七日 晴 早朝 井上 學長 を訪ふ 九 時歸宅 巖谷漣 山人 來談 午後 八 波、 尾 上、 山 内 三 學生來 る 高 橋 儀 

市同斷 午後 三時 かう子と 昔 樂學校 卒業式に ゆく 四時 半 演奏 會 終りし 後 直に 小石 川 植物園なる 文科 大學 親睦 會 

に ゆく 中々 の盛會 なりき 八 時半 歸宅 

七月 八日 午前 强雨 午後 晴 藤 岡より 返事 あり 朝 國語傳 習 所に ゆき 二 時 問講す 高等 師範 生木 村來る つ 

明 治 三 十 三 年 
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日  0 

いで 日 下部 等 三人 來り シャツ 三枚 をお くる 渡邊龍 聖來談 內海弘 藏同斷 友 田 宜剛亦 到る 五 時より 烏 森 湖 月 

の 謝恩 會に のぞむ 席上 一詩 を賦 して 示す 

諸君 研鑽 業 新 成 官命 余 爲留學 生 今夜 勿辭三 斗酒 賀 筵却帶 別離 情 

七月 九日 晴 加 藤 直 久來訪 織 田 得 能 妻來る 晚友田 宜剛、 巿村 平、 日 下部 生 等來る 

七月 十日 晴 八 時 大學に 赴く 卒業式に 臨むな り 式 後 運動場に 撮影 午 上田 氏と 精 養 軒に いたり 國文學 科 

新 學士九 人 を 饗す 謝恩 會の 返禮 なり 午後 四時より 學 士會內 なる 朱 絃會に のぞむ 會者七 人 放談 十 時に いた 

りて 散す 今夜 地震 あり 蒸 熱 眠りが たし 

七月 十一 日 曇 國 文科 新學士 昨日の 禮に來 る 高山 林 次郞氏 も來談 杉 谷 證書を 郵送す 午後 一時 大犖 敎授 

會に 赴く 大學 院入學 生の， 議事 あり 四時より 小石 川 植物園 學士會 に 臨む 歸途竹 村 氏に 立 寄る 

七月 十二 日 晴 

七月 十三 日 晴 午後 雜 和爲昌 氏、 池 田貞雄 緣談の 件に て來談 夜 佐 村 八 郞來談 渡 邊龍聖 氏 亦 至る 同氏と 

上野 を 歩し ビ ー ァホ I ルに飮 む 三 上、 高 津ニ氏 亦來る ともに 歩して かへ る 月明 あり 

七月 十四日 晴 午後 靜子、 斯波 安子 來る 能 勢 伯母 同斷 かう子 同道 昔 樂會に ゆかんと てた ムり 菊 池 壽人來 

る ともに 上野 を 歩し 動物園に 人る とし子 も 同伴す 夜 富山房に ゆく 坂 本歸京 今日 杉敏 介來談 夜 本 田弘、 

戶澤、 淺野 等來る 學 校より 借用の 書 數十部 を 返納す 
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七月 十五 日 晴 夜雨 朝 富山房に ゆき 金 を 受取る 正午 家 をいで 赤 堀、 指 原、 潮 田 を 歷訪し 赤 堀に て 馳走に 

なる 歸途指 原 を 訪ひー 酌す 今日 西 田 氏來る 

七月 十六 日 雨 後晴 離 尊 直に 結束し 新橋に 向 ふ 一番 汽車に 乘り 午後 五 時 岐阜に 着 大久保 氏の 寓に投 す 

大久保 氏 余を拉 いて 萬 松 館に 飲む 尋で 船を艤 して 鵜 飼 を 看ん とす 長 良の 淸流、 金 華の 翠色， 風光 如畫 涼味 不 

可 言 一 妓 あり 舟 中に 侍す 酒盡 きて 鹈飼 來らす 乃 舟 を 棄て再 萬 松 館に 對 酌す 歸途 月光 晝の 如し 

七月 十七 日 晴 七 時 師範 學 校に いたる 原 田、 松 平、 津川、 荻 野 等の 諸 生に 逢 ふ 九 時 四十 五分 西 行の 汽車 

に搭す 大久保 氏 停車場に 送る 五 時神戶 停車場に 着 たづ子 直に 來る 手を携 へて 嚴 君の 宅に 入る 眞吾亦 在 

り 夜 たづ子と 社內を 逍遙す 

七月 十八 日 雨 午後 得 能來談 西洋 料理 を 喫して 縱談す 雨天なる を 以て 終日 在宅 神社に 詣し初 穗を納 む 

神社より 神饌 をお くらる 岩 田 氏 を訪ふ 

七月 十九 日 晴 北 堂、 眞吾、 たづ子 を拉 して 舞子に 遊ぶ 車中に て 金 港 堂の 岩 田 氏に 避 返 舞子 松 菊 樓に午 

餐を 喫し 午後 一一 一時 歸宅 祌戶 停車場 前にて 遠 藤氏に 逢 ひ 其 奇遇 を 喜び 拉 いて 家に 至り 麥酒を 傾けて 談 する こと 一 

時問餘 同氏 去る 後 得 能 を 敏馬濱 に訪ふ 細君 酒 を 侑む る こと 切なり 今夜 山 田 子三郞 氏來訪 不在に て 逢 はす 

七月 二十 曰 晴 午後 得 能來談 ともに 山 田 氏 を訪ふ 不在  一 二宮 停車場 前の ビ，' ァホ ー ルに 入り 麥酒を 傾け 

洋餐 をな して かへ る 山 本 夫婦 子供 等 岡 本より 來着 一族 圑嚷賑 しき こと 比な し 

明治 一一 一十 三 年 
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七月 二十！ 日 快晴 正午 一同 市 田寫眞 錦に ゆき 撮影 それより 和 田 岬なる 水族館 をみ る 歸途淸 盛 墓 等 を 見 

四時 歸 宅， 一 浴して 山 田 氏 を訪ふ 同氏 中 常 盤に 招 飲の 約 あれば なり 認訪溫 泉に 一 浴し 常 盤に 一 酌す 得 能 氏 

中學校 親睦 會 にて 同 處 にあり 上野 可然、 阿部 德太郞 等に も初對 面す 十 時歸宅 榊 亮三郞 氏來談 十一 時 去る 

七月 二十 二日 快晴 朝 得 能 を訪ふ 榊、 藤 岡 在り 山 田 亦尋で 到る 午餐の 馳走に なり 三時 辭 しかへ る 四 

時より 結束し 晚六 時の 夜汽車に 搭す たづ子 等 皆 送り 來る 山 田同斷 名 古 屋邊迄 は 人少く 安眠す 

七月 二十 三日 晴 車中 衆議院議員 田邊爲 三郞、 藤澤幾 之輔ニ 氏に 逢 ふ 大里猪 熊は靜 岡より 同車 藤 岡 勝 二 

は沼津 にて 下車 せんとす るに 逢 ふ 談話 數分 にして， S る 十二時 歸宅 午後 金 井 保 三來談 夜 竹 村來談 竹 村 去 

りて 後 岡 倉 氏 を 訪ひ十 時歸宅 

七月 二十四日 晴 朝 冨山房 を訪ふ 午後 上田 氏に いたる 石 原 亦來る 歸途 W び苜山 房に 立 寄り 袴 を 借りて 

學士會 なる 第 一 高等 學校蛾 員の 送別 會に のぞむ 歸途斯 波に 立 寄る 

七月 二十 五日 晴 午後 冨山 房に ゆく 叉 學士會 なる 送別 會に のぞむ 一 は 廿五年 卒業生、 一は 國 文科 出身 學 

士の會 たり 十一 時歸宅 午前 岡 田 正 美來る 

七月 二十 六日 晴 夜 熱 蒸す が 如し 幸 田 成 友、 尾 上 八郞、 山內 素行 三人 來る 午後 熊 谷 綱 介同斷 午後 杉 浦 

鋼 太 郞氏を 訪ひ竹 村の 事を談 じ偕樂 園に 赴く 上 E、 岡 倉、 获野、 本 田 四 氏 あり 本 田 氏の 馳走な り 朝 竹村來 

訪 書籍 數十部 を 貸與の 事と し 午後 車に のせて 遣す 古 郡來る 午餐 を 饗す 


七月 二十 七日 晴 暑熱 昨日の 如し 午前 岡 倉 由 三 郞來談 書籍 數部 を货す 山 根 勇 藏來訪 午後 能 勢に いた 

り神戶 よりの 贈物 を 致す 歸途竹 村に 立 寄る 不在 歸宅後 渡 邊を訪 ひ麥酒 をのむ 杉 浦 來訪の 由に て歸宅 松 

永、 竹 村 亦尋で 至る 

七月 二十 八日 曇 尾 村 丈 太郞、 櫻 E 辰吉、 斯波 負吉、 获野由 之、 荻 野 重吉、 丹 野 幸 次 郞來談 午後 井上 學長 

を 訪ひ赤 堀、 藤 岡の 事 を 談じ冨 山 房に ゆく 持 地 氏 在り 坂 本、 上田 氏と 併せて 四 人 柳 橋 深 川亭に 飲む 

七月 二十 九日 曇 斯波 貞吉、 香 村 茂 富、 武島叉 次郞、 佐 村 八郞、 原榮、 高瀨 武修、 能與 作來訪 能大學 卒業 

の. JI;! 眞を もち 來る 其 他に 九 谷燒の 茶道具 を 携へ來 る 原 は 置物 一箇 をお くる 晚關 如來、 井上 仁吉、 渡 邊龍聖 

來 

七月 三十日 暴 八 時 尾 村 丈 太郞、 長 連 恒來る ■ 尾 村を拉 いて 富士見 町小學 校に いたり 渡邊 氏の 馳走になる 

午後. r-E 山 房に 立 寄る 平 出 氏 在り. 歸宅 すれば 赤 堀 氏 及 福 井久 藏、 四宮 憲章の 二人 來る 赤 堀に 晩餐 を 饗す 湖 

田 老母 病 氣の報 あり かう子 見舞に ゆく 

七月 三十 一日 大學に ゆき 書籍 數部を 返却し 山 房に ゆく 歸途多 賀羅亭 に 立 寄る 佐 村 八郞、 竹 村 g| 來談 

八月 一日 晴 文部 翁に ゆき 上田 氏に 面會 斯 波の 事、 赤 堀の 事を談 じ歸途 眼科 醫院に 立 寄る 午前 は來 診に 

て 忙しき 由に 付歸宅 午後 再び ゆく 檢 鏡の 結果 凹 十 一番な りとの 事に て 下 谷 池 端に 眼鏡 二 箇を購 ふ 今日 國語 

傅^ 所 夏期 講習 會開會 に 付 出講 右 了り て 星 岡 茶寮に 赴く 佐 村 氏 招宴に 與 かる 也 錦 小路 も 同席 十 時歸宅 

_  治 三十 Ji 年  一 ,  r  . I  ,  , 
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今日 午後 德江 女來る 

八月 二日 晴 友 田 宜剛、 佐藤範 雄、 那波 光雄、 岡 倉 秋水、 黑川眞 道來訪 五 時より 傳習 所に 講義す 

八月 三日 晴 午後 四時より 一 ッ橋 學士會 紀元 會に 赴く 大塚 氏に 面會 久濶の 情 を 叙す 藤 代 氏 余が 寓 にいた 

り 一 泊す 

八月 四日 晴 朝 藤 代 氏と ともに 大塚氏 を訪ふ 午餐の 馳走に なりて 歸宅 藤 代 氏 午後 四時 本 所發の 汽車に て 

千 葉に かへ る 四時より 六 時 迄傳習 所に 講義し それより とし子と ともに 兩國 花火 を 看る 坂 本 氏の 招請な り 今 

日 渡邊宜 三郞、 下 村灾、 能與 作、 佐 藤範維 等來訪  ， 

八月 五日 晴 大宮 兵馬、 斯波 貞吉、 山 本 信 吉來談 十 時より 國語傳 習 所に 講義す 十二時 歸宅 熊代彥 太郞、 

高木 尙介、 福 井久 藏等 來談 

八月 六日 晴 朝 高等 師範に ゆく 朝 夷 氏 不在 冨山 房に ゆき 午餐 を 遠 藤氏に 饗せら る 午後 傳習 所に ゆく 

講習 今日に て 結了 杉 浦 氏の 宅に て 一 浴し 麥酒 洋餐を 饗せら る 竹 村氏俱 にす 月明 靈の 如し 今日 石橋 尙寶、 

濱野知 三 郞來訪 

八月 七日 晴 伊藤 小 五郎、 中 山 再 次 郞來談 十 時 去る 高等 師範に ゆき 朝 夷 氏に 面會 斯 波の 事 を 依 頓し斯 

波 を 訪ひ其 旨 を 話す 午餐 を 饗せられ 午後 三時 歸宅 尾 村 丈 太郞、 佐 村 八郞、 屋代熊 太 郞來訪 夜 かう子、 とし 

子と 森 川 町 を 歩し 土 井 氏 を訪ふ 今日 佐 藤 範雄來 り 餞別と して 四十 圓を おくる 
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八月 八日 晴 書籍 を斯 波に 預く 新 倉 錠 次 郞來談 山 本 信 吉同斷 夜 かう子と 梅川樓 にいたり 土 井 氏 夫妻 を 

饗す 

八月 九日 晴 朝 田 中 敬 一 を 訪ひ佐 村、 渡 邊の事 を談す それより 能 勢に ゆき 十四日 招待の 312 を 話し ts 山 房に 

立 寄り 明日 荷物 片附 方に 付 小 僭 一 人 遣 はされ 度 旨 依頼す 

八月 十日 晴 富山房の 小 愤來り 荷物の 取片附 をな す 大塚保 治來談 午餐 を 喫して 去る 午後 原榮 來り晚 餐 

を 喫して 去る 夜 山 根 勇 藏來談 

八月 十一 日 晴 朝 文部省に ゆき 旅費の 事 を 依頼す 歸途江 木 寫眞鋪 にいたり 撮影 今夜 松永武 雄來談 午後 

畑德三 郞同斷 

八月 十二 日 晴 小雨 夜 上田 萬 年、 能與 作來訪 十^ 去る 夕方 佐 藤 範雄來 る 

八月 十三 日 晴 小雨 朝 九 時より 帝國敎 育會に 課外 講演 をな して 十 一時にい たる 歸途 文部省に 立 寄り 旅費 

千 四十 五圓 七十 ニ錢を 受取り 富山房に いたり 午餐 同 金 を鴻池 銀行に 預けて 歸宅 午後 千 秋季 隆來る 今夜 渡邊 

龍聖、 同 閑 二人 を 招 じ 洋餐を 饗す 下 村 灾來る 本 田 弘同斷 

八月 十四日 晴 小雨 あり 朝 九 時より 敎育會 課外 講義 を なすこと 昨日の 如し 午後 梅 川樓に 親戚 十數 名を饗 

す 朝 織 田 得 能來訪 

八月 十五 日 晴 朝 井上 學長 を訪ひ X  X、 〇〇 の 事 を 談じ菊 池總長 を訪ふ 不在 、江 木寫眞 錦に いたり 燒增を 

明 4e 三十 三 年 
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ぼ  0 

依 賴し辆 檢屋に ゆき 飽 一箇 を 購ひ來 る 午後 佐 村 八 郞來談 

八月 十六 日 晴 中 村 萬 吉來訪 斯波、 伊藤 二人 同斷 夜 岡 崎 を訪ふ 不在 傳習所 講義 一 囘分を 訂正す 

八月 十七 日 晴 朝 荒 川 百合 子來る 石 原 を訪ひ 病氣を 見舞 ひそれ より 赤 堀 を訪ふ 不在 保 科 氏の 寓 にいた 

る 岡 田 正 美 亦 至り 午餐の 馳走に なり 囘生 病院に 潮 田 老母の 病氣を 見舞 ふ 歸途 ぴ赤 堀に 立 寄る 不在 歸 

宅 後渡邊 氏來訪 同氏 今夜 山形に 發 足の 由 

八月 十八 日 暴風雨の 氣味 あり 今日 潮 田と 芝 浦に 赴く 約 あり 暴 雨の ため 不果 市 村 平來談 三年 生の 論文 を 

一 讀し 評語 を附す 

八月 十九 日 陰晴 不定 午後 潮 田 氏來談 餞训 として 白 シャツ、 襟 飾 等 をお くらる 黑川 先生 を訪ふ 先生 熟 

陲 中との 事故 面せす 眞道 氏に 逢 ひて 歸宅 とし子 同道 人形 を 貰 ひて 歸る 歸 途膝掛 一枚 を購ふ 靴一足 出來た 

りと てもち 來る 少し 小き を 以て 返却す 夜 本 田弘、 髙橋儀 市來る 作文 敎範 第三 卷ー閱 終る 

八月 二十日 晴 風 あり 赤 堀 叉 次 郞來る 茨木 某、 鳥居 忱の 紹介 耿を もちて 來る 午後 赤 堀 再び 來り 上野 精 

養 軒に 行かん とい ふ よりて 同行し 馳走になる 信 州 名勝 詞林 序文 成る 直に 村 松 氏に 郵送す 

八月 二十 I 日 晴 朝 竹 村に ゆく 關根氏 在り 昨日 大 礎より 歸京 すと いふ 十 時 竹 村 氏 を 辭し冨 山 房に いた 

る 天 野 氏 在り 午餐 を 喫し 歸宅 途に關 根 氏 を訪ふ 夜 友 田 宜剛來 り 作文 教範の 事 を談す 赤 堀 氏より 餞別と 

して 雁皮紙 をお くらる 
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八月 二十 二日 晴 朝 三 土 忠造來 る 洋服屋に 古服 數領 を賣 却す 午後 佐 村より 麥酒 一打、 國書 解題 一部 を錢 

別と してお くり 來る 夜 上田 氏 を訪ふ 竹 村、 關根、 高 楠 あり 談笑 十 時に いたりて かへ る 

八月 二十 三日 晴 朝 山 根 勇藏、 瀨戶平 吉來る 學 校に ゆき 傣給を 受取り 冨山 房に ゆく 叉 歸途杉 浦 鋼 太郞を 

訪ひ 馳走に なり 更に 佐 村 八 郞を訪 ふ 

八月 二十四日 晴 風 あり 朝 かう子、 とし子と 大 森に 遊び 伊勢 源に 到る 高 楠 氏に 逢 ふ 五 時の 汽車に て歸 

京 大森 停車場に て藏原 惟郭に 邂逅す 萩 野修善 寺より 歸京飴 其 他 をお くらる 岡 倉より 林檎 數個 をお くり 來る 

八月 二十 五日 啧 風 あり 朝 佐 村 八郞、 高木 尙介、 稻垣乙 丙來訪 上田、 關根、 竹 村 三人 來談 ともに 根津 

紫 明 館に いたる 東して 获野氏 を 招く 晝餐を 喫し 午睡 晩餐 を 了へ て歸宅 貞吉 坊主 來り斯 波よりの 餞別と し 

て かばん 一箇 を もち 來る 今朝 眞吾 上京 

八月 二十 六日 晴 暑氣頗 はげし 高木 尙介、 今 立裕、 石橋 尙寶來 る 山內 老人 志 賀を伴 ひて 來る 上野 紀士 

も來談 西 村 手代 荷物の 事に つき 來り談 す 夕方 遠藤國 次郞、 久 能の 事 を 相談 せんとて 來る 

八月 二十 七日 晴 暑 はげし 晚空雷 あり 朝 富士谷 老人、 お 田 僭 太郞、 高木 尙介、 祸原嘉 ー郞、 山 内 冬彥等 

來談 午後 一時より 入 谷 松 源 支店に 赴く 冨山 房の 送別 宴に のぞむな り 上田 氏 亦臻る 

催宴淸 池畔 燈光 入水 長 空 雷 不成雨 殘藕 自生 香 座 上 三絃 響 人間 百事 忘 夜遲 歡莫盡 唯 道 酒 無量 

飯 田 武卿氏 逝去の 報 あり 

明治 三十 三 年 
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八月 二十 八日 曇 山 本 駒藏、 今 立裕、 山 内 素行、 小 日向 定次 郞來訪 洋服屋 瀨戶來 る 帘璺 一二郎 頓死の 報知 

に 接す 小爲替 にて 香奠 をお くる 午後 上田、 坂 本と 梅 川 樓に會 し小飮 歸宅 せんとす る 頃 岡 倉、 获野、 本 田 ニー 

人 尋ねいた る よりて 再び 開 宴 夜 九 時 同 樓を辭 し 三 氏 余が 寓 にいたり 放談 十 時半 去る 

八月 二十 九日 晴 朝 六時冢 をいで 飯 田 町 停車場に いたり 青山 墓地に 飯 田 武卿氏 葬儀に 會す. 九 時の 汽車に て 

歸る 歸途杉 浦 氏の 宅に て 鰻め しの 馳走に. V- なり 午後 一 時辭 しかへ る 不在 中澤柳 氏の 紹介に て 前 波 仲 尾 氏 來訪の 

由 吉田六 之 助、 內海 弘藏、 小 池 民 次 三 氏來談 小 池 氏より は 餞別 をお くらる 晚三上 參次來 り 精 養 軒に 晩餐 を 

俱 にせん とい ふ よりて 同行 上野の 山 を 歩して かへ る 初 月 如 弓 不在 中 桐 生 來訪の 由 

八月 三十日 晴 涼し 斯波 貞吉、 渡 邊龍聖 、德 江、 ゆきえ 來る 杉 浦 鋼 太 郞は途 训會の 事に つき 來談 午餐 

を樊 して 去る 午後 大橋次 郞來り 敎育會 課外 講義の 報酬 を もたらす 小菅、 松 內來る 駿河臺 佐々 木 病院に 高山 

林 次 郞の病 を訪ふ それより 冨山 房に ゆき 少憩 正文 舍 にいたり 告別の はがき 百 枚の 印刷 を 依頼す 夜 上野 紀士 

來る 

八月 三十 一日 午前 晴 午後 雨 ふる 島 田 釣 一、 畑 德三郞 、法 貴 慶次郞 、古 郡 幸 介來る 寫眞師 江 木に ゆき 燒 

增 十八 枚 を 小 林に おくる やう 依頼し 塚 谷に ゆき 種々 の 買物 をな す 歸途斯 波に 立 寄る 貞吉 坊主より 札 入 一箇 を 

餞別と して 貰 ひ受く 島 田 氏より はフラ ネル 一反 同斷 

九月 一日 晴 -夏目 金 之 助、 藤 代 喊輔來 る ともに 横濱に ゆかんと 約し 先 づ鴻池 銀行に 立 寄金 を 引出し 十 時半 
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の 汽車に 搭 じて 横濱 にいたり イドに 就きて 船の 事 を 問合せ 切符 を 買 ひ 停車 樓の洋 餐を樊 し 三時 半歸宅 五 時よ 

り 上野 精 養 軒 顧 井 人 送別 會に のぞむ 八 時 同所 を辭 し見晴 にいた る 潮 田の 宴に ぁづ かる 也 石 原 も 同席 十一 

時歸宅 不在 中 山 根 勇藏、 鹽井敦 二人 來り 餞別 を もちきた る 

九月 二日 ，：：2 木尙 介、 長 連恒、 岡 崎 遠 光、 小 林 ー郞、 關如來 等來る 岡 崎 氏 は 親 はんけ ち 半 打、 關如來 は カフ 

ス如及 扇子 一 對の錢 あり 午後 五 時より 開花 樓 なる 送別 會に のぞむ 會者 五十人 餘 落 合 氏の途 別の 辭 あり 余 

答辭 をのべ 九 時半 歸宅 

九月 三日 晴 斯波 貞吉、 高 津餓三 郞來る 高 津氏は 餞別と して 香水 一 瓶 を もち 來る 潮 田 妻來訪 古河 妻 同 

斷 午前 十一 時半 八 木 田に ゆき 齒療を 受け 菊 池總長 を訪ふ 不在 今 立に ゆき 啓 發錄を 貰 ひ 受け 多 賀羅亭 に 入り 

午餐 上田 氏 を訪ふ 获野、 岡 倉、 本 田、 竹 村 等 あり 水 瓜の 馳走に なり 歸途 正文 舍に 寄り はがき を 取り 石 原 を 

訪ふ 磯谷、 潮 田； 席 夜 十一 時歸宅  ■ 

友 田 送別の 歌 

八重の 荒波た つの あぎとの 珠と ると 八重の 荒波 君 わくる はや 

ゆき ゆけ ど いづこ を はてと しらくもの そき たつき はみ 君き はむ らん 

すゑ ひろに 君が ほまれ はか やかん 日の 入る 西の 國の はてまで 

九月 四日 晴 上田 敏、 金 井 保 三來る 富士谷 老人 離別の ため 來る 口占に 曰く 

W 治 三 十三 年 
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別る と は 名のみ なりけ り まぼろし にい つも あ ひみん 君が おもかげ 

木 村正辭 氏より 送別の 歌 をお くり 來る 

よく ゆきて よくみ てき ませ こと 國の 書の 林の みちの くまん \ 

八 木 田に ゆき 齒療を 乞 ひ大學 にいたり 總 長に 面 會 それより 冨山 房に ゆき 坂 本と 相談 歸宅 晚岡 倉、 竹 村、 佐 村、 

渡邊を 歷訪す 

村 松 今朝 太郞 送別の 歌 

波風 は あらくな 立ち そ 異國に 船路 たどりて ゆく 人 のた め 

こと 國の ことばの 花 をつ みためて かへ らん 君 を 今日より ぞ まつ 

髙橋 五圓の 切符 を もち 來る 

九月 五日 晴 藤 代 氏來る ともに 正金銀行に ゆき 金子の 兩替を 依頼す 支店に て埒 明かす 送金 手形 を 依賴し 

て歸 宅す 不在 中中 村 秋 香、 藤 岡 作 太郞各 餞別 を もちて 來る 岡 倉同斷 藤 代 來る前 神 保 町に ゆき 買物 をす 午 

後 熊代彥 太郞、 藤 岡 作 太郞、 市 村 平、 髙楠 順次 郞、 沼 波 武夫、 木村義 則、 岩 田 倦 太郞、 竹村鍛 等來訪 不在 中 能 

與作、 千 秋季 隆來訪 の 由 晚 遠藤國 次郞、 立 田 義元を 饗し 久 能の 事 を 依頼す 和 田 信 二 郞に伴 信 友 建碑 金 を 渡す 

九月 六日 晴 午後 車を僦 ひて 親戚 等 を 告別す 晚^ 溪會の 送別 會に のぞみ 七 時歸宅 告別の ために 來れる 知 

人 等 極めて 多し 
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留學日 .；5；3  一 

留 學 日 誌 (明治 三十 三年) 

明治 三十 三年 六月 十三 日 文部大臣より 獨國留 學の命 を 受け 九月 八日 を 以て 出 發と定 む 同行 を 約す る もの 籐代藏 

輔 * 夏 HI 金 之 助、 稻垣 乙； 內皆 年來の 知友たり 出發に 先ち 知友 學弟 等途 別の 會を 開く もの 頗 多し 就中 國學 者の 

友 は 箱 根 塔 澤に會 して 余が 行 を 送る 事 六月 三十日に 在り 大學國 文科の 學生は 六月 廿 四日 長酡亭 に、 越えて 七 

月 二日 高等 師範 學校國 語 漢文 專條科 卒業生 も 亦同處 に训实 を 開 けり 冨山 房の 招宴 は 八月 廿 七日 上野 松 源 支店に 

國語傳 習 所の 主張した る 知友 一 般の 送別 は 九月 二日 神 田 開花 樓に 開かれたり 大學國 文科 卒業生の 學士及 大學同 

年 卒業生の 舊友會 は 七月 廿 五日 を 以て 學士會 事務所に 開會 福 井會の 中心と なれる 同鄕 人の 會合は 九月 一 日を以 

て 精 養 軒に 愤 したり 其 他 親戚 知友の 少數を 以て 惜別の 會を 開きた る もの 枚 擧に暇 あらす 六月 以後 出發 にいた 

る 迄 概ね 虛_ 日たん し 餞別の 物品 を 寄贈し 來れる もの 亦 甚だ 多し 交情の 懇篤なる 感激 何ぞ堪 へむ 其 他 留學生 一 

般 のために 大學 敎授の 催された る會 合の 如き も 亦 一 にして 足らす 淺學 菲才 を 以て 留學 の榮. を 受けた る だに ある 

に 更に 重ぬ るに， この 厚遇 を 以てす いよく 責任の 大 なる をお も ひて は奮勵 以て 國文學 前途の 爲に盡 さんと する 

念 は. 一 歷 あっし 九月 八日 出發 にいたり 醫學 士戶塚 機知 君の 同行 せらる k 事と 成りた る は 更に 喜ぶ ベ き 事たり 
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高山 林次郞 氏が 不慮の 病 病に 侵されて 同行 を果 さぐりし は 同 君の 爲 めに 悲 むべ き は 勿論 一 行の 最遣憾 とすると こ 

ろな りき 

九月 八日 〔土曜) 昧爽 結束して 家 を いづ 之より さき 古 郡 幸 介、 高 橋 儀 市、 山 根 勇藏、 佐 村 八郞の 諸氏 早く 余 

が 寓に來 り 余が 旅装の 成る を 待つ 家 を いづる 時殘月 1K に 在り 車 を 連ねて 新橋に いたる 同行の 諸氏 亦 踵いで 

到る 知友 等の 停車場に 送る もの 人 を 超 ゆ 更に 汽車に 搭 じて 横濱に 見送りた る もの 亦 三 四十 人 あり 六 時 四 

十分 横 濱に着 直に 波止場に いたり プ n イセ ン號 に搭す 船室 は 百三號 にして 藤 代、 稻垣兩 氏 同室な り 夏 Ht、 

戶 塚の 二 氏 は 隣室と す 八 時奏樂 とともに 發 船す たぐし ばし の 別に も淚 脆き 婦女の 常、 ハンケ チを しぼる 妹 背 

の 別 は 余 も 人 も 同じ かるべし 海上 微風 動きて 空餘 波な く 霽れ 渡りた る 航海 心地よ き 事い はん 方な く 瞬く 中に 本 

牧の岬 を 過ぎ て 觀昔崎 の 砲臺 を 見る 甲板に 立ちて 故鄕を 望めば 坐 に 暗涙の 湧かざる にも あらす 同船 の 外客 英 

人 あり 米 人 あり 佛獨の 人 も あり 各 其 國語を 操る に 早く も外國 にいたり たらん 心地す 午後 三時 頃 にゃあり けん 驟 

雨 俄にいた りて 甲板 を 一洗す 浮 雲往來 して 富嶽は 僅に 其 頂 を 認めた るの み 船 遠 州灘に 人る 頃より 波浪 頗る 高 

く船體 や、 動搖す 同行の 諸氏 多少の 船 暈 あり 夏 目 氏最甚 しく 晩餐に 與 からす 余 幸に 毫末の 異感 なし 夜 十 

時 浴衣に 着換 へて 寢に 就く 鄕夢 眠を攪 する ことしば/ \ なり 

ふたと せの 別 を わびて なく 妻 を あはれ む 心なき にし も あらす 

明治 一一 一十 111 年 
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ぉ學 = 誌 

お ほやけ のみちの ため ぞと おも はすば け ふの わかれ もものう からまし 

蒼 波 萬 里 接 天 隅 囘首富 峰 雲 外 孤 忽有長 風 吹 急 雨 豆 南 七 島 瞬時 無 

九月 九日 (日曜) 遂窓夢 さむれば 紅 嗷海波 を 射る 船 正に 紀州 沖に 在り 七 時 頃に いたり 左に 淡路島 を 見る 

紀州泉 州の 海岸 危岬參 差 風光 極めて 美な り 左^ 右 顧 九 時半 頃 祌戶灣 に 入る 十 時半 投錨 小 汽艇に 下れば 山 田 

子 三 郞氏迎 へに 來る 0. 頭に は 山 本豐、 たづ子 を 伴 ひて 余 を迎ふ 同行 Is 氏 は 午餐 を 喫せん として 中 常 盤に 向 ひ 

余 は たづ子と 同車 厳君の 官舍に 人る 時 正に 午な り 午餐の 後山 本 氏の 助 を 得て 見送の 禮狀 凡そ 百 通 を 認め 投函 

ついで たづ子 を拉 いて 勸 工場に 遊ぶ 嚴慈兩 尊と 談話 數刻 薄暮 同行の 諸氏 余 を 尊ね て 到る 山 本、 お 田 兩氏も 

同席 晩餐 を 喫す 本船 は 十時拔 錨の 定 なる を 以て 八 時半 人力に 乘 じて 出 づ 一同 sf. 頭に 送らる 卜-吋に いたり 豫 

定の 如く 出帆す 今夜 八月 旣望天 片雲な く 金波 搖曳 美觀 いひ 難し 淡路島の 遷を 過ぎて 寢に 就く 

九月 十日 (月曜) 瀨戶內 海の 最 美なる 部分 は 昨夜 中に 航 過したり けん 曉起五 時 船 は 備藝の 海 を 通過す 兩 岸の 

山陵 ー迎 一途 島嶼 其 間に 點 緩し 美景 尙 見るべき もの 多し 波 穩に風 涼しく 小 艇無數 船の 前後 を 往來す 午後 三時 

頃鬥司 海峡 を 通過す 兩 岸の 山 勢いよ く 相 迫りて 九州の 地 本國と 相距る 眞箇に 一葦 帶水 なり 右に 馬關 あり 左 

に 門 司 あり 相對 して 呼べば 應 へんと す 馬關 測候所の あると ころ 古 壇 浦の 遺蹟な りと 聞く 昨 神 戶を發 して 一谷 

磨の 遺 勝 を 見， 今 壇 浦の 故 蹟を书 ふ こ S 間の 航路 世界 航海 中絶 佳の 景を 以て 名 あり 啻に 絶好の 風 色 あるの 

みならす 俯仰 感慨 亦 幾多の 詩感を 動かし 來る 源平 爭衝の 跡歷々 として 覩る べし 船玄 海洋に 入れば 波の 稿の 丄 
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遙に fu, 岐對馬 を筌み 觀望頓 に廣爛 なり 今夜 月明 昨夜の 如く 十 一 時に いたりて 寢窒に 下る 

福 原 舊趾已 成空 壇 浦那邊 海底 宮 一部 源平 盛衰 記 浮來 半夜 月明 中 

九月 十 一 日 (火曜) 四時 眠醒 むれば 船 巳に 長 崎に 在り 八 時 朝餐を 終へ て 直に 上陸し 一 行 車を聯 ねて 馬 淵 鋭 太 

郞氏を II 廳に訪 ふ 參事官 鈴 木 f 郞氏亦 大學の 出身な り 談話 半時 許 一行 は 向陽 亭にん り 沐し 午餐 を 喫す 

和洋折衷の 料理に して サ味 口に 適す 三時 同亭を 辭し大 波止場に いたる 馬 淵、 鈴 木 氏 亦 送り 來り縣 廳の小 汽艇 

を艤 して 本船に いたる 本船 は 午後 五 時 出帆の 害な りしが 水先 案 內來ら ざり し を 以て 九 時 やう/, 帆す 獨乙 

船 ハ ンブ ルグ 上海より 入り 來るを 以て ブ 口 イセ ン は奏樂 して 之 を迎ふ プ 口 イセ ン の 出帆 せんとす る や ハ ンブ ル 

グ 亦奏樂 して 之 を 送る Wacht  am  Kr-ill 終り て 君が代 を 奏す 月明 昨夜の 如く 長 崎 山上の ピ ン へ ッドの 白 字 

歷 々 讀 むべ し 今夜 いよく 日 木 を 離る とお もへ ば 轉旅袖 の濡ふ を覺ゅ 

九月 十二 日 (水曜) 曉起 四面 茫々 海 波 際な くして 山 影 を 見す 波 問 時に 飛魚の 避 刺た る を 見る 甲板 上 外人 

等 種々 の 遊戲を 試む や、 逆上の 氣 味なる を 以て 頻に下 劑を用 ふ 

九月 十三 日 (木曜) 五 時 眠覺む 蓬 窓より 海面 を观 へば 濁 浪瀰漫 船 は 早く 揚子 河口に あるな りけ り 九 時 前 小 

蒸 氣ブレ ー メ ンに搭 じて 大 江の 支流 黄 浦 江に 遡る 兩 岸の 楊柳 翠色 滴る が 如し 處々 に 支那 流の 樓鬥を 見る 農 

家 亦 其 問に 點綠す 航行 二 時間 十一 時の 頃 上海に 達す 我 軍艦の 碇泊す る もの 河口に 嚴島 あり や、 上りて 豐橋、 

摩耶、 八 直 山 あり 八重 山に は將 旗を飜 せり 日章旗 を 異域に 認 む意氣 自ら 揚る を覺ゅ 上陸の 後 歩して 江 北海 
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§3 學 p 誌 

關 にいたり 立 花 政樹氏 を訪ふ 氏 驚喜 一行 を迎ふ ついで 車を僦 して 鐵馬路 東 和洋 行に 投す 同 旅館 は 長 崎 人 某 

氏の 設立す ると ころな り 日本 旅館 は 同 館と 他に 立 花 氏の 止宿す る 旭 館との ニ屋 あるの みとい ふ 日本 旅館と 稱 

すれ ども 家屋の 構造、 寢 室の 體栽 全く 洋風な り 唯 だ 食膳に 日本 飯、 香 物 ある 處 日本 旅館た る 所以な り 同宿に 

朝鮮人 三 名 あり 嚴 島の 水夫 數名亦 階下に 來 りて 球戯 をな す 一 浴 椅子に 踞 して 街 上 を 見れば 支那 人の 往來 頻繁 

なる 風俗 言語 頓に異 る を 以て 興味 自ら 多し 四時 半 立 花 氏 至る よりて 同行して 同氏の 寓旭 旅館に いたる ラム 

ネ、 ウイ スキ ー を 傾けて 談話 數時 已 にして 日本食 を 饗せら る 階下 三 枝の 聲を 聞く 亦 水夫 等の 实を 開くな り 

とい ふ 九 時 一同 同市の 公園に いたる 公園 は 河畔に 在り 毎夜 九 時 昔 樂隊の 演奏 ありと い. A 外人の 兩々 相携 

へて 入り 來る もの 引き も 切らす 同圃は 支那 人の 入園 を禁 すと いふ 椅子に 跟し 一二 曲 を 聞きた る 後 南京 路を歩 

し 左折して 四馬路 にいた る 同路は 夜店の あると ころに して 戲場、 寄席、 酒樓等 櫛比し 京都 京 極 通の 趣 あり 一 

酒樓 に藝妓 の盛粧 して 客 を 待つ を 見る 叉 轎に乘 りて 街 上 を 往復す る もの 多し 轎はー 一人に て 之 を肩异 し 一 人提 

灯 を 持ちて 前に 立つ 提灯の 大さ吉 原 遊廊の 古圖を 見る が 如し 一 書肆に 就きて 試に 梨園 叢書の 有無 を 問 ふに 無 

しとい ふ 歸寓夜 十一 時 立 花 氏， 亦來り ラムネ を 飲みて 別る 

九月 十四日 (金曜) 起床 窓外より 街路 を 見渡せば 種々 の 物 賣呼聲 高く 通り 行く 其 節 は我國 のと 大差な し 野 

茱を賣 る を 見る に賣 手の 權衡を 所有す る は 勿論 買手 も 亦枰を 手に して 一 應之を 檢査す 流石に. この 國の氣 風 もお 

も はる 天秤棒 は 多く 孟宗 竹の 太き もの を 唐 竹 割にした る もの を 用 ふるが 如し 車に は 一輪車 甚だ 多し 兩 側に 
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人 を 載せ 叉 は 荷物 を 載せて 押し ゆく 一 車に 五六 人 を 載せた る も 見 ゆ 人力車 は 東洋 車と 唱 へて 車夫の 衣服に 番 

號を附 けたる こと 我國 に！： じ 但し 其 服装の 如き 一様に 淺黄を 用 ふれ ども 概して 汚き 事い ふべ からす 車 體は極 

めて 岩乘に 出來て 我人 車の 如き 美觀 なし 辻 待の 車に 乘 らんと すれば 爭 うて 客 を 引かん とし 汚れた る 手 を 以て 衣 

を 引く 我國の 如く 閻を 以て 後先 を定 むる 事 全く これ 無き にや 相互に 話す 聲を 聞けば 恰も 喧嘩の 如し 馬車 は 

半日の 雇賃ー 一圓に して 割合 人車よ^も 廉 なりと いふ 街路の 上 自轉車 を驅る もの あり 人車 を驅る もの あり 馬車に 

乘 する もの あり 轎 による もの あり 千 態萬欽 とい ふべ し 九 時 一行 車を聯 ねて 張圃、 愚 園の 二 園 を 見ん とす 南京 

路を 西に 行く 事 半里 許 左側に 在る を 張 園と す 宏壯 なる 西洋 料理店 あり 叉 喫茶 臺等も あり 圜中 頗る 廣澗 にし 

て 蓮 池 あり 芝生 あり 雜草等 を 見る に 狐の. 叙、 野菊な ど 皆 我國の ものに 同じ 唯 我國の 庭園と して 缺く ベから ざ 

る は 松 なれ ども こ、 に は 一向に 見 當らす 張 園 を 出で、 尙 行く 事 十 町餘愚 園に いたる 愚 園 は觀覽 料と して 各人 

十 錢を徴 す 樓榭 相錯踪 して 全然 支那の 古畫を 見る が 如し 樓樹の 中 問に は 小 池 あり 小 橋 を 架す 室に 人れば 所 

所 名人の 書畫 を褐げ 喫茶 臺、 喫煙 臺等を 置く 皆 紫檀の 立派なる 机な り 一 亭には 演劇の 舞臺も あり 番附等 も 見 

えたり 支那 人の 亭長 しきりに 茶 を勸む 阿片 を 喫して 眠れる も ありき 廊下 壁 間 等に 畫 ける 畫の 幼稚なる 淺草 

奥山の 看板の 如し 岩の 魁奇な る もの を 喜ぶ こと 甚 しく 人工 を 以て 殊更に 穴 を 穿ちた る もの 多し 恰も 芝居 の 巖 

石の 如き ものな り 其 側に t 巴 焦の 葉の 高く  えたる 如何に 考 へても 支那 的な り 愚 園 をー覽 して 歸途 につく こ 

の 問の 道 柳 楊 槐樹 路を 夾んで 日光 を 遮り 淸涼 人に 快な り 樹上に 蜩聲を 聞く 我國 のに 比すれば 聲 甚だ IS し 眠 
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留 學 日 誌 

るが 如き 聲 なり 歸路戶 塚 氏と 寫眞 錦に いたりて 寫眞を 見る 叉 一書 肄を ひやかして 一見 哈々 笑 を購ふ 上海の 

街路 は整齊 にして ニ&! 若く は 三&? 大厦相 列り て 我 横 濱神戶 の 比に あらす 支那 人の 錦 は 金看板 をい くつと も 無く 

下げて 金色 燦爛目 を 奪 ふ 誠に 美観な り 唯 だ 支那 人 元來の 不潔なる 故に や 街 上 何となく 一種の 臭氣 ある は堪へ 

難し 恐く は 豚 脂の 臭なる べし 支那 人の 商店に ある 多く は袒裼 せり 但し 腰 以上 丸裸に して 我國 人の 車力 等が 

樺 を あら はせ る ものと は 全く 上下 を 異にす こ はむしろ 支那 人 をよ しと せんか 例の 金看板 いかめしき 老 錦に も 

この 半裸 多き は不體 裁な り 東 和洋 行に 歸り 午餐す 立 花 氏 今日 も來 りて 食事 をと もに す 食卓の 上 は 常に パン 

タを 動かして 涼 を 取る 之 を 立 花 氏に 聞く 稅關に 於て パン タを 動かす 人 を 雇 ふ 一日の 賃金 十五 錢 也と 簾と いふ 

べし 食卓に 集る 蠅を 見る に 太りて 頭 赤し 食後 淸人來 りて 筆墨 を購 はんこと を勸む 夏 目 氏 余と 少許 を購ふ 

懸 直の 多き 驚く に堪 へたり 午後 三時 一 同 波止場に いたり ブレ ー メンに 投じ 本船に かへ る 沿岸 漁 翁の 四 ッ手網 

を 以て 魚 を 捕 ふる を 見る 我國 のと 少しも 異る ことなし 今夜 新 旅客 本船に 人る もの 頗 多く 談話室 食堂 大に賑 ふ 

训を 送りて 來 りし 人々 七 時 頃 かへ り ゆく とて 接吻 處々 にお こる 余に 取りて は 一 奇觀 たり 晚食 後甲板に 上れば 

藤の 寝椅子 俄に 増加して 二十 有餘 となれ り 夜風 大に 起る 

滚々 大江注 海 東 滔天燭 浪勢何 雄 蜀吳 豪傑 今 何 在 不似 水流 今古 同 

歷代文 華 跡 巳 荒 忍 看 白皙 甚 跳梁 花園 奏樂 歡聲湧 不許 華人來 入場 
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九月 十五 日 (土曜) 天色 暗澹 風 威 未だ 衰 へす バ „ -メ ー ク ー 次第に 下降す 大風の 惧 あり 船 午後 二 時に いたる 

まで 出帆せ す 二 時拔銷 して 航行す る こと 二 時間 許 叉 進行 を 止む 大風 を 避く る爲 とい ふ 今夜 二 時 頃 風 や、 和 

ぎて 進行 を はじむ 

九月 十六 日 (日曜) 風 威 や 上表へ たれ ども 波浪 尙 高し 船客 大半 船 暈に て 甲板に 上る もの 露々 たり 同行の 諸 

氏 皆 船室に 平臥し 食堂に いです 無聊 甚し 驟雨 時々 來 りて 甲板 を 洗 ふ 船客に 英獨 宣教師の 一隊 十數名 あり 今 

日日 MJ! 日 なれ ども;^  p せす 

九月 十七 日 (月 1ン 波浪 や. - 治まり 同行の 諸氏 元 氣囘復 す 宣教師の 一行 拜 神の 儀 をつ とめ 識美歌 をうた ふ 

洋客三 四 喫煙室に 在りて 賭博 を 行 ふこと 盛な り 微雨 時々 來る 午後 五 時 福 州灣に 人る 峰 巒重疊 として 島嶼 基 

布し 風景 畫の 如し 恰も 瀬戶內 海に 入る 觀 あり 兩岸 砲臺の ある 處を 通過 すれば 風光 S 佳な り 群 松の 叢生せ る 

山 相 連り 茂林の 下 時に 支那 風の 村落 を 見る 山 骨 露る、 處 飛瀑^ 蜒 として 下る 一幅 南 宗畫を 見る 想 あり 六 時 

投錨 茶の 積 荷を爲 すため とい ふ 陶器、 漆器、 親 布 等 各種の 雜貨を 費らん とて 支那の 商人 多く 船中に 人り 來る 

宣敷 比な く 船中 頓に賑 ふ 竹の 寢薹を 寶り來 る もの あり 試に 一 椅子 を 問へば 一圓と いふ 三十 錢に直 切れば 直に 

まけたり 殆ど 勞カを 値せす 支那 人の 生活 も亦憐 むべき かな 船室の 傍 支那 小 艇の來 る もの 多し 舷窓より 煎 

餅、 ビスケット 等 を 投下す るに 爭 うて 之 を 拾 ふ 老若男女 さながら 餓鬼の 如し 日本の 民 如何に 貧困 下等の もの 

といへ ども a  く は こ の 態 をな さ るべ しと 坐に 淸國を 悲む心 あり 十 一 特就寢 
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s 學 日 誌 

九月 十八 日 (火曜) 終日 細雨 濠々 として 管陶 しき 事い ふべ からす 甲板の 上斜雨 時に 來 りて 坐す ベから す 契 

煙 室に 在りて 國學史 を 校訂す この 日 船 庫に 入り カバ ンを 開き 日本 服 袴 羽織 を 取 出し 着用す バ ロメ ー ク ー 平常 

に復す 

九月 十九 日 (水曜) 曉起 舷窓より 靦 へば 旭光 暖々 として 全 空 拭 ふが 如し 快適 何ぞ堪 へむ 午後 二 時 香港に 入 

るべ しとい ふ 衆 皆 喜色 あり 四時 香港の 岬角 を認む 雙 眼鏡 をと りて 甲板に 上る 景色 福 州に 劣らす 群魄の 

間 を ゆいて 四時 半 香港に 入り 九 龍の 埠頭に 着す 直に 上陸す 會.' 一日 本人 あり 頻に 談話 をし かく 之 を 問 ふに 

日本 旅 店 鶴屋の 若者な りと いふ 因て 同道して 之に 赴く 同店 は 海岸 通 五 曆樓に 在り 外觀 甚だ 美な り 然れ ども 

其 入口た る 急に して 狹き長 階 を攀ぢ ざるべ からす 人 をして まづ 一驚 を 喫せし む 室內に 人る に 及びて 其 陋猥亦 

豫 想に 反せり 日本 婦人 二三 宿泊せ り 器物 皆镜 くして 心地よ からす 樓 上より みれば 隣屋亦 日本 旅館の 榜 あり 

一行 皆 隣屋に 入ら ざり し を憾む 人 湯を勸 むれ ども 入らす 食膳 は鲷の 刺身、 燒肴等 あり 味 汁 あり 割合に 喰 

へたり 番茶の 茶 潰 數碗を 使け て 腹滿っ 乃ち 同 樓を辭 し 街 上 を 散步す 戶嫁 君寫眞 師梅屋 にいたり 香港 全景の 

寫眞 を購ふ 同店 をいで、 一 煙草 店に つき 葉卷ー 箱を購 ひ叉鎗 はがき 數葉を 買 ふ 暑熟堪 ふべ からす 船室に か 

へりて 冷水 を 以て 全身 を拂 拭し 浴衣 を 穿つ 快い ふべ からす 船中に 支那 商人の 雜 貨を賣 らんと て 群集す る こと 

福 州に 於け るが 如し 

九月 二十日 (木曜) 朝餐を 終へ たる 後 再び 九 龍より 渡船 朝 星に 乘 じて 香港に いたる 九 龍と 香港と は相對 して 
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其 間 海上 四 五町 許 朝 星、 晚 星の 二 舟 ありて 往復す 賃金 上等 十錢 なり 香港に いたり tramway によりて 香港 

の髙 峰に 上る 鋼條鐵 道に して 傾斜 四十 五 度 許の 山路 を 上る 峰 上 P つ ak-liotel あり 更に 進む こと 少許 兵營ぁ 

" 四 望 快濶長 風髮を 吹いて 快い ふべ からす 戶塚君 曰く 景色 大連灣 の 如しと 元來 香港 は 海上の 一島に して 全 

島花崗 石な り 樹木の 繁茂す る もの 少 けれども 雜草矮 木 全山 を掩ふ 處々 丘陵 を 開きて 高 樓大厦 を 架す 皆英人 

の 家に して. 多く は 兵 營に關 する 士官の 住居たり 羊腸 九 過して 頂上に 至る 迄 は 十八 町 も あるべし 道路 極めて 立 

派 なれ ども 暑熱 堪へ 難く 喘ぎく 頂上に 達す 最 頂上に は 亘礮 を備ふ 其 下 一 支那 屋 あり ラムネ、 氷 等 を賣る 

少憩して ラムネ 二 瓶 を 傾く 甘味 忘れ 難し 十一 時 w ぴ 停車場に いたり 待つ こと 半時 餘 十一 時半 發車 香港 市 

に 下る 余と 戶塚 君と は 郵便局に いたる はがき 數葉及 國學史 の 原稿 を 投入 せんが ためなり 香港の 市街た る繁 

榮は 上海に 及ばざる が 如しと い へ ども 巍然 たる 服樓相 連り て 昇降に は H レヴ H 1 タ，' を 用 ふ 全屋 悉く 大理石な 

るが 如き は歐 米の 大都 といへ ども 及び難 かるべし 住民 二十 三萬餘 其內 二十 萬 は 支那 人な りと いふ 支那 人の 

富裕なる もの 甚だ 多く 大厦 髙樓 多く は 支那 人の 所有な りと 聞く 公園の 邊目 馴れぬ 草木 多く 早く も 熱帶に 入りた 

る こと を 知る 山上の 雜草は 日本の に 同じき も 多く あり 晝 額の きたる 多く は 紫色に して 我國の 朝顏に 異なら 

す 十二時 船に かへ る 午後 四時に いたり 拔 錨す 宣敎師 の 一群 廣 東より 來る もの 尙ニ 三人 を 加 ふ 橫濱 より 同 

乘し來 りし 葡萄牙 人 こ 、 に 下船す 上海より 搭乘 せる 一 美人 妙齢 十八 九 船中の 腿： H すると ころ 亦 こ 、 に 上陸す 

晚 宜敎師 等と 語る 皆 支那に 布 敎の行 はれ 難き を慨く 支那の 騷亂を 惹起せ しもの は 自己の 所爲 たる を 知る や 否 

i! 治 一一 一 十三 年.，  . 
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め d 學 日 

や  咖 

九月 二十 一日 (金曜) 四面 茫々 山 影 を兒す 終日 讀 書と 睡眠と に ふける 飛魚 群を爲 して 飛ぶ 恰も 千鳥の む 

ら立 つが 如し 炎 陽赫々 として 堪へ 難し 五 時人 浴 夜に いたりて 甲板の 上大に 涼し 下りて 船室に 入れば 熟 汗 

淋溏 眠に 就く こと 難し 舟 中奏樂 しきりな り 

九月 二十 二日 (土曜) 終日 山 を 見ざる 事 昨日の 如し 午後 三時 頃 驟雨 沛然と して 甲板の 上 頓に淸 涼 を覺ゅ 夜 

に 人 りても 涼し 熱帶に 在らざる が 如し 然れ ども 下りて 船室に 入れば 蒸熱堪 へがた し 

九月 二十 三日 (日曜) 正午の 榜 示に 曰く 香港 を距る こと 九 百 四十 四 浬な りと 午後 家信 を認む 夕方に いたり 

驟雨 來る こと 昨日の 如し 

九月 二十四日 (月曜) 朝餐を 終へ て 甲板に 上れば 遙に 一抹の 靑黛 を認む 正午の 頃 左舷に 四 五の 島嶼 を见る 

今夜 新 嘉坡に 着すべし とい ふ 信書 數葉 を認む 

九月 二十 五日 (火曜) 午前 六 時 離 尊 甲板に いづれば 前面に 新 嘉坡の 市街 をみ る 左右 前後 幾多の 小嶼 あり 遠く 

之 を 望めば 松樹の 叢生せ る 小山の 如し 雙 眼鏡 をと りて 見る に 皆 椰子 類の 樹木な り 市街の 遠景 は 品川灣 より 高 

輪邊を 望む が 如し 商船の 碇泊せ る もの あまた あり 日本 三 井の 劍山丸 亦 こ、 に 在り 忽ち 見る ニ箇 の小艇 あり 

波 を 越えて 射る が 如く 來る 小艇 はい は ゆる 獨木 舟な り これ 旅客より 錢を乞 はんとす る ものに て 旅客 若し 錢を 

海中に 投入 すれば 舟人 は 直に 水中に 飛 入りて 之 を 拾ひ來 るな り 其 巧妙なる こと 亦 一 種の 藝 術と いふべ し 八 時 


にいたり て 船い よ/ \ が 十 頭に 近づき：^ 頭に 投錨せ し は 朝餐を 終へ たる 頃な りき よりて 一行 は 直に 上陸す 會" 

一 土人 あり 日本 旅館の 名刺 を 持して 來 りょく 日本語 を 操る 乃 そのい ふが 儘に 馬車 一 一輛 を 雇 ひ先づ 植物園に いた 

る 沿道の 樹木 蓊 たる 樣 流石に 熱 帶の 樹林と おも はれたり、 支那 人の 住民 甚だ 多き を認む 途中 兵營 あり 學校 

あり 太守の 邸宅 あり 士官の 官舍 あり いづれ も 美麗な り 案內の 土人 頻に 講釋 をな せり 十 時 植物園に 達す 園內 

頗る 廣濶 にして 手 入 亦よ く 行 届けり 我 大學の 植物園に 似たり 但し 其異木 花卉の 多き は 他に 類な きと ころな り 

とい ふ 花壇の 傍 蟲吟を 聞く 鈴蟲の 類に や 美 昔 来 だかって 聞かざる ところな り 圃^ 池 ある 事 亦 我大學 植物園 

に 同じ 池 中に 珍しき 水鳥： 冰 げり 沼に は 蓮 花の 類 黄白の 花 を 句 はせ たり 叉 園 中の や、 小高き 處 動物 を畜ふ 

我 上野の 動物園より は 規模 小し 猿猴の 類、 虎、 孔雀 等 十四 五 種を畜 ふの み 大蛇、 鱷魚亦 在り 同 園 を 一巡し 

て歸途 博物館に いたる 同 館と 植物園と は いづれ も 植民 政廳の 設立す ると ころに して 觀覽 料を徵 せす 館 中には 

この 地方の 動物の 剝製、 土人の 用 ふる 船舶の 雛 形、 武器の 類 等 を 集む 人類 學 者に とりて 恰好の 材料 たるべし 

日本の 蟹の 剝製 ありたり 福 井 邊の產 なるべし 同 館 をいで、 旅館に いたる 旅館 は 松 尾 兼 松と いふ さきの 土 

人 は 其 雇人に て 名 を 舟兵衞 とい ふと ぞ 旅館の 宿帳に は鹽 田眞、 福地復 一等の 名 も 見えたり 喪 飯 を 命す るに 鰂 

のて り燒、 さしみ 等 あり 米 は 印度 米 なれ ども 非常に 甘 か^き 午後 三時 再び 馬車に て 同所 を辭し 海岸 通 を經て 

船に かへ る 市街の 美 もとより 上海、 香港に は 及ば ざれ ども 尙大厦 の 空に 聳 ゆる もの 多し 全市の 幅大は 遙に兩 

港に 超え たるべし 上海に は 支那 人の 靑衣大 に 目立ちた るが 印度人の 衣服 は 赤色 を 尊ぶ こと 甚 しきが 如し 男子 

叨治 三十 三年  . 
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留學日 誌 

皆 赤色の 下 衣 を 纏 ふ 遠く 之 を 望めば 全く 女子の 如し 帽 の 代りに 亦 赤 布 を 纏 ふ 赤色の 目立つ 事 頗る 著し 馬 

來人 にや 銅色の もの 多く 光澤 ありて 古 佛像を 見る が 如き もの あり 紫 金色 もさな がらに おも はれたり 船 五 時半 

にいたり て拔 錨す こ、 より 新に 乘 込みた る もの 亦 四 五名 あり 甲板の 上 籐の寢 椅子 縦横して 非常に 狹^ を感す 

夜 十 時 頃 驟雨 來る 

九月 二十 六日 (水曜) 天 曇りて 細雨 時々 來る 午前 十一 時 頃 龍卷を 見る 船長 曰く かく 近く 見 ゆる は 珍しき 事 

なりと 正午の 榜示を 見れば 新嘉坡 を距る 事已に 二百 二十 六 浬に 在り 今日 甚だ 熱から す 喫煙室に 坐す るに 足 

れり 夜風 雨大に 起る 

九月 二十 七日 (木曜) 曉起 船 はべ ナンに 在り 上陸 せんと 欲すれば 午前 九時發 船との 事に おも ひ 止る ペナ 

ンの 遠望 は 新 嘉坡に 似たり 椰子の 茂林 時に 印度 風の 家屋 を 其 問に みる 背後に 高山 あり 飛瀑の. 下る あり 景色 恐 

く は 新嘉坡 より 佳な らん ペナ ンは亦 一 島嶼な り 午前 十 時半に いたり 船 やうく 拔 錨す 今日 微雨 時に 來り淸 

涼甚し 夜風 大に 起り 波浪 非常に 高まる 

九月 二十 八日 (金曜) 旭日 瞳 4< として 海 波 を 射る 快い ひがたし 南方 ス マタラの 島 を 見る 

名に しお ふ 印度 荒海 波た ちて みえがくれ する すま たらの 山 

十一 時 頃より 風雨 又いたり 波浪 大に 高し 

九月 二十 九日 (土曜) 今朝 始めて 放晴 夜に 人り て 弦月 を 檣 頭に 見る 探偵 小 說を讀 む 
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九月 三十日 (日曜) 今日 も 晴天 風 強し 日曜日なる を 以て 宣教師 等の 禮拜 あり 午後 荷物 庫に 人り 日本 文學全 

書 を 取 出し 大和 物語 をよ む 夜 一大 軍艦の 東に 航 する を 見る 

十月 一日 (月曜) 六 時 甲板に 上れば 右方に ー帶の 陸地 を 見る これ セィ ロン 島な り 十二時 頃 遙にコ a ンボの 

市街 を 見る 午餐 を 終 ふる 頃 投錨 數 多の 印度人 入り 來 りて 案 內 せんと 乞 ふ 其 中二 人 は 日本人の 證明書 を 有す 

1 は 坪 井 氏 以下 五六 人の 署名 あり コ a ンボ 在住の 者な り 一は 姉 崎 氏 以下 七 八 人の 署名 ありて カン ディの 男な 

り 船の 出發は 明日 午前 十 時な りと いふ を 以て カン ディに 行く こと 能 はざる を 恐る よりて コ 口 ンボ 人に 案內を 

依 賴し端 舟に 乘り 波止場に いたる 波止場の 內 部に は あまたの 印度人 ありて 兩替 せんと 呼ぶ 此 地の 通貨 はル ー 

ピ ー にて 他に 通用せ す 不便 甚し 植民 政 廬の前 を 過ぎて 行く こと 二 町 餘案內 者 一行 を 導きて づ ritit^h  imlia  JIC- 

td に 入る 同 館 は 海岸に 在り あまり 上等の 宿舍に 非す 同 館に 少憩の 後 馬車 二 輛を雇 ひて コ& ンボの 南怫寺 

にいた る 沿道 椰子 樹を 以て 圍 める 庭園 相 連り 風致 凝 からす 英 人の 家 最も 多く 土人の 家 亦 其 間に 點，  殺す クラ 

ブ あり 寺院 あり 旅館 あり 荷車 は 牛 を 以て 引く 其 牛 新 嘉坡に 見た る ものよりも 小し 案 ：5： 者 曰く 小 けれども カ最 

强 しと 黑奴 車に 添うて 走り 花 を 投じて 錢を乞 ふ 甚だうる さし 女子の や、 富裕なる もの は 皆 耳環 を垂る 佛 

像 を 見る 想 あり 草木 繁茂して 雜 花亂發 せる 中 幾多の 黑 奴の 往來 する を 見る 古代の 印度 をお もうて 無限の 感慨 

あり 案內 者指點 して 彼は佛 徒な り 彼 は囘敎 徒な りな どい ふ 行く 事七哩 小路 を 左折して 佛 寺に 入る 寺院の 構 

造 平家に して 奈良 あたりの 金堂の 如し 戶を排 して 入れば 壁 畫は盡 く 地獄 極 樂の畫 なり 花 を 捧げた る を 見る に 

明治 三十 三 年 
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留 學 日 誌 

花輪 を もぎと りたる もの 多し 賽錢 箱の 形我國 のと 全く 同じき は 一興 あり 釋迦の 像 大小い くつ も あり 半身 を欹 

て、 臥せる 像 あり 坐像 も あり この 寺 古寺な りと 聞け ども 丹 彩す ベて 新しき は 近き 頃 修覆を 加へ たるに や 石 階 

を 攀づる こと 少許舍 利 堂 あり 其形獨 逸の 暢 子の 如く かって 硝子 製の 舍利 を藏 めた る もの を 見た ると 同じ 右に 下 

れば尙 一 小 堂 あり 佛像 數體を 安す 同處を 出で、 叉 別に 一 堂 あり 同處を 一 覽 して 觀覽 全く 終る 觀覽 料と して 

1 人 二十 五 仙 を徵す 叉來觀 者の 名簿 を備 へて 記 人せ しむ 夏 目 氏 日本 字 を 以て 一行の 名 を署す 同 堂に 貝 葉 を 

賣る 各 一葉 を購ふ 價 二十 仙 同 寺を辭 して 舊路に 出で 行く 事 半里 餘 小雨いた る 右折して 肉桂 園に いたる 頃 

雨 叉晴る 途に 競馬場 あり 案內者 肉桂の 枝 を 折りて 車上に 挿む この 邊 肉桂の 杖 を賣る もの あり 進んで 博物 

館に いたる 修覆 中に て 閉館せ り Victoria  Park に は 音 樂所其 他の 詨 ありて 廣濶 なり 遙に 近傍の 丘陵 を 望む 

樹林 蓊接 たる 處 赤色の 樓屋を 認め 牧場に は 羊 豚 群 遊す 天然の 美い ひ 難き もの あり 竹叢 をみ るに 我國の 如く 蠱 

立せ す 多く は 屈曲せ り 此 君の 節 も 印度に て は あまり 尊から ぬに や バン ヤン 樹を 見る 樹技 垂れて 叉 上る 其奇 

驚くべし 猫 は 三毛猫に して 小き もの 多し 土 犬我國 のと 異ならす 狂犬 多し とい ふ 行いて 湖畔に いたれば 風 

景不忍 池の 如く 池畔 汽車の 跌走 する を 見る 叉 印度 兵の 兵營 あり 左右 曲折して 停車場の 前 を 過ぎ 市街に いたり 

叉 青物市場 を 見、 印度の 寺 を 見る 今尙 建築中な り 市街の 繁盛 は 上海に 同じ 然れ ども 家屋の 宏壯 なる もの ®l 

し 地勢 廣 潤なる を 以て 香港の 如き 高樓を 築く 必要 はなき なるべし 大體の 樣子は 新 嘉坡に 似たり とい ふべ し 

然れ ども 其 整頓せ る は 新 嘉坡に 過ぎたり 叉最 著しき 差別 は 支那 商店の 一 軒 もな き 事な り 人口 は 十八 萬 英人 


624 


は 一二 千 人 ありと いふ 日本人 は 僅に 一戸 ありと いへ り 旅館に かへ りて 後 再び 戸塚 氏と 寫眞鋪 にいた る 六 時半 

晚食 成る と吿 ぐる を 以て 食卓に 就き 大に ライス 力 レ I を 食 ふ 七 時 同處を 出で 海岸に 入り 端艇 を 雇 ひて 船に か へ 

る 聞く 昨夜 東行せ し 軍艦 は 日本 新造 艦 朝日たり と ビ ー ル數杯 を 傾けて 甲板に 臥す 涼風 嫋々 として 身の 熱帶 

に 在る を 忘る 

十月 二日 (火曜) 印度人 多く 甲板に 來 りて 土産 を賣る 寶石、 象牙細工 等な り 船の 周 園に は 例の 錢拾ひ 舟 集 

まりて 頻に 喋々 す 其 舟 平たき 板 を 二三 牧 つなぎた る ものにして 權は竹 を 二つに 割りた る ものな り 其簡單 なる 

事 比類すべき もの 無し 端艇 を こぐ 櫂 は 飯の 筵の 如き ものな り これ 亦ー奇 とすべし 裸體 なる 兒 童の 七 < 人 同 

聲 にて 唱歌 をうた ひつ 、右の 手 を 脇腹に うち 當て \ 拍子 をと る眞に 噴飯す ベ し 印度人の 物 を 賣る其 ひっこき 事 

支那 人に も 超えたり 又 多く 日本人の 證明狀 を携ふ 中には この 野郎の 物は僞 物にして 氣を附 けて 買 ふべ しな ど 

書きた る もの あり 得々 として 余 等に 示す 十 時半に いたり 解！^ す 昨夜 獨 乙の 船 兵卒 二 千 五 百 を 載せて 入港す 

本船 出發に 臨みて 互に 呼應 する 聲は海 若 を 驚かすべし 夜雨 あり 謠曲 をよ む 

十月 三日 (水曜) 晴天に して 風 あり 幾多の 汽船に 逢 ふ 晩餐の 頃 右に ラクレ テンの 群島 を 見る 夜風 雨大に 

いたる 謠曲 をよ む 夜 氷 を 取 寄せて 朝日 ビ ー ルを 傾く 朝日 ビ I ルこ、 につく 

十月 四日 (木曜) 晴天 風 あり 終日 船 を 見す 無聊 甚し 夜 月色 玲瓏 海 波 を 照し 好 景寢に 就き 難し 藤 代 氏 

と ウイ スキ ー、 アポ リナ リス を飮む 

明 治 三 十 三年. 
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留 學 日 誌 

十月 五日 (金曜) 晴天 海 波 全く 無し 名に しお ふ 大洋 も 平坦 疊の上 を 行く が 如し 肩大 にこる を 以て 下劑を 

用 ふ 

新嘉坡 所見 

亭々 椰子 直參天 荷葉 蓋 池 大似船 熱國 一分 有 秋 意 蟲聲^ 々草 問傳 

コ B ンボ にて 印度人の 手品師 船 上に 來 りて 種々 の 技を爲 せり 瓢箪 を 以て 作りた る 笛 を 吹く 其 昔 我國の 飴屋の 

如し コブラと いふ 蛇 を 使 ふ 數番 を爲し 終へ て 見物人より 錢を乞 ひかへ り ゆけ り 

十月 六日 (土曜」 午後 船の 動搖 や、 甚し 四時 頃大 魚の 波 問に 飛躍す る を 見る ィ ルカなる べしと いふ 此日 

正午の 榜 示に コロン ボを距 る 事 一千 三百 四十 一 浬な りと あり ソコ トラ の 島 近くに ありと い へ どもみ えす 藤 代 

氏 

はる.，. 5L\.> もき ぬる もの かな 見渡せば すぐ そ ことら の 島 もみえ けり 

夜 藤 代、 夏 目 二 氏と 甲板に 談 じて 十 一時にい たる 

十月 七日 (日曜) 藤 代、 戶塚ニ 氏と 試に 耶蘇 敎の獨 語 說敎を 聞く 夜 月色 玲瑰 金波 搖曳 正に 十五夜に 當れり 

秋思 無限 

十月 八日 (月曜) 朝 陸地 を認む 午後に いたり 遙 にァ. チンの 山 を 見る 夜 十 時 頃 アデンに 人る 土人 早く 短艇 

に乘 りて 駝鳥の 卵、 羽毛、 籠 等を賣 りに 來る 明朝 出發 すべし とい ふ を 以て 上陸せ す 十二 畤過 はじめて 船室に 
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下る 今夜 月明 昨日の 如し 

十月 九日 (火曜) 曉起 蓬 窓 下に 幾多の 小舟 ありて 土人の 産物 を賣る あり 紙 卷ー箱 を購ふ 慣 了ンル リング 

六 ペン ス なり 船客 中 駝鳥の 卵、 水牛の 角 等 を 買 ふ もの 多し 土人 毛髮 縮れて 赤く 印度人に 似て 稍 醜な り アデ 

ンは 全く 赭山 にして 一樹 蔭な し すべて この 邊の 島嶼 皆 巖石兀 立して 狀貌 奇怪 なれ ども 寸綠 なし 午前 九 時半 拔 

錯 午後 五 時 頃 紅海に 人る 其 入口 はい は ゆる バベル マン デブの 海峡に して 淚の 岬の 義 なりと いふ この 處 左右 

に 岩山 突兀 として 暗碟亦 掛からす 往古 帆前船に て モンス ー ン に 遭遇 すれば 進退 谷 まる 處 なる を 以て この 名 あり 

とい ふ 左右 共に 英國 の砲臺 あり 夜 月明 眠る を 忘れし む ス ツット ガルト 東行す 

十月 十日 (水曜) 曉起 左方に 幾多の 小嶼を 見る しばらくして みえす 今日 汽船に 逢 ふこと 四 五艘に 及ぶ 

暑熱 頓に加 はる はじめて 熱帶の 暑熱 を感す ラムネ をのむ こと 頻 なり 夜に 人り 上等 船客の 催に て 舞蹈 會 あり 

この 暑熱に 數番の 舞蹈と は醉 興の 至な りと 笑 ふ 月色 昨夜の 如し 

十月 十一 日 (木曜) 朝 夏 目 君と 英語 說敎を 聞く 炎 威 昨日に 比して や、 衰ふ 午餐に ライス カレ ー あり 豪啖衆 

を 驚かす 薄暮 左右に 四 五の 島嶼 を 見る 夜 氷 を 喫す 甲板の 上 同行 諸氏と 談 じて 十一 時寢 室に 下る 今日 冷水 

浴 をな す 

十月 十二 日 (金曜) 曉起 右方に 一 燈臺を 見る 榜 示に 曰く 今夜 十 時 郵便 締切な りと 夏 目 氏 耶蘇 宣教師と 語 

り 大に其 鼻 を 挫く 偸 快な り 戶塚氏 船 醫を訪 ひて 衛生上の 事 を 注意す 夜 A 時 頃 右に シ ナイの 山 を 見る 九 時 

明 治 三 十三 年  ， 
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留學 日誌  • ， 

月出づ 紅海い よく 狹 うして 燈臺 前後 應 接に 遑 あらす 冷 浴 昨日の 如し 

十月 十三 日 (土曜) 六 時離蓐 甲板に いづれば 左方 一 帶に赭 山 を 見る 右方 亦 陸 を 見れ ども 稍 遠し すべて こ 

の あたりの 山寸綠 なくして 赤色の 禿山の み これ 紅海の 名 ある 所以な り 朝餐後 間もなく 蘇士に 着す 遠望 家屋 

と 不毛の 野の みに して 草木 を 見す 撿 疫醫來 りて 一同 を 檢査し 去る 土人 来りて 種々 の 物 を賣る こと 例の 如し 

紙卷 煙草、 腕 飾、 寫眞 等な り ジ H ルサ レムの 草花 を 以て 押繪を 製した る も あり 寫眞及 郵便 はがき 數葉 を購ふ 

午後 一 一時 出發す 運河の 兩岸は 茫漠たる 曠野に して 全く 不毛な り 運河の 長さ 八十 哩と いふ 其 幅 は 甚だ 狭し 

我が プ B イセ ン號は 吃水 一 一十三 尺に して 運河に は 一 一十 四 尺 以上の 船舶 をして 通ぜ しめす とい ふ 岸 上遙に 見渡せ 

ば 例の 赭山連 亙 無 際處々 路駝の 相 連り て 行く を 見る 河畔 合 圖の爲 めに 設けた る屋舍 所々 に 在り 其 近傍に は 多 

少の 草木 あり 薄暮 Bitter 湖 を 過ぐ すべて 運河の 中 湖水 ある 事 四つ 之 を 利用して この 大工 事 をな せるな り 

湖 中 三 四の 漁 舟の 魚 を 捕 ふる を 見る 曳網に ておしつ め ゆけば 魚の 飛ぶ 事 さながら 落葉の 散る が 如し 誠に 壯觀 

とす 夜 十 時 月出づ 

十月 十四日 (日曜) 三時 頃喧 嗷の甚 しき を 以て 目覺む 船 は 早く ボ ー ト サイドに 在り 殘月 天に 在り 冷 風膚を 

襲 ひ 自ら 秋 意の 乾坤に 滿 つる を覺ゅ 再び 一睡して 六 時 甲板に ar つ 土人の 産物 を賣る もの 巳に 甲板に 集まる 

輕 業師 ありて 技 を 演ぜん こと を 乞 ふ もの あり 叉 一 扁舟 三 四の 男女 あり ギタ ー を彈 じつ、 錢を乞 ふ 淸楚 愛すべ 

し 其 音調 はいたく 淸樂に 似たり 郵便 はがき 數葉 を購ひ 直に 之 を 認め 投函せ しむ 八 時 出港 港口 運河 工事の 
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設計者 デ オシ ー 氏の 銅像 あり 北 歐洲に 面して 立てり 十 時 頃 左方に 一市 街 を 見る 其 名 を 知らす 午後 荷物 室に 

いたり 黑服を 取 出して 之 を 穿つ 

十月 十五 日 (月曜) 朝 喫煙室に 在りて アル ベルト 號乘組 乘客表 を 見る 之に よりて 松 本 亦 太郞氏 十月 十六 日ネ 

1 プルスよ リ乘 船歸國 の途に 就く を 知る 北風 塞く して 堪へ 難し 船中 ビ ー ル盡 きて シ H ンケの 戶閉づ 荷物 を 

ベルリン 停車場に 送る 樣 荷物 掛に 依頼す 

十月 十六 日 (火曜) 午後 荷物 藏に 入り荷 物の 入 替を爲 す この 日食 卓 給仕 其 他に 手 當を與 ふ 食卓 給仕 二十 五 

馬克、 船窒 給仕 二十 馬克、 湯番 十五 馬克な り 明朝 メッシナの 海峽を 過ぐべき を 以て 今夜 早寢 せんとて 一同 十 時 

頃 就寢す 

十月 十七 日 (水曜) 朝 五 時 頃 藤 代 氏の 呼覺 すに 驚きて 甲板に 上れば 兩岸に 陸地 を 見る 其 間 甚だ 狭し 然れど 

も尙 未だ 海峡に 至らす 下りて 船室に 人り 六 時 再び 甲板に ar つ この 時 は 船 巳に 海峡 を 通過せ り 五分 時 を 後れ 

し を悔ゅ 風呂 番の おや ぢ戶壤 氏に 向って 手 當の少 きを 訴 へたり と 聞く 歐洲 人の 面の 厚き ことこれ にて 知られ 

たり 朝 餐の頃 左方に スト ロン ボリ ー の 火山 を 見る 形 少しく 富士山に 似たり 山麓に 白壁の 相 連る を 見る 郵 

便 締切 午後 五 時の 掲示 あり 地圖を 見る に 緯度 は 已に靑 森に 同じ 北風の 寒き もげに もと 首肯す 五 時 頃 カプリ 

の 島 を 見る 斷巖絕 壁 洞鬥も ありて 奇勝 多き が 如し 獨乙 人の 多く 遊覽 すると ころな りと いふ 同 島 を 過ぎて 右 

の 一 岬角 を 曲れば ヴ H スヴィ ァス山 雲 際に 聳ゅ 其 麓 一 帶白屋 相 連り て 風光 畫の 如し 北方 遙にナ ボリの 市街 を ^ 

叨 治 三 十 三 年 


留 學 日 誌 

見る や， 「 - 近づく に隨 ひて 船舶に あ ふ 事い よ/ \ 多し 六 時 ナポリの 港に 人る 街燈 煌耀 一種の 美觀 たり 

港 上ケ！ -1 ッヒ アルべ ルト號 亦 碇泊す 相 距る事 僅に 數十間 なれ ども 今夜 は 檢疫濟 まざる を 以て 上陸 を 許さす 

松 本 氏 等の 一行に 逢 は ざり し は遣憾 なりき 九 時半 アルベル ト號拔 錨して 去る 細雨 葬々 として 來る 姉 崎 氏の 

書 を 得 

十月 十八 日 (木曜) 曉六時 喇叭の 聲 に目覺 むれば 檢疫 醫來れ りと いふ を 以て 起く 朝餐の 時刻 檢疫醫 去る 船 

の 周 圍已に 幾多の 案內 者、 旅館の 手代 等 群がり 來り喧 傲なる こと 他の 諸國に 同じ 賣 物に は 菓物、 花束、 腕 飾 等 

あり ii はがき 數葉 を購ふ 案內 者の 一人 林學 博士 河 合 氏の 證明狀 を 有する もの あり 之 を 雇 ひて 一同 小 蒸 氣に下 

る 雄 頭 を 出で \ 一馬 車に 搭乘す コロン ボに 上陸せ しょり 陸を蹈 まざる こと 十八 日 今 始めて 歐洲の 地 を蹈む 

快何ぞ 極まらむ 案 內者は 余 を 導きて 先づ 同所の ジ H スゥ イット 寺院に 至る 大理石 を 以て 装飾の 美を爲 し壁畫 

天井 畫等 大作 多し 金色 燦爛人 をして 其莊嚴 なる に 驚かしむ 僧侶 あり 經を 誦す 圓頂 にして 赤色の 衣 を 穿つ 

宛然 佛 僧の 如し 大體の 有様 寺院に 似た る もの 多し 次で 叉 他の 二 寺 を 見る 第二の は 古寺なる が 如し 案內者 

一 々其 由 來を說 き 壁畫を はじめ 種々 說明 したれ ども 今 皆 忘れたり 多くの チャペル ありて 所々 に聽 聞の 信 男 信女 

多く 群集せ り 神 壇の 左側 細き 入口 あり 案內者 曰く これ 懺悔 場な りと 聞く この 處 尼寺に して 懺悔 場 はた ま C 

以て 密賣の 場な りと 果して 然る や 否や いづこ も 結構の 壯大 なる 装飾の 莊嚴 なる は 我國佛 寺の 及ぶ ところに 非 

す 多くの 善 男女の 殊勝 氣に 念佛 する も 流石に むかしの 樣思 はれたり 寺院の 人口に は 多くの 乞食 ありて 錢を乞 
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ふ 甚 しき は稱 名に 餘念 なき 善女の 手 を 出して 錢を 乞へ る あり この 國の 風俗 も おしはかられたり 船 上に 來る 

案內 者、 物賣の 如き も 誰に 向っても 卷 煙草 をね だるな り 寺院 を 出で、 博物館に いたる 同 館に は 種々 の 彫刻物 

等 珍奇 貴重なる もの 多し 就中 ボン ペイの 遣廣 より 發掘 せし 壁畫、 器具 等 多く 陳列せられ たり 彫刻物に は大理 

石の も 金 銅の も 皆 美術史 上に 有名なる もの 也 かって 書籍の 上に はお 目に か、 りし もの 多 けれども 專鬥 ならぬ 身 

の 一 つも 記憶に 存 せぬ ぞ殘 念なる ボン ペイの 遺物 多き が 中に 金環に 指の 骨の その 儘 附着せ る 如何に 當 時の 天災 

の 猛烈な りし か を 想 はしめ 千歳の 下人 をして 寒心せ しむる に 足れり 硝子 器 等 種々 あり 又 婦人 装飾 等の 具 等 を 

見る に 其贅澤 なる 實に 驕奢の 極點に 達して 天譴 を 蒙りし に は 非す やと 疑 はしむ 戲 場の 切手と して 使用 せられた 

る 瀬戸物の 鳩、 頭蓋骨 等 色々 あり その 階級に よりて 切手に 種類 あるな り ボン ペイ 全體の 模型 も あり この 日 

十一 一時 出帆に 付ボ ン ペイに 遊ぶ 暇な かりし かど もこの 博物館に 遊びて 已に其 大要 を 知り 得た る 心地せ り 十 時半 

こ k を 出で 王宮に 至る 王宮 は 三百 年 前の 建築に 成る とい ふ 装飾 美麗に して 燦爛目 を 奪 ふ 舞蹈 窒、 芝居 舞臺 

等 も あり 宮中の チャペル 亦 美麗な り 宮中に は 諸 官員皆 喪章 をつ けたり 皇帝 崩御 後の 宮中 喪なる べし 案内 

者の 擧動を 見る に 握手す る眞 似して 常に 一 兩片の 貨幣 を 官吏に 握らしむ これにて 何事に も默々 たるが 如し 案 

內者 は往々 繪畫、 器具 等に 手を附 けて 見る 事 あり これにても 官吏 は 一言 も 咎めざる なり 之 をお もへば 又彼國 

の 腐敗せ る樣 もお も はれて 坐に 我 宮中の 森厳なる に 感涙 も 湧くべし 總 じて 此國の 風 は賄赂 公行と 聞く はさ も あ 

るべ し 王宮 を辭 して 船に かへ る 時已に 午な り 午餐 を 終へ て 船發す 幾多の 危岬 前後 出沒 して 景色 頗る 見る ベ 

明治 一一 一十 三 年 
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留學 日誌 

し 海上より 遙にネ ー プルス を 見れば 古來 史上に 幾多の 事蹟 を殘 したる 古 港 眼前に 在り 感慨無量 なり 今夜 晩餐 

に は 特別の 馳走 あり 明曰ゼ ノアに 上陸す る 人 多き 故なる べし クナ ルボン/ \ と 唱 へて 辻占の 如き もの いづ 

其 中には 各 一つの 紙 帽子 あり 海軍 形 あり ナボレ オン 形 あり 種々 雜多 なり 余 一つ を 摘む に 偶然 日本人と 記せる 

もの を 得たり 開けば 日本 流の 笠な りし も 一興な り 食後 皆 この 紙 笠 を 被りて 笑ひ舆 する 聲 船中に 滿っ 奏樂唱 

歌 盛に 起る 我國 歌の なき は 實に殘 念なる 心地す 十 時 寢窒に 下りぬ 

十月 十九 日 (金曜) 午後 一 時ゼ ノアに 着す ゼ ノア は 丘陵に よりて 曆々 街衢 を爲し 遠望 頗る 美な り 港 內互艦 

多く 碇泊せ り 檢疫 醫來り 上陸 者 を 一見して 去る 午後 五 時 頃に いたりて はじめて 上陸 端艇に よりて 稅關 にい 

たる ゼ ノア、 グラント、 ホテルの 若者に 案內を 依頼す 萬 事 都合よ し 稅關 にて は 何等の 檢查も 無 かりき こ 

こに て 明朝 巴虽 迄の 直行 汽車 切符 を購ふ 同處を 出で、 ホテルの 馬車に 乘じ 旅館に いたる 途中 夜に 人り たれば 

よく 分らす グラント、 ホテル、 ド、 ゼネは オペラの 直ぐ 前に 在り 中央 繁華の 處 たり 三階の 三 室 を 借りて 人る 

装飾 善美 を盡 せり 獨 乙の ミュンヘン ビ ー ァを 候く 甘味い ひ 難し リフトに て 上り ゆく 心地 まことに 快し 晚 

餐後 若者の 案內 にて 公園に いたる 音樂會 あれ ども 聞かす 市街 を 散策し はがき 等 を 買 ひて かへ る 歸 宿の 後更 

に戶 塚、 藤 代、 稻垣三 氏と 市中 を 散步し 無暗に 目的 もな く 歩行し 裏店の 如き 處を いくつ ともなく 通り 來る 市街 

の 立派なる 建物の 大 なる は ネ ー プルスに も 越えたり 歸れば 已に十 時な り 諸處へ 安着の 報知 を 出さん とて 頻に 

はがき を 認め 夜 十 時に いたる 
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十月 二十日 (土曜) 鷄聲遙 に 聞え て曉鐘 近く 鳴る 驚 起して 旅装 を 整へ 旅館の 馬車に て 停車場に いたる 途中 

青物市場 を 過ぐ 我阈の 朝市と 大差な し 停車場 前に は コロン ブスの 銅像 あり 停車場に 入れば クックの 案內者 

あり 之に 依頼して 乘 車の 事 を 世話せ しむ ボ ー タ ー の 如きす ベて 佛語、 以語 にあら ざれば 通ぜす 一行 中 佛以の 

語に 通す る もの 無く 一時 大に まごつけ り 八 時 四 五十 分に いたりて 汽車 發す 中等 車 は 一室 八 人 詰な り 我等 五 

、こて 一室 を 占領す 速力 我國 のより は 稍 や 早き を覺ゅ 沿道の 風 色 我國に 似た る 事 多し た 處々 牧場に 羊 牛 

の 徘徊す る 白 屋の點 々たる を異 りと なすの み 幾多の 停車場 を 通過して アレッサンドリアに 達す こ、 にて は 昇 

華や、 盛な り 再び 發 車して トリノに 到着せ し は 十二時 半 頃な りき 停車場 前の Hotel de  Suisse-Frasjais- と 

いふ 一 旅館に 投じ 午餐す 午餐の 後戶 嫁、 藤 代、 稻垣三 氏と 市中 を 散歩す トリノ 市 は 街衢 盤 然として 大通りの 

如き 頗る 立派な り H マ-一 ュ H ル 二世の 銅像 あり 四時 四十 分 再び 停車場に いたり 巴 里 行 急行 汽車に 搭す 乘客 

多くして 五 人 一室に 入る 能 はす 余と 稻垣 氏と 一室に 入り 他の 三 氏 は 別室に 人る 八 時 頃 モダンに 着す 害な りし 

がー 時間ば かり 後れたり 食事 車に 人り て麥 酒、 葡萄酒、 パン 等 を 1  伎ひ窒 にか へれば モダンに 着す この 地已に 

アルプス 山中に 在りて 以佛 兩國の 境界に あたれば 佛の檢 稅吏來 りて 荷物 を 撿查す 但し 我等が 車に 人り しもの は 

夫婦 連の 男の 荷物 を 一寸 檢查 せし のみに て あと は 少しもみ す すべて 儀式 的の ものな り この あたり アルプス 山 

中に て晝， ならば 面白 かるべ けれども 夜 故 分らす 汽車の 速力 非常に 早き を 以て 動搖も はげしく 頭 を 出して 車窓 外 

を 見る も危險 なる 心地す 車窒內 轟々 として 半 眠 半醒の 中に 多くの 停車場 を 通過し ゆく 同 乘の佛 人 夫婦 あり 頻 

明治 三十 一一 一年. 
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留學 日誌 

に 接吻す 已 にして 天 やう やく 明く 黄葉の 樹林 平野に 相 連る 著き 喬木 は 少し 九 時 頃 巴 里里昂 停車場に 着す お 

6 

巡査に 問 ひ 馬車 二 輛を雇 ひま づ正术 氏の 寓を Hue  dc  Belles  F21 ョ l-s に訪ふ 正木 氏 は 不在、 渡邊氏 一人 あり 

一 同 少憩 朝餐を 饗せら る 己に して 同氏と ともに 】iue  (10  Gustavc  coul.bct  22 なる M.me  Naudin の 家に いた 

り 空 {至 あり やと 問 ふ 幸に して 空 窒數箇 あり よりて 午後 引越の 契約 をな し 同氏と ともに 市街 を 散歩し 凱旋門に 

いたる それより 日本 公使館に いたる 公使 栗 野 氏に 面會 たま/ \ 驟雨いた る 雨 やどりして 出づ 夕方 夏 目 

氏、 度邊 氏と ともに 停車場に いたり 預けお きたる 荷物 を 取りに ゆく 余 は 藤 代 氏と ともに マラ コ フ 街なる 池邊氏 

の 寓を訪 ふ 同氏 亦 魯西亞 旅行 中に て 不在な り 夜 一行の 諸氏と ヴィク トル 街に 晩餐 を 喫して かへ る (以上 十月 

二十 一日) 

十月 二十 二日 (月曜) 午 一行と ヴィク トル 街に 午餐し 渡邊氏 を訪ふ 同氏の 案內 にて 博覽會 にいた る まづト 

ロカ デ C1 より H ッフ H ル塔に 上る 塔 上に て 故鄕の 知友 等へ 手紙 を 出し 塔 上に 氏名 を署 して 下る それより 

Champs  de  Mars の 敎育館 等 を 巡 覽し其 規模の 廣大 なる に 驚く 叉 platfol. ヨ mobile に乘 りて Ville  d。  Paris 

館の 前に 下り 日 本 茶店 の 前 を 過ぎて 出づ 歸 途渡邊 氏の 寓 に 午餐し 晩餐 後 同 氏の 案內 にて 地下 鐵 道に 搭じ Grand 

Boulevard に 遊ぶ 燦爛たる 夜色 眞に 不夜城の 如し 一 咖啡 店に 麥酒を 傾け 再び 地下 鐵道 にて ト カデ B にかへ 

り 歸寓夜 一 時 

十月 二十 三日 (火曜) 朝 九 時 樋 口 勘次郞 氏來訪 同氏と ともに トロ カデロ 附近に て 午餐 を 喫し 余と 藤 代 氏と は 


寓 にかへ る 谷 本 氏 來訪の 約 ある を 以てな り 三時 同氏いた る 同行の 諸氏 亦歸寓 相 共に ヴィク トル 街の 日本 

料理店に いたり 薔麥、 天 ぶら、 味 i« 汁 を 食 ひ 久しぶりにて 日本酒、 米飯 をく ふ 同店に て大島 氏、 細 井 氏 等に 逢 ふ 

木 原 氏の 訃を 聞く 實に氣 の 毒の 至 也 九 時同處 をいで 谷 本 氏に 伴 はれて グ ランプ ー ルヴァ ー ルに ゆき Casino 

de  parF  Tavern  off 等に 遊ぶ いづれ も 巴 里 不夜城に して 消金离 なり 其 繁華 人目 を 眩し 驚 鬆に堪 へ ざら 

しむ 

十月 二十四日 (水曜) 朝 谷 本 氏來る 藤 代、 戶塚ニ 氏と ともに 博覽會 前の 一 店に 午餐 を 喫し 美術館に 遊び 繪畫 

彫刻の 陳列 を 見る 日本の 畫 如何にも 見苦し 歸途 しばく ビ ー ァを 飮. みて かへ る 今夜 は 寓居に て 主婦と 倶に 

晚餐を 喫す 建 部 氏來訪 

十月 二十 五日 (木曜) 一同 渡邊氏 を訪ふ 正木 氏 巳に 歸宅 せり 久濶の 情 を 慰す それより 稻垣、 夏 目、 藤 代 

三 氏と 博覽會 にいた る platform  mobile に乘 りて 美術館に いたらん とし 余獨り 早く 下り 衆 を 待て ども 來らす 

ひとり 諸處を 散歩し 買物 をな して 歸寓 晩餐 を渡邊 氏の 寓に 喫す 岡 田 氏 亦いた る 笑談大 に賑し 

十月 二十 六日 (金曜) 夏 目、 藤 代 二 氏と 博覽會 にいた らんと し路 雨降りいで しかば Place  de  la  Concord の 

近傍に て 午餐 を 喫し 歸宅 午後 樋 口 氏來訪 夜渡邊 氏の 寓に 晩餐す 

十月 二十 七日 (土曜) 今朝 はよ く 晴れたり 朝 藤 代、 夏目兩 氏と 博 覽會に 入り ェ藝館 及 機械 館 等 を巡覽 午後 

四時 頃歸宅 晩餐 は 渡邊氏 宅に て 喫す 歸途 i_】toile の邊を 散歩して かへ る  ^ 
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窗學日 誌 

十月 二十 八日 (日曜) 夏 目 氏 八 時 頃 ン ドンに 向って 出發し 去る 余 等 も 亦 九 時 結束 十 時 馬車 ニ臺を あつら へ 

て Garo ihi  Nord に 向 ふ 十一 時 着 荷物 を 預け 同 停車場 前の ー屋 にて 午餐 其髙價 なる に 驚く 一時 五十 分 

發車 平原の 間 を 過ぎて 夜 十 時 頃 Herr-thal に 着す こ k にて 稅關 の檢査 あり 同じく 儀式 的な りき 同 停車場 

內に 料理店 あり 麥酒數 杯 を 喫し 葡萄酒 一 瓶を購 ひて 汽車に 人る 十二時 ケルンに 着 同所に て 車 を 乘り換 ふ こ 

こにいた りて 余と 戶塚 氏と は 一車に 在り 藤 代、 稻垣 氏と は 別の 車に 人る 夜に 入りて 雨 降る 汽車 Dortmund 

にいた る 頃 停車場 內 に 多數 の 人 あり 余 等 を 認め て 支那 人な りと し頻に 讒謗 を 極む 腹 立 て ども 詮方な し 嘵ブ ラ 

ンデ ン ブルク を 過ぎて ワイ デルの 池 を 眺めつ 、九 時 頃 伯林 ポツダム の 停車場に 入る 藤 代 氏と 同道 ま づ福原 氏の 

寓を訪 ふ 不在な り よって 荷物 を そこに あ づけ 立 花 氏の 寓 にいた る 同氏、 吉田靜 致 氏と あり 同道して 午餐 

を樊し 再び 福 原 を訪ふ 不在 立 花 氏の 寓 にか へれば 近 角 常觀氏 もいた る 晩方 福 原來る 立 花 氏に 依頼して 同 

氏の 寓に湯 沐を爲 す 爽快 比な し 今夜 立 花 氏の 寓に 宿す (以上 十月 二十 九日 月曜) 

十月 三十日 (火曜) 立 花 氏に 拉 せられて 藤 代と 二人 諸處の 貸間 を. 搜 索す 余 は、 ゲル ハルト 街の 一 屋に空 窒を認 

め來る 一日 引 移るべき 旨 を 約して かへ る それより 同道 公使館に いたり 井上 公使に 面會 叉 書記官 倉 知 氏 其 他 

にも 面晤す 戸塚 氏 もつ いで 來る それより 午餐 を 喫して 歸寓 藤 代 氏 は 立 花 氏の 筋 向 ひの 一 窒を 借りた るを以 

て 今夜 は 同氏の 寓に 一泊す る 事に 決す 

十月 三十 一日 (水曜) 立 花、 吉田、 藤 代 三 氏と ライブ チッヒ 街より ゥン テル、 デン， リンデン 街 を 散歩し ライ 
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プチ ッヒ 街に 午餐し 洋服 店に いたり 外套 一 領を あつら へ獨乙 銀行に ゆき 爲替 四百 馬克 を 受取る 歸途立 花 氏に 晚 

餐し十 時 かへ る 

十一月 一日 (木曜) 立 花、 吉 田， 藤 代 三 氏と チ ー ャ ガル テン を 散歩し 晚 秋の 風光 を 賞す 落葉 鑌紛 として 雨の 

如し 獅子 橋 を 過ぎて 運河に 傍 ひ 橋畔の ー屋に 午餐す 林 海軍 中佐、 林 博 太 郎等の 諸氏に 會す それより 歩して 

寓 にかへ り 馬車 を僦 ひて ゲル ハルト 街に 引越す 薄暮 福 原を訪 ひと もに 祝 辰 巳 氏 を訪ふ 同氏 は來る 四日 倫敦に 

出發 すべし とい ふ ついで 立 花 を 訪ひ藤 代 等 五 人に て 晩餐 を 喫せん とて Kriuger にいた る 諸氏 余が 寓に 至り 

て談 じて 十 一 時に いたる 

十一月 二日 (金曜) 藤 代 氏、 吳氏 とともに 來る よりて 共に 伯林 大學 にいた る 藤 代 氏人 學 の手續 をす ます. 

余 は 旅行 券 を わすれた る を 以て 其手續 をな す 能 はす 來る 五日に 來 るべき 旨 を 約して かへ る 歸途大 學圖書 館 等 

を 一見し 某 店に 午餐す 立 花、 吉田ニ 氏 亦來る それより オムニバス にて 吳 氏の 寓を訪 ひ 閑話 少頃街 上に いで ラ 

ィ プチ ッヒ 街に いたり 有名なる Tietz の勸 工場に 入りて 萬 年 筆 其 他の 買物 をな し吳 氏と 別れ 鐵路 馬車 クリミ ナ ル 

ゲ リヒトに いたり クリュ ー ゲルに 午餐す 福 原 氏 亦いた る 同店 をいで \ 一同 藤 代 氏の 寓 にいたり 十 時歸宅 

十一月 三日 (土曜) 我が 國の 天長節 日 ことに 麗 なり 朝 ライ プチ ッヒ大 幸勇吉 氏の 書 狀と和 田 萬吉氏 九月 十 

四日 投函の 一書と を 領收す 今日より 毎朝 牛 a 半 リットル を 飲む 事に 決す 午前 立 花 氏來訪 ともに 公園 內を歩 

して ルイ ゼン 記念碑の 邊 より 戰勝路 にいたり 戰勝 塔に 上る 夜 日本 公使館に て夜會 あり 晩景より 之に 赴く 來 S 
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留學日 誌 

會者 百餘名 半ば k 大學 出身の 留學 生、 半ば、 軍人な り シャンパンの 美酒に 醉 ひて 十 時 過 迄 談笑 身の 萬里異 

鄕に 在る を 忘る 

十一月 四日 曇 朝 福 原來る ともに リュべ 力 街の ケッ トナ ー を 訪ひ語 學を習 ふ 事 を 約束し 明日より 來る 事に 

決定す 歸途 クリュ ー ゲルに 午餐 

十一月 五日 晴 午後 ケッ トナ ー に ゆき 歸途 クリュ ー ゲルに 晩餐 この 日 午前 大學に ゆき 人學 式を离 ます 學 

生 券 一 一四 三 〇 を 受領す 

十一月 六日 晴 午前 藤 代 を訪ふ 戶塚 亦いた る 立 花 も同斷 ともに 歩して 稻 垣を訪 ひそれ より 戶 嫁と 歩し 

てレ ー ルテル 停車場に いたる 荷物 を 受取らん 爲 なり 場所 遠 ひて 目的 を 達せす 空しく かへ る ケ ットナ ー は斷 

りて 行かす 

十一月 七日 啧 朝 立 花來る ともに イン ヴァリ ー デン 街なる 自然 科學 博物館 を 見る 動 植鑛物 等の 陳列 品 あ 

り 歸途 クリュ ー ゲルに 午餐 

十 I 月 八日 晴 

十一月 九日 曇 朝チ ー ャ ガル テン 近傍 を 散策す 途倉知 及 巖谷ニ 氏に 遞 返す ， 

十一月 十日 小雨 立 花 氏と チ ー ャ ガル テン を 逍遙し クリュ I ゲルに 午餐 余が 寓 にいたり 少時 談話の 後 立 花 

氏の 寓 にいたり 藤 代 氏と 同道 倉 知 氏の 寓 にいた る 幅 原已に 在り 松 本 亦いたり 日本酒、 日本食の 馳走に なり 談 
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話 十二時に いたりて 歸 宅す 

十一月 十一 日 雨 午 クリュ ー ゲルに 午餐 福 原と 雨を衝 いて ポツダム にいたり 汽車に て タリ ー デナウに 赴き 

ランゲ 氏 を訪ふ 半時 間餘 談話 日本 童話の 研究 一冊 を 得て かへ る 歸途淸 水澄 氏 を訪ふ 松 本 氏 亦 在り 少頃 

にして 去る 歸途亦 汽車に てべ ルヴュ ー にかへ る 夜 福 原、 立 花 二 氏 余が 寓に 晩餐す 

十一月 十二 日 朝 戶壤氏 を訪ふ 不在 近傍 を 散策して かへ り 夜 再び 之 を訪ふ 宮本氏 亦 在り 日本の 新聞 を 

見て かへ る 歸途平 井 氏に 逢 ふ 

十一月 十三 日 曇 今日 頗る 塞し 朝 立 花來る 戸塚 氏 亦いた る 立. 花 氏と トル ム 街の 近傍 を 散策し カフ HS 

文缺 字) に 午餐 英字新聞 をよ み 二三 獨字雜 誌 を 購ひ歸 宅 三時 再び ケッ トナ ー 氏に 赴く 夜 立 花 氏の 寓に人 浴 

葡萄酒 一 杯 を 傾けて 歸 宅す 上田 氏に 柬す 

十一月 十四日 曇 朝 藤 代來る ともに 近隣の ワイン、 スト ヮ ー べに 午餐し 山 口 を訪ふ 不在 少頃森 氏の 許 

に 談話 歸途立 花 を訪ひ 四時 辭 しかへ りケ ットナ ー 氏の 許に ゆく 

十一月 十五 日 雨 九 時 起きて 畑 氏の 手紙 を認む 立 花 来訪 ともに クリュ ー ゲルに 午餐し 一 書肆に つきて ァ 

ル バム 一冊 を購ふ それより 小 公園 を 散 步し幅 原 を訪ふ  一二 時半 同處を いづる 時 井上 友 一、 淸 水澄 二 氏の 來 るに 

逢 ふ 晩餐 後 近傍 を 逍遙し 藤 代 氏 を訪ふ 不在 立 花 氏 を 訪ひ少 頃 去る 歸宅 すれば 藤 代、 山 ロニ 氏來談 十 時 

を 過ぎて 去る  ^ 

明治 三十 三年 


留 學 日 誌 

十一月 十六 曰 曇 朝 立 花 氏と 歩して 書肆 マヤ ー にいた る それより パッセ ー ジ にて 郵券、 寫眞等 を購ひ 午餐 

汽車に てべ ルヴュ ー にかへ りケ ットナ ー 氏に ゆく 

十一月 十七 日 曇 朝 立 花と ともに 再び マヤ ー、 ミュラ ー に 行き 書物 を 注文す たま/ \> 山 口と 逢 ふ 三人に 

て ワルデ ン ダムに 午餐し 歩して かへ る 二人 歸途 我が 寓に立 寄る 蝠原亦 至る 夕方 理髮 錦に いたり 散髮し 晩餐 

後 立 花 を 訪ひ十 時歸寓 

十一月 十八 日 雨 十一 時 藤 代を訪 ひと もに 立 花に いたり 同道して クリュ ー ゲルに 午餐 午後 山 ロを訪 ひ同處 

の 娘 一 一人と ベ ルヴ ュ ー より 汽車に てャ ノウ イツ 停車場に いたり 體操 場に いたり 女子 體 操の 演技 を 見る 四十 八 人 

ばかりの 演技に て 別に 變 りたる 事 も 無し 歸途べ ルヴ ュ ー の近處 にて 晩餐して かへ る 

十一月 十九 日 雨 クリ ュ，， 'ゲルに 午餐 山 口に 逢 ふ ケ ットナ ー に ゆき 歸 りて 後 立 花 を訪ふ 福 原、 藤 代、 

渡 邊董之 介 氏 を 伴 ひて 來る 談 じて 十 時に いたる 

十一月 二十日 雨 クリュ ー ゲルに 午餐 山 口、 藤 代、 福 原 亦いた る 美 濃 部俊吉 氏に 遞 返す 歸途藤 代 余が 

寓 にいた る 同道し， て リュべ 力 街に いたり 余はケ ットナ ー 氏に 赴く 歸宅 すれば 福 原 在り 立 花 亦 至る 談論 夜 

十二時に いたる ランゲの 許より 二十 五日 招待の 報 あり 

十一月 二十 I 日 快晴 この 日 は ブス タツ ハ なり 朝 立 花、 藤 代 を訪ふ 皆 不在. 福 原 を訪ひ 談話 少頃 クリュ 

1 ゲルに いたる 藤 代、 山 口 等 あり 去って 山 口の 寓 にいたり 菓子の 馳走になる 會.' 山 口の 語 學敎師 ザィャ ー 
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來る 相俱 にべ ルヴュ ー の 停車場より グルネ ワルトに いたり 松林の 間 を 歩す 已 にして 曰暮る 一洋 酒店に 人り 

麥酒數 杯 を 傾け 歩して g 文缺 字) 停車場に いたり 再びべ ルヴュ ー にかへ り 晩餐 を 喫す 歸途藤 代 を 訪ひ山 口 及 宿の 

娘 一 一人と かるた を 弄し 十 一 時辭 しか へ る 

十一月 二十 二日 快晴 午後 曇 朝 宿 をいで ゥン テル、 デン、 リンデン を 散歩し 十二時 過歸宅 立 花 氏いた る 

晚 食後と もに 近傍 を 散策す 

十一月 二十 三日 晴 朝 近傍 を 散歩し クリュ I ゲルに 午餐 午後 ケッ 卜ナ I に ゆく 晚立花 氏いた る 晚 食の 

後 近傍 を 散歩し ツル ム、 ス トラ ー セ にて 若干の 郵券 を 購ひ來 る 歸途立 花 氏 寓を訪 ひ 少頃辭 しかへ る 

十一月 二十四日 曇 朝 藤 代を訪 ひと もに. 大學 にいたり ヘルマン 氏の 文學批 法 を 聽講す それより ゥンテ 

ル、 デン、 リンデン を 歩して かへ る 立 花 亦 來訪す 夜單 身近 傍 を 散歩し 齒磨 一つ を購 ひて かへ る 夜 新年 賀狀 

三十 通 を認む 

十一月 二十 五日 曇 夜 小雨 朝 立 花 を訪ふ 藤 代 亦いた る ともに ノル レン ドルフ、 プラッツに いたる 余 

は それより 電氣鐵 道に 乘 じて ランゲ 氏 を訪ふ 鬥 前にて 淸水、 井上 二 氏に 逢 ふ 二 氏 亦 同氏の 饗 鹿に 與 かるな り 

四時 半 頃 同氏 を辭 しヅォ ー ロジカル、 ガ ー デン よりべ ルヴュ ー にいで、 かへ る 今日は ト ー テン、 フ H ストな り 

とい ふ 士女 花環， y 持して 墓 參を爲 す もの 多し 

十一月 二十 六日 曇 朝 大學に ゆく ゥン テル、 デン、 リンデン 街 を 散歩して 十 時歸宅 午後 藤 代、 山 ロ來訪 

叨治 三十 三 年 
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留 學 日 誌 

ケ ットナ ー に ゆき 歸途立 花 を訪ふ 正木、 岡 田の 一行 明日 來 着の 報 を 得 晚 書肆 來り四 五の 書 を購ふ 

十一月 二十 七日 曇 今朝 はじめて 家信 あり 叉 佐 村 氏の 書 を 得たり 家信 は 十月 十六 曰認 むる 所な り 午後 

ケ ットナ ー に ゆき 歸途幅 原 を訪ふ 同氏の 晩餐す る を 待ちて 同道して 立 花 を訪ひ 今夜 十 時 岡 田、 正木 兩氏 をフリ 

1 ドリ ッヒ 停車場に 迎 へん こと を 相談 幅 原、 立 花 二 氏 余が 寓 にいたり 九 時半 迄 談話 それより 停車場に いたる 

十 時半 正木 氏 等 到着 余 は 立 花 氏と 歩して 寓に歸 る 新聞紙 九月 十五 日より 十月 十五 日に 至る 到着す 

十一月 二十 八日 晴 九 時 起 くれば 立 花、 福 原 二 氏 至る 同道して ボッダ メル、 プラッツなる 正木 氏 等の 宿 を 

訪ひ 少憩の 後ラ ィ プチ ッヒ 街より 歩し て ミツ テル 街に い たり 午餐 ゥン テル： テン、 リンデ ン街を 歩し ジ 1 ゲス、 

ゾ オンの 邊 にいた る 余 は 別れて 歸宅 ケ ットナ ー 氏に ゆき 六時歸 宅す ネット ー 氏の. Tapanis つ her  Himior 至る 

十一月 二十 九日 曇 朝 立 花 を訪ふ 不在な り 夜 再び 訪ふ 叉 不在 藤 代同斷 夜 福 原來訪 

十一月 三十日 曇 夜雨 朝 立 花 氏 を .訪 ふ しばらくして 福 原 亦來る よりて ともに 步 して クリミ ナル、 ゲリ 

ヒト にいたり 兩氏は 岡 田 氏 等を訪 はんとて 出で 行く 余 はゥン テル、 デン、 リンデン 街に いたり スパイ ャ ー、 マ 

ャ ー 等の 誓肆 にいたり 代 價を拂 ひ ファルケ ン ベル ヒに 午餐 春 木 一郎 氏に 遞 返す 歸 宅後ケ ットナ I に 行く 晚 

山 口 氏來訪 夜 九 時其寓 にいたり ザン デルの 獨語 自修 書 を かり 來る 

十二月 一日 曇 朝 微雨 朝 歩して フリ ー ドリ ッヒ 街に いたり 以太利 料理店に 午餐 歸 宅の 後 立 花來訪 とも 

に 正木、 岡 田の 寓に いたる 已 にして 歸宅 立 花、 福 原 は 明後日 出 發に付 切符 購求の 爲 めフリ ー ドリ ッヒ 街に 赴 
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くな り 夜 立 花 再び 來訪す 友 田の 信 あり 

十二月 二日 晴 朝 立 花 を 訪ひ少 頃の 後と もに 正木、 岡 田の 寓 にいた る 渡 邊氏亦 在り 六 人 同道に て ser- 

viis に 午餐 ベル ヴュ ー より 汽車に て グルネ ワルトに いたり 近傍の 池畔 を 散歩す ャ I グ 卜シュ ロスの 近傍に て 

ビ ー ァを傾 け 月明に 歩して かへ る 本日の 天 氣は當 地 稀に 見る ところな り 

十二月 三日 快晴 昨日の 如し 朝 立 花 氏を訪 ひそれ より 動物園に 遊ぶ 園內 頗る 廣澗 にて 奇獸少 からす 獅子の 

吼 ゆる を 聞く 如何にも 物凄き ものな り 十二時 同處を 出で、 停車場 前の 一 料理店に 午餐し 汽車に 搭 じて かへ る 

晚 近傍 を 散歩して 山 本、 山元、 福 井、 谷 本 等へ はがき を認む 今夜 立 花、 正木、 岡 田 一二 氏 澳國に 向って 出發す 

十二月 四日 雪 雨 午前 雪 あり 今年の 初雪な り 午後 ケッ トナ I に ゆき 晚藤代 を訪ふ 不在 道路す ベり 

て 歩行に 難し 

十二月 五日 雨 暴 朝 近隣 を 散歩し 稻現氏 を訪ふ 麥 酒の 馳走に なりて かへ る 午後 ケッ トナ ー に 赴く 井 

上、 菊池兩 先生に 東す ドレスデンより 立 花、 福 原、 正木の 便 あり 

十二月 六日 雨 朝 藤 代 を訪ふ 渡 邊氏亦 在り 少頃 談話の 後辭 して パウル 街た る 浴場に いたり 一 浴 クリュ 

1 ゲルに 午餐 夜 再び 藤 代 氏を訪 ひかるた を 弄して かへ る 

十二月 七日 雨 朝 歩して フリ， - ドリ ッヒ、 ス トラ ー セ にいたり ヮメ テン ダム 料理店に 午餐 午後 ケッ トナ ー 

に 行き 晚藤代 氏 を訪ふ 今日 貨幣 入 (六 七 馬克 在中) を 失 ふ 多分 はケ ットナ ー の 家に て 失 ひしな らん 

明 治 三 十 三 年 
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留學日 誌 

十二月 八日 快晴 朝 藤 代 氏を訪 ひそれ より チ ー ャ ガル テン 近傍 を 散歩し クリュ ー ゲルに 午餐 午後 藤 代氏來 

訪 同氏より 三十 馬克 を 借る 金 未だ 着せ ざれば なり 夜 藤 代 氏と ともに 晩餐. を 喫す 會-' 稻垣氏 亦來訪 とも 

に 歩して 同氏の 宅に いたる 同氏の 宿の 主人 ビ ルンバウ ム とかる た を 弄して か へ る 

十二月 九日 快晴 朝 歩して ボッダ メル、 プラッツ にいたり ライ プチ ー ゲル、 ホ ー フに 午餐 人類 學 博物館に 

いたり 見物す 館 は 三 造に して 最下 服 は 重に 獨乙諸 邦 二 i? 三 署に外 國のを 集む 日本の 部 も 可な りに 集まり 

たり 然れ ども 極めて 近代の 錦き、 子供のお もちやの 類に して 古代の 物な し 能の 面 少しく あるの み フ D レン 

ッ 氏の 神 祭の 道具 もみ ゆ 同案內 一冊 を 買 ひ 馬車に て歸宅 不在 中 藤 代 氏 二 囘來訪 の 由 谷 本の 信 あり 

十二月 十日 雨 曇， 朝 近傍 を 散歩し 富籤 屋 にいたり 午餐 はゼル ヴスに 於て す 午後 ケッ トナ I に ゆき 歸途藤 

代 氏 を訪ふ 

十二月 十一 日 曇 朝 イン ヴァ リ， "デン 街より フリ I ドリ ッヒ 街に いたり 露店に てゲ ー テ 全集の 零本 十五 冊 を 

四 馬克に て 買 取り 電車に て かへ り クリュ I ゲルに 午餐 午後 ケッ トナ— に ゆく 今日 家信 あり 直に 返事 を認む 

竹 村 病 氣の由 を閜き 見舞 狀を 出す 石 原に も 手紙 を 出す マヤ ー 書店より 喜劇 論 を もち 來る 

十二月 十二 日 雨 坂 本、 佐 村、 中 村へ 手紙 を 出す 朝 藤 代 氏を訪 ひと もに 近傍 を 散歩し クリュ ー ゲルに 午餐 

同氏 余が 寓に立 寄り 晚景 去る 余はケ ットナ I に 行く 夜ァス トン 日本 文 學史の 批評 を 認めて 夜 二 時に いたる 

十二月 十三 日 曇 朝チ ー ャ ガル テンの 中 を 散步し パウル 街の 浴場に いたる 途中 倉 知 氏に 逢 ふ 午後 W び澈 
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歩して チ ー ャ ガル テンに いたる 歸宅 すれば 松原 榮 氏の 手紙 あり ー兩日 滞在の 由 記したり よりて 晩餐 後 マル 

ハイネック、 プラッツ 迄 馬車 鐵道 にて ゆき 同氏に 逢 ふ 同 縣人長 谷川 吉太 郞及惠 美と いふ 人に 逢 ふ 十時辭 しか 

へる 惠美氏 余に おくる に 日本茶 を 以てす 今日 家鄕 より 十月 十五 日 1 ： 三十日の 新聞 來る 閲讀ニ 時に いたる 

十二月 十四日 晴 朝 藤 代を訪 ひと もに 歩して ゥン テル、 デン、 リンデン にいたり フリ ー ドリ ッヒ 街より ライ 

プチ ッヒ 街に いたり 一 馬克 店に て 人形 一 一箇 及 兵隊のお もちや 等 を購ふ 松原 氏に 托して 家鄕 におく らんが 爲 なり 

午後 ケッ トナ ー に ゆく 歸途リ ュべカ 街に て尙 玩具 數品 を購ふ 夜 藤 代 氏 を訪ひ 少頃辭 しかへ る 渡邊氏 ライプ 

チッヒ よりの 信 あり フ U レンツ 氏へ ァス トン 文學史 批評 を 郵送す 

十二月 十五 日 曇 朝 松原、 長 谷川 二 氏 來り談 じて 一時にい たる 兩氏辭 し 去る 後 クリュ ー ゲルに 午餐 歸 宅す 

午後 五 昨 頃 藤 代 氏來談 少頃 去る 大西祝 氏の 訃音 を 聞く 夜 近傍 を 散歩す 斯波貞 吉に柬 す 

十二月 十六 日 雨 後晴 風 あり 朝 文部省より.  一二 月 十五 日卅 一日に 至る 學資 途附の 通知 書を受 く 十 時 藤 代 

を訪ふ ともに 歩して リッツォ ー、 プラッツに いたり アル ブ レヒト、 ホ ー フに 午餐 長 岡 外史、 林 博 太郞ニ 氏に 

逢 ふ それよ リ松 本文 三郞氏 を訪ひ 談話 少頃辭 し. 歸る 歸途藤 代氏寓 にいたり 咖啡を 喫す 夜 作文 敎範を 校閱す 

十二月 十七 日 朝 イン ヴァリ ー デン より ゥン テル、 デン、 リンデン を 歩し チ ー ャ ガル テン を 通りて クリュ ー ゲ 

ルに 午餐す 午後 藤 代 氏來訪 夕方 去る ケ ットナ ー に ゆき 歸 りて 晩餐の 後藤 代 氏 を 其 寓に訪 ひと もに 森 孝 三 氏 

を訪ふ 十 時半 歸る 

明治 三十 三年  . 


645 


留 學 H  0  . 

十二月 十八 日 快晴 朝 藤 代 氏 を訪ひ 公使館に いたり 官報、 新聞 等 を 閲覧す それより 歩して クリュ ー ゲルに 

いたり 午餐 藤 代 氏 余が 寓に來 りて 談話 三時 ケッ トナ ー に ゆく 今朝 立 花、 福 原 ブダペストよりの 便 あり 菌 

田に カルテ をお くる 下宿の 婆に ハンケ チ 一打 をヮ イナ ー ッ、 ゲ セン ク として 遣 はす 大に 喜色 あり 夜 作文 敎 

範、 口語 式 等 を 校 関す 

十二月 十九 日 快晴 夜雨 朝 藤 代 氏 を訪ひ 二十 五 馬克 を 借る 共に 歩して ゥン テル、 デン、 リンデン にいた 

り スパイ ャ ー にて フ n レンツ 氏の 詩集 二 冊 及び 子供の 本 一冊 を 買 ひ來る 午餐 は クルツ ヮ ネックに 於て す 歸途 

ノィ、 ウィルヘルム 街に て 印判 一 筒 を 跳 ふ 藤 代 氏 余が 寓に立 寄 レッシング 一冊 を 持ち ゆく 午後 ケッ トナ ー に 

行き 扇 一本 及 ハンケ チー 箱、 詩集 一 一冊 を 歳暮と してお くる 夜 宿の 婆に 尙 扇子 一 一本 をお くる 

十二月 二十日 晴 朝 藤 代 氏 を 訪ひ少 頃の 後 パウル 街の 浴場に 一 浴 クリュ ー ゲルに 午餐 午後 少しく 風氣を 

覺 えたる を 以て ベッドに 寢て近 松 等 をよ む 夜 九 時 頃 藤 代 氏來訪 十一 時迄談 じて 去る 友 田の 作文 敎範 五、 加 部 

の 口語 式 校正 濟の上 日本へ 郵送す 

十二月 二十 一日 雨 朝 歩して ジ ー ゲス、 ァレ ー より ゥン テル、 デン、 リンデン 街に いたり ライ プチ ー ゲル、 

ス トラ ー セに ゆく それより 引返して ジ ー ゲス、 ァレ ー を 通り クリュ ー、 ゲルに 午餐 午後 ケッ トナ ー に ゆく 夜 

近 松 戯曲 をよ む 立 花 ザ ルツ ブルダより 便 あり 

十二月 二十 二日 晴 朝 藤 代 氏を訪 ひと もに ジ ー ゲス、 ァレ ー にいた る 同處に 石像の 除幕式 あれば なり 始 
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めて 獨乙 皇帝 及 皇后の 同車して 行かる、 を 見る 儀式 極めて 簡單 なり 正午 クリュ ー ゲルに 午餐 森 * 美 濃 部 二 

氏に 逢 ふ 午後 藤 代來訪 藤 代 去る 後ケ ットナ ー、 內山 二人 來談 日本茶 を 饗す 稻垣氏 グレテ ー を 伴 ひて 來訪 

少頃 にして 去る 

十二月 二十 三日 曇 幅 原 ミュンヘンよりの 信 あり 朝 藤 代を訪 ひそれ より ノル レン ドルフ、 プラッツ にいた 

り 電車に 乘 じて タリ ー デナウに いたり ランゲ 氏 を訪ふ 在宅 ヮ イナ ー ッ、 ゲ センタと して 書籍 一冊 及 扇子 一本 

をお くる 少 頃の 後 辭レて 再び 電車に て ノル レン ドルフに 戻り フォ ー ゲス にて 午餐 チ ー ャ ガル テン を 歩して か 

へる 夜 藤 代 氏 を訪ひ 同氏 寓 にて 晩餐 會-- 森 氏 も來る 縱談ビ I ァを 傾け 九 時に いたる それより 再び クリュ 

1 ゲルに ゆき 尙數杯 を 傾け 十 一 時歸寓 

十二月 二十四日 曇 寒 威 頗る 强し 立 花 ミュンヘンよりの 信 あり 朝 藤 代 を訪ひ 同道して 森 を訪ふ 不在 

帽子 を かりて かへ る それより フィリップ 街なる 吳氏 を訪ひ 同行して (原文 缺字) 街の 一 料理店に 午餐 三時 歸宅 

不在 中 山 口 小太郞 氏來訪 五 時 頃 戸塚 氏來る 五 時 半ケツ トナ ー に 至る 巳に キルへ へ 行きた る 後に て 不在 內 

山 及 支那 人 金 太敏と 談話 六 時半 頃 稻垣氏 を訪ふ 藤 代 氏 亦 在り 少頃辭 して 再び ケッ トナ， -に 行く 晩餐 を倶 

にした る後ヮ イナ ー ト 贈物の 披露 あり. 醉後 君が代 一曲 を 奏す 夜 十一 時半 歸宅 福 原 ミュンヘンよりの 便 あり 

其 狂詩に 次 韻 を 試む 

十二月 二十 五日 曇 朝 中央銀行より 金子 入の 書狀を 受領す 森 氏 を訪ひ 帽子 を 返却し 藤 代 を訪ひ 同道して フ 

叨治 三十 三年 
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留學日 誌 

ォ ー ゲ ス に 午餐 巖谷氏 外 一 一三の 軍人に 逢 ふ 貪 後 歩して 動物園 停車場に いたり そこより 鐵路べ ルヴ ュ ー にかへ 

り歸宅 夜 藤 代 氏 來り麥 酒 を 飲みて 去る 

十二月 二十 六日 晴 服 部 氏の 書 を 得 瑞 西チュ ー リツ ヒ より 立 花、 福 原の 信 あり 大幸、 ゴ， -ルト アン メル、 

山 口、 幅 原に 信す 今日 珍しき 晴天な り 歩して ゥン テル、 、チン、 リンデンより 宮城の あたり 博物館の 近傍 を 散 

策し クルツ ヮ ネックに 午餐して かへ る 夜 近傍 を 散歩し 戲 曲論 等 をよ む 

十二月 二十 七日 雨 朝 藤 代 氏を訪 ひと もに 銀行に ゆき 文部省の 金 を 受取り 尙藤代 氏より 百 馬克 を 借る 美 濃 

部 氏に 逢 ひ クルツ ヮ ネックに て 午餐 を俱 にす 歸 宅の 後藤 代 氏と ともに 再び 森 氏 を訪ふ 歸 途グレ ー ヴ H に 立 寄 

書物 四 五 冊 を 購ひ尙 先月 來の 勘定 を濟 ます 夜 ズボン 下、 ポタン 其 他 色々 の 買物 をな して かへ る 一月 空 乏今少 

許の 金子 を 得て 頓に蘇 色 あり 上田、 岩 谷に 東す 又 家 厳に 信書 を認む 福 原、. 立 花より 信 あり 

十二月 二十 八日 雨 朝 ブッセ に 送る 手紙 を認む 叉 パウル 街に 人 浴す 午 クリュ ー ゲルに 午餐 森 氏に 逢 ふ 

森 氏 余が 家に 來る 朋黨論 を もち ゆく ケ ットナ ー に ゆき 歸途藤 代 氏 を訪ふ 福 原、 立 花 スト ラス ブルダよりの 

手紙 あり 渡邊氏 ミュンヘンよりの 便 あり 福 原の 一行 今日 歸寓の 由 報じ 來る 晩餐 後 マヤ ー に ゆき 立 花 氏の 事 

を しらせ 再び 藤 代 氏 を訪ふ 森 氏 亦臻る 九 時歸寓 

十二月 二十 九日 雨 朝 立 花、 輻原來 る 午と もに プリンツに 午餐 鐵馬 にて ライプ チッヒ 街に いたり ゥ エル 

ト ハイム 勸 工場に 人り 叉 レックスに いたる 灰お とし 一箇 を 購ひ來 る 歸途レ ハケに 立 寄 岡 田、 正木 二 氏に 逢， ^ 
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七 時歸宅 夜 宿の 婆より KgyptiLle  ITilonls を 借りて w む 

十二月 三十日 曇 佐 藤 金 造の 書 到る 十一月 一日 ！ 十五 日の 萬 朝同斷 坂 本に はがき を 出す 文部省 及 中 

央 金庫に 受領書 をお くる 十一 時 立 花 を訪ふ 長 岡 大佐 在り 同氏 去る 後 立 花と プリンツに 午餐 近傍 を 散歩し 

ズボン 一つ を 買 ふ ゴム 靴 も 買 ふ 歸途山 口 氏 至る に 逢 ふ 同行して 立 花 氏の 寓 にいた る 近 角 氏 亦來る 七 時 

辭 しかへ る 夜 萬 朝 及 高靑邱 詩集 をよ む 

十二月 三十 一日 寒氣 頗る 強し 風 亦 はげし 零 點下十 度と いふ 稻垣 氏の 新年 賀狀 いたる 午前 稻垣 氏を訪 

ふ 不在 クリュ ー ゲルに 午餐 午後 立 花 至る 其寓に ゆきて 精子 を 借り ケッ トナ ー の 饗宴に 赴く 其途 にて 稻 

垣 を訪ふ 夜久 振に て 大酔 一 失策 あり 
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哲舉日 誌 

留 學 日 誌 (明治 三十 四 年)  ノ 

一月 I 日 元旦 天氣 快晴 日本に 在る が 如し 八 時 起く 數 杯の 咖啡に 新年 を迎 へて 藤 代 氏 を訪ふ 岡 田、 正 

木、 幅 原、 立 花 諸氏と 先づ 公使館に いたり 兩 陛下、 皇太子殿下の 御影 を拜し シャンパン 一杯 を 傾く 尋 でかる た 

數番を 弄す 和氣 靄々 家に 歸 るが 如し 立 花、 藤 代、 福 原 諸氏と クリュ ー ゲルに 午餐 午後 諸氏 余が 寓に 來り談 

す 晚森氏 を訪ふ 不在 

一月 二日 快晴 昨日に 同じ 朝 藤 代 氏、 森 氏を拉 いて 到る 福 原 氏 亦 踵いで 至る ともに クリュ ー ゲルに 午餐 

午後 一時 警察署に いたる 余が 盜 難の 爲 なり 四時 再び as 頭すべき 命 を 受けて 其 間 藤 代 氏の 寓に 在り 同 刻 再び 

ゆきて 時計、 紙 入 其 他 を 取 返す 夜 森 氏 を訪ふ 不在 

一月 三日 快晴 朝 坂 本より 電信 爲替 にて 六 百 二十 馬克 來る 立 花 氏を訪 ひと もに 銀行に ゆき 金子 を 受領す 

それより ベ ー レ ン 街なる 大 學閱覽 〔至に いたり 書籍 雜誌等 を 見、 クルツ ヮ ネックに 午餐 歸途 印形 を 取り 岡 田 氏 等 

を訪ふ 不在に て歸 宅す 寒氣 頗る 甚し 零點下 十四 度と いふ 

一月 四日 快晴 藤 代 氏 を訪ふ 立 花 氏 亦 至る 岡 田、 正木 二 氏 を 併せて 五 人ゥン テル、 デン、 リンデン にい 
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たる 余 は クルツ ヮ ネックに 午餐の 後 書肆 マヤ ー にいたり 代價を 拂ひ尙 二三の 書 を 注文し 汽車に てべ ルヴュ ー に 

い たり 歸途直 にケ ットナ ー に 赴く 福 原 より 新年 失策 行 の はがき 六片 到る 

一月 五日 快晴 朝 立 花 を訪ふ 不在 藤 代を訪 ひと もに 歩して リンデンに いたり クルツ ヮ ネックに 午餐 書 

肆レ ー マンに いたり 希 臘女格 論 一冊 を 買 ひ來る 歸途立 花に 逢 ふ ともに 歩して 余が 寓 にいた る 福 原 氏 亦つ い 

で 到る 三人 余が 寓 にて 晚食 森 氏 も來訪 菌田氏 不日 來 着の 報 を閜き 同氏に 柬す 

一月 六日 快晴 朝 立 花を訪 ひと もに 岡 田 氏 を訪ふ 岡 田、 正木、 福 原 を 併せて 五人鐵 馬に て スピ， ッ テル、 マ 

ルクト にいたり 學校 博物館と いふ もの を 見る 小學 校の 上に 在る ものに て 規模 甚だ 少 然れ どもよ く 整頓せ る を 

見る それより 再び 鐵馬 にて ク B スタ ー 街に いたり 大學附 屬の衞 生 博物館 を 見る 三 層の 建物な り 二 時半 ライ 

ト ハウス 下の 料理店に 入り 午餐 汽車に てべ ルヴ ュ ー にかへ り 歸途岡 田 氏に 立 寄り ビ ー ァ 一 杯 を 傾けて 歸る 

一月 七日 雪 朝來飛 雪紛々 去年の 今日 を 想起し 上田に 柬す 其 外 木 村、 大機、 井上の 三 氏、 潮 田、 岡 倉、 

坂 本に も同斷 パウル 街に 入浴 クリュ ー ゲルに 午餐 午後 四時 頃 福 原 来り 今日 岡 田氏寓 にて 日本食 會の催 あり 

とい ふ 因て 五時ケ ットナ ー の 歸途福 神 漬を携 へて 之に 赴く 鯉 こく、 牛肉 等 を 調理し 正宗 を 傾けて 一同 新年 宴 

をな す 岡 田、 正木、 福 原、 藤 代、 立 花、 余の 外 吉田彥 六 郞氏を 併せて 七 人な り 醉後水 野、 平 岡、 平野、 馬 淵 

等に 端 書 を認む 夜 十 時 過歸宅 

I 月 八日 快晴 朝 歩して リン， チン 街に いたり 鍵 及ゼッ ツァン ゲル 等 を購ふ 叉 リン. チン 街に 郵便葉書 を 買 は 

明治 三十 四 年 
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^  fs- 日 誌 

ん とて 一 商店に 入る 其 商店 は 日本 品 を 賣る處 にて 主人 種々 の 日本 品 を 示す それより クルツ ヮ ネックに いたり 

午餐 山 口、 森 二 氏に 逢 ふ 歸りは 汽車な り ケ ットナ ー に ゆく 夜 立 花 を訪ふ 不在 今日 山本豐 より 手紙 あ 

り 

一月 九日 快晴 朝 藤 代を訪 ひと もに リンデン 街に いたり 古代 博物館に 遊ぶ 彫劍、 繪畫等 を 見て 一時 同 館 を 

出で クルツ ヮ ネックに 午餐 歩して かへ る 藤 代 氏 余が 寓に 人り 少頃 去る 四時 半ケツ トナ ー に ゆき 歸途立 花 を 

1 ひ ぷ 

一月 十日 快晴 朝 岡 田、 正木、 福 原、 立 花 四 氏 余が 寓 にいた る ともに ゥ H ルフト 街より 鐵馬 にて シ H 1 ネ 

ベルグなる 幼稚園に いたる 書記の 案內 にて 四 暦なる 建物 を 充分に 參觀す 諸事 整頓して 見るべき もの 多し 歸 

途フォ I ゲスに 午餐 幅 原 咖啡を 二重に 跳へ て 失策す それより 獸園を 歩し 氷ス ベリ を 見て 歸宅 岡 田 氏の 寓に 

立 寄 七 時歸る  .  . 

一月 十一 日 快晴 立 花 氏、 茼田 氏を拉 いて 來る 菌田氏 昨夜 着の 由 同氏と ともに 歩して リンデン 街より フ 

リ ー ドリ ッヒ 街の 停車場に いたる 同氏の 荷物 を 受取らん が爲 なり それより 馬車に て 同氏の 寓 にいたり クリュ 

1 ゲルに 午餐 立 花 氏 等に 逢 ふ 午後 稻垣 來訪の 由に 付 稻垣を 尋ね ケッ トナ ー に 行く 福 原氏ケ ットナ ー を 尋ね 

て來り 同じく 歸る 今夜 再び 日本料理 を 調へ て 岡 田、 正木、 菌田、 立 花、 藤 代、 福 原 等と 七 人 放談 夜 十 一時にい 

たる 
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一月 十二 日 晴 朝 藤 代 氏を訪 ひ大學 にいたり ヘルマンの 講義 二 時間 を聽き クルツ ヮ ネックに 午餐 岡 田 氏 等 

の 一行 亦 至る ともに フリ ー ドリ ッヒ 铕 より 汽車に て かへ る 歸途菌 田 氏 を 訪ひ晚 齢して かへ る 

一月 十三 日 曇 曉霧甚 しく 樹木に 氷りつ きて 桂樹玉 林の 觀を爲 す 朝 立 花 氏 を訪ふ 蘭 田 氏 亦 在り 正木 氏 

も來訪 福 原 も同斷 クリュ ー ゲルに 午餐 午後 諸氏 余が 寓に來 り談す 藤 代、 近 角、 森、 池 山 等の 諸氏 亦來る 

夜 岡 田 氏の 寓 にて 正木 氏の 料理に て 幾め しの 馳走 あり 食後 議論 喧しく 十二時 歸宅 

一月 十四日 曇 朝 パウル 街に 入浴 菌田氏 を訪ひ 公使館に いたる 倉 知 氏に 逢 ひて 當國 文部省よりの 參觀許 

可 狀其他 を 得 岡 田 氏 寓に屆 け クリュ ー ゲルに 午餐 菌田 氏と ともに ケ ットナ ー に 赴く 同氏 入門の 手 績を爲 さん 

が ためなり 夕方 立 花 氏 を 訪ひ又 岡 田 氏を訪 ひて 許可 狀を 渡す 立 花 氏 風邪の 氣味 にて 不出鬥 夜 正木 氏來訪 

談 じて 十二時に いたる 

一月 十五 日 曇 小雪 あり 朝 立 花 氏 病 を 見舞 ふ 菌田 氏、 福 原 氏と ともに プリンツに 午餐 書肆に いたり 菌 

田 氏 一書 を購ふ 午後 ケッ トナ ー に ゆく 夜 再び 立 花、 菌田兩 氏 を訪ふ 森 氏いた る ともに 藤 代 氏 を訪ひ 正木 

氏と 談す 十 一時にいたり 歸寓 

一月 十六 日 朝微雪 午後 快晴 朝 九 時 藤 代氏寓 にいたり 同氏 及 岡 田、 正木、 福 原 四 氏と フリ ー ドリ ッヒ 街な 

る 師範 學校を 參觀す 校長 叮嚀に 案內す 參 事官ゥ H ツォルト 氏 及 書籍 館長 フ H ッ ヘル 氏に 逢 ふ それより ライ 

プチ ッヒ 街ケン ピン スキ ー に 午餐 一 同 歩して かへ る 歸途立 花 氏に 立 寄 病氣を 見舞 ふ 正木、 福 原 二 氏 亦いた 
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留 學 n  0 

る 少頃辭 しかへ る 

一月 十七 日 快晴 朝 九 時 岡 田 氏の 寓 にいたり 正木 * 福 原 一二 氏と フリ I ドリ ッヒ 街なる 體操學 校 を 參觀す た 

また ま 一 米 國人も あり 鐵 棒の 演習 を 一見し 校內 講堂 等 を 一見して かへ る 午餐 クルツ ヮ ネック 午後 立 花の 病 

を訪ふ 幅 原、 近 角、 吉田等 亦 至る 

一月 十八 日 快喑 朝 立 花の 病 を 訪ひ菌 田 氏と 同伴 クルツ ヮ ネックに 午餐 岡 本 氏に 逢 ふ それより 歩して ゥ 

ン テル、 デン、 リン デ ン にい たり ラ ィ プチ ッヒ 街より チ ー ャ ガル テン を 歩し て かへ る 夜 再び 汽車に て ゥンテ 

ル、 デン、 リンデン 街に いたり イルミ ナチ オン を 見る 今日 王國 二百 年祭に て 市中 大に賑 ふ 夜は電 燈を點 じて 

美 觀を呈 す 織 田、 一秋 野、 關根、 高津 等に 東す 

一月 十九 日 曇 朝 岡 田 氏の 寓 にいたり 正木、 福 原 三 氏と 汽車に てャ ノウ イツ 橋 停車場に いたり イン ゼル 街な 

るギム ナジ ゥム にいた る 高等 敎員 養成 所 を 見ん が ためなり 同 處には 目下 其設 なき 由に てさしく 引返し 陶器 製 

造 所 を 見る 技師の 案內 にて 竈より 製造の 模様 を 一見す 頗る 興味 あり 午チ ー ャ ガル テン 铕 の 料理店に 午餐 

歩して シャ a ッテ ン ブルダの 工業 髙等學 校 を 一 覽 宏壯 なること 比な し 歩して 動物園 停車場に いたり 汽車に て 

歸宅 夜戶 塚、 藤 代 二 氏と 稻垣 氏の 寓に 途^ 會を 開く 夜 十一 時歸寓 

一月 二十日 雨 朝 立 花 氏 寓を訪 ひ 福 原、 菌 田と クリュ ー ゲルに 午餐 午後 岡 田氏寓 にいたり g: 時 頃より 菌田、 

福 原 一 一氏と チ ー ャ ガル テン を 歩して 小獸 園に 菌田 氏と 別れ 福 原 氏と ケッ トナ ー を訪ふ 咖啡の 馳走に なりて 歸富 
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一月 二十 I 曰 朝茼 田を訪 ひと もに パ ウル 街に 入浴 クリュ ー ゲ ルにビ ー ァを 傾け ビ ル ンバ ゥ ム にて 午餐 を 喫 

す 服 部 氏 今夕 着の 由 を 聞き 立 花 氏 宅に いたる 福 原 在り 同行して ボッ グメル、 プラッツ にいたり 咖啡亭 に 人 

り咖啡 一杯 を 傾く 五 時 五十 四 分 汽車 着す 服 部 氏と ドロ シケ に同乘 一先 ビ ルンバウ ムに 着す それより 福 原と 

三人 クリュ ー ゲルに 晩餐 岡 田、 立 花 等 を 訪ひ服 部 氏 を 其寓に 送りて かへ る 

一月 二十 二日 曇 朝 服 部 氏を訪 ひと もに 馬車に てフリ ー. トリ ッヒ街 停車場に いたる 荷物 未着の 由なる を以 

て 電報 を 依頼し リンデンより 歩して 公使館に いたり 水 野 氏に 面晤 クリュ ー ゲルに 午餐 午後 服 部 氏 余が 寓に在 

りて 談 す， 夜 岡 田 氏を訪 ふ 服 部 氏の 支那 談を 聞き 十一 時歸寓 

一月 二十 三日 快晴 服 部 氏 を訪ひ 汽車に て 停車場に いたる 荷物 巳に 來れり よりて 馬車に てビ ルンバウ ム 

にかへ り 同處に 午餐 午後 二 時 岡 田 氏 宅に いたり 三時 半 アン ハル テル、 バ I ンホ ー フに ゆく 同氏 ライプ チッヒ 

行 を 送らん が爲 めな り 岡 田、 正木、 福 原 三 氏 も 同車に て 出發す 服 部 氏より かう子 書戕幷 にかき 餅 一 箱、 佐 村 

氏よりの 味附海 M 〔を 受領す 今日 鄕信 あり 女子 出生の 由 (十二月 四日) を 報じ 來る 新聞 二 束 亦 至る 今日の 新 

聞に 英國女 皇崩殂 の 記事 を 見る 

一月 二十四日 曇 昨日より 風邪の 氣味 あり 終日 在宅 ほと- - ぎす 二 冊來る 萬 朝 及 ほと、？^」 す を讀む 正木 

其 他 連名の はがき 來る 內に 5^ す 佐 村同斷 

一月 二十 五日 晴 本日 も 終日 不出 得 能及斯 波の 信 あり 朝 宿の 婆 を 使と して 新聞 を 立 花より f しむ 午 
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留學日 誌  . 

前茼田 見舞に 來る 午後 戶嫁氏 來診處 方 を 認めて かへ る 午後 山 口 小 太 郞來談 書肆 カル ヴァリ ー より ステ ルン 

文 學史及 扶桑 茶話 を 届け 來る 立 花より 女子 出生の 祝賀 至る 

一月 二十 六日 曇 朝 立 花を訪 ひと もに 岡 田の 寓 にいたり クリュ ー ゲルに 午餐 午後 再び 立 花 を訪ふ 宮本氏 

來訪の 由 を 聞きて 歸宅 同氏 巳に 去りて 在らす 晚 食後 岡 田、 正木 兩 氏の 出發を 見送らん ため 同氏 寓 にいた る 

七 時 二 氏の 出 發を見 途り立 花 氏の 寓 にて 談じ夜 十一 時歸る 歸途雪 あり 嚴慈兩 尊の 書 を 得 

I 月 二十 七日 雪 後 雨に 變す 本日 は獨乙 帝の 誕辰な り 午菌田 氏來訪 ともに クリュ ー ゲルに 午餐 立 花 

氏 を 訪ひ叉 藤 代 氏の 病 を訪ふ 叉 立 花 氏幷に 自用の 爲藥鋪 にいた る 立 花 氏の 寓に吉 田、 近 角、 池 山 等の 諸氏 あ 

り談 じて 七 時歸寓 夜 郵券 を 張る 夜ケ ットナ ー 氏來訪 

I 月 二十 八日 晴曇 一なら す 朝ャ パン 及ャパ ー ネル を讀む 午 クリュ ー ゲルに 午餐 福 原に 逢 ふ 後 立 花、 

藤 代の 病 を 訪ひケ ットナ I に ゆく 歸途雪 ふる 夜 パウル 街に 人 浴 神 田 氏 を 其 寓に訪 ふ 不在 

一月 二十 九日 曇 午後 雪 姉 崎、 服 部、 正木の 書 到る 岡 倉に ャ パン 及ャパ ー ネル 一冊 を 郵途す 立 花を訪 

ふ 福 原 亦 到る 福 原より 二百 馬克 を 借る ともに クリュ ー ゲルに 午餐 午後 藤 代 を 訪ひケ ットナ ー に ゆき 歸途 

神 田 氏 を 其 寓に訪 ふ 夜 再び 立 花 を訪ひ 葡萄酒 を 傾け 十時辭 しかへ る 飛 雪 粉々 

一月 三十日 雪 午後 曇 夜叉 雪 中 村、 渡邊、 赤 堀に はがき を 贈る 午 クリュ ー、 ゲルに 午餐 福 原に 逢 ふ 

午後 立花寓 にて 諸 所へ 禮狀 をお くる 手傳 をた す 長 岡 大佐、 立 花を訪 うていた る 四時 半ケツ トナ ー にいた る 
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夜 藤 代 を訪ふ 九時辭 しかへ る 雪花 繽紛 昨日の 如し  . 

一月 三十 一日 快晴 雪 解に て路 汚し 朝ド B シケを 雇 ひて 王立 圖書 館に 至り 館長に 面會 國書 解題 一部 を 寄 

附す それより 大學 に. いたり 午 クルツ ヮ ネックに 午餐 書肆 カル ヴァリ ー にいたり 代價を 拂ひ尙 ブラウン スの日 

本 童話 一冊 を 求め 馬車に て歸寓 立 花 氏を訪 ひて 談 する こと 少頃 

二月 一日 快晴 午 クリュ ー ゲルに 餐し立 花 を訪ふ 福 原 亦 至る 二 時 半ケツ トナ ー に ゆき ホノ ラル を 拂ひ五 

時 再び 立 花 を訪ふ 藤 代 亦 在り 七 時歸寓 夜 郵便局に いたり 佐 村、 斯波、 竹 村、 山 口へ 信書 をお くる 歸 宅す 

れば惠 美 氏 在り 談 じて 十 時半に いたり 歸り 去る 

二月 二日 晴 杉 浦 氏の 信 あり 朝 汽車に てフリ ー ドリ ッヒ 铕 に ゆき 大學 にいたり ヘルマンの 講義 を聽 き尙署 

名 を 乞 ふ 歸途藤 代 氏と 以太利 料理店に 午餐 坂 田、 長 野 等の 醫學士 に 逢 ふ 叉大谷 光瑞 氏の 一行、 日 野 某、 菌 

田、 近 角、 池 山 等の 諸氏に 會す 歸途藤 代 氏 余が 寓に 入り 少頃 まる 晚頃立 花 を訪ふ 今 立、 山 田、 杉 浦に * す 

二月 三日 曇 クリュ ー ゲルに ゆき 午餐 福 原に 逢 ふ 午後 立 花 を訪ふ 松 石 氏 亦 至る 談 じて 四時に いたり 

歸寓 夜 藤 代 氏 を訪ふ 

二月 四日 曇 朝茼田 氏來る 午後 立 花 を訪ひ 尋でケ ットナ ー に ゆく 不在 中 神 田乃武 氏來訪 晚藤 代來談 

岡 倉、 获野、 瀧澤、 畑、 鈴 木の 信 あり 夜 返書 を認む 萩 野 氏 送別の 詩 をお くり 來る 

馳譽萬 里 志堪酬 不羨 黄金 撐斗牛 晴旭喧 々壯行 色 雄心 落- -上征 舟 北歐 文學尋 名匠 東海 煙波 別故禱 
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§3 學日 ； iJ,i 

他日 相逢應 刮目 詞源三 峽倒江 流 

送芳 賀文學 士之獨 逸次 竹 村 君 韻 

辱 交 由 之 初 稿 

二月 五日 朝 雪紛々 午後 雪融け 路惡し 書肆 グレ ー ヴ H に ゆき 鈴 木に 贈らん ため 露獨 字書 一 册を購 ひ 郵送す 

获野、 松 井 等に 柬す 午後 ケッ トナ ー に ゆく 倫敦 より 渡 逢 氏の 信 あり 返事す 夜 パウル 街に 入浴 

二月 六日 曇 微雪 朝 九 時祌田 氏の 寓 にいた る 福 原 在り 藤 代、 山 口 亦 踵いで 至る 一同 トル ム 街の ギム 

ナジ ゥム にいたり 校長 ケルン 氏に 面會 獨語、 羅甸 語、 佛 語の 授業 を 見る 十二時 辭 しかへ りて クリュ ー ゲルに 

午餐 相 別る 午後 ケッ トナ ー に ゆく 夜 立 花 を訪ふ 本堂 氏 あり 佐 村 氏に 圖書 館の 禮狀を 郵送す 瀧澤に はが 

きをお くる 

二月 七日 快晴 神 田 氏 を 訪ひ藤 代、 山 口 を 併せて 四人鐵 馬に て ボッダ メル、 プラッツに いたり コッハ 街の 力 

ィ ゼル、 ウィルヘルム、 レア ルギム ナジ ゥム にいた る 校長 代理 レ ー ヴ H の案內 にて 佛語、 英語、 體操、 唱歌、 

博物 等の 授業 を 見る シルラ ー の 鐘の 歌 を唱ひ 居りた る處 最も 感服す それより フリ ー ドリ ッヒ 街の シュ ー ルタ 

ィズに 午餐 藤 代 氏と 汽車に て モア ビト にかへ る 立 花 氏に 立 寄り 歸寓 關如來 に 東す 

二月 八日 快晴 朝 藤 代 氏を訪 ひと もに ベル ヴュ ー 停車場に いたる 神 田、 山 ロニ 氏 亦いた る 汽車に て 動物 

SMh 車 場に 赴き ョ ハイム スタ ー ル、 ギム ナジ ゥムを 見る 校長に 面 食して 佛語、 歷史 等の 授業 を 見、 浴室、 寄宿 
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舍 * 圖書館 等 を 一覧す 規模 頗る 大 なり ギム ナジ ゥム中 有數の もの たるべし 麼史 最も 古き 校舍 なりと 聞く 

二 時 同處を 出で 一 料理店に 午餐し 汽車に て 直に ケッ トナ ー に 赴く 夜 藤 代 氏來訪 ブラントの 宅へ 轉 居の 相談 あ 

り 富山房より 爲替金 五 百 三十 五 馬克 電信 爲替 にて 到着 夜 立 花 を訪ふ 

二月 九日 暴 朝 菊 池、 高木、 杉 浦、 中澤、 藤 岡 等の 年始 狀 いたる 朝 銀行に ゆき 金 を 取り 洋服屋に 金 を拂ひ 

ライプ チッヒ 街に 午餐 鐡馬 にて 歸寓 藤 代、 菌田ニ 氏來訪 菌田氏 明朝 巴 里に 發 足の e 晚立花 を訪ふ 藤 代 

氏 もいた る 中澤、 菊 池、 藤 岡、 高木に 東す 藤 代に 五十 馬克 を 返濟す 菊 池 氏 元 曰； の 歌に 

今日と い へ ばまづ 起き い で 、朝日 さす ふじの 髙 根の 雪 をみ るかな 

二月 十日 午前 晴 午後 曇 小雪 あり 朝 立 花 を 訪ひチ ー ャ ガル テンより 歩して 動物園に いたり 動物園 前の 一 

料理店に 午餐 歩して かへ る それより 前蝠原 を訪ひ 金子 二百 馬克 を 返濟す 友 田の 年賀 狀 いたる 午後 四時 藤 

代 氏來る ともに ブラント 氏の 咖啡に 赴く 歸途立 花 氏に 立 寄り 議論して かへ る 不在 中 山、 惠美、 森 等來訪 

二月 十一 曰 快晴 一詩 を賦 して 立 花 氏に 寄す 

漠 々雲 程 三 萬 里 綿， << 皇統 四千 年 仰！： 晴日 思神祖 天外 微臣淚 若 泉 

朝 立 花來る ともに 公使館に いたり 書狀來 着の 有無 を 問 ふ かう子、 桐 生の 書狀、 畑、 佐 藤 金 造、 中 山、 山川、 

白鳥 等の はがき を 領牧す 中 山、 山川、 佐 村、 友 田、 今 立 等に 信す 午後 ケッ トナ ー に ゆく 桐 生の 發 句に 曰く 

紀を更 めて 初日 影尙 あかき らし 
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夜 藤 代 を訪ふ 

二月 十二 日 晴 朝 近傍 を 散歩し クリュ ー ゲルに 午餐 午後 ケッ トナ ー に ゆき 歸途 パン デル 街の 惠美 を訪ふ 

內山亦 在り 六 時迄談 じかへ る 晚 食の 後 立 花 を訪ふ 

二月 十三 日 朝 雪 午後 晴 正午 ケッ トナ ー に ゆく 今日 胡 妻 誕生日の 由に 付 立 花 氏より 貫 ひたる 紙 人 一箇 を 

遣 はす 歸途 クリュ ー ゲルに 午餐 午後 立 花 氏を訪 ひそれ より ケッ トナ ー の 招待に 赴く 來客十 人ば かりの 會に 

て 中々 面白 かりき 十二時 半歸寓 

二月 十四日 快晴 朝 パウル 街に 人 浴 午 クリュ ー ゲルに 午餐 午後 ラッ ヘン デ、 ゥ H ルト を讀む 晚立花 を 

訪ふ 歸宅 すれば 藤 代來談 明後日 神 田 氏 招請の 約 をな す 午後 ウイ ッヮ ルケ ル 街の 書肆に いたり 書籍 數部 を購 

ふ 神 田 氏 を訪ふ 不在 

二月 十五 日 曇 微雪 朝 立 花 を訪ひ 同氏の 許に 來れる 讀賣新 閜を讀 む 午 は クリュ ー ゲルに 午餐 午後 ケッ 

トナ ー に ゆく 歸途神 田 氏 を訪ふ ビ ルンバウ ム より 日本の 醤油 瓶 を 受取り 來る 途中に 落して こ はす 

二月 十六 日 快晴 昨夜 雪 あり 大久 保介壽 氏の 書 あり 朝 立 花 を訪ひ 午後の 會の 相談 をな し 十一 時より 大學 

にへ ルマン を聽く 午後 レックス にいたり 買物 をな し 午後 四時 頃より 日本料理 を 支度して 神 田 氏 を 饗す 牛肉 煮 

えたる 時 之 を ひつく りかへ す 大 滑稽な り 食後 放談 夜 一時 歸寓 飛 雪紛々 

二月 十七 日 啧 午 クリュ ー ゲルに 餐し立 花 を訪ふ それより 公使館に いたり 書 狀の來 否 を 問 ふ 無しと いふ 


を 以て 引返す 夜 福 原來訪 シルラ ー の マリア、 スチ ユア ー トを讀 みて 夜 二 時に いたる 午後 不在 中 森 氏 來訪の 

由 

二月 十八 B 晴 クリュ ー ゲルに 午餐 ベル ヴュ ー の 近傍 を 散歩し N 花 を訪ふ 歸宅 すれば 國學史 概論 到着す 

今 立、 斯波、 松 永の 書 狀同斷 小林義 夫の 賀狀 もいた る ケ ットナ ー に ゆき 歸途立 花に 立 寄り 雜炊を 煮て 食 ふ 

二月 十九 日 晴 寒し クリュ ー ゲルに 午餐 近傍に 買物 をし 立 花 を訪ふ 三時 ケッ トナ ー に ゆく 能、 長、 

和 田の 書信 あり 夜 森 を 訪ひ十 時迄談 じて 歸宅 山 本の 信 あり ほと、 ぎす 第 四卷三 號來る 

二月 二十日 晴 朝 小雪 午菌田 氏來る クリュ ー ゲルに 午餐の 後 同氏の 寓を訪 ふ 午後 ケッ トナ ー に ゆき マ 

リア、 スチ ユア ー トの 質問 をな す 夜菌 田と クリュ ー ゲルに 晚餐 祌田、 森の 二 氏に 逢 ふ 大に 日本酒 を 傾け 十 

一 時歸寓 今 立、 畑、 萩 野、 杉 浦 等に 信す 

二月 二十 一日 快晴 朝 獸圃を 步しク リュ— ゲルに 午餐 立 花 を訪ふ 三時 歸宅 藤 代 氏來訪 薄暮 去る 晚 

食の 後 近傍 を 散歩す 夜 ユング フラウ、 フォン、 ォレ アン を讀み 了る 

二月 二十 二日 快晴 タリ ュ，' ゲルに 午餐 立 花 を訪ひ 三時 ケッ トナ ー に ゆく 晚食 後藤 代 氏 を 訪ひ少 頃の 後 

かへ る 來月 引越の 旨 宿の 婆に 吿ぐ 婆 大に悲 む 色 あり 

二月 二十 三日 雪 朝 藤 代 氏-こ 大學に ゆく ヘルマン 休講に 付 ヴィク トリ ァ咖啡 店に て麥酒 一杯 を 傾け 相刖れ 

余 は テルミ ヌス にて 午餐 一 馬克 店に て 種々 の 品 を 買 ひて かへ る 歸途立 花に 立 寄 藤 代 氏 亦いた る 晚 食後 惠 

明 治 三 十四 年  ■ 


661 


學 日誌  _ 

美 を訪ふ 不在 ウィルス ナツ ケル 街の 襟 飾 店に て 同店の 主人と 種々 の 話 をな し 九 時 頃歸宅 

二月 二十四日 雪 朝菌田 氏と チ ー ャ ガル テン を 歩して ノ イェルゼイの 氷ス ベリ を 見る それより ヘル キュル 

ス 橋畔の アル ブ レヒト、 ホ ー フに 午餐 池 山、 近 角 二 氏に 逢 ふ 叉 共に 湖畔 を 歩して グロ， "セ、 ステ ルンに て 別 

る 歸途立 花 を訪ふ 晚 食の 後藤 代の 寓 をお とづる 不在 蜂谷貞 興の 信 あり 竹 村に 信す 關根、 山 本同斷 

二月 二十 五日 晴 路 あし 朝菌田 を訪ひ クリュ I ゲルに 午餐 惠美 を訪ふ 太陽 一冊、 文 藝俱樂 部 一冊 を か 

りて かへ る 福 原來訪 午後 ケッ トナ ー に ゆく 夜 藤 代 を訪ふ 關根、 渡邊 (龍)、 能 勢、 石 原、 松原 等の 信 あり 

文部省より 旅費 追 給 一 一十 七圓 五十 錢の 通牒 及び 中央銀行の 送金 手形 を 領牧す 

二月 二十 六日 晴 朝 立 花 を訪ひ 自分 及 同氏の 金 を 取らん ため 銀行に ゆく 午 クルツ ヮ ネック、 幅 原、 惠 美に 

逢 ふ 歸 途はド a シケ にて ケッ トナ ー にいた る 立 花 氏を訪 ひて 談話 數刻 かへ る 夜 藤 代 氏來談 十一 時 去る 萬 

朝 十一 一月 十五 日より 一 月 十五 日 迄の 分來る 

二月 二十 七日 晴 朝 藤 代 氏と チ ー ャ ガル テン を 歩し クリュ ー ゲルに 午餐 午後 ケッ トナ ー に ゆく ホノ ラル 

四十 馬克 を拂ふ 歸途立 花に 立 寄る 夜 立 花の 爲 めに 洋服屋に いたる 途に 森に 逢 ひ 其寓に 入りて 談じ 十一 時 か 

へ る 

二月 二十 八日 曇 小雨 朝 歩して フリ I ドリ ッヒ 街に いたり ケ ー 二 ッヒの 文學史 を購ひ 電車に て歸り クリュ 

1. ゲルに 午餐 午後 山 口、 惠美ニ 氏來談 惠 美と 同道に て 家 を 出で 祌田氏 を訪ふ 不在 夜 藤 代 を訪ふ 森 在り 
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荷物 片付 を爲し 居る 處 なり 宿の 娘 等と 麥酒を 飲みて 十一 時歸寓 關根. に 東す 

三月 一日 曇 小雨 朝 神 田 氏 を訪ふ 山 口 在り 山 口に ブリン クリ ー の 字書 を かす 尋で ともに 藤 代 氏の 新 

寓を訪 ふ 小川、 森 二 氏に 逢 ふ それより 菌 田と 二人 鐵馬 にて アン ハル テル 、バ！ ンホ ー フ にいたり 祌田 氏の 出 

立 を 見送る 午餐 は 停車場に 食 ふ 歸途ビ ルンバウ ムに立 寄り 神 田 氏 委托の 金 百 馬克 餘を 渡す 尋でケ ットナ ー 

に ゆく 本堂、 神 田、 服 部 等に 信す 

三月 二日 曇 夕方 I 包 あり 朝大學 に聽講 クルツ ヮ ネックに 午餐 森 氏と 同道 ジ I ゲス、 ァレ ー の邊を 逍遙 

し歸宅 立 花の 病 を訪ふ 夜 パウル 街に 入浴 本堂 氏 を 訪ひ立 花の 事に 付 相談 平 井、 戶嫁ニ 氏と 談 じて 十一 時 

歸寓 中央 金庫、 井上 學 長に 公信 をお くる 

三月 三日 午前 快晴 午後 曇 雨と なる 朝茼 田と 同道 撟 本屋に 午餐 ルイ ドボ ルド 街なる 長 岡 大佐 を訪ふ 

立 花の 件に ついて 相談 せんが 爲 なり それより 松 本文 三郞氏 を訪ふ 强雨來 る を 以て ドロ シケ にて 歸寓 途藤代 

氏 を 訪ひ少 頃歸る 

三月 四日 晴 朝 藤 代 を 訪ひ萬 朝 を 渡し クリュ ー ゲルに 午餐 午後 幅 原來る ケ ットナ ー に ゆく 夜 近傍 を 散 

策す 菌田九 時 頃來談 ， 

三月 五日 快晴 暖し 朝 福 原 を 訪ひ立 花の 事に 就いて 相談し 藤 代の 病 を訪ひ クリュ ー、 ゲルに 午餐 茼田、 本 

堂 一 一氏に 逢 ふ 午後 ケ ットナ ー に ゆき 歸途 再び 立 花 を訪ふ 福 原 亦來る 夜 マ ハト、 デル、 フィン ス テ ル 二 ス を ^ 
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留學 日誌 

讀む 

三月 六日 朝晴 午後 曇 朝 獸園を 歩し ゲル ハルト、 ハウプトマンの 沈 鐘 一冊 を 購求し 藤 代、 立 花 を 訪ひ福 原 

と プリンツに 午餐 午後 ケッ トナ ー に ゆく 淸 水澄 來訪 夜へ ルマン、 ゥント 、ドロテア を讀む 象 尊 及び 家內 

に 信す 

三月 七日 晴 菌 田と 藤 代 を訪ひ クリュ ー ゲルに 午餐 午後 戶 を 訪ふ 晚 再び 之 を訪ふ 咽喉に 魚 骨の さ、 

りたる を 以てな り 平 井 氏 鏡に 照して 見る に 巳に 無き が 如し 午後 藤 代、 森 を訪ふ 病氣 見舞の 爲 なり 大久保 

介壽に 信す 

三月 八日 朝 曇 午後 雨 菌田來 り 輻原病 氣の由 をい ふ よりて 同氏 を 見舞 ひそれ より ライ プチ ッヒ街 レック 

スに 至り 鐘 詰 等數品 を購ふ 歸途 直に ケッ トナ ー に ゆく ケット ナ，' 課業 後フ 口， 'ベ ン街吉 田 氏の 寓 にいた る 

池 山、 近 角 二人 あり 日本食 を 喫し 放談 十 時歸寓 

三月 九日 曇 朝 立 花、 藤 代 を訪ひ クリュ I ゲルに 午餐 森、 美 濃 部 二 氏に 逢 ふ 森 氏 余が 寓 にいたり 少 頃の 

後と もに パウル 街に 人 浴 晩餐の 後 クリュ ー ゲルに ビ ー ァを 傾く 田 代 氏に 逢 ひ 放談 十 時歸寓 テア テル、 レ 

キシコ ンを購 ふ 

三月 十日 晴 朝 立 花 を訪ふ 倉 知 氏 在り ともに 鼷原 を訪ひ 十二時 クリュ ー ゲルに 午餐 平 井、 岡 本 二 氏に 

逢 ふ 午後 再び 立 花 を訪ふ 菌田氏 余が 寓に來 り 晩餐 をと もに す 明日 引越に 付 荷物の 片付 をな す 夜 森 氏來談 
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クリュ ー ゲルに いたり ブラント 氏 を訪ふ ウィダ ー 氏 在り 談 じて 十 時に いたり 歸寓 

三月 十一 日 曇 朝 森 氏來り 引越の 手傳 をな す 九 時 ブラン 卜 氏に 引 移る 午後 一睡の 後ケ ットナ I に ゆく 

歸途幅 原に 立 寄る 同氏 大 によし 晚食 後藤 代 氏と ビ ー ァを 傾け 談笑す 

三月 十二 日 曇 朝 藤 代 氏と 立 花 を訪ふ 同氏い よ/ \ 廿日に 出 發の由 午後 ケッ トナ ー に ゆく 歸途福 原 を 

訪ふ 大幸氏 十 匹 日 着の 報 あり 潮 田 老母、 竹村鍛 死去の 報 を 得 斯波、 友 w、 谷 村、 杉 浦の 信 あり 谷 村、 友 

田の は リオ、 デ、 ジャ ネロに 搭載せ しため 全部 水中に 入りた る 痕跡 あり 

三月 十三 日 晴 菌田 氏と 立 花 氏の 爲 めに 種々 の 買物 をし 午後 も 再び ライプ チッヒ 街に ゆく ケ ットナ ー を 休 

む 获野. 岡倉兩 氏に 送る もの も 同氏に 托す 晚 再び 之 を訪ふ 夜 十 時歸寓 藤 代 氏と 談 じて 十二時 半に いたる 

かう子の 手紙いた る 

三月 十四日 雨 朝 藤 代 氏と アン ハル テル 停車場に いたり 大幸氏 を 迎へ福 原 氏の 寓に 入る 同氏 不在 ともに 

クリュ ー ゲルに 麥酒を 傾け 午後 立 花 氏 を訪ふ 大幸氏 在り 晚辭 しかへ る 夜 藤 代 氏と 惠美 を訪ふ 中 村 春 二の 

書いた る 

三月 十五 B 晴 朝 大幸を 訪ひ福 原と 一二 人ゥン テル、 デン * リンデンより ッ オイ グハ ウス 及び ナショナル、 ガ 

ラリ —を 見物し 午後 一 時雨 人に 別れて 鐵 馬に て歸寓 午後 ケッ トナ ！• に ゆく 夜 ファミリ ー、 フ H ストの コンチ 

エル トに 赴く 昔樂、 舞蹈、 獨呤等 あり 夜 一 時歸る 
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留 學 日 0 

三月 十六 日 晴 朝 BIT ーング リン を讀む 午後 立 花 を訪ふ 森 氏 (ベ テル ブルダより) 在り 晚大幸 * 藤 代 

1 一氏と 鐵馬 にて オペ ルン ハウスに いたる 十一 時半 ド 口 シケ にて 歸寓 

三月 十七 日 快晴 大幸 氏いた る テ ー ト ハウス を 見ん が ためなり 藤 代 氏と 三人 同行 十二時 半ケラ ー にて 

麥酒を 傾け 坂 本、 服 部 二 氏に 信す 午後 動物園に 遊び 歸途立 花 氏に 立 寄 かへ る 

三月 十八 日 雨 藤 代、 大幸ニ 氏と オペ ルン、 プラッツ にいたり 宮城 を 一覧す 午後 二 時 立 花 氏に 至り ド テ 

ン 街の 寫眞鋪 に 撮影す 同行者 丸 人 午後 ケッ トナ ー に ゆく 夜 パウル 街に 入浴 ：11 ゼン、 モン タツ ハを よみ 

て 夜 三時に 至る  . 

三月 十九 日 曇 七 時頃菌 田、 大幸ニ 氏來る 同道して ボッ ダムに 遊ぶ 藤 代 氏と 同行 八 時の * ば 行に て ボッダ 

ム にいたり シ ュ ー ル タイズに てビ ー ァを 傾け スタ ット、 シュ ロス、 ノ イエス パレ I、 オラン ロゼ リ ー、 サン スシ 

1 を 見 一 料理店に 午餐 バ ベルス ベルグに いたり 風光 を 賞し 四時の 汽車に て かへ る 获野、 斯波 等に 東す 十二 

月 十五 日 1 1 卅 一 日の 萬 朝 報いた る 

三月 二十日 曇 寒し 朝 立 花 氏に ゆき 同氏の ために ポツダム 停車場に いたり 乘 車券 を 購ふ 午後 立 花 を訪ひ 

ケ ットナ ー に ゆき 晚食 後藤 代 氏と 同道 輻原 を訪ひ 談話 十二時 歸寓 內 君に 信す  ■ 

三月 二十 一日 曇 微雪 風 寒し 大幸、 藤 代 二 氏と 人類 學 博物 場に 遊び シュ ー ル タイズに て 麥酒を 傾け ゥェ 

ルト ハイムに 人り 歸途立 花 氏に 立 寄 かへ る 夜大幸 氏と ブッシ の 曲馬 場 を 見る 十一 時歸宅 


纖 


三月 二十 二日 曇 塞し 朝 立 花 を訪ひ 午後 ケッ トナ ー に ゆく 午後 再び 立 花 を訪ふ 夜 藤 代 氏 等と ポツダム 

停車場に いたり 立 花 氏の 出立 を 見送る 歸途幅 原、 近 角、 吉田、 大幸、 坂 本、 森の 諸氏と 咖啡亭 に 入り 笑談 十 

一時 散す 

三月 二十 三日 晴 斯 波より 太陽 一冊、 遠 藤、 中 村 同封の 書いた る 午後 大幸 氏來訪 ともに 公使館に いたる 

夜 藤 代、 大幸、 福 原 三人と タウ ベン 街の ゥラ ニヤに いたる ライン 河の 話な りき 

三月 二十四日 晴 大幸氏 を 訪ひ福 原より 金子 三百 馬克 を 借り 大幸 氏と 同道 ホ ー ヘンツ ォ ルレ ルン 博物 場に い 

たり 種々 の 古物 を 見る 我國 旭日 緩 章に キク ゲンと ある を 見て 正誤 ありた しと 係員に 吿ぐ 午後 大幸 氏來談 夜 

幅 原、 大幸、 藤 代 三 氏と ウィン テル、 ガル テンに いたり 種々 の 嬉戯 を 見る 歸途森 氏に 逢 ひ 麥酒を 傾けて 別る 

十二時 歸寓 

三月 二十 五日 雪 朝大幸 を訪ふ 森、 茼田、 藤 代 等 皆いた る 一同 アン ハル テル 淳車 場に 赴く 大幸 氏歸萊 

を 送らん が爲 めな り ブフ H にて 麥酒を 候け て 別る 午後 ケッ トナ ー に ゆく 夜 菌田氏 を訪ふ 飛 雪紛々 不在 

中 姉 崎 來訪の 由 

三月 二十 六日 晴 茼田 氏來る 藤 代 氏と 三人 姉 崎 氏 を訪ふ 座に 銀行員な りと て吉井 秀三郞 とい ふ 人 あり 

同道して チ ー ャ ガル テ ンを 散歩し ブラ ンデ ン ブル グ 門に いたり ド c シケ にて 歸寓 午後 山 口 小太郞 氏來訪 三十 

馬克 を かす 同氏より 群 書類 從 一冊 を かる 夜 パウル 街に 入浴 グレ ー ヴ H より 0 ビンソン、 クル ー ソ ー の獨譯 
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留學日 誌 

を購ふ 寫眞 到着 

三月 二十 七 B 晴 小雪 書肆 カル ヴァリ ー にいたり 二三の 書 を購ふ 午後 ケッ トナ ー に ゆく 夜 森 氏來訪 

談 じて 十 一時にいたり 歸り 去る  . 

三月 二十 八日 晴 小雪 朝 雪 を 冒して 吉田 氏をフ B  I ベン 街に 訪ふ 午後 藤 代 氏と 菌田氏 を訪ふ 不在 中 山 

口 氏來訪 大 幸の はがきい たる 神 田 氏同斷 

三月 二十 九日 午前 晴 午後 雪 藤 代 氏と チ ー ャ ガル テン を 歩し ブリュ ッケン 、ァレ I の 近所に て麥酒 一杯 を 

傾け 歸寓 午後 ケッ トナ ー に ゆく 福 原、 立 花、 森 岡の はがきい たる 寫眞を 諸處に 郵送す 

三月 三十日 晴 朝巖谷 氏をァ ゥグス ブル グ 街に 訪 ひ小說 著述 目 錄ー册 を 借りて かへ る 午後 藺田 來訪 夜 藤 

代と 同行 クリュ ー ゲルに いたる 幅 原に 逢 ふ 

三月 三十 一日 晴 立 花及大 幸、 服 部 其 他 連名の 葉書いた る 東京、 神 戸に 信す 飯 島廣三 郞同斷 午前 菌田 

を訪ふ 不在 午後 惠美、 內山 二人 來訪 ともに ハン ザ、 プラッツの ハ ー ゼ、 ブ ロイ ライに いたる ケ ットナ ー 

の 一族 在り 惠 美と 談 じて 十 時に いたり 歸宅 

四月 一日 晴 風暖し トル ム铕を 歩し 書肆に いたり 英語 練習 書 一冊 を購ふ 午後 ケッ トナ ー に ゆき 又 ザィャ 

1 に ゆく 福 原、 菌 田來訪 午前 淸人、 金 太 敏來談 平 岡の 手紙いた る 

四月 二日 晴 暖し 朝 ザィャ ー にいた る 幅 原 氏 亦 到る 午後 ケッ トナ ー に ゆく 歸途蘭 田 氏と 同道 ジ ヨス 
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ティに 赴く 灌佛會 相談の 爲 なり 夜 ブラント 氏 夫人 二三の 知人 を饗應 せした めボ ー レを飮 みて 談 じて 十二時に 

いたる  . 

四月 三日 晴 パウル 铕 に 入浴 午後 池 山、 近 角、 森、 菌田 等いた る 灌佛會 相談の ためなり 夜 發熱甚 しく 

煩悶 曉 にいた る 

四月 四日 晴 藤 代 氏に 依賴 して ザィャ ー 當分 休む 旨 を傳ふ 午後 內山 及淸 人、 吳 至る 今夜 熟 亦發す 藤 代 

氏柬 して 戶 稼 氏 を 招く 大稼、 戶親ニ 氏 午後 來診 熟 三十 九 度 

四月 五日 晴 菌田、 福 原 等 見舞と して 來る 午 後平井、 戶凝ニ 氏來診 熱 三十 九 度 

四月 六日 晴 午前 姉 崎 氏來訪 ケ ットナ ー 來り 日本 諧龍 一冊 を 返して 去る 午後 戶凝 氏來診 本日 はじめて 

食慾 あり 三十 七 度 五分 夜神戶 よりの 信 あり 

四月 七日 曇 福 原 (二 囘)、 菌田、 森 等 見舞に 來る 午 食堂に いで、 食 ふ 夜筧氏 饗せられて ブラント 氏に い 

たる ケッ トナ. I 見舞に 來る 

四月 八日 曇 姉 崎、 福 原、 森 御蔭 等いた る 戶塚 氏來診 熱度 大に 下る 本日 在 伯 日本人 釋尊 降誕 會を行 ふ 

ほと、 ぎす 四 卷四號 いたる 

四月 九日 晴 菌田、 ザィャ ー、 森 等 見舞に 來る 戸塚 氏來診 

四月 十日 晴 池 山、 惠美、 福 原、 森 (御蔭) 等來談 惠美 余に 贈る に 鄉躅花 一 鉢 を 以てす 

明治 三十 四 年 


669 


留 學 日 誌 

四月 十一 日 晴 森、 菌田 等いた る 戶塚 氏來診 晚福 原來談 十 時半 去る 大學 より ー覽 邦文 一 册途附 し 米 

る 岡 倉より 繪 本ニ册 到着 

四月 十二 日 晴 や 、寒し 山 口 小 太郞、 森 御蔭、 蜂谷貞 興、 坪井玄 道の 諸氏 來談 福 原同斷 文部省より 學 

費 四 五六 三月 分 八 百 九十 一 馬克 電信 爲替 にて 領牧 

四月 十三 日 晴 惠美、 福 原、 森 (孝 三) 等來る 戶« 氏來診 冨山 房より 十 第三 部郵途 し來る かう子、 桐 

生、 斯波、 岡 倉 等の 信 あり 

四月 十四日 晴 福 原、 內山 等來談 夜 ウィダ ー 來る こと 常の 如し 岡 倉に 座 上 連署の はがき をお くる 斯 

波、 今 立、 中 村、 桐 生、 竹 村 未亡人 等へ 郵書 をお くる  ■ 

四月 十五 日 曇 家內に 信す 

四月 十七 日 朝 微雨 . ^後 放 晴 山 口より 三十 馬克 返却し 来る 福 原來訪 三百 五十 馬克 を 返濟す 午後 姉 崎、 

福 原、 巖 谷來談 三 氏 去る 後惠美 亦來る 夜戶壤 氏來談 正金銀行 倫敦 支店に 領牧書 をお くる 山 口、 谷 本 二 氏 

へ はがき を發す 

四月 十八 日 晴 ゲ オルグ、 ヘッケルの タン ホイ ゼル を讀む 坪 井、 小 泉、 森の 諸氏 來訪 神 田、 大幸ニ 氏の 

はがき を 領牧す  - 

四月 十九 日 曇 午後 パウル 街に 人 浴 夜 福 原來談 十 時 去る 谷 本、 大 幸の 信 あり 
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四月 二十日 晴 藤 代、 森 二 氏と チ ー ャ ガル テン を 歩し チ H ルトに 立 寄歸宅 午後 直 美來訪 ともに 近傍 を 散 

歩し パル テ ルスの 文學史 一冊 を 購求して かへ る 夜 森 氏來訪 談 じて 十 時に いたる 惠美 朝日 新聞 を もち 來る 

谷 本、 大幸、 服 部に 信す 織 田 得 能同斷  ， 

四月 二十 一日 晴 菌田 氏をグ a 1 トに訪 ふ 不在 歸宅 すれば 菌田 氏來訪 少 頃の 後と もに 惠美 を訪ひ 朝日 

新聞 三 束 を 返却す 晚頃福 原來訪 

四月 二十 二日 晴 ほと、 ぎす 一冊き たる 中に 竹 村の 文 jii^f あり ー讀 嗚咽に 堪 へす 谷 本に 信す 小 獸園を 歩 

し 新聞 を あつら へ 種々 の 買物 をな して 歸宅 

四月 二十 三日 晴 藤 代 氏と チ ー ャ ガル テン を 歩し ハ ー ゼに 少憩 麥酒 一杯 を 傾けて かへ る 午後 巖谷、 坪 井 

等 を訪ふ 皆 不在 坪 井 氏の 寓は 日本 婆な り 婆と 話す る 內盧、 那波 等に 逢 ふ 夜 森 を訪ふ 不在 美 濃 部 を訪 

ひて ほと \ ぎす 二 冊 を 渡す 巖谷 氏より 文 藝俱樂 部 j 冊 郵送し きたる 

四月 二十四日 晴 チ ー ャ ガル テン を 歩し 床に 踞 して フラックスマン、 ァ ルス、 H ルチ ー ヘル を讀む 午後 福 

原來訪 夜 レッシング、 テア テルに いたり フラックスマンの 演劇 を 見る 十 時歸宅 藤 代 氏 風邪に て 外出せ す 

四月 二十 五日 晴 朝チ ー ャ ガル テン を 歩して 歸寓 午後 惠美來 る ともに 近傍 を 歩して 菓子 錦に 菓子 を 食 ふ 

夜グレ ー ヴ H にいたり 書籍  一 二部 を購ふ 

四月 二十 六日 晴 朝 大學に ゆく 講義 一 もな し 空しく 歸宅 午後 森 氏來る ともに 森 氏 を訪ふ 坂 本 在り 
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夜菌 田來訪 十 時 去る 

四月 二十 七日 晴 朝 大學に ゆき ハルス レ ー の英國 近世 詩人の 講義 を聽く 午後 福 原來る ともに 倉 知 氏の 日 

本 食 食に 赴く 美 濃 部、 淸水、 松 本、 杉 山、 寛等數 名な り 醉後諸 友人に はがき を認む 夜 一 時半 歸寓 有 詩 

主客 九星 會 斗 米 肉 十 斤 甘味 最鼓舌 筍 子 及 刺身 醬油 砂糖 混 牛 豚 葱根塡 火酒 數度點 玉 觥幾囘 巡 

耳 熱 十分 醉 腹充如 妊娠 諧謔 衝ロ發 笑 罵 外頷頻 佳句 題 端 書 發送頒 友人 與酣 不知 歸 更深寂 四隣 

一時 始 退散 歩 到 須水濱 美景 城鬥高 朧々 月 一輪 

四月 二十 八日 啧 夜雨 朝 小 獸園を 歩し パッチ H ン、 ホ ー フに 少憩 ビ ー ァ 一杯 をのみ て歸寓 午後 森氏來 

る 藤 代 氏と 三人 クリュ I ゲルに 少飮 森 氏と 菌田を 訪ひ十 時半 歸宅 雨に 逢 ひて 閉口す 

四月 二十 九日 晴 朝 大學に ゆき マヤ ー の 小說史 を聽く 午後 森 (御蔭) 來る 二百 馬克 を 貸す 午後 再ぴ大 

學に ゆき 比較 文 學硏究 法 を聽く 姉 崎に 逢 ひ咖啡 ヴィク ト リアに 立 寄歸宅 

四月 三十日 雨 朝 藤 代 氏と 大學に ゆき マヤ I の 小說史 を聽く 午後 パウル 街に 入浴 直 美、 內山、 戶嫁 諸氏 

來る 惠 美に 百 馬克 を かす 坏井 氏來り 羽織 を屆 けらる 

五月 一日 朝 雹 あり 午後 小雨 朝 福 原 を訪ふ 不在 美 濃 部を訪 ひて 談 する こと 少頃 歸途福 原に 逢 ふ よ 

りて 其寓に 入りて 談す 同氏 政府の 電報 を 得て 近日 歸國 すべし とい ふ， 午後 福 原來る 夜 森、 藤 代 二 氏と アル ヒ 

テク テン、 ハウスに 昔 樂を聽 く シュ ー ル タイズに て 麥酒を 傾けて 歸寓 ケ ットナ I に ゆく 今日 新聞に 皇太子 
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妃殿下 御分晚 皇子 御 出生の 報 を 見る 家內に 信す 

五月 二日 晴 大學に ゆく 午後 ケッ トナ —に ゆく 叉 ザ ィャ， I を 訪ひ談 する こと 少頃 夜內 山と フリ ー ドリ 

ッヒ、 ウィルヘルム ステディ ッシ H ス、 テア テルに 佛國 女優の 滑稽 劇 を 見る 歸途 山林 學校 脇の 料哩 店に 麥！ S? を 

傾けて 歸る 

五月 三日 晴 大學に ゆく 午後 ケッ トナ ー、 ザィャ ー に 赴く 晚 近傍 を 散步す 不在 中 森 氏來訪 夜 森を訪 

ふ 不在 

五月 四日 晴 朝チ ー ャ ガル テン を 歩し 歸途森 を訪ふ 午後 森 及 井上 來訪 夜 藤 代 氏と 塔 街 を 歩し パッチェン 

ホ ー フに飮 む 杉 浦、 佐 村、 福 井、 斯波、 島 田 等の 信 あり 

塔 街 夜 歩 獸園西 行 見 胡 人 携牝雞 麥酒頻 傾 不成醉 三千 里 外 憶 山 妻 

禽獸園 頭 春色 加 衣香 搢影 路參差 客愁 一 片 飛鄉國 不爲墨 陀堤上 花 

五月 五日 晴 八 時 離； 辱 藤 代、 森、 井上と. 四 人に て ポツダム 停車場より 九 時 五分 ゥ H ルダ ー に 遊ぶ 十 時 同 

處着 ホ ー へに 上りて 下瞰す 風 色 頗る 佳な り 金 澤と杉 田と を 併せた る 趣 あり ョハ ニスべ ー ル ワイン、 

ドべ ー レワ イン 等 同處の 名物の 由に て 一 酌 午餐し 尙諸處 を 散策す 快 比な し 諸 友人に 東す 山 を 下りて 渡船場 

に 至り 汽船に 乘 じて ポツダムに いたる 船 上の ながめ 亦 絶佳な り 船中に て 筒井、 坂 田、 上田 等 醫學士 連 十餘名 
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に 逢 ふ 五 時歸寓 夜 ウィダ，' 來る こと 例の 如し 

ゥ ェ ルダ ー はさ くらの 雲に 包まれて 夕日 まば ゆき ハ ー フ H ルの川 

櫻 雲 靉靆包 乾坤 一目 千 株 不足 言 遣 憾澹. <  唯 如 雪 斯花恐 莫大 倭 魂 

五月 六日 晴 朝 惠美來 る ともに 大學 にいたり 同氏 入 學の用 を辨す 一時より マヤ ー 聽講 ホノ ラル を 納め 

歸途 テルミ ヌ スにビ ー ァを 傾く 午後 再び 大學に マヤ ー を聽講 夜 福 原 を訪ふ 不在 

五月七日 晴 大學 に聽講 午後 ケッ トナ ー 及 ザィャ ー にいた る 晚福 原來る 明日 巴 里に 向 ふ 由 金子 若干 

を預る 

五月 八日 雨 午後 ケッ トナ— に ゆく ザィャ ー 同斷 七 時 夕食の 後 ブラント 氏 一族と ともに フィル ハル モー 一 

1 にいたり 藝 者の 手 踊 を 見る 歸途 森、 藤 代 二 氏と クリュ ー ゲルに 飮む 

五月 九日 晴 大學に ゆき 聽講 午後 ケッ トナ ー に ゆく 晚食 後藤 代 氏と 惠美 を訪ふ 森 氏 在り 四 人に てク 

リュ ー ゲルに い たり 麥酒 一 杯 を 傾く 

五月 十日 快晴 大學に ゆく 午後 ケッ トナ ー、 ザィャ ー にいた る 上田、 和 田の 信 あり 惠美 氏來訪 

五月 十一 日 晴 朝チ ー ャ ガル テン を 歩す 午後 ケッ トナ ー の 子供 來 りて グルネ ワルトに 遊ばん こと を勸む 

よりて 四時 半 同處に ゆく ケ ットナ ー 夫妻、 支那 人 二人、 內山等 あり 八 時 頃 迄 散歩 ウィルヘルム 塔に 上り ハ 

1 フ H ルを 望む 歸 途シュ ー ル タイズに 晩餐の 後 かへ る 和 田、 上田 等に 信す パウル 街に 入浴 
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五月 十二 日 晴 朝チ ー ャ ガル テン を 歩す 午後 クンスト、 ァ ウス ステ ルン グを 見る 逸 作 多し 夜 ウィダ ー 

來る こと 例の 如し 筒井 氏 招 ぜられ て 晩餐 を俱 にす 斯波 貞吉に 東す 

五月 十三 日 晴 朝 大學に ゆく 午後 も同斷 晚 食後 近傍 散步 夜 森 氏を訪 ひて 葡萄酒の 馳走になる 

五月 十四日 晴 朝 大學に ゆく 午後 ケッ トナ ー、 ザィャ ー に ゆく 夜 森 氏來る 余が 誕生日なる を 以て 藤 代、 

森 一 一氏と クリ ュ ー ゲルに いたり 麥酒數 杯 を 饗す 來る 十七 日 日本食に 招待の 旨 井上 公使の 案內 あり 

五月 十五 日 晴 チ ー ャ ガル テン を步す 午後 ケッ トナ ー、 ザィャ ー に ゆく 森 氏 ザィャ ー を訪 うていた る 

同道して 歸宅 昨日 誕生日の 祝と して ブラン 卜 夫人、 ケ ットナ ー 妻より 花束 をお くらる 

五月 十六 日 晴 今日 耶蘇 昇天 祭に 付大學 休業 ケ ッ卜ナ ー も 休む 午前 藤 代 氏と チ ー ャ ガル テン を 歩す 午 

後菌 田、 森來訪 ともに ヴィク ト リア、 パ ー クに 遊ぶ 四 望快濶 にて ながめよ ろし 某 亭に麥 酒 をのみ 關根、 油 

比 等に 信す 夕食の 後 テア テル、 デス、 ゥ H ス テンスに ベ ー 卜 ー ヴ H ンのフ イデ リオ を 看る 十 時 散 じスぺ ー ネ 

ル 街の 一 旗亭に ビ ス テキ を 食って かへ る 

五月 十七 日 晴 朝 大學に ゆく ライ プチ ッヒ、 フォックより 書籍 二部 送りき たる 午後 ザィャ ー、 ケ ットナ 

1 斷 りて ゆかす 公使館に ゆく 日本食の 馳走 あり 食後 ビ ー ァを 傾け かるた を 弄して 十一 時 散す 

五月 十八 日 啧 午後 ステ ー グ リッツに ランゲ 氏 を訪ふ 種々 の 質問 ありた る を 以て 夕方に なり 歸寓 途 ライ 

プチ ー ゲル、 ホ ー フに 晩餐 ランゲ 氏に 國文 十講、 國學史 概論 各一部 をお くる 同氏より 岡 崎の 日本 文學史 一冊 
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留 學 日 誌 

を 貰 ふ 

五月 十九 日 晴 朝大 村、 白鳥 二 氏 をべ ルヴュ ー、 ホテルに 訪ふ 午後 森 氏 を訪ふ 夜 森 氏、 惠美 氏來り 晩餐 

をと もに す 

五月 二十日 晴 朝 大學に ゆく 歸途チ ー ャ ガル テン を 歩して かへ る 午後 再び 大學に ゆく 今日 洋服 跳出來 

たり 福 原の 書狀 あり 返事す 森 御蔭 氏來談 明日より 田舍に ゆく 由に て 二百 馬克 返却し 來る 

五月 二十 一日 晴 大學に ゆく 藤 代 氏 風邪に て ゆかす 歸途チ ー ャ ガル テン を步す こと 昨日の 如し 福 原に 

金子 二百 馬克 を 郵送す 午後 ケッ トナ ー、 ザィャ ー に ゆく 

五月 二十 二日 晴 チ，' ャ ガル テン を 歩し シュ U ス ガル テン を ー覽す 午後 ケッ トナ， -に ゆく 夜 森 氏來訪 

井上 氏來談 

五月 二十 三日 晴 大學に ゆく 午後 ケッ トナ， -、 ザィャ ー に ゆく 夜 森 氏來る 近傍 を 散步し 同氏の 寓 にい 

たり 葡萄酒 を 傾けて かへ る 新聞の 夕 刷に X  X 氏發 狂の 報 あり 

五月 二十四日 曇 朝 森 氏來る 藤 代 氏 を 併せて 三人 公使館に ゆく  X  X 氏の 件 を 聞かん が爲 なり 大村、 高 

撟、 白鳥 三 氏 亦いた る 午後 ザィャ ー に ゆく 夜 菌田氏 を訪ふ 

五月 二十 五日 晴 午後 雷雨 あり 夜 大に雨 ふる 斯 波より 錦 鎗數葉 をお くり 來る パウル 街に 人 浴 夜惠美 

を訪ふ 


五月 二十 六日 晴 暑甚し 午後 雷雨 あり 藤 代 氏と ゲル ハルトの 婆さんの 處 にいたり 総 紙 六 枚 をお くり 尋で 

獸園を 步しチ H ルトに 少憩 歸寓 夜大 村、 白鳥 二 氏 ブラントに 饗せられて 來る 十一 時ゥ H ルフト 街に 見途る 

公使館に いたれば かう子、 文部省、 赤 堀、 眞 吾等の 手紙 あり かう子、 赤 堀に 返事す 本日より フィン グス テン 

なり 

五月 二十 七日 晴 暑甚し 朝 獸園を 歩す 惠 美來訪 夜 福 原 を訪ふ 不在 福 原 今朝 巴 里より 歸 林の 由に て 

小 林 某 を 伴 ひて 來訪 友 田 宜剛、 S 下部 重 太郞、 美 濃 部 等の 信 あり 

五月 二十 八日 晴 井上、 坂 本、 菌田 を訪ふ 午後 藤 代、 森 二 氏と クル フユ ルデン タムなる 防火 博覽會 にいた 

り 七 時歸寓 博覽會 場に て 石 原に 端 書 を認む 晩餐 クリュ ー ゲル ライ プチ ッヒ、 フォックより ディセル タチォ 

ン 五十 册 をお くり 來る 

五月 二十 九日 晴 福 原、 ザィャ ー を訪 ひそれ より レックス にいたり 種々 の 買物 をな す 叉ゥ H ルト ハイムに 

も 入る シュ ー ル タイズに て麥酒 をのみ 森 氏に 逢 ふ 午後 森 氏來訪 ザィャ ー、 ケ ットナ ー 斷 りて ゆかす 得 能 

の 手紙いた る 

五月 三十日 晴 午後 雷雨 あり ケ ットナ I 斷 りて ゆかす 朝 ウェルト ハイム 及び レックス にいたり 買物 をな 

し 午後 日本料理 を 調へ て 福 原の 爲 めに 送別 會を 開く 森、 長 尾 等 亦いた る 戶嫁氏 來らす 

五月 三十 一日 晴 斯波、 坂 本、 佐 村、 木 村、 松 井、 畔柳、 鈴 木 等 日本よりの 手紙 あり かう子の 手紙 同斷 
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留學 日誌 

今朝 観兵式 ある 由に 付 森、 長 尾、 藤 代 三 氏と 練兵場に いたらん とす ベル アリア ンス、 プラッツに 至る 頃 巳に 還 

幸の 由 を 聞き 途上に 拜觀 和 蘭 女皇、 プリンツ， ハインリッヒ 等 を も 見る それより プ ショル にて 午餐 午後 力 

フニ、 ジ ヨス ティに て X  X 氏に 關 する 相談 あり 福 原と リンデン にいたり 夜 諸氏と プリンツに 福 原の 送別 會を開 

く 斯波 安子に 東す 

六月 一日 晴 暑 熟甚し 朝 幅 原 を訪ふ 藤 代、 菌田 等いた る 午後 六 時 福 原の 出 發をレ ー ルテル 停車場に 見 

送る 內山亦 來りプ レンツ H ンゼ I に ゆかん こと を勸む ゆかす 小 林、 惠美等 余が 寓 にいたり ビ ー ァ をのみ そ 

れ より ビ ー ァ、 ライゼ をな して 天明に いたる 拂嘵 森の 眠 を 驚かす  • 

六月 二日 晴 チ ー ャ ガル テン を 歩す 午後 在宅 夜 ウィダ ー 來る こと 例の 如し 

六月 三日 晴 

六月 四日 晴 マヤ ー を聽講 午後 ケッ トナ， -、 ザィャ ー に ゆきおの/ \ホ ノラ ルを拂 ふ 

六月 五日 晴 マヤ， I を聽講 ケ ットナ ー、 ザ ィャ， "例の 如し 

六月 六日 晴 朝 大學に ゆく 午後 ケッ トナ I に ゆく 小 林 氏來訪 ケ ットナ I の 歸途惠 美 を 訪ひ雜 誌 を 返却 

し 更に 新しき もの 一 一三 部 を かりて か へ る 今日 はじめて 夏の 白 服 をき る 

六月 七日 晴 大學に ゆかす チ ー ャ ガル テン を 歩す 午後 ケッ トナ ー、 ザィャ —に ゆく 夜 森 氏 を訪ふ 談 

じて 十 一 時に いたり 歸寓 
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六月 パ日 晴 や 、涼し 朝チ ー ャ ガル テン を 歩す 午後 大村、 白鳥 二 氏來訪 晚シュ ー マン 術の 日本料理に 

いたる 長 尾 氏の 饗 にあ づ かるな り 十 時 歩して かへ る 歸途 クリュ I ゲルに 立 寄る 保 科の 信 あり 

六月 九日 晴 朝チ ー ャ ガル テン を 歩し グ ロスの 文學々 をよ む 午後 森、 長 尾 二 氏來訪 再び チ ー ャ ガル テン 

にいたり 長 尾 氏 余 等 を 撮影す それより 橋 本屋に 晚食 ウィダ ー 來る 例の 如し 

六月 十日 晴 午後 雷雨 大學に ゆく こと ニ囘 本日 トレ プ トウの 天文 臺に いたらん とする 積の 處六時 頃より 

雷雨に 付 之 を やめ クルツ ヮ ネックに 晩餐して かへ る 

六月 十一 曰 晴 朝 大學に ゆき 午後 ケッ トナ— に ゆく  ロイべ ル讀 了に つき 勝手に 讀 みたる 書 を 質問す る泰に 

改む 夜 アイテル をよ む 

六月 十二 日 晴 午後 雨 午後 ザィャ I に ゆく 夜 アイテルの 文學々 をよ む 

六月 十三 日 雨 大學に ゆき 聽講 午後 ケッ トナ ー に ゆく ライデン、 デス、 ユンゲル、 ゥ H ルテル をよ む 

夜 森 氏 を訪ふ 

六月 十四日 晴 家 厳の 信書 あり 得 能の 手紙 亦 到着 斯 波よりの 太陽 五月 分 着 家 厳に 返事す 朝 大學に ゆ 

き聽講 午後 ザィャ I、 ケ ットナ I に ゆく 夜 森 氏 を訪ふ 和 辻、 長 野 兩醫學 士に逢 ふ 藤 代 氏と クリュ ー ゲル 

にいた る 

六月 十五 日 晴 微雨 銀行に ゆき 金 を 受取り 種々 の 買物 をな し 王立 圖書 館に ゆく ザィャ ー に 逢 ひ 目 錄を見 
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て 日本に 關 する 書籍 を 調査す 歸途 カル ヴァ リ，' に 立 寄 ニー 二の 書 を 買うて かへ る 夜 惠美來 る 大谷、 菌 田同斷 

畑、 藤 岡 等の 書 を 得 文部省より 新 留學生 規則 を 領牧す 中央 金庫へ 受領書 をお くる パウル 街に 人せ 

六月 十六 日 晴 今日 比 公 銅像 除幕式 あるに 付き 十 時 藤 代 氏と 之 を 見る 叉 リンデン 街に て 皇帝の 還 幸 を 見る 

午後 大谷 氏、 菌田氏 等 来る 室內 にて 寫眞 相携 へて 動物園に 遊び 同園內 にても 撮影 ビ ー ァを 黄け 歸途 白き、 

大村ニ 氏 を訪ふ 不在 ウィダ —來る こと 例の 如し マヤ ー 氏より 廿日 招待の 案內 あり 斯波、 潮 田、 获野こ は 

力き をお くる 

六月 十七 日 晴陰 常な し 朝 及 午後 大學に ゆく 大 學の歸 途ボッ グメル、 プラッツに 大谷氏 を 訪ひー 料理店に 

晩餐 洋服 厂谓を 跳 ふ 値 三十 二 馬克 森の はがきい たる スコプ ニックに て マヤ ー の 十九 世紀 獨乙 文學 史及ヮ 

イト ブ レ ヒトの 小 文 學史ー 一冊 を購ふ 

六月 十八 日 晴 朝 大學に ゆき 午後 ケッ トナ ー、 ザィャ ー に ゆく 森の 端書きた る 大 村同斷 

六月 十九 日 晴 朝チ ー ャ ガル テン を 歩し 書 を讀む 午後 ザィャ ー に ゆく 夜シュ ー ル タイズに いたる ケッ 

トナ ー の 一族 あり ビ ー ァを 傾けて 十一 時に 及ぶ 

六月 二十日 iia 大學 に聽講 午後 ケッ トナ ー に ゆく 內山、 惠美來 る 午後 マヤ ー の 招 寺に 赴く 庭園 こ 導 

かれて 少 話の 後樓上 にて 晩餐 ぁリ. 佛、 英、 魯、 以、 填 等 各 國の學 生 男女 併せて 十五 六 人 あり 十一 時 散す 本 

日日 本よりの 手紙 着 立 花 氏 五月 十二 日 船中に て 死亡の 報知 あり 痛 悼に たへ す 桐 生の 信 あり 夜 保 ST  M 岡 
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二 氏に 柬す  • 

六月 二十 一日 晴 大幸、 服 部、 吉田 等の はがき あり 皆 立 花の 死 を 悼む ものな り 朝 大學に ゆく 午後 惠美 

來る ケッ 卜ナ， I 無 H にて ゆかす ザィャ ー 斷 りて ゆかす 夜 藤 代、 惠 美と シ ョッセ ー 街の コンチェルト にいた 

る ペッヒ- ゥンド 、ホルツと いふ ポッセ を 見て かへ る 會我 氏より 立 花 氏の 件に 關し 手紙 あり 得 能の 手紙 同 

斷 かう子の 手紙 も來る 

六月 二十 二日 晴 朝 大學に ゆき チ H 1 ル カルテ を 納めて かへ る 午後 藤 代 氏と パウル 街に 人 浴 夜大 村、 白 

鳥 二 氏 を訪ふ 白鳥 氏 微恙の 由に 付歸途 本堂 氏へ 依頼の 書 を 出す 立花舍 兄、 曾 我、 得 能 等へ 乎 紙 をした、 む 

六月 二十 三日 晴 藤 代 氏と 美 濃 部 を訪ふ 午後 マヤ，' を訪ひ 過日 招待の 禮を 述べ 轉 じて 近 角に いたる 姉 崎 

をお とづれ 晩景まで 談話す 夜 戶« 氏を訪 ひて 一 診 を 乞 ふ 腹部に 疼痛 あれば なり 新渡戶 氏の 武士道 をよ みて 

三時に いたる 

六月 二十四日 晴 下劑を 施し 腹部の 疼痛 癒 ゆ 大學 ゆかす 

六月 二十 五日 晴 朝 大學に ゆく 午後 ケッ トナ ー に ゆく ザ ィャ， '同斷 

六月 二十 六日 晴 明日 ブラント 新寓に 引越の 由に て 小僧 手 傳に來 る よりて 荷物 を片附 けしむ 午後 ザィャ 

1 に ゆく 佐 村、 木 村 等に 東す 

六月 二十 七日 晴. 本日 引越な り 大學の 講義 を聽 きて 後 以太利 料 をく ひ 午後 惠美 を訪 ひケッ トナ， 'に ゆき 
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晚歸寓 惠美 来訪し. 一泊して 去る 

六月 二十 八日 晴 惠美、 藤 代と 新 沼に ボ ー トを こぐ それより 巖谷氏 をリュ ッッォ ー、 ゥ I フ H ルに訪 ひ 橋 

本屋に 午餐 大谷、 近 角に 逢 ふ 午後 ザィャ ー に ゆく 夜 近傍 を 歩し クリュ ー ゲルに 晩餐して かへ る 斯波、 佐 

村の 信 あり 

六月 二十 九日 晴 藤 代 氏と 直 美 を訪ふ 午後 パウル 街に 入浴 夜 白鳥、 大村ニ 氏 を 訪問し 十二時 半歸る 

六月 三十日 快晴 朝 ザィャ ー 來る 藤 代 氏と 三人 同道 汽車に てグリ ュナハ にいたり 山 を 越えて トイ フ H ルゼ 

I より フリ ー ド リツ ヒス ハ ー ゲ ン にいたり 午餐 ボ ー トを こぎ 汽車に て 午後 七 時 頃歸林 

七月 一日 晴 大學に ゆく こと ニ囘 夜 クリュ ー ゲルに いたる 森、 長 尾 亦いた る 醉 後藤 代、 惠美ニ 氏と チ 

I ャ ガル テン を 歩す 月明 晝の 如し 福 原 亞米利 加より 立 花の 死 を 傷む 詩 を 途り來 る 

七月 二日 晴 大學に ゆく 午後 ケッ トナ I、 ザィャ ー に ゆき ホノ ラル を拂ふ 福 原の 詩に 次 韻して 郵送す 

菌田氏 旅行よりか へりて 來訪 

七月 三日 晴 チ ー ャ ガル テン を 歩し 午後 ザィャ ー に ゆく 夜惠 美、 森、 長 尾 三 氏來談 ザィャ ー スカ ー トを 

やらん とて 藤 代 氏 を訪ふ  , 

七月 四日 晴 朝 大學に ゆく 午後 ケッ トナ， 'にいた る  • 

七月 五日 晴 朝 藤 代 氏と ノィ アル テ ヤコフ 街に いたる 藝 者の 芝居 を 見ん が爲 なり 午後 ケッ トナ ー に ゆく 
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ザィャ ー 同斷 晚森、 長 尾， 藤 代 一二 氏、 ケ ットナ ー 夫妻と チ H ント ラル、 テア テルに 藝 者の 芝居 を 見る 

七月 六日 晴 朝 藤 代 氏と パウル 街に 入浴 午後 惠美來 る 夜 森、 長 尾 二 氏 亦いた る 長 尾 氏 余 等 を 撮影せ し 

寫眞を もち 來る 

七月 七日 晴 朝 公使館に ゆき 手紙 を 求む 無し 大久 保の はがき 一通いた る 午後 惠美來 る ともに 禽獸園 

を 歩し クリュ ー ゲルに 晩餐 夜菌田 を訪ふ 

七月 八日 晴 笹 倉の はがき、 土 井の 嘵 鐘、. 得 能よりの 新聞 等 着す 公使館に ゆき 尙 手紙の 來着を 問 ふ 潮 田 

妻、 師岡 須賀、 大學 よりの 手紙 あり 日本に 關 する 書籍 目録 亦いた る 午後 获 野の 手紙 書留に ていたる 午後 森 

を訪ふ 不在 

七月 九日 晴 惠美來 る 森 氏 亦いた る 藤 代 氏と 森、 長 尾 二 氏 を 其 寓に訪 ふ イチ ゴを 馳走に なり 葡萄酒 を 

傾く 今夜 發熱 下痢 吐 を 催す 神藥を 服して 寢ぬ 

七月 十日 晴 藤 代 氏 余が ために 戸塚 氏に いたる 午後 戶嫁 氏來診 服 藥を投 ぜらる 下痢 數囘熱 やう やく 去 

る 

七月 十一 日 晴 今日 尙外 出せす 夜 建 部 氏 、菌田 氏來訪 十 一 時 頃迄談 じて 去る ランゲ 氏來訪 東洋 學校 

の雜 誌に ァ スト ン文 學史の 批評 を 物すべし と勸 めら る 何 か 別な もの を 書くべし と 約束す 

七月 十二 日 晴 午後 五 時 汽車に て リンゼイ 停車場より シ ユラ ハ テン ゼィに 遊ぶ 同行 松 本、 姉 崎、 建 1、^、  % 
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菌田、 池 山、 近 角、 吉田、 市 川 等 十 人たり ゥ ンゼィ 湖畔の 一 料理店に 晚餐 夜 十二時 歸宅 鍵 を 忘れた るを以 

て 酒 錦のお ゃぢ にあけ て 貰 ふ 

七月 十三 日 晴 晚藤代 氏 レニ、 ー セン 搏窪 田氏寓 における 白人 會に 出席 夜 二 時 頃に いたる 美 濃 部、 水 野、 

藤 代 を 併せて 四人ド a シケ にて 歸寓 太陽いた る 遠 藤の 書 狀同斷 

七月 十四日 晴 夕方 雨 ふる 牛 後 惠美來 る ともに チ ー ャ ガル テン を 歩し シャ n ッ テン、 ホ ー フに 晩餐す 

今夜 菌田、 建 部 二 氏 饗せられて ブラント 氏に いたる 

七月 十五 日 晴 近傍 を 歩し はがき を 購ひ福 原 等に 信す 夜 惠美來 る 森 氏 亦いた る 藤 代 氏と 森 氏の 寓 にい 

たり シ I ボルトの 日本 を 見る 

七月 十六 日 晴 チ I ャ ガル テン を 歩し 午後 ケッ トナ ー、 ザィャ ー に ゆく 森 氏來る 夜 藤 代 氏と 三人 クン ス 

トァ ウス ステ ルン グス、 パ ー ク にいた る 

七月 十七 日 晴 森 氏來る ともに プリンツ、 アル ブ レヒト 街の 美術品 博物 場に 入る 藤 代 氏 を 待て ども 來ら 

す 午後 ザ ィャ， 'に ゆく 

七月 十八 曰 晴 朝 獸園を 歩す 午後 菌田、 建 部 二 氏來訪 ケ ットナ ー ゆかす 

七月 十九 日 晴 驟雨 雷鳴 あり 午後 ケッ トナ I、 ザィャ ー に ゆく 武士道 をケ ットナ ー に 貸す 石 原、 上田 

に柬す 惠美來 り 新聞 一 葉 を もち 來る 


七月 二十日 晴 朝獸 園に いたり ヮ ー ルフ H ル ワンド シャフ テン をよ む 杉 浦、 大久 保に 端 書 をお くる 保 

科、 和 田の 信 あり 森 氏 二 K 來訪 森 御蔭 氏 亦 矢 野太 郞と いふ 人 を 伴 ひていた る 市 川 代 治來訪 方丈 記 を 貸す 

午後 パウル 街に 人 浴 

七月 二十 一日 晴 朝 近傍 を 歩し 惠美 を訪ふ 午後 惠美 來訪 森、 藤 代と 四人ハ ー ゼに 晩餐し ゥン テル： テン、 

リンデンより ライ プチ ッヒ街 を 歩し 咖啡ジ ヨス ティに 立 寄る 玉 井、 蜂 谷、 小 泉 等に 逢 ふ ブラントの 娘に はが 

きを s^s る 

七月 二十 二日 晴 午前 惠美 來訪 新聞 を もち 來る 午後 同氏 再び 來訪 森 氏 亦いた る ブラントの 娘 昨日の 

はがきに て 立 服す 

七月 二十 三日 啧 午後 雨 朝チ ー ャ ガル テン を 歩し 馬車に て マイネケ 街の 新寓に 白鳥、 大村ニ 氏 を訪ふ 午 

後ケ ッ卜ナ ー、 ザ ィャ" I に ゆく 晚森 を訪ふ 不在 

七月 二十四日 午後 雨 涼し 朝 森 を訪ひ 近傍 を 散歩す 午後 ザィャ ー に ゆく 夜 藤 代 氏 誕辰に 付 森と 三人 プ 

リンツに 白葡萄酒 を 傾く 歸途森 氏 余が 寓に立 寄りて 談す 

七月 二十 五日 晴 朝 カル ヴァリ ー に ゆき 冨山 房の 爲 めに 書物 を 註文す 午後 ケッ トナ ー に ゆき 歸途惠 美を訪 

ふ 

七月 二十 六日 晴 チ ー ャ ガル テン を步す 一 兵卒 日本に 在りし ものに 逢 ふ 伴 ひて 寓 にいた る 林 寬ニ郞 と ^ 
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いふ 人 を 知り 居る 由 話す 午後 森、 惠美 氏來談 ザ ィャ， "に ゆく  g 
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七月 二十 七日 啧 朝 パウル 街に 人 浴 午後 日本食 を栋 へて ブラン 卜 氏 夫妻 を 饗す 惠美、 森、 菌田與 かる 

惠美 遂に 一泊 詩を賦 して 夜 二 時半に いたり 寢す 得 能の はがき 着す 

七月 二十 八日 晴 午後 丁 昨日 逢 ひし 兵卒 來り藤 代 氏と トレ プ トウに いたる 余は寓 にと まる  一二 時 惠美氏 

來る 夜 ブラント 夫妻、 松 平、 惠美、 森 四 氏 を 饗す 

七月 二十 九日 午前 强雨 午後 晴 チ ー ャ ガル テン を 歩す 一外 人頻に 日本の 事 を談す 强雨會 ~ 到り樹 下に 

佇立して 談 すれば 全身 ズプ濡 となる 雨 やまざる を 以て ドロ シケ に乘 りて 歸寓 午後 森 氏來訪 倉 知 氏 送別 會の 

案內狀 いたる 

七月 三十日 晴 朝チ ー ャ ガル テン を 歩し 森 氏 を訪ふ 午後 ザィャ ー、 ケ ットナ I に ゆく 夜 森 氏來る 藤 代 

氏と スパ ー テンの 倉 知 氏 留別 會に 赴く 歸途宮 本、 奥 村、 村 山 諸氏と カフ H にいた る 大村、 田 中二 氏 亦いた る 

七月 三十 一日 晴 朝 カル ヴァリ ー に ゆき 冒 山 房の 書物 をみ る 午後 ザィャ ー に ゆく 夜惠美 氏來る ほと、 

ぎす 五月 分 及 春夏秋冬 おくり 來る 保 科より 新聞き たる 

八月 一日 晴 朝茼 田き たる ともに 惠美 を訪ひ 午後 ザィャ ー に ゆく ケ ットナ ー 母 死去の 報 あり 夜 惠美來 

る 

八月 二日 暗 朝 カル ヴァ リ，' に ゆく 午後 先 曰の 兵卒 來る 富山房に 書籍 數十 部を發 送す 大學の 書物 を 力 


ル ヴァリ ー に 跳 ふ 晚シュ ー ル タイズに いたる 倉 知 氏 送別 會の爲 なり 歸途チ ー ャ ガル テンに いたり 村 山 氏の 

尺八 を聽く 同行者 姉 崎、 藤 代、 池 山、 近 角、 宮 本等數 名な り 

八月 三日 1  円 朝惠美 を訪ふ 午後 惠美來 る 晚藤代 氏と 水 野氏寓 にいた る 白人 會 なり シャンパン、 麥酒 

の 馳走に なり 日本食 を 喰うて 夜 1 一時 か へ る 

稻 妻の 影 や 落ち ゆく 武者 四五騎 

屋根 低く 銀河 流れて 秋 近し 

瓜の 番晝寢 して 瓜 を 盗まれぬ  . 

葉が くれの 葡萄 酸く して 小粒なる 

八月 四日 晴 公使館に ゆく 佐 村、 市 村の 手紙 あり 午後 森 氏 誕辰に て 藤 代、 惠美、 長 尾、 菊 池 氏 等と プリ 

ンッに 馳走になる 能 勢 重 二に はがきす 惠美 余が 寓に 一泊す かう子、 遠 藤 等に 柬す 

八月 五日 曇 朝 森、 長 尾兩氏 を訪ふ 午後 淸水 氏來訪 文 藝俱樂 部 をよ む 夜 ザィャ ー 氏 を訪ふ 買物 をな 

して かへ る 

八月 六日 曇 朝 七時ド II シケ にて ポツダム 停車場に いたり 十 時半 マグデ ブル グに着 同市 を 散歩し ド ー ムを 

見 電車に て ウィル ヘル ムス ガル テンに いたる 福 原、 惠美、 森、 斯波、 藤 代、 かう子 等に はがき をお くる 四時 

半ラ ンヅ マ ン に 停車場に て 逢 ひ 七 時半 頃べ ，- ン ドルフに 着 主人 等と 晩餐 を 喫して 寢ぬ 今日の 新聞に 獨國皇 太 
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后 崩 殂の報 あり 

八月 七日 曇 シェフ ラ ー、 ランゲ、 ブラントの 葉書いた る 午後 マックス、 ラン ヅ マンと 森林 を 歩して ヘル 

ムス テッド 、パトに いたる 田舍 芝居小屋 など ある 處 にて 少憩 徵雨 きたる ラン ヅ マン 夫婦 其 他 二三 人の 人後 

れて來 る ともに 麥酒を 傾け 晚 歩して かへ る 

八月 八日 晴 午後 マックス 風邪の 氣味 にて 外出せ す 獨 近傍の 森林に 沿うて 散歩す チョッケの 口 ]• マンス 

をよ む 

八月 九日 晴 午後 マックスと 歩して ヘル ムス テッドに いたり 舊大學 の 建築物 等 を 見 買物 をな し麥酒 一 杯 を 傾 

けて かへ る 諸 友 に 葉書 を おくる 

八月 十日 晴 午前 在宅 午後 マックスと ブルンネン にいたり 人 浴 を 試む 

八月 十 I 日 晴 藤 代 ワイ マ ー ル よりの 信 あり 今日 頗る 熱き を 以て 外出せ す 文學史 をよ む かう子に 信す 

八月 十二 日 晴 午後 暴 雨 あり 朝 マックスと 森の 近傍に ゆき 讀 書す 午後 家 尊、 貞吉 坊主、 關根、 藤 代 等に 

信す 谷 本、 藤 代 其 他の 書 あり 惠 美より 帝 國文學 一冊 來る 

八月 十三 日 晴 朝 七 時 汽車に て マグデ ブル グに ゆく 菌田 氏を迎 へんが ためなり 時間 尙早 きを 以て ド ー ム 

の 內部を 見物す 宏壯 頗る みるべし 十二時 過 菌田着 ともに 余が 寓に いたる 午後 ラン ヅ マン 父子と 近傍の 森 

林 を 散歩し 麥酒を 傾けて かへ る 晚 小雨 あり 惠 美より 朝日 新聞 送りき たる 


八月 十四日 晴 菌 田と 馬車に て ヘル ムス テッド 停車場に いたり 同處 より ブラン シュ ワイ ヒ にいたり レツ シン 

グの 家、 孤 兒院、 古 寺院 等殘る 隈なく 觀覽 料理店に 午餐 すれば たま/ \ 女子の 奏樂 あり 六 時 四十 五分の 汽車 

にて 同 處を發 しハノ ー ヴァ ー に 着し ライ ュッ セル、 ホ ー フに 泊す 夜 外出して 市街 を 散歩す 

八月 十五 日 晴 八 時 頃より 諸處を 見物す 寺院 等み るべき もの 多し 就中 劇場 及 ライプニッツの 家 面白し 

ゥォ ー タ ー 口 ー 、プラッツの 傍に ライプニッツの 墓 あり その 近傍の 圖書 館に は ライプ 二 ッ ッ の 遣 書 等 多く ル ー 

テル、 メランヒトン、 ピ ー タ ー 大帝 等の 手書 も あり ケス ネル 博物館 を經 て歸途 種々 の 買物 をな し 午餐 菌田氏 

に 別れ 四時 頃歸寓 

八月 十六 日 曇 午後 ラン ヅ マンの 一族と ともに パトに ゆき マル キ ー、 ド、 コル ネ ー ュの オペ レツ テを 見物 

八 時歸寓 藤 代 ワイ マ，' ル よりの 信 あり  . 

八月 十七 日 晴 終日 在寓 テア テル を 護む  - 

八月 十八 日 晴 午後 マリ H ン ボルンに グスタフ、 ァ ドルフ、 フ H ラインの フ H ストに のぞむ ラン ヅ マン 父 

子 同道 パ 1- クを 散歩して かへ る ラン ヅ マン 妻 足 を 傷めて 食卓に 列せ す 

八月 十九 曰 晴 朝 ラン ヅ マンと パストル、 ハン ニッシ を訪ひ 明後日 學校參 觀の約 をな して かへ る 

八月 二十日 晴 午後 マックスと 森林に 坐して 讀本 をよ む 

八月 二十 一日 晴 朝 パストル、 ハン ニッシ を訪ひ 同氏の 案內 にて グロ， ー ス、 バル テンス レ！ ベン 及 クライン、 
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ほ 學 H 誌 

パル テンス レ ー ベンな どの 學校 をみ る いづれ も 單級學 校たり 敎師の 家に て 葡萄酒 を 馳走に なりて 歸宅 午後 

マックスと ヘル ムス テッド、 パトに 遊び 一 浴して か へ る 得 能の 書 あり 

八月 二十 二日 晴 終日 在寓 得 能に 柬す 演習 ありと て 軍馬の 往來 する をみ る 

八月 二十 三日 晴 午後 二 時半 發 マグデ ブルダに 少憩 伯林に 着 六 時 一分な り ヘル ダ ー の 母 妹 等 同行 惠美 

氏に 逢 ふ 同氏 余が 寓に 人り て 一 泊 

八月 二十四日 晴 惠美 とともに カフ H 店に いたり チ ー ャ ガル テン を 歩し 橋 本屋に 午餐 

八月 二十 五日 晴 クリュ ー ゲルに 午餐 晚惠美 宅に て 牛肉 を 煮て 日本食 を 喫す 

八月 二十 六日 晴 八 時 ポツダム 停車場より ライ プチ ッヒに 遊ぶ 十二時 服 部 氏の 寓に着 同氏と ともに チュ 

1 リンゲル 、ホ， 'フに 午餐 川 合 氏に 逢 ふ 午後 山 口 氏 を 其 寓に訪 ひ 同行して 劇場 茶屋に て 晩餐 メッセの 最中 

なる を 以て 活動 寫眞、 人魚 等 を 見て かへ る 

八月 二十 七日 晴 小雨 書肆 リ ー ビッシ にいたり 書庫 をー覽 午後 書肆 博物館に いたり 一覧の 後 マヤ ー 印刷 

所に 至り 歸途山 口 氏 を訪ふ 

八月 二十 八日 雨 午後 晴 朝 雨 を 冒して コン セル ヴ アトリウム、 ゲヴ アンド ハウス 等 を 見、 人類 學 博物館に 

いたる 日本 物 は 伯林よりも 多し チュ ー リンゲル、 ホ ー フに 午餐 午後 金子 氏と シルラ ー、 ハウスに いたり 歸 

途ゴ ー ゼンの 酒店に 憩ひゴ ー ゼン 一杯 を 傾く 四時 山 口、 川 合 二 氏と マヤ ー の 書籍 H 場 を 見る 壯大 驚くべし 
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八月 二十 九日 晴 小雨 十 時 山 ：1 氏來る 十 時半の 汽車に てハ ルレに 赴き 金玉と 稱 する 店に 麥酒を 傾け 案內 

書 を 手に して ライプ チッヒ 街より マルク ト、 ブラ ッ ッ にいたり マリエ ン 寺の 塔 上に 上り 叉 大學、 劇場 等 を 見て モ 

リツ 城の 廢址を 探り 歸途 フラン キツセ、 スチフ トン ゲン をみ る 晚歸寓 服 部 氏と 日本 會に 出席 金子、 川 合、 

山 口、 北 里、 氣賀、 奧島 等な り 

八月 三十日 晴 小雨 八 時 服 部 君の 寓を辭 し 急行に て 十一 時 伯林に 入る 服 部 氏 停車場に 途らる 午後 惠美 

を訪ひ 同道して 公使館に いたり 書狀を 領牧す 家 尊の 手紙 あり かう子 七月 十日 神 戸に 引越せし 旨 承知す 石橋 

より 十 訓抄の 註 一 册來る 土 井の はがきい たる 其 他の 葉書 十數通 夜 直 美の 寓 にいた る 內 山に 逢 ふ 

八月 三十 一日 雨 朝 ブッセ 等に 書狀を 認め クリュ ー ゲル 午餐 惠美隨 いでいた る ビ ルンバウ ム にあ ふ 和 

氣氏、 谷 氏同斷 

九月 一日 晴曇 不定 風强し クリュ ー ゲルに 午餐 午後 一 百 文 一致 論 を 認めて 高等 師範に 郵送す 

九月 二日 雨 ブラント、 ケ ットナ ー の はがき あり 朝 岩 崎 某、 惠 美を訪 うて 至る ともに シュ 0 スパ. "クを 

歩す それより クリュ ー、 ゲルに 午餐 午後 食品 を 調へ オムレツ を 持へ て 食 ふ 晚ー カフェに ビ ー ァを 傾く 

九月 三日 晴 午後 惠美、 中 山 氏 を 伴 ひて 來る 手製の 西洋 料理 を 饗して 談す 

九月 四日 晴 午後 カル ヴァリ ー にいたり 歸途チ ー ャ ガル テン を步 して かへ る 五 時 頃 ブラン 卜 一族 歸宅 惠 

美氏尙 一泊して 去る 

明治 三十 四 年  . 
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九月 五日 晴 午後 惠美 を訪 ひと もに 公使館に いたる 萩 野の 書狀及 書籍 數册を 領收す 晩餐の 時 ブッセ より 

はがき あり 明日 會 見し 度 由 申 越す よりて 松 本 を訪ひ 明日 同行の 事 を 約して かへ る 萩 野、 關根、 坂 本、 かう子 

等に 東す 

九月 六日 晴 松 本 一時 迄に 來らす よりて 外出す 途中に て吉 田、 近 角、 松 本 一二 氏に 逢 ふ よりて ブッセ の 

寓を訪 ふ ケン ビンス キ， ー に 午餐 レックス にいたり 同氏に 贈るべき 七 寶燒の 皿 一枚 を 買 ひ 之 を 旅 宿に おきて か 

へる 夜惠 美來談 

九月 七日 晴 午後 ザィャ ー を訪ひ 十日より 再 ぴ語學 授業 を受 くる こと を 約す 夜 惠美氏 来談 

九月 八日 晴 朝惠美 を訪ふ 午後 蜂 谷來談 尙 二十 馬克 を 借る 夜 淸水氏 送別 會 にて 橋 本屋に いたる 巖 

谷、 水 野、 筧、 池 山、 加 藤、 盧 等十數 名たり 

九月 九日 晴 午後 パウル 街に 人 浴 福 原に 東す 

九月 十日 晴 朝惠美 を訪ふ 朝日 新聞 等 到る 惠美 外出の 後尙 新聞 をよ む 內山 亦來訪 午後 坂 本、 氣賀、 

惠美來 る 直 美 公使館より かう子の 書 二通、 佐 村、 桐 生、 まち子 等の 書 狀を窗 し來る 桐 生に 信す 

九月 十一 曰 晴 朝チ ー ャ ガル テン を 歩す 午後 ザィャ ー に ゆく 惠 美を訪 ひと もに クリュ ー ゲルに 午餐す 

九月 十二 日 晴 午前 チ ー ャ ガル テン を步す 午後 ブラントの 娘 及び 惠 美と ポツダム 街の ライナ ー 及び ケラ ー 

にいたり 日本 畫の 陳列 を 見る 


九月 十三 日 雨 朝 一 パテ ンタ J を購ふ 午後 內山來 り 海 t 台と かき 餅と をお くる 森 御蔭 來談 森 孝より はが 

き 二葉 あり ザィャ ー 行かす  . 

九月 十四日 晴 ダス、 コンク ステ、 ドイツ チ ランド を讀む  - 

九月 十五 日 陰晴 不定 午後 惠美來 る 內 山同斷 かき 餅を燒 きて 食 ふ 

九月 十六 日 雨 午後 ザィャ ー に ゆく 岡 倉、 山 本の 信 あり 叉 高等 師範 學校 卒業生 一同よりの 書狀 あり パ 

ウル 街に 入浴 

九月 十七 日 雨 文部省より 學費 八月 十五 日附 にて 送る 旨 通 li あり 午後 ザィャ ー に ゆく 午後 惠美來 る 

九月 十八 日 雨 朝惠美 を訪ふ 午後 ザィャ ー に ゆく 不在 中 惠美來 訪の由 藤 代 ボン 市に 在り はがき を 5;$! 

る 

九月 十九 日 雨 朝 森 を訪ふ 巴 里 小 林より ル ー ヴル 畫帖を 送り 來る 森 氏と ホ ー ヘンツ ォ ルレ ルン 街の 日本 

食 をく ふ 午後 內山、 惠 美來訪 岡 倉、 平野、 斯 波に 東す 

九月 二十日 晴 朝 近傍 を 歩し 午後 ザィャ ー に ゆく 夜 ブラント 母子と ァレキ サン ダ ー、 プラッツの ゼ セッシ 

ヨン ス、 テア テルに いたる 落語、 唱歌、 音樂等 ありて 日本の 寄席な り 

九月 二十 一日 晴 朝 獸園を 歩す 午後 森 を訪ふ 再び 日本料理 店に いたる 玉 井 を はじめ 七 八 名の 人 あり 

十 時歸寓 今 立、 白鳥、 菌 田に 柬す 

明治 三十 四 年  --; 


留學日 i ゆ 

九月 二十 二日 晴 朝惠美 を訪ふ 午後 同人 來る ともに 獸園を 歩す 夜 ウィダ ー 來る 

九月 二十 三日 風つ よし 朝チ ー ャ ガル テン を 歩し 午後 ザィャ ー に ゆき 佛語を はじむ 近 角の はがき あり 返 

事す 

九月 二十四日 晴 午後 ザィャ ー に ゆく 夕方 惠美來 る 今夜 藤代歸 林の 報 ありし を 以て 動物園 停車場に いた 

る 十 時 二十 五分 着 ドロ シケ にて 歸寓 談 じて 一時にいたり 寝に 就く 

九月 二十 五 B 晴 朝 ザィャ ー に ゆく 午後 森、 藤 代、 惠 美と 四 人 日本食に いたる 野 田、 小 出、 田 中 三 氏 亦 

在り 塚 本 氏 踵いで 來る 歸途 クリュ ー ゲルに いたる 

九月 二十 六日 晴 朝 ザィャ ー に ゆく 午後 鶴卷、 大森ニ 氏 藤 代 を 尋ねて 來る 近 角、 玉 井二 氏同斷 惠美も 

亦來る 夕方 パウル 街に 人 浴 

九月 二十 七日 晴 文部省の 金子 到着 午後 森 氏 を訪ふ ザィャ ー に ゆく 

九月 二十 八日 啧 藤 代、 惠美 等と バンクに いたり 金子 を 受領し レックスに 立 寄り 買物 をな して かへ る 

九月 二十 九日 晴 藤 代 氏と 白人 會に のぞむ 夜 二 時 退散 午前 蜂 谷 を訪ひ 金子 五十 馬克 を 返す 

千草より 野 は 白つ ゆの 盛 かな  . 

夕 嵐 古城の 上 を 鳥渡る 

石ぶ みの 下に 聲 ありき り ん\ す 
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森に 三百 馬克 を かす 森と 日本 ケラ ー に晚餐 ケ ットナ ー を訪 ひて 花瓶 をお くる  . 

九月 三十日 晴 晚藤代 氏の 爲に 送別 會を 開く 戶嫁、 美 濃 部、 森、 坂 本來會 歸 途散步 〇〇 と 暫時 交を絕 

つ 旨 申 送 る 

十月 一日 晴 ザィャ ー ゆかす 坂 本、 森來談 朝ケ ットナ I を訪 ひて 內 山の 爲 めに 百 五十 馬克 を拂ふ 惠美 

より 書狀 あり  . 

十月 二日 晴 朝レ ー ルテル、 バ ー ンホ ー フに谷 本 氏 を迎ふ 午後 ザィャ ー に ゆく 戶嫁、 森、 美 濃 部 等來談 

遠 藤、 渡 邊の信 あり 

十月 三日 晴 午後 藤 代 氏の 萊府行 を 送りて アン ハル テル、 バ ー ンホ ー フ にいたり 歸途 ザィャ ー に ゆく 夜 谷 

本 氏と 近傍 を 歩す 畑の 書 到る 

十月 四日 晴 午前 谷 本 氏と ノィ H ルゼ ー にいた る 午後 森 (口 シャ) 來り 三百 馬克 を 返却す 晚谷本 氏と 三 

人 日本 ケラ ー にいた る 大島、 奧村其 他 あり 獸 園を步 して かへ る 

十月 五日 雨 パウル 街に 入浴 午後 ザィャ 1 'に ゆく 森 氏 二度 來訪 夕 七 時より シュ ー マン 街の 美 濃 部 氏 送 

別會 にいた る 一時 歸宅  - 

十月 六日 雨 岡 村 氏 谷 本 を 尋ねて 來る 午後と もに 其寓 にいたり 小 泉 氏と 四 人 サヴィ 二 ー、 プラッツに 晩餐 

渡 部、 福 原に 柬す 內山來 る  ^ 

明治 三十 四 年 


留學日 誌 

十月 七日 雨 美 濃 部來訪 夜 ザィャ ー 來る 

十月 八日 雨 午後 ザ ィャ， 'に ゆく 

十月 九日 雨 午後 谷 本と 獸 国に いたる 午後 ザィャ ー に ゆく 歸途森 氏 を訪ふ 

十月 十日 曇 午前 谷 本を拉 して チ ー ャ ガル テン を步す 夜 ザィャ ー 來る 森、 內 山來談 上田、 佐 村、 石 原、 

潮 田に 1^ す 

十月 十一 日 晴 藤 代より 宿所 報じ 來る 

藤 代に 荷物 をお くる 大村、 白鳥 二 氏來訪 

十月 十二 日 晴 夜 谷 本 氏と 白人 會に水 野 氏 宅に いたる 來會 十四 人 

丧 栗の 笠に こぼる、 山路 かな 

紅葉の 山門 高き 夕日 かな 

雁 落つ る 花 野の 末 や 小 松原 

茸 狩の わら ぢ 松葉の 句 かな  . 

古き 井の 草に 埋れて 蟲の聲 

十月 十三 日 雨 谷 本 氏 病臥 岡 村、 小 泉、 坪 井 等來談 大久 保に 柬す 
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十月 十四日 雨 朝 谷 本と パウル 街に 入浴 午後 森 を訪ふ 晚 ザィャ ー 來る 

十月 十五 曰 晴 ザィャ ー に ゆく 午前 チ ー ャ ガル テン を 歩す 

十月 十六 曰 晴 午後 ザィャ ー に ゆく 夜 ブラント 老婆 とともにべ ー ト ー ヴ H ン、 ザ ー ルに 昔樂を 聞く 佛人 

ラマン 氏な り 十 時歸寓  - 

十月 十七 日 晴 朝 內山來 る ともに 獸園を 歩す 晚 ザィャ ー 來る 織 田の 信 あり 今日 谷 本の 誕辰 を 祝して 

葡萄酒 をのむ 

十月 十八 日 晴 午後 松 本文 三 郞來訪 ザィャ ー に ゆき 內山 を訪ふ 小 林 カ藏巴 里より 來り談 じて 十 時に いた 

る 坂 本 四方 太より 來信 

十月 十九 日 晴 朝 谷 本と 內山 を訪ふ 午後 森 御蔭 來談 森 孝 三 を訪ふ 去年の 今日 ゼ ノアに 上陸せ し 日なる 

を 以て 同 遊 諸氏に はがき をお くる 

十月 二十日 曇 森、 池 山來る 谷 本と 四 人シュ n スパ ー クを步 す 美 濃 部に 東す 

ホ ー フ H ルの塔 を 掠めて 旅 雁 かな 

ォム ニブ スの テラスに 寒し 秋の 風 

午後 谷 本と シ ャ 口 ッ テ ン ブ ル グ の 王城 庭園 を 見 叉 マウ ソレ ゥム を 見物 ゥ H スト H ン ド 停車場より 動物園 停車場 

に 下車 森 を訪ふ 不在 歸途 日本食 を 食 ふ 近 角、 吉田、 松 本 等に あ ふ 

明治 三十 四 年 


留 學 日 誌 

十月 二十 一日 晴 パウル 街に 入浴 午後 ザィャ ー に ゆく 歸途ビ ルンバウ ムに立 寄り 藤 井 氏 宿の 事 を 相談し 

て かへ る かう子、 德江 女、 山 田 子 三 郞の信 あり ほと、 ぎす いたる 

十月 二十 二日 晴 獸園を 歩し 午後 ザィャ ー に ゆく 午後 內山來 り 谷 本と ダルコ ー ネ ワルトに 赴く 

十月 二十 三日 晴 午後 雨 午後 ザ ィャ， '斷 りて ゆかす シュ ロス パ ー ク にいた る 近 角に 逢 ふ 坂 本 を訪ひ 

て 太平洋 ニ册を 借る 夜 藤 井， 菌 田來訪 藤 井をビ ルンバウ ム に送屆 けて シュ ー ル タイズに 晩餐 十時辭 しかへ 

る 斯波、 かう子、 坂 本 四方 太に 信す 

十月 二十四日 晴 近 角來る 藤 井 を 訪ひ菌 田と 四 人馬 車に て大學 にいた る 歸途 カル ヴァリ ー に 立 寄書 物 を 

注文 尙佛獨 字書 一部 を購 ひて かへ る 午後 ザィャ ー に ゆく， 

十月 二十 五日 晴 午後 森 (口 シャ) 來談 晩餐 を 喫して 去る 

十月 二十 六日 晴 公使館に いたり 水 野 氏に 面會 森 氏 を ファザ ー ネン 街に 訪ふ 日本食の 馳走に なり ハレン 

ゼ ー に 遊ぶ グルネ ワルトの 停車場より 動物園 停車場に いたる それより 故津田 氏の 寓 にいたり 辭 をのぶ 

十月 二十 七日 晴 夜 谷 本と レ ー ルテル、 バ ー ンホ ー フ にいた る 故津田 海軍 大佐の 送葬に のぞむな り 一大 

隊の 儀仗 ありて 禮砲を 放ち 中々 嚴肅 なりき 森 氏 歸途立 寄 葡萄酒 をのみ て かへ る 谷 本と 談 じて 二 時半に いたる 

十月 二十 八日 晴 大學 にいたり マヤ ー、 シュ ミット を 聞く 大村 氏に 逢 ふ 歩して ブランデン ブル ゲル、 ト 

1 ル にいたり 別れて かへ る 午後 ザィャ ー 休みて ゆかす かう子、 秋吉、 藤 岡の 信 あり 藤 岡に 返信 秋 吉同斷 
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十月 二十 九日 晴 大學に ゆきへ ルマン、 マヤ，' 聽講 十二時 半 ポツダム 停車場に 集まりし もの 松 本 白鳥、 

大 村- 谷 本、 市 川、 林、 近 角、 吉田、 菌田、 藤 井、 余 を 併せて 十一 人 ポツダムに ゆき サン スシ ー 料理店に 午餐 

二手に 分れ 余 は 近 角、 吉田、 林、 松 本と マルセル、 バレ ー を觀覽 河邊の 風光 を 賞し フィン グ スト ベルクに いた 

り ニ隊相 合し シュ ー ル タイズに 晩餐 十 時歸林 留守中 內山來 訪の由 

十月 三十日 啧 谷 本と パウル 街に 人 浴 森 氏來る 內 山同斷 〇〇 より 三百 馬克 返濟 の由內 山より 相談 あり 

森 氏の 負债、 內 山の 負債 幾分 を辨 償せ しむ 森 君より 百 馬克 返金 あり 夜 藤 井 氏を訪 うて 其 金 を 藤 代に 返さん こ 

と を 依頼す 字引 同斷 夜 十 一 時歸宅 


十月 三十 一 日 

十一月 一日 一 

十一月 二日 一 

ふ 河原 沐 在り 

十一月 三日 

ぬ 

十 一 月 四日 ， 


曇 惠美、 足 立に 信す 森、 池 田、 坂 本 三 氏來談 夜 ザィャ ー に ゆく 

一 午後 ザィャ ー に ゆき ホノ ラル 四十 二 馬克 を拂ふ 朝 大學に ゆき マヤ ー、 ヘルマン 聽講 

I 朝ゥ H ルト ハイムに ゆく 坂 本に 逢 ふ ともに シュ ー ル タイズに 一 酌す 夜 谷 本と 坂 本を訪 

談 じて 十 一時にいたり 歸寓 

S 朝 內山來 る ともに 獸園を 歩す 晚 公使館 夜會に 赴く 家 鍵 を 忘れた る を 以て 森 氏の 寓に寢 


0 內山來 る ともに ポツダム 街の 寫眞鋪 にいた る 獨乙協 會關係 者 撮影の 爲な」 

1 ン ドルフの 寫眞を 送り 來る 大學、 ザィャ ー 斷 りて ゆかす 

明治 三十 四 年 


菌 田より ベ 
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留 學 誌 

十一月 五日 曇 朝大學 ゆかす 近傍 を 散歩し 藤 代、 菌田 等に 東す ハイネ 集 其 他  一二 冊の 書 を購ふ 

十一月 六日 曇 ザィャ ー 斷 りて ゆかす 終日 在宅 風氣 あれば なり 冨山 房より 書籍 數部 送り 來る 關 根の 

書いた る 斯 波に 東す 山 本の 子、 祌戶 へ繪本 をお くる 

十一月 七日 曇 木村義 則の 書いた る 午後 ザィャ ー に ゆく 歸途森 氏に 立 寄 葡萄酒 をのみ て かへ る 

十一月 八日 曇 小雨 午前 大學に ゆき マヤ ー 聽講 大村 氏と 歩して ジ ー ゲス、 ァレ ー にいたり て 別る 午後 

ザィャ ー に ゆき 歸途津 野 氏 を訪ふ 浴衣 を 神 戸より 同氏に 托し たれば なり 森 (P シャ) 來る 

十一月 九日 晴 公使館に 禮に ゆく 足 立 氏に 返事す 

十一月 十日 晴 夜雨 朝 谷 本と 坂 本 を訪ふ 不在 午後 森、 坂 本來る 夜 窪 田 氏 宅の 白人 會に のぞむ 來會 

九 人 

おしろいの 匂 ねられぬ 布圑 かな 

小 座し きに 菊の かをり や 御眞影 

初霜 や 庭の 飛石 石燈籠 

秋の わかれ 人の 別 や 木の葉ち る (悼津 田 大佐) 

歸 途はド a シケ なり 

十一月 十一 日 雨 ザィャ ー 休みて ゆかす 
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十一月 十二 日 雨 十九 日より 堀江と いふ 人 ブラント 氏 宅に 寓居の 由 報 あり 谷 本 二階 下へ 移る 事と なる 共 

に ゆいて 其 新 屋を見 分す 內山來 り 金子 を 借らん こと を 乞 ふ 晚菌田 氏 を訪ひ 百. 馬克 を 借りて 渡す  . 

十一月 十三 日 雨 午後 ザィャ ー を訪ふ 歸途森 氏に 立 寄る 近 角、 伊東 二 氏 あり 共に 日本 ケラ ー に ゆく 

十一月 十四日 雨 ザィャ ー に ゆく 今日 文部省より 爲替着 一月 至 三月 學资 金な り 高 田商會 より 井上 氏の 

ザィャ ー へ 報酬 金 四十 馬克 途附 し來る 谷 本と パウル 街に 入浴 內 山來談 金子 返却す かう子の 手紙 あり 斯 

波、 畔 柳同斷 

十一月 十五 日 曇 午後 ザィャ ー に ゆきと もに 電車に て ノル レン ドルフ-プラッツの 盧氏 を訪ふ 不在 フォ 

1 ケズに 麥酒を 傾け 日本 ケラ ー にいたり ザィャ I を 饗す 井上 氏の 報酬 を ザィャ ー に 渡す 高 田 商會に 返事す 

大村 氏を訪 はんとして 果 さす 

十一月 十六 日 曇 朝菌 田、 松 浦 二 氏來る 谷 本と 獸園を 歩す 午後 ザィャ ー 來る約 ありて 不參 近傍に て は 

力き 等 を購ふ  ， 

十一月 十七 日 快晴 谷 本、 森と 公園 を 歩す 午後 ザィャ I 來る 森と ともに 玉 井 氏の 寓に 赴く 廿人 ばかり 

の會 合に てビ ー ル會 あり 川上 音ニ郞 夫妻 其 他 二三の 女優いた る 管 終の 合奏 あり 夜 十一 時半 辭 しかへ る 歸 

途シュ ー ル タイズに 晚餐 

十一月 十八 日 曇 午後 ザィャ ー に ゆく  g 

明治 三十 四 年 


留學ロ 誌 

十 一 月 十九 曰 雨 谷 本 下 の 一 室に 移轉す 午後 ザ ィャ ー に ゆく 

十一月 二十日 雨 午前 堀江 氏英國 より 着す 午後 菌田、 森、 ビ ルンバウ ム等 を訪ふ 今日は ブス タツ ハ なり 

山 下 啓次郞 着の 由 報 あり 

十一月 二十 一日 雨 松 本 愛 重の 書いた る 午後 ザィャ ー に ゆく 森 氏、 氣賀 氏來る 森と 山 下を訪 はんとし 

て果 さす 

十一月 二十 二日 晴 連日の 雨 晴れて 心地よ し 萩 野より 洋學者 年表 外  一二 撒の 書 到着 福 井、 保 科、 かう子 

等の 書いた る 坂 本より カル ヴァリ ー の拂 として 百 馬克 送り 來る 午後 ザィャ ー に ゆく 今日 銀行に 文部省の 金 

子 を 受取り リンデン 街に いたり 書籍 數部 を購ふ 

十一月 二十 三日 快晴 森 氏と ともに 山 下 を訪ふ 不在 近 角 亦 不在 吉田 氏と 三人 日本 ケラ ー に 食す 歸途 

カル ヴァリ ー に 立 寄書 物の 代 を拂ふ 時計の 修繕 をな さしむ 

十一月 二十四日 微雪 菌田 を訪ふ 不在 午後 森來訪 晚 ブラント 母子と チ H ント ラル、 テア テルに 川上 一 

座の 劇 を 見る 玉 井、 井上、 松 村と 麥 酒店に いたり 一 酌の 後歸宅 

十一月 二十 五日 曇 紀元 會の はがき 來る 土 井 及 藤 代に 信書 をお くる ザィャ ー 休む 午後 ザィャ ー を訪ふ 

森、 厳 谷 二 氏來談 

十一月 二十 六日 晴 堀江と ライブ チッヒ 街に いたり ブロックハウス 及ゥ H 1 ベル 等 を購ふ 午後 ザィャ ー 來 
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る 蘭 田同斷 夜內山 を訪ふ 

十一月 二十 七日 晴 朝 堀江と 獸 W を 歩す 午後 ザィャ ー 來る 潮 田 妻 、幅 原の 書いた る 內山 来訪 

十一月 二十 八日 雨 夜 雪 晚食 後巖谷 を訪ふ 不在 近 角同斷 

十一月 二十 九日 曇 夜 雪 午前 近傍 を步す 午後 谷 本と パストルの 饗宴に 赴く ケ ットナ I の 誕生日 なれば 

なり ラン ヅ マン 來訪 

十一月 三十日 晴 夜雨 堀江と 近傍 を 歩す 午後 坂 本 を訪ふ 夜 坂 本 至る 談 じて 午前 一時 半に いたる 日 

本に 年始状 をお くる ランゲ、 ペル チン スキ ー 二人 來訪 ランゲ 研究の 日本 女子 人名 錄を おくる 

十二月 一日 暴 近傍 を 歩す 氣賀、 津村來 る 谷 本、 堀江と 五 人 日本 ケラ ー にいた る 

十二月 二日 雨 午前の 晴に乘 じて 堀江と 近傍 を步す 午後 ザィャ ー にホノ ラル， 一二 十六 馬克 を拂ふ 夕方 パゥ 

ル 街に 人 浴 宿料 を拂ふ 

十二月 三日 雨 桐 生の 手紙 あり 藤 井、 3 石 城同斷 夕方 近傍 を 散歩して 穴ァケ 器械 一つ を購ふ 叉 散髮す 

十 一 月 四日 寫の 寫眞 いたる 大谷 光瑞 氏より 招待 狀來る 

十二月 四 曰 喑 朝 堀江と ゥン テル、。 テン、 リン、、 テン 街より 銀行に いたり 金子 二百 六 馬克 を領牧 

十二月 五日 晴 午後 ペル チン スキ ー を レンネ 街に 訪ひ咖 啡を飮 みて 談 する こと 二 時間 歸宅 後谷 本と. 大谷氏 

の 招宴に ブリストルに 赴く 來會. 者 二十 名 許 非常なる 馳走な り 十 時 散 じて フリ ー ドリ ッヒ 街に 伊籐 侯 を. 迎ふ I め 

明治 三十 四 年 


留 學 日 誌 

十二月 六日 晴 午後 谷 本と 動物園 停車場に いたる ともに 日本 婆に 久原、 村岡兩 氏を訪 ひ. 日本茶の 馳走に な W 

7 

る 歸宅後 堀江、 谷 本と 牛肉 を 煮て 食 ふ 晚八 時より アル ブ レヒト、 ホテルの 伊藤 侯 歡迎會 に 臨席 十一 時 退散 

歸 途シュ ー ル タイズに いたる 陸軍の 佐々 木、 暖部其 他數氏 同席 

十二月 七日 雨 朝大學 にいた る 歸途玉 井 を訪ひ 人名 辭書を かりて かへ る 夜 坂 本 来談 夜 一時 半に 至り 去 

る 玉 井に 武士道の 代 價を拂 ふ 

十二月 八日 雨 堀江と 公使館に いたる 午後 菌田、 松本兩 人來談 

十二月 九日 晴曇 不一 朝 堀江と チ I ャ ガル テン を步す 午後 ザィャ ー 來る 內山亦 到る グロ，" ス、 バ ー テ 

ンレ ー ベンの パストルに 武士道 一冊 をお くる 

十二月 十日 曇 大學に ゆき 聽講料 を 納め マヤ ー を聽講 午後 パウル 街に 人 浴 

十二月 十一 日 雨 時々 來る 朝 堀江と グルネ ワルトに 遊ぶ 午後 ペル チン スキ ー を訪 ひ赤穗 義士の 事蹟 を 談話 

す 晚頃歸 宅 佐 村 八 郞の信 あり 

十二月 十二 曰 曇 朝 大學に ゆき マヤ ー 聽講 午後 大谷氏 を 訪ひ禮 をのべ 大村、 白鳥 二 氏 を 訪ひ談 する. こと 二 

時間ば かり 歸途 日本 ケラ ー にいたり 歸寓 

十二月 十三 日 曇 森 臥 病の 由 を 聞き 見舞に ゆく 夕方 日本 ケラ ー にいたり 同氏の 爲 めに 日本食 を 調理せ しめ 

て 同氏 宅に 晩餐す 


十二月 十四日 晴 堀江と ゥ H ルト ハイムに いたる 夜內 山來談 

十二月 十五 日 雪 午後 坂 本、 森 (御蔭) 来訪 七 時より 日本 ケラ ー にいた る 谷 本の 送別 會の爲 なり 飛 雪 

霏々 夜半に いたりて 尙 やます 禽獸 園を步 して かへ る 

十二月 十六 日 晴 朝大學 に聽講 午 森 氏來訪 谷 本 今日 萊府に 出發に 付同乘 して アン ハル テル、 バ ー ンホ ー 

フ にいた る 內山 同行 夜グリ ー ヒシ H ス、 テア テル をよ む 

十二月 十七 日 喑 朝 大學に ゆき マヤ ー 聽講 堀江と 近傍 を 歩す 

十二月 十八 日 晴 午後 ザィャ ー 來る 今日より タ ー タラン、 ド、 タララ スコン を讀む 夜 森 氏來訪 堀江と 

三人 牛肉 を 煮て 食 ふ 八 時より 和獨 會のヮ イナ ー テン、 フ H ストに いたる 博士 ウィル ヒョ— 氏 亦來會 余が 隣席 

に 在り 貞 奴等 一行 も來 りて 舞蹈 等 あり 夜 三 四時 頃散會 

十二月 十九 日 暴 風 あり 寒し 午後 森 を訪ふ 不在 パウル 街に 人 浴  . 

十二月 二十日 晴 朝大學 に聽講 マヤ ー 今年 はこれ にて 休講の 由 午後 ザィャ ー 來る 夜 坂 本 氏來談 十二 

時 去る 

十二月 二十 一日 曇 堀江と ライプ チッヒ 街に ゆき レックス にて 種々 の 買物 をな し歸宅 午後 ザィャ ー 來談 

夜フ？ ドリ ッヒ街 停車場に 中 村是公 を迎ふ ともに ベル ヴュ ー にいた る 今 泉 海軍 大佐、 黑岩ェ 學士等 亦來着 

森と ド ct シケ にて 歸寓 得 能より 日本 新聞、 斯 波より 太陽 着す カル ヴァリ ー より キャラクタ リス ケンを 送り 來 

脚 治 三十 四. 年 
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留學日 誌 

る 

十二月 二十 二日 曇 朝 ザ ィャ！ を 訪ひヮ イナ ー テンの 贈物 をな し 公使館に ゆく 山 本の 手紙 一通 を 受取る 

午後 坂 本、 內山 を訪ふ 皆 不在 

十二月 二十 三日 曇 後 雨 フォックより パウルの クリス ント リス 第二 卷 第二 囘分途 り來る 廿五 日夜 ラン ヅ 

マンの 招待 狀 あり 午後 內山來 る ともに レックス にいたり 買物 をな し歸途 マヤ ー を訪 ひて 贈物 をな す 

十二月 二十四日 曇 夜雨 カル ヴァリ ー より 書物 二三 冊いた る 今日 ワイ ナ ー テンなる を 以て 贈物 を 宿の 人 

人に おくる 宿の 婆の 兄キ ー ルの 工場の 技師なる 人 到着 夜 葡萄酒 をのみ 鯉 を 食 ふこと 例の 如し 森 氏いたり と 

もに 外出して カフ H に 飲む 堀江 氏と 同車して 歸寓 

十二月 二十 五日 晴 堀江と チ， "ャ ガル テン を步す ケ ットナ ー に 逢 ふ 午後 四時 ラン ヅ マンの 咖啡に 赴く 

歸途パ ス トルの 饗宴に いたりと もに 其 岳父た る 大尉 シ ュッ氏 を訪ひ 一 時歸寓 

十二月 二十 六日 晴 朝 近傍 を 歩す 午後 近 角、 氣 賀來談 夜 森來る 

十二月 二十 七日 晴 堀江と 近傍 を步す 午後 ザィャ ー 來る. ともに 其寓 にいた る ラン ヅ マンより 寄贈せ し 

マン ぺを飮 みて 快談 夜 坂 本 を訪ひ 種- _< 放談 夜半 歸寓 

十二月 二十 八日 晴 朝 ランゲ 氏 を ステ， 'グ リッツに 訪ひ 子供に 贈物す 午後 內山來 る ともに マンべ を 傾け 

盡す 夜ケ ットナ ー が會 長た るヮ イナ ー テン、 フ H ストに ゆく 菌ほ、 グ P 1 ト とともに 在り 福引 等 あり 十 
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二 時歸寓 

十二月 二十 九日 曇 夜雨 堀江と 公使館に ゆく かう子の 手紙 あり 高師 より 一覧いた る 晚森 氏來り 明日 

魯西亞 に 出 發に付 一 酌 せんとい ふ 近傍の 一 酒亭に 葡萄酒 を 傾く 夜 ウィダ ー 來る こと 例の 如し 

十二月 三十日 晴 夜雨 近傍 を 散步す 夕 六 時より 白人 會 あり 秋蔓亭 に會す 會者 十四 五 人 . 

朝日 さす 小川に 鴨の きら >/\ し 

福引 や 一度々々 の わら ひ聲 

庭下駄の 歩み 重たし 霜柱 

元旦の ま づ誦ん じけ り 神代 紀  .. 

一年の 日記 檢すゃ 年の 夜 

水仙の 鉢 を 筆洗に 醉畫 かな 

木枯しに 風樹の 歎の 夕 かな (水 野 氏 父 を 喪 ふ 悼 句) 

十二月 三十 一日 晴 堀江と 近傍 を 散歩し 一時 橋 本屋に いたる 藤 岡、 中 川、 八 杉 等 新に 到着せ し留學 生に 逢 

ふ 午後 藤 岡 氏 等と 公使館に いたる 夜 日本 ケラ ー に 集まり 雜談の 後 十一 時半 步 して ゥン テル、 デン、 リンデン 

に い た る 歸途ド a シケ にて 午前 二 時歸寓 

7 

明治 三十. 四 年 


§S 學 口  0. 

留 學 日 誌 (明治 三十 五 年) 

一月 I 日 曇 公使館に ゆき 歸途チ H ル テンに シ H リ ー 一 瓶 を 傾く 午後 坂 本來る ともに 惠美 を訪ふ 夕 七 

時より 日本人 會 にいた る 會者 八十 餘人 福引 あり シュ ー ル タイズに 立 寄歸寓 

口 占 

幾觥蠻 酒代 屠蘇 遙拜 東天 萬歲呼 日自 旭旗 輝 世界 霞從 捷塔滿 全都 佳辰 遣 憾無梅 柳 賀牋 風流 有畫圖 

自笑迎 新 存舊態 依然 不剌 去年 鬚 

床の間に 應擧の 幅 やとら の 春 

一月 二日 雨 午前 近傍 を 散歩す 午後 ザィャ ー 來る かう子、 今 立に 信す 

一月 三日 微雨 朝 八 杉 を 訪ひ森 御蔭 を 訪問し シュ ー ル タイズに 午餐 內山 至る 菌 田に ゆく 不在 晚蘭田 

來る 福 原に 信す 

一月 四日 微雨 午後 八 杉、 坂 本來る 夜惠 美來談 十二時 去る 

一月 五日 雨 風强し 午後 松 石、 渡 邊修來 る 晚 堀江と 獸圃 を步す 
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一月 六日 雨 朝 近傍 を 歩す 午後 ザィャ I, 森 御 s 來談 

一月 七日 雨 朝 塔 街に 内 山 を訪ふ 午後べ ー クを讀 む 晚坂本 を訪ふ 津輕氏 亦 在り 談 じて 十二時に いた 

る 

一月 八 曰 曇 朝 獸園を 歩す 午後 ザィャ ー 來る 

一月 九 s 暴 朝 近傍 を 散策 午後 カル ヴァリ ー に 至り 冨山 房の 書籍 を 注文す 鹽川三 四郞氏 ブラント を 尋ね 

て 至る 夜べ ー クを讀 む 

一月 十日 曇 朝 パウル 街に 人 浴 午後 ザィャ ー 來る ペル チン スキ ー より 雜誌 一冊 及 四十七士の 話 送り 來る 

斯 波の 信 あり 太陽 到る 晚 堀江 コ ニヤ クを買 ひ來る 夜 堀江 及內 山と 市中 を 散策す 夜半 歸寓 

一月 十一 日 曇 文 藝俱樂 部、 新 小 說等を よ む 午後 堀江 とチ ー ャ ガル テン を 歩す ペル チン スキ ー に 信し 四 

十七 士の 話の 校合 を 送り かへ す かう子の 書 あり 

一月 十二 日 晴 午後 微雨 朝 堀江と 近傍 を 歩す 午後 再び 獸園を 歩す それより 大村氏 を訪ひ 白鳥 氏と 談話 

歸寓 

一月 十三 日 晴 風 あり 寒し 朝 微雪岩 田に はがき、 かう子、 土 肥， 斯波、 山 田に 信書 を 出す 午前 蘭 田 を 

訪ひ 金子 三十 馬克 を 受取る 內山來 る 午後 三時 半より 水 野 氏 送別の 事に 付き ジ ヨス ティに 會合 それより 坪 井 

氏 を ホルン 街に 訪ふ 不在 フル ー スト ルフ H ルの 日記 を讀む  7 

明 治 三 十五 年 


留學 ni 誌 

一月 十四日 快晴 午前 獸園を 歩す 午後 ペル チン スキ I 來る 宿の 娘より ゴンク ー ル及 ホル ムスの 北 齋傳を 

借りて 讀む 

一月 十五 日 雪 終日 飛 雪紛々 朝 堀江と 獸圃 を步し 一 旗亭に 麥酒 をのみ 歸寓 ザィャ I 來る こと 例の 如し，..， 

坂 本來る 

I 月 十六 日 雨 朝 獸園を 歩す 夜べ ー クを讀 む 

一月 十七 日 曇 朝 近傍 を 歩し 支那の ノウ H ルレ ン其他 一二の 小冊子 を購ふ 午後 之 を讀む ザィャ ー 來るこ 

と 例の 如し パウル 街に 人 浴 

一月 十八 日 曇 午後 雨 朝 堀江と 電車に てシャ ロッテ ンパ I クに 遊ぶ 午後 ゴン. チ トライに ゆき 歸途坂 本 を 

訪ひ 談話す 不在 中 市 川 代 治 來訪の 由 夜べ I クを よみ 終る 

一月 十九 日 暴 朝 公使館に いたる 午後 內山、 白鳥 二 氏來談 白鳥 氏 は 不日 ブダペストに 向 ふ を 以て 告別の 

爲 なり 夜 坂 本 を訪ふ 池 田、 山 尾 等 あり 馬鐵 にて ァダミ の 法 政會に 臨む 水 野、 松 井二 氏より シャンパンの 

馳走 ありて 歡を つくして 散會夜 一 時 

一月 二十日 雨 朝 堀江と 獸園 を步す 午後 ザィャ ー 來る 晚 jS 田來る ともに 橋 本屋に いたる 白鳥 氏途別 

の爲 なり 會者 十餘人 十一 時半 歸宅 

一月 二十 一 曰 晴 朝 獸圃を 歩し カル ヴァリ ー にいたり アン ハル テル 停車場に 白鳥 氏の 出立 を 見送る 內山來 
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一月 二十 二日 細雨 終日 蕭々 朝 塔 街 を步す 午後 ザィャ ー 來る 晚六 時より 白人 會に田 中桂亭 宅に 會す 會 

者 十二 人 日本料理の 馳走 あり 桂亭の 料理に て 非常の 風味 あり 夜半 又 媼飩を 食 ひ 一時 半 退散 

十 年の 螢雪 こ - に 花の 宴 (祝 桂亭 卒業)  , 

書初 や 墨の 香 句 ふ 銀 屏風 

若草 ゃ複 古り たる 一里 嫁 

枯蓮も 氷りて 寒し 寺の 池 

猿 曳を黑 犬 吠 ゆる 長屋 門 

I 月 二十 三日 曇 微雨 朝 獸園を 歩す 午後 入浴 散 愛す 

一月 二十四日 曇 朝ゥン テル、 デン、 リンデン 街 を 歩し フリ ー ドリ ッヒ 街より 電車に て かへ る 午後 ザィャ 

1 來る こと 例の 如し 佛國文 學史讀 了 內山來 る 坂 本同斷 

一月 二十 五日 雨 朝 塔 街 を 歩す 歸 宅後發 熱感 冒の 氣味 あり マノン レスコ ー、 H、 シ H ゥァリ HI 、、、テク 

リ ェ ー を讀む 

一月 二十 六日 晴， * 不定 菌 田來談 終日 在寓 ルザ ー ジの ヒンケ ンデ、 トイ フ H ルを讀 む 

I 月 二十 七. 日 晴 朝 カル ヴァリ ー に ゆき 書籍 を 注文し ゥン テル、 デン、 リンデン 街 を 歩す 今日 獨帝 誕辰に 

明治 三十 五 年 
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留學日 誌 

て 市中 多少の 賑 なり 午後 大村、 渡邊、 菌田來 る 菌田 晚餐を 喫して. 時半 去る 夜 イワン、 ミュラ ー を 護む ^ 

7 

一月 二十 八日 雨 雪 得 能、 高津、 渡邊、 遠 藤、 只 野 等 日本よりの 書信 あり 午後 日本 ケラ ー に ゆく 藤 岡、 

池 山、 巖谷等 あり 夜 水 野より 不如歸 郵送 ありし を 以て 之 を 讀んで 夜半に いたる  、 

一月 二十 九日 雨 朝 獸園を 歩す 午後 內山 來訪 ともに 惠美 を訪ふ 豚肉 二 斤 を 煮て 食 ふ 

一月 三十日 大學に ゆき カルテ を 取替 それより 汽車に て シルラ ー、 テア テルに ゆき 豫約 切符 を 購求す 午後 惠 

美、 藤 岡、 晚坂 本來る マヤ ー より 四日 昔 樂會に 招待の 旨 一 百 ひ來る カル ヴァリ ー より 書籍 數部 領牧 

一月 三十 一日 晴 午後 ザィャ ー 來る ホノ ラル 二十 馬克 を拂ふ 朝內山 を訪ひ 芝居 切符の 事 を談す 杉 浦 鋼 

太郞の 書いた る 森 孝 三の はがき 同斷 

二月 一日 快晴 ほと、 ぎす 第五 卷三號 到る 朝 近傍 を 歩し 公使館に いたる 八 杉の 許へ 手紙 をお くる 午後 

ファルケ ン ハイムの クノ ー、 フ イツ シャ ー をよ む 晚松 井茂 氏の 招宴に 赴く 來客 十四 五 人 歡を盡 して 散會夜 

1 時 

二月 二日 曇 月 あり 寒し 朝 坂 本來る 堀江と 三人 和 獨會の ウィル ヒョ ー、 ムゼ アム 參觀に 赴く 途中 菌田 

に 逢 ふ ドロ シケ にて 同所に いたる 午後 內 山と シ ルラ ー、 テア テルに いたり ウィルヘルム、 テル の 演劇 を 看る 

歸途內 山 余の 寓に立 寄り ビ— ァ をのみ て 去る 

二月 三日 雨 午後 ザィャ ー 來る パウル 街に 入浴 夜クノ ー、 フ イツ シャ— を讀む 


二月 四日 晴 午後 巖谷 來談 メルヘンの 談を なす 晚八 時より マヤ ー の 昔 樂會に 赴く 女流 十七 八 人 あり 中 

中の 馳走 も ありき 

二月 五日 晴 朝 近傍 を 歩す 午後 服 部、 奧村等 を訪ふ 叉 小 泉 氏の 寓 にいたり 晚歸宅 夜 坂 本 を訪ふ 今日 

ザィャ >! 斷る 

二月 六日 晴 朝茼田 を訪ふ 午後 ゲル マユ ッセス 、ゼ ミナ ー ル にいた る 其 研究室の 書籍 等 を ー覽す 書記 

たる デ ー レン ド氏 親切に 案內 し吳れ たり 益 を 得た る こと 多し 夜惠 美來訪 クノ， '、フ イツ シャ ー の文睾 研究 

法讀了  y 一 . 

二月 七日 雨 朝內山 を訪ふ 病氣 の由傳 聞し たれば なり 大方 全快の 容子 にて 安心 午後 吉田來 り 近 角， 池 

山 急に 歸 朝の 由 を 聞く 吉田 とともに 日本 ケラ ー にいた る 巖谷、 近 角 、池 山、 藤 岡 等に 逢 ふ 九 時ゼル ヴスに 

いたる パストル 夫妻、 淸水金 太郞と ビ，' ァを 傾く 

二月 八日 曇 寒し 朝獸 園より 步 して マヤ ー 氏に いたり 禮 をのべ 歸途 カル ヴァ リ，' に 立 寄る 午後 ザィャ ー 

に ゆき 晚シ ルラ， -、 テア テルに いたり ォ ー ヂェ ー の ファミリ ェ、 フ ー ルシャン ボ 1- を 看る  .. 

二月 九日 雪 日本より 新年 狀十 五六 通 着す 午前 公使館に ゆく 午後 內山を 訪ひ又 池 山 を訪ふ 不在 藤 岡 

を訪ふ 大谷、 池 山、 近 角、 吉田等 あり 歸 途シュ ー ル タイズに 晩餐 惠美 を訪ふ 惠美 ついで 來り談 じ 十二時 

にいたり 歸り 去る  . 

明治 三十 五 年 
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留 學 H 誌. 

二月 十日 快晴 寒し 午後 ザィャ ー 來る 夜スパ ー テン、 ブ a ィ にて 近 角、 池 山 二 氏の 送別 會 あり 會者ニ 

十二 三人 菌田、 坂 本と 同行 歸寓 

二月 十一 日 曇 午後 內山 を訪ふ 中 山 在り 魚 を 煮て 日本食の 馳走 あり 

二月 十二 日 曇 午後 內山來 る ともに ライプ チッヒ 街に ゆき 買物 をな す 午後 ザィャ ー 來る 日本より 賀狀 

數通 着す  ， . 

二月 十三 曰 晴 午後 大村氏 を訪ひ 三百 馬克 を 借る それより ライブ チッヒ 街に 午餐 レックスに ゆき 買物 を 

なす 晚 七時ケ ッ卜ナ ー の 招宴に ゆく 今日 胡 妻の 誕生日 なれば なり 

二月 十四日 晴 朝 森、 中 村 二 氏 を訪ふ 朝 比 奈氏亦 在り 長 岡 氏 もつ いで 臻る 五 人 橋 本屋に 午餐 四時 歸 

宅 ザ ィャ， '來る 晚八時 和 獨會に 赴く 大村 氏の 獨 語に 關 する 演說 あり 夜 十二時 鐵馬 にて 歸寓 

二月 十五 日 晴 內山來 る ともに 書肆に ゆき 日英 條約 祝賀の ためとて 一 酒 亭にビ I ァを 傾く 惠美 を訪ふ 

中 山來る 先日の 禮の爲 め 牛肉 を 煮て 食 ふ 夜市 街 を 散歩す 日本より 手紙 數 通いた る 

二月 十六 日 快晴 午後 惠美 來談 上田、 桐 生、 坂 本に 柬す 午前 近傍 を步す 

二月 十七 日 曇 朝 カル ヴァリ ー に ゆく 午後 ザィャ ー 來る 晚 近傍 を 散歩す 藤 井、 土 井 等に 信す 

二月 十八 日 曇 午前べ ルン ベルク 街の マヤ ー にいたり 脚本 一部 を購ふ 午後 服 部、 鹿. 奧村、 直 木來訪 晚 

近傍 散步 
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二月 十九 日 曇 パウル 街に 入浴 坪 井、 森 二 氏來る 坪 井 氏に 午餐 を 饗す 午後 ザィャ ー 來る 晚 日本 ケラ 

I- にいた る 森、 中 村、 巖谷、 藤 岡 等 あり 十一 時歸寓 只 野、 中 山、 山 本、 杉 等の 年賀 狀 あり 

二月 二十日 曇 眞 吾に 軍人 必携 一冊 を 郵送す 其他吉 田、 只 野、 中 山 等に 信す 午後 近傍 を步 して 內 山の 寓 

にいた る 內山叉 余が 寓に來 り 晩餐 を 喫して 去る 

二月 二十 I 日 快晴 ミュラ ー、 マヤ ー にいたり 書籍 數部を 跳へ て かへ る 午後 ザィャ ー 休む 菌田を 訪ひグ 

ス タフ、 シ ユレ ー ゲルの 扶桑 國考を 護む 夜 森、 中 村 二人 來る 市街 を 散步す 斯波 伯父、 高津、 木 村 等の 信 あ 

り 岡 倉の 新著 發昔學 講話 着す かう子の 便 あり 

二月 二十 二日 快晴 朝 獸園を 散歩す 晚 シルラ ー、 テア テルに ゆく  tl タ ー ルのケ ー 二 ッヒ、 〈ルレ キンな 

り 關 根より 諸 友 合作の 書狀 いたる 佐 村、 黑川眞 道の端 書同斷 

二月 二十 三日 暴 夜晴る 午前 チ ー ャ ガル テン を 歩す 午後 內山 を訪ふ それより 電車に て 橋 本屋に 晩餐 

田 中 氏寓の 白人 會に いたる 會者八 九 人 

おとなへば 亭主 留守な り 花の 宿 

馬 逸す 柳の 馬場 や 月お ぼろ 

麥酒賫 る 假の亭 あり 花見 會 

靑柳 にう たれて 怒る 葦の 角  P 
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菜の 花やかげ ろ ふ も ゆる 石地藏 

蕨 煮る 山 や 蕨 を 鍋の つる 

桃源 を 霞 こめたり 石の 鬥 

流れ 來て 水車に からむ 落花 かな 

蔓 見れば 醜 かりけ り 藤の 花  ， 

籃に滿 つ 蕨に 蘭 も 交りけ り 

二月 二十四日 快晴 朝シ ャ&ッ テン ブルダに 小 泉 を訪ふ 午後 ザィャ ー 來る 惠 美同斷 

二月 二十 五日 快晴 獸 園より ゥン テル、 デン、 リンデン を 歩す 朝 森 を訪ふ 夜 麥酒を クリュ ー ゲルに 傾く 

二月 二十 六日 快晴 ウェッディング、 プラッツより シ ョッセ ー を 歩して かへ る 午後 ザィャ ー 來る パウル 

街に 人 浴 森 氏と プリンツに 晩餐 歸途叉 クリュ ー ゲルに 飲む 

二月 二十 七日 快晴 夜雨 朝 森 氏 を訪ふ 叉 はがき 若干 を 贈る 同氏 荷物 描の 最中な り 午後 フリ ー ド リツ 

ヒ 街に ゆき 鎗 葉書 を購ふ 歸 途中 村 氏 を訪ふ 朝 比奈、 森と 四 人 日本 ケラ I に 晩餐 を 喫して かへ る 

二月 二十 八日 晴 朝 森 を訪ふ 中 村 亦來る 金 二百 馬克 を 借る 午後 內山 來訪 フリ ー ドリ ッヒ街 を 步し村 

山の 出立 を 見送る それより プ ショル にいたり ヴァリ H テを 見、 歸途ゥ アイデ ルタン メ 橋畔に 晚餐 

三月 I 日 雨 內山來 る ともに 惠美 を訪ふ ビ ユンゲル 來訪 午後 坂 本 氏 來り談 す 夜 大學ー 覽及斯 波の 書 
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狀 着す  .」 

三月 二日 雨 風邪の 氣味 にて 外出せ す 午後 惠美來 る 粥 を 煮て 食 ふ 夜 坂 本來訪 

三月 三日 曇 昨日と 同じく 外出せ す 松 本 愛 重の 書狀 着す 土 井、 森 岡同斷 マヤ I より 書籍 數部來 る ザ 一 

ィャ ー 休む  ： 

三月 四日 曇 外出せ す  一 

三月 五日 晴 シャ U ッ テン ブルダに 奥 村 を訪ふ 午後 ザィャ I 來る 休業 ビ， -ァを 傾けて 談す 內山 亦來ー 

談 晩餐 を 喫して 去る 夜 坂 本 を 訪ひ百 馬克 を 渡す  ■ 

三月 六日 晴 朝菌 田來訪 百 馬克 を 受取る 

三月 七日 雨 午後 ザィャ ー 來る 內山、 惠美來 り 堀江と 將棊を 弄す 夜 クロップ ストック 街の ポシャ ルト 宅， 

にて 東京 フ H ストに 就ての 相談 會 あり 會者フ H ン、 ブレ マ ン 以下 七 八 人、 日本人に は大 村、 松 平、 巖谷 等な り 一 

三月 八日 晴 朝 內山來 り 演劇 脚本 を もち 來る 午後 シルラ I、 テア テルに いたる 切符 見えす H ルザ ッ、 

ヒレ ッ卜 にて 入場す 歸途 電車に て クリミ ナル、 ゲ リヒトよ りす 

三月 九日 雪 朝バテ デル 街に いたる 午後 坂 本、 惠美、 內山 三人 來る 惠美 晩餐 を 喫す 葡萄酒 をのみ て 十 

時に いたる 坂 本 遂に 余が 寢 床に 泊す  一 

三月 十日 晴 朝 獸園を 歩して ケ ー 二. I ギン、 ルイ ゼの デンク マ ー ル にいた る 今日 花 飾 あれば なり 午後 ザ 一 

明 治 三 十五 年 
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§3 學 日 誌 

ィャ ー 來る 晚菌 田來訪 ともに チ H ント ラル、 ホテルの コメニ ウス、 フ H ストに いたり ラインの 演說 クンスト、 

ゥ ント、 シュ I レを 聞く それより ノル レン ドルフ、 プラッツの フェンの 宅に ゆき 東京 フヱ ストの 相談 あり 晚 

餐の 馳走になる 種々 の 馳走 あり 

三月 十一 日 雪 朝惠美 を訪ふ 不在 午後 ザィャ ー 來り雜 誌 數部を もち 來る 圖書 館の ものな り 六 時惠美 

宅に て 森 御蔭と 三人に て 牛肉 を 煮て 食 ふ 

三月 十二 日 雪 寒し 朝レ ー マンに いたり 書籍 目 錄を得 搶 葉書 を購ひ などして かへ る 午後 ザィャ I 來る 

坂 本、 岩 崎、 內山、 惠美 等來談 坂 本 氏より 百 馬克 受取り 內 山に 百 馬克 を 返す 夜シ H ラ ー のボ H チック をよ む 

三月 十三 曰 啧 ゥン テル、 デン、 リンデン 街 を 歩し 繪 葉書 を 購ふ 

三月 十四日 晴 午後 惠美、 坂 本、 內山來 る 午前 不在 中菌田 来訪の 由 坂 本より 五十 馬克 を 領牧す 夜ノィ 

エス、 オペ ルン、 テア テルに ユング フラウ、 フォン、 オルレアン を 見る 歸途 クリュ I ゲルに て 葡萄酒 を 傾く 

亭主 非常に 泥醉 して 滑稽な りき 

三月 十五 日 晴 朝 戶«  、森、 中 村、 津 村いた る 午後中 村、 森と レックスより リュ ッッォ ー 街の マルク 卜パ 

レ にいたり 種々 の 買物 をな す 夜 坂 本 を訪ふ 不在 毅島某 あり 宿な くして 困却の 由に 付き 余が 寓に來 りて 一宿 

せし む 戸塚より 立 花の 義捐金、 平 井の 分と 併せて 二十 馬克 を 領牧す 

三月 十六 日 快晴 夜雨 朝より 森、 中 村 等と 日本料理 を裤 へる 晚七八 人の 客 あり 菊 池と ド P シケ に同乘 
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して 歸る 福 原、 師岡、 保 科 等の 信 あり 

三月 十七 日 曇 朝 マヤ ー 及 ミュラ ー に ゆく 幅 原 書籍の 用務な り 午後 ザィャ ー 斷る 夏 目より 金 十 馬克 二 

十 ベニヒ 送り 來る 立 花 文庫の 寄金な り 毅島再 ぴ來る 晚坂 本を訪 ひて 談す かう子、 石 原、 大久 保、 古川 妻 

等の 信 あり 

三月 十八 日 晴 午後 藤 岡來る 惠 美同斷 堀江と 四 人 牛肉 を 煮て 食 ふ 

三月 十九 日 晴 幅 原に 信す 午後 ザ ィャ， '來る 

三月 二十日 晴 晚惠 美來る 堀江と 三人 チ ー ャ ガル テン、 カフ H にいたり 又 クリュ I ゲルに いたる 惠美余 

が寓に 一 泊す 

三月 二十 一日 晴 朝 禽獸園 を 歩し 獨乙 銀行に いたり 金子 百 馬克 餘を 領牧す 午後 H ルザと ゥ H ルト ハイムに 

いたり 日本 服の 相談に 預る 四月 三日の 會の爲 めな り 叉 レックスに いたる 

三月 二十 二日 晴 午前 人 浴 チ ー ャ ガル テン、 カフ H に 少憩 惠美 を訪ふ 午後 同人 及內 山、 蘭 田來訪 夜 

內山及 H ルザと シルラ ー、 テア テルに いたる 外题は デル、 ジョン グラ ー なり 內山晚 食前な りし を 以て 歸途ク 

リュ ー ゲルに 至る 1： 山に 六十 馬克 を 渡す 

三月 二十 三日 曇 夜雨 午後 歩して 森、 中 村をデ ルン ベルグ 街に 訪ふ 朝比奈 氏と 四 人 ドロ シケ にて シ ー ュ 

ル タイズに いたり 晚食 森、 中村兩 氏の マグデ ブル グ行を 見送る 午前 菊 池 氏來訪 

W 治 三 十五 年 
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|H 學日 誌 

三月 二十四日 晴 朝チ ー ャ ガル テン を 歩し カル ヴァ リ，' に ゆく 午後 鹽澤 氏來談 ザィャ I 來る 

三月 二十 五日 晴 朝チ I ャ ガル テン を 歩し バンクに 書 をよ せ 午後 內山、 森、 坂 本、 菌田、 惠美 等來る 夜內 

山 等と クリュ ー ゲルに 一 酌す かう子に 信す 

三月 二十 六日 雨 朝 岩 崎、 惠 美の 事に 付 來り談 す 午後 內山 を訪 ひと もに 惠美 を訪ひ 相談す 夜 九 時 ザィャ 

1 に ゆく 今夜 風邪の 氣 味に て發熱 あり 和 獨會の 相談 會ゅ かす 

三月 二十 七 曰 晴 風邪の 氣味故 終日 在寓 

三月 二十 八日 午前 晴 午後 微雪 風 あり 寒し 惠美 來談す 內 山同斷 

三月 二十 九日 午前 晴 午後 雨 坂 本 を訪ふ 不在 鹽 澤を訪 うて 談 する こと 少頃 午前 森 を訪ひ 送別 會の事 

を談す 中 村 氏 不在  . 

三月 三十日 曇 午後 雨 午後 內山、 惠美來 る 余と ともに 晩餐 堀江 は 日本 ケラ I に ゆく 

三月 三十 一 曰 霰 降る 朝 大村氏 を訪ふ 轉居 にて 分らす 巖谷氏 を訪ひ フィンランドの 傅說を 讓受く 午後 

中 村、 朝 比奈、 森の 三 氏來訪 惠 美同斷 夜 花祭の 相談に て カフ H 、ジ ヨス ティに ゆく 

四月 一日 徽雨 午前 ゥン テル、 デン、 リンデン 街 を 歩す 午後 內山來 る ともに アル ブ レヒト、 ホ ー フ にい 

たり 明後日 朝 比奈、 森、 中 村の 爲 めに 送別 會の 相談 をな す それより 朝 比奈氏 をべ ルヴュ ー、 ホテルに 訪ふ 夜 

フィンランドの 小話 をよ む 
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四月 二日 晴 午後 鹽澤、 內山來 る ともに ビ I ァ をのむ ザィャ ー 休む 

四月 三日 晴 朝 フィル ハル モ -ー ー にいた る 午後 內山 を訪ひ 羽織 紐 を かる 中 村、 娘に 着物き せんとて 來る 

同乘 して フィル ハル モニ ー にいた る 東京 フ H ストに 酒店 を 管す 中々 の盛會 なりき ベルタと 馬車に て かへ る 

四月 四日 陰晴 不定 朝べ ルヴュ ー に 朝 比奈外 二人 を 訪ひド B シケ にて 橋 本屋に いたる 途別 會の爲 めな り 

二十 三人 會食 鹽澤と 歩して かへ る 夜 內山來 る 談 じて 夜半に いたる ザィャ ー 休む 

四月 五日 晴 マヤ ー、 ミュラ ー にいたり 玉 井 を訪ひ 勘定 をな す 午後 內山來 る 夜 シルラ ー、 テア テルに い 

たる ナ タン デル、 ワイゼな り 一時 半フリ ー ドリ ッヒ 停車場に いたる 朝 比 奈氏を 見送らん が爲 めな り 同氏 

來ら す.. エルザ、 內 山と 同車して 歸る 坂 本より 六 百 三十 二 馬克 着す 

四月 六日 晴 午後 惠美來 る 午前 ステ ー グ リッツの ランゲ 氏に 饗せられて 同氏の 寓 にいた る 大村、 巖谷亦 

在り 午餐 後 近傍 を 散歩し 咖啡 をのんで かへ る 歸途ド & シケ 

四月 七日 晴 獨乙 銀行に いたり 金 を 受取り 種々 の 買物 をな す 午後 內山來 る H ルザと 寫眞 錦に いたる 東 

京フ H スト 委員の 寫眞 撮影の ためなり 晚內 山と 日本め しの 新宅に いたる 歸寓十 時 坂 本 あり 今 立より 百 三 

馬克 來る 

四月 八日 陰晴 不定 徵雪 時々 いたる 朝 岩 崎來る 午後 チ ー ャ ガル テン を步す 夜 花祭に のぞむ 公使 夫人 

同道に て 臨席 夜 一時 半 散す 會者凡 五十人 

明治 三十 五 年 
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留學日 誌 

四月 九日 晴 朝 文部省の 學 资領牧 獨乙 バンクに いたり 金子 を 領牧し 歩して 日本食に いたる 大村、 松 本 • 

吉田等 十一 人會合 食後 談話 五 時に いたりて 散す 夜 ザィャ ー に ゆく パウル 街に 人 浴 鹽澤 氏來談 

四月 十日 啧 午前 ライプ チッヒ 街の ポスト、 ムゼ アムに 遊ぶ 中 村に 二百 馬克 郵便 爲替 にて 送る 

四月 十一 日 午後 ザィャ ー 來る 夜 ブラントの 一族と 和獨會 にいた る 午前 坂 本 を訪ふ 午餐 を變 せらる 金 

時計 一箇 を購ふ . 

四月 十二 日 晴 夜雨 午前 厳 谷 を訪ふ ラン、 ゲ氏亦 在り 午後 內山來 る 夜 坂 本、 鹽澤 等來訪 クリュ ー ゲ 

ル にいた る 

四月 十三 日 晴 夜雨 午前 チ ー ャ ガル テン を 歩す 午ケ ットナ ー に 饗せられて 其 家に いたる 菌田亦 在り 

菌田、 惠美來 る 夜 ウィダ ー、 フ ー ルス タ ー 來る こと 例の 如し 

四月 十四日 雨 曉大 雷雨 伯林 市中 出水に て 交通の 止れ ると ころ 多し あ 前 近傍 を步す 午後 ザィャ ー 來る 

衣 堀江と クリュ ー ゲルに いたり 叉鹽澤 を訪ふ 鹽 澤來談 

四月 十五 曰 快晴 朝ゥ H ルト ハイムに ゆき 買物 をな す 

四月 十六 曰 晴 今日 余が 途 別の 爲 とて ブラント 氏 午餐 會を 催す フ ー ルスト ルフ H ル、 レ ー デを なす 大村、 

巖谷、 松 平、 內山、 玉 井 等 十 人 午後 吉田、 熊 谷を拉 いて 來る 晚頃熊 谷 氏 ブラントに 引越す ことに 定む 夜以 

太 利 料理店に 小 西、 稼 原 二 氏を迎 へて 吉ぼ、 藤 岡、 菌田、 熊 谷と 七 人 夕食 
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四月 十七 日 晴 午前 公使館に ゆき 大學に 赴く 午後 H ルザと ゥ H ルト 〈ィム に ゆき 種々 の 買物 をな す 金 

計數點 を購ふ 叉 カバン 一箇 を購ふ 夜 日本 ケラ ー にて 和 獨會の 相談 會 あり ブルン を はじめ 會者 十二 一二 人 

四月 十八 日 啧 

四月 十九 日 晴 朝 熊 谷と ゥン テル、.. テン 、リンデンの 邊を 歩す 午後 市 川、 大 村來談 市 川に 日本 文學 全書 

をお くる 夜シュ ルツの 招宴に 赴く 餞別と して ファウスト 一冊 をお くらる 

四月 二十日 快晴 內山來 る ケ ットナ ー、 菌 田と 四 人 寫眞鋪 に 撮影 午後 惠美來 る 

四月 二十 I 日 雨 今朝 荷物 取片附 をな す 午後 荷物 描 人來り 書籍 其 他力 バン 三箇の 荷物 を 持へ る 內山、 惠 

美 手 傳に來 る 夜クリ ュ ー ゲルに いたり それより カフ H に ゆき 荷物の 發送を 祝す 

四月 二十 二日 晴 服 部 氏 午前 來訪 ドレスデンより 昨夜 來訪の 由 夜 同氏 を訪ふ 午前 , 'テン シュ タイン 

にいたり 荷物 賃金 を拂ふ 午後 岩 崎來る 惠 美の 宿屋へ 四十 馬克 を拂ふ 

四月 二十 三日 晴 午後 ザィャ —に ゆく 溝 淵 氏 不在 中 來訪の 由. 朝 H ルザと 同道 帝阈 銀行 を 見る 歸途ゥ H 

ルト ハイム にいたり 買物 をな す 

四月 二十四日 晴 午後 ザィャ ！• に ゆく 

四月 二十 五日 晴 朝 大村氏 を訪ふ 不在 午後 再び 訪ふ 獨 文演說 草稿の 添削 を 請 はんが 爲め なり 晚八時 

より 洋學 史概觀 について 演説 宿の 婆と 同道 歸宅 熊 谷 氏 も 同伴  ^ 
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留學 日誌 

四月 二十 六日 晴 夜 熊 谷と ライプ チッヒ 街に いたり 同氏の 買物 を 整 ふ パウル 街に 入浴  ^ 

7 

四月 二十 七日 晴 朝 寫眞鋪 にいた る 寫眞の 出 來を問 合さん が爲 めな り 午後 惠美. 鹽澤等 數人來 る パス. 

トル 來訪 コン メル スブッ フー 冊 を 餞別と して 被 贈 夕頃ハ I ゼ にいたり それより 日本 ケラ ー に ゆく 熊 谷 氏と 

同道 歸宅 

四月 二十 八日 晴 朝ケ ットナ ー を訪ひ 寫眞を 渡し 同道に てハ ー ゼ にいた る 煙草 入 を 忘れ たれば なり 

四月 二十 九日 晴 朝 東洋 語學 校に ゆき 書籍 窒を 看る 歸途 水族館 を 見物 午後 惠美來 る 明日 堀江 出立の 由 

なる を 以て 夜 牛肉 を 煮て 途別會 を 開く 鹽 澤來訪 夜 一時 歸る 

四月 三十日 啧 堀江 出 發に付 アン ハル テル 停車場に 見途る 午後 惠美來 る 

五月 I 日 陰晴 不定 

五月 二日 陰晴 不定 

五月 三日 陰晴 不定 霰 ふる 

五月 四日 晴 時々 雨 あり 午前 九 時 ポツダム 停車場に いたり 服 部、 溝 淵、 熊 谷、 筧 * 吉田、 菌田、 坂 本、 鑒 

澤、 名 取、 岡 村、 市 川と 同行 十二 人 ポツダムより ゥ H ルダ ー に 櫻 花 を 看る 歸 途シュ ー ル タイズに 晩餐 十時歸 

寓 

五月 五日 晴 午前 名 取と チ ー ャ ガル テン を 歩す 午後 ザィャ ー を訪ふ それより 內 山の 病 を 問 ふ 惠美亦 至 


る 同人 余が 寓に 至る 夜 坂 本來談 尋で名 取と 小 泉 を訪ふ 明日 HI ナ に出發 すれば なり 

五月 六日 晴 朝 名 取と 公使館に ゆく 午後 惠美、 大村來 る キル ヒホ ー フに柬 す 

五月七日 晴 朝ゥン テル、 デン * リンデン を步す 午後 ザィャ ー 來る 名 取 ノス チッ 街に 移る パウル 街に 

入浴 夜 熊 谷 氏と カフ H に 遊ぶ 坂 本、 キル ヒホ I フ來談 

五月 八日 晴 午後 ス テル ぺパ ー の 子供 二人 を 伴 ひ 熊 谷、 名 取と 美術展 覽會に 遊ぶ ビ ー ァをパ ー ク にて 傾く 

る 時 渡 邊修ニ 郞氏來 る 同氏 尋で 余が 寓に來 る 晚熊 谷と 服 部 氏、 溝 淵 氏の 寓を訪 ふ 溝 淵 明日 ハ ルレに 發 すれ 

ばな り H ルザ 瑞 西に 向って 出發す 

五月 九日 晴 朝 大學圖 書 館に いたる 午後 ザィャ ー 來る ザィャ ー の 授業 今日に て斷る 夕 七 時半より 公使 

館の 晩餐 招待に 赴く 會者 十五 名 筧、 鹽澤、 熊 谷 等と チ ー ャ ガル テン を 歩す 內 山來訪 

五月 十日 晴 午前 公使館に ゆく 午後 鹽澤、 筧兩 人來る 寛 氏の 寓 にいたり 縱談 ビ ー ァを 傾け シン ケンを 

食 ふ 夜 十 一時にいたり 歸寓 

五月 十 I 日 晴 午後 小雨 飛 霍 午後 名 取來る 菌田 を訪ふ 不在 植物園 を 見て かへ る 日本の 木蓮 等 あ 

り 夜鹽澤 を訪ふ 坂 本 亦來る 

五月 十二 日 晴 大學圖 書 館に ゆく 午後 服 部來る 牛肉 を 煮て 食 ふ 鹽澤 夜に 入りて 來る 十 一 時迄談 じて 

かへ る 
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五月 十三 日 晴 大學圖 書 館に ゆく 夜 菌田氏 を訪ふ 

五月 十四日 晴 朝 王立 圖窨 館に ゆく 午後 熊 谷と 日本食 をく ふ 今日 わが 誕生日 なれば なり 有 賀長雄 氏に 

逢 ふ 同氏 余が 誕生日と 閜 いて 日本酒 を 振舞 ふ 

五月 十五 日 晴 午前 熊 谷と 近傍 を 歩し 惠美 を訪ふ 午後 大村氏 を 訪ひ六 百 馬克 を 借る 金 港 堂より 敎育界 送 

り來る 不在 中 菌田來 り 明後日 ドレス.、 テン 行の 切符 を もち 來る 夜獸園 を步す 

五月 十六 日 晴 午後 雷雨 午前 王立 圖書 館に ゆく  H ルザに 柬す 午後 熊 谷と ゼルヴ スに飮 む 不在 中惠美 

來訪の 由 

五月 十七 日 陰晴 不定 朝 パウル 街に 浴す 午後 アン ハル テル 停車場に いたる 蘭 田、 筧ニ氏 亦 踵いで 至る 

汽車に て シャン ダウに いたり 旅亭 スコ タツ ト、 ベルリンに 投す 山水 明媚 故國に 人る 感 あり 

五月 十八 日 陰啧 不定 八 時 馬車 一輛 を 雇 ひて 才 ー ベルシュ ri イセに いたり 山上の 風光 を 行賞す 妙義の 如く 

箱 根の 如く 奇勝 頗る 多し 二 氏 は 牛 厩 を みん とて ゆき 余 は 料理店に 止る カル ヴァリ ー のお や ぢに逢 ひ 葡萄酒 を 

傾く この ォ ー ベルシュ n イセ は 填 獨兩國 の堺に 在り 午餐 は 澳國に 於て なせるな り 

五月 十九 日 晴 朝 ベルリン 館 を 辭し八 時 汽車に て ドレスデンに いたる 余 一人 稍 や 風邪の 氣味 ありし を 以て 

なり 十 時 ドライ、 パルメン ッ ワイ ゲに 宿す 午後 服薬して 臥す 午後 三時 筧、 菌 W 二 氏來る 

五月 二十日 晴 朝 寛. 菌田ニ 氏と ドレスデン 市街 を 散歩し ガラ リ-、 ムゼ アム 等 を 見る 午 一 料理店に 午餐 


午後 パ I クに 遊ぶ 晚七時 汽車に て 十 時 伯林に 歸 着す 書翰 はがき 十數通 あり 中に かう子の 手紙 も あり たづ 

子 學校通 學の由 報じ 来る 

五月 二十 I 日 唷 午後 內山來 る 惠 美同斷 坂 本、 鹽 亦來訪 

五月 二十 二日 晴 

五月 二十 三日 晴 公使館に ゆき 暇 乞 をな す 

五月 二十四日 晴 午後 步 して ブルンネン 街に いたる 歸途 戶壤、 平 井 を訪ふ 不在 暇 乞の 爲め なり 叉 ザ 

ィャ. 'を訪 ふ 

五月 二十 五日 晴 午後 雨 熊 谷と 馬車に て巖 谷、 大村、 菌田 を訪ふ 暇 乞の 爲 なり 菌田 在宅 其 他 は 不在 

不在 中ケ ットナ ー 來訪 

五月 二十 六日 晴 朝 鹽澤來 る 大 村同斷 午後 知友 余が ために 送別 會を橋 本屋に 開く 會 する もの 十數人 

熊 谷風 邪に て 來らす 夜鹽澤 氏と 獸園を 歩す 大學 より 旅行 券 を 受取る 

五月 二十 七日 晴 惠美、 內山、 坂 本 等 来る 午後 伯林 を發す ブラント 夫妻、 ケ ットナ ー、 大村、 巖谷、 坂 

本、 鹽澤、 熊 谷、 名 取、 內山、 森 岡、 平 井、 中 川 其 他の 諸氏 送って 停車場に 在り 夜 八 時 ライ プチ ッヒに 着 藤 

岡氏迎 へて 停車場に 在り 藤 代 氏の 寓に 入り 夜 谷 本 を 其 寓に訪 ふ 塚 原 在り 談 じて 十 一時にい たる 

五月 二十 八日 ライ プチ ッヒに 在り 朝大學 に聽講 午後 ムゼ アム を 見 パノラマに 午餐 晚 日本人 會に バル マ 
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ン にいた る 

五月 二十 九日 晴 暑甚し 朝 藤 岡 氏來る 藤 代 氏と 一二 人 停車場に いたる 小 西 氏 送りて 來る 午 ワイ マ ー ル 

に 着 諸處を 見物 H レ ファントに 午餐 晚 HI ナに着 稻垣 氏に 迎 へられて ワイ マ ー ル、 ホ ー フに 泊す 日本 

人 諸氏に 逢 ふ コンチェルト あり 賑やかな り 

五月 三十日 晴 朝市 中 を 歩し 植物園に いたり 午後 林、 大谷、 小 泉 等の 諸氏と ウィンド ミュ ー レ にいたり ブラ 

1 ト、 ウルスト を 食 ひ歸途 山に 上る 

五月 三十 I 曰 晴 朝 H 1 ナを發 し サルフ H ルドに 午餐 晚ニュ ルンべ ルヒに 着す ニュ ルン ベル ゲル、 ホ ー 

フに泊 入浴 夜市 铕 を 漫歩す 

六月 一日 晴 早 曉ニュ ルンべ ルヒを 歩し 城郭 を 見る ソラ ー トヴ ルスト、 キュッ へに 午餐 午後 汽車に てミ 

ユン ヘンに いたる 晚頃着 山 口 氏を訪 ひて 其寓に 入る 文部省より 英 怫巡歷 許可の 電信 を 受取る 

六月 二日 晴 朝 山 口 氏と 大學 にいたり アル テ、 ピナ コテ ー クを 見る それより 支那 園に 午餐 晚頃 歩して ホ 

1 フ、 ブ ロイに いたる 盛況 驚くべし 叉 レオポルド、 カフ H にいたり 歸寓 

六月 三日 晴 ホ ー フ ガル テンに いたり 少憩の 後 市街 を 歩し ビュル ケル： フ ロイに 午餐 停車場に いたり 山 口、 

中 村 二 氏と ゥュ ルムゼ ー に 遊ぶ 風光明媚 可愛 晚歸宅 

六月 四日 晴 午後 雷雨 ミュンヘン を發す 山 口、 中 村 二 氏 停車場に 見送る ウルム を經 て午ス ツット ガル 
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卜に 着 一 料理店に 午餐 市街 を 歩し 書籍 數部 を購ひ 又ムゼ アム を 見る 晚五時 再び 乘 車力 ー ルス ル ー へに いた 

りて 蜂 谷 氏に 投じ 夜市 街 を步し 晩餐 

六月 五日 晴 朝 力 ー ルス ル ー へを發 して ハイデル ベル ヒ にいたり 河津氏 を訪ふ 不在 城墟を 見て 午餐 午 

後 再び 河津氏 を訪ふ 對 岸の 山に 上り フィ Q ゾノ ヘン、 ゥ H ッヒを 歩して かへ る 晩餐の 後後 藤氏 亦來る 晚同 

處を發 す ニ氏途 つて 停車場に 在り 夜 十一 時半 フランクフルトに 着 ホテル、 ナ ショナ ー ルに 泊す 

六月 六日 晴 フランクフルト を 見物 十時發 車リュ ー デス ハイムに いたる 同處 にて 午餐 ラインの 船に 上 

る 風光の 明媚なる のみなら す 备處の 城 墟大に 面白し ボンに 着 藤 井、 高 橋 諸氏 を 訪ひガ ー テルに て 右二 氏 及 

今 井、 吉 平氏 等に 逢 ふ ホテル、 ッ ー ム U 1 テン ハ ー ンに 泊す 

六月 七日 雨 朝 ボン を發し ケルンに いたり ド ー ム其他 を 見物 午後 一時 四十 五分 汽車に て 巴 里に いたる 夜 

十一 時 着 松 本氏迎 へて 停車場に 在り ホテル、 スフ C1I に 入る 

六月 八日 晴 朝 松 本 氏と パンテオンに いたり リュク サン ブル ヒの 公園に 遊ぶ 溝 淵 氏來訪 夜 松 本 氏と 歩し 

てモ ー パ サン 街に 晩餐 

六月 九日 晴 朝 歩して セィヌ 街より ル ー ゲルの 近處 ャル、 バレ ー の邊を 歩して かへ る 

六月 十日 晴 小雨 午後 白 井、 北 村 等と 彫刻 屋に いたる 松 本 氏 一 彫刻 を 買 ひたる が ためなり それより プ 

チ ー、 ホテル 街の til テン、 シュ タインに いたる 荷物の 事 を 問 合す 爲め なり 夜 近傍 を 歩す 朝 ブラ ー ス、 ド、 
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ラ、 コンコルドより ブ— ルスの 邊 にいた る リュク サン ブル ヒの 博物館に て 岡 村 氏に 邂 返す 

六月 十一 日 晴 小雨 午前 シ H ラ I はじめて 來る 午後 松 本 氏と ル ー ヴル にいたり 搶畫室 を昆る それより 

公使館に ゆく 加 藤 正 治 氏に 逢 ふ 夜 加 藤、 岡 村 二 氏來訪 和 田 氏 亦 來り夜 十二時に いたる 公使館に て かう子、 

保 科の 手紙 を 受取る かう子の 手紙に 父上 辭 職の 由 報じ 來る 

六月 十二 日 晴 小雨 朝シ H ラ ー 來る 午後 松 本 氏と ノ， I トルダ ー ム より サン シャベル を見ク リー 1 1 のミュ 

ゼ ー を 見て 歸寓 夜 白 井、 松 本 二 氏と 河畔 を 歩し 繪 葉書 を購 ひて 歸寓 かう子、 石 原、 大 村に 東す 溝 淵 氏來る 

六月 十三 日 晴 午前 シ H ラ ー 來る 斷る 午後 松 本と ミュゼ I、 ガ レリ I、 ギメ ー 及 トロ. カヂ n の 三 處を見 

物 ミュゼ ー、 ギメ ー に 日本の もの 多し 馬車に て歸寓 ブラントの 手紙 あり 

六月 十四日 晴 午後 松 本と ゴブランの 製造所 を 見る ジ ヤルダ ン、 ド、 プラントに ゆかんと 欲して 果 さす 

六月 十五 曰 晴 雨 あり 溝 淵、 シ H ラ ー と 美術展 覽會の 新派の 方 を 見物 雨ふり 出した る を 以て 馬車に て歸 

寓 

六月 十六 日 晴 午後 和 田 氏の 札 を かりて サロンに 遊ぶ ブ I ルヴァ ー ル より バレ—、 ti ワイヤ ルの邊 を 歩し 

て かへ る 

六月 十七 曰 晴 朝シ H ラ ー 來る 午後 松 本と 古本屋 を ひやかし チ ユイ ルリ ー の 公園に いたる 晚樋ロ 及英人 

一人と モンマルトルに 社 會黨の 演說を 聞く 歸途 カフ H 、パンテオンに 立 寄る 
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六月 十八 日 晴 朝シ H ラ ー 來る 午後 松 本と 死體 陳列 場の 邊 より ノ ー トルダ ー ムの 近傍 を 歩して かへ る 夜 

溝 淵、 山 ロ來訪 

六月 十九 日 晴 午前 シ H ラ ー 來る 午後 松 本と カルナ ヴ ァレ， 'の 博物館に いたる 晚岡 村來る ともに フォ 

リエ、 ベ ルゼ I ル にいたり それより ブ ー ルヴァ I ルを 歩して 歸る 

六月 二十日 晴 午後 夕立 あり 朝シ H レ ー 來る 午後 松 本と ナボレ オンの 填 墓 を 見る それより シャン ゼリ 

ゼ ー を 歩す 夕立に 逢 ひ 馬車に て かへ る 散髮 夜 和 田、 白 井、 松 本と 山 口、 溝 淵 を レオポルド 街に 訪ふ 溝 淵 

不在 

六月 二十 一日 夜 巴 亭に會 す 久保 田、 和 田、 藤 村 等來る 日本食 を 貪 ひ 發句會 を 催す- 

六月 二十 二日 晴 朝 公使館に ゆく 文部省の 爲替 封入 書狀を 領牧す 

六月 二十 三日 晴 松 本と クレヂ 、リオン 及び ヂス コント、 ナ ショナ ー ルに ゆく 取替む づ かしき を 以て 正金 

銀行に 爲替券 を 送る 夜 近傍 を步す 

六月 二十四日 晴 郵船 空窒 ある 由 通知 あり 四日 出 發の 事に 決す 

六月 二十 五日 晴 マガ ザン、 K ル， -ヴル にいたり 種々 の 買物 をな し レオン 料理店に 午餐 夜 テア テル、 フ 

ランセ ー に觀劇 ュ ー ゴ ー の ブル グラ ー ヴ なり 午後 馬車 を驅 りて ボア、 ド、 ブ ー B ンの 公園に 遊ぶ 

六月 二十 六日 晴 正金の 爲替來 る 松 本 氏 も同斷 よりて. チス コント、 ナシ ョナ— ル にて 之 を 受取り マガ ザ 
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ン、 ド、 ル ー ヴル にいたり 種々 の 買物 をな す 夜 樋 口 氏と ビ ユリ H 1 の 舞蹈 場 を 見る 重 野 氏 亦 在り 

六月 二十 七日 晴 晚 グランドオペラ を 見る 歸途 カフ H 店に 立 寄る 午後 ル ー ヴル にいたり 彫刻 其 他の 諸 室 

を 見る 

六月 二十 八日 晴 朝ル， - ヴル勸 工場に いたり 種々 の 買物 をな す 午後 荷物 搏を なす 松 本文 氏大に 手傳ふ 

午後 七 時半 馬車に て サン、 ラザ ー ルの 停車場に いたる 淺井、 藤 村 二 氏 同行 九 時發車 十二時 半 デイブに 着 

汽船に 上る 月 あり 翌 曉目覺 むれば 英國の 海岸 を 前頭に みる 午後 重 野 氏と 東洋 語 學校を 見る 

六月 二十 九日 晴 七 時 五十 分 ヴィク ト リア 停車場に 着 岡 倉 氏 停車場に 在り ともに 其寓に 人る 午後 チュ 

I ブに乘 じて ブリチ ッシ、 ミュ ー ゼ アム、 ナショナル、 ガラリ ー 等 を 見 トラフ アルガ ー、 スク H ァ ー を歩す 

六月 三十日 晴 チュ ー ブ にて バンクに いたり 近傍の 市街 を 歩し 郵船 會社、 正金銀行 等に いたり 午餐 パ ー リ 

ァ メント ハウス、 ゥ H スト ミンス タ ー、 アベ." 等 を 見物 藤 井 氏の 寓を訪 ふ 菌田亦 在り ともに 大谷氏 を訪ひ 

菌 田と ケン シ ン ト ン 博物館に 遊ぶ 

七月 一日 晴 午後 雨 朝チュ ー ブ にて バンクに いたり セント、 ポ ー ルス、 カセドラル を 見る それより 再び 

チュ ー ブ にて クラブ ハムに いたり 夏 目 氏 を訪ふ 不在 プロンプト 街に 午餐 谷 本 氏 を訪ふ 岡 村 亦 在り 市中 

を 歩して 晩餐 谷 本、 末 廣ニ氏 同行 

七月 二日 晴 朝 十 時 セファ ー ド ブッシ より ケンブ リツ. チに 遊ぶ 三 土 氏 を訪ふ 不在 市中 を 歩し コレヂ を 
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見物 書肆に 人り 書籍 數部 を購ひ 再び 三 土 氏 を訪ふ 談笑 數時 七 時半の 汽車に て歸倫 モ- ーコに 晩餐 ピカデ 

リ ー より ハイド パ ー クを 歩して かへ る 不在 中 夏 目、 菌田 至る 

七月 三日 晴 岡 倉 氏と チュ ー ブ にて バンクの 近傍に いたり 種々 の 買物 をな す それより 同氏に 別れ 午餐 リ 

ゼ ントパ I ク にいたり 動物園に 遊ぶ 晚谷 本いたり ともに ヒボド 口 ム に 遊び ピ 力 デリ— を 步しモ 二 コ にいたり て 

獨乙麥 酒 を 傾く 

七月 四日 晴 朝 土 井、 姉 崎 二人 來訪 午後 再びいた る 四時 半 馬車 を僦 ひて フェン チヤ ー チ、 ス テ.， 'シ ヨン 

にいた る 同行の 岡 村 氏已に 在り 淺 井氏尋 でいた る 岡 倉、 土 井、 美 濃 部、 夏 目 等の 諸氏 送り 來る 六 時 五十 

分の 汽車に て 郵船に 至る ドック 畔の 一 旗亭に 晩餐 船室に 人り 三 鞭 を 酌みて 前途 を 祝す 拔錯夜 十 時半 

七月 五日 晴 平穏 北緯 五十 度 二十 八 分 西經 二十 分 航程 百 六十 三 浬 

七月 六日 喑 ビス ケ ー 灣を 過ぐ 北緯 四十 七 度 四十 九分 西 經六度 十二分 航程 こ 百 八十 九 浬 

七月 七日 曇 晚 ビス ケ ー 灣を 通過し 終る 夜 醫員山 田次郞 氏の 室に 遊び 麥 酒の 馳走になる 北緯 四十 三度 二 

十五 分， 西 經九度 十八 分 航程 二百 九十 五 浬 

七月 八日 快晴 正午 北緯 三十 八 度 三十 四 分- 西 經九度 一二 十分 曉起 右舷に 二三の 小 嶼を見 左方に 葡萄牙の 山 

を 見る 淺井氏 寫生圖 を 作る 

七月 九日 快晴 十 時半 ジブ ラル タ ー を 過ぐ 晚 一行の 日本人 種々 の戲 をな して 甲板に 集る 北緯 三十 六 度 九 S 
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分 西 經五度 五分 三 百 二 浬 

七月 十日 快晴 夕方 右舷に アフリカの 山 を 見る 北緯-二 ト六度 ra 卜 五分 東 經五卜 八 分 航程 二； W 九十 ニ^ 

七月 十一 日 晴 アフリカに 沿うて 東行す 三十 七 度.；' 三分 ヒ度 十一 分 三百  一^ 

七月 十二 日 晴 午後 マルタ 島 を 見る 三十 六 度 二十 九分 十三 度 十分 二百 九十ん. 浬 

七月 十三 曰 晴 波浪 稍 高し 同行の 諸子 船 暈の 氣味 にて 甲板に 出です 午後 粥 を 食 ふ 余 亦 粥 を 食 ひついで 

洋食 を 貧 ふ 三十 五 度 十分 十八 度 四 分 二百 八十 三 浬  < 

七月 十四日 晴 夜 ま1 飯の 馳走 あり 三十 三度 五十一 分 二十 三度 五十 七 分 二  k" 六 卜 九 s: 

七月 十五 曰 晴 明日 ボ ー ト サイドに 着すべき を 以て 手紙 を 熊 谷、 H ルザに 認め 其 他 諸 友に はがき を認む 三 

十二 度 二十 一分 二十 九 度 十五 分 二百 八十 浬 

七月 十六 日 晴 午前 三時 頃ボ ー ト サイドに 着く 朝餐の 後上 陸 種々 の 買物 をな しビ— ァを 傾けて： 止 午歸船 

午後 ffl 時解繾 カナ ルに 人る しばらく にして 獨乙船 ライ ヒス タツ ハに逢 ひ 待合 はす 夜 月色よ し ビッタ ー 湖 

を 過る 頃就專 川上 一座の 人々 落語 會を 甲板に 催す 百 七十 六 浬 

七月 十七 日 啧 ス H ズに着 三 卜分餘 にして 發す 晚シ ナイ 山 を 見る 川上  一^の 落， 語 連に ビ ー ァ 一打 をお 

くる 百 三十 九 浬 

七月 十八 日 晴 船 紅海 を 過ぐ 暑堪 へがた し 顆に 曹達 水 を 傾く デッ ー マンス ロックの 小說 をよ む 二十 


734 


二分 三十 五 度 五十二 分 二百 九十 八 浬 

七月 十九 日 晴 暑 昨日の 如し 

七月 二十日 晴 r!^ 最も 甚し 終夜 甲板に 在. T 卜 六 度 二十 分 四十 一度 八 分 三百 三 浬 

七月 二十 一日 晴 朝 鬼 鬥關を 過ぐ 右に ビ.^ ム島 あ" 風 吹きて 涼し 十二 度 二十 三分 四十 ral 度 八 分 三 

百 四 沮  . 

七月 二十 二日 喑 暑甚し 晚 日本食、 鳥め しの麥 あり 夜 甲板に 坐して 諸人と 語る 十二 度 四十 四 分 四十 

九 度 十六 分 三百 二 浬 

七月 二十 三日 徵暴 朝ソコ トラの 側 を 過ぐ モンス ー ン 吹きて 波浪 高し 夜. ドクトル 來り 講談 筆記 をよ む 

十二 度 四十 三分 五十 四 度 二分 二百 七十. K 浬 

七月 二十四日 ff- 風浪 髙し 

七月 二十 五日 晴 

七月 二十 六日 晴 

七月 二十 七日 晴 晚ミ ニコ ィ島を 見る この 口：！：^ にて 赤 傲 あり 

七月 二十 八日 晴 川上 一座に て 演劇 茶番 等の 催 あり 外人 を 接待し 夜 一 時半 寝に 就く 先日の 音樂會 招待に 

酬 ゆるた め 日本人 旅客の 催な り 

m 治 三 十 If^ 年 
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七月 二十 九日 晴 朝 コロン ボに着 午餐 後上 睦 馬車に て巿. & を巡覽 マ ー ケット にいたり 果實 等を購 ひて お 

7 

歸る 博物館 もみる 

七月 一一 一十 日 晴 午後 二 時半 解纜 

七月 三十 一日 喑 酒代 を拂ふ モ I パッ サンの ラ、 ヴィ ー をよ む 

八月 一日 晴 夜 外人 昔 樂會を 催す 

八月 二日 晴 

八月 三日 晴 午餐に ソ ー メン あり 船 マラッカ 瀬戶に 人る 

八月 四日 晴 朝 小島 を 見る 形 冠の 如し 

八月 五日 晴 午前 新 嘉坡に 着 上陸して 日 新館に いたり 日本食 を 食 ふ 午後 川上 夫婦、 今 泉 氏 等いた る 晩 

洋食 を 食 ふ 九 時歸宅 

八月 六日 晴 終日 船に 在り 上陸せ す 

八月 七日 晴 岡 村、 淺 井二 氏と 上陸 馬車に て 日 新館に いたり 主人と 同道 更紗 店に いたり 更紗 を購ふ 日 新， 

館の 主人 余 等に おくる に 椰子 樹ー株 を 以てす 午後 五 時 出帆 

八月 八日 晴 

八月 九日 晴 


八月 十日 tL 円 曉起 左に 安 南の 山 をみ る 熱 蒸す が 如し 幅 衣 を 着て 甲板に 在り 赤 鈸を食 ふ 

八月 十一 日 晴 暑 昨日の 如し 夜に いたりて 大に 涼し 

八月 十二 日 雨 夜來 大雨 午 やう やく 霽る 


明 治 三 十五 年 
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外遊 H 誌 

外 遊 日 誌 (大正 五 年) 

七月 三十 一日 天洋丸 定期 出帆 日の 廿 九日が 今日に 延期せられ たる は 非常なる 幸福な りき 連日の 霖雨 は廿九 

日に 至りて 〔黎 風雨と なりし が 昨日に 至りて 霧. れ 本日 は 朝來の 快晴な り 大川、 桑 野、 小 中 村、 長 谷川、 山 根 諸氏 

陸 續來訪 增村 老人 亦來る 長 谷川 氏 は 手荷物 を 携へ大 川 氏 は 子供 等 を 引 連れて 停車場へ 先發 十 時半 腕 車に 乘 

りて 家 を出づ 同行の 岡 田 博士 等 皆 相 踵いで 來る 見送の 人 非常に 多し 冨山 房の 人々 等 名刺 受を 出して 應 接す 

十二時 三十 分の 汽車に て 横濱驛 それより 一同 電車に て 樱木驛 に ゆく 余 は 横濱驛 より 腕 車に て 水上 警察署に 至 

り 旅行 券の 裏書 を 求め 天洋 丸に 搭す 送りて 船に 來れる もの 潮 田、 石 原、 長 谷川、 山 根、 立 田、 青木、 保 科、 松 

井、 岡 田 (正 之、 正 美)、 大壁、 中 村、 生 沼、 藤 村、 八 波、 高 野、 友 田、 渡 部、 西 川、 內山、 石 井、 石山 * 姑射、 斯 

波、 萩 野、 麻 生、 菊 池、 關、 塘、 植松、 龍 口、 杉 浦、 高 津等數 十 人 池 永 母、 池 永 夫婦、 敏子、 檀 以下 子供 等な 

り 船中 雜沓 甚だし 三時 拔錨 四時 港外に 停船 七 時半 晚 食の 頃 やう/ \ 出帆す 同 窒は斯 波、 稻垣ニ 博士と 

村 井 銀行 大阪 支店長 磯田 法學士 となり 鴻巢其 他より 三 四 祝電 來る 鴻巢の 歌 

君が ゆく 浪路 陸路 も 安らかに さきく いまして はや かへ り ませ  . 
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八月 一日 曉起 旭日 瞳々 船首に あり 船 は 正東に 向って 進む たり 正午の 掲示に 曰く 北緯 三十 五 度 三分 東 

經百 四十 三度 三十 六 分 昨日よりの 航程 二百 二十 五 浬 夜 外人 等 喫煙室に 舞蹈 會を 催す 晩餐の 時 船客 名簿の 配 

付 あり 一等 船客 小兒を 除きて 二百 十四 人 內 日本人 五十八 人 會社 開始 以來の 繁盛な りと いふ 

東 の 日出 づ る 國を茜 さす 入 る 日の 空に おも ひこ そやれ 

八月 二日 浪稍 高し 婦人 等 食堂に 人らざる もの 多し 正午の 掲示 北緯 三十 五 度 二分 東經百 五十 度 航程 三 

百 三十 五涯. 午後 船 上に 水を湛 へて 游泳 場 を 開く 夜 活動 寫眞の 催 あり 一時に 至る 無線 電報 新聞に 曰く 大隈们 

永久に 辭 職せ すと 

飛魚の 翅も かろし 夏の 海  . 

八月 三日 微曇 浪 低し 食堂 漸く 脤ふ 正午 北緯 三十 四 度 二十 一分 東經百 五十二 度 二十 分 前日よりの 航 

程 三百 四十 三 浬 無線 電報 は 梨本宮 女王 殿下と 李 王 世子との 御 婚約 を 報じ 來る 夜 外人の 舞蹈 會 あり 布 在住 

の 和 田 喜 傅 氏より 布哇の 事情 を聽 くこと 詳 なり 夜 小雨 

八月 四日 快晴 浪穩 なり 無線 電報に て 田 代 博士 令息の 訃を 報じ 來る 同氏の 心中 察すべし 一 句 を 贈る 

夕立の しぶき 冷き 船の 中  . 

雲ち ぎ れ / \ に 飛ん で 風 涼し 

和 田 氏より 日本人 布哇發 展史を 借りて 讀 過す 外人の ダンス 例の 如し  ？ S 

大正 五 年 


外遊 日 誌 

船の 窓 舞蹈の 夜の 明け 易き 

正午の 掲示 北緯 三十 三度 三十 八 分 東經百 六十 一度 二十 四 分 航程 三百 五十 四 埋 

八月 五日 保 科 氏より 無線 電報 あり 

五 博士に 風薰 れ浪靜 かなれ 

波 最も 靜 なり 北緯 三十 二度 十八 分 東經百 七十 一度 十二分 航程 三百 五十一 浬 夜船 員 等の 相撲 あり 東京 京 

都、 上海 香港、 巴 里 華 盛頓等 取組 二十 番 ばかり 中 人に は 土俵 入 も あり 擊劍、 柔術 も あり 內 外人の 喝采 沸く が 

如し 十 時 終る 運動 會 費用と して 金 五圓を 寄附す 

八月 六日 快晴 平穩 昨日の 如し 日曜日なる を 以て 午前 西 人 等 は 祈 禱會を 開く 但し 之に 臨まざる もの も 多 

く 見受けたり 北緯 三十 度 四十 七 分 東經百 七十 七 度 五十 七 分 航程 三百 五十 七 浬 晚 食後 船客 等の 發 起に てサ 

ロンに 講演 會を 催す ィ ハ 順にて 稻垣氏 は 米の 話、 余 は 日本人の 名に 就いて、 岡 田 氏は乘 船と 衛生、 田 代 氏 は 

日本人の 體格、 斯波氏 は製鐵 事業に 就きて 各 談話す 最後に ピリヤ ー ド界に 有名なる 山 田 浩ニ氏 自己の 經歷談 を 

語り 十 時半 散會す 

八月 六日 百八十度 を 越えて 西經に 人れ る を 以て 此の 日 は 昨日と 重複に て 再び 八月 六日な り 貿易風 吹きて 涼 

し 始めて かもめの 如き 水鳥の 飛ぶ を 見る 西南に ミツ ドウ H I 、アイ ランド 近き が爲 なるべし 北緯 二十 八 度 

五十八 分 西經百 七十 五 度 三十 八 分 航程 三百 五十 四 浬 サ a ンに桑 重 儀 一氏の 繪畫展 覽會を 開く 同氏 は布哇 
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外人の ボ ー ィ たりし が 後 加州 美術 學校を 卒業し 佛國に 遊び 日本に 歸 りて 諸 畫 家と 交 を 訂し今 布 哇に歸 るな り 日 

本 各地の 風景 畫 多し 夜食 後日 本 演劇 及び 手品の 催 あり 芝居 は嫫 天下 及び 化 地藏也 道具 立扮 装の 用意 尋常な 

らす 手品師 辨慶の 奇術 も 玄人に 近し 十一 時散會 夜に 入りて 風 殊に 涼し 

甲板に 人 無し 風 涼し 屁 を 放つ 

八月 七日 快晴 風 涼しき こと 昨日の 如し 正午の 掲示 北緯 二十 六 度 三十 二分 西經百 六十 九 度 三十 六 分 航 

程 三百 四十 九 浬 夜 八 時 三十 分より. 食堂に 日本人 會を 催し 謠曲、 詩吟、 尺八、 踊、 洋琴 其 他 種々 の隱藝 あり 多 

數の乘 客 中には 色々 の 趣味 ある 人 雜れ、 ば 面白し 日本食の サシミ 、吸物、 日本酒 等 も あり 船 ま を 合せて 七十 

餘名 出席 三等 客 中に 浪花節の 京 山 若 丸 あり 山內 一畳の 一席 を演す 之 を 最後と して 散會 十一 時 

千 萬の 浪路 隔て & 大君の 千代よ ろづ代 をよ ば ふうれ しさ 

皇國 人皇 國 の 酒 をく み 合 ひて 皇國の 歌 を 歌 ひて あそぶ 

皇國 ぶり 舞の 姿に 手 をう ちて ゑら ぐ もろ ご ゑ 海 をと よもす 

船の へ のと まるき はみ 日の 本の 國は ひろく もな りに ける かな 

布哇 金曜 會石田 氏より 無線 電報 あり 水曜日 夜 講演 會に 出席 を 乞 ひ來る 

八月 八日 晴 北緯 二十 三度 五十六 分 西經百 六十 三度 ニー 十四 分 航程 一二 百 六十 三 浬 午後に 至りて 船 は 始め 

て熱帶 圏に 入れるな り 石 田 氏に 返電す 午後 三時 日本人 一同 喫煙室の 後部に 記念の ため 撮影 それより 一 同船 

大正 五 年 
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外遊 日誌 

長の 招に よりて 船長室に 茶話 會 あり 樂を 奏して 欽 待を盡 せり 五 時 右舷に 始めて 島 を 見る 鳥鏖 とい ふ 無人島 

なり 明日 布哇に 着すべし とい ふ 

八月 九日 四時 半 頃 右舷に 力 ワイ 島 を 見る 隱 見燈臺 明滅す 風 涼しく して 熟帶 地と も覺 えす 六 時半 離床 朝 

餐後 オア フの島 を 雲煙 縹渺の 中に 見る 次第に 顯 明に なりて 山野の 面影 歷々 指點 すべし 正午 ホノルル 港外に 着 

水先 案內、 檢疫醫 等の ボ ー ト來る 午後 一時 檢疫 終る 新聞記者 等 多 數刺を 通じて 談話 を 求め 撮影 を 乞 ふ 稅關 

の 受取 書 其 他 を 得 二 時 頃 上陸 諸井總 領事 出迎 へ. られ 自動車に て 領事館に 至る 敎育會 の 幹部 諸氏 亦 踵いで 至る 

今 村、 伊藤、 角 田、 奥 村 其の 他 十三 四 名に て 日本料理の 晩餐 を 饗せら る タキ ススの 荷物 不明の 爲黑川 雲 化生 を 

煩して 天洋 丸に 掛合 やうく 分明す 九 時 領事館 を辭 して 中 失學院 なる 講演 會に 臨む 稻垣、 斯波、 余、 田 代、 

岡 田の 順序に て 講演 十一 時 終りて ヤング、 ホテルに 投宿 稻垣、 斯波ニ 氏 亦 投宿 余が 窒は四 階 第 九十 八號& 

八月 十日 快晴 朝 力 ワイ 島の 敎 s 宮崎氏 等來訪 宽 氏の 案內 によりて 自動車に 同 乘まづ ビショップ 博物館に 

いたる ポリネシア、 メラネシア 等の 人類 學的、 博物 學的 出品 頗る 豐富 なり. 歸途 ー小學 校に 立 寄り 夏期 學校を 

見る 午後 鹈澤 氏來る ともに ワイキキの 海濱 にいたり 水族館 を 見 叉 マヌァ 谷に いたりて 行く/ \ 見物す 瀟洒 

風流. る 家屋 如何にも 健康的に 見 ゆ 唤亂れ たる 夾竹桃、 ゴ ー ルドン シャ ワイ、 九重 かづら 其 他 名 も 知らぬ 花の 

美し さ、 口 ー ャル 椰子の 亭々 たる、. アイ オン 樹の 松の 嵐 を 吹 起す もな つかし キヤべ— は垂 柳の 面影 あり 歸 《*! 市 
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中 を 見物し 叉 領事館に 立 寄りて 穗 積よりの 屆物を 渡し 歸宿 住友銀行の 川 勝 正 之 氏 同宿 なれば 來談 此度當 地に 

支店 を設 くる 準備中の 由 正金銀行 にて 百 二十 圓餘を 米貨に 變更す 夜 近傍 を 散策す 雨降りて 涼氣 秋の 如し 

八月 十一 日 晴 朝 檜 山 錦 光 氏、 新 井 氏と ともに 來談 朝餐を 饗せら る 九 時中學 校に ゆき 讀本編 募の 經過及 

ぴ國語 教授に 關 する 注意 を 演說す 各 島 代議員の 爲也 日本 負の ス コ ット氏 も來聽 終り て 一 同 撮影 午後 一 一 

時 再び 同 食に 赴き 讀本 稿本 を 示し 諸氏の 意見 を徵す 明日 を 約して 歸寓 此の 日の 新聞に 日本人の 自動車 運轉手 

夫妻の 慘 殺せられ たる 記事 あり 加害者 は 無論 日本人なる べしと いふ 夜 川 勝 氏來談 日本人 會の 幹事な りと い 

ふ 根來氏 亦來る 

八月 十二 日 晴 午前 在 寓讀書 午後 增田、 大內ニ 氏來訪 讀 本に 附莲 したる もの を 持來る  一二 時半と もに 電 

車に て總 領事館に ゆく 敎育會 員慰勞 の 爲 に 茶話 會 の 催 あれば な り 領事館 の 後園頗 る 廣く 自然 に 岩石の 配置 せ 

られ たる 小 流 あり 風致 頗るよ し 鳳凰 樹の花 盛なる も 美し 四時 若 丸の 浪花節 あり 茶菓の 饗 ありて 六 時 頃辭去 

歩して 歸る 靴 磨に 靴 を 磨かし む 

八月 十三 曰 晴 日曜日なる を 以て 店 鋪皆戶 を 閉ぢて 寂し 午餐 後 近傍 を 散歩す 日本 各 知友へ はがき を 屮：： す 

夜 小雨 霽れて 後月 色 玲瓏 階下に て檢 山、 新 井 氏と 談す 

八月 十四日 快晴 朝 德山省 吾 氏來る 福 井 人な り かって 輔仁會 の 世話にな りたる 事 も ある 由 仙臺 高等 學 

校 を 卒へ福 岡 大學の 醫學士 也 今 こ. -に 開業す 患者 も 可な り 多き 由 同氏 談 3 午後 デ ー モン 公園に 案內 すべし 
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とて 歸る 讀本 第一 卷の 訂正に 取掛る 鵜澤孝 氏來り 長男 生れた る を 以て 命名の 指示 を 乞 ふとい ふ 潔 然るべ し お 

7 

と 答 ふ 午後 德山 氏來る 自動車に て 西數哩 行く/ \ 甘 藤 畑の 耕地 を 見て 1\ さ rl cif-y にいた る 途中 サボ テン 

の 大木 多し 全山 皆 サボ テンなる 所 も あり 奇觀 なり 此の 灣米國 の 軍港な り 景色よ し 德山 氏の 知人た る 鈴 木 

某の 住宅 を 見る 女子 四 人 あり 細君 曰く 甥なる 人 は 去年 文科 大學 英文科 を 卒業せ り 名 は 戸水 昇と いふと 寫 

眞を 出して 示さる これより 歸途 Aica の 館府を 見る 本願 寺 小學校 あり 大井賢 成 氏案內 せらる 本願 寺の 殿 

堂の 下に 小學校 あり 一は 高等科 用 一は 尋常 科 用な り 生徒 二百 五十人に 及ぶ とい ふ 近傍す ベて 館府 なり 長屋 

建に して 床 を 高く しつら へたり 高給 者の は 一 戶構其 他は楝 割な り 夫婦 墓に て 二 間 位な り 豆腐屋 あり 浴場 あ 

り 床屋 あり 三々 五々 勞働 者の 歸來 する に 逢 ふ 叉 汽車に て歸り 行く も あり 日本人、 葡萄牙 人、 魯西亞 人、 布 

哇 人等雜 多な り 小雨 來り彩 虹 半天に 懸る 德山 氏の 宅に 少憩 橋 を 渡りて 新柳亭 にいた る 今 村 氏、 近 藤氏 來 

り 日本食 を 饗せら る 同 鄕の人 余が 爲に ー會を 催せる 也 デ I モン 公園 は 月曜日 は 開かす とい ふ を 以て 立 寄らす 

八月 十五 日 快晴 八 時半 增田氏 自動車 を 以て 迎に來 る ワイパフの 耕地 を 見ん が爲 なり され ど 昨日 已にァ 

ィ H ァを 見た る を 以て 之 を 止め ヌァス パリに 赴く 總 領事館に 立 寄り 一直線に 坦路を 走る 風光 例に よりて よし 

稍 山路に か、 れ ば松樹 多く 夕顔の 野生せ る も あり 雜草も 日本に 於て 見る が 如く 山容 何とた く 日本に 似た る 心地 

す 何の 花と も 知らす 異 香の 薰 する も 快し 最高 地 は卽ち パリな り 此の 處 カメハメハ 王が 全 布哇を 征伐せ し 古 

戰 場たり 岩壁に その 由 を 記せり 風强 くして 佇立し 難し これ 卽ち オアフ島 を 一貫す る脊骨 山脈に して 山の あ 


なた は 全く 氣候を 異にす 恰も 裏日本と 表日本との 如し 港灣 島嶼の 出入 點布畫 の 如く 眼下に 展開せ る 耕地 は 一 

面に 鳳 梨を植 ゑたり 白色の 館 府處々 に 見えて こ \ にも 日本 農夫の 勞 働を認 むべ し 展望 數 十分の 後車 を 返して 

歸寓 時 正に 十 時 階下に 桑 重. 氏と 談す 午後 在 寓讀本 ー卷の 訂正に 從 事す 新聞 電報 镧に 支那 兵の 暴動 日本 守 

備兵を 襲 ふの 記事 を 見る 敎育會 撮影の 寫眞を 受取る 

八月 十六 日 快晴 朝 牧師 堀 氏來り ブライアン 氏 ハワイ 島に 旅行した る を 以て 今日は 來ら すと いふ 增田 氏つ 

いで 來訪 讀本 第一 卷を 渡す 淸 書の 爲也 午餐 後 諸井總 領事 來る 近 街 を 散歩し アトラス 等 一二の 書 を購ふ 

ル， -フ にて 讀本 訂正 中 三 澤泉外 一 氏 來訪す 此の 日 一 週間の 勘定 三十 四 弗 餘を拂 ふ スタン フォ ー ド大學 の 淺見 

氏より 同地 に 遊ば 、 日本人 俱樂 部に 來る ベ き 由 申來る 

八月 十七 日 快晴 終日 在 寓讀本 を 訂正す 朝 鵜 澤氏來 り 午前 午後 二 囘增田 氏來る 明日 午後 二 時 領事館 會合 

の 事 を 約す 

八月 十八 日 快晴 午前 讀本 一の 漢字 表 其 他 を 作製す 午後 ニ時總 領事館に ゆき 讀本卷 一に 就きて 敎育會 諸氏 

の 意見 を徵す 

-< 月 十九 日 晴 午前中 讀本卷 二 を 訂正す 鄕 人に て當地 美以 美敎會 なる 矢 島 かね 子 來訪す 午後 總 領事館に 

ゆく 敎育 課長 キネ ー、 視 學官レ ー モンド、 軍事 學校 敎官 ブラックマン 及び スタ ー、 ビュ レツ チン 新聞 主筆 ファ 

1 ル リントン、 寛、 角 田、 大內 諸氏 來り 日本料理の 馳走 あり 大內氏 余を途 りて ホテルに 到る 歸る時 小雨 來る 
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八月 二十日 快晴 風 涼し 午前中 讀本 第三 卷を 訂正す 高 村鐵藏 氏來り 修身 書 第三 卷 を！！ す 午後 和 田喜傳 

氏來 り、. テ ー モン 公園に 案內 せんとい ふ よりて 電車に 乘 りて 行く 終點 より 歩す る こと 數町 にして 園に 入る 門 

は 朱の 鳥居な り 扁 して 蓬 萊 園と いふ 園內 頗る 廣濶 なり 處々 に 日本 流の 亭榭を 作れり 石の 五重塔、 燈 籠な 

ども あり 中に 京都 風の 建築なる 日本 造の 家 あり 木材 切 組まで 京都に て 仕上げ 持來 りし ものに て 約 四 萬 圓を要 

せりと いふ 座敷、 床の間の 置物まで 日本 流に しつら へたり 布哇に 日本人 九 萬 以上 あれ ども 純粹の 日本 建築 は 

この 家の みなるべし 戶を 開きて 人々 の 縦覧に 供す るの み 但し 米 人 は 折々 靴の 儘に て 上り 込む に は 閉口す とい 

ふ 庭園 も 純日本式 にて 瀧 あり 池 あり 泉石の 配置 もよ し こ は 高 野と いふ 人の 設計の 由 此の 人山 ロ縣の 人に て 

緒 を 書く 人な り 训に 庭園 術に 精し きに は あらね ど繪の 手心より この 園 を 設計せ りと いふ 築山 稍 や 低き やの 觀 

ある は 庭木の 生長 あまり に 迅速に して 遂に 其の 權衡を 失へ るな りと いふ 例の 高 野 氏 は 和 田 氏の 舊 知の 由に て 出 

で、 迎 へられ 其の 家に 至る 家 は園內 水の たぎつ 處 にあり 潇洒 愛すべし ソ ー ダ 水た < ど 馳走に なり 和 田 氏の 熊 

本談 など ありて 四時 辭去  ， 

八月 二十 一日 快晴 午前より 午後に かけて 讀本 卷ニ卷 一一」 の 整理 をた す 午後 增田 氏、 大社 敎布 哇敎會 所長な 

る 宮王勝 良 氏を拉 して 來る ついで 角 田 氏來訪 キネ ー 氏 見物す る 所 あらば 案內 すべし との 言 傳を窗 し來る 謝 

して かへ す 晩餐 後 市街 を 散歩す 途に川 勝 氏に 逢 ふ ともに 附近 を 歩して かへ る 

八月 二十 二日 快聩 朝， « 本 四卷の 訂正に 取掛 る-正午 正金 にいたり 英貸 三十 榜 米貨に 换算 して，， 百 四十 八 
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^若干 を 受取る 午後 增 W 氏來る 電車に て總 領事館に いたり 讀本 卷ニ卷 三の 第一 讀會を 終了し 眞下 氏と 同じく 

電車に て 歸宿 昨日 布哇 新報 の 記者 來り し 時 萬 年 筆 の 赤 インキ 無き こと を 話しせ しが 其の 事 新聞 に あ ら はれたり 

とて 便利 社の 寺 田 安太郎と いふ 人より わざ/ \ 使 にて 赤 インキ 一 瓶 を 贈り 來る 德 山氏來 りて 土曜日に 學士會 を 

開く 由 通じ 來る 煙草 アウル 印 二  を購ふ  , 

八月 二十 三日 晴 朝 讀本四 を 訂正す 午後 增田 氏來る 讀本ー 挿畫に 就きて 相談し それより 歩して パ ラウの 

出雲大社 敎會 支會に 至る 宮王 氏と 先約 あれば なり 社殿に 休憩 種々 談話 同氏の 請に より 撮影 晚 食の 馳走に 

たる 刺身、 豚、 鳥、 ぺ ー ャなど あり 欸 待を盡 さる 自動車に て 送られて 歸寓 夜尙第 四卷を 訂正して 夜半に 

いたる 宿料 を拂ふ 

八月 二十四日 晴 午後 小雨 朝 第四卷 訂正 を 終る 午後 二 時 領事館に 行き 第 四卷の 第一 讀會を 終了す 領事 

館の 歸途 便利 社寺 田 氏に 立 寄り 赤 インキの 禮を述 ぶ 不在 故 狂歌 一首 を殘 して かへ る 

自由 國我 "が 不自. E を 救 ひし はや はり 日本の 便利 商會 

讀 本に 入る、 爲に 作れる 京都の 歌 

C 1) 

一 千年の 昔より  名 も 平安の 都と て、 

眠る に 似た る 東 山、 さ \ やく 如き 賀 茂の 川。 
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(二) 

朝 御苑の 露 ふみて、 

夕 御寺の 鐘の音に、 

(三) 

春 はさ くらの 嵐 山、 

秋の 最中の 月の 影、 

(四) 

1 條ー 一條 三條と 

かしこ の 社 こ \ の 森- 

布 哇田舍 の 一 日の 歌 


はるけ き 代々 をな つかしみ * 

過ぎに し 人 も 思 ひ 出づ。 

花に 吹く 風 うらめしく、 

嵯峨 野に 蟲の聲 高し。 

都 大路 はしげ けれど、 

た 1- いにしへの しのばれて。 


(朝) 

朝の 氣 こもる 森の 中、 さへ づる マイ ナ聲 高く、 

花の香 を 吹く 涼風に、 枝 を こぼる、 露の 玉。 

(晝) 

サボ テンの 木の はても たく、 岡より つ く 雲の 峰- 


74 & 


綠ぉ ほへ る バン ヤンの 蔭に やすら ふ 人と 牛。 

(夜) 

きびの 畠に 日 は 落ちて、 夕立の 雨 一 しきり、 

晴る \ 雲間に 月見え て、 空に か やく 夜の 虹。 

八月 二十 五日 晴 午前 增田 氏來り 修身 書 三 冊 を 持ち 歸る 今日日 本丸 入港 領事館より 書狀 をー纒 にして 持 

來る かう子、 大川、 坂 本、 輕 込の 手紙、 青木、 內山、 坂 井 等の はがき あり 日本 女子大 學 校の 敎則も 送り 來る 

午後 八 時よ り シ 力 ゴ 大學 神學科 卒業 の ドクトル 川口 氏の 演說 ある 由に て 總 領事館 に ゆく 進化論と 神の 概念と い 

ふ 題な り 十 時歸寓 桑 重 氏 來り談 す 時計の 紐 切れた る を 以て 新に 購ふ 一 弗と は 驚くべき 高價 なり カフ 

ェ、 マネ ー ジャ ー の ブライトに 面會 して 入 澤氏依 賴の蜋 募の 事 を談す 今日 午後 七 時より 根 來及ぴ 島 田 二 氏の 演 

說會 あり 根 來大に 敎科書 問題 を 論す とい ふ 其の 廣吿に 曰く 領事館 員 は 勿論 芳賀 博士 其の 他の 同胞 諸君 聽講す 

べしと 青木の 葉書に 添へ たる 歌 

. 大船の 行方 見送り 我が 心 君に 通へ と 夕暮に 立つ - 

八月 二十 六日 晴 朝 領事館よりの 書 狀を屆 け來る 讀 本の 原稿 來ら ざる を 以て 領事館に ゆきて 尋 ぬれ ども 遂 

に 無し 歸途 便利 社に 立 寄りて 買物 をな す ハ ー ンの 「日本」 一冊 を 得て 之 を讀む 午後 四時より 領事館の 學士 

會に 臨む 出席者 は 諸 井 (法)、 渡邊 (京、 法)、 子 安 (法/ 德山 (福 岡 醫)、 釵島 (同)、 川 勝 (京、 法)、 藤 井 (副領 
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事、 法) の 七 人に して 布哇 在留 者の 全部 也 庭園の 芝生に 机 を 置き 鳳凰 木の 木蔭に 坐して 牛肉 鍋 を 者 一 る 葱 も 豆 

腐も澤 山に て縱談 時の 過ぐ るを覺 えす 樹 間に 吊せる 提灯 は 去年 御大 典の 時の ものな りと いふ 牛肉 盡る頃 小雨 

來る 九 時 頃寫眞 屋來る マグネ シャ にて 撮影 夜 十一 時まで 雜 話して 川 勝 氏と ともに 歸寓 今夜 土曜日なる を 

以て ル ー フに西 人の 舞蹈 會 あり 少時 行きて 之 を 見 十二時 過就寢 今朝 廊下に て モルガン 會 社の 副社長 バス チン 

グ 氏 と談す カリフ オル ニヤ 唯一の 日本 會晨 なりと い ふ 

八月 二十 七日 晴 午前 ハ ー ンの 「日本」 を讀む 午餐 後 ブライトに 逢 ひて 蝦蟇の 直 段 幾何なる かと 問 ふ 一 

ダ ー スー弗 位なる べしと いふ 蛙まで ダ I ス にて 賣るも を かし 午後 近傍 を散步 して カメハメハ 一世の 銅像 を兑 

る 裸體に 金色の 王冠 を 戴き 金色の ガウン を 着たり 舊王宮 今 は米國 の縣廳 たり カピ オラニ 街に いたり 樹 蔭に 

少憩 電車に 乘 りて 歸る 夜 「日本」 を讀む 

八月 二十 八日 晴 午前 「日本」 讀了， 午後 四時 近 街 を 散歩し 理髮 店に 行き 五時總 領事館に 行く 正金銀行の 

青木 氏、 毛 利、 內田ニ 醫士、 奧村、 伊藤、 高 島の 諸氏に て 日本料理の 馳走 あり 獎學會 評議員の 會な り. とい ふ 

毛 利、 內田、 奥 村、 伊藤の 諸氏 いづれ も 十 年 以上の 在住者 なれば 布哇の 過去に 就いて 種々 の 珍談 あり 十 時半 歸 

寓 坂 本 其の 他に 東す 

八月 二十 九日 晴 風 あり 非常に 涼し 午後 本願 寺學 校の 敎員田 島 氏、 鵜澤 氏と ともに 來る 文學 講話の 事に 

就いて 相談 ついで 耶蘇 敎會の 松 澤氏來 り羅馬 字の 事 を談す 今 村 氏 亦つ いで 來談 言 泉 あいう えお の 項の 解說 
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を 草し 了る 晚近街 を 歩す  - 

八月 三十日 朝 雨 九時晴 オア フ、 カレ ー ヂ の敎授 ブライアン 氏 來り學 校 を案內 すべし とい ふ 同氏の 招ぜ 

る 自動車に て 桑 重 氏と ともに オア フ 校に ゆく 眺望よ き處 にあり 動植物、 地質、 物理 化學 其の 他の 實驗 室、 敎員 

{至、 敎場 等十數 あり 家事 科 も ありて 女子 を も收容 せり 農業 及び 工科 を 主と せる 專門學 校な り ブライアン 氏 

は 地質 専攻の 教授に して 昨日まで ハワイ 島に 火山 探險を やりし こと 新聞に 見 ゆ 日本 最 負の 人たり 同校の 某 女 

史 も同乘 して ブライアンの 宅に 赴き 同氏の 母 及び 細君に も面會 少時に して 歸る 午餐 後 村 田 龍 一とい ふ 人布哇 

の 傳說の 事に て來る 午後 二 時より 領事館に 赴き 卷ー卷 二 修正の 相談 を 終 ふ 晚 食後 近 街 を 歩す 夜 「學 生」 へ 

5； るる 通信 を 草す 

八月 三十 一日 快晴 今日は 天皇陛下の 御 誕辰なる をお も ひ 異鄕萬 里 感慨 深し 午前 桑 重 氏 來り談 す ついで 

筧氏、 川口 卯吉 氏を拉 して 來る 川口 氏に 井上、 中島 兩敎授 宛の 紹介 をな す 午後 丹 生 氏來り 三日 屮學 校に 講話 

せんこと を 乞 ふ よりて 之 を諾す 松 澤氏西 人 M 體に n 1- マ 字 運動の 事 を 同日 十 時 話せん こと を 乞 ふ これ 亦 承 

諾 午後 郵便局に いたり 富山房、 大倉 其の 他への 郵書 を發す 明日より 桑 重の 展覽會 ヤング、 ホテルに あり 行き 

て 見る 日 布 時事の 寫眞師 あり 撮影して 去る 晚 食後 近 街 を 散歩す 

九月 一日 快晴 朝 山 、淺賀 二 氏來訪 天洋 丸に て 今朝 桑 港より 到着せ る 也 十 時 領事館に ゆき 種々 の 事項 

を 相談す 午後 天洋 丸に ゆき 蛙の 送達 方に つき 相談 入澤 等に 東す 四時 再び 天洋 丸に いたり 山內、 淺賀、 川口 

大正 五 年 
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等 を 送る 今 囘桑港 副領事より 滿洲へ 赴任す る 山 崎平吉 氏に も面會 夜 桑 重 氏と ともに 藤 井領 事官 補の 官舍 にい 

たり 「皇室と 國 文學」 に關 する 談話 を 試む 會者 十餘人 渡邊、 丹 生、 相賀、 角 田、 田 島 氏 等な り 十 一 時歸寓 

今日 得 能、 坂 井 等の 信 あり 

九月 二日 快晴 蛙の 代金 六 弗 七十 五 仙 を 支拂ふ 奥 村 氏 自動車に て來り 移民 局へ 案內す 同處 にて 證明を 得 

東洋 汽船 會 社に 立 寄り 耶蘇 會堂 にいたり 日本 羅馬字 社 支社 設立の 事 を 相談す それより 政 廳に立 寄る 舊 王朝の 

正殿 等 をー覽 して かへ る 移民 局長の ホ ルセ ー はかって 馬關 商業 學 校の 校長たり し 人の 由 とめどなく 話して 閉 

口せ り 午後 ニ時總 領事館に いたり 第三 第 四の 兩卷 第二 讀會了 記念と して 金時計 一箇 を 贈らる 晚增 田、 髙村、 

筧、 鵜 澤の四 氏 を 晩餐に 招す 田 丸 氏に 羅馬字 社の 事 をい ひお くる 鵜澤 氏、 田 島 氏と 來り コアの 書物 立 を 贈ら 

る 夜 桑 重 氏 來り談 す 展覽 會景氣 よしと いふ 

九月 三日 快晴 午前 讀本 再閱 午後 H レヴ H 1 タ ー 中に て相賀 氏に 逢 ふ ともに 布 哇中學 校に ゆく 國語普 

及と 羅馬 字に 就きて 三時 半より 講演 約 一 時半 總 領事 始め 來聽者 四 五十人な り 自動車 を 貰 ひて 增田 氏と ともに 

歸宿 鶴澤、 角 田、 相 賀氏等 相 踵いで 到る 增田 氏と 讀本三 四 挿畫に 就きて 相談 增田 氏に 晚餐を 饗す 夜 荷物 

を 仕舞 ふ 

九月 四日 快晴 正午 領事館に ゆき 午餐 を 饗せら る 三時 頃まで 諸 井 氏と 談話 諸 處へ綺 葉書 を 送る 四時 歸 

宿 「洋 島」 の 編輯 者 泉 氏來る 少時 談話 增田 氏來る 增田、 桑 重 二 氏と 電車に て 海岸 ホテルに 憩 ふ 夕陽 波に 落 
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ちて 景色よ し 會者 三十 餘人 余が 爲の 送別 會 なり 記念と して 布哇の 葉書 帖を 贈らる 食後 庭園に 出づ 半月 

海 を 照して 頗る 美な り 增田、 川 勝， 若 林 三 氏と 電車に て 歸りル ー フ にて 西 人の 舞蹈 を 見る 學士 會の寫 眞出來 

九月 五日 快晴 今日 早朝 春 洋丸人 港 午前 宮王氏 來り出 雲敎祠 にて うつした る 寫眞を 持來る 東洋 汽船 會社 

代理店に いたり 船室の 事 を 相談 荷物 を 送り出す ユニオン、 グリルに 午餐 午後 桑 重 氏來談 ついで 德山 氏、 

增田 氏來る 增田 氏に 讀本三 四の 原稿 を 渡す 德山氏 午後 五 時半 再び 來り 望月に 晩餐 せんとい ふ 自動車に 同乘 ■ 

して 行き 日本 飯の 馳走になる 夕陽 波に 落ちて 景趣 幾度 か變す 入日 を 以て 有名なる ホ ノル ル の 意義 を 知る ベ し 

八 時 望月 を 出で 總 領事館に いたり 吿別 外出中 眞下、 大內ニ 氏來る 角 田、 鵜澤、 增田 氏同斷 十 時 頃 鵜澤、 高 

村 二 氏來る 

九月 六日 快晴 七 時半 宿 を 出で、 波止場に いたる 總 領事、 副領事 は 送りて 船に いたり 今 村 、奥 村、 增田、 

眞下、 髙村、 川 勝、 若 林、 桑 重、 子 安、 伊藤、 堀 諸氏 波止場に 送らる 日本 コ レ ラの爲 船との 交通 を 禁じ たれば 

なり 相賀氏 は布哇 風俗の レ ー を 贈らる 九 時半 出帆 船中に 杉 程 二 郎等 日本人 乘組 可たり 多し 船室 は 百七號 

同室 は 日本製 絨會社 松 岡 甲子 彥、 三 井 物産の 土 肥 具 三 二 氏な り 夜半 月 波 を Si して 銀色 玲瓏 

九月 七日 快晴 波な し 正午の 揭示 によれば 昨日 正午よりの 航程 三百 五十 浬 北緯 二十 四 度 五十 分 西經百 

五十一 一度 四十 五分な り 船中 森 村 組の 村 井 保 固 氏 あり 大倉 書店の 紹介 狀を 渡して 挨拶す 同氏 は今囘 にて 六十 九. 

囘 目の 渡米な りと いふ 夜 甲板に て 大倉文 二、 淵 上 仁 三郞ニ 氏に 逢 ふ 大倉文 二 氏 は 保 五郎 氏の 甥たり とい ふ 

大正 五 年 
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淵 上 氏 は 其の 經營 せる 大文 洋行 店員な り  ^ 

7 

九月 八日 快晴 朝 驟雨 一過 甲板に て 赤 星鐵馬 氏と 知る 正午の 揭 示に 北緯 二十 八 度 十一 二分 西經百 四十 六 

度 三十 九分 航程 三百 七十 浬 晩餐 後假裝 舞蹈 會 あり 假装 せる もの 二十 餘人 支那 人、 日本人 古武士 其 他お も 

ひお も ひの 扮^ をな せり 中に 日本の 甲胄 を帶 せる も あり 日本人の 高 橋 氏 (三 井 物產) 女装して 出で たり 舞 

蹈 夜半に 達せり 

九月 九日 微曇 風頓に 涼し 朝 餐時遙 に 二 汽船の 跌走 する を 見る 米國 荷物 船な りと いふ 正午 北緯 三十 一 

度 十分 西經百 四十 度 三十 分 昨日よりの 航程 三百 六十 六 浬 夜 活動 寫眞の 催 あり 

九月 十日 * 風 涼しく 印度人 は 喫煙室の 暖爐 によれり 北緯 三十 四 度 西經百 三十 四 度 十し 分 夜 義太夫 會 

あ り 船客 中 の 女 及び 給仕 等 語 る 

九月 十一 日 曇 正午 北緯 三十 六 度 十五 分 西經百 二十 七 度 四十 分 昨日よりの 航程 一二： 白 五十二 浬 桑 港まで 

一 一 百 六十 九 a なり 夕刻 高野山 大師 敎會 本部 巡 敎師高 田 寶戒氏 刺 を 通じて 來る ス アン ゼル ス に 行く 害な りと 

いふ 晩餐 時日 米の 國旗を 以て 食堂 を 飾り 食膳 も 平常より は饒 なり 夜 九 時 頃まで は 月明な りしが 夜 深 霧 次第に 

深く 頻に 汽笛 を 鳴らせり 

九月 十二 日 晴 曉起 船 は 錨 を 下して 進行せ す 霧 深き が爲也 陸地 巳に 近き 事 知られて 幾多 水鳥の 飛 群す 

る を 3^ る 十 一 時 頃 霧 少しく 霽る 船徐々 として 金鬥 岬に 入る 頃 霧 次第に 薄らげり やがて 全面に 桑 港の 市街 を 


見る 景色 橫濱に 似たり 但し 着 屋の髙 き 街衢の 廣き 遠筌を 異なりと す 三時 小蒸氣 にて 上陸 船 屮已に 日米 新 

聞 其 他の 人刺 を 通じて 來る もの 多し 仙 臺の人 干葉 氏 及び 日本人 會長祌 崎 氏 彼是 周旋 せらる 墙原總 領事に も 波 

止 場に て 逢 ふ 自動車に て イン ピリ アル、 ホテルに 入る 本 田 幸 介 氏 在り 干葉、 祌崎氏 等 踵いで 來る 森 岡 氏 

の 義弟 島 村 美彥氏 (日米 新聞社) 亦 来訪 稻垣 博士 尙滯 在中に て來談 千 葉 氏と 三人に て 西班牙 料理に 赴き 晩餐 

それより 稻垣 氏と 小川 亭に ゆき 田 代 博士に 面會 十 時汔」 談話して かへ る 千 頭淸臣 氏の 訃を 聞く 悼むべし 

九月 十三 曰 快晴 朝 祌崎氏 来り 波止場に ゆきて 荷物 を 受取り 来る ともに 步 して 領事館に いたり 總 領事に 面 

會 田 代氏吿 別の 爲に來 るに 逢 ふ 神 崎 氏と シ ヤス タ、 グリルに 午餐 近傍 を 散歩して 維 葉書 等 を購ふ 午後 福 

井 人大谷 氏來る 音 樂を學 ベる 人な り ついで 千 崎と いふ 人 タイプライタ I を賣 らんと て來る 叉 佛敎き 幹事 石 

川 氏、 桑 港 日本人 會 幹事 齋 藤氏 来る 晚近街 を 歩して 一 カフ H に 晩餐 夜 階下に 大脇 氏と 談す 

九月 十四日 快晴 大脇氏 東方へ 出發す 午前 十 時 神 崎、 齋藤ニ 氏來る 自動車に てま づ學務 課に いたり クラ 

ウド 氏の 案內 にて Hearst 小學 校に いたり 授業 を 見る 叉敎科 書に 就きて 調査す 校長 は Mi ま Franklin なり 

二年生 三年 生の 英語 敎授 あり 十二時 パレス、 ホテルの 食堂に 午餐 午後 更に Emersn  School に ゆく 校長 

は Mrs.  Spencer こ、 に は 日本人の 兒童 五十 餘名 あり 四 年 級 五 年 級 を 見る 日本人の 成鑌惡 しからす とい ふ 

校長が 一 々日本 兒 童の 名を覺 えたる は 感心な り 最後に 日本 兒童 のみに て 君が代の 歌 を 歌へ り こ、 に は 前 田 侯 

5 

爵 夫人 も 若干の 寄附 をた せりと いふ ついで Hamiltcu 高等 女學 校に ゆき 又 luu-msdiate  School を 見たり  >.川 

大正 五 年  。 
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其の 實用 的なる は感 すべし 日本に も參考 すべき 價値 あり それより 金 鬥學院 及び 日本 學院の 日本語 學校 を參觀 恥 

7 

日本 學院は 佐 野 氏 夫妻の 經營 せる 處 假名の 敎授 等に 苦心せ るが 如し 四時 辭 して 金 門 公園 を 見、 日本庭園に 憩 

ひ 荻 原 氏に も面會 クリフ、 ハウスに 赴く 霧 立ち こめて 遠望し 難し 八 分 間の 寫眞を 撮影して 記念と す 要塞 

の 大砲の 衆目に さらせる も米國 式なる かな 歸寓六 時 夜 岐阜 師範 出身に て 後 慶應義塾 を 出で 今コ P ン ビヤ 大學 

に 向 ふとい ふ 松 野 氏に 逢 ふ 今日日 本 及び 布哇の 知友へ 搶 葉書 を 途る數 十 通 外出中 坡原總 領事 來訪 

九月 十五 日 快晴 朝 九 時 神 崎 氏來る フ H リ ー に 至りべ ルクリ ー に 行く キ I、 ル， '卜の 汽船に 乘り 二十 分 

對岸 につく 直に 電車に 人る 渡船の 感 なし 直ちに カリ フォルニ ャ大學 にいたり ァ ー ネル 氏の 紹介状に て バロ 

1 ス敎授 に面會 同氏の 紹介に て 大學附 屬中學 校 を 見る に 決し 學校 構內を 一周す 希隨 劇場な ど あり 構內 頗る 廣 

し 黄金の 力 長るべき 也 圖書館 も 頗る 完備せ るが 如し 正門 外の 一 旗亭に 午餐 中學 校に いたり 校長 リ ー 氏に 

面會し ミス、 スト ー ン の案內 にて 歷史、 英語、 獨 語の 授業 を參觀 それより ベルク リ ー 日本語 學 校に いたる 日 

本人 會 幹事 森 氏、 委員 野 村 氏 等に 逢 ふ 歸途は 南太平洋 汽車に て歸寓 夜 七 時より 稻垣 氏の 途 別會、 余の 歡迎會 

とに て 小川 亭に桑 港 日本人の 重 だち たる 人々 の會 あり 日本料理 なり 食後 議論 百出 夜 十 時 散會す 佐 藤信忠 

氏の 信 あり  . 

九月 十六 日 快晴 午前 七 時稻垣 氏と ともに フ H リ ー に 至り 南加鐵 道に てリヴ イング スト ー ンに向 ふ 大倉、 

川 淵、 松 岡 諸氏の 同じく リヴ イング スト ー ンに 至る に 逢 ふ 沿道の 平野、 牧場 あ リ果園 あり 又 日 ま はり を 作れ 


る 畑 あり こ は 油 を 製し 又雞の 餌の 爲 也と いふ ナイ ルス の 近邊山 あり 日本の 景色に 似たり 平野 水少 きため 灌 

漑 せざる 處は皆 赤く 枯れて 日本の 秋の 野 を 見る が 如し トレ ー シ ー にて 乘換 十一 一時 廿 五分 リヴィ ング スト ー ン 

着 佐 藤信忠 等出迎 田舍 ホテルに て 午餐 こ、 は 日本人の 土着 人 十九 軒 あり 多く は 地面 持 也 葡萄 を 主と し 無 

花果、 桃、 アル モン ヅ等を 作れり 少憩の 後 自動車に て 各所の 農園 を 見 仲藝代 一氏の 家に 憩 ふ 同氏 はもと 日本 

の實 科奠學 校長 をた し、 人の 由 令孃 夫人 等 出で、 接待 アル モン ヅ、 フィッグ を 作り 白人 數名を 雇 ひて 使用せ 

り 佐 藤、 稻垣、 松 岡 氏 等と 晚餐を 饗せら る 七時會 堂に て 講演 會 あり 聽者四 五十 名 歸途仲 氏の 馬車に 途ら 

れて 前の ホテ _ル に 一泊す 雪隱の 汚き に は 閉口せ り 但し 田舍 ホテルの 一夜 は 風流な り 佐 藤氏と 久濶を叙せし 

は 喜ばし かりき 晝の溫 度 九十 度 風 ありさ 氣 乾燥し たれば さまで 熟から す 夜に 至りて 頓に 六十 度に 下る 

九月 十七 日 快晴 十一 時忡、 佐 藤 其 他 諸氏 到る ともに 晝餐 十二時 廿 五分 乘車 フレスノに 向 ひ 三時 同處着 

自動車に てフ レス ノ、 ホテルに 入り 直に 本願， 寺 設立の 學校內 に 於け る敎育 懇談 會に 臨む 夜 有志 者 一 一十 人 餘ホテ 

ルに來 り 饗應す 日本人 會長祌 川 氏、 幹事 保阪 氏な り 八 時より 講演 會 十一 時歸寓 一 浴就寢 

九月 十八 日 快晴 八 時 保 阪氏迎 に來る 祌川 氏等數 人に てま づ 乾葡萄 製造所に いたる 機械に て 蒸氣を 通し 

種 を拔き 箱に つめ 更に 木箱に 詰めて 送出す まで 迅速な り それより 十哩 自動車 を驅り て Bowles 村に 日本人の 耕 

作 地 を 見る 中島 氏 C. 鳥取縣 四十 H 1 力 ー)、 稱原 (廣島 六十 HI 力—) 等の 葡萄 耕作 業 を視る 皆 赤手よ くこの 

產を なし、 也 其の 勤勉 勞カ 驚くべし 村の 中央に 會堂 ある こと リヴ イング スト ー ンの 如し 十 一 時歸宿 日本 

大正 五 年 
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人 街 を 歩して 書肆 松 本 氏に 立 寄り 叉 神 川 氏の 商店に いたる 神 川 氏は廣 島人たり 大體廣 島人 多し もと 多く は 

布哇 より 轉航 し來 りし 也 米國が 轉航を 禁じ 叉つ いで 日本人の 土地 所有 を 禁じ 移住 を 制限せ し は 日本人の 勢力 を 

恐れし なり 十二時 一分 發の 汽車に て歸桑 祌川、 保阪、 百濟 等の 諸氏 送らる 食堂車に て 午餐 リヴ イング ス 

ト ー ンに 着せし 時 吾孫子 歸桑 にて 搭乘 佐 藤氏、 津田氏 等 送り 來 るに 逢 ふ 吾孫子と 談話して 大に 無聊 を 慰す る 

を 得たり 歸途は トレ I シ ー よりの 鐵路 全く 別にて 灣 頭に 沿 ひ 景色 頗る 佳な り 渡船 中に て 吾孫子 氏と 晩餐 を 共 

にし イン ピリ アル、 ホテルに 歸る 夜 八 時 階下に て 吾孫子 氏の 弟 某に 逢 ふ 

九月 十九 日 快晴 午前 マ ー ケット 街 近傍 を 散歩し 冬 帽子 を購ひ 午餐 午後 日米、 新世界 兩 記者 來談 午後 七 

時より 總 領事 私宅の 饗應に 赴く 川 島、 神 崎、 巿川等 数人 あり 十 時半 歸寓 今日 石 原 類似 コレラの 報 を 聞く 

山 根、 諸 井、 增田 等に 信し 田 所 宛の 書 狀を認 む 

九月 二十日 快晴 朝 領事館に ゆき 友 田、 田 丸、 長 谷川の 手紙 を 受取る それより 近 街 を 歩し フ H リ I、 カフ 

ェに 午餐 午後 日本 文典 二 冊 を松澤 氏に 送る 日本人 會の齋 藤氏 來る 午後 七 時半より 日本人 會 にて 讀本 稿本 批 

評 を 乞 ふとの 事に 付 西班牙 料理店に 晚 食の 後 之に 赴く 小 倉、 時 枝、 佐 野、 副 島、 廣田 等の 諸氏 十餘 人種々 雜談 

も ありて 夜 十二時 散會 

九月 二十 一日 曇 後 雨 九 時 神 崎 氏來る 自動車に て 停車場に 向へば 汽車 正に 發す よりて マ ー ケッ ト柯な 

る 書肆に 赴き 書籍 を 一覧し 十 時 四十 分の 汽車に てパ 口 アルトに 行き 直ちに 市 橋 氏 を訪ふ 名古屋 人に て スタン フ 
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ォ I ド大學 の 助敎授 なり 種々 學 校の 事に 付 談話 あり 午餐 を 饗せら る 同氏 妹 も 同大 學の 植物 學を 專攻し 昨年 卒 

業せ りと いふ 午後 二 時醫科 卒業の 草 間 氏來る 信 州 松 本の 人 也 此の 人の 案内に て スタン フォ ー ド大學 に 至る 

ミツ シ ヨン ス タイル の 建築に て單 I 一 一 暦 三曆と 三重に 建てられて 構內 頗る 濶し 九 千 H 1 力 ー とい ふ 圖書窒 も 

ひろし 三十 萬卷 ありと いふ メモリ アム、 チヤ ー チ あり 男女 寄宿 舍 あり 男 五 百 人、 女 百 五十人 を容 ると いふ 

博物館に は 日本、. 支那 等の 美術品、 階上に 古名 畫の摸 寫其他 印度 土人の 古器 物 等 ありて 大 學附屬 博物館と して は 

頗る 立派な リ 四時 四十 分の 汽車に て歸桑 學 校に 至りし 頃より 雨と なる 三月 以來の 雨な りと いへ り 雷鳴 を 

聞きし は 十一 一年ぶ りなり とぞ 八 時 桑 港 日本人 會 幹事 齋 藤氏に 導かれて 佐々 倉 氏と ともに 日本人 會に 赴き それよ 

り Iid.crm  Church  (日本人 會堂 にて 立派な り) に ゆき 在留 日本 子弟の 國語敎 育と いふ 題に て 演說す 歸途 再び 

桑 港 日本人 俱樂 部に 立 寄り 歸寓す 日本人 會長塚 本 氏 は 洗濯 業に て 五六 十 人の 使用人 ありと いふ 一 見 人物の よ 

ささうな 人な り スタン フォ ー ド大學 にて ヒ ー スと いふ 動物 學 者に 逢 ふ 飯 島、 箕作、 五島 等 を 知れり それよ 

り 導かれて ジ ョ ル ダン 氏に 面會す 平和 論の 小 著 數種を 贈らる 今の 總長は ヂルべ ルト 氏に して ジ ョ ル ダンと は 

打つ て變 つて 兵式體 操な ど を やらせる 由 但し 勤儉 主義に して 驕奢に 流る、 時弊 を 矯めん と 苦心す るが 如し 

九月 二十 二日 曇 朝日 本人 會の 五味 氏來る ともに ォ ー ク ランドに ゆき まづ 王」. 日本人 會 にいた る 幹事 原 

氏 あり 神 崎 氏つ いで 到る 自動車に て 工業 學 校に いたる 新築の 建築中々 立派な り 校長 フ イツ シャ ー 氏 叮嚀 

なる 人に て說明 最も 努む 鍍冶、 木工、 化學、 物理、 家政、 數學、 語學、 商業 等 種. -の 科目 あり 一種の 綜藝學 校 
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なり ハイス ク ー ル 程度な り 其實際 的なる は感 すべし 但し 工業に て ェ藝の 意味な し これ 米國 式なる 所な り % 

7 

生徒 總員 一千 八 百餘名 建築に 七十 五 萬 弗 を 費せ りと いふ 去って 堂 本 花園に いたる 主人 圓太郞 案內し 午餐 を 

饗せら る 尙 一同 溫窒を 巡覧す 大規模に て 三十 餘の 溫窒 あり 薔薇 を 主と し ピンク、 齒菜類 等 何 萬と なく 作れり 

叉 日本 流の 植木 も 多し 箱庭 も あり 夏より 冬に かけて は 悉皆 賣切 ると いふ カリフ オル ニヤの 花の 十分の 八 九 

まで はこ、 に 仰ぐな り たる 人 花 店をブ ッシ、 ス トリ ー 卜に 營 めり 一巡して 自動車に のり 日本人 語學 校ニ箇 

處を 參觀す 穗積眞 六郞と 同級な りしと いふ 菅沼廣 介と いふ 法學士 あり 自活の 爲こ、 に 日本語 を敎授 せり 歩 

して レストラン にいたり 日本人 會の晚 餐會に 臨む 會長 はこ、 も 洗濯屋たり 牧師、 醫師、 記者 、教育者、 雜貨 

商 等 二三 十 人な り それより Forester  Hall に 講演す 九 時半 散會 十一 時歸寓 石 原、 巖谷、 西 村、 佐々 木 等 

に はがき をお くる 

九月 二十 三日 晴 ロスアンゼルス 島 野 氏より 手紙 あり 秋 田 氏、 神 崎 氏來る フ H リ ー、 カフ H に 午餐 書 

肆に立 寄り 日本に 關 する 著書 三 四 部 を購ふ 午後 神 崎 氏 再び 来る タシャ スタ、 グリルに 晩餐 夜 七 時半より 佛 

敎靑 年會に 佛敎と 日本 文明と いふ 題に て演說 佐々 倉 氏 も 同行 

九月 二十四日 快晴 朝 法 學士菅 沼 氏來る ともに 近 街 を 歩し ォ デオン、 カフ H に 午餐 穗積眞 六郞に はがき 

を途る 午後 荷物 を. 整理す 夕 六 時 千 葉 氏に 迎 へられて 同氏の 寓に 赴く 晩餐の 饗應 あり 笠 井 氏、 赤 池 氏 夫妻、 

大澤 女史 (女子大 學 卒業生) 等 同席 服 部、 姉 崎、 成 瀬 等に 信す 


九月 二十 五日 快晴 朝 九 時 五味 氏來る ともに フ H リ ー にゅく スタック トンまで 同行すべき 害な りし 神 崎 

氏 來らす よりて 單 行す 汽車 少し 遲れて 一時 頃 着 諸氏に 迎 へられて 支那 料理店に 午餐 それより 波止場に い 

たり ガソリン ボ— 卜に て 河 を 進みて ベ イコン 島に いたる 航程 一一 一十 港ば かり 蒲の 生 茂れる 島 々幾 つ とたく はてし 

なし 之 を 開きて 良田と なせる 牛 島 氏の 忍耐と 勞 苦と は眞に 偉大な りと いふべ し べィコ ン 島の 第五 號 キヤ ンプ 

に 立 寄り 其の 様子 を 一覧し 第一 號の 本陣に 到着す 井上 氏 及び 牛 島 氏の 參謀 たる 渡 邊金藏 氏に 逢 ふ 渡 邊氏快 潮 

よく 語る 世故に 長け たる 人な り それより 再び ボ ー ト にて オル ゥ ー ド にいたり 上陸 汽車に て スタック トンに 

繍り 再び 前の 支那 料理店に て 晩餐 一同 佛敎會 堂に いたりて 講演 十 時 終り St,  Jou-iuin ホテルに 投す 日本 

人の 經營 せる 洋風 ホテルな り 神 崎 氏 は^ 途を 取れる 爲逢は ざり しなり とい ふ 

九月 二十 六日 快晴 朝 八 時 近傍 料理店に 朝餐 九 時 五十 分 電車に てサク ラメ ントに 向 ふ 十一 時半 着 日本 

人 會長津 B 伊之吉、 同書 記 田 村 氏、 本願 寺 出張所 ェ藤慧 達 氏等迎 へらる 自動車に て 卜 ラヴ H. ラ ー、 ホテルに 投 

じ 諸氏と ともに 午餐 午後 歩して 州 廳學務 課に いたり 課長 ハイ ャト 氏に 面會 種々 の 報告書 等 を 得 更に 州廳 本館 

にいた る 三百 萬 弗の 建築の 由に て 頗る 壯麗 たり 樓 上に 州會の 上下 議院 席 あり， 上院 は 四十、 下院 は 八十の 議席 

あり 前者 は 紅、 後者 は綠の 色彩 を 以て 飾られ 館の 兩端 にあり それより 廣き 公園 を 通りて 州 定讀本 印刷所 を觀 

る 輪轉機 八臺を 運轉す 疊方、 壓方、 揃へ 方 等 印刷 一切の 設備 完全す 最も 羨むべき は 階上の 植字 室に て タイ 

プ ライタ— にて 押せば 直ちに 印刷の 活字 版の 出來る 事な り それより 製本 窒 及び 出來上 りたる 書物の 倉庫 等 あり 

大正 lii 年  ， ■ 
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使用人 男 五十、 女 四十 州定讀 本の 外 一切の 役所の 印刷物 を 引受く とい ふ 今 州 定讀本 は 生徒に 給す る を 以て 割 ^ 

7 

合に 少部數 にて 足れり といへ り 八卷を 印刷 製本し 居たり こ、 を 出て 電車に て 本願 寺の 日本語 學校を 見る 一 

二 年、 三 四 五 年、 六 及び 高等  一二 年の 三級に 分れ 比較的 整頓せ るが 如し 自動車に て歸寓 夜 千よ しとい ふ 日本 

料理店に て 有志の 晚餐會 あり それより 本願 寺學 校に て 講演 夜 十 時 就寝 渡 部 等に はがき を 送る 

九月 二十 七日 快晴 朝 九 時 五分の 汽車に て出發 途中べ ネシァ スの處 にて 有名なる 渡し あり 汽車 直に 渡船に 

乘 りて 向 岸に 達するな り 同時に 四 線の 汽車 を 載すべし とい ふ 十一 時半 桑 港 着 宿に かへ り 正金銀行 にいたり 

英貨 四十 榜を 引出し 領事館に ゆきて 領事に 別 午後 六 時 千 葉、 祌崎、 笠 井 三 氏と ォヂ オン、 カフ H に 晩餐 停 

車 場に 向 ふ 大倉、 松 岡 氏 等の 同じく &ス アン ゼ ルスに 向 ふに 逢 ふ 八 時發車 プルマン 寢 臺車廣 くて 眠 心地よ 

し 目覺 むれば サン タ、 バ ー バラな り 海邊の 景色 も波穩 にて よし 九 時 四十 五分 &ス アン ゼ ルス 着 桑 港に て 

山 本の 手紙 を 受取る 

九月 二十 八日 快晴 停車場より 日本人 會の 諸氏に 迎 へられて ミカ ド、 ホテルに 投す 稻 垣氏尙 在り 隣室に 

陣取る 午後 一時 田 中 氏 等 迎に來 る 自動車に てま づ鰐魚 養育 場に いたる 場 中 幾 百の 鰻 魚 あり 二 歳 乃至 三歲 

の もの あり 百 何十 歳と いふ も あり ァリゲ ー トルよりも クロコダイルの 方亂 暴な り 馴れたる は人乘 りても 驚か 

す それより コ ー トンの 駝鳥 園に 至る こ、 は 又 能 鳥 を 飼 ふこと 夥し 雌雄の 駝鳥に ル ー ズ ベルト、 タフト、 ゥ 

イルソン 夫妻な ど 大統領の 名 を 冠した る も米國 式な り それより 諸處を 見物す ハソ デナ 郊外 新開の 地 立派なる 


^墅 多し 概して 丘陵 起伏し 谷 あり 川 あり 樹木 多ければ 風致よ し 四方に 山 を 望む を 以て 何となく 日本ら しき 心 

地す 小學 校に 立 寄り 兒童 とともに 撮影 尙 西方 ハリウッドの 方面 を 廻りて 歸寓す 夜 六 時より 日本料理 店 一富 

士に 有志 者 歡迎會 あり 出席者 三十 餘名 終りて 國語敎 育に 關 する 談話 をな す 着と 同時に 醫士 高木 梅 軒 氏 撮影 

せし が晚に 至りて 出來 たりと て持參 

九月 二十 九日 啧 朝吉田 氏來る 自動車に て 西方の 日本人 農園 を 見る 小規模の もの も あり 田 中 長 吉氏十 

H 1 力 ー しかも 年 牧ー萬 二 千 弗 內 半分 は實 S なりと 語れり 加 藤氏 六 年間に 十五 六 萬 弗 を 獲たり とい ふ 其 家 

屋を 見れば 鳥小屋の 如し 米 人の 排斥す る も 無理なら す 但し 三年 問の 約束 なれば 之 を棄て 、他に 移轉 せざる ベ 

から ざれば か S る假 住居 も 止む を 得ざる 所な り 歸途 領事館に 立 寄り 大山 氏に 面會 ともに 日本料理 店 川幅に 午 

餐 一 且歸宿 四時 日本 學 園に ゆき 敎育會 に 臨む 晚八 時より 大和 ホ ー ルに 於て 講：  浙 聽衆 一千 名 曰 本式 羅馬 

字 社の 境澤氏 講演 場に 來訪 ともに ホテルに 歸り 十一 時まで 談 じて 去る 夜 小雨 二月 以來の 雨な りと いふ 

九月 三十日 朝微曇 午後 二 時 二十 五分の 急行に 搭 じて E1 ス アン ゼ ルス を 發す サンべ ルナ ディノ 附近より 空 

霽れたり 灌木の 疎 生せ る 丘陵、 パ. -ム 屬の奇 木叢 生せ る 原野な ど 目 慣れぬ 景色 面白し プルマンの 代 價を拂 ふ 

を 忘れた る を 以て 電報 にて 稻垣 氏に 立替を 依賴す 在米 國兒童 の 敎育を おも ひて 

立 寄らん 大木の 蔭 もなかり けり アメリカの 野の やまとなでしこ 

今 立 氏に  . . 


外遊 日 誌 

アメリカの 荒野 を ひとり 行く 旅に 五嶽の 夕お も ひ いづる かな 

旅情 を 

草枕 まきし 日數は 重なれ ど 夢路 はち かし 故 鄕の山 

十月 一日 朝 快晴 眼覺 むれば 汽車 は雜 草の 外 一物 もな き 平野 を 行くな り 行け ども 行け ども 盡 きす 八 時半 

ミ ル フォルド に 着す ロスアンゼルス を距る こと 六 百 七十 餘哩 にして ソ I トレ— キ 市まで は 一 一 百 六 哩を餘 すの み 

正午 頃より 雨と たる 二 時 十五 分 ユタ 着 ユタ、 ホテルに 投す 切符の 用に て 鐵道驛 に 赴き 歸途 自動車に て 市 巾 

を 見物す 人口 十二 萬 五 千と いふ ユタ、 ホテル は 九 建築費 四百 萬圓 也と いふ 有名なる モル モン 宗の 寺と 

相對 して 立てり ユタ は 高地の 湖水に 臨める 一都 市なる が 山 も 禿げて 景色よ しとい ふに も あらす 市街 小 けれど 

も 立派な り ホテルの 食堂に 午餐 四時 頃より 天霽る 夜 英字新聞の 一記 者な りと て 電話に て 渡米の 目的 を 問 ふ 

宿帳に て 調べし なるべし 

十月 二日 曇 朝 モル モンの 寺 を 見物し 諸處に はがき を 出し 州廳 に學務 局長 を訪ふ ドクトル、 ガウ アンと い 

ふ 人な り 親切に 種 々の 事 を 話せり 午後 二 時 ホテル を 出で 上 一時 半の シカゴ 行に 乘る 各 英字新聞に 余が 渡米 

の 目的に 就きて 記事 あり ソ ー トレ ー キは 四千 一 一 百 四十 五 呎の髙 地なる が これより 尙 次第に 高地に 上り 最高 驛は 

夜間 通過せ る 21cl.man にして 水平 上 八 千 十 なり 夜雨 

十月 三日 快晴 目覺 むれば やがて Cheycimc 驛 たり 四 望す ベて 雜 草の 外 一木 もな き 荒野な り かくの 如 
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き 景色 幾百哩 となく 繽く なり 十 時半 シ ドニ，' 驛著 午後 は 多少の 耕作地 も 見 ゆれ ど尙 概して 茫漠たる 不毛 地 多 

し 次第に 低地と なり 暑さ も增 加す  ， 

十月 四日 快晴 朝 餐の時 食堂 か はる 十一 時半 シカゴに 入る 停車場 食堂に 午餐 ブラック スト— ン、 ホテ 

ルに投 す 二十 階 餘の大 旅館な り 窒三 二三 號 午後 近 街 を 歩す 家具、 衣服、 樂器、 自動車、 鐵器 等の 大 商店 

多し 自動車、 汽車 等の 運轉 目まぐるしき ばかり 也 夜敎科 書目 錄を 調査し 東京 諸 友に 信す 

十月 五日 快晴 朝 ミシガン、 ァヴ H  ニュ ー の 領事館 を訪ふ 切符の 事 は姉齒 書記官 を 煩す 事に 決す それよ 

り 途中に て 午餐 キ ュルメ -1 ト 通りの 日本 基督 敎靑 年會 にいた る 田 代 博士 不在 毎日 新聞の 水 野 和 一氏に 逢 ひ 

電車に 同乘 して かへ る 八 田、 松本兩 氏の 電話 あり 尙 トリ ビュ ー ンの 一記 者な りと て 渡米の g 的 を 聞きに 來る 

十月 六日 快晴 朝ゥォ ー バ ッ シ 街の マリク ルガ 書店に ゆき 初等 敎科 書、 兒童讀 本 等 約 百 種 を 注文し 文部省に 

送らし む それより 領事館 を訪ひ 切符 を 受取り 歸途 美術館 を 見る 下 階 は 彫刻 を 主と す 多く は 倫敦、 巴 里、 伯 

林 其 他の 摸 品な り 埃 及の コンミ ー 等 も あり 上 階 は繪畫 なり 日本 美術品 も 少し はあり 途中 ダル ノ ー 氏に 逢 

ふ ディリ ー、 ニュ ー スの 記者に て 日本 好な り 日本 浮 縦 其 他の 美術に 研究の 趣味 ありと いへ り レツ グは自 

分の 祖母の 姓 也と いへ り 大食 氏をォ ー ヂ トリウムに 訪ふ 不在 夜 近 街 を 歩し マンダリン、 インに 晩餐 入浴 

して 就寢 
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十月 七日 快晴 朝 九 時 八 田 氏來る ともに 市學務 課の 口！ リ ー 氏 を訪ふ 好箇 のお ゃぢ也 シカゴ 市 學校案 7 

火 正 五 年 


外遊 XH 誌 

內 一冊 及び 敎科 書目 錄を貰 ふ それより 諸處を 見物して ヒボド I- ムを 見、 和 蘭 料理店に 午餐 午後 佐 藤 大使 一行 ^ 

着 ブラック ス卜 I ン、 ホテルに 人る 階下に 大使 及び 水 町 少佐、 後藤 ー藏 (新 平 男 長男.)、 醫學 士長 尾 氏 等に 面 

會 三時より 自動車に て 公園 通り をな す ワシントン 像の 入口に ある ワシントン 公園より ジャクソン 公園、 それ 

より ガ ルフィ ー ルド、 フンボルト、 最後に リ ンカ ー ン 公園 等 いづれ も 立 木 あり 芝生 あり 花園 あり 池 ありて 廣濶に 

して 心地よ し 途中 市街の 概觀を 得たり ジャクソン、 リンカ ー ンのニ 公園 は ミシガン湖に 臨みて 眺望よ し ジ 

ャ クソン 公園 は シカゴ 博 覽會の 敷地たり し處 美術館 今殘 りて 博物館に 用 ひらる 夜に 入りて 歸宿 マンダリン、 

ホテルに 大食 氏 等に 逢 ふ 

十月 八日 快晴 午前 近 街 を 歩す 昨夜 緣 葉書 を 買へ る 店の 主人公に 逢 ふ 面白き 男 也 午後- 寬車 にて リンカ 

1 ン 公園に 遊ぶ 動物園 あり 煉瓦 造の 建物に 鐵柵を 廻らし 道 を 高く 作りて 四方より 見られ 得る やうに 作れり 寒 

き 國の獸 に は 瀧な ど を 落せり いづれ も 金の か、 る 事と 感す マング リン、 インに 晩餐 夜 八 田 氏來談 十二 日 

出發 -1 ュ ー ョ ー クへ 同行の 事 を 約す 長 谷川よりの 手紙 を 受取る 文部省 讀本 懸賞 募集の 事 を 知る 

十月 九日 快晴 風 あり 寒し 朝 近 街 を 歩し 正午 領事館に いたる 栗栖 領事 午餐の 約束 あれば なり 田 代 博士 

踵いで 至る ともに 大 學俱樂 部に 午餐 北西 大學 文科 長 ホル ゲ ー トも 同席 それより 同俱樂 部の 各室 を 巡覧す 

頂上 湖水 を 望みて 風景よ し 水泳 室、 運動 窒、 圖書室 等 頗る 完備せ り 終身 會員は 一時金 二 千 弗を納 むべ しとい 

ふに 至って は 其 規模の 大 知るべき なり 歸途田 代 氏 少時 來 りて 談話 ともに 近 街 を步し カフ H 店に 立 寄り 活動 寫 


« を 見， 夜 一 旗亭に 晚餐 トリ ビュ ー ン 記者た る 某來る 大 學俱樂 部の 規則 を 莨 ふ 

十月 十日 快晴 朝 松 本氏迎 へに 來る ともに電車にてシカゴ大學にゅきモールトン氏の敎場マクべスの講；^| 

を聽く それより 總長 ジャド ソン 氏に 面會 書記の 案內 にて 圖書 館、 研究室 等 を巡覽 學生 食堂に いたり 辨當を 

食 ひ 十二時 四十 五分まで 授業せ るグ ー ト 氏の 地理 敎室 にいたり 同氏の 地 圖等を 見る 松 本 氏、 上條 氏と 電車に て 

ストック、 ャ ー ドに ゆき ス ウイ フトの 屠殺場 を 見る 豚 牛 羊 等 一日に 數萬頭 を 屠る 光景 地獄の 如し リッピ ー の 

鐘 詰 製造 場まで 案內 せられて H レヴ H 1 タ ー を 下る それより 松 本、 上條ー 一氏に 別れて 一 日： ブラック スト ー ンに 

歸り カル ソ ー ト 街の 日本人 基督 敎會に 催せる 日本人 歡迎會 に 臨む き 者 三十 有餘名 栗栖 領事 亦 至る 近 藤、 水 

野、 松 本、 上條、 栗栖 等の 談話 あり 最後に 一 場の 談話 を 試み 十 一 時半 歸宿 シカゴ 大學の 一 覽 及び 時 問 表 等 を 

貰 ふ 此の 日 宿料 二十 四 弗 四十 仙 を拂ふ 內閣 交迭、 大 隈怕辭 任、 寺 内 伯 就任、 岡 田 良 平氏 文部大臣 となれ りと 

間く 

十月 十一 日 快晴 朝 マ ー シャ ルフィ ー ルドの デバ ー トメ ント、 ストア を 見物 ダ ツチ、 レストランに 午餐 

午後 日 布 時事 記者 不破 及び 領事館 書記 生 姉 齒氏來 る 

十月 十二 日 雨 午前 領事館に ゆき 吿別 敏齒 氏より 切符 を 受取り ダ ツチ、 レストランに 午餐 歸宿 午後 旅装 

を 整へ 五 時 ラッサ ル 停車場に 向 ふ 上條、 松 本 二 氏 送り 來る 五 時  一二 十分 發車 同行 八 田 氏 也 明朝 バッファ a 

1 着 を 夢み て 寝ぬ 終夜 雨聲 絶えす 


外遊 日 誌 

十月 十三 日 雨 七 時半 バッファ al 着 停車場の 食堂に て朝餐 汽車に て ナイ ャガラ に 向 ふ 一時間に して g 
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着 風雨 を 冒して ベルト ラインに 乘る 橘 側に て檢査 あり 對岸 カナダに て 英領 なれば なり 橋の 中途より ァメ 

リカ 及び 馬の くつの ニ大 瀑布 見 ゆ 壯觀 なり カナダ 領に 入れば いかめしき 英國 兵士 護衛す カナダ 側より 見れ 

ば 更に 偉觀 なり ゴ ー ト島 及び 姉妹 島の 眺も よし 一 停留 場に て 下車 ラフ ァ H ト、 ホテルに 午餐 瀑布の 眺望 

を恣 にす 三時 再び 上享 鐵道橋 を 右に 見て 急流 及び 大渦 卷を瞰 ながら 進む 途中 籠の 渡しの 如き 仕掛 ありて 對 

岸に 行く 工夫 をな せり 四方の 紅葉 眞に 錦の 中 を 行く 如し 一周して 再び 橋 を 渡れば アメリカ 領 なり 更に 低く 

川に 沿うて 進む 急流 及び 大渦卷 の壯觀 名狀し 難し 停車場に 着す る 頃 雨 やう やく 霽る 五 時の 汽車に て バッフ 

ァ 口，' に歸り 市中 を 散步し 時間 f5 しの 爲 活動 寫眞を 見 晩餐 夜 九 時の 急行 寢薹 車に 搭す 

十月 十四日 快晴 目覺 むれば 右に ハドソンの 河 を 見る 川に 沿うて 進み 七 時 五十 分 中央 停車場に 着 タキ シ 

I にて ブ ドウ H 1 角 第 九十 三 街の ホテル、 ァスロ ルプに 着 朝餐の 後日 本人 俱樂 部に いたり それより 地下 鐵 

道に てゥォ T ル、 ス トリ ー トの總 領事館 を訪ふ 家信 二通 及び 山 根、 坂 井、 大久保 等の 郵書 はがき あり 辭 して 

再. び 急行 地下 鐵道 にて 九十 六 街に いたり 歸宿 午後 八 田 氏と ともに 岡 田 博士 を マルセ ー ュ、 ホテルに 訪ふ 六 時 

岡 田 氏の 一族と ともに 日本 供樂 部に 牛肉 を 食 ふ 磯田、 德大寺 其の 他に 逢 ふ 夜半 八 田 氏 ワンチ H に 喰 はれたり 

とて 眠らす  • 

十月 十五 日 快晴 宿を變 へんとの E 的に てま づ 日本 俱樂部 にいたり 諸處を 歩して 後 岡 田 氏 を訪ひ マルセ ー ュ 


に 引越す ことに 決定 午後 二 時 荷物 一切 を 自動車に 乘 せて 引 移る 中 村 時 雄 氏に 逢 ふ 夜 近傍に 晩餐 斯波氏 今 

日 二 ュ ー ョ ー ク に歸れ りと いふ 

十月 十六 日 晴 朝 八 田 氏と ともに 斯波氏 を ベルク レ ー ル、 ホテルに 訪ひ ともに 五十 九 街まで 歩し 支那 料理店 

に 午餐 それより ブ 口 ー ドウ H 1 を 歩して スプリング 街邊 まで ゆき 森 村 組の 村 井 氏 を訪ふ 店內 各所 を 巡 覺し歸 

宿 夜 日本 俱樂 部に 天洋會 ありとの 事に て 同處に ゆく 

十月 十七 日 快晴 八 m 氏、 佐 藤氏と ともに ブ 1 ドウ H 1 第 四十 五 街に いたり タイ ムス、 スク H ァ ー のぺキ 

ンに 午餐 更に 南 公園に 遊ぶ 遙に 自由 像 を 見る 波浪 高く して 渡船に 適せす 水族館 を覽る 上. 下の 廻廊に 數 

多の タンク あり 大？ 农裟 なる 仕掛な り 地下 電車に て 佐 藤氏と ともに 歸宿 夜 七 時半より 高峰 讓吉氏 饗宴に P 1 ト 

ス、 クラブに 赴く 會者 二十 四 人 歸途は 高峰 氏、 岡 田 氏と 自動車 也 

十月 十八 日 快晴 八 田 氏と 宿所 を 求めん が爲に 日本 俱樂 部に ゆき それより 百 三十 五 街まで L に乘り 下田 氏 を 

訪ふ コゥ H ント 街の 一家に i 至 を 見ん が爲也 歸途 ハドソン 河畔の 所謂 リゲ ァ， - サイド、 ドライブの 邊を 歩す 

風光絶佳 なり グラントの 墓 あり 百 十六 街より 電車に て 九十 六 街に いたり 午餐 午後 八 田 氏 再び コゥ H ント街 

に ゆく 宿 を 取 極めん が爲也 月 極なら ねば 货 さすと て 空しく 歸宿 夜 ハン ガリ ヤン、 レストランに 晩餐の 後 

び 日本 俱樂 部に ゆき 明 間の 有無 を 聞き 近傍 を 尋ね 余 は 第 九十 一一 一 街 百 五十 四 Kirk  patl.idc の 家に、 八 S 氏 は 第 九 

十一 街 百 noss の 家に 入る ことに 決定す 大倉文 二 氏 一行 ホテルに 投宿 往 きて 談す 

大正 五 年 


外 遊 日 誌 

十月 十九 日 雨 風 あり ハン ガリ ヤン、 レストランに 午餐 午後 三時 自動車 を 雇 ひて 貸 に 引越す 諸 井、 m 
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坂 本、 文部省 及び 鋼 子へ 書 狀を認 む 夜 四十 三 街に いたり 一 旗亭に 晩餐 ヒボド U ムを兑 る 數百 人の 舞臺 面た 

だ脤 かなる に 驚く 觀客五 千 人 以上 を容 るべ しとい ふ 此の 日の 觀客 三千 四 五 百に 超えたり 

十月 二十日 快晴 朝 九 時 H キス プレスに 賴 みたる 荷物 到着 十 時 頃 八 田 氏來る ともに ヱ クイ タブ ル、 ビル 

、-テ イングの 高峰 氏 事務所 を訪ひ 先日 招待の 禮を 述べ 領事館 に ゆきて 轉居を しらせ 正金銀行 支店 にて 四十 磅を 引出 

し 中央 停車場の 食堂に て 午餐して 歸宿 夜 近 街 を 歩す 家信 あり みつ 子の 歌に 

一 年の 旅路 はるけ き 外國に すこやかに ませと 日毎い のりぬ 

留守宅より 五 級 棒 下賜の 辭令 九月 一 一十 日附 にて 有 之た る 由 通知 あり 

十月 二十 一日 快晴 朝 八 田 氏來る 午後 r 學生」 原稿 カリフ オル ニヤ だより を 草す 夜 八十 六 街に 晚餐 夜 

岡 田、 斯 波來談 シカゴの マリク ルガより 文部省へ 送るべき 書籍の 目録 を 郵送し 來り 可否 を 間 ふ よろしき に 付 

直ちに 日本へ 送るべき 旨 申 送る 諸 友へ 東す 田 所 文部 次官に 就任の 事 を 聞く 

十月 二十 二日 快晴 日曜日なる を 以て 午前 十 時 宿の 子ジ ョ ー ジを 伴な ひて 九十 六 街より 第 百 八十 街ブ a ンク 

ス 停車場まで 地下 鐵道 にて ゆき 動物園 公園 を 散歩す 林 あり 水 あり 滿目 黄葉して 秋晴 一一 一一 n はん 方な く 心地よ し 各 

種の 鳥獸 極めて 多し シカゴの 比に あらす それより 植物園の 方に 歩す 廣 きもの 也 園內 にて 八 田、 中 川、 平 

厨 氏 等に 逢 ひ 同道して かへ る 途中 園內の 料理店に 午餐 夜 八 田 氏 を 訪ひ近 街 を 歩して 晩餐 


十月 二十 三日 快晴 第三 十二 街の アップルトン 書店に いたる マ クル ー フ氏 シカゴに 出立 il 際な りとの 事に 

て 他 曰 を 約して 歸る 三十 三 街の 高架 鐵道 停車場 は 直ちに ギンベルの デパ， "トメ ント、 ストア 第一 階に 通す 觀 

覽の後 繪本類 種々 を購ひ 日本に 送らし む 關根 其の 他に はがき を 送る 夜 八 田 氏來る 

十月 二十四日 快晴 第一 一十三 街まで L にて ゆき ブ レ ン タノ 書店に いたり 冨山 房へ 送る ベ き 書籍 約 八十 九 弗 を 

購ひ 郵送せ レむ 午後-: ハ 時 より w 百 二十 三 街 ニニ 九 若松に 文部 j 省留 學生會 あり 岡 田、 斯 波及び 京都 大學 よりの 

大籐、 靑柳氏 等 も 臨席 總體 にて 二十 八餘 食後 種々 談話 あり 十一 時散會 

十月 二十 五日 曇 朝 八 田 氏來る 十 時 中央 公園 を 歩し 第五 十九 街に いたり 種 々の雜 誌を購 ひかへ る 晚 日本 

俱樂 部に ゆく 岡 田、 斯波氏 等 あり 山 根の 手紙 來る 中央 公園 は 溜池 あり 動物 圜 あり 林 池 ありて 頗る 濶し 栗鼠 

多く 出て 戯る 

十月 二十 六日 快晴 朝總 領事館に ゆき 領事 赤松 氏に 面會 それより 七十 七 街に いたり 午餐 中央 公^ を 歩し 

て 美術館 を觀る 埃 及 以下 各 時代の 遺物 多し 米國に 在る を 忘れし む 二階 繪畫窒 にも 佛蘭西 等の 名畫 も不歡 

セザ ンヌ、 モネ ー、 ヴ アン ダイク 等 あり 日本の 甲胄、 美術品 等 も あり 歸宿 すれば 日本語 讀本 原稿 五 卷六卷 到 

着， 夜 日本 俱樂 部に 行く  . 

十月 二十 七日 快晴 朝ス テツへ ルトに ゆき 獨 逸書 數 部を購 ふ 午後 讀本 訂正に 着手す 夜 日本 俱樂 部に ゆき 
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十月 二十 八日 快晴 讀 本五卷 訂正 午 八十 六 街に 午餐 午後 八 田 氏來る 八十 一 街に 晚餐 夜 日本 俱樂 部に つ」 
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ゆく 家信 あり 靑木" 內 山の はがき も 到着 

十月 二十 九日 快晴 暖 なり 午前 八 田、 斯波、 磯田 三 氏來る ともに ホテル 、アブ ソル ブに 午餐 サブに て 

ブルク リンの プロスペクト公園に 遊び 逍遙の 後 ブルク リン 博物館 を觀る 三階 及び 一階に 美術品 あり 二階 は 博 

物 標本なる を 以て 見す 繪畫に はサ. ル セントの 水 彩畫、 チソ ー の 宗敎畫 最も 目につく ルイ 二 ー の マドンナ あり 

第 一 階に 於け る 支那の 七寶 及び 玉 頗る 饒し ベ，" スに 日本 品 も不龄 五 時 同處を 出で 電車に て ブルク リン 橋 を 渡 

り シティ ー, ホ ー ルの前 を 通り て チヤ ンバ ー ス 街より サブに て 四十 三 街に いたり 電光の 夜景 を 見、 一 支那 料理店 

に晚餐 歸途 日本 俱樂 部に 立 寄る 

十月 三十日 微曇 暖 なり 朝散髮 正午 八 田 氏の 誕辰な りと て ホテル、 ボン タに 同氏の 饗 應に與 かる 午後 

七 時より 第五 十七 街 YMCA に 於て 天長節 祝賀 會 あり 日本人 會の催 也 赤松 領事、 佐 藤 大使の 祝 文 を 朗讀し 高 

松會 長の 發聲 にて 萬 歳 を 三唱す それより 第五 十九 街 ホテル、 サヴ オイに 於て 实會 あり 司會者 高見 氏、 赤松 領 

事、 高峰 博士、 家 永 博士、 余、 岡 田 博士、 稻垣 博士、 斯波 博士、 一宮 正金銀行 支店長の 順序に てスピ ー チを なし 

撮影 萬 歲を唱 ふ 音樂隊 宴會 中日 本の 越後 獅子、 六 段、 春雨 等の 曲 を 奏す 來會者 二百 人餘 盛會 なり 歸寓 

夜 一時 霧 深し 

十月 三十 I 日 晴 朝 讀本を 訂正す 午後 水 谷、 鎌 田、 八 田 氏 等來る 日本 俱樂 部に 晩餐 夜 九 時より 第 四十 


三街ホ テル、 ァ スト ルの 領事館 天長節 祝賀 會に 臨む 舞蹈 あり 十 一 時 立食の 後退 散 ニュ ー ョ ー ク 市長 も 臨席 

出席者 約 二百 名 

十一月 一日 快晴 朝 八 田 氏 を ペン シル ヴァ ニヤ 停車場に 送る 歸れば 稻垣氏 あり 同氏の 宿所 を 求む る爲に 

百 五十 七番 にいた る 幸に さ 室 あり それより アブ ソル プに 午餐 ともに 岡 田 氏 を訪ふ 岡 田、 斯波ニ 氏と とも 

に コロン ビヤ 大學 にいたり 圖書館 及び 敎場等 を觀、 工科 教授の ラル ク 氏に 逢 ふ 事務所に てー覽 一部 を 得て 去る 

水曜日に は 總長バ トラ ー 氏 出校せ すと いふ リヴァ ー サイド を 歩し 岡 田 氏の 寓に立 寄り 六 時より 日本 倶樂 部に 赴 

く 礎 田、 橋 本 二 氏の 爲に 天 洋 丸の 同 乘者途 別會を 開く 也 食後 雜談 十 時散會 

十一月 二日 快晴 讀 本の 訂正に 忙し 午 アブ ソル プ にて 稻垣 博士に 逢 ふ 夜稻垣 氏來る 八 田氏フ イラ デル . 

フィャ より の はがき 來る 

十一月 三日 快晴 今日は 立太子式の 行 は せらる、 日な りと 思お 讀本を 訂正 午 アブ ソル プに 午餐 晚稻垣 

氏、 八 田 氏來る 日本 倶樂 部に ゆく 斯波氏 等に 逢 ふ 八 田 氏 日本 俱樂 部に 轉宿 

十一月 四日 晴 朝 八 田 氏と ともに 正金銀行に ゆき 一宮 氏に 逢 ふ 金子 四十 磅 米貨 換算 百 九十 弗 十 仙 を 受取り 

サ ウス、 フ H リ ー 近傍 を 散策し 市街 電車に て かへ る 遲き事 牛歩の 如し 亦ー奇 とすべし 夜讀本 訂正 十一 時に 

至る 

十一月 五日 雨 讀本 訂正 午晚 ともに 八 田 氏と ともに 近傍に 食事す 夜 八 田 氏來談 九 時半 去る 南部 源 哉 一" 
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十一月 六日 快晴 讀本 訂正 八 田 氏來る 馬 淵 冷 佑より 信書 あり 梓の 手紙 を 封入し 來る 布哇增 田より 同 

斷 夜 日本 俱樂 部に ゆく 

十一月 七日 快晴 朝斯波 氏來る 八 田 氏と 三人 九十 一 街の ハン ガリ ヤンに 午餐 電車に てブ a 1 ドウ HI を 

ハウス トン 街まで 下り L にて 歸寓 今日 大統領選 擧日 なれば 市中の 景況 を 見ん が爲 なり 夜稻 垣、 八 田 二 氏と 斯 

波 氏 を 七十 七 街の ホテル、 ベルク レ ー ルに訪 ひ 歩して コロン バス、 サ ー クルに 至る 雜鬧 甚だし ファ ー ィ ー ス 

トに憩 ひ タイ ムス、 スク H ァ I に 至る 赤 光ヒュ ー ズの 勝利 を 示す もの、 如し 更に L にて ゥ ー ルゥォ ー スの塔 

附近に いたり 歸寓 

十一月 八日 快晴 選擧 結果 尙 不分明な り 八 田 氏と 百 二 街に 午餐 午後 讀本 訂正 七 時より 一宮 氏の 饗宴に 

赴く 岡 田、 稻垣、 八 田 氏の 外海 軍の 佐 伯、 日本銀行の 濱岡氏 等 あり 主客 十 人 夜 十一 時辭し 去る 厨 川の は 

が き あ り 

十一月 九日 快晴 終日 讀本 訂正 アブ ソル ブに 午餐 晩餐 はゥン テル、 デン、 リンデン 也 大統領 尙 未定 也 

十一月 十日 快晴 厨 川 辰 夫 氏來る ついで 稻垣 博士 も來る ともに ハン ガリ ヤンに 午餐 それより 地下 電車 

にて 森 村 組に いたり 村 井 氏に 面會 森 村 氏 事業に 就き 聞き 讀本 草稿 を 八十 三 街の 郵便局より 送出す 晚佛蘭 西 料 

理 店に 晩餐 月色 玲瓏 大統領 ウィルソンの 勝利 疑な きもの、 如し 


十一月 十一 日 午前 九 時寓を 出で L にて ペン シル ヴァ ニヤ 停車場に いたり 十 時 八 分發車 八 田 氏と ともに ヮシ 

ン トンに 向 ふ ボル チモ ー ァ 以後 沿道の 景色 入江 ありて 頗る 可な り 紅葉 もよ し 三時 二十 分 ワシントン 着 自 

動 車に て ホテル、 ニュ ー、 ウイラ ー ドに 人る 斯波氏 在り 夜 近 街 を 歩して 晩餐 

十一月 十二 日 雨 斯波、 八 田 二 氏と 外に 出で、 朝餐 步 して キヤ ピト ー ルを 見る 宏壯 なる 建物な り 案内 

者の 導く ま、 にセネ ー トの會 議場 及び 下院の 會 議場、 大統領 窒等を 巡覽す 大統領の 石像 及び 各 州の 著名なる 人 

の 石像、 歷史畫 など 皆 おもしろし ワシントンに 入りて 始めて 歷 史的 感想 を 動かし 來る 市街 幅廣 くして 並木 あ 

り 自動車 も 多から す 何とた く靜肅 にして 落 付よ き は 心地よ し 午後 降雨 頻 りなる を 以て ホテルに 雜談 六 時 頃 岡 

田 氏 一 行來^ 雨 霽れ たれば 斯波 氏と 一同 セント、 ゼ ー ムス の 料理店に 晩餐す 

十一月 十三 日 曇 岡 田 氏 一行と ともに 大使館に 至る ！.^ 街 マサ チュ セッッ 通りに 在り 外交官補 岩 手 氏在リ 

しばらくして 佐 藤 大使 亦 出勤 少時 談話の 後辭 して 歸途 白屋を 見る ベ ー ス 及び 第 一 階の 舞蹈 窒の 參觀を 許す a 

庭園 花 丹 あり 前面 は公圃 にて 風致よ し 共和 國の 大統領の 家と して 質素なる 却って 面白し オクシ デン タル、 ホ 

テルに 午餐 午後 一時 半 岩 手 氏來る 一行 十人ソ ー ル ジャ、 レ ー ルゥ HI 停車場より 電車に 乘 りて ヴ H ル ノン 山 

に 向 ふ 沿道 川 あり 入江 ありて 風 色 佳な り 秋 林 紅葉 亦 愛すべし 三時 ヴ H ル ノンに 着 ワシントンの 家 及び 墳 

墓 を 見る 家 は 質素 なれ ども 中. „<廣 し ワシントン 臨終の 窒を 始め 巡覽 其の 器物 等す ベて 舊 時の 愛玩 品なる こ 

と 例の 如し 屋 後の 庭園 傾斜に なり 居りて 入江 を 隔て、 メリ ー ランド を 望む 雄大なる 眺望な り しかも 何とた 

大正 五 年  . 
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く 和ら か 味 ある を覺ゅ 紅葉 を 蹈んで 墓に 詣づ 四時 半歸 りの 電車に て 五 時半 頃歸着 夜 オクシ デン タル、 ホテ 

ルに 晩餐 近 街 を 歩して 記念品 等 を購ふ 

十一月 十四 B 曇 風 寒し 朝 スウィング ルを コネチカット 街に 訪ふ 不在 歸寓 午餐の 後 再び 農 商務省に 訪 

ひ面會 午後 四時 半 同氏 ホテルに 來訪 伴な はれて コスモス 俱樂 部に ゆく 同 俱樂部 は 重に 學 者の 集會所 なりと 

いふ ワシントン 氏に も 逢 ふ 快活なる 老人な り 七 時  > -； 街の 大使館 晚餐會 に 赴く 岡 田 氏 一行 等と 與に 日本食 

の饗 あり 十一 時歸宿 

十一月 十五 日 曇 寒し 朝 田 中 長三郞 氏、 本 多幸 介 氏と ともに 來る 同行して W び スウィング ルを訪 ひ 種々 

談話の 後コ ス モ スに 午餐 を 饗せられ 本 多 氏と 別れ スウィング ル 及び 田 中 氏と コ ングレ ス， ライブラリ ー に ゆき 書 

庫に 入り 半 曰 を 費す 其の 規模の 大 なる 驚くべし 日本 文學 及び 語學 等に 關 する 力 ー ドを購 ふ 約束 をな す 四時 

半 再び コ ス モ ス俱樂 部に ゆく 夜 岡 田 淸三郞 氏來る 

十一月 十六 日 快晴 八 田 氏まづ アナポリスに 向って 去る 九 時 コル コ チャン 美術館に いたり 觀覽 午後 スミ 

ソニ ヤン、 インス チチュ .1 シ ヨン の 新 博物館 を 見 それより 書肆に 立 寄り 一 一三 種 を購ひ 四時 一 一十 七 分の 汽車に てボ 

ルチモ ー ァ にいた る 五 時 三十 一分より 自動車に て ホテル、 ベルべ デ ー ルに 入る 八 田 氏つ いで 到着 岡 田 氏 等 

一 行 も 間もなく 到着 

十一月 十七 日 晴 八 田 氏と ともに ジャクソン、 スクェア ー の 厨 川 氏 を訪ふ 同行して ジョン ス、 ホプキン ス 
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大學の 新 校舍を 見る 全く 未成 也 圖書館 も あまり 廣 からす グリ， -ン 氏の シ HI キス ピャの 講義 (ヘン リ ー 四 

3 を聽 くこと 一 時間 ー覺 一部 を 請 ひ 得て 歸途 レキシントン 街の 同名の ホテルに 午餐 再び 電車に てヮ シン ト 

ン 記念 塔 附近の ピ ー ボデ I 美術館に いたる ゥォ ー タ ー ス、 ガラリ ー は 閉館 中觀る こと を 得す 厨 川 氏 宿に 來り 

て談す 夜 近 街 を 歩して 晚餐 市街 は 至りて 靜謐 なり 

十一月 十八 日 晴 朝 厨 川 氏來る 電車に て ガウ チヤ ー のゥ ー マン、 カレ ー ヂに 至る 前 校長 ガウ チヤ ー の寓 

を訪 ひて 面會 同氏 余 等 を 引いて 同校 長に 紹介し それより 一女 生の 案內 にて 敎場、 運動場、 寄宿 舍を 見る 一 寄 

宿舍の ハイル ト 女史 大 得意に て案內 しそれ より 講堂、 圖書窒 等に も 案內す 皆 別箇の 建物 也 日本 女子大 學 校の 

如し 十二時 半辭 して 公国 を 散歩し 歸途 支那 料理店 北京に 午餐 四時の 汽車に て 余はフ イラ デルフィ ャに向 ひ 六 

時 着 ホテ ル、 ワルト ンに 入る 

十一月 十九 日 快晴 曉起 電話に. て 田 代 博士の 在 否 を；？ ひ 電車に て 三十 六 街 トレ ー シ ー の 同 博士 を訪ふ 十 

二 時 同氏の 饗應 にたりて 同所に 午餐 二 睁來訪 の 五斗、 杉 田、 松 波 其 他 二三の 留學 生と ともに フ HI ャモ ンド、 

パ— クを 逍遙し 二王門 附近 其 他に て 撮影 再び トレ， "シ ー に 歸り田 代 氏の 晚餐會 に 列席す 同行 諸氏の 外 畑 井 氏 

等 あり 食後 縱談十 時半 辭 して かへ る 五斗 氏 送りて 余が 宿に いたる 阿部 賁夫氏 ボル チモ ー ァ より 來れ るを以 

て 少時 談話 

十一月 二十日 快晴 田 代 氏來訪 十 時 宿 を 出で 、市街 を 歩し 獨立閣 、ビ ュステ ー & ッス、 力— ペンク ー、 ハ 
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卟逸 s 誌 

ゥ ス等を 觀覽す 獨立閣 は 獨立を 宣言せ る處、 ビュ ステ ー n ッ ス は米國 最初の 國旗を 作れる 處、 力 ー ベ ンタ ー、 

7 

ハウス は 第一 議會を 開き 米國 憲法 を 起草せ る 所、 米國 にと りて は いづれ も 建國に 由緒 ある 名所たり フランク リ 

ンの 墓所 も 附近に あり 歷 史的 趣味 多し シティ ー、 ホ ー ルの塔 頂に ある ペンの 像 も 面白し マ ー ケット 街の 繁華 

シカゴ， に 讓らす チャイルドに 午餐 二 時 宿 を 出で て 停車場に いたり  一二 時發車 五 時ニュ ー ョ ー クに着 アブ ソ 

ルプに 晩餐 夜稻 垣、 八 田、 斯波三 氏來訪 不在 中 各所よりの 信書 あり 青木、 廣瀨、 潮 田、 石 原、 八 波、 W 河 

等な り 光融館ょりロ譯御文^^十を送り來る 文部省より 十月 九日 附 にて r 歐米 各國に 於け る敎科 書の 調査 を囑托 

す」 の辭 令と ともに 金 一千 圓を 送り 來る 

十一月 二十 一日 快晴 朝 領事館に ゆき 赤松 氏に 面會 先日 招待 を 受け たれ ども 旅行 中不參 せし 禮を 述べ それ 

より ブラウン、 ブラ ザ ー ス にて チ H ツキ を 受取り 正金銀行 にて 現金に 引替へ 歸途ケ ン ネリ ー に 午餐 夜 八 時半よ 

り ワシントン、 スク H ァ ー のコメ ディ ー、 ハウスに ゆく 斯波、 八 田、 岡 田、 稻垣等 を 饗する 也 四 幕の 內 一幕 

は 武士道と いふ 外題に て 寺子屋 也 や、 滑稽に 近 けれども 松 王の みはよ し Joss6  Ruben とい ふ 佛人之 を 勤む 

十一 時半 歸宅 シ H 1 キス ピャ 懷中本 を購ふ 家信 あり 

十一月 二十 二日 快晴 朝 八 田、 稻垣ニ 氏來訪 午後 プレン タノに ゆき 書籍 十 數部を 購ひ尙 ブック、 ォブ、 ノ 

1 レツ ジを購 ひて 冨 a 房へ 途 らしむ 歸途 チャイルドに 午餐 晚近街 を 歩して 稻垣 氏に 立 寄る 

十一月 二十 三日 雨 八 田、 稻垣、 成？^ 三 氏來る 稻垣、 八 田 二 氏と ゥン テル、 デン、 リンデンに 午餐 風雨 


はげしき を 以て ジャパ 二， -ズ、 ガ ー デンの 活動 寫眞を 見る 富士山の 舞薹等 あり 装飾 幾分 か 日本 畫を用 ひたる の 

み 夜 日本 俱樂 部に 晩餐 坂 本、 かう子 等に 信す 

十一月 二十四日 晴 朝 八 田 氏と コ P ン ビヤ 大學に ゆき 敎授 H ルス キン を 等ぬ 授業中な り オフィスに 火曜 

日 面會の 由揭示 あり よりて 斷念 尙總長 バル トン 氏 を總長 室に 訪ふ これ も 火曜日 十二時に 來られ たしとの 事 

に 付 空しく 歸寓 午後 諸處へ はがき を 送る 郵便 今夜 \切 なれば 也 

十一月 二十 五日 快晴 午前 四十 一 街に いたり 市立 圖書 館に いたる 宏壯 なる 建物に て is 書 閱覽室 も 完備せ リ 

貸 出の 方法 も 簡易 也 巡囘 文庫 も 階下に 在り 閱覽室 は 三階 也 其 外に ス チア ー、 コレクション 等 ありて 半ば、 

展覽會 の 如し 設備 至れり とい ふべ し オッファ ー に 午餐 午後 七 時より 日本 俱樂 部に て新舊 領事の 途迎會 に 臨 

む 來會者 百數十 名盛會 なり 十 時半 退散 

十一月 二十 六日 快晴 稻垣 氏と ともに サブに て 中央 停車場に いたり ニュ ー へ ー ブン行 十 時の 汽車に 搭す 十 

一時 四十 五分 着 農科 助教授 堀 田 氏、 山川 總長 子息、 大島 文學士 等の 出迎を 受けて ホテル、 タフトに 入る 昨日 

H 1 ル、 プリン ス トンの フ ットボ ー ル ありし 爲 宿屋 空室な し 今 一 時間の 後に は 明 間出來 るべ しとい ふに より 荷 

物 を 預けて 宿 を 出で オレンジ 街の カンパ ー ランドに 午餐 それより 山川 氏の 寓 にいた る 唐澤、 栗 山 諸氏 あり 

一 同 散歩して ゥ H ブス タ ー の 舊宅を 見 其の 墓 を 弔 ひ HI ル大學 の 校庭 を 歩し 圖書館 を ー覽 して 歸る HI ル大學 

は 山川 總長、 田 尻 稻次郞 子、 中島カ造氏等の母校.^4り 

大正 五 年 
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, 外遊 《3 誌 

十一月 二十 七日 快晴 朝 H 1 ル大 學圖書 館に i たり 朝 河 氏 を 訪ひ圖 書 館 を 一覧す 日本 書 は 同氏の 宽集 せる 

ものに て 可な り あり それより 敎 授クセ ス氏 を訪ひ 中島 氏の 紹介 狀を 出し 明日 聽講 すべき 教授の 紹介 狀數通 を 得 

運動 館に いたる 水泳 場 ひろし トロ フィ ー の 室に 常 陸 山の 化粧 通し あり 去って グラヂ ユエ ー ト、 クラブに ゆ 

き 朝 河 氏 午餐の 饗 にあ ふ 大島氏 も 同席 それより 大島 氏と 共に ラッド 博士 を訪ふ 博士 不在 夫人 茶 を 饗せら 

る 少時 ありて 博士 歸宅 談話 一時間 餘の後 ギン 書店への 紹介 狀を得 歸途大 島 氏の 寓に立 寄り 晚大學 食堂に 晚食 

食堂 約 一千 人を容 るべ し 食品 も 頗る 可な り 一大 オルガン あり 

十一月 二十 八日 快晴 H 1 ル大學 に ゆき クック 氏の 敎場を 參觀す 十 時半より 十一 時半 ォ ー ルド、 イング リ 

ッ シ 練習な り それより 書肆に ゆき ェ ー ル 3^ 版 物 二 冊 を購ひ 十一 一時より ネット ル トン 氏の ラ ム の 講義 を聽く 卒 

業 前の 學生 也と いふ 敎授法 高等 學校 程度な り エルム 街の 一 旗亭に 午餐 二 時歸宿 直ちに 汽車に てニュ ー ョ 

1 クへ歸 る 大島、 山川、 栗 山 諸氏 送って 停車場に いたる 歸宿 すれば 池 永、^ 子、 渡 部、 靑木、 坂 井、 大川、 

芝 野 等の 信 あり アブ ソル プに 晚餐 

十一月 二十 九日 午前 晴 午後 雨 八十 六 街に 午餐 晚ゥン テル、 ヂン、 リンデンに 食事 八 時より 日本 俱樂 

部に 於て 俱樂部 ナイトの 催 あり 山 本 雄 次の 獨唱、 アルベル スの ピアノ 彈奏 及び 委員 總 出の 忠臣 藏 五段 目 等 あり 

十 一 時半 散會 

十一月 三十日 朝 雨 午後 霽 今日は 感謝祭に て 米國の 國祭ョ なり 八 田 氏と 高架に てサ ウス、 フ H リ， - にい 
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たり 再び サブに てグラ ンド、 セ ント ラルまで 上り 同所 食堂に てサ ンクス ギヴィ ングの 午餐 をした、 め 第 四十 四 街 

の リットル、 セァタ ー にいたり 浪費 者と いふ パントマイム を 見る 佛國 俳優な り 女優 最後に マルセ ー ュを 歌へ 

り 夜 ベルグ、 フ H ルドに 晩餐 歸途 日本 俱樂 部に 立 寄る 來る 七日 日本 會佐藤 大使 歡迎會 に 招待の 案 內狀來 る 

十二月 一日 晴 八 田 氏來る 午後 七十 七 街の 博物館 を覺る 自然 物 及び 人類 學的 博物館な り 一千 四百 年 を 

經過 せる 巨木の 木目 を 示せる も 面白し 動物 類例に よりて その 棲 所の 有様 を 加へ たる はよ し 地下室に メキシコ 

の舊墟 ミトラの 模造 建築 あり 休憩所たり 少憩して 歸る 歸途 書肆に 立 寄り 古本 二三 服 を購ふ 晚稻垣 氏 ポスト 

ン より 歸 りたり とて 訪問 八 田 氏と 三人に て アブ ソル プに 晩餐 歸途稻 垣 氏 寓に立 寄りて 明後日 イサカ 行の 事 を 

相談す  ， 

十二月 二日 快晴 書肆に 赴き 古書 を ひやかし  一二 を購 ひて かへ る 午後 カバン 箱 書 a,:: 來 たる 故 書物 を 詰 込む 

晚ァプ ソル プに 食事 歸途 日本 俱樂 部に て 新着の 日本 新聞 を讀む 大森金 五郎 氏 休職の 記事 あり 

十二月 三日 快晴 稻垣、 八 田 二 氏と 午前 九 時 十三 分發の 汽車に てフ H リ ー より イサカに 向 ふ 午後 四時 四十 

五分 同處着 札 幌大學 の 助敎授 にて 文部省 留學 生た る大 井上 氏 其 他 木 村、 山 下等 諸氏の 出迎を 受けて イサカ、 ホ 

テルに 投宿 斯波氏 バッファ 口，. 'より 來り てこ、 に 在り 

十二月 四日 曇 微雨 朝 八 時半 ニ臺の 自動車に 同乘 して 一行 八 名 イサカより 九哩 なる フリ ー ヴィル に 向 ふ 

同 處のレ パブリック、 ジ ニニ オル を 見ん が爲也 設立者 ジョ ー ン 氏折惡 しく 不在 夫人に 面會す 諸處に 小さき 
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外遊 日 誌 

建物 ありて 各 一 家 をな す 全 俊の 組織 一 共和 國の觀 をな し 大統領 あり 副大統領 あり 法廷 あり 監獄 あり 印刷所 あり 

パン 製造所 あり 十四 歳より 廿 一歳までの 兒童を 市民と 稱 する 也 今 稍ゃ衰 へたる が 如し 兒 童の 人數も 多から 

ざるが 如し 監獄 は鐵窓 ありい かめし きもの 也 寺院 も あり 說法 は备 派の 人來 ると いふ ジョ ー ンは 監督者と し 

て 何事に も干涉 せす 父と して あがめら ると いふ 十一 時辭 して コル ネル 大學に ゆく 校庭 廣く 眺望 佳な り カュ 

ガ 湖の 遠望 頗る 美し 大學 に附屬 する にステ ー トの 農科 大學を 以てす 文科に 關 する もの はァ ー ッ、 H ンド、 サ 

ィ H ンスの 科 あり 圖書 館、 博物館 等 を 一見す 圖書 館に は グリフィス 氏の 寄附した る 日本の 書籍 あり ー且宿 

にか へり 午後 一 一時 總長レ H ル マ ン氏 を訪ふ かって フィリッピ ン總督 たりし 人の 由に て 菊 池 男と 同じく ケ ンブリ 

ッ ヂに學 びし こと ありと いふ 談話 少時 ァ ー ッ、 H ンド、 サイ H ンス 科の 敎場 を視る 階下に 希臘 彫刻の 摸 品 

あり 大 學の藏 品と して は 完備せ りと いふべ し 四時 一旦 歸宿 少憩 五時ィ ー バッファ Bl 街の グリフィス 氏 を 

訪ふ 喜び 迎 へて 茶 を 饗し 種々 日本人の 舊事 を談す 年 七十 三 矍鑠 驚くべし 夜 七 時日 本人 在留 生の 會合 あり 

臨席 在留 生は總 計に て 九 人 內 一人 は 正 田と いふ 女子大 學 卒業生な りと いふ 正 田の み缺席 他 は 皆來訪 十 時 

五十 分 一同 停車場に いたる 余 等 は 新約 克 行の プルマンに 搭す 稻垣 氏の み獨り 留れり 天 霧れ て 月色 瑜 

十二月 五日 曉起 七 時 汽車 巳に ニュ I ョ ー クに 近し 々tl ぎ 顏を洗 ひて 車 を 下る 停車場に て朝餐 フ H リ ー 

を 渡り L にて 宿に 歸る 午後 渡英の 件に て 岡 田 氏 を訪ふ 不在 斯波氏 を訪ひ 談話 少頃 五 時 頃 歸來途 にて 岡 田 

氏に 逢 ひ 其め 寓 にいたり 茶菓の 饗應 にあ づ かる 岡 田 氏 は 二月 頃 渡英に 決せり とい ふ ゥン テル、 デン、 リンデ 
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ン に晚餐 

十二月 六日 快晴 午後 風 強し 斯波 氏、 八 田 氏と ともに L にて ブ a 1 ドウ H 1 第 九番の 汽船 會社 にいたり 正 

月 六日 出帆の セント、 ルイス 號 にて 渡英の 事に 決し 切符 を購 ひま づ手附 として 二十 五 弗 を拂ふ それより 郵船 會 

社に いたり 日本へ 發途 すべき 荷物の 事 を龜井 氏に 相談し 叉 三菱に て 池 永の 事 を 依頼し ギンベル にて 新 カバ ン 一 箇 

を購ふ 代價 十九 弗 也 歸途 書肆に てシ H 1 キス ピャ 全集 其 他を購 ひて 歸寓 晚斯波 氏 等と 晩餐 夜稻 垣、 八 田 

氏 等來る 石 撟尙寶 及び 內山壽 升の はがき あり 石橋の 詩に 曰く 

薄 遊 身老宦 途中 林 下 甘 成 白頭翁 隴樹梭 雲 魂易斷 鳩 車 竹馬 夢將空 誰 敷處世 希三樂 我 未 向 人 歎五窮 

呼 酒誦君 .® 和 句 陶然 一 醉臥墻 東 

十二月 七日 快晴 朝 指 物 星に 行き 日本へ 達 還すべき 荷物の 箱 を 跳へ 散髮 して かへ る 午後 稻垣 氏來り 十二 日 

以後 余が 宿に 轉 すべき こと を 約す 晚 コロン ビヤ 大學の 富 桝氏來 る 六 時より ジャパン、 ソ サイ テ ー の 佐 藤 大使 

歡迎會 に ホテル、 ァス トルに 臨む 會長 a ッセル 氏に ついで ラ ットガ ー、 カレ ー ヂの 校長 デマレ スト 氏、 パン ァ 

メリ カン、 ユニオンの バレット 氏 等の 演說 最後に 佐 藤 大使の 答辭 あり 司 會者は トムソン 氏な り 會者 五百餘 

名 十 時より 舞蹈に うつり 盛會 なり 十一 時歸寓 

十二月 八日 曇 夜 月明 朝 八 田、 稻垣ニ 氏と メ ー シ ー に 至り 種々 買物 をな す 後 附近の 街 を 歩して 歸る 夜 

斯波氏 等と 九十 六 街の チョップ、 スィに 晩餐 


外遊 日誌  . 

十二月 九日 雨 アブ ソル プに 午餐 午後 指 物 師箱を 描へ て 持歸る よりて 日本へ 送るべき 荷物 二 個 を 作る 

戲に 石橋 氏の 詩に 次 韻して 贈る 

議堂閑 坐 雪隱中 自嗤他 呼 做 老翁 三月 延髯塵 5% 滿 半 歲廢酒 元氣空 人情 時 或 障 肝 瘤 旅費 唯 僅 免 困窮 

遮 莫鹏程 六 萬 里 夢 魂 夜々 飛 日 東 

長 谷川に 信し 荷物の 事 を 依賴す 

十二月 十日 快晴 グランド、 セント ラルに いたり 時間表 を 得 午餐して かへ る 午後 八 田 氏來る ともに 八十 

六 街に 晩餐 歸途 日本 俱樂 部に 立 寄る 長 沼 氏、 跪 谷 氏 及び 海軍の 與倉 中佐と 談す 八 田 氏 ウイ スキ ー を 饗す 

久しぶりにて 杯 を 傾く 

十二月 十一 日 朝晴 午後 雪 ニュ ー ョ ー クは 雨な りしが 如し 午前 九 時半の 汽車に て グランド、 セント ラル 

より ボキ プシ ー に ゆく 十一 時 四十 分 着 市街 を 歩して 一 旗亭に 午餐 電車に てゥ アツ サ ー、 カレ— ヂに ゆき ミ 

ス、 フ アル ネス を訪ふ 同人の 紹介に て 種々 の 人に 逢 ひ 同人 及び 助手の 案內 にて まづ 本館の 食堂より 圖書 館、 美 

術 館、 寺院 を 見る 飛 雪紛々 として 來る 物理 實驗 室、 植物 學敎 室、 化 學實驗 室 等 を 歷覺す 化學室 最も 大 なり 

天文 學敎 室の 望遠鏡 も 頗る 大 なり こ、 にて 少憩 茶菓 を 饗せられ ヒル 氏と 談話 それより 廣き 校庭 を經て 寄宿 

舍を 見る 設備よ し 娱樂 館に は 劇場 も あり この 學校は 大山 夫人、 瓜 生 夫人 等の 出身 母校な りと いふ 今日 大 

山 公 薨去の 報 あり フ アル ネス 孃も その 事 を 語れり 五時辭 して 停車場に いたり 五 時 二十 六 分發車 車中に て晚 
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餐 七 時 二十 分歸る かう子 及び 坂 本よりの 書 あり 布.^ 讀本 稿本 落手の 由 諸井總 領事より 申來る 

十二月 十二 曰 雨 朝 九 時半 宿 を 出で、 グランド、 セン 卜 ラルより ボストンに 向. ふ 八田、 稻垣ニ氏^；！^らる 

十 時 三分 發車 汽車 中に て赤須 とい ふ 男に 逢 ふ 勞 働して 生活す る こと 巳に 十五 年な-りと 語る 細雨 霏々 車窓 を 

撲 ちて やます ボストンに 近づく 頃 雪と なる 南 停車場に 着せる は 四時 十分 直ちに H セックス、 ホテルに 投す 

窒は五 百 二十 七號也 近 街 を 歩し 晩餐 

十二月 十三 日 快晴 宿 を 出で サブに て ケンブ リツ ヂのハ ー ヴァ ー ド、 スク H ァ ー に 行き 大學 本部に いたる 

總長 外出の 由に て 書記の ハ ンネゥ H ル 氏に 逢 ひ 來意を 語り 同氏の 案內 にて コ： t  二 アル、 クラブに 行き 一 一週間 滞在 

の 事と す それより ワイ ドナ 書 館に いたり 館長 ク ー リツ ヂ 氏に 面會 適々 古辭 書の 展覽會 あり 尙大學 の 建 

物 を 見て 歸 途中 川 氏を訪 はんとす 途 にて 工科 大學 の淸水 氏に 逢 ひ 同氏と ともに 中 川 氏 を訪ふ 不在 名刺 を殘 

して 歸宿 午餐 後 宿 を 引拂ひ 自動車に て コロニアル、 クラブに 移る 四時 頃 中 川 氏 來り談 す 昨日の 夕刊に て獨 

帝 講和 を 宣告せ る 由の 記事 を 見る 今日の 新聞 論評 盛た り 

十二月 十四日 快晴 朝 地圖を 手に して 市中の 概觀 をな す ロング フ H  口 ー の 家、 ワシントン H ルム より コン 

モンス を經て 神學路 近邊を 逍遙す 市街 屈曲して 分りに くき 所 多 けれども 趣味に 富めり 樹木 多き もよ し 惜む 

らく は嚴冬 落葉の 候なる こと を 夏 蔭、 秋 葉大に 見るべき もの あらん 午後中 川 氏來る ともに 電車に て ポスト 

ンに ゆき ハ ンチ ング、 ァヴ H  二 ュ ー の 美術 博物館に いたる こ. -に 平野 女史、 富 田 氏、 木 下 氏 等 B 本部に 勤務せ 

大正 五 年 
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外遊 日 誌 

り 岡倉覺 一二 氏の 久しく 居りし 處 にて 日本 美術品の 直 集に 於て は 日本 以外 世界一と 稱す 日本に なき 珍品 も不數 ^ 

ことに 日本の 障子 を 廊下 に 張りつ め 日本の 座敷 又は 寺院の 建築に 造りた る 陳列 場 は 日本に も 無し 平野 女史と 語 

り 居る 中 ミス、 サゥャ ー とい ふ 女 尋ね 來り少 頃 去る 日本 浮世 縦の 陳列 最中たり しかば ざっと 一覧し ロッヂ 氏 等 

と 茶菓 を 喫し 五 時 閉館 後辭 しかへ る 只 誠藏の 芝居 本 多 かりし も 一興な り 岡 倉 氏の 像 前に 花 を 供へ 茶 を 薦めた 

る も 日本人の 志た るべ し 

十二月 十五 曰 雪 圖書 館に ゆき ク，" リツ ヂ敎授 に面會 大典 記念 卷物を 同圖書 館に 寄附す 同氏の 案內 によ 

り ブリッグ ス氏余 を 導いて 圖書 館の 各室 書庫 等 を 一覧せ， しむ 事務室に ハンネ ゥ H ル氏 を訪ふ 不在 午後 二 時 

半より ホルム ス敎授 の敎育 學の敎 場に いたる 文法 價値 論の 講義 最中な りし かば 一時間 聽講 それより 同氏の 敎 

室に いたり 叉 敎科書 陳列室に いたりて 種々 の 敎科書 を 閲覺す 飛 雪紛々 やます 歸途 積雪 膝に 到る 夜 文部省 留 

學生高 柳 (大學 )、 高 垣 (高 商)、 及び 移川 三 氏 来談 

十二月 十六 日 晴 。1 レンス ホ ー ルに 行き 教育 研究室に 入りて 敎科書 を 調査す 午餐 後コォ ペレ I シ ヨンの 

店に いたりて キット レツ ジ 氏の シェ ー キス ピャ を購ふ 歸寓後 國枝元 治 氏來訪 ついで 八 田 氏、 中 川 氏、 中 山 氏 

來る 八 田 氏 はニュ ー へ ー ブン より 着せる 也 國枝 氏に 晚餐を 饗す 同氏 談話 十 時 去る 今日 ミ ユン ス テル ベル 

ヒ 死亡せ りと 聞く  . 

十二月 十七 日 快晴 午後中 川、 八ョニ 氏と ともに サブに てパ ー クス トリ ー ト にいたり コン モンス 及び パブ リ 


ゾクガ ー デンを 横ぎ り 公立 圖書館 を觀る 壁畫 など 例の 如し 日曜日 なれ ども 來觀者 堂に 滿 てり それより 基督 

サイ H ンスの 本山 を觀 再び 美術館に いたり 埃 及 西洋 等の 部 を觀る 四時 同 館 を辭し ウス タ ー 街の 富士 館と いふ 日 

本 茶亭に ゆき 鯛のう しほ 牛肉 鍋 を 食 ふ 日本 商人 若 林 氏 夫妻に 逢 ふ 步 して トレ メ ント 街に いたり サブに て歸寓 

十二月 十八 日 快晴 朝 ブリッグ ス敎授 を訪ひ ヒル 氏の 事 を聽く 同氏に 日本の 総畫を 贈る 午 八 田 氏 來り食 

卓 を 共に す 午後 ボストンに ゆき ギン 商會 にいたり 文部省へ 送るべき 敎科書 數十部 を 註文す それより 市街 を 歩 

し歸途 八 田 氏 寓に立 寄る 生 源 寺 、高木 氏 等に 逢 ふ ともに カフ H 、テリ ャに 晩餐 諸氏 クラブに 來り談 す 

十二月 十九 日 喑 朝 ホル ムス 教授の 室に いたり 米 國敎育 界に關 する 質問 を 試む それより ラドクリフ 女子大 

學を觀 る 同學 校はハ ー ヴァ ー ド大學 教授の 授業す る 所 也 十二時 歸寓 午餐の 後 カツ スル、 スク H ァ ー の アブ 

ラ ハム、 リンカ ー ン小學 校 を 參觀す 校長 ラン ソム 快濶 なる 老人な り 佛 語敎授 頗る 可な り 四時 歸寓 晚ハ 1 

ヴァ ー ド、 スク H ァ —近傍まで 散歩 今日 布哇讀 本稿 本 到着す 

十二月 二十日 快晴 大學に ゆき ネルソン 教授の & マン チック、 ボ H ッの 講義 を聽く 午後 布 哇讀本 第五 卷前 

半 訂正 了 晚八田 氏來る ついで 移川、 高 島 等來談 十 時半 去る 日本 諸 友へ 年始 狀約百 五十 通 を 投函す 

十二月 二十 一日 曇 午後 微雨 高 橋、 大島. の 信 あり 朝 大學に ゆきべ ー 力 ー の英戲 曲の 講義 を聽く マ ー ル 

T の 評論な り 午後 讀本五 年後 半期 訂正 晚學長 ブリッグ 氏來訪 

士 一 月 二十 二日 終 曰 微雨 夜霧 風大に 起る 讀本第 六の 上半 を 訂正す 午後 八 田 氏來る 福 井 人に て 今. ゥ 

大正 五 年 
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外遊 日 誌 

スタ ー にある 横 川 氏 亦來訪 晚富士 館に て 日本 留學 生の 會 あり 招かれて 行く 來會者 二十 餘人 幹事 座席な き 有 

樣也 談話 十 時半 歸寓 

十二月 二十 三日 快晴 讀本第 六卷を 訂正す 午後中 川 氏 を訪ふ 夏目漱 石の 訃を 聞く 悼むべし 夜 八 田 氏 

來る ク ー リツ ヂに 記念品 をお くる 

十二月 二十四日 快晴 新閜窒 にて ラインハルトに 逢 ふ 姉 崎の 聽講 者たり し 由 讀 本の 原稿 數章を 草す 夜 

生 源 寺、 田 中二 氏、 八 田 氏と 來 りて クリスマス、 • イヴの 市中の 景況 を 見ん とい ふ よって 同行して。 ハ， I ク街 にい 

たり ジャパ 二 ー ズ、 ガ ー デ ンと いふ 料理店に；； たり それより 公園 の クリス マ ス、 ッリ ー を 見 叉 一力 フエ に 立 寄 

り 十 時半 歸寓 

十二月 二十 五日 晴 今日 クリスマス にて クラブの 午餐 晩餐に タ ー キ ー あり 午後 二 時 秦氏來 る ともに ミュ 

1 ゼ アム、 ド第十 番の石 川 春 水 氏 宅に いたる 日本 留學生 等 多 數來會 日本食の 饗應 ありた る 後 各自の 藝盡 

し 等 あり 夕景辭 しかへ る 

十二月 二十 六日 晴 八 田、 移川、 中 川 等來る 午後 八 田 氏と ホル ムス 助 敎授を ヒル サイド、 ァヴ H  ニュ ー に 

訪ひ 電車に て 美術館に いたり 富 田、 平野 氏に 逢 ひ 日本 美術品 を觀る 光琳、 雪 舟の 屏風 を はじめ 唐 朱の 名 畫約五 

千點 ありと いふ 尙 漆器、 陶器 等の 庫 を ー覽晚 景辭し 去る 夜 秦氏來 る 西 崎 氏の 赛應 によりて フラ ー 街の 一原. < 

缺字) 氏の 處 にいた る 平 岡、 橋 本、 笹川、 古川 夫婦 等 あり 十一 時散會 
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十二月 二十 七日 雨 午前 十 時 南ステ ー シ ヨンより 急行 汽車に てニュ 1 'ョ ー クへ歸 る 中 川、 中 西、 中 山、 生 

源 寺、 移川、 平 岡、 秦氏等 停車場に 送らる 四時 過 着 晚ゥン テル、 デン、 リンデンに 食事 井上 匿 四 郞氏來 米 

小會 ありとの 事に て 百 二十 三 街の 若松に いたる 幅 田 中將、 岡 田、 斯波、 山川、. 本 多 氏 等 あり 雜談夜 十一 時に 

いたる 

十二月 二十 八日 晴 午前 尙讀本 を 訂正す 午後 領事館に いたり 旅行 券の 裏書 を 求め それより 英 領事館に 行く 

時刻 遲 しとの 事故 再び 領事館に 引き か へ し 同 館より 直接 英領 事の 裏書 を 乞 ふこと に 依 賴し歸 途圖書 館に 立 寄り セ 

シル til ヅの事 を 研究 晚 四十 铕 の希臘 料理店に 食事 夜 日本 俱樂 部に 行きて 談す 

十二月 二十 九日 快晴 午前 讀本を 訂正し 校了 午後 第 八十 三 街の 郵便局に 行き 投函 靑 木の 信 あり 島津 「東 

亞之 光」 を 送り 來る 

十二月 三十日 快晴 朝 第二 十六 街 第五 大路の ベ ー 力— 及ぴテ ー ラ I 書店に ゆき II-mKh に 逢 ひ 文部省へ 送 本 

の 事 を談す それより 歩して 中央 停車場に いたり 午餐 東 第五 十九 街の 片桐 商店に 立 寄街鐵 にて 歸寓 夜 ァプソ 

ルプに 食事 

十二月 三十 一日 快晴 文部省、 西 河 等に 信す 午後 八 田 氏と 田 代 を マルセ ー ュ、 ホテルに 訪ふ 不在 斯波 

氏に 逢 ひと もに 岡 田 若夫婦の 病氣を 見舞 ふ 晚 日本 俱樂 部の 除夜 會に 臨む 蓄麥 あり 多くの 知友に 會す 十一 

時歸寓 


外遊 日誌 

外遊 日誌 (大正 六 年) 

一月 一日 微雪 領事館に ゆき 新年 拜賀 御眞 影の 前に 祝 酒 を擧ぐ 歸途 四十 二 街の 活動 冩眞を 見 午後 二 時よ 

り 日本 俱樂部 新年 會に 臨む 會者約 百 人  ， 

一月 二日 曇 家信 あり 布 哇寺田 氏より 歲事記 を 送り 來る 諸 友に 信す 九十 六 街に 午餐 領事館より 旅行 

券 裏書 を 送り 來る 八 田 氏より 煙草 入 寄贈 せらる 

一月 三日 雨 Apthorp に 午餐 斯波、 八 田 二 氏と 家 永 氏の 饗應 にて Brooklyn の 同氏 宅に ゆく  ew  York 

Shimpo へ 寄書 水 谷 氏の 依頼に 應 する 也 

一月 四日 晴 日本より 諸 友の 信 あり 百 十二 街の 郵便局に いたり 日記 其の 他 を 日本へ 投函す 富 树氏來 る 

ともに Cohimbia 大學に ゆき H.  Mathowss  Thm.lKlike の 敎授を 見る 一 旦歸宿 晚餐後 再び 同大 學 にいたり 同氏 

の 日本語の 級 を 見る 二 時 問 也 歸途富 桝氏來 り談じ 十二時に いたる 

一月 五日 雨 岡 田 氏 一族 吿 別の 意に て來訪 八 田 氏と lOqiiitabl つに ゆき 郵船 會 社に 荷物 賃を拂 ひ 三菱 會社、 

領事館 其の 他に 謝辭 をのべ calllh ョ Bniik に 英貨 を 得て 歸る 
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一月 六日 t 十一 時 セント J ノイスに 乘 込む 4 口 明朝まで 出靈 引 星 るを以 て 「f- ぎ 

又 Ml  I に ゆき 厨 r を 見、 名刺 を 印刷せ しめ 八 時 船に 歸る  き 

一月 七日 晴 七 時半 出帆 窘番號 二八 日本人 ま斯 波に 田 一一 ま i ？,、 

八 田 二 氏の 外 新 井 伊籐 一氏 あり 月光よ し 

一月 八 曰 晴 470 …き Lar 二。  04、  r 一一 •  S Jy、 

一月 九 曰 暴 ま-き ，-42。  21、 W  532、 感冒の 氣味 にて 早寢  - 

一月 十日 晴 similes  N4J。44、  W  4r ヽ 5 一；、 

一月 十一 日 曇 41S 】nilps  N  47C  21、 W ミ io  4  ix,  1^  .  ir 

.  一 ザ き 暖 なり 霧 多し 汽笛 を 吹く 

一月 十二 曰 晴 42J ミ il2  N  4y。  w  i さ。 37、 

一月 十三 日 曇 小雨 4J7, 一き N50。 さ、 WJ5。54、 海 荒し 

一 月 十四日 霰 降る 正午 go  2、 14。 さ、 f  . - -. 

广 I li  /C  ァ時頃 Llvel.p-sl に 着； fli- せ 

」 "五" 雪 壽 朝 蒙檢査 あり 十 i 上陸 午後 十二時 半 環に て  一 i き 停車場 

に 入る 山 羽、 高 橋 ニ氏迎 へらる I にて I ヒ f  I に 入る  停 5 

一月 十六 曰 曇 E にて f 一一  近傍の 雲署に ゆき？ S 出づ それより ぎこて 01  5, 

i にいたり 日本 俱樂 部に 午餐 夢 にて 領 毒に ゆき 山 崎 氏に 面會 一一 一井、 高 田 等 こ ゆく  .  -  - 

一月 十七 日 大使館に ゆき 雷 大使、 本 多參響等に面會 pf に 午餐 ー靈に て 撮影 g 

大正 六 年  , 


行に ゆき 金 を 受取り 21>.!tom  house にいた る 

一月 十八 日 曇 寫眞を 受取り poHcc  station にいた る 晚南條 氏の 饗 により Ha ョ pstil の 同氏 宅へ 赴く 

一月 十九 曰 曇 (Isn.ge  St. の 洋服屋、 Oxford  St. の 帽子屋より Slater に 午餐して 銀行へ ゆき 三菱 會 社へ 

立 寄る 

I 月 二十日 霧 多し South  Kensington  MUS21111 に ゆき wcytmillster  Abbey を 見 日本 俱樂 部に いたる 

益 田、 二見、 河瀨氏 等天洋 丸同乘 者の 饗應 にあ づ かる 也 

一月 二十 一日 曇 South  Kensingtoii  Musesu を 見る imperial  Hotel に 午餐 

一月 二十 二日 曇 National  (rllcry を 見る 半ば 閉鎖したり それより Htra-nd を 歩し St.  Rlnrs  cilth? 

dml にいたり 夜 大使館の 晩餐の 招待に 赴く 船 越少將 等に 逢 ふ 

一月 二十 三日 曇 Loice-stel-  8(1. の Macmillau 書肆に いたり 又 post  ofRce に ゆく 近 tes の 旗亭に 晚餐 

I 月 二十四日 曇 大使館に ゆき 謝禮 それより British  I\IUS21 ョ に ゆく 晚 Mollis に 午餐 八 田 氏 同行 

一 月 二十 五日 British  IVIgeu ョ の圖書 館に ゆき Mnl.ice 書肆に て 日本に 關 する 書 數部 を購ふ 4.G 

一月 二十 六日 Hig】l  St.  Kensingtsl の buffrt に 午餐 Whitdey に 買物 をな す 

一月 二十 七日 近傍に 午餐 歩して 日本人 會 にいたり Polytecl ョ ic の tniik の 活動 寫眞を 見る 

一月 二十 八日 曇 High  St. の buffet に 午餐 晚高橋 氏來る 


一月 二十 九日 曇 Bank に ゆき 金 を 受取り rplmcrston に 午餐 晚菊池 氏の 饗 によりて 同氏の 寓 にいた る 

一月 三十日 曇 斯波 氏と 佛國 領事館に ゆき 證明を 求む 

二月 I 曰 曇 今日より 獨艇跌 塁の 宜言 ある を 以て 佛國行 を 中止し 午後 1330klyn  】iotel に 引 移る 窒ー 〇 

斯波氏 同宿 也 八 田 氏 は Hampstead に 引越す 

二月 二日 曇 Paddington に ゆき 證明を 得 大使館に ゆき 本 多 氏と 談す Oxford  St. の Slater に 午餐 不在 中 

八 田 氏來る 

二月 三日 霧 曇 後晴 午後 斯波、 八 田 二 氏と Kew  Garden に 遊ぶ 閹內 廣潤溫 室の 花 美し 歸途 Oxford 

circu_s まで t.ul-e 日本人 會に ゆく 池 永 明日の 船に て來 着の 報 を 聞く 

二月 四日 雪 八 田 氏來る ともに 午餐 午後 池 永を迎 へんが 爲 Eiistou 停車場に いたる 今日 船 未着の 由に 

て 空しく 歸寓 歸途 High  Street の buffet に晚餐 

二月 五日 雪 後 霧 斯波 氏と 郵船 會 社に ゆき Philadelphia の 着 否 を钆す 今朝 着の 由 Hclljorn  Restaurant 

に 午餐 歸寓 午後 寺 西 氏より 今夜 着の 報 あり 八 田 氏來る ともに Euston  St. にいた る 九 時 四十 分 池 永 到着 

珍ら しく 月明 あり 

二月 六日 唷 Swiss  Cottage に 池 永を訪 ひと もに Bank まで 行き 郵船 會 社に いたる Simpson に 午餐 
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ILomlon  wridge 附近 を 歩し St.  .raurs  Cathedral に ゆき 再び 郵船に いたり Monument より 歸寓 領事館よ n 
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り 紀元節 賀宴の 招待 狀來る 

二月 七日 晴 午前 Wl,lllil5- に ゆく 今 日英 國議會 開院 式な り 近傍の 一 旗亭に 午餐 夜斯波 氏と 日本 

人會へ 行く 池 永 在り 

二月 八日 晴 criterion に 午餐 斯波氏 二 ュ. 'カツ ス ルに 旅行 午前 Leicester  s-l. より King-S  Cross に ゆ 

き 午後 斯波 氏の 荷物 を屆 ける 爲 再び 行く  . 

二月 九日 晴 八 田 氏來. る ついで 池 永、 針澤 氏と 來る ともに Charing  Cross にいたり Piccadilly の cor- 

ner Hcuse に 午餐 Globe の matinee を 見る 夜 喫煙室に て 西 人 等に 力 キモチ を 響す 

二月 十日 曇 ricgdilly に ゆき 午餐 臺灣 喫茶店に 立 寄り 歸寓 夜 八 田 氏來る 文部省 讀本を 訂正して 夜半 

にいた る かう子に 信す 

ろん どん を 霧 たちこめぬ 日 は あれ ど 子等 をお も ふの やむ 時 はなし 

二月 十一 日 曇 紀元節 祝日 也 生 稻に八 田 氏と 午餐 夜 七 時半より ト „1 カデ の 紀元節 祝賀 會に 臨席 澤田 

書記官. 送りて 寓 にいた る 

二月 十二 日 曇 午後 Piccadilly に ゆき James  Park より w-ckillgham 王宫 附近 を 歩し Victoria  Station 

より 歸る 

二月 十三 日 晴 十一 時 writish  Mlillm にいたり Walcr 氏に 逢 .A 尙管子 を借覺 して 讀み 途 Hnmpstcad 


の 八 田 氏 を 訪ひ池 永の 寓 にいた る ； B  &  K  Restaurant に 晩餐 渡邊 氏、 飯 田 (大佐) 氏 等來宿 

二月 十四日 晴 大使館に ゆく 本 多 氏の 饗 によりて 日本人 會 にいた る 平野 氏 等と 談話 歸寓 午前 Grafton 

G;1112.ios の Shakesjwan  Exhibition を 見る 十七 日の 案 內狀を 出す 

二月 十五 日 曇 ヒ ortel- の 日本 歴史 を讀み 文部省 讀本を 訂正 斯波氏 New  Castle より 歸寓 Victoria 近傍 

を 歩して 午餐 午後 池 永來る 

二月 十六 日 八 田 氏來る ともに Westminster にいたり 書肆 King にいたり 數部 を購ひ Strand を 歩し 

Philips にて 地圖 等を購 ひて 歸る Victoria  IVIaiL 二  on  Hous- に 午餐 

二月 十七 日 曇 池 永の ため 三 変 社員 及び 友人 等 其他斯 波、 八 田 兩氏を 生稻に 響す 主客 十七 人 也 夜 十一 時 

半歸寓 

日の 本 をお も ひこ そやれ 梅 さきて 鶯の聲 しきる 此の頃 

二月 十八 日 曇 八 田 氏來る ついで 森 田 氏 も來る ともに 日本 俱樂 部に ゆき 晩餐 文部省 讀本を 訂正す 

二月 十九 日 曇 .portpr の 日本 歷史 をー讀 午後 wank に ゆき 金 を 受取り 日本 俱樂 部に ゆき 晚餐 斯波氏 等 

と riiilhaniiony に Scott 南極 探險の 寫眞を 見る rortisg 說明 夜 十 一 時半 歸寓 

二月 二十日 雨 池 永來る ともに B2K1  St. に ゆき 撮影 Oxfnnl  St. を 歩して Park  St. に 午餐 大使館に 
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ゆく 本 多 氏より l-orter の 日本 歷史 原稿 を 受取る 讀本 原稿 を 外交文書 として 發途の 件 依頼す 
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外遊 日 誌 

二月 二十 I 日 曇 斯波氏 旅程に 上る B  K に 午餐 午後 梅 谷 氏 及び 八 田 氏來る 晚も B  1 ん に 晩餐  % 
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森 氏來談 l-orter の 日本 歷史 訂正 

二月 二十 二日 曇 三 菱 社員 一 同よりの 招待 狀來る 午前 書肆 Macni i 1 Ian  c? に ゆく 歸途 Hippcdr-  >ョ 

Z  igzag を 見る 七 時 ヒ k-cadmy の 探花樓 にて 三 菱 社員 の饗應 にあ づか る 十 時歸寓 

二月 二十 三日 八 田 氏來る chal.illg  Cross に ゆき Tciiipln まで 歩し 國王及 皇后の Finsbul.y  Circus へ 行幸 

啓の ト  1 簿を 見る 今日 Oriental  School の 開校式の 爲也 探 花樓に 午餐 日本 俱樂 部に ゆく 加 藤氏 在り とも 

に Haiiovcr  Sq.  20 の 日本人 會に ゆき 圖書を 見、 夜 森 氏と ともに 歸寓 

二月 二十四日 曇 朝 磯田 氏來る ともに 日本 俱樂 部に ゆき 午餐す 大使館より Porter の 續稿を 受領す 日 

本よりの 書信 久しぶりにて 來る 西 河 氏の 賀狀 なり アメリカ 經 由なる べし 夜斯波 氏歸る 

二月 二十 五日 曇 斯波氏 再び 出發 朝 池 永來る 午 後澤 田 書記官 及び 八 田 氏來る 夜 山 下 氏 等と riccadilly 

に 晩餐 

二月 二十 六日 快晴 石橋 及び 佐々 の書狀 到る ピ eicester  s(l. の Macmillan にいたり 書物 を 跳へ Piccad ョ y 

に 午餐 午後 S: び 行く  Cupid の Kiiiema を 見る 

二月 二十 七日 晴 rs.ter 怪我したり とて 今日の 會食 を斷り 来れる 旨 本 多 氏より 通知 あり Pkradilly の cri- 

terion に 午餐 IVIac さ illsl に 行く 夜 八 田 氏來る 石 原の 書 至る 池 永 旅程に 上る 


二月 二十 八日 晴 家信 あり Piccadilly より 歩して 日本 俱樂 部に ゆく 平野 氏の 饗 にあ づ かる 也 晚餐も 同 

處 にて 喫し 夜 十 時 頃歸宿 兒玉氏 等に 逢 ふ 

三月 一日 曇 人 浴 Te ョ pic まで ゆき ratel-llsster  Rd. に ゆく 敎科書 を 購ふ爲 也 Slater に 午餐 South 

K っミ iiigtoii に ゆき Lamlay  &  Co. に 書物 を 跳 ふ 寫眞の pl.oof 來る Porter 死去の 由 可 悼 Macmilkn より 

書物 到着 ■ 

三月 二日 暗 Mac ョ illan に ゆき 書籍 代金 S ハー を拂ふ それより 1 さ- ead 二 ly に 午餐 (cl.itel-ioll) 

三月 三日 晴 l^Tolbom にいたり rhambes を訪ふ 一 以太利 料理店に 午餐 歩して Strand に ゆき H;l- 

clK-tte 書肆に いたる 

三月 四日 八 田 氏來る Dover  St. に ゆき Lomlon  IVhiscum を 見ん とす 無し Hacliettc に 午餐 日本 メ 

會へ ゆく 夜 riccadilly に 食事 歸寓 

三月 五日 雨 日本 魂 論 を 草す 午 South  KViisiiigton の Illllsrial  Hotel に 食事 再び l^amlay  &  00. に ゆ 

く 

三月 六日 曇 日本 魂 論 を 草す B  IC に 午餐 

三月 七日 晴 風 あり rk-ilil 一 y の 支那 料理店に 午餐 八 田 氏と ともに 議會に ゆく 滿 M にて 入場 不可能 也 
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movies を 見、 生稻に ゆく 八 田 氏の 饗應也 Twentyiuau 及び Allen  二 氏に 逢 ふ  TO 
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外遊 日 誌 

三月 八日 晴 寒し 日本 魂 論 草稿 を 作る & K に 午餐 夜 大使館の 晩餐に 赴く 海軍の 人 多し 歸途月 % 
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明 あり 昨夜 斯波 氏歸る 

三月 九日 晴 午後 Japan  Society に ゆき 日本に 關 する 書籍 を 見 二三 部 を 借りて 歸る 

三月 十日 曇 Piccadilly に 午餐 夜 日本 倶樂 部の 陸軍 記念 曰に 赴く 會者 六十 餘人 大使 も來 る. 福引 あり 

女の 帽子 を 得たり 

三月 十一 日 雨 八 田 氏來る 斯波 氏の 部屋に て 大內氏 等と 談す 斯波氏 ゆ 九 時 グラス ゴ ー へ出發 晚八田 氏 

と High  St. に 夕食 

三月 十二 日 雨 小雪 South  Kensington の Lamlny  &  company に ゆき 書物 代金 ：5.5ヒ を 支拂ふ Imperial 

Hotel に 午餐 

三月 十三 日 雨 Oxford  Press に ゆき  一二の 書 を購ひ Charles  Taylor に 立 寄る Lamlay より 書物 來る 池 

永との 寫 眞出來 日本 魂 論脫稿 夜 二見 領事 來訪 友 田の 信 あり 山 口 小太郞 氏の 訃を 聞く 

三月 十四日 曇 眞 吾の はがき 來る pk-cadmy の 支那 料理店に 八 田 氏と 逢 ひ 日本 魂 41 を 同氏の 英語 教師に 一 

閲せ しむ それより Japan  Society に ゆき 書籍 を 返却して 歸る 

三月 十五 日 曇 伊藤 氏來る Holhom へ ゆき 歩して Leicestc-r  Sq. にいたり Thomas  Cook に ゆき 汽船の 

事 を 問 ひ Strand を 歩して 日本人 會へ ゆく  Army  &  Tvravy  stcre にて 書物 入 箱 二 箇を購 ふ 


三月 十六 日 曇 Bank に ゆき 金 を 受取り 25T.  Tnylor に 立 寄り 種々 の 書物 を 註文 Slater に 午餐 夜 pi(-c- 

adilly の Criterion に 食事 o シャ 革命の 報 あり 

三月 十七 日 快晴 Haspstead に ゆき 八 田 氏の 英語 敎師 Eal.k- 氏に 日本 魂 論の 訂正 を 乞 ひそれ より 八 田 氏と 

同道 Regent  Park  . の zoological  gardens に 遊び トツ テナ ムコ. 'ト に 午餐 日本人 會に ゆく 加 藤氏に あ ひ 同じ 

く 日本 魂 論に 就きて 同氏の 訂正 を 求む Ohar.  Taylor より 書物 到着  ， 

三月 十八 日 快晴 Hyde  Park を 歩す 流石に 春めきて 散歩 者 多し Victoria に 午餐 

三月 十九 日 唷 Criterion に 午餐 大使館に ゆき 澤田 氏に 逢 ひ 日本 魂 論の typing を 依頼し Porter の 日本 

歴史 を戾し 日本人 會に ゆき 十 一 時 頃歸寓 文部省より 何時 にても 歸 朝すべし との 電報 あり 

三月 二十日 驟雨 時々 Char.  Taylor に ゆき 書籍 代金 C. 10. 10 を拂ふ ITilmpstead に 八 田 氏 を訪ふ 不在 

日本人 會に ゆく 夜 十 時半 歸寓 かう子 及び 渡 部 氏に 信す riccadilly に 午餐 

三月 二十 一日 晴曇 不定 霰 あり Mark  rane に ゆき London  Tower を 見る 英國の 歷史を 想起せ しむ 

斬首 臺 、牢獄、 殘酷 おも ふに 堪 へたり 古代 甲胄の 蒐集 多 一し Great  Tower  St. に 午餐 歸寓 斯波 氏歸る 

三月 二十 二日 晴 午 雪 ふる 八 田 氏來る ともに Navy にいた る 船 越少將 に面會 特別 船に 搭乘の 便宜 あ 

るべ しと 聞く 喜 甚だし S8tt に 午餐 近傍 を 歩して 歸寓 夜 日本人 會に ゆく 池 永より 明日 歸 倫すべし との 

報 あり 

大正 六 年  . 
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外遊 tH  , 誌 

三月 二十 三日 晴 雪 ふる 午後 三時 頃 池 永 着 少時 談話の 後日 本人 會に ゆく 稻垣少 將と歸 朝の 事 を 約す 

三月 二十四日 快晴 大使館に ゆき 本 多、 澤田、 渡邊氏 等に 面會 澤田 氏より typewriter にう つした る 日本 

魂 論 を 受取る . 一時 Piccadilly に武 藤氏 及 池 永と 午餐 池 永と 八 田 氏 を訪ふ 不在 夜斯 波、 池 永と B  &  K 

に 食事 

三月 二十 五 曰 晴 池 永 マン チ H スタ ー に 向って 去る 午後 八 田 氏來る 斯波 氏の 怫國行 を 見送りて Water- 

loo St. にいたり 歸途 clm.illg.  Cross に 食事 歸寓 The  111 ミ tl.iolls  rl-inco を讀む 

三月 二十 六日 晴 雪 霰 時々 來る 午後 八 田 氏 を Hamstgd に訪ふ は； -cdekcr を 借る 爲也 Regent  St. の 

中國樓 に晚餐 

三月 二十 七日 風 寒し 十二時 ウィン ゾルに 行き ィ ー トン College を 巡 覽し後 ウィン ゾル 城の 外部 を 觀覽し 

l-ark にいた る 景致 よろし 文部省より 讀本 一二、 四の 原稿 到着. 靑木、 西 河の. 書 到る 

三月 二十 八日 晴 銀行に ゆき 金 を 受取り FinsUiry  Circ きを 歩し 日本人 會に ゆき 四時 半より Japan  Society 

にて 日本 魂 論 を讀む 聽衆約 百 名 種々 の 人に あ ふ それより 再び 日本人 會に ゆき 晚餐 夜 山 下の { 至に 談す か 

う 子の 書 到る 

三月 二十 九日 晴 Dover  St. より Japan  Society に ゆき 入 會金を 支拂ひ 書籍 を 返し Oxford  St. の Flilil お 

に 午餐 Times 社の 賣 店に ゆき 書籍 を購ふ 杉 浦の. 書いた る 杉 浦に 返 東 夜 高 田 商會の (原文 缺字) 氏來談 


一一 一月 一二 十日 快晴 GlitcrK-l に稻 垣少將 訪問 それより clibi に ゆき 書物 を 5  rl-tnpolis 

station に ゆき 明 曰 エヂ ン バラへ ゆ 4 届け Kuifi にて 切符 臭 求めて 歸る Tif  pn より 諸處 へ 

の 紹介 狀來る  . 

三月 三十 一日 雪 朝 King. ビ cri ょリ 急行列車 にて Edinburgh に 向 ふ York,  New  cle 等 を 通りて 夜 

七 時半 着 station  Hotel に 投宿 

榮ぇ ゆく 家の しるしと 君が 鬥神 さびた てる 一 一本の 杉 (杉 浦 父母の 祝賀の 爲也) 

四月 一日 快晴 警察に いたり 届出で Princess  St. より Glory  St. 等 を 歩し 歸宿 午餐の 後 Calton  Hill よ 

り Ilolyl.ood  Palace を 見る 感慨 多し 子供 等に ゑ はがき を 認.. i 

四月 二日 晴 風 塞し 午前 Castle を 見物 大學に 至り 總長 Ewing. 氏に 面會 ついで Gricrsu 敎 授を訪 

ひ談 する こと 一 時間ば かり 午後 再び 大學に ゆき 圖書館 を 見る 古文書 等 多し. Thin 書肆に いたり 書物 數部を 

購ふ ^  2\G 夜 雪 ふる 

四月 三日 雪 雪 を 冒して 汽車 Glasgow にいたり 大學を 見 公園 を 歩して CP 【ぎ dral にいたり St.  Vincent  St. 

の 書肆に 立 寄り 四時の 汽車. にて. Edinburgh に歸り N.B.  Station  Hotel に 晩餐 夜 十 時め 寢臺 列車に で歸 倫.. 

四月 四 曰 晴. 八 田 氏來る BetK, に 午餐 汽車に て Rich ョ ondrark に ゆく  Putney まで バス それよ 

り 再び バスに て 日本人 會へ ゆく  -  g 
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三月 二十 三日 晴 雪 ふる 午後 三時 頃 池 永 着 少時 談話の 後日 本人 會に ゆく 稻垣少 將と歸 朝の 事 を 約す 

三月 二十四日 快晴 大使館に ゆき 本 多、 澤田、 渡邊氏 等に 面 會澤田 氏より typewriter にう つした る 日本 

魂 論 を 受取る 一時 Piccadilly に武 藤氏 及 池 永と 午餐 池 永と 八 田 氏 を訪ふ 不在 夜斯 波、 池 永と W  &  K 

に 食事 

三月 二十 五日 晴 池 永 マン チ H スタ ー に 向って 去る 午後 八 田 氏來る 斯波 氏の 怫國行 を見途 りて Water- 

loo St. にいたり 歸 へ；^. 一  clm-ing に rgs に 食事 歸寓 The  ills-trios  Prmcc を讀 t 

三月 二十 六日 晴 雪 霰 時々 來る 午後 八 田 氏 を Hamstead に訪ふ Baedeker を 借る 爲也 Regent  St. の 

中 國樓に 晩餐 

三月 二十 七日 風 寒し 十二時 ウィン ゾルに 行き ィ ー トン ccllege を 巡 覺し後 ウィン ゾル 城の 外部 を 觀覽し 

ヒ ark にいた， る 景致 よろし 文部省より 讀本 三、 四の 原稿 到着 青木、 西 河の. 書 到る 

三月 二十 八日 晴 銀行に ゆき 金 を 受取り Figulrycirc きを 步し 日本人 會に ゆき 四時 半より Jail  Society 

にて 日本 魂 論 を讀む 聽衆約 百 名 種々 の 人に あ ふ それより 再び 日本人 會に ゆき 晚餐 夜 山 下の 窒に談 す 力 

う 子の 書 到る 

三月 二十 九日 晴 Dover  St. より Japan  Society に ゆき 入 會金を 支拂ひ 書籍 を 返し Oxford  St. の Flllmi=g 

に 午餐 Times 社の 賣 店に ゆき 書籍 を購ふ 杉 浦の 書いた る 杉 浦に 返 東 夜 高 田 商會の (原文 缺字) 氏來談 
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三月 三十日 快晴 Glocester  K-1. に稻 垣少將 訪問 それより Chambers に ゆき 書物 を 跳へ raddillgtoll  police 

station に ゆき 明日 エヂ ンバ ラ へ ゆく ヒ 3 届け llussel  Square にて 切符 を 買 求めて 歸る T  一 ventyman より 諸處へ 

の 紹介 狀來る 

三月 三十 一日 雪 朝 King メ S  Cross より 急行列車 にて Edinburgh に 向 ふ York,  New  Castle 等 を 通りて 夜 

七 時半 着 station  nc£ に 投宿  , 

榮ぇ ゆく 家の しるしと 君が 鬥祌 さびた てる 二 本の 杉 (杉 浦 父母の 祝賀の 爲也) 

四月 一日 快晴 警察に いたり 届出で Princess  St. より Glory  St. 等 を 步し歸 宿 午餐の 後 Calton  Ilill よ 

り llolyrood  rplace を 見る 感慨 多し 子供 等に ゑ はがき を認む 

四月 二日 晴 風 塞し 午前 Castle を 見物 大學に 至り 總長 Ewing 氏に 面會 ついで Griioll 敎 授を訪 

ひ談 する こと 一 時間ば かり 午後 再び 大學に ゆき 圖書館 を 見る 古文書 等 多し. Thin 書肆に いたり 書物 數部を 

購ふ se わ j.G 夜 雪 ふる 

四月 三日 雪 雪 を 冒して 汽車 Glasgow にいたり 大學を 見 公園 を 歩して Cathedral にいたり St.  Vincent  St. 

の 書肆に 立 寄れ 四時の 汽車： にて. Edinburgh に歸り N.  Ir  Station  Hotel に晚餐 夜 十 時の 寢臺 列車に て歸倫 

四月め 日 晴八田 氏來る 13  &  K. に 午餐 汽車に て Kichmcnd  Park に ゆく  ； Putney まで バス それよ 

り 再び バスに て 日本人 會へ ゆく  .  M 
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四月 五日 晴 Leicester  Square に ゆき 書肆 を ひやかし 數部 を購ふ 加 藤氏に 逢ひづ icsulmy にて 午餐 再 ^ 

び 書肆に いたり 歸寓 長 谷川、 芝 野の 信 あり 森 氏 來り談 す 

四月 六日 晴 朝 人 浴 製 鐵所參 事 小川 藏次郞 氏來る 夜 日本人 會へ ゆく  crsvll る 11 より 十日に 招待した き 

旨 申來る Chambers より 書物 着 

四月 七日 晴 森 氏 等 同宿の 人 六 名 及び 跪 谷 氏米國 船に て 出 發 送りて Euston  St, に ゆき Bank に ゆく 休 

業な る を 以 て 空 しく 歸宿 午後 一 時 加 藤氏 の饗 によりて Nptioml  Liberal  Club にいた る 

陽炎 や 千. 尺 高き 記念 塔 (Jsinlml.glo 

四月 八日 暴 近傍 を 歩し 午後 日本人 會 にいた る 三 好 氏の 饗 によりて 都亭 にいたり 鰻 を 食 ふ 

四月 九日 晴 靈時々 來る 八 田 氏來る ともに Victoria  St. にいたり charing  Cross を 歩し 日本人き にい 

たる 三 好、 井上 氏と Piccadilly に晚餐 植村 少佐と 出 發の事 を 相談す 

四月 十日 晴 霰 植村 少佐と ； Roynl  Palace  Hotel に 稻垣少 將を訪 ひ Bank に ゆき 領事館に 旅券の 裏書 を 

求め 郵船 會 社に 荷物の 事 を 問 ひ露國 領事館に ゆき Harm  St. に 土 產物を 整 ふ Horse  Shoe  Kostaurant. に 午餐 

四月 十一 日 晴雨 不定 Crewdson の饗應 によりて Oriental  Club  (Irauovcr  £ に ゆき 歸途 買物 をな しト 

ランク 一 箇を購 ひて 歸る 晚 Piccadilly に 食事 

四月 十二 日 晴 Stratford に 行かん として raddillgt-on にいた る 八 田 氏 來らす よりて 八 田 氏の 寓に ゆく 


不在 行 違に なりし なり それより Htraml に 出で 買物 をな し Lyon に 午餐 歸寓 Karlc より 詩集 を 贈らる 池 

永來る 晚七 時半より 日本人 會 委員 會 にて 晩餐 を 饗せられ 八 時半より 昔噺 について 講演 十 時半 歸寓 

四月 十三 日 晴 九 時 police  station に ゆき Oxford 行 を 届出 racklillgtsl より str;ltford-ou-AV§ に ゆき 

sllakespsrc  】Iotel に 午餐 諸處を 見物 slKlkespeal.e  Ilousc にいたり ニ時廿 五分の 汽車に て晚景 Oxford 着 

】{andolpll  Hotel に投す 

四月 十四日 午前 晴 午後 雨 雨 を 冒して 諸處の College を 見 Magdalrn の wan.ell 氏 を訪ひ Uiiivcr.sity 

及び rlliwrsity  Gallery を 見物し 四時 十五 分の 汽車に て歸倫 l-i つ cadilly に晚 食して かへ る 

四月 十五 日 快晴 生稻に ゆき 八 田 氏し-午餐 を俱 にす 午後 四時 池 永來る ともに Victoria  St. 前の Jtalian 

J{estallra  =  t に晚食 それより 日本人 會に ゆく 

四月 十六 日 晴雨 不定 市 川 氏來り kiiife を 持來る South  K. に 菊 池 氏 を 見舞 ひ 三菱 社に いたり 龜山 氏に 面 

會 三時 半 Oriental  School,  Lolldsl  Institute を訪 ひ歸寓 晚加 藤氏と Piccadilly に 食事 

四月 十七 日 啧 八 田 氏來る ともに City に ゆき 三 井へ 暇 乞に ゆき 1 ノ  ihiierstoii に 午餐 日本人 會へ ゆき 

Sdfridge へ ゆき 買物 をな し 再び 日本人 會に ゆく 大內 氏に 面會す 此日 Meutless  l)；ly 

四月 十八 日 雨 小川 氏來る Crit つ risl に 午餐 A liUlo  (> 二 >luff を 見る 夕方 今 村 氏、 辻 氏來る 夜 小學讀 

本 を 訂正す 家信 あり 穗積 平壌へ 赴任の 由 申來る  S 
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四月 十九 曰 曇 Cambridge へ 赴かん として Liverpool  St. にいた る 時間 後れて 間に合 はす 歸 宿す 午後 

荷物 を 整理 晚 日本人 會に ゆき 諸氏に 別 を吿ぐ 

四月 二十日 晴 ITa ョ pstcad に 八 田 氏 を訪ふ 梅 谷 氏 在り Liverpool Ht. に ゆき Bank にて 金 を 引出し 

ralscrston に 午餐 日本人 會に ゆき 三 好、 八 田 二 氏と： Piccadilly に 食事 大使館 及び 船 越 氏を訪 ひて 暇 乞す, 

四月 二十 一日 晴 八 田 氏來る South  Kensington に 午餐 午後 五 時 Paddington  police  station に ゆき 六 

時日 本人 會 にいたり 一 行と 晚餐 を倶 にし 九 時 st.I-ancras より 汽車に 搭す 稻垣、 植村、 小川、 江 口、 水 野 諸氏 

なり 

四月 二十 二日 晴 朝 Dundee,  Montrose を 過ぎて 十二時 二十 分 Aberdeen 着 Palace  Hotel に 午餐 歩し. 

て Vulture 號に乘 込む 船床 ニー  號 同室 小川 氏 船中 备國の 人 あり 露西亞 捕虜の 脫 走者 多し 

四月 二十 三日 曇 五 時半 出帆 海上 風波 穩 なり 驅逐 艦ニ隻 左右 を 護り て 進む 快 甚だし 午後 八 時半 頃獨 

逸 潜航艇 あら はれたり とて 船 俄に 方向 を 轉じ驅 逐艦搜 索 を始む 人 をして 寒心せ しむ 九 時 例の 如く 進行 夜半 

一 時 過ぎ 船べ ルゲ ン灣に 入る 

四月 二十四日 晴 曉起 雨 甚だし 八 時 ベルゲンに 上陸 雨 を 冒して 停車場に いたり 九 時 十五 分の 汽車に 搭 

す 切符 賣切 にて 一同 三等 汽車に のる 食堂車に て 食事 ニ囘 午後 十 時半 クリス チヤ- 1 ャ着 宿屋 缺乏 Hotel 

National の 一 窒に六 人 同宿す 
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四月 二十 五日 晴 ITOterleBoulvard に 朝め し 市 铕 を 歩し 王宫 前の 廣 場、. 大學 等に いたる 午後 四時 四十 

分の 汽車に て出發 國 境稅關 の檢査 無し 乘替 一度 蒸氣 通りて 車室內 非常に 熱し 

四月 二十 六日 晴 朝 七 時 四十 五分 ストックホルム 着 梅 崎、 渡逢兩 少佐、 永 田 大尉 等 あり colltillsual 

Hotel に 入る (二 一 一) 人 浴 快甚し 晝餐後 公使館に いたり 歸途 買物 をな す 九 時 過就寢 

四月 二十 七日 晴 十一 時より 王宫、 議事堂 附近 を 歩し Muinlm を 見 Kastcuhof 1,1 午餐 -lepal.tm さ t  store 

を 見物して 歸宿 七 時 公使館の 饗宴に 赴く 縱談十 時 過歸る 

四月 二十 八日 快晴 午前 十一 時 頃 梅 崎 少佐 來る ともに Sccnscn に ゆき 見物 午後 四時 歸寓 午後 六 時 三 

十七 分の 汽車に て出發 内 田 公使 停車場に 送られ ウイ スキ， "一 びん を 贈らる 夜 九 時 途中の ー驛 にて 汽車 を 下り 

て 食事 入齒 折る 

四月 二十 九日 快晴 汽車 雪白の 廣 野中 を 走る 景色 千里 一律にて 變化 なし 食堂車に て 食事 車 外寒氣 酷し 

明朝 國境 Haparanda に 着すべし とい ふ 

四月 三十日 快晴 朝 七 時 ハパランダ 着 Damn より 橇 にて トル ネオ 着 撿査 あり 十二時 午餐 四時 汽車 發 

食事 は 列車 中 車 外の 風景 瑞 典と 大差な し 平野 ー曆 多く 丘陵 少し 

五月 一日 快晴 passport を撿査 する こと 數囘 Finland 國 境べ ロト n ヴォ にて 九 時 頃檢亮 あり 十一 時べ 

トロ グラ ー ド着 Hotel de  France に 入る (室 九 〇) 石 坂 少將、 高 柳 大佐、 橋 本 大尉 等迎 へらる この 日 
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demonstration 

五月 二日 快晴 露曆 四月 十九 日 山 脇、 橋 本 二 大尉 來り 種々 世話 をな す 午餐の 後 歩して 大使館に いたり. 歸 

途 大通りに 出で て 買物 をな す 晚ー 浴就寢 石 坂少將 より ウォッカ を 贈らる 

五月 三日 晴 小雪 山 脇 氏來る Alcxamlcr  II の 復活 寺院 及び 同 三世 記念 博物館 # を 見物 勸 工場 賫 店よ 

り kafc に 入り 電車に て 石 坂 少將の 饗宴に 赴く 夜 十 時歸寓 レ ー ニンに 對 する 運動な りと て 市中 騷擾 甚だし 

五月 四日 快晴 朝 KUHCif 來訪 一同 冬の 宮 及び 博物館 を 見る 二 時 午餐 晚 大使館の 饗宴に 赴く 歸途ネ 

ブス キ ー を 歩して 歸る 月色 佳な り 日中の demonstration 夜に 入りて 止む p;  一  sspol.t 裏書 來る 

五月 五日 快晴 H リセ フ弟 と共に 來る 人類 博物館に いたり 一巡 館長に 面 會目錄 を 贈らる rivatc にて 

午餐 を 饗せられ Itluika 寺院 を 見、 中央 電信局に いたり 打電 夕 一 行に て 石 坂、 高 柳、 撟本、 山 脇 四 氏 を ホテル 

の 隣なる 一 旗亭に 招請 晚餐會 を 開く 今 井 氏來訪 

五月 六日 快晴 稻 垣少將 誕生日 江 口、 曳野ニ 氏 郵便 列車に て歸 東の 途に 上る 今 井 時 郞來る 正午 稻 垣の 

爲に 祝杯 を擧ぐ 午後 三時 今 井 再び 來る 河岸より 公園 を 歩し 赤十字社に 立 寄り 今 井の 寓に 晩餐の 饗 にあ づ かる 

石 川、. 福 田 等 あり 夜雨 ふる 

五月七日 微雪 後晴 朝 H リセ フ來る 銀行に いたり 金 を 引出し 馬車に て Petrograd 大學 にいたり 東洋 硏 

究所 を見ァ レキセ フ氏 にあ ふ それより ソ H  P フ にて 午餐 を 共に し 買物 をた して かへ る 午後 六 時半 エリセ フ再 
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び來る メジ ウエット (熊) に 晩餐 それより 同人 宅に 赴く ァレキ セフ、 プ レ卜ナ ー 等 あり サッパ ー の後歸 

る 

五月 八日 晴 朝 荷物 を 取 片付く 今 井 氏來る 午後 七 時 五十 分の 汽車に て出發 風 あり 寒し 停車場に て 志 

願 兵の 金 を 乞 ふに は 驚く 寢臺 Wagon3 の 13 なり 石 坂少將 等見途 られ ウォッカ を 贈らる 沿道の 風 色 ヒバ、 

白樺の 雜生 せる 林に て荒茫 際な し 村落 貧しげ に 見 ゆ 

五月 九日 曇 朝 餐の頃 Wologda を 過ぐ 停車場 にパ ン、 卵 等を賫 る もの あり 汽車 急行と はいへ 諸 處に停 

車す 長き は十數 分、 少 きも 五分、 至りて 遲々 たり 稻垣氏 感冒 

五月 十日 快晴 非常に 暖 なり 沿道の 楊 已に靑 める を 見る 諸處に 停車す る こと 例の 如し 單線 なれば たる 

ベ し 晚 食後 力 マ 川 を 渡り て ペル ム 停車場に つ く 乘降客 多し 

五月 十一 日 快晴 曉起 汽車 は ウラル 山中に 在り 十 時半 頃 H カテ リン ブルダに 着く 下りて 鎮石 を購ふ 

楊柳 めぐみて 春風 騎蕩 の感 あり 小川 氏 感冒の 氣味 あり 午後 溫暖 いよ/ \ 甚だし 

五月 十二 日 快晴 正午 頃 ィルチ ッシ川 を 渡りて オムスクに 入る 全市 綠 葉に 掩 はれて 風景よ し 繪 葉書 を 購 

ふ 沿道の 景色 昨日に 比して 單調 一望 平野 也 _ 汽車に 損處 ありし ば/ \停 車して 修繕 を 加 ふ 車中 襄埃 多し 

五月 十三 日 晴 朝 九 時 ノヴォ ニコラ イス クに着 之より 沿道の 樹木 綠葉を 見す 午後 一時 トム 河、 二 時半 タ 

ィガ、 夜 パノヴ キに着 一時間 半 停車 女子の 演說 あり 土地 分配 及び 女子 階級 打破 を 論ぜる たりと いふ 夜襲 § 
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外遊 日誌 

ウォッカ を 分捕る 滑稽 あり 

五月 十四日 快晴 余が 誕生日 朝 ェニセ ー 川 を 渡る 此の あたりより しばらくの 間 丘陵 あり 地勢 稍變す 午 

後 ウォッカの 杯 を 擧げて 余が 誕生日 を 祝す 

五月 十五 日 快晴 午前 十 時 Zima,  Oka 川 を 渡る 午後 五 時 頃 イルク ック川 を 渡りて イルク ック につく ィ 

ル クックより 約 一時間 バイ カル 驛 あり アン ガラの 川の 發 する 所 景色 雄大な り 湖水の たがめ よし 

五月 十六 日 快晴 警備 兵士に 目覺 まさる 汽車の 進行 大に涉 取る 山川の 風光 稍 趣 あり 夜 十一 時 チタに. 着 

此の 曰 Magzon 附近に て 汽車 火事 あり 消防に 一 時間 半 を 費す 

五月 十七 日 快晴 曉起 茫. <<  平野の 間 を 行く 一木な く處々 支那 人 を 見る 十一 時半 滿洲 里に 着く 始めて 

漢字 を 見る もうれ し 東洋 的氣分 浮ぶ ハルビン 時に て 午後 三時 出發 日本人 會長 安生 準 一氏 酒 食 を 贈らる 滿 

洲 里の 檢査 鴉片の みに 注意す るが 如し 夜遲 くまで 稻垣 氏と 談す 

五月 十八 日 曇 東淸鐵 道の 驛に少 許の 樹木 あり 新 葉 茂れり 其 他 は 例の 茫々 たる 平野 也 十一 時半 頃ハ ルビ 

ンに着 中 山 大尉 等に 迎 へられて 余と 小川 氏と は油屋 ホテルに 入る 入浴 快甚し 

五月 十九 日 朝大東 館に 掛垣氏 を訪ふ 若 尾 氏 尋ね 來る 十二時 五十 分 ハルビン 發 若 尾 氏 ウイ スキ ー 等 を 贈 

らる 九 時 過 長 春着 穗積眞 六郞の 電報 を 受取る 停車場に 少憩 南滿鐵 道に 乘る 

五月 二十日 晴 朝 八 時 奉 天 着 行く/ \ 古 戰場を 見て 午後 四時 安東 着 七 時 三十 分 朝鮮 汽車 發 石 下にて 穗 
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積 夫婦 迎に來 る 一 時 二十 七 分平壤 にて 下車 直ちに 其の 家に いたる  丄 

五月 二十 一日 晴 穗積 夫婦の 案內 にて 自動車に て 牡丹 薹 附近 を 見物し ぉ牧の 茶屋に て 午餐 今夜 出發の 積に 

て 種 々談話  . 

五月 二十 二日 晴 頗る あっし 午前 一時 二十 七 分の 汽車に て出發 京 城に て 八 時 稻垣少 將等乘 込む 夕 七 時. 

签山着 稅關長 矢 野 氏の 饗 によりて ホテルに 少憩 八 時 連絡船 高麗 丸に 乘 込む 航海 至って 平穩 

五月 二十 三日 曇 朝 七 時下 關に着 朝 餐の後 下船 山陽 ホテルに 少憩 九 時 五十 分の 急行 車に 搭す  一二 田. 尻 一 

にて 午餐 シャンパンの 杯 を 擧げて 一 行の 無事 を 祝す 

五月 二十四日 晴 靜岡 にて 山 本 榮來る 萬 朝 記者 伊藤 某乘 込む 國府津 にて 斯波、 一二 土來る 横濱 にて 藤 村、 

西 河 等 入 車 一時 五十 分 東京 驛着 出迎人 多し 自動車に て 自邸に 人る 坂 本、 長 谷川 等 尋で來 る 山 根 等 種々 

世話 をな す 

五月 二十 五日 晴 潮 田來る 長 谷川 氏に はがき を 依頼す 來客 多し  一 

五月 二十 六日 晴 來客 多し 大學に ゆき 總 長に 面會  ：： 

五月 二十 七日 晴 關根 等來る 上田 氏 を訪. ふ 饗せられる 

五月 二十 八日 啧 大學 より 講座 擔 任の 辭令 あり 濱尾、 菊 池 二 男爵 邸に ゆき 多 賀羅亭 に 午餐 夜眞 吾等 來る： 

梓の 爲に 寫眞 機械 を 買 ふ 

大正 六 年 
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外遊 日 誌 

五月 二十 九日 晴 大學 御殿に ゆき 叉 研究室に いたる 大矢透 氏 等來る 增村氏 等來る 

五月 三十日 晴 佐々 木、 松 井、 赤 堀 等來る 正午 大學敎 授會に ゆき 午後 四時 四 谷に 植村氏 を尋ぬ 小川 藏次 

郞氏來 る 梅 崎 少佐 撮影 一葉 文部省より 轉 送し 來る 

五月 三十 一日 雨 文部省に ゆき 午後 大倉 書店 を訪 ひ偕樂 園の 同窓 會に ゆく 會者 ニニ 人 今夜 斯波等 十七 日 

露 都 着の 報 あり 

六月 一日 大學 口述 試驗 午後 二 時 文部省 敎科書 調査 會に のぞむ 夜 杉 浦來る 

六月 二日 夜 華壇. にて 稻垣 少將、 上田、 高 楠 二 博士と 飲む 

六月 三日 晴 夕 御殿に て大學 歡迎會 あり 食後 旅行 談を なす 植村氏 其の 他來る 

六月 六日 文部省に ゆく 華壇に て 無名 會 あり 菌田、 横井兩 氏の 渡歐を 東京 停車場に 見送る 

六月 七日 晴 文部省に ゆき 午後 潮 田 を訪ふ 夕 小 まつに て 杉 浦の 饗 にあ づ かる 上田、 松 井、 關根、 获野、 

三 上等 同席 

六月 八日 晴 夜雨 文部省 調査 會に 臨席 五 時より 大臣 宫邸 にて 饗宴 あり 

六月 九日 晴 朝 古川 を訪ひ 午餐の 饗 になり 石 原 を訪ふ 

六月 十日 雨 朝 石 原來る 

六月 十一 0!  0 文部^に ゆく 夜弘 文， M の饗 にて 上野 精 養 軒に いたる 樋 口 氏 在り H リセ フに逢 ふ 文部 
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省に 講演 

六月 十二 日 晴 朝 文部省に ゆく 午後 三時 三分の 汽車に て 坂 本と 箱 根宮の 下にいたり 奈良屋 に 投宿す 

六月 十三 日 晴 宮城 野， を 歩し 赛麥を 食って 歸る 

六月 十四日 晴 午後 坂 本歸京 

六月 十五 日 晴 八 田 三郞氏 午後 三時 頃 着 

六月 十六 日 晴 午前 八 田 氏と 强羅 公園に ゆく 午後 三時 八 田 氏出發 

六月 十七 日 雨 布 哇讀本 を 訂正す 

六月 十八 日 晴 布 哇讀本 を 訂正す バタ り來る 

六月 十九 日 雨 布 哇讀本 ー閱了 夜靑山 博士 を訪 ひて 談話す 

六月 二十日 晴 午前 青山 博士 來話 


大正 六 年 
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明治 二十 五 年 八月 (推定) 葉 山よ リ 

本鄉 E 臺町 得 能文 氏 宛 (封書) 

拜讀 過日御歸京の節は美人を御覽の由貴兄が垂涎三尺^^に想像ぃたし候 竹 村 兄は彌 今夕 歸 京の 事に 決定 被 成 

候 近？ 1<  は 同氏より 御 聞 被 下 度 小生が 游泳 術の 進歩 非常な り 海中の イラ 段々 繁殖 大 閉口な り 令弟 氏 は 一日 

にて は あまり 可哀想 故 二三 日 は滯在 ありて 可然 長き は 厭 はね ど 竹 村 兄の 話に よれば 試驗 前との 事故 あまり 長く 

とめる も惡 からん 冨山 房へ は 段々 御手 數奉恐 入 候 斯 波の 弟 共 は 明後日 頃歸京 致すな らん 京 城の 炎 熟 は實に 

難堪由 當 地に 居れば 其 心配な し 冨山房 は 再遊 は 如何 はし 石 原 は 来るな らん 

小生 等 田 中 屋に腹 を 立て 今 一 兩 日と とめる も 聞かす 出掛けし に 池田屋 はや はり 田 中屋の 親類の 由 大 失策 無此上 

御 一笑々々  . 

池 田 屋は隨 分 不潔に て大 閉口な り 然れ ども 合宿 人 はなし 一人 書生 體の もの 居 たれ ども 逃 去れり 小生の 屁 風 

に 恐れて ならん 故に 部屋 (四 五 間) を盡く 跋涉し をるな り 竹 村 氏 出 發の期 迫る に付き 玆 にて 擱筆餘 日 次 信に 

明治 二十 五 年 
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書  翰 

譲り 申 候 何卒 御 母堂 にても 御 令閨 にても 御 同伴の 上 御 再遊 切望な り 早々 

芳賀矢 一 

秋 虎 兄 

街 許 广 

二 

明治 二十 五 年 八月 (推定) 二十日 葉 山より 

本 鄕區臺 町 得 能文 氏 宛 (封書) 

令弟 歸 京に 付 好 便 を 以て 一札 捧呈 致 候 其 後 御無異 東京の 熟さ も 平 氣の由 奉賀 候 生 等益黑 くな り 健餐に 御座 候 

御 出立 後 彌池田 屋へ移 轉其後 種. <  の 辛き 目 をみ たる 段 御 令弟 御 話 可 有 之 候 昨日 松 村 签太郞 氏 来訪 只今 日蔭 茶 

屋に 居り 候 由. 貴兄の 御推擧 によりて 同 茶屋へ 赴き 候 事と 一笑いた し 候 富山房より 金 未だ 到着せ す大 不平 大閉 

口 若し 石 原 氏來ら すば 冨山 房の 金 を 持って 貴兄 若く は 竹 村 兄の 御 再遊 を 待つ (身勝手ながら) 東京の 諸 友 未だ 

誰も 還らす や 野 田 氏より 昨日 來狀 あり 冨山 房への 紹介 狀は 近日 相 途可申 候 旨 御 話 有 之 度 候 菅氏 宿所 は 御 令 

弟へ 御 話 申 上たり 早々 

夏 豚 子 
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秋 虎 君 

ミ 

明治 二十 五 年 十二月 二十 四： H 牛 込區東 五軒 町よ リ 

ベルリン 上田 萬 年 氏 宛 (封 *1」 . 

御書狀 一 通 御 惠與の 書籍 三 冊と ともに 本日 落掌 小生の 愚 庸を棄 てた ま はすいつ もながら 懇々 たる 御敎示 謝する 

に 辭無之 候 御 惠投の 書籍 は 早速 披閲可 仕と 樂 居候 偖て 本年 も 最早 餘日無 之 色々 面倒に て 明日 は 拙宅な どス、 

ハ キを やる 由に 有 之 候 歳暮の 景況 御 想像 被 成 下 度 候 貴兄 も 又々 異域に 新年 を迎 へた まふ こと 如何の 御 感想 こ 

れ あり 候 や 老 親の 愛華 は 年々 多くして 小生が 奉 養の 道 未だ 一 も 達する 所な し これの み心掛 りに 御座 候 小生 

の 家 狀の事 巳に 御 承知の 事に て 申 上ぐ るに も不及 候へ ども 彼是 心配に なること 有 之 半夜 書 を 舍て」 歎 聲を泄 し 候 

事 も 有 之 候 御 憐察被 成 下 度 候 

小生 先般 來元 特約 生に て 松井簡 治と いふ 人の 世話に て 同氏が 受持 居りし 獨乙學 協會學 校の 國語國 文を受 持， つ 事と 

相 成 候 一週 十二時 間にて 俸給 は 二十 五圓 隨分 苦しく 御座 候へ ども 經驗 を增 さん 爲には 好都合と 存じ 且つ 家計 

上の 事 も 有 之 勉强從 事 致 居候 十一 一時間の 時間 は隨分 多く 御座 候 へ ども 同じ もの を 繰 返す 事 多く 御座 候 故 只だ顏 

を 出せば 宜しく 別段 用 意 も 入らす 候 故 却り て 外の 人の 五六 時間よりも 樂の 事と 存 居候 扨 同校 は 是迄獨 乙 文ば 

治 二十 ヌ， 年  ■  ,  ■  .■  I. 
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書  翰 

かりやり 居り て 少しも 國文國 文な ど を やら ざり し 所 故 年齢 廿三 四の ものに て 驚く ベ き 程無學 (國 文の 方に) に 有 

之 先日 も 赤 堀 君と ともに 慨歎いた し 候 事に 御座 候 二十 三 四 位の 日本人に て 多し、 額と いふ 假名に 一お l>,T ^一一 あ  1.^ 

「しー 一お をし 一 -^d_ ヌ M  gMI など を 書く 類 唯 だ/ \ 國語敎 育の 普及せ ざるに は 驚歎の 外 無 御座 小 

生も實 地に 當 りて 始めて 驚 入 候 事に 御座 候 就中 小生の 喫驚せ し は 同校 一 級 生に て 天 照 大神宮と は 如何 書く やと 

尋ねた る もの 有 之 候 事に 御座 候 東京の 學校 にて すら 此 始末 地方 は 思 ひ やられ 候 小生 先日 富士谷 理學士 とと も 

に 白 河 驛の敎 育會へ 臨席いた し國 語に 就いて 意見 陳述いた し 候 勿論 新奇なる 論に は 無 之 候へ ども 方言 を 改正す 

べき こと、 小學 校、 作文、 讀書科 殊に 普通の 談話の 際な どに て 注意すべき 事な ど 相 話し 候 處敎員 共 大抵 贊 成いた 

し候樣 子に 御座 候 

小生 金 港 堂の 依賴 により 先日より 敎 育史 を 引受け 起稿 中の 處 貴兄の 御 書狀に 接し 懇々 金 まう けな どせ ぬ樣 御注意 

たし 被 下 銀顏之 至に 御座 候 別段 金 を 無暗に とる 考 にても 無 之 偶然 引受け 今に 至りて 後悔 此 事に 御座 候 此後は 

か、 る餘業 はさし おき 一 心專 攻の學 問に 從審致 度と 存 居候 併し 一 且 引受 候 もの 丈け はやり 度と 存候 叉 冨山房 

などに も 從來の 關係上 是非 日本 歷史を 書け との 約束 も 有 之 旁 今に 至りて 後悔 此 事に 御座 候 叉 此頃大 日本中 學會 

と 申す 會を 立て これに も 小生に 何 か 書け との 話 有 之 小生 も 一 旦 承諾 致 候へ ども 御書狀 に. て飜然 悟る 所 ありか、 る 

餘業は 斷然廢 止 候 はんと 決心いた し 候 御來 示の 如く 未だ 識見 も淺 く經驗 もな きもの なれば 今少し 奮勵 刻苦せ す 

んば大 學院に はいりた る 甲斐 もな きこと 、存候 
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大學に は 栗 田 先生 近頃 評判-冗 布 御座 候 田 中 助敎投 も同斷 三 上、 高津 二君 は 近々 叉々 文 學史の 著 あるお 今度 

は敎科 書と して 出す 由に 御座 候 

先日 ie 山 房の 知人に て 越後の 方言 を 調べ たる もの 有 之 小生より 赤 堀 君 に 依頼し 十 ニ圓 にて 博 言 室 へ 買 上ぐ る 所に 

致し 候  - 

文學 研究 法に 關し 色々 御 指 敎被下 難 有 御座 候 小生 は 只今までに いまだ 何も 讀 ます 唯 だフ. P レ ンッが 藤 代 氏に 與 

へたる 筆記 を讀み 候の み 

文學者 年表 先日 一部 御 郵送 申 上 候 害に 御座 候 巳に 御 落手の 事と 奉存候 あまたの 誤謬 を發 見いた し 候に は 閉口 

之 至に 御座 候 

今年 は 國文學 生 ニー 二人 は 可 有之歟 小生 未だ 知己 を 得す 二年生に て 藤 岡と いふ もの 中 々勉強家に て 宜布由 金 

澤 より 來 りし 人に 御座 候 併し 此人も あまり 人と 交際 はせ ぬ 男 ゆえ 小生よ くも 存知 不致候 

フ 口 レ ンッは 不相變 日本 學勉强 致 居候 併しい つも 他人の 手 を 借りて 飜譯 をな すの みに て 基礎 を 作らぬ 故 あの 儘 

にて は 今 二三 年 やりても 日本の 書物 はよ め まじと 被存候 日本 紀飜譯 は御覽 になり しゃ 如何 未だ 御 覽に不 相 成 

ば 小生の 貰 ひし もの を 御 贈呈 可 申 上 候  . 

小生と！： じく 大學に 在りて 理科 生たり し 竹 村毅は 只今 兵 庫 師範 學 校へ 赴任 致 候 此 人中. <  の 勉強家に 有之學 事に 

熱心に 御座 候 將來御 眷顧被 成 下 度 候  S 

明治 二十 五 年 


書  翰 

小生の 近作 一 一首 御 一 凝 被 成 下 度 候 平仄に も 誤 あるべし 調 も 整 はす ほんとの 御 笑 草までに 供御 覽候 

成 

是非 曲直 那邊求 笑殺 彈丸小 地球 身 生 福 里 不希ー i 象 在 牛 門 懶似牛 財産 唯 餘書滿 架 功名 遂莫記 千秋 

囘頭 往事 渾如夢 間 過 二十 五葛裘 

歎息 時 風 日々 非 寧悲 宿志 廿年違 會心友 向 書中 覓 趨 利客從 門外 歸 自古 大儒 甘 貧賤 于今達 道 厭 塵 機 

秋 堂 垂白老 親 在 半夜 燈前 淚滿衣 

文科 大學 遠足 會は 段々 繁昌 先日 は妙義 山へ 參り候 同行者 五十 三人 小生の 從弟 にて 斯 波と いふ もの 只<1丄 央 文選 

科に 在り 此 もの 一 行の 寫眞を 取り 候 

ブッ セ氏 彌々 歸國 の途に 上り 候 多分 其 中に 御 逢 ひ 被 成 機會も あるべき 歟と存 候 同氏 は學 生の 好意 は 充分に 喜 

ぴ 居し が學 校の 處 置に 就いては 大分 不滿 の容 子に 御座 候 後任 は 未定に や 

ゥ ー ドと いふ 英文 學の 敎師 中々 評判 宜しく 御座 候 獨乙語 も 非常に 達者の 由フ 口 公 申し 候 

先 は 右つ まらぬ 事の み 申 上 恐縮 之 至に 御座 候 早々 

尙々 御 敎示相 仰 度 候 拜具 

十二月 二十四日 

芳賀矢 一 
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上田 萬年樣 

侍史 

尙々 時下 御 攝養專 一 に 奉存候 

四 

明治 二十 六 年 一月 九 H 牛 込區東 五軒 町よ リ 

大磯 松林 箱 得 能文 氏 宛 (封書) 

御內 政の 御 病氣は 如何 益 御 快癒に 向 ひ 候 事と 欣喜 奉存候 小生 事 無事 只今 歸宅 明朝 早々 斯 波を訪 はんと 存 居候 

御 令閨 御 病氣は 容易た <ら ぬ 事に 付 申 上ぐ る 迄 も 無 之 候へ ども 失費な ど を 顧みす 充分 氣 長に 御 保養 あらん こと 切望 

の 至に たへ す 候 昨日 は 幸に 加 藤 U ク トルの 出 遇せし 爲め 好都合な りしが 今日 尙御攝 養の こと 最も 肝要な り 貴 

兄 歸國の 事な ど は 如何なる 事件 か は 知らね ど 御 延引 相 成ても 可然歟 と存候 金 井 博士 も 汽車 中 頻に其 事に つき 心 

配いた しをり 候 

御 令閨 も 遠隔の 地に 來 りて 病に 臥す は 心細き 限りなる ベければ 何分に も 貴兄の 御 出立 は 最も 不利益なる べしと 相 

考候 尊意 如何 

明朝 駒 込へ 罷出 委細 御 話せん と存ぜ しが 柴君 明日 御歸 京との 事故 見合せ 可 申 候 

明治 二十 ，六 年 
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書  翰  . 

今夜 も 東京 も 非常に 暖 なり 

松林 館へ も 忠兵衞 等へ も 可 然御鶴 聲被成 下 度 候 早 力 

九日 夜 

矢 一 

文 樣 

何分に も 御 攝養專 一 々 々 

五 

明治 二十 六 年 (推定) 牛 込區東 五軒 町よ リ 

小石 川區西 江戸川 町 一 番地 今 泉 定助氏 宛 (封書) 

昨日 は罷 出御 邪魔いた し 候 扨 例の 英學敎 員の 件富士 谷に 今夜 面 t 話 致候處 同氏 は 可 相 成 は受持 度に 付 八 時間 丈 

は 都合して やっても 宜布旨 申 居候 就而は 貴兄の 御 盡カを 以て 可 相 成 は 富 士谷氏 を 御 採用 相 成 度 奉 懇願 候 尤も 

同氏 は 月曜 木曜 水曜 等の 午後 及び 金 土の 八 時 至 十 時 だけ は ひまに 御座 候に 付 其 中に て 御 都合 被 成 下 度 奉 願 候 尙 

それにても 御 不都合な らば 他の 學 校の 課程に 變 更を來 しても 差 支 無 之 鬼に 角 富 士谷氏 を 御用 ひ 被 下 候 は？ 幸甚 之 

至に 御座 候 同氏 は 英文 學に 於て は 決して 文學專 門の 士に 讓ら ざる こと. - 小生 保證 いたし 候 何卒 可然松 氏 等 
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へ も 御 推薦 被 成 下 度 奉 願 上 候 依田 氏よ^ Q 隹 5" 官 りさ、.，、。 ま、 ， 

お S ほ. - 伊の 進 德 館の 方へ.^ 賴 いたし 度と 存 居候 右 本日 こても 卸お 交 00$ 目 

談被成 下 度 伏 而奉願 候 早々 拜具  ズ-ノ  ti- 一  も 街 出校の 節 街 相 

二 十 一 日夜 十 時 

今 泉 賢兄  芳賀生 

梧 右 

明治 二十 七 年 四月 (推定) 二十 五日 牛 込 S 五軒 町よ リ 

本鄉區 西片町 得 能文 氏 宛 (封書 3 

本日 忠禱來 訪彌移轉 の囊 ぜられ 十五 圓 

一昨 S と 垂そ|未|も f  兵 P よ 先 申 P よ urii め 昨日 

iiil に ii へ iirilp;: ：：1 曰 r 心 g 由 

ば 一二 一一 日中の 處 いくらお ||£  H  fp 若し 昨晚 のうちに I 御 眉 相 叶 ひしなら 

樣御 承知 被 成 下 度柴氏 rpurr ま 直 U 難 Is 兄の ある 親友の こと 判 を？ し 霧 霧 候 間 左 

せメ おに 毫末に も話レ たさす 右 御 心得まで 申 上 置 候 早.， 

明治 二十 七 年 


2 


8 

芳賀生 

七 

明治 三十 二 年 一月 十三 日 本 鄕區彌 生 町 三番 地よ リ 

本 鄕區元 町 二 丁目 六十 六 番地 杉 敏介氏 宛 (封書) 

唯今 貴 宅に 參 上いた し 候處獨 逸協會 へ 御 出の 由に 付 同校 へ 出向 候 へ ども 途中 行 違に て不得 拜眉以 書中 申 上 候 實 

は 高等 學 校の 件に 關し御 相談 申 上 度 儀 御座 候 そ は 小生 此度 高等 師範の 方へ 轉 する 事に 相 成 候に 付 其 後任 者と し 

て 大兄 を 推薦す る 事に 略 決定し 高 津君も 是非 貴君 をと 被 申 居候 間 御 承諾 相 願 度 事に 御座 候 右に 付 萬々 高津 君よ 

り 御 話 可 有 之 害に 付 何卒 本日 中に 高 津君宅 迄 御 出向 被 成 下 度 奉 願 候 同 君 は 本日 は 午後 在宅の 由 被 申 居候 右 用 

事の み 匆々 不一 

一 月 十三 日 

やい ち 

, 杉學兄 


翰 

二十 五日 


秋 虎 兄 


八 

明治 三十 二 年 三月 十日 本 鄕區彌 生 町 三番 地より 

德島縣 脇 町 濱野知 三 郎氏宛 (封書) 

拜讀 白 氏 文集 御 研究の 由 誠に 結構の 事に 御座 候 何卒 一日 も 早く 世に出る 樣 いたし 度と 存候 これ は 世の 歡迎 

を受 くる 事 疑 無 之 事と 存候 國文 書中よりの 索引 御 加へ に 相 成 候 由 最も 妙に 御座 候 朗詠より 謠 曲に 人り 候事最 

も 多く 候へば 謠曲は 一 わたり 御 一 覽相成 可然敷 その他 割合に 多 かるべき は 三代 集 以下の 歌集と 存候 奧儀抄 や 

童蒙抄 等の 歌論の 中に よく 引用せ る大江 千里の 朧月夜の 歌の 如き 白 氏の 句 を 以て 歌 を詠ぜ しこと など 珍しから す 

と存候 尙 本朝 文粹の 邦人の 漢文の 書 も ー讀の 必要 可 有之歟 其 他 源平 盛衰 記 太平 記 等の 軍書 を 御 採り 相 成 候 は 

ば それにて 十分な らんと 愚考いた し 候 御參考 迄に 申 上 候 右 御 返事 旁 如此に 御座 候 匆々 不一 

三月 十日 

やい ち 

濱野 大兄  ■ . 

明治 三十 二 年 
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書  翰 

明治 一 一一 十二 年 (推定， - 五月 十二 日 文科 大學 ょリ 

牛 込 厘 左內町 三十 番地 松 井 簡治氏 宛 (封書) 

拜啓 今朝 電話に て學霍 へ 伺候 處 本日 は 祝賀 式に て 御 取 込の 由 就而は 多分 御 出向 g つかし かるべく と？ 

へ ども 學生 一 同 午後 I 相 催 ILS 成 居候 S 而 sf 上 藝籍此 者へ 御 貸 與被成 下 度 こ sf る もの 

に 御座 候 間 御 安心の 上 御 渡 奉 願 候 右 御 願 迄 匆"" 不一 

五月 十二 日 


や い ち 


松 井 賢 契 

自 一伸 御 光 來相叶 候 は？ 無此上 事に 御座 候 


〇 


明治 三十 三年 一月 十六 日 本鄉 til 彌生町 三番 地よ リ 

牛 込 K 新 小川 町 三 丁目 十 番地 大日 本協會 高 樯龍难 氏 宛 (封書〕 

菌 文 學史十 講御ー 讀被 下 候 由 S 賞に. ぁづ かり 恐縮の 至に 御蠢 實は羣 の演說 にて おも ひ た、 

る 處も あ， 1 今 i 愧に堪 へざる 點 i 有 之 再版の 節 改めた き 考に御 i さて 明治 文學の 一管 本 主義へ 御 蒙 


4 
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f の 御來靠 承いた し 候 然る 處 右に も少々 撃 等 も 有 之 花柳 春 話と あるべき を 花柳 餘 淸と|の誤 等 も 有 之 

候 間御 出し 相 成候 節に は 一 簾 稿 御 示し 被 下 度 大體 はもと より 改め I へど も 一 一 ー攀の 誤植 等 は 改め 度 f 

右 乍 御 面 齒御願 申 上 候 御 返事 旁如此 餘拜 眉に ゆ づり申 候 匆々 不一 

一 月 十六 日 

やい ち 

髙 橋 賢 兄 

一 I 

明治 三十 三年 九月 十九 U 香港よ リ 

四 谷お 本 村 町 三十 番地 潮 £內 芳賀鋼 子. M  (飨 はがき) 

十三 ョ 上海に 上 鬵地を 見物し 十五 日出 帆 香 進の 途中に て 大風 あり 乘組 の 人々 いづれ も顏 色な し 小生よ 下 

常の 通りに 御座 候 御 安心 被 成 下 I  一 i 州に ず 本日 無 響 地着 いたし 候 委しき 事 は いづれ 叉 後より 5 上 

候匆々 不一 

十九 日 午後 

明治 三十 三 #  . 


書  翰 

香港に おいて 

芳賀矢 一 

石 原へ よろしく 

一 二 

明治 三. 1- 三年 九月 三十日 汽船 プ n イセ ン號 ょリ 

本 鄉區西 片町十 番地 ィの 九號 竹 村 毅氏宛 (封書〕 

其 後 は 御 無 異御勉 學の御 事と 奉 恭賀 候 小生 等の 一 行 も 巳に 航海の 半を經 過して 本日 は コ & ンボ 着の 害に 付 一 書 

を 呈し候 出立 後の 狀況も 彼是 申 上 度 候へ ども 船中に て は 何事 も 手に 着かす 旅行 日記の 如き は ゆるり と 着の 上 

相 認め 可 入 御覧 候 唯 だ 船中 生活の 一斑 左に 申 上 候 間 同 友 諸 友へ も 可 然御吹 聽被下 度 候 同行の 諸君 いづれ も 健 

全 夏 目 氏 は 船に 最弱 かりし が此 頃に いたりて は大に 慣れ 候 同氏 は 不相變 無言に て 船中 を 睥睨いた し 居候 故知 

合 は 出來す 船中に て 朋友の 多き は 小生に 御座 候 隨分 怪しき 英語 叉 は獨逸 語に て 誰彼の 差別た くつ かまへ て 談話 

いたし 居候 船中の 給仕 人 は いづれ も 多少の 英語 は 心得 居候 獨逸語 は 勿論の 事 この 位獨逸 語が 出來 るなら 給 

仕 人 等 はやめたら よから うに 杯と 今更の 様に 感じ 候 乘込 人の 中には 瀧澤菊 太郞に 似た る 人 あり 大村仁 太 郞に似 

た 人 も あり 夏 目 君に 似た 葡萄牙 人 も あり 色 4< 比べ 合せて 考 へれば 面白き 事に 御座 喉 余 寧の 卓へ 來る 給， 人 は 
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吉田彌 平君ソ ックリ にて 小生 吉田彌 平と 名 づけ 候處 一 行 大に贊 成いた し 候 中等 客 は 上海より 俄に. 殖えて 四 五十 

人と 相 成 候 多く は 支那に 居りし 宣敎師 にて 無學の やからに 御座 候 日本に は 阿片 を飮 むかな ど 聞き 居り 候 西 

洋 人の 女 を 大事に する 事 誠に 妙に 御座 候 中等 客の 事故 隨分 下品なる 人品の もの も 多く 御座 候 子供 も 十四 五 人 

は 居り 候 日本の 事 は 褒めぬ もの 無 禅 座 候 船中に て はこれ 迄 あまり 失策 もいた さす 候 唯 だ 最初の 日に 力 ビン 

の 電氣燈 を こ はした ると 雪隱に 入りて 蓋の 上に 埋く糞 を やりた るとの 二 事件に 御座 候 いづれ も 初日の 事故 この 

鹽梅 にて は 餘程澤 山 やる 事と 存 居候 處其後 は 札 パリ やらす まづく 無事に 御座 候 湯 は 毎日 人 浴 料理 も 喻ひ慣 

れて 船が 何となく 家の やうに 相 成 候 熱帶に 人り て は 嘸 かし 熟から んと存 居候 處 意外に も每日 驟雨 あり 風 ありて 

東京 を 出た 時より は 涼しく 御座 候 一昨々 日 龍卷を 一見いた し 候 非常に 近くみ え 候 か 程に 近き は 珍しと 船長 

も 申 居候 印度洋と て 別に 變 りたる 景色 も 無 之 海の ながめ は いづこ も 同じく どこ 迄い つても はてし 無く 候 故 飽き 

飽きいた し 候 海が あまり 廣 すぎる 故 不經濟 なりな ど 噂いた し 居候 讀む 書物 を 多く 持參せ ざり し は 今更 不覺に 

存候 毎日 退屈に 日 をく らし 居候 

上海に てま づ 支那 人の 生活 を 一見し 香港より 新嘉坡 いづれ も 風土 人情の 差 多少の 趣味 を 感じ 申 候 揚子江の 濁流 

滔 天の 勢 を 見て は 流石に 大國の 勢 もお も はれ 候へ ども 支那 人の 汚き 下等なる 有様 をみ て は あはれ に 感じ 候 

滾々 大江注 海 東 滔天濁 浪勢何 雄 中華 久矣 無人 傑 不似 水流 今古 同 

などうな り 候 上海に て は 愚 園と 申す 庭園 一見いた し 候 全く 支那 流の 庭園に て ックネ 芋の 如き 岩石、 芭蕉、 畫 
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攔 ある 亭榭 など 宛然 支那の 畫を 見る 感有之 候 其 途中 老槐路 を夾ん で淸涼 人に 可な り 樹上に 蟬吟を 聞き 候處其 ？ 3 

聲 日本の 如く 勢よ からす あはれ な 弱き 聲を 出し 居候 支那 人の 町 は 綺麗 なれ ども 非常に 臭し 然し 上海と いひ 香 

港と い ひ大 厦高樓 の 多き は 驚く の 外 無 之 候 日本 は 此點は 誠に はづ かしく 御座 候 香港に てはピ ー クの 上に のぼ 

り 候 これ は 鋼條鐵 道に て 上れば 香港 眼下に 見え 候 誠に 好 風景に 御座 候 

新嘉坡 にて は 植物園、 博物館な ど 一見いた し 候 植物園 は 流石に 熱帶の 事と て 珍奇なる 植物 多く 御座 候 園 中の 

鈴蟲得 もい はぬ やさしき 聲 にて 鳴き 居候 鱷 魚の すむ 里と も覺 えす 候 

亭々 椰子 矗參天 荷葉 蓋 池 大似船 熱國 一分 有 秋 意 蟲聲 啣 々草 間傳 

新 嘉坡に は 土人の 皮膚の 色 如何にも 紫 金色なる もの 多く 全く 古 佛像を 見る 想 あり 叉 面貌 はさながら 五百羅漢に 

御座 候  一 土人 日本語 をよ くす る もの あり これに 案內 致させ 所々 見物いた し 候 こ、 にも 日本 旅館 ーケ處 あり 

旅 宿 名 薄に 福地復 一、 田眞、 平尾贊 平な どの 名前 も 見え 候 香港に ては雜 草な ど尙 日本のと： E じ もの あり こ 

こにいた りて は 全く 相 變り候 日本食 は 上海、 香港、 新嘉坡 到る 處 にて たべ 申 候 あまり 甘く は 無 之 候へ ども 茶 

漬七八 碗 は 傾け 申 候 夏 目 君 は 薔麥が 喰 ひたしと いひ 戶塚君 は 豆腐の 味嗜 汁が 喰 ひたしと 申 居候 

ン, テソ キス  J /'ン  n  . , 

支那に て 路傍に 立てた る 道 案內は 日本なら ば ljl へと あるべき を 一一  の 如く 1 一本 指に 相 成 居候 これ は餘程 妙に 御 

座 候 岡 倉 君 殊に 本 多 君に 御 話 置 被 下 度 候 

家鄕を 去って より 巳に 三週餘 九月 も 今日に 盡き候 今頃 は 東京の 最良 時節な ど 皆々 曛 いたし 居候 併し 船中に 


入りし より 少しも X  X 的 必要 は 感じ 不申 これ は 不思議と 一同 話 居候 詳しき 紀行 相 送 可 申と 存 候へ ども 熟さに. 

- 面倒 故 (喫煙室 は 非常に あっし) これにて やめ 候 福 井 氏へ 御 逢の 節 は 例の 文法 一 覽 の上獨 逸より 送るべき 3 曰 御； 

話 奉 願 候 

一 

御 一 同様へ よろしく 匆々  ^ 

九月 三十日 

やい ち  ； 

竹 村盟兄  一 

諸君へ よろしく 今頃 は 叉 無名 會の ある 時分と なつかしく 存候  一 

斯 波へ も 不沙汰よ ろしく 願 上 候  .  一 

I 三 

明治 三十 一一 一年 十月 一日 コ n ンボ より  ； 

神 戸市 神 戸中 學校 得 能文 氏.； g  (繪 はがき)  ： 

小生 豫定の 如く 八日 出發 九日 神戶着 貴兄 多分 御 來訪被 下 候 事と 存 居候 處不得 拜眉殘 念に 存候 長 崎、 上海、 香 _ 

港、 新 嘉坡、 ペナ ンを經 て 本日 當地着 これより 上陸の 積に 御座 候 風土 異る處 趣味 も少 からす 

明治 三十 三年  ；. 
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新嘉坡 における 一 詩 

亭々 椰子 蠱參天 荷葉 蓋 池 大似船 熟國 一分 有 秋 意 蟲聲啷 々草 間傳 

十 H:  I 日 


コ 口 ンボに 於て 

芳賀矢 


四 


明治 三十 三年 十月 一日 コ0 ンボ ょリ 

四 谷 區本村 町 三十 番地 潮 田 方 蔵 氏 宛 (繪 はがき) 

本日 正午 コ rv ポに奮 車 を驢 りて 佛 寺を 一見いた し 候 抹香臭 I は 相 f れ ども 地獄 極樂 S など 我國 のと 

は大に f り 其 他 肉桂 園、 公園 等 を 一見し 明曰當 地 m 帆の 雷 御座 候 香 f 出で し 曰 一 曰 は 非常に 熱 かりし が 

其 他 は 非常に 涼し 熱帶と はお も はれす 候 黑ン坊 の 黑き事 は 非常に 御座 候 

十月 一日 

コ 口 ンボ より 

芳賀矢 一 


830 


五 


明治 三十 三年 十月 十九 日 ゼ / ァ より 

祌 戸市 神 戶中學 校 得 能文 氏 宛 C 緣 はがき) 

四 旬の 航海 無事 本日 當浩着 明日 汽車に て 巴 里に 向 ひ 候 

十月 十九 日 


六 


伊太利 ゼ/ ァ港 

芳 賀 矢， 


明治 三十 三年 十月 十九 日 ゼ ノアより 

ライプ チッヒ 大幸勇 吉氏宛 (繪 はがき) 

小生 藤 代、 夏 目、 稻垣、 戶稼四 氏と 同船 本日 當港着 明日より 巴 里に 出で 本 月末に は 伯林に 參り可 申と 存候 小 

生 は 多分 ライプ チッヒ へ 可 參と話 置 候に 付 或は 大兄へ 宛 小生の 手紙 參るゃ も 測りが たし 宿の 人へ もよ ろしく 御 

話 置 被 下 度 候 

明治 三十 三 年 
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十九 日 

やい ち 

1 七 

明治 三十 一一 一年 十 ほ 二十 二日 パリより  , 

四 谷 區本村 町 三十 番地 潮田內 芳賀鋼 子 宛 (ユッフ H ル 塔の 繪 はがき) 

十九 日以太 利に 上陸 ゼ ノアに 一 泊 一 一十 日ゼ ノアより トリノ 市に 到り それより 急行列車 にて 巴 里に 人り 博 覽會近 

傍の 一 下宿に 投宿 文部省の 渡邊氏 種々 親切に 世話し くれ 候 本日 は 博 覺會の 大勢 だけ ー覽 この 高 塔に 上り 候 

眞 に宇內 の壯觀 なり 皆々 樣へ よろしく 

十月 二十 二日  ， 

巴 里 市 エッフェル塔 上 

芳賀矢 一 

I 八 

明治 三十 三年 十月 二十 五日 パリより 


832 


本鄉 K 森 川 町 一 番地 關极正^^氏{饥 (繪 はがき) 

其 後 御 無音に 打 過 候 當地 目下 菊花 滿開 中々 美しき もの 多し 皇國の 秋 をお も ひ 出し 候 このはが き ランプの 火 

にす かして 見 給へ 

十月 廿 五日 

巴 里 

芳賀矢 一 

當地 にて 川上の 評 刹 非常に 高し X  X は 見せ ものに なり 居る 也氣の 毒の 至り いづれ 叉 其 中に 詳報 差 出 可 申 候 

一 九 

明治 三十 三年 十一月 五日 ベルリンよ リ 

神 戸市 神 戸中 學校 得 能文 氏 宛 (璿 はがき) 

小生 廿九曰 當地着 左の 處に 寄宿 本日 大學入 學の手 續を濟 まし まづ 今冬 はこ、 に 滞在の 積に 御座 候 立 花、！  i 

原、 藤 代 皆 附近に 在り かねて 御 依頼の バ ストい くら も 有 之 候へ ども garble がよ きか wronz がよ きか 分らす 

石膏の はやす けれども こ はれ 易し 代價 はとに かく 何 種の がよ きかと いふ 事 御 申 越 被 下 度 候 

十一月 五日 

明治 三十 三年 
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Y.  TTaga.  G2.har(lstr. 1, Berlin,  N.  W. 

二 〇 

明治 三十 三年 十一月 二十 三. 日 ベルリンより 

本螂 E 東 竹 町 二十 六 番地 斯波貞 吉氏宛 (繪 はがき) 

其 後 皆々 樣御變 り も 無 之 哉 小生 本 月 五日 當地大 學に入 學無異 勤勉いた し 居候 間 乍 憚 御 安心 被 成 下 度 候 

國の 音信 を 聞かすな つかしく 存候 何 か 面白き 事 も 御座 候 は --、 御 報道 奉 願 候 

文部省の 一行 岡 田、 正木な ども 近日 來 着の 害 渡 邊氏は 已に來 伯いた し 候 毎日 曇天 若く は 雨降りに て 四 

り點燈 閉口の いたりに 御座 候 皆々 樣へ よろしく 

十一月 廿 三日 新嘗 祭の 朝 

やい ち 

二 一 

明治 三十 四 年 一月 一日 ベルリンよ リ  • 

祌戶 巿湊川 神社 官邸 内 芳賀田 鶴 子 宛 (繪 はがき) 


新年お めでたう おとなし くして おいで 

^四 年 正月 元日 

た づ 子 殿 


やい ち 


明治 三十 四 年 一月 十五 日 ペル リンよ リ 

四 谷 -si: 本 村 町 三十 番地 芳賀鋼 子 宛 (槍 はがき) 

この 端 書 正月より 十二月 迄つ 5^ きに て 十二 枚 あり 毎月 一 枚づ 、御 途申上 候 也 

今月 十八 日は當 國王國 建立 二百 年祭に て 賑やかなる 催 有 之 由 廿 七日 は 現 皇帝の 誕生日な」 

今日 も 雪降りて 寒し 

一月 十五 日  ， 


や い 


ち 


明 治 三十 四 年 
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明治 三 卞四年 二月 九日 ベルリンより 

東京 帝 國大學 文科 大學 大絮保 治 氏 宛 (繪 はがき) 

其 後 は 御無沙汰に のみ 打 過 申 譯無之 候 小生 當地着 以來已 に 三月に 相 成 候へ ども 碌々 無 爲慚愧 の 次第に 御座 候 

立 花 君 先月 中旬より ィ ン フル H ンザ にて 昨日 やうく 外出 相 叶 ひ 候 藤 代君來 月より ブ ラントの 家へ 寄宿の 由 

尙 一 窒有之 候 由に 付 小生 も 或は 四月 頃より 同家の 厄介に 相 成らん かと 存 居候 菌田氏 も 過日 來着立 花 氏と 同宿に 

御座 候 服 部 氏は廿 一日 着廿 三日に は 萊府へ 行かれ 候 神 田 乃武氏 過日 當 地へ 參られ 昨今 は 同道に て學校 參觀ぃ 

たし 居候 當 地に 御用 も あらば 御 申 越 被 成 下 度 候 

大學 には變 りたる 事 も 無 之 候 哉 

二月 九日 

芳賀矢 1 

二 四 

明治 11 一十 四 年 二月 十八 日 ペル リンより 

祌田區 駿河臺 西 紅梅 町 十二 番地 今 立 裕氏宛 (封書〕 

烏 見匆々 故 國を辭 して 已に半 歳に 相 成 候 御 全家 御 揃 益 御 壯健之 由 奉 恭賀 候 小生 事 も 幸に 無異御 安神 被 成 下 度 
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候 正月の 銜 手紙 は 本日 着 色々 日本の 狀況も 御 しらせ 被 下 旅 窓の 下 誠にな つかしく 拜讀 いたし 候 友 田 v+{ の 作 

文敎範 今頃 は 第 四卷も 最早 出版 相 成 候 事と 存候 第五 卷も 印刷に 着手せられ しゃ 如何 印 稅の件 色々 御 配慮 奉 謝 

候 X  X  X  X にも 首尾 克く歸 朝 相 成 候 由 芽出度 存候 當 地の 評判に て は 先生の 様に 目に 一 歐字を 知らぬ ものが 來 

て も 何の 役に も 立たぬ など 峰いた し 居候 鐵道 馬車 中に て 少し 美人ら しい もの を 見れば あれ は 地獄で は 無い かと 

同行者に 尋ねられ 候と かにて 営 地の 一笑 話に 相 成 居候 叉 十錢か 二十 錢か 五十 錢か金 も 分らなかった の は 恐く は 

X  X 氏 一人なる べしな どの 評判 も 御座 候 併し これ は 極々 內 所々々 に 御座 候 〇〇〇 氏 も 巴 里より 當 地に 參られ 

こ. 幻は當 地に て面會 いたし 候 いつの 間に やら 片方の 目 を 入 目 させた る 故 少し は體 裁よ く 相 成 候 併し あの 顔に 

て 歐洲の 中央へ 押出して 來た事 は 中.！ < 感服に 御座 候 これ も祕 密々々 福井會 などに て は 氣焰萬 丈なる べしと 推 

察いた し 候 當 地に は 日本人 中々 多く 御座 候へ ども 平常 往復す る もの はや はり ニー 二人 位の ものに 御座 候 森 岡 氏 

は H ナに 居られ 候 故 未だ 面 會は不 仕 いづれ 今年 夏期 休業に は 少し 近傍 旅行 仕度 考故其 節 は面會 いたす 事と 存候 

中 澤岩太 氏に は 天長節の 夜會 にて 逢 ひ 申 候 

日本 品を賫 る家當 地に 在り 鰹節、 味 喰、 醬油、 正宗な ども 御座 候 それ を 買って 時々 下宿屋に 日本食 會を 催し 候 

併し 豆腐が 喻 ひたい 薷麥が 喰 ひたいな ど 色々 贅澤を 一一 一一 E ひ 出して 果て は 大笑に 相 成 候 神 田 乃武氏 先日 來伯 同行 

にて 諸 處の學 校 見物いた し 一 兩日前 小生 料理 方に て 日本食 を 饗し 候 然るに 牛肉 凡そ 四 五 斤 上等 を 買 ひて 煮 上り 

今や 喰 はんとす る 時 鍋 を-引く りかへ してお ぢ やん に 相 成 小生の 一 大 失策 下宿屋の 婦人に は大に 叱られ 散々 の體 

明治 三-丁 四 年 
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に 御座 候 かやう の 失策 は 時々 有 之 候 織 田 氏、 斯波 氏な ど いづれ も 健全の 由 何よりの 事に 御座 候 竹 村 氏の 病 

氣の みは 誠に 氣の毒 千 萬の 次第に 御座 候 關根氏 親切に 世話 致され 候 由 

光融 館い よ/ \ 御 盛大の 由 恭賀々 々 佛敎 の氣焰 いよ/ \ 盛 たる 由 小生 も當 地に 參 りて 宗教と い ふ もの 、大な 

る 勢力 ある 事 を 悟り 候 AAA の AAA 過日 來伯、 料理屋に て 午 饗の時 一寸 逢 ひ 候 品の なき. いやな 男に 御座 

候 菌田宗 惠氏隨 行に て 唯今 巴 里に 參り候 藤 井 宣正氏 も 巴 里に て 待合す る 由 近 角常觀 氏は當 地に 居り 候 

今年 御 地 は 非常に 暖き由 當地も 餘程暖 き 由に 御座 候へ ども 雪 は 隔日 位に 降り 候 この 雪 を 掃除す る爲め 人足 を 

出す その 人足 賃四五 萬圓は 一度に か、 る 由 その代り 雪降りの 翌日 は 忽ち 雪駄ば きに 御座 候 金の 無い とい ふ 事 

がいつ も 話の 決着 點に 御座 候 松 平氏の 一一 一一 II の 如く 國は氣 候と いひ 山水と いひ 日本 程 結構な 處は無 之 候 人品、 德 

義の點 も 日本 は 中々 上等に て 決して 西洋人に はまけ 不申 小生の 考 にて は 西洋人の 方が 遙に 下等に 御座 候 然れ 

ども 殖產、 工業 乃至 金の ある 點に 至って は 何とも 申 樣無之 候 とにかく 一つの 世界に 住んで 居る 以上 はこん な國 

と附合 はねば ならす 我國の 前途 も 益 大切なる 事と 存候 旅 宿の 晩餐に 一 皿の 肉 を かじる 時お も ひ 起す は 家 鄉の事 

にて、 妻子の 事より 友人の 身の上、 果て は 我國の 將來の 事な ど 愛 國の熟 情 は 溢る \ はかりに 被感候 小生 は飽ま 

でも 國文學 を 鼓吹して こ の 方面に 盡 さんと 只管 自重の 念 を 生じ 候 

佐々 木 委托の もの 其 日々々 に逐 はれ 未だに 果 さす 不日 必す相 送 可 申 候 間よ ろしく 御 わびお き 被 下 度 出立 前 出 

來 上りし 由い ひたれば 虚言 を 言った 様に 相 成 誠に 申譯 無し あの 時 は 大抵 出來て 居りしたり 少し 加へ る 事 を 段 
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段お くれし 次第に 御座 候 

まづ はこれ にて 擱筆 以下 は 次の便と いたし 候 匆々 不 1 

二月 十八 日 

やい ち 

今 立裕樣  ， 

それから 大切なる 事 を 忘れ 候 留守宅より 貴兄 始終 御 親切なる 御見舞 被 下 度々 頂戴物 をいた し 候 由 よろしく 

御 禮申上 吳候樣 申 越 候 御 厚志の 段 千 萬 難 有 あつく 御 禮申上 候 

御 令閑樣 御子 供 様へ もよ ろしく/ \  . 

二 五 

明治 三十 四 年 二月 二十 八日 ペル リンより 

東京 巿本鄕 區森川 町 一 番地 關根 正直 氏 宛 (封書 J 

細々 の 御手 紙拜誦 竹 村 君の 病狀 委しく 御 報知に 預り奉 拜謝候 同 君 病 氣の事 最初 留守宅より 報知 あり 其 後 萩 

0, 岡 倉 二 兄の 手紙、 從弟斯 波の 通知 等に て 中々 重態なる 由 聞 及 候へ ども 肺 患の 事 なれば 一時の 峠を越せば 却つ 

て 長引く 事と 存じ 左程 急に 危篤に 陷る樣 の 事 は 無 かるべし と 幾分 か は 安心いた し 居候 處此 度の 御手 紙に て 最早 望 

gU5 三十 四 年 
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の 綱 も 切れ 候 事 誠に 愁傷の 至に 御座 候 御手 紙に は 日 附無之 候へ ども 郵便局の 消印 廿 五日と あり 御文 中に 昨日の 

土曜と ある を 以て 考 ふるに 廿日の 御 認と存 候 さすれば 同 君 最早と くに 鬼界に 人ら れ候 事と 東方の 天 を 望みて 悵 

然 たる 外 無 御座 候 如何 なれば 同 君の 如き 誠實 方正の 君子に 壽 命な きか 今更ながら 天道の 是非 疑 はしく 被存候 

實は廿 五日 當 方より の發信 日に つき 貴兄 及 竹 村 君へ あて 同 君の 病狀 にっき 問 合の手 紙 差 出 候 跡へ 貴兄の 御 書狀に 

接し あまり の 急激なる 事に て 驚愕 不 一 方存候 萬が 一 にも 尙同 君の 生存 にても あらば 誠に 再度の 驚喜 を 惹起す ベ 

く 候へ ども それ は 最早 望 無 かる ベ し と 只管 落 膽罷在 候 異鄕萬 里 さらぬ だに 望 鄕の念 やみがたき 時 親友 を 失 ふ 心 

地 御 察 被 下 度 候 世に は 肺 を 病みても 子規 氏の 如き 急 症に て すら 十 年 も 生存す る 人 あり 竹 村 君の 病氣は 非常の 

惡 症と 被存候 同 君が 小生の 出立 を 見送らん とてお くれば せに： t 頭に 走り 來られ たる あれが 遂に 幽明の 別と 相 成 

候 事お も ひ 出で K も 悲しく 御座 候 察する に 次便に は 同 君の 訃音 來る べしと 存 候が 次便 (三月 九日 當地 着の 箸) 

は米國 リオ、 デ、 ジャネ I- 號に 搭載の 事故 途中に て 沈沒し 或は 來ぬ かも 知れす か、 る 凶報 はせ めても 遲く來 る 

方が 幾分 かの 望 を 長く する 事と 存 居候 

さて 又 同 君 罹病 以來 貴兄の 御 I 話 被 成 下 候 事 は 一通りで は 無く 公私と もに 非常の 御 厄介 御迷惑の 事と 奉存候 竹 

村 君に とりて は實に 莫大の 仕 合と いふべ く 同 君 不幸に して 亡き人の 數に 入る とも 貴兄の 御 厚恩 は 決して 忘れざる 

べしと 被存候 月給 增 俸の 事 等 も 種々 御 配慮 何から 何 迄 御世 話の 段 誠に 恐 入りた る 事に 御座 候 小生 東京なら ば 

不 及ながら 幾分の 助力 も 可致處 かく 萬 里 を 隔て 、はお も ふに 任せす 若し 同 君 餘命尙 あらば 此上 とも 御 配慮の 程 
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奉 懇願 候 竹 村 君の 細君 も 嘸々 愁傷の 事と 氣の 毒絕 言語 候 次第に 御座 候 小生 中 學校在 學の頃 親友 あり 殆んど 兄 

弟の 如く 往來 いたし 居候 處 東京へ 遊學に 出で し 翌年の 二月 死去いた し 候 竹 村 君の 事情 は 誠に 之に よく 似て 此度 

海外に 遊び 候 へ ば 又 々 此 凶報 を 耳に い たし 坐に 昔の 亡き 友の 事までお も ひ 起し 候 

竹 村 君に 預け 置き 候 書物 貴兄 方へ 御 引取 被 下 候 由 是亦御 面倒の 儀と 奉存候 併し これ は 碌な もの は 無 之 候 故 ドウ 

ナツても よろしく 御座 候 決してく 御 構 ひなく 若し 御 預被下 候なら ば緣 側の 隅に でも 物置の 蔭に でも 御 仕舞 置 

被 下 度 決して 御 心配 無之樣 くれ/^ も 奉 願 候 無くなっても 決して 惜しき もの は 無 御座 候 

竹 村 君の 跡 片附等 被 成 候 節 は 同 君の 遺稿 は 可成 御 取 纒の程 奉 願 候 これ は 同 君の 舍弟 等と 御 相談の 上 出版 等の 手 

害に 相 成 候 は ^ 如何と 存候 神 戸に 在勤せられ 候 節の 日本 文典の 草稿 これ は 活版に 成って 居り 候 樣被存 候 其 他 

女子 師範 あたり の 講義 草案 等 も あらば 御 取 纏 置 奉 願 候 同 君 は 漢文 をよ くせられ たれば 詩文 も あるべく 俳句 も あ 

るべ く、 隨 筆の 目 錄樣の もの も 未定稿に てこれ あり 候樣 記憶いた し 居候 これら は 碧 梧桐 君 等し」 御 相談の 上 御 出 

版 被 成 下 候樣相 運び 候 は 誠に 好都合と 存候 勿論 知友に 配布す る だけにても よろし かるべし と存候 富山房な 

ど は 前からの 緣故も あ り 出版の 義務 位 は 引受けても よろし かるべし と存候 其邊の 事 書中 不悉 意 候 へ ども 何分 に 

も 御世 話 序に 貴兄の 御 厚 配 相 仰 度 奉 懇願 候 _ 

同 君尙萬 一 存命なら ば 官等 陞叙の 事 上田 君 位に 御 話の 上 御 周旋 被 成 下 度 七 等 以下 は 年限な しに 陞叙 出來る 事と 

存候 さすれば 位階 も 自然に 陞る 事と 存候 

明治 三十 SI 年 
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竹 村君鄉 里の 朋友の 方 は 小生 一 向 知らす 候へ ども 大學. の 側 幷に學 問 上の 方から 附合 はれし 人々 は 大抵 承知いた し 

居候 これ は 小生の 從弟斯 波貞吉 (東 竹 町廿六 住居) も 大概 は 承知の 害に 付 何 かにつ きて 必要の 折 は 同人に 御談 

合 被 成 下 度 奉 願 候 東京 中學の i 世 君、 瀧澤の 二人 は 同學の 選科生に てこれ も 同 君と 昵 近に いたし 候へば 或は 御 相 

談奉願 候 

過般 來種々 御世 話 被 成 下 候 上 叉々 かやうな る 面倒の 次第 御 願 申 上 候 事 誠に 恐縮の 至に 候へ ども 學問 上の 友人と し 

て 同僚と して 大兄に 御 願 申 上ぐ るより 外 無 之 候 間 くれ/^ も 御 願 申 上 候 也 

其 他 諸 友人間 は 誰も/ \ 息災に 御座 候 哉 赤 堀 君 は 近頃 致され 候 哉 當 地の 立 花 銑 三 郎君 イン フル H ン ザより 引 

續 いて 今以 て 平癒せ す 幾分 か 心配す ベ き 徵候 御座 候 併し こ の 事 あ まり 評判に なりて 同氏の 留守宅 に でも 聞え て 

は 心配の 種を增 すわけ に付き 右 御 含 置 被 下 度 候 同 君の 容態 次第にて 早く 御 地 へ か へ る 様に 取 計 度と 存候 

病氣 とい ふ 事を考 へれば 人間が 實に いやにな つて 勉強 も 何も 出 來不申 候 

先 は 右 御 返事 旁 如此に 御座 候 當 地の 景況 等 も 其 中に 又々 可 申 上 候 匆々 不一 

二月 廿 八日 

やい ち 

關根 尊兄 

侍史 
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二 六  一 

一 

"明治 三十 四 年 二月 二十 八日 ベルリンよ リ 

四 谷 區本村 町 三十 番地 芳賀鋼 子 宛 (緒 はがき) 

旅 中 携へ來 り 候 日本 服 は 羽織の 紐 無くて 困 入 候 此次 誰か 來る時 羽織の 紐 一つ 御 托し 被 下 度 候 今 立の 子供 は 何， i 

が 生れ 候 哉 土 井の 子供 生れて 直ぐ 死にし 由氣の 毒の 至な り  一 

二月 廿 八日 

やい ち 

二 七 

明治 三十 四 年 三月 十一 一一 日 ペル リンより 

祌 戸巿祌 戸中 學校 得 能文 氏 宛 (封書) 

御手 紙拜見 いよ/ \ 御 淸健敎 育の ために 御 盡瘁の 由 何よりの 御 事に 御座 候 當 地に 參 りて より 何人も その 職務； 

に忠實 にして 勤勉なる に は大に 感心いた し 候 過日 學校 參觀 いたし 候 節何處 のギム ナジ ゥム、 高等 女 學校等 も 校 一 

長 はじめ 敎員 いづれ も 四十 年， 三十 年勤續 する もの 多き に は ほと.，^ 感服 仕 候 それ 故 母親の 習った 先生に むす 一 

明治 三十 四 年 


843 


書  翰 

めの 習 ふな どい ふ 事 決して. 珍しき 事に 無 之 學校敎 育の 神聖なる 所以 はこ、 に 在りと 坐に 我國の 現狀に 就いて 浩歎 

を 禁じ かね 候 中に コッハ 街の レ アル、 ギム ナジ ゥム の プロ フ H ッサ ー 曰く 余 は 四十 五年來 この 學 校に 勤務せ り 

と 日本 新敎育 ありて より 未だ 一二 十 年に 滿 たす この 點中 々及び 易から すと 存候 中學 校の 敎員も 年限に よりて 

はプ & フ H ッサ ー と唱 ふる 事 を 得る わけに て 金な ど は 大學の 先生よりも 餘 計に 取れるな り それにても 尙 大分 敎 

員 待遇 論 やかまし 今 も その 議論 あり この 點も 無論 我 國のは 改良せ ざるべ からす 職務に 從 事して より 廿五年 

の 祝、 五十 年の 祝な どい ふ 事 毎日の 様に 色々 の 人の する 事な り 巡査、 郵便 脚 夫な どもす る 事な り 我國 にて 巡 

査ゃ脚 夫が 廿五年 勤續の 祝な どす る 事 あり 得べ しゃ 之 を 以て 見ても 如何に 社會の 秩序 ありて 各 其 分に 安ん する 

か を 知り 給へ 我國の 如き 秩序な き 社會は 叉と あらざる べし これ はト ラン シショ ンの 時代 なれば やむ を 得ざる 

事と あきらむ る 外な し 

さて 本日 着の 手紙 (貴兄 を はじめ 二三 通) は リオ、 デ、 ジャ ネロに 搭載せ しものに てメ チヤ クチャに なって 相 着 

し 候 難船の 爲 めダメ ー ジ された とい ふこと わりの 印 あり 二百 袋の 中東 京より 獨乙 宛の 分 一 袋 助かりし 由 せ 

めても の 仕 合に 御座 候 

さて 其 手紙 は 悲しき 訃音 を もたらし 候 其 一は 竹 村 君の 死去、 其 二 は 潮 田 老母の 死去に 御座 候 いづれ も 意外の 

事に て 一 驚 を 喫し 候 竹 村 君 悪性の 肺病と は傳 聞せ しか ど さまでと は存ぜ す實は 二月 一 日に も 同氏の 許へ 宛 一 通 

手紙 差 出し 候處 今日 報 を 得て 驚 入 候 誠に 言語に 箱した る氣の 毒の 次第にて 異鄕萬 里親 友に 離れた る 心地 御 察 被 
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下 度 候 同氏が 小生の 出立 を 見送らん とてお くれば せに (一 汽車お くれて) 横濱 埠頭に 來られ マルセ レ ー ズの奏 

曲と ともに 帽子、 ハンケ チを 振って 別れし は卽 ち^ 明の 別と はなり ぬ 悲し， とはい ふ も 愚な り 小生 束 京に 在ら 

ば 今少し は不 及ながら 慰め もす ベ きものと 坐に 悲歎に くれ 候 同氏の 遣稿樣 の もの あらば せめて は 出版 にても 致 

度 これ は關 根、 斯 波の 方へ 申 遣し おき 候 貴兄 も 竹 村 君 及 同舍弟 君と は 親しき 間柄 なれば 何分の 御 助力 奉 願 候 

今一つ 悲しむべき は 立 花 君な り 同 君 先々 月より 肺 部に 故障 ありい よ/,, \ 今月末 歸 朝の 途に 就き 候 當人は 知ら 

ざれ ども 醫 者に 聞けば 大分 悪しき 由 これ も將來 如何 哉と 案ぜられ 候 か 様に 幾多 有爲の 人の 早せ する は 誠に 歎 

くべき 事たり それにつ けても 身體の 健康が 第一な り 絕大の 抱負が あっても 何が あっても 命が 無くて は 何の 役 

にも 立た す 小生 當 地に 參 りて より 唯々 身體の 健全 をのみ 祈りて 他に 何等の 愁望も 大望 も 無し 

一昨日より 左の 處に引 移り 候 これ は 機 田、 大壤君 も かって 居りし 家に て 中々 よき ファミリ ー なり 立派な 娘 も 

ありて 日本 好きの 家な り ファミリ ー テ イツ シ にて めし を 食 ふ 故 談話の 上達に も大に 便利 あり 藤 代 氏 も 同宿い 

たし 居候 當分 伯林に 居る 積に 御座 候 ライプ チッヒ は氣候 あしければ なり 

チェラ ー は 老年 故 講義 はせ すゥ H 1 ベル は 年より たれ ども やり 居るな り 松 本文 氏な ど閒 居る 由 パウル ゼン中 

中 盛に て 聽講者 多し 文學 にて はシュ ミット、 ガイ ゲル これ は 近世 文學の 方な り 小生 來學期 はこれ 等 二三 人 

聽講の 積に 御座 候 古い 方 は 後に ま はすな り 大學 講義 目錄 一週間 程 前に 賣 出したり 之 を 見て あちこちの 大學 

へ轉 學入學 をす るな り 小生 は どこに 居ても 同じ 故 ま、. つ 伯林に 居る 積な り 芝居 等 はつい ひまな きため 今以て ゆ 

明治 一 一一 十四 年 
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かす いつでも 見られる と 3 心って 安心して 居る 故な り 二三 日中に そろ/ \ '芝居 見物 も はじめん と存候 ハウ ブ 

ト マンの 沈 鐘 (登 張の 帝 國文學 にて 大意 御存じの 事と 存候) 大分 はやる 容 子たり ゲイ シャ、 XXX などい ふ 芝 

居大 流行 なれ ども これら は 見る と 嫌に たる 由 神 田 乃 武氏は 見た と 話され 候 同氏 は 一月ば かり 當地滯 在 諸 所 同 

行いた し 候 今月 は以太 利の 方へ ゆかれる 害 姉 崎 は 近日 この 地へ くる 由な り 山 口 小 太 郞來學 期 は ライプ チッ 

ヒ へ 移 轉の由 イブ セ ンの事 先日 御 申 越 相 成 候へ ども これ は 狭義の 獨 逸文 學者 にて は 無 之 候 (ゲル マ 二 ックに は 

相違な けれども) ズ ー デルマン 小說ー 冊立 花 氏に 相 托し 差 出 候 五月 中旬に は 御 落手の 事と 存候 

ビ ュ ステ はこ はれ 易き 故 立 花 君に 托す か 托さ るか 未定に 御座 候 同氏の 荷物 次第な り 

貞吉 坊主 近頃 大分 景氣 よし 總理 大臣 祕書官 になる かも 知れぬ と 申 越 候 出 來れば 結構の 事と 存候 祌戶兩 親子 

供 等 も 健全の 由 何よりの 事と うれしく 存候 山 田 氏 は 如何 久しく^ 沙汰いた し 居候 御 逢の 節 はよ ろしく 竹 

村 氏の 不幸 かへ すぐ も 悲しき 事に 御座 候 

三月 十三 日 

Jvlelanclllicllstr- 12. 

やい ち 

得 能 大兄  . . 

新聞 御 送り 被 下 候 由 難 有存候 何 新聞 にても よろしく 御座 候に 付 御 送 被 下 候 は 大に仕 合に 存候 
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二八 

叨：^3三十 四年三月ニ十五=1 ■ ベルリンより 

ライプ チッヒ 大幸勇 吉氏宛 (緣 はがき) 

過日 來 お蔭様に て おもしろく 相 暮し候 貴兄 伯林の 案 內記は 小生 寓に御 忘れ 相 成 居候に 付 本日 菌田 氏へ 相 渡しお 

き 候  . 

三月せ 五日 

やい ち 

宿のお 婆さんへ よろしく 

二 九 

明治 三十 四 年 四月 十九 日 ペル リンよ リ 

ライプ チッヒ 火 幸 勇吉氏 { 兆 (繪 はがき) 

小生 病氣 にっき わざく 御見舞 被 下 奉 謝 候 最早 全快し 本日 は 入浴して 少. < 散歩いた し 候 間 御 安心 被 成 下 度 候 

服 部 兄へ もよ ろしく 

明治 三十 四 年 


847 


書  翰 

毎々 御 面倒ながら 谷 本 氏へ 別途の はがき 御 渡し 被 下 度 同氏の 宿所 不明に 付 願 上 候 也 

四月 十九 日 

やい ち 

三 〇 

明治 一一 一十 四 年 四月 二十 五日 ペル リンよ リ 

四 谷 區本村 町 三十 番地 芳賀銅 子 宛 (パ ゥ ル 街の 籍は がき) 

これ は 唯今の 寓居の 一 町 さきの 町な り A 印の 處を 左に 曲って 一 ^行った 角に 居るな り 〇 印の 處を 右に 曲った 

處が もと 居た 下宿の ある 處 なり 

四月 廿五 日 

や いち 

LH 中、 巡査の 下に〕 i 査 

〔同、 a 馬車の 下に〕 迁 馬車の 待って 吾 る有樣 かくの 如し 

三 I 
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叨治 一 一一 十四 年 ra 月 二十 五 H ベルリンより 

四 谷 tel 本 村 町 三十 * 地 芳贺銅 子 宛 (ゥヱ ルフト 街の 緣 はがき〕 

これ も 寓居の 近處の 景色な り 瓦斯 燈の ある 處 から 左へ 曲った 二 軒 目が もと 居た 下宿屋 &り 

四月 廿 五日 

やい ち 

i ニニ 

明治 三十 四 年五ガ 二十 I 日 ペル リンよ リ 

四 谷 K 本 村 町 三十 番地 芳贺鋼 子 宛 (繪 はがき) 

こ れ は當國 の 皇帝 皇后 皇子 達 の 寫眞 なり 前列 の 最も 右な る が 皇太子 に て 今學 期より ボン 大學 に入學 せられた る 

人な り 

五月 廿 一 日 

や い ち 

三 三 

明治 三十 四 年 
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褂翰.  , 

明治 一 一一 卜 i:^- んパニ 卜 w= ペル リンよ リ  g 

得 能文 氏 (綠 はがき) 

共 後 は 御無沙汰に 打 過. e. 候 立花歸 朝の 時ズ ー デルマンの 小說 托す 事相 忘れ 候に 付 一 嶋. 似來月 初旬 歸 朝の 節 敝む— 杖 

に 御^ 候 

常 也，？/ 月 は 御 承知 の 如くみ にて い.. つれの ブラ ッ ッ も 花 きう つくしく 御^ 候 赛氣の 催す につれ て 故 鄕の妻 こ ひ 

しく 御^ 候 御 一笑 被 成 下^ 候 

XX  XX  は 恩鄕^ の^り/ \ て 被^し^ に 火 を 放ち 人 を 偬け 候 大 騒に 御^ 候 氣の^：伸とぃふも愚なリ 

フ ィ ング ス テ ン にて^ 校 は 明：：：. r: りい ばかり 休 なれ ども 金なくて 旅：；；： も出來 す".^,: n き こと もな し 講義 はリ ヒ 

ャ， 'ド マヤ I の 比 文ゅ硏 法 及 獨 逸 小説 5?^ 聽！ i いたし 1115^ 紛摄共 逸會今 il< ^巾たり 巾. -：^^ に 御^ 候 

五月 サ 1： H 

.  劳贺矢 1 

三 四 . 

明治 三十 四 华 六月 十一 = ペル リンよ リ 

祌戶 市祌戶 屮學校 将？ M 文 氏 .^  はがき) 


0^ 福 Is^ 歸 朝に 付 sll-lrnllallll の Es  War 一  冊 及び Haiipt ョ anii の vc-rsunliMlc  C;locke  一  W 御 送 申 上 候 

後者 は 今年の 冬 も處々 にて 興行せられ 大 評判の 童話 的 戯曲な り (登 張の 帝 國文學 の 論文 を參 照した まへ) 新版 も 

の は いづれ も 高價故 この度 はこれ 丈け 匆々 不 1 

龍 江 生 

福 原 は 七月 下旬 日本に つくべし 

書籍 目錄 あとから おくる 

三 五 

明治 三十 四 年 六月 二十： H ペル リンより 

ライプ チッヒ 大幸勇 吉氏宛 (繪 はがき) 

坂 本 嘉治馬 過日 ラ ー ッ ケラ， 'より 連名の 葉書 に 對し て 返事 を よこし 貴兄に よ ろしく と 申 越 候 其 中に 例の 化學敎 

科 書 今年 も 六 七 千 部 相 捌け 候 由 も 書 添 居候 羨し く存候 高師 校長 は 叉々 嘉納 氏に 內定の 由 閜及候 已に御 承知 

に 御座 候 哉 小生 萊府行 見合せ 候 今月 洋服 を 持へ て餘裕 なければ なり 諸君に よろしく 

. 六月 十九 日 

やい ち 

明治 一ー一 十四 年  . 
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書  翰 

立 花 君 船中に て 死亡の 由 誠 S 人 5 廿曰 重)  . 

三. I へ 

明治 三十 四 年 七月 七 S ペル リンよ リ 

西 織 村 貧 四十 九意 敷 I 文 氏 宛 S はがき) 

日本 新聞 五月 分 落手 久し 藤り で 非き こお ： . 

七月 セ日 tl! 霧いて f 被 不過之 i 

やい ち 

I  二 七 

明治 一一 一十 四 年 七月 二十 nr ペル リンよ リ 

ライプ チッヒ 大幸勇 富 宛 (m はがき) 

暑い のに 閉口なる， こと は 御 同感 一々 令- is 人 J くペ 

ざるべ か I 先 曰 服 部 君ャラ：， —スば I に I ける 由に 付 小生， 是非 まどこ か 三仃か 

«?-EH,^fff^ より ライフ チッヒ  ズ{  ,11 力 

居り 候 いづれ 五六 日中に は どこか こ S め  一 御 f 被 下 候へ ども 遠方の 事故 直に それとも 取 極 かね 

取 極め 一 ヶ月 S しくく らし 度と 意 候 大兄 はいつ 頃萊 府を まらる. か 
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藤 代 氏 多分 十月^より 御 地に 參る べし 小生 は 今 暫く 伯林に 居る 積な」 

七月 二十日  - 

大幸兄 


や 


ち 


三 八  • 

明治 三十 四 年 八月 十二 日 ぺ I ン ドルフよ リ 

四 谷 區本村 町 三十 番地 芳賀鋼 子 宛 (ぺ I ンド ルフ村 停車場の 繪 はがき) 

先日 手紙に て 細々 申入 候 通 この 夏 小生の 寓居と したる 停車場 はこれ なり 

八月 十二 日 

〔13.、  物の 上に〕 この 二つ の 窓 ある 部屋に 住居いた し 候 

三 九 

明治 三十 四 年 八月 十五 日 ハン ノ ー フェルより 

明治 三十 四 年 


やい ち 
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書翰. 

四 谷 區本村 町 三十 番地 芳賀鋼 子 宛 (籍 はがき) 

菌 田氏來 遊に 付 同行して 二三の 都 府を觀 候 歷史 文學の 上より おもしろき 事も斟 からす 

八月 十五 日 

やい ち 

四 〇 

明治 三十 四 年 八月 二十 二 m ぺ ー ン ドルフよ リ 

神 戸市 祌 戸中 學校 得 能文 氏 宛 (封書」 

細々 と 御認の 御書狀 本日べ I ン ドルフと いふ 片田舍 にて 落掌 繰返し 拜讀 いたし 候 去年 神戶に 於て 手を携 へて 數 

日の 歡を盡 せし は 早 や 一年 を 過ぎ 候 年 光 流水の 如しと は 誠に 尤の 次第に 御座 候 貴兄 近來 健康 舊の 如くなら す 

と あり 心配いた し 候 何卒 折角 御 自愛 被 下 度 祈 上 候 小生 爾後 益 頑储御 安心 被 成 下 度 候 伯林に 居って 嘸學 問が 

進む だら うとの 御 推察 誠に 御 恥 かしき 次第に 御座 候 た 世界 を 見て 幾分 か 見識が 廣 くなる とい ふだけ にて 獨乙 

語な ど はお も ひの 外 進まぬ ものに 御座 候 これ は 小生ば かり かとお もへば 皆 同様の 容子 なり 大村、 藤 代、 山 口 

などの 專鬥家 は^ 物と して 醫學士 連な ど にても 話の 上 手工な 人 はとん と 無 之 候 十 年 位 居らねば 話な ど は 上手に な 

り 申す まじく 候 併し 見識 を 長す る點に 於て は將來 日本の 社會 の中柩 となる 人 は 是非 一 度は來 遊せ ざるべ からす 
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と存候 かく 申せば 餘程 見識が 進んだ 樣 なれ ども さう いふ わけで もな し 唯 だ 世界の 中央に 立って 居る 以上 は 何 

事も歐 米の 事情 を 知る が 第 一 と存候 故な り 小生 國文學 の 上に 於て 將來 施設すべき 事情に 就いては 多少 其方 針 を 

得た る 積に て大 に文學 上の 敎育を 起し 國文學 研究の 事業 を 容易なら しめ 將來 文學發 達に 資する 樣 いたし 度 考に御 

座 候 今日の 狀態 美術 古社寺の 類 を はじめと して 古史の 材料 も牧拾 せらる、 にあたり 文學の 材料、 其 整頓 等の 事 

業 全く やる 人な き は 文化の 上の 一大 缺點と 深く 感じ 候 この 點が 小生の 將 來に盡 すべき 事業と 確信いた し 居候 

日本 敎育 事業に 就いて つまらぬ との 御 說御尤 に は 相違な けれども いづ こも 同じ 樣な ものな り 獨乙 にて 四十 年 も 

同職に 居る とい ふ 事 結構 は 結構 なれ ども 之と 同時に 腐敗と いふ 事 は 伴ひ來 るな り 當 地の 老敎 員の 中には 十年以 

後の 新刊書 は讀 まぬな どい ふ 人 ま づギム ナジ H ン あたりの 先生に は 普通なる が 如し それから みれば 日本の 新陳 

代謝して 始終 新しき 人の 入 込む とい ふ 事 一 害に 伴 ふ 一 利 は 叉 ある 事な り 福 原 かって 大氣焰 を 吐きて 曰く ドイツ 

の 老 文部 參事 in:; と 余 と を 比 ぶれば 余の 方遙に 事務に 通曉 せるな らんと これ 強ち 大言壯 語 にも あらす 學 問の 深 

淵なる 知識 を 要する もの 叉 は 經驗を 要する もの 等 は 暫く 措き 普通 誰に でも 35 來る 仕事の 如き はか へ り て 若手の や 

る 方が 元氣 があって 面白い かも 知れす 伊藤 侯 ゃ山縣 侯の 如き 人 も 一 一十 年 もむ かしの 方が 遙に 仕事 を やりし に 相 

違な し 日本人の 早 衰の點 はとても 西洋人 と. 競 爭出來 ねばむ し ろ 始終 新陳 交代し て 若手に 仕事 を やらせる 方が 國 

家の 爲か とも 被存候 日本 は 諸 國の長 を 採りて どんく 新しい 事 を 人れ る 故お も ひ 切った 事が 出來て 西洋よりも 

進む 事が 出來る 便宜 も あり 日本の 學校衞 生の 如き はたと へ 表面上に は 過ぎす とはい へ 世界 第 一 とい ふ 評 も あり 

刚；^ 一一 一十 S 年  . 
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#1  翰  , 

巴 里で 三 島 氏 は 金牌 を 得たり 日本 新進 國の學 校 衞生獨 乙 及ばす と當 地の 新聞に 慷慨せ る をみ たり 電氣鐵 道 ひ 

前に 網の 樣な もの をつ けて 人 をす くひ 取る 仕組 京都な どに は 前から あ つ て 別に 不思議に もお も は ざり し處 伯林に 

て はやう くこの 頃少 しづ 、用 ひ 出せり 目下 II 會 中の 防火 博覽會 にて その 雛 形 をみ て 驚き 居る 人 多き も 現に 目 

擊 せり 西洋に て 驚く は 唯 だ 富の 多き 事な り 國 民の 元氣、 勢力 等に 於て 叉大體 の國家 組織に 於て 日本 問 化の 先 

進 者が 今日 迄に 輸入せ し 事 は 誠に 感じ 人り たる 事に て 中には 餘 計な 模 做と おも はる ト事 無き に 非 ざれ ども 中々 甘 

く 行って 居る ものな り 西洋と て そんなに 驚く に 足らす 敎育 上より みて 叉 一般 國 家の 上より みて 實業敎 育の 點 

は 我國殘 念ながら 數十歩 を讓ら ざるべ， からす 之 さへ しっかり やって どんく 國富を まし 商工業 上に て 西洋と 對 

立す る樣 にさへ なれば 日本 は 恐る ベ きもの 天下に 無し 富の 足らぬ 事が 將來 最も 憂 ふべ き 事たり 併し 富の 發達 

につれ て 精神力の 衰へ る 様な 事が あって は ゆ、 しき 大事な り 是亦大 に 教育家の 注意す ベ き 事た るに 相違な し 

宗敎等 の 御意 見に 於 て も 同意な り 西洋 は 古い 基礎の 上に 立って 居る 故シッ カリと したる 處 ある 代りに 融通の き 

かぬ 事 も あり 日本 はこ の 機に 乘 じて どし/ \ と 進んで ゆく ベ き 時代と 存候 

日本の 開化 は當 地の 有識者い よ/ \ 之 を 知りて 之 を 恐れて 居るな り 無敎 育の やつ は 不相變 野蠻國 とお もって 居 

る 故 日常 交際の 上に はつ まらぬ 問な ど を 出して 瘤に さはる 事 多し こんな やつに は 何 を 言って きかせても だめな 

りと おもって 其 儘 にして置くたり 併し 皆 この 通り なれば しめた もの なれ ども 具 服 者に は チヤ ン ト 分って 居って 

少しも 日本に 氣を ゆるさぬ 故 日本人 も餘 程し つかり 樺 をし めて か、 ら ねばならす 日常 交際す る 人の 如き ものと 
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おも ふと 大 なる 間違な り 

二 1 マ ン とか ノィ マ ン とか 不思議に も 同じ 樣な英 人と 獨 人と に御附 合出來 候^ 大慶の 事に 御座 候 日本に 居る 外 

人 は 日本の 御せ 辭 ばかり をい ひ 居る 事と 存候 ワルデ ルゼ ー などの 評判 は 如何 過る 十四日 當地 にかへ り 皇帝 は 

喪中に か、 はらす 大騷 をして 迎 へたり ー體 この ワルデ ルゼ ー は 今の 皇帝の 師 傅たり し關 係より 非常に 信任 ある 

わけたり この度 は フユ ルストに 進む とい ふ 評判 あり 又ビュ 口 ー は總理 大臣 をヮ ルデルに 讓ら ねばならぬ かも 

しれす と當 地の  一二 新 M に 噂いた し 候 この 爺さん 佛 人に 向って は 佛人を ほめ、 米 人に 向って は 米 人 を ほめて 中 

中く へぬ 奴と 存候 

小生 この 八月 は田舍 生活 をみ 度考 にて 過日より この 片田舍 に 住居し 廣々 たる 野原の 签氣 を吸牧 いたし 居候 明日 

は 最早 大分 涼し くもなった 故 伯林に かへ り 度と 存 居候 この 家の 爺 は 無敎育 なれ ども 息子 は 法科の 學生 なり い 

つも 親子に て 北極に て は 日が 長いと か 短い とか ル ー テ ルの 生れた の は どこかと かこ、 だと か 議論す る 頗る 與味ぁ 

り 田 舍人は 流石に 質樸に て 伯林に 居る 時よりも 餘程 おもしろ しとお も ふ 事も不 戡 日本の 平野と は 違って 馬 鈴 

薯と 砂糖大根の 昌 のみに て 其 他に は 牛 や 羊の 牧場 あるの み 森 は 流石に 獨 乙の 事と て 到る 處 にある 故晝間 はケッ 

トを 抱へ てこの 森 蔭に 書物 をよ みに 行くな り 中々 風雅に 御座 候 併し 浴場の 無き に は 閉口 息子 曰く 温湯に 人 

浴す る は 人間の 體を 弱くする 故 獨人は 夏の 屮は溫 湯に 浴す る もの 無しと た t 水で 拭いて 置く のみ 汚しと いふ 

べし 女な どが 雪隠より 出て 來るを みても 決して 手 を 洗 はす 誠に 汚き 感を おこし 候 田 舍の學 校の 視學は 牧師 

^^三十 四卑 
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が やり 居るな り これ は 成程 一 擧兩 得と もい >v へし 伯林な どに て 見る 立派な 視學官 は 勿論 こんな 村の 視學 にて 

も 敎員は いづれ も 尊敬して 居る が 如し 日本の 如く 敎 員と 視學と 喧嘩す る 様な 事 は 無し こ、 の 牧師と も 近附に 

たり 昨日 村の 學校を 一 見いた し 候 單級學 校に て 別段 感服す る點 もなかり しが 牧師 は 熱心に 村の 學校 なれ ども 整 

頓 して 居る と 自慢いた し 居候 この 敎貫は 中々 財 家に て 馬車な ど を 持って 居り 一人 息女に は 婿になる 望 手が 非 

常に 多し とか 財産家に して 小 學敎員 を やって 居るな ど 一寸 日本に は 例 無 かるべし 學校 見物 濟 みて 後 葡萄酒 を 

飮 ませ 候が 中々 よき 酒の 樣に おも ひ 候 これ は 珍客と て 特別に 奮發 せし ならん と 宿の 爺 申 候 木 板に 曰 本の 字 を 

書いて 子供に みせて くれと いふ 依頼に， て 半時 間ば かり 日本の 字、 支那の 字 を 書いたり 地圖 にて 日本の 島の 名な ど 

を敎 へて やり 候處 子供 ども 大喜 なりき すべて 視 學の敎 場に 臨む や 大した 見 幕の ものな り (们林 にても しかり) 

敎 師が發 一一 一一 tl 中で あらう が 何で あらう が 生徒 をし かったり 生徒に 質問したり 敎師に 注文して どん/ \ 色 々の 事 を や 

ら せて みるな ど 面白き ものな り 敎師を 生徒の 面前で しかるな ど は 感服 出 來ぬ事 なれ どもと にかく その 勢力の 盛 

なる は 驚く ベ し 

讀賣 新聞 御 送 被 下 星 氏 事件よ く 分り 候 何卒 向後 引 續き何 新聞 にても よろしく 候 問 御 送 被 下 度 奉 願 候 貞吉 坊主 

より は毎號 太陽 を；^ りくれ 候 其 外に ホト、 ギス來 る 其 外に は 新聞 雜誌 何もみ ぬわけ にて 御座 候 この 田舍に 

芝居 あり 物 もた めしと ー覽 いたし 候 木造の 粗末なる 建物 (日本の 議事堂の 如き 外觀) なれ ども 四 五 百 人 は容る 

べし 道具 立 も 中々 立派に てお もった より は 驚き 候 觀料は 僅に 一 マ ー ク位 なり 日本に て 村の 百姓が 芝居 をす 
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る の と 比 ぶれば 富 の 懸隔 も 驚く ベ く社會 の 秩序 あ る も 感心すべし この 芝居 をす ると いふ 事より みて も 人間 は實 

に 貴兄の いはる、 如く パ ン のみに て は 生活し 難き なり さりながら 田 舍の末 迄文學 美術の 恩澤に 浴す る樣 にす る 

迄に はとても/ \ 金 がいる 事な り  .  . 

山 田 氏に 御 逢の 節 はよ ろしく 御 傳聲被 下 度い つも 無沙汰の みいた し 居候 御 令閨 は 御 達者に や まだ 赤 ン坊は 出 

來 ませぬ か 

姉 崎、 籐代は 來學期 ライ プチ ッヒに 移るな らん 小生 は 不相變 伯林に 居るな り 菌田も サンスクリット を やって 

苦んで 居る が 近顷は X  X  XXX こられて 諸處 御供の 旅行 殆ど 全 歐を見 盡し候 西班牙、 魯 西亞， のみ はま だの 様な 

り 土 耳 古へ も ゆき 候 羨ましき 事な り X X X 小生の 宅へ も 尋ねられ 候が 一向 威嚴 のな き 俗物と 見受けたり 

滑稽な どし きりに やり 居れり 菌 田より は餘 程の 才子たり 流石に X  X だけ はありと 存候 藤 井宣正 氏に 風采の 

似た る處 あり 併し 地理 學 にかけ て は 中々 の 知識 ある 由 白鳥 氏と 大に 中央 亞細 亜の 地理 を 談じ兩 人と もに お 互 

に 益 を 得たり とい ひ 居り 候 妙な 藝も ある ものな り 

あまり 長くなる 故 これにて やめ 候 又，^ 次に 可 申 上 候 匆 々不一 

八月 廿 二日 

やい ち 

文 君 

W  三十 四 年 
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明治 三十 四 年 八月 二十 八日 ライ.  フチッ ヒょリ 

祌 戸市 祌 戸中 學校 得 能文 氏 宛 (繪 はがき) 

ウスに いたり 其 筆蹟 等 をみ る 寫眞の 方が 逢に 立派な、 

八， 月 廿 K!^ 日 


四 


實に 憐れなる 住居に て 坐に W 奮の 念に 甚へざ 


は、 や. 


明治 三十 四 年 八月 二十 九日 ハ ルレよ リ  ， 

祌芦市 神 戸中 學校 得 能文 氏 宛 (簿 はがき) 

ヒ より ハル レに 入り 殘る 隈なく 見物す この 町 古色 ありて 面白し 

< ；月廿 0? 


^江 生 
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四 三 

明治 三十 四 年 九月 五 =n ベルリンよ リ 

東京 市 本 鄕區森 川 町 一 番地 關根 正直 氏 宛 (封書) 

其 後 打絕御 無音に 打 過 候 處益御 無事 奉 慶賀 候 小生 も 幸に 無 異御放 盧奉願 度 候 さて 先日 一寸 はがきに て 御 願 申 

上 候 一 件 何卒よ ろしく 御 願 申 上 度 藤 代 氏 健 筆を揮って 獨逸 有名の 詩人 とん ロ譯と 出掛ける 譯故 同氏の 名譽 たるの み 

ならす 叉 幾分 か は國光 を發揚 する 次第と も 被 存候間 如何なる 本 にても よろしく 候 51 巾む ほ 藏の 一 本 御 郵送の 儀 奉 願 

上 候 假名 手本の 方 猥襄な 點も有 之 不都合と いふ 御考 ならば 外の 忠臣 講釋 など にても よろしく 何 にても 御考 次第 

にて 御 52 奉 願 候 

萩 野 兄 も 益 御 健全に て 時々 書面 を 送られ 候 何より 喜ばしき 事に 御座 候 小生 この 手紙と 同時に 同 君へ も 一通 差 

出 候 過日 萊府に 遊びし 時の 事な ど 通信いた しおき 候 自然 御 逢の 節 は 御 話に 上り 候 事と 存候 同地の 書肆 博物 

館 及び マヤ ー の 工場 (書籍 出版) すばらし きものと 感服いた し 候 人類 學 博物 場に も 日本の もの は 可な りに 澤山 

あり 伯林よりも 多く 御座 候 小生 八月に は 過日 はがき を 差 上 候 片田舍 に 引 込みて 讀 書いた し 居候 近傍に は 例の 

獨逸 流の 森 多く 涼蔭讀 書と シャレ ル事は 容易に 御座 候 へ ども 蠅の 多き に は 閉口 い たし 候 田舍 芝居 も 一 度 見物い 

たし 候 人口 は 二三 百の 村 なれ ども 芝居 は 中々 立派に て 隔日 位に 昔樂會 あり 近傍の 村 ■„< より 集まり 來候故 中々 盛 

明治 三十 四 年 
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に 御座 候 爺さん 51 さんな ど澤山 集まり ビ ー ルを 一杯 のんで 樂み 居候 有 樣田舍 に は田舍 にて 面白き 事 も 御座 候  ^ 

媼 さんな ど は \ ^絲を 編みながら 昔樂を 聞き 居り 候 すべ て當 地に 入りて 感 する 事 は 上 王侯より 下 百姓に いたる 迄 

同 一 の 文學、 同 一 の 昔 樂を樂 む 事が 出來る 事に 御座 候 田舍 街道に は 草木 を植 ゑつけ て ある 事 昔の 日本 をお も ひ 

出され 候 林擒、 梅な ど澤山 房々 となって 居り 候 併し これ は路 ゆく 人の 渴を醫 する 爲 では 無く 村の 財産の 一部 

に 御座 候 これ を 村の 子供 も 盗んで 食 ふとい ふ 樣な事 は 無 之 候 公德 とい ふや かましき 事は卽 これ なるべくと 存 

候 村の 牧師と 知合に なり 學 校な ども ー覽 いたし 候 單級學 校に て 至って 粗末 なれ ども 先生 は 金 持に て 馬車な ど 

を 持って 居り 物數 寄に 學校敎 員 を やって 居る ものと 存候 これ 等 は 日本に 其 例な き 事と 存候 同一 學 校に 廿五年 

居る と 申 候 村の 靑年 子供 皆 この 人の 弟子に 御座 候 敎授法 等に 感服す る 點も無 之 候へ ども 何となく ユッタ リと . 

したる 處 ありて 日本の 小學敎 員の 様に コセ /\ シタ處 無 之 樣被感 候 併し これ は ホンの 一人の 事故 これにて 全豹 

は 知れ 不申候 ブラン シュ ワイ ヒ、 ハノ ー ヴァ ー、 ハ ルレ 等の 町々 に 遊ぴ候 ブラン シュ ワイ ヒは 古色 ありて 中 

中 面白く 御座 候 すべて 歷史の ある 處は 面白く 御座 候 西洋に 居て 金 を澤山 持って 旅行した らば それ 程 面白き 事 

は 天下に 無 之るべし と存 候へ ども 何分 第一 に 困り 候 は 金に 御座 候 西洋の 歷史も 西洋に 來 てはじめて 分った 様な 

心地が いたし 候 學校 などで やった の は 無我夢中に 御座 候 お 寺 見物、 古 像、 古墳 墓 捜索、 西洋 は列國 との 關係 

ある だけに 趣味 もー曆 多く 御座 候 規模 も 大きく 御座 候 案內 人が これ は 十 世紀、 これ は 十四 世紀の 誰々 などい 

ふ處 日本と 變りは 無 之 候 羅馬、 希臘 あたりに 遊びたら ば 更に 一 曆 愉快なる べしと 遊與 勃々 禁じ かね 候 


當地 最早 秋風 立ちて 巳に 外 1^ を纒ひ 居り 候 日月 流水の 如く 故 國を辭 して 巳に 一年に 相 成 候 本年の 留學 生發表 

の 遲きは 如何なる 故に やと 一 同 不審に おも ひ 居り 候 

何 か おもしろき 事 も 御座 候 は 御 報道に 預り度 杉 浦に は 久しく 無沙汰 近日 手紙 を かく 積に 御座 候へ ども 御 逢 

の 節 はよ ろしく 御 鶴 聲願上 候 其 他の 友人 諸君に もよ ろしく 先日 萊府 より 島山 君に 東して 禿 頭は當 地に も 中々 

多し と 書 送り 候 多分 怒って 居る 事と 存候 御 詫 被 下 度 候 

右 願 用 旁 近況 御 報 迄 

九月 初 五 

やい ち 

as 艮」 、に 

IB ぉヅノ 

みもとに 

四 四 

明治 三十 四 年 九月 十日 ペル リンより 

神 戸市 神 戸中 學校 得 能文 氏 宛 (繪 はがき〕 

去る 六日 ブッセ 伯林に 來る 小生 松 本文 氏と 之 を 訪ひ晝 めしの 馳走になる 不相 替元氣 なり 日本の 事 を 色々 聞 

明治 三十 四 年  . 
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いて シ ベリ ャ鐵道 完成の 上 は 今 一度 日本に ゆきた しと 一 百へ り 誰か ケ ー 二 ヒスべ ルヒ へ來 ないかと 頻に 聞き 居た 

り 

九月 十日 

やい ち 

四 五 

明治 三十 四 年 九月 二十 八 H ペル リンより 

ゲ ッ チン ゲン 大幸勇 吉氏宛 (績 は が き) 

ハ ン ブルダの 大會に 御 臨席に て 精神 上幷 に身體 上に 幾分の 滋養物 を吸牧 せられ 候 趣 御 はがきに て 拜承欽 羨々 々 

藤 4^ は來月 一 日頃 萊府に ゆく 害 伯林 も 段々 寂しくな つて 困 入 候 今年の 留學生 は 九月に 發 表と 閒及候 藤 井 も 

萊府に ゆく 由 

九月 廿 八日 

やい ち 

四. K 
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听治 三十 四 年 十月 二十 八 H ペル リン t*- 

祌戶市 神 戶中學 校 得 能文 氏 宛 (封書) 

藤 岡 兄よりの 通信に よれば 責兄 近頃 引續き 凶事 あり 祖母 君に 別れ 給 ひて 後 叉々 間もなく 御 尊父 も 遠 逝 相 成 候 由 驚 

入た る 凶音に 御座 候 特に 遠隔の 地に 御 住居 相 成 候 事と て 種々 の 御 不自由 は 申す に 不及御 哀傷の 段 も 一 層と 深く 

御 察 申 上 候 謹みて 御 詞申述 候 

先日 福 原に 托し 候 一 一冊の 書 御 落手 相 成 候 由 小生 は 未だ 一 とも 讀 みたる 事 無 之 候 

籐代は 萊府に 去り 谷 本 先日 當 地に 參り藤 代の あとに 住み 唯今 は同寓 いたし 居候 同人と 小生と は 元 來氣風 合 はす 

毎日 議論 を爲し 居り 候 籐 代と 住みし 昔を戀 しくお も ひ 居り 候 

藤井宣 正倫敦 より 來 遊に 付 明日 は 文 學士連 一 同 打 揃うて ポツダムの 舊 都に 半日の 秋 光 を 弄する 積に 御座 候 秋と 

いひても 最早 純然たる 冬な り 落葉 鑌紛 雨の 如し 明日 は 去年 伯林に 入りた る滿 一周年に 御座 候 

巖谷氏 を 宗匠と して 白人 會と いふ 俳句 會當 地に あり 小生 も此兩 三度 出席いた し 候 まだ 御覽に 人れ る 程の 名句 は 

出 來不申 候 

天長節の 夜會も 近づき 候  ■ 

1 事爲 すなく して 今年 も签 しく 暮れん とす 慚愧の 至に 御座 候 金が無い のが 何よりも つらし 匆 々不一 

5 

十月 廿 八日  -  ^ 

明 治 三十 四 年 


書  翰 

.  やい ち 

秋 虎 君 

四 七 

明治 三十 四 年 十一月 三日 ペル リンよ リ 

神 戸市 湊川祌 社 官邸 內 芳賀鋼 子 宛 (繪 はがき) 

無事 在歐 第一 ー囘の 天長節 を 祝し 申 候 

十一月 三日 

やい ち 

四 八 

明治 三十 四 年 十一月 十一 日 ペル リンよ リ 

ゲッ チン ゲン 大幸勇 吉氏宛 (瑭は が き) 

其 後 御 無事 何よりの 御 儀に 候 小生 も 瓦全 御 安 意 賜 はり 度 候 藤 代 巳に 去り 先月より 谷 本 其 あとに 來れり 來月 

迄 居る との 事 籐井 君の 出發は 多分 來年 二三 月頃な らん 


十一/十一  /i, いち 


四 九 

明 冶 一一 一十 四 年 十一月 十一 一 百 二 リンより , 

東 ii 川 町 一番 地 liiu  I 年の 東 1 きに は 上田 、一一 一 上 二 

本 |名手 本忠 I 相 着し 候 不取敢 御 禮申 上 候 岡 倉 君 何月 頃出發に や 又 来年の 東、 

氏の 內來ら る its 當地囊 中 々強く 相 成 申 候 

十一月 十三 日  いち 

關根 大兄  . , 

五 0 

明治 一一 一十 五 年 一月 一日 ペルリ ソ より 

ゲッ チン ゲン 大幸勇 吉氏宛 (縛 はがき) 

明抬  一二 十五 年. . _r  ...  ！  k  ：  •  .  f  .1  I 
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いよ./ \ 八 「年 はか へる 事に なった このうれ しい 新年 をつ 、しんで 御 祝 ひ 申す 

元 旦 

は、 や、 

五 一 

明治 三十 五 年 一月 二日 ぺ， レ リンよ リ 

神 田 區駭河 臺袋町 十四 番地 今 立 裕氏宛 (封書) 

十一月 十五 日の 御 書 狀舊年 十二月 廿 九日 落手 5<« 御 多祥の 由 拜承奉 欣賀候 小生 も 幸に 無異 第二 囘の 新年 を 海外 

に 迎へ候 十一 一月 卄 五日の 耶蘇 祭に 續 いて 正月に てこの 十四 五日 は 學校も 休み 故 何 やか やが や/ \ として 相暮し 

候 藤 岡 氏 も 十二月 廿 一二 日頃 マルセ ー ュ 着の 由に て 三十 一日 卽 大晦日の 日 はじめて 伯林に 面會 いたし 候 近 角 

常 觀氏も 在 伯の 事故 同氏 一 切 f 話いた し 居られ 候 本願 寺に 關係 ある 人 は 右の 外 池 山 榮吉、 菌 田宗惠 など 東西の 

派 は 異なれ ども 澤山 居り 候 姉 崎、 松 本文な どの 宗敎哲 學者も 居り 候 故宗敎 上の 研究 は 一 二 年の 後大に 日本 社會 

の 上 を 影響いた し 候 事と 存候 此際織 田 氏の 佛敎 辭典に 益御勵 精の 趣 は 謹賀の 至に 御座 候 佛語 解釋、 國文 十二 

種 も 巳に 御 出版の 由 喜ばしき 次第に 御座 候 作文 敎範 第五 册及 佛敎 金言 集 一 冊 御 惠投被 成 下 奉 萬 謝 候 

さて 小生 當地滯 在 も旣に 一 年 二 ヶ月に 相 成 この 四月に て滿 一 年 半に 相 成 候 就而は 四月に 當地を 切上げて 佛國に 
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向 ひ  一 二 ヶ月 滞在の 上 英吉利に 遊び それより 歸 朝の 途に 就き 度と 心 積いた し 居候 然る 處何 がさて 少き 學資の 上 

に會 計の 下手 故 あても なしに 書物な ど を 買 ひ候處 金子い つも 逼迫に て 旅行 も 出 來す困 入 候 就而は 甚だ 恐縮なる 

御 願ながら 作文 敎範 印稅の 前借と して 百圓 ばかり 御 融通 被 成 下 間 敷 候 哉 今年 は 再版 其 他に て 御 人 用 も 多 かるべ 

しと は存 候へ ども 右 御 許容 被 成 下 候 は 大 幸の 至に 御座 候 尤も X  X  X の 方へ も 巳に 一 一三 百圓 借用の 儀 申 人 置 候 

へど もこれ もい っ來る やら 分らす いよ/ \當 地 を引拂 ふに 就 而はそ れん \ 書物 星 の 借金 も拂 はねば ならぬ 故 若 

し 御 許容の 上は此 手紙 着 次第 正金銀行 又は 第 百 銀行の 爲替 券に て 御 送 附被下 度 願 上 候 小生 當地着 以來. 未だ X の 

^を 知らぬ 位 故 その 邊の 無駄 遣に は 無 之 此儀は 御 安心 被 成 下 度 候 

鼷井 婦人 會 設立 中 々盛なる 事の 由 婦人 は 概して 無敎育 の もの 殊に 日本の 今日の 社會 にて は 男子の 知識 を HI に 吸 

收す るに 比して いくらか 後れて ゆく 有樣故 男子の 福 井 會とは 別にして 有 S な 講談 にても やる 事に したら ば宜 から 

んと 被存候 

八 田 氏 不相變 御 元氣 の 由 當地 に も 海軍 陸軍 の 留學生 數名居 り 候 海軍の 人の 方が いづ れも 開け て 居って 物が 分 

つて 面白き 樣に 御座 候 

^藤 侯 は 去月 來遊 日本人 會を 催して 寫眞 たど 取り 候 折 柄 川上 貞 奴の 一行 も 當地與 行中に て 伊 侯は貞 奴が 十二 一 

四 頃の ナジ ミの 由に て 大滿悅 の 樣聞及 候 伊 侯 ti シャ も、 獨乙 も、 英も 非常の 大歡迎 にて 勳章は 貰 ふ 御馳走に は 

成る 欣々 然として 歸られ 候 由 . 

明 ^ 三 十 五 年 
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書  翰 

獨乙 人と 日本人との 和獨會 とい ふ會合 あり この 十八 日に 大會を 催し 候處 たま ノ\ 醫學の ウィル ヒ ョ ー とい ふ 大家 

も 臨席し 中々 の 盛會を 極め 候 

森 岡 常 藏氏は 十 一 月下 旬より 急性 肺炎に て 一 時 は 危篤 9 模様に て萊府 在留の もの (姉 崎、 藤 代、 服 部、 溝 淵な ど) 

いづれ も 非常に 心配いた し 候 由の 處 幸に 追々 快方に 向 ひ 候へ ども 尙 病院に 在り 段々 寒 氣に向 ふ 事故 非常に 注意 

を 要する との 事に 御座 候 音樂學 校の 瀧 簾 太 郞氏は 先日 咯血 これ は純粹 なる 肺結核の 由. 誠に 氣の 毒の 至に て 

國 家の 爲 にも 痛 歎す ベ き 次第に 御座 候 

併し 當年 は當地 珍しき 暖氣 にて ま 年に 比べ れば大 に樂に 御座 候 其 中に この 暖氣の 反動が 來る だら うと 皆々 申 居 

候 

坪 井 玄道氏 は 今月末 頃 最早 當地 を發 足して そろく 英國 から 米 國へ向 ふ 由 小 泉 叉 一氏 は尙當 地に 居り 候 岡 倉 

氏に は いづれ 英佛 兩國の 中に て 面 會出來 る 事と 存候 

福井會 諸君に は 御 序の 節よ ろしく 御 鶴 聲被下 度 候 

卅五年 一 月 二日 夜 

やい ち 

今 立 君 

侍史 
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御 令閨 樣 へ もよ ろしく 御 傳聲奉 願 候 

五 二 

明治 三十 五 年 一月 十八 日 ベルリンより 

本 鄕區東 竹 町 二十. K 番地 斯 波貞吉 氏.：^  (像 はがき) 

本日 當プ B シャ王 國建國 一 一 百年祭 あり 市中 大に賑 ふ 千 七 百 一 年 は 我が 元祿 十四 年赤穗 義士 復仇の 年に あたる 

1 月 十八 日 

伯林に おいて 

芳賀矢 1 

五三 

明治 三十 五 年 一月 二十 七日 ペル リンより 

神 戸市 湊川祌 社 官邸 內 芳贺鋼 子 宛 (繪 はがき)  ■ 

今日 小包 荷物 相 着し 着物 健に 領牧 いたし 候 父上 様の 御 扇子 も拜見 知合の 獨 逸人に も 見せ 候處 いづれ も 扇子 も 

う つ くしく 日本 國民は 優美な りな ど 褒め 候 

明治 三十 五 年 
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一月 廿 七日 

やい ち 

五 四 

明治 三十 玉 年 一月 二十 九日 ペル リンよ リ 

祌 戸市 神 戸中 學校 得 能文 氏 宛 (封書：) 

舊臘 十八 B 附の 御書狀 やうく 一 兩日 前拜見 益 御 無事の 由 奉賀 候 小生 も 瓦全いた し 居候 囘顧 すれば 故 友 竹 

村の ー囘忌 辰に も 相 成 候 實に年 光の 流水の 如きに 驚かれ 候 小生 も 伯林に ある こと 一年 以上 ビス マ ー ク、 ゲ ー 

テ にも あき/ \ いたし 候 もう 少し 快濶た 規模の 大きな 處へ參 り 度と 存じ 四月に はいよ/、 巴 里に 轉學 いたし 度 

と存 居候 服 部、 松 本文な ども 多分 は同樣 四月 頃 同 處へ參 るべ くと 存候 松 本 唯今 は 伯林に 居り 候 姉 崎 は萊府 

に り 候 いづれ も 手紙 は 公使館に て轉 送いた し くれ 候 間 公使館 宛 にて よろしく 御座 候 藤 岡 も 舊躐着 林 い た し 

候 白鳥 は ブダペストに 參り候 これ も 誠に 面白 かるべく と存候 ブダペスト は 同人種と いふ 考 より 非常に 日本 

人 を 敬 重いた し 候 由  一一 一一 n 語の 上な どに は 日本と 著しき 類似 ありこの 研究 は 非常なる 有望の ものに 御座 候 山 口 小 

太郞氏 も甸語 研究 中に 御座 候 伯林より 汽車賃 僅に 三十 マ ー ク にて ゆけ る 故 小生 も 其 中 一 遊いた し 度と 存 居候 

歐洲の 中 は 四通八達 誠に 便利に 御座 候へ ども 例の 金が 不自由なる は 誠に 詮方 無 之 候 小生 研究に 於て 國語 界の爲 
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めに 盡 すべき 事業 は 段々 と 方針 も 立ち 候へ ども 日本の 書物 も 無く 早く 日本 へ歸 つて 仕事が 仕て 見 度き 考 のみ 相 起 

り 候 併し 歸 つて みれば 又 何も 出來ぬ 事と 存候 

先日 愚妻より 大兄 御 夫婦に 御面會 長々 閑話 を得大 に氣晴 しいた し 候 由 申來候 御 禮申上 候 

今年 は 芝居の 面白き もの も 一 向 無 之 大抵 は 去年の 同様 題目に 御座 候 同じ もの をい つ 迄 もやって 居る に は 感心の 

外 無 之 候 

一 月仆 七日 皇帝の 誕辰に て や 、眼 ひ 候 いづれ の學 校に も 祝賀 會 あり この 祝賀 會 にて は 必す 一 つ の學 術演說 ある 

仕組 は 日本に も 追々 流行 させ 度 ものに 御座 候 單に 君が代 を 歌 ひ 萬歲を 祝す るの みで は 無 之 Hlf 學校 なれば 工業 

の 事、 獸醫學 校 なれば 獸醫の 事、 美術 學校、 大學 それん \ 或る 立派な 教授が 日頃 研究して 置いた 事 を この 機會を 

以て 演說 して 聞かせる なり 誠に 結構の 事と 存候 

決闘 は 不相變 盛んな り 學 生の メ ンズ I ル はしば らくお き鐵 砲で 命の やりとり 此 間から 五六 囘も ありたり 巾に 

尤も 氣の 毒なる は 間男 をされ し 男が 決闘に て 姦夫に 殺されて 仕舞 ひたる 件な り これ 等 にても 決闘の 愚なる 事 は 

分り 候 これ は隨分 人の 同情 を惹 きビュ ti 1 伯の 夫人よりも 被害者の 老父へ 一? 電を發 せし 由 新聞に 相 見え 候 姦 

婦は 亭主の 死後 も赛 夫と 文通 盛なる 由 あきれた 事に 御座 候 しかも これ は 立派な ラン ドラ ー トの 細君に 御座 候 

西洋の 口 をい へば いくらでも 有 之 候 善い 事も澤 山に 御座 候 

四月 巴 里へ 參り候 節 書物 等 は 冬着と ともに 荷物に て 神 戸へ 廻し 候 積に 御座 候 獨逸 にて 御 人 用の 書物 其 他 は 御 申 

明 治 三 十五 年 
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越 次第 同時に 購求 差 出 可 申 候 間 御 申 越 被 成 下 度 大抵 四月 中旬 迄に 着候樣 御手 紙 被 下 候 は ^ 間に合 ひ 可 申 候 日 

本よりの 手紙 は 三十  一二 日、 早き は 四 週間に て 着いた し 候 匇々 

一月 廿 九日 

やい ち 

秋 虎 君 

五 五 

明治 三十 五 年 三月 二十日 ペル リンよ リ  • 

ゲ ツチ ンゲ ン 大幸勇 吉氏宛 (籍 はがき)  き 

此 度の 休暇に 乘 じて 又々 御旅 行の 由 羨し き 次第に 候 福 原より 返事 あり 六月 出立の 件と にかく 願書 を 出せとの 事 

故 昨日 願書 差 出 候 許否 は 勿論 分らす 候 これ は 新設の 高架 及 地下 鐵 道に 候  . 

三月 二十日 

はが、 やい ち 

五六 
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明治 三十 五 年 三月 二十日 ペル リンよ リ 

祌田區 駿河臺 袋 町 十四 番地 今 立 裕氏宛 (封書)  . 

御手 紙 本日 落掌 封 中の 爲替證 も^に 落手いた し 候 御 無理なる 御 願 早速 御 聞 屆被下 誠に 難 有 御 厚 情感 佩の 至に 

不堪 候 貴兄の 方 は 四月 前にて いろ/ \ 御物 入 多き に不拘 殊に 鄭盡カ 被 下 候 件 誠に 難 有存候 外國に 在りて は 金 

が 第 一 に 御座 候 

晟氏 病死の 由 誠に 氣の 毒の 次第に 御座 候 荒 川 氏の 病死と いひ 《1 ^氏と い. ひ 本年 は 二人まで 親戚 を 喪 ひ 候 とかく 

冬の 內は 病人に はわる き 事に 御座 候  . 

岡 倉、 舟 岡な ど 追々 參る 事と 存候 奧村は 唯今 伯林に 在り 兩 三度 面會 いたし 候 森 岡 も 遂に 全快に 向 ひ先以 一命 

を 拾 ひ 候 由 唯今 スト ラス ブル ヒと 申す 處に 居り 候 先々 芽出度 事に 御座 候 

當地 今年 は 非常に 暖氣 にて 雪 も少く 日本の 冬よりも 樂に 御座 候 併し 日本 は 今頃 そろ/ \ 彼岸 櫻の き いづる 時 

候と 存 候が 當地は 中々 それ どころ では 無し 

友 田 氏の 作文 敎範 中學敎 程に 大抵 あ ひ 候 由 可 賀々々 生徒 用の 御 編纂 中と 承り 候 これ も 至極よ ろしから んと存 

候 織 田 氏の 外遊 不相變 壯んな 事な り 新聞に は 岐阜から 選 擧競爭 に 打って出ら る、 やに 記し あり 候 實 際に 御 

座 候 哉 

本願 寺の 近 角 氏、 池 山 氏 急に 本山の 命 を 蒙り 先月 出 發歸朝 被 致 候 最早 歸朝相 成 候 事と 存候 

明治 三十 五 年 
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• 坪 井、 小 泉の ニ氏ホ I ム シックの 噂 有 之 候 由 當 地の 事 色々 日本に ての 嘴と なりい つも 見當違 ひに 傳 はる は を か ，„e 

8 

しき 次第に 御座 候 誰 人 も故鄕 をお も はぬ 人 は 無 之 候へ ども 學 問の 事 やら 國 家の 事 やら を考 へれば 無喑 にホ— ム 

シ ックを 起す ものに は 無 之 候 但し 病氣 など すれば 此 限に あらす 健全 なれば ホ ー ムシ ックと 申す 程の もの は 起 

らす候 金の 無い 時が 一番に ホ ー ム シックが 起り 候 坪 井 氏 は 已に巴 里に 向 はれ 候 來月は 英國、 今夏 迄に は歸 

朝 せらるべし 

此冬 は頻に 芝居 見物 を 致し 居候 當 地の 芝居 は 夕方から 一 一三 時間 見る もの 故 先づは 寄席 へ ゆく 位の ものに て 至つ 

て手輕 なれば 誠に 都合よ ろしく 候 

先 は 金子 受取の 御 返事 旁 御禮迄 匆々 

三月 二十日 

やい ち 

今 立 君 

五 七  ， 

明治 三十 五 年 四月 十五 日 ペル リンよ リ 

神 戸市 湊川 神社 官邸 內 芳賀田 鶴 子、 敏子、 光子 宛 (鰭 はがき) 


これ は ts が 唱歌 をうた つて 居る、 ところです 

四月 十五 日 

伯林に て 

父より 

五八 

明治 一一 一十 五 年 四 月 二十 九日 ペル リンよ リ 

神 戸市 湊川祌 社 官邸 內 芳贺田 鶴 子 宛 (簿 はがき) 

けふ當 地の 水族館 を 見物す 祌戶の 水族館よりも 少し 大きく 色々 珍しき 魚貝 あり これ は その 中の 一部な り 

四の 廿 九日 

やい ち 

五 九 

明治 三十 五 年 四月 三十 H ベルリンより 

祌戸市^^^川祌社官邸內 芳資鋼 子 宛 (繪 はがき) 

明 治 三 十五 年 
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これ は當地 有名の 勸 工場な り 三階に て 非常に 大 仕掛の もの.^ り 

四月 三十 B 

やい ち 

六 〇 

明治 三十 五 年 五月  一 H ペル リンよ リ 

ゲッ チン ゲン 太 幸 勇 吉氏宛 (繪 はがき) 

度々 の 御 はがき 御 厚志 拜謝々 々 小生 は 今月 出 發の願 文部省へ 出しお き 候へ ども 今以て 指令 無 之 どうなる 事 やら 

相 分り 不申 福 原の 手紙に て は 大抵 許可に なり さう なれ ども 上田 局長 も辭 任の 由に て 後任に は 松 井 氏 就任 これ 

は 小生の 爲には 稍 不便に 御座 候へ ども 松 井 氏 も 多分 許可し くる. - 事と 存候 さすれば 英佛 等の 國語 調査 法 研究と 

いふ 事に て アメリカ を經て 七月に は 歸朝致 度考に 御座 候 いづれ 其 中 又々 御 報 可 申 上 候 匆々 

はが、 やい ち 

六 I 

明治 三十 五 年 五月 三十日 ェ-ナょリ 
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神 戸市 湊川 神社 官邸 內 芳賀銅 子 宛 (緣 はがき) 

昨日 當 地に 入る 當 地に は 稻垣、 小 泉、 林、 大谷 等の 諸氏 あり 唯今 この 四 氏と 市外の 風景よ ろしき 處に 遊び 豚 

の 腸 詰の 燒 立て を 食 ふ 誠に 風流に て 詩趣 齢 からす 

五月 三十日 

やい ち 

六 二 

明治 三十 五 年 五月 一二 十一 日  一 I ュ ー ルン ベル ヒょリ 

神 戸市 祌戶 中學校 得 能文 氏 宛 (總 はがき) 

佛國に ゆく 途中 獨逸內 巡遊の 目的に て 本日 はニュ ー ルン ベル ヒに向 ふ ワイ マル、 H 1 ナ 等に 於て はみ るべき も 

の少 からす 歸 朝の 上 ゆる/ \ 御 話 致すべく 候 

五ノ卅 一 

やい ち 

六 三 

明治 三十 五 年 
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書  翰 

明治 一一 一十 五 年 六月 四日 ス ツット ガルトよ リ 

ゲソ チン ゲン 大幸勇 吉氏宛 (繪 はがき) 

T ナに 二日、 ニュ； ン ベル ヒに 一一 一泊の 後け ふこ、 に來た あつくて 困る 

六ノ四  やい ち 

六 四 

明治 一一 一十 五 年 六月 五日 ハイデ レス ぺ. ルヒ より 

ゲ ッ チン ゲ ン 大幸勇 吉氏宛 (籍 はがき) 

昨夜 蜂 谷 の と ころに 一 泊 今日 この 地に い たり 古城 を 見る 

六月 五日  やい ち 

六 五 

明治 一一 一十 五 年 六月 八 曰 パリより 
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神 戸市 湊川 神社 官邸 内 芳賀鋼 子 宛 (綠 はがき) 

昨夜 巴 里に 着 十二 日の 一 人 旅に て 疲れ 居り 候 故 一 兩 日中に 手紙 認め 候 

六ノ八 

やい ち 

i へ 

明治 三十 五 年 七月 一日 1" ン ドンよ リ 

ベルリン 平 井、 戸 嫁 氏 宛 (繪 はがき) 

いよ/ \ 四日に 當地を 出 發歸途 に 上る 重ねて 在 伯 中の 御 厚誼 を拜 謝す 

七 ノ 1 

やい ち 

六 七 

明治 三十 五 年 七月 二十 九日 コ n ンボ ょリ 

神 戸市 祌 戸中 學校 得 能文 氏 宛 (，精 はがき) 

明治 三十 五 年 
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書  戟 

本日 當地着 八月 十九 日に は 神 戶着可 致 候 時刻 は 郵船 會社 支店に て 分り 可 申 候 

七月 二 十九 日  ■ 

芳賀矢 1 

六 八 

明治 一一 一十 六 年 六月 十 3 本 鄕區龍 岡 町より 

祌 戸市 熊 內橋東 得 能文 氏 宛 (封書) 

拜啓 其 後 は 御無沙汰に 打 過 候 小生 先月 末より あまり 念激に 色々 の 仕事 をいた し 候た、 りに ゃ少々 肋 膜に 故障 

あり 蟄居いた し 居候 それ 故 今夏 は 西遊 も 不出來 藤 岡 氏 は 今頃 御 地に 御 出 多分 御 面晤の 事と 存候 さて 乍 突然 

冨山 房に 於て 今般 百科 辭典 編纂の 企 あり 滿 三年 を 期して マヤ ー の 三册物 位の もの を 持へ 右 完成の 上 は 又 之 を增訂 

して 大冊と するとい ふ 計畫相 立て 候 就而は 英語 も獨語 も出來 文章 も 書け 氣 のきいた 人 を 一 人總 裁と し 度 これ は 

俸給 百圓 とし ef^lgls!) 助手に は 五十 圓 位の 人 二人、 來 年より は 助手 を 二三 人 ふやし 明後年に は 更に 力 を 添へ て 

完成いた し 度 由 申 居候 就而は 色々 相談の 末 大兄に 於て 萬 一 ぉ總 裁た る 事 御 承知 被 下 候 は 大 幸との 事 如何に や 

實は 先般 藤 岡 氏に は 一寸 其 話いた し 候 事に 御座 候 まづ 一一； 年間 休職の 事に でも 都合して 一 奮發被 成て は 如何 書 

肆の 事業と はいふ 條 日本 現 社 會の爲 になる 一事 業に て 決して 人に 對 して 恥 かしき 事に は 無 之 尤も 御 承諾 相 成る 
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としても 來年迄 は 右 事業の 性質 は 他の 書肆の まねす る を 恐れて 祕密 になし おき 被 下 度. V の 事 たぐ 忠實に 興味 を 

もって 從事被 下 候 上 は 書肆の 方に 於て は 全力 を 注いでも この 事業に 向 ひ 度 由 申 居候 右 御 熟慮の 上 御 一 報 を 賜 は 

り 度 折角 多年 敎育界 に 御 盡し被 成 候 功業 を 打棄て \ 再 民間に 下る 事 は 或は 御殘念 かと も 被存候 へ ども n 一年間 休 

蛾の 都合に でも ゆけば それに も 障 は ある まじき かと も 被存候 若し 御 決心 相 付 候 はど來 月から にても 願 度 由 懇々 

申來 候に 付 不取敢 御 伺 申 上 候 何分の 御 返事 賜 はり 度 何卒 無 御腹 藏 小生 迄 應 否の 御 返事 奉 願 上 候 也 右 用件の 

み 匆々 不 一 

六月 十日 

やい ち 

得 能 大 兄 

小生 今月 男子 を 擧げ檀 と 命名いた し 候 右 一寸 御吹聽 まで 

六 九 

明治 三十 七 年 三月 二十 五日 本鄕 K 龍. 岡 町よ リ 

大阪市 北 區西寺 町^ 住 寺 岩 城 準 太 郎氏宛 (はがき) 

其 後 は失禮 來月三 四日 頃 大學國 文科 學生七 八 名と ともに 御 地へ 參 候に 付 可 然願上 候 委細 拜 芝の 上 

:!!. き 一 L 十.  .  )    iln I ^  ^  rl I ,i 


883 


書  翰 

1 二月 二十 五日 


芳賀矢 

七 〇 


明治 三十 八 年 六月 二十 音 京都より 

小石 21 町 一一 一丁目 二十 三番 地 雾 光子 宛 S はがき) 

おとなし くして ゐる とおみ やげ を あげます 

六月 廿 九日 


父より 

七 一 

I 三十 九 年 十二月ず 小石 川 5 羽 町 一一 一丁目 二十 三 番地より 

-冲 e 區 パガ 町 一 番地 佐 佐 木 信 綱 氏 宛 (封書) 

今春 女子 出生の 節 は 御 祝 品 御 直 與被成 下 奉 1-.^^^  . 、 

いたし 候に 就 而ょ此 被 r 其 後 亡， 乂の事 あり I も 延引いた し 居候 處本曰 心ば かりの 祝 

； -." # 笑納 被 成 下 候 はぐ 大 幸の 至に 御座 fe- 匆々 不一 
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十一 一月 七日 

やい ち 

佐々 木 大人 . 

七 二  ， 

明治 三十 九 年 十二月 二十 八 H 小石 川 區音羽 町 三 丁目 二十 三番 地よ リ 

本 鄕區森 川 町 一 番地 關根 正直 氏 宛 r はがき) 

女房 太忙 師走 天。 亭主 爲閑獨 茫然。 想起 去年 重箱 會。 催來 明日 散步 連。 

飮宴不 厭 第二次。 費用 勿 超 金 五圓。 諸君 若 有赞成 意。 九 點鐘時 集 上田。 

十二月 廿 八日 

上 田 

芳 賀 

七三 

明治 四十 年 十二月 二十 九日 大久保 佘丁町 芳賀眞 吾 内よ リ 

明治 四十 年 
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書  翰 

牛 S 若松 町 市 村 f 郞氏宛 (封睿)  i 昏 ig 處 f 帶に て 火鉢の 

おし ii 賺 i  duuHPI 


不 


十二月せ 九 B  やい ち 


市 村 大兄 

侍史 

七 四 

明治 四十 一年 一一 一月 二十四日 小石 川 5 羽 町？ 目 二十 I 地より 

、 ，  —  一  町 二番 也 松 井 簡治氏 宛 (封書) 

, 石 口 駒 井町 二番 地 ^  .acsss 丁 第一 期 漢文 古典 科の 卒業生に も 有 之 嘗て は 

 扨 當須籐 求 馬 君 かねて 御存知の 通， 一  《 ^濃^-せ  C  M 

有 之 御 I 書 i とし i 任と 相|間 昨 曰醫缺 f 補 雀 最も 妙 力 


昨日 は I 今日は 難 有 奉存候 |須藤求馬 君 かねて 御存知の 通 

第五 高等 學校 敎授 たりし 經驗 


i 


と存候 狩 野亭吉 君 も 熟知の 人 故 嘉納 校長へ は 狩 野 氏より 願 出 候 害に 付責 兄よりも 何卒 可 然御取 成 奉 願 上 度 紹介 

旁 右 御 願 迄 申 上 候 也 匆々 不 一 

三月 廿 四日 

やい ち 

松 井 大兄 

侍史 

七 五 

明治 四十 一 年 六月 一 日 小石 川區昔 羽 町 一一 一丁目 二十 一一 一番 地より 

三重 縣津 中學校 岩 城 準 太 郞氏宛 (封書し 

益 卸 淸祥奉 恭賀 候 先般 高等 學 校に 付 御 申 越の 當時は 文部省に 關係 ある 或 文學士 就任に 決定の 由 承知し 御 返事 申 

上 候 處其後 第 八へ は 藤 井氏轉 任の 事に 內定叉 藤 井 氏 後任と して は 藤 井 氏より 大兄 を 推 擧し第 四の 方に 御 決定の 由 

重疊御 芽出度 事と 御 祝 申 上 候 就而は 先般 藤 岡 氏より 話 あり 富 山の 商業 學校 とかへ 御 推薦 相 願 候 下 鄕寬ー 一郎と 申 

す もの 右 商業の 方 巳に 塞がり 候に 就而は 大兄 後任と して 御 推 擧相叶 間 布 候 哉 中學敎 員と して は 人物 學 力と も最 

7 

も 適任と 保證 いたし 候 且 同人 は 尾 張の 人に て 殊に 鄕里 にも 近く 候 故 熱望いた し 居候 事に 御座 候 最早 後任 者 御 ^ 

胡" お 四十 一年 


書  翰 

決定 相 成 居候 哉 も 難 測 候へ ども 必す しも 俸給 其 他 大兄 通りに 無 之ても よろしき は 勿論の 事に 御座 候 間 可然御 周旋 

被 成 下 度 願 上 候 乍 唐突 右 御 願 迄 匆々 不 一 

六月 一 S 

やい ち 

岩 城 大兄 

七 六 

明治 四十 一年 七月 七日 京都より 

京都市 外 下 鴨 村 百 八十 二番 地 大幸勇 吉氏宛 (はがき) 

昨夜 は 態々 御 出 被 下 談笑 誠に 樂 しく 相 墓し 本日 大學へ 御尋申 上度存 居候 處歸途 岐阜に 立 寄 鵜 飼 見物いた し 度の 議 

起り 出發 時刻 相 早め 候 爲不得 其意殘 念の 至に 御座 候 久原 先生 はじめ 諸君へ 御 序の 節よ ろしく 御 傳聲被 成 下 度 候 

匆々 

七月 七日 

やい ち 
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七 七 

明治 四十 一 年 (推定) 十二月 二十  一 H 小石 川區音 羽 町 三 丁目 二十 三番 地より 

小石 川 區雜司 ケ谷町 岡 倉 由 三 郞氏宛 (封書) 

京都の 冬 景色 は 如何 ふとん 着て 寢 たる 姿の 御 話 承り 度存 居候 處 本日 不在 中 御 尊の 由殘 念々 々 いづれ 來週 中日 

を 卜し どこかに て ゆっくり 承り 度と 存 居候 此頃 はも はや 學校は 休に 相 成 候へ ども 文部省 明日 迄 あり 明後日 以後 

は 全く フ ライに 相 成 候 然れ ども 文た しにて おまけに 此 年末より 方々 から 入船 あるべ き處 一 え いすか Qf; とく ひ 

ちが ひ 火の車に て 自分の からだが 本當に フライに 可 相 成 欺と 存候 匆， _< 

十二月 廿 一日 

やい ち 

岡 倉學兄 

七 八 

明治 四十 二 年 二月 二十 H 小石 川區音 羽 町 三 丁目 二十 一一 一番 地より 

神 田 區臺所 町 八 番地 洋水會 宛 (封書 ：} 

明治 四十 二 年 
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書  翰  ， -s-uisvll をナ てから  >  全く 其 事 

う ，ち こ。 ト生 I 年 十月 敎 科雲蕃 の國 霞 本 編？ i§ て" ， お 

松 秦が轉 任して 東京 は 寂しくな ア HI とう /\八 「年 は出來 すに 仕舞った 。今昔 物語の S 

III それ も u つ rl。  I 小生の I す。 家內は 一同 霧、 一昨年 迄に 

霞と 小義 本の 起草 だけで 其 外 何も カも斷 5 し、 

子 t 七 人。 一昨年 以後 は、 暫く 中止の 姿。 此間或 人に 乞 f 

白金 も 黄金 も 玉 もし かす i 子等 七 人 もす くよ かにし- 

二月 二十日  芳 賀 矢 一 


七 九 

明治 四十 一一 年 (推定) 二月 二十 一日 小石 川區 I 町 一一 一丁目 二十 一一 一番 地より 

神 田. m 小川 町 一番 地 佐 佐. 木 信 綱 氏 宛 (封書)  ^3lr^^^^ 何卒 御 引見 聽取 

に P ま IQt 面倒 I 度ぎ 來穩 同會| 者 多 I 

海事 協會に 於て 唱歌 を 作り 虎由ナ 兄の 街面伢 

被 成 下 度 願 上 候 匆々 

二月 二十 一日 


やい ち 

佐々 木 大人 

八 〇 

明治 四十 二 年 四月 三 H 小石 川 K 昔 羽 町 三 丁目 二十 三番 地より 

赤 坂 H 靑山原 宿 百 五十 九 番地 彌富破 摩 雄 氏 宛 (はがき) 

例の 文部の 小義本 非常に 多忙 て 今月 中 は I も 都鬥を 出で 難き かと 懸 またし 廛 高 崎 大人 御 I の節拜 

眉 を 得度 候 右 一寸 御 返事まで 匆，^ 不 一 

四月 一一 一日 

八 一 

明治 四十 二 年 十一月 十一 日 畏 岡より  • 

小石 川 區昔羽 町 三 丁目 二十 一一 一番 地 ^賀鋼 子 宛 (搶 はがき) 

fe- 夜ヒ 田に 一泊 今日 長 岡に 來る 明日 新 潟に 入るべし 四 山の 紅葉 まことに 美し 

^ ク. ち 

十一月 十 1 日  *r  \ ゆ 

明治 四十 二 年 
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書  翰 

八 二 

明治 四十 一一 一年 二月 二十 八 H 小石 川 區昔羽 町 三 丁目 二十 一一 一番 地よ リ 

京都 帝 國大學 藤 井 乙 男 氏 宛 (封書) 

拜啓 先日 は 種々 御 苦勞嘸 かし 御 勞れの 事と 存候 其 後藤 岡 氏 遺族の 件 段々 取調べ 相 付き 此五 六日 中には 又々 一 

會相 催しい よ/ \ 義捐金 募集の 件も發 表いた し 度 歟と存 候 扨 それと は 事變り 是非 貴兄の 御 承諾 を 得度 由 願 出 候 

もの 有 之 それ は 他に 非す 此度 貴兄 多年の 御 苦 辛の 結果 御上 梓 相 成 候俚該 辭典 を 英語に 飜譯 して 外國に 出し 度し と 

申す もの 有 之 福 喜 多靖之 助と いふ 仁に て 多年 米國に 在り 米 國大學 の 卒業生たり 唯今 は 米 S 大使館の 飜譯係 を 務め 

居候 由 見本に より て 高著 の 內 容を拜 見し 是非 飜譯し て 外國に 出し 度 貴兄と 合著 にても よ ろしく もし 御迷惑な ら 

ば 貴兄の 許 を 得て 飜譯 したと いふ 事に しても よろしとの 事に てと にかく 貴兄の 御 承諾 を 得 候 樣盡カ 致され 度 云々 

小生 迄 依 賴越候 儀に 御座 候 何卒 右 御 許容 被 成 度 いづれ 當 人より 不日 自書 を 以て 願 ar つべ く 候へ ども 不取敢 小生 

より 書中 御 願 迄 如此に 御座 候 匆 々不一 

二月 廿 八日 

やい ち 

籐井學 兄 
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八 三 

W 治 四十 三年 三月 十九 日 小石 川 K 昔 羽 町 三 丁 = 二十 三番 地よ リ 

金 澤市第 四 高等 學校 岩 械準太 郎氏宛 (封書)  . 

拜啓 益 御淸祥 奉賀 候 扭故藤 岡 博士 後任と して 廣島 高等 師範の 藤 村 作氏轉 任の 事に €： 定相成 候に 就 而は其 叉 後 

任と して 貴兄に， s: 談相 試みられ 度北條 同校 長より 依 賴相受 候 藤 村 氏に 於ても 貴兄 を 推薦 致され 居候 由 北條氏 

は 義理 上 第 四より 人 を^る 事 は 貴 校長に 對 して 出 來 難き 事情 あり 小生よりの 依賴 として 話 を 進行す る 事に 願 度と 

の 事 右 御 含 置 被 下 度 同校へ御轉任の御希望萬 一 有之候は^^小生ょり の依賴として 一 應校長に御相談の上否哉 

の 御 返事 至急 奉 願 上 度 候 右 用事 迄 匆， -不 一 

三 月 十九 日 

や い ち 

岩 城 様 

八 四 

明治 四十 一一 一年 (推定) 五月 二十： H 小石 川區昔 羽 町 三 丁目 二十 一一 一番 地より 

明治 四十 三 年 
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書  翰 

小石 川 區關ロ 駒， 井町 二番 地 松 井 簡治氏 宛 (封書) 

拜啓 先般 來は 頂戴物 やら 御見舞 やら 種々 御 厚情 深く 奉 感佩候 小生 本日 出發 にて 一週間ば かり 歸鄕 いたす 積に 

御座 候 いづれ 歸 京の 上 改めて 御 禮に參 上 可 致と 存 居候 例の 讀本 敎師 用參考 書の 調査 上 必要に 付 もし 八 田知紀 

の 藤 川 紀行 御所 持に 候 は 一寸 此 者に 御 貸 與被成 下 度 叉饗庭 氏の 戯文 中  - 

畫ェの 倪雲林 竹 を 愛し 手づ から 方 竹數十 竿を植 ゑて 一枝 を 切る こと を も 甚だ 惜む 萊 陽の 薰椎 居士 ブラ リと遊 

ぴに來 りしに 倪 先生 其 人 を 高し とし 一 枝 を 折りて 之 を 贈る 時の 人名 譽の 話と せし とか 

と あり 右の 倪雲林 は明史 (二 九 八) に本傳 ありて 奇行 ある 人た る. こと も 承知いた し 候が 萊 陽の 薰椎 居士 誰の 事 

やら 分らす もし 御 分りに 相 成 候 は 御 しらせ 願 上 候 參上御 願 可 申 上 候 處出發 前 多忙に 付 書中 一寸 御 願 申 上 候 

匆々 不 一 

五月 二十日 

やい ち 

松 井老兄 

侍史 

八 五 
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明治 四十 三年 八月 二十 二日 大璣 より 

本 鄉區森 川 町 一 番地 關根 正直 氏 宛 (封書〕 

東奔西走 過日 より 叉々 當地 の 講習 會農學 校 に て 開會 毎朝 高麗 山の 後 ま で 車に て 通 ひ 三時 間づ、 勤め 居候 これ も 

明後日に て相濟 それより 全く 自由の 身と 相 成 II 養 致 度と 存候 此頃は 連日の 勞 にや 午後 は 三時 間 位 晝寢を 貧り 居 

候 廿 五日に は 上京いた し度廿 六日 午前 もし 御 差 支 無 之 候 はに 御面晤 女子大 學の件 色々 御 相談 申 上 度と 存候 實 

は 下 村 氏に 一 寸當 地へ 來る やう 申 遣候處 同氏 は 過日 來發 熟の 由に て 來られ ぬ 由 廿 六日に 相 成り て もま だ 遲き事 

に は 可 無 之に 付 左様いた し度存 居候 いづれ は拜 芝の 上 草々 不 1 

八月 廿 二日 

やい ち 

關根老 兄 

侍史 

八 六 

明治 四十 三年 十二月 二十 八 H 小石 川 區音羽 町 三 丁目 二十 三番 地より 

本 鄕區駒 込 林 町 二十 一一 一番 地 山內 素行 氏 宛 (封書) 

治 四十 三 年 
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書  翰 

益 御 淸緣奉 謹賀候 

い つ ぞゃ願 上 候 萬 葉 集中の 格言 御調べ に對し 誠に 輕微恥 入 候へ ども 金 拾 圓也封 中 差 出 候 間 御 落手 被 成 下 度 願 上 候 

荜々 

十二月 廿 八日 

やい ち 

山內 大兄 

八 七 

明治 四十 四 年 一 月 十 H 小石 川區昔 羽 町 三 丁目 二十 一一 一番 地より 

神田區 小川 町 一番 地 佐 佐 木 信 綱 氏 宛 (はがき) ■ 

本日 例の 序文に 着手いた し候處 先日 御 示しの 年來御 骨折の 結果 御發 見の 書名 表 いづれ へ か 粉 失 困 入 候 間 折返し 重 

ねて 御 郵送 被 成 下 度 候 此段 至急 御 願 申 上 候 草々 

一月 十日 

八 八 
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5- 治 四十 四华 四月 十 H 小石 川 K 昔 羽 町 三 丁目 二十 三番 地よ リ 

京都市 外 下 鴨 村 百 八十 二番 地 大幸勇 吉氏宛 (封書) 

先般 は 御上 京の 處拜芝 を 得す 殘念々 々 實は 過日の 御手 紙に て 七 八 九 一二 日 御 滞京の 事と 相 心得 七日 八日な りと も 

小生 差 支の 爲 九日 偕樂 園に 同窓 會相 催し 待て ど 暮らせ ど 御 出 無 之 電話 を掛 くる こと： 冉三 なれ ども 生憎 吉原 大火の 

n にて 不通の み やう やく 掛 りたる 處 昨日 御歸 りとの 事 一同 大笑に て 幹事 は 散々 冷 かされ 散會 いたし 候 例の 通 

りの 失策 御高 恕被下 度 候 尤も 春 期 休業 其 他 旅行の 人 等 多く 叉 約束の 人中に も斷り の 人 あり 當日 參會は 小生の 外 

左の 四 名のみ 

正木 水 野 綿 貫 中村淸 

とにかく 御 一 笑 被 下 度 候 草々 

十 日 

やい ち 

大幸 大兄 

八 九 

明治 四十 四 年 九月 三：：！ 大 磯よ リ 

明治 四十 四 年 


897 


書  翰 

祌田區 小川 町 一 番地 佐 佐 木 信 綱 氏 宛 (はがき) 

三十日 歸京 二日 义當 地へ ま ゐり候 御 はがき 拜見 

うま 酒に ゑ ひふす 姿 あかす をせ さ 、木の をぢに 見られつ るかな 

おどろかす 人 無き 夢ぞ圓 なる 枕に ひ く 汽車 は 物 か は 

この 名歌より 人 は 物 か はの 食 人と ぞい ひける 

. 三 日 


やい ち 


九 〇 

明治 四十 四 年 十月 五日 小石 川區昔 羽 町  一一 一丁目 二十 三番 地より 

神 田區裏 神 保 町 九 番地 富山房 樋 口 秀难氏 宛 (封書) 

拜啓 获原蘿 月氏附 合の 話 御 褐載被 成 下 難 有存候 右原 稿料 何卒 同氏 手へ 渡る やう 御 願 申 上 候 同氏 不日 地方へ 

赴任に 付 取 急ぎ 居候に 付 願 上 候 草- >< 

十月 五日 

, やい ち 
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樋 口 賢兄 

九 I 

明治 四十 四 年 (推定) 小石 川 一 tes 曰 羽 町 三 丁目 二十 三番 地より 

小石 川^ 關ロ駒 井町 二番 地 松 井 簡治氏 宛 (はがき) 

檢定 委員 會合 催。 廿七 土曜 午前 開。 場所 文部省 一 室。 答案 點數持 參來。  . 

九 二 

明治 四十 五 年 一月 十一 日 小石 川區音 羽 町 三 丁目 二十 三番 地より 

本鄕 ffi 森 川 町 一 番地 關极 正直 氏 宛 (はがき)  • 

檢定 試驗間 題會。 仍例 一 橋學 士會。 十六 日 (火) 前 九 時。 遲刻無 之 請 來會。 

一月 十一 日 

.  芳賀矢 1 

九 一 二 

明治 四十 五 年 
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書  翰  . 

明治 四十 五 年 二月 十三 H 小石 川 區昔羽 町 一一 一丁  0  二十 三番 地より 

本鄕區 西片町 十四 番地 得 能文 氏 宛 (封書)  . 

im 例 sil 金 一 兩曰中 取纏め 相 渡 度と 存，就而奚§ 分 百 四十 何圓 かも 狗 

取纏め 置被下度 I 書 其の 他 も 御 相談いた し 度 金曜日 は 今度 は 文部省の 裏が ある ことと 相 成 候 木 g 夜 

分 にても 拜眉 いたし 度 右當 用まで 御 返事 願 上 候 

二月 十三 日 

やい ち 

得 能 文 樣 


九 四 

力 治 四十 五 年 七月 十 In: 小石 川區昔 羽 町 一一 一丁： E  二十 一 一一 番地より 

神 田 K 小川 町 一 番地 佐 佐 木 信 綱 氏 宛 (封 害) 

よよ I く S 芽出度 存候 #々御っ かれの 御 事と 存候 かねて 御薩の 萬 葉 籠 本 もい よ/、 文舊 きに 

て 撃と 決定いた し 候 矢先 萬 葉 裏 本の i に 人 候 奮 文學の 光靈譽 語 i し 候 尊大 人靈 もさ そ 力し # 

舊の御 事と 雲 小 t 以塞大 に 面 I 施し S 第に 御座 候 不取 11 御歡迄 草々 不一 
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七月 十 一 日 

佐 々木 博士 

几下 

敷 島 のみちの ほ ま れ と.： 于治川 を さ きがけ すると ヒ、 つ^まさ ォる 

九 五 

大正 二 年 七月 十七 H 某， 險ょリ 

小石 川區昔 羽 町 一一 一 丁  =  二十 一一 一番 地 芳賀梓 宛 (信 濃 丸の 繪 はがき) 

これ はおとう さんがの つた 舟です 

十七 日 


やい ち 


父より 


九 六 

大正 二 年 七月 十八 H 臺 北よ" 

大正 二 年 
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書  翰 

本鄕區 西片町 f 番地 畏 谷川 福 平氏 宛 (鎗 はがき) 

臺灣 はお もった. より は 暑く 無 之 候 知友 頗る 多く 愉快に 御座 候 

十八 日 

やい ち 

九 七 

大正 二 年 十月 三日 小石 川區昔 羽 町 三 丁目 二十 三番 地より 

赤 坂 區氷川 町 二十 六 番地 潮 S 方 藏氏宛 (封書) 

拜啓 先般 一寸 人 御 耳 置 候 田 鶴 子 嫁入 先の 件い よく ェ學士 X  X  X  X に 取 極度 歟と存 候 同人 は 昨年 工科 大學機 

械科 卒業 目下 福 岡 三菱 炭礦 會 社に 奉職 致 居 ものに て 現在の 傣給は 六 〇、 四月 分 位の ボ ー ナス を 貰 受候由 學業も 

優等の 方 品行 も 方正 高等 師範 教授 乙 竹 岩 造 氏の 末弟に て 母方 叔父の 養子と 相 成 候 者に 御座 候 就而は 右に 關 

し 御 異存 も 無 之 哉 一 應御伺 申 上 候 御 返事 次第 吉日 を 卜し 結納 取 か はせ 相濟 ませ 度考に 御座 候 實は參 堂 御 話 可 

申 上 候處近 來學期 初にて 殊に 多忙 叉 鋼 子事兩 三日 風邪の 氣味 にて 臥 專罷在 候 間 乍 略儀 書中 得 貴意 候 不惡 御諒恕 

願 上 候 右 用件の み 草 々不一 

十月 三 S 
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やい ち 

潮 田老兄  • 

九 八 

SI 一年 (推定) 十二月 十七 H 小石 州 5 羽 町 手 目 二十 三番 地より . 

牛 込 區天祌 町 七十 五番 地 和 田 信 二 郎氏宛 (封書，^ 

先刻 文部省に て 御 願 申 上暮物 何卒 此 者へ 御 貸 與被 成 下 度 懇願 申 上 候 草々 

十二月 十七 日 

やい ち 

和 田賢薹 

九九 

大正 一一 一年 三月 十二 日 小石 川 區昔羽 町. 一一 一丁目 二十 一一 一番 地よ リ 

横 須賀市 不入斗 百 四十 三番 地 芳賀眞 吾 宛 (封書) 

拜啓 たづ子 結婚式い よ/、 來る廿 六 I 行の 事に 相 定め 候に 就 而は普 十二時 半 gs 比 谷 大神宮 式場へ 御參 

大正 一一 一年 
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書  ^  . 

列 被 下 度 可 相 成御兩 所と も 願 度 候 式 相 濟候後 丸木 寫眞 店に て 親、 M 一同 撮影 それより ホテルへ 參度存 候 右 申 

9 

上 置 候 草 々不一 

十二 日 

やい ち 

眞吾殿 

1 00 

大正 三年 三月 一一 一十 一 日 小石 川^ 昔 羽 町 三 丁目 二十 三番 地より 

橫須賀 市 不入斗 百 四十 一一 一番 地 芳贺眞 吾 宛 (封書) 

拜啓 たづ子 結婚式に 御上 京の 都合つ き 兼 候 由に て殘 念に 存候 同 式 も 無事 結了 新 夫婦 も 至極 睦 じき 容 子に 御座 

候 間 御 安心 被 成 下 度 卄 七日より 廿 九日 迄 本 牧乙竹 氏 別 莊に滯 在 明 一 日發足 神宮 參拜の 上 任地へ 向 ひ 候 害に 御座 

候 右 不取敢 御 報知 申 上 候 謹 具 

三月 卅 一 日 

矢 一 


眞吾殿 

鶴 子 殿  • 

10  1 

大正 三年 七月 二十四日 福 岡よ リ 

門 司 市役所 永 井 瑗氏宛 (繪 はがき) 

いにしへ も 今 も か はらす 敵し 國 ことむ け まし 、すめら 御稜 威 は 

一 昨日 來種々 御 驩待奉 萬 謝 候 星 君 は 始終 親切に 世話し 吳れら れ榮屋 一 泊 本日 太宰府 巡覽當 地に 着いた し 候 

七月 廿 四日 

や. S ち 

諸君 -2 よろしく 

|〇 二 

.  大正 三年 八月 二： W 别 府ょリ . 

門 司 市 Is 瀧 、水 井 環 氏 宛 (綺 はがき) 

大正 三年 
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書 翰 

先日 は 叉々 御 厄介 奉 謝 候 海路 は a の 上 を 行く 如く 涼しく それで 晚食附 と は 廉ぃ物 也 當地 浴客 未だ 多から す 

1 兩 日中に 御 來遊奉 待 候 

舟 中 

甲板 無人 夜欲央 船頭 獨領 海風 涼 訏看天 角 流星 落 何 處燈薹 明滅 光 

I  0 三 

大正 一一 一年 八月 八日 岐阜よ リ 

本 鄉區西 片町十 番地 長 谷川 福 平氏 宛 (緣 はがき)  ， 

文章 會の 件に 付 御注意 難 有存候 不都合 干 萬の 事に 御座 候 歸 京の 上 何とか 相談 じ 可 申 候 

A 日 

やい ち 

おのが 業と り 得し 魚 もお のが 腹 こやさで 鳥のうと やい ふらん 

I  0 四 

大正 三年 八月 九日 岐阜より 
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. 称 奈川縣 大磯小 學校前 芳賀檀 宛 (搶 はがき) 

廣島、 高 松 を 終へ て 豫定の 如く 一昨日 當 地に 來る 十四日 夜歸 るつ もれ 

九 日 

やい ち 

一 〇 五 

大正 三年 八月 十八 H! 福 鳥 驟喜多 方より 

靜！： 媒沼津 在静浦 保養 館 穗積陳 重 氏 宛 (封書) 

拜啓 先般 はとし 子 事 永々 御 厄介に 相 成 誠に 難 有 奉存候 十五 日 箱 根 越に て 私は乘 りつけ ぬ 馬に 跨り 候爲 腰いた 

くー兩 日は大 磯に て 休息いた し度存 居候 處當 地よりの 電報に て 十六 日夜 行に てまた 當地敎 育 會へ參 り 候 爲御禮 も 

延引 致 候 不惡御 諒察 被 成 下 度 願 上 候 岐阜より 御 や； I 申 上 候 鮎 御 口に 合 ひたる 由に て 誠に 本懐の 至に 奉存候 留 

守 宅へ も 品々 頂戴 仕 候 由 母よりも よろしく 申 上 候 様 申出 候 事に 御座 候 先， は御禮 申 上 度 如此に 御座 候 荜々 不一 

八月 十八 曰 

やい ち 

德積 先生 

大正 三年 
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書  翰 

侍史 

一 〇 六 

大正 一一 一年 十二月 十八 日 小石 川區昔 羽 町 三 丁目 二十 一一 一番 地よ リ 

金 渾市第 四 高等 學校 岩 城 準 太 郎氏宛 (はがき) 

北國 新聞 東圃 全集 の 結集と いふ 文 を拜讀 して 御 丹誠の た ならざる をお も ひ 故 友の 遣 稿の I に S るの 近き を 喜 

び 候 先般 御 病 氣とは 承りし が 御 愛 兒を失 ひ 給へ りと は 始めて 承知 驚 入 候 御禮 かた-^ 御見舞まで 草々 

十二月 十八 日 

や い ち 

1 〇 七 

大正 四 年 二月 二十 五 H 小石 川區昔 羽 町 三 丁目 二十 三番 地よ リ 

金 澤市笫 四 高等 學校 岩 城 準 太 郎氏宛 (封書)  , 

拜啓 其 後 は 御無沙汰に 打 過 申 候 さて 先般 來野 尻奈良 女子高 等 師範 學 校長 上京 あり 同校の 國語 主任と して 貴兄 

一 ど 招聘 致 度 3曰 上田 氏 及び 小生へ 話 有 之 小生 は 年 廣島高 師の話 ありし 畤も御 斷り相 成り たれば 多分む つかし か 
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る ベ し と 返答 致 置き 尙 上京中 の 溝 淵 氏 にも 話した るに 同校 長 ももと より 貴兄 を 手放す に 意な し 但し 貴兄 カ行つ 

て 見ようと あれば 强 ひて 止める 譯 にも 參ら すとの 事に 御座 候 野 尻 氏より はとに かく 一  應御聞 被 下との 事に 御座 

候 問 御 司 申 上 1 溝 淵 氏 は 今夜 歸鄕、 野 尻 氏 は 今 二三 日滯 京に 御座 候 間 御 決心の 次第 溝 淵 氏と も 御 相談の 上 可 相 

成 は 野 尻 校長 在京中 御 返事 を 賜 はり 度 願 上 候 野 尻 氏の 話に て は 俸給 等 はもと より 多少 進める 由 申 居候 ヒれも 

附言 致 置 候 右 用件の み 草々 

二月 二十 五日 

やい ち 

岩 城 賢 臺 

侍史 

1 〇 八 

大正 四 年 八月 二十日 京都よ リ  , 

門 司 市役所 永 井 環 氏 宛 (鎗 はがき) 

重ね/ \ の 御 心 添 難 有 奉存候 今朝 無事 神戶着 正午より 此地 見物 致させ 候 明 石、 梶原兩 君へ よろしく 

八月 二十日 

大正 四 年 
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書  鬈 

I 〇 九 

大正 四 年 八月 二十 六 H 大 磯よ リ 

門 司 市役所 永 井 環 氏 宛 (封書) 

拜啓 签御淸 適の 御 事と 存候 先般 御 地 通過の 節 は 例に より子 供 等まで 御 懇遇を 蒙り 一同 大慶に 御座 候 廿 一日 

大 磯へ 歸 着の 處 東京へ 殘 しおき 候 三女 光子 面 疗を患 ひ 切開すべき 由に て 愚妻 は 直ちに 上京 小生 は 子供 六 人のお 

守 をして 本日まで 大. 礎に 靜養罷 在り 候 最早 學校 開始の 期 も 迫り 候 間 本日 限り 當地を 引 拂ひ歸 京の 害に 御座 候 

本年 は 幸 ひ に 低氣壓 にも 逢 はす 無事 旅行 を卒 へ 候 門 司に て 御世 話 相 受候梶 原 氏 へ は いづれ 挨拶 可 致 候 へ ども 御 

序の 節よ ろしく 御 鶴 聲願上 候 まづ は御禮 まで 草 々不一 

廿 六日 

やい ち 

永 井 大兄 

侍史 

一 I  0 


910 


大正 四 年 十一月 十一 日 京都より 

小石 川 E 昔 羽 町 三 丁目 二十 三番 地 芳賀檀 宛 (繪 はがき) 

卽位禮 昨日 相す み 本日 は 御祌樂 なり 

十 一 月 十一 日 

父より 


大正 四 年 十一月 十一 日 京都より 

小石 川 區音羽 町 三 丁目 二十 三番 地 芳賀梓 宛 (太平 樂の緣 はがき) 

この 大嘗祭 後の 舞樂は 十六 日に 行 は せらる 

十 一 月 十 一 日 

父より 

I 1 二 

大正 四 年 十一月 十四日 京都よ リ 

大正 四 年 
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書  ^ 

本鄉 K 西 片町十 番地 佐 佐 木 信 綱 氏 宛 (緣 はがき) 

天の下のお ほみ たからに 幸 あれと 神 まつります 皇 大君 

天氣 よく 市中の 賑も 一 入に 御座 候 

十四日 


三 


大正 四 年 十 一 月 十四 = 京都よ リ 

小石 川區 * 羽 町 一一 一丁目 二十 一一 一番 地 芳賀梓 宛 (繪 はがき〕 

日本晴のお 天氣 

- 十四日 


I 1 四 

大正 四 年 十一月 十四 R 京都よ 


やい ち 


やい ち 
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小石 川區昔 羽 町 三 丁 HI 二十 三番 地 芳賀篥 .M  (繪 はがき) 

け ふ は 大嘗祭 ぉ天氣 もよ し 

0 

十四日 

やい ち 

一 I 五 

大正 五 年 一 月 二十 七 H 小石 川 E 昔 羽 町 三 丁目 二十 三番 地より 

牛 込 區拂方 町 九 番地 穗穰陳 重 氏 宛 (封書) 

謹啓 今般 樞密顧 間 官に御 任命の 由 重ね/ \ 御 芽出度 御 事に 存候 多年の 御勳勞 もとより 當然の 事と は存 候へ ど 

も 誠に 慶賀 不能 措 次第に 御座 候 早速 拜趨 御喜び 可 申 上處御 多用中 却つ て 御迷惑と 存じ 乍 略儀 書中 御 祝 申 上 候 

御 一同 様へ も 可 然御鳳 聲奉願 候 草々 不一  . 

一月 二十 七日 

やい ち 

稿 積 先生 

大正 五 年 
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大正 五 年 二月 十七 日 小石 川 E 昔 羽 町 三 丁目 二十 三番 地よ u- 

豐橋市 旭町  一丁目 一番 地 三 浦 常 彌氏宛 (封書〕 

拜啓 先般 來度々 の 御手 紙拜誦 小生 讀本 中に ある 靜 御前の 事に 付 御迷惑 相 掛候由 誠に 御氣の 毒に 存候 さるに 

て も 今の 敎育 家と いはる \ 人の あまりに 偏狭なる には浩 歎の 外 無 之 候 さう いふ 校長の 意見と は 實に驚 入.  疾 僞 

善 主義の 敎 育と いはう か 何とも 評する 語 も 無 之 候 御 序 も 有 之 候 は 靜の事 は 國定讀 本 第 十一 ー卷鎌 倉の 歌に も 入 

り 居る 事 を 御 忠告 被 成 下 度 候 尙御申 越の 御轉 任の 件 は出來 得る だけ 盡瘁 仕度 存 居候 不取敢 御 返事まで 草々 

不 一 

二月 十七 日 

やい ち 

三浦樣 

I 1 七  . 

大正 五 年 四月 二日 小石 川 區昔羽 町 三 丁  HI  二十 一一 一番 地より 


福 岡驟鯰 £ 炭坑 社宅 池 永 田 鶴 子 宛 (はがき) 

つくしより おくり 越した るつ く^ > ^しつく-.^ うれし 心づ くし は 

四月 二日 夜 

敏子 53- にで き 物 出來產 科より 外科に うつり 一 一 囘 手術 やう/ \兩 三日 前より 平 熟に 相 成 まづく 安心いた し 候 も 

シゲ マサ 

はや 御 案じ 下さる まじく 候 赤 ン坊の 名 は 重 正と 申 候 

一 一八 

大正 五 年 五月 二十 九日 小石 川區昔 羽 町 三 丁目 二十 三番 地より 

赤 坂 區靑山 南 町 六 丁目 百 一 番地 芳賀眞 吾 宛 (はがき) 

御手 紙拜見 小生 は 七 二十 九日 横 演出 帆の 天洋 丸に て 渡米 致す 事に 決定 致 候 間 左様 御 承知 被 下 度 候 いづれ 御 

面 晤の上 草々 不一  ■ 

五月 二十 九日 

I 一九 

大正 五 年 六月 二十日 小石 川 區昔羽 町 三 丁目 二十 三番 地より 

大正 五 年 
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甞  翰 

金 澤市第 四 高等 學校 八 波 則 吉氏宛 (封書) 

拜啓 益 御淸適 奉賀 候 さて 此度 文部省に て讀本 編募擴 張の 結果 圖書官 任命 可 相成處 貴兄 を 適任者と して 採用 致 

度 3 曰の 希望 有 之 候 小生 は 先年 岡 田 良 平 君 次官たり し 頃依囑 により 其の 任に あたりし 以來已 に 十 年に 垂ん とし 現 

行の 讀本を 完了いた し 候 爲實は 最早 斷り 度存 居候 (尤も これ は 唯今の 文部省に 申出しても 實は 一 寸許 しさう もな 

き 故 まだ 表立って は不 申出 候) 將來 此の方 面に 於て 御 盡カ被 下 候 事 出 來候は ^ 誠に 結構の 事と 存候間 御 承諾 被 

下 間 敷 哉 貴兄 を 候補者と 致し 候 事 は實は 小生の 發 案に は 無 之 小生 はもつ と 若き 人 を 養成す る考 にて XXX  X を 

申出し 候處 文部省 內 にて は X  X に は それ 程の 信用 無く 貴兄 をと いふ 發議 あり 小生 も はじめて 貴兄 を 思 ひ 出して 大 

に それに 贊成致 候 次第 隨 つて X  X の 方 は囑托 として 本官に 任用せ ぬ 事と 相 成譯に 御座 候 岡 田 氏より は 〇〇〇〇 

氏との 推薦 も 有 之 候 へ ども 歌 はとに かく 全 體の讀 本 編纂 者と して は 貴兄 の 方贊 成な りと こ れは 小生が 次官 以下に 

言明い. たし 候 所に 御座 候 それ 等の 事に て 小生 は發議 者に 非れ ども 贊成 者たり 叉省內 にて は 貴兄 を 推薦す る もの 

も 多き 模様 故 御 就任の 上 何等 顧慮す る 所 は 無 之 事と 存候間 溝 淵 校長に 御 話しの 上 御 承諾 被 下 候 は 幸甚に 御座 候 

X  X も 貴兄の 御 授業を受けし 事 も あるとの 事故 旁 貴兄の 御 指導 を 受けさせ 度責 兄な り X  X なりに 於て 段々 此の方 

面 を 钾擔當 被 下 候 は 小生の 手 を 引く にも 都合よ き 事と 相 成 可 申と 存候 俸給 其の 他に 於て 御 希望の 點も有 之 候 

は^ 小生 迄 御 申出 被 下ても よろしく 御座 候 本日 文部省に て 次官 等と 相談の 結果 田 所より は 溝 淵へ 轉任依 賴の手 

紙 を 出す に 付 小生より 貴兄へ 勸誘狀 を 出さう とい ふ 相談に 相 成 申出 候 儀に 御座 候 尙從 來囑托 たりし 髙野辰 之 も 
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, に官に 任命の 害 囑托 として は 幸 田 露 伴 これ は 小生 今日 面會 して あら 方 承知いた させ 候 事に 御座 候 

二の 人 加り 可 申さう して 新 讀本を 編 製す る 箬 に 御座 候 不取敢 右 御 願 申 上 候 何卒 至急 御 返事 願 上 候 

六月 二十 Q 

や い 

八 波 大兄 

I  二 〇 

大正 五 年 八月 十 H ホノルルよ リ 

東京 市外 代々 木 山 谷 百 六十 六 番地 斯波貞 吉氏宛 (繪 はがき 3 

昨日 着 布 三 週間ば かり 滞在の 積に 御座 候 皆様へ よろしく 

八月 十日 

や い 

一 二  I 

大正 五 年 八月 十！ H ホノルルよ リ 


書  翰 

小石 川 區晋羽 町 三 丁目 二十 三番 地 芳賀檀 宛 (繪 はがき)  8 

9 

十日の 航海 無事 八月 九日 布哇着 こ  > に來月 五日 頃まで 滞在す る 

八月 十日 

父より 

大正 五 年 八月 十一 日 ホノルルより 

小石 川 區昔羽 町 三 丁目 二十 一一 一番 地 芳賀鋼 子 宛 (封書) 

御 一 同 御 無事と 存候 出立 後天 氣 具合 は 誠によ ろしく 船中に て は 音樂會 やら 日本人 會 やら ありて 退屈 もせす 經 

度 百八十度 を經 過す る 故 八月 六日が 二日 ありて 十 一 曰 目の 八月 九日 午後に ホノルル 府に 着いた し 候 諸井總 領事 

に は 種， •< 世話に 相 成 候 ホテル、 ヤングと いふ この 家に 滞在いた し 居候 布 哇讀本 編纂の 爲也 日々 敎育會 等へ 

出席 此 頃の 新聞 (日本 字 新聞) は 毎日 小生の 話に て 持 切たり 當地は 人口 六 萬 其 中二 萬 は 日本人な り 電車 

中の 掲示 も 英語と 日本語と にて 記し あり 自動車の 番號は 三 〇〇〇 以上 あり 熱帶地 なれ ども 貿易風 そよ/ \ と 

吹きて 秋よりも 涼しく 浴衣 一枚に て は 夜 は 寒き 程 也 色々 の 美しき 花 疾亂れ て 極樂の やうな 綺麗な 景色な り 併 

し 永く 居れば 變 化なくて 面白から ぬ 由 來月四 五日 頃春洋 丸の 來 るまで 滞在 其までに 讀本を 編 了す る 見込に 御 


座 候 桑 港 着 は t 中旬に 相 成 最早 白 服は不 入用 故 春 洋丸を 去る 時 同船 

間 左様 f 知 被 下 度 候 ilii ぶの しつ 時 托し I よぶ き 5 り 返す 積に 候 

t  C.  ？ 1 の.- しつの やう..， 人 も も" -  一  1  、 - フ >  - 

取敢 右の み 草々  /も ダも舻 中に てす つかり 直り 候 不 

八月 十一 日 

かう子 殿  やい ち 

一 二  I 一一 

大正 五 年 九月 I 日 ホノルルよ リ  - 

小石 川 I 曰 羽 町 三 丁き 一十三 番地 i 銅 子 宛 si 

a, 變香 川師着 校美洋 丸^ 歸 朝に 付ま少 54  < 

付 二三 册御 遣し 被 下 度 fe-  雜ンカ 欲し V と 田 鶴 子が 申 居候に 


書  • 

一 二 四 

大正 五 年 九月 十日 春洋 丸よ リ 

小石 川！ 5is 曰 羽 町 三 丁目 二十 一 一一 番地 芳賀銅 子 (沌 (封書) 

東京に は 悪疫 流行の 由 時々 新聞に 見え 候に 付 案じ 居候 子供 等 一同 無事に 御座 候 哉 よく/ \飮 食物 御注意 被 成 

下 度 候 小生 布哇 滞在 四 週間に 相 成 今月 六日 春洋 丸に 搭乘桑 港に 向 ひ 候 明後日 は 同地 着の 害に 候 布哇 敎育會 

より は 記念と して 立派な 金時計 一 箇 贈られ 候 

布 哇の簿 葉書 帖も 記念と して 贈られ 候 綺 葉書 帖は 夏の 白 服と ともに 本船より 直ちに 小包 郵便に て 日本へ 送り 候 

繪 葉書 帖は 子供 等 共同の 慰 物と して 大事に 保存す る やう 御 話 被 下 度 候 

航海 中 昨夜 あたりより 俄に 冷氣加 はり 候 この 具合に て は 桑 港に て は 外套 も 入用の 事と 存候 手紙 を 下さる 時 は 

ニュ ー ョ ー クの總 領事館 あてに 願 上 候 草，^ 

九月 十日 

やい ち 

鋼 子 殿 
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一二 五 

大正 五 年 九月 二十 六日. サク ラメ ント ょリ 

小石 川區昔 羽 町 三 丁目 二十 一一 一番 地 芳賀鋼 子 宛 (櫓 はがき) • 

け" この 町へ 來た 明日 は 口 ス ァ ンゼ ル ス とい ふ處へ 行く 

九月 廿 六日 

や. S ち 

1 二 六 

. 大正 五 年 九月 二十 八：：：： ロスアンゼルスより 

小石 川 區昔羽 町 三 丁目 二十 一一 一番 地 芳賀 國子苑 (縛 はがき) 

これ は 駝鳥 を 飼って ゐる 所です 

九月 廿 八日 

父より 

大正 五 年 
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書翰  一 

1 二 七 

大正 五 年 十月 四日 シカゴより 

小石 川區昔 羽 町 一一 一丁目 二十 三番 地 芳賀鋼 子 宛 (封 書} 

象 內中も 親類 中 も 皆々 無事と 念じ 居候 惡疫も 大分 下火に 相 成 候 や 先日 石 原 類似 コレラの 由 桑 港の 新聞に て 見 

て 驚 入 候 併し 領事 等の 話 も あり 一 兩日容 子 を 待 居候 處其後 何の しらせ も 無き 故 ホンの 腹 下りと 安心いた し 候 

千 頭 氏 は 誠に 氣の 毒の 事 をいた し 候 これ も 新聞に て 承知いた し 候 桑 港に は 日本 新聞 あり 候 故 大事 件 だけ は 分 

り 候 九月 廿 七日 桑 港 を出發 途中 諸處 より はがき、 緒 本 等 を 送り 候 如く  11 ス アン ゼ ルス、 ユタ 等 を經て 本日 米國 

第二の 大都會 シカゴ に 到着いた し 候 こ 、に は 有名なる 大學も あり 二三の 人に 面談 可 1^ に 付 一 週間ば かり 滞在 

十四日 頃ニュ ー ョ ー ク 着の 積に 御座 候 何しろ 物價の 高き に は 驚 人 候 歐洲と はちが ひ米國 人の 贅澤 は豫想 外な 

り 當 地に は 三越の やうな 家 は 何百 軒 あるか 分らす 家並 それにて 美し さは 格別 なれ ど 電車 やら 自動車 やら 高架 

鐵道 やら やかましくて 且 は危險 容易に 町の 向 側へ は 渡れす 候 朝め しに 咖啡、 パン、 ハムと 卵 二つに て 一圓 は 取 

られ候 晝 めしな どうかと 食 ふとす ぐ三圓 位、 靴 磨の ー囘 二十 錢は まだ 安い 分に 候 最も 安い もの は 郵便切手に 

てこれ は 日本と 同様 也 桑 港より こ、 まで 何千 哩 急行 汽車で 四晝夜 か、 候 つれ もな き 故 大分 退屈いた し 候 

田 代、 斯波、 岡 田 氏.^ ど 皆 巳に ニュ， 'ョ ー クへ向 ひ 候 稻垣 氏の みはま だ カリフ オル ニヤに 居り 候 岡 田 氏 は 娘 
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づれ故 嘸 金 を 費 ひ 候 事と 存候 池 永、 穗 積の 孫 等 も 健全と 存候 晴 子さん は 最早 市 河 夫人と なられ 候 事と 存候 

時々 はがき は 出しお き 候へ どもよ ろしく 願 上 候 草， *c 

十月 四日 

や， S ち 

かう子 殿 

一同から だ を 大切に 願 ひ 候 檀 など あまり 勉強せ ぬ やうに 御 話 被 下 度 梓へ も學 校の 成鑌 など あまり やかまし 

く 言 はぬ やうな され 度 候 小生 も 八月 以來酒 を やめて 居り 候 煙草 は 米國は 非常に 安き 故 のんで 居り 候 から 

だは まづ/ \ -異狀 無 之 候 唯 左の 目 はだんく 見え なくなり 候 

I  二八 

大正 五 年 十月 七日 シカゴより 

門 司 市役所 永 井 環 氏 宛 (繪 はがき) 

カリフ オル ニヤに て月餘 いよく 東方へ 向 ひ 先日 來當 地に 居り 候 一雨 日中 ニュ ー ョ ー クへ參 り 可 申 候 當 市の 

公園 組織に は 感心いた し 候 

十月 七日 

大正 五 年 
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大正 五 年 十月 十八 日 一一 ュ I ョ— クょリ 

神 田 區裏祌 保 町 九 番地 冨山！ sis 坂 本 嘉治馬 氏 宛 (封書) 

益 御 清祥の 御 事と 存候 貴兄 支那 御 漫遊 中と 存じ 手紙 も 差控申 候處此 手紙の 着の 頃 は 最早 御歸 朝と 存候 或は 旅 

行御斷 念に や 大 隈內閣 もい よ/ \辭 任 新 日本の 景沉 如何 小生 各地 漫遊の 上 本 月 十四日い よ/ \ 二 ュ ー ョ ーク 

へ 着 本日より 三 週間ば かり 滞在の 積に て 下宿 住居 を 始め 候 書物の 選擇は ゆる/ \ いたし 今月末に 取 揃へ 百圓 

位の もの 御 可 申 上 候 あと は イギリス、 フランスへ 渡りての 事と 可 致 候 ホノルルへ あてての 御手 紙にば 文部 

雀より 何 か 都合よ き 話 有 之 候 模様に て 稍心樂 みに いたし 居候 處其後 何等の 昔 沙汰 も 無 之 一 時の 糠喜びに 有 之 候 

併し 貰った 旅費 だけにて 足らぬ 事 は 無 之 候へば 御 安心 被 成 下 度 候 當 地に は 同行の 岡 田、 斯波ニ 博士 も 来り 居候 

稻垣、 田 代 二君 は 未着 八 田 東京 第一 ニ中學 校長と シカゴより 同行 當地 にも 二三 泊 同宿いた し 候 本日より 別々 の 

下宿に はいり 候 大統領選 擧 以前にて 市中 何となく 活氣 立ち 婦人の 大道 演說 など 日本に て は 見られぬ 圔に 御座 候 

シカゴ に 比 ぶれば 何となく 住 心地よ く 御座 候 「學生 通信」 は 寸暇 を偷 みて 本日 第一 一信 「カリフ オル 二 ャ だより」 

相 認め 候 次に は 「シカゴ 及び- 1 r 一  ー ョ— ク」 を 達り 候 間 西 村 君に 御 話し 置 被 下 度 候 唯今 は 何事 も大 仕掛なる 


國 In に 感心いた し 居 侯 旦し 1 さ 勺お £ 、に. ， 

E-l , ^し 歷.^ ^感興な きにま^ 门ゎ ら. CJS 二つ. <  、 こ \ き ： 

の あらば 御 土 產に買 求め 可 申 御 申 越 被 下 度 候 草.； 物" a 御子 霧の 欲しい とい はる 

十月 十八 日 


坂 本 賢兄 


や い 


ち 


I 三 0 

大正？ 十月 十き -ー Tm, ク より 

. 小石 川 I 羽 町 手 目 二十 三 f  10  i 

母丄樣 はじめ 皆々 御 無  ト tj 卜 JT7,、-、I 

上 本日より if  i""":::::;::::"- ーュ… クへ着 ii 住居の 

國第ーの都會 にて 人暮萬 i  二  ー"::":  ！ 比ん：： r: 寸 rli 當地は 米 

往來の 日本人 も 多く 日々 珍しき 人 J ま ！  h 丄, は 何となく 落 付よ く 居心地 あしから す 

に は 諸|談| あり I 卓 て t 人 1 I の 一 詹擧 あるた め 市中 は  一 iii 

a 面疗 u の  if  12 女 ii こ if 

大 . 五 5S きく 靈房 ま」 
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書  翰 

田 鶴 子 谷 中へ ま ゐる方 至 當と存 候 谷 中の 意見に 御 まかせ 可 被 成 候 四郞氏 出發の 時日 相 分り 旅行の 豫定も 略-' 

相 分り 候 は：.^ 御 しらせ 被 下 度 小生 は 今年 末まで 米國 滞在 十二月 末に は 多分 英國 へま ゐり可 申 倫敦 あたりに 

て四郞 氏に も遞逅 致し 可 得と 考へ候 石 原 病氣は 無根の 由當 地に て 承知いた し 候 能 勢 をば 樣も 無事の 事と 存候 

秀緣談 の 事 は 出来れば 都合よ ろし かるべく 候 手紙 は 今月末までに 着の 豫定 ならば 當地 領事館に て 願 上 候 大川 

氏へ よ ろしく 

十月 十九 日 

一一 ュ， I ョ ー ク にて 

や い ち 

かう子 殿  .. 

眞吾 及び 四郞 氏の 番地 失念 御 序の 節 御 しらせ 被 下 度 候 

I 三 I 

大正 五 年 十月 二十 一日 一一 ュ ー ョ I クょリ 

東京 市外 代々 木 山 谷 百 六十 六 番地 斯波貞 吉氏宛 (澹 はがき) 

伯母 上様 はじめ 皆々 樣御變 り も 無 之 候 や 小生 本 月 十四日 此地着 唯今 大統領選 擧 前にて 市中 活氣 立ち居り 候 
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十月 廿  一 B 

やい ち 

一三 二 

大正 五 年 十月 二十 二  H 一一  ュ ー ョ ー クょリ 

本鄉ー £11 森 川 町！ 番地 開极 正直 氏 宛 (緣 はがき) 

久々 御無沙汰に 打 過 申 候 皆々 様 御 無事に 御座 候 哉 東京 は 惡疫尙 流行の 由 御用 心專 一に 奉存候 小生 諸處 漫遊 

今月 十四日 やう/、 此の 地 に 着 仕 候 二三 週間の 後 ボストンへ 參る ベく 今年 末まで 米國 滞在の 積に 御座 候 

十月 二十 二日 

やい ち 


大正 五 年 十一月 二十 六 R 一一  ュ ー へ，. ブ ンょリ 

小石 川 展關ロ 駒 井町 二番 地 松 井 簡治氏 宛 (檜 はがき) 

字書に 名高き ゥ エブ スタ ー の舊 宅な り 今 は 他人 住居いた し 居候 

大正 五 年 
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書翰  ^ 

十一月 廿 六日  やい ち 


1 -1 四 

大 S 年 十二月 二日 -ーュ 1 ョ， -ク より く 

賓尊羽町 手" 一一 一番 uuru ス II 11 

四郞 さん 一一 一十 曰の 船に て 御 立ちの 由 H! 

/ドノ こてお 目 こか、 り 候 事と 存候 

初 早-二 央國へ 參り候 多分 ロン トン "て あ 目. --ノ 

十二月 二日  r いや 


1 三 五 

大正 五 年 十二月 六日 ニュ， 'ョ 1 クょリ 

小石 川 5 羽 町？ 目 二十 I 地 i0  §  ぶ 健全 米 I 地の 大學 巡察 も 

年末に て 5 御い そがし き 事と 存候 たづ子の 產期も 近.、 つき 雙御 多忙と 存候 ill 


略片 づき 本 月 十日 頃より、 ボストン へ參り そこにて 二週間 も 居れば 米國ひ 用事 は 大抵 相 濟可申 候 就 而は來 年 正月 

六日 出帆の セント、 ルイスと いふ 船に て 英國へ 渡り 度と 存 居候 獨逸潛 航艇出 沒に付 他國の 船に て は危險 なれば 

米 國船を 選び 候 也 英國 にて は 日本の 文字に て 書きた る ものな ど は檢査 大分 やかましき 由に 付 日記 等 も それ 以前 

に 日本へ かへ す 積に 候 當地 にて 都合よ き カバン 一 つ 買 求め 候に 付 日本より 持 來り候 大力 バンニつ は 箱 荷と して 

當地 出帆の 際 郵船 會 社の 荷物 船に 托し 日本へ 返. 送 可 致と 存 居候 それ は 重に 書物 を 入れお き 候 叉寢卷 など も 荷 

物に なり あまり 澤山は 不用に 付. 送り かへ し 候 荷物 受取 方 は 富山房の 長 谷川 氏へ あて 委細 依賴 いたしお き 候 間 同 

氏より 屆 けらる 、害に 候 御 受取の 上 は 其 儘に 物置の 隅 にても お 人れ おき 被 下 度 候 

池 永 氏 本 月 三十日 出 發の由 米國着 は來月 十六 七日に 可 相 成 小生 出發の 後に て米國 にて は面會 出来が たく 殘 念に 

存候 多分 二三 月間 は 米 國に滯 在の 事と 存 候へば 小生が 英國に 居る 中に 英國 へ來ら る、 事と 存候 小生 は 英國へ 

渡航の 上に て もし 佛國 へ 渡れ、 ば參る ベ く あまり 危險 ならば 英國 滞在 の 上 或は 再び ァ メリ カを經 由して 歸朝 する 

や も 難 測 いづれ 何處 かにて 逢 ふ 事と 存候 

多忙の 爲 富山房 等へ も 無沙汰い たし 居候 其 他 親戚 一 同へ もよ ろしく 御 傅へ 被 下 度 候 草々 

十二月 六日 

やい ち 

かう子 殿 

大正 五 年 
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書  翰  / 

今後の 手紙 は英國 大使館 氣付 にて 御 差 出 相 成 度 候 

I 三 六 

大正 五 年 十二月 二十 ItH ボストンよ リ 

小石 川區音 羽 町 三 丁目 二十 三番 地 芳賀， 1 子 宛 (封書 ：> 

御 一同 御 變りも 無 之 事と 喜び 居候 田 鶴 子の 出産、 敏 子の 出立 等 池 永、 穗積兩 家の 爲嚇御 多忙なる べしと 推察い 

たし 候 小生 本 月 十二 日より 當ハ I ヴァ ー ド大學 へま ゐり 種々 視察 大學內 の コロニアル、 クラブと いふ 俱樂部 

に 止宿 二週間 滞在 今月 二十 七日 一 旦ニ ュ ー ョ ー クへ かへ り來月 六日 英國へ 渡航の 積に 候 當地は 毎日 寒暖計 零 

下 十 度 位に て隨分 寒く 積雪 一 尺 なれ ども 窒內暖 なれば 蒲團は 無くても 濟む 程に 候 先便に て 申 上 置 候 通り 荷物 箱 

を 持へ てニ箇 郵船 便に て 差 出 候 着の 上 は 郵船 會 社より 通知 あるべし と 存候間 通知 あり 次第 長 谷川 氏に 御 依賴相 

成 度 候 大 箱の 方 は 書物ば かり 故 其の儘に 成，； >  置き 被 下 度 小箱の 方 は 夏の 浴衣  一二 枚 入れお き 候 上 子供のお も 

ちゃ 少 々 有 之 候 問 こ れは あけて 子供 等に お やり 被 下 度 候 冒 山 房より 年末 の 金 約束 通り 持參 い たし 候 事と 存候 

金に 不自由の 事 あらば 何時 にても 冨山 房へ 御 談じ相 成 度 坂 本よりも 其の 事に 就いては 心配 無き 樣度々 申 越 候 

御 遠慮なく 御 申 付 成されて よろしく 候 右 用事の み 申入 候 草々 

十二月 廿 一 日 


930 


やい ち 

かう子 殿 

田 鶴 子の 子供 は どちらな りし か 多分 女な りしな らんと 考へ 居候 

I 三 七 

大正 五 年 十二月 二十 九日 一一 ュ 1m1 クょリ 

本榔區 西片町 十四 番地 得 能文 氏 宛 (線 はがき)  . 

これ は 近頃 ボストンで 通俗 講話 (說敎 ) を やる 有名な SR です これの 流行る のが 米國 式です 

十二月 廿九 Ew 

やい ち 

一三 八 

大正 六 年 一月 二  m 一一  ュ I ョ ー クょリ  • 

小石 川區昔 羽 町 三 丁目. 二十 三番 地 芳賀鋼 子 宛 (封書) 

いよ/ \ 御 きげんよ く 御 揃 ひの 事と 存候 小生 二 ュ ー ョ ー クへ歸 りて 新年 を 迎へ來 る 六日の 船に て 英國へ 渡り 候 

大正 六 年  I 
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書  5i 

四郞 さんに は英國 にて 逢 ひ 可 申 眞六郞 さん は已に 朝鮮へ 行かれ 候 哉 如何と 存候 英國 は戰時 中す ベての 書物、 

書類等携帶面倒なる由故先日差出候荷物以外に^^れた雜誌書物等小包にて時々送り置候間 一 纏めに してお 置き 被 

下 度 手紙 も 日本 文の は 一々 開封す る 由 又戰 爭に關 したる 事 あれば すべて 沒牧 して 屆 かぬ 事 も ある 由に 候 

昨日 は 新年に て 領事館へ まゐり 御影 を拜 しそれ より 日本 俱樂 部に て 新年 會を 催し 候 數の 子、 雜 煮な ども 出來候 

併し 外國の 正月 は 誠につ まらぬ ものに て 日本の 正月 をお も ひ 出し 候 尙々 寒中 一同 御 攝生是 祈り 候 草々 

正月 二日 

やい ち 

かう子 殿 

I 三 九 

大正 六 年 一月 五 H 一一  ュ— ョ. -ク より 

小石 川 區晉羽 町 三 丁目 二十 三番 地 芳賀銷 子 宛 (封書 ) 

子供 等 一 同の 手紙 小生 旅行の 爲 旅行先へ ま はり 遲く なり て 昨日 落手 総 本 到着の 由 一 同 無事 何より の 事に 候 

英夫 出生の 事 は 二三 日 前 承知 これ も 何よりめ で 度 候 梓 高等科へ 人り 候 由 馬 淵 先生と よく 相談 何事 も 其の 指圖に 

よらるべく 候 檀は あまり 勉强 せぬ 樣 成績な ど はどうで もよ い 樣に御 話し 下され 度 候 明日 出 發英國 へま ゐり候 
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英國 戲時 中に て撿查 やかましく 手紙た A ども 一 々開封して 差 支な きもの \ み 配達す る 由 昨日 昨年 中の 日記 を ffl- 

便に て 差 出 置 候 當 地より 差 出 候 カバン 箱ニ箇 荷積 證 本日 郵便に て 冨山房 長 谷川 氏へ おくりお き 候 藤 森 信 子 も 

着 帶の由 岡 倉 氏 大喜びの 事と 存候 よろしく 御 傳へ被 下 度 候 明日 英國 への 同行者 は斯波 氏と 八 田 氏と に 候 

草， „< 

一月 五日 

やい ち 

かう子 殿 

I 四。 

大正 六 年 一月 五 H 一一  ュ， -ョ I クょ リ 

文部省 圖書課 高 野 辰 之 氏 宛 (封書) 

皆 蒙からの 御手 紙 毎々 難 有う 御座います 御 一同 御勵 精の 御 模様 目に 見る 樣に覺 えます 石橋さん 御 榮轉の 事 は 

平素の 御 願望 故 先 以て 御め で 度 存じます 此の 手紙 着の 頃 は 已に御 赴任 かと も 存じます 會の爲 には殘 念です 力 

致し方が ありません 第一 種 第三 種讀 本の 容子 及び 懸賞 文 御 審査の 模様 等 逐一 承知 御 繁忙 察し 入ります それ を 

考へ ると 小生の 旅行な ど は勿體 ない 樣な氣 がします 米國の 成金の すばらしい 事 は 御 話に なりません 算盤の 桁 

大正 六 年 
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マ , 

が 日本と はまる で 違 ひます 物價の 騰貴 はや はり 著しく 一番 困る の は 敎師と 坊主と いふ ことです 勞動 者な ど は 

何處 でもす ベ て 給金 を 増加し ました 增 さなければ ス トライ キで增 させて ゐ ます 讀 本の 文 體を 平易に して 分量 

を 多くした いとい ふ考が こちらの 學校を 見て 起り ました 當 地の コ a ン ビヤ 大學 では 去年の 十月から 日本語 科 を 

置いて コロン ビヤ 出身の マスタ ー、 ォブ、 ァ ー ッ富树 とい ふ 男が 擔 任して 國定讀 本 を敎授 して ゐ ます 已に 一二 

を 終へ て 今 は ニーの 卷を やって 居ります 級 は 十二 三人 居ります 富树 の案內 によって 先日 參觀 しました 富树が 

小生 を 紹介して これ は 日本の 大學 教授で 今 用 ひて ゐる敎 科 書の 編纂 者で あると 話します と 一 同 は 喜んで 拍手し ま 

した 敎授 上に 種々 の 注意 を與 へて 歸 りました 明日 立って 英 國へ歸 ります 池 永 氏 は 何月 間 米國に 居る か 申し 

て參 りません ので 當 地に 待って 居る わけに も 行かす すぐに 二 ュ ー ョ ー ク へ來 るか 途中で 色々 視察して 來 るか 分ら 

ぬから 英國へ 行って 待つ 積です 一 兩日前 第二の 子供 出生の 由 知らせ を 得て 正月の 事で も あり 

アメリカで 鶯の 初音 聞く 曰かな 

英國 では 檢査が やかましく 日本 文の もの は 一 切 許さぬ とい ふので これから 日記 も 英語で つける 積です 獨 逸書な 

ど は 一 切携帶 すれば 怪しい 奴と 探偵 をつ ける とい ふ 有様 ださう です これから 若し 手紙 を 下さる 場合に は 上書 は 

やはり 英語で 願 ひたう 御座います 獨逸 語で あると とんだ 疑 を 受ける かも 知れません ロンドン は眞 暗で 夜な ど 

は あぶなくて 外出が 出來 ぬと いふ 事です 先日 井上 匿四郞 氏が a シャ からま はって 来て 面會 いろ/ ヽ 聞きました 

海陸 軍人の 人から も 聞きました 尙向 ふへ 行って からまた 御 便り をいた しませう さやうなら 
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やい ち 

第三 部 起草 會 諸君 

御中 

一 四 一 

大正 六 年 一月 十八 n ン- ドンよ リ 

東京 市外 代々 木 山 谷 百 六十 六 番地 斯波貞 告 氏 宛 f 椿 はがき) 

御手 紙 大使館に て 受領いた し 候 軍國の 緊張せ る氣分 感心の 外 無 之 候  • 

i 月 十八 日 

やい ち 


四 一 


大正 六 年 一月 十八 日 ロンドンより 

小石 川區昔 羽 町 三 丁目 二十 三番 地 芳賀定 宛 (ビカ デリ ー . サ ー カス の鎗 はがき) 

大 正 六 年 
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6 

3 


こ ^ が a ン ドン 

十 八 


の 1 ばんにぎ やかな ところです 


父 


よ 


一 四 三 

入 正 六 年 一月 三十日 a  、ン トンより  -> 

小石 SS 町 手 目 一一 十一 一一 番地 i  (鼓手 S は 力き) 

イギリスの 兵隊に はかう いふ 樂隊 がゐ ます 

一 月 三十日 


父 


よ 


一 四 四 


ン、 ドン 


大正 六 年 二月 十日  _ 

御 一 同 御 無事と 存候 P ン トン f I 


ロンドン 


安心いた し 候 二月 一日より 獨逸 潜航艇の 跌 S 甚だしく 如何と 案じ 居候 處 無事にて 先々 安心いた し 候 二月 一日 

以後 東西の 交通し ばらく 斷絕 この 儘に てはいつ 日本へ 歸れる やら 分らぬ 始末に て 目 も 段々 わるく 成り 心配いた 

し 居候へ ども 其の 中には 何とか 道の 開ける 事と 存 居候 四 郞氏は 三菱の 人 何かと 世話いた し 口 ンド ン の 北方に 下 

宿いた し 居候 四郞 氏より 東京の 様子 承知 大に 喜び 居候 二月 一日 佛國 への 出立 は 見合せ 其 後 引績き tl ン ドンに 

居り 候 親類 一同へ は 誠に 無沙汰 よろしく 御 傳へ被 下 度 候 菓子 及び 藥 健に 四郞 氏より 受取 候 草々 

二月 十日 

やい ち 

かう子 殿 

一 四 五 

大正 六 年 三月 二十 三日 0ン. ドンより 

祌田區 裏 神 保 町 九 番地 冨山 13^ 坂 本 嘉治馬 氏 宛 (封書)  . 

久々 御無沙汰に 打 過 申 候 御 承知の 如く 二月 一 日より 獨逸 潜航艇の 爲米國 行 及び 諾 威行 汽船と も杜絕 日本よりも 

郵便 一 向不來 こちらから 出しても 見込な き 故し ばらく 中止いた し 居候 且當地 にても 郵便物の 檢査嚴 重 故 雜誌原 

稿 も 不差出 候 米國船 はいよ/ \ 武装して 參る 事に 相 成 其の 初航海 はー兩 日中に 到着の 害に 御座 候 先日 文部省 

大正 六 年 
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より 眼疾 療養の 爲歸 朝す る樣 電報 有 之 多分 小生の 健康 を 案じて 御 一 同の 御 配慮 被 下 候 事と 御 厚情 身にしみ てうれ 

9 

しく 御座 候 どの 道 も 危險故 如何 かと 存 居候 處 大使館 にても 色々 心配いた し 吳候間 比較的 安全の 道 をと りて 來月 

中旬に は歸 朝の 途に 上り 度存 居候 眼 は 惡く相 成り 候へ ども 身體 には變 りたる 事 も 無 之 候 間 必す御 心配 無 之樣祈 

上 候 御 地は此 手紙の 着す る 頃 は 最早 葉 櫻の 時節と 相 成 可 申 當國は 目今 稍 春めきて 日光 を 時々 拜 居候へ ども 昨日 

も 今日 も 雪 霰 交りに て 尙寒氣 酷 敷 御座 候 婚池永 四郞ー 一月 到着 先日より 英國內 旅行いた し 居り 本日 歸倫 小生と し 

ばし 同宿の 害に 御座 候 小生 はこれ より 英國內 巡遊に 出掛る 心算に 御座 候 日本 歷史 懸賞の 結果 は 如何 小生 も 

外遊の 後つ くん， \ と 通俗的 日本 歴史の 急 要なる を^ じ 候 其 他 通俗的 補助 讀 本の 腹案 も出來 いたし 候 これ は 今 

後最 必要と 存候 何卒 其の 御 工夫 あらま ほしく 候 オクス フォ ー ド大學 出版部に て 聯合 國の 簡易なる 歷史 出版の 

事に 相 成 日本 歷史は かって 日本に も來 りたる ボ ー タ I  (タイ ムス 記者) 擔任 原稿 を 一 閱 する 樣 依頼 あり 小生 一 讀 

の 上 多少の 注意 を與 へ候處 同氏 自動車の 怪我に て 突然死 去 可 悼の 至に 御座 候 それ 故 同書の 出版 も 多少 可遲歟 

近代史 を詳 にして 古代 を 略し 現今の 社會 制度 等 をく はしく 說き 日本の 美 點を擧 げ歷史 と 公民 讀本を 兼ねた る 様な 

性質の もの 是非 日本 兒 童の 爲 にも 必要な りと 同書 を 一 讀 して 殊に 感じ 申 候 出版界に は 御 承知の 時節 故 目 ざまし 

きもの 無 御座 何事 も 見合せ 居る 有様に 御座 候 日本 は輸 超過に て 大分 景氣 よろしき 樣 なれば 出版界 も 今少し 活 

動しても よろしき かと 存候 當地 ジャパン、 ソ サイ テ ー の 依 囑に應 じ 「日本 魂 論」 を 草し 二三 日中に 大に 氣焰を 

吐く 積に 御座 候 この 日本 魂 を 敷衍して 「やまと だまし i5」 とい ふ 書物 を誉き 度と 歸朝 を樂 しみに 致し 居候 


日の 本 をお も ひこ そやれ 梅疾 きて 鶯の聲 しきる この頃 

三月 二十 三日 

坂 本 大兄 

社中 一 同 及び 文會堂 主人へ もよ ろしく 御傳言 被 下 度 候 

一 四 六 

大正 六 年 四月 二十 四 H クリス チヤ ニヤより 

小石 川區昔 羽 町 三 丁 ほ 二十 三番 地 芳賀檀 宛 (檐 はがき) 

廿 一日 II ンド ン出發 ノル ゥ H 1 に 渡り 今日 首府 クリス チヤ 二 ャに 着いた 

四月 廿 四日 


四 七 


草々 一 


や い ち 


父より 


大正 六 年 
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大正 六 年 八月 九日 輕 井澤よ リ 

钟田區 裏 神 保 町 九 番地 富山房 翁 川 福 平氏 宛 (は 力き)  . 矣 

こち らは不相霞 しく 御座 候 一 昨夜よ ifiuu^J^Gr 草 r 

女子の 悠紀主基 の靈極 S 意に 御座 候 よろしく 願 上 候 Hi 


八月 九日 


四 八 


大正 七 年 四月 一日 月 潮より 

小石 S 竹 早 町 一 一一 十二 番地 芳 5 宛 S はがき)  , 

昨夜 伊賀上 野 着 今朝 こ、 へま ゐり まし プ 

四月 一日  /^いち 


1 四 九 

.に ェヒ年 四月 四日 島根 縣杵築 町 一 
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小石 川 區竹早 町 三十 二番 地 芳贺 咲子苑 (出雲大社の 繪 はがき」 

出雲大社と いふの はどうい ふ お宮 か 知って ゐま すか 

四月 四日 

父 よ 

一 五 〇 

大正 七 年 四月 四 ni 島 极縣杵 築 町より 

小石 川 區竹早 町 三十 二番 地 芳 賀定苑 (緣 はがき〕 

ケ フォホ ヤシ 口へ サン ケ イシ マシタ 

四月 四 a 

父 ョ 


五 


大正 七 年 七月 二十 九：！； 輕井 Ff よリ 

神 S 區.： H« 祌保町 九 番地 冨山 長 谷川 福 平氏. M  (はがき) 


大正 七 年 


941 


書  翰 

この間 は 色々 ありがたう 御座いました 卽日 切符が 貰へ たのです ぐに 輕 井澤へ まゐ りました さて 翌日 國文會 の 

ため 歸京卽 夜 また 當 地へ もどりました いよく 今日から 勉強に 着手し ました 坂 本 氏が かへ つたら 來る やうに 

御 話し 下さい 又 あなた も 折 を 見て 御來遊 下さい 社中の 皆 々様へ もよ ろしく 

七月 二 十九 日 

一 五 二 

大正 七 年 八月 二日 輕 井澤よ リ 

神 田 區裏神 保 町 九 番地 冨山 Ids 長 谷川 福 平氏 宛 (は^き) 

段々 書いて 行く 中に 考 へたの は處々 へ 古人 訓話と いふ 課 を 挿んで (每卷 五六 課づ &) 見たい とお も ふので ありま 

す 尊 德ゃ益 軒 や 乃 木 大將ゃ 進んで は 宣長ゃ 篤 撒 や 上級に なって は 漢文 もよ からう と 思 ひます さう い ふ 適當な 

材料 を讀 本の 時の やうに 國 民道德 叢書 あたりから 拔 いてお いて 下されば 結構です これ はたし かに 一案と おも ひ 

八月 二日 

今日 大隈 侯に あ ひました 
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1 五三 

大正 七 年 八月 六日 輕 井澤よ リ 

東京 帝國大 學附屬 醫院入 澤內科 高 野 辰 之 氏 宛 (はがき) 

本日 石橋 氏の 手紙に よつ て だんく 御 快癒の 由 を 伺って 安心し ました 併し 令夫人の 御 病氣と 承つ て 一喜 一 憂で 

す おも ふに 御 看病 づ かれと や、 御 安心の 結果 かと 思って 大した 事で は あるまい と 存じて 居ります あつい 時分 

の 候 病 養 御苦勞 察し 入ります が 御病氣 はこれ からが 大切です から 何卒 御 攝養專 一 に 願 ひます 

八 月 六 日 

やい ち 

雷 も 遠くに なりぬ 晩酌す 

I 五 四 

大正 七 年 八月 十九 日 輕 井澤より . 

東京 帝國大 學附屬 醫院入 澤內科 高 野 辰 之 氏 宛 (封書) 

(一) 

大正 七 年 
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東都 炎 熟 過 前年 喜 聽吟兄 病半痊 豫約 中秋 明月 夜 相 携香炙 醉祌川 

(二) 

晚坐籐 床 詩 未成 涼風 滿腋 客衣輕 碓山吐 月 昇 三寸 早 聽吟蛩 第一 聲 

だん/ \ およろ しき 由 何よりの 御 事です 奥さんが 御 感染と は 驚きました 併し 奥さん は 酒 も あがらぬ から 尙更 

御 快癒 は 疑な い と 存じます 尙 今後が 御大 事です から 十分に 御注意 を 願 ひます 

八月 十九 日  . 

や い ち 

高 野吟兄  ， 

I 五 五 

大正 七 年 八月 二十 六日 輕 井澤よ リ 

祌田 S 裏 神 保 町 九 番地 冨山 £3 長 谷川 福 平氏 宛 (はがき) 

こ の 間 は 御出で 下さいました 處 何の 風情 も 無く 誠に 失禮 いたしました つい 氣が附 きませんで あとから 思 付き ま 

したの は 風呂 を 差 上げ.^ かつ た 事です こ らち は 涼し いもので すから 二日お きに 風呂 を 立てます その 日に 當っ 

て Is ら ぬから 女中 も その 氣で 居り 小生もう か/, \ と 別に 命令 もせす 東京から お出に なつ て 途中の 汗 も あ つたら う 
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に 誠に 御氣の 毒な 事と 昨日 湯に 人る 時に 思 ひ 出しました 何卒 あしから す さて 小生 はいよ く 三十日の 朝歸京 

八月 二十 六日 

やい ち 

I 五六 

大正 八 年 二月 十五 H 小石 川 區竹早 町 三十 二番 地より  • 

奈良市 西 包 永 岩 城 準 太 郎氏宛 (はがき) 

いろく 御、.^ 配 御手 紙 被 下 難 有存候 拙宅に て は 娘 一人 去年より 肺炎に て 打 臥 居候 處 これ は 次第に 輕快 上田 氏 

も 新聞に 大袈裟に 書いた 程に は 無 之 目下 次第に 快癒 御 安心 被 成 下 度 候 小生の 大阪へ 出向 かざりし は 伯母の 急病 

にて 死去せ し爲に 有之殘 念に 存候 右 御 返事 旁 草 々不一 

二月 十五 日 

1 五 七 

大正 八 年 三月 一日 小石 川 區竹早 町 三十 二番 地よ a- 

大正 八 年 
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書  翰 

小石 川 K 久堅町 七十 四 番地 永 井 環 氏 宛 r はがき) 

この あ ひだ は 御馳走に なって ありがたう 御座います いよく 助役 御 就任の 由 新聞で 承知 貴兄の ために も 東京 

市の ために も 祝 幅いた します 皆 さまへ よろしく 

大正 八 年 大學， 記念日の 朝 

やい ち 

I 五八 

大正 八 年 十二月 二十 一 日 小石 川 區竹早 町 三十 二番 地より 

小石 川 區表町 百 九 番地 魔 W 伊人 氏 宛 (封書) 

かねての 殿様 祭の 碑文 認めて 見ました が 拙文 見る にたへ ません とにかく 御 取捨 は 御 自由と して 差 出します から 

よろしく 願 ひます 字數 はきり つめて これ 丈に なり ましたが 假名 交り 故 どうか 納り がつ くだらう とお も ひます 

十二月 二十 一 日 

やい ち 

蘆. 田樣 

侍史 
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一 五 九 

大正 九 年 一月 二十 IIH 小石 5 區竹早 町 一一 一十一 一番 地より . 

*ss 保 町 九 番地 冨 S ま 川 福 平氏 宛 (封書) 

色々 用 li 無沙汰 致して 居ります f 藝御 ー覽の上然 るべ， 、御 取 計 を S げます 

一月 二十 二日  ■ やい ち 

長 谷川 樣 


いこと です 松 井 君の 心痛 も 察せられます 國文 硏逢の 助手 水 野 I 氏 も 同日に 


大須賀 君の 逝去 は 誠に 惜し 

たくな りました いやにな つてし まひます 

二八。 

大正 九 S 月 二十 一日 小石 S 竹 早 町 一一 一十 二番 地より 

ね 梨 fi 都 大月町 都 留中學 校 彌 富破摩难 氏 宛 (封書) 

a  it 每 曰の 貧乏 ひきし でつ ^手紙 も 差 上け 

拜啓 先般 は 種々 御 厄介に 相 成りまして 御 禮の申 樣も街 SV ま.？^ んョ 

大正 九 年  ■ 
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誊  翰 

ませんで した 汽車 中で 御話の短冊| 書の 腰折 相認 め 本日 郵便で 養し ましたから 御 受取 を 願 ひます 右御禮 

かた/ i\- 草々 

五月 廿 一日  , 

やい ち 

彌富 大兄 

1 六 1 

大正 九 年 七月 二日 小石 川 K 竹 早 町 一一 一十 二番 地より 

愛 嫒縣松 山 市 高木 武氏宛 (封書) 

益御淸祥 おめでたう 存じます 扭此度 荊妻の 甥潮 田秀と 申す もの 錦地へ 雷で ますが 始めての 土地で も あり 極め 

て 世間 知らす の 無口 者で 何も 分るまい と 存じ 貴兄へ 萬 事 伺 S 紹介 狀を 持たせて 营 しました 參 上いた しまし 

た 節 は 何卒よ ろしく 願 上げます  . 


二八 二 

大正 十一 年 一月 十五 日 小石 川 區竹早 町 三十 二番 地より 

東京 府下 や：,^ 府立 第二 中學校 野 村 八 良 氏 宛 (封書) 

拜啓 湯 原 氏に 面會 しました まだ 人 は 極って 居らぬ のです 色々 候補者 も あるが 考案 中との 事です とに 角 一 

度 貴兄に も 逢って 見たい との 事でした から その 中 御 都合の 好い 日 例の 一 つ 橋の 事務所へ 御 尋ね 下さい ませ 

一月 十五 日 

やい ち 

野 村 賢兄 

一 六 三 

大正 十一 年 三月 十七 = 小石 川^ 竹 早 町 三十 二番 地より  . 

祌田； 511 裏 神 保 町 九 番地 富山房 長 谷川 福 平氏 宛 (はがき) 

いろ/ \ 御 面倒でした それで は 十八 日の 夕方に 致し ませう 陶々 亭の 方へ は 巳に 註文 致して 置きました 貴店 

の 方 へ は 別に 小生から は 何とも 申しません から 御 連合 五 時半 頃までに 御出で を 願 ひます 草々 

大正 十一 年 
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4 '七日 

I 六 四 

大正 十一 年 三月 二十四日 小石 川 區竹早 町 三十 二番 地より  . 

福岡縣 八幡 市役所 永 井 環 氏 宛 (封書) 

御 赴任 後早數 月色 々 お 忙しい 事と 存じます 小生 はかね て 願って お い た辭 職が 本 月 十八 日附で 許可に なって 重荷 

を 卸した やうな 感じが 致します 今後 は 東宮の 奉仕と 國學 院大學 とに 勤める 積で ございます 

先日 はお 見事な 果物 澤山御 贈り 下さいまして 家內 一 同大 喜 致しました 叉 香 椎宮の 美しい 繪 葉書 も 難 有 頂戴 致し 

ました 御存じの 通り 香 推 宮は神 功 皇后 御 征韓の 舊蹟で 今 囘御參 拜の御 目的 も 天皇陛下 御 病氣御 平癒の 御 祈願と 

いふよりも やはり 朝鮮が よく 治る やうに とい ふ 御 祈願と 小生 は拜 察して 居ります 住吉の 神が 三韓 征伐の 時には 

船 を 護って 御先 導した やうな 次第 今度の 住吉 神社 御 參拜も その 意味で 御座いませう 天皇陛下の 御 病中 皇后 陛 

下が 此の 御 苦心 拜 察して 感激に 堪 へす 恐懼に 堪 へぬ 次第と 存じます まづ は御禮 かたん \ 早々 

三月 二十四日 

やい ち拜 

永 井賢薹 
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I 六 五 

大正 十一 年 七月 二十 三 HI 輕井 滞より 

龜町 區釵田 町國學 院大學 菊 池 武文氏 宛 f 封書) 

先日 來 文部省との 交渉に 就いては 御 熱心な 御盡 力で やう/ \片 がっきました さう で 誠に ありがたく 一  安心 致し ま 

した 實に私 ども も大に 責任の ある 事で 恐縮 致した 事で 御座いま すが 貴方の 御盡 力に まかせて 當 地へ 參り 午睡 を 

貪って 居ます こと は 甚申譯 が 御座いません まづ は御禮 まで 

七月 二十 三日 

やい ち 

菊 池賢臺 

侍史 

I 六. K 

大正 十一 年 七月 三十 一日 輕 井？. より 

大正 十一 年 
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書  翰 

神 田 區裏祌 保 町 九 番地 冨山 身 長 谷川 福 平氏 宛 (はがき) 

御手 紙 ありがたう 御座いました ポッ /\ 始めて ゐ ますが 最初 は 色々 考へ るので 進みが わるう 御座います これ 

からが 一 蕩 千里と いふので す 

さて 甚だ 申 上 兼ねます が いつぞやの 久能木 式 竈 を 買って こちらへ もって 參 りました が 芯 を 上下す る 口金が いたん 

で 役に立ちません どうか ニ號 型の 口金 一 つお 求めの 上 御 郵送 下さいます や， つ 御 多忙 中 甚だ 相濟 みませぬ がどう 

か 願 ひ 上げます 

七月 三十 一 日 

一六 七 

大正 十一 年 八月 六日 輕 井澤よ リ 

趣 町 區鈑田 町國學 院大學 堀江 秀雄氏 宛 (封書)  . 

東京からの 通知 は いづれ も 熱い/ \ と 申して 參 ります さぞお つらい 事と お 察し 申します こちらの 涼し さは 實 

に勿體 ない 程です 色々 の 事 段々 とお 骨折 ありがたう 存じます 鈴 木 君の 後任の 件 は 姉 崎と も 相談して と 思 ひま 

す まだ 急がぬ でもよ からう かとお も ひます 上 杉 君へ は 小生 も 手紙 を 出して おきました からお 逢 ひに なったら 

諒解し ようとお も ひます 鹿 子 木 君に こちらで 逢 ひました が これ も敎授 名稱に 就いては 困る と 一 百 ひました 併し 
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霸會の 方 は 少人數 であった s 遣憾 でした 力 

斤 一年 は餘り 多く 各處に 開かれる ので やむ を 得ません  - 

豆腐屋 も 酒屋 も 近し ほと 、 ぎす 

とで も 言 ひさうな 住居 一泊が けにお 遊びに お出でになりません か 

八 月 六 日 

やい ち 

堀江 賢兄 

1 六 八 

大正 十一 年 九月 二十 一日 小石 川 區竹早 町 三十 二番 地より 

京 市外 代々 木 山 谷 百 六十 七 番地 高 野 K 之 氏，：^  (はがき〕 

長く 御無沙汰いた しました 過日 は 近 松 集第 一 卷ぉ送 り 下さいまして 難 有 頂戴いた します 記念出版と して、 f 

に 保存 せらる ベ き も の で 誠に 結構な も の と 存じます 

. 十一 年 九月 二十 一日 

大正 十一 年 


953 


書  翰 

一 六 九 

大正 十二 年 七月 二十 九 H 輕 井澤よ リ 

祌田區 通 神 保 町 九 番地 富山房 長 谷川 福 平氏 宛 (封書) 

昨日 はお あつくて 御 忙しい 所 を わざ-^ 御 見送り 下さ いまして 例に より 種々 御世 話 成 下さ かま ことに 有りが たう 

稗 座い ました 一同 無恙 定刻に 着きました 朝夕の 涼し さ この 僮に 居る の も勿體 ないやうな 氣が 致します 瀬 古 

氏よりの 爲替 かへ つて 御迷惑 相 かけ 濟 みません 捺印 御 返送 申 上げます からよ ろしく 願 上げます 

七月 二十 九日 

やい ち 

長 谷川 賢臺 

一 七。 

大正 十二 年 七月 三十 H 小石 川 區竹早 町 三十 二番 地より 

東京 市外 目白 學習院 福 井久 藏氏宛 (封書，) 

福 井 君の 「大日 本 歌 學史」 が 刊行 せられる ことにな つて、 まことに 喜ばしい。 同 君 は 家庭に 1 子 も M  く、 朝夕 
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害籍 に ばかり 親しん で そ の 研究 を續け て 行かれる ので、 積り 積 つて 未定の 草稿 は堆 いほ ど ある さう である。 

多く は 日本の 文化史の 上の 研究で、 本書の 如き も、 多分 その 一部分で あらう と 思 ふ。 今や 外國 の文學 その 也の 

思想 を 傅へ、 飜譯を 公に する ことが 可な り 盛で あるに 關ら す、 我が 古代 文化 を閩明 するとい ふ 方面 は 割合に 振 

はない。 叉 その 研究に 沒 頭す る學者 も少 い。 私 は 一 i 井 君の 人格 を 尊重し、 本書の 出版 を國 家の 爲に 慶賀し、 尙 

續々 その 稿本 (ひ 下 原タ. 缺) 

大正 十二 年 七月  ■ 

芳賀矢 一 しるす 

右の 樣 たもの を 書きました 御 取捨 は 御隨意 に 願 上げます 

七月 三十日 

やい ち 

福 井 賢兄 

一 七 I 

大正 十二 年 八 月 九 n 輕 井澤より 

大正 十二 年 


955 


神 田 I 神 保 町 九 番地 富山房 畏 谷川 5;;;;^;;^ 座い ます さて 寺尾 先生の 突然の S は 驚かされ 

毎 曰の 糧 lis 珍 で t つ 養の llli の 養 

ました 色 々何かと？ 話の 事い やが 上に， 事て 御庄、 

観り まし 養 il5l 存じます さやうなら 

八月 九 B  やい ち 

長ハ 介川樣 

一七 二 

大正 十二 年 八月 二十日 輕井 揮より 

福 Is 市役所 永 井 (封き ，5 でました 女中の 事に 關 して は 種々 御 配き 下 

この 炎 夭に も か、 はらす 御 霞 御 勵精 誠に 奮し く 存じます 願 

さいまして I で 大助かりで 御座います 厚く 御禮申上ー  殊に 十七 日に は攝 II 毎日 ゴルフ 

I は御存 III 曰 ii がよ ur お ま rill 管り まし 

や テニス 又は 散歩た ど をなさい ますので 始終 私の 家の 横 If レ 


て 殿下 は 馬上す ぶ濡 になって ぉ歸 りに なりました 後に 空の 自動車が ついて 行った の を 見る と 自動車 をお 迎 へに 

あげたのに お召しに ならす 雨を衝 いてお 歸り 遊ばされ たと 見えます 途中 一 一三 人の 人が 敬禮 しましても 必 す脫帽 

御挨援 をな さ いますので いづ れも 恐縮して 居ます 巡査 や 憲兵な どの 護 衞は物 々しい 有様です まづ は御禮 まで 

八月 二十 H 

やい ち 

永 井老臺 

門 司 新報 上の 御 歌大變 面白く 拜見 致しました 

I 七三 

大正 十二 年 八お 二十 三：：！ 輕 井澤よ リ 

福岡縣 八幡 市役所 、水 井 環 氏-: g  (繪 はがき) 

喜び 合 ひて 靡き 合 ひたる 千草 かな 

帽 白く 花 野の 中 を 皇子 は ゆく  • 

秋晴 ゃ國旗 ひるが へ る 山の 町 

輕井 滞 はこん ど 町に なりました 廿 一日 拜謁を 賜 はり 色々 御 話 を 承りました 雨中の 御馬 上 姿の 事 を 申 上げる と 

大正 十二 年 
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- や あの 時 はビシ ョヌ レサ」 など 、仰せられました 

廿 三日 

輕 井澤  一 

芳賀矢 I 一 

一 七 四 

大正 十二 年 八月 二十 六： M 輕 井澤より  一 

刺 田 區通神 保 町 九 番地 冨山 長 谷川 福 平氏 宛 (封書) 

攝政 I 下 十七 曰 以來當 地に 御 滞在 曰ノ 4 兀氣 御馬に 召して 午前に 午後に 小生の 家の 撗ゃ前 や If  二ず 

した 廿 一日に は 雲 被 仰 付 色々 御 話 も 承りました 昨 I にお 歸 りの 後 は 非常に さびしい やう こ ft す ； 

^0iii!if 私の 歸期は 未定です I によった II 曰， f 

f し r がと も考 へて ゐ ます もし I なれば 子供 半數を つれて 一寸 歸り ますから 其 節 御 立ず 致します 一 

ま 田 君が 歸 りに 一寸 寄りました その 日 は 今 立 氏 も 娘 を つれて まゐり 丁度 拜謁の 日で 大 混雜 で ございまし ヒ 一 

皆様 塞り もありません.^ どうかよ ろしく  、  ； 

八月 二十 六日.  •，  ； 
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やい ち 

長 谷川 様 

一七 五 

大正 十二 年 九月 七 H 輕 井澤より  . 

小石 川 區林町 坂本嘉 治 馬、 長 谷川 福 平 兩氏宛 (封書) 

一一 一一 a 語に 絶した 天災 唯 驚き 人る ばかりです。 皆様 御 無事です か。 冨山 房は燒 けたとの 話です が、 本當 です か。 私 は 

三十日に 子供 三人 を連昃 つて 九月 一 日に 叉當 地へ 来ました" その 途中 正午 十一 一時 高 崎で あの 地震に 遇 ひました。 

車中で 何等の 感じ もな く、 輕 井澤へ 着いて、 その 大地震た るのに 驚きました。 秩父山 破裂と か 何とか 色々 な 噴が 

あり、 その 夜 は 東南の 方面 炎焰の 天を燒 くの を 見ました。 翌朝 信 濃 新聞の 號 外で、 始めて 東京の 大變事 を 知り、 

すぐに 引返さう としまし たが、 川口 町の 橋 も 落ちた とい ふし、 目が 惡 いから 危 いとい ふので、 長男 次男の 二人が 

歸京 しました。 途中 も 非常に 困難であった さう です が、 夜の 九 時 過に 着きました さう です。 併し その 便りが あり 

ません ので、 更に 心配 を 重ねました。 五日の 晩にな つて、 竹 早 町の 車夫が 松 本へ 歸 ると いふ 途で 寄って くれて、 

始めて 子供 一 同 も 家 も 無事で ある こと を 知りました。 何分 この 大變災 に 何事 も 無かった の は 非常に 仕 合です。 今 

は 汽車の 上り も 下り も 一杯で、 とても 歸れ ません から、 しばらく こちらに 居ります。 郵便 も 電報 も通ぜ す、 新聞 
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もな し、 例の 徴發 令で、 米 も 五 升 以上 は賫ら す * 卵 はもう 一 つもありません。 東京 行の 切符 も賣 りません ので、 

まるで 島流しに なった やうです。 最も 氣の 毒な の は横濱 あたりから 來て 居る 外人で. 外字 新聞 もな く、 唯^ 然と 

して 居ります。 留守宅へ は 富山房の 方が 毎晚 泊り に來て 下さる さう で、 誠に ありがたう 御座います。 

鎌 倉 も 大地震に 被害が 多かった やうです が、 そちらの 方で も 御 怪我 は 御座いま せんでした か。 長 谷川さん の 奥 さ 

んが千 葉の 海岸に いらした さう です が、 その 方 は 如何 かとお 案じ 申 上げて ゐ ます。 

大 學の燒 失、 大學圖 書 館の 損耗、 私 は 實に國 家の 爲に 泣きました。 私自身の 過去 數十 年を囘 顧しても 泣かざる を 

得ませんでした。 今も尙 泣いて 居ります。 本當に 何とい ふこと でせ う。 

今數日 もた つたら、 郵便 も 通じ ませう。 電報 も 或はき、 ませう。 一昨夜 來た 車夫が 今夜 東京へ かへ るので、 この 

手紙 を 書いて 托しました。 私 は 十五 六日 頃までに は歸 りたい と 思 ひます。 長男の 手紙に は 成るべく 歸る なと 申し 

て參 りました から 或は もっと 遲れ るか も 知れません。 

もし 冨山 房が 燒 けたと すれば、 一段の 御 苦心 實 にお 察し 申 上げます。 どうぞお からだ を 御大 切に、 皆様に よろし 

く。 

上田 博士が 歸 朝の 日が 近づいた かと 思 ひます。 或は この 震災に 出逢って， 神戶へ 上陸せられ たので は 無い かとお 

も ひます。 それにしても、 荷物 は 取扱 はす、 ギゥ 詰の 汽車の 困難に 逢 はれた ので はない かと、 案じて 居ります。 

^るべ くは歸 朝の もう 少し 遲ぃ こと を 希望して 居ります。 
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も、 も、 きも 辆事、 こんな 有難い ことはありません „ 

直 京 もこ ^ も 無事て 子 绅 s-^ 
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さて 私 は 今は歸 るに も歸れ ない 有様です。 實は 先月 三十 曰學 校が 始 ると いふので、 三男 四 男 五 女の 三人 をつ れて 

東京へ 戻りました-。 翌卅 一日 は 滞在。 もう 四 五日と いふので、 一日の 朝 十 時の 汽車で 歸 りました。 途中 髙崎 であ 

の 地震に 遇 ひました が、 汽車で は 何等の 動搖を 感ぜす、 輕 井澤へ 着いて 驚いた のは驛 前の アプト 式 竣工の 石碑が 

倒れて 居た ことでした。 それから だんく 聞いて 見る と， 壁が 落ちた 家な ども 大分 ありました。 (私 方 は 無事) 

それで 色々 な 嘴が あって、 秩父 山が 爆發 したの だとい ふ說が 最も 多かった やうです。 どうも 變だ たと 思って 居 ま 

すと、 その 夜 は 東南の 山側 は 炎 焰が签 を やいて ゐ ます。 さて はや はり 爆發 かなと 評り つ \寢 に 就いた のです が、 

翌朝 長 野 新聞の 號 外で 東京の 大地震 大火 災を 報じて 来ました。 東京の 方が 心配になります ので、 直ちに 引返さう 

と 致し ましたが、 川口 町から 先に 渡 舟が あり、 叉 非常の 混雜 で、 眼が 惡 いからよ すがよ いと 家人の 申す ま、、 長 

男 次男の 二人 を 東京へ 同日 午前 十 時に 立た せました。 それが 五日に なっても 歸ら す、 こんど は 更に 心配が 重り ま 

したが、 五日の 晚竹早 町の 乘 りつけ 車夫が 松 本へ 歸る とい ふので、 寄って くれまして、 長男の 手紙 を 持って、 家 

も 家族 も 皆無 事であった こと を 知りました。 長男 次男の 上京 も 非常に 困難で、 十 時に 出發 して、 やうく 夜の 九 

時に 着いた さう で、 途中 は 手拭で 二人の 手 を 縛って 歩いた と 申します。 當地 通過の 汽車 を 見ます と、 下り も 上り 

も 一杯で、 身動き もなら ぬ 程、 屋根の 上に も 澤山乘 つて 居ります。 到底 乘れる ものではありません。 私 は パスが 

あります が、 誰に も 切符 を賣 りません。 東京 を 逃れて 出る もの、 東京へ 見舞に ゆく もの、 (九州 あたりから 出た も 

のれ、 ちゃう ど 此の頃 ゆく のです。) 東海道、 中央線す ベて 不通と あって、 皆 信越 線に か、 ります。 乘換驛 篠井驛 
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の 混雜は 非常な もの ださう です。 長男からの 通信に も 東京へ 歸ら ぬがよ いと 申します ので、 どうしても 今少し は 

殘ら なければ ならぬ と 思 ひます。 例の 徵發 令に よって 當地 でも 米 は 五 升 以上 责ら す、 卵 はもう 一 つもありません。 

學 校の 方 はとても 十 一 日から は 開校 はむ つかしから うと 存じます。 叉 この 大 災禍で は、 あとの 資金 募集に も 差 支 

が ありませ う。 一方に 慘禍を 免れ 得た と 同時に、 これ は义 心配です。 學 校の 開校 その他の 件 は 何卒 臨時 御 取 計 下 

さい ませ。 ^に は 何も 異議が 御座いません。 

大 學の燒 失、 圖書 館の 損耗、 私は國 家の 爲に 泣きました。 過去 數十 年の 私の 生活 を考 へましても、 泣かす に は 居 

られ ませんで した。 今でも 泣いて 居ります。 恍然 隔世の 感が 致します。 

東京 は 電車 もな く、 電話 も電燈 もな く、 水道 もた く、 さぞ かし 御 不自由の 事で せう。 こちらから は 電報 も 出せす、 

郵便 も 届かす、 汽車に は乘れ す、 全く 島流し 同然です。 今日 例の 車屋が 歸京 致します ので、 この 手紙 を 書き まし 

た。 

この 地に は 西洋人 も 日本人 もま だ 大分 居ります。 殊に 氣の 毒な の は横濱 在留の 者です。 歸 るに 家な しです。 新聞 

も來 ないし、 信 濃 新聞 は讀 めない し、 唯 郵便局の 貼 出しな ど を 見て、 ふさいで 居る 樣氣の 毒の 至です。 日本人で 

も 本宅 を 失った 人 も 大分あります。 江木衷 さんな ども その 一人で、 今年 はこ ちらに 冬 籠と いふので、 大工 を 人れ 

て爐を 明ける とい ふ騷 ぎです。 この に 於て、 私 は 東京の 宅 も、 こちらの 宅 も、 子供 一同 も 無事、 何とい ふ 幸福 

の 事で せう。 どうか 皆様へ くれ^ \ も よろしく。 又 I?? 慰 金 その他 等 私の 出す 可き もの は 相 當の瀕 を 支出して 置い 
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て 戴きた う 存じます。 

十二 年 九月 七日 

やい ち 

堀江 賢臺 

1 七 七 

大正 十二 年 九月 八日 輕 井澤より 

福岡縣 八幡 市役所 永 井 環 氏. M  (封書) 

この度の 大 變災、 驚いて 物 も 一一 目へ ません。 そちらで も さぞ 御 心配で あり、 私 どもの 事まで もお 案じ 下さった 事と 

存じます が、 ついこ ちらの 事に かまけ て 御無沙汰に なりました。 幸に 小石 川 方面 は倒壤 家屋 も少 く、 火災 も 僅か 

であって、 お 互 様に 震災 も 火災 も 免れ、 こんな 喜ばしい ことはありません。 御 家族 一同 は 初から 輕 井澤で 東京の 

震災 は 全く 御存知がない のです が、 輕 井澤の 震 害 も 可な り 大きう 御座いました。 お宅の 壁 も 落ちて、 今 は 御 一同 

が 山 田 氏 別邸に ぉ暮 しにな つて 居ります。 私 方で はもう 九月が 近づいた とい ふので、 私が 八月 三十日に 三男 四 男 

五 女の 三人と 女中 一 人 を つれて 上京し ました。 翌卅 一 日 は 滞在。 九月 一 日の 十 時で、 私 は W ぴ輕 井澤へ 引返し ま 

した。 髙崎驛 で 辨當を 食べて 居る 時、 あの 大地震に 遇 ひました が、 車中の 所爲 か、 格別の ショック も 感ぜす、 す 
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ぐ發 車、 豫定の 時刻に 輕 井澤に 着し ました。 驛 前に 集って ゐる 人々 が 「今の 汽車です か」 「トンネル は 無事です 

か」 など 問 ふので、 「そんな 大地震で すか」 と 問 ひます と、 アブ ト式 竣工 記念碑 を 指して、 「あれ を 御覧なさい」 と 

いふ。 見る とそれ が 倒れて 居る。 そこで 始めて 尋常の 地震で は 無い と 知りました。 色々 な風說 があって 秩父 山の 

爆發 だな どと 一一 K つて 居ました。 その 夜 東南の 空が 山越しに 眞赤 になって 居ました が、 翌朝の 信 濃 新聞 號 外で、 そ 

れが 東京の 大火 事と 分りました。 早速 歸ら うとし ましたら、 川口 町 附近の 荒 川の 鐵 橋が 落ち、 渡 舟 やら 徒歩 聯絡 

やらで、 目の 惡 いものに は危險 だと、 長男 次男が 二人で、 取る もの も 取り あへ す 東京へ 向 ひました。 途中 種々 の 

困難 を 嘗めて、 僅かに 一 本の サイ ダ ー と 一 片のバ ナナ を 分けてた ベ て、 十 一 時間の 後、 夜の 九 時 頃 始めて 家に 着 

5、 たさう です" 家の 中は眞 暗で 誰も 居す、 三男 四 男 は護國 寺へ、 五 女と 女中 は 高等 師範の 庭內 へ收容 されて 居た 

のです。 X  XXX が 人 を 斬ったり、 爆彈を 投じたり するとい ふので、 保護され てゐ たのです。 電報 郵便 は 不通、 

汽車 は 避難者で 充滿、 幾度 も 試みた が、 寄付く こと も出來 なかった さう です。 それで その 事 を 報告す る 方法が 無 

いので 弱って 居った さう です。 こちらで は 二人が 行って 直ぐ 復命す る 害 だのに、 何の 音沙汰 もない ので、 今度 は 

二人の 身の上 を 案じ 出しました。 五日に なっても 何の 通知 もありません。 いよ/ \ 明日 は 自身で 搜 索に 出掛けよ 

うと 考 へて 居ます と、 その 夜半に 竹 早 町の 車 宿の 車夫が 松 本の 者で 歸鄕の 途中、 長男の 手紙 を 持って よって くれ 

ました。 そこで 始めて 人 も 家 も 無事で 大安 心 を 致しました。 私 どもに はもう 少し 居る やうに、 食物 もな く、 危險 

も あるから、 なるべく 輕 井澤に 居る 方が い、 と 申して 來 ましたから、 私 ども はま だ輕 井澤に 留 つて 居ります。 東 
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京の 家に は 長男 次男 三男 四 男の 四 男子と 五 女が 居り、 こちらに は 四 女 だけが 居ります。 電燈 も、 電車 も、 水道 も 

なく、 さぞ 不便 だら うと 察します が、 この 大變災 に  一！ 無事であった こと を、 何よりの 幸福と 喜ばねば なり ませ 

ん。 

最も 遺憾な の は 大學圖 書 館の 全燒で * 私 は 實に國 家の 爲に 泣きました。 過去 數十 年の 私の 生活 を囘 顧しても、 泣 

かすに は 居られませんでした。 何だか、 恍然 隔世の 感が 致して 居ります。 

東京へ の 切符 はま だ賣 りません。 東京 を 逃 出した 避難者、 罹災者 を 見舞 ひに 行く 旅客で 上り列車 も、 下り列車 も 

すべて 屋根の 上まで 一杯です。 下り は 全く 無賃で、 驛々 で 握り飯な ど を 食べさせる さう です。 輕 井澤で 氣の 毒な 

の は 東京、 横濱 から 來て 居った 外人で、 全く 歸 るに 家な しとい ふ 境遇です。 それに も關ら す、 プラット フォ ー ム 

へ 出て 色々 救護に 骨折って 居ます。 然るに 日本の 別莊 から は餘 りさう いふ 奇特の 人が 出て 來 ないやう です。 

私 も 十五 六日 頃に は 一度 歸 つて 見たい と 思 ひます が、 糖^病 者が 玄米 だけで は實際 困ります から、 今 思案 中で 御 

座， |> ま IP 

天譴 か、 はた 天の 試鍊 か、 今後の 國 民の 反省 自覺 はー曆 大切で あると 信じます。 

まづ は 無事で あ つ た 喜 を 叙べ て 、 御 安心 を 願 ひ 奉る ので ある。 

十二 年 九月 八 日 

や いち 
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1 七 八 

, 大正 十二 年 九月 八日 輕 井澤よ リ 

福岡縣 鞍手 郡 直 方 町 御 節 山 三菱 社宅 池 永 田 鶴 子 宛 (封 *0 

東京 は大 變災、 さぞ そちらで も 御 心配 下さった らうと 思 ふが、 こちらの 事ば かり 考 へて 居った ので、 つい 御無沙 

汰 になり ました。 私 方 一家 はま づ /\ 無事、 家 も 倒れす、 火事に も燒 けす、 誠に 仕 合で 御座いました。 實は 九月 

が 近づいた とい ふので、 篁、 國子、 定の 三人と 女中 一人 を つれて、 私が 三十日に 歸京 しました。 翌卅 一日 滯在、 

一 日の 朝 再び 私は輕 井澤へ 歸 りました。 その 晚輕 井澤の 東南の さが 一 帶に 赤い ので、 色々 な嗜が ありまし たが、 

翌朝に なって、 それが 東京の 大火と 分りました。 すぐに 支度 をして 歸 京しょう としまし たが、 荒 川の 鐵 橋が 落ち 

て危 いからと いふので、 擅、 梓 二人で 行く ことにな りました。 途中 非常な 困難 を 凌いで、 やうく 夜の 九 時 頃に 

うちへ たどり 着いた さう です。 篁、 定 は護國 寺へ、 國 子と 女中 は 高等 師範 學 校へ 牧容 されて 居って 眞 暗であった 

さう です。 その 儘で 歸 つて 來 ません から 向 ふに は 擅 以下 五 人、 こちらに は 祖母 様と 母樣と 子が 居る 譯で、 この 

大變の 際に 家 も 人 も 無事な の は どんなに 喜んでも い 、かと 思 ひます。 一 一日に 檀、 梓の 兩人を 立た せて やって 返事 

大正 十二 年  • 
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を 待って 居た が、 何の 音 づれも 無い ので、 今度 は 叉 その 方が 心配に なりました。 XXXX に 斬られたり" 爆彈を 

投げられ たりした 者 も澤山 あると いふので、 心配して ゐ ましたが、 汽車の 混雜 でと. て も 歸られ なかった のです。 

無論 郵便 はなし、 電信 はなし、 何とも 致し方が 無かった のです。 仕 合に、 五日の 夜に 竹 早 町の 人力 宿の 車夫が 松 

本の 者で、 歸鄉 する 途中、 擅の 手紙 を 持って 來て くれ、 且色々 の 話 をした ので 始めて 大安 心 をした のです。 それ 

で 今 は 汽車に も乘れ す、 食料 もない から、 決して 上京せ ぬ やうに と檀 からの 手紙に あり、 唯今 留守宅 は 擅が 主と 

して 守って 居る のです。 水道 も電燈 ももう 囘復 したから よから うと 思 ひます が、 一 時 は さぞ；；；！ つたら うと 思 ひま 

す。 唯 玄米な ど を 給せられ る だけで、 食物に は 困って ゐ ようかと おも ひます。 もう 一 週間 もた つたら、 汽車に も 

乘れ ようと 思 ふから、 私が 歸 つて 見ようと 思って 居ます が、 糖尿病 息 者が 玄米 だけで は 困ります から、 唯今 考案 

中です。 徵發 令の 結果 當地 にももう 卵 一 つもありません。 

小石 川、 牛 込、 四 谷、 靑山 あたり は 幸に 無事です から、 私 方の 親類 中には 罹災者 はあります まいと 思 ひます。 乙 

竹さん ももう 本牧 から 歸られ た 後と 信じ ま. すから 無事で せう。 御木本さん、 中 川さん が燒 けたが、 池 田さん は 無 

事で 皆 其處へ 集って ゐ ると 先日 中 川さん の 御 話でした。 

まあ/ \ この 前代未聞の 大變災 に、 私 方の 無事であった 喜 を 申 上げます。 どうか 御 安心 下さい。 

九月 八日 

やい ち 
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田 鶴 子 殿 

先日 は 擅が 出て、 色々 御世話になりました さう で、 ありがたう 存じます。 

1 七 九 

大正 十二 年 九月 二十四日 小石 川 展竹早 町 三十 二番 地より 

小石 川 區林町 富山房 長 谷川 福 平氏 宛 (封 *0 

昨日 はありが たう 御座いました。 もし 毎日 校合 物が 輻湊 いたしますなら、 唯今 私 は ひまです から、 毎日 そちらへ 

出張して 拜 見しても よろしう 御座います。 殿下の 方は來 月の 二日から 始 ります し 、良 子女 王 殿下の 方 も、 そろ そ 

ろ始 ると おも ひます が、 その外に は 緊急の 用事 は 御座いません。 どう 致して よい か、 御 返事 を颇 ひます。 

十二 年 九月 二十四日 

やい ち 

tiU 介 川老兄 

I 八。 

火： 止 十二 年 十二月 十三 = 小石 w.iil 竹 早 町 一一 一十 二番 地よ リ 

犬 正 十二 年  ■ 
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書  翰 

トヨ =• 羸 休 町 5S 山 as 島 村剛 一 氏 宛 (封書)  ； i 

唯今 歸り まし r これから 夜分へ かけて、 すっと 在宅いた して 居ります から、 II 明 曰 は 用 事カ 

あって、 九 時 前に 外出いた します。 

十三 日 午後 三時  、 ， 

やい ち 

島村樣 


一八 1 

大正 十一 一一 年 八月 二十 一日 輕 井澤よ リ 

小石 川 S 早 町 一一 一十一 一番 地 石 本 光子 宛 (封 S  , , 卜 1 

i  二十 III し f  11 二十 I 十 曰 驚して すぐと 五 直 

.:up:rl し餘 lii  二直 もや！ と tiuu: 

uuil た ii!、！i さ： rt"H 

,5 裏ん sf お 管 致しました lillllit 
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ひます 三十日 祭 gl 十日 祭 省略 ひ 事は获 原さん から 國學院 の 方へ 知らせる やう 御 話し 下さい 

うちの 中 色々 整理 下さる の は 誠に ありがた いのです が 身重で あまり 多くの 勞動 をな さるの は 却って 心配です ど 

うか 皆の 歸 京までお 待ち 下さい 全體御 同居 を 願った. の は 精神 上で 色々 の 慰安 を 得る 爲で勞 動 や 經濟の 方面で 何 

等の 御 心配 を かける 考 はありません いづれ 德 京の 上 御 話 致します がその 邊に はお 構な く 先日 一月 五拾圓 とい 

ふお 話が ありまし たが それで 澤山 細かな こと は 決して 御 心配に は 及びません うちの もの は 何でも 遣って 下さ 

い 叉う ちの 爲 にお 立替 になった もの は 皆 あとで 拂 ひます 經濟の 方 は 決して 御 心配 下さい ますな 

風呂の たき 方な ど は 梓から 申 上げる でせ う 

八月 二十 一 日夜 

父より 

光子 殿 

寅 三さん によろ しく 願 上げます 

大工で も充官 でも 植木 やで も 車夫で も 必要な もの は 遠慮なくお 使 ひ 下さい  . 

I 八 二 

大正 十三 年 八月 二十 二 H 輕 井澤より 

大正 十三 年 


書  翰 

神 田 區通祌 保 町 九 番地 富山房 長 谷川 福 平氏 苑 (はがき) 

この間から 引續き 種々 御 配慮い つもながら 感謝の 至りに 堪 へません 讀本 八の 參考書 は 御 渡しす る や う 获原氏 へ 

言って やりました 十の 卷は今 一 讀 中です からすぐ に そちら へ 御 屈け 申 上げます 一 昨 一 一十 日に はこ ちらで 永 井 

さんや 正 田さん に 御出で を 願 ひ 私が 自ら 齋主 となって 祭文 を 讀み檀 が 弔文 を 讀んで 心ば かりの 二十日 祭を營 みま 

した 折りし も 新 潟からの 歸途桑 野 君が 來て參 列して くれました 社長 はじめ 皆様へ よろしく 

I 八 三 

大正 十三 年 八月 二十 二 H 輕 井澤よ リ 

福 岡 縣直方 町 御館 山 三菱 社宅 池 永 W 鹤子宛 (封書) 

この度の 不幸に 就いて 遠路 御見舞 下さいまして 色々 御せ 話に 相 成り 亡き人の 靈も さぞ 喜んで ゐる事 だら うと 信じ 

ます 十日の 祭事 を濟 まして 再び こちらへ 來 ましたが 來客 もな く 誠に さびしい 感じの みします 一昨日 は 二十日 

祭の 日で 私が 自ら 齋主 となって 祭文 をよ み欖が 弔文 を 讀んで 形ば かりのお 祭 を 致しました 正 田さん 永 井さん な 

どが 參拜 して くれました 

葬儀 の 歸途藤 村 寫眞館 でと つた 寫眞 が出來 たさう で 一枚 そちらへ 達る や う 留守宅 の 方 へ 申 付け て © きました 

昨今の 新聞に よると 九州 は 大分 大 荒の 由 御 障 も 御座いま せんか 當方 一同 無事 どうか 御 安心 下さい 
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光子 は 十七 日に 引 移った さう で 安心して 居ります  * 

八月 二十 二日  一 

やい ち . 

田 鶴 子 殿  ■  に 

I 八 四 

大正 十三 年 八月 二十 二日 輕 井澤より 

曰 光 湯元 尾 高 朝 雄 氏 宛 (封書)  一 

この 巾 は 一 方なら ぬ 御 f 話に 相 成り 亡き人の 靈も さぞ 喜んで ゐる ことと 存じます その後 また こちら へ來 まし 一 

たが 今年 は 客 も少く 誠に 淋しく 感じます 一 昨日 は 一 一十 日 祭で 永 井さん 正 田さん など を來て もらって 私が 自ら 齋 

主と なって 祭文 を讀み 擅が 弔文 を 讀んで 心ば かりの 二十日 祭 を 行 ひました 

輕 井澤 花 野 を わ た る 秋風 も ことし はわき て 身に ぞ しみぬ る  一 

などと 祭文と ともに うた ひました 月日の 流 は 早い もので 今少しで またお 目に か" れ ませう 篁 は 月末まで 一 

私と 擅、 梓 は來月 八日 位 迄 はこ ちらに 居ります から 歸途御 立 寄り 下さって は 如何  . 

この間 藤 村寫眞 館で うつした 寫眞 が出來 たさう で 一枚 留守宅から 差 上げました はすです 下手な 寫眞屋 で 思 ふや 

大正 十三 年  一 
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Hu:"! 朝！ I， つ i の 足 II 零 御！ 上 萬 i し 下 ー  ，！ 

子さん に は 愛と 敬と G  二つ を 捧げて 十分 I の 君 i へる やう それば かり を 祈つ S りず 

八月 二十 二日  や い ち 

尾 高 御 兩人樣 

お a- 上樣 はじめ 皆々 樣へ よろしく 

1 八 五 

大正 十一 一一 年 八月 二十四日 輕 井澤より 

.a- 京 市外 t« 谷 町 若木 國學院 大學 堀江 秀雄氏 宛 (封書)  I  ,  F 

御手 紙拜見 致しました。 二十 曰祭には|| 田さん i まし 下さつ たので" か。 奮よ さ ろんし i ち でら はさ 來 

つたのと g ましたから、 三十 曰、 四十 曰 祭の 事 も 申 上げた のです 。泉 田さん に はどう 力よ ろしく は來 

客 もた く、 まことに 淋しう 御座います。 あまり 淋し いのも、 却って 物が 手に 附 かない ものです r。 

i 事、 私 方 iif 申します。 1111! 旅人 力 池の 


ほとり に 憩んで ゐ ると、 何だか 蜘 妹の 絲が 身に 纏 ふやう に 思 はれた ので、 そっと その 絲を 外して 柳の 木に かけた。 

見て ゐる 中に、 蜘蛛の 絲が 盛に 卷 いて、 遂に その 柳の 大木が 池の 中に 引 込まれた とい ふので す。 この 傳說は 到る 

處に 種々 の 形で 傅って 居る ので、 餘程 古い ものと 見えます C 先年の 帝 展に飛 田 周 山 氏が 之を畫 題と 致しました。 

それ は 旅人で は 無くて、 小姓に なって 居った やうです C クモバ の 地名から 蜘蛛の 傳說を 呼んだ ものと 思 ひます。 

學 校に は 別に 異狀も 御座いま せんか" 例の 川 崎の 稻毛 神社に 居る 山 見 氏 は 名 は 何とい つたので せう。 御手 數なが 

ら端 書で 一 寸 御知らせ を 願 ひます。 

ともに 見て めでに しも の を 離山 今 は その 名 もうらめ しき かな 

八月 二十四日 

やい ち 

堀江 賢兄 

皆 々様へ よろしく 

一八 六 

大 十三 年 八月 二十 七 H 輕 井澤よ リ 

福岡縣 八幡 市役所 永 井 環 氏 宛 (封書) 

大正 十三 年 
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書  翰 

殘 暑中々 きびしう 御座いま すがお 變り もありません か 今夏 は 意外な 凶變 それが 輕 井澤で 起り ましたので 折角 御 

保養 中の 奥様お 孃樣 等に 種々 御 心配 やら 御 面倒 を かけまして 何とも 申譯が 御座いません 病中 又 死後の 御 厚 配 や 

御 親切 はもと より 言語に 絕 して 居ります 貴兄から も 度々 の 電報 やら 書信に て 御 弔問 を 辱う しいつ もながら 感激 

の淚 にくれ て 居ります 三十 年の 過去の 生活 をお もへば 眞に恍 として 夢の 如き 感 があります 私 は 一昨年 大學を 

やめた 時已に 自分の 一生が 終った やうな 氣 がしました が 今度 は 更に その 感を 深う しました 併し 子供 等の 前途 は 

尙 未知 數 であるので 一 署 努力し なければ ならぬ やうに も 思 はれます ので 又 一 奮發 致さう と 存じます どうか 此の 

上と も 御 援助 を 願 ひます 

鷲の 鳴く 聲 しきる 花の 野の 朝の 露と 吾妹 は 消えし 

輕 井澤 花 野 を わたる 秋風 もこ としは わきて 身に ぞ しみぬ る 

ならび ゐ てながめ しもの を 離山 今 は その 名 もうらめ しき かな 

せの 病 うれへ^ \> て ありし 身の せに さきだち ていに しあ はれさ 

色々 の御禮 申し上げ たく 

八月 二十 七日 

やい ち 

今日が 先月 發 病した 日で 御座います 
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I 八 七 

大正 十三 年 八月 二十 七日 輕 井澤より 

祌田區 通 神 保 町 九 番地 富山房 長 谷川 福 平氏 宛 (はがき) 

十の 卷の 參考書 本日 小包で 差 出しました 三十日 四十 日 祭もう ちで 致さう かと も 存じました がどう も 子供 等の 精 

神 を 昂奮 させ る や う で 就中 檀 など は 不眠の 容態 になり ます ので 之 を 略して 五十 日に は 神主 を來て もら ひ 親しい 人 

にも 參 列して いた かう と 思 ひます 葬祭の 事 は 他人に やって もらって 少しが や./, \ する 中に 濟む 方が まぎれて 

よいの だら うとい ふこと を 始めて 悟りました 學 校の 始る 子供 は 一雨 日中に 歸 京させます が 私 は檀、 梓と 今一 週 

間ば かりの こりたい とお も ひます  - 

八月 廿 七日  、 

先月の 今日が 亡妻 發 病の 日です 

一 八 八 

大正 十三 年 八月 二十 八 H 輕 井澤よ リ 

祌田區 通 神 保 町 九 番地 冨山 IJIS 長 谷川 福 平氏 宛 C 封書) 

大正 十 三 年 
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書  翰 

月末の 拂の 事に 付 御 申 越 ありがたう 存じます 获原 氏の 廿 五日 附の 手紙に 「富山房から 金 を 届けました」 これ は 

いつもの 通りの 會計 掛からの 御 送金と 存じます よって その 百圓を 光子に 渡し 萩原の 月給 X 拾 圓を差 引いて あと 

を こちら へ爲替 でよ こす やう 一 百って やりました 三十日が 日曜、 i 一  日が 天長節で 一 一日 續き 郵便 も 銀行 もき かぬ 

の を 忘れて 居りました この 送金が あれば こちらの 方 は 無論 差 支ない のです が 葬儀 費用の 事 は 全く 忘れて ゐ まし 

た 新聞 廣吿 代、 自動車 代、 通知 書 印刷 費 等 これ は來 月に 入っても 差 支な くば 來 月の 二日 以後に 於て 萩原の 方で 

支拂 ふやう に 致させます 實は 安田 銀行の 貯金 帳 も 印形 も 萩原が もって ゐ ますので 大體 どの位と いふお 見込が つ 

きましたら その 額 を获原 氏に お通じ 下さい ませ それによ つて 获原 氏が 銀行から 金 を 引出して お 待 受けす る やう 

に 致させます 尤も 私 も 八日に は歸 京の 害です から それまで 待って くれ、 ば 歸京後 私が 直接 拂 つても よろしい の 

です 色々 の 御 面倒 相 かけ 誠に 相濟 みません 

東京 も 大雨 後 涼しくな つた さう です が 當地は 尾花が 盛に のびて 野の 色 も 一 變 しました 隣の 正 田さん も 裏の 佐 野 

さん も 引上げて だん，/ \- さびしく なります 

十三 年 八月 斗：： 八日 

やい ち 

長 谷川 賢兄 
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I 八 九 

大正 十三 年 九月 三日 輕 井澤より 

福 岡 縣直方 町 御館 山 三菱 社宅 池 永 E 鶴 子 宛 (はがき) 

丁 昨日 一寸 東京へ 歸 りました それ は 國學院 大學に 於け る 震災 記念 會に 臨んだ 爲 です 引伸し 寫眞 見事に 出來ま 

して まことに ありがたう 存じます 光子 は 一 枚 御約朿 してお いたさう で その 權利を 主張し ますので 內に 一 枚 それ 

から 一 枚 は 尾 高に やりたい と 思 ひます それで どうかもう 一. 枚お 搏へ の 上 それ を あなたの 方から 直接 签 山へ 送つ 

て 下さ つ たら さぞ 喜ぶ こと、 存じます どうかお 願 ひ 申 上げます 

田 鶴 子さん の 歌 色々 身にしみて 感じ入る のがあります いづれ その 中 批評 を 書い て 上げ ませう 

石 本 同居 誠に 安心して 居ります 

留守中 輕 井澤のう ちへ 盗賊が はいって 色々 な もの を 取られました 

一 九 0 

大正 十三 年 十 一 月 十七 U 小石 川- si 竹 町 三十 二番 地よ リ 

福 岡 縣直方 町 御館 山 三菱 社宅 池 永 田 鶴 子 宛 (はがき) 

大正 十三 年 
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書 翰 

皆々 樣御變 り もありません か 當方 一同 無 奪す から 御 安心 を 願 ひます  . 'ミ 

ヽ ノニ， C 一  こ bj; たう. います ちゃう ど 今日が 國 子と 定の 誕生日に 當 ります のて 

栗を澤 山お 達り 下さいまして まことに あ 力/街 g 

皆々 大 喜いた していた^ きます 

十三 年 十一月 十七 日  .  I  i  I  I  — 


一九 I 

大正 十四 年 一一 一月 二十日 小石 川 s 大嫁坂 下町 百 十四 番地よ リ 

弘前 市外 音 水 村- ぽ舍 彌富破 摩 难氏宛 (封書〕 

久々 御 無言 打 過ぎました 御 地 も 段 £ 春が まゐる こと、 存じます こちらで はもう 大分 暖かに なり まし U 

さておた まの 件 lis の 卒業生 は i 驗で 人學を I〕 とに 成？ ゐ專 t 襄御 承知 下き ます や 

う 願 ひます 

三月 二十日 

芳賀矢 一 

彌富 大兄 
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I 九 二 

大正 十四 年 七月 三十 一日 輕 井澤より  . 

祌田區 通 神 保 町 九 番地 富山房 坂 本 嘉治馬 氏 宛 (封書) 

拜啓 . 中 村 君 逝去 その他に て 御 心勞御 察し 申 上げます 小生 は廿 六日 出發の 事に 定めて 置きました ので 子供 等の 

せがみ も だし 難く 遂に 告別式に も缺禮 いたしました 誠に 失禮 いたしました 當地は 例によって 寒い 位です 當 

分靜 養の つもりで 毎日 午陲を 貪って 居ります いづれ 叉鹽 原へ でも 御 出掛に なったら 是非 御 立 寄 を 願 ひます 昨 

年 皆様の 御世話にな つたこと を 子供 等と ともに 談じ 合って 色 > の 感に堪 へません 當 地の 正 田、 永 井 等 二三 人 を 

招いて 明日 は 小 祭を營 むつ もりで 御座います 

皆々 樣へ よろしく 

七月 三十 一日 

やい ち 

坂 本 大兄  ， 

1 九  一二 

大正 十四 年 
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書  翰 

大正 十四 年 七月 一一 一十一 日 輕 井澤より 

東京 市外 西 大久保 三十 五番 地 長 谷川 福 平氏 宛 (封書) 

東京の 暑熱 如何 こちら は 例の 寒い 位です 小生 は廿 六日に 出立 中 村 兄の 告別式に も參列 致さす 甚だ 失禮 致し ま 

した 何となく 身體の 疲勞を 感じ こ、 五六 日 全く 外出せ す 午睡に 耽って 居ります もう 大分 囘復 した 心 持です 

岡 倉 君 夏期 大學へ 出講との 事で 昨日 來澤 面會 致しました 明 一 日が 亡妻の 命日で 子供 等と も 色々 當時を 語り あつ 

て 居ります 正 田、 永 井、 八 田 等 を 招いて 形ば かりの 一周年 を營 みたい と 思って 居ります 

山の 窓 昔 を 語る 霧 深し 

七月 三十 一日 

やい ち 

長 谷川 賢兄 

I 九 四 

大正 十四 年 八月 五 H 輕 井澤よ リ 

小石 川 區大嫁 坂 下町 百 十四 番地 芳賀矢 一 內 萩原 腎次郎 氏 宛 f 封書) 

拜啓 金 八 百 a 也 右 住友から 出して 十日 午後 桑 野 氏へ 御 渡し 下さいます やう 同日 午後 同氏が うか ふ 事に 申 遣し 
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てお きました 右 御 願まで  一 

十四 年 八月 五日  一 

やい ち 一 

一 

萩原 賢兄  ， 

I 九 五  i 

大正 十五 年 六月 十八 日 小石 川 區大嫁 坂 下町 百 十四 番地より 

福！： 縣直方 町 御館 山 三菱 肚宅 池 永 田 鶴 子 宛 (封書〕 

御無沙汰いた しました 先般 は 第五 男 御 誕生の 由 久 とや か御 命名 も 誠に 結構 S 座い ます. 石 本で はま だの や- 

うで すが 女 だら うとい. ff  判です  石 本 はいよ く 外 國留學 I ぜられ て 秋に は 伯林へ 行く らしう 御座います 

私 はこの 度 意外の 長 煩 をいた しました がどう やら 全快 本日から 東宮御所へ 勤めました からま づく御 安心 下さ 一 

る やう 御 願 ひ 申します 

久へ か 御 祝と 思 ひました が ど， つも 考へ つきません 封 中 些少ながら 何 か 買って やって 下さい ませ 

その他 一 同 無事で 御座います 

六月 十八 R 

大正 十五 年  .  一 
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IIP 


翰 


やい ち 


8 

9 


田 鶴 子 殿 


一九 六 

き ャ S 七月 五日 小石 川區大 5r 町 百 十四 番地よ.^ 

01111 蔓草 宛 I) 

、？ o、s?gK 取 下さい 今 立 氏 i 館 出版の 佛霞 

先月 分 參拾圓 この..^ 切手て 祸穸 

のみ 申 上ます 

十五 年 七月 五日 


の 事 右 要用.. 


やい ち 


お 雀 


一九 七 

大正 十五 年 七月 十四日 小石 川 5£坂下 町 

東京 市 S 野 川 町 田 端 八 I 地 si  § 


. く  ，3ョ、 . 'と 二ます 原本 は 私所藏 につ 

- ： フ „, 了 さ lit  0 方が 面白 レ 力と し 3 ャ 厂 ヌ 

御 母堂 樣ゎ f  \ 御 越し 被 下 御 氣|存 じます rtu あとから 差 上げます 

七月 十四日  いち. 

中島 樣 

一九 八 

大半 五 年 七月 二十 八 H  ょリ 

神 si 保 町 九 番響山 房 a  §  こしました 

- J  fer  :S ^商よ 乍 日、 校合 は 本日 着 V たし ましえ 

廿 四日 安着 以来 誠に 涼しい の i んで 居り 專 fisB 核 Z 

i 子供！ ニ晉" ""た I  l!，ー 專 右 御 願まで 

色. <  勘定殘 りの 請求が まねり ます 余 百圓ま r« -ハ 

七月 二十 八日  、  やい ち 


長 谷川 大兄 

大 正 十 年 
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書  翰 

坂 本 氏へ 先日の 禮 をお 傳へ 下さい ませ 

I 九九 

大正 十五 年 十一月 十二 日 小石 川區大 « 坂 下町 百 十四 番地よ リ 

福 井 市役所 永 井 環 氏 宛 (封書) 

御 無事 御勵 精の 御 容子は 毎日の 福 井 日報 等に て 承知 安心 致して 居ります 

圖書 館宣傅 ビラ 二 萬 枚 小生の 名 を 入れて 御 配付の 由 小生の 名譽此 上な き 事で 御座いま すが 右の 文章 は 小生 初 封 

面 誠によ く 出來て 居って 小生 も 感服 致しました 謹んで 御 禮を申 上げます 

御 留守宅 先般 少 御風 をめ したやう です が 最早 御 全快 先日 一 寸 お尋ね 申 上げ ましたが 皆樣御 不在で おば あさま 

だけに. お 目に か."' りました  . 

石 本 はいよ く 一  昨日 歐洲留 學の途 に 上りました 

福 井 日報 十八 社詣 とい ふこと 結構な よい 思 付と 存じます が昆 沙門 ゃ辨天 さまが 交って 居る のは變 にお も ひました 

ま，、 つ は 御無沙汰 おわび かた， <\ 

十 一 月 十二 日 

やい ち 
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永 井詞兄 

. 侍史 

二 00 

大 lii 十五 年 十一月 二十 SI 小石 川區 大衆 坂 下町 百 十四 番地より 

福 井 市役所 永 井 環 氏 宛 (封書：) 

だんく 寒くな ります が 御 無事で 何より 結構 グリフィス 翁來 朝の 由 新聞紙で 承知し ました ハ ワイからの 電報 

だと すれば 本 月末に は 着 京と 存じます それで 來月 五日に は 福 井 會總會 を 小石 川 植物園で やる 事に なつ て 居ます 

からま. つ それへ 招待の こと は 今 立と も 相談して おきました 大正 五 年米國 へま ゐ りました 時 小生 はわ ざく ィサ 

力に 同氏の 宅 を 尋ね その後 二 ュ 1 ョ ー ク でも 逢 ひました ので 同氏と は 一 面識 あり その 節い ろく 幅 井の 事に 就い 

て 話 をした こと もあります 同氏の 今囘 日本 來 遊の 目的の 一は 福 井 訪問に ある， こと、 信じます それ 故雜澤 子爵 

に 話す るまで もな く 小生から 福 井 行を勸 めます し勸 めぬ でも 目 分から 必す 行く こと、 信じます 十 年 前の 事 ゆ ゑ 

小生の こと は 忘れて 居る かも 知らぬ が 逢へ ば、 仏す 思 ひ 出し ませう 今日日 本 新聞社から 同氏の ことに 就いて 小生 

の 談話 を 聞きに 參 りました から 極く 簡單に 話して やりました 

同氏 福 井 在住 中 同氏と 知合 であった 人が ある なら 其 人 を 尋ね 出し ておいて 下さ れば さぞ 喜 ぶで あらう とお も ひま 

大正 十五 年 
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書  翰 

尙 分り 次第 申 上ます が とりあへ す 右 御 返事 申 上ます 

十一月 二十日 

永 井盟兄 

二 〇 一 

昭和 二 年 二月  一： W 小石 川 區大嫁 坂 下町 百 十四 番地より 

福 岡 縣直方 町 御前山 三^ 社宅 池 永 田 鶴 子 宛 (封書) 

諒闇の 新年お さびしい ことで 御座いました 一 1; 御 無事 御 越 歳の 由お めで 度 存じます 

親類 一 同 まづ/ \. 何事もなく こちらで も 至極 健全に くらして 居ります から 御 安心 下さい ませ 

もう 御大 葬の 日 も 近づきました 紀元節 も 過ぎれば 叉 だん. /.-^ 暖かになる 事と 樂み にして 居ります 

石 本 は 最早 伯林へ 安着の 由に て 先日 便が ありました 

今年 はどう かして 國モの 話 を 極めたい がと 思 ひます 相 當の處 も あったら 御 しらせ を 願 ひます 

この間 雅人 以下 手紙 を 下さって ありがたう 御座いました 叉 寫眞は よくうつ 、て 居る ので 一 同大 喜で ございまし 


や 


ち 


た 

二月 一日 

やい ち 

田 鶴 子 殿 

二 〇 二 

昭和 二 年 二月 一日 小石 川 區大竅 坂 下町 百 十四 番地より  . 

京 城 旭町 三 丁目 四 番地 穗猜眞 六 郎氏宛 (封書：) 

諒闇のお 正月 まことに 恐 多い 事でした それでも 皆々 無事 越歲何 よりの 事で ご ざ い ます もう 御大 葬 も い よく 

近づいて 來 ましたが こちら は 正月 以來 毎日の 晴天つ き ぉ天氣 はよ いが 非常な 塞 さで 零 以下 七 八 度まで 下り ま 

した 御 地 は 尙更の 事と 御 察し 申 上げます 

奮 職 は 一 同へ 御歳暮 を たくさんに 頂戴 致しました さう で まことにお 氣の 毒に 存じます 御 厚志 は 誠に ありがたう 

ございま すが 以來 あんな 御 心配 はお やめ 下さる やうに 願 ひます 

今年に なつてから もはや 一月が 過ぎました つい 取 紛れて どこへ も 御無沙汰 まだ 拂 方の 方へ も 伺 ひません 皆 

様 御 無事と 喜んで 居る だけです 

昭和 二 年 


989 


尾髙は 先日 京都 へ 轉任 石 本 はもう 伯林 へ 着い て いづ れも 無事で ご ざ い ます 

あまり 御無沙汰 ゆ ゑ 

二月  一 B  やい ち 

穗積御 兩人樣  . 

ニ〇 三 

昭和 二 年 ニ月晉 小石 川 5<i 下町 百 十四 番地よ リ  . 

麻布 K 霞 町 二十 一番 地 鳥居 龍 藏氏宛 (封書) 

f  if  li て if  ill の飄 f す Ir  y 

"ま： sll も I と 知 I! に 於ても 將來 ii を もって 居り t "の"""" ド" 

t 致しました わけて 御 兩親 様の 御 歎眞 に 御 察し 申 上げます 私の 九 人の子 供 碌な もの は 一人；； せ"： 

"でも 家！！ て l.i  iilir す iuo^iu 

御 i りました 何卒 s 上 はよ くく iiill ばす や ii 御 I 上 k 


小生 持病 引 籠 中 書中 失禮 いたします 

昭和 二 年 二月 三日 

鳥居 博士 殿 

奥  様 


昭和 二 年 


や 


ち 
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芳賀矢 一 年譜 


慶應 三年 ( 一 歲) 

五月 十四日 福 井 佐 佳 枝 上 町に 生る。 父は眞 夙に 古學に 志， し、 平田鐵 胤、 橘 曙覽に 就いて 學ぴ、 鹽 

竈、 多賀、 湊川 神社の 宮司に 歷 任せり-。 母 は斯波 迂權の 三女。 

明治 十二 年 (十三 歲) 

十 一 月 四日 東京 番町 小學校 一 級 後期 卒業。  -  . 

明治 十三 年 (十四 歳) 

一月 十ョ  宮城 中學校 入學。 

明治 十六 年 〈十七 歳) 

二月 十五 日 宮城 中 學校斩 等 中學科 第五 級 卒業。 この 年上 京し 伯父 斯波有 造の 家に 人る。 

明治 十七 年 (十八 歲) 

九月 十日  東京 大學 豫備鬥 改正 學科第 四學級 入學。 

明治 二十 二 年 (二十 一 二 歳) 

七月 十 一日 第一 高等 中學校 文科 卒業。 文科 大學國 文學科 入學。  1 

年  譜  j 


年  譜 

明治 二十 三年 (二十 四 歳) 

七月 十日  次學 年の 特待生に 選定 せらる。 

四月 「國 文學讀 本」 (立 花 銑三郎 共編 J を冨山 房より 刊行す。 

明治 二十 四 年 (二十 五歲) 

七月 十日  次學 年の 特待生に 選定 せらる。 

明治 二十 五 年 (二十 六歲) 

七月 十日  文科 大學國 文 學科を 卒業し、 大學院 に 入る。 (文學 博士 小 中 村 淸矩の 指導 を受 く) 

九月 二十 一日 獨逸學 協會學 校敎員 を依囑 せらる C  . 

十月 「文 學者 年表」 を 富山房より 刊行す。 

明治 二十 七 年 (二十 八歲) 

九月 十四日 第一 高等 學 校の 國 文の 授業 を囑 託せら る。 

明治 二十 八 年 (二十 九歲) 

一 月 一 一十 八日 永 井 瑗の媒 約に より 潮 田 鋼 子 (方藏 妹、 靜岡， 縣 女子 師範 學校 卒業) を娶 る。 

三月 二十 八日 第八囘 尋常 師範 學校、 尋常 中學 校、 高等 女 學校敎 員檢定 委員 を囑 託せら る。 (以後 第 十三 11 ま 

で 毎年 同 委員 を囑 託せら る) 


2 


I  二月  一二 十 一日 第一 高等 學校敎 授兼髙 等 師範 學校 教授に 任じ、 高等官 七 等に 叙 せらる。 

六月 二十 一日 從七 位に 叙 せらる。 

八月 十四日 長女 田 鶴 子 生る。 (大正 三年 三月、 ェ學士 池 永 四郞に 嫁す) 

明治 二十 九 年 (三十 歳) 

十一 一月 十一 一日 次女 敏子 生る。 (大正 三年 十 一 月、 法學 博士 男爵 德積陳 重 四 男 法 學士眞 六郞に 嫁す) 

五月 「新撰 帝國史 要」 (上〕 を 富山房より 刊行す。 

明治 三十 年 (三十 一 歳) 

四月 一 一士 一 曰 高等官 六 等に 陞叙 せらる。 

七月 十日  正 七 位に 叙 せらる。 

九月 十六 日 尋常 中 學校敎 科 細目 調査 委員 を 命ぜら る。 

三月 「新撰 帝國史 要」 (下) を 富山房より 刊行す。 

明治 三十 一年 (三十 二 歳) 

一月 二十 一日 兼官 を 免ぜら る。 

一 月 一 一十一 一日 高等 師範 學校國 語 科 講師 を囑 託せら る。 

十二月 十四日 東京 帝 國大學 文科 大學 助教授に 兼任し、 博 言學 講座 分擔を 命ぜら る。 


年. 譜 

明治 三十 I 一年 a 二十 一 一一 歲) 

h 月 一 、一力 曰 寒 師範 S 霧き じ、 業 京 富ま 文科 ま助敎 雲の 如し。 

i 東京 帝阈ま 文科 ま 助 霧に 任じ、 高等 師範 學校震 臭ぬ。 • 

」  善 學靈分 f 免じ、 國， I 國 文學國 史第| 磨 任 を 命ぜ らる。 

十二月 七日 師範 學蒙科 驚 取 層 員 を 命ぜら る。 

t- 二月 十 火 日 高等官 五 等に 陞敍 せらる。 

十二月 「國 文學史 十講」 を 富山房より 刊行す。 

明治 一二 十一 一一 年 0 二十 四歲) 

二月 二十日 從六 位に 叙 せらる。 

三月 一二 十一 日 顿 により 兼官 を 免ぜら る。 

六月 十二 曰 文 置 攻究 法 研究の ため、 滿 一 筒 年半 ドイツへ 黨を 命ぜら る。 

火/ ノ日 國語學 國文學 國史第 四 講座 撸任を 免ぜら る。 

横濱發 ドイツ へ 向 ふ。 

H 月 十九 日  ゼ ノアに 上陸。 

十月 二十 八日 ベルリン 着。 (パリ を經 て) 


4 


十二月 四日 三女 光子 生る。 (大正 九 年 月、 男爵 石 本 新 六 三男 寅 三に 嫁す) 

寸 一 月 r 國學史 概論， K 國語傳 習 所 講義 第二) を 國語傳 習 所より 刊行す。 

明治 三十 四 年 (ミ 十五 歳) 

ドイツ 滞在。 

明治 三十 五 年 (三十 六 歳) 

五月 二十 七日 ベルリン 發。 

六月 二十 九日 ロンドン 着。 (パリ を經 て) 

七月 四日  11 ン ドン 發、 歸 朝の 途に 就く。 

八月 二十四日 横濱 着。 

九月 十一 一日 第 一 臨時 敎員 養成 所國語 漢文 科 講師 を囑 託せら る。 

九月 十九 日 東京 帝 國大學 文科 大學 教授に 任じ、 國語學 國文學 第二 講座 擔任を 命ぜら る。 

九月：； 十五 日 國語 調査 委員 會 委員 を 仰 付けら る。 

九月 一 一 十九 日 敎 員檢定 委員 會 臨時 委虽を 仰 付けら る。 (以後 大正 十四 年まで 毎年 同 委員 を 仰 付けら る) 

十月 十日  高等官 四 等に 陞叙 せらる。 

十二月 二十 七日 正 六 位に 叙 せらる。  -. 

年  譜 
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年  譜 

明治 三十 六 年 (三十 七歲) 

一 一月 十九 日 文部省 編纂 敎科 書の 校 閱を囑 託せら る。 

四月 二日  東京 帝國 大學總 長の 推薦に 基づき、 文學 博士の 學位を 授けら る。  ： 

五月 八日  國語 調査 委員 會 主査 委員 を 命ぜら る。 

六月 七日  長男 檀 生る e 

四月 名著 文庫 第三 篇 「雨 月 物語」、 七月 同 第七篇 「狂言 二十 番」、 十 一 月 同 第 十四 篇 「謠曲 二十 番」 を 

いづれ も 富山房より 刊行す。 

明治 三十 七 年 (三十 八歲) 

1 一月 六日  文部省より 師範 學校 中學校 高等 女 學校國 語 科 授業 視察の ため 岡 山、 廣島ー 一 縣へ 出張 を 命ぜら 

る C 

三月  東京 帝 國大學 より 學術實 地 指導の ため 京都、 大阪、 奈 良の 府縣へ 出張 を 命ぜら る。 

十一月 十二 日 高等官 三等に 陞叙 せらる-」 

十二月 六日 次男 梓 生る。 

一 月 名著 文庫 第 十九 篇 「花 月 草紙」、 五月 「祝捷 行進 欹」、 十 一 月 一， 世界 文學者 年表」 を いづれ も冨山 

. , 」1^ より 刊行す。  . — 1  ト  1 
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「國語 活用 聯語 一 覽」 を 富山房より 刊行す。 

明治 三十 八 年 (三十 九 歳) 

一月 三十 一日 從 五位に 叙 せらる。 

六月  東京 帝 國大學 より 學術實 地 指導の ため 京都、 大阪、 奈良、 三重の 府縣へ 出張 を 命ぜら る。 

二月 「內地 旅行」 を 金 港 堂より 刊行し、 四月 「中古 文典」、 十 一 月 「明治 讀本 」「 十册) を いづれ も冨山 

房より 刊行す。 

明治 三十 九 年 (四十 歳) 

二月 七日  四 女 子 生る。 (大正 十三 年 五月、 法 學士文 學士尾 高 朝 雄に 嫁す) 

三月 三十 一日 第一 臨時 敎員 養成 所國語 漢文 科 講師 囑託を 解かる。 

五月 八日  父眞 歿す。 (年 六十 一 。 福 井 縣今立 郡 鯖 江 在圓誠 寺に 葬る) 

六月  東京 帝 國大學 より 學術實 地 指導の ため 京都、 大阪、 奈良、 和歌 山の 府縣へ 出張 を 命ぜら る。 

六月 名著 文庫 第二 十五 篇 「慶長 見聞 集」、 十月 i 日本 家庭 百科 事彙」 (下田 次郎 共編，； を いづれ も 冨山房 

；  より 刊行す。 

明治 四十 年 (四十 一 歲) 

三月 二十四日  一二 男 篁 生る。 


年  譜 

八月 二十 一日 高等官 二等に 陞叙 せらる。 

十月 三十日 正 五位に 敘 せらる C 

十月 「詞藻 類纂」 を 啓 成 社より、 十二月 「國民 性 十 論」 を 富山房より 刊行す。 

明治 四十 一年 (四十 二 歳) 

五月 二十 五日 臨時 假名 遣 調査 委莨會 委員 を 仰 付けら る。 

六月 二十 五日 勳四 等に 叙し、 瑞寶章 を 授けら る。  ， 

七月 一 日  東京 帝 國大學 より 學術上 取調の ため 京都府 下へ 出張 を 命ぜら る。 

九月 一 一十 六日 敎科 用圖書 調査 委員 會 委員 を 仰 付けら る。 

九月 二十 八！ u 敎科 用圖書 調査 第三 部員、 主査 委員、 起草 擔任を 命ぜら る。 

二月 「國 文 學歷代 選」 (上. 中古、 近古、 近世の 三册) を文會 堂より 刊行し、 七月 「四 流 對照謠 曲 二百 

番」 上卷、 十二月 同 中 卷を金 港 堂より 刊行す。 

明治 四十 二 年 (四十 三歲) 

三月 十七 日 敎 科用圖 書檢定 事務 を 嘱託 せらる。 

十 一 月 八日 文部省より 新 潟、 長 野 兩縣へ 出張 を 命ぜら る。 

十 一 月 十五 日 文部 15 より 明始 四十 一 一年 度 第一 一 LP 師範 學校 中學狡 高等 女 學校敎 員 講習 會 講師 を 囑託 せらる。 
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十 一 月 十八： n 五 女國子 生る。 (昭和 三年 五月、 理學士 和達淸 夫に 嫁す) 

四男定 生る。 

十一 一月 一 日 漢文 敎授 に關 する 調査 を囑 託せら る。 

一， 月 名著 文庫 第三 十一 篇 「和漢 朗詠 集」、 三月 「明治 文典」 (三 册) を いづれ も 富山房より、 六月 「四 流 

對照謠 曲 二百 番」 下 卷を金 港 堂より、 九月 「月 雪花」 を文會 堂より 刊行す。 

明治 四十 三年 (四十 四歲) 

十二月 名著 文庫 第 四十 篇 「保 元 物語」 を 富山房より、 同月 唱歌 「年中行事」 を 文昌閣 より 刊行す。 

明治 四十 四 年 (四十 五 歳) 

一 月！ 一十 七日 東京 高等 商業 學校 講師 を囑 託せら る。 

五月 十七 日 文藝 委員 會 委員 を 仰 付けら る。 . 

六月 一 一日  文部省より 第 十一 一同 視學 講習 會 講師 を， 囑 託せら る。 (以後 大正 六 年まで 毎年 同 講師 を囑 託せら 

る) 

七月 十七 日 朝鮮 總督府 より 小 學校敎 員 夏期 講習 會 講師 を 囑 託せら れ 朝鮮に 旅行す。 

十月 十九 日 文部 翁より 京都府 及 奈良縣 ベ 出張 を 命ぜら る。 

二 力 「日本 唱歌」 を廣文 堂より、. 三月 名著 文庫 第 四十 一 篇 「平 治 物語」、 十月 同 第 四十 五篇 「神 皇 正統 

年  譜 
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年  譜 

記」、 十二  同 第 四十 六篇 「11^ 難 前後 草」 を いづれ も 富山房より 刊行す。 

明治 四十 五 年 (四十 六 歳) 

六月 二十 七日 動 三等に 叙し、 瑞寶章 を 授けら る。  . - 

一月 「新定 中學讀 本」 (十 册)、 二月 「現代 文典」 (二 册)、 「國 文典 初歩」、 三月 「作文 講話 及 文範」 (杉 谷 

代 水 共著、 ニ册) を いづれ も 富山房より，、 七月 「日本人」 を文會 堂より 刊行す。 

大正 元年 (四十 六 歳) 

十一月 二十日 從四 位に 叙 せらる。 

一 月 名著 文庫 第五 十篇 「川柳 選」 を 富山房より、 九月 「新式 it 典」 を大倉 書店より、 十月 「東海道 五 

十三 次」 を 富山房より、 同月 唱歌 「乃 木 大將」 、十 一 月 唱歌 「明治 聖帝」 を いづれ も 松 邑三松 堂より、 

同月 「萬 葉 集 略解」 上、 下 (佐 佐 木 信 綱 共編、 校註 和歌 叢書の 第 一 、 第二 卷) を 博 文 館より 刊行す。 

大正 二 年 (四十 七 歳) . 

七月 二十 五日 國學 院大學 商議員 を囑 託せら る。  ■ 

七月  臺灣に 旅行す。 

一 月 「新定 女子 讀本」 (八册 /六月 「孜證 今昔 物語 集」 (天竺 震且之 部) を 富山房より、 六月 「八 代 集」 

上 (佐 佐 木 信 綱 共編、 校註 和歌 叢書の 第三 卷)、 九月 同 下 (同 第 四卷) を 博 文 館より、 七月 r 國 文學史 

概論」 を文會 堂より、 十月 「口語文 典 大耍」 を 文昌閣 より、 十 一 月 r 書翰 文 講話 及 文範」 〔杉 谷 代 水 共 


10 


著、 ニ册) を 富山房より 刊行す。 

大正 三年 (四十 八 歳) 

三月 「三十 六 人 集」 (佐 佐 木 信 綱 共編、 校註 和歌 叢書の 第五 卷」、 四月 「校註 謠曲 叢書」 (佐 佐 木 信 綱 共編) 

第一 卷を いづれ も 博 文 館より 刊行し、 七月 「南部 廣矛 翁」 (傳記 及 紀行、 歌集の ニ册) を 南部 球 吾の 依 

囑 により 編纂 刊行す。 八月 「孜證 今昔 物語 集」 (本朝 之 部、 上) を 富山房より、 九月 「日本人 名 辭典」 

を大倉 書店より、 十月 「新式 座右 年表」 を文會 堂より、 十 一 月 「近代 名家 歌 選」 (佐 佐 不信 綱 共編、 校註 

和歌 叢書の 第 六卷) 、十二月 「校註 謡曲 叢書」 (佐 佐 木 信 綱 共編) 第二 卷を いづれ も 博 文 館より 刊行す。 

大正 四 年 (四十 九 歳) 

三月 二十四日 帝國 學士院 規程 第二 條に 依り、 勅 il3 を 以て 帝 國學士 院會員 を 仰 付けら る。 

五月 一 一十 九日 大鱧 奉祝 唱歌 歌詞 審査 委員 を囑 託せら る。 

十 一 月 三十日 高等官 一 等に 陞叙 せらる。 

五月 r 肇 のまに く」 を 富山房より、 八月 「和歌 作法 集」 (佐 佐 木 信 綱 共編、 校註 和歌 叢書の 第 七 卷)、 

九月 「校註 謠曲 叢書」 (佐 佐 木 信 綱 共編〕 第三 卷を いづれ も 博 文 館より、 十月 「大 醴と國 民」 を 富山房 

より 刊行す。  • 

大正 五 年 (五十 歳) 

六月 八 H  歐米 各國へ 出張 を 仰 付けら る。 

年  譜 
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七月 一一 一十 一 日 

八月 九日 

九月 六日 

九月 十一 一日 

九月 一 一十一 一日 

十月 九日 

十月 十四日 


横濱發 アメリカへ 向 ふ。 

ホノルル 着。 

ホノルル 發。 

サンフランシスコ 着。 

その後 サク ラメ ント、 ロスアンゼルス、 シカゴ 等 アメリカ 各地 視察。 

國語學 圃文學 第一 一 講座 擔任を 免ぜら る。 

欧米 备國に 於け る敎科 書取 調を囑 託せら る。 

二 ュ ー ョ，' ク 着。 

1 月 「格言 大 辭典」 (安井 小 太郎、 服 部 宇之吉 共編) を 文昌閣 より、 「戰爭 と國民 性」 を 富山房より、 「學 

生の 友」 を廣文 堂より、 九月 「ロ譯 御文 章」 を 光融浩 より 刊行す。 

大正 六 年 (五十一 歲)  - 

一月 七日  ニュ ー ョ ー ク發、 ロンドンへ 向 ふ。 

一月 十五 日 ロンドン 着。 

四月 二十 一日 ロンドン 發、 ノル ゥ Hl、 スゥ HI デ ンを經 て、 シ ベリ ャ 經由歸 朝の 途に 就く。 

五月 二十四日 東京着。  - 


12 


五月 1 一十 六日 國語學 國文學 第一 一 講座 擔任を 命ぜら る" 

十一 一月 十 四日 小學校 唱歌 敎科書 編纂 委員長 を 嘱託 せらる。 

十二月 二十 八日 正 四 位に 敘 せらる。 

十月 「女子 國文」 (八 册) を 富山房より 刊行す。 

大正 七 年 (五十二 歳) 

七 二十日 皇典 講究 所 國學院 大學擴 張 委.」 貝會 委員 を 嘱託 せらる。 

十二月 二十 二日 國學 院大學 長に 就任す。 

二月 「帝 國讀 本」 (十 册：) 、九月 「國 民道德 教科書」 「五 册〕 を いづれ も冨. W 房より、 十月 「假名 遣 達假ぉ 

早 わかり」 を 育英 書院より、 十二月 「筆に まかせて」 を 日本 書院より 刊行す。 

大正 八 年 (五十 三歲) 

五月 六日  皇典 講究 所 協議員 を 嘱託 せらる。 

十月 一 一十 一 日 國學院 大學學 則 改正 調査 委員 を囑 託せら る。 

二月 「女子 補習 國 文」、 三月 「皇國 文典」 (二 册) を いづれ も 富山房より、 八月 唱歌 「世界 一 週」 を富國 

出版社より 刊行す。 

大正 九 年 (五十 四歲) 

年  0 
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#  譜 

二月 二十四日 神社 調査 會委 貴を囑 託せら る。 

七月 一 一十 七日 動 一 一等に 叙し、 旭日章 を 授けら る。 

敎科 用圖書 調査 委員 會 主査 委員の 職 を 奉じ 盡カ少 からざる に 依って 旭日 重 光章 を 授けら る。 

十二月 二十 e: 日 ^^ェ典講究所調査委員長を囑託せらる。 

十月 「國文 學歷代 選」 (現代 篇) を文會 堂より 刊行す。 

大正 十 年 (五十 五 歳) 

九， 月 三十日  東宮職 御用 掛を仰 付けら る G 

四月 「放證 今昔 物語 集」 (本朝 之 部、 下)、 十二月 「師範 國文」 (<  册) を いづれ も 富山房より、 同月 「言 

泉」 (五 册、 落 合 直 文 著 「ことばの 泉」 を 改訂 增 補せ しもの) を 大食 書店より 刊行す。 なほこの 年 十 一 

月 「古典 經緯」 宮内省より 刊行 せらる。 

大正 十一 年 (五十六 歳) 

三月 十八 日  勅任官 を 以て 待遇 せらる。 

. 三月 十八 日  願に 依り 本官 を 免ぜら る。 

四月 十日  特旨 を 以て 位 一級 を 進め 從 三位に 叙 せらる。 

七月 一 一十 七日 帝 國大學 令 第 十三 條に 依り 勅 3n を 以て 東京 帝 國大學 名 譽敎授 の 名稱を 授けら る。 
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.  十二月 「帝國 新 文典」 (二 册) を 富山房より 刊行す 

大正 十二 年 (五十 七歲) 

七月 一二 日  神社 調査 會 委員 を 仰 付けら る。 

九月 一 日 關東 大震災に 輕 井澤への 車中 高崎驛 にて 遭遇す。 

十月 - 久響良 子女 王 (皇后陛下) へ 日本 文 學史を 御 籠 申し 上ぐ 

一 月 「女子 新 文典」 (二 册) を 育英 書院より 刊行す。 

大正 十三 年 (五十八 豫) 

g 月 一 一十一 一 曰 母 秋 子 歿す。 (年 七十 四。 If 立都 經 在圓誠寺 に 葬る) 

八月 一 曰 妻 鋼子輕 井澤 別邸 S す。 (年 五十。 小石 川靈塞 地に 葬る) 

大正 十四 年 (五十 九 歳) 

J  、月 九日  神社 調査 會 委員 を 嘱託 せらる。 

一 月 5 子規 代 文範」、 「改訂 現代 文範」 を いづれ も 育英 書院より £¥0 

大正 十五 年 (六十 歳) 

ョ 砷諫 高等 試驗 臨時 委員 を 命ぜら る。  ， 「3c,f, 

き f  Hi  II 及び It  if 刊行す。 なほこの 年 「國 i 

年  譜 
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史 文例 類 募」 上古 篇宮內 省より 刊行 せらる。  、 

昭和 元年 (六十 歲)  • 

十二月 二十 五日 宮内省 御用 掛を仰 付けら る。 

昭和 二 年 (六十 一歳) 

一月 二十 二日 願に より 宮內省 御用 掛を 免ぜら る。 

二月 四日  心臓 性 喘息 を 病む。 

一 一月 六日  動 一 等に 叙し、 瑞寶章 を 授けら る。 

一 一月 六日  午前 四時 四十 分 小石 川 區大塚 坂 下町 百 十四 番地の 自宅に 歿す。 

一 一月 十二 日 國學 院大學 葬に て 神式に より 靑山齋 場に 告別式 を 行 ひ、 小石 川 護國寺 墓地に 葬る。 

一 月 「奉 悼 歌」 文部省より 刊行 せらる。 四月 名著 文庫 (新型： 「寶物 集」、 九月 同 「撰 集抄」 富山房より 

刊行 せらる。 

昭和 三年 . 

十月 r 日本 文獻學 文法 論 歴史 物語」、 「國 語と 國民性 日 太 漢文 學史」 遺稿と して 富山房より ™ 行 せらる 0 
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矢 一の 樣 式に 就いて 

芳 賀  檀 

私 は 矢 一の こと を 思 ふ 時、 深 い 望 鄕の思 ひに 堪 へない 氣 がする。 それ は， どの やうな 子 

供 等 もが、 失 はれた 父に 對 して 持つ， 愛の 悲しみで あらう か。 もし それが 私 だけの もので 

あった ら、 私 は ひとり、 植れ 半ば 忘れられ かけた 父の、 新に せられた 悲しみの 淚に 浸って ゐ 

れば よいので ある" 今日 誰か 併 し-そ の やうな 時代の ノ ス タル ヂ ュ に 打 たれなかった も 

のが あらう。 た その 故に 私 は、 來 るべ き 時代へ の 責任と 熱意と を感 する で あ ら う。 矢 

一 の 姿 は、 餘 りに 古典に、 美しい 故に、 時に 私 は 彼に 最後の 人 を 失った と 思 はなければ なら 

ない 程で ある。 不幸に して 私 は、 自分の 武装の 爲に 忙しく、 矢 一の 古典の 歌謠 をし みぐ 

と聽 いて ゐる暇 を 持たなかった。 何 時. 私 は、 そ の 美しい 詩 を、 憚 る 所な く聽 き 得 る 心 を 持 

ち 得る ので あらう。 私 は、 矢 一が 終った 所から 出發 すれば よかった の を 或 ひ は 出 發點を 

矢  一 Q 樣 式に 就いて  - 


矢 一 の 様式に 就いて 


間違へ た 

つた 多く 

さの 中に 


つ て 

間 學 

る 0 

叉 人 

達 力 

る の 

あ れ 

で あ 

そ れ 

う な 


ヴ ァ 

の み 

の 變 

人間 

間 の 

一一 is ふ 

で も 

ば よ 

れば 

は ブ 

歷史 


も 知れ 

歌 は、 彼 

に 生 


リス は 

それ は 

形で も 

そ の 


史 


そ 


たんい。 併しながら ビの寂 塞の せの 中に 在つ 

を 追憶の 光の 中に 淸く 保って ゐる。 而も 私 

■ 多く 語った のであった。 

の斷 章の 中に、 「歷史 は 自ら を 創造す る。 た 

生し 得る。」 叉 「歷史 は道德 と宗敎 との 轉 形で 

る。」 叉 「物 語たり 得る ものの み が、 歷 史 たり 得 

の 人生の 歷史を 創造す る 以外 に、 何 を 創造し 

いて 人 は 果して 歷史 とい ふ もの を考へ 得ら 

"た y 過去の 出來 事の 羅列 を 言 つて ゐ るので 

達 の 實 ふ 歷史と は、 現 在の 最高の 力と 情熱と 

は、 量 として の 存在で はな く、 高 次の 質に 高め 

つても しその やうな 高次の 平原へ の 意志が 

トが考 へ たやう に、 宗 敎 となっても よいので 

話と しての み考 へた。 過去と 現在と、 一切 は 


て、 彼 の 

達 は、 永 


過去 

あ る-. 

る の 

得 る 

れ る 

も な 

を 以 

ら れ 

面 人 

は な 


歌 ひ、 叉 歌 はれ 

く 彼の 體現的 

未來 との 結合 

從 つて それ は 

ある。」 と 一一 目 つ 

いふので あら 

あ ら う か。 勿 

，年代記 を 指し 

する 過去の 創 

新しい 實 在の 

領域 を 超える 

か。 矢 一は そ 

つて は 神話で 


な 力 

な 近 

に よ 

叉 人 

て ゐ 

、つ 0 

論 私 

て ゐ 

造 で 

展開 

時 に、 

の や 

あ つ 
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た。 叉 彼 は 来 來を贵 住 を 以て 築かう と 意志す るが 故 に、 現 在と 過去の 完成の 爲に 何物 を 

も 惜しまなかった ので ある。 彼の 歌 は 古典の 讚歌 だけ， ではない。 それ は 叉 時代の 病 息 

に對 する 決意と 怒と であった。 私達 は こ 、 にも 彼の 悲劇 を 見なければ ならない。 

矢 一 を 見た ことの ある 者 は 何人も 彼が 最も 純粹な 典型の 日本人であった こと を 怪し 

まないで あらう。 吾々 は 再び あの やうな 日本人 を 持ち 得 る で あ ら う か。 叉再ぴ 彼程 古 

典へ の 強烈な 愛 と、 古 典 を 守る 怒と を 持ち 得る 者が あるで あらう か。 私 は 歷史へ の 良心 

を 持す る こと 彼程 厳しい 者 を 知らない。 彼 は 「進んで 死 を も かへ りみ ぬ」 精神の 一個の 武 

人 で あ つ た ので ある。 

彼 は 叉 汚れな き 祖先の 血 を 誇 り、 家 鄕 を 愛 し、 家 名 を 重んじた。 どの やうな 場合に も、 彼 

を 生んだ 世襲の 傳統を 忘れ す、 叉 來 るべき 次代へ の 良心 を 失った ことはなかった。 彼 は 

あらゆる 追憶と 感謝との 集約であった。 どの 彼の 著作 も、 祖 先への 誇と 感動と に 充ち滿 

ちて ゐな いもの はない。 例へ ば 彼の 「月 雪花」 叉 「國民 性 十 論」。 それ 等 は 「より 美しき も の へ 

の 追 憶」 であつ て、 過去に 對 する 所の 裁斷 であ り、 叉 古典へ の 可能性と して 次代の 爲に 投げ 

られ たもので ある。 二 イチ H は 「 一 切の よき もの は I 襲で ある。 世襲で ない もの は不完 

矢 一 の 様式に 就いて 
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矢 一 の樣 式に 就いて 


全で あ る。」 

以外に 彼 は 

で に、 一 切の 

出す からで 

_w はれて よ 

と を 期待し 

れを 次代へ 

或 ひ はな ほ 

へた 程 は ど 

よかった の 

祖先の 血 

つ た と 一一 百 つ 

うな 愛より 

る。 佛敎の 


と 一一 =11 つ 

美と レ 

革命的 

あ つ た 

い。 叉 

た の で 

の爲に 

記憶す 

こに も 

で あ る 

と傳統 

てよ い- 


た。 矢 一にと 

ふ もの を 見な 

な もの を 憎ん 

. 精神の 高貴 

彼 はこの 集約 

ある。 彼 は 美 

惜しみ はしな 

るで あら う。 

感謝 を 見出さ 

. す ベ て を 與 

と を 誇 る 矢 一 

一 皇室と 國家 


つて、 世襲でなかった 

かった やうに 思 はれ 

だ。 彼 は 其處に 外面 

と は、 この やうな 幾 世 

せられた 精神の 世襲 

しい 多くの 追憶に よ 

かった。 與 ふること 

與 ふる 時、 彼 は餘 りに 

なかった。 寧ろ 彼 は 

ふること は 彼の 幸福 

が、 皇 室に 對 する 深い 

に對 する 彼の 愛 は、 彼 


も 深かった ので ある。 「怫敎 信者の 親 房 卿 

說敎を 主と したやうな 謠曲 にも 『日本 は神國 也』 を 繰 返 す の で あ る 一 


もの はない。 叉 完成 せられた 傳統 

る。 從 つて 彼 は 苛酷と 思 はれる ま 

のみの 變革 による 精神の 破 壌 を 見 

紀 かの 世襲の 後繼 者に のみ 對 して 

よ り、 よ り 高 く、 よ り 美しい 人と 時代 

つて 充電せられ たが、 決して 彼 は そ 

は 彼の 道德 であった。 而 して 人 は 

も無條 件に 大膽 であった。 併し 與 

次代 を 奪ふ爲 にす ベ て を 捧げれば 

で あ つ た 故に。 

敬愛 を 抱いた こと は 寧ろ 當 然 で あ 

の 信仰で あ り、 宗 敎 であって、 どの や 

でも 『日本 は神國 也』 とい ふので あ 

"指摘 
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な 


ら 


して ゐる。 (國 R 性 十 論 四 一— 四 二) 彼が 自ら 

傾倒して ゐた 佛敎す ら、 「血統」 に 對 する 彼の 信頼 

於 て は. 精 神と 肉 體とは 15! 別せられ る こと は 

於て 左様であった やうに、 人 は 叉 神で あった- 

られ  ねばなら  す、 そ の やうな 人 を 神と して 祭 

た 人格の 中に 見出して はいけ ない ので あらう 

は 多くの 隔りを 持って ゐた。 「神と いっても 後 

い。」 と 警告して ゐる。 (國 K 性 十 論 四 〇) 

吾が 國の國 家 は、 神祇 政治 で あ り、 家 族 政治 

くこの 詩の 神話の 國家を 守り 得た とい ふこ 

あらゆる 感謝 を 捧げる こと を禁す る こと 

彼 はこの 點に 於て は 忠誠 無 比. 折 あ る 毎 に、 吾 

遠す る こと を說 いて 倦まなかった。 昔. 神 皇 

彼の 心に 燃え るの を感 する ので ある。 


で 


最 

う- 

力 


あ る- 

は、 矢 

來な 

神話 

統記 

# 力 


も 偉 

奪 ふ 

つ た- 

と 


大な 

こ と 

。 彼 

も 人 

つ た- 

の  一 百 

達 し 

こ の 

こ と 

つ た 

國體 

書 い 

本で 


る 宗 敎 である 

は出來 なか つ 

の 場合に 在つ 

間 は 神にまで 

0 その や う な 

ふ 神 は， 俗流 の 

た 各派の 神道 

文明の 危險の 

つて は 無上の 

の で あ る。 (國 

の 外國の それ 

た 北 親 房の 

は國 土と 皇室 


と 認 め、 少 か ら す 

た。 彼の 信 9- に 

て は、 ギ リシ ァに 

高められ 完 成 せ 

神 は、 完 成 せ ら れ 

神道に 見る 神と 

をい ふので はな 

只 中 に、 吾 々がよ 

喜 び で あ り、 彼 は 

性 十 論 三 六) 

と は 根本的 に 相 

怒 が、 な ほ烈々 と 

と は 神話 以來已 


矢 1Q 樣 式に 就いて 
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ik 一  の樣 式に 就いて 


に 離 

い ェ 

し た 

も 許 

平素 

上皇 

ク て 

に の 

ナ こ 

雄し 

矢 一 

極 的 

つ た 

正 へ 


る ベ からざる もので 

ス ト、 例 へ ば 武士道、 家 

. &民性 十 論 二八) 

す ことが 出來 なかつ 

御 知遇 を 受けて ゐた 

の 御 歌 は 一 首 もとら 

ゐる。 (月 雪花 四 二) 

み 道 を 誤った 不幸な 

- 「わが 子に は 散れと 敎 

い 武人の 姿に 對 して 

にと つて は 観照 で も 

に作爲 する のが 彼の 

かを檢 討す る の は、 彼 

の 追撃が 唯 一 の 彼の 


あ る。」 (國民 性 十 論 三 一一 一 1 三 四) 叉 彼 は 吾が 國の すべての 美し 

族. 主 從 等の 關係 を. 皆皇 室 を 中心とした 忠君 愛國の 思想に 還元 

從 つて 不忠の 臣は 彼の 永遠の 仇敵であって、 どの やうな 過失 を 

た。 例へば 定 家が 新 勅撰集の 勅撰 を 承りながら、 幕府 を 憚って、 

にも 拘ら す、 承 久の擧 をお も ひ 立 たれた 後鳥羽、 土 御門、 順德の 三 

なかった ことに 對 して は. 「千歳 まで も その 醜 を 示 す」 と 一 百 つ て 怒 

それに 反して、 將鬥、 義朝、 義仲等 は 寧 ろ 皇室の 御 知遇 を 得たい 爲 

亂暴 者に 過ぎなかった と 言 つて ゐる。 (國民 性 十 論 八) それ だ 

へて おのれ まづ 嵐に 向 ふ 櫻 井の 里」 の 正 成の、 行って か へらぬ 雄 

は 感謝の 淚を 惜しまた いので ある。 (月 雪花 一 九 一) 正義と は、 

な く、 客 觀 で もなかった。 信す る 所の 情熱と 意 志 と を 持つ て， 積 

正 義 で あった。 啓蒙 的に、 例へば 尊 氏と 正 成と 何れが 正 営 で あ 

の 使命 で はない。 行爲 する 道 德、 激 烈 な る 意 志、 而 して 目前の 不 

正義で ある。 私 は 二 イチ H の 言 葉 を 思 ふ。 「現在の 最高の 力 を 


6 


以てして のみ 君 は 過去 を 裁斷し 

言 つた。 何故 なれ ば、 勇 氣は死 を 

私の 本能で ある。」 二 イチ H がさ 

的 イロ  ニイ を も、 懐疑主義 をも考 

パ スカルの 藝術を 思って ゐ るの 

はしない。 私 は 矢 一は 武人で あ 

いかなる 方法に 於ても 存在の 樣 

の を 憎んだ。 人 は その やうな 武 

あらう。 それ は 寧ろ 諦觀 を排す 

は その やうな 文 學 と、 そ の やうな 

人 々 を、 弘安 の 役の 勇士 等 を 讃美 

る 父母 をお き て」 そ の 容易に 全部 

に 俊る 美が あり 得る かと 矢 一 は 

叉 彼の 文學 は， 人 問の 學 でも あ 


て 


よ い 

擊 つ 

言 つ 

て ゐ 

あ る 

と  一一 一一 n 

を 發 

的樣 

所 の 

史 の 

た 所 

M へ 

つ て 

た。 


か ら で 

た 時、 彼 

る の で 

つ た。 

見し 得 

式の 中 

非 アジ 

完成 の 

以 であ 

得 る 道 

ゐ るの 

人 は そ 


叉-; イチ 

あ る。 「私 

は 東洋 的 

はない。 

的な 幾 百 

彼 は 生れ 

ない の で 

に、 悲 劇 を 

ァ 的、 西 歐 

爲に 一生 

る。 「大君 

德 は： 四 歐 

で あ る。 

の 中に あ 


H は 「勇 

は 生れ 

な諦觀 

彼 は 古 

の 者が 

ながら 

あ る。 

も辭せ 

的な 思 

を 捧げ 

みこと 

の 命 か 

の殉敎 


まな 

な 力 

を も- 

典 の 

ゐ て 

の 武 

彼 は 

ぬ 强 

想 で 

た の 

し こ 

の 道 


る もの 

シ ュ レ 

敢爲な 

も、 宗 敎 

士 で あ 

卑劣な 

い 意 志 

さへ も 

で あ る _ 

I わ に S 


のみよ 

的 だ。 

1 ゲル 

るル 1 

は 改革 

る。 彼 

る あ ら 

を 見出 

あった 

" 又吉 

う Q 

觸り海 

S す る 


し。」 と 

攻撃 は 


浪漫 

ル の 

ら れ 

他 の 

る も 

た で 

矢 一 

朝 の 

わ た 

こ れ 


ら ゆる 人 問の 基準と 樣 式と を 見 


矢 一 の樣 式に 就いて 
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4< 一  の樣 式に 就いて 

出す であらう。 叉 人間 は その 基準に 從 つて 裁 斷 せられ、 評價 せられて ゐる。 從っ てこ、 

に は. 近 松 と シ H クスピ ー ァとを 混同して 論す る混雜 はない。 この やうな 時代に 生きる 

爲 に、 吾 々 は 果して どの やうな 人 問 的 樣式を 選ぶ ベ き で あらう か。 叉 どの やうな 様式 の 

文化 を戰 ひとるべき か" それ 等の 問題 は、 彼の 文學と 時代 批評の 中に 提起 せられて ゐる 

の で . あ る- レ 

吾々 は 彼の 文 學の底 を 貫いて ゐ る、 た ゾ ひたむきなる 烈々 たる 意志 を感す る。 それ は 

將に 敵に 向つ て 長 槍 を 投げん とする ギリシア 兵士の 決意の 姿で ある。 今日の 時代 は、 矢 

一 の 持った 時代より も、 精 神の 貧し さに 於て、 優る とも 劣り はしない。 こ の やうな 時、 人 は 

異敎 者と なる もよ く-口 マ ン派 となる もよ い。 又 吾々 は 多く をハ ム レットに、 ドン. キホ ー 

テに學 ばねば ならない。 併し ハ ム レット は 狂人の 假面を 着けた が、 道化者の 眞似 はした 

かった。 ラマンチャの 騎士 は、 笑 はれても 頑として モの 武士道 を 捨てなかった C 吾々 を 

打つ の は， 彼 等の 悲慘 なる までの 眞摯の 姿で ある。 それ は 悲劇で あっても ィ P  ニイで は 

ない。 要は 人 問の 强 さに 在り、 男が その 様式 を 守り 得る か、 叉 そ の 運命に 堪へ 得る かに 在 

る。 二 イチ H は 「何 よりも 假面を 憎 む。」 と 一 百 つた。 人の 世が 暗く 淋しければ とて 群衆 を 
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迎 へる 爲 に、， おど け た 顏」 を して 見せる 必要 はない ので あ る。 例へば へ ル， テル リン は、 假 面 

より は 强く死 を 願った 者の 一人であった。 吾- は どの やうな 場合に も、 決 意 に 「直 立 する」 

男性的な 態度 を 崩したくない。 江戶 時代の 文人なら ばい ざ 知ら す、 古 典の 曰 本人 は 「それ 

で い 、ぢ やない か。」 たどと は 言 はなかった 害で ある" 「燃 ゆる 情 熱 と 嚴 肅」 が、 ど の 場合に 

も 吾々 の 様式で ある。 矢 一は 非 大陸 的な 吾が 國民性 は假惜 なく 吿發し 叱責した。 吾が 

社會 人と. 低級なる 新聞と は. 「眞摯 なら ぬ輕 佻な 風」 として 却け た。 叉 徒に 煩 纖な道 德ゃ習 

慣 や、 偏 狹な國 性 が、 ど の やうに 互 ひに 制 縛し 合つ て、 最善た る もの の 成熟と 偉大なる も 

のの 生育と を 阻んで ゐる であらう。 これ 以上の 悪 はあり 得る か。 今日の やうた 卓櫟擠 

排の 風景から は. 何 物 も 偉大なる もの は 生れ はしない。 

從 つて 今日の. 吾が 國 の-人と 精神との 貧困 を來 したので ある。 併しな が ら、 吾 等 は 徒に 

5^ 喪す る ことなく 再び 彼の 淸朗な 古典の 日 を 期待 すれば よい。 この やうた 時、 人 は ロマ 

ン 派に 走っても よいが、 容易に たビィ P  ニイ を 弄ぶ 文人 流の 様式 は、 吾 等 は 取らない ので 

ある。 而 して 吾々 は、 次 代の 爲に丄 イチ H の 言 つ た 「永 い 意 志」 を 持續 しなければ ならな、 

私 は 父 矢 一の 學 的な 仕事に 就いて 語る 害であった。 併し こ れ は、 た y 矢 一への 追憶で 

矢 一 の 樣 式に 就いて 


矢 一 の 様式に 就いて 


ある。 追憶で ある 故に- 强 ひて 學 的な ことに 互ら す、 彼が 古典の 様式と 5 だナを 見よう 

と 思った ので ある。 5 曰 本 精神に 就いて 多く  i はれる が、 何 一 つ 私 を 感動せ しめた 

もの はない。 た.^ 矢 1 の レンブラント 的 歌謠 のみが 私の. 胸 を 打ち、 勇 氣を與 へて くれる 

ので ある。 それ は 私 だけで あ ら う か。 

何時か 私 はもつ と 暇 を 得て、 矢 一の こと を 語りたい と 思 ふ。 彼の さ 典の 多くの 歌 

代の 爲に歌 はれた。 私達の 行くべき 道 は 一つな ので ある. 私 は 5?」 と を忘 れ；： ヒ 

きて ゐ るが、 眞摯 になる 時、 知らす く 私 は， の 指導者で あり 警吿 者の 指示す る f 

r  D-  ■ }  I  ^  .  .  J  [ .  ス  ーノー  i 
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